
2022年度

大学院シラバス

理 工 学 研 究 科　　　　　　　　

明治大学大学院





目　　　　　　　　　　　次

2022 年度学年暦 ・ 授業時間割 ・ カレンダー  …………………………………………………………………   2

人材養成に関する目的その他教育研究上の目的  ……………………………………………………………   4

明治大学大学院理工学研究科 「入学者受入」 「教育課程編成 ・ 実施」 「学位授与」 方針  ……………   7

履修登録について  ……………………………………………………………………………………………  11

他大学大学院の聴講について  ………………………………………………………………………………  13

連携大学院方式による研究機関等との教育研究協定  ………………………………………………………  14

科目ナンバリング ・ メディア授業科目について  ………………………………………………………………  15

授業科目及び担当者 ・ シラバス

　　電気工学専攻  ………………………………………………………………………………………………  16

　　機械工学専攻  ………………………………………………………………………………………………  100

　　建築 ・ 都市学専攻  ……………………………………………………………………………………  218

　　応用化学専攻  ………………………………………………………………………………………………  345

　　情報科学専攻  ………………………………………………………………………………………………  414

　　数学専攻  ……………………………………………………………………………………………………  458

　　物理学専攻  …………………………………………………………………………………………………  524

　　共通総合科目  ………………………………………………………………………………………………  581

　　博士後期課程科目  …………………………………………………………………………………………  586

大地震発生時の避難マニュアル （生田キャンパス）  …………………………………………………………  589



＜春学期＞

時間割公開・履修関連書類公開・成績通知表確認 2022年
4 月 1 日（金）～学 生 証 更 新

理 工 学 研 究 科 ガ イ ダ ン ス

博士前期課程
生田キャンパス ： 4 月 1 日（金）
中野キャンパス ： 4 月 1 日（金）

博士後期課程
(新入生)
生田キャンパス ： 4 月 1 日（金）
中野キャンパス ： 4 月 1 日（金）
(在学生)
授業開始までに通学するキャンパスへ
ガイダンスを受けに行くこと。

入 学 式 　 4 月 7 日（木）

授 業 開 始 　 4 月 8 日（金）

履 修 登 録 ・ 履 修 計 画 書 提 出
　 4 月13日（水）～15日（金）

W E B 履 修 登 録

個 人 別 時 間 割 表 公 開 　 4 月21日（木）

履 修 エ ラ ー 修 正 期 間 　Oh-o! Meijiにて案内予定

臨 時 休 業 （ 休 講 ） 日 　 4 月30日（土）・ 5 月 2 日（月）

履 修 取 消 期 間 　 5 月 9 日（月）・10日（火）

授 業 終 了 日 　 7 月21日（木）

夏 季 休 業 　 8 月 1 日（月）～ 9 月19日（月）

―  ――  ―

◎2021年度 大学院学年暦・行事予定（2021年 4 月～2022年 3 月)

〈春学期〉 年月日～月日

研 究 論 集 予 備 登 録 ( 月 発 行 分)
年
月日(月)～月日(金)

時 間 割 ・ 履 修 関 連 書 類 配 布
月日(木)～

学 生 証 更 新

国 際 日 本 学 研 究 科 ガ イ ダ ン ス 月日(木)

入 学 式 月日(水)

授 業 開 始 月日(木)

W E B 履 修 登 録
月日(木)～日(水)

履 修 計 画 書 提 出

個 人 別 時 間 割 表 公 開
月日(金)～日(水)

履 修 修 正 期 間

研究論集提出締切日(月発行分) 月日(木) 

研 究 論 集 予 備 登 録 ( 月 発 行 分) 月日(月)～月日(金)

休 日 授 業 実 施 日

月日(木)〔昭和の日〕

月日(月)〔憲法記念日〕

月日(火)〔みどりの日〕
月日(水)〔こどもの日〕

授 業 終 了 日 月日(水)

臨 時 休 業 (休 講) 日 月日(金)～日(土)

夏 季 休 業 月日(日)～月日(日)

※予定は変更されることがあります。変更については，掲示等でお知らせします。

※その他の提出物の提出締切日および中間報告会等の日程については，別途，

Oh-o! Meijiシステムや掲示等でお知らせします。

〔全キャンパス共通〕

学部・大学院
専門職大学院（法務研究科，会計専門職研究科）
【月～土曜日】

時 限 時 間 帯

 時 限 ～

 時 限 ～

 時 限 ～

 時 限 ～

 時 限 ～

 時 限 ～

※経営学研究科博士前期課程マネジメントコースは平日夜間および土曜日に授業を実施
しています。
授業時間は下記の表のとおりとなります。（土曜日は上記の表の時間帯です。）

時 限 時 間 帯

マネジメント時限
(時限) ～

マネジメント時限
(時限) ～

CALENDAR

4
日 月 火 水 木 金 土

  

●      

●      

●      

●    ● 

5
日 月 火 水 木 金 土



● ● ● ●   

●      

●      

●      

● 

6
日 月 火 水 木 金 土

    

●      

●      

●      

●   

7
日 月 火 水 木 金 土

  

●      

●      

●    ● ● 

●      

8
日 月 火 水 木 金 土

●      

●   ●   

●      

●      

●  

9
日 月 火 水 木 金 土

　    

●      

●      

● ●   ●  

●    

◎２０２２年度　大学院学年暦 ・行事予定 （２０２２年４月～２０２３年３月）

※予定は変更されることがあります。変更については，掲示等でお知らせします。
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＜秋学期＞

授 業 開 始 　 9 月20日（火）

休 日 授 業 実 施 日
　 9 月23日（金）〔秋分の日〕
　10月10日（月）〔スポーツの日〕

履 修 修 正 期 間
　 9 月中旬
　※詳細日程は別途Oh-o! Meijiで通知

春 学 期 成 績 通 知 公 開 （ O h - o !  M e i j i ）
　 9 月下旬
　※詳細日程は別途Oh-o! Meijiで通知

履 修 取 消 期 間
　10月中旬
　※詳細日程は別途Oh-o! Meijiで通知

大 学 祭 週 間 （ 全 日 休 講 ） 　10月28日（金）～11月 3 日（木）

学 園 祭 （ 生 明 祭 ） 　10月29日（土）～10月31日（月）

創 立 記 念 祝 日 　11月 1 日（火）

冬 季 休 業 　12月25日（日）～ 1 月 7 日（土）

臨 時 休 業 （ 休 講 ） 日 　 1 月14日（土）

創 立 記 念 日 　 1 月17日（火）

授 業 終 了 　 1 月23日（月）

修 士 論 文 提 出 日
　 2 月上旬
　※詳細日程は別途Oh-o! Meijiで通知

修 士 論 文 面 接 試 問
　 2 月中旬
　※詳細日程は別途Oh-o! Meijiで通知

修 了 通 知 発 送 　 3 月上旬

修 了 式 　 3 月26日（日）

春 期 休 業 　 2 月 4 日（土）～ 3 月31日（金）

―  ――  ―

10
日 月 火 水 木 金 土

 

●      

●      

●      

●      

●

11
日 月 火 水 木 金 土

  ●   

●      

●      

●  ●    

●  

12
日 月 火 水 木 金 土

   

●      

●      

●      

●     

2022年
1
日 月 火 水 木 金 土

●

●      

● ●     

●      

●      

● 

2
日 月 火 水 木 金 土

　     

●     ● 

●      

●   ●   

● 

3
日 月 火 水 木 金 土

　     

●      

●      

● ●     

●    

〈秋学期〉 年月日～年月日

研 究 論 集 発 刊 月上旬

授 業 開 始 月日(月)

履 修 修 正 期 間 月日(月)～日(金)

研究論集提出締切日(月発行分) 月日(金) 

休 日 授 業 実 施 日

月日(月)〔敬老の日〕

月日(木)〔秋分の日〕

月日(月)〔スポーツの日〕

年

月日(月)〔創立記念日〕

修 士 論 文 予 備 登 録 月日(火)～日(水)

創 立 記 念 祝 日 月日(月)

明 大 祭 に 伴 う 授 業 休 講 措 置 期 間 月日(金)～月日(木)

明 大 祭 ・ 生 明 祭 月日(土)～月日(月)

冬 季 休 業 月日(土)～月日(金)

修 士 論 文 提 出 日
年

月日(木)・日(金)

創 立 記 念 日 月日(月)

臨 時 休 業 (休 講) 日
月日(金)

月日(土)

授 業 終 了 月日(土)

修 士 論 文 面 接 試 問 月日(火)

研 究 論 集 発 刊 月下旬

修 了 通 知 発 送 月中旬

修 了 式 月日(土)

※予定は変更されることがあります。変更については，掲示等でお知らせします。

※その他の提出物の提出締切日および中間報告会等の日程については，別途，

Oh-o! Meijiシステムや掲示等でお知らせします。

〔駿河台キャンパス〕

専門職大学院(ガバナンス研究科，グローバル・ビジネス研究科)

【月～金曜日】

 時 限 ～

 時 限 ～

 時 限 ～

 時 限 ～

 時 限 ～

 時 限 ～

 時 限 ～

※ガバナンス研究科，グローバル・ビジネス研究科の平日授業は分で授業を実施します。

※予定は変更されることがあります。変更については，掲示等でお知らせします。
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（（建建築築学学系系））  

  建築学系では，確固たる建築学術の体系を踏まえつつ，横断性・総合性・革新性をもって人間環

境の持続的発展に貢献できる人材の育成を目指す。安心・安全かつ快適な自然環境と調和した社会

の持続を，空間環境の創造という側面から実現していくことを究極的な目的とし，確固たる体系に

基づいた教育研究により，社会的に信頼される技術者や研究者を養成する。 

  博士前期課程では，歴史・意匠・計画，建築構造・材料及び建築環境・設備にかかわる高度な知

識と先端技術を有する研究者又は高度専門職業人を育成する。博士後期課程では，博士前期課程で

培った専門性を一層高め，独創的・先端的な研究・開発と実社会での指導的役割を担う研究者・教

育者を育成する。 

 

（（国国際際建建築築都都市市デデザザイインン系系））  

  国際建築都市デザイン系では，国際的環境で通用する建築・都市デザインのプロフェッショナル，

特に国際的環境において建築・都市の創造・再生を実践的に担えるプランナーやデザイナーを育成

する。 

  博士前期課程では，国際的な環境における建築デザイン・都市デザインの実践に必要な知識，語

学力及び技能を有する研究者又は高度専門職業人を育成する。博士後期課程では，博士前期課程で

培った専門性を一層高め，国際社会での先導的役割を担う研究者・教育者・実務家を育成する。 

  

（（総総合合芸芸術術系系））  

  総合芸術系では,芸術文化の歴史と現在に対する洞察と,自然と社会の環境への適切な配慮を,創

造的な研究へとつなげていくことのできる人材を育成する。 

  博士前期課程では，特定の芸術分野における深い知識と,分野を横断する広い知識を併せ持つ研

究者・教育者・作家を育成する。博士後期課程では，博士前期課程で培った研究の専門性を一層高

め，各芸術分野においてより先導的役割を担う人材を育成する。 

  

【【応応用用化化学学専専攻攻】】  

  応用化学専攻では，基礎から高度な応用まで幅広い視野と独創性を持った科学者・技術者の育成

を目指す。そのために，化学の基礎から境界領域を含めた幅広い応用研究までを対象とし，理学・

工学両面から思考するために必要な教育と研究を行う。 

  博士前期課程では，化学産業のニーズに即戦力として応えうる応用技術研究のみならず，基礎化

学も含めた広範な分野にわたる知識を有する研究者又は技術者を育成する。博士後期課程では，博

士前期課程で養った能力を生かし，新たな分野の発想力・発想を実現する計画の実行力を兼ね備え

た将来の化学技術の発展を担いうる斬新で柔軟な発想を持つ研究者を育成する。 

  

【【情情報報科科学学専専攻攻】】  

  情報科学専攻では，時代を切り開く豊かな創造力と柔らかな思考力の育成を目指す。変化の激し

い時代に対応できる問題発見能力と解決能力を身につけさせるため，基礎的な力を更に強化した上

で，専門領域に関する実践的で高度な内容の教育を行う。また，国際性豊かな創造力と幅広い視野

を持つ情報科学の専門家の育成を行う。研究を通し，その専門領域での研究開発能力を身につけ，

 
 

〔〔理理工工学学研研究究科科〕〕  

  理工学研究科では，自然の法則と数理の構造を理解し，それらを応用して，人類が継続的に発展

し，幸せに生きることを実現する，すなわち，理と工の融合を目指して教育・研究活動を行ってい

る。この目的達成のため，応用を考慮した基礎科目と基礎理論に基づいた応用科目，そして広範な

分野への適用を考慮した境界領域科目の設置をカリキュラムの基本方針とし，科学技術のみならず，

社会・人文科学分野等において領域横断的に活躍ができ，時代の変化とともに新たな分野に積極的

に挑戦し，さらには国際的に通用する実力を身につけた，人間性豊かな研究者と高度専門職業人の

養成を目標とする。 

  

【【電電気気工工学学専専攻攻】】  

  電気工学専攻では，電気工学の専門知識を土台に電気工学にかかわる特修科目を修得し，科学的

センスと創造性を身につけた高度に専門性の高い技術者として広い分野において指導的立場で活

躍が期待できる「個」の確立した人材の育成を目指す。幅広い視野に立って電気工学を土台に理学，

工学を融合した高度に専門性の高い研究・教育を行い，多様化と専門化が求められている現状に即

した電気工学系研究者・技術者を養成する。 

  博士前期課程では，電気工学に係る広い知識及び高度な技術を身につけた電気系技術者を育成す

る。博士後期課程では，博士前期課程までに身につけた知識・技術に加え，分野横断的な教養に基

づいて新たな価値を創造し，未来を牽引する先導的かつ指導的な技術者・研究者を育成する。 

  

【【機機械械工工学学専専攻攻】】  

機械工学専攻では，幅広い機械工学の各分野及びその関連分野を有機的に結びつけることで，社

会の要請に応じた新たな技術・システムの実現に寄与することを目指す。このために，高度な専門

知識・創造力と高い倫理観・使命感を基に自ら考え行動でき，国際性に富んだ機械系技術者・研究

者を育成するとともに，機械工学分野の深化・拡張・発展に資する研究を実施し，研究成果と教育

力を社会に還元することを目的としている。 

博士前期課程では，機械工学に係る広い知識及び高度な技術を身につけた機械系技術者を育成す

る。博士後期課程では，博士前期課程までに身につけた知識・技術に加え，分野横断的な教養に基

づいて新たな価値を創造し，未来を牽引する先導的かつ指導的な技術者・研究者を育成する。 

  

【【建建築築・・都都市市学学専専攻攻】】  

  建築・都市学専攻では，建築・都市を中心とする空間環境の創造・再生を多様な立場で担い，国

際的視野に立って人間を取り巻く環境・社会・文化の持続可能な発展に貢献できる人材の育成を目

指す。この人材養成の目的を達成するため，確固たる建築学術の体系を踏まえた総合性・横断性・

革新性を支える教育研究基盤の確立，国際的環境で通用する建築・都市デザインのプロフェッショ

ナルの育成，環境創造の基礎となる芸術・文化的教養の再定義が肝要である。これを踏まえて，本

専攻に，建築学系，国際建築都市デザイン系及び総合芸術系を置く。 

  

人人材材養養成成にに関関すするる目目的的そそのの他他教教育育研研究究上上のの目目的的 
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（（建建築築学学系系））  

  建築学系では，確固たる建築学術の体系を踏まえつつ，横断性・総合性・革新性をもって人間環

境の持続的発展に貢献できる人材の育成を目指す。安心・安全かつ快適な自然環境と調和した社会

の持続を，空間環境の創造という側面から実現していくことを究極的な目的とし，確固たる体系に

基づいた教育研究により，社会的に信頼される技術者や研究者を養成する。 

  博士前期課程では，歴史・意匠・計画，建築構造・材料及び建築環境・設備にかかわる高度な知

識と先端技術を有する研究者又は高度専門職業人を育成する。博士後期課程では，博士前期課程で

培った専門性を一層高め，独創的・先端的な研究・開発と実社会での指導的役割を担う研究者・教

育者を育成する。 

 

（（国国際際建建築築都都市市デデザザイインン系系））  

  国際建築都市デザイン系では，国際的環境で通用する建築・都市デザインのプロフェッショナル，

特に国際的環境において建築・都市の創造・再生を実践的に担えるプランナーやデザイナーを育成

する。 

  博士前期課程では，国際的な環境における建築デザイン・都市デザインの実践に必要な知識，語

学力及び技能を有する研究者又は高度専門職業人を育成する。博士後期課程では，博士前期課程で

培った専門性を一層高め，国際社会での先導的役割を担う研究者・教育者・実務家を育成する。 

  

（（総総合合芸芸術術系系））  

  総合芸術系では,芸術文化の歴史と現在に対する洞察と,自然と社会の環境への適切な配慮を,創

造的な研究へとつなげていくことのできる人材を育成する。 

  博士前期課程では，特定の芸術分野における深い知識と,分野を横断する広い知識を併せ持つ研

究者・教育者・作家を育成する。博士後期課程では，博士前期課程で培った研究の専門性を一層高

め，各芸術分野においてより先導的役割を担う人材を育成する。 

  

【【応応用用化化学学専専攻攻】】  

  応用化学専攻では，基礎から高度な応用まで幅広い視野と独創性を持った科学者・技術者の育成

を目指す。そのために，化学の基礎から境界領域を含めた幅広い応用研究までを対象とし，理学・

工学両面から思考するために必要な教育と研究を行う。 

  博士前期課程では，化学産業のニーズに即戦力として応えうる応用技術研究のみならず，基礎化

学も含めた広範な分野にわたる知識を有する研究者又は技術者を育成する。博士後期課程では，博

士前期課程で養った能力を生かし，新たな分野の発想力・発想を実現する計画の実行力を兼ね備え

た将来の化学技術の発展を担いうる斬新で柔軟な発想を持つ研究者を育成する。 

  

【【情情報報科科学学専専攻攻】】  

  情報科学専攻では，時代を切り開く豊かな創造力と柔らかな思考力の育成を目指す。変化の激し

い時代に対応できる問題発見能力と解決能力を身につけさせるため，基礎的な力を更に強化した上

で，専門領域に関する実践的で高度な内容の教育を行う。また，国際性豊かな創造力と幅広い視野

を持つ情報科学の専門家の育成を行う。研究を通し，その専門領域での研究開発能力を身につけ，

 
 

〔〔理理工工学学研研究究科科〕〕  

  理工学研究科では，自然の法則と数理の構造を理解し，それらを応用して，人類が継続的に発展

し，幸せに生きることを実現する，すなわち，理と工の融合を目指して教育・研究活動を行ってい

る。この目的達成のため，応用を考慮した基礎科目と基礎理論に基づいた応用科目，そして広範な

分野への適用を考慮した境界領域科目の設置をカリキュラムの基本方針とし，科学技術のみならず，

社会・人文科学分野等において領域横断的に活躍ができ，時代の変化とともに新たな分野に積極的

に挑戦し，さらには国際的に通用する実力を身につけた，人間性豊かな研究者と高度専門職業人の

養成を目標とする。 

  

【【電電気気工工学学専専攻攻】】  

  電気工学専攻では，電気工学の専門知識を土台に電気工学にかかわる特修科目を修得し，科学的

センスと創造性を身につけた高度に専門性の高い技術者として広い分野において指導的立場で活

躍が期待できる「個」の確立した人材の育成を目指す。幅広い視野に立って電気工学を土台に理学，

工学を融合した高度に専門性の高い研究・教育を行い，多様化と専門化が求められている現状に即

した電気工学系研究者・技術者を養成する。 

  博士前期課程では，電気工学に係る広い知識及び高度な技術を身につけた電気系技術者を育成す

る。博士後期課程では，博士前期課程までに身につけた知識・技術に加え，分野横断的な教養に基

づいて新たな価値を創造し，未来を牽引する先導的かつ指導的な技術者・研究者を育成する。 

  

【【機機械械工工学学専専攻攻】】  

機械工学専攻では，幅広い機械工学の各分野及びその関連分野を有機的に結びつけることで，社

会の要請に応じた新たな技術・システムの実現に寄与することを目指す。このために，高度な専門

知識・創造力と高い倫理観・使命感を基に自ら考え行動でき，国際性に富んだ機械系技術者・研究

者を育成するとともに，機械工学分野の深化・拡張・発展に資する研究を実施し，研究成果と教育

力を社会に還元することを目的としている。 

博士前期課程では，機械工学に係る広い知識及び高度な技術を身につけた機械系技術者を育成す

る。博士後期課程では，博士前期課程までに身につけた知識・技術に加え，分野横断的な教養に基

づいて新たな価値を創造し，未来を牽引する先導的かつ指導的な技術者・研究者を育成する。 

  

【【建建築築・・都都市市学学専専攻攻】】  

  建築・都市学専攻では，建築・都市を中心とする空間環境の創造・再生を多様な立場で担い，国

際的視野に立って人間を取り巻く環境・社会・文化の持続可能な発展に貢献できる人材の育成を目

指す。この人材養成の目的を達成するため，確固たる建築学術の体系を踏まえた総合性・横断性・

革新性を支える教育研究基盤の確立，国際的環境で通用する建築・都市デザインのプロフェッショ

ナルの育成，環境創造の基礎となる芸術・文化的教養の再定義が肝要である。これを踏まえて，本

専攻に，建築学系，国際建築都市デザイン系及び総合芸術系を置く。 

  

人人材材養養成成にに関関すするる目目的的そそのの他他教教育育研研究究上上のの目目的的 
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有用で新規性のある研究成果や作品を国内外に発信する。 

  博士前期課程では，情報科学の高度な理論を理解し，それを実際のシステムの開発や運用に活用

できる人材を育成する。博士後期課程では，情報科学の高度な理論を新規に作り出し，それを応用

したシステムを構築できる独立した研究者又は高度な専門性を有する開発者を育成する。 

 

【【数数学学専専攻攻】】  

  数学専攻における人材養成の目的には，数学を「使う」，「創る」及び「伝える」という３つの側

面がある。特に大学院教育においては，上記のいずれか１つではなくすべてが，互いに無関係のも

のとしてではなく，密接に結びついた形で，人材養成の目的に寄与するよう学生の指導を行う。 

  博士前期課程では，学生が数学を含む科学技術全体を鳥瞰する独自の観点を構築し，それを修了

後の社会的活動の礎とするべく，数学を使い，創り，伝える能力を養成する。また，博士後期課程

では，数学を「創る」側面に重点を置き，その成果が社会に還元されるよう特段の努力を払うよう

に学生を導く。 

 

【【物物理理学学専専攻攻】】  

  物理学専攻では，自然法則の理解に裏打ちされた正しい自然観を備え，あらゆる場面でその根本

原理に基づいて現象を演繹的に理解しようとする物理的思考ができる人材の育成を目指す。 

  博士前期課程では，物理学の知見や論理的な思考方法を生かして，社会に貢献できる研究者又は

高度専門職業人を育成する。博士後期課程では，主体的に物理学の研究を推進し，その成果をもっ

て自然科学の進展に貢献しうる研究者の育成を目指す。 
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明治大学大学院理工学研究科 
「入学者受入」，「教育課程編成・実施」，「学位授与」方針 

 
 
【【学学位位授授与与方方針針】】((デディィププロロママ・・ポポリリシシーー))                                                      

  

【【博博士士前前期期課課程程】】  
 理工学研究科では，自然の法則と数理の仕組みを理解し，そこから創出される科学技術によって，人類

の継続的な発展と幸福に貢献する，人間性豊かな高度専門職業人と研究者を養成することを目的として

います。 
上記の目的を踏まえ，本研究科の定める修了要件を満たし，かつ，学業成績ならびに学位論文審査の結

果から，以下に示す資質や能力を備えていると認められる者に対し，修士（工学，理学，建築学または学

術）の学位を授与します。 
 
工学 

(1) 科学技術とその実社会応用についての広範な学識と専門分野（工学）における十分な学力を身につ

けていること。 

(2) 論理的な思考力と問題を自ら発見し解決する能力を備えていること。 

 
理学 

(1) 自然科学についての広範で深い学識と専門分野（理学）における十分な学力を身につけていること。 

(2) 論理的な思考力と問題を自ら発見し解決する能力を備えていること。 

 
建築学 

(1) 科学技術についての広範な学識と専門分野（建築学）における十分な学力を身につけていること。 

(2) 論理的な思考力と問題を自ら発見し解決する能力に加えて国際的環境における建築・都市デザイン

の実践に必要な外国語コミュニケーション能力を備えていること。 

 
学術 

(1) 分野横断的な学識と専門分野（学際領域等）における十分な学力を身につけていること。 

(2) 論理的な思考力と問題を自ら発見し解決する能力を備えていること。 

 
  

【【博博士士後後期期課課程程】】  
理工学研究科では，自然の法則と数理の仕組みを理解し，そこから創出される科学技術によって人類の

継続的な発展と幸福に貢献する，自立した研究者と高度専門職業人の養成を目的としています。 
そこで，博士後期課程では，上記の教育目的を踏まえ，本研究科の定める博士学位請求の要件を満たし，

かつ，学位請求論文審査の結果から，以下に示す資質や能力を備えていると認められる者に対し，博士

（工学，理学，建築学または学術）の学位を授与します。 

有用で新規性のある研究成果や作品を国内外に発信する。 

  博士前期課程では，情報科学の高度な理論を理解し，それを実際のシステムの開発や運用に活用

できる人材を育成する。博士後期課程では，情報科学の高度な理論を新規に作り出し，それを応用

したシステムを構築できる独立した研究者又は高度な専門性を有する開発者を育成する。 

 

【【数数学学専専攻攻】】  

  数学専攻における人材養成の目的には，数学を「使う」，「創る」及び「伝える」という３つの側

面がある。特に大学院教育においては，上記のいずれか１つではなくすべてが，互いに無関係のも

のとしてではなく，密接に結びついた形で，人材養成の目的に寄与するよう学生の指導を行う。 

  博士前期課程では，学生が数学を含む科学技術全体を鳥瞰する独自の観点を構築し，それを修了

後の社会的活動の礎とするべく，数学を使い，創り，伝える能力を養成する。また，博士後期課程

では，数学を「創る」側面に重点を置き，その成果が社会に還元されるよう特段の努力を払うよう

に学生を導く。 

 

【【物物理理学学専専攻攻】】  

  物理学専攻では，自然法則の理解に裏打ちされた正しい自然観を備え，あらゆる場面でその根本

原理に基づいて現象を演繹的に理解しようとする物理的思考ができる人材の育成を目指す。 

  博士前期課程では，物理学の知見や論理的な思考方法を生かして，社会に貢献できる研究者又は

高度専門職業人を育成する。博士後期課程では，主体的に物理学の研究を推進し，その成果をもっ

て自然科学の進展に貢献しうる研究者の育成を目指す。 
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工学 

(1) 研究テーマの設定から実社会への還元を視野に入れた成果の発信に至る研究活動を自ら遂行する能

力を有していること。 

(2) 自立した研究者，高度専門職業人に必要な専門的な研究能力とその基礎となる工学分野における豊

かな学識，及びそれに基づき新たな価値を創造できる能力を備えていること。 

 
理学 

(1) 研究テーマの設定から成果の発信に至る研究活動を自ら遂行する能力を有していること。 

(2) 自立した研究者，高度専門職業人に必要な専門的な研究能力とその基礎となる理学分野における豊

かな学識，及びそれに基づく成果を社会に還元し自然科学の進展に貢献する能力を備えていること。 

 
建築学 

(1) 研究テーマの設定から成果の発信に至る研究活動を自ら遂行する能力を有していること。 

(2) 自立した研究者，高度専門職業人に必要な専門的な研究能力とその基礎となる建築学分野における

豊かな学識，及び新たな価値を創出し国際社会における先導的役割を担える能力を備えていること。 

 
学術 

(1) 研究テーマの設定から成果の発信に至る研究活動を自ら遂行する能力を有していること。 

(2) 自立した研究者，高度専門職業人に必要な専門的な研究能力とその基礎となる学際領域における広

く豊かな学識を備えていること。 

  

【【教教育育課課程程編編成成・・実実施施方方針針】】((カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー))                                        
  

【【博博士士前前期期課課程程】】  
理工学研究科では，自然の法則と数理の仕組みを理解し，そこから創出される科学技術によって，人類

の継続的な発展と幸福に貢献する，人間性豊かな高度専門職業人と研究者を養成することを目的として

います。この教育目標を達成するために，以下に示す方針に基づきカリキュラムを編成しています。 
工学 

大学院生は，所属専攻の主要科目の中から専門分野（工学系）の専修科目を選定し，指導教員による研

究指導のもとで研究課題に取り組むことにより，科学的な思考能力と，自ら問題を発見しそれを自らの発

想で解決できる能力，およびその方法論を身につける。 
各専攻に設置した科学技術に関する特修科目により，当該分野における専門的な学力が修得できる。さ

らに，全専攻に共通する広域的なテーマや学際領域に関わる授業科目をバランスよく履修することで，科

学技術を実社会との関わりの中で捉える広い視野と，境界領域や新しい分野をも開拓しうる柔軟性を育

成することができる。 
 

理学 

大学院生は，所属専攻の主要科目の中から専門分野（理学系）の専修科目を選定し，指導教員による研

究指導のもとで研究課題に取り組むことにより，科学的な思考能力と，自ら問題を発見しそれを自らの発

想で解決できる能力，およびその方法論を身につける。 
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各専攻に設置した自然科学に関する特修科目により，当該分野における深い専門的な学力が修得でき

る。さらに，全専攻に共通する広域的なテーマや学際領域に関わる授業科目をバランスよく履修すること

で，自然科学を社会との関わりの中で捉える広い視野と，境界領域や新しい分野をも開拓しうる柔軟性を

育成することができる。 
 

建築学 

大学院生は，建築・都市学専攻国際建築都市デザイン系の主要科目の中から専門分野の専修科目を選

定し，指導教員による研究指導のもとで研究課題に取り組むことにより，科学的な思考能力及び国際的に

通用する実践的能力と，自ら問題を発見しそれを自らの発想で解決できる能力，およびその方法論を身に

つける。 
建築・都市学専攻に設置した特修科目により，建築の特定領域における高度で専門的な学力が修得で

きる。さらに，全専攻に共通する広域的なテーマや学際領域に関わる授業科目をバランスよく履修するこ

とで，科学技術を社会との関わりの中で捉える広い視野と，境界領域や新しい分野をも開拓しうる柔軟性

を育成することができる。 
 

学術 

大学院生は，所属専攻の主要科目の中から分野横断的かつ学際的な専門分野の専修科目を選定し，指導

教員による研究指導のもとで研究課題に取り組むことにより，科学的な思考能力と，自ら問題を発見しそ

れを自らの発想で解決できる能力，およびその方法論を身につける。 
 各専攻に設置した科学技術に関する特修科目により，当該分野における専門的な学力が修得できる。さ

らに，全専攻に共通する広域的なテーマや学際領域に関わる授業科目をバランスよく履修することで，科

学技術を社会との関わりの中で捉える広い視野と，境界領域や新しい分野をも開拓しうる柔軟性を育成す

ることができる。 
  

  

【【博博士士後後期期課課程程】】  
理工学研究科では，自然の法則と数理の仕組みを理解し，そこから創出される科学技術によって人類の

継続的な発展と幸福に貢献する，自立した研究者と高度専門職業人の養成を目的としています。 
 

工学 

博士後期課程に在籍する大学院生は指導教員による研究指導のもとに専門分野（工学）における研究課

題に取り組み，博士学位論文の完成を目指す。大学院生自らが主体的に科学技術に関する研究テーマの設

定，研究計画の立案と遂行，研究成果の発信を行い，コースワークにより専門分野（工学）における学識

を深めるとともに，論理的な思考力，的確に問題点を把握し解決する能力を伸ばす。 
 

理学 

博士後期課程に在籍する大学院生は指導教員による研究指導のもとに専門分野（理学）における研究課

題に取り組み，博士学位論文の完成を目指す。大学院生自らが主体的に自然科学に関する研究テーマの設

定，研究計画の立案と遂行，研究成果の発信を行い，コースワークにより専門分野（理学）における学識

を深めるとともに，論理的な思考力，的確に問題点を把握し解決する能力を伸ばす。 
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１ 履修登録について 

 

 毎年度初めの所定の時期に，履修科目の登録を行う必要があります。この登録を正し

く行わなかった場合，受講した科目の単位が認定されないので，注意してください。修

了要件・履修上の注意点は，大学院便覧の各研究科のウェブサイト及び大学院シラバス

で必ず確認してください。 

２「履修計画書」の提出 

（1年次のみ） 

 各自の研究計画に基づき，研究指導教員と相談の上，ＷＥＢ履修登録とは別途に履修

計画書を理工学部事務室に提出してください。 

３ 履修登録方法 

 

(1) 時間割表，大学院シラバス，履修計画書を理工学研究科ウェブサイトから入手して

ください。 

(2) ＷＥＢ履修登録システムを利用して，所定の期間に履修登録を行ってください。な

お，ＷＥＢ履修登録の詳細は理工学研究科HP掲載の科目履修登録要領を参照してく

ださい。 

(3) 履修登録期間後の科目の追加,変更,取消は認められません。 

(4) 病気その他やむを得ぬ理由によって履修登録期間に手続きができない場合は，事前

に理工学部事務室まで連絡してください。 

(5) 修了に必要な所定単位を修得した者は，履修登録の必要はありません。 

(6) 履修登録後，所定の期間内に個人別時間割表をOh-o! Meijiシステムで確認してくだ

さい。確認期間を過ぎると修正することはできません。なお，修正は次の場合に限

り認めます。その他の場合については，理工学部事務室で相談してください。 

■登録科目の誤り 

■エラーメッセージ記載事項 

■修了要件不足 

(7) 他研究科履修をしようとする者は，希望する研究科窓口でシラバス・時間割等を確

認してください。なお，シラバスはOh-o! Meijiシステムで確認できます。 

(8) 他大学の授業科目を履修する場合は，理工学部事務室に相談してください。 

４「個人別時間割表」 

   の公開 

 ＷＥＢによる履修登録後，４月下旬に Oh-o! Meijiシステムで公開されますので，必ず

確認してください。 

５ 履修取消について  年間８単位まで履修科目の取消を認めます。但し，他大学院科目，他研究科科目，既

に講義が終了している科目，共通基礎科目については取消不可です。手続きの詳細は理

工学研究科ウェブサイトやOh-o! Meijiシステムで配信される案内を参照してください。 

６ 履修登録 

   スケジュール 

 

履修計画書・シラバス・時間割表の公開･･････････････････４月初旬 

ＷＥＢ履修登録・履修計画書の提出･･････････････････････４月中旬 

個人別時間割表の公開・登録内容の確認･･････････････････４月下旬 

履修登録不備の修正････････････････････････････････････４月下旬 

履修取消の受付････････････････････････････････････････５月上旬 

 秋学期開講科目履修修正の受付･･････････････････････････９月下旬 

秋学期開講科目履修取消の受付･･････････････････････････10月中旬 

７ 理工学研究科 

  ウェブサイト 

【履修登録】https://www.meiji.ac.jp/sst/grad/classregistration.html 
【時間割・シラバス】https://www.meiji.ac.jp/sst/grad/syllabus/index.html 

履修登録について 
建築学 

博士後期課程に在籍する大学院生は指導教員による研究指導のもとに専門分野（建築学）における研究

課題に取り組み，博士学位論文の完成を目指す。大学院生自らが主体的に研究テーマの設定，研究計画の

立案と遂行，研究成果の発信を行い，コースワークにより専門分野（建築学）における学識を深めるとと

もに，論理的な思考力，的確に問題点を把握し解決する能力を伸ばす。 
 
学術 

博士後期課程に在籍する大学院生は指導教員による研究指導のもとに専門分野（学際領域）における研

究課題に取り組み，博士学位論文の完成を目指す。大学院生自らが主体的に研究テーマの設定，研究計画

の立案と遂行，研究成果の発信を行い，コースワークにより専門分野（学際領域）における学識を深める

とともに，論理的な思考力，的確に問題点を把握し解決する能力を伸ばす。 
  

【【入入学学者者受受入入方方針針】】((アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー))                                                
  

【【博博士士前前期期課課程程】】  
理工学研究科では，自然の法則と数理の仕組みを理解し，そこから創出される科学技術によって人類の

継続的な発展と幸福に貢献する，人間性豊かな高度専門職業人と研究者の養成を目的としています。 
自然科学や人文・社会分野における基礎的な教養を身につけた，論理的な思考力と強い探究心をもって

理工学の発展に寄与することを希望する意欲ある学生を受け入れます。 
上記の学生像に基づき，学内選考入学試験，一般入学試験，外国人留学生入学試験，社会人特別入学試

験および飛び入学試験を実施し，入学者の選抜を行います。 
なお，入学者の修得しておくべき知識等の内容と水準を以下の通りとします。 
(1) 入学を希望する専攻の学問体系を習得するための基礎学力を備えていること。 
(2) 研究活動に必要なコミュニケーション能力および語学力を身につけていること。 

 
【【博博士士後後期期課課程程】】  
理工学研究科では，自然の法則と数理の仕組みを理解し，そこから創出される科学技術によって人類の

継続的な発展と幸福に貢献する，自立した研究者と高度専門職業人の養成を目的としています。 
この目的を踏まえ，専門分野の研究活動を深化させる強い探究心を備え，自ら課題を発見し，それを積

極的に解決していく意欲に溢れる学生を受け入れます。 
上記の学生像に基づき，学内選考入学試験，一般入学試験，外国人留学生入学試験，社会人特別入学試

験を実施し，入学者の選抜を行います。 
なお，入学者の修得しておくべき知識等の内容と水準を以下の通りとします。 
(1) 博士前期課程の教育・研究を通して，専門分野において研究を遂行できる十分な学力を身につ

けており，論理的に思考する能力をもっていること。 
(2) 国際会議やシンポジウム等において，研究活動の成果を発表するだけでなく，国内外の研究者

と議論のできる語学力とコミュニケーション能力を身につけていること。 
以 上 
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１ 履修登録について 

 

 毎年度初めの所定の時期に，履修科目の登録を行う必要があります。この登録を正し

く行わなかった場合，受講した科目の単位が認定されないので，注意してください。修

了要件・履修上の注意点は，大学院便覧の各研究科のウェブサイト及び大学院シラバス

で必ず確認してください。 

２「履修計画書」の提出 

（1年次のみ） 

 各自の研究計画に基づき，研究指導教員と相談の上，ＷＥＢ履修登録とは別途に履修

計画書を理工学部事務室に提出してください。 

３ 履修登録方法 

 

(1) 時間割表，大学院シラバス，履修計画書を理工学研究科ウェブサイトから入手して

ください。 

(2) ＷＥＢ履修登録システムを利用して，所定の期間に履修登録を行ってください。な

お，ＷＥＢ履修登録の詳細は理工学研究科HP掲載の科目履修登録要領を参照してく

ださい。 

(3) 履修登録期間後の科目の追加,変更,取消は認められません。 

(4) 病気その他やむを得ぬ理由によって履修登録期間に手続きができない場合は，事前

に理工学部事務室まで連絡してください。 

(5) 修了に必要な所定単位を修得した者は，履修登録の必要はありません。 

(6) 履修登録後，所定の期間内に個人別時間割表をOh-o! Meijiシステムで確認してくだ

さい。確認期間を過ぎると修正することはできません。なお，修正は次の場合に限

り認めます。その他の場合については，理工学部事務室で相談してください。 

■登録科目の誤り 

■エラーメッセージ記載事項 

■修了要件不足 

(7) 他研究科履修をしようとする者は，希望する研究科窓口でシラバス・時間割等を確

認してください。なお，シラバスはOh-o! Meijiシステムで確認できます。 

(8) 他大学の授業科目を履修する場合は，理工学部事務室に相談してください。 

４「個人別時間割表」 

   の公開 

 ＷＥＢによる履修登録後，４月下旬に Oh-o! Meijiシステムで公開されますので，必ず

確認してください。 

５ 履修取消について  年間８単位まで履修科目の取消を認めます。但し，他大学院科目，他研究科科目，既

に講義が終了している科目，共通基礎科目については取消不可です。手続きの詳細は理

工学研究科ウェブサイトやOh-o! Meijiシステムで配信される案内を参照してください。 

６ 履修登録 

   スケジュール 

 

履修計画書・シラバス・時間割表の公開･･････････････････４月初旬 

ＷＥＢ履修登録・履修計画書の提出･･････････････････････４月中旬 

個人別時間割表の公開・登録内容の確認･･････････････････４月下旬 

履修登録不備の修正････････････････････････････････････４月下旬 

履修取消の受付････････････････････････････････････････５月上旬 

 秋学期開講科目履修修正の受付･･････････････････････････９月下旬 

秋学期開講科目履修取消の受付･･････････････････････････10月中旬 

７ 理工学研究科 

  ウェブサイト 

【履修登録】https://www.meiji.ac.jp/sst/grad/classregistration.html 
【時間割・シラバス】https://www.meiji.ac.jp/sst/grad/syllabus/index.html 

履修登録について 
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履修登録スケジュール・登録完了までの流れ

博士後期課程

※以下の登録手続は，履修計画書に記載した科目についてシ
ステムに登録する作業です。履修計画書の提出のみでは，履修
登録を行ったことにはなりません。

【ＷＥＢ履修登録受付開始までに
必要事項を確認し，履修計画を立てる】

※各手続の日程は「科目履修登録要領」を参
照すること。

【ＷＥＢ履修登録システムを用いて履修登録
を行う】

４４月月１１３３日日（（水水））～～11５５日日（（金金））
※※注注意意事事項項：：登登録録すするるののはは当当該該年年度度にに履履修修
すするる科科目目ののみみ。。

※インターネットを使える環境(自宅・学内施
設・インターネットカフェ等)でＷＥＢ履修登録
ページにアクセスして登録する。
※毎朝，9：00～11：00までは保守作業のため
ログインできません

↓ ↓

履修登録にあたっては，必ず科目履修登録要領を熟読し，遺漏の無いよう手続すること。下記ウェブサイトで確認できます。
理工学研究科　履修登録関係ウェブサイト　https://www.meiji.ac.jp/sst/grad/classregistration.html

【個人別時間割表の公開・確認】　４月２１日（木）1０：００以降

Oh-o! Meijiシステムで個人別時間割表を確認し，履修科目が正しく登録されているか必ず確認すること。

【履修エラー等がある場合】
履修エラー修正期間　　※Oh-o! Meijiで案内予定
履修科目修正願いを理工学部事務室に提出する。この期間以外の修正は認められない。

【履修エラー等がない場合】
履修科目が正しく登録されているか今一度確認。

↓

【履修修正後の個人別時間割表の確認】
履修修正を行った場合は，必ず再度Oh-o! Meijiシステムで個人別時間割表を確認し，エラーが解消されていることを確認する。

博士前期課程

【履修登録完了】

↓

↓

↓

ガイダンス：４月初旬

【指導教員と履修計画について相談のうえ履修計画書を作成（１年次のみ）】

●履修計画書：大学院生は指導教員のもとに履修・研究計画を立てる
ものとする（学則第２４条第２項）ことから，修了までの履修科目について
指導教員と「履修計画書」を作成のうえ，提出すること。

履履修修計計画画書書提提出出期期間間：：　　４４月月11３３日日（（水水））～～11５５日日（（金金））（期限厳守）

↓

（（該該当当者者ののみみ））
【【ＷＷＥＥＢＢ履履修修非非対対応応科科目目をを登登録録すするる】】

４４月月11３３日日（（水水））～～11５５日日（（金金））
理工学研究科ウェブサイトから「ＷＥＢ履修非
対応科目履修届」印刷，作成し提出する。

＜WEB履修非対応科目（例）＞
　・WEBで該当曜日時限に表示されない科目
　・予め履修登録エラーとなる科目
　　（配当年上位科目や重複科目）

①【博士後期課程コースワーク科目を
履修登録する】

４４月月11３３日日（（水水））～～11５５日日（（金金））
理工学研究科ウェブサイトから「ＷＥＢ履
修非対応科目履修届」印刷，作成し提
出する。

②研究計画書を提出する

４月１３日（水）～１５日（金）
※理工学研究科ウェブサイトから印刷
し，作成のうえ期間内に提出する。
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 他大学院との学術的提携・交流を促進し，教育・研究の充実をはかることを目的として，「大学院特別聴講制度（単

位互換制度）」及び「首都大学院コンソーシアム」を設けています。 

 他大学大学院科目履修希望者は，理工学部事務室にて手続方法を確認してください。 

また，受入大学の受付期間について各自で確認し，その指示に従ってください。 

 

１．大学院特別聴講生制度（単位互換制度） 

 大学院学生が研究上の必要から，他の大学院(特別聴講生に関する協定を締結した大学院)に設置されている授業科

目を履修して,その履修した単位を所属する大学院に，修了に必要な単位として認定する制度のことです。 

現在，理工学研究科において協定を締結している単位互換制度は，以下のとおりです。 

 

 ① 大学院数学連絡協議会 11大学 

 中央大学大学院理工学研究科数学専攻 

 学習院大学大学院自然科学研究科数学専攻 

 上智大学大学院理工学研究科数学専攻及び理工学専攻数学領域 

 国際基督教大学大学院アーツ・サイエンス研究科理学専攻 

 明治大学大学院理工学研究科数学専攻及び先端数理科学研究科現象数理学専攻 

 日本大学大学院総合基礎科学研究科地球情報数理科学専攻基礎数理部門 

 日本女子大学大学院理学研究科数理・物性構造科学専攻数学部門 

 立教大学大学院理学研究科数学専攻 

 東京女子大学大学院理学研究科数学専攻 

 東京理科大学大学院 理学研究科 数学専攻及び応用数学専攻 

 津田塾大学大学院理学研究科数学専攻及び情報科学専攻 

 ② 明治大学大学院理工学研究科と広島大学大学院理学研究科との協定 

 ③ 明治大学大学院理工学研究科と龍谷大学大学院理工学研究科との協定 

 ④ 明治大学大学院理工学研究科と静岡大学大学院自然科学系教育部との協定 ※博士後期課程のみ 

 ⑤ 明治大学大学院理工学研究科とデジタルハリウッド大学大学院デジタルコンテンツ研究科との協定 

 ⑥ 明治大学大学院理工学研究科と山梨大学大学院医工農学総合教育部との協定 

 

２．首都大学院コンソーシアム 

 首都圏の 10 大学間において協定を締結したもので，加盟している各大学大学院の専攻において，授業科目の履修と

研究指導を受けることができる制度のことです。これは「大学院単位互換制度」と同様，修了要件単位として認定さ

れます。 

 加盟大学大学院研究科・専攻一覧は，研究科ホームページから確認してください。 

他大学大学院の聴講について 
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近年の科学技術の急速な発展と高度化に伴い，研究分野の細分化，専門化が進む一方，従来の学問体系を越

えて新しい境界領域が開拓され，学際的な研究が推進されるようになりました。特に基礎から応用分野に係る

広い範囲の知識を必要とする学際研究では，専門分野を異にする研究者間の協力による総合的な研究が重要

となっており，また，これに対応する，時代に即した新しい型の研究者育成が強く求められています。 

連携大学院方式は，これらの学問的，社会的要請に応えるため，国立・独立行政法人・民間企業等の研究機

関と連携を図り，その研究者を本学の客員教授に任用し，最新の研究設備と機能を有する研究所において学生

の研究指導を行い，教育・研究領域を多様化して大学院教育を活性化するとともに，これらの研究機関との交

流を深めて新たな研究領域を確立することを目的としています。 

なお，博士前期課程の大学院学生が，連携先の研究機関において研究指導等を受ける期間は，大学院設置基

準第13条第2項及び本学大学院学則第57条第1項に基づき，1年を超えない範囲となります。博士後期課程につ

いては，特に定めはありません。 

詳細については，指導教員または理工学部事務室（大学院担当）窓口にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 

人間情報研究部門 客員教授（連携大学院） 博士（学術） 藘 原  郁 

電子光技術研究部門 客員教授（連携大学院） 博士（工学） 榊 原 陽 一 

研究員 客員教授（連携大学院） 博士（工学） 高 島  浩 

ナノエレクトロニクス研究部門 客員教授（連携大学院） 博士（工学） 昌 原 明 植 

   

国立研究開発法人 海洋研究開発機構 

研究プラットフォーム運用開発部門 客員教授（連携大学院） 博士（工学） 三 輪 哲 也 

   

国立研究開発法人 物質・材料研究機構 

ナノファブリケーショングループ 客員教授（連携大学院） 博士（工学） 生田目 俊 秀 

国際ナノアーキテクトニクス研究拠点 客員准教授（連携大学院） 博士（工学） 長 田 貴 弘 

   

国立研究開発法人 理化学研究所 

開拓研究本部 客員教授（連携大学院） 博士（理学） 上 野 秀 樹 

光量子技術基盤開発グループ 客員教授（連携大学院） 博士（理学） 藤 井 克 司 

 

 

連携大学院方式による研究機関等との教育研究協定 
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―  ――  ―

科目ナンバリングについて

　年度のシラバスから，本学の科目ナンバリング制度による科目ナンバーを，各授業科目シラバスに付番していま

す。この科目ナンバリング導入の目的，概要及び構造については以下のとおりです。

科目ナンバリング導入の目的

　明治大学が開講する全ての授業科目を「学問分野」・「レベル」等で分類し，各々に科目ナンバーを付番することで，

授業科目個々の学問的位置づけを示すことにより学生の計画的な学修への一助とすること，海外の大学との連携を容易

とするためのツールとすること等を目的としています。

明治大学科目ナンバリングの概要及び構造

　本大学が開講する全ての授業科目に，以下の科目ナンバリングコード定義に基づき，科目ナンバーを付番します。

＜科目ナンバーの構造＞

＜各ナンバリングコードの定義＞

　　主催区分コード

　　　当該科目を開講する主催機関（学部・研究科・共通など）をアルファベット文字で示しています。

　　学問分野 大区分コード

　　　学問分野を本学が大きく区分した中で，当該科目が分類される学問分野をアルファベット文字で示しています。

　　レベルコード

　　　当該科目のレベルを数字文字で示しています。

　　学問分野小区分

　　　本学が大区分として分類した学問分野の中で，さらに分類される分野を小区分として数字文字で示しています。

　　授業形態コード

　　　当該授業の実施形態を数字文字で示しています。

　　使用言語コード

　　　当該授業の教授における使用言語を英字文字で示しています。

＜各コードの詳細＞

　各ナンバリングコードの詳細及び他学部等の開講科目の科目ナンバーについては，本学ホームページ又は Oh-o! Meiji
システムにて確認ください。

＜科目ナンバーの例＞

　(CO）CMM 5 1 1 J
　商学研究科／商学／大学院（修士・専門職）基礎的な内容の科目／マーケティング／講義／日本語

　※　商学研究科が設置する，商学マーケティング分野の科目で，日本語により行われる大学院（修士・専門職）レ

ベルの基礎的な内容の科目という意味。

以　上　

（XX）ABC 1 1 1 J

主催区分 使用言語授業形態学問分野
小区分レベル学問分野

大区分

　授業科目名の末尾に 〔Ｍ〕 の表記がある科目は， 「メディア授業科目」 です。 メディア授業科目とは， 本学大学院学則

第 22 条の 2 第 2 項に定める方法で実施する授業科目です。 履修上の注意事項等の詳細については， 該当する科目の

シラバス内容を参照してください。

メディア授業科目について

― 15 ―



■電気工学専攻（主要科目）

授業科目及び担当者

授業科目 （博士前期）
授業を行う

年次
単位
（演習）

電 気 電 子 生 命 研 究 １ 1 2

電 気 電 子 生 命 研 究 ２ 1 2

電 気 電 子 生 命 研 究 ３ 2 4

電 気 電 子 生 命 研 究 ４ 2 4

担当者 博士前期担当 博士後期担当

専任准教授 Ph.D. 網 島 　 武 2022年度未開講

専任教授 博士（工学） 井家上　哲　史 ○ ○

専任准教授 博士（薬学） 池 田 有 理 ○ ○

専任講師 博士（工学） 伊 吹 竜 也 ○

専任教授 工学博士 小 椋 厚 志 ○ ○

専任教授 博士（工学） 小 野 弓 絵 ○ ○

専任准教授 博士（工学） 小 原 　 学 ○ ○

専任准教授 博士（情報科学） 梶 原 利 一 ○

専任准教授 博士（工学） 勝 俣 　 裕 ○ ○

専任教授 博士（理学） 加 藤 徳 剛 ○ ○

専任教授 工学博士 鎌 田 弘 之 ○ ○

専任准教授 博士（工学） 川 﨑 章 司 ○ ○

専任准教授 博士（工学） 工 藤 寛 之 ○

専任教授 工学博士 久保田　寿　夫 ○ ○

専任教授 工学博士 熊 野 照 久 ○ ○

専任教授 博士（工学） 嶋　田　総太郎 ○ ○

専任教授 博士（工学） 関　根　かをり ○ ○

専任教授 工学博士 田 中 幹 也 ○ ○

専任教授 工学博士 丁 　 利 亞 ○ ○

専任准教授 博士（工学） 中　村　守里也 ○ ○

専任准教授 博士（工学） 野 口 　 裕 秋学期のみ

専任准教授 博士（工学） 野 村 新 一 ○ ○

専任教授 工学博士 松 本 直 樹 ○ ○

専任准教授 博士（工学） 三 浦 　 登 ○ ○

専任講師 博士（工学） 村 上 隆 啓 ○

専任准教授 博士（工学） 和 田 和 千 ○
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電
気
工
学
専
攻

■電気工学専攻（特修科目）

授業科目
授業を行う

年次
単位

（講義）
備考 担当者

（博士後期課程）

プ ロ ジ ェ ク ト マ ネ ジ メ ン ト 1～3 2 専任准教授 博士（工学） 三浦　登　他

（博士前期課程）

電 子 物 性 特 論 1 2 2022年度未開講

バ イ オ マ イ ク ロ シ ス テ ム 科 学 特 論 1 2 専任准教授 博士（工学） 工 藤 寛 之

電 気 材 料 科 学 特 論 1 2 専任准教授 博士（工学） 三 浦 　 登

分 子 物 性 特 論 1 2 専任教授 博士（理学） 加 藤 徳 剛

磁 性 体 特 論 1 2 専任准教授 博士（工学） 小 原 　 学

磁 気 工 学 特 論 1 2 2022年度未開講

分 子 ナ ノ エ レ ク ト ロ ニ ク ス 特 論 1 2 2022年度未開講

半 導 体 ナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー 特 論 1 2 専任教授 工学博士 小 椋 厚 志

光 半 導 体 工 学 特 論 1 2 専任准教授 博士（工学） 勝 俣 　 裕

A d v a n c e d  P o w e r  S y s t e m s 1 2 2022年度未開講

エ ネ ル ギ ー 変 換 特 論 1 2 専任教授 工学博士 久保田　寿　夫

パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス 特 論 1 2 兼任講師 工学博士 清 水 敏 久

電 気 力 学 特 論 1 2 2022年度未開講

電 気 機 器 学 特 論 1 2 兼任講師 博士（工学） 前 川 佐 理

制 御 工 学 特 論 Ａ 1 2 2022年度未開講

制 御 工 学 特 論 Ｂ 1 2 2022年度未開講

電 力 系 統 工 学 特 論 1 2 専任准教授 博士（工学） 川 崎 章 司

Advanced Machine Learning for Power Systems 1 2 2022年度未開講

シ ス テ ム 工 学 特 論 1 2 専任教授 工学博士 熊 野 照 久

超 電 導 応 用 工 学 特 論 1 2 専任准教授 博士（工学） 野 村 新 一

電 子 計 算 機 特 論 Ａ 1 2 専任教授 工学博士 丁 　 利 亞

電 子 計 算 機 特 論 Ｂ 1 2 専任教授 工学博士 鎌 田 弘 之

デ ィ ジ タ ル 演 算 工 学 特 論 1 2 2022年度未開講

認 知 科 学 特 論 1 2 専任教授 博士（工学） 嶋　田　総太郎

情 報 制 御 工 学 特 論 1 2 2022年度未開講

シ ス テ ム 制 御 理 論 特 論 1 2 専任教授 工学博士 松 本 直 樹

関 数 解 析 特 論 1 2 専任講師 博士（工学） 伊 吹 竜 也

デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 特 論 1 2 専任講師 博士（工学） 村 上 隆 啓

生 命 情 報 科 学 特 論 1 2 専任准教授 博士（薬学） 池 田 有 理

脳 神 経 工 学 特 論 1 2 専任教授 博士（工学） 小 野 弓 絵

電 磁 波 特 論 1 2 専任教授 博士（工学） 井家上　哲　史

光 通 信 工 学 特 論 1 2 専任准教授 博士（工学） 中　村　守里也

通 信 工 学 特 論 Ａ 1 2 兼任講師 博士（工学） 滝 沢 賢 一

通 信 工 学 特 論 Ｂ 1 2 2022年度未開講

音 響 工 学 特 論 1 2 2022年度未開講

神 経 回 路 特 論 1 2 専任准教授 博士（情報科学） 梶 原 利 一

集 積 電 子 回 路 特 論 1 2 専任教授 博士（工学） 関　根　かをり

回 路 デ バ イ ス 特 論 1 2 2022年度未開講

波 動 信 号 処 理 特 論 1 2 2022年度未開講

信 号 処 理 回 路 設 計 特 論 1 2 専任准教授 博士（工学） 和 田 和 千

ロ ボ ッ ト 工 学 特 論 1 2 専任教授 工学博士 田 中 幹 也
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電気工学専攻　科目振替措置表

授業科目
授業を行う

年次
単位

（講義）
備考 担当者

（共通総合科目）

科 学 論 文 英 語 特 論 1 2 兼任講師 博士（工学） 野 瀬 裕 之

科 学 論 文 英 語 特 論 1 2 専任准教授 Ph.D. マクタガート・イアン

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ａ 1 2 専任准教授 博士（理学） 宮 部 賢 志

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ｂ 1 2 専任教授 博士（工学） 嶋田 総太郎　他

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ｃ 1 2

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ｄ 1 2

学 際 領 域 特 論 Ａ 1 2 専任教授 工学博士 宮城　善一　他

学 際 領 域 特 論 Ｂ 1 2 専任教授 工学博士 久保田 寿夫　他

学 際 領 域 特 論 Ｃ 1 2 2022年度未開講

学 際 領 域 特 論 Ｄ 1 2

（共通基礎科目）

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ａ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｂ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｃ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｄ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｅ 1 2

2021度以前入学者用科目名 2022年度以降入学者用科目名

非線形問題特論

関数解析特論
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 井家上　哲史

授業の概要・到達目標
　ディジタル無線ネットワークの高度化を進めることを目
的とし，その構成要素である変復調方式，多元接続方式と
通信路の関係などについての研究を行う。具体的なテーマ
例としては，

（1） スペクトル拡散（SS）および超広帯域無線通信（UWB）
（2） 医療情報通信技術（MICT）
（3） ユビキタスセンサネットワーク
（4） 高信頼性無線通信技術
（5） 次世代衛星通信技術
（6） 周波数有効利用技術などについて実験的および理論的

に研究を進める。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション
［第２回］　 研究テーマに関する討論（1） 
［第３回］　 研究テーマに関する討論（2） 
［第４回］　 研究テーマに関する討論（3） 
［第５回］　 研究テーマに関する討論（4） 
［第６回］　 研究テーマに関する討論（5） 
［第７回］　 研究，報告と討論（1） 
［第８回］　 研究，報告と討論（2） 
［第９回］　 研究，報告と討論（3） 
［第10回］　 研究，報告と討論（4） 
［第11回］　 研究，報告と討論（5） 
［第12回］　 研究，報告と討論（6） 
［第13回］　 研究中間報告準備
［第14回］　 研究中間報告

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究テーマに関連する文献調査読解が普段の学習として
必要である。

教科書

参考書

成績評価の方法
　課題に対する報告書50％及び面接試問50％を総合して評
価する。

その他

科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 井家上　哲史

授業の概要・到達目標
　ディジタル無線ネットワークの高度化を進めることを目
的とし，その構成要素である変復調方式，多元接続方式と
通信路の関係などについての研究を行う。具体的なテーマ
例としては，

（1） スペクトル拡散（SS）および超広帯域無線通信（UWB）
（2） 医療情報通信技術（MICT）
（3） ユビキタスセンサネットワーク
（4） 高信頼性無線通信技術
（5） 次世代衛星通信技術
（6） 周波数有効利用技術などについて実験的および理論的

に研究を進める。

授業内容
［第１回］　 研究中間報告会に関する討論
［第２回］　 研究，報告と討論（1） 
［第３回］　 研究，報告と討論（2） 
［第４回］　 研究，報告と討論（3） 
［第５回］　 研究，報告と討論（4） 
［第６回］　 研究，報告と討論（5） 
［第７回］　 研究，報告と討論（6） 
［第８回］　 研究，報告と討論（7） 
［第９回］　 研究，報告と討論（8） 
［第10回］　 研究，報告と討論（9） 
［第11回］　 研究，報告と討論（10） 
［第12回］　 研究，報告と討論（11） 
［第13回］　 研究中間発表会準備
［第14回］　 研究中間発表会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究テーマに関連する文献調査読解が普段の学習として
必要である。

教科書

参考書

成績評価の方法
　課題に対する報告書50％及び面接試問50％を総合して評
価する。

その他
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 井家上　哲史

授業の概要・到達目標
　ディジタル無線ネットワークの高度化を進めることを目
的とし，その構成要素である変復調方式，多元接続方式と
通信路の関係などについての研究を行う。具体的なテーマ
例としては，

（1） スペクトル拡散（SS）および超広帯域無線通信（UWB）
（2） 医療情報通信技術（MICT）
（3） ユビキタスセンサネットワーク
（4） 高信頼性無線通信技術
（5） 次世代衛星通信技術
（6） 周波数有効利用技術などについて実験的および理論的

に研究を進める。

授業内容
［第１回］　 中間発表会成果に関する討論
［第２回］　 研究，報告と討論（1） 
［第３回］　 研究，報告と討論（2） 
［第４回］　 研究，報告と討論（3） 
［第５回］　 研究，報告と討論（4） 
［第６回］　 研究，報告と討論（5） 
［第７回］　 研究，報告と討論（6） 
［第８回］　 研究，報告と討論（7） 
［第９回］　 研究，報告と討論（8） 
［第10回］　 研究，報告と討論（9） 
［第11回］　 中間報告会準備（1） 
［第12回］　 中間報告会準備（2） 
［第13回］　 中間報告会準備（3） 
［第14回］　 中間報告会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究テーマに関連する文献調査読解が普段の学習として
必要である。

教科書

参考書

成績評価の方法
　課題に対する報告書50％及び面接試問50％を総合して評
価する。

その他

科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 井家上　哲史

授業の概要・到達目標
　ディジタル無線ネットワークの高度化を進めることを目
的とし，その構成要素である変復調方式，多元接続方式と
通信路の関係などについての研究を行う。具体的なテーマ
例としては，

（1） スペクトル拡散（SS）および超広帯域無線通信（UWB）
（2） 医療情報通信技術（MICT）
（3） ユビキタスセンサネットワーク
（4） 高信頼性無線通信技術
（5） 次世代衛星通信技術
（6） 周波数有効利用技術などについて実験的および理論的

に研究を進める。

授業内容
［第１回］　 中間報告会成果に関する討論
［第２回］　 研究，報告と討論（1） 
［第３回］　 研究，報告と討論（2） 
［第４回］　 研究，報告と討論（3） 
［第５回］　 研究，報告と討論（4） 
［第６回］　 研究，報告と討論（5） 
［第７回］　 修士論文作成検討（1） 
［第８回］　 修士論文作成検討（2） 
［第９回］　 修士論文作成検討（3） 
［第10回］　 修士論文作成（1） 
［第11回］　 修士論文作成（2） 
［第12回］　 修士論文作成（3） 
［第13回］　 修士論文作成（4） 
［第14回］　 修士論文作成（5） 

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究テーマに関連する文献調査読解が普段の学習として
必要である。

教科書

参考書

成績評価の方法
　課題に対する報告書50％及び面接試問50％を総合して評
価する。

その他
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（薬学） 池田　有理

授業の概要・到達目標
　バイオインフォマティクスおよび生化学実験の手法によ
り，膜貫通タンパク質の細胞内局在機構，新規高機能性タ
ンパク質の同定，海洋生物試料養殖技術の確立に関する研
究を行う。以下，テーマ例を示す。

（1） 膜貫通タンパク質の細胞内局在機構に関するバイオイ
ンフォマティクス研究

（2） 蛍光染色法と遺伝子工学を用いた膜貫通タンパク質細
胞内局在性調査

（3） 新規高機能性タンパク質データベースの開発
（4） 海洋生物試料の安定的供給を目指した実験室内養殖技

術の確立
（5） 海洋生物からの高機能性タンパク質の網羅的発見
（6） ヒトがん細胞の細胞死・細胞分化に関する研究

授業内容
［第１回］　 研究・ディスカッション（1） 
［第２回］　 研究・ディスカッション（2） 
［第３回］　 研究・ディスカッション（3） 
［第４回］　 研究・ディスカッション（4） 
［第５回］　 中間発表会
［第６回］　 研究・ディスカッション（5） 
［第７回］　 研究・ディスカッション（6） 
［第８回］　 研究・ディスカッション（7） 
［第９回］　 研究・ディスカッション（8） 
［第10回］　 中間発表会
［第11回］　 研究・ディスカッション（9） 
［第12回］　 研究・ディスカッション（10） 
［第13回］　 研究・ディスカッション（11） 
［第14回］　 研究・ディスカッション（12） 

履修上の注意
　指示を待つのではなく，常に自主的に行動すること。各
自の研究テーマに関して，常に情報収集に努めること。研
究環境を良好に保つ努力を怠らないこと。学会発表や論文
発表など，研究成果の発信に努めること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の心がけ次第である。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　各自，研究テーマに応じて必要な資料を収集すること。

成績評価の方法
　出席状況や研究の進捗状況，コミュニケーション能力，
プレゼンテーションや質疑応答の内容，ディスカッション
への参加度，研究成果などを総合して評価する。

その他
　A919生命情報科学実験室

科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（薬学） 池田　有理

授業の概要・到達目標
　バイオインフォマティクスおよび生化学実験の手法によ
り，膜貫通タンパク質の細胞内局在機構，新規高機能性タ
ンパク質の同定，海洋生物試料養殖技術の確立に関する研
究を行う。以下，テーマ例を示す。

（1） 膜貫通タンパク質の細胞内局在機構に関するバイオイ
ンフォマティクス研究

（2） 蛍光染色法と遺伝子工学を用いた膜貫通タンパク質細
胞内局在性調査

（3） 新規高機能性タンパク質データベースの開発
（4） 海洋生物試料の安定的供給を目指した実験室内養殖技

術の確立
（5） 海洋生物からの高機能性タンパク質の網羅的発見
（6） ヒトがん細胞の細胞死・細胞分化に関する研究

授業内容
［第１回］　 研究・ディスカッション（1） 
［第２回］　 研究・ディスカッション（2） 
［第３回］　 研究・ディスカッション（3） 
［第４回］　 研究・ディスカッション（4） 
［第５回］　 中間発表会
［第６回］　 研究・ディスカッション（5） 
［第７回］　 研究・ディスカッション（6） 
［第８回］　 研究・ディスカッション（7） 
［第９回］　 研究・ディスカッション（8） 
［第10回］　 中間発表会
［第11回］　 研究・ディスカッション（9） 
［第12回］　 研究・ディスカッション（10） 
［第13回］　 研究・ディスカッション（11） 
［第14回］　 研究・ディスカッション（12） 

履修上の注意
　指示を待つのではなく，常に自主的に行動すること。各
自の研究テーマに関して，常に情報収集に努めること。研
究環境を良好に保つ努力を怠らないこと。学会発表や論文
発表など，研究成果の発信に努めること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の心がけ次第である。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　各自，研究テーマに応じて必要な資料を収集すること。

成績評価の方法
　出席状況や研究の進捗状況，コミュニケーション能力，
プレゼンテーションや質疑応答の内容，ディスカッション
への参加度，研究成果などを総合して評価する。

その他
　A919生命情報科学実験室
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（薬学） 池田　有理

授業の概要・到達目標
　バイオインフォマティクスおよび生化学実験の手法によ
り，膜貫通タンパク質の細胞内局在機構，新規高機能性タ
ンパク質の同定，海洋生物試料養殖技術の確立に関する研
究を行う。以下，テーマ例を示す。

（1） 膜貫通タンパク質の細胞内局在機構に関するバイオイ
ンフォマティクス研究

（2） 蛍光染色法と遺伝子工学を用いた膜貫通タンパク質細
胞内局在性調査

（3） 新規高機能性タンパク質データベースの開発
（4） 海洋生物試料の安定的供給を目指した実験室内養殖技

術の確立
（5） 海洋生物からの高機能性タンパク質の網羅的発見
（6） ヒトがん細胞の細胞死・細胞分化に関する研究

授業内容
［第１回］　 研究・ディスカッション（1） 
［第２回］　 研究・ディスカッション（2） 
［第３回］　 研究・ディスカッション（3） 
［第４回］　 研究・ディスカッション（4） 
［第５回］　 中間発表会
［第６回］　 研究・ディスカッション（5） 
［第７回］　 研究・ディスカッション（6） 
［第８回］　 研究・ディスカッション（7） 
［第９回］　 研究・ディスカッション（8） 
［第10回］　 中間発表会
［第11回］　 研究・ディスカッション（9） 
［第12回］　 研究・ディスカッション（10） 
［第13回］　 研究・ディスカッション（11） 
［第14回］　 研究・ディスカッション（12） 

履修上の注意
　指示を待つのではなく，常に自主的に行動すること。各
自の研究テーマに関して，常に情報収集に努めること。研
究環境を良好に保つ努力を怠らないこと。学会発表や論文
発表など，研究成果の発信に努めること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の心がけ次第である。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　各自，研究テーマに応じて必要な資料を収集すること。

成績評価の方法
　出席状況や研究の進捗状況，コミュニケーション能力，
プレゼンテーションや質疑応答の内容，ディスカッション
への参加度，研究成果などを総合して評価する。

その他
　A919生命情報科学実験室

科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（薬学） 池田　有理

授業の概要・到達目標
　バイオインフォマティクスおよび生化学実験の手法によ
り，膜貫通タンパク質の細胞内局在機構，新規高機能性タ
ンパク質の同定，海洋生物試料養殖技術の確立に関する研
究を行う。以下，テーマ例を示す。

（1） 膜貫通タンパク質の細胞内局在機構に関するバイオイ
ンフォマティクス研究

（2） 蛍光染色法と遺伝子工学を用いた膜貫通タンパク質細
胞内局在性調査

（3） 新規高機能性タンパク質データベースの開発
（4） 海洋生物試料の安定的供給を目指した実験室内養殖技

術の確立
（5） 海洋生物からの高機能性タンパク質の網羅的発見
（6） ヒトがん細胞の細胞死・細胞分化に関する研究

授業内容
［第１回］　 研究・ディスカッション（1） 
［第２回］　 研究・ディスカッション（2） 
［第３回］　 研究・ディスカッション（3） 
［第４回］　 研究・ディスカッション（4） 
［第５回］　 中間発表会
［第６回］　 研究・ディスカッション（5） 
［第７回］　 研究・ディスカッション（6） 
［第８回］　 研究・ディスカッション（7） 
［第９回］　 研究・ディスカッション（8） 
［第10回］　 中間発表会
［第11回］　 研究・ディスカッション（9） 
［第12回］　 研究・ディスカッション（10） 
［第13回］　 研究・ディスカッション（11） 
［第14回］　 研究・ディスカッション（12） 

履修上の注意
　指示を待つのではなく，常に自主的に行動すること。各
自の研究テーマに関して，常に情報収集に努めること。研
究環境を良好に保つ努力を怠らないこと。学会発表や論文
発表など，研究成果の発信に努めること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の心がけ次第である。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　各自，研究テーマに応じて必要な資料を収集すること。

成績評価の方法
　出席状況や研究の進捗状況，コミュニケーション能力，
プレゼンテーションや質疑応答の内容，ディスカッション
への参加度，研究成果などを総合して評価する。

その他
　A919生命情報科学実験室
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 伊吹　竜也

授業の概要・到達目標
　最終的な修士論文の執筆に向けて，システム制御，機械
学習に関連する先行研究の調査から具体的な研究の着手ま
で行う。「電気電子生命研究１」の最終目標は，修士論文研
究のテーマの選定および今後の修士論文研究の構想・計画
を練ることである。定期的に個々人のプレゼンテーション
形式による進捗報告会を実施することにより，研究計画・
遂行能力に加えてプレゼンテーション（説明・発表）能力，
コミュニケーション（ディスカッション・質疑応答）能力を
培う。

授業内容
［第１回］　 ガイダンス
［第２回］　 進捗報告会
［第３回］　 進捗報告会
［第４回］　 進捗報告会
［第５回］　 進捗報告会
［第６回］　 進捗報告会
［第７回］　 進捗報告会
［第８回］　 進捗報告会
［第９回］　 進捗報告会
［第10回］　 進捗報告会
［第11回］　 進捗報告会
［第12回］　 進捗報告会
［第13回］　 進捗報告会
［第14回］　 修士論文研究構想発表会

履修上の注意
　修士論文研究は各々が自主的に行うものである。指導教
員からの指示を待つのではなく，自発的に行動し，行き詰っ
たときは積極的に仲間，指導教員に相談すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　「電気電子生命研究１」の時間はあくまで進捗報告の場であ
る。したがって，研究，文献調査，数値解析，実験，資料
作成等は普段から各々が責任をもって計画・実行すること。

教科書

参考書

成績評価の方法
　日頃の研究姿勢や進捗報告の内容，および修士論文研究
構想発表会の内容を総合して評価する。

その他

指導テーマ
　ネットワークトシステム制御研究室の主な研究テーマは
以下の通りである。
　　１．ロボティックネットワークの分散型協調制御
　　２．機械学習と制御理論の融合
　　３．視覚情報に基づく推定・制御
　　４．各種制御理論，機械学習の実験検証
ただし，上記以外にもシステム制御，機械学習に関連するトピッ
クであれば修士論文研究の研究テーマとして検討する。

科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 伊吹　竜也

授業の概要・到達目標
　「電気電子生命研究１」に引き続き，最終的な修士論文の
執筆に向けて，システム制御，機械学習に関連する各自の
研究テーマに取り組む。「電気電子生命研究２」の最終目標
は，修士論文研究の研究内容および今後の計画をまとめた
1回目の中間報告を行うことである。定期的に個々人のプ
レゼンテーション形式による進捗報告会を実施することに
より，研究計画・遂行能力に加えてプレゼンテーション（説
明・発表）能力，コミュニケーション（ディスカッション・質
疑応答）能力を培う。

授業内容
［第１回］　 ガイダンス
［第２回］　 進捗報告会
［第３回］　 進捗報告会
［第４回］　 進捗報告会
［第５回］　 進捗報告会
［第６回］　 進捗報告会
［第７回］　 進捗報告会
［第８回］　 進捗報告会
［第９回］　 進捗報告会
［第10回］　 進捗報告会
［第11回］　 進捗報告会
［第12回］　 進捗報告会
［第13回］　 進捗報告会
［第14回］　 修士論文研究中間発表会１

履修上の注意
　修士論文研究は各々が自主的に行うものである。指導教
員からの指示を待つのではなく，自発的に行動し，行き詰っ
たときは積極的に仲間，指導教員に相談すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　「電気電子生命研究２」の時間はあくまで進捗報告の場であ
る。したがって，研究，文献調査，数値解析，実験，資料
作成等は普段から各々が責任をもって計画・実行すること。

教科書

参考書

成績評価の方法
　日頃の研究姿勢や進捗報告の内容，および修士論文研究
中間発表会１の内容を総合して評価する。

その他

指導テーマ
　ネットワークトシステム制御研究室の主な研究テーマは
以下の通りである。
　　１．ロボティックネットワークの分散型協調制御
　　２．機械学習と制御理論の融合
　　３．視覚情報に基づく推定・制御
　　４．各種制御理論，機械学習の実験検証
ただし，上記以外にもシステム制御，機械学習に関連するトピッ
クであれば修士論文研究の研究テーマとして検討する。
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任講師　博士（工学） 伊吹　竜也

授業の概要・到達目標
　「電気電子生命研究２」に引き続き，最終的な修士論文の
執筆に向けて，システム制御，機械学習に関連する各自の
研究テーマに取り組む。「電気電子生命研究３」の最終目標
は，修士論文研究の研究内容および今後の計画をまとめた
2回目の中間報告を行うことである。定期的に個々人のプ
レゼンテーション形式による進捗報告会を実施することに
より，研究計画・遂行能力に加えてプレゼンテーション（説
明・発表）能力，コミュニケーション（ディスカッション・質
疑応答）能力を培う。

授業内容
［第１回］　 ガイダンス
［第２回］　 進捗報告会
［第３回］　 進捗報告会
［第４回］　 進捗報告会
［第５回］　 進捗報告会
［第６回］　 進捗報告会
［第７回］　 進捗報告会
［第８回］　 進捗報告会
［第９回］　 進捗報告会
［第10回］　 進捗報告会
［第11回］　 進捗報告会
［第12回］　 進捗報告会
［第13回］　 進捗報告会
［第14回］　 修士論文研究中間発表会２

履修上の注意
　修士論文研究は各々が自主的に行うものである。指導教
員からの指示を待つのではなく，自発的に行動し，行き詰っ
たときは積極的に仲間，指導教員に相談すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　「電気電子生命研究３」の時間はあくまで進捗報告の場で
ある。したがって，研究，文献調査，数値解析，実験，資
料作成等は普段から各々が責任をもって計画・実行すること。

教科書

参考書

成績評価の方法
　日頃の研究姿勢や進捗報告の内容，および修士論文研究
中間発表会２の内容を総合して評価する。

その他

指導テーマ
　ネットワークトシステム制御研究室の主な研究テーマは
以下の通りである。
　　１．ロボティックネットワークの分散型協調制御
　　２．機械学習と制御理論の融合
　　３．視覚情報に基づく推定・制御
　　４．各種制御理論，機械学習の実験検証
ただし，上記以外にもシステム制御，機械学習に関連するトピッ
クであれば修士論文研究の研究テーマとして検討する。

科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任講師　博士（工学） 伊吹　竜也

授業の概要・到達目標
　「電気電子生命研究３」に引き続き，システム制御，機械
学習に関連する各自の研究テーマに取り組む。「電気電子
生命研究４」の最終目標は，修士論文を完成させ，研究内
容をまとめた最終発表を行うことである。定期的に個々人
のプレゼンテーション形式による進捗報告会を実施するこ
とにより，研究計画・遂行能力に加えてプレゼンテーショ
ン（説明・発表）能力，コミュニケーション（ディスカッショ
ン・質疑応答）能力を培う。また，修士論文の執筆を通して，
自身の行った仕事・業務の内容・結果をまとめて正確に他人
に知らせる技術報告書や，自身の考え方や結果の意義を主
張する論文を書く技術を養う。

授業内容
［第１回］　 ガイダンス
［第２回］　 進捗報告会
［第３回］　 進捗報告会
［第４回］　 進捗報告会
［第５回］　 進捗報告会
［第６回］　 進捗報告会
［第７回］　 進捗報告会
［第８回］　 進捗報告会
［第９回］　 進捗報告会
［第10回］　 進捗報告会
［第11回］　 進捗報告会
［第12回］　 進捗報告会
［第13回］　 進捗報告会
［第14回］　 修士論文研究最終発表会

履修上の注意
　修士論文研究は各々が自主的に行うものである。指導教
員からの指示を待つのではなく，自発的に行動し，行き詰っ
たときは積極的に仲間，指導教員に相談すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　「電気電子生命研究４」の時間はあくまで進捗報告の場で
ある。したがって，研究，文献調査，数値解析，実験，資
料作成等は普段から各々が責任をもって計画・実行すること。

教科書

参考書

成績評価の方法
　日頃の研究姿勢や進捗報告の内容，および修士論文，修
士論文研究発表の内容を総合して評価する。

その他

指導テーマ
　ネットワークトシステム制御研究室の主な研究テーマは
以下の通りである。
　　１．ロボティックネットワークの分散型協調制御
　　２．機械学習と制御理論の融合
　　３．視覚情報に基づく推定・制御
　　４．各種制御理論，機械学習の実験検証
ただし，上記以外にもシステム制御，機械学習に関連するトピッ
クであれば修士論文研究の研究テーマとして検討する。
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 小椋　厚志

授業の概要・到達目標
　半導体ナノテクノロジーに関連する実験実証を中心とす
る研究指導を行う。シリコンテクノロジーを基本として，
LSIや太陽電池，フラットパネルディスプレーへの応用を
念頭に材料技術，ナノプロセス技術およびナノ評価技術の
開発に取り組む。多くの外部の研究機関との共同研究を予
定しているので，積極的な交流を期待する。本科目は，担
当教員が民間の半導体デバイス会社での勤務で得た，実務
上の知識も基盤とする。

授業内容
【第１回】  研究テーマの設定
【第２回】  先行研究の調査（1） 
【第３回】  先行研究の調査（2） 
【第４回】  先行研究のまとめ
【第５回】  研究計画の立案
【第６回】  研究に必要な準備
【第７回】  研究の遂行（実験1） 
【第８回】  研究の遂行（実験2） 
【第９回】  研究の遂行（実験3） 
【第10回】  研究データの整理
【第11回】  研究データのまとめ
【第12回】  学会・論文発表の準備
【第13回】  学会発表・論文投稿
【第14回】  成果発表に関する総括

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に決められた担当部分を準備すること。

教科書
　特に定めない。

参考書

成績評価の方法
　実験の取り組み，成果報告，討論等を総合的に評価する。

その他

科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 小椋　厚志

授業の概要・到達目標
　半導体ナノテクノロジーに関連する実験実証を中心とす
る研究指導を行う。シリコンテクノロジーを基本として，
LSIや太陽電池，フラットパネルディスプレーへの応用を
念頭に材料技術，ナノプロセス技術およびナノ評価技術の
開発に取り組む。多くの外部の研究機関との共同研究を予
定しているので，積極的な交流を期待する。本科目は，担
当教員が民間の半導体デバイス会社での勤務で得た，実務
上の知識も基盤とする。

授業内容
【第１回】  研究テーマの設定
【第２回】  先行研究の調査（1） 
【第３回】  先行研究の調査（2） 
【第４回】  先行研究のまとめ
【第５回】  研究計画の立案
【第６回】  研究に必要な準備
【第７回】  研究の遂行（実験1） 
【第８回】  研究の遂行（実験2） 
【第９回】  研究の遂行（実験3） 
【第10回】  研究データの整理
【第11回】  研究データのまとめ
【第12回】  学会・論文発表の準備
【第13回】  学会発表・論文投稿
【第14回】  成果発表に関する総括

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に決められた担当部分を準備すること。

教科書
　特に定めない。

参考書

成績評価の方法
　実験の取り組み，成果報告，討論等を総合的に評価する。

その他
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　工学博士 小椋　厚志

授業の概要・到達目標
　半導体ナノテクノロジーに関連する実験実証を中心とす
る研究指導を行う。シリコンテクノロジーを基本として，
LSIや太陽電池，フラットパネルディスプレーへの応用を
念頭に材料技術，ナノプロセス技術およびナノ評価技術の
開発に取り組む。多くの外部の研究機関との共同研究を予
定しているので，積極的な交流を期待する。本科目は，担
当教員が民間の半導体デバイス会社での勤務で得た，実務
上の知識も基盤とする。

授業内容
【第１回】  研究テーマの設定
【第２回】  先行研究の調査（1） 
【第３回】  先行研究の調査（2） 
【第４回】  先行研究のまとめ
【第５回】  研究計画の立案
【第６回】  研究に必要な準備
【第７回】  研究の遂行（実験1） 
【第８回】  研究の遂行（実験2） 
【第９回】  研究の遂行（実験3） 
【第10回】  研究データの整理
【第11回】  研究データのまとめ
【第12回】  学会・論文発表の準備
【第13回】  学会発表・論文投稿
【第14回】  成果発表に関する総括

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に決められた担当個所を準備すること。

教科書
　特に定めない。

参考書

成績評価の方法
　実験の取り組み，成果報告，討論等を総合的に評価する。

その他

科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　工学博士 小椋　厚志

授業の概要・到達目標
　半導体ナノテクノロジーに関連する実験実証を中心とす
る研究指導を行う。シリコンテクノロジーを基本として，
LSIや太陽電池，フラットパネルディスプレーへの応用を
念頭に材料技術，ナノプロセス技術およびナノ評価技術の
開発に取り組む。多くの外部の研究機関との共同研究を予
定しているので，積極的な交流を期待する。本科目は，担
当教員が民間の半導体デバイス会社での勤務で得た，実務
上の知識も基盤とする。

授業内容
【第１回】  研究テーマの設定
【第２回】  先行研究の調査（1） 
【第３回】  先行研究の調査（2） 
【第４回】  先行研究のまとめ
【第５回】  研究計画の立案
【第６回】  研究に必要な準備
【第７回】  研究の遂行（実験1） 
【第８回】  研究の遂行（実験2） 
【第９回】  研究の遂行（実験3） 
【第10回】  研究データの整理
【第11回】  修士論文の構成
【第12回】  修士論文の執筆
【第13回】  修士論文の執筆
【第14回】  修士論文の発表練習

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に与えられた担当個所を準備すること。

教科書
　特に定めない。

参考書

成績評価の方法
　実験の取り組み，成果報告，討論等を総合的に評価する。

その他

― 26 ―



科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 小野　弓絵

授業の概要・到達目標
　脳・生体機能計測の医工学応用を目指した研究を行う。
脳科学・基礎医学・計算機工学の知識を応用し，脳波・脳磁
図・fMRI・PET・fNIRS・拡散イメージングなどの脳機能計測
技術を用いて，健康維持や医療福祉の向上に貢献する診断
機器・検査技術の研究開発を行う。自らで研究テーマを設
定し，実験・解析を行って医工学の発展に寄与するととも
に，学会での発表や研究交流を通じて，社会人として巣立
つに相応しい論理的な思考力とプレゼンテーション能力を
養うことも目的の一つである。

授業内容
　各自が設定した研究テーマに対して，全員が毎回レジュ
メを作成・配布し，進捗状況の報告を行う。研究の遂行に
際しての問題点，疑問点を提示し，指導教員や研究室のメ
ンバーと討議を行って次週までの課題を設定し，研究の円
滑な遂行に役立てる。学会発表等の資料作成指導・発表練
習も適宜行う。
第１回： 修士論文研究の春学期目標と年間研究目標の設定
第２回： 進捗報告（1)　先行研究調査
第３回： 進捗報告（2)　先行研究調査の報告
第４回： 進捗報告（3)　予備実験の計画
第５回： 進捗報告（4)　予備実験の中間報告
第６回： 進捗報告（5)　予備実験の結果まとめ
第７回： 進捗報告（6)　本実験内容の決定
第８回： 進捗報告（7)　本実験の計画
第９回： 進捗報告（8)　本実験の進捗状況の報告
第10回： 進捗報告（9)　本実験結果の中間報告
第11回： 進捗報告（10)　本実験結果のまとめ
第12回： 進捗報告（11)　本実験結果の解析と統計処理
第13回： 進捗報告（12)　本実験結果の考察
第14回： 修士論文研究の中間報告事項のまとめ

履修上の注意
　1年間に1回以上の学会発表を行うこと。研究内容に応
じて，外部の研究施設に出張する場合もある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　「電気電子生命研究」の時間は教員と研究班のメンバーで
研究の進捗内容を確認する報告会の場であり，実験・解析
を行う時間ではない。研究を進めるうえで必要な実験や解
析は各自が責任を持って計画・実行し，報告資料が準備さ
れた状態で授業に臨むこと。

教科書
　特に指定しない。必要に応じてプリント（レジュメ）を配
布する。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　研究室での研究活動，研究進捗状況のプレゼンテーショ
ン，学会発表状況等を総合的に評価する。

その他

指導テーマ
（1）  ブレイン・マシン・インターフェースによる生活支援・

リハビリテーション
（2）  血流速度計測による糖尿病性神経障害の早期検出・筋

力トレーニング効果の評価
（3）  脳活動・心拍変動解析による感情検出・コミュニケー

ションの可視化
（4）  痛みや違和感の可視化による診断支援システムの開発
（5）  脳機能イメージングによる脳内の情報の流れの可視化

と疾患診断への応用
（6）  ゲームやVR技術の応用による運動と認知機能のリハ

ビリテーション
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 小野　弓絵

授業の概要・到達目標
　脳・生体機能計測の医工学応用を目指した研究を行う。
脳科学・基礎医学・計算機工学の知識を応用し，脳波・脳磁
図・fMRI・PET・fNIRS・拡散イメージングなどの脳機能計測
技術を用いて，健康維持や医療福祉の向上に貢献する診断
機器・検査技術の研究開発を行う。自らで研究テーマを設
定し，実験・解析を行って医工学の発展に寄与するととも
に，学会での発表や研究交流を通じて，社会人として巣立
つに相応しい論理的な思考力とプレゼンテーション能力を
養うことも目的の一つである。

授業内容
　各自が設定した研究テーマに対して，全員が毎回レジュ
メを作成・配布し，進捗状況の報告を行う。研究の遂行に
際しての問題点，疑問点を提示し，指導教員や研究室のメ
ンバーと討議を行って次週までの課題を設定し，研究の円
滑な遂行に役立てる。学会発表等の資料作成指導・発表練
習も適宜行う。
第１回： 修士論文研究の秋学期目標設定と計画
第２回： 進捗報告（13)　先行研究調査と報告
第３回： 進捗報告（14)　予備実験の計画
第４回： 進捗報告（15)　予備実験の結果まとめ
第５回： 進捗報告（16)　本実験内容の決定
第６回： 進捗報告（17)　本実験の計画
第７回： 進捗報告（18)　本実験の進捗状況の報告
第８回： 進捗報告（19)　本実験結果のまとめ
第９回： 進捗報告（20)　本実験結果の解析と統計処理
第10回： 進捗報告（21)　中間報告内容のまとめ
第11回： 修士論文中間報告会発表タイトルの決定
第12回： 修士論文中間発表会資料の初稿提出
第13回： 修士論文中間発表会の発表練習
第14回： 修士論文中間発表会資料の完成

履修上の注意
　1年間に1回以上の学会発表を行うこと。研究内容に応
じて，外部の研究施設に出張する場合もある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　「電気電子生命研究」の時間は教員と研究班のメンバーで
研究の進捗内容を確認する報告会の場であり，実験・解析
を行う時間ではない。研究を進めるうえで必要な実験や解
析は各自が責任を持って計画・実行し，報告資料が準備さ
れた状態で授業に臨むこと。

教科書
　特に指定しない。必要に応じてプリント（レジュメ）を配
布する。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　研究室での研究活動，研究進捗状況のプレゼンテーショ
ン，学会発表状況，中間報告会の発表内容等を総合的に評
価する。

その他

指導テーマ
（1）  ブレイン・マシン・インターフェースによる生活支援・

リハビリテーション
（2）  血流速度計測による糖尿病性神経障害の早期検出・筋

力トレーニング効果の評価
（3）  脳活動・心拍変動解析による感情検出・コミュニケー

ションの可視化
（4）  痛みや違和感の可視化による診断支援システムの開発
（5）  脳機能イメージングによる脳内の情報の流れの可視化

と疾患診断への応用
（6）  ゲームやVR技術の応用による運動と認知機能のリハ

ビリテーション
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 小野　弓絵

授業の概要・到達目標
　脳・生体機能計測の医工学応用を目指した研究を行う。
脳科学・基礎医学・計算機工学の知識を応用し，脳波・脳磁
図・fMRI・PET・fNIRS・拡散イメージングなどの脳機能計測
技術を用いて，健康維持や医療福祉の向上に貢献する診断
機器・検査技術の研究開発を行う。自らで研究テーマを設
定し，実験・解析を行って医工学の発展に寄与するととも
に，学会での発表や研究交流を通じて，社会人として巣立
つに相応しい論理的な思考力とプレゼンテーション能力を
養うことも目的の一つである。

授業内容
　各自が設定した研究テーマに対して，全員が毎回レジュ
メを作成・配布し，進捗状況の報告を行う。研究の遂行に
際しての問題点，疑問点を提示し，指導教員や研究室のメ
ンバーと討議を行って次週までの課題を設定し，研究の円
滑な遂行に役立てる。学会発表等の資料作成指導・発表練
習も適宜行う。
第１回： 修士論文研究の春学期目標と年間研究目標の設定
第２回： 進捗報告（1)　先行研究調査
第３回： 進捗報告（2)　先行研究調査の報告
第４回： 進捗報告（3)　予備実験の計画
第５回： 進捗報告（4)　予備実験の中間報告
第６回： 進捗報告（5)　予備実験の結果まとめ
第７回： 進捗報告（6)　本実験内容の決定
第８回： 進捗報告（7)　本実験の計画
第９回： 進捗報告（8)　本実験の進捗状況の報告
第10回： 進捗報告（9)　本実験結果の中間報告
第11回： 進捗報告（10)　本実験結果のまとめ
第12回： 進捗報告（11)　本実験結果の解析と統計処理
第13回： 進捗報告（12)　本実験結果の考察
第14回： 修士論文研究の報告事項のまとめ

履修上の注意
　1年間に1回以上の学会発表を行うこと。研究内容に応
じて，外部の研究施設に出張する場合もある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　「電気電子生命研究」の時間は教員と研究班のメンバーで
研究の進捗内容を確認する報告会の場であり，実験・解析
を行う時間ではない。研究を進めるうえで必要な実験や解
析は各自が責任を持って計画・実行し，報告資料が準備さ
れた状態で授業に臨むこと。

教科書
　特に指定しない。必要に応じてプリント（レジュメ）を配
布する。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　研究室での研究活動，研究進捗状況のプレゼンテーショ
ン，学会発表状況等を総合的に評価する。

その他

指導テーマ
（1）  ブレイン・マシン・インターフェースによる生活支援・

リハビリテーション
（2）  血流速度計測による糖尿病性神経障害の早期検出・筋

力トレーニング効果の評価
（3）  脳活動・心拍変動解析による感情検出・コミュニケー

ションの可視化
（4）  痛みや違和感の可視化による診断支援システムの開発
（5）  脳機能イメージングによる脳内の情報の流れの可視化
（6）  ゲームやVR技術の応用による運動と認知機能のリハ

ビリテーション
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 小野　弓絵

授業の概要・到達目標
　脳・生体機能計測の医工学応用を目指した研究を行う。
脳科学・基礎医学・計算機工学の知識を応用し，脳波・脳磁
図・fMRI・PET・fNIRS・拡散イメージングなどの脳機能計測
技術を用いて，健康維持や医療福祉の向上に貢献する診断
機器・検査技術の研究開発を行う。自らで研究テーマを設
定し，実験・解析を行って医工学の発展に寄与するととも
に，学会での発表や研究交流を通じて，社会人として巣立
つに相応しい論理的な思考力とプレゼンテーション能力を
養うことも目的の一つである。

授業内容
　各自が設定した研究テーマに対して，全員が毎回レジュ
メを作成・配布し，進捗状況の報告を行う。研究の遂行に
際しての問題点，疑問点を提示し，指導教員や研究室のメ
ンバーと討議を行って次週までの課題を設定し，研究の円
滑な遂行に役立てる。学会発表等の資料作成指導・発表練
習も適宜行う。
第１回： 修士論文研究の秋学期目標設定と計画
第２回： 進捗報告（13)　先行研究調査と報告
第３回： 進捗報告（14)　追加実験内容の決定
第４回： 進捗報告（15)　追加実験計画の決定
第５回： 進捗報告（16)　追加実験結果の中間報告
第６回： 進捗報告（17)　追加実験結果のまとめ
第７回： 進捗報告（18)　修士論文内容のまとめ
第８回： 修士論文の書き方
第９回： 修士論文タイトル・目次の決定
第10回： 修士論文レジュメの作成
第11回： 修士論文レジュメの完成
第12回： 修士論文の初稿提出
第13回： 修士論文発表会プレゼンテーションの練習
第14回： 修士論文発表会プレゼンテーションの完成

履修上の注意
　1年間に1回以上の学会発表を行うこと。研究内容に応
じて，外部の研究施設に出張する場合もある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　「電気電子生命研究」の時間は教員と研究班のメンバーで
研究の進捗内容を確認する報告会の場であり，実験・解析
を行う時間ではない。研究を進めるうえで必要な実験や解
析は各自が責任を持って計画・実行し，報告資料が準備さ
れた状態で授業に臨むこと。

教科書
　特に指定しない。必要に応じてプリント（レジュメ）を配
布する。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　研究室での研究活動，研究進捗状況のプレゼンテーショ
ン，学会発表状況，修士論文の内容等を総合的に評価する。

その他

指導テーマ
（1）  ブレイン・マシン・インターフェースによる生活支援・

リハビリテーション
（2）  血流速度計測による糖尿病性神経障害の早期検出・筋

力トレーニング効果の評価
（3）  脳活動・心拍変動解析による感情検出・コミュニケー

ションの可視化
（4）  痛みや違和感の可視化による診断支援システムの開発
（5）  脳機能イメージングによる脳内の情報の流れの可視化

と疾患診断への応用
（6）  ゲームやVR技術の応用による運動と認知機能のリハ

ビリテーション
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 小原　学

授業の概要・到達目標
　研究活動を通じて専門的な知識を身に付けるとともに，
フィードバック的な思考により問題を解決する能力を身に
付ける。また，普段のミーティング，さらに学会発表や論
文作成などを通じて，コミュニケーション能力，プレゼン
テーション能力を養う。

授業内容
［第１回］　 進捗報告・研究指導
［第２回］　 進捗報告・研究指導
［第３回］　 進捗報告・研究指導
［第４回］　 進捗報告・研究指導
［第５回］　 進捗報告・研究指導
［第６回］　 進捗報告・研究指導
［第７回］　 進捗報告・研究指導
［第８回］　 進捗報告・研究指導
［第９回］　 進捗報告・研究指導
［第10回］　 進捗報告・研究指導
［第11回］　 進捗報告・研究指導
［第12回］　 進捗報告・研究指導
［第13回］　 進捗報告・研究指導
［第14回］　 進捗報告・研究指導

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究テーマに関連する文献を調べること。

教科書
　各テーマに関連する学術論文

参考書

成績評価の方法
　日頃の研究活動・ミーティングにおける報告内容・最終的
な成果などを総合して評価する。なお，原則として年間で
1人1回以上の学会発表を行うこと。

その他

指導テーマ
［電気的及び磁気的なエネルギー変換材料に関する研究］
　大枠として，以下のような研究テーマを取り扱う
・ 新しい高性能永久磁石材料の開発
・ 永久磁石の保磁力機構に関する研究
・ 大容量を有するレドックスキャパシタ用電極材料の開発

科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 小原　学

授業の概要・到達目標
　研究活動を通じて専門的な知識を身に付けるとともに，
フィードバック的な思考により問題を解決する能力を身に
付ける。また，普段のミーティング，さらに学会発表や論
文作成などを通じて，コミュニケーション能力，プレゼン
テーション能力を養う。

授業内容
［第１回］　 進捗報告・研究指導
［第２回］　 進捗報告・研究指導
［第３回］　 進捗報告・研究指導
［第４回］　 進捗報告・研究指導
［第５回］　 進捗報告・研究指導
［第６回］　 進捗報告・研究指導
［第７回］　 進捗報告・研究指導
［第８回］　 進捗報告・研究指導
［第９回］　 進捗報告・研究指導
［第10回］　 進捗報告・研究指導
［第11回］　 進捗報告・研究指導
［第12回］　 進捗報告・研究指導
［第13回］　 進捗報告・研究指導
［第14回］　 進捗報告・研究指導

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究テーマに関連する文献を調べること。

教科書
　各テーマに関連する学術論文

参考書

成績評価の方法
　普段からの研究活動，ミーティングにおける報告内容，
最終的な成果などを総合して評価する。なお，原則として
年間で1人1回以上の学会発表を行うこと。

その他

指導テーマ
［電気的及び磁気的なエネルギー変換材料に関する研究］
　大枠として，以下のような研究テーマを取り扱う
・ 新しい高性能永久磁石材料の開発
・ 永久磁石の保磁力機構に関する研究
・ 大容量を有するレドックスキャパシタ用電極材料の開発
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 小原　学

授業の概要・到達目標
　研究活動を通じて専門的な知識を身に付けるとともに，
フィードバック的な思考により問題を解決する能力を身に
付ける。また，普段のミーティング，さらに学会発表や論
文作成などを通じて，コミュニケーション能力，プレゼン
テーション能力を養う。

授業内容
［第１回］　 進捗報告・研究指導
［第２回］　 進捗報告・研究指導
［第３回］　 進捗報告・研究指導
［第４回］　 進捗報告・研究指導
［第５回］　 進捗報告・研究指導
［第６回］　 進捗報告・研究指導
［第７回］　 進捗報告・研究指導
［第８回］　 進捗報告・研究指導
［第９回］　 進捗報告・研究指導
［第10回］　 進捗報告・研究指導
［第11回］　 進捗報告・研究指導
［第12回］　 進捗報告・研究指導
［第13回］　 進捗報告・研究指導
［第14回］　 進捗報告・研究指導

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究テーマに関連する文献を調べること。

教科書
　各テーマに関連する学術論文

参考書

成績評価の方法
　普段からの研究活動，ミーティングにおける報告内容，
最終的な成果などを総合して評価する。なお，原則として
年間で1人1回以上の学会発表を行うこと。

その他

指導テーマ
［電気的及び磁気的なエネルギー変換材料に関する研究］
　大枠として，以下のような研究テーマを取り扱う
・ 新しい高性能永久磁石材料の開発
・ 永久磁石の保磁力機構に関する研究
・ 大容量を有するレドックスキャパシタ用電極材料の開発

科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 小原　学

授業の概要・到達目標
　研究活動を通じて専門的な知識を身に付けるとともに，
フィードバック的な思考により問題を解決する能力を身に
付ける。また，普段のミーティング，さらに学会発表や論
文作成などを通じて，コミュニケーション能力，プレゼン
テーション能力を養う。

授業内容
［第１回］　 進捗報告・研究指導
［第２回］　 進捗報告・研究指導
［第３回］　 進捗報告・研究指導
［第４回］　 進捗報告・研究指導
［第５回］　 進捗報告・研究指導
［第６回］　 進捗報告・研究指導
［第７回］　 進捗報告・研究指導
［第８回］　 進捗報告・研究指導
［第９回］　 進捗報告・研究指導
［第10回］　 進捗報告・研究指導
［第11回］　 進捗報告・研究指導
［第12回］　 進捗報告・研究指導
［第13回］　 進捗報告・研究指導
［第14回］　 進捗報告・研究指導

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究テーマに関連する文献を調べること。

教科書
　各テーマに関連する学術論文

参考書

成績評価の方法
　普段からの研究活動，ミーティングにおける報告内容，
最終的な成果などを総合して評価する。なお，原則として
年間で1人1回以上の学会発表を行うこと。

その他

指導テーマ
［電気的及び磁気的なエネルギー変換材料に関する研究］
　大枠として，以下のような研究テーマを取り扱う
・ 新しい高性能永久磁石材料の開発
・ 永久磁石の保磁力機構に関する研究
・ 大容量を有するレドックスキャパシタ用電極材料の開発
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（情報科学） 梶原　利一

授業の概要・到達目標
　脳のしくみを理解するためには，神経細胞や分子レベル
の微視的研究や，行動解析に代表される個体レベルの巨視
的研究に加えて，未だ謎の多く残されている神経回路レベ
ルからの研究を推進し，ミクロとマクロの研究の橋渡しが
行えるような新知見を蓄積してゆく必要がある。生体情報
制御研究では，電気生理，小動物の学習行動実験法はもと
より，生体イメージング法を中心とした神経回路解析手法
の原理と手技を学び，これらを実際に駆使することによっ
て，脳神経ネットワークの解明研究に挑む。また，脳深部
大規模ネットワーク解析法などの革新的計測技術の開発も
目指す。

授業内容
［第１回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第２回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第３回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第４回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第５回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第６回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第７回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第８回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第９回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第10回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第11回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第12回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第13回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第14回］　 総まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　自身の研究テーマを世界に通用するレベルまで引き上げ
るための文献調査と，調査に基づく研究の創意工夫を自主
的に行う。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，すなわち，専門知識を深め
る為の調査能力，共同研究者とのディスカッション能力，
自身の行った研究成果の発信能力，等を元に，総合的に評
価する。

その他

科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（情報科学） 梶原　利一

授業の概要・到達目標
　脳のしくみを理解するためには，神経細胞や分子レベル
の微視的研究や，行動解析に代表される個体レベルの巨視
的研究に加えて，未だ謎の多く残されている神経回路レベ
ルからの研究を推進し，ミクロとマクロの研究の橋渡しが
行えるような新知見を蓄積してゆく必要がある。生体情報
制御研究では，電気生理，小動物の学習行動実験法はもと
より，生体イメージング法を中心とした神経回路解析手法
の原理と手技を学び，これらを実際に駆使することによっ
て，脳神経ネットワークの解明研究に挑む。また，脳深部
大規模ネットワーク解析法などの革新的計測技術の開発も
目指す。

授業内容
［第１回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第２回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第３回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第４回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第５回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第６回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第７回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第８回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第９回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第10回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第11回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第12回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第13回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第14回］　 総まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　自身の研究テーマを世界に通用するレベルまで引き上げ
るための文献調査と，調査に基づく研究の創意工夫を自主
的に行う。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，すなわち，専門知識を深め
る為の調査能力，共同研究者とのディスカッション能力，
自身の行った研究成果の発信能力，等を元に，総合的に評
価する。

その他
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（情報科学） 梶原　利一

授業の概要・到達目標
　脳のしくみを理解するためには，神経細胞や分子レベル
の微視的研究や，行動解析に代表される個体レベルの巨視
的研究に加えて，未だ謎の多く残されている神経回路レベ
ルからの研究を推進し，ミクロとマクロの研究の橋渡しが
行えるような新知見を蓄積してゆく必要がある。生体情報
制御研究では，電気生理，小動物の学習行動実験法はもと
より，生体イメージング法を中心とした神経回路解析手法
の原理と手技を学び，これらを実際に駆使することによっ
て，脳神経ネットワークの解明研究に挑む。また，脳深部
大規模ネットワーク解析法などの革新的計測技術の開発も
目指す。

授業内容
［第１回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第２回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第３回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第４回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第５回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第６回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第７回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第８回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第９回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第10回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第11回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第12回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第13回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第14回］　 総まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　自身の研究テーマを世界に通用するレベルまで引き上げ
るための文献調査と，調査に基づく研究の創意工夫を自主
的に行う。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，すなわち，専門知識を深め
る為の調査能力，共同研究者とのディスカッション能力，
自身の行った研究成果の発信能力，等を元に，総合的に評
価する。

その他

科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（情報科学） 梶原　利一

授業の概要・到達目標
　脳のしくみを理解するためには，神経細胞や分子レベル
の微視的研究や，行動解析に代表される個体レベルの巨視
的研究に加えて，未だ謎の多く残されている神経回路レベ
ルからの研究を推進し，ミクロとマクロの研究の橋渡しが
行えるような新知見を蓄積してゆく必要がある。生体情報
制御研究では，電気生理，小動物の学習行動実験法はもと
より，生体イメージング法を中心とした神経回路解析手法
の原理と手技を学び，これらを実際に駆使することによっ
て，脳神経ネットワークの解明研究に挑む。また，脳深部
大規模ネットワーク解析法などの革新的計測技術の開発も
目指す。

授業内容
［第１回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第２回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第３回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第４回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第５回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第６回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第７回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第８回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第９回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第10回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第11回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第12回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第13回］　 各自の研究テーマに沿った研究の遂行，文献調

査，プレゼンテーション
［第14回］　 総まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　自身の研究テーマを世界に通用するレベルまで引き上げ
るための文献調査と，調査に基づく研究の創意工夫を自主
的に行う。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，すなわち，専門知識を深め
る為の調査能力，共同研究者とのディスカッション能力，
自身の行った研究成果の発信能力，等を元に，総合的に評
価する。

その他
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 勝俣　裕

授業の概要・到達目標
　研究テーマについては，LED，太陽電池，熱電素子など
のエネルギー変換デバイスに関連する課題の中から，研究
対象を選定し，独自の考えにより計画的に実験・解析を行
い，得られた結果について，電気・物理・化学モデルに基づ
き検討・考察を行う。各自の研究に着手する前に，研究テー
マの新規性，独創性，学術的・産業的意義について，公知
例を調査し，研究の位置づけを把握すること。また，研究
発表を行う際には，内容の整合性や論理展開の妥当性に留
意しながら，データを解析し，資料を作成すること。本研
究活動を通じて，専門的かつ先端的な高度技術を習得する
とともに，自発的に課題を見出し，解決できる実践力のあ
る研究者・技術者を育成する。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション，安全教育
［第２回］　 直近の関連学会の予稿レビュー
［第３回］　 研究テーマのベンチマーク
［第４回］　 研究計画の発表
［第５回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第６回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第７回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第８回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第９回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第10回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第11回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第12回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第13回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第14回］　 研究成果の報告と講評

履修上の注意
　本科目を遂行する上で，電気・ガス・薬品の性質や取り扱
い方法について十分熟知し，電気回路・電気磁気学・材料・
物性・デバイスに精通する必要がある。理解が曖昧な場合
は，その都度復習し，知識を補うこと。また，定期的に研
究会や技術展の開催案内を紹介するので，積極的に参加し，
自己啓発すること。本授業以外に，毎月，研究テーマにつ
いて進捗状況を月報として報告する。また，必要に応じて
自主的にテーマ毎のグループミーティングを行う。学術的
意義や独創性のある研究成果は，タイムリーに学会発表あ
るいは論文発表をすること。

［1］各自の実験ノートを持参すること。
［2］ 進捗状況のヒアリングの際に，実験条件・結果について

回答できるようにデータを整理して臨むこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　日々，継続的に研究活動に取り組むこと。

教科書
　「Physics of Semiconductor Devices」，Simon M. Sze, 
Kwok K. Ng, Wiley-Interscience
　「Optical Processes in Semiconductors」，Jacques I. 
Pankove, Dover Publications
　「理科系のための英語プレゼンテーションの技術」，志村
史夫，ジャパンタイムズ
　各自の研究テーマに関連した学術論文

参考書
　「半導体デバイス」，S.M.ジイー，産業図書
　「最新VLSIの基礎」，タウア・ニン，丸善
　「光物性測定技術」，国府田隆夫，柊元　宏，東京大学出
版会
　「薄膜の基本技術」，金原　粲，東京大学出版会
　「真空技術」，堀越源一，東京大学出版会
　「発光と受光の物理と応用」，小林洋志，培風館
　「エッセンシャル　フォトニクスデバイス　－原理と実
験－」，Thomas P. Pearsall，オーム社
　「科学英語を書く」，山口　喬，培風館
　「マスターしておきたい技術英語の基本」，Richard 
Cowell，余　錦華，コロナ社

成績評価の方法
　評点の配分は以下の通りとし，合計点60％以上を合格と
する。
1．本科目の平常点（20％）
2．課題・研究発表および成果物（50％）
3．研究活動実績（タイムカード）（15％）
4．研究活動実績（装置使用記録）（15％）
※ 単位取得には，本科目の全講義回数の2/3以上に出席す

ること。また，7月に開催される進捗発表会に出席し，
研究テーマに関する進捗発表を行うこと。

その他
　学外実習を行う場合もある。

指導テーマ
　カーボンニュートラル社会の実現に向けて，環境半導体
材料およびグリーンエネルギー変換デバイスの開発を行
う。主に以下に示す4テーマに関する研究指導を行う。

（1） シリサイド系半導体材料の結晶成長と赤外受光素子・熱
電素子への応用

（2） 半導体ナノクリスタルの形成と受発光素子・全固体半導
体二次電池への応用

（3） 次世代酸窒化物系半導体材料の開発と受発光素子への
応用

（4） 第一原理計算・量子化学計算によるバルク・ナノ材料の
物性予測と実験結果の検証
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 勝俣　裕

授業の概要・到達目標
　研究テーマについては，LED，太陽電池，熱電素子など
のエネルギー変換デバイスに関連する課題の中から，研究
対象を選定し，独自の考えにより計画的に実験・解析を行
い，得られた結果について，電気・物理・化学モデルに基づ
き検討・考察を行う。各自の研究に着手する前に，研究テー
マの新規性，独創性，学術的・産業的意義について，公知
例を調査し，研究の位置づけを把握すること。また，研究
発表を行う際には，内容の整合性や論理展開の妥当性に留
意しながら，データを解析し，資料を作成すること。本研
究活動を通じて，専門的かつ先端的な高度技術を習得する
とともに，自発的に課題を見出し，解決できる実践力のあ
る研究者・技術者を育成する。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション
［第２回］　 直近の関連学会の予稿レビュー，研究計画の発表
［第３回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第４回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第５回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第６回］　 中間発表会
［第７回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第８回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第９回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第10回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第11回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第12回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第13回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第14回］　 研究成果の報告と講評

履修上の注意
　本科目を遂行する上で，電気・ガス・薬品の性質や取り扱
い方法について十分熟知し，電気回路・電気磁気学・材料・
物性・デバイスに精通する必要がある。理解が曖昧な場合
は，その都度復習し，知識を補うこと。また，定期的に研
究会や技術展の開催案内を紹介するので，積極的に参加し，
自己啓発すること。本授業以外に，毎月，研究テーマにつ
いて進捗状況を月報として報告する。また，必要に応じて
自主的にテーマ毎のグループミーティングを行う。学術的
意義や独創性のある研究成果は，タイムリーに学会発表あ
るいは論文発表をすること。

［1］各自の実験ノートを持参すること。
［2］ 進捗状況のヒアリングの際に，実験条件・結果について

回答できるようにデータを整理して臨むこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　日々，継続的に研究活動に取り組むこと。

教科書
　「Physics of Semiconductor Devices」，Simon M. Sze, 
Kwok K. Ng, Wiley-Interscience
　「Optical Processes in Semiconductors」，Jacques I. 
Pankove, Dover Publications
　「理科系のための英語プレゼンテーションの技術」，志村
史夫，ジャパンタイムズ
　各自の研究テーマに関連した学術論文　

参考書
　「半導体デバイス」，S.M.ジイー，産業図書
　「最新VLSIの基礎」，タウア・ニン，丸善
　「光物性測定技術」，国府田隆夫，柊元　宏，東京大学出
版会
　「薄膜の基本技術」，金原　粲，東京大学出版会
　「真空技術」，堀越源一，東京大学出版会
　「発光と受光の物理と応用」，小林洋志，培風館
　「エッセンシャル　フォトニクスデバイス　－原理と実
験－」，Thomas P. Pearsall，オーム社
　「科学英語を書く」，山口　喬，培風館
　「マスターしておきたい技術英語の基本」，Richard 
Cowell，余　錦華，コロナ社

成績評価の方法
　評点の配分は以下の通りとし，合計点60％以上を合格と
する。
1．本科目の平常点（20％）
2．課題・研究発表および成果物（50％）
3．研究活動実績（タイムカード）（15％）
4．研究活動実績（装置使用記録）（15％）
　単位取得には，本科目の全講義回数の2/3以上に出席す
ること。また，8月～ 9月の夏合宿発表会，11月の中間発
表会に出席し，研究テーマに関する発表を行うこと。

その他
　学外実習を行う場合もある。

指導テーマ
　カーボンニュートラル社会の実現に向けて，環境半導体
材料およびグリーンエネルギー変換デバイスの開発を行
う。主に以下に示す4テーマに関する研究指導を行う。

（1） シリサイド系半導体材料の結晶成長と赤外受光素子・熱
電素子への応用

（2） 半導体ナノクリスタルの形成と受発光素子・全固体半導
体二次電池への応用

（3） 次世代酸窒化物系半導体材料の開発と受発光素子への
応用

（4） 第一原理計算・量子化学計算によるバルク・ナノ材料の
物性予測と実験結果の検証
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 勝俣　裕

授業の概要・到達目標
　研究テーマについては，LED，太陽電池，熱電素子など
のエネルギー変換デバイスに関連する課題の中から，研究
対象を選定し，独自の考えにより計画的に実験・解析を行
い，得られた結果について，電気・物理・化学モデルに基づ
き検討・考察を行う。各自の研究に着手する前に，研究テー
マの新規性，独創性，学術的・産業的意義について，公知
例を調査し，研究の位置づけを把握すること。また，研究
発表を行う際には，内容の整合性や論理展開の妥当性に留
意しながら，データを解析し，資料を作成すること。本研
究活動を通じて，専門的かつ先端的な高度技術を習得する
とともに，自発的に課題を見出し，解決できる実践力のあ
る研究者・技術者を育成する。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション，安全教育
［第２回］　 直近の関連学会の予稿レビュー
［第３回］　 研究テーマのベンチマーク
［第４回］　 研究計画の発表
［第５回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第６回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第７回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第８回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第９回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第10回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第11回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第12回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第13回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第14回］　 研究成果の報告と講評

履修上の注意
　本科目を遂行する上で，電気・ガス・薬品の性質や取り扱
い方法について十分熟知し，電気回路・電気磁気学・材料・
物性・デバイスに精通する必要がある。理解が曖昧な場合
は，その都度復習し，知識を補うこと。また，定期的に研
究会や技術展の開催案内を紹介するので，積極的に参加し，
自己啓発すること。本授業以外に，毎月，研究テーマにつ
いて進捗状況を月報として報告する。また，必要に応じて
自主的にテーマ毎のグループミーティングを行う。学術的
意義や独創性のある研究成果は，タイムリーに学会発表あ
るいは論文発表をすること。

［1］各自の実験ノートを持参すること。
［2］ 進捗状況のヒアリングの際に，実験条件・結果について

回答できるようにデータを整理して臨むこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　日々，継続的に研究活動に取り組むこと。

教科書
　「Physics of Semiconductor Devices」，Simon M. Sze, 
Kwok K. Ng, Wiley-Interscience
　「Optical Processes in Semiconductors」，Jacques I. 
Pankove, Dover Publications
　「理科系のための英語プレゼンテーションの技術」，志村
史夫，ジャパンタイムズ
　各自の研究テーマに関連した学術論文

参考書
　「半導体デバイス」，S.M.ジイー，産業図書
　「最新VLSIの基礎」，タウア・ニン，丸善
　「光物性測定技術」，国府田隆夫，柊元　宏，東京大学出
版会
　「薄膜の基本技術」，金原　粲，東京大学出版会
　「真空技術」，堀越源一，東京大学出版会
　「発光と受光の物理と応用」，小林洋志，培風館
　「エッセンシャル　フォトニクスデバイス　－原理と実
験－」，Thomas P. Pearsall，オーム社
　「科学英語を書く」，山口　喬，培風館
　「マスターしておきたい技術英語の基本」，Richard 
Cowell，余　錦華，コロナ社

成績評価の方法
　評点の配分は以下の通りとし，合計点60％以上を合格と
する。
1．本科目の平常点（20％）
2．課題・研究発表および成果物（50％）
3．研究活動実績（タイムカード）（15％）
4．研究活動実績（装置使用記録）（15％）
※ 単位取得には，本科目の全講義回数の2/3以上に出席す

ること。また，7月に開催される進捗発表会に出席し，
研究テーマに関する進捗発表を行うこと。

その他
　学外実習を行う場合もある。

指導テーマ
　カーボンニュートラル社会の実現に向けて，環境半導体
材料およびグリーンエネルギー変換デバイスの開発を行
う。主に以下に示す4テーマに関する研究指導を行う。

（1） シリサイド系半導体材料の結晶成長と赤外受光素子・熱
電素子への応用

（2） 半導体ナノクリスタルの形成と受発光素子・全固体半導
体二次電池への応用

（3） 次世代酸窒化物系半導体材料の開発と受発光素子への
応用

（4） 第一原理計算・量子化学計算によるバルク・ナノ材料の
物性予測と実験結果の検証
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 勝俣　裕

授業の概要・到達目標
　研究テーマについては，LED，太陽電池，熱電素子など
のエネルギー変換デバイスに関連する課題の中から，研究
対象を選定し，独自の考えにより計画的に実験・解析を行
い，得られた結果について，電気・物理・化学モデルに基づ
き検討・考察を行う。各自の研究に着手する前に，研究テー
マの新規性，独創性，学術的・産業的意義について，公知
例を調査し，研究の位置づけを把握すること。また，研究
発表を行う際には，内容の整合性や論理展開の妥当性に留
意しながら，データを解析し，資料を作成すること。本研
究活動を通じて，専門的かつ先端的な高度技術を習得する
とともに，自発的に課題を見出し，解決できる実践力のあ
る研究者・技術者を育成する。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション
［第２回］　 直近の関連学会の予稿レビュー，研究計画の発表
［第３回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第４回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第５回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第６回］　 中間発表会
［第７回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第８回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講，修士論

文「題目と目次」の講評
［第９回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第10回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講，修士論

文「序論」の講評
［第11回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第12回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講，修士論

文「結果と考察」の講評
［第13回］　 研究進捗発表，文献発表，教科書輪講
［第14回］　 研究成果の報告と講評

履修上の注意
　本科目を遂行する上で，電気・ガス・薬品の性質や取り扱
い方法について十分熟知し，電気回路・電気磁気学・材料・
物性・デバイスに精通する必要がある。理解が曖昧な場合
は，その都度復習し，知識を補うこと。また，定期的に研
究会や技術展の開催案内を紹介するので，積極的に参加し，
自己啓発すること。本授業以外に，毎月，研究テーマにつ
いて進捗状況を月報として報告する。また，必要に応じて
自主的にテーマ毎のグループミーティングを行う。学術的
意義や独創性のある研究成果は，タイムリーに学会発表あ
るいは論文発表をすること。

［1］各自の実験ノートを持参すること。
［2］ 進捗状況のヒアリングの際に，実験条件・結果について

回答できるようにデータを整理して臨むこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　日々，継続的に研究活動に取り組むこと。

教科書
　「Physics of Semiconductor Devices」，Simon M. Sze, 
Kwok K. Ng, Wiley-Interscience
　「Optical Processes in Semiconductors」，Jacques I. 
Pankove, Dover Publications
　「理科系のための英語プレゼンテーションの技術」，志村
史夫，ジャパンタイムズ
　各自の研究テーマに関連した学術論文

参考書
　「半導体デバイス」，S.M.ジイー，産業図書
　「最新VLSIの基礎」，タウア・ニン，丸善
　「光物性測定技術」，国府田隆夫，柊元　宏，東京大学出
版会
　「薄膜の基本技術」，金原　粲，東京大学出版会
　「真空技術」，堀越源一，東京大学出版会
　「発光と受光の物理と応用」，小林洋志，培風館
　「エッセンシャル　フォトニクスデバイス　－原理と実
験－」，Thomas P. Pearsall，オーム社
　「科学英語を書く」，山口　喬，培風館
　「マスターしておきたい技術英語の基本」，Richard 
Cowell，余　錦華，コロナ社

成績評価の方法
　評点の配分は以下の通りとし，合計点60％以上を合格と
する。
1．本科目の平常点（20％）
2．課題・研究発表および成果物（50％）
3．研究活動実績（タイムカード）（15％）
4．研究活動実績（装置使用記録）（15％）
　単位取得には，本科目の全講義回数の2/3以上に出席す
ること。また，8月～ 9月の夏合宿発表会，11月の中間発
表会および2月の修士論文発表会に出席し，研究テーマに
関する発表を行うこと。

その他
　学外実習を行う場合もある。

指導テーマ
　カーボンニュートラル社会の実現に向けて，環境半導体
材料およびグリーンエネルギー変換デバイスの開発を行
う。主に以下に示す4テーマに関する研究指導を行う。

（1） シリサイド系半導体材料の結晶成長と赤外受光素子・熱
電素子への応用

（2） 半導体ナノクリスタルの形成と受発光素子・全固体半導
体二次電池への応用

（3） 次世代酸窒化物系半導体材料の開発と受発光素子への
応用

（4） 第一原理計算・量子化学計算によるバルク・ナノ材料の
物性予測と実験結果の検証
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 加藤　徳剛

授業の概要・到達目標
　最先端の研究テーマを与え，自分で考える力，解決する
力を養い，社会で通用するエンジニアや研究者の育成を行
う。また，各人が得た研究成果を，学術講演会や学術論文
誌に発信することにより，高度なプレゼンテーション能力
を身に付ける。

授業内容
　生体適合性材料・両親媒性分子・高分子・生体関連物質を
薄膜状や微粒子状に集合させその物性を評価し，デバイス
や医療への応用を検討する。内容は大別して，「日々の研
究活動」と「週1回の輪講」で構成される。
◎ 日々の研究活動
　主に以下の研究テーマに対する実験的研究を推進する。
1） モデル細胞膜の物性評価
2） 細胞膜を模倣したペプチド/脂質混合膜の作製
3） 微粒子表面の機能化とデバイス作製
4） ドラック・デリバリ用ナノ粒子の作製
5） 金属ナノ粒子を用いた非線形光学材料の開発
6） 非線形光学顕微鏡による生体材料や細胞の観察と物性評価
　研究室のホームページも参照のこと。
　http://www.isc.meiji.ac.jp/ ～ nkato/
◎ 週1回の輪講
　各人の研空テーマに関連した最新の英語論文を読み，最
新の研究動向を把握する。

［第１回］　 英語論文の輪講
［第２回］　 英語論文の輪講
［第３回］　 英語論文の輪講
［第４回］　 英語論文の輪講
［第５回］　 英語論文の輪講
［第６回］　 英語論文の輪講
［第７回］　 英語論文の輪講
［第８回］　 英語論文の輪講
［第９回］　 英語論文の輪講
［第10回］　 英語論文の輪講
［第11回］　 英語論文の輪講
［第12回］　 英語論文の輪講
［第13回］　 英語論文の輪講
［第14回］　 英語論文の輪講

履修上の注意
◎ 一人ずつ個別の研究テーマに従事し，各人が責任を研究

を遂行すること。
◎ 英語の論文を読める英語力をつけておくこと。
◎ 研究テーマを理解できる基礎学力を習得しておくこと。
◎ 必要に応じて後戻り履修をすること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各人が責任もって，実験ノートを作成すること。
　各人の研究テーマに関連した文献や論文を，各人で探し
出して読むこと。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
◎ 日々の実験・研究への取り組み姿勢
◎ 学術講演会での発表
◎ 研究成果
　これらの要素を加味し，評価を行う。

その他

指導テーマ
　授業内容の記載に従う。
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 加藤　徳剛

授業の概要・到達目標
　最先端の研究テーマを与え，自分で考える力，解決する
力を養い，社会で通用するエンジニアや研究者の育成を行
う。また，各人が得た研究成果を，学術講演会や学術論文
誌に発信することにより，高度なプレゼンテーション能力
を身に付ける。

授業内容
　生体適合性材料・両親媒性分子・高分子・生体関連物質を
薄膜状や微粒子状に集合させその物性を評価し，デバイス
や医療への応用を検討する。内容は大別して，「日々の研
究活動」と「週1回の輪講」で構成される。
◎ 日々の研究活動
　主に以下の研究テーマに対する実験的研究を推進する。
1） モデル細胞膜の物性評価
2） 細胞膜を模倣したペプチド/脂質混合膜の作製
3） 微粒子表面の機能化とデバイス作製
4） ドラック・デリバリ用ナノ粒子の作製
5） 金属ナノ粒子を用いた非線形光学材料の開発
6） 非線形光学顕微鏡による生体材料や細胞の観察と物性評価
　研究室のホームページも参照のこと。
　http://www.isc.meiji.ac.jp/ ～ nkato/
◎ 週1回の輪講
　各人の研空テーマに関連した最新の英語論文を読み，最
新の研究動向を把握する。

［第１回］　 英語論文の輪講
［第２回］　 英語論文の輪講
［第３回］　 英語論文の輪講
［第４回］　 英語論文の輪講
［第５回］　 英語論文の輪講
［第６回］　 英語論文の輪講
［第７回］　 英語論文の輪講
［第８回］　 英語論文の輪講
［第９回］　 英語論文の輪講
［第10回］　 英語論文の輪講
［第11回］　 英語論文の輪講
［第12回］　 英語論文の輪講
［第13回］　 英語論文の輪講
［第14回］　 英語論文の輪講

履修上の注意
◎ 一人ずつ個別の研究テーマに従事し，各人が責任を研究

を遂行すること。
◎ 英語の論文を読める英語力をつけておくこと。
◎ 研究テーマを理解できる基礎学力を習得しておくこと。
◎ 必要に応じて後戻り履修をすること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各人が責任もって，実験ノートを作成すること。
　各人の研究テーマに関連した文献や論文を，各人で探し
出して読むこと。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
◎ 日々の実験・研究への取り組み姿勢
◎ 学術講演会での発表
◎ 研究成果
　これらの要素を加味し，評価を行う。

その他

指導テーマ
　授業内容の記載に従う。
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（理学） 加藤　徳剛

授業の概要・到達目標
　最先端の研究テーマを与え，自分で考える力，解決する
力を養い，社会で通用するエンジニアや研究者の育成を行
う。また，各人が得た研究成果を，学術講演会や学術論文
誌に発信することにより，高度なプレゼンテーション能力
を身に付ける。

授業内容
　生体適合性材料・両親媒性分子・高分子・生体関連物質を
薄膜状や微粒子状に集合させその物性を評価し，デバイス
や医療への応用を検討する。内容は大別して，「日々の研
究活動」と「週1回の輪講」で構成される。
◎ 日々の研究活動
　主に以下の研究テーマに対する実験的研究を推進する。
1） モデル細胞膜の物性評価
2） 細胞膜を模倣したペプチド/脂質混合膜の作製
3） 微粒子表面の機能化とデバイス作製
4） ドラック・デリバリ用ナノ粒子の作製
5） 金属ナノ粒子を用いた非線形光学材料の開発
6） 非線形光学顕微鏡による生体材料や細胞の観察と物性評価
　研究室のホームページも参照のこと。
　http://www.isc.meiji.ac.jp/ ～ nkato/
◎ 週1回の輪講
　各人の研空テーマに関連した最新の英語論文を読み，最
新の研究動向を把握する。

［第１回］　 英語論文の輪講
［第２回］　 英語論文の輪講
［第３回］　 英語論文の輪講
［第４回］　 英語論文の輪講
［第５回］　 英語論文の輪講
［第６回］　 英語論文の輪講
［第７回］　 英語論文の輪講
［第８回］　 英語論文の輪講
［第９回］　 英語論文の輪講
［第10回］　 英語論文の輪講
［第11回］　 英語論文の輪講
［第12回］　 英語論文の輪講
［第13回］　 英語論文の輪講
［第14回］　 英語論文の輪講

履修上の注意
◎ 一人ずつ個別の研究テーマに従事し，各人が責任を研究

を遂行すること。
◎ 英語の論文を読める英語力をつけておくこと。
◎ 研究テーマを理解できる基礎学力を習得しておくこと。
◎ 必要に応じて後戻り履修をすること。
◎ 学術講演会での発表を経験しておくこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各人が責任もって，実験ノートを作成すること。
　各人の研究テーマに関連した文献や論文を，各人で探し
出して読むこと。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
◎ 日々の実験・研究への取り組み姿勢
◎ 学術講演会での発表
◎ 研究成果
　これらの要素を加味し，評価を行う。

その他

指導テーマ
　授業内容の記載に従う。
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（理学） 加藤　徳剛

授業の概要・到達目標
　最先端の研究テーマを与え，自分で考える力，解決する
力を養い，社会で通用するエンジニアや研究者の育成を行
う。また，各人が得た研究成果を，学術講演会や学術論文
誌に発信することにより，高度なプレゼンテーション能力
を身に付ける。

授業内容
　生体適合性材料・両親媒性分子・高分子・生体関連物質を
薄膜状や微粒子状に集合させその物性を評価し，デバイス
や医療への応用を検討する。内容は大別して，「日々の研
究活動」と「週1回の輪講」で構成される。
◎ 日々の研究活動
　主に以下の研究テーマに対する実験的研究を推進する。
1） モデル細胞膜の物性評価
2） 細胞膜を模倣したペプチド/脂質混合膜の作製
3） 微粒子表面の機能化とデバイス作製
4） ドラック・デリバリ用ナノ粒子の作製
5） 金属ナノ粒子を用いた非線形光学材料の開発
6） 非線形光学顕微鏡による生体材料や細胞の観察と物性評価
　研究室のホームページも参照のこと。
　http://www.isc.meiji.ac.jp/ ～ nkato/
◎ 週1回の輪講
　各人の研空テーマに関連した最新の英語論文を読み，最
新の研究動向を把握する。

［第１回］　 英語論文の輪講
［第２回］　 英語論文の輪講
［第３回］　 英語論文の輪講
［第４回］　 英語論文の輪講
［第５回］　 英語論文の輪講
［第６回］　 英語論文の輪講
［第７回］　 英語論文の輪講
［第８回］　 英語論文の輪講
［第９回］　 英語論文の輪講
［第10回］　 英語論文の輪講
［第11回］　 英語論文の輪講
［第12回］　 英語論文の輪講
［第13回］　 英語論文の輪講
［第14回］　 英語論文の輪講

履修上の注意
◎ 一人ずつ個別の研究テーマに従事し，各人が責任を研究

を遂行すること。
◎ 英語の論文を読める英語力をつけておくこと。
◎ 研究テーマを理解できる基礎学力を習得しておくこと。
◎ 必要に応じて後戻り履修をすること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各人が責任もって，実験ノートを作成すること。
　各人の研究テーマに関連した文献や論文を，各人で探し
出して読むこと。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
◎ 日々の実験・研究への取り組み姿勢
◎ 学術講演会での発表
◎ 研究成果
　これらの要素を加味し，評価を行う。

その他

指導テーマ
　授業内容の記載に従う。
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 鎌田　弘之

授業の概要・到達目標
〔非線形ディジタル信号処理の応用技術に関する研究〕
　本研究は，コンピュータやFPGA回路を用いた非線形
ディジタル信号処理の応用として，情報の暗号化・秘密通
信・多重通信，認証方式に関する研究，あるいはディジタ
ル情報の保護に関わる技術，ディジタル音声処理，ディジ
タル画像処理，脳波等信号のカオス解析，深層学習の応用
等に関する研究を行う。
　本研究は，自律的な問題発見能力および問題解決能力を
身につけ，エンジニアあるいは研究・開発者として社会で
活躍できる能力を身につけることを到達目標とする。

授業内容
　「授業の概要」に対応して策定された各学生が目標とする
研究テーマに基づいて，以下を実行することにより研究目
標達成を目指す。

【第１～３回】  研究テーマの妥当性とその評価，将来展望，
有意性等について議論し，方向性を検討す
る。また他の先行研究に関する調査方法，
調査範囲について議論する。

【第４～６回】  先行研究に関する議論を踏まえ，研究テー
マの独自性，方向性を議論する。また実践
方法に関する議論を行う。

【第７～９回】  研究テーマの独自性実現に必要な背景知識
について議論する。

【第10 ～ 12回】  これまでに得られた研究テーマに関する知
見を各学生がプレゼンテーションし，質疑
応答を行い，各種問題等を絞り込む。

【第13， 14回】  絞り込まれた問題点等について検討し，解
決方法を議論する。また，テーマの到達度
を評価して，学外への発表計画を策定ある
いは実践する。さらに，研究テーマを拡張
するための方向性について議論する。

履修上の注意
　本研究では特に，実用的な技術につなげることを重要な
目的と考えている。また，利用する機器は，汎用パーソナ
ルコンピュータ，ラックマウントコンピュータ，その他必
要に応じて専用ハードウェアの構築を考える。研究によっ
て得られた成果は，研究会報告，ワークショップ，国際会
議にて発表し，さらに完成度が高められた場合には，論文
として投稿する。したがって学生は，本研究を通じ，「理論」，

「ハードウェア」，「ソフトウェア」，「プレゼンテーション」
の4つの実践力を身につけることを目標とする。
　また，問題発見能力，問題解決能力を磨くことを目的と
し，自ら質問，調査，相談，検討を積極的に行うとともに，
後輩指導・相談を通じてリーダーシップを磨く必要がある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究活動は，研究室における同期生，先輩，後輩，教員
との議論によって活性化する。日常的に研究室にて活動す
ることを強く要求する。また，英語力，プレゼン能力，コ
ミュニケーション能力，問題解決能力，問題発掘能力等を
常に磨くよう心掛けること。

教科書
　研究テーマに応じて，必要な書籍，研究論文等資料を指
示する。

参考書
　研究テーマに応じて，必要な書籍，研究論文等資料を指
示する。

成績評価の方法
　春学期期間に1回以上，国内外の学会に対して研究発表，
論文投稿，または同等の研究活動をすることで合格とする。
　成績評価は，研究室での研究活動に費やす時間，熱意に
加え，国内外の学会等学外に対する研究発表，論文発表の
回数，および学会の難易度等により総合的に判定する。さ
らに，同期生，先輩，教員との議論，後輩指導等を通じ，
積極的に研究活動を行う姿勢も併せて評価する。

その他
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 鎌田　弘之

授業の概要・到達目標
〔非線形ディジタル信号処理の応用技術に関する研究〕
　本研究は，コンピュータやFPGA回路を用いた非線形
ディジタル信号処理の応用として，情報の暗号化・秘密通
信・多重通信，認証方式に関する研究，あるいはディジタ
ル情報の保護に関わる技術，ディジタル音声処理，ディジ
タル画像処理，脳波等信号のカオス解析，深層学習の応用
等に関する研究を行う。
　本研究は，自律的な問題発見能力および問題解決能力を
身につけ，エンジニアあるいは研究・開発者として社会で
活躍できる能力を身につけることを到達目標とする。

授業内容
　「授業の概要」に対応して策定された各学生が目標とする
研究テーマに基づいて，以下を実行することにより研究目
標達成を目指す。

【第１～３回】  研究テーマの妥当性とその評価，将来展望，
有意性等について議論し，方向性を検討す
る。また他の先行研究に関する調査方法，
調査範囲について議論する。

【第４～６回】   先行研究に関する議論を踏まえ，研究テー
マの独自性，方向性を議論する。また実践
方法に関する議論を行う。

【第７～９回】  研究テーマの独自性実現に必要な背景知識
について議論する。

【第10 ～ 12回】  これまでに得られた研究テーマに関する知
見を各学生がプレゼンテーションし，質疑
応答を行い，各種問題等を絞り込む。

【第13， 14回】  絞り込まれた問題点等について検討し，解
決方法を議論する。また，テーマの到達度
を評価して，学外への発表計画を策定ある
いは実践する。さらに，研究テーマを拡張
するための方向性について議論する。

履修上の注意
　本研究では特に，実用的な技術につなげることを重要な
目的と考えている。また，利用する機器は，汎用パーソナ
ルコンピュータ，ラックマウントコンピュータ，その他必
要に応じて専用ハードウェアの構築を考える。研究によっ
て得られた成果は，研究会報告，ワークショップ，国際会
議にて発表し，さらに完成度が高められた場合には，論文
として投稿する。したがって学生は，本研究を通じ，「理論」，

「ハードウェア」，「ソフトウェア」，「プレゼンテーション」
の4つの実践力を身につけることを目標とする。
　また，問題発見能力，問題解決能力を磨くことを目的と
し，自ら質問，調査，相談，検討を積極的に行うとともに，
後輩指導・相談を通じてリーダーシップを磨く必要がある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究活動は，研究室における同期生，先輩，後輩，教員
との議論によって活性化する。日常的に研究室にて活動す
ることを強く要求する。また，英語力，プレゼン能力，コ
ミュニケーション能力，問題解決能力，問題発掘能力等を
常に磨くよう心掛けること。

教科書
　研究テーマに応じて，必要な書籍，研究論文等資料を指
示する。

参考書
　研究テーマに応じて，必要な書籍，研究論文等資料を指
示する。

成績評価の方法
　秋学期期間に1回以上，国内外の学会に対して研究発表，
論文投稿，または同等の研究活動をすることで合格とする。
　成績評価は，研究室での研究活動に費やす時間，熱意に
加え，国内外の学会等学外に対する研究発表，論文発表の
回数，および学会の難易度等により総合的に判定する。さ
らに，同期生，先輩，教員との議論，後輩指導等を通じ，
積極的に研究活動を行う姿勢も併せて評価する。

その他
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　工学博士 鎌田　弘之

授業の概要・到達目標
〔非線形ディジタル信号処理の応用技術に関する研究〕
　本研究は，コンピュータやFPGA回路を用いた非線形
ディジタル信号処理の応用として，情報の暗号化・秘密通
信・多重通信，認証方式に関する研究，あるいはディジタ
ル情報の保護に関わる技術，ディジタル音声処理，ディジ
タル画像処理，脳波等信号のカオス解析，深層学習の応用
等に関する研究を行う。
　本研究は，自律的な問題発見能力および問題解決能力を
身につけ，エンジニアあるいは研究・開発者として社会で
活躍できる能力を身につけることを到達目標とする。

授業内容
　「授業の概要」に対応して策定された各学生が目標とする
研究テーマに基づいて，以下を実行することにより研究目
標達成を目指す。

【第１～３回】  研究テーマの妥当性とその評価，将来展望，
有意性等について議論し，方向性を検討す
る。また他の先行研究に関する調査方法，
調査範囲について議論する。

【第４～６回】   先行研究に関する議論を踏まえ，研究テー
マの独自性，方向性を議論する。また実践
方法に関する議論を行う。

【第７～９回】  研究テーマの独自性実現に必要な背景知識
について議論する。

【第10 ～ 12回】  これまでに得られた研究テーマに関する知
見を各学生がプレゼンテーションし，質疑
応答を行い，各種問題等を絞り込む。

【第13， 14回】  絞り込まれた問題点等について検討し，解
決方法を議論する。また，テーマの到達度
を評価して，学外への発表計画を策定ある
いは実践する。さらに，研究テーマを拡張
するための方向性について議論する。

履修上の注意
　本研究では特に，実用的な技術につなげることを重要な
目的と考えている。また，利用する機器は，汎用パーソナ
ルコンピュータ，ラックマウントコンピュータ，その他必
要に応じて専用ハードウェアの構築を考える。研究によっ
て得られた成果は，研究会報告，ワークショップ，国際会
議にて発表し，さらに完成度が高められた場合には，論文
として投稿する。したがって学生は，本研究を通じ，「理論」，

「ハードウェア」，「ソフトウェア」，「プレゼンテーション」
の4つの実践力を身につけることを目標とする。
　また，問題発見能力，問題解決能力を磨くことを目的と
し，自ら質問，調査，相談，検討を積極的に行うとともに，
後輩指導・相談を通じてリーダーシップを磨く必要がある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究活動は，研究室における同期生，先輩，後輩，教員
との議論によって活性化する。日常的に研究室にて活動す
ることを強く要求する。また，英語力，プレゼン能力，コ
ミュニケーション能力，問題解決能力，問題発掘能力等を
常に磨くよう心掛けること。

教科書
　研究テーマに応じて，必要な書籍，研究論文等資料を指
示する。

参考書
　研究テーマに応じて，必要な書籍，研究論文等資料を指
示する。

成績評価の方法
　1年間に2回以上，国内外の学会に対して研究発表，論
文投稿，または同等の研究活動をすることで合格とする。
　成績評価は，研究室での研究活動に費やす時間，熱意に
加え，国内外の学会等学外に対する研究発表，論文発表の
回数，および学会の難易度等により総合的に判定する。さ
らに，同期生，教員との議論，後輩指導等を通じ，積極的
に研究活動を行う姿勢も併せて評価する。

その他
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　工学博士 鎌田　弘之

授業の概要・到達目標
〔非線形ディジタル信号処理の応用技術に関する研究〕
　本研究は，コンピュータやFPGA回路を用いた非線形
ディジタル信号処理の応用として，情報の暗号化・秘密通
信・多重通信，認証方式に関する研究，あるいはディジタ
ル情報の保護に関わる技術，ディジタル音声処理，ディジ
タル画像処理，脳波等信号のカオス解析，深層学習の応用
等に関する研究を行う。
　本研究は，自律的な問題発見能力および問題解決能力を
身につけ，エンジニアあるいは研究・開発者として社会で
活躍できる能力を身につけることを到達目標とする。

授業内容
　「授業の概要」に対応して策定された各学生が目標とする
研究テーマに基づいて，以下を実行することにより研究目
標達成を目指す。

【第１～３回】  研究テーマの妥当性とその評価，将来展望，
有意性等について議論し，方向性を検討す
る。また他の先行研究に関する調査方法，
調査範囲について議論する。

【第４～６回】  先行研究に関する議論を踏まえ，研究テー
マの独自性，方向性を議論する。また実践
方法に関する議論を行う。

【第７～９回】  研究テーマの独自性実現に必要な背景知識
について議論する。

【第10 ～ 12回】  これまでに得られた研究テーマに関する知
見を各学生がプレゼンテーションし，質疑
応答を行い，各種問題等を絞り込む。

【第13， 14回】  絞り込まれた問題点等について検討し，解
決方法を議論する。また，テーマの到達度
を評価して，学外への発表計画を策定ある
いは実践する。さらに，研究テーマを拡張
するための方向性について議論する。

履修上の注意
　本研究では特に，実用的な技術につなげることを重要な
目的と考えている。また，利用する機器は，汎用パーソナ
ルコンピュータ，ラックマウントコンピュータ，その他必
要に応じて専用ハードウェアの構築を考える。研究によっ
て得られた成果は，研究会報告，ワークショップ，国際会
議にて発表し，さらに完成度が高められた場合には，論文
として投稿する。したがって学生は，本研究を通じ，「理論」，

「ハードウェア」，「ソフトウェア」，「プレゼンテーション」
の4つの実践力を身につけることを目標とする。
　また，問題発見能力，問題解決能力を磨くことを目的と
し，自ら質問，調査，相談，検討を積極的に行うとともに，
後輩指導・相談を通じてリーダーシップを磨く必要がある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究活動は，研究室における同期生，先輩，後輩，教員
との議論によって活性化する。日常的に研究室にて活動す
ることを強く要求する。また，英語力，プレゼン能力，コ
ミュニケーション能力，問題解決能力，問題発掘能力等を
常に磨くよう心掛けること。

教科書
　研究テーマに応じて，必要な書籍，研究論文等資料を指
示する。

参考書
　研究テーマに応じて，必要な書籍，研究論文等資料を指
示する。

成績評価の方法
　1年間に2回以上，国内外の学会に対して研究発表，論
文投稿，または同等の研究活動をすることで合格とする。
　成績評価は，研究室での研究活動に費やす時間，熱意に
加え，国内外の学会等学外に対する研究発表，論文発表の
回数，および学会の難易度等により総合的に判定する。さ
らに，同期生，教員との議論，後輩指導等を通じ，積極的
に研究活動を行う姿勢も併せて評価する。

その他
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 川崎　章司

授業の概要・到達目標
　自ら設定した研究テーマ，あるいは与えられた研究テー
マに取り組み，専門知識や技術を修得し，課題発見能力，
課題解決能力，および創造性を養う。また，研究室内での
ディスカッションに留まらず，国内外の学会・研究会に積
極的に参加し，コミュニケーション能力，プレゼンテーショ
ン能力を養う。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション
［第２回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第３回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第４回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第５回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第６回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第７回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第８回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第９回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第10回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第11回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第12回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第13回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第14回］　 研究成果発表とまとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，各自プレゼンテーション資料を準備して研究進捗
報告を行うこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究進捗報告，研究ディスカッション，
研究成果発表などを総合して評価する。

その他

指導テーマ
　研究テーマ例を以下に示す。

（1） 配電ネットワークにける電力品質の向上に関する研究
（2） 配電系統における電圧制御，周波数制御
（3） 次世代電力ネットワーク構成の最適化に関する研究
（4） 次世代パワーコンディショナの開発
（5） 再生可能エネルギー・電気自動車大量導入による影響の

解析
（6） 配電系統における高調波解析と発生源推定
（7） 機械学習による太陽光発電出力の推定手法の開発
（8） 最適エネルギーマネジメントシステムに関する研究

科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 川崎　章司

授業の概要・到達目標
　自ら設定した研究テーマ，あるいは与えられた研究テー
マに取り組み，専門知識や技術を修得し，課題発見能力，
課題解決能力，および創造性を養う。また，研究室内での
ディスカッションに留まらず，国内外の学会・研究会に積
極的に参加し，コミュニケーション能力，プレゼンテーショ
ン能力を養う。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション
［第２回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第３回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第４回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第５回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第６回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第７回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第８回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第９回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第10回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第11回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第12回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第13回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第14回］　 研究成果発表とまとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，各自プレゼンテーション資料を準備して研究進捗
報告を行うこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究進捗報告，研究ディスカッション，
研究成果発表などを総合して評価する。

その他

指導テーマ
　研究テーマ例を以下に示す。

（1） 配電ネットワークにける電力品質の向上に関する研究
（2） 配電系統における電圧制御，周波数制御
（3） 次世代電力ネットワーク構成の最適化に関する研究
（4） 次世代パワーコンディショナの開発
（5） 再生可能エネルギー・電気自動車大量導入による影響の

解析
（6） 配電系統における高調波解析と発生源推定
（7） 機械学習による太陽光発電出力の推定手法の開発
（8） 最適エネルギーマネジメントシステムに関する研究
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 川崎　章司

授業の概要・到達目標
　自ら設定した研究テーマ，あるいは与えられた研究テー
マに取り組み，専門知識や技術を修得し，課題発見能力，
課題解決能力，および創造性を養う。また，研究室内での
ディスカッションに留まらず，国内外の学会・研究会に積
極的に参加し，コミュニケーション能力，プレゼンテーショ
ン能力を養う。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション
［第２回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第３回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第４回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第５回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第６回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第７回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第８回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第９回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第10回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第11回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第12回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第13回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第14回］　 研究成果発表とまとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，各自プレゼンテーション資料を準備して研究進捗
報告を行うこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究進捗報告，研究ディスカッション，
研究成果発表などを総合して評価する。

その他

指導テーマ
　研究テーマ例を以下に示す。

（1） 配電ネットワークにける電力品質の向上に関する研究
（2） 配電系統における電圧制御，周波数制御
（3） 次世代電力ネットワーク構成の最適化に関する研究
（4） 次世代パワーコンディショナの開発
（5） 再生可能エネルギー・電気自動車大量導入による影響の

解析
（6） 配電系統における高調波解析と発生源推定
（7） 機械学習による太陽光発電出力の推定手法の開発
（8） 最適エネルギーマネジメントシステムに関する研究

科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 川崎　章司

授業の概要・到達目標
　自ら設定した研究テーマ，あるいは与えられた研究テー
マに取り組み，専門知識や技術を修得し，課題発見能力，
課題解決能力，および創造性を養う。また，研究室内での
ディスカッションに留まらず，国内外の学会・研究会に積
極的に参加し，コミュニケーション能力，プレゼンテーショ
ン能力を養う。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション
［第２回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第３回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第４回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第５回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第６回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第７回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第８回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第９回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第10回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第11回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第12回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第13回］　 研究進捗発表およびディスカッション
［第14回］　 研究成果発表とまとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，各自プレゼンテーション資料を準備して研究進捗
報告を行うこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究進捗報告，研究ディスカッション，
研究成果発表などを総合して評価する。

その他

指導テーマ
　研究テーマ例を以下に示す。

（1） 配電ネットワークにける電力品質の向上に関する研究
（2） 配電系統における電圧制御，周波数制御
（3） 次世代電力ネットワーク構成の最適化に関する研究
（4） 次世代パワーコンディショナの開発
（5） 再生可能エネルギー・電気自動車大量導入による影響の

解析
（6） 配電系統における高調波解析と発生源推定
（7） 機械学習による太陽光発電出力の推定手法の開発
（8） 最適エネルギーマネジメントシステムに関する研究
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 工藤　寛之

授業の概要・到達目標
　MEMSなどのデバイスに用いられるマイクロ・ナノ加工
技術に加え，天然物や生体材料を対象とした新しいマイク
ロファブリケーション技術を開発し，両者を融合すること
で新規なバイオマイクロデバイスを社会に提案する。「日々
の実験」から「学会発表」までの一連の研究活動を通じ，「半
導体プロセス工学」と「生体材料工学」を両輪とする分野横
断的な研究力を養う。

授業内容
　各自の研究テーマに応じた日常的な研究活動（情報収集，
実験，データ整理，資料作成）に加え，関連する論文をレ
ビューする週1回の「論文ゼミ」を行い，関連分野の現状や
学問分野全体の興味を把握する。
研究テーマ（例）
・ 無侵襲リアルタイム代謝評価システムに関する研究
・ 人の社会的結合を評価することを目的としたオキシトシ
ン高スループット計測システム

［第１回］　 バイオマイクロシステムに関する論文調査（1） 
［第２回］　 バイオマイクロシステムに関する論文調査（2） 
［第３回］　 バイオマイクロシステムに関する論文調査（3） 
［第４回］　 バイオマイクロシステムの設計（1） 
［第５回］　 バイオマイクロシステムの設計（2） 
［第６回］　 バイオマイクロシステムの構築（1） 
［第７回］　 バイオマイクロシステムの構築（2） 
［第８回］　 バイオマイクロシステムの特性評価（1） 
［第９回］　 バイオマイクロシステムの特性評価（2） 
［第10回］　 システムの改良
［第11回］　 バイオマイクロシステムの特性評価（3） 
［第12回］　 バイオマイクロシステムの特性評価（4） 
［第13回］　 成果のとりまとめ
［第14回］　 成果発表

履修上の注意
　研究の遂行上，他大学・公的研究機関等に出張して実験
をする場合がある。
　研究計画，スケジュール管理は各自が責任を持って行う
こと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　3週間に1回，研究報告書の作成およびミーティングを
行う。

教科書
　特に定めない。必要に応じ資料収集を行うこと。

参考書
　特に定めない。必要に応じ資料収集を行うこと。

成績評価の方法
　研究課題に対する取組み方，結果の取りまとめとプレゼ
ンテーション，ゼミでの発言状況，外部発表などを総合的
に判断して評価する。

その他

科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 工藤　寛之

授業の概要・到達目標
　MEMSなどのデバイスに用いられるマイクロ・ナノ加工
技術に加え，天然物や生体材料を対象とした新しいマイク
ロファブリケーション技術を開発し，両者を融合すること
で新規なバイオマイクロデバイスを社会に提案する。「日々
の実験」から「学会発表」までの一連の研究活動を通じ，「半
導体プロセス工学」と「生体材料工学」を両輪とする分野横
断的な研究力を養う。

授業内容
　各自の研究テーマに応じた日常的な研究活動（情報収集，
実験，データ整理，資料作成）に加え，関連する論文をレ
ビューする週1回の「論文ゼミ」を行い，関連分野の現状や
学問分野全体の興味を把握する。
研究テーマ（例）
・ 無侵襲リアルタイム代謝評価システムに関する研究
・ 人の社会的結合を評価することを目的としたオキシトシ
ン高スループット計測システム

［第１回］　 バイオマイクロシステムに関する論文調査（1） 
［第２回］　 バイオマイクロシステムに関する論文調査（2） 
［第３回］　 バイオマイクロシステムに関する論文調査（3） 
［第４回］　 バイオマイクロシステムの設計（1） 
［第５回］　 バイオマイクロシステムの設計（2） 
［第６回］　 バイオマイクロシステムの構築（1） 
［第７回］　 バイオマイクロシステムの構築（2） 
［第８回］　 バイオマイクロシステムの特性評価（1） 
［第９回］　 バイオマイクロシステムの特性評価（2） 
［第10回］　 システムの改良
［第11回］　 バイオマイクロシステムの特性評価（3） 
［第12回］　 バイオマイクロシステムの特性評価（4） 
［第13回］　 成果のとりまとめ
［第14回］　 成果発表

履修上の注意
　研究の遂行上，他大学・公的研究機関等に出張して実験
をする場合がある。
　研究計画，スケジュール管理は各自が責任を持って行う
こと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　3週間に1回，研究報告書の作成およびミーティングを
行う。

教科書
　特に定めない。必要に応じ資料収集を行うこと。

参考書
　特に定めない。必要に応じ資料収集を行うこと。

成績評価の方法
　研究課題に対する取組み方，結果の取りまとめとプレゼ
ンテーション，ゼミでの発言状況，外部発表などを総合的
に判断して評価する。

その他
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 工藤　寛之

授業の概要・到達目標
　MEMSなどのデバイスに用いられるマイクロ・ナノ加工
技術に加え，天然物や生体材料を対象とした新しいマイク
ロファブリケーション技術を開発し，両者を融合すること
で新規なバイオマイクロデバイスを社会に提案する。「日々
の実験」から「学会発表」までの一連の研究活動を通じ，「半
導体プロセス工学」と「生体材料工学」を両輪とする分野横
断的な研究力を養う。

授業内容
　各自の研究テーマに応じた日常的な研究活動（情報収集，
実験，データ整理，資料作成）に加え，関連する論文をレ
ビューする週1回の「論文ゼミ」を行い，関連分野の現状や
学問分野全体の興味を把握する。
研究テーマ（例）
・ 無侵襲リアルタイム代謝評価システムに関する研究
・ 人の社会的結合を評価することを目的としたオキシトシ
ン高スループット計測システム

［第１回］　 バイオマイクロシステムに関する論文調査（1） 
［第２回］　 バイオマイクロシステムに関する論文調査（2） 
［第３回］　 バイオマイクロシステムに関する論文調査（3） 
［第４回］　 バイオマイクロシステムの設計（1） 
［第５回］　 バイオマイクロシステムの設計（2） 
［第６回］　 バイオマイクロシステムの構築（1） 
［第７回］　 バイオマイクロシステムの構築（2） 
［第８回］　 バイオマイクロシステムの特性評価（1） 
［第９回］　 バイオマイクロシステムの特性評価（2） 
［第10回］　 システムの改良
［第11回］　 バイオマイクロシステムの特性評価（3） 
［第12回］　 バイオマイクロシステムの特性評価（4） 
［第13回］　 成果のとりまとめ
［第14回］　 成果発表

履修上の注意
　研究の遂行上，他大学・公的研究機関等に出張して実験
をする場合がある。
　研究計画，スケジュール管理は各自が責任を持って行う
こと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　3週間に1回，研究報告書の作成およびミーティングを
行う。

教科書
　特に定めない。必要に応じ資料収集を行うこと。

参考書
　特に定めない。必要に応じ資料収集を行うこと。

成績評価の方法
　研究課題に対する取組み方，結果の取りまとめとプレゼ
ンテーション，ゼミでの発言状況，外部発表などを総合的
に判断して評価する。

その他

科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 工藤　寛之

授業の概要・到達目標
　MEMSなどのデバイスに用いられるマイクロ・ナノ加工
技術に加え，天然物や生体材料を対象とした新しいマイク
ロファブリケーション技術を開発し，両者を融合すること
で新規なバイオマイクロデバイスを社会に提案する。「日々
の実験」から「学会発表」までの一連の研究活動を通じ，「半
導体プロセス工学」と「生体材料工学」を両輪とする分野横
断的な研究力を養う。

授業内容
　各自の研究テーマに応じた日常的な研究活動（情報収集，
実験，データ整理，資料作成）に加え，関連する論文をレ
ビューする週1回の「論文ゼミ」を行い，関連分野の現状や
学問分野全体の興味を把握する。
研究テーマ（例）
・ 無侵襲リアルタイム代謝評価システムに関する研究
・ 人の社会的結合を評価することを目的としたオキシトシ
ン高スループット計測システム

［第１回］　 バイオマイクロシステムに関する論文調査（1） 
［第２回］　 バイオマイクロシステムに関する論文調査（2） 
［第３回］　 バイオマイクロシステムに関する論文調査（3） 
［第４回］　 バイオマイクロシステムの設計（1） 
［第５回］　 バイオマイクロシステムの設計（2） 
［第６回］　 バイオマイクロシステムの構築（1） 
［第７回］　 バイオマイクロシステムの構築（2） 
［第８回］　 バイオマイクロシステムの特性評価（1） 
［第９回］　 バイオマイクロシステムの特性評価（2） 
［第10回］　 システムの改良
［第11回］　 バイオマイクロシステムの特性評価（3） 
［第12回］　 バイオマイクロシステムの特性評価（4） 
［第13回］　 成果のとりまとめ
［第14回］　 成果発表

履修上の注意
　研究の遂行上，他大学・公的研究機関等に出張して実験
をする場合がある。
　研究計画，スケジュール管理は各自が責任を持って行う
こと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　3週間に1回，研究報告書の作成およびミーティングを
行う。

教科書
　特に定めない。必要に応じ資料収集を行うこと。

参考書
　特に定めない。必要に応じ資料収集を行うこと。

成績評価の方法
　研究課題に対する取組み方，結果の取りまとめとプレゼ
ンテーション，ゼミでの発言状況，外部発表などを総合的
に判断して評価する。

その他
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 久保田　寿夫

授業の概要・到達目標
　自ら設定した研究テーマ，あるいは与えられた研究テー
マに取り組むことで，専門知識・技術を修得し，問題発見・
問題解決能力，プロジェクト遂行能力，創造的な学習能力，
ならびにデータを基にしたディスカッション能力を養う。
また，日本語による論理的な記述力ならびに英語などの読
解能力・コミュニケーション基礎能力を高めるとともに，
プレゼンテーション能力を十分に養う。
　具体的なテーマは以下の通り。

［１］　誘導電動機の制御
［２］　同期電動機の制御
［３］　スイッチトリラクタンスモータの制御
［４］　電気自動車の制御
［５］　高周波電力変換装置に関する研究
達成目標
　テーマについて，課題と目標が把握できること。
　研究計画をたて，必要な機器やソフトウェアが把握でき
ること。
　計画にそって，継続的かつ自発的に研究を行えること。
　成果をまとめ，プレゼンテーションおよびディスカッ
ションができること。

授業内容
［第１回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第２回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第３回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第４回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第５回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第６回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第７回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第８回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第９回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第10回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第11回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第12回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第13回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　特になし。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究のために必要な文献（特に英語論文）を読む。シミュ
レーション，装置の作成，実験を行う。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究の進捗状況およびプレゼンテーション・論文の内容
を考慮する。

その他

科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 久保田　寿夫

授業の概要・到達目標
　自ら設定した研究テーマ，あるいは与えられた研究テー
マに取り組むことで，専門知識・技術を修得し，問題発見・
問題解決能力，プロジェクト遂行能力，創造的な学習能力，
ならびにデータを基にしたディスカッション能力を養う。
また，日本語による論理的な記述力ならびに英語などの読
解能力・コミュニケーション基礎能力を高めるとともに，
プレゼンテーション能力を十分に養う。
　具体的なテーマは以下の通り。

［１］　誘導電動機の制御
［２］　同期電動機の制御
［３］　スイッチトリラクタンスモータの制御
［４］　電気自動車の制御
［５］　高周波電力変換装置に関する研究
達成目標
　テーマについて，課題と目標が把握できること。
　研究計画をたて，必要な機器やソフトウェアが把握でき
ること。
　計画にそって，継続的かつ自発的に研究を行えること。
　成果をまとめ，プレゼンテーションおよびディスカッ
ションができること。

授業内容
［第１回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第２回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第３回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第４回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第５回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第６回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第７回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第８回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第９回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第10回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第11回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第12回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第13回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第14回］　 まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究のために必要な文献（特に英語論文）を読む。シミュ
レーション，装置の作成，実験を行う。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究の進捗状況およびプレゼンテーション・論文の内容
を考慮する。

その他
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　工学博士 久保田　寿夫

授業の概要・到達目標
　自ら設定した研究テーマ，あるいは与えられた研究テー
マに取り組むことで，専門知識・技術を修得し，問題発見・
問題解決能力，プロジェクト遂行能力，創造的な学習能力，
ならびにデータを基にしたディスカッション能力を養う。
また，日本語による論理的な記述力ならびに英語などの読
解能力・コミュニケーション基礎能力を高めるとともに，
プレゼンテーション能力を十分に養う。
　具体的なテーマは以下の通り。

［１］　誘導電動機の制御
［２］　同期電動機の制御
［３］　スイッチトリラクタンスモータの制御
［４］　電気自動車の制御
［５］　高周波電力変換装置に関する研究
達成目標
　テーマについて，課題と目標が把握できること。
　研究計画をたて，必要な機器やソフトウェアが把握でき
ること。
　計画にそって，継続的かつ自発的に研究を行えること。
　成果をまとめ，プレゼンテーションおよびディスカッ
ションができること。

授業内容
［第１回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第２回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第３回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第４回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第５回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第６回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第７回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第８回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第９回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第10回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第11回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第12回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第13回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第14回］　 まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究のために必要な文献（特に英語論文）を読む。シミュ
レーション，装置の作成，実験を行う。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究の進捗状況およびプレゼンテーション・論文の内容
を考慮する。

その他

科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　工学博士 久保田　寿夫

授業の概要・到達目標
　自ら設定した研究テーマ，あるいは与えられた研究テー
マに取り組むことで，専門知識・技術を修得し，問題発見・
問題解決能力，プロジェクト遂行能力，創造的な学習能力，
ならびにデータを基にしたディスカッション能力を養う。
また，日本語による論理的な記述力ならびに英語などの読
解能力・コミュニケーション基礎能力を高めるとともに，
プレゼンテーション能力を十分に養う。
　具体的なテーマは以下の通り。

［１］　誘導電動機の制御
［２］　同期電動機の制御
［３］　スイッチトリラクタンスモータの制御
［４］　電気自動車の制御
［５］　高周波電力変換装置に関する研究
達成目標
　テーマについて，課題と目標が把握できること。
　研究計画をたて，必要な機器やソフトウェアが把握でき
ること。
　計画にそって，継続的かつ自発的に研究を行えること。
　成果をまとめ，プレゼンテーションおよびディスカッ
ションができること。

授業内容
［第１回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第２回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第３回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第４回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第５回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第６回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第７回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第８回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第９回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第10回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第11回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第12回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第13回］　 文献調査報告，研究進捗報告およびディスカッション
［第14回］　 まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究のために必要な文献（特に英語論文）を読む。シミュ
レーション，装置の作成，実験を行う。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究の進捗状況およびプレゼンテーション・論文の内容
を考慮する。

その他
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 熊野　照久

授業の概要・到達目標
　電力システムは重要な社会インフラであり，地球と人類
の持続的発展・共栄のために極めて重要である。本授業で
は，資源・環境問題に即応し，老朽設備のライフサイクル
や人間系との親和性も考慮した電力系統制御方式の改善に
資するため，関連する諸課題を中心とした研究を実施し，
わが国電力システムならびに電力関連産業を支援する。な
お研究対象は電力システムに限定するわけではなく，広く
エネルギーシステム，社会システムをはじめとする大規模
複雑システムをも含む。

授業内容
〔電力系統制御・大規模システム知能化〕
　資源・環境問題に即応し，老朽設備のライフサイクルや
人間系との親和性も考慮した電力系統制御方式の改善に資
するため，以下の諸課題を中心とした研究を実施する。内
外の関連文献を中心とした十分な基礎知識を獲得し，これ
を元に新規性のある研究方針を自ら見出せるよう指導す
る。研究成果は，積極的に外部発表することが重要なので，
効果的なプレゼンテーションと討論についても定期的に実
施，指導する。

（1） 風力・太陽光・超電導その他の新エネルギー・新技術の電
力系統導入において生じる諸課題

（2） 電力系統の運用・制御に関する諸課題
（3） 電力市場に関する諸課題
（4） 電力システム以外の大規模複雑システムとエネルギー

に関する諸課題
［第１回］：ガイダンス
［第２回～３回］：研究計画の作成
［第４回～ 13回］：研究の進捗状況について，毎回履修生
からプレゼンを実施し，質疑応答および指導を行う。ただ
し，このうち1 ～ 2回程度を上限に学外の見学を行う場合
がある。

［第14回］：総まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究を推進する上では，これまでに学習した電力系統，
システム工学に関する知識，技能を自在に活用することが
求められる。従って，これらについて事前に復習しておく
ことが望ましい。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　定例会における研究成果の発表，質疑の他に外部発表成
果，努力を考慮して評価して，これらを総合的に考慮した
評価が60％以上の者を合格とする。

その他

指導テーマ
授業形態：研究発表と質疑
連絡先：内線7294，A712号室
研究室名：大規模複雑システム研究室
オフィスアワー：10：00から19：00とします

科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 熊野　照久

授業の概要・到達目標
　電力システムは重要な社会インフラであり，地球と人類
の持続的発展・共栄のために極めて重要である。本授業で
は，資源・環境問題に即応し，老朽設備のライフサイクル
や人間系との親和性も考慮した電力系統制御方式の改善に
資するため，関連する諸課題を中心とした研究を実施し，
わが国電力システムならびに電力関連産業を支援する。な
お研究対象は電力システムに限定するわけではなく，広く
エネルギーシステム，社会システムをはじめとする大規模
複雑システムをも含む。

授業内容
〔電力系統制御・大規模システム知能化〕
　資源・環境問題に即応し，老朽設備のライフサイクルや
人間系との親和性も考慮した電力系統制御方式の改善に資
するため，以下の諸課題を中心とした研究を実施する。内
外の関連文献を中心とした十分な基礎知識を獲得し，これ
を元に新規性のある研究方針を自ら見出せるよう指導す
る。研究成果は，積極的に外部発表することが重要なので，
効果的なプレゼンテーションと討論についても定期的に実
施，指導する。

（1） 風力・太陽光・超電導その他の新エネルギー・新技術の電
力系統導入において生じる諸課題

（2） 電力系統の運用・制御に関する諸課題
（3） 電力市場に関する諸課題
（4） 電力システム以外の大規模複雑システムとエネルギー

に関する諸課題
［第１回］：ガイダンス
［第２回～３回］：研究計画の作成
［第４回～ 13回］：研究の進捗状況について，毎回履修生
からプレゼンを実施し，質疑応答および指導を行う。ただ
し，このうち1 ～ 2回程度を上限に学外の見学を行う場合
がある。

［第14回］：総まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究を推進する上では，これまでに学習した電力系統，
システム工学に関する知識，技能を自在に活用することが
求められる。従って，これらについて事前に復習しておく
ことが望ましい。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　定例会における研究成果の発表，質疑の他に外部発表成
果，努力を考慮して評価して，これらを総合的に考慮した
評価が60％以上の者を合格とする。

その他

指導テーマ
授業形態：研究発表と質疑
連絡先：内線7294，A712号室
研究室名：大規模複雑システム研究室
オフィスアワー：10：00から19：00とします
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　工学博士 熊野　照久

授業の概要・到達目標
　電力システムは重要な社会インフラであり，地球と人類
の持続的発展・共栄のために極めて重要である。本授業で
は，資源・環境問題に即応し，老朽設備のライフサイクル
や人間系との親和性も考慮した電力系統制御方式の改善に
資するため，関連する諸課題を中心とした研究を実施し，
わが国電力システムならびに電力関連産業を支援する。な
お研究対象は電力システムに限定するわけではなく，広く
エネルギーシステム，社会システムをはじめとする大規模
複雑システムをも含む。

授業内容
〔電力系統制御・大規模システム知能化〕
　資源・環境問題に即応し，老朽設備のライフサイクルや
人間系との親和性も考慮した電力系統制御方式の改善に資
するため，以下の諸課題を中心とした研究を実施する。内
外の関連文献を中心とした十分な基礎知識を獲得し，これ
を元に新規性のある研究方針を自ら見出せるよう指導す
る。研究成果は，積極的に外部発表することが重要なので，
効果的なプレゼンテーションと討論についても定期的に実
施，指導する。

（1） 風力・太陽光・超電導その他の新エネルギー・新技術の電
力系統導入において生じる諸課題

（2） 電力系統の運用・制御に関する諸課題
（3） 電力市場に関する諸課題
（4） 電力システム以外の大規模複雑システムとエネルギー

に関する諸課題
［第１回］：ガイダンス
［第２回～３回］：研究計画の作成
［第４回～ 13回］：研究の進捗状況について，毎回履修生
からプレゼンを実施し，質疑応答および指導を行う。ただ
し，このうち1 ～ 2回程度を上限に学外の見学を行う場合
がある。

［第14回］：総まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究を推進する上では，これまでに学習した電力系統，
システム工学に関する知識，技能を自在に活用することが
求められる。従って，これらについて事前に復習しておく
ことが望ましい。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　定例会における研究成果の発表，質疑の他に外部発表成
果，努力を考慮して評価して，これらを総合的に考慮した
評価が60％以上の者を合格とする。

その他

指導テーマ
授業形態：研究発表と質疑
連絡先：内線7294，A712号室
研究室名：大規模複雑システム研究室
オフィスアワー：10：00から19：00とします

科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　工学博士 熊野　照久

授業の概要・到達目標
　電力システムは重要な社会インフラであり，地球と人類
の持続的発展・共栄のために極めて重要である。本授業で
は，資源・環境問題に即応し，老朽設備のライフサイクル
や人間系との親和性も考慮した電力系統制御方式の改善に
資するため，関連する諸課題を中心とした研究を実施し，
わが国電力システムならびに電力関連産業を支援する。な
お研究対象は電力システムに限定するわけではなく，広く
エネルギーシステム，社会システムをはじめとする大規模
複雑システムをも含む。

授業内容
〔電力系統制御・大規模システム知能化〕
　資源・環境問題に即応し，老朽設備のライフサイクルや
人間系との親和性も考慮した電力系統制御方式の改善に資
するため，以下の諸課題を中心とした研究を実施する。内
外の関連文献を中心とした十分な基礎知識を獲得し，これ
を元に新規性のある研究方針を自ら見出せるよう指導す
る。研究成果は，積極的に外部発表することが重要なので，
効果的なプレゼンテーションと討論についても定期的に実
施，指導する。

（1） 風力・太陽光・超電導その他の新エネルギー・新技術の電
力系統導入において生じる諸課題

（2） 電力系統の運用・制御に関する諸課題
（3） 電力市場に関する諸課題
（4） 電力システム以外の大規模複雑システムとエネルギー

に関する諸課題
［第１回］：ガイダンス
［第２回～３回］：研究計画の作成
［第４回～ 13回］：研究の進捗状況について，毎回履修生
からプレゼンを実施し，質疑応答および指導を行う。ただ
し，このうち1 ～ 2回程度を上限に学外の見学を行う場合
がある。

［第14回］：総まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究を推進する上では，これまでに学習した電力系統，
システム工学に関する知識，技能を自在に活用することが
求められる。従って，これらについて事前に復習しておく
ことが望ましい。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　定例会における研究成果の発表，質疑の他に外部発表成
果，努力を考慮して評価して，これらを総合的に考慮した
評価が60％以上の者を合格とする。

その他

指導テーマ
授業形態：研究発表と質疑
連絡先：内線7294，A712号室
研究室名：大規模複雑システム研究室
オフィスアワー：10：00から19：00とします
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 嶋田　総太郎

授業の概要・到達目標
　これまでに学んだ知識を基に，自ら設定した研究テーマ，
あるいは与えられた研究テーマに取り組むことで，専門知
識・技術を修得し，問題発見・問題解決能力，プロジェクト
遂行能力，創造的な学習能力，ならびにデータを基にした
ディスカッション能力を養う。また，日本語による論理的
な記述力ならびに英語などの読解能力・コミュニケーショ
ン基礎能力を高めるとともに，プレゼンテーション能力を
十分に養う。
到達目標
1．各自の研究テーマについて，内外の研究動向をよく把
握し，その中での自分の研究の位置づけが行える。
2．研究目標を達成するための計画を立て，かつそれを遂
行できる。この際，定期的に進捗報告を行える。
3．各自の行った研究について論文にまとめ，プレゼンテー
ションができる。

授業内容
　認知脳科学に関するテーマについて，脳機能計測実験お
よび計算モデル構築・シミュレーション等を通じて研究を
行う。人間の持つ高次脳機能を理解するためには実験によ
るアプローチと計算機やロボット等を用いた構成的アプ
ローチの両者を駆使することが不可欠である。単に人間の
脳に関する現象を記述するに留まらず，脳を一つのシステ
ムとして解明する姿勢を重視する。また得られた知見を工
学的に応用するための研究も行う。主なテーマは以下のと
おりである。

（1） 身体性と社会性に関する脳機能の解明
（2） 自己/他者認識，模倣，共感，コミュニケーションの脳

内メカニズム
（3） 観察学習による運動記憶の形成メカニズム
（4） 異種感覚（視覚，触覚，運動感覚など）統合メカニズム
（5） デジタルメディア，ヒューマンインタフェースの脳活

動計測による評価
（6） 身体性・社会性の計算モデル
（7） 強化学習の計算モデル
［第１回～第14回a]　研究の進捗報告とディスカッション

履修上の注意
　1年間に1回以上の学会発表を行うこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　既存研究に関する文献調査等を行い，研究テーマを絞り
込むとともに具体的な研究計画を策定すること。また，毎
回の進捗報告にて指導教員と議論を行いながら，研究を着
実に進めていくこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討議における積極性や
論理性，研究発表等を総合的に評価する。また学会発表お
よび論文投稿の実績についても加味する。

その他

科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 嶋田　総太郎

授業の概要・到達目標
　これまでに学んだ知識を基に，自ら設定した研究テーマ，
あるいは与えられた研究テーマに取り組むことで，専門知
識・技術を修得し，問題発見・問題解決能力，プロジェクト
遂行能力，創造的な学習能力，ならびにデータを基にした
ディスカッション能力を養う。また，日本語による論理的
な記述力ならびに英語などの読解能力・コミュニケーショ
ン基礎能力を高めるとともに，プレゼンテーション能力を
十分に養う。
到達目標
1．各自の研究テーマについて，内外の研究動向をよく把
握し，その中での自分の研究の位置づけが行える。
2．研究目標を達成するための計画を立て，かつそれを遂
行できる。この際，定期的に進捗報告を行える。
3．各自の行った研究について論文にまとめ，プレゼンテー
ションができる。

授業内容
　認知脳科学に関するテーマについて，脳機能計測実験お
よび計算モデル構築・シミュレーション等を通じて研究を
行う。人間の持つ高次脳機能を理解するためには実験によ
るアプローチと計算機やロボット等を用いた構成的アプ
ローチの両者を駆使することが不可欠である。単に人間の
脳に関する現象を記述するに留まらず，脳を一つのシステ
ムとして解明する姿勢を重視する。また得られた知見を工
学的に応用するための研究も行う。主なテーマは以下のと
おりである。

（1） 身体性と社会性に関する脳機能の解明
（2） 自己/他者認識，模倣，共感，コミュニケーションの脳

内メカニズム
（3） 観察学習による運動記憶の形成メカニズム
（4） 異種感覚（視覚，触覚，運動感覚など）統合メカニズム
（5） デジタルメディア，ヒューマンインタフェースの脳活

動計測による評価
（6） 身体性・社会性の計算モデル
（7） 強化学習の計算モデル
［第１回～第14回a]　研究の進捗報告とディスカッション

履修上の注意
　1年間に1回以上の学会発表を行うこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　既存研究に関する文献調査等を行い，研究テーマを絞り
込むとともに具体的な研究計画を策定すること。また，毎
回の進捗報告にて指導教員と議論を行いながら，研究を着
実に進めていくこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討議における積極性や
論理性，研究発表等を総合的に評価する。また学会発表お
よび論文投稿の実績についても加味する。

その他
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 嶋田　総太郎

授業の概要・到達目標
　これまでに学んだ知識を基に，自ら設定した研究テーマ，
あるいは与えられた研究テーマに取り組むことで，専門知
識・技術を修得し，問題発見・問題解決能力，プロジェクト
遂行能力，創造的な学習能力，ならびにデータを基にした
ディスカッション能力を養う。また，日本語による論理的
な記述力ならびに英語などの読解能力・コミュニケーショ
ン基礎能力を高めるとともに，プレゼンテーション能力を
十分に養う。
到達目標
1． 各自の研究テーマについて，内外の研究動向をよく把

握し，その中での自分の研究の位置づけが行える。
2． 研究目標を達成するための計画を立て，かつそれを遂

行できる。この際，定期的に進捗報告を行える。
3． 各自の行った研究について論文にまとめ，プレゼンテー

ションができる。

授業内容
　認知脳科学に関するテーマについて，脳機能計測実験お
よび計算モデル構築・シミュレーション等を通じて研究を
行う。人間の持つ高次脳機能を理解するためには実験によ
るアプローチと計算機やロボット等を用いた構成的アプ
ローチの両者を駆使することが不可欠である。単に人間の
脳に関する現象を記述するに留まらず，脳を一つのシステ
ムとして解明する姿勢を重視する。また得られた知見を工
学的に応用するための研究も行う。主なテーマは以下のと
おりである。

（1） 身体性と社会性に関する脳機能の解明
（2） 自己/他者認識，模倣，共感，コミュニケーションの脳

内メカニズム
（3） 観察学習による運動記憶の形成メカニズム
（4） 異種感覚（視覚，触覚，運動感覚など）統合メカニズム
（5） デジタルメディア，ヒューマンインタフェースの脳活

動計測による評価
（6） 身体性・社会性の計算モデル
（7） 強化学習の計算モデル
［第１回～第14回a]　研究の進捗報告とディスカッション

履修上の注意
　1年間に1回以上の学会発表を行うこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　既存研究に関する文献調査等を行い，研究テーマを絞り
込むとともに具体的な研究計画を策定すること。また，毎
回の進捗報告にて指導教員と議論を行いながら，研究を着
実に進めていくこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討議における積極性や
論理性，研究発表等を総合的に評価する。修士論文のテー
マ設定，研究成果，論文の内容等を総合的に評価する。ま
た学会発表および論文投稿の実績についても加味する。

その他

科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 嶋田　総太郎

授業の概要・到達目標
　これまでに学んだ知識を基に，自ら設定した研究テーマ，
あるいは与えられた研究テーマに取り組むことで，専門知
識・技術を修得し，問題発見・問題解決能力，プロジェクト
遂行能力，創造的な学習能力，ならびにデータを基にした
ディスカッション能力を養う。また，日本語による論理的
な記述力ならびに英語などの読解能力・コミュニケーショ
ン基礎能力を高めるとともに，プレゼンテーション能力を
十分に養う。
到達目標
1． 各自の研究テーマについて，内外の研究動向をよく把

握し，その中での自分の研究の位置づけが行える。
2． 研究目標を達成するための計画を立て，かつそれを遂

行できる。この際，定期的に進捗報告を行える。
3． 各自の行った研究について論文にまとめ，プレゼンテー

ションができる。

授業内容
　認知脳科学に関するテーマについて，脳機能計測実験お
よび計算モデル構築・シミュレーション等を通じて研究を
行う。人間の持つ高次脳機能を理解するためには実験によ
るアプローチと計算機やロボット等を用いた構成的アプ
ローチの両者を駆使することが不可欠である。単に人間の
脳に関する現象を記述するに留まらず，脳を一つのシステ
ムとして解明する姿勢を重視する。また得られた知見を工
学的に応用するための研究も行う。主なテーマは以下のと
おりである。

（1） 身体性と社会性に関する脳機能の解明
（2） 自己/他者認識，模倣，共感，コミュニケーションの脳

内メカニズム
（3） 観察学習による運動記憶の形成メカニズム
（4） 異種感覚（視覚，触覚，運動感覚など）統合メカニズム
（5） デジタルメディア，ヒューマンインタフェースの脳活

動計測による評価
（6） 身体性・社会性の計算モデル
（7） 強化学習の計算モデル
［第１回～第14回a]　研究の進捗報告とディスカッション

履修上の注意
　1年間に1回以上の学会発表を行うこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　既存研究に関する文献調査等を行い，研究テーマを絞り
込むとともに具体的な研究計画を策定すること。また，毎
回の進捗報告にて指導教員と議論を行いながら，研究を着
実に進めていくこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討議における積極性や
論理性，研究発表等を総合的に評価する。修士論文のテー
マ設定，研究成果，論文の内容等を総合的に評価する。ま
た学会発表および論文投稿の実績についても加味する。

その他
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 関根　かをり

授業の概要・到達目標
　通信システム・計測システムなどのハードウェアの核と
なるCMOSアナログ集積回路の研究を行う。近年普及して
いる携帯電子機器内部の大規模集積回路は微細化され，も
はや，ディジタル回路もアナログ回路として取り扱わな
ければならなくなってきている。小型化・軽量化が進んだ
携帯電子機器に搭載された電池に蓄えられたエネルギー
を有効に利用するために，低電圧・低消費電力で動作する
CMOSアナログ集積回路の実現を目指す。工業発展の核と
なるようなアナログ回路の研究を続けるとともに，ハード
ウェア主体のシステムに関する研究を進める。

授業内容
〔CMOSアナログ集積回路・集積回路システム〕
［第１回］　 ガイダンス
［第２回］　 低電圧アナログ集積回路1
［第３回］　 低電圧アナログ集積回路2
［第４回］　 低電圧アナログ集積回路3
［第５回］　 MOSFETの温度特性1
［第６回］　 MOSFETの温度特性2
［第７回］　 MOSFETの温度特性3
［第８回］　 中間発表
［第９回］　 RF-CMOS回路1
［第10回］　 RF-CMOS回路2
［第11回］　 RF-CMOS回路3
［第12回］　 通信回路のIC化1
［第13回］　 通信回路のIC化2
［第14回］　 通信回路のIC化3

履修上の注意
　自ら研究目標を達成するよう計画をたて，着実に成果を
積み立てていくこと。
　一年に最低1回は，学会発表を行えるよう努力をするこ
と。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業で必要となる知識について，十分予習をして臨むこ
と。また，授業内容の復習については，関連する文献をよ
く読んで理解を深めておくこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究ディスカッション，発表資料，研
究報告を総合して評価する。

その他

科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 関根　かをり

授業の概要・到達目標
　通信システム・計測システムなどのハードウェアの核と
なるCMOSアナログ集積回路の研究を行う。近年普及して
いる携帯電子機器内部の大規模集積回路は微細化され，も
はや，ディジタル回路もアナログ回路として取り扱わな
ければならなくなってきている。小型化・軽量化が進んだ
携帯電子機器に搭載された電池に蓄えられたエネルギー
を有効に利用するために，低電圧・低消費電力で動作する
CMOSアナログ集積回路の実現を目指す。工業発展の核と
なるようなアナログ回路の研究を続けるとともに，ハード
ウェア主体のシステムに関する研究を進める。

授業内容
〔CMOSアナログ集積回路・集積回路システム〕
［第１回］　 研究ディスカッション
［第２回］　 低電圧アナログ回路の集積化の応用1
［第３回］　 低電圧アナログ回路の集積化の応用2
［第４回］　 低電圧アナログ回路の集積化の応用3
［第５回］　 微細化MOSFETの温度特性の応用1
［第６回］　 微細化MOSFETの温度特性の応用2
［第７回］　 微細化MOSFETの温度特性の応用3
［第８回］　 中間発表
［第９回］　 THzを目指したRF-CMOS回路の応用1
［第10回］　 THzを目指したRF-CMOS回路の応用2
［第11回］　 THzを目指したRF-CMOS回路の応用3
［第12回］　 通信のためのCMOS集積回路の応用1
［第13回］　 通信のためのCMOS集積回路の応用2
［第14回］　 通信のためのCMOS集積回路の応用3

履修上の注意
　自ら研究目標を達成するよう計画をたて，着実に成果を
積み立てていくこと。
　一年に最低1回は，学会発表を行えるよう努力をするこ
と。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業で必要となる知識について，十分予習をして臨むこ
と。また，授業内容の復習については，関連する文献をよ
く読んで理解を深めておくこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究ディスカッション，発表資料，研
究報告を総合して評価する。

その他
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 関根　かをり

授業の概要・到達目標
　通信システム・計測システムなどのハードウェアの核と
なるCMOSアナログ集積回路の研究を行う。近年普及して
いる携帯電子機器内部の大規模集積回路は微細化され，も
はや，ディジタル回路もアナログ回路として取り扱わな
ければならなくなってきている。小型化・軽量化が進んだ
携帯電子機器に搭載された電池に蓄えられたエネルギー
を有効に利用するために，低電圧・低消費電力で動作する
CMOSアナログ集積回路の実現を目指す。工業発展の核と
なるようなアナログ回路の研究を続けるとともに，ハード
ウェア主体のシステムに関する研究を進める。

授業内容
〔CMOSアナログ集積回路・集積回路システム〕
［第１回］　 ガイダンス
［第２回］　 低電圧アナログ回路の集積化1
［第３回］　 低電圧アナログ回路の集積化2
［第４回］　 低電圧アナログ回路の集積化3
［第５回］　 微細化MOSFETの温度特性1
［第６回］　 微細化MOSFETの温度特性2
［第７回］　 微細化MOSFETの温度特性3
［第８回］　 中間発表
［第９回］　 THzを目指したRF-CMOS回路1
［第10回］　 THzを目指したRF-CMOS回路2
［第11回］　 THzを目指したRF-CMOS回路3
［第12回］　 通信のためのCMOS集積回路1
［第13回］　 通信のためのCMOS集積回路2
［第14回］　 通信のためのCMOS集積回路3

履修上の注意
　自ら研究目標を達成するよう計画をたて，着実に成果を
積み立てていくこと。
　一年に最低1回は，学会発表を行えるよう努力をするこ
と。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業で必要となる知識について，十分予習をして臨むこ
と。また，授業内容の復習については，関連する文献をよ
く読んで理解を深めておくこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究ディスカッション，発表資料，研
究報告を総合して評価する。

その他

科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 関根　かをり

授業の概要・到達目標
　通信システム・計測システムなどのハードウェアの核と
なるCMOSアナログ集積回路の研究を行う。近年普及して
いる携帯電子機器内部の大規模集積回路は微細化され，も
はや，ディジタル回路もアナログ回路として取り扱わな
ければならなくなってきている。小型化・軽量化が進んだ
携帯電子機器に搭載された電池に蓄えられたエネルギー
を有効に利用するために，低電圧・低消費電力で動作する
CMOSアナログ集積回路の実現を目指す。工業発展の核と
なるようなアナログ回路の研究を続けるとともに，ハード
ウェア主体のシステムに関する研究を進める。

授業内容
〔CMOSアナログ集積回路・集積回路システム〕
［第１回］　 研究ディスカッション
［第２回］　 低電圧アナログ回路の集積化の応用1
［第３回］　 低電圧アナログ回路の集積化の応用2
［第４回］　 低電圧アナログ回路の集積化の応用3
［第５回］　 微細化MOSFETの温度特性の応用1
［第６回］　 微細化MOSFETの温度特性の応用2
［第７回］　 微細化MOSFETの温度特性の応用3
［第８回］　 中間発表
［第９回］　 THzを目指したRF-CMOS回路の応用1
［第10回］　 THzを目指したRF-CMOS回路の応用2
［第11回］　 THzを目指したRF-CMOS回路の応用3
［第12回］　 通信のためのCMOS集積回路の応用1
［第13回］　 通信のためのCMOS集積回路の応用2
［第14回］　 通信のためのCMOS集積回路の応用3

履修上の注意
　自ら研究目標を達成するよう計画をたて，着実に成果を
積み立てていくこと。
　一年に最低1回は，学会発表を行えるよう努力をするこ
と。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業で必要となる知識について，十分予習をして臨むこ
と。また，授業内容の復習については，関連する文献をよ
く読んで理解を深めておくこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究ディスカッション，発表資料，研
究報告を総合して評価する。

その他
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 田中　幹也

授業の概要・到達目標
　医療用ロボットに関するテーマについて，ロボットの基
礎理論，要素技術，機構と制御技術，知能化技術，システ
ム技術の研究を行う。医療用ロボットの現状を理解するた
め文献調査，医療現場のニーズを収集し，ニーズに基づい
たテーマを設定する。
　到達目標は，研究開発する医療ロボットに関する基礎的
な知見を有し，関連論文を調査精読し理解しており，ロボッ
トの試作，フィールド試験を実施できること。

授業内容
［第１回］　 ロボット工学の導入
［第２回］　 ロボットの機構と運動学
［第３回］　 ロボットの機械要素
［第４回］　 ロボットのアクチュエータ
［第５回］　 ロボットの制御技術
［第６回］　 ロボットの電子機器
［第７回］　 ロボットの通信・情報処理
［第８回］　 ロボットのセンサ技術
［第９回］　 ロボットの安全性
［第10回］　 危険解析とリスク低減
［第11回］　 人間とロボットの協調
［第12回］　 医療用ロボットの現状
［第13回］　 医療用ロボットの展望
［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　研究成果を国内外の学会で発表し，関連学会誌に論文投
稿をする。

準備学習（予習・復習等）の内容
　医療用ロボットの研究開発に必要となる情報系，生命系，
制御系の科目を学んでおくこと。

教科書
　関連資料を準備する。

参考書
　ロボット工学ハンドブック（コロナ社），ロボットセンサ
入門（オーム社）

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討議における積極性や
論理性，研究発表等を総合的に評価する。また学会発表お
よび論文投稿の実績についても加味する。

その他
　医療現場のニーズに基づいたテーマを取り上げる。

指導テーマ
　医療用ロボット「MRI内穿刺ロボット」

科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 田中　幹也

授業の概要・到達目標
　福祉用ロボットに関するテーマについて，ロボットの基
礎理論，要素技術，機構と制御技術，知能化技術，システ
ム技術の研究を行う。福祉用ロボットの現状を理解するた
め文献調査，介護現場のニーズを収集し，ニーズに基づい
たテーマを設定する。
　到達目標は，研究開発する福祉ロボットに関する基礎的
な知見を有し，関連論文を調査精読し理解しており，ロボッ
トの試作，フィールド試験を実施できること。

授業内容
［第１回］　 ロボット工学の導入
［第２回］　 ロボットの機構と運動学
［第３回］　 ロボットの機械要素
［第４回］　 ロボットのアクチュエータ
［第５回］　 ロボットの制御技術
［第６回］　 ロボットの電子機器
［第７回］　 ロボットの通信・情報処理
［第８回］　 ロボットのセンサ技術
［第９回］　 ロボットの安全性
［第10回］　 危険解析とリスク低減
［第11回］　 人間とロボットの協調
［第12回］　 福祉用ロボットの現状
［第13回］　 福祉用ロボットの展望
［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　研究成果を国内外の学会で発表し，関連学会誌に論文投
稿をする。

準備学習（予習・復習等）の内容
　福祉用ロボットの研究開発に必要となる情報系，生命系，
制御系の科目を学んでおくこと。

教科書
　関連資料を準備する。

参考書
　ロボット工学ハンドブック（コロナ社），ロボットセンサ
入門（オーム社）

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討議における積極性や
論理性，研究発表等を総合的に評価する。また学会発表お
よび論文投稿の実績についても加味する。

その他
　介護現場のニーズに基づいたテーマを取り上げる

指導テーマ
　福祉用ロボット「高齢者用食事介護ロボット」
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　工学博士 田中　幹也

授業の概要・到達目標
　入浴介護ロボットに関するテーマについて，ロボットの
基礎理論，要素技術，機構と制御技術，知能化技術，シス
テム技術の研究を行う。入浴介護ロボットの現状を理解す
るため文献調査，医療現場や介護現場のニーズを収集し，
ニーズに基づいたテーマを設定する。
　到達目標は，研究開発する入浴介護ロボットに関する基
礎的な知見を有し，関連論文を調査精読し理解しており，
ロボットの試作，フィールド試験を実施できること。

授業内容
［第１回］　 ロボット工学の導入
［第２回］　 ロボットの機構と運動学
［第３回］　 ロボットの機械要素
［第４回］　 ロボットのアクチュエータ
［第５回］　 ロボットの制御技術
［第６回］　 ロボットの電子機器
［第７回］　 ロボットの通信・情報処理
［第８回］　 ロボットのセンサ技術
［第９回］　 ロボットの安全性
［第10回］　 危険解析とリスク低減
［第11回］　 人間とロボットの協調
［第12回］　 入浴介護ロボットの現状
［第13回］　 入浴介護ロボットの展望
［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　研究成果を国内外の学会で発表し，関連学会誌に論文投
稿をする。

準備学習（予習・復習等）の内容
　入浴介護ロボットの研究開発に必要となる情報系，生命
系，制御系の科目を学んでおくこと。

教科書
　関連資料を準備する。

参考書
　ロボット工学ハンドブック（コロナ社），ロボットセンサ
入門（オーム社）

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討議における積極性や
論理性，研究発表等を総合的に評価する。また学会発表お
よび論文投稿の実績についても加味する。

その他
　介護現場のニーズに基づいたテーマを取り上げる。

指導テーマ
　福祉用ロボット「入浴介護ロボット」

科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　工学博士 田中　幹也

授業の概要・到達目標
　排泄介護ロボットに関するテーマについて，ロボットの
基礎理論，要素技術，機構と制御技術，知能化技術，シス
テム技術の研究を行う。排泄介護ロボットの現状を理解す
るため文献調査，医療現場や介護現場のニーズを収集し，
ニーズに基づいたテーマを設定する。
　到達目標は，研究開発する排泄介護ロボットに関する基
礎的な知見を有し，関連論文を調査精読し理解しており，
ロボットの試作，フィールド試験を実施できること。

授業内容
［第１回］　 ロボット工学の導入
［第２回］　 ロボットの機構と運動学
［第３回］　 ロボットの機械要素
［第４回］　 ロボットのアクチュエータ
［第５回］　 ロボットの制御技術
［第６回］　 ロボットの電子機器
［第７回］　 ロボットの通信・情報処理
［第８回］　 ロボットのセンサ技術
［第９回］　 ロボットの安全性
［第10回］　 危険解析とリスク低減
［第11回］　 人間とロボットの協調
［第12回］　 排泄介護ロボットの現状
［第13回］　 排泄介護ロボットの展望
［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　研究成果を国内外の学会で発表し，関連学会誌に論文投
稿をする。

準備学習（予習・復習等）の内容
　排泄介護ロボットの研究開発に必要となる情報系，生命
系，制御系の科目を学んでおくこと。

教科書
　関連資料を準備する。

参考書
　ロボット工学ハンドブック（コロナ社），ロボットセンサ
入門（オーム社）

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討議における積極性や
論理性，研究発表等を総合的に評価する。また学会発表お
よび論文投稿の実績についても加味する。

その他
　介護現場のニーズに基づいたテーマを取り上げる。

指導テーマ
　福祉用ロボット「排泄介護ロボット」
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 丁　利亞

授業の概要・到達目標
　Objectives
1） In the end of the course, the students are expected to 

gain a good understanding of the important tasks for 
the development of intelligent systems:

（a）problem analysis and requirement understanding
（b）data collection and preparation
（c）background investigation & literature review
（d）system modelling and tool selection
（e）performance evaluation measures
2） Through this course, the students are also expected to 

improve their capability in reading, presentation, and 
communication in English.

Course outline
－Problem background understanding;
－Problem solving strategy;
－Techniques/tools selection;
－Prototype system modelling, development & evaluation;
－Presentation & discussion.

授業内容
Lesson Plan

Lesson 1~4: Topic selection & discussion
Lesson 5~10: Proposal of system design
Lesson 11~14: Preparation of system development

履修上の注意
　Basic understanding of Knowledge Engineering, 
Artificial Intelligence, and Machine Learning.

準備学習（予習・復習等）の内容
1） Have necessary reading and preparation for the task 

given.
2） Prepare questions and discussion points for the next 

class.

教科書
　No.

参考書
　Reading materials are to be provided.

成績評価の方法
　Overall performance evaluation will be given based on:

（a）Research motivation,
（b）Literature understanding, and
（c）Quality of report

その他

科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 丁　利亞

授業の概要・到達目標
　Objectives
1） In the end of the course, the student are expected to 

gain a good knowledge in carrying out the important 
tasks for the development of intelligent systems:

（a）problem analysis and requirement understanding
（b）data collection and preparation
（c）background investigation & literature review
（d）system modelling and tool selection
（e）performance evaluation measures
2） Through this course, the students are also expected to 

improve their capability in reading, presentation, and 
communication in English.

Course outline
－Problem background understanding;
－Problem solving strategy;
－Techniques/tools selection;
－Prototype system development & evaluation;
－Presentation & discussion.

授業内容
Lesson Plan

Lesson 1~6: Progress report & discussion
Lesson 7~12: Modified design & discussion
Lesson 13~14: Preparation for mid-term presentation

履修上の注意
　Completed Master Seminar-1.

準備学習（予習・復習等）の内容
1） Have necessary reading and preparation for the task 

given.
2） Prepare questions and discussion points for the next 

class.

教科書
　No.

参考書
　Reading materials are to be provided.

成績評価の方法
　Overall performance evaluation will be given based on
－Research motivation,
－Literature understanding,
－Level of difficulty of project, and
－Quality of report

その他
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　工学博士 丁　利亞

授業の概要・到達目標
　Objectives
1） In the end of the course, the students are expected to 

gain a good experience in carrying out the important 
tasks for the development of intelligent systems:

（a）problem analysis and requirement understanding
（b）data collection and preparation
（c）background investigation & literature review
（d）system modelling and tool selection
（e）performance evaluation measures
2） Through this course, the students are also expected to 

improve their capability in reading, presentation, and 
communication in English.

Course outline
－Problem solving strategy;
－Techniques/tools selection;
－Prototype system development & evaluation;
－Presentation & discussion.

授業内容
Lesson Plan

Lesson 1~8: Progress report & discussion
Lesson 9~14: Preparation of writing research paper

履修上の注意
　Completed study of Master Seminar-2.

準備学習（予習・復習等）の内容
1） Have necessary reading and preparation for the task 

given.
2） Prepare questions and discussion points for the next 

class.

教科書
　No.

参考書
　Reading materials are to be provided.

成績評価の方法
　Overall performance evaluation will be given based on
－Research motivation,
－Literature understanding,
－Quality of system design, and
－Quality of research report/paper

その他

科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　工学博士 丁　利亞

授業の概要・到達目標
　Objectives
1） In the end of the course, the student are expected to 

build up the capability in carrying out the important 
tasks for the development of intelligent systems more 
independently:

（a）problem analysis and requirement understanding
（b）data collection and preparation
（c）background investigation & literature review
（d）system modelling and tool selection
（e）performance evaluation measures
2） Through this course, the students are also expected to 

improve their capability in reading, presentation, and 
communication in English.

Course outline
－Problem solving strategy;
－Techniques/tools selection;
－Prototype system development & evaluation;
－Presentation & discussion.

授業内容
Lesson Plan

Lesson 1~6: Progress report & discussion
Lesson 7~12: Discussion for thesis writing
Lesson 13~14: Preparation of thesis presentation

履修上の注意
　Completed study of Master Seminar-3.

準備学習（予習・復習等）の内容
1） Have necessary reading and preparation for the task 

given.
2） Prepare questions and discussion points for the next 

class.

教科書
　No.

参考書
　Reading materials are to be provided.

成績評価の方法
　Overall performance evaluation will be given based on
－Research motivation,
－Quality of system,
－Quality of research report/paper

その他
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 中村　守里也

授業の概要・到達目標
　各自に設定された研究テーマについて，理論，シミュレー
ション及び実験を手段とした研究を行う。研究の方法論を
学ぶと共に，コミュニケーション能力，プレゼン能力，企
画力，調整力等，社会人としてのスキルアップに取り組む。
また後輩の技術指導等を通し，リーダとしての能力を養う。
本研究室では，特に周りの人たちと協力して仕事をする姿
勢を重視する。

授業内容
［第１回］　 研究計画の検討
［第２回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第３回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第４回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第５回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第６回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第７回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第８回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第９回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第10回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第11回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第12回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第13回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第14回］　 研究成果の報告と講評

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　電気磁気学，電気回路，通信技術に関する科目に重点を
置いて履修し，十分な復習を行うこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に取り組む態度（50％）と研究成果（修士論文の内容）

（50％）を総合して評価し，合計が満点の60％以上を単位修
得の条件とする。

その他

指導テーマ
　本研究室における主な研究テーマは下の通り。

（1） 光ファイバ通信方式の研究
（2） 光変復調技術・多重化技術（M-PSK，QAM，CDMA，

OFDM等）の高度化に関する研究
（3） ディジタル信号処理（線形ディジタルフィルタ，非線形

ディジタルフィルタ，ニューラルネットワーク，機械
学習，等）による波形処理技術に関する研究

（4） AI・機械学習アルゴリズムの通信・ネットワーク技術へ
の応用に関する研究

科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 中村　守里也

授業の概要・到達目標
　各自に設定された研究テーマについて，理論，シミュレー
ション及び実験を手段とした研究を行う。研究の方法論を
学ぶと共に，コミュニケーション能力，プレゼン能力，企
画力，調整力等，社会人としてのスキルアップに取り組む。
また後輩の技術指導等を通し，リーダとしての能力を養う。
本研究室では，特に周りの人たちと協力して仕事をする姿
勢を重視する。

授業内容
［第１回］　 研究計画の検討
［第２回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第３回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第４回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第５回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第６回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第７回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第８回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第９回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第10回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第11回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第12回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第13回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第14回］　 研究成果の報告と講評

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　電気磁気学，電気回路，通信技術に関する科目に重点を
置いて履修し，十分な復習を行うこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に取り組む態度（50％）と研究成果（修士論文の内容）

（50％）を総合して評価し，合計が満点の60％以上を単位修
得の条件とする。

その他

指導テーマ
　本研究室における主な研究テーマは下の通り。

（1） 光ファイバ通信方式の研究
（2） 光変復調技術・多重化技術（M-PSK，QAM，CDMA，

OFDM等）の高度化に関する研究
（3） ディジタル信号処理（線形ディジタルフィルタ，非線形

ディジタルフィルタ，ニューラルネットワーク，機械
学習，等）による波形処理技術に関する研究

（4） AI・機械学習アルゴリズムの通信・ネットワーク技術へ
の応用に関する研究

― 63 ―



科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 中村　守里也

授業の概要・到達目標
　各自に設定された研究テーマについて，理論，シミュレー
ション及び実験を手段とした研究を行う。研究の方法論を
学ぶと共に，コミュニケーション能力，プレゼン能力，企
画力，調整力等，社会人としてのスキルアップに取り組む。
また後輩の技術指導等を通し，リーダとしての能力を養う。
本研究室では，特に周りの人たちと協力して仕事をする姿
勢を重視する。

授業内容
［第１回］　 研究計画の検討
［第２回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第３回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第４回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第５回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第６回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第７回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第８回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第９回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第10回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第11回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第12回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第13回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第14回］　 研究成果の報告と講評

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　電気磁気学，電気回路，通信技術に関する科目に重点を
置いて履修し，十分な復習を行うこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に取り組む態度（50％）と研究成果（修士論文の内容）

（50％）を総合して評価し，合計が満点の60％以上を単位修
得の条件とする。

その他

指導テーマ
　本研究室における主な研究テーマは下の通り。

（1） 光ファイバ通信方式の研究
（2） 光変復調技術・多重化技術（M-PSK，QAM，CDMA，

OFDM等）の高度化に関する研究
（3） ディジタル信号処理（線形ディジタルフィルタ，非線形

ディジタルフィルタ，ニューラルネットワーク，機械
学習，等）による波形処理技術に関する研究

（4） AI・機械学習アルゴリズムの通信・ネットワーク技術へ
の応用に関する研究

科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 中村　守里也

授業の概要・到達目標
　各自に設定された研究テーマについて，理論，シミュレー
ション及び実験を手段とした研究を行う。研究の方法論を
学ぶと共に，コミュニケーション能力，プレゼン能力，企
画力，調整力等，社会人としてのスキルアップに取り組む。
また後輩の技術指導等を通し，リーダとしての能力を養う。
本研究室では，特に周りの人たちと協力して仕事をする姿
勢を重視する。

授業内容
［第１回］　 研究計画の検討
［第２回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第３回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第４回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第５回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第６回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第７回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第８回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第９回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第10回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第11回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第12回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第13回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第14回］　 研究成果の報告と講評

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　電気磁気学，電気回路，通信技術に関する科目に重点を
置いて履修し，十分な復習を行うこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に取り組む態度（50％）と研究成果（修士論文の内容）

（50％）を総合して評価し，合計が満点の60％以上を単位修
得の条件とする。

その他

指導テーマ
　本研究室における主な研究テーマは下の通り。

（1） 光ファイバ通信方式の研究
（2） 光変復調技術・多重化技術（M-PSK，QAM，CDMA，

OFDM等）の高度化に関する研究
（3） ディジタル信号処理（線形ディジタルフィルタ，非線形

ディジタルフィルタ，ニューラルネットワーク，機械
学習，等）による波形処理技術に関する研究

（4） AI・機械学習アルゴリズムの通信・ネットワーク技術へ
の応用に関する研究
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 野口　裕

授業の概要・到達目標
　各自の研究テーマに自発的に取り組む。日々の研究活動
をとおして，専門知識や技術を修得する。また，目標達成
に必要な計画の立案/遂行能力，課題の発見/解決能力を養
う。研究結果を報告書として整理し，正確に伝える力や，
研究背景から結果，その意義をまとめ，わかりやすく発表
するプレゼンテーション能力を養う。国内外の学術講演会
や学術論文誌で研究成果を発表し，社会で通用する研究者
を目指す。

授業内容
　内容は，「日々の研究活動」，「研究経過報告」，「英語論
文輪講」で構成される。
日々の研究活動：有機分子エレクトロニクスに関連する研
究テーマを与える。適宜相談しながら，具体的な研究計画
を決め，計画に沿って各自研究を推進する。
研究経過報告：各自研究経過を報告書にまとめ，報告する。

（2週に1回程度，個別対応は随時）
英語論文輪講：担当学生が，研究テーマに関連した最新の
英語論文を読み，最新の研究動向を把握する。（各自の担
当は半期に2回程度）

［１-14回］　 英語論文の輪講/研究経過報告

履修上の注意
　各自，責任を持って自発的に研究を推進すること。研究
に関する相談には随時応じる。英語論文を読める英語力は
必須である。研究テーマを理解できる基礎学力を習得して
おくこと。学会発表や共同研究等で学外に出張する場合が
ある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究を進めるために必要な知識を文献等から得ること。
研究背景や結果の意義を理解し説明できるようにしておく
こと。

教科書
　特にない

参考書
　特に指定しない。適宜，英語もしくは日本語の論文や書
籍から必要な情報を収集すること。

成績評価の方法
　日々の研究への取り組み，研究報告会や英語論文輪講で
の発表，研究成果，学術誌や学会での発表実績などを総合
的にみて評価する。

その他

科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 野口　裕

授業の概要・到達目標
　各自の研究テーマに自発的に取り組む。日々の研究活動
をとおして，専門知識や技術を修得する。また，目標達成
に必要な計画の立案/遂行能力，課題の発見/解決能力を養
う。研究結果を報告書として整理し，正確に伝える力や，
研究背景から結果，その意義をまとめ，わかりやすく発表
するプレゼンテーション能力を養う。国内外の学術講演会
や学術論文誌で研究成果を発表し，社会で通用する研究者
を目指す。

授業内容
　内容は，「日々の研究活動」，「研究経過報告」，「英語論
文輪講」で構成される。
日々の研究活動：有機分子エレクトロニクスに関連する研
究テーマを与える。適宜相談しながら，具体的な研究計画
を決め，計画に沿って各自研究を推進する。
研究経過報告：各自研究経過を報告書にまとめ，報告する。

（2週に1回程度，個別対応は随時）
英語論文輪講：担当学生が，研究テーマに関連した最新の
英語論文を読み，最新の研究動向を把握する。（各自の担
当は半期に2回程度）

［１-14回］　 英語論文の輪講/研究経過報告

履修上の注意
　各自，責任を持って自発的に研究を推進すること。研究
に関する相談には随時応じる。英語論文を読める英語力は
必須である。研究テーマを理解できる基礎学力を習得して
おくこと。学会発表や共同研究等で学外に出張する場合が
ある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究を進めるために必要な知識を文献等から得ること。
研究背景や結果の意義を理解し説明できるようにしておく
こと。

教科書
　特にない

参考書
　特に指定しない。適宜，英語もしくは日本語の論文や書
籍から必要な情報を収集すること。

成績評価の方法
　日々の研究への取り組み，研究報告会や英語論文輪講で
の発表，研究成果，学術誌や学会での発表実績などを総合
的にみて評価する。

その他
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 野村　新一

授業の概要・到達目標
　大学院での研究を遂行し，問題提起，解決方法，検証手
法，整理・分析手法ならびに報告・討議など，研究課題に対
する一連の処理能力と説明能力および独創性・創造性を養
う。また，研究テーマを通じて各自の専門分野の基礎を確
立し，技術的知見を深めることを到達目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究進捗状況と討議
［第２回］　 研究進捗状況と討議
［第３回］　 研究進捗状況と討議
［第４回］　 研究進捗状況と討議
［第５回］　 研究進捗状況と討議
［第６回］　 研究進捗状況と討議
［第７回］　 研究進捗状況と討議
［第８回］　 研究進捗状況と討議
［第９回］　 研究進捗状況と討議
［第10回］　 研究進捗状況と討議
［第11回］　 研究進捗状況と討議
［第12回］　 研究進捗状況と討議
［第13回］　 研究進捗状況と討議
［第14回］　 研究進捗状況と討議

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究テーマに対する基礎的な理解を深めるために，各自
で参考文献などを参照して学習すること。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究の進捗状況，研究成果および論文の内容などを総合
して評価する。

その他

指導テーマ
　地球温暖化対策として再生可能エネルギー源の積極的な
導入が求められている一方で，電力の安定供給という観点か
らエネルギー貯蔵技術の開発も重要視されている。このよう
な背景のもと，電気抵抗がゼロになる超電導現象を応用した
電力貯蔵技術とその関連技術に関して研究指導を行う。
　大学院における基礎研究の動機付けは以下の2点である。
1． 超電導線材の特性を最大限に活用でき，エネルギーを

最も効率よく貯蔵できる超電導コイルの巻線形状とは
どういう巻線形状なのか？

2． 大電流源としての超電導コイル用電源システムにはど
ういう電力変換器システムが最適なのか？

　上記2点の動機付けに対する技術的解決策を探究するた
めに，主として下記のテーマについて研究を遂行する。

1． 電力システムにおける超電導応用電力機器の開発
2． 高温超電導線材の特性評価とコイル化技術に関する研

究
3． 強磁場コイル用半導体電力変換システムの開発
4． 自然エネルギー発電の不安定性と電力制御に関する研

究
5． その他，超電導応用や磁場応用に関する研究（エネルギー

分野だけにこだわらない）
　なお，すべての研究テーマは電気磁気学と電気回路学が
基本である。
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 野村　新一

授業の概要・到達目標
　大学院での研究を遂行し，問題提起，解決方法，検証手
法，整理・分析手法ならびに報告・討議など，研究課題に対
する一連の処理能力と説明能力および独創性・創造性を養
う。また，研究テーマを通じて各自の専門分野の基礎を確
立し，技術的知見を深めることを到達目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究進捗状況と討議
［第２回］　 研究進捗状況と討議
［第３回］　 研究進捗状況と討議
［第４回］　 研究進捗状況と討議
［第５回］　 研究進捗状況と討議
［第６回］　 研究進捗状況と討議
［第７回］　 研究進捗状況と討議
［第８回］　 研究進捗状況と討議
［第９回］　 研究進捗状況と討議
［第10回］　 研究進捗状況と討議
［第11回］　 研究進捗状況と討議
［第12回］　 研究進捗状況と討議
［第13回］　 研究進捗状況と討議
［第14回］　 研究進捗状況と討議

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究テーマに対する基礎的な理解を深めるために，各自
で参考文献などを参照して学習すること。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究の進捗状況，研究成果および論文の内容などを総合
して評価する。

その他

指導テーマ
　地球温暖化対策として再生可能エネルギー源の積極的な
導入が求められている一方で，電力の安定供給という観点か
らエネルギー貯蔵技術の開発も重要視されている。このよう
な背景のもと，電気抵抗がゼロになる超電導現象を応用した
電力貯蔵技術とその関連技術に関して研究指導を行う。
　大学院における基礎研究の動機付けは以下の2点である。
1． 超電導線材の特性を最大限に活用でき，エネルギーを

最も効率よく貯蔵できる超電導コイルの巻線形状とは
どういう巻線形状なのか？

2． 大電流源としての超電導コイル用電源システムにはど
ういう電力変換器システムが最適なのか？

　上記2点の動機付けに対する技術的解決策を探究するた
めに，主として下記のテーマについて研究を遂行する。

1． 電力システムにおける超電導応用電力機器の開発
2． 高温超電導線材の特性評価とコイル化技術に関する研

究
3． 強磁場コイル用半導体電力変換システムの開発
4． 自然エネルギー発電の不安定性と電力制御に関する研

究
5． その他，超電導応用や磁場応用に関する研究（エネルギー

分野だけにこだわらない）
　なお，すべての研究テーマは電気磁気学と電気回路学が
基本である。
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 野村　新一

授業の概要・到達目標
　大学院での研究を遂行し，問題提起，解決方法，検証手
法，整理・分析手法ならびに報告・討議など，研究課題に対
する一連の処理能力と説明能力および独創性・創造性を養
う。また，研究テーマを通じて各自の専門分野の基礎を確
立し，技術的知見を深めることを到達目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究進捗状況と討議
［第２回］　 研究進捗状況と討議
［第３回］　 研究進捗状況と討議
［第４回］　 研究進捗状況と討議
［第５回］　 研究進捗状況と討議
［第６回］　 研究進捗状況と討議
［第７回］　 研究進捗状況と討議
［第８回］　 研究進捗状況と討議
［第９回］　 研究進捗状況と討議
［第10回］　 研究進捗状況と討議
［第11回］　 研究進捗状況と討議
［第12回］　 研究進捗状況と討議
［第13回］　 研究進捗状況と討議
［第14回］　 研究進捗状況と討議

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究テーマに対する基礎的な理解を深めるために，各自
で参考文献などを参照して学習すること。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究の進捗状況，研究成果および論文の内容などを総合
して評価する。

その他

指導テーマ
　地球温暖化対策として再生可能エネルギー源の積極的な
導入が求められている一方で，電力の安定供給という観点
からエネルギー貯蔵技術の開発も重要視されている。この
ような背景のもと，電気抵抗がゼロになる超電導現象を応
用した電力貯蔵技術とその関連技術に関して研究指導を行
う。
　大学院における基礎研究の動機付けは以下の2点である。
1． 超電導線材の特性を最大限に活用でき，エネルギーを

最も効率よく貯蔵できる超電導コイルの巻線形状とは
どういう巻線形状なのか？

2． 大電流源としての超電導コイル用電源システムにはど
ういう電力変換器システムが最適なのか？

　上記2点の動機付けに対する技術的解決策を探究するた
めに，主として下記のテーマについて研究を遂行する。

1． 電力システムにおける超電導応用電力機器の開発
2． 高温超電導線材の特性評価とコイル化技術に関する研

究
3． 強磁場コイル用半導体電力変換システムの開発
4． 自然エネルギー発電の不安定性と電力制御に関する研

究
5． その他，超電導応用や磁場応用に関する研究（エネルギー

分野だけにこだわらない）
　なお，すべての研究テーマは電気磁気学と電気回路学が
基本である。
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 野村　新一

授業の概要・到達目標
　大学院での研究を遂行し，問題提起，解決方法，検証手
法，整理・分析手法ならびに報告・討議など，研究課題に対
する一連の処理能力と説明能力および独創性・創造性を養
う。また，研究テーマを通じて各自の専門分野の基礎を確
立し，技術的知見を深めることを到達目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究進捗状況と討議
［第２回］　 研究進捗状況と討議
［第３回］　 研究進捗状況と討議
［第４回］　 研究進捗状況と討議
［第５回］　 研究進捗状況と討議
［第６回］　 研究進捗状況と討議
［第７回］　 研究進捗状況と討議
［第８回］　 研究進捗状況と討議
［第９回］　 研究進捗状況と討議
［第10回］　 研究進捗状況と討議
［第11回］　 研究進捗状況と討議
［第12回］　 研究進捗状況と討議
［第13回］　 研究進捗状況と討議
［第14回］　 研究進捗状況と討議

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究テーマに対する基礎的な理解を深めるために，各自
で参考文献などを参照して学習すること。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究の進捗状況，研究成果および論文の内容などを総合
して評価する。

その他

指導テーマ
　地球温暖化対策として再生可能エネルギー源の積極的な
導入が求められている一方で，電力の安定供給という観点
からエネルギー貯蔵技術の開発も重要視されている。この
ような背景のもと，電気抵抗がゼロになる超電導現象を応
用した電力貯蔵技術とその関連技術に関して研究指導を行
う。
　大学院における基礎研究の動機付けは以下の2点である。
1． 超電導線材の特性を最大限に活用でき，エネルギーを

最も効率よく貯蔵できる超電導コイルの巻線形状とは
どういう巻線形状なのか？

2． 大電流源としての超電導コイル用電源システムにはど
ういう電力変換器システムが最適なのか？

　上記2点の動機付けに対する技術的解決策を探究するた
めに，主として下記のテーマについて研究を遂行する。

1． 電力システムにおける超電導応用電力機器の開発
2． 高温超電導線材の特性評価とコイル化技術に関する研

究
3． 強磁場コイル用半導体電力変換システムの開発
4． 自然エネルギー発電の不安定性と電力制御に関する研

究
5． その他，超電導応用や磁場応用に関する研究（エネルギー

分野だけにこだわらない）
　なお，すべての研究テーマは電気磁気学と電気回路学が
基本である。
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 松本　直樹

授業の概要・到達目標
　半期に4回の中間発表，ディスカッションを通じて，各
自が研究テーマの設定，研究方法の選択，結果のまとめ，
効果的なプレゼンテーションを自力で行えるようになるこ
と。
　先行研究の結果と，自身が行った研究の結果について，
わかりやすく説明できること。同一分野，異分野の研究者
とディスカッションができること。

授業内容
　先行研究の論文・資料の収集。
　各自が収集した，論文・資料の理解。
　先行研究にヒントを得た，研究テーマの設定。
　課題を理解するためのシミュレーション内容の検討。
　プログラムの作成，実行。
　シミュレーション結果の評価。
　PowerPointによるプレゼンターション。
　ディスカッション。
　次の課題の設定。

履修上の注意
　各自の研究テーマを設定するに当たって，線形代数1，
線形代数2，微分積分学1，微分積分学2，応用数理概論1，
応用数理概論2，システム制御1，システム制御2，ディジ
タル制御，信号処理，機械学習の授業内容を理解している
ことが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　ゼミ室の論文資料，図書に目を通し，研究の視野を広げ
る努力をすること。
　自分の研究テーマを進める上で，キーとなる論文を早め
に探しておくこと。
　関連する学会の論文誌，研究会報告などを定期的に
チェックして，常に新しい知識を，補うこと。

教科書
　特に指定はしない。
　各自の研究テーマについて常に最新の情報を収集するよ
うに努力すること。
　学会発表を念頭に，研究を勧めること。
　他の研究者の後追いにならないよう注意し，オリジナリ
ティーを出すこと。

参考書
　特に指定しない。各自のテーマにあった資料を随時探す
こと。

成績評価の方法
　半期の間に4回のプレゼンテーションを行い，質疑応答
を行う。
　研究テーマ，研究方法，シミュレーション結果，今後の
課題についての説明能力について評価する。最終発表での，
聴衆のコメント，スコアを参考に成績を決定する。

その他

指導テーマ
　制御理論，信号処理を応用したシステムとして，適応シ
ステム，学習システム，最適システムなどがある。研究テー
マは，各自が最も興味あるテーマを，自分で探し設定する
ことを原則とする。自らテーマを決定，研究目的，研究方
法を説明できること。シミュレーション，実験の結果，今
後の課題に付いて，自由にディスカッションする能力を身
につけることが最大の目的である。研究に関する質問，資
料収集，研究環境についての相談を随時行う。
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 松本　直樹

授業の概要・到達目標
　半期に4回の中間発表，ディスカッションを通じて，各
自が研究テーマの設定，研究方法の選択，結果のまとめ，
効果的なプレゼンテーションを自力で行えるようになるこ
と。
　先行研究の結果と，自身が行った研究の結果について，
わかりやすく説明できること。同一分野，異分野の研究者
とディスカッションができること。

授業内容
　先行研究の論文・資料の収集。
　各自が収集した，論文・資料の理解。
　先行研究にヒントを得た，研究テーマの設定。
　課題を理解するためのシミュレーション内容の検討。
　プログラムの作成，実行。
　シミュレーション結果の評価。
　PowerPointによるプレゼンターション。
　ディスカッション。
　次の課題の設定。

履修上の注意
　各自の研究テーマを設定するに当たって，線形代数1，
線形代数2，微分積分学1，微分積分学2，応用数理概論1，
応用数理概論2，システム制御1，システム制御2，ディジ
タル制御，信号処理，機械学習の授業内容を理解している
ことが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　ゼミ室の論文資料，図書に目を通し，研究の視野を広げ
る努力をすること。
　自分の研究テーマを進める上で，キーとなる論文を早め
に探しておくこと。
　関連する学会の論文誌，研究会報告などを定期的に
チェックして，常に新しい知識を，補うこと。

教科書
　特に指定はしない。
　各自の研究テーマについて常に最新の情報を収集するよ
うに努力すること。
　学会発表を念頭に，研究を勧めること。
　他の研究者の後追いにならないよう注意し，オリジナリ
ティーを出すこと。

参考書
　特に指定しない。各自のテーマにあった論文・資料を随
時探すこと。

成績評価の方法
　半期の間に4回のプレゼンテーションを行い，質疑応答
を行う。
　研究テーマ，研究方法，シミュレーション結果，今後の
課題についての説明能力について評価する。最終発表での，
聴衆のコメント，スコアを参考に成績を決定する。

その他

指導テーマ
　制御理論，信号処理を応用したシステムとして，適応シ
ステム，学習システム，最適システムなどがある。研究テー
マは，各自が最も興味あるテーマを，自分で探し設定する
ことを原則とする。自らテーマを決定，研究目的，研究方
法を説明できること。シミュレーション，実験の結果，今
後の課題に付いて，自由にディスカッションする能力を身
につけることが最大の目的である。研究に関する質問，資
料収集，研究環境についての相談を随時行う。
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　工学博士 松本　直樹

授業の概要・到達目標
　半期に4回の中間発表，ディスカッションを通じて，各
自が研究テーマの設定，研究方法の選択，結果のまとめ，
効果的なプレゼンテーションを自力で行えるようになるこ
と。
　先行研究の結果と，自身が行った研究の結果について，
わかりやすく説明できること。同一分野，異分野の研究者
とディスカッションができること。

授業内容
　先行研究の論文・資料の収集。
　各自が収集した，論文・資料の理解。
　先行研究にヒントを得た，研究テーマの設定。
　課題を理解するためのシミュレーション内容の検討。
　プログラムの作成，実行。
　シミュレーション結果の評価。
　PowerPointによるプレゼンターション。
　ディスカッション。
　次の課題の設定。

履修上の注意
　各自の研究テーマを設定するに当たって，線形代数1，
線形代数2，微分積分学1，微分積分学2，応用数理概論1，
応用数理概論2，システム制御1，システム制御2，ディジ
タル制御，信号処理，機械学習の授業内容を理解している
ことが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　ゼミ室の論文資料，図書に目を通し，研究の視野を広げ
る努力をすること。
　自分の研究テーマを進める上で，キーとなる論文を早め
に探しておくこと。
　関連する学会の論文誌，研究会報告などを定期的に
チェックして，常に新しい知識を，補うこと。

教科書
　特に指定はしない。
　各自の研究テーマについて常に最新の情報を収集するよ
うに努力すること。
　学会発表を念頭に，研究を勧めること。
　他の研究者の後追いにならないよう注意し，オリジナリ
ティーを出すこと。

参考書
　特に指定しない。各自のテーマにあった論文・資料を随
時探すこと。

成績評価の方法
　半期の間に4回のプレゼンテーションを行い，質疑応答
を行う。
　研究テーマ，研究方法，シミュレーション結果，今後の
課題についての説明能力について評価する。最終発表での，
聴衆のコメント，スコアを参考に成績を決定する。

その他

指導テーマ
　制御理論，信号処理を応用したシステムとして，適応シ
ステム，学習システム，最適システムなどがある。研究テー
マは，各自が最も興味あるテーマを，自分で探し設定する
ことを原則とする。自らテーマを決定，研究目的，研究方
法を説明できること。シミュレーション，実験の結果，今
後の課題に付いて，自由にディスカッションする能力を身
につけることが最大の目的である。研究に関する質問，資
料収集，研究環境についての相談を随時行う。
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　工学博士 松本　直樹

授業の概要・到達目標
　半期に4回の中間発表，ディスカッションを通じて，各
自が研究テーマの設定，研究方法の選択，結果のまとめ，
効果的なプレゼンテーションを自力で行えるようになるこ
と。
　先行研究の結果と，自身が行った研究の結果について，
わかりやすく説明できること。同一分野，異分野の研究者
とディスカッションができること。

授業内容
　先行研究の論文・資料の収集。
　各自が収集した，論文・資料の理解。
　先行研究にヒントを得た，研究テーマの設定。
　課題を理解するためのシミュレーション内容の検討。
　プログラムの作成，実行。
　シミュレーション結果の評価。
　PowerPointによるプレゼンターション。
　ディスカッション。
　次の課題の設定。

履修上の注意
　各自の研究テーマを設定するに当たって，線形代数1，
線形代数2，微分積分学1，微分積分学2，応用数理概論1，
応用数理概論2，システム制御1，システム制御2，ディジ
タル制御，信号処理，機械学習の授業内容を理解している
ことが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　ゼミ室の論文資料，図書に目を通し，研究の視野を広げ
る努力をすること。
　自分の研究テーマを進める上で，キーとなる論文を早め
に探しておくこと。

教科書
　特に指定はしない。
　各自の研究テーマについて常に最新の情報を収集するよ
うに努力すること。
　学会発表を念頭に，研究を勧めること。
　他の研究者の後追いにならないよう注意し，オリジナリ
ティーを出すこと。

参考書
　特に指定しない。各自のテーマにあった論文・資料を随
時探すこと。

成績評価の方法
　半期の間に4回のプレゼンテーションを行い，質疑応答
を行う。
　研究テーマ，研究方法，シミュレーション結果，今後の
課題についての説明能力について評価する。最終発表での，
聴衆のコメント，スコアを参考に成績を決定する。

その他

指導テーマ
　制御理論，信号処理を応用したシステムとして，適応シ
ステム，学習システム，最適システムなどがある。研究テー
マは，各自が最も興味あるテーマを，自分で探し設定する
ことを原則とする。自らテーマを決定，研究目的，研究方
法を説明できること。シミュレーション，実験の結果，今
後の課題に付いて，自由にディスカッションする能力を身
につけることが最大の目的である。研究に関する質問，資
料収集，研究環境についての相談を随時行う。
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 三浦　登

授業の概要・到達目標
　現代産業・社会を支える電気機器・コンピュータ・通信機
器をはじめとするな多くの機器などは，すべて半導体デバ
イスをはじめとする物性・新材料の研究開発に大きく依存
している。今後においてもこの傾向は変わらないと考えら
れる。次世代のエレクトロニクスを支える材料・物性・デバ
イスの創製を目的とし，薄膜デバイスなどについて研究指
導を行う。
　薄膜デバイスの研究状況を理解し，今後の方向性と課題
を理解することを目標とする。

授業内容
［第１回］　 ガイダンス
［第２回］　 安全教育（試薬の取扱いと管理・使用方法）
［第３回］　 安全教育（機器の保守と安全対策）
［第４回］　 超高真空機器の取扱い
［第５回］　 測定手法による計測値の違いについて
［第６回］　 測定限界と実験データの確からしさ
［第７回］　 成膜プロセスの特徴
［第８回］　 薄膜の構造評価
［第９回］　 薄膜の表面分析
［第10回］　 積層膜の界面
［第11回］　 結晶成長
［第12回］　 原子層制御，物理的・化学的薄膜加工
［第13回］　 薄膜の光物性
［第14回］　 まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義中に指示される課題を予め調査・確認しておくこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　毎回の発表内容・レポートによって評価する。

その他

科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 三浦　登

授業の概要・到達目標
　現代産業・社会を支える電気機器・コンピュータ・通信機
器をはじめとするな多くの機器などは，すべて半導体デバ
イスをはじめとする物性・新材料の研究開発に大きく依存
している。今後においてもこの傾向は変わらないと考えら
れる。次世代のエレクトロニクスを支える材料・物性・デバ
イスの創製を目的とし，薄膜デバイスなどについて研究指
導を行う。
　薄膜デバイスの作製ならびに，特性評価を理解し，研究
遂行上の手法を把握することを目標とする。

授業内容
［第１回］　 ガイダンス
［第２回］　 安全教育（試薬の取扱いと管理・使用方法）
［第３回］　 安全教育（機器の保守と安全対策）
［第４回］　 超高真空機器の取扱い
［第５回］　 測定手法による計測値の違いについて
［第６回］　 測定限界と実験データの確からしさ
［第７回］　 成膜プロセスの特徴
［第８回］　 デバイスの構造評価
［第９回］　 薄膜の表面分析
［第10回］　 積層膜の界面
［第11回］　 結晶成長・デバイス作製
［第12回］　 デバイスの電気的特性評価
［第13回］　 デバイスの光物性・光学的特性評価
［第14回］　 まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義中に指示される課題について，予め調査・確認して
おくこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　毎回の発表内容・レポートによって評価する。

その他
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 三浦　登

授業の概要・到達目標
　現代産業・社会を支える電気機器・コンピュータ・通信機
器をはじめとするな多くの機器などは，すべて半導体デバ
イスをはじめとする物性・新材料の研究開発に大きく依存
している。今後においてもこの傾向は変わらないと考えら
れる。次世代のエレクトロニクスを支える材料・物性・デバ
イスの創製を目的とし，薄膜デバイスなどについて研究指
導を行う。
　試作試料の評価方法とデータの信頼性を確保し，研究を
まとめる準備を整えることを目標とする。

授業内容
［第１回］　 ガイダンス
［第２回］　 安全教育（試薬の取扱いと管理・使用方法）
［第３回］　 安全教育（機器の保守と安全対策）
［第４回］　 研究者倫理
［第５回］　 知的財産の取り扱い
［第６回］　 ナノ構造により現れる新たな物質の特性
［第７回］　 光学デバイスにおけるナノ構造
［第８回］　 ナノフォトにクス，量子ドットデバイス
［第９回］　 ナノ粒子の作製と応用
［第10回］　 デバイスの安定性
［第11回］　 デバイスの劣化対策
［第12回］　 デバイスの寿命評価
［第13回］　 デバイスの工業的作製手段
［第14回］　 まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義中に指示される課題について，予め調査・確認して
おくこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　毎回の発表内容・レポートによって評価する。

その他

科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 三浦　登

授業の概要・到達目標
　現代産業・社会を支える電気機器・コンピュータ・通信機
器をはじめとするな多くの機器などは，すべて半導体デバ
イスをはじめとする物性・新材料の研究開発に大きく依存
している。今後においてもこの傾向は変わらないと考えら
れる。次世代のエレクトロニクスを支える材料・物性・デバ
イスの創製を目的とし，薄膜デバイスなどについて研究指
導を行う。
　学術論文のまとめ方・有効な発表方法を理解し実践でき
るようになることを目標とする。

授業内容
［第１回］　 ガイダンス
［第２回］　 研究データの取り扱い
［第３回］　 既報論文からの問題点抽出
［第４回］　 実験結果の波及効果
［第５回］　 論文のまとめ方1
［第６回］　 学会発表における要領
［第７回］　 プレゼンテーション練習
［第８回］　 論文作成時の失敗例
［第９回］　 既報論文の比較
［第10回］　 論文のまとめ方2
［第11回］　 英語論文のまとめ方
［第12回］　 英語発表における要領
［第13回］　 今後の問題点の整理
［第14回］　 まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義中に指示される課題について，予め調査・確認して
おくこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　毎回の発表内容・論文によって評価する。

その他
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 村上　隆啓

授業の概要・到達目標
　ディジタル信号処理の理論およびその応用に関する研究
テーマに取り組む。具体的には
・ 設定した研究テーマに関連する先行研究の調査および再
現実験

・ 先行研究における問題の整理
・ 問題の解決方法の提案
・ シミュレーションによる評価
・ ハードウェアへの実装および実環境実験による評価
・ 研究成果のプレゼンテーション
を行う。研究成果のプレゼンテーションに関しては，研究
室内だけでなく，日本国内外の学会においても積極的に行
う。これらの作業を通して，研究テーマに関連する日本国
内外の研究者とディスカッションできる能力を養う。

授業内容
第１回　 研究およびディスカッション
第２回　 研究およびディスカッション
第３回　 研究およびディスカッション
第４回　 研究およびディスカッション
第５回　 研究およびディスカッション
第６回　 研究およびディスカッション
第７回　 研究およびディスカッション
第８回　 研究およびディスカッション
第９回　 研究およびディスカッション
第10回　 研究およびディスカッション
第11回　 研究およびディスカッション
第12回　 研究およびディスカッション
第13回　 研究およびディスカッション
第14回　 研究およびディスカッション

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究の進捗状況を各自の計画と照らし合わせ，必要に応
じて電気電子生命研究の時間以外も研究を進めること。

教科書
　特に定めない。必要に応じて資料を配布する。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　研究の進捗状況によって評価する。

その他

指導テーマ
　研究テーマの例は以下の通りである。

（１） 老人性難聴用補聴器に関する研究
（２） 音響信号の加工に関する研究
（３） 音響インパルス応答推定・システム同定に関する研究
（４） マイコンを用いた音響信号処理理論・画像信号処理理

論・制御理論の実装
（５） 雑音除去・信号分離に関する研究
（６） 信号処理理論・制御理論の学習用実験装置の開発

科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 村上　隆啓

授業の概要・到達目標
　ディジタル信号処理の理論およびその応用に関する研究
テーマに取り組む。具体的には
・ 設定した研究テーマに関連する先行研究の調査および再
現実験

・ 先行研究における問題の整理
・ 問題の解決方法の提案
・ シミュレーションによる評価
・ ハードウェアへの実装および実環境実験による評価
・ 研究成果のプレゼンテーション
を行う。研究成果のプレゼンテーションに関しては，研究
室内だけでなく，日本国内外の学会においても積極的に行
う。これらの作業を通して，研究テーマに関連する日本国
内外の研究者とディスカッションできる能力を養う。

授業内容
第１回　 研究およびディスカッション
第２回　 研究およびディスカッション
第３回　 研究およびディスカッション
第４回　 研究およびディスカッション
第５回　 研究およびディスカッション
第６回　 研究およびディスカッション
第７回　 研究およびディスカッション
第８回　 研究およびディスカッション
第９回　 研究およびディスカッション
第10回　 研究およびディスカッション
第11回　 研究およびディスカッション
第12回　 研究およびディスカッション
第13回　 研究およびディスカッション
第14回　 研究およびディスカッション

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究の進捗状況を各自の計画と照らし合わせ，必要に応
じて電気電子生命研究の時間以外も研究を進めること。

教科書
　特に定めない。必要に応じて資料を配布する。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　研究の進捗状況によって評価する。

その他

指導テーマ
　研究テーマの例は以下の通りである。

（１） 老人性難聴用補聴器に関する研究
（２） 音響信号の加工に関する研究
（３） 音響インパルス応答推定・システム同定に関する研究
（４） マイコンを用いた音響信号処理理論・画像信号処理理

論・制御理論の実装
（５） 雑音除去・信号分離に関する研究
（６） 信号処理理論・制御理論の学習用実験装置の開発
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任講師　博士（工学） 村上　隆啓

授業の概要・到達目標
　ディジタル信号処理の理論およびその応用に関する研究
テーマに取り組む。具体的には
・ 設定した研究テーマに関連する先行研究の調査および再
現実験

・ 先行研究における問題の整理
・ 問題の解決方法の提案
・ シミュレーションによる評価
・ ハードウェアへの実装および実環境実験による評価
・ 研究成果のプレゼンテーション
を行う。研究成果のプレゼンテーションに関しては，研究
室内だけでなく，日本国内外の学会においても積極的に行
う。これらの作業を通して，研究テーマに関連する日本国
内外の研究者とディスカッションできる能力を養う。

授業内容
第１回　 研究およびディスカッション
第２回　 研究およびディスカッション
第３回　 研究およびディスカッション
第４回　 研究およびディスカッション
第５回　 研究およびディスカッション
第６回　 研究およびディスカッション
第７回　 研究およびディスカッション
第８回　 研究およびディスカッション
第９回　 研究およびディスカッション
第10回　 研究およびディスカッション
第11回　 研究およびディスカッション
第12回　 研究およびディスカッション
第13回　 研究およびディスカッション
第14回　 研究およびディスカッション

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究の進捗状況を各自の計画と照らし合わせ，必要に応
じて電気電子生命研究の時間以外も研究を進めること。

教科書
　特に定めない。必要に応じて資料を配布する。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　研究の進捗状況によって評価する。

その他

指導テーマ
　研究テーマの例は以下の通りである。

（１） 老人性難聴用補聴器に関する研究
（２） 音響信号の加工に関する研究
（３） 音響インパルス応答推定・システム同定に関する研究
（４） マイコンを用いた音響信号処理理論・画像信号処理理

論・制御理論の実装
（５） 雑音除去・信号分離に関する研究
（６） 信号処理理論・制御理論の学習用実験装置の開発

科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任講師　博士（工学） 村上　隆啓

授業の概要・到達目標
　ディジタル信号処理の理論およびその応用に関する研究
テーマに取り組む。具体的には
・ 設定した研究テーマに関連する先行研究の調査および再
現実験

・ 先行研究における問題の整理
・ 問題の解決方法の提案
・ シミュレーションによる評価
・ ハードウェアへの実装および実環境実験による評価
・ 研究成果のプレゼンテーション
を行う。研究成果のプレゼンテーションに関しては，研究
室内だけでなく，日本国内外の学会においても積極的に行
う。これらの作業を通して，研究テーマに関連する日本国
内外の研究者とディスカッションできる能力を養う。

授業内容
第１回　 研究およびディスカッション
第２回　 研究およびディスカッション
第３回　 研究およびディスカッション
第４回　 研究およびディスカッション
第５回　 研究およびディスカッション
第６回　 研究およびディスカッション
第７回　 研究およびディスカッション
第８回　 研究およびディスカッション
第９回　 研究およびディスカッション
第10回　 研究およびディスカッション
第11回　 研究およびディスカッション
第12回　 研究およびディスカッション
第13回　 研究およびディスカッション
第14回　 研究およびディスカッション

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究の進捗状況を各自の計画と照らし合わせ，必要に応
じて電気電子生命研究の時間以外も研究を進めること。

教科書
　特に定めない。必要に応じて資料を配布する。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　研究の進捗状況によって評価する。

その他

指導テーマ
　研究テーマの例は以下の通りである。

（１） 老人性難聴用補聴器に関する研究
（２） 音響信号の加工に関する研究
（３） 音響インパルス応答推定・システム同定に関する研究
（４） マイコンを用いた音響信号処理理論・画像信号処理理

論・制御理論の実装
（５） 雑音除去・信号分離に関する研究
（６） 信号処理理論・制御理論の学習用実験装置の開発
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 和田　和千

授業の概要・到達目標
　通信伝送やアナログ・ディジタル信号処理の回路設計，
ならびにシステム集積回路に関連する未解決の問題の中か
ら研究対象となるテーマを決定し，独自の考えによって回
路を構成し設計する。さらに，学術的・工学的に価値のあ
る成果を出し，学会の口頭発表や学術論文誌においてその
成果を発表することによって，社会に貢献する。
　本科目では，これらの研究活動を通じて，未知の課題を
特定し，適切なアプローチ方法を考え，計画的に実行し，
その成果を工学的に正しく評価する能力の育成を目標とし
ている。

授業内容
［第１回］　 研究テーマの解説
［第２回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第３回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第４回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第５回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第６回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第７回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第８回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第９回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第10回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第11回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第12回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第13回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第14回］　 aのみ：研究成果の講評

履修上の注意
　本科目の研究の遂行において，電気回路・電子回路・信号
処理のすべて，ならびに電気磁気学や電子デバイスの基本
事項に精通している必要がある。これらの科目を十分に復
習し，適宜，新たな知識を獲得するよう自己学習すること。
　取り扱う研究テーマは，工学的・科学的に重要な内容を
含んでおり，研究成果は人類共通の財産として発表する必
要がある。機会を逃さず国内・国外の学会で積極的に発表
すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　常日頃から，問題意識をもって技術を吸収し，論理的思
考で問題解決の工夫をするのが研究であり，また，その妥
当性の評価を受けるのが報告・発表の場である。決して，
発表のための（予習・復習としての）研究ではない。準備と
いえるのは発表用の資料・スライドの作成であるが，中身
のある発表をするには研究成果が求められることから，積
極的な研究姿勢と日々の積み重ねは自発的に行われるべき
準備とも考えられる。

教科書
　指定なし

参考書
　Design of Analog CMOS, Behzad Razavi, McGraw-Hill 
Companies
　``Electromagnetics for High-Speed Analog and Digital 
Communication Circuits'' , Ali Niknejad, Cambridge 
University Press
　``Electromagnetics Explained: A Handbook for 

Wireless/RF, EMC, and High-Speed Electronics'', Ron 
Schmitt, Newnes
　``RF Microelectronics'', Behzad Razavi, Prentice Hall

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討議における積極性や
論理性，研究発表等の内容を総合的に評価する。また，学
会発表や論文投稿の実績も加味する。

その他

指導テーマ
　研究分野としては，通信に関わるハードウェアとしての
回路を広く対象とし，既存の回路では達成できない性能を
実現するための理論構築，ならびに設計と試作，測定を行
う。具体的なテーマの例を以下に挙げる。
　・ベースバンド信号処理のための低消費電力集積回路
　・フィルタ（中間周波帯～マイクロ波，ミリ波）
　・スマートセンサシステム
　・自然エネルギー源・環境発電用回路
　・無線電力伝送
　・可視光通信
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科目ナンバー： ST ELC598M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 和田　和千

授業の概要・到達目標
　通信伝送やアナログ・ディジタル信号処理の回路設計，
ならびにシステム集積回路に関連する未解決の問題の中か
ら選んだ研究テーマを対象として，回路を実装して検証・
解析する。さらに，学術的・工学的に価値のある成果を出し，
学会の口頭発表や学術論文誌においてその成果を発表する
ことによって，社会に貢献する。
　本科目では，これらの研究活動を通じて，未知の課題を
特定し，適切なアプローチ方法を考え，計画的に実行し，
その成果を工学的に正しく評価する能力の育成を目標とし
ている。

授業内容
［第１回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第２回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第３回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第４回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第５回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第６回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第７回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第８回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第９回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第10回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第11回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第12回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第13回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第14回］　 aのみ：研究成果の講評

履修上の注意
　本科目の研究の遂行において，電気回路・電子回路・信号
処理のすべて，ならびに電気磁気学や電子デバイスの基本
事項に精通している必要がある。これらの科目を十分に復
習し，適宜，新たな知識を獲得するよう自己学習すること。
　取り扱う研究テーマは，工学的・科学的に重要な内容を
含んでおり，研究成果は人類共通の財産として発表する必
要がある。機会を逃さず国内・国外の学会で積極的に発表
すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　常日頃から，問題意識をもって技術を吸収し，論理的思
考で問題解決の工夫をするのが研究であり，また，その妥
当性の評価を受けるのが報告・発表の場である。決して，
発表のための（予習・復習としての）研究ではない。準備と
いえるのは発表用の資料・スライドの作成であるが，中身
のある発表をするには研究成果が求められることから，積
極的な研究姿勢と日々の積み重ねは自発的に行われるべき
準備とも考えられる。

教科書
　指定なし

参考書
　Design of Analog CMOS, Behzad Razavi, McGraw-Hill 
Companies
　``Electromagnetics for High-Speed Analog and Digital 
Communication Circuits'' , Ali Niknejad, Cambridge 
University Press
　``Electromagnetics Explained: A Handbook for 

Wireless/RF, EMC, and High-Speed Electronics'', Ron 
Schmitt, Newnes
　``The Art of Analog Layout'', Alan Hastings, Prentice 
Hall

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討議における積極性や
論理性，研究発表等の内容を総合的に評価する。また，学
会発表や論文投稿の実績も加味する。

その他

指導テーマ
　研究分野としては，通信に関わるハードウェアとしての
回路を広く対象とし，既存の回路では達成できない性能を
実現するための理論構築，ならびに設計と試作，測定を行
う。具体的なテーマの例を以下に挙げる。
　・ベースバンド信号処理のための低消費電力集積回路
　・フィルタ（中間周波帯～マイクロ波，ミリ波）
　・スマートセンサシステム
　・自然エネルギー源・環境発電用回路
　・無線電力伝送
　・可視光通信
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 和田　和千

授業の概要・到達目標
　通信伝送やアナログ・ディジタル信号処理の回路設計，
ならびにシステム集積回路に関連する未解決の問題の中か
ら研究対象となるテーマを決定し，独自の考えによって回
路を構成し設計する。さらに，学術的・工学的に価値のあ
る成果を出し，学会の口頭発表や学術論文誌においてその
成果を発表することによって，社会に貢献する。
　本科目では，これらの研究活動を通じて，未知の課題を
特定し，適切なアプローチ方法を考え，計画的に実行し，
その成果を工学的に正しく評価する能力の育成を目標とし
ている。

授業内容
［第１回］　 研究テーマの解説
［第２回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第３回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第４回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第５回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第６回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第７回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第８回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第９回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第10回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第11回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第12回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第13回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第14回］　 aのみ：研究成果の講評

履修上の注意
　本科目の研究の遂行において，電気回路・電子回路・信号
処理のすべて，ならびに電気磁気学や電子デバイスの基本
事項に精通している必要がある。これらの科目を十分に復
習し，適宜，新たな知識を獲得するよう自己学習すること。
　取り扱う研究テーマは，工学的・科学的に重要な内容を
含んでおり，研究成果は人類共通の財産として発表する必
要がある。機会を逃さず国内・国外の学会で積極的に発表
すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　常日頃から，問題意識をもって技術を吸収し，論理的思
考で問題解決の工夫をするのが研究であり，また，その妥
当性の評価を受けるのが報告・発表の場である。決して，
発表のための（予習・復習としての）研究ではない。準備と
いえるのは発表用の資料・スライドの作成であるが，中身
のある発表をするには研究成果が求められることから，積
極的な研究姿勢と日々の積み重ねは自発的に行われるべき
準備とも考えられる。

教科書
　指定なし

参考書
　Design of Analog CMOS, Behzad Razavi, McGraw-Hill 
Companies
　``Electromagnetics for High-Speed Analog and Digital 
Communication Circuits'' , Ali Niknejad, Cambridge 
University Press
　``Electromagnetics Explained: A Handbook for 

Wireless/RF, EMC, and High-Speed Electronics'', Ron 
Schmitt, Newnes
　``RF Microelectronics'', Behzad Razavi, Prentice Hall

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討議における積極性や
論理性，研究発表等の内容を総合的に評価する。また，学
会発表や論文投稿の実績も加味する。

その他

指導テーマ
　研究分野としては，通信に関わるハードウェアとしての
回路を広く対象とし，既存の回路では達成できない性能を
実現するための理論構築，ならびに設計と試作，測定を行
う。具体的なテーマの例を以下に挙げる。
　・ベースバンド信号処理のための低消費電力集積回路
　・フィルタ（中間周波帯～マイクロ波，ミリ波）
　・スマートセンサシステム
　・自然エネルギー源・環境発電用回路
　・無線電力伝送
　・可視光通信
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科目ナンバー： ST ELC698M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気電子生命研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 和田　和千

授業の概要・到達目標
　通信伝送やアナログ・ディジタル信号処理の回路設計，
ならびにシステム集積回路に関連する未解決の問題の中か
ら選んだ研究テーマを対象として，回路を実装して検証・
解析する。さらに，学術的・工学的に価値のある成果を出し，
学会の口頭発表や学術論文誌においてその成果を発表する
ことによって，社会に貢献する。
　本科目では，これらの研究活動を通じて，未知の課題を
特定し，適切なアプローチ方法を考え，計画的に実行し，
その成果を工学的に正しく評価する能力の育成を目標とし
ている。

授業内容
［第１回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第２回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第３回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第４回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第５回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第６回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第７回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第８回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第９回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第10回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第11回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第12回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第13回］　 研究の進捗状況の発表と評価
［第14回］　 aのみ：研究成果の講評

履修上の注意
　本科目の研究の遂行において，電気回路・電子回路・信号
処理のすべて，ならびに電気磁気学や電子デバイスの基本
事項に精通している必要がある。これらの科目を十分に復
習し，適宜，新たな知識を獲得するよう自己学習すること。
　取り扱う研究テーマは，工学的・科学的に重要な内容を
含んでおり，研究成果は人類共通の財産として発表する必
要がある。機会を逃さず国内・国外の学会で積極的に発表
すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　常日頃から，問題意識をもって技術を吸収し，論理的思
考で問題解決の工夫をするのが研究であり，また，その妥
当性の評価を受けるのが報告・発表の場である。決して，
発表のための（予習・復習としての）研究ではない。準備と
いえるのは発表用の資料・スライドの作成であるが，中身
のある発表をするには研究成果が求められることから，積
極的な研究姿勢と日々の積み重ねは自発的に行われるべき
準備とも考えられる。

教科書
　指定なし

参考書
　Design of Analog CMOS, Behzad Razavi, McGraw-Hill 
Companies
　``Electromagnetics for High-Speed Analog and Digital 
Communication Circuits'' , Ali Niknejad, Cambridge 
University Press
　``Electromagnetics Explained: A Handbook for 

Wireless/RF, EMC, and High-Speed Electronics'', Ron 
Schmitt, Newnes
　``The Art of Analog Layout'', Alan Hastings, Prentice 
Hall

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討議における積極性や
論理性，研究発表等の内容を総合的に評価する。また，学
会発表や論文投稿の実績も加味する。

その他

指導テーマ
　研究分野としては，通信に関わるハードウェアとしての
回路を広く対象とし，既存の回路では達成できない性能を
実現するための理論構築，ならびに設計と試作，測定を行
う。具体的なテーマの例を以下に挙げる。
　・ベースバンド信号処理のための低消費電力集積回路
　・フィルタ（中間周波帯～マイクロ波，ミリ波）
　・スマートセンサシステム
　・自然エネルギー源・環境発電用回路
　・無線電力伝送
　・可視光通信
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科目ナンバー： ST INE571J

電気工学専攻 備 考

科 目 名 バイオマイクロシステム科学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 工藤　寛之

授業の概要・到達目標
　近年の生命科学の発展は，様々な計測技術や観察機器の
進歩に支えられていると言っても過言ではない。
　バイオマイクロシステム科学特論では，先端的なバイオ
計測技術の中でも，マイクロデバイス・マイクロシステム
に関連する技術分野の学術論文を輪講形式で読み解くこと
で，学問分野全体の動向を把握することを目的とする。

授業内容
　本講義は輪講形式で実施する。

［第１回］　 ガイダンス
［第２回］　 論文の選定及び配布
［第３回］　 基礎講座1　直近関連学会より抄訳を実施する。
［第４回］　 輪講形式による論文紹介及び討論
［第５回］　 輪講形式による論文紹介及び討論
［第６回］　 輪講形式による論文紹介及び討論
［第７回］　 輪講形式による論文紹介及び討論
［第８回］　 輪講形式による論文紹介及び討論
［第９回］　 輪講形式による論文紹介及び討論
［第10回］　 輪講形式による論文紹介及び討論
［第11回］　 輪講形式による論文紹介及び討論
［第12回］　 輪講形式による論文紹介及び討論
［第13回］　 輪講形式による論文紹介及び討論
［第14回］　 総括

履修上の注意
　学部において，以下の科目（または相当科目）を受講して
いることが好ましい。
　未受講の場合，自習にて補うこと。
・ アナログ電子回路
・ バイオセンサ
・ 分子生物学
　輪講担当者は事前に担当教員に発表準備の進捗状況を直
接報告し，許可を受けること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　輪講形式で進めるため，以下のような準備学習を行うこ
と。

（1） 第1回目の講義の後，担当教員と相談の上，自身が担当
する論文を選定する。

（2） 自身の担当回にあたっては，参加者が無駄な時間を過
ごすことの無いよう，きちんと準備すること。

（3） 担当以外の者は，次回の論文に目を通してくること。

教科書
　関連分野の学術論文を別途指示する。

参考書
　特になし。

成績評価の方法
　発表内容（70点），平常時のディスカッションへの発言状
況等（30点）にて評価する。

その他

科目ナンバー： ST ELC531J

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気材料科学特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 三浦　登

授業の概要・到達目標
　現用される電気材料の諸性質を理解するためには，電気
工学をはじめとし物性物理学，化学及び金属学等の学際領
域の幅広い知識が要求される。そこで，材料物性の基礎的
な理解から実際の材料に応用されていく過程を講述する。
　電子材料・電子デバイス研究における現状と課題を理解
し，それらの物性的理解に研究の方向性を理解することを
目標とする。

授業内容
［第１回］　 ガイダンス
［第２回］　 物質の電子構造・バンド理論
［第３回］　 電磁波と物質の相互作用
［第４回］　 結晶構造（実空間・逆空間）
［第５回］　 X線回折・電子線回折
［第６回］　 結晶成長・物質の状態
［第７回］　 物質の構造解析
［第８回］　 物質の組成・化学結合状態の解析
［第９回］　 物質の電気的特性とその評価方法
［第10回］　 物質の磁気的特性とその評価方法
［第11回］　 物質の光学的特性とその評価方法
［第12回］　 物質の機械的特性とその評価方法
［第13回］　 材料・物性の予測とシミュレーション1
［第14回］　 まとめ

履修上の注意
履修の条件
・ Maxwellの方程式にまとめられた電機磁気学の体系を理
解していること。

・ バンド図を用いた半導体デバイスの動作が理解できるこ
と。

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義中に指示する課題について予め調査・確認し，学生
間で議論できるように説明の準備をしておくこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　講義中の発表内容・質疑応答，学期末に課す課題によっ
て評価する。

その他
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科目ナンバー： ST ELC531J

電気工学専攻 備 考

科 目 名 分子物性特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 加藤　徳剛

授業の概要・到達目標
　我々は，原子や分子の凝集構造を巧みに操り，機能性構
造体や機能性デバイスの作製を行ってきた。原子や分子の
凝集構造を操るには，それらの間に働く「力」を理解する必
要がある。この講義では，単に真空中の原子間と分子間の
相互作用を取り扱うのではなく，気体－気体間，気体－液
体間，イオン－溶媒間に働く相互作用を取り扱う。そして，
物質科学の基本となる原子間力と分子間力の原理と概念
を，電磁気的に，熱力学的に，掘り下げて学ぶ。

授業内容
［第１回］　 分子間力の熱力学的性質1（ポテンシャルエネ

ルギー，ボルツマン分布，状態方程式の理解）
［第２回］　 分子間力の熱力学的性質2（ポテンシャルエネ

ルギー，ボルツマン分布，状態方程式の理解）
［第３回］　 共有結合とクーロン力1（物理結合と化学結合，

溶液中のイオン相互作用の理解）
［第４回］　 共有結合とクーロン力2（物理結合と化学結合，

溶液中のイオン相互作用の理解）
［第５回］　 極性分子が関与する相互作用1（イオン－双極

子間相互作用，双極子－双極子間相互作用，エ
ントロピー効果の理解）

［第６回］　 極性分子が関与する相互作用2（イオン－双極
子間相互作用，双極子－双極子間相互作用，エ
ントロピー効果の理解）

［第７回］　 分子の分極が関与する相互作用1（原子や分子
の分極，双極子－誘起双極子間相互作用，溶媒
効果の理解）

［第８回］　 分子の分極が関与する相互作用2（原子や分子
の分極，双極子－誘起双極子間相互作用，溶媒
効果の理解）

［第９回］　 ファンデルワールス相互作用1（分散力，状態
方程式，様々な媒質中のファンデルワールス力
の理解）

［第10回］　 ファンデルワールス相互作用2（分散力，状態
方程式，様々な媒質中のファンデルワールス力
の理解）

［第11回］　 斥力，全分子間対ポテンシャルと液体構造1（原
子・分子・イオンの大きさ，斥力ポテンシャル，
液体の構造の理解）

［第12回］　 斥力，全分子間対ポテンシャルと液体構造2（原
子・分子・イオンの大きさ，斥力ポテンシャル，
液体の構造の理解）

［第13回］　 特殊な相互作用1（水素結合，疎水性相互作用，
親水性相互作用，水のモデルの理解）

［第14回］　 特殊な相互作用2（水素結合，疎水性相互作用，
親水性相互作用，水のモデルの理解）

履修上の注意
◎ 輪講形式にて進める。（各人に発表担当分を割り振り，

前に出て解説を行う。）
◎ 履修人数に応じて，授業内容に多少の変更があることが

ある。
◎ 発表の前に担当教員に質問し，発表の準備をしっかりと

行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各回の復習を行い，各人ノートを作ること。

教科書
　分子間力と表面力　第3版
　J.N.イスラエルアチヴィリ：著
　大島広行：訳
　朝倉書店

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
◎ 発表の仕方・内容
◎ 理解度
◎ 聴講態度
◎ 質問や発言
◎ 提出された課題の内容
◎ 出席
　これらの要素を加味し，成績評価を行う。

その他
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科目ナンバー： ST ELC531J

電気工学専攻 備 考

科 目 名 磁性体特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 小原　学

授業の概要・到達目標
　現在，様々な分野・デバイスで磁性体が用いられている。
磁性体の性質は，様々な要因によって決定される。本講義
では磁気の担い手から，結晶構造や物質形状，その他外的
要因などによって磁気的性質がどのように決定されるのか
を講義する。また，各種の磁性材料の詳細や，磁気的な測
定方法についても理解を深める。

授業内容
［第１回］　 ガイダンス・概要説明
［第２回］　 電気と磁気（古典電磁気学）
［第３回］　 物質の電子構造
［第４回］　 原子の磁性
［第５回］　 各種磁性1（常磁性・反磁性）
［第６回］　 各種磁性2（フェロ磁性）
［第７回］　 各種磁性3（反強磁性とフェリ磁性）
［第８回］　 磁性体の分類
［第９回］　 フェライト磁性材料1
［第10回］　 フェライト磁性材料2
［第11回］　 希土類永久磁石材料1
［第12回］　 希土類永久磁石材料2
［第13回］　 磁性材料の応用1
［第14回］　 磁性材料の応用2

履修上の注意
　学部科目の「電気電子材料2」を履修しておくことが望ま
しい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　教科書や参考書の該当部を熟読しておくこと。

教科書
　「磁気工学の基礎と応用」，電気学会マグネティクス技術
委員会編，コロナ社

参考書
　「強磁性体の物理」，近角聰信 著，裳華房

成績評価の方法
　講義中の態度や発言，途中及び期末に出す課題により評
価する。

その他

科目ナンバー： ST ELC531J

電気工学専攻 備 考

科 目 名 半導体ナノテクノロジー特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　工学博士 小椋　厚志

授業の概要・到達目標
　現代のIT社会を根底から支えているのは，半導体集積回
路（LSI）である。LSIの性能向上を目的とした技術開発は，
人為的に大量生産が可能な形態でナノサイズの加工を可能
とし，ナノテクノロジー研究を生み出す母体となった。
　本講では半導体ナノテクノロジーを支える3要素，1）ナ
ノ材料技術，2）ナノプロセス技術，3）ナノ評価技術につい
て述べ，ナノテクノロジー全般への波及効果等について討
議する。また本講義では，担当教員が民間の半導体デバイ
ス会社での勤務で得た，実務上の知識も基盤とする。

授業内容
［第１回］　 ガイダンス，LSIの歴史
［第２回］　 シリコン基板の基礎と結晶成長
［第３回］　 半導体バンド構造とデバイスの基礎
［第４回］　 MOSFETの構造と特性
［第５回］　 LSIプロセスの実際　FEP-1
［第６回］　 LSIプロセスの実際　FEP-2
［第７回］　 後工程
［第８回］　 実装工程
［第９回］　 検査と歩留まり
［第10回］　 システムLSIへの発展
［第11回］　 ナノテクノロジーを支えるナノ評価技術
［第12回］　 ポストスケーリング時代のLSI技術
［第13回］　 ナノテクノロジーの応用
［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　修士論文研究のテーマが，ナノテクノロジーと関連が深
いこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　前の週までに学習した内容をよく理解して臨むこと。

教科書
　特に定めない。

参考書

成績評価の方法
　講義での討論，レポート等を総合的に評価する。

その他
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科目ナンバー： ST ELC531J

電気工学専攻 備 考

科 目 名 光半導体工学特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 勝俣　裕

授業の概要・到達目標
　半導体素子の発光と受光の原理,発光ダイオードや半導体
レーザ,フォトダイオードや太陽電池などの素子構造や動作
原理について,輪講形式で学び,素子特性の改善ならびにデ
バイス設計等に応用できる能力を養うことを目標とする。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション
［第２回］　 シュレディンガーの波動方程式
［第３回］　 結晶構造/バンド構造（逆格子，ブリルアンゾー

ン，E-k曲線）
［第４回］　 半導体のエネルギー状態
［第５回］　 吸収1（基礎吸収）
［第６回］　 吸収2（エネルギー帯内の準位が関与した吸収）
［第７回］　 放射遷移1（基礎遷移）
［第８回］　 放射遷移2（エネルギー帯内の準位が関与した

遷移）
［第９回］　 非放射再結合
［第10回］　 pn接合中の過程1（pn接合の性質と順方向の過

程）
［第11回］　 pn接合中の過程2（異種接合と逆方向の過程）
［第12回］　 誘導放出
［第13回］　 半導体レーザ
［第14回］　 半導体のルミネッセンスおよびレーザ発光の励起

履修上の注意
　テーマを各人に割り振り,輪講形式で説明する。学部にお
いて,「電子物性」や「電子デバイス」,「オプトエレクトロニク
ス」関連の科目を履修していると理解・習得が容易である。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に教科書の該当箇所を読み，専門用語，数式，図，
表について，教科書及び参考書を利用して調べ理解を深め
ておくこと。講義後，不明な点についても，同様に教科書
及び参考書を利用して調べておくこと。

教科書
洋書：Optical Processes in Semiconductors
著者：Jacques I. Pankove
出版社：Dover Publications

参考書
　「発光と受光の物理と応用」，小林洋志，培風館
　「エッセンシャル　フォトニクスデバイス　－原理と実
験－」，Thomas P. Pearsall，オーム社
　「光物性測定技術」，国府田隆夫，柊元　宏，東京大学出
版会
　「最新VLSIの基礎」，タウア・ニン，丸善
　「半導体デバイス」，S.M.ジイー，産業図書
　「Physics of Semiconductor Devices」，Simon M. Sze, 
Kwok K. Ng, Wiley-Interscience

成績評価の方法
　平常点（30点），発表・質疑応答（50点），レポート（20点）
を総合的に評価し，満点100％に対し，合計点60％以上を
合格とする。

その他
　必要に応じて補足プリントを配布し，講義・解説する。

科目ナンバー： ST ELC521J

電気工学専攻 備 考

科 目 名 エネルギー変換特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　工学博士 久保田　寿夫

授業の概要・到達目標
1．電気エネルギーの変換機器である電気機器の統一的な
理論，制御法について概説する。
2．新エネルギー（すなわち太陽光発電，風力発電，燃料
電池発電など）の現状と動向について，担当を決め，各自
が調べた結果を発表する。

授業内容
［第１回］　 講義の概要
［第２回］　 座標変換について
［第３回］　 整流子形回転機の基礎理論
［第４回］　 直流機の方程式とサーボモータの制御法
［第５，６回］　 同期機の方程式と制御法
［第７回］　 誘導機の方程式と制御法
［第８回］　 風力発電と太陽光発電
［第９回］　 燃料電池とマイクロガスタービン
［第10回］　 バイオマスと二次電池
［第11回］　 超電導電力貯蔵と大容量キャパシタ
［第12回］　 フライホイールと電気自動車
［第13回］　 低公害自動車と省エネ機器
［第14回］　 省エネ法とCO2排出権取引

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　担当箇所の調査を行い，プレゼンテーションの準備を行
う。

教科書

参考書

成績評価の方法
　小テスト・演習，レポートにより評価する。ただし，2/3
以上の出席が必須である。

その他

― 85 ―



科目ナンバー： ST ELC521J

電気工学専攻 備 考

科 目 名 パワーエレクトロニクス特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　工学博士 清水　敏久

授業の概要・到達目標
　パワーエレクトロニクスは電力，電子，制御が融合した
技術分野である。そのなかで重要な位置を占める半導体電
力変換は，電力用半導体デバイスのスイッチング動作によ
り，直流や交流の電気エネルギーを実質的な電力損失を伴
わずに変換する技術体系を示している。本講義では，半導
体電力変換の代表的な方式の理解に基づいて，変換回路を
適切に制御するために必要な定常特性と過渡特性の解析理
論について学習する。さらに簡単なフィードバック制御系
への応用法について学習する。本講義を受講することによ
り，基礎的な半導体電力変換回路と制御システムの設計と
評価が行えるようになることを到達目標とする。

授業内容
[第１回］　 半導体電力変換回路の基本回路要素，電力用半

導体の種類とその特長，および電力変換方式の
分類について学習する。

[第２回］　 直流-直流電力変換回路の分類について理解し，
降圧チョッパ回路の定常動作特性について学習
する。

[第３回］　 昇圧，昇降圧チョッパ回路の定常特性について
学習する。

[第４回］　 インバータ回路の種類とその特長を理解し，単
相インバータの定常動作特性，インバータ出力
電圧の基本波と高調波およびひずみ率について
学習する。

[第５回］　 三相インバータの定常動作特性とその制御法に
ついて学習する。

[第６回］　 三相二相変換理論，および瞬時空間電圧ベクト
ルについて学習する。

[第７回］　 状態平均化法の基礎理論について学習する。
[第８回］　 状態平均化法による降圧チョッパの解析式の導

出方法を学習し，定常特性の妥当性を理解する。
[第９回］　 状態平均化法による降圧チョッパ回路の制御伝

達関数の導出方法について学習する。
[第10回］　 降圧チョッパ回路のフィードバック制御とその

制御安定性について学習する。
[第11回］　 シミュレーションソフトを用いて，降圧チョッ

パ回路の制御特性のシミュレーション方法につ
いて学習する。

[第12回］　 目的とする制御特性を獲得するための制御シス
テムの構成法について学習する。

[第13回］　 各自が設定した制御システムを設計しシミュ
レーションソフトと状態平均化法で求めた制御
特性との比較評価を学習する

[第14a回］　 各自が設計した制御システムについてプレゼ
ンテーションと討論を行い，その結果をレポー
トにて提出する。

履修上の注意
　学部講義のパワーエレクトロニクスを受講しておくこと
が望ましい。また，電気電子回路，電気機器，制御工学を
良く理解しておくこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　以下のレポート課題を課す。
　レポート課題（1）：講義の内容に基づいた設問を課すの
で，指定された期日までに提出すること。

　レポート課題（2）：設定した変換回路システムについて，
回路解析ソフト（PSIMデモ版）を用いて制御特性を解析し，
プレゼンテーションの結果を踏まえて自己評価する。

教科書
　特になし。

参考書
　講義時に紹介する。

成績評価の方法
　レポート課題（1）30％，レポート課題（2）50％，授業へ
の貢献度20％で判定する。

その他
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科目ナンバー： ST ELC521J

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電気機器学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　博士（工学） 前川　佐理

授業の概要・到達目標
　電気機器においては，原理的にコイルに電流が流れて発
生する磁束，あるいは永久磁石により発生する磁束が大き
な役割を果たしている。本講義では電気機器としての基本
である変圧器，また多くの用途で用いられる直流電動機，
誘導電動機，永久磁石同期電動機およびリラクタンスモー
タなどの様々なモータを取り上げる。特に永久磁石同期
モータは，電気自動車などのモビリティを始め家電機器，
産業用途においても非常に多く使われるようになってきて
おり，このモータに関することを学習することは重要であ
る。これらのモータの基本的な動作原理，構造，特性など
を理解することは，新しい機器を理解するときや，機器を
使用する場合において，適切な機器の選定および適切な制
御のために必要不可欠である。以上のことから，機器の原
理，理論，特性，制御について学習し，これまでの研究成
果や内外の関連する文献などを参照しながら，研究動向を
はじめとして解析手法，機器モデル，制御手法などについ
て講義する。主に各種のモータを中心とした機器について
概略を理解し，適切な用途や使用法，制御法が検討可能に
なる。また，新しい機器を理解し，応用することが容易に
なる。

授業内容
［第１回］ガイダンス
［第２回］理想変圧器
［第３回］実際の変圧器
［第４回］直流電動機とその応用例
［第５回］誘導電動機とその応用例
［第６回］同期電動機とその応用例
［第７回］電動機制御システムの構成
［第８回］ＰＷＭによる電力変換
［第９回］ベクトル制御の基礎
［第10回］ベクトル制御の応用
［第11回］電流制御と速度制御
［第12回］電動機の開発動向１（民生用・産業用）
［第13回］電動機の開発動向２（自動車用）
［第14回］総合演習

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　電気機器学１，２で習得した各担当部を予習し数式や専
門用語の意味を再確認しておくこと。

教科書
　特に定めない。テキストを配布する。

参考書
　基本的なことを復習しておくために，学部講義で使用し
た電気回路および電気機器学のテキストが参考になる。

成績評価の方法
　小テスト，レポート，平常点を総合評価し60%以上を合
格とする。

その他

科目ナンバー： ST ELC521J

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電力系統工学特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 川崎　章司

授業の概要・到達目標
　電力システム工学は現代社会を現実に動かしている重要
な学問である。本講義では，電力システムの基礎と現状，
ならびに太陽光発電，風力発電などいろいろな再生可能エ
ネルギー，さらにスマートグリッドなどについて学ぶ。授
業進行に積極的に参加してもらい，また，理解を深めるた
めに適宜課題を出す。場合によってはMATLABやCプロ
グラミングによる解析を行ってもらい，得られた結果につ
いてプレゼンテーションならびにディスカッションを行
う。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション
［第２回～３回］　 BASIC ELECTRIC AND MAGNETIC 

CIRCUITS
［第４回～６回］　 FUNDAMENTALS OF ELECTRIC 

POWER
［第７回～９回］　 PHOTOVOLTAIC SYSTEMS
［第10回～ 11回］　 WIND POWER SYSTEMS
［第12回～ 13回］　 MORE RENEWABLE ENERGY 

SYSTEMS
［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　電気回路，発変電工学，送配電工学，パワーエレクトロ
ニクスの基礎を理解していること。また，MATLABの基
本的な操作を習得していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業は輪講形式で行う。担当者は事前に予習を行い，資
料を準備して説明できるようにしておくこと。

教科書
　講義で使用する資料を配布する。

参考書
　“RENEWABLE AND EFFICIENT ELECTRIC POWER 
SYSTEMS（Second Edition）”, Gilbert M. Maters, IEEE 
PRESS, WILEY
　「電力系統工学」長谷川淳・大山　力・三谷康範・斎藤浩海・
北　裕幸，電気学会
　「パワーエレクトロニクス」矢野昌雄・打田良平，丸善

成績評価の方法
　学習態度，出席状況，課題レポート，プレゼンテーション，
質疑応答などによって総合的に評価する。

その他
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科目ナンバー： ST ELC571J

電気工学専攻 備 考

科 目 名 システム工学特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　工学博士 熊野　照久

授業の概要・到達目標
　現代社会は人々の要求の多様化や社会構造の複雑化，高
度情報化などにより，システムがますます大規模複雑なも
のとなっている。こうしたシステムを効果的に取り扱う手
法として従来からシステム制御工学が存在し，その発展も
著しい。本授業では，基礎概念の講義ならびに問題演習に
よってこれらの技法を習得する。

授業内容
　システム工学分野における重要課題の一つである実シス
テムの解析や最適化について学ぶ。前半では，従来から存
在する動的システム理論を中心的に学ぶ。主として応用の
立場から，システムの解析や最適化その他に適用するため
の手法に習熟することを目的とする。また，後半ではファ
ジィ理論や学習，進化型計算などの分野からデータ駆動型
システム同定について学ぶ。ここでは実測結果からシステ
ム自体が制御対象のモデリングを更新する。
　対象とする実システムが，その背後にある動作原理から
数式で記述できる場合，これに基づいて動的システム理論
やシステム制御理論の各種の手法を利用できる。また，実
システムでは多くの制約条件が関与し，その中で最適な方
法をとる必要がある。
　以下のとおり，これらの基礎および関連する諸概念や基
礎的手法について英語文献で学ぶとともに，適宜問題演習
を行い，実際に役立つ手法として習得する。
　具体的な内容は次のとおりである。

［第１回］　 ガイダンス
［第２回～第８回］　 動的システム理論（微分・差分方程式，

状態推移行列，特性方程式，固有値，
正値行列，マルコフ連鎖）と問題演習

［第９回～第13回］　 データ駆動型システム（ファジィ制御，
ルールベース，GA，ANN，適用事例）
と問題演習

［第14回］　 総まとめ

履修上の注意
　教科書として，英語で書かれた学術論文や書籍を用いる
ため授業には英語の辞書を持参すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　本科目では古典制御理論の各種手法やソフトコンピュー
ティングを用いて新しいシステム工学の手法を学ぶ。この
ため，学部で学修したシステムと制御に関わる理論や手法
を基礎として知っておく必要がある。このため，以下を準
備学習しておくこと：
・ 微分方程式
・ 行列の基本変形
・ 固有値

教科書
　授業内容に適したテキストを用意するので，特に指定し
ない。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　問題演習における発表，質疑，授業への取り組み姿勢を
評価し，この順に5：3：2の比率で加算し総合点を算出する。
その評価点が60％以上の者を合格とする。ただし上記によ
る総合評価点にかかわらず出席率が2/3に満たないものは
不合格とする。

その他
　課題に直接関わる点を除き，随時質問を受け付ける。教
員居室A712に来室のこと。
オフィスアワー　10：00 ～ 19：00（いつでもどうぞ）
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科目ナンバー： ST ELC521J

電気工学専攻 備 考

科 目 名 超電導応用工学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 野村　新一

授業の概要・到達目標
　電気抵抗がゼロになる特性を有する超電導現象は，エネ
ルギー・交通から環境・医療に至るまで様々な分野に応用が
期待されている。超電導現象を極めれば材料・量子力学な
ど物理学の世界を学ぶ必要があり，応用分野を極めれば熱
力学など機械工学の世界を学ぶ必要があり，学問領域も幅
広いものとなる。本講義は，あくまでも電気系技術者・研
究者を目指す大学院生を対象に，電気磁気学，電気回路学
を基盤とした超電導コイル化技術を中心にその関連技術と
応用技術について講義する。学生側の到達目標は，本講義
を通じ電気工学のみならず複合的な学問領域に対する教養
を深めることにある。

授業内容
［第１回］　 超電導工学ならびに低温工学の概要
［第２回］　 超電導体の基礎特性と臨界条件－完全導電性と

完全反磁性－
［第３回］　 実用超電導体の特性－第 1 種超電導体と第 2

種超電導体－
［第４回］　 冷媒の低温工学
［第５回］　 低温環境の断熱技術－放射の断熱技術－
［第６回］　 低温環境の断熱技術－電流リードの断熱技術－
［第７回］　 超電導コイル化技術と大電流変換技術
［第８回］　 超電導コイルの保護技術
［第９回］　 磁気応用技術－核磁気共鳴と磁気分離－
［第10回］　 超電導応用電力機器
［第11回］　 高エネルギー物理・核融合応用技術
［第12回］　 エレクトロニクス応用－ジョセフソン効果と超

電導量子干渉計－
［第13回］　 超電導応用と低温技術に関する課題レポート発

表会
［第14回］　 超電導応用と低温技術に関する課題レポート発

表会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　電気磁気学と電気回路学の基礎的な内容は十分に理解し
ていることを前提に講義を進める。また，低温工学に関す
る内容も解説するため，学部の教養課程程度の熱力学に関
する基礎知識を習得していることが望ましい。したがって，
学部において学んだ関連科目に関する教科書を各自で復習
しながら講義に臨むこと。

教科書
　講義に必要な資料を適宜こちらで用意配布する。

参考書
・ 仁田旦三編著「超電導エネルギー工学」オーム社
・ 荻原宏康編著「低温工学概論」東京電機大学出版局
・ 「電気学会大学講座　超電導工学」電気学会
・ 低温工学協会編「超伝導・低温工学ハンドブック」オーム社

成績評価の方法
　超電導応用と低温技術に関する課題レポートを課し，レ
ポートの内容についての発表会を実施する。成績評価は，
レポートおよび発表内容の独創性と物理的根拠に基づく定
量的評価の客観性を重視し，大学院の学生として最低限の
基準に達した者のみ合格とする。

その他

科目ナンバー： ST INF511M

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電子計算機特論Ａ

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　工学博士 丁　利亞

授業の概要・到達目標
　This course is designed for Master students who are 
interested in learning artificial intelligence and machine 
learning for the development of intelligent systems.
Objectives
　By the end of the course, students are expected to be 
able:
－To describe the major tasks of Knowledge Engineering
－To explain the concepts of Computational Intelligence, 
and their use in the development of intelligent systems
－To explain the important models of Machine Learning 
and their theoretical foundations
Language Medium
－The lectures are conducted in English.
－Teaching materials are in English.
－Students are strongly encouraged to use English for 
question and answer, as well as homework and report, 
but are welcome to use Japanese when necessary.
－Grading will be content-based.
Teaching Methodology
－The classes will be conducted in a balanced way with 
lectures and classroom discussions.

授業内容
Lesson Plan
Lesson 1: Introduction
－Knowledge Engineering（KE）and Knowledge-based 
Systems（KBS）
－Artificial Intell igence（AI), and Computational 
Intelligence（CI）
－Machine Learning（ML), and Deep Learning
Lesson 2-5: KE Techniques
Search for Problem Solving
－Search techniques,
－Optimisation by search
Representation & Reasoning
－First order logic
－More schemes of knowledge representation
－Knowledge-based reasoning
－Inference with uncertainty and imprecision
Lesson 6-9: Computational Intelligence（Soft Computing）
Fuzzy Systems
－Fuzzy Sets & Fuzzy Logic
－Fuzzy Modelling
－Fuzzy Inference
Neural Networks
－Perceptron learning
－Linear and non-linear classification
－Paradigms of NN learning
－Multilayer NN and backpropagation
－Radial-basis Function
Evolutionary Computation
－Genetic Algorithms（GA）
－Evolutionary learning and problem solving
Lesson 10-13: Machine Learning
Basic Concepts
－Inductive learning and reasoning
－Machine learning framework
－Features and models
－Learning and generalisation
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Predictive Models
－Regression
－Classification
－ML experiments
Clustering
－Basic concepts and algorithms
－Performance evaluation
－NN models for clustering
Support Vector Machines
－Statistical learning theory and Support Vector Machines

（SVM）
Lesson 14: Review & Summary

履修上の注意
－Basics of Discrete Mathematics
－Good capability in listening and reading in English

準備学習（予習・復習等）の内容
－Download and read lecture notes before class
－Complete assignments

教科書
No specific textbook to be used.

参考書
－S.L. Kendal and M. Creen, ``An Introduction to 
Knowledge Engineering, Springer-Verlag, 2007
－M. Negnevitsky, ``Artificial Intelligence - A Guide to 
Intelligent Systems, Addison Wesley, 2004
－S. Russell & P. Norvig, ``Artificial Intelligence: A 
Modern Approach, Prentice Hall, 2009
－G. Harman & S. Kulkarni, ``Reliable Reasoning, Inductive 
and Statistical Learning Theory, MIT, 2007
－G. Shmueli, N.R. Patel, P.C. Bruce, ``Data Mining for 
Business Intelligence, Wiley, 2010
－P. Flach, ``Machine Learning, the Arts and Science 
of Algorithms that Make Sense of Data, Cambridge 
University Press, 2012
－G. James, D. Witten, T. Hastie & R. Tibshirani, ``An 
Introduction to Statistical Learning with Applications in R, 
Springer, 2013
－E. Roventa & T. Spircu, ``Management of Knowledge 
Imperfection in Building Intelligent Systems, Springer, 
2009
－L. Rutkowski, ``Computational Intelligence, Methods and 
Techniques, Springer, 2008
－T. Munakata, ``Fundamentals of the New Artificial 
Intelligence, Neural, Evolutionary, Fuzzy and More, 
Springer-Verlag, 2008
－V. Kecman, ``Learning and Soft Computing, Support 
Vector Machines, Neural Networks, and Fuzzy Logic 
Models, MIT, 2001
－Ian Goodfellow, Yoshua Bengio, & Aaron Courville, 
``Deep Learning'', MIT, 2016
－J.M. Keller, D. Liu & D. B. Fogel, ``Fundamentals of 
Computational Intelligence'', IEEE Press, Wiley, 2016.

成績評価の方法
Assessment & Evaluation
－Report 1: 20％
－Report 2: 30％
－Report 3: 50％
　Passing marks＝Overall 60 marks or higher.

その他

科目ナンバー： ST INF511J

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電子計算機特論Ｂ

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　工学博士 鎌田　弘之

授業の概要・到達目標
　本講義では，情報科学基盤本部所有のPCクラスタシス
テム，SMPマシン，あるいはGPU等の利用を想定したプロ
グラミングについて講述し，マルチプロセッッサマシンの
高度利用法を習得する。利用するソフトは，PCクラスタ
システムではMPI（Message Passing Interface），SMPマ
シンではOpenMP，GPUではCUDAの利用を想定する。
到達目標：コンピュータシステムを理解し，ハイパフォー
マンスコンピューティングの利用手段を獲得する。

授業内容
［第１回～第３回］　 本講義のガイダンスを行う。さら

に，PCクラスタをはじめとするコン
ピューターシステムの構成を理解する
ために，PCの構成，ネットワーク構
成，およびシステム設定について講述
する。またC言語等プログラミング言
語の高度利用に関する解説を行う。

［第４回～第６回］　 PCクラスタによるプログラミング
を実践するために，MPI（Message 
Passig Interface）に関する命令および
利用について講述する。

［第７回～第９回］　 SPMマシン利用のためのOpenMPの
利用方法，実践方法を講述する。

［第10回～第12回］　 GPUを利用したCUDAプログラミン
グの利用方法を講述する。

［第13回～第14回］　 受講者により各種プログラミングを
実践したうえでプレゼンテーション
を行ってもらう。

履修上の注意
　プログラムにはC言語を用いるので，基本的なC言語プ
ログラミングがあらかじめ習得されていることが望まし
い。
またノートPCを持参して受講することを強く求める。Oh-
o! Meijiに掲示した資料を利用して授業を行うので，ノート
PC等を利用して資料を閲覧しながら，かつメモを取りな
がら受講できるよう，準備すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　本講義では，MPIおよびOpenMP，GPU等についてプロ
グラム課題を科すとともに，プレゼンテーションを実施す
る。
　プログラム課題は，各研究室での研究課題に直結したプ
ログラムを作成し実践することが望ましい。
　それらの関連性について，しっかりと考察すること。

教科書
　必要となる資料をOh-o! Meijiの資料に掲示する。所定の
資料はノートPC等で閲覧しながら受講すること。

参考書
　「MPI並列プログラミング」，P.パチェコ著，秋葉博訳，
培風館
　「Linuxで並列処理をしよう」，石川裕他著，共立出版
　その他，プリント配布。
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成績評価の方法
　プレゼンテーションとそのときに用意する資料・レポー
トの内容および質疑応答の内容によって総合的に判断し，
並列プログラミングの技法（MIP，OpenMP，CUDA等）が
十分習得できたと見込まれる場合，合格とする。なお，成
績の内容（S，A，B，C，F）は，プレゼンテーションの内容，
高度さによって判定する。

その他

科目ナンバー： ST CBI511J

電気工学専攻 備 考

科 目 名 認知科学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 嶋田　総太郎

授業の概要・到達目標
　人間の知能を理解するためには，心理学，脳科学，哲学，
コンピュータサイエンス等，さまざまな分野の知識が必要
となるが，特に情報処理システムの観点からこれを理解し
ようとする学問分野を認知科学という。本講義では，主に
身体性と社会性に関する脳機能についての研究を概観す
る。特に自己身体認識，運動，社会性認知，コミュニケーショ
ン等を実現する脳のメカニズムについて理解を深める。こ
れらを通じて身体性認知と社会性認知が深いレベルで関連
しているという視点を提供する。また，人間の情報処理プ
ロセスについて理解を深めるとともに，工学への応用可能
性について議論できるための知識と素養を身につけること
を目標とする。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション：身体性と社会性
［第２回］　 自己身体認識（1） 身体所有感の神経基盤
［第３回］　 自己身体認識（2） 運動主体感の神経基盤
［第４回］　 自己身体認識（3） 内受容感覚
［第５回］　 運動を司る脳のネットワーク
［第６回］　 アフォーダンス
［第７回］　 ミラーニューロンシステム（1） 総説
［第８回］　 ミラーニューロンシステム（2） 理論とモデル
［第９回］　 共感の神経基盤
［第10回］　 社会性認知と「心の理論」
［第11回］　 コミュニケーションの神経基盤
［第12回］　 メディアと社会性認知
［第13回］　 記号接地問題と言語の身体性
［第14回a]　総まとめ

履修上の注意
　脳科学に関する基礎知識を持っていることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に教科書の該当箇所を読み，次回の授業内容に関す
る専門用語について調べておくこと。復習として，教科書
の該当箇所を読むこと。

教科書
　「脳のなかの自己と他者」，嶋田総太郎，共立出版。

参考書
　「認知脳科学」，嶋田総太郎，コロナ社。

成績評価の方法
　授業中に行う課題レポートによって評価を行う（100点満
点）。合計点が60点以上の者を合格とする。

その他
　認知脳科学研究室（A605） 
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科目ナンバー： ST ELC571J

電気工学専攻 備 考

科 目 名 システム制御理論特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　工学博士 松本　直樹

授業の概要・到達目標
　線形状態ベクトル微分方程式で記述されるシステムの制
御について学ぶ。講義の前半は，線形動的システムの性質
と可制御性と極配置について学ぶ。状態方程式の係数行列
とシステムの特性との関係を理解することを目的とする。
後半は，状態フィードバックによる制御設計について説明
する。状態フィードバックによるシステムの安定化，最適
レギュレータの設計，出力信号を用いたコントローラの実
現についての基本的な知識を得ることを目的とする。また
制御系設計のための計算機ソフトMATLAB/SIMULINK
によるシミュレーションを紹介する。

授業内容
［第１回］　 状態ベクトル微分方程式，差分方程式とその解

法，時間領域でのシステムの表現，Laplace変換，
z変換について復習する。

［第２回］　 線形代数の行列式の定義，行列指数関数の性質。
ケーリー・ハミルトン定理線形代数の基礎知識
を習得する。

［第３回］　 線形システムの可制御性の定義とその判定法に
ついて学ぶ。

［第４回］　 多入力システムの極配置について，W. M. 
Wonham,"On Pole Assignment in Multi-Input 
Controllable Linear Systemes", IEEE AC-12, 
No. 6, pp. 660-665, 1967. の解説を行う。

［第５回］　 中間試験レポート課題の説明を行う。
［第６回］　 動的計画法に基づく有限時間最適レギュレータ

の導出を行う。
最適性の原理，ベルマン(Bellman)の方程式，
リカッチ(Riccati)行列微分方程式，ラグラン
ジュ (Lagrange)乗数ベクトル，ハミルトニアン 
(Hamiltonian) について紹介する。

［第７回］　 変分法に基づく有限時間最適レギュレータの導
出を行う。
最適性の原理，ベルマン (Bellman) の方程式，
リカッチ (Riccati) 行列微分方程式，ラグラン
ジュ (Lagrange) 乗数ベクトル，ハミルトニア
ン (Hamiltonian) について紹介する。

［第８回］　 変分法による有限時間最適レギュレータ問題
の解の導出の中で使用したLagrange乗数法に
ついて解説する。制約条件付き最適化問題は，
制約条件を満たす陰関数の存在を仮定すると，
Lagrange乗数を導入することにより，制約条
件なしの最適化問題に変換できることを説明す
る。

［第９回］　 最適レギュレータに基づくモデル追従型サーボ
システムの設計法と，目標信号に追従するサー
ボシステムの設計法を紹介する。プラントの出
力をモデルの出力や目標信号に追従させるため
のコントローラの極は，モデルの入力信号や目
標信号が満たす線形微分方程式の特性方程式の
根で与えらる。このことを内部モデル原理と呼
ぶ。

［第10回］　 周波数領域から見たコントローラの構造，プラ
ント，モデル，コントローラへの入力雑音に対
する考察，出力外乱に対する検討，モデル追従
制御，目標値追従制御を行う。コントローラと
プラントの合併システムの可制御性のチェック
について述る。

［第11回］　 Kalman正準分解について説明する。状態ベク
トル微分方程式で記述された

線形時不変システムの状態空間は，以下の４つ
の部分空間に分解できる。
(i)　可制御かつ可観測な部分空間
(ii) 　可制御かつ非可観測な部分空間
(iii)　非可制御かつ可観測な部分空間
(iv)　非可制御かつ非可観測な部分空間
状態空間をこれの４つの空間に分解するため
に，可制御性行列，可観測性行列に２段階の特
異値分解を行う。最後に，可制御な部分空間に
存在する可観測な部分空間と非可制御な部分空
間に存在する可観測な部分空間の重複を取り除
く処理を行って，Kalman正準分解が完了する。
Kalman正準分解された，状態ベクトル微分方
程式の係数行列は，特徴的な零要素のパターン
を示す。

［第12回］　 期 末 試 験 レ ポ ー ト 課 題 の 解 説 を 行 う。
MATLABによる連続時間，離散時間，積分型
最適レギュレータの設計，コントロールツール
ボックスを使った制御系設計法を解説する。

［第13回］　 Ho-Kalmanの最小実現アルゴリズムについて，
解説する。Ho-Kalmanの最小実現アルゴリズム
では，システムのインパルス応答から得られる
マルコフパラメータから構成されるハンケル行
列を使って，可制御，可観測なシステム{ A, B, 
C } の実現を行う。アルゴリズムの証明は，
(i)　マルコフパラメータから構成されるハンケ
ル行列を可観測性行列としてもつ可制御なシス
テムから可観測なサブシステムを取り出す方法
(ii)　マルコフパラメータから構成されるハンケ
ル行列を可制御性行列としてもつ可観測なシス
テムから可制御なサブシステムを取り出す方法
の２通りの方法で行うことができる。サブシス
テムの取り出しは，Kalman正準分解のときと
同様に，特異値分解を利用する。

［第14回］　 Ho-Kalmanの最小実現アルゴリズムの証明と数
値例を示す。同じHankel 行列を有する最小実
現システムは，代数的の等価であること，最小
実現システムは，可制御，可観測であることの
証明を与える。

履修上の注意
　十分な数学力があること。特に線形空間の基底や座標変
換，固有値，固有ベクトル等の線形代数の概念が自由に駆
使できること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業に先立ち，事前に教科書の該当箇所に目を通してお
くこと。
　ノート，配布プリントを使って，随時，授業内容の復習
をすること。
　関連する学会の論文誌，研究会報告などを定期的に
チェックして，常に新しい知識を，補うこと。

教科書
　「現代制御理論入門」，浜田望，松本直樹，高橋徹，コロ
ナ社

参考書
　「制御系設計理論とCADツール」，木村英紀，美多勉，新　
誠一，葛谷秀樹，コロナ社
　「線形システム理論」，有本卓，産業図書
　「基礎ディジタル制御」，美多勉　原辰次　近藤良，コロ
ナ社
　「ディジタル制御工学」，森下巌　上野敏行，オーム社
　「ディジタル制御理論」，美多勉，昭晃堂
　「システム制御のためのマトリクス理論」，須田信英，児
玉慎三，計測自動制御学会
　「システム制御のための安定論」，井村順一，コロナ社
　「システム制御へのアプローチ」，大須賀公一，足立修一，
コロナ社
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成績評価の方法
　中間試験レポート課題５０点，期末試験レポート課題
５０点，合計100点に対し得点が60点以上を合格とする。
レポート課題には，線形代数の行列演算，行列式の基礎知
識，MATLAB/SIMULINKを使った積分型最適レギュレー
タのシミュレーションが含まれる。

その他

科目ナンバー： ST MAT641J

電気工学専攻 備 考

科 目 名 関数解析特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 伊吹　竜也

授業の概要・到達目標
　理工系学部の標準的な数学の知識を前提に，　「機械学
習」のための関数解析入門という立ち位置でカーネル法の
理論と応用について講義する。カーネル法は回帰・分類問
題に有用な機械学習の一手法であり，本講義では特にカー
ネル法として解釈可能な線形回帰，サポートベクトルマ
シン，およびガウス過程回帰に焦点を当てる。これらの機
械学習手法の背景にある数学的知識を習得することで手
法の原理を理解し，さらに数値解析ソフトウェアである
MATLABを用いて簡単な機械学習シミュレーションを実
装できるようになることを到達目標とする。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション
［第２回］　 MATLAB演習
［第３回］　 内積の数学１：線形代数
［第４回］　 内積の数学１：線形代数（続き）
［第５回］　 実践１：線形な回帰・分類
［第６回］　 内積の数学２：フーリエ解析
［第７回］　 内積の数学２：フーリエ解析（続き）
［第８回］　 カーネル法
［第９回］　 実践２：回帰問題
［第10回］　 実践３：分類問題
［第11回］　 確率の基礎
［第12回］　 ガウス過程回帰１
［第13回］　 ガウス過程回帰２
［第14回］　 実践４：ガウス過程回帰

履修上の注意
　本講義は半分が数学，半分がプログラミングというスタ
ンスである。
　数学では線形代数，フーリエ級数展開，確率・統計の基
礎知識，プログラミングでは（言語は何でも良いが）if文や
for文などの構造の基礎知識を前提とする．あくまで基礎知
識で良いので，復習しておくこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に指定する箇所や配布する資料を予習しておくこと。

教科書
「機械学習のための関数解析入門」 瀬戸道生，伊吹竜也，
畑中健志（内田老鶴圃）

参考書
　「ガウス過程と機械学習」 持橋大地，大羽成征（講談社）
　「パターン認識と機械学習」 C.M. ビショップ（丸善出版）

成績評価の方法
　出席状況，および授業中に提示する小課題，レポート，
実習課題への取り組み状況を総合して評価する。

その他

進行計画
　基本的に上記の「授業内容」に沿って進めるが，進捗状況
によっては各トピックについて延長，短縮する場合がある。
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科目ナンバー： ST ELC571J

電気工学専攻 備 考

科 目 名 ディジタル信号処理特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 村上　隆啓

授業の概要・到達目標
　ディジタル信号処理に関する理論およびアルゴリズムの
実装方法について学ぶ。ディジタル信号処理は，様々な場
面で知らず知らずのうちに利用している非常に身近な技術
である。本講義では最初に，周波数解析方法として広く用
いられるフーリエ変換について，理論的な背景および応用
時の注意点について講義する。次に，観測値からパラメー
タを推定するときに必要となる統計的な考え方について講
義する。そして，統計的な考え方を利用したディジタル信
号処理アルゴリズムを数例紹介する。本講義では，シミュ
レーション用言語「MATLAB」を用いて，与えられたアル
ゴリズムの実装方法およびシミュレーション方法について
も学ぶ。

授業内容
第１回　 イントロダクション
第２回　 MATLAB
第３回～４回　 フーリエ変換
第５回～６回　 推定論
第７回～８回　 最小二乗法
第９回～ 11回　 独立成分分析
第12回～ 14回　 アレー信号処理

履修上の注意
　線型代数，微分，積分，確率，フーリエ変換について復
習しておくこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各講義の内容を振り返り，不明な部分があれば質問する
こと。

教科書
　特に定めない。必要に応じて資料を配布する。

参考書
　『統計的信号処理』関原謙介（共立出版）
　『最適フィルタリング』西山清（培風館）
　『アダプティブアンテナ技術』菊間信良（オーム社）
　『Discrete-Time Signal Processing 2nd Ed.』A. V. 
Oppenheim, R. W. Schafer, and J. R. Buck（Prentice Hall）
　『Independent Component Analysis』A. Hyvarinen, J. 
Karhunen, and E. Oja（Wiley）

成績評価の方法
　質疑応答および課題レポートの内容を評価して数値化
し，その合計が満点の60％以上を単位修得の条件とする。

その他

科目ナンバー： ST CBI511J

電気工学専攻 備 考

科 目 名 生命情報科学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（薬学） 池田　有理

授業の概要・到達目標
　本講義では，分子機械ともよばれるタンパク質の構造と
機能について多角的に学ぶことを目的とする。ゲノム配列
の情報からタンパク質の立体構造をどのように構築するの
か，また，その立体構造がタンパク質の機能とどう結びつ
くのかを理解するとともに，タンパク質の機能を制御する
仕組みを習得する。

授業内容
［第１回］　 ガイダンス
［第２回～ 14回］　 輪講

履修上の注意
　各自テーマを割り振り，対面での輪講形式にて進める。

準備学習（予習・復習等）の内容
　輪講の準備を行うこと。また，担当外の章であっても内
容を十分に理解して輪講に臨み，各回の輪講では全員が質
疑応答に加わること。

教科書
　Oh-o!Meijiシステム内にアップロードする。

参考書
　Protein Structure and Function: Gregory A. Petsko, 
Blackwell Pub, 2004.

成績評価の方法
　発表内容と質疑応答，受講態度，出席状況によって評価
を行う。得点が60点以上の者を合格とする。

その他
　生命情報科学研究室（A909，A919） 
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科目ナンバー： ST CBI511J

電気工学専攻 備 考

科 目 名 脳神経工学特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 小野　弓絵

授業の概要・到達目標
　健康長寿社会が提唱される現在，医療福祉分野におい
ては，患者の身体的負担を軽減し，Quality of Life（QoL）
を向上させる医療支援技術のさらなる発展が望まれてい
る。近年注目されている医工学技術として，脳活動をコン
ピュータを介して身体補助装置へ入出力することにより，
失われたり低下した知覚や身体運動を回復させるブレイ
ン・マシン（コンピュータ）・インターフェース（BMI/BCI）
や，脳内の特定の部位の活動を調べることで，感情や知的
な判断の質を数値化し，脳の機能疾患などの診断補助や治
療に用いるニューロフィードバック技術が提案されてきて
いる。本講義では，脳神経活動の正確なデコーディングを
目的とした最新の神経工学技術と実際の応用例について，
英文の論文やビデオ教材を用いて学ぶ。小グループに分か
れてのディスカッションやグループ発表，毎回の演習を通
じて，論理的思考やリーダーシップをとる方法を学び，科
学技術英語の読解力の向上を目指すことも目的である。

授業内容
第１回： Introduction to Neural Engineering
第２回： Clinical examples of invasive neural devices
第３回： Brain machine interface, Deep brain stimulation, 

and Artificial vision
第４回： Neurofeedback and non-invasive brain stimulation
第５回： Brain imaging modalities and Brain stimulation 

devices
第６回： Group work 1: Literature search using Web of 

Science
第７回： Group work 2: Discussion on the selected papers
第８回： Group work 3: Preparation for presentation
第９回： Class presentation 1 and discussion
第10回： Class presentation 2 and discussion
第11回： Class presentation 3 and discussion
第12回： Class presentation 4 and discussion
第13回： Class presentation 5 and discussion
第14回： Summary
　毎回学習内容の理解を問う演習を行う。最終回は期末テ
ストまたはレポートを課す。

履修上の注意
　学部において「脳科学」「パターン認識」「医用生体計測」を
履修していることが望ましい。英文の論文・参考書を用い，
演習・期末テストも主に英語で行うので，科学技術英語の
読解力が求められる。科学技術英語の読解力の向上も本講
義の目的の一つである。

準備学習（予習・復習等）の内容
【事前学習】事前にOh-o! Meijiへ掲示する講義資料や論文等
の資料を精読し，疑問点を明確にしてくること（30分）。

【事後学習】講義資料や演習の解答例を参考に復習を行い，
内容を理解すること。プレゼンテーションのための論文通
読，資料作成を課す場合もある（60分～）。

教科書
　教科書は使用せず，最新の学術文献やドキュメンタリー
映画などを利用して学習を進める。

参考書
　『Neural Engineering』 B He, Editor (Springer)
　『Brain-Compter Interfaces: Principles and Practice』JR 
Wolpaw, EW Wolpaw, Editors（Oxford University Press）
　『Statistical Signal Processing for Neuroscience and 
Neurotechnology』 KG Oweiss, Editor（Academic Press）
　『Niedermeyer's Electroencephalography 6th edition』
DL Schomer and FL da Silva, Editors（Lippincott 
Williams & Wilkins）
　『Neuroscience: Exploring the Brain』M Bear, B 
Connors, M Paradiso（Lippincott Williams & Wilkins）

成績評価の方法
　期末テストまたはレポートの結果を50％，毎回の演習点
を50％とし，60％以上の者を合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST ELC551J

電気工学専攻 備 考

科 目 名 電磁波特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 井家上　哲史

授業の概要・到達目標
　電気磁気学に関する一般理論を，マイクロ波，光波領域
の電磁波を視野に置いて講述する。次に，このような高い
周波数の電磁波伝送の問題を統一的に取り扱う方法，つま
り，マックスウエルの方程式から出発して電界あるいは磁
界に関するベクトル波動方程式を導き，それらを境界条件
の下で解き，電磁界を導出する方法を説明する。また，こ
の方法に基づいて，伝送線路，アンテナ，電波伝搬などの
代表的な電磁波応用解析例とその特性について述べる。

授業内容
［第１回］　 電磁波
［第２回］　 平面波1
［第３回］　 平面波2
［第４回］　 伝送線路1
［第５回］　 伝送線路2
［第６回］　 電磁波の放射1
［第７回］　 電磁波の放射2
［第８回］　 線状アンテナ
［第９回］　 開口面アンテナ
［第10回］　 アレイアンテナ
［第11回］　 電波伝搬1
［第12回］　 電波伝搬2
［第13回］　 電波応用
［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　学部において，マックスウェルの電磁方程式を学んでい
ること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各回の授業内容について，資料による予習が必要である。

教科書
　初回に指示する。

参考書

成績評価の方法
　レポートと日常の質疑内容を評価する。

その他

科目ナンバー： ST ELC551J

電気工学専攻 備 考

科 目 名 光通信工学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 中村　守里也

授業の概要・到達目標
　光ファイバ通信技術における技術内容に関し，光ファイ
バ伝送路の特性と変復調技術について重点を置きながら，
最新の研究内容を交えて講義する。

授業内容
［第１回］　 光通信システムの概要
［第２回］　 光通信システムを構成する基本デバイス1（レ

ンズ設計，LD，LED，PD等）
［第３回］　 光通信システムを構成する基本デバイス2（レ

ンズ設計，LD，LED，PD等）
［第４回］　 光通信システムを構成する基本デバイス3（レ

ンズ設計，LD，LED，PD等）
［第５回］　 光ファイバ伝送路の特性1（損失，伝送帯域，

非線形）
［第６回］　 光ファイバ伝送路の特性2（損失，伝送帯域，

非線形）
［第７回］　 光ファイバ伝送路の特性3（損失，伝送帯域，

非線形）
［第８回］　 光変調器1（マッハ・ツェンダー干渉系による

外部変調）
［第９回］　 光変調器2（マッハ・ツェンダー干渉系による

外部変調）
［第10回］　 光の変調1（強度変調，位相変調）
［第11回］　 光の変調2（多値変調）
［第12回］　 光の復調1（直接検波，遅延検波）
［第13回］　 光の復調2（ホモダイン）
［第14回］　 光の復調3（ディジタルコヒーレント検波）

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　学部講義において，「光伝送論」を履修していることが望
ましい。

教科書

参考書

成績評価の方法
　課題レポートと出席状況，試験の結果を基に総合的に評
価し，合計が満点の60％以上を単位修得の条件とする。

その他
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科目ナンバー： ST ELC551J

電気工学専攻 備 考

科 目 名 通信工学特論Ａ

開 講 期 春学期集中 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　博士（工学） 滝沢　賢一

授業の概要・到達目標
授業の概要：
　我々の身の回りにある無線LANや携帯電話等の通信シス
テムを対象として，通信システムに対するニーズと通信シ
ステムで用いられる要素技術について，これまでの変遷と
これからの動向に関する考察と意見交換（グループ討論）を
行う。将来の通信システム像について，聴講者によるプレ
ゼンテーションを行う。
到達目標：
　現在の通信システムにおけるニーズと要素技術を理解
し，将来の通信システム像を描き，システムの実現に求め
られる技術群とその要件を提案できるようになること。

授業内容
第１回　 イントロダクション
第２回　 通信システムの変遷－通信に対するニーズの変遷－
第３回　 通信システムの変遷－ニーズに対する通信技術の発

展－
第４回　 通信システムの変遷－グループ討論（将来のニーズ

とは？）－
第５回　 通信システムの変遷－グループ発表（将来のニーズ

とは？）－
第６回　 通信システムにおける要素技術－伝送技術（MIMO

技術，OFDM技術等）－
第７回　 通信システムにおける要素技術－伝送技術（フィー

ルドワークと意見交換）－
第８回　 通信システムにおける要素技術－アクセス制御技

術，ネットワーク技術－
第９回　 通信システムにおける要素技術－グループ討論（将

来の技術像）－
第10回　 通信システムにおける要素技術－グループ発表（将

来の技術像）－
第11回　 通信システムにおける要素技術－総括－
第12回　 将来の通信システム提案－聴講者プレゼンテーショ

ン1－
第13回　 将来の通信システム提案－聴講者プレゼンテーショ

ン2－
第14回　 将来の通信システム提案－聴講者プレゼンテーショ

ン3－

履修上の注意
　夏季休業期間中の集中講義として実施する（開催日：８月
１日～４日（第11回までの授業），８日（聴講者プレゼンテー
ション））。授業の形式としては，講義形式の他，グループ
討論・グループ発表，フィールドワークを含めて行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業やグループ討論の内容を踏まえて，我々の身の回り
の通信システムを観察し，考察して授業に備えること。

教科書
　なし。

参考書
　なし。

成績評価の方法
　評価方法：授業（グループ討論・発表を含む）への貢献度
60％，プレゼンテーション40％により評価する。
　評価基準：プレゼンテーションについては，提案内容（調
査の深さ，評価・考察の深さ，独創性）で判断する。

その他

科目ナンバー： ST CBI511J

電気工学専攻 備 考

科 目 名 神経回路特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（情報科学） 梶原　利一

授業の概要・到達目標
　脳のしくみを理解するためには，神経細胞や分子レベル
の微視的研究や，行動解析に代表される個体レベルの巨視
的研究に加えて，未だ謎の多く残されている神経回路レベ
ルからの研究を推進し，ミクロとマクロの研究の橋渡しが
行えるような新知見を蓄積してゆく必要がある。本講義で
は，特に，神経回路のダイナミクスを理解する上で抑えな
ければならない神経細胞や神経回路の電気現象の原理につ
いて学ぶ。その上で，神経系の電気現象を計測するための
様々な古典的手法，更にはイメージングに代表される最先
端の計測技術の原理を理解する。

授業内容
［第１回］　 脳神経科学の研究手法についてのテキスト（英

語）についての説明を行うとともに，受講者全
員に責任担当パートを割当てる。第 2 回以降，
各自割り当てられたパートについて，自身の研
究の話題を交えながら説明する。ただし，受講
者数などの状況に応じて，取扱う内容を前後
させる場合もある。各回において，ディスカッ
ションを行うことで，自分の専門外の計測手法
への理解を深める。

［第２回］　 ホールブレインイメージング
［第３回］　 動物の行動
［第４回］　 定位脳手術とin vivoテクニック
［第５回］　 電気生理学
［第６回］　 顕微鏡
［第７回］　 神経系構造の可視化
［第８回］　 神経系機能の可視化
［第９回］　 対象遺伝子とタンパク質の同定
［第10回］　 分子クローニングと組み換えDNA技術
［第11回］　 遺伝子導入の方略，細胞培養，遺伝子操作技術，

生化学アッセイ
［第12回］　 その他の技術（1）上記以外の先端技術，応用技術
［第13回］　 その他の技術（2）上記以外の先端技術，応用技術
［第14回］　 総論

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自割り当てられたパートについては，分野外の者でも
わかるような資料作成などの準備が必須。他者の発表の回
では，「意義のある質問」ができるように準備をすることも
必要。

教科書

参考書

成績評価の方法
　講義中に課す課題の結果が60％以上の者を合格とする。
また，質問の量や質などをもとにして，講義への参加に対
する積極性を見極め，評定に反映させる。

その他
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科目ナンバー： ST ELC541J

電気工学専攻 備 考

科 目 名 集積電子回路特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 関根　かをり

授業の概要・到達目標
　現在，多く用いられているCMOS集積回路技術を中心に，
集積回路上に製作されたMOSFETをもちいた回路につい
て個別部品による電子回路との違いを意識しながら，その
アナログ的ふるまいについて学ぶ。さらに，システムオン
チップの集積回路のための高度なアナログ電子回路の設
計・解析について，輪講および講義形式で学習する。

授業内容
［第１回］　 電子回路の集積回路化1
［第２回］　 電子回路の集積回路化2
［第３回］　 電子回路の集積回路化3
［第４回］　 アナログ集積回路の要素回路1
［第５回］　 アナログ集積回路の要素回路2
［第６回］　 アナログ集積回路の要素回路3
［第７回］　 増幅回路の周波数特性1
［第８回］　 増幅回路の周波数特性2
［第９回］　 OPアンプの設計1
［第10回］　 OPアンプの設計2
［第11回］　 OPアンプの設計3
［第12回］　 微細化集積回路におけるアナログ回路1
［第13回］　 微細化集積回路におけるアナログ回路2
［第14回］　 微細化集積回路におけるアナログ回路3

履修上の注意
　学部授業の電子回路1，電子回路2，アナログ電子回路の
科目履修を行っていることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業内容については事前にプリントを読んで予習をして
おくこと。また，授業後，演習問題などを解いて，復習を
行なうこと。

教科書
　適宜，プリントを配布

参考書
1．``Analog Integrated Circuit Design'', David A. Johns & 
Ken Martin, Wiley.
2．アナログCMOS集積回路の設計，基礎編，Behzad 
Razavi著/黒田忠広　監訳，丸善株式会社
3．アナログCMOS集積回路の設計，応用編，Behzad 
Razavi著/黒田忠広　監訳，丸善株式会社

成績評価の方法
　発表内容，ディスカッションへの参加状況とレポートに
より，総合的に評価する。

その他

科目ナンバー： ST ELC541J

電気工学専攻 備 考

科 目 名 信号処理回路設計特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 和田　和千

授業の概要・到達目標
　主に通信で用いられる信号処理のための，集中定数素子
ならびに分布定数素子を用いた回路を学ぶ。理論とシミュ
レーションを併用した，設計を行う。

授業内容
［第１回］　 負帰還増幅回路
［第２回］　 受動フィルタ
［第３回］　 集積化フィルタ
［第４回］　 マイクロ波フィルタ
［第５回］　 複素フィルタ
［第６回］　 発振回路
［第７回］　 スイッチトキャパシタ回路
［第８回］　 信号変換回路
［第９回］　 ミキサ
［第10回］　 位相同期ループ
［第11回］　 低雑音増幅回路
［第12回］　 電力増幅回路
［第13回］　 ワイヤレス給電
［第14回］　 aのみ：まとめ

履修上の注意
　電気回路や電子回路に関する学部科目の内容を理解して
いることが必要である。
　また，通信方式や通信伝送，電磁波論を履修しておくこ
とが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義では一般的な理論を展開することが多い。それらを
用いた具体的な設計は，受講者の義務である。課されなく
ても，各自でやってみることが，技術を身に付ける近道な
ので，復習として設計とシミュレーションは必須である。

教科書
　なし（板書と配布資料で進める）

参考書
　各テーマごとに，講義中に必要に応じて紹介する。

成績評価の方法
　課題レポートと試験の結果を基に総合的に判断する。

その他
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科目ナンバー： ST ELC571J

電気工学専攻 備 考

科 目 名 ロボット工学特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　工学博士 田中　幹也

授業の概要・到達目標
（授業の概要）
　ロボットとは何か，ロボットはどのような構造・機能を
持ち，それを動かす方法はいかにあるべきか，ということ
の概要を平易に解説する。ロボット工学は，機構学，制御
工学，計測工学，電気・電子工学，コンピュータ工学など
いくつかの機械，電気，電子などの分野にまたがる横の学
問分野である。
　本講義では，ロボットを創り動かすための考え方に主眼
をおいて，ロボット全体がわかるように広く，浅く，わか
りやすく説明する。

（到達目標）
　ロボットとはどんなものか，また，それを動かすメカニ
ズムはどうなっているのかを理解し，ロボット制御，マニ
ピュレータのモデリング法とこれを動かすための制御方法
について習得する。
□ロボットの形態・構造・要素を理解する。
□人間とロボットの違いを理解する。
□ ロボットの手足を任意の位置・姿勢に設定する方法を理

解する。
□ ロボットの動きを支えるエレクトロニクスとセンサを理

解する。
□ロボットの活躍分野を理解する。
□マニピュレータの順運動学と逆運動学を理解する。
□マニピュレータの運動方程式を理解する。
□マニピュレータの制御方法を理解する。
□スペースマニピュレータの特徴を理解する。
キーワード：「位置決め」，「ロボットアーム」，「ロボットハ
ンド」，「エレクトロニクス」，「センサ」，「直流モータ」，「姿
勢角」，「特異姿勢」，「静力学」，「ラグランジェの運動方程
式」，「マニピュレータの位置制御」，「マニピュレータの力
制御」，「学習制御」，「スペースマニピュレータのモデリン
グ」，「スペースマニピュレータの分解速度制御」

授業内容
［第１回］　 ロボットの概要
［第２回］　 ロボットの形態・構造・要素
［第３回］　 ロボットアームとハンドに力を伝達する方法
［第４回］　 ロボットの手足を任意の位置・姿勢に設定する

方法
［第５回］　 ロボットの動きを支えるエレクトロニクスと

センサ
［第６回］　 ロボットの活躍分野
［第７回］　 マニピュレータの運動学
［第８回］　 マニピュレータの微分関係
［第９回］　 マニピュレータの動力学
［第10回］　 マニピュレータの制御
［第11回］　 学習制御
［第12回］　 スペースマニピュレータのモデリング
［第13回］　 スペースマニピュレータの分解速度制御
［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　授業はパワーポイントで進めるので，毎授業ごと内容を
レポートとして提出すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自，参考書の例題・章末問題をできるだけ多く解き，
理解を深めること。

教科書
　特に定めない。

参考書
　「初めて学ぶ 基礎 ロボット工学」小川鑛一，加藤了三著，
東京電機大学出版局
　「現代制御の基礎」田中幹也，石川昌明，浪花智英 著，
森北出版

成績評価の方法
　成績は毎回の講義内容のレポート，課題発表を100点満
点で評価し，平均値が60点以上を合格とする。60点未満
および出席が2/3未満の者は不合格とする。
　なお，不合格者に対する追試験・課題等の救済措置は一
切行わない。

その他
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■機械工学専攻（主要科目）

授業科目及び担当者

授業科目 （博士前期）
授業を行う

年次
単位
（演習）

機 械 工 学 研 究 １ 1 2

機 械 工 学 研 究 ２ 1 2

機 械 工 学 研 究 ３ 2 4

機 械 工 学 研 究 ４ 2 4

担当者 博士前期担当 博士後期担当

専任教授 博士（工学） 相 澤 哲 哉 ○ ○

専任教授 工学博士 阿 部 直 人 ○ ○

専任准教授 博士（工学） 有 川 秀 一 ○ ○

専任准教授 博士（工学） 石 田 祥 子 ○

専任教授 博士（工学） 石 原 康 利 ○ ○

専任教授 博士（工学） 市 原 裕 之 ○ ○

専任教授 博士（工学） 井 上 全 人 ○ ○

専任教授 博士（工学） 岩 堀  豊 ○ ○

専任教授 博士（工学） 小 澤 隆 太 ○ ○

専任准教授 博士（工学） 加 藤 恵 輔 ○

専任講師 博士（工学） 亀 谷 幸 憲 ○

専任教授 博士（工学） 川 南  剛 ○ ○

専任教授 博士（工学） 黒 田 洋 司 ○ ○

専任准教授 博士（工学） 小 林 健 一 ○

専任准教授 Ph.D. 齋 藤  彰 ○

専任教授 博士（工学） 榊 原  潤 ○ ○

専任准教授 博士（工学） 澤 野  宏 ○ ○

専任教授 博士（工学） 椎 葉 太 一 ○ ○

専任教授 博士（工学） 舘 野 寿 丈 ○ ○

専任講師 博士（工学） 田 中 純 夫 ○

専任准教授 博士（工学） 中 　 吉 嗣 ○

専任教授 博士（工学） 中 別 府 修 ○ ○

専任講師 博士（工学） 永 井 義 満 ○

専任教授 博士（工学） 納 冨 充 雄 ○ ○

専任准教授 博士（工学） 橋 本 健 二 ○

専任准教授 博士（工学） 松 尾 卓 摩 ○ ○

専任教授 博士（工学） 松 岡 太 一 ○ ○

専任教授 工学博士 宮 城 善 一 ○ ○

専任准教授 博士（工学） 村 田 良 美 ○
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機
械
工
学
専
攻

■機械工学専攻（特修科目）

授業科目
授業を行う

年次
単位

（講義）
備考 担当者

（博士後期課程）

プ ロ ジ ェ ク ト マ ネ ジ メ ン ト 1～3 2 専任准教授 博士（工学） 三浦　登　他

（博士前期課程）

流 体 力 学 特 論 〔M〕 1 2 専任准教授 博士（工学） 中 　 吉 嗣

熱 流 体 特 論 1 2 専任准教授 博士（工学） 小 林 健 一

ビ ー ク ル ダ イ ナ ミ ク ス 特 論 1 2 2022年度未開講

メ カ ト ロ ニ ク ス 特 論 1 2 専任准教授 博士（工学） 加 藤 恵 輔

流 体 制 御 特 論 1 2 2022年度未開講

熱 流 体 工 学 特 論 1 2 専任教授 博士（工学） 相 澤 哲 哉

熱 工 学 特 論 1 2 専任教授 博士（工学） 川 南 　 剛

熱 流 体 ・ エ ネ ル ギ ー 特 論 １ 1 2 2022年度未開講

熱 流 体 ・ エ ネ ル ギ ー 特 論 ２ 1 2 専任教授 博士（工学） 榊 原  潤 　 他

加 工 学 特 論 １ 1 2 専任准教授 博士（工学） 澤 野 　 宏

加 工 学 特 論 ２ 1 2 2022年度未開講

ハ ン ド リ ン グ 工 学 特 論 1 2 専任教授 博士（工学） 小 澤 隆 太

破 壊 力 学 特 論 1 2 専任教授 博士（工学） 納 冨 充 雄

塑 性 加 工 学 特 論 1 2 2022年度未開講

機 械 力 学 特 論 １ 1 2 専任教授 博士（工学） 松 岡 太 一

機 械 力 学 特 論 ２ 1 2 2022年度未開講

乱 流 特 論 〔M 〕 1 2 専任教授 博士（工学） 榊 原 　 潤

構 造 動 力 学 特 論 1 2 専任准教授 Ph.D. 齋 藤 　 彰

モ ー ド 解 析 特 論 1 2 2022年度未開講

振 動 工 学 特 論 1 2 2022年度未開講

材 料 力 学 特 論 1 2 専任准教授 博士（工学） 松 尾 卓 摩

材 料 強 度 学 特 論 1 2 2022年度未開講

衝 撃 工 学 特 論 1 2 兼任講師 博士（工学） 宮 﨑 祐 介

弾 性 力 学 特 論 1 2 専任講師 博士（工学） 田 中 純 夫

固 体 力 学 特 論 1 2 2022年度未開講

塑 性 力 学 特 論 1 2 専任准教授 博士（工学） 村 田 良 美

熱 流 体 数 理 特 論 1 2 専任講師 博士（工学） 亀 谷 幸 憲

機 械 材 料 学 特 論 １ 1 2 専任准教授 博士（工学） 有 川 秀 一

機 械 材 料 学 特 論 ２ 1 2 専任准教授 博士（工学） 有 川 秀 一

制 御 工 学 特 論 １ 〔 M 〕 1 2 専任教授 博士（工学） 市 原 裕 之

制 御 工 学 特 論 ２ 1 2 専任教授 工学博士 阿 部 直 人

制 御 理 論 特 論 1 2 2022年度未開講

ロ ボ ッ ト 制 御 特 論 1 2 2022年度未開講

ロ ボ ッ ト 工 学 特 論 １ 1 2 専任教授 博士（工学） 黒 田 洋 司

ロ ボ ッ ト 工 学 特 論 ２ 1 2 専任教授 博士（工学） 黒 田 洋 司

人 型 ロ ボ ッ ト 特 論 1 2 専任准教授 博士（工学） 橋 本 健 二

熱 流 体 計 測 特 論 1 2 専任教授 博士（工学） 石 原 康 利

シ ス テ ム 制 御 工 学 特 論 1 2 専任教授 工学博士 阿 部 直 人

工 業 統 計 学 特 論 1 2 専任講師 博士（工学） 永 井 義 満

製 品 開 発 ・ 設 計 特 論 1 2 専任教授 博士（工学） 井 上 全 人

生 産 シ ス テ ム 工 学 特 論 1 2 専任教授 工学博士 宮 城 善 一

信 頼 性 工 学 特 論 1 2 専任講師 博士（工学） 永 井 義 満
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機械工学専攻　科目振替措置表

授業科目
授業を行う

年次
単位

（講義）
備考 担当者

ト ラ イ ボ ロ ジ ー 特 論 1 2 兼任講師 博士（工学） 加 納 　 眞

設 計 工 学 特 論 1 2 専任教授 博士（工学） 舘 野 寿 丈

ミ ク ロ 熱 工 学 特 論 1 2 専任教授 博士（工学） 中 別 府 修

機 械 構 造 設 計 特 論 1 2 専任准教授 博士（工学） 石 田 祥 子

機 械 材 料 ・ 設 計 特 論 1 2 専任教授 博士（工学） 岩 堀 　 豊

（共通総合科目）

科 学 論 文 英 語 特 論 1 2 兼任講師 博士（工学） 野 瀬 裕 之

科 学 論 文 英 語 特 論 1 2 専任准教授 Ph.D. マクタガート・イアン

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ａ 1 2 専任准教授 博士（理学） 宮 部 賢 志

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ｂ 1 2 専任教授 博士（工学） 嶋田 総太郎　他

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ｃ 1 2

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ｄ 1 2

学 際 領 域 特 論 Ａ 1 2 専任教授 工学博士 宮城　善一　他

学 際 領 域 特 論 Ｂ 1 2 専任教授 工学博士 久保田 寿夫　他

学 際 領 域 特 論 Ｃ 1 2 2022年度未開講

学 際 領 域 特 論 Ｄ 1 2

（共通基礎科目）

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ａ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｂ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｃ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｄ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｅ 1 2

2021年度以前入学者用科目名 2022年度以降入学者用科目名

熱数理特論 熱流体数理特論

品質工学特論

2021年度以前入学者用科目名 2022年度以降入学者用科目名

制御信号特論 ハンドリング工学特論

知的制御特論 人型ロボット特論

管理工学特論 製品開発・設計特論

機械材料・設計特論

※ 〔M〕 ： メディア授業科目 （詳細は P.15 参照）
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 相澤　哲哉

授業の概要・到達目標
　レーザー，分光計測，画像計測，透過型電子顕微鏡など
の最先端の光計測技術を，エンジン内部の燃焼プロセスや
有害排出物の生成及び抑制メカニズムの現象解明や制御に
応用し，クリーンな次世代燃焼システムを開発することで，
環境及びエネルギー問題の克服に貢献するための研究を
行う。調査研究・実験を通して学んだ学問や技術を背景に，
さらなる専門知識・技術を修得し，エンジニアとしての創
造力，構想・着想力を深めるとともに，問題発見力を養う。
また実験条件・制約条件を明確にした上で，論理的思考に
基づくデータ分析力，問題解決力，およびプレゼンテーショ
ン力とディスカッション力を高める。得られた成果を公表
するために必要な論文執筆リテラシーやプレゼンテーショ
ン技術についても習得する。

授業内容
【第１回】研究計画の提出及び総合討議
【第２回】研究進捗状況の報告
【第３回】研究進捗状況の報告
【第４回】研究進捗状況の報告
【第５回】研究進捗状況の報告
【第６回】研究進捗状況の報告
【第７回】研究進捗状況の報告
【第８回】研究室内中間報告
【第９回】研究進捗状況の報告
【第10回】研究進捗状況の報告
【第11回】研究進捗状況の報告
【第12回】研究進捗状況の報告
【第13回】研究進捗状況の報告
【第14回】研究室内最終報告

履修上の注意
　毎週1回，進捗状況の報告を課す。また，学期の中間と
末には報告書の提出と発表を課す。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎週1回，進捗状況報告の準備が必要となる。

教科書
　研究指導の過程で個別に指示する。

参考書
　研究指導の過程で個別に指示する。

成績評価の方法
　研究計画，研究進捗報告を50％，研究成果及び学会発表
を40％，修士論文中間発表会における成績を10％で評価し，
60点以上を合格とする。

その他
研究室名：環境情報研究室（DB02室）
オフィスアワー：月曜日，9：00 ～ 10：40

指導テーマ
ディーゼル燃焼における高効率・低エミッションの研究
　　噴霧間干渉部におけるすす酸化過程の可視化及び
TEM解析
　　赤外高速度撮影による噴霧火炎衝突壁面の熱流束時系
列可視化
直噴ガソリン機関冷間始動時の液膜挙動及びPN予測手法
の研究
　　筒内時間分解全量サンプリング・TEM解析によるPM
凝集過程の詳細把握
噴射率波形がディーゼル火炎中の渦発達・混合・熱発生促進
に与える影響
270MPa逆デルタ噴射ディーゼル機関性能試験及び筒内可
視化
TAIZAC(TAndem Injector Zapping ACtivation)インジェ
クタによる初期噴射率立上げの急峻化追求
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 相澤　哲哉

授業の概要・到達目標
　レーザー，分光計測，画像計測，透過型電子顕微鏡など
の最先端の光計測技術を，エンジン内部の燃焼プロセスや
有害排出物の生成及び抑制メカニズムの現象解明や制御に
応用し，クリーンな次世代燃焼システムを開発することで，
環境及びエネルギー問題の克服に貢献するための研究を
行う。調査研究・実験を通して学んだ学問や技術を背景に，
さらなる専門知識・技術を修得し，エンジニアとしての創
造力，構想・着想力を深めるとともに，問題発見力を養う。
また実験条件・制約条件を明確にした上で，論理的思考に
基づくデータ分析力，問題解決力，およびプレゼンテーショ
ン力とディスカッション力を高める。得られた成果を公表
するために必要な論文執筆リテラシーやプレゼンテーショ
ン技術についても習得する。

授業内容
【第１回】研究計画の提出及び総合討議
【第２回】研究進捗状況の報告
【第３回】研究進捗状況の報告
【第４回】研究進捗状況の報告
【第５回】研究進捗状況の報告
【第６回】研究進捗状況の報告
【第７回】研究進捗状況の報告
【第８回】研究室内中間報告
【第９回】研究進捗状況の報告
【第10回】研究進捗状況の報告
【第11回】研究進捗状況の報告
【第12回】研究進捗状況の報告
【第13回】研究進捗状況の報告
【第14回】研究室内最終報告

履修上の注意
　毎週1回，進捗状況の報告を課す。また，学期の中間と
末には報告書の提出と発表を課す。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎週1回，進捗状況報告の準備が必要となる。

教科書
　研究指導の過程で個別に指示する。

参考書
　研究指導の過程で個別に指示する。

成績評価の方法
　研究計画，研究進捗報告を60％，研究成果及び学会発表
を40％で評価し，60点以上を合格とする。

その他
研究室名：環境情報研究室（DB02室）
オフィスアワー：月曜日，9：00 ～ 10：40

指導テーマ
ディーゼル燃焼における高効率・低エミッションの研究
　　噴霧間干渉部におけるすす酸化過程の可視化及び
TEM解析
　　赤外高速度撮影による噴霧火炎衝突壁面の熱流束時系
列可視化
直噴ガソリン機関冷間始動時の液膜挙動及びPN予測手法
の研究
　　筒内時間分解全量サンプリング・TEM解析によるPM
凝集過程の詳細把握
噴射率波形がディーゼル火炎中の渦発達・混合・熱発生促進
に与える影響
270MPa逆デルタ噴射ディーゼル機関性能試験及び筒内可
視化
TAIZAC(TAndem Injector Zapping ACtivation)インジェ
クタによる初期噴射率立上げの急峻化追求
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 相澤　哲哉

授業の概要・到達目標
　レーザー，分光計測，画像計測，透過型電子顕微鏡など
の最先端の光計測技術を，エンジン内部の燃焼プロセスや
有害排出物の生成及び抑制メカニズムの現象解明や制御に
応用し，クリーンな次世代燃焼システムを開発することで，
環境及びエネルギー問題の克服に貢献するための研究を
行う。調査研究・実験を通して学んだ学問や技術を背景に，
さらなる専門知識・技術を修得し，エンジニアとしての創
造力，構想・着想力を深めるとともに，問題発見力を養う。
また実験条件・制約条件を明確にした上で，論理的思考に
基づくデータ分析力，問題解決力，およびプレゼンテーショ
ン力とディスカッション力を高める。得られた成果を公表
するために必要な論文執筆リテラシーやプレゼンテーショ
ン技術についても習得する。

授業内容
【第１回】研究計画の提出及び総合討議
【第２回】研究進捗状況の報告
【第３回】研究進捗状況の報告
【第４回】研究進捗状況の報告
【第５回】研究進捗状況の報告
【第６回】研究進捗状況の報告
【第７回】研究進捗状況の報告
【第８回】研究室内中間報告
【第９回】研究進捗状況の報告
【第10回】研究進捗状況の報告
【第11回】研究進捗状況の報告
【第12回】研究進捗状況の報告
【第13回】研究進捗状況の報告
【第14回】研究室内最終報告

履修上の注意
　毎週1回，進捗状況の報告を課す。また，学期の中間と
末には報告書の提出と発表を課す。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎週1回，進捗状況報告の準備が必要となる。

教科書
　研究指導の過程で個別に指示する。

参考書
　研究指導の過程で個別に指示する。

成績評価の方法
　研究計画，研究進捗報告を60％，研究成果及び学会発表
を40％で評価し，60点以上を合格とする。

その他
研究室名：環境情報研究室（DB02室）
オフィスアワー：月曜日，9：00 ～ 10：40

指導テーマ
ディーゼル燃焼における高効率・低エミッションの研究
　　噴霧間干渉部におけるすす酸化過程の可視化及び
TEM解析
　　赤外高速度撮影による噴霧火炎衝突壁面の熱流束時系
列可視化
直噴ガソリン機関冷間始動時の液膜挙動及びPN予測手法
の研究
　　筒内時間分解全量サンプリング・TEM解析によるPM
凝集過程の詳細把握
噴射率波形がディーゼル火炎中の渦発達・混合・熱発生促進
に与える影響
270MPa逆デルタ噴射ディーゼル機関性能試験及び筒内可
視化
TAIZAC(TAndem Injector Zapping ACtivation)インジェ
クタによる初期噴射率立上げの急峻化追求
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 相澤　哲哉

授業の概要・到達目標
　レーザー，分光計測，画像計測，透過型電子顕微鏡など
の最先端の光計測技術を，エンジン内部の燃焼プロセスや
有害排出物の生成及び抑制メカニズムの現象解明や制御に
応用し，クリーンな次世代燃焼システムを開発することで，
環境及びエネルギー問題の克服に貢献するための研究を
行う。調査研究・実験を通して学んだ学問や技術を背景に，
さらなる専門知識・技術を修得し，エンジニアとしての創
造力，構想・着想力を深めるとともに，問題発見力を養う。
また実験条件・制約条件を明確にした上で，論理的思考に
基づくデータ分析力，問題解決力，およびプレゼンテーショ
ン力とディスカッション力を高める。得られた成果を公表
するために必要な論文執筆リテラシーやプレゼンテーショ
ン技術についても習得する。

授業内容
【第１回】研究計画の提出及び総合討議
【第２回】研究進捗状況の報告
【第３回】研究進捗状況の報告
【第４回】研究進捗状況の報告
【第５回】研究進捗状況の報告
【第６回】研究進捗状況の報告
【第７回】研究進捗状況の報告
【第８回】研究室内中間報告
【第９回】研究進捗状況の報告
【第10回】研究進捗状況の報告
【第11回】研究進捗状況の報告
【第12回】研究進捗状況の報告
【第13回】研究進捗状況の報告
【第14回】研究室内最終報告

履修上の注意
　毎週1回，進捗状況の報告を課す。また，学期の中間と
末には報告書の提出と発表を課す。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎週1回，進捗状況報告の準備が必要となる。

教科書
　研究指導の過程で個別に指示する。

参考書
　研究指導の過程で個別に指示する。

成績評価の方法
　研究計画，研究進捗報告を60％，研究成果及び学会発表
を40％で評価し，60点以上を合格とする。

その他
研究室名：環境情報研究室（DB02室）
オフィスアワー：月曜日，9：00 ～ 10：40

指導テーマ
ディーゼル燃焼における高効率・低エミッションの研究
　　噴霧間干渉部におけるすす酸化過程の可視化及び
TEM解析
　　赤外高速度撮影による噴霧火炎衝突壁面の熱流束時系
列可視化
直噴ガソリン機関冷間始動時の液膜挙動及びPN予測手法
の研究
　　筒内時間分解全量サンプリング・TEM解析によるPM
凝集過程の詳細把握
噴射率波形がディーゼル火炎中の渦発達・混合・熱発生促進
に与える影響
270MPa逆デルタ噴射ディーゼル機関性能試験及び筒内可
視化
TAIZAC(TAndem Injector Zapping ACtivation)インジェ
クタによる初期噴射率立上げの急峻化追求
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 阿部　直人

授業の概要・到達目標
　制御理論とその応用に関する事項を研究する。学部では
制御理論のごく基礎のみを学ぶが，さらに高度な制度理論
の理解と習得しそれを応用することで新たな制御理論とそ
の応用を構築することが目標となる。具体的には，システ
ム制御理論の応用，むだ時間系の制御理論とその実験的応
用，アクティブ制振の理論と実験的応用，フィルタを用い
た推定，システム同定手法を用いたパラメータ推定などを
行う。

【達成目標】制御工学の基礎を応用できる。

授業内容
［第１回］　 学部で学んだ内容・卒業研究の内容などについ

て口頭試問を行う。
［第２回］　 今後進めていく研究計画についてのディス

カッションを行う。
［第３回］　 研究計画（仮）を定め，次回以降の研究計画（仮）

についてディスカッションを行う。
［第４回］　 研究計画書（仮）の提出
［第５回］　 研究に必要な知識・技術の明確化
［第６回］　 予備的研究の実施
［第７回］　 予備的研究の実施
［第８回］　 予備的研究の報告とディスカッション
［第９回］　 報告内容から，研究計画の再考及び確定
［第10回］　 研究計画書の提出
［第11回］　 予備的研究の実施と評価
［第12回］　 予備的研究の実施と評価
［第13回］　 予備的研究の実施と評価
［第14回］　 研究発表とまとめ

履修上の注意
　学部で学ぶべき制御工学（古典制御，現代制御理論）を理
解していること。適宜進捗報告を行うこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業に出席しているだけでは，シミュレーションや実
験などを行うことができない。計画的かつ失敗を恐れず
に新たなことに取り組む姿勢に心がける。MATLAB，
Simulinkの使い方，基礎的な実験装置の使い方を自らマス
ターすること。必要な参考書や論文を探すことも重要であ
る。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究発表で評価し，60％以上を合格とする。

その他
　修了までに学会発表を行うことが望ましい。そのために
計画的に研究を進めること。

科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 阿部　直人

授業の概要・到達目標
　制御理論とその応用に関する事項を研究する。学部では
制御理論のごく基礎のみを学ぶが，さらに高度な制度理論
の理解と習得しそれを応用することで新たな制御理論とそ
の応用を構築することが目標となる。具体的には，現代制
御理論の応用，むだ時間系の制御理論とその実験的応用，
アクティブ制振の理論と実験的応用，フィルタを用いた推
定，システム同定手法を用いたパラメータ推定などを行う。

【達成目標】制御工学の基礎を応用できる。

授業内容
［第１回］　 研究者としての倫理
［第２回］　 研究計画の見直し方
［第３回］　 春学期のまとめと研究計画の再考
［第４回］　 研究テーマの絞り込みのためのディスカッ

ション
［第５回］　 研究テーマの絞り込み
［第６回］　 研究装置，解析方法で必要な物・事項の洗い出し
［第７回］　 研究装置，解析方法等の準備
［第８回］　 実験または解析の実施
［第９回］　 実験等の結果の整理
［第10回］　 実験等の結果の整理
［第11回］　 実験等の結果の整理
［第12回］　 中間審査会
［第13回］　 中間審査会を考慮した進捗状況の報告
［第14回］　 研究発表とまとめ

履修上の注意
　学部で学ぶべき制御工学（古典制御，現代制御理論）を理
解していること。適宜進捗報告を行うこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業に出席しているだけでは，シミュレーションや実
験などを行うことができない。計画的かつ失敗を恐れず
に新たなことに取り組む姿勢に心がける。MATLAB，
Simulinkの使い方，基礎的な実験装置の使い方を工夫し，
自分なりの実験装置等の製作案を考えること。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究発表で評価（ただし，中間審査の成績10％を含む。）
し，60％以上を合格とする。

その他
　修了までに学会発表を行うことが望ましい。そのために
計画的に研究を進めること。
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　工学博士 阿部　直人

授業の概要・到達目標
　制御理論とその応用に関する事項を指導教員の研究指導
のもとに取り組むことで，論理的に思考する能力，自ら問
題を発見しそれを自ら修得してきた工学的知識と発想で自
ら解決していく姿勢とその方法論を身につけることを目的
とする。
　学部では制御理論のごく基礎のみを学ぶが，さらに高度
な制度理論の理解と習得しそれを応用することで新たな制
御理論とその応用を構築することが目標となる。具体的に
は，現代制御理論の応用，むだ時間系の制御理論とその実
験的応用，アクティブ制振の理論と実験的応用，フィルタ
を用いた推定，システム同定手法を用いたパラメータ推定
などを行う。

【達成目標】制御工学の応用によって，問題発見解決能力を
養う。

授業内容
［第１回］　 研究者としての倫理
［第２回］　 博士前期課程1年で行ってきた研究内容の確認
［第３回］　 研究計画の確認
［第４回］　 研究の実施
［第５回］　 研究の実施
［第６回］　 研究の報告と進捗状況の確認
［第７回］　 研究計画の見直しと研究の実施
［第８回］　 研究の実施と実験等の結果の整理
［第９回］　 実験等の結果の整理
［第10回］　 実験等の結果の整理
［第11回］　 実験等の結果の整理
［第12回］　 研究発表会
［第13回］　 発表会を考慮した研究の実施と評価
［第14回］　 研究発表とまとめ

履修上の注意
　研究テーマに関する実験装置の操作方法，メンテナンス，
シミュレーションなど解析方法などをあらかじめ修得して
おくこと。研究計画と進捗状況を常に把握するように努め
る。

準備学習（予習・復習等）の内容
　アドバイスを待つだけでは研究とはいえない。研究の実
施と実験等の結果の整理を常に行い，次に備えること。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究発表で評価し，60％以上を合格とする。

その他
　博士前期課程修了までに，学会発表を行うことが望まし
い。

科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　工学博士 阿部　直人

授業の概要・到達目標
　制御理論とその応用に関する事項を指導教員の研究指導
のもとに取り組むことで，論理的に思考する能力，自ら問
題を発見しそれを自ら修得してきた工学的知識と発想で自
ら解決していく姿勢とその方法論を身につけると同時に，
社会人力を身につけることを目的とする。
　学部では制御理論のごく基礎のみを学ぶが，さらに高度
な制度理論の理解と習得しそれを応用することで新たな制
御理論とその応用を構築することが目標となる。具体的に
は，現代制御理論の応用，むだ時間系の制御理論とその実
験的応用，アクティブ制振の理論と実験的応用，フィルタ
を用いた推定，システム同定手法を用いたパラメータ推定
などを行う。

【達成目標】制御工学の応用によって，問題発見解決能力を
養う。

授業内容
［第１回］　 研究計画の再検討
［第２回］　 関連分野の文献の再検索
［第３回］　 研究者としての倫理
［第４回］　 実験・数値解析の準備（第 1 回）
［第５回］　 実験・数値解析の結果
［第６回］　 ここまでの研究結果の考察
［第７回］　 学会発表準備
［第８回］　 学会発表
［第９回］　 学会における質問事項の検討
［第10回］　 実験・数値解析の結果（第 2 回）
［第11回］　 実験・数値解析の結果（第 3 回）
［第12回］　 結果の考察
［第13回］　 修士論文予備審査（タイトル，章立ての検討）
［第14回］　 審査会準備

履修上の注意
　研究テーマに関する実験装置の操作方法，メンテナンス，
シミュレーションなど解析方法などをあらかじめ修得して
おくこと。研究計画と進捗状況を常に把握するように努め
る。

準備学習（予習・復習等）の内容
　修士論文をまとめるにあたり，他の人の修論から良いと
ころ悪いところを自ら考え，完成度の高い論文を作成する
ように心がける。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究発表で評価し，60％以上を合格とする。

その他
　博士前期課程修了までに，学会発表を行うことが望まし
い。
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 有川　秀一

授業の概要・到達目標
　材料科学・材料力学・光計測に関連する研究を行う中で，
課題を調査・発見する能力，問題解決方法および研究計画
を立案する能力，プレゼンテーション能力および論理的思
考力と議論する力を養うとともに技術者・研究者としての
倫理を身に着ける。研究成果は学会等への発表を目指す。

授業内容
［第１回］　 イントロダクションおよび研究テーマ設定
［第２回］　 先行研究の調査報告および議論
［第３回］　 先行研究の調査報告および研究課題の検討
［第４回］　 先行研究，関連研究の状況報告と研究計画の検討
［第５回］　 研究の状況報告と議論（1）
［第６回］　 研究の状況報告と議論（2）
［第７回］　 研究の状況報告と議論（3）
［第８回］　 研究の状況報告と議論（4）
［第９回］　 研究の状況報告と議論（5）および研究計画の見

直し
［第10回］　 研究の状況報告と議論（6）
［第11回］　 研究の状況報告と議論（7）
［第12回］　 研究の状況報告と議論（8）
［第13回］　 研究の状況報告と議論（9）
［第14回］　 中間報告およびまとめ

履修上の注意
　自分なりの解釈，自分からの提案を心がけること。成長
する意欲を持って，研究に必要となること全てにおいて得
意不得意に関わらず積極的に取り組むこと。学会等への成
果発表や学外交流等の機会を積極的に利用すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究報告に当たっては，事前に関連研究を調査し，関わ
る理論，技術等を理解し発表に臨むこと。

教科書
　特に指定しない。

参考書

成績評価の方法
　研究への取り組み姿勢（20％），プレゼンテーションの分
かりやすさおよび議論の深さと論理性（40％），報告書や論
文の内容（40％）として評価する。総合で60％以上を合格と
する。

その他

指導テーマ
　以下の4つの基本テーマに関連する研究を行う。
1． 材料のミクロ構造と力学挙動
　様々な材料の原子，分子，結晶などからなるミクロ構造
と材料としてのマクロな力学特性およびその化学的，物理
的性質の関係についての研究を行う。

2． 新材料開発
　材料のミクロ構造に起因する化学的，物理的性質とマク
ロな力学的特性とを両立する材料の開発を行う。
3． 物体の非接触微小変形測定
　光を利用した物体の非接触微小変形測定手法の開発と改
良に関する研究およびその応用研究を行う。
4． 非破壊検査
　材料のミクロ構造と力学挙動に関する知見と非接触微小
変形測定手法を応用した様々な非破壊評価・検査手法の開
発を行う。
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 有川　秀一

授業の概要・到達目標
　材料科学・材料力学・光計測に関連する研究を行う中で，
課題を調査・発見する能力，問題解決方法および研究計画
を立案する能力，プレゼンテーション能力および論理的思
考力と議論する力を養うとともに技術者・研究者としての
倫理を身に着ける。研究成果は学会等への発表を目指す。

授業内容
［第１回］　 関連研究の調査報告と研究計画の見直し
［第２回］　 研究の状況報告と議論（1）
［第３回］　 研究の状況報告と議論（2）
［第４回］　 研究の状況報告と議論（3）
［第５回］　 研究の状況報告と議論（4）
［第６回］　 研究の状況報告と議論（5）
［第７回］　 研究の状況報告と議論（6）
［第８回］　 研究の状況報告と議論（7）および研究計画の見

直し
［第９回］　 研究の状況報告と議論（8）
［第10回］　 研究の状況報告と議論（9）
［第11回］　 研究の状況報告と議論（10）
［第12回］　 研究の状況報告と議論（11）
［第13回］　 研究の状況報告と議論（12）
［第14回］　 中間報告およびまとめ

履修上の注意
　自分なりの解釈，自分からの提案を心がけること。成長
する意欲を持って，研究に必要となること全てにおいて得
意不得意に関わらず積極的に取り組むこと。学会等への成
果発表や学外交流等の機会を積極的に利用すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究報告に当たっては，事前に関連研究を調査し，関わ
る理論，技術等を理解し発表に臨むこと。

教科書
　特に指定しない。

参考書

成績評価の方法
　研究への取り組み姿勢（20％），プレゼンテーションの分
かりやすさおよび議論の深さと論理性（40％），報告書や論
文の内容（40％）として評価する。総合で60％以上を合格と
する。中間審査会の評価（10％）は上記「プレゼンテーショ
ンの分かりやすさ及び議論の深さと論理性（40％）」に含む。

その他

指導テーマ
　以下の4つの基本テーマに関連する研究を行う。
1． 材料のミクロ構造と力学挙動
　様々な材料の原子，分子，結晶などからなるミクロ構造
と材料としてのマクロな力学特性およびその化学的，物理
的性質の関係についての研究を行う。

2． 新材料開発
　材料のミクロ構造に起因する化学的，物理的性質とマク
ロな力学的特性とを両立する材料の開発を行う。
3． 物体の非接触微小変形測定
　光を利用した物体の非接触微小変形測定手法の開発と改
良に関する研究およびその応用研究を行う。
4． 非破壊検査
　材料のミクロ構造と力学挙動に関する知見と非接触微小
変形測定手法を応用した様々な非破壊評価・検査手法の開
発を行う。
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 有川　秀一

授業の概要・到達目標
　材料科学・材料力学・光計測に関連する研究を行う中で，
課題を調査・発見する能力，問題解決方法および研究計画
を立案する能力，プレゼンテーション能力および論理的思
考力と議論する力を養うとともに技術者・研究者としての
倫理を身に着ける。研究成果は学会等への発表を目指す。

授業内容
［第１回］　 関連研究の調査報告と研究計画の見直し
［第２回］　 研究の状況報告と議論（1）
［第３回］　 研究の状況報告と議論（2）
［第４回］　 研究の状況報告と議論（3）
［第５回］　 研究の状況報告と議論（4）
［第６回］　 研究の状況報告と議論（5）
［第７回］　 研究の状況報告と議論（6）
［第８回］　 研究の状況報告と議論（7）および研究計画の見

直し
［第９回］　 研究の状況報告と議論（8）
［第10回］　 研究の状況報告と議論（9）
［第11回］　 研究の状況報告と議論（10）
［第12回］　 研究の状況報告と議論（11）
［第13回］　 研究の状況報告と議論（12）
［第14回］　 中間報告およびまとめ

履修上の注意
　自分なりの解釈，自分からの提案を心がけること。成長
する意欲を持って，研究に必要となること全てにおいて得
意不得意に関わらず積極的に取り組むこと。学会等への成
果発表や学外交流等の機会を積極的に利用すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究報告に当たっては，事前に関連研究を調査し，関わ
る理論，技術等を理解し発表に臨むこと。

教科書
　特に指定しない。

参考書

成績評価の方法
　研究への取り組み姿勢（20％），プレゼンテーションの分
かりやすさおよび議論の深さと論理性（40％），報告書や論
文の内容（40％）として評価する。総合で60％以上を合格と
する。

その他

指導テーマ
　以下の4つの基本テーマに関連する研究を行う。
1． 材料のミクロ構造と力学挙動
　様々な材料の原子，分子，結晶などからなるミクロ構造
と材料としてのマクロな力学特性およびその化学的，物理
的性質の関係についての研究を行う。
2． 新材料開発
　材料のミクロ構造に起因する化学的，物理的性質とマク

ロな力学的特性とを両立する材料の開発を行う。
3． 物体の非接触微小変形測定
　光を利用した物体の非接触微小変形測定手法の開発と改
良に関する研究およびその応用研究を行う。
4． 非破壊検査
　材料のミクロ構造と力学挙動に関する知見と非接触微小
変形測定手法を応用した様々な非破壊評価・検査手法の開
発を行う。
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 有川　秀一

授業の概要・到達目標
　材料科学・材料力学・光計測に関連する研究を行う中で，
課題を調査・発見する能力，問題解決方法および研究計画
を立案する能力，プレゼンテーション能力および論理的思
考力と議論する力を養うとともに技術者・研究者としての
倫理を身に着ける。研究成果は学会等への発表を目指す。

授業内容
［第１回］　 関連研究の調査報告と修士論文構成の検討
［第２回］　 研究の状況報告と議論（1）
［第３回］　 研究の状況報告と議論（2）
［第４回］　 研究の状況報告と議論（3）
［第５回］　 研究の状況報告と議論（4）
［第６回］　 研究の状況報告と議論（5）
［第７回］　 研究の状況報告と議論（6）
［第８回］　 研究の状況報告と議論（7）および修士論文構成

の再検討
［第９回］　 研究の状況報告と議論（8）
［第10回］　 研究の状況報告と議論（9）
［第11回］　 研究の状況報告と議論（10）
［第12回］　 研究の状況報告と議論（11）
［第13回］　 研究の状況報告と議論（12）
［第14回］　 最終報告およびまとめ

履修上の注意
　自分なりの解釈，自分からの提案を心がけること。成長
する意欲を持って，研究に必要となること全てにおいて得
意不得意に関わらず積極的に取り組むこと。学会等への成
果発表や学外交流等の機会を積極的に利用すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究報告に当たっては，事前に関連研究を調査し，関わ
る理論，技術等を理解し発表に臨むこと。

教科書
　特に指定しない。

参考書

成績評価の方法
　研究への取り組み姿勢（20％），プレゼンテーションの分
かりやすさおよび議論の深さと論理性（40％），報告書や論
文の内容（40％）として評価する。総合で60％以上を合格と
する。

その他

指導テーマ
　以下の4つの基本テーマに関連する研究を行う。
1． 材料のミクロ構造と力学挙動
　様々な材料の原子，分子，結晶などからなるミクロ構造
と材料としてのマクロな力学特性およびその化学的，物理
的性質の関係についての研究を行う。
2． 新材料開発
　材料のミクロ構造に起因する化学的，物理的性質とマク

ロな力学的特性とを両立する材料の開発を行う。
3． 物体の非接触微小変形測定
　光を利用した物体の非接触微小変形測定手法の開発と改
良に関する研究およびその応用研究を行う。
4． 非破壊検査
　材料のミクロ構造と力学挙動に関する知見と非接触微小
変形測定手法を応用した様々な非破壊評価・検査手法の開
発を行う。
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 石田　祥子

授業の概要・到達目標
　構造設計において，その形状は主に力学的な側面から，
安全性，機能性等を考慮して決定される。展開収縮構造は
形状を大きく変化できるだけでなく，力学的特性を明らか
にすることによって，機械工学分野へ幅広く応用できる可
能性を秘めた機能的な構造である。
　研究課題としては，展開収縮構造の設計とその機械工学
分野への応用，形状最適化に関する研究を取り上げる。研
究の意義とその背景の理解，研究目的を達成するために必
要な手段の構築，計画的な研究の実施を通して，現象を読
み解く力および自主的に研究遂行する能力の育成を目指
す。

授業内容
［第１回］　 aイントロダクション
　　　　　b研究テーマの説明

［第２回］　 研究進捗報告と研究ディスカッション
［第３回］　 研究進捗報告と研究ディスカッション
［第４回］　 研究進捗報告と研究ディスカッション
［第５回］　 研究進捗報告と研究ディスカッション
［第６回］　 研究進捗報告と研究ディスカッション
［第７回］　 研究進捗報告と研究ディスカッション
［第８回］　 研究進捗報告と研究ディスカッション
［第９回］　 研究進捗報告と研究ディスカッション
［第10回］　 研究進捗報告と研究ディスカッション
［第11回］　 研究進捗報告と研究ディスカッション
［第12回］　 研究進捗報告と研究ディスカッション
［第13回］　 研究進捗報告と研究ディスカッション
［第14回］　 研究室内の研究発表会

履修上の注意
　研究成果をまとめ，国内外の学会で発表することが望ま
しい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究進行計画を立て，計画的に研究を進めること。

教科書
　特に指定しない。
　各自研究テーマに関連する学術論文を自主的に調査する
こと。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　研究に取り組む姿勢（30％），研究成果（30％），研究ディ
スカッションへの積極的な参加（20％），研究進捗のプレゼ
ンテーション技術（20％）を総合的に評価する。単位取得の
条件は，評価点が満点の60％以上となることである。

その他

科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 石田　祥子

授業の概要・到達目標
　構造設計において，その形状は主に力学的な側面から，
安全性，機能性等を考慮して決定される。展開収縮構造は
形状を大きく変化できるだけでなく，力学的特性を明らか
にすることによって，機械工学分野へ幅広く応用できる可
能性を秘めた機能的な構造である。
　研究課題としては，展開収縮構造の設計とその機械工学
分野への応用，形状最適化に関する研究を取り上げる。研
究の意義とその背景の理解，研究目的を達成するために必
要な手段の構築，計画的な研究の実施を通して，現象を読
み解く力および自主的に研究遂行する能力の育成を目指
す。

授業内容
［第１回］　 aイントロダクション
　　　　　b研究進行計画の更新

［第２回］　 研究進捗状況の報告と研究ディスカッション
［第３回］　 研究進捗状況の報告と研究ディスカッション
［第４回］　 研究進捗状況の報告と研究ディスカッション
［第５回］　 研究進捗状況の報告と研究ディスカッション
［第６回］　 研究進捗状況の報告と研究ディスカッション
［第７回］　 研究進捗状況の報告と研究ディスカッション
［第８回］　 研究進捗状況の報告と研究ディスカッション
［第９回］　 研究進捗状況の報告と研究ディスカッション
［第10回］　 研究進捗状況の報告と研究ディスカッション
［第11回］　 中間審査会
［第12回］　 研究進捗状況の報告と研究ディスカッション
［第13回］　 研究室内の研究発表会
［第14回］　 研究成果の整理

履修上の注意
　研究成果をまとめ，国内外の学会で発表することが望ま
しい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究進行計画を立て，計画的に研究を進めること。

教科書
　特に指定しない。
　各自研究テーマに関連する学術論文を自主的に調査する
こと。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　研究に取り組む姿勢（30％），研究成果（20％），研究ディ
スカッションへの積極的な参加（20％），研究進捗のプレゼ
ンテーション技術（20％），中間審査の成績（10％）を総合的
に評価する。単位取得の条件は，評価点が満点の60％以上
となることである。

その他
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 石田　祥子

授業の概要・到達目標
　構造設計において，その形状は主に力学的な側面から，
安全性，機能性等を考慮して決定される。展開収縮構造は
形状を大きく変化できるだけでなく，力学的特性を明らか
にすることによって，機械工学分野へ幅広く応用できる可
能性を秘めた機能的な構造である。
　研究課題としては，展開収縮構造の設計とその機械工学
分野への応用，形状最適化に関する研究を取り上げる。研
究の意義とその背景の理解，研究目的を達成するために必
要な手段の構築，計画的な研究の実施を通して，現象を読
み解く力および自主的に研究遂行する能力の育成を目指
す。

授業内容
［第１回］　 aイントロダクション
　　　　　b研究進行計画の更新

［第２回］　 研究進捗報告と研究ディスカッション
［第３回］　 研究進捗報告と研究ディスカッション
［第４回］　 研究進捗報告と研究ディスカッション
［第５回］　 研究進捗報告と研究ディスカッション
［第６回］　 研究進捗報告と研究ディスカッション
［第７回］　 研究進捗報告と研究ディスカッション
［第８回］　 研究進捗報告と研究ディスカッション
［第９回］　 研究進捗報告と研究ディスカッション
［第10回］　 研究進捗報告と研究ディスカッション
［第11回］　 研究進捗報告と研究ディスカッション
［第12回］　 研究進捗報告と研究ディスカッション
［第13回］　 研究進捗報告と研究ディスカッション
［第14回］　 研究室内の研究発表会

履修上の注意
　研究成果をまとめ，国内外の学会で発表することが望ま
しい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究進行計画を立て，計画的に研究を進めること。

教科書
　特に指定しない。
　各自研究テーマに関連する学術論文を自主的に調査する
こと。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　研究に取り組む姿勢（30％），研究成果（30％），研究ディ
スカッションへの積極的な参加（20％），研究進捗のプレゼ
ンテーション技術（20％）を総合的に評価する。単位取得の
条件は，評価点が満点の60％以上となることである。

その他

科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 石田　祥子

授業の概要・到達目標
　構造設計において，その形状は主に力学的な側面から，
安全性，機能性等を考慮して決定される。展開収縮構造は
形状を大きく変化できるだけでなく，力学的特性を明らか
にすることによって，機械工学分野へ幅広く応用できる可
能性を秘めた機能的な構造である。
　研究課題としては，展開収縮構造の設計とその機械工学
分野への応用，形状最適化に関する研究を取り上げる。研
究の意義とその背景の理解，研究目的を達成するために必
要な手段の構築，計画的な研究の実施を通して，現象を読
み解く力および自主的に研究遂行する能力の育成を目指
す。

授業内容
［第１回］　 aイントロダクション
　　　　　b研究進行計画の更新

［第２回］　 研究進捗状況の報告と研究ディスカッション
［第３回］　 研究進捗状況の報告と研究ディスカッション
［第４回］　 研究進捗状況の報告と研究ディスカッション
［第５回］　 研究進捗状況の報告と研究ディスカッション
［第６回］　 研究進捗状況の報告と研究ディスカッション
［第７回］　 研究進捗状況の報告と研究ディスカッション
［第８回］　 研究進捗状況の報告と研究ディスカッション
［第９回］　 研究進捗状況の報告と研究ディスカッション
［第10回］　 研究進捗状況の報告と研究ディスカッション
［第11回］　 研究進捗状況の報告と研究ディスカッション
［第12回］　 修士学位請求論文の執筆
［第13回］　 修士学位請求論文の執筆
［第14回］　 研究室内の研究発表会

履修上の注意
　研究成果をまとめ，国内外の学会で発表することが望ま
しい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究進行計画を立て，計画的に研究を進めること。

教科書
　特に指定しない。
　各自研究テーマに関連する学術論文を自主的に調査する
こと。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　研究に取り組む姿勢（30％），研究成果および修士論文

（30％），研究ディスカッションへの積極的な参加（20％），
研究進捗のプレゼンテーション技術（20％）を総合的に評価
する。単位取得の条件は，評価点が満点の60％以上となる
ことである。

その他
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 石原　康利

授業の概要・到達目標
　学部教育で身に付けた知識・技術に基づき，新たなシス
テムを創造するための研究・開発の方法を学ぶ。特に，観
測対象の情報を非破壊・非侵襲に計測し可視化することを
目的とした研究テーマに取り組み，理論的解析や数値解析
を行った後，試作システムによる提案手法の実証を行うこ
とで，論理的に思考する能力，自ら問題を発見しそれを解
決していく姿勢とその方法論を修得し，プロジェクト研究
の推進能力を身に付ける。

【到達目標】計測・画像処理システムの基礎知識・応用技術を
修得し，独創的な研究として発展させる。

【基本キーワード】デザイン能力，プレゼンテーション能力，
ディスカッション能力，問題発見能力，問題解決能力，グ
ローバルな視点

授業内容
第１回a：イントロダクション
第２回： 研究テーマの策定
第３回： 先行研究論文調査（1）
第４回： 先行研究論文調査（2）
第５回： 調査論文のまとめ・報告・議論
第６回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（1）
第７回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（2）
第８回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（3）
第９回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（4）
第10回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（5）
第11回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（6）
第12回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（7）
第13回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（8）
第14回： 研究中間発表会

履修上の注意
　本講義科目は，計測工学や画像工学に関連しているため，
これらに関連した科目を履修していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎週の報告会において，進捗状況・問題点が明確になる
ように資料を準備しておくこと。
　報告会の議論に基づき，基礎的な検討はもとより，独創
的な研究推進に努めること。

教科書
　特に指定しない。
　個々のテーマに即した学術文献等を自ら探索・調査する。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　評点の配分割合は，下記のとおりとする。

　　1．研究内容：40％
　　2．発表能力：30％
　　3．学習態度：30％
　以上の合計点（100点満点）で総合評価し，60点以上を合
格とする。

その他
　オフィスアワー
　1．相談時間：常時
　2．連絡先：計測工学研究室　部屋番号　5104室
　　　　E-mail：y_ishr＠meiji.ac.jp

指導テーマ
　研究テーマの概要は，下記のとおりである。

（1） 非侵襲血糖値計測システムに関する研究
　採血することなく血糖値を計測するために，光音響分光
法に基づく計測システムを研究・開発する。

（2） ユビキタス・ハンディ MRIシステムに関する研究
　持ち運び可能なMRI（磁気共鳴診断装置）を研究・開発す
る。

（3） 磁性ナノ粒子を用いた『がん』の超早期検出システムに
関する研究

　体外から照射した電磁波によって，『がん』に集積した磁
性ナノ粒子から信号を収集し，『がん』の位置を検出するシ
ステムを研究・開発する。

（4） 『がん』の温熱治療システムに関する研究
　『がん』を加温して治療する温熱治療システム（ハイパー
サーミア）において，病巣部のみを治療するための局所加
温システムを研究・開発する。

（5） 非侵襲温度分布計測システムに関する研究
　生体内部の温度分布を体に傷をつけることなく計測する
システムを研究・開発する。

（6） 3次元形状検出・計測システムに関する研究
　内視鏡システムで撮像される2次元画像等から3次元形
状を検出するための画像処理システムを研究・開発する。

（7） 超解像画像処理手法に関する研究
　経鼻内視鏡やカプセル内視鏡などの画像から鮮明な超解
像画像を再構成する方法を提案する。
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 石原　康利

授業の概要・到達目標
　機械工学研究1に引き続き，新たなシステムを創造する
ための研究・開発の方法を学ぶ。特に，観測対象の情報を
非破壊・非侵襲に計測し可視化することを目的とした研究
テーマに取り組み，理論的解析や数値解析を行った後，試
作システムによる提案手法の実証を行うことで，論理的に
思考する能力，自ら問題を発見しそれを解決していく姿勢
とその方法論を修得し，プロジェクト研究の推進能力を身
に付ける。

【到達目標】計測・画像処理システムの基礎知識・応用技術を
修得し，独創的な研究として発展させる。

【基本キーワード】デザイン能力，プレゼンテーション能力，
ディスカッション能力，問題発見能力，問題解決能力，グ
ローバルな視点

授業内容
第１回a：イントロダクション
第２回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（1）
第３回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（2）
第４回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（3）
第５回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（4）
第６回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（5）
第７回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（6）
第８回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（7）
第９回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（8）
第10回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（9）
第11回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（10）
第12回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（11）
第13回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（12）
第14回： 修士論文中間審査（研究発表会）

履修上の注意
　本講義科目は，計測工学や画像工学に関連しているため，
これらに関連した科目を履修していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
・ 毎週の報告会において，進捗状況・問題点が明確になるよ
うに資料を準備しておくこと。

・ 報告会の議論に基づき，基礎的な検討はもとより，独創
的な研究推進に努めること。

教科書
　特に指定しない。
　個々のテーマに即した学術文献等を自ら探索・調査する。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　評点の配分割合は，下記のとおりとする。
　　1．研究内容：40％
　　　　中間審査を実施する（審査の成績10％を評点に含む）。
　　2．発表能力：30％
　　3．学習態度：30％
　以上の合計点（100点満点）で総合評価し，60点以上を合
格とする。

その他
　オフィスアワー
　1．相談時間：常時
　2．連絡先：計測工学研究室　部屋番号　5104室
　　　　E-mail：y_ishr＠meiji.ac.jp

指導テーマ
　研究テーマの概要は，下記のとおりである。

（1） 非侵襲血糖値計測システムに関する研究
　採血することなく血糖値を計測するために，光音響分光
法に基づく計測システムを研究・開発する。

（2） ユビキタス・ハンディ MRIシステムに関する研究
　持ち運び可能なMRI（磁気共鳴診断装置）を研究・開発す
る。

（3） 磁性ナノ粒子を用いた『がん』の超早期検出システムに
関する研究

　体外から照射した電磁波によって，『がん』に集積した磁
性ナノ粒子から信号を収集し，『がん』の位置を検出するシ
ステムを研究・開発する。

（4） 『がん』の温熱治療システムに関する研究
　『がん』を加温して治療する温熱治療システム（ハイパー
サーミア）において，病巣部のみを治療するための局所加
温システムを研究・開発する。

（5） 非侵襲温度分布計測システムに関する研究
　生体内部の温度分布を体に傷をつけることなく計測する
システムを研究・開発する。

（6） 3次元形状検出・計測システムに関する研究
　内視鏡システムで撮像される2次元画像等から3次元形
状を検出するための画像処理システムを研究・開発する。

（7） 超解像画像処理手法に関する研究
　経鼻内視鏡やカプセル内視鏡などの画像から鮮明な超解
像画像を再構成する方法を提案する。
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 石原　康利

授業の概要・到達目標
　熱流体・エネルギー研究1，2に引き続き，新たなシステ
ムを創造するための研究・開発の方法を学ぶ。特に，観測
対象の情報を非破壊・非侵襲に計測し可視化することを目
的とした研究テーマに取り組み，理論的解析や数値解析を
行った後，試作システムによる提案手法の実証を行うこと
で，論理的に思考する能力，自ら問題を発見しそれを解決
していく姿勢とその方法論を修得し，プロジェクト研究の
推進能力を身に付ける。

【到達目標】計測・画像処理システムの基礎知識・応用技術を
修得し，独創的な研究として発展させる。

【基本キーワード】デザイン能力，プレゼンテーション能力，
ディスカッション能力，問題発見能力，問題解決能力，グ
ローバルな視点

授業内容
第１回a：イントロダクション
第２回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（1）
第３回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（2）
第４回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（3）
第５回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（4）
第６回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（5）
第７回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（6）
第８回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（7）
第９回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（8）
第10回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（9）
第11回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（10）
第12回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（11）
第13回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（12）
第14回： 研究中間発表会

履修上の注意
　本講義科目は，計測工学や画像工学に関連しているため，
これらに関連した科目を履修していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎週の報告会において，進捗状況・問題点が明確になる
ように資料を準備しておくこと。
　報告会の議論に基づき，基礎的な検討はもとより，独創
的な研究推進に努めること。

教科書
　特に指定しない。
　個々のテーマに即した学術文献等を自ら探索・調査する。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　評点の配分割合は，下記のとおりとする。
　　1．研究内容：40％
　　2．発表能力：30％
　　3．学習態度：30％
　以上の合計点（100点満点）で総合評価し，60点以上を合
格とする。

その他
　オフィスアワー
　1．相談時間：常時
　2．連絡先：計測工学研究室　部屋番号　5104室
　　　　E-mail：y_ishr＠meiji.ac.jp

指導テーマ
　研究テーマの概要は，下記のとおりである。

（1） 非侵襲血糖値計測システムに関する研究
　採血することなく血糖値を計測するために，光音響分光
法に基づく計測システムを研究・開発する。

（2） ユビキタス・ハンディ MRIシステムに関する研究
　持ち運び可能なMRI（磁気共鳴診断装置）を研究・開発す
る。

（3） 磁性ナノ粒子を用いた『がん』の超早期検出システムに
関する研究

　体外から照射した電磁波によって，『がん』に集積した磁
性ナノ粒子から信号を収集し，『がん』の位置を検出するシ
ステムを研究・開発する。

（4） 『がん』の温熱治療システムに関する研究
　『がん』を加温して治療する温熱治療システム（ハイパー
サーミア）において，病巣部のみを治療するための局所加
温システムを研究・開発する。

（5） 非侵襲温度分布計測システムに関する研究
　生体内部の温度分布を体に傷をつけることなく計測する
システムを研究・開発する。

（6） 3次元形状検出・計測システムに関する研究
　内視鏡システムで撮像される2次元画像等から3次元形
状を検出するための画像処理システムを研究・開発する。

（7） 超解像画像処理手法に関する研究
　経鼻内視鏡やカプセル内視鏡などの画像から鮮明な超解
像画像を再構成する方法を提案する。
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 石原　康利

授業の概要・到達目標
　熱流体・エネルギー研究1 ～ 3に引き続き，新たなシステ
ムを創造するための研究・開発の方法を学ぶ。特に，観測
対象の情報を非破壊・非侵襲に計測し可視化することを目
的とした研究テーマに取り組み，理論的解析や数値解析を
行った後，試作システムによる提案手法の実証を行うこと
で，論理的に思考する能力，自ら問題を発見しそれを解決
していく姿勢とその方法論を修得し，プロジェクト研究の
推進能力を身に付ける。

【到達目標】計測・画像処理システムの基礎知識・応用技術を
修得し，独創的な研究として発展させる。

【基本キーワード】デザイン能力，プレゼンテーション能力，
ディスカッション能力，問題発見能力，問題解決能力，グ
ローバルな視点

授業内容
第１回a：イントロダクション
第２回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（1）
第３回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（2）
第４回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（3）
第５回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（4）
第６回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（5）
第７回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（6）
第８回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（7）
第９回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（8）
第10回： 研究進捗状況に関する報告書の作成・発表及び議

論（9）
第11回： 修士論文作成・議論（1）
第12回： 修士論文作成・議論（2）
第13回： 修士論文作成・議論（3）
第14回： 修士論文説明会

履修上の注意
　本講義科目は，計測工学や画像工学に関連しているため，
これらに関連した科目を履修していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎週の報告会において，進捗状況・問題点が明確になる
ように資料を準備しておくこと。
　報告会の議論に基づき，基礎的な検討はもとより，独創
的な研究推進に努めること。

教科書
　特に指定しない。
　個々のテーマに即した学術文献等を自ら探索・調査する。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　評点の配分割合は，下記のとおりとする。
　　1．研究内容：40％
　　2．発表能力：30％
　　3．修士論文：30％
　以上の合計点（100点満点）で総合評価し，60点以上を合
格とする。

その他
　オフィスアワー
　1．相談時間：常時
　2．連絡先：計測工学研究室　部屋番号　5104室
　　　　E-mail：y_ishr＠meiji.ac.jp

指導テーマ
　研究テーマの概要は，下記のとおりである。

（1） 非侵襲血糖値計測システムに関する研究
　採血することなく血糖値を計測するために，光音響分光
法に基づく計測システムを研究・開発する。

（2） ユビキタス・ハンディ MRIシステムに関する研究
　持ち運び可能なMRI（磁気共鳴診断装置）を研究・開発す
る。

（3） 磁性ナノ粒子を用いた『がん』の超早期検出システムに
関する研究

　体外から照射した電磁波によって，『がん』に集積した磁
性ナノ粒子から信号を収集し，『がん』の位置を検出するシ
ステムを研究・開発する。

（4） 『がん』の温熱治療システムに関する研究
　『がん』を加温して治療する温熱治療システム（ハイパー
サーミア）において，病巣部のみを治療するための局所加
温システムを研究・開発する。

（5） 非侵襲温度分布計測システムに関する研究
　生体内部の温度分布を体に傷をつけることなく計測する
システムを研究・開発する。

（6） 3次元形状検出・計測システムに関する研究
　内視鏡システムで撮像される2次元画像等から3次元形
状を検出するための画像処理システムを研究・開発する。

（7） 超解像画像処理手法に関する研究
　経鼻内視鏡やカプセル内視鏡などの画像から鮮明な超解
像画像を再構成する方法を提案する。
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 市原　裕之

授業の概要・到達目標
　制御系の解析や設計において，線形計画，二次計画，半
正定値計画，グレブナ基底，限量子消去法は，重要な最適
化ツールとして認識されている。本授業では，これらの最
適化ツールを使いこなし，制御工学分野における未解決問
題に挑戦する。はじめに研究計画書を作成し提出する。ま
た，当該分野に関する文献調査を行いプレゼンテーション
する。引き続いて，2週間に一度の研究の進捗状況に関す
る報告を定められた回数おこなう。
　研究テーマを見つけ，解決のために必要な知識を学ぶ。

授業内容
［第１回］　 文献調査報告および発表
［第２回］　 研究相談
［第３回］　 研究進捗状況の報告
［第４回］　 研究相談
［第５回］　 研究進捗状況の報告
［第６回］　 研究相談
［第７回］　 研究進捗状況の報告
［第８回］　 研究相談
［第９回］　 研究進捗状況の報告
［第10回］　 研究相談
［第11回］　 研究進捗状況の報告
［第12回］　 研究相談
［第13回］　 研究進捗状況の報告
［第14回］　 研究相談

履修上の注意
　古典制御，現代制御を理解していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　報告に先立ち報告書を作成し，報告後に議論内容を反映
すること。

教科書
　指定しない。

参考書
　制御工学分野の主要な国際会議論文，学術雑誌論文など
から受講者自身が調査する。

成績評価の方法
　文献調査報告会40％，研究進捗状況の報告を30％，研究
成果および学会発表を30％で評価し，60点以上を合格とす
る。

その他

指導テーマ
　マルチエージェントシステムの制御
　事象駆動/自己駆動型制御
　データベース型制御
　モデル予測制御
　入力飽和・量子化システムの制御
　分散型制御
　Human-in-the-loop (HIL) システム   
　機械学習を用いた制御系解析および設計

科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 市原　裕之

授業の概要・到達目標
　制御系の解析や設計において，線形計画，二次計画，半
正定値計画，グレブナ基底，限量子消去法は，重要な最適
化ツールとして認識されている。本授業では，これらの最
適化ツールを使いこなし，制御工学分野における未解決問
題に挑戦する。機械工学研究1に引き続き，2週間に一度
の研究の進捗状況に関する報告を定められた回数行う。成
果が出た場合，学会発表の準備を行う。
　設定した研究テーマについて，初期の成果を得ることを
目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究進捗状況の報告
［第２回］　 研究相談
［第３回］　 研究進捗状況の報告
［第４回］　 研究相談
［第５回］　 研究進捗状況の報告
［第６回］　 研究相談
［第７回］　 研究進捗状況の報告
［第８回］　 研究相談
［第９回］　 研究進捗状況の報告
［第10回］　 研究相談
［第11回］　 研究進捗状況の報告
［第12回］　 研究相談
［第13回］　 研究進捗状況の報告
［第14回］　 研究相談

履修上の注意
　古典制御，現代制御，ロバスト制御を理解していること
が望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　報告に先立ち報告書を作成し，報告後に議論内容を反映
すること。

教科書
　指定しない。

参考書
　制御工学分野の主要な国際会議論文，学術雑誌論文など
から受講者自身が調査する。

成績評価の方法
　研究進捗状況の報告を60％，研究成果および学会発表を
30％，中間審査10％で評価し，60点以上を合格とする。

その他

指導テーマ
　マルチエージェントシステムの制御
　事象駆動/自己駆動型制御
　データベース型制御
　モデル予測制御
　入力飽和・量子化システムの制御
　分散型制御
　Human-in-the-loop (HIL) システム   
　機械学習を用いた制御系解析および設計
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 市原　裕之

授業の概要・到達目標
　制御系の解析や設計において，線形計画，二次計画，半
正定値計画，グレブナ基底，限量子消去法は，重要な最適
化ツールとして認識されている。本授業では，これらの最
適化ツールを使いこなし，制御工学分野における未解決問
題に挑戦する。機械工学研究2に引き続き，2週間に一度
の研究の進捗状況に関する報告を定められた回数行う。成
果が出た場合，学会発表の準備を行う。

授業内容
［第１回］　 研究進捗状況の報告
［第２回］　 研究相談
［第３回］　 研究進捗状況の報告
［第４回］　 研究相談
［第５回］　 研究進捗状況の報告
［第６回］　 研究相談
［第７回］　 研究進捗状況の報告
［第８回］　 研究相談
［第９回］　 研究進捗状況の報告
［第10回］　 研究相談
［第11回］　 研究進捗状況の報告
［第12回］　 研究相談
［第13回］　 研究進捗状況の報告
［第14回］　 研究相談

履修上の注意
　古典制御，現代制御，ロバスト制御，最適化手法を理解
していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　報告に先立ち報告書を作成し，報告後に議論内容を反映
すること。

教科書
　指定しない。

参考書
　制御工学分野の主要な国際会議論文，学術雑誌論文など
から受講者自身が調査する。

成績評価の方法
　研究進捗状況の報告を60％，研究成果および学会発表を
40％で評価し，60点以上を合格とする。

その他

指導テーマ
　マルチエージェントシステムの制御
　事象駆動/自己駆動型制御
　データベース型制御
　モデル予測制御
　入力飽和・量子化システムの制御
　分散型制御
　Human-in-the-loop (HIL) システム   
　機械学習を用いた制御系解析および設計

科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 市原　裕之

授業の概要・到達目標
　制御系の解析や設計において，線形計画，二次計画，半
正定値計画，グレブナ基底，限量子消去法は，重要な最適
化ツールとして認識されている。本授業では，これらの最
適化ツールを使いこなし，制御工学分野における未解決問
題に挑戦する。機械工学研究3に引き続き，2週間に一度
の研究の進捗状況に関する報告を定められた回数行う。学
会発表をおこなうとともに，研究成果を学術誌にまとめ，
修士論文を執筆する。

授業内容
［第１回］　 研究進捗状況の報告
［第２回］　 研究相談
［第３回］　 研究進捗状況の報告
［第４回］　 研究相談
［第５回］　 研究進捗状況の報告
［第６回］　 研究相談
［第７回］　 研究進捗状況の報告
［第８回］　 研究相談
［第９回］　 研究進捗状況の報告
［第10回］　 研究相談
［第11回］　 研究進捗状況の報告
［第12回］　 研究相談
［第13回］　 研究進捗状況の報告
［第14回］　 研究相談

履修上の注意
　古典制御，現代制御，ロバスト制御，最適化手法，機械
学習的手法を理解していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　報告に先立ち報告書を作成し，報告後に議論内容を反映
すること。

教科書
　指定しない。

参考書
　制御工学分野に限らず工学分野の国際会議論文，学術雑
誌論文などから受講者自身が調査する。

成績評価の方法
　研究進捗状況の報告を60％，研究成果および学会発表を
40％で評価し，60点以上を合格とする。

その他

指導テーマ
　マルチエージェントシステムの制御
　事象駆動/自己駆動型制御
　データベース型制御
　モデル予測制御
　入力飽和・量子化システムの制御
　分散型制御
　Human-in-the-loop (HIL) システム   
　機械学習を用いた制御系解析および設計
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 井上　全人

授業の概要・到達目標
　製品の設計プロセスを効率化し，地球環境にやさしい設
計をするためにはどうすればよいのかという問いに対し
て，設計者のアイデア出しを支援するシステム，熟練設計
者の思考能力をさらに高め，意思決定を加速させる設計支
援システム，経験の浅い設計者でも使える自由度の高い設
計支援システムなどの研究に取り組む。これらの研究を通
して，論理的思考能力，問題解決能力，プレゼンテーショ
ン能力，ディスカッション能力，およびコミュニケーショ
ン能力を身につけることを到達目標とする。

授業内容
　毎週の研究進捗報告会および個別打ち合わせを通じて，
研究を遂行する。
第１回： 指導研究テーマと設計システム分野の説明
第２回： 担当研究テーマの決定と研究進行計画の作成
第３回： 担当研究テーマの決定と研究進行計画の作成
第４回： 研究テーマの背景，必要性，問題点等の明確化
第５回： 研究テーマの背景，必要性，問題点等の明確化
第６回： 研究計画の策定
第７回： 研究計画の策定
第８回： 研究に必要な知識・技術の明確化
第９回： 研究に必要な知識・技術の明確化
第10回： 設計システムの提案
第11回： 設計システムの提案
第12回： 設計システムの提案
第13回： 設計システムの提案
第14回： 春学期まとめ

履修上の注意
　修了するまでに，国内外の学会で，最低1回は研究成果
を発表すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎週，次週までの研究計画および長期研究計画をまとめ
ること。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　研究内容（40％），学会発表および研究進捗報告会におけ
る発表能力（30％），研究に取り組む姿勢・積極性（30％）で
評価し，合計点（100点満点）が60点以上を合格とする。

その他

指導テーマ
　主として，以下のテーマを設定するが，相談のうえ，新
しいテーマを設定することも可能である。新しいテーマの
提案を歓迎する。すべてのテーマにおいて，設計方法や設

計システムの提案，システムへの実装による提案手法の有
効性検証を目指す。

（1） 設計者の設計意図（設計知識，経験，勘）を反映可能な
設計支援システム

（2） 概念設計に対応する多目的設計支援システム
（3） 持続可能な社会を実現するためのアップグレード製品

設計手法（他大学との共同研究）
（4） 品質設計プロセスのモデル化（他研究室との共同研究）
（5） 多様なユーザに対応するユニバーサルデザイン方法
（6） 自動車のリユース部品使用によるCO2排出量削減効果

（他大学，他機関との共同研究）
（7） CAD（Computer Aided Design）に基づく環境配慮設

計支援システム
（8） 多様な要求仕様に対応可能なモジュール設計方法
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 井上　全人

授業の概要・到達目標
　製品の設計プロセスを効率化し，地球環境にやさしい設
計をするためにはどうすればよいのかという問いに対し
て，設計者のアイデア出しを支援するシステム，熟練設計
者の思考能力をさらに高め，意思決定を加速させる設計支
援システム，経験の浅い設計者でも使える自由度の高い設
計支援システムなどの研究に取り組む。これらの研究を通
して，論理的思考能力，問題解決能力，プレゼンテーショ
ン能力，ディスカッション能力，およびコミュニケーショ
ン能力を身につけることを到達目標とする。

授業内容
　毎週の研究進捗報告会および個別打ち合わせを通じて，
研究を遂行する。
第１回： 春学期のまとめと研究計画の再考
第２回： 春学期のまとめと研究計画の再考
第３回： 研究テーマの絞り込み
第４回： 研究テーマの絞り込み
第５回： 設計システムの実装準備
第６回： 設計システムの実装準備
第７回： 設計システムの実装準備
第８回： 設計システムの実装準備
第９回： 設計システムの実装
第10回： 設計システムの実装
第11回： 設計システムの実装
第12回： 中間審査会
第13回： 設計システムの評価
第14回： まとめ

履修上の注意
　修了するまでに，国内外の学会で，最低1回は研究成果
を発表すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎週，次週までの研究計画および長期研究計画をまとめ
ること。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　研究内容（30％），学会発表および研究進捗報告会におけ
る発表能力（30％），研究に取り組む姿勢・積極性（30％），
中間審査の成績（10％）で評価し，合計点（100点満点）が60
点以上を合格とする。

その他

指導テーマ
　主として，以下のテーマを設定するが，相談のうえ，新
しいテーマを設定することも可能である。新しいテーマの
提案を歓迎する。すべてのテーマにおいて，設計方法や設

計システムの提案，システムへの実装による提案手法の有
効性検証を目指す。

（1） 設計者の設計意図（設計知識，経験，勘）を反映可能な
設計支援システム

（2） 概念設計に対応する多目的設計支援システム
（3） 持続可能な社会を実現するためのアップグレード製品

設計手法（他大学との共同研究）
（4） 品質設計プロセスのモデル化（他研究室との共同研究）
（5） 多様なユーザに対応するユニバーサルデザイン方法
（6） 自動車のリユース部品使用によるCO2排出量削減効果

（他大学，他機関との共同研究）
（7） CAD（Computer Aided Design）に基づく環境配慮設

計支援システム
（8） 多様な要求仕様に対応可能なモジュール設計方法
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 井上　全人

授業の概要・到達目標
　製品の設計プロセスを効率化し，地球環境にやさしい設
計をするためにはどうすればよいのかという問いに対し
て，設計者のアイデア出しを支援するシステム，熟練設計
者の思考能力をさらに高め，意思決定を加速させる設計支
援システム，経験の浅い設計者でも使える自由度の高い設
計支援システムなどの研究に取り組む。これらの研究を通
して，論理的思考能力，問題解決能力，プレゼンテーショ
ン能力，ディスカッション能力，およびコミュニケーショ
ン能力を身につけることを到達目標とする。

授業内容
　毎週の研究進捗報告会および個別打ち合わせを通じて，
研究を遂行する。
第１回： 担当研究テーマと進行計画の確認
第２回： 担当研究テーマと進行計画の確認
第３回： 研究進行計画の作成
第４回： 研究の実施と結果の評価
第５回： 研究の実施と結果の評価
第６回： 研究の実施と結果の評価
第７回： 研究の実施と結果の評価
第８回： 研究の実施と結果の評価
第９回： 研究の実施と結果の評価
第10回： 研究の実施と結果の評価
第11回： 研究の実施と結果の評価
第12回： 研究の実施と結果の評価
第13回： 研究の実施と結果の評価
第14回： まとめ

履修上の注意
　修了するまでに，国内外の学会で，最低1回は研究成果
を発表すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎週，次週までの研究計画および長期研究計画をまとめ
ること。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　研究内容（30％），学会発表および研究進捗報告会におけ
る発表能力（30％），研究に取り組む姿勢・積極性（30％）で
評価し，合計点（100点満点）が60点以上を合格とする。

その他

指導テーマ
　主として，以下のテーマを設定するが，相談のうえ，新
しいテーマを設定することも可能である。新しいテーマの
提案を歓迎する。すべてのテーマにおいて，設計方法や設

計システムの提案，システムへの実装による提案手法の有
効性検証を目指す。

（1） 設計者の設計意図（設計知識，経験，勘）を反映可能な
設計支援システム

（2） 概念設計に対応する多目的設計支援システム
（3） 持続可能な社会を実現するためのアップグレード製品

設計手法（他大学との共同研究）
（4） 品質設計プロセスのモデル化（他研究室との共同研究）
（5） 多様なユーザに対応するユニバーサルデザイン方法
（6） 自動車のリユース部品使用によるCO2排出量削減効果

（他大学，他機関との共同研究）
（7） CAD（Computer Aided Design）に基づく環境配慮設

計支援システム
（8） 多様な要求仕様に対応可能なモジュール設計方法
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 井上　全人

授業の概要・到達目標
　製品の設計プロセスを効率化し，地球環境にやさしい設
計をするためにはどうすればよいのかという問いに対し
て，設計者のアイデア出しを支援するシステム，熟練設計
者の思考能力をさらに高め，意思決定を加速させる設計支
援システム，経験の浅い設計者でも使える自由度の高い設
計支援システムなどの研究に取り組む。これらの研究を通
して，論理的思考能力，問題解決能力，プレゼンテーショ
ン能力，ディスカッション能力，およびコミュニケーショ
ン能力を身につけることを到達目標とする。

授業内容
　毎週の研究進捗報告会および個別打ち合わせを通じて，
研究を遂行する。研究成果は修士論文としてまとめる。
第１回： 進捗のまとめと研究計画の再考
第２回： 進捗のまとめと研究計画の再考
第３回： 研究課題の絞り込みと実施計画の修正
第４回： 研究の実施と結果の評価
第５回： 研究の実施と結果の評価
第６回： 研究の実施と結果の評価
第７回： 研究の実施と結果の評価
第８回： 研究成果の整理と論文執筆準備
第９回： 研究の実施と結果の評価
第10回： 研究の実施と結果の評価
第11回： 研究の実施と結果の評価
第12回： 研究の実施と結果の評価
第13回： 修士論文の作成
第14回： 修士論文の作成

履修上の注意
　修了するまでに，国内外の学会で，最低1回は研究成果
を発表することが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎週，次週までの研究計画および長期研究計画をまとめ
ること。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　研究内容（40％），学会発表および研究進捗報告会におけ
る発表能力（30％），修士論文（30％）で評価し，合計点（100
点満点）が60点以上を合格とする。

その他

指導テーマ
　主として，以下のテーマを設定するが，相談のうえ，新
しいテーマを設定することも可能である。新しいテーマの
提案を歓迎する。すべてのテーマにおいて，設計方法や設

計システムの提案，システムへの実装による提案手法の有
効性検証を目指す。

（1） 設計者の設計意図（設計知識，経験，勘）を反映可能な
設計支援システム

（2） 概念設計に対応する多目的設計支援システム
（3） 持続可能な社会を実現するためのアップグレード製品

設計手法（他大学との共同研究）
（4） 品質設計プロセスのモデル化（他研究室との共同研究）
（5） 多様なユーザに対応するユニバーサルデザイン方法
（6） 自動車のリユース部品使用によるCO2排出量削減効果

（他大学，他機関との共同研究）
（7） CAD（Computer Aided Design）に基づく環境配慮設

計支援システム
（8） 多様な要求仕様に対応可能なモジュール設計方法
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 岩堀　豊

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導の下で最先端の研究課
題に取り組むことにより，科学的に施行する能力，自ら問
題を発見しそれを自らの発想で解決していく姿勢とその方
法論を身に着けることを目的とする。本科目では，航空機
構造等に関連する材料・構造設計，製造技術等についての
課題に対する研究を行う。そのため，航空機構造の特徴を
はじめ，複合材料の機械的特性，試験計測および評価技術，
構造解析等の知識を学び，各自の研究課題に関する研究計
画に従い，研究を実施する。また，研究結果を工学的に正
しく評価し，学会や専門誌に論文として公開することを目
指す。また，研究室内でのプレゼンテーションやディスカッ
ションなどを通じて研究の意義や課題，進捗状況な等を他
者に説明し，学生同士で協力しながら研究を進める協調性
を身に着ける。
　本科目の到達目標は，自ら必要な知識や技術を学習し，
問題を発見し解決していく実践力を修得することである。

授業内容
　各自の研究テーマに基づいて，研究を行う。毎週の成果
報告会において研究の進捗や成果を報告するとともに，指
導教員や他の学生とのディスカッションを通じて研究の問
題点や今後の課題を考える。

［第１回］　 研究の進め方に関する説明および研究計画の
立案

［第２回］　 研究に関する成果報告および質疑1
［第３回］　 研究に関する成果報告および質疑2
［第４回］　 研究に関する成果報告および質疑3
［第５回］　 研究に関する成果報告および質疑4
［第６回］　 研究に関する成果報告および質疑5
［第７回］　 研究に関する成果報告および質疑6
［第８回］　 研究に関する成果報告および質疑7
［第９回］　 研究に関する成果報告および質疑8
［第10回］　 研究に関する成果報告および質疑9
［第11回］　 研究に関する成果報告および質疑10
［第12回］　 研究に関する成果報告および質疑11
［第13回］　 研究に関する成果報告および質疑12
［第14回］　 中間報告及びまとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の課題に対する関連文献調査を継続的に行い，毎週
の成果報告に臨むこと。

教科書
　特に指定なし。

参考書
　必要に応じて指定する。

成績評価の方法
　研究態度（30％），研究内容（30％），成果報告（40％）によ
り成績を評価し，60点以上を合格とする。

その他

指導テーマ
　研究テーマは以下に示す内容から選択する予定である。
各自が担当する研究テーマは，以下の項目からさらに内容
を絞り込み課題を設定する。
・ 複合材料試験標準化研究（ISO，JIS規格に向けた試験法の
提案のための研究）

・ 航空機複合材料構造設計技術（構造試験法，評価法，構造
要素に関する研究）

・ 複合材料成形技術に関する研究（CFRP成形条件と強度，
剛性影響）

・ 複合材損傷による強度低下に関する研究（CFRP構造設計
技術）

・ 構造接着に関する研究（表面処理，幾何形状）
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 岩堀　豊

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導の下で最先端の研究課
題に取り組むことにより，科学的に施行する能力，自ら問
題を発見しそれを自らの発想で解決していく姿勢とその方
法論を身に着けることを目的とする。本科目では，航空機
構造等に関連する材料・構造設計，製造技術等についての
課題に対する研究を行う。そのため，航空機構造の特徴を
はじめ，複合材料の機械的特性，試験計測および評価技術，
構造解析等の知識を学び，各自の研究課題に関する研究計
画に従い，研究を実施する。また，研究結果を工学的に正
しく評価し，学会や専門誌に論文として公開することを目
指す。また，研究室内でのプレゼンテーションやディスカッ
ションなどを通じて研究の意義や課題，進捗状況な等を他
者に説明し，学生同士で協力しながら研究を進める協調性
を身に着ける。
　本科目の到達目標は，自ら必要な知識や技術を学習し，
問題を発見し解決していく実践力を修得することである。

授業内容
　各自の研究テーマに基づいて，研究を行う。毎週の成果
報告会において研究の進捗や成果を報告するとともに，指
導教員や他の学生とのディスカッションを通じて研究の問
題点や今後の課題を考える。

［第１回］　 研究の進め方に関する説明および研究計画の
見直し

［第２回］　 研究に関する成果報告および質疑1
［第３回］　 研究に関する成果報告および質疑2
［第４回］　 研究に関する成果報告および質疑3
［第５回］　 研究に関する成果報告および質疑4
［第６回］　 研究に関する成果報告および質疑5
［第７回］　 研究に関する成果報告および質疑6
［第８回］　 研究に関する成果報告および質疑7
［第９回］　 研究に関する成果報告および質疑8
［第10回］　 研究に関する成果報告および質疑9
［第11回］　 研究に関する成果報告および質疑10
［第12回］　 研究に関する成果報告および質疑11
［第13回］　 研究に関する成果報告および質疑12
［第14回］　 中間報告及びまとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の課題に対する関連文献調査を継続的に行い，毎週
の成果報告に臨むこと。

教科書
　特に指定なし。

参考書
　必要に応じて指定する。

成績評価の方法
　研究態度（30％），研究内容（30％），成果報告（30％），中
間審査（10％）により成績を評価し，60点以上を合格とする。

その他

指導テーマ
　研究テーマは以下に示す内容から選択する予定である。
各自が担当する研究テーマは，以下の項目からさらに内容
を絞り込み課題を設定する。
・ 複合材料試験標準化研究（ISO，JIS規格に向けた試験法の
提案のための研究）

・ 航空機複合材料構造設計技術（構造試験法，評価法，構造
要素に関する研究）

・ 複合材料成形技術に関する研究（CFRP成形条件と強度，
剛性影響）

・ 複合材損傷による強度低下に関する研究（CFRP構造設計
技術）

・ 構造接着に関する研究（表面処理，幾何形状）
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 岩堀　豊

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導の下で最先端の研究課
題に取り組むことにより，科学的に施行する能力，自ら問
題を発見しそれを自らの発想で解決していく姿勢とその方
法論を身に着けることを目的とする。本科目では，航空機
構造等に関連する材料・構造設計，製造技術等についての
課題に対する研究を行う。そのため，航空機構造の特徴を
はじめ，複合材料の機械的特性，試験計測および評価技術，
構造解析等の知識を学び，各自の研究課題に関する研究計
画に従い，研究を実施する。また，研究結果を工学的に正
しく評価し，学会や専門誌に論文として公開することを目
指す。また，研究室内でのプレゼンテーションやディスカッ
ションなどを通じて研究の意義や課題，進捗状況な等を他
者に説明し，学生同士で協力しながら研究を進める協調性
を身に着ける。
　本科目の到達目標は，自ら必要な知識や技術を学習し，
問題を発見し解決していく実践力を修得することである。

授業内容
　各自の研究テーマに基づいて，研究を行う。毎週の成果
報告会において研究の進捗や成果を報告するとともに，指
導教員や他の学生とのディスカッションを通じて研究の問
題点や今後の課題を考える。

［第１回］　 研究の進め方に関する説明および研究計画の
立案

［第２回］　 研究に関する成果報告および質疑1
［第３回］　 研究に関する成果報告および質疑2
［第４回］　 研究に関する成果報告および質疑3
［第５回］　 研究に関する成果報告および質疑4
［第６回］　 研究に関する成果報告および質疑5
［第７回］　 研究に関する成果報告および質疑6
［第８回］　 研究に関する成果報告および質疑7
［第９回］　 研究に関する成果報告および質疑8
［第10回］　 研究に関する成果報告および質疑9
［第11回］　 研究に関する成果報告および質疑10
［第12回］　 研究に関する成果報告および質疑11
［第13回］　 研究に関する成果報告および質疑12
［第14回］　 中間報告及びまとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の課題に対する関連文献調査を継続的に行い，毎週
の成果報告に臨むこと。

教科書
　特に指定なし。

参考書
　必要に応じて指定する。

成績評価の方法
　研究態度（30％），研究内容（30％），成果報告（40％）によ
り成績を評価し，60点以上を合格とする。

その他

指導テーマ
　研究テーマは以下に示す内容から選択する予定である。
各自が担当する研究テーマは，以下の項目からさらに内容
を絞り込み課題を設定する。
・ 複合材料試験標準化研究（ISO，JIS規格に向けた試験法の
提案のための研究）

・ 航空機複合材料構造設計技術（構造試験法，評価法，構造
要素に関する研究）

・ 複合材料成形技術に関する研究（CFRP成形条件と強度，
剛性影響）

・ 複合材損傷による強度低下に関する研究（CFRP構造設計
技術）

・ 構造接着に関する研究（表面処理，幾何形状）
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 岩堀　豊

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導の下で最先端の研究課
題に取り組むことにより，科学的に施行する能力，自ら問
題を発見しそれを自らの発想で解決していく姿勢とその方
法論を身に着けることを目的とする。本科目では，航空機
構造等に関連する材料・構造設計，製造技術等についての
課題に対する研究を行う。そのため，航空機構造の特徴を
はじめ，複合材料の機械的特性，試験計測および評価技術，
構造解析等の知識を学び，各自の研究課題に関する研究計
画に従い，研究を実施する。また，研究結果を工学的に正
しく評価し，学会や専門誌に論文として公開することを目
指す。また，研究室内でのプレゼンテーションやディスカッ
ションなどを通じて研究の意義や課題，進捗状況な等を他
者に説明し，学生同士で協力しながら研究を進める協調性
を身に着ける。
　本科目の到達目標は，自ら必要な知識や技術を学習し，
問題を発見し解決していく実践力を修得することである。

授業内容
　各自の研究テーマに基づいて，研究を行う。毎週の成果
報告会において研究の進捗や成果を報告するとともに，指
導教員や他の学生とのディスカッションを通じて研究の問
題点や今後の課題を考える。

［第１回］　 研究の進め方に関する説明および修士論文構
成の検討

［第２回］　 研究に関する成果報告および質疑1
［第３回］　 研究に関する成果報告および質疑2
［第４回］　 研究に関する成果報告および質疑3
［第５回］　 研究に関する成果報告および質疑4
［第６回］　 研究に関する成果報告および質疑5
［第７回］　 研究に関する成果報告および質疑6
［第８回］　 研究に関する成果報告および質疑7
［第９回］　 研究に関する成果報告および質疑8
［第10回］　 研究に関する成果報告および質疑9
［第11回］　 研究に関する成果報告および質疑10
［第12回］　 研究に関する成果報告および質疑11
［第13回］　 研究に関する成果報告および質疑12
［第14回］　 研究報告まとめ（修士論文作成）

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の課題に対する関連文献調査を継続的に行い，毎週
の成果報告に臨むこと。

教科書
　特に指定なし。

参考書
　必要に応じて指定する。

成績評価の方法
　研究態度（30％），研究内容（30％），修士論文（40％）によ
り成績を評価し，60点以上を合格とする。

その他

指導テーマ
　研究テーマは以下に示す内容から選択する予定である。
各自が担当する研究テーマは，以下の項目からさらに内容
を絞り込み課題を設定する。
・ 複合材料試験標準化研究（ISO，JIS規格に向けた試験法の
提案のための研究）

・ 航空機複合材料構造設計技術（構造試験法，評価法，構造
要素に関する研究）

・ 複合材料成形技術に関する研究（CFRP成形条件と強度，
剛性影響）

・ 複合材損傷による強度低下に関する研究（CFRP構造設計
技術）

・ 構造接着に関する研究（表面処理，幾何形状）
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 小澤　隆太

授業の概要・到達目標
　本科目では，担当教員の指導の下，ロボティクスに関連
する研究課題に取り組むことで，発見分析力・論理的思考
力およびプレゼンテーション技術を訓練する。とくに，自
ら必要な知識・技術を学習し，問題を解決していく実践力
およびプレゼンテーション能力を習得する事を到達目標と
する。

授業内容
　毎週，個別の研究進捗報告，あるいは研究会を開く。指
導教員および研究グループのメンバーに対して研究報告書
に基づき各自の研究の進捗報告を行い，その内容に基づき
ディスカッションを行う。

［第１回］　 春学期のまとめと研究計画の再考
［第２回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第３回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第４回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第５回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第６回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第７回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第８回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第９回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第10回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第11回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第12回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第13回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第14回］　 個別研究進捗報告，または研究会

履修上の注意
　学部で習うべきロボット工学の基礎知識を理解しておく
ことが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究の遂行および進捗報告に際し，関連技術および資料
に関する情報収集を適宜行うこと。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　適宜指示する。

成績評価の方法
　平常点・研究進捗状況を50％，研究成果を50％で評価し，
合計点60％以上を合格とする。

その他

指導テーマ
　ロボットハンドの触覚フィードバック制御
　インハンドマニピュレーション
　ロボットアームの接触推定
　ロボットアームの動的制御
　 駆動機構の構造設計
　ロボットハンドの機構設計
　歯車列伝達機構による劣駆動機構の設計
　歩行ロボットの動的バランス制御
　ハンド・アームの動的マニピュレーション
　筋電義手の制御システムの構築　など

科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 小澤　隆太

授業の概要・到達目標
　本科目では，担当教員の指導の下，ロボティクスに関連
する研究課題に取り組むことで，発見分析力・論理的思考
力およびプレゼンテーション技術を訓練する。とくに，自
ら必要な知識・技術を学習し，問題を解決していく実践力
およびプレゼンテーション能力を習得する事を到達目標と
する。

授業内容
　毎週，個別の研究進捗報告，あるいは研究会を開く。指
導教員および研究グループのメンバーに対して研究報告書
に基づき各自の研究の進捗報告を行い，その内容に基づき
ディスカッションを行う。

［第１回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第２回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第３回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第４回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第５回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第６回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第７回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第８回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第９回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第10回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第11回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第12回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第13回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第14回］　 個別研究進捗報告，または研究会

履修上の注意
　学部で習うべきロボット工学の基礎知識を理解しておく
ことが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　周辺研究分野の状況の調査と研究遂行に必要な関連技術
および資料に関する情報収集を適宜行うこと。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　適宜指示する。

成績評価の方法
　平常点・研究進捗状況を50％，研究成果を40％，学会等
の研究成果発表を10％で評価し，合計点60％以上を合格と
する。

その他

指導テーマ
　ロボットハンドの触覚フィードバック制御
　インハンドマニピュレーション
　ロボットアームの接触推定
　ロボットアームの動的制御
　 駆動機構の構造設計
　ロボットハンドの機構設計
　歯車列伝達機構による劣駆動機構の設計
　歩行ロボットの動的バランス制御
　ハンド・アームの動的マニピュレーション
　筋電義手の制御システムの構築　など
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 小澤　隆太

授業の概要・到達目標
　本科目では，担当教員の指導の下，ロボティクスに関連
する研究課題に取り組むことで，発見分析力・論理的思考
力およびプレゼンテーション技術を訓練する。とくに，自
ら必要な知識・技術を学習し，問題を解決していく実践力
およびプレゼンテーション能力を習得する事を到達目標と
する。

授業内容
　毎週，個別の研究進捗報告，あるいは研究会を開く。指
導教員および研究グループのメンバーに対して研究報告書
に基づき各自の研究の進捗報告を行い，その内容に基づき
ディスカッションを行う。

［第１回］　 これまでの研究のまとめと研究計画の再考
［第２回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第３回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第４回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第５回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第６回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第７回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第８回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第９回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第10回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第11回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第12回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第13回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第14回］　 個別研究進捗報告，または研究会

履修上の注意
　学部で習うべきロボット工学の基礎知識を理解し，ロ
ボット制御特論を受講しておくことが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　周辺研究分野の状況の調査と研究遂行に必要な関連技術
および資料に関する情報収集を適宜行うこと。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　適宜指示する。

成績評価の方法
　平常点・研究進捗状況を40％，研究成果を40％，学会等
の研究成果発表を20％で評価し，合計点60％以上を合格と
する。

その他

指導テーマ
　ロボットハンドの触覚フィードバック制御
　インハンドマニピュレーション
　ロボットアームの接触推定
　ロボットアームの動的制御
　 駆動機構の構造設計
　ロボットハンドの機構設計
　歯車列伝達機構による劣駆動機構の設計
　歩行ロボットの動的バランス制御
　ハンド・アームの動的マニピュレーション
　筋電義手の制御システムの構築　など

科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 小澤　隆太

授業の概要・到達目標
　本科目では，担当教員の指導の下，ロボティクスに関連
する研究課題に取り組むことで，発見分析力・論理的思考
力およびプレゼンテーション技術を訓練する。とくに，自
ら必要な知識・技術を学習し，問題を解決していく実践力
およびプレゼンテーション能力を習得する事を到達目標と
する。

授業内容
　毎週，個別の研究進捗報告，あるいは研究会を開く。指
導教員および研究グループのメンバーに対して研究報告書
に基づき各自の研究の進捗報告を行い，その内容に基づき
ディスカッションを行う。

［第１回］　 春学期のまとめと研究計画書の再考
［第２回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第３回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第４回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第５回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第６回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第７回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第８回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第９回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第10回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第11回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第12回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第13回］　 個別研究進捗報告，または研究会
［第14回］　 個別研究進捗報告，または研究会

履修上の注意
　学部で習うべきロボット工学の基礎知識を理解し，ロ
ボット制御特論を受講しておくことが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　周辺研究分野の状況の調査と研究遂行に必要な技術およ
び資料に関する情報収集を適宜行うこと。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　適宜指示する。

成績評価の方法
　平常点・研究進捗状況を40％，研究成果を40％，学会等
の研究成果発表を20％で評価し，合計点60％以上を合格と
する。

その他

指導テーマ
　ロボットハンドの触覚フィードバック制御
　インハンドマニピュレーション
　ロボットアームの接触推定
　ロボットアームの動的制御
　 駆動機構の構造設計
　ロボットハンドの機構設計
　歯車列伝達機構による劣駆動機構の設計
　歩行ロボットの動的バランス制御
　ハンド・アームの動的マニピュレーション
　筋電義手の制御システムの構築　など
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 加藤　恵輔

授業の概要・到達目標
　メカトロニクス，移動・作業ロボット，操作系に関する
問題の中から研究対象となるテーマを設定する。センシン
グ原理等の要素技術開発，機能の統合によるロボットの構
成法検討，ヒューマンインターフェイス等を題材に，自ら
技術を発案し，試作，実験，解析を行い，新たな知見を得
るべく研究する。
　本授業では，研究活動を通じて，工学的な発想，解決の
プロセスを身に付けていく。研究テーマを以下に示す。
1． ロボット用センサシステム
　接触を伴う柔らかい制御，あるいは移動ロボットの状態
を検出するための計測手法などについて研究する。
2． 作業・移動機能を統合した機構システム
　作業機能と移動機能を統合した機構ならびにシステムの
構成を考案し，研究を行う。
3． 不整地移動機能
　屋内外における通常の車輪では移動の難しい場所を移動
できる手法を考案し，研究を行う。特に既存の建物，住環
境において利用することを意識した装置の開発を行う。
4． 操作系
　対象とする機構システムの遠隔制御，もしくは人間の作
業を支援するための操作系の考案，研究を行う。作業だけ
でなく，視覚的な面での支援を行うことも考慮した装置の
開発を行う。

授業内容
［第１回］　 研究テーマ・構想検討

　研究課題について検討すべき課題を共有し，
議論を行う。各自予備検討を行い，前半で研究
の主たる対象を固めることが望ましい。

［第２回］　 研究構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第３回］　 研究構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第４回］　 研究構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第５回］　 研究構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第６回］　 研究構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第７回］　 研究構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第８回］　 研究構想検討，研究成果議論，中間報告
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。
　前半を通じて検討した内容，研究成果に関し
て研究室内報告会を行う。なお，進捗具合によ
り開催は前後する。

［第９回］　 研究構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第10回］　 研究構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第11回］　 研究構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第12回］　 研究構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第13回］　 研究構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第14回］　 前期まとめ
　前期の研究取り組みを振り返り，研究テーマ
と構想の再確認，研究成果を認識し，後期に向
けての研究課題と進め方を議論する。

履修上の注意
　以下の内容について，自ら考案していくことを重視する。
　研究（技術）課題，研究テーマ
　研究構想，装置開発構想
　研究室内のロボットや装置の構成に捉われず，発想する
ことが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究（技術）課題，研究テーマを検討，設定していくにあ
たり，研究構想に関しては，先行技術の調査にとどまらず，
自ら考えたことを反映したものを説明，発表できるように
する。
　研究構想がまとまってきたら，構想図等を積極的に作成
し，多くの案を自ら案出するよう勤めていくことが望まし
い。

教科書
　特に指定しない。
　研究構想に応じて，適宜紹介する。

参考書
　特に指定しない。
　研究構想に応じて，適宜紹介する。

成績評価の方法
1． 研究の内容・成果
2． 発表能力
3． 日常の学習・研究遂行状況
　上記を評価し，60点以上を合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 加藤　恵輔

授業の概要・到達目標
　メカトロニクス，移動・作業ロボット，操作系に関する
問題の中から研究対象となるテーマを設定する。センシン
グ原理等の要素技術開発，機能の統合によるロボットの構
成法検討，ヒューマンインターフェイス等を題材に，自ら
技術を発案し，試作，実験，解析を行い，新たな知見を得
るべく研究する。
　本授業では，研究活動を通じて，工学的な発想，解決の
プロセスを身に付けていく。研究テーマを以下に示す。
1． ロボット用センサシステム
　接触を伴う柔らかい制御，あるいは移動ロボットの状態
を検出するための計測手法などについて研究する。
2． 作業・移動機能を統合した機構システム
　作業機能と移動機能を統合した機構ならびにシステムの
構成を考案し，研究を行う。
3． 不整地移動機能
　屋内外における通常の車輪では移動の難しい場所を移動
できる手法を考案し，研究を行う。特に既存の建物，住環
境において利用することを意識した装置の開発を行う。
4． 操作系
　対象とする機構システムの遠隔制御，もしくは人間の作
業を支援するための操作系の考案，研究を行う。作業だけ
でなく，視覚的な面での支援を行うことも考慮した装置の
開発を行う。

授業内容
［第１回］　 研究構想検討，研究成果議論

　後期に取り組む研究課題について検討すべき
課題を議論する。研究を仕上げるべく，論文の
構成についても予備検討を行う。

［第２回］　 具体的構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第３回］　 具体的構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第４回］　 具体的構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第５回］　 具体的構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第６回］　 具体的構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第７回］　 具体的構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第８回］　 研究構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第９回］　 具体的構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第10回］　 具体的構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論する。得られ
た成果・知見に関して評価し研究室内で共有する。

［第11回］　 具体的構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論する。得られ
た成果・知見に関して評価し研究室内で共有する。

［第12回］　 具体的構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論する。得られ
た成果・知見に関して評価し研究室内で共有する。

［第13回］　 具体的構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論する。得られ
た成果・知見に関して評価し研究室内で共有する。

［第14回］　 後期まとめ
　後期の研究取り組みを振り返り，修士論文発表内容の確
認を行う。

履修上の注意
　以下の内容について，自ら考案していくことを重視する。
　研究（技術）課題，研究テーマ
　研究構想，装置開発構想
　研究室内のロボットや装置の構成に捉われず，発想する
ことが望ましい。
　また，装置の構想ならびに設計のみならず，原理を検証
できるよう，簡単の装置を製作していくことが重要である。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究（技術）課題，研究テーマを検討，設定していくにあ
たり，研究構想に関しては，先行技術の調査にとどまらず，
自ら考えたことを反映したものを説明，発表できるように
する。
　研究構想がまとまってきたら，構想図等を積極的に作成
し，多くの案を自ら案出するよう勤めていくことが望まし
い。
　構想した装置の原理検証，実験を適宜行い，理論的解析
した結果について説明，プレゼンテーションできるよう取
り組んでいく。

教科書
　特に指定しない。
　研究構想に応じて，適宜紹介する。

参考書
　特に指定しない。
　研究構想に応じて，適宜紹介する。

成績評価の方法
1． 研究の内容・成果
2． 発表能力
3． 日常の学習・研究遂行状況
4． 修士論文の作成，発表
　上記を評価し，60点以上を合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 加藤　恵輔

授業の概要・到達目標
　メカトロニクス，移動・作業ロボット，操作系に関する
問題の中から研究対象となるテーマを設定する。センシン
グ原理等の要素技術開発，機能の統合によるロボットの構
成法検討，ヒューマンインターフェイス等を題材に，自ら
技術を発案し，試作，実験，解析を行い，新たな知見を得
るべく研究する。
　本授業では，研究活動を通じて，工学的な発想，解決の
プロセスを身に付けていく。研究テーマを以下に示す。
1． ロボット用センサシステム
　接触を伴う柔らかい制御，あるいは移動ロボットの状態
を検出するための計測手法などについて研究する。
2． 作業・移動機能を統合した機構システム
　作業機能と移動機能を統合した機構ならびにシステムの
構成を考案し，研究を行う。
3． 不整地移動機能
　屋内外における通常の車輪では移動の難しい場所を移動
できる手法を考案し，研究を行う。特に既存の建物，住環
境において利用することを意識した装置の開発を行う。
4． 操作系
　対象とする機構システムの遠隔制御，もしくは人間の作
業を支援するための操作系の考案，研究を行う。作業だけ
でなく，視覚的な面での支援を行うことも考慮した装置の
開発を行う。

授業内容
［第１回］　 研究構想検討・構想検討

　研究課題について検討すべき課題を共有し，
議論を行う。研究を仕上げていくべく目標と計
画を再確認する。

［第２回］　 研究構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第３回］　 研究構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第４回］　 研究構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第５回］　 研究構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第６回］　 研究構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第７回］　 研究構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第８回］　 研究構想検討，研究成果議論，中間報告
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。
　前半を通じて検討した内容，研究成果に関し
て研究室内報告会を行う。なお，進捗具合によ
り開催は前後する。

［第９回］　 研究構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第10回］　 研究構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第11回］　 研究構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第12回］　 研究構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第13回］　 研究構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第14回］　 前期まとめ
　前期の研究取り組みを振り返り，研究成果を
認識し，後期に向けての研究課題と進め方を議
論する。

履修上の注意
　以下の内容について，自ら考案していくことを重視する。
　研究（技術）課題，研究テーマ
　研究構想，装置開発構想
　装置の構想ならびに設計のみならず，原理を検証できる
よう，簡単の装置を製作していくことが重要であり，検証
できたことを基にして詳細な装置設計，実験の準備を行っ
ていく。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究（技術）課題，研究テーマを検討，設定していくにあ
たり，研究構想に関しては，先行技術の調査にとどまらず，
自ら考えたことを反映したものを説明，発表できるように
する。
　構想した装置の原理検証，実験を適宜行い，理論的解析
した結果について説明，プレゼンテーションできるよう取
り組んでいく。
　検証できたことを基にして詳細な装置設計，実験の準備
を行い，更なる議論ができるよう研究を進めていく。
　必要に応じて，学会講演会等で研究報告ができるよう努
めて取り組めるとよい。

教科書

参考書

成績評価の方法
1． 研究の内容・成果
2． 発表能力
3． 日常の学習・研究遂行状況
4． 修士論文の作成，発表
　上記を評価し，60点以上を合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 加藤　恵輔

授業の概要・到達目標
　メカトロニクス，移動・作業ロボット，操作系に関する
問題の中から研究対象となるテーマを設定する。センシン
グ原理等の要素技術開発，機能の統合によるロボットの構
成法検討，ヒューマンインターフェイス等を題材に，自ら
技術を発案し，試作，実験，解析を行い，新たな知見を得
るべく研究する。
　本授業では，研究活動を通じて，工学的な発想，解決の
プロセスを身に付けていく。研究テーマを以下に示す。
1． ロボット用センサシステム
　接触を伴う柔らかい制御，あるいは移動ロボットの状態
を検出するための計測手法などについて研究する。
2． 作業・移動機能を統合した機構システム
　作業機能と移動機能を統合した機構ならびにシステムの
構成を考案し，研究を行う。
3． 不整地移動機能
　屋内外における通常の車輪では移動の難しい場所を移動
できる手法を考案し，研究を行う。特に既存の建物，住環
境において利用することを意識した装置の開発を行う。
4． 操作系
　対象とする機構システムの遠隔制御，もしくは人間の作
業を支援するための操作系の考案，研究を行う。作業だけ
でなく，視覚的な面での支援を行うことも考慮した装置の
開発を行う。

授業内容
［第１回］　 研究構想検討，研究成果議論

　後期に取り組む研究課題について検討すべき
課題を議論する。研究を仕上げるべく，論文の
構成についても予備検討を行う。

［第２回］　 具体的構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第３回］　 具体的構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第４回］　 具体的構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第５回］　 具体的構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第６回］　 具体的構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第７回］　 具体的構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第８回］　 研究構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論する。
得られた成果・知見に関して評価し研究室内で共
有する。

［第９回］　 具体的構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第10回］　 具体的構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第11回］　 具体的構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第12回］　 具体的構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第13回］　 具体的構想検討，研究成果議論
　研究課題の内容を検討し，その構想を議論す
る。得られた成果・知見に関して評価し研究室
内で共有する。

［第14回］　 後期まとめ
　後期の研究取り組みを振り返り，修士論文発
表内容の確認を行う。

履修上の注意
　以下の内容について，自ら考案していくことを重視する。
　研究（技術）課題，研究テーマ
　研究構想，装置開発構想
　研究室内のロボットや装置の構成に捉われず，発想する
ことが望ましい。
　また，装置の構想ならびに設計のみならず，原理を検証
できるよう，簡単の装置を製作していくことが重要である。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究（技術）課題，研究テーマを検討，設定していくにあ
たり，研究構想に関しては，先行技術の調査にとどまらず，
自ら考えたことを反映したものを説明，発表できるように
する。
　自ら開発した原理，装置について実験してきた成果をま
とめていくべく研究を進め，修士論文をまとめていく。

教科書
　特に指定しない。
　研究構想に応じて，適宜紹介する。

参考書
　特に指定しない。
　研究構想に応じて，適宜紹介する。
　先行研究等，適宜調査のこと。

成績評価の方法
1． 研究の内容・成果
2． 発表能力
3． 日常の学習・研究遂行状況
4． 修士論文の作成，発表
　上記を評価し，60点以上を合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 亀谷　幸憲

授業の概要・到達目標
　指導教員の指導の下，流体力学に関連する研究課題に取
り組む。背景・問題点・成果がもたらす社会への影響を調査
した上で研究テーマを設定して研究計画を作成して適切に
実行し，論理的思考に基づいてデータを解析する。また，
得られた成果をまとめ，プレゼンテーションや執筆によっ
て第三者へ的確に発信する。
　以上を達成することで，科学的に思考する能力，主体的
に問題を発見しそれを自らの発想で解決してゆく姿勢とそ
の方法論を身につける事を目的とする。

授業内容
［第１回］　ガイダンス
［第２回］　研究テーマ検討報告
［第３回］　研究テーマ検討報告及びテーマの決定
［第４回～第14回］　研究進捗状況の発表・討議

履修上の注意
　学部で習うべき流体力学の基礎知識を理解しておくこ
と。
　また，必要な知識については適宜学習に努めること。

準備学習（予習・復習等）の内容
・ テーマごとにグループ分けを行い，グループミーティン
グを設ける。

・ 各自研究テーマについて，自ら定めた研究計画に従い遂
行すること。

教科書
　特に指定しない。各自研究テーマ合わせて用意すること。

参考書
　適宜指示する。

成績評価の方法
　研究に対する姿勢（40％），研究内容（30％），研究進捗・
成果（30％）で評価し，合計60%以上で合格とする。

その他
【オフィスアワー】
　相談時間：随時
　場所：流体デザイン研究室（5101室）

指導テーマ
　流体輸送現象に関する諸問題に関して，理論・実験・数値
解析を用いて解決を図る。

【テーマ例】
　乱流熱対流場における形状最適化
　スカラー発生源予測と最適経路探索
　微小血管網形成メカニズムの解明
　乱流境界層における摩擦抵抗低減制御

科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 亀谷　幸憲

授業の概要・到達目標
　指導教員の指導の下，流体力学に関連する研究課題に取
り組む。背景・問題点・成果がもたらす社会への影響を調査
した上で研究テーマを設定して研究計画を作成して適切に
実行し，論理的思考に基づいてデータを解析する。また，
得られた成果をまとめ，プレゼンテーションや執筆によっ
て第三者へ的確に発信する。
　以上を達成することで，科学的に思考する能力，主体的
に問題を発見しそれを自らの発想で解決してゆく姿勢とそ
の方法論を身につける事を目的とする。

授業内容
［第１回］　研究テーマの確認と研究計画の報告
［第２回～第13回］　研究進捗状況の発表・討議
［第14回］　研究室内報告会

履修上の注意
　学部で習うべき流体力学の基礎知識を理解しておくこ
と。
　また，必要な知識については適宜学習に努めること。

準備学習（予習・復習等）の内容
・ テーマごとにグループ分けを行い，グループミーティン
グを設ける。

・ 各自研究テーマについて，自ら定めた研究計画に従い遂
行すること。

教科書
　特に指定しない。各自研究テーマ合わせて用意すること。

参考書
　適宜指示する。

成績評価の方法
　研究に対する姿勢（40％），研究内容（30％），研究進捗・
成果（30％）で評価し，合計60%以上で合格とする。

その他
【オフィスアワー】
　相談時間：随時
　場所：流体デザイン研究室（5101室）

指導テーマ
　流体輸送現象に関する諸問題に関して，理論・実験・数値
解析を用いて解決を図る。

【テーマ例】
　乱流熱対流場における形状最適化
　スカラー発生源予測と最適経路探索
　微小血管網形成メカニズムの解明
　乱流境界層における摩擦抵抗低減制御
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任講師　博士（工学） 亀谷　幸憲

授業の概要・到達目標
　指導教員の指導の下，流体力学に関連する研究課題に取
り組む。背景・問題点・成果がもたらす社会への影響を調査
した上で研究テーマを設定して研究計画を作成して適切に
実行し，論理的思考に基づいてデータを解析する。また，
得られた成果をまとめ，プレゼンテーションや執筆によっ
て第三者へ的確に発信する。
　以上を達成することで，科学的に思考する能力，主体的
に問題を発見しそれを自らの発想で解決してゆく姿勢とそ
の方法論を身につける事を目的とする。

授業内容
［第１回］　研究テーマの確認と研究計画の報告
［第２回～第14回］　研究進捗状況の発表・討議

履修上の注意
　学部で習うべき流体力学の基礎知識を理解しておくこ
と。
　また，必要な知識については適宜学習に努めること。

準備学習（予習・復習等）の内容
・ テーマごとにグループ分けを行い，グループミーティン
グを設ける。

・ 各自研究テーマについて，自ら定めた研究計画に従い遂
行すること。

教科書
　特に指定しない。各自研究テーマ合わせて用意すること。

参考書
　適宜指示する。

成績評価の方法
　研究に対する姿勢（40％），研究内容（30％），研究進捗・
成果（30％）で評価し，合計60%以上で合格とする。

その他
【オフィスアワー】
　相談時間：随時
　場所：流体デザイン研究室（5101室）

指導テーマ
　流体輸送現象に関する諸問題に関して，理論・実験・数値
解析を用いて解決を図る。

【テーマ例】
　乱流熱対流場における形状最適化
　スカラー発生源予測と最適経路探索
　微小血管網形成メカニズムの解明
　乱流境界層における摩擦抵抗低減制御

科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任講師　博士（工学） 亀谷　幸憲

授業の概要・到達目標
　指導教員の指導の下，流体力学に関連する研究課題に取
り組む。背景・問題点・成果がもたらす社会への影響を調査
した上で研究テーマを設定して研究計画を作成して適切に
実行し，論理的思考に基づいてデータを解析する。また，
得られた成果をまとめ，プレゼンテーションや執筆によっ
て第三者へ的確に発信する。
　以上を達成することで，科学的に思考する能力，主体的
に問題を発見しそれを自らの発想で解決してゆく姿勢とそ
の方法論を身につける事を目的とする。

授業内容
［第１回］　研究テーマの確認と研究計画の報告
［第２回～第13回］　研究進捗状況の発表・討議
［第14回］　研究室内報告会

履修上の注意
　学部で習うべき流体力学の基礎知識を理解しておくこ
と。
　また，必要な知識については適宜学習に努めること。

準備学習（予習・復習等）の内容
・ テーマごとにグループ分けを行い，グループミーティン
グを設ける。

・ 各自研究テーマについて，自ら定めた研究計画に従い遂
行すること。

教科書
　特に指定しない。各自研究テーマ合わせて用意すること。

参考書
　適宜指示する。

成績評価の方法
　研究に対する姿勢（40％），研究内容（30％），研究進捗・
成果（30％）で評価し，合計60%以上で合格とする。

その他
【オフィスアワー】
　相談時間：随時
　場所：流体デザイン研究室（5101室）

指導テーマ
　流体輸送現象に関する諸問題に関して，理論・実験・数値
解析を用いて解決を図る。

【テーマ例】
　乱流熱対流場における形状最適化
　スカラー発生源予測と最適経路探索
　微小血管網形成メカニズムの解明
　乱流境界層における摩擦抵抗低減制御
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 川南　剛

授業の概要・到達目標
　本科目では，担当教員の指導の下，熱工学およびエネル
ギーシステムに関連する研究課題に取り組むことで，工学
的諸問題の解明およびそれらの克服するための論理的思考
力，研究手段，ならびにプレゼンテーション能力を養う。
とくに，工学的諸問題の明示，問題解決のためのアプロー
チ手法，実験技術およびデータの処理方法，数値解析技術
の習得を到達目標とする。また，成果を公表するために必
要な論文執筆やプレゼンテーション技術についても習得す
る。

授業内容
［第１回］　 研究計画書の提出および点検
［第２回］　 個別研究進捗報告
［第３回］　 個別研究進捗報告
［第４回］　 個別研究進捗報告
［第５回］　 個別研究進捗報告
［第６回］　 個別研究進捗報告
［第７回］　 個別研究進捗報告
［第８回］　 個別研究進捗報告
［第９回］　 個別研究進捗報告
［第10回］　 個別研究進捗報告
［第11回］　 個別研究進捗報告
［第12回］　 個別研究進捗報告
［第13回］　 個別研究進捗報告
［第14回］　 プレゼンテーション報告

履修上の注意
　毎週の進捗状況報告を課す。学期末に，報告書の提出お
よびプレゼンテーションによるを成果発表を課す。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究の遂行および進捗報告に際し，必要な技術および資
料に関する情報収集を適宜行うこと。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　研究指導の過程で適宜指示する。

成績評価の方法
　平常点・研究進捗状況（50％）および研究成果（50％）で評
価し，満点100％に対し，合計点60％以上を合格とする。

その他

指導テーマ
　固体冷媒ヒートポンプ技術の研究
　潜熱蓄熱技術に関する研究
　高度熱交換技術に関する研究　ほか

科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 川南　剛

授業の概要・到達目標
　本科目では，担当教員の指導の下，熱工学およびエネル
ギーシステムに関連する研究課題に取り組むことで，工学
的諸問題の解明およびそれらの克服するための論理的思考
力，研究手段，ならびにプレゼンテーション能力を養う。
とくに，工学的諸問題の明示，問題解決のためのアプロー
チ手法，実験技術およびデータの処理方法，数値解析技術
の習得を到達目標とする。また，成果を公表するために必
要な論文執筆やプレゼンテーション技術についても習得す
る。

授業内容
［第１回］　 研究計画書の提出および点検
［第２回］　 個別研究進捗報告
［第３回］　 個別研究進捗報告
［第４回］　 個別研究進捗報告
［第５回］　 個別研究進捗報告
［第６回］　 個別研究進捗報告
［第７回］　 個別研究進捗報告
［第８回］　 個別研究進捗報告
［第９回］　 個別研究進捗報告
［第10回］　 個別研究進捗報告
［第11回］　 個別研究進捗報告
［第12回］　 個別研究進捗報告
［第13回］　 個別研究進捗報告
［第14回］　 プレゼンテーション報告

履修上の注意
　毎週の進捗状況報告を課す。学期末に，報告書の提出お
よびプレゼンテーションによるを成果発表を課す。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究の遂行および進捗報告に際し，必要な技術および資
料に関する情報収集を適宜行うこと。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　研究指導の過程で適宜指示する。

成績評価の方法
　平常点・研究進捗状況（50％）および研究成果（50％）で評
価し，満点100％に対し，合計点60％以上を合格とする。

その他

指導テーマ
　固体冷媒ヒートポンプ技術の研究
　潜熱蓄熱技術に関する研究
　高度熱交換技術に関する研究　ほか
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 川南　剛

授業の概要・到達目標
　本科目では，担当教員の指導の下，熱工学およびエネル
ギーシステムに関連する研究課題に取り組むことで，工学
的諸問題の解明およびそれらの克服するための論理的思考
力，研究手段，ならびにプレゼンテーション能力を養う。
とくに，工学的諸問題の明示，問題解決のためのアプロー
チ手法，実験技術およびデータの処理方法，数値解析技術
の習得を到達目標とする。また，成果を公表するために必
要な論文執筆やプレゼンテーション技術についても習得す
る。

授業内容
［第１回］　 研究計画書の提出および点検
［第２回］　 個別研究進捗報告
［第３回］　 個別研究進捗報告
［第４回］　 個別研究進捗報告
［第５回］　 個別研究進捗報告
［第６回］　 個別研究進捗報告
［第７回］　 個別研究進捗報告
［第８回］　 個別研究進捗報告
［第９回］　 個別研究進捗報告
［第10回］　 個別研究進捗報告
［第11回］　 個別研究進捗報告
［第12回］　 個別研究進捗報告
［第13回］　 個別研究進捗報告
［第14回］　 プレゼンテーション報告

履修上の注意
　毎週の進捗状況報告を課す。学期末に，報告書の提出お
よびプレゼンテーションによるを成果発表を課す。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究の遂行および進捗報告に際し，必要な技術および資
料に関する情報収集を適宜行うこと。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　研究指導の過程で適宜指示する。

成績評価の方法
　平常点・研究進捗状況（50％）および研究成果（50％）で評
価し，満点100％に対し，合計点60％以上を合格とする。

その他

指導テーマ
　固体冷媒ヒートポンプ技術の研究
　潜熱蓄熱技術に関する研究
　高度熱交換技術に関する研究　ほか

科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 川南　剛

授業の概要・到達目標
　本科目では，担当教員の指導の下，熱工学およびエネル
ギーシステムに関連する研究課題に取り組むことで，工学
的諸問題の解明およびそれらの克服するための論理的思考
力，研究手段，ならびにプレゼンテーション能力を養う。
とくに，工学的諸問題の明示，問題解決のためのアプロー
チ手法，実験技術およびデータの処理方法，数値解析技術
の習得を到達目標とする。また，成果を公表するために必
要な論文執筆やプレゼンテーション技術についても習得す
る。

授業内容
［第１回］　 研究計画書の提出および点検
［第２回］　 個別研究進捗報告
［第３回］　 個別研究進捗報告
［第４回］　 個別研究進捗報告
［第５回］　 個別研究進捗報告
［第６回］　 個別研究進捗報告
［第７回］　 個別研究進捗報告
［第８回］　 個別研究進捗報告
［第９回］　 個別研究進捗報告
［第10回］　 個別研究進捗報告
［第11回］　 個別研究進捗報告
［第12回］　 個別研究進捗報告
［第13回］　 個別研究進捗報告
［第14回］　 プレゼンテーション報告

履修上の注意
　毎週の進捗状況報告を課す。学期末に，報告書の提出お
よびプレゼンテーションによるを成果発表を課す。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究の遂行および進捗報告に際し，必要な技術および資
料に関する情報収集を適宜行うこと。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　研究指導の過程で適宜指示する。

成績評価の方法
　平常点・研究進捗状況（50％）および研究成果（50％）で評
価し，満点100％に対し，合計点60％以上を合格とする。

その他

指導テーマ
　固体冷媒ヒートポンプ技術の研究
　潜熱蓄熱技術に関する研究
　高度熱交換技術に関する研究　ほか
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 黒田　洋司

授業の概要・到達目標
　メカトロニクス，移動ロボティクスに関連する未解決問
題の中から研究対象となるテーマを決定し，独自の考えに
よって実験・解析を行い，そこから得られた結果を検討・考
察する。さらに，学術的・工学的に価値のある成果を出し，
学会における講演会や学術論文誌においてその成果を発表
することによって，社会に貢献する。また，本研究を遂行
する過程において，問題解決に対する工学的なアプローチ・
方法を学ぶ。

授業内容
［01]　 イントロダクション：自律的に移動するロボットの

研究について
［02]　機構：アクチュエータ
［03]　制御：制御システム
［04]　センサ
［05]　運動学1
［06]　運動学2
［07]　差動メカニズム
［08]　ノンホロノミックシステム
［09]　プロジェクト報告1
［10]　システム・デザイン
［11]　システム・デザイン
［12]　討論
［13]　システム・デザイン
［14]　プロジェクト報告2

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　学部のロボット工学相等の知識を事前につけておくこ
と。

教科書

参考書

成績評価の方法
　博士前期課程1年次に中間審査を実施し，成績評価の
10％とする。
1． 修士研究の内容40％（1年次は中間審査の成績10％を

含む）
2． 学習・研究態度30％
3． 発表能力，協調能力30％
　以上の合計点により，60％以上を合格とする。

その他

科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 黒田　洋司

授業の概要・到達目標
　メカトロニクス，移動ロボティクスに関連する未解決問
題の中から研究対象となるテーマを決定し，独自の考えに
よって実験・解析を行い，そこから得られた結果を検討・考
察する。さらに，学術的・工学的に価値のある成果を出し，
学会における講演会や学術論文誌においてその成果を発表
することによって，社会に貢献する。また，本研究を遂行
する過程において，問題解決に対する工学的なアプローチ・
方法を学ぶ。

授業内容
［01]　 イントロダクション：センシングと環境認識について
［02]　センサ1：画像処理
［03]　センサ1：画像処理
［04]　センサ2：LRF
［05]　センサ2：LRF
［06]　Localization and Mapping
［07]　SLAM Problem
［08]　環境認識問題
［09]　プロジェクト報告1
［10]　システム・デザイン
［11]　システム・デザイン
［12]　討論
［13]　システム・デザイン
［14]　プロジェクト報告2

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　ローカリゼーションの基礎やSLAMについて学習してお
くこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　博士前期課程1年次に中間審査を実施し，成績評価の
10％とする。
1． 修士研究の内容40％（1年次は中間審査の成績10％を

含む）
2． 学習・研究態度30％
3． 発表能力，協調能力30％
　以上の合計点により，60％以上を合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 黒田　洋司

授業の概要・到達目標
　メカトロニクス，移動ロボティクスに関連する未解決問
題の中から研究対象となるテーマを決定し，独自の考えに
よって実験・解析を行い，そこから得られた結果を検討・考
察する。さらに，学術的・工学的に価値のある成果を出し，
学会における講演会や学術論文誌においてその成果を発表
することによって，社会に貢献する。また，本研究を遂行
する過程において，問題解決に対する工学的なアプローチ・
方法を学ぶ。

授業内容
［01]　 イントロダクション：自律的に移動するロボットの

研究について
［02]　機構：アクチュエータ
［03]　制御：制御システム
［04]　センサ
［05]　運動学1
［06]　運動学2
［07]　差動メカニズム
［08]　ノンホロノミックシステム
［09]　プロジェクト報告1
［10]　システム・デザイン
［11]　システム・デザイン
［12]　討論
［13]　システム・デザイン
［14]　プロジェクト報告2

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　PythonおよびC＋＋によるロボットプログラミングにつ
いて学習しておくこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　博士前期課程1年次に中間審査を実施し，成績評価の
10％とする。
1． 修士研究の内容40％（1年次は中間審査の成績10％を

含む）
2． 学習・研究態度30％
3． 発表能力，協調能力30％
　以上の合計点により，60％以上を合格とする。

その他

科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 黒田　洋司

授業の概要・到達目標
　メカトロニクス，移動ロボティクスに関連する未解決問
題の中から研究対象となるテーマを決定し，独自の考えに
よって実験・解析を行い，そこから得られた結果を検討・考
察する。さらに，学術的・工学的に価値のある成果を出し，
学会における講演会や学術論文誌においてその成果を発表
することによって，社会に貢献する。また，本研究を遂行
する過程において，問題解決に対する工学的なアプローチ・
方法を学ぶ。

授業内容
［01]　イントロダクション：センシングと環境認識について
［02]　センサ1：画像処理
［03]　センサ1：画像処理
［04]　センサ2：LRF
［05]　センサ2：LRF
［06]　Localization and Mapping
［07]　SLAM Problem
［08]　環境認識問題
［09]　プロジェクト報告1
［10]　システム・デザイン
［11]　システム・デザイン
［12]　討論
［13]　システム・デザイン
［14]　プロジェクト報告2

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　SLAMおよびプランニングについて事前に調べておくこ
と。

教科書

参考書

成績評価の方法
　博士前期課程1年次に中間審査を実施し，成績評価の
10％とする。
1． 修士研究の内容40％（1年次は中間審査の成績10％を

含む）
2． 学習・研究態度30％
3． 発表能力，協調能力30％
　以上の合計点により，60％以上を合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 小林　健一

授業の概要・到達目標
・ 独自の研究課題の抽出と設定，研究計画立案を主体的に
行う。

・ 自主的，主体的な行動によって研究を進め，困難が発生
したときに，自ら解決する。

・ 長期的，短期的な研究計画を作り，それを見直しながら
研究を進める。

・ 自己管理をし，日々計画的に時間を使う。
・ 研究室内で，自らの役割を自覚し，周囲と協調しながら
研究など活動する。

・ 後輩の指導を積極的にし。周囲をまとめ，牽引する。
・ 当該分野の基礎・専門知識，これまでの研究成果に対する
知識などを習得する。

・ 研究課題の意義や技術的位置付け，研究の成果・内容の新
規性，成果の重要性を説明できる。

・ 実験装置や計算法の構築，実験や計算の遂行，信頼度の
評価を行う。

授業内容
［第１回］　 研究テーマに関するディスカッション
［第２回］　 研究テーマの決定
［第３回］　 決定した研究テーマについての説明
［第４回］　 研究計画の検討
［第５回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第６回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第７回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第８回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第９回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第10回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第11回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第12回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第13回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第14回］　 研究成果の報告

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究を自主的・計画的に進め，進捗状況を報告する。

教科書

参考書

成績評価の方法
　評点の配分割合は，下記のとおりとする。
1． 研究内容50％
2． 学習態度50％
　以上の合計点（100点満点）60点以上を合格とする。

その他

科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 小林　健一

授業の概要・到達目標
・ 自主的，主体的な行動によって研究を進め，困難が発生
したときに，自ら解決する。

・ 長期的，短期的な研究計画を作り，それを見直しながら
研究を進める。

・ 自己管理をし，日々計画的に時間を使う。
・ 研究室内で，自らの役割を自覚し，周囲と協調しながら
研究など活動する。

・ 後輩の指導を積極的にし。周囲をまとめ，牽引する。
・ 研究会，学会，国際会議などに参加し，積極的に成果を
発表，発言を行う。

・ 当該分野の基礎・専門知識，これまでの研究成果に対する
知識などを習得する。

・ 研究課題の意義や技術的位置付け，研究の成果・内容の新
規性，成果の重要性を説明できる。

・ 実験装置や計算法の構築，実験や計算の遂行，信頼度の
評価を行う。

・ 論文を執筆する。
・ 研究成果を，プレゼンテーション材料を用意し明解に説
明する。

・ 論理的な質疑対応を行う。

授業内容
［第１回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第２回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第３回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第４回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第５回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第６回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第７回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第８回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第９回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第10回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第11回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第12回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第13回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第14回］　 研究成果の報告

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究を自主的・計画的に進め，進捗状況を報告する。

教科書

参考書

成績評価の方法
　評点の配分割合は，下記のとおりとする。
1． 研究内容40％
2． 発表能力30％
　ただし，中間審査の成績10％を含む。
3． 学習態度30％
　以上の合計点（100点満点）60点以上を合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 小林　健一

授業の概要・到達目標
・ 自主的，主体的な行動によって研究を進め，困難が発生
したときに，自ら解決する。

・ 長期的，短期的な研究計画を作り，それを見直しながら
研究を進める。

・ 自己管理をし，日々計画的に時間を使う。
・ 研究室内で，自らの役割を自覚し，周囲と協調しながら
研究など活動する。

・ 後輩の指導を積極的にし。周囲をまとめ，牽引する。
・ 研究会，学会，国際会議などに参加し，積極的に成果を
発表，発言を行う。

・ 当該分野の基礎・専門知識，これまでの研究成果に対する
知識などを習得する。

・ 研究課題の意義や技術的位置付け，研究の成果・内容の新
規性，成果の重要性を説明できる。

・ 実験装置や計算法の構築，実験や計算の遂行，信頼度の
評価を行う。

・ 論文を執筆する。
・ 研究成果を，プレゼンテーション材料を用意し明解に説
明する。

・ 論理的な質疑対応を行う。

授業内容
［第１回］　 研究テーマに関するディスカッション
［第２回］　 研究計画の検討
［第３回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第４回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第５回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第６回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第７回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第８回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第９回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第10回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第11回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第12回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第13回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第14回］　 研究成果の報告

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究を自主的・計画的に進め，進捗状況を報告する。

教科書

参考書

成績評価の方法
　評点の配分割合は，下記のとおりとする。
1． 研究内容40％
2． 発表能力30％
3． 学習態度30％
　以上の合計点（100点満点）60点以上を合格とする。

その他

科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 小林　健一

授業の概要・到達目標
・ 自主的，主体的な行動によって研究を進め，困難が発生
したときに，自ら解決する。

・ 長期的，短期的な研究計画を作り，それを見直しながら
研究を進める。

・ 自己管理をし，日々計画的に時間を使う。
・ 研究室内で，自らの役割を自覚し，周囲と協調しながら
研究など活動する。

・ 後輩の指導を積極的にし。周囲をまとめ，牽引する。
・ 研究会，学会，国際会議などに参加し，積極的に成果を
発表，発言を行う。

・ 当該分野の基礎・専門知識，これまでの研究成果に対する
知識などを習得する。

・ 研究課題の意義や技術的位置付け，研究の成果・内容の新
規性，成果の重要性を説明できる。

・ 実験装置や計算法の構築，実験や計算の遂行，信頼度の
評価を行う。

・ 論文を執筆する。
・ 研究成果を，プレゼンテーション材料を用意し明解に説
明する。

・ 論理的な質疑対応を行う。

授業内容
［第１回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第２回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第３回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第４回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第５回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第６回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第７回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第８回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第９回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第10回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第11回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第12回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第13回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第14回］　 研究成果の報告

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究を自主的・計画的に進め，進捗状況を報告する。

教科書

参考書

成績評価の方法
　評点の配分割合は，下記のとおりとする。
1． 研究内容40％
2． 発表能力30％
3． 学習態度30％
　以上の合計点（100点満点）60点以上を合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　Ph.D. 齋藤　彰

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導の下に構造動力学に関
する研究課題に取り組むことで，科学的に思考する能力，
自ら問題を発見しそれを自らの発想で解決していく姿勢と
その方法論を身に着けることを目的とする。
　機械の剛体的なダイナミクスを扱う機械力学や，弾性変
形を伴った線形・非線型の振動現象を扱う構造動力学は，
精密機器，自動車，航空機などの動的荷重を受ける機械構
造物の設計を行う上で必要不可欠な基盤技術であり，近年
その重要性がますます高まっている。本科目では，これら
の分野のさらなる発展に寄与するため，機械力学・構造動
力学に関する研究を行う。
　このため本科目では，機械力学・構造動力学に関する高
度な知識，有限要素法に代表される各種コンピュータシ
ミュレーション技術，実験モード解析技術，信号処理技術
に関する技術を学習する。そして各自の研究計画にしたが
い，研究を実施する。研究室内でのプレゼンテーション，
および研究室メンバーとのディスカッションを通じて，得
られた研究結果を共有し，他者に対して自らの考えとその
妥当性を論理的に説明する能力を身に着ける。さらに，研
究成果は国内外における学会で発表し，論文として専門誌
への投稿を目指す。
　本科目の到達目標は，自ら必要な知識・技術を修得し，
課題を発見し解決していく能力を修得することである。

授業内容
［第１回］　 研究に関する説明と研究計画立案
［第２回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第３回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第４回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第５回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第６回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第７回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第８回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第９回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第10回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第11回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第12回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第13回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　毎週の個別打ち合わせと研究進捗報告を通して研究の指
導を行う。修了までに学会発表を行うことが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　機械力学，機械のダイナミクス，機械振動学の修得が必
要である。また，有限要素法，プログラミングに関する基
本的な知識を有することが望ましい。研究進行計画を立て，
計画的に研究を進めること。

教科書
　特になし

参考書
　Fundamentals of Vibrations, L. Meirovitch, McGraw-
Hills
　Fundamentals of Structural Dynamics, R.R. Craig and 
A.J. Kurdila, Wiley

　The Finite Element Method, T.J.R. Hughes, Dover 
Publications
　構造動力学，大熊政明，朝倉書店

成績評価の方法
　研究内容（30％），成果報告（40％），研究に対する姿勢

（30％）で評価し，60点以上を合格とする。

その他

指導テーマ
　主として以下のテーマを設定するが，自発的な新規テー
マの提案を歓迎する。原則として全てのテーマにおいて理
論・数値解析，および実験解析を実施する。

（1） 機械振動現象を有効に活用する技術の開発
―エネルギーハーベスティング
―異方性材料の物性値同定・逆問題手法の開発
―モデルベース損傷検出手法の開発

（2） 機械振動現象を予測するコンピュータシミュレーショ
ン技術の開発

―電動機の電磁振動解析
―衝突を含む非線型連成振動子
―接合部のモデリング
―異方性材料の解析
―各種実験モード解析技術（実働時モーダル解析，伝達経
路解析，等）
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　Ph.D. 齋藤　彰

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導の下に構造動力学に関
する研究課題に取り組むことで，科学的に思考する能力，
自ら問題を発見しそれを自らの発想で解決していく姿勢と
その方法論を身に着けることを目的とする。
　機械の剛体的なダイナミクスを扱う機械力学や，弾性変
形を伴った線形・非線型の振動現象を扱う構造動力学は，
精密機器，自動車，航空機などの動的荷重を受ける機械構
造物の設計を行う上で必要不可欠な基盤技術であり，近年
その重要性がますます高まっている。本科目では，これら
の分野のさらなる発展に寄与するため，機械力学・構造動
力学に関する研究を行う。
　このため本科目では，機械力学・構造動力学に関する高
度な知識，有限要素法に代表される各種コンピュータシ
ミュレーション技術，実験モード解析技術，信号処理技術
に関する技術を学習する。そして各自の研究計画にしたが
い，研究を実施する。研究室内でのプレゼンテーション，
および研究室メンバーとのディスカッションを通じて，得
られた研究結果を共有し，他者に対して自らの考えとその
妥当性を論理的に説明する能力を身に着ける。さらに，研
究成果は国内外における学会で発表し，論文として専門誌
への投稿を目指す。
　本科目の到達目標は，自ら必要な知識・技術を修得し，
課題を発見し解決していく能力を修得することである。

授業内容
［第１回］　 研究に関する説明と研究計画立案
［第２回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第３回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第４回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第５回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第６回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第７回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第８回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第９回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第10回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第11回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第12回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第13回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　毎週の個別打ち合わせと研究進捗報告を通して研究の指
導を行う。修了までに学会発表を行うことが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　機械力学，機械のダイナミクス，機械振動学の修得が必
要である。また，有限要素法，プログラミングに関する基
本的な知識を有することが望ましい。研究進行計画を立て，
計画的に研究を進めること。

教科書
　特になし

参考書
　Fundamentals of Vibrations, L. Meirovitch, McGraw-
Hills
　Fundamentals of Structural Dynamics, R.R. Craig and 
A.J. Kurdila, Wiley

　The Finite Element Method, T.J.R. Hughes, Dover 
Publications
　構造動力学，大熊政明，朝倉書店

成績評価の方法
　研究内容（30％），成果報告（30％），研究に対する姿勢

（30％），中間審査（10％）で評価し，60点以上を合格とする。

その他

指導テーマ
　主として以下のテーマを設定するが，自発的な新規テー
マの提案を歓迎する。原則として全てのテーマにおいて理
論・数値解析，および実験解析を実施する。

（1） 機械振動現象を有効に活用する技術の開発
―エネルギーハーベスティング
―異方性材料の物性値同定・逆問題手法の開発
―モデルベース損傷検出手法の開発

（2） 機械振動現象を予測するコンピュータシミュレーショ
ン技術の開発

―電動機の電磁振動解析
―衝突を含む非線型連成振動子
―接合部のモデリング
―異方性材料の解析
―各種実験モード解析技術（実働時モーダル解析，伝達経
路解析，等）

― 144 ―



科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　Ph.D. 齋藤　彰

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導の下に構造動力学に関
する研究課題に取り組むことで，科学的に思考する能力，
自ら問題を発見しそれを自らの発想で解決していく姿勢と
その方法論を身に着けることを目的とする。
　機械の剛体的なダイナミクスを扱う機械力学や，弾性変
形を伴った線形・非線型の振動現象を扱う構造動力学は，
精密機器，自動車，航空機などの動的荷重を受ける機械構
造物の設計を行う上で必要不可欠な基盤技術であり，近年
その重要性がますます高まっている。本科目では，これら
の分野のさらなる発展に寄与するため，機械力学・構造動
力学に関する研究を行う。
　このため本科目では，機械力学・構造動力学に関する高
度な知識，有限要素法に代表される各種コンピュータシ
ミュレーション技術，実験モード解析技術，信号処理技術
に関する技術を学習する。そして各自の研究計画にしたが
い，研究を実施する。研究室内でのプレゼンテーション，
および研究室メンバーとのディスカッションを通じて，得
られた研究結果を共有し，他者に対して自らの考えとその
妥当性を論理的に説明する能力を身に着ける。さらに，研
究成果は国内外における学会で発表し，論文として専門誌
への投稿を目指す。
　本科目の到達目標は，自ら必要な知識・技術を修得し，
課題を発見し解決していく能力を修得することである。

授業内容
［第１回］　 研究に関する説明と研究計画立案
［第２回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第３回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第４回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第５回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第６回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第７回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第８回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第９回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第10回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第11回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第12回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第13回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　毎週の個別打ち合わせと研究進捗報告を通して研究の指
導を行う。修了までに学会発表を行うことが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　機械力学，機械のダイナミクス，機械振動学の修得が必
要である。また，有限要素法，プログラミングに関する基
本的な知識を有することが望ましい。研究進行計画を立て，
計画的に研究を進めること。

教科書
　特になし

参考書
　Fundamentals of Vibrations, L. Meirovitch, McGraw-
Hills
　Fundamentals of Structural Dynamics, R.R. Craig and 
A.J. Kurdila, Wiley

　The Finite Element Method, T.J.R. Hughes, Dover 
Publications
　構造動力学，大熊政明，朝倉書店

成績評価の方法
　研究内容（30％），成果報告（40％），研究に対する姿勢

（30％）で評価し，60点以上を合格とする。

その他

指導テーマ
　主として以下のテーマを設定するが，自発的な新規テー
マの提案を歓迎する。原則として全てのテーマにおいて理
論・数値解析，および実験解析を実施する。

（1） 機械振動現象を有効に活用する技術の開発
―エネルギーハーベスティング
―異方性材料の物性値同定・逆問題手法の開発
―モデルベース損傷検出手法の開発

（2） 機械振動現象を予測するコンピュータシミュレーショ
ン技術の開発

―電動機の電磁振動解析
―衝突を含む非線型連成振動子
―接合部のモデリング
―異方性材料の解析
―各種実験モード解析技術（実働時モーダル解析，伝達経
路解析，等）
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　Ph.D. 齋藤　彰

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導の下に構造動力学に関
する研究課題に取り組むことで，科学的に思考する能力，
自ら問題を発見しそれを自らの発想で解決していく姿勢と
その方法論を身に着けることを目的とする。
　機械の剛体的なダイナミクスを扱う機械力学や，弾性変
形を伴った線形・非線型の振動現象を扱う構造動力学は，
精密機器，自動車，航空機などの動的荷重を受ける機械構
造物の設計を行う上で必要不可欠な基盤技術であり，近年
その重要性がますます高まっている。本科目では，これら
の分野のさらなる発展に寄与するため，機械力学・構造動
力学に関する研究を行う。
　このため本科目では，機械力学・構造動力学に関する高
度な知識，有限要素法に代表される各種コンピュータシ
ミュレーション技術，実験モード解析技術，信号処理技術
に関する技術を学習する。そして各自の研究計画にしたが
い，研究を実施する。研究室内でのプレゼンテーション，
および研究室メンバーとのディスカッションを通じて，得
られた研究結果を共有し，他者に対して自らの考えとその
妥当性を論理的に説明する能力を身に着ける。さらに，研
究成果は国内外における学会で発表し，論文として専門誌
への投稿を目指す。
　本科目の到達目標は，自ら必要な知識・技術を修得し，
課題を発見し解決していく能力を修得することである。

授業内容
［第１回］　 研究に関する説明と研究計画立案
［第２回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第３回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第４回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第５回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第６回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第７回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第８回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第９回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第10回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第11回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第12回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第13回］　 個別打ち合わせと研究進捗報告会
［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　毎週の個別打ち合わせと研究進捗報告を通して研究の指
導を行う。修了までに学会発表を行うことが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　機械力学，機械のダイナミクス，機械振動学の修得が必
要である。また，有限要素法，プログラミングに関する基
本的な知識を有することが望ましい。研究進行計画を立て，
計画的に研究を進めること。

教科書
　特になし

参考書
　Fundamentals of Vibrations, L. Meirovitch, McGraw-
Hills
　Fundamentals of Structural Dynamics, R.R. Craig and 
A.J. Kurdila, Wiley

　The Finite Element Method, T.J.R. Hughes, Dover 
Publications
　構造動力学，大熊政明，朝倉書店

成績評価の方法
　研究内容（30％），研究に対する姿勢（30％），修士論文

（40％）で評価し，60点以上を合格とする。

その他

指導テーマ
　主として以下のテーマを設定するが，自発的な新規テー
マの提案を歓迎する。原則として全てのテーマにおいて理
論・数値解析，および実験解析を実施する。

（1） 機械振動現象を有効に活用する技術の開発
―エネルギーハーベスティング
―異方性材料の物性値同定・逆問題手法の開発
―モデルベース損傷検出手法の開発

（2） 機械振動現象を予測するコンピュータシミュレーショ
ン技術の開発

―電動機の電磁振動解析
―衝突を含む非線型連成振動子
―接合部のモデリング
―異方性材料の解析
―各種実験モード解析技術（実働時モーダル解析，伝達経
路解析，等）
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 榊原　潤

授業の概要・到達目標
　流体力学を基礎として，画像処理やメカトロニクス，オ
プトロニクスを応用した計測手法を中心に，種々の機器開
発および現象解明を目的とした研究を行う。担当教員の下
で自主的に課題を決め，研究計画の策定や実験装置の設計・
製作，実験の計画および実験の実施，得られた結果の解析
や考察，論文の作成や発表を行うことで，自ら問題を発見
してそれを解決する能力を身に付ける。

授業内容
（流体力学，流体計測，画像処理，医用工学，管内流れ）
　次に挙げる研究テーマおよび関連テーマに関して研究を
行う。翼周り・物体後流流れ・直円管乱流の制御に関する研
究，手術下における眼球内の流動に関する研究，平行平板
間噴流に関する研究，画像処理流速計の計測精度向上に関
する研究。

［第１回］　 研究テーマ解説
［第２回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第３回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第４回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第５回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第６回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第７回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第８回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第９回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第10回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第11回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第12回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第13回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第14回］　 研究成果の報告と講評

履修上の注意
　流体力学に関連する科目を修得していることが望まし
い。

準備学習（予習・復習等）の内容
　進捗状況や関連論文の内容をパワーポイントにまとめ，
分かりやすく発表できるよう準備をしておく。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　日野幹雄「流体力学」朝倉書店
　Boundary-Layer Theory: H. Schlichting, K. Gersten, 
McGrow-Hill
　A First Course in Turbulence: H. Tennekes, J. L. 
Lumley, MIT Press

成績評価の方法
　評点の配分方法は，下記の通りとする。
1． 研究内容　40％
2． 研究能力　30％
3． 発表能力　30％
　以上の合計により，60％以上を合格とする。

その他

科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 榊原　潤

授業の概要・到達目標
　流体力学を基礎として，画像処理やメカトロニクス，オ
プトロニクスを応用した計測手法を中心に，種々の機器開
発および現象解明を目的とした研究を行う。担当教員の下
で自主的に課題を決め，研究計画の策定や実験装置の設計・
製作，実験の計画および実験の実施，得られた結果の解析
や考察，論文の作成や発表を行うことで，自ら問題を発見
してそれを解決する能力を身に付ける。

授業内容
（流体力学，流体計測，画像処理，医用工学，管内流れ）
　次に挙げる研究テーマおよび関連テーマに関して研究を
行う。翼周り・物体後流流れ・直円管乱流の制御に関する研
究，手術下における眼球内の流動に関する研究，平行平板
間噴流に関する研究，画像処理流速計の計測精度向上に関
する研究。

［第１回］　 研究テーマ解説
［第２回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第３回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第４回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第５回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第６回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第７回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第８回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第９回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第10回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第11回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第12回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第13回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第14回］　 研究進捗状況の発表と評価

履修上の注意
　流体力学に関連する科目を修得していることが望まし
い。

準備学習（予習・復習等）の内容
　進捗状況や関連論文の内容をパワーポイントにまとめ，
分かりやすく発表できるよう準備をしておく。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　日野幹雄「流体力学」朝倉書店
　Boundary-Layer Theory: H. Schlichting, K. Gersten, 
McGrow-Hill
　A First Course in Turbulence: H. Tennekes, J. L. 
Lumley, MIT Press

成績評価の方法
　評点の配分方法は，下記の通りとする。
1． 研究内容　40％
2． 研究能力　30％
3． 発表能力　30％
　以上の合計により，60％以上を合格とする。

その他

― 147 ―



科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 榊原　潤

授業の概要・到達目標
　流体力学を基礎として，画像処理やメカトロニクス，オ
プトロニクスを応用した計測手法を中心に，種々の機器開
発および現象解明を目的とした研究を行う。担当教員の下
で自主的に課題を決め，研究計画の策定や実験装置の設計・
製作，実験の計画および実験の実施，得られた結果の解析
や考察，論文の作成や発表を行うことで，自ら問題を発見
してそれを解決する能力を身に付ける。

授業内容
（流体力学，流体計測，画像処理，医用工学，管内流れ）
　次に挙げる研究テーマおよび関連テーマに関して研究を
行う。翼周り・物体後流流れ・直円管乱流の制御に関する研
究，手術下における眼球内の流動に関する研究，平行平板
間噴流に関する研究，画像処理流速計の計測精度向上に関
する研究。

［第１回］　 研究テーマ解説
［第２回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第３回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第４回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第５回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第６回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第７回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第８回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第９回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第10回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第11回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第12回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第13回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第14回］　 研究成果の報告と講評

履修上の注意
　流体力学に関連する科目を修得していることが望まし
い。

準備学習（予習・復習等）の内容
　進捗状況や関連論文の内容をパワーポイントにまとめ，
分かりやすく発表できるよう準備をしておく。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　日野幹雄「流体力学」朝倉書店
　Boundary-Layer Theory: H. Schlichting, K. Gersten, 
McGrow-Hill
　A First Course in Turbulence: H. Tennekes, J. L. 
Lumley, MIT Press

成績評価の方法
　評点の配分方法は，下記の通りとする。
1． 研究内容　40％
2． 研究能力　30％
3． 発表能力　30％
　以上の合計により，60％以上を合格とする。

その他

科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 榊原　潤

授業の概要・到達目標
　流体力学を基礎として，画像処理やメカトロニクス，オ
プトロニクスを応用した計測手法を中心に，種々の機器開
発および現象解明を目的とした研究を行う。担当教員の下
で自主的に課題を決め，研究計画の策定や実験装置の設計・
製作，実験の計画および実験の実施，得られた結果の解析
や考察，論文の作成や発表を行うことで，自ら問題を発見
してそれを解決する能力を身に付ける。

授業内容
（流体力学，流体計測，画像処理，医用工学，管内流れ）
　次に挙げる研究テーマおよび関連テーマに関して研究を
行う。翼周り・物体後流流れ・直円管乱流の制御に関する研
究，手術下における眼球内の流動に関する研究，平行平板
間噴流に関する研究，画像処理流速計の計測精度向上に関
する研究。

［第１回］　 研究テーマ解説
［第２回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第３回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第４回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第５回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第６回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第７回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第８回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第９回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第10回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第11回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第12回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第13回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第14回］　 研究成果の報告と講評

履修上の注意
　流体力学に関連する科目を修得していることが望まし
い。

準備学習（予習・復習等）の内容
　進捗状況や関連論文の内容をパワーポイントにまとめ，
分かりやすく発表できるよう準備をしておく。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　日野幹雄「流体力学」朝倉書店
　Boundary-Layer Theory: H. Schlichting, K. Gersten, 
McGrow-Hill
　A First Course in Turbulence: H. Tennekes, J. L. 
Lumley, MIT Press

成績評価の方法
　評点の配分方法は，下記の通りとする。
1． 研究内容　40％
2． 研究能力　30％
3． 発表能力　30％
　以上の合計により，60％以上を合格とする。

その他

― 148 ―



科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 澤野　宏

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導の下で最先端の研究課
題に取り組むことにより，科学的に施行する能力，自ら問
題を発見しそれを自らの発想で解決していく姿勢とその方
法論を身に着けることを目的とする。
　近年の科学技術の進歩は目覚ましく，光学部品，精密機
械部品ならびに電子デバイスといった我々の生活に身近な
製品においても超精密部品が多用されている。このような
超精密部品の加工精度に対する要求は年々高まっており，
これを実現するためには新たな加工システムの実現が求め
られる。本科目では，このような加工システムの実現に必
要な，加工システムの構成要素，加工計測，精密加工技術
の研究を行う。
　そのため，本科目では加工システムの構成要素，精密計
測，精密加工の知識を学び，各自の研究課題に関する研究
計画に従い，研究を実施する。また，研究結果を工学的に
正しく評価し，学会や専門誌に論文として公開することを
目指す。また，研究室内でのプレゼンテーションやディス
カッションなどを通じて研究の意義や課題，進捗状況な等
を他者に説明し，学生同士で協力しながら研究を進める協
調性を身に着ける。
　本科目の到達目標は，自ら必要な知識や技術を学習し，
問題を発見し解決していく実践力を修得することである。

授業内容
　各自の研究テーマに基づいて，研究を行う。毎週の成果
報告会において1週間の研究成果を報告するとともに，指
導教員や他の学生とのディスカッションを通じて研究の問
題点や今後の課題を考える。そして，次週までの課題を設
定し，研究を遂行する。

［第１回］　 研究の進め方に関する説明および研究計画の
立案

［第２回］　 研究に関する成果報告および質疑1
［第３回］　 研究に関する成果報告および質疑2
［第４回］　 研究に関する成果報告および質疑3
［第５回］　 研究に関する成果報告および質疑4
［第６回］　 研究に関する成果報告および質疑5
［第７回］　 研究に関する成果報告および質疑6
［第８回］　 研究に関する成果報告および質疑7
［第９回］　 研究に関する成果報告および質疑8
［第10回］　 研究に関する成果報告および質疑9
［第11回］　 研究に関する成果報告および質疑10
［第12回］　 研究に関する成果報告および質疑11
［第13回］　 研究に関する成果報告および質疑12
［第14回］　 まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　自分の研究テーマだけでなく，周辺技術や周囲の研究に
関する文献調査を継続的に行い，視野を広げること。

教科書
　特になし

参考書
　研究テーマに応じて指示する。

成績評価の方法
　研究態度（30％），研究内容（30％），成果報告（40％）によ
り成績を評価し，60点以上を合格とする。

その他
　オフィスアワー：木曜日　11：00 ～13：00（4号館　4105室）

指導テーマ
　高度な加工システムの実現に必要な，加工システムの構
成要素，加工計測，精密加工技術の研究を行う。具体的な
研究テーマを以下に示す。
 1．光学プローブの高性能化に関する研究
 2．直進速度の直接計測に関する研究
 3．レーザスペックルによる加工面性状評価に関する研究
 4．レーザスペックルによる血流計測に関する研究
 5． 直線と曲線の複合軌道に適用可能なシャフトモータの

開発
 6．水を作動流体とする環境負荷の小さい静圧軸受の開発
 7．放電加工によるCFRPの微細形状創成
 8．気中放電加工に関する研究
 9．研削加工の高度化に関する研究
10． 3Dプリンタと切削加工の組合せによる複雑形状部品の

加工精度向上
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 澤野　宏

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導の下で最先端の研究課
題に取り組むことにより，科学的に施行する能力，自ら問
題を発見しそれを自らの発想で解決していく姿勢とその方
法論を身に着けることを目的とする。
　近年の科学技術の進歩は目覚ましく，光学部品，精密機
械部品ならびに電子デバイスといった我々の生活に身近な
製品においても超精密部品が多用されている。このような
超精密部品の加工精度に対する要求は年々高まっており，
これを実現するためには新たな加工システムの実現が求め
られる。本科目では，このような加工システムの実現に必
要な，加工システムの構成要素，加工計測，精密加工技術
の研究を行う。
　そのため，本科目では加工システムの構成要素，精密計
測，精密加工の知識を学び，各自の研究課題に関する研究
計画に従い，研究を実施する。また，研究結果を工学的に
正しく評価し，学会や専門誌に論文として公開することを
目指す。また，研究室内でのプレゼンテーションやディス
カッションなどを通じて研究の意義や課題，進捗状況な等
を他者に説明し，学生同士で協力しながら研究を進める協
調性を身に着ける。
　本科目の到達目標は，自ら必要な知識や技術を学習し，
問題を発見し解決していく実践力を修得することである。

授業内容
　各自の研究テーマに基づいて，研究を行う。毎週の成果
報告会において1週間の研究成果を報告するとともに，指
導教員や他の学生とのディスカッションを通じて研究の問
題点や今後の課題を考える。そして，次週までの課題を設
定し，研究を遂行する。

［第１回］　 研究の進め方に関する説明および研究計画の
立案

［第２回］　 研究に関する成果報告および質疑1
［第３回］　 研究に関する成果報告および質疑2
［第４回］　 研究に関する成果報告および質疑3
［第５回］　 研究に関する成果報告および質疑4
［第６回］　 研究に関する成果報告および質疑5
［第７回］　 研究に関する成果報告および質疑6
［第８回］　 研究に関する成果報告および質疑7
［第９回］　 研究に関する成果報告および質疑8
［第10回］　 研究に関する成果報告および質疑9
［第11回］　 研究に関する成果報告および質疑10
［第12回］　 研究に関する成果報告および質疑11
［第13回］　 研究に関する成果報告および質疑12
［第14回］　 まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　自分の研究テーマだけでなく，周辺技術や周囲の研究に
関する文献調査を継続的に行い，視野を広げること。

教科書
　特になし

参考書
　研究テーマに応じて指示する。

成績評価の方法
　研究態度（30％），研究内容（30％），成果報告（30％），中
間審査（10％）により成績を評価し，60点以上を合格とする。

その他
　オフィスアワー：木曜日　11：00 ～13：00（4号館　4105室）

指導テーマ
　高度な加工システムの実現に必要な，加工システムの構
成要素，加工計測，精密加工技術の研究を行う。具体的な
研究テーマを以下に示す。
 1．光学プローブの高性能化に関する研究
 2．直進速度の直接計測に関する研究
 3．レーザスペックルによる加工面性状評価に関する研究
 4．レーザスペックルによる血流計測に関する研究
 5． 直線と曲線の複合軌道に適用可能なシャフトモータの

開発
 6．水を作動流体とする環境負荷の小さい静圧軸受の開発
 7．放電加工によるCFRPの微細形状創成
 8．気中放電加工に関する研究
 9．研削加工の高度化に関する研究
10． 3Dプリンタと切削加工の組合せによる複雑形状部品の

加工精度向上
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 澤野　宏

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導の下で最先端の研究課
題に取り組むことにより，科学的に施行する能力，自ら問
題を発見しそれを自らの発想で解決していく姿勢とその方
法論を身に着けることを目的とする。
　近年の科学技術の進歩は目覚ましく，光学部品，精密機
械部品ならびに電子デバイスといった我々の生活に身近な
製品においても超精密部品が多用されている。このような
超精密部品の加工精度に対する要求は年々高まっており，
これを実現するためには新たな加工システムの実現が求め
られる。本科目では，このような加工システムの実現に必
要な，加工システムの構成要素，加工計測，精密加工技術
の研究を行う。
　そのため，本科目では加工システムの構成要素，精密計
測，精密加工の知識を学び，各自の研究課題に関する研究
計画に従い，研究を実施する。また，研究結果を工学的に
正しく評価し，学会や専門誌に論文として公開することを
目指す。また，研究室内でのプレゼンテーションやディス
カッションなどを通じて研究の意義や課題，進捗状況な等
を他者に説明し，学生同士で協力しながら研究を進める協
調性を身に着ける。
　本科目の到達目標は，自ら必要な知識や技術を学習し，
問題を発見し解決していく実践力を修得することである。

授業内容
　各自の研究テーマに基づいて，研究を行う。毎週の成果
報告会において1週間の研究成果を報告するとともに，指
導教員や他の学生とのディスカッションを通じて研究の問
題点や今後の課題を考える。そして，次週までの課題を設
定し，研究を遂行する。

［第１回］　 研究の進め方に関する説明および研究計画の
立案

［第２回］　 研究に関する成果報告および質疑1
［第３回］　 研究に関する成果報告および質疑2
［第４回］　 研究に関する成果報告および質疑3
［第５回］　 研究に関する成果報告および質疑4
［第６回］　 研究に関する成果報告および質疑5
［第７回］　 研究に関する成果報告および質疑6
［第８回］　 研究に関する成果報告および質疑7
［第９回］　 研究に関する成果報告および質疑8
［第10回］　 研究に関する成果報告および質疑9
［第11回］　 研究に関する成果報告および質疑10
［第12回］　 研究に関する成果報告および質疑11
［第13回］　 研究に関する成果報告および質疑12
［第14回］　 まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　自分の研究テーマだけでなく，周辺技術や周囲の研究に
関する文献調査を継続的に行い，視野を広げること。

教科書
　特になし

参考書
　研究テーマに応じて指示する。

成績評価の方法
　研究態度（30％），研究内容（30％），成果報告（40％）によ
り成績を評価し，60点以上を合格とする。

その他
　オフィスアワー：木曜日　11：00 ～13：00（4号館　4105室）

指導テーマ
　高度な加工システムの実現に必要な，加工システムの構
成要素，加工計測，精密加工技術の研究を行う。具体的な
研究テーマを以下に示す。
 1．光学プローブの高性能化に関する研究
 2．直進速度の直接計測に関する研究
 3．レーザスペックルによる加工面性状評価に関する研究
 4．レーザスペックルによる血流計測に関する研究
 5． 直線と曲線の複合軌道に適用可能なシャフトモータの

開発
 6．水を作動流体とする環境負荷の小さい静圧軸受の開発
 7．放電加工によるCFRPの微細形状創成
 8．気中放電加工に関する研究
 9．研削加工の高度化に関する研究
10． 3Dプリンタと切削加工の組合せによる複雑形状部品の

加工精度向上
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 澤野　宏

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導の下で最先端の研究課
題に取り組むことにより，科学的に施行する能力，自ら問
題を発見しそれを自らの発想で解決していく姿勢とその方
法論を身に着けることを目的とする。
　近年の科学技術の進歩は目覚ましく，光学部品，精密機
械部品ならびに電子デバイスといった我々の生活に身近な
製品においても超精密部品が多用されている。このような
超精密部品の加工精度に対する要求は年々高まっており，
これを実現するためには新たな加工システムの実現が求め
られる。本科目では，このような加工システムの実現に必
要な，加工システムの構成要素，加工計測，精密加工技術
の研究を行う。
　そのため，本科目では加工システムの構成要素，精密計
測，精密加工の知識を学び，各自の研究課題に関する研究
計画に従い，研究を実施する。また，研究結果を工学的に
正しく評価し，学会や専門誌に論文として公開することを
目指す。また，研究室内でのプレゼンテーションやディス
カッションなどを通じて研究の意義や課題，進捗状況な等
を他者に説明し，学生同士で協力しながら研究を進める協
調性を身に着ける。
　本科目の到達目標は，自ら必要な知識や技術を学習し，
問題を発見し解決していく実践力を修得することである。

授業内容
　各自の研究テーマに基づいて，研究を行う。毎週の成果
報告会において1週間の研究成果を報告するとともに，指
導教員や他の学生とのディスカッションを通じて研究の問
題点や今後の課題を考える。そして，次週までの課題を設
定し，研究を遂行する。

［第１回］　 研究の進め方に関する説明および研究計画の
立案

［第２回］　 研究に関する成果報告および質疑1
［第３回］　 研究に関する成果報告および質疑2
［第４回］　 研究に関する成果報告および質疑3
［第５回］　 研究に関する成果報告および質疑4
［第６回］　 研究に関する成果報告および質疑5
［第７回］　 研究に関する成果報告および質疑6
［第８回］　 研究に関する成果報告および質疑7
［第９回］　 研究に関する成果報告および質疑8
［第10回］　 研究に関する成果報告および質疑9
［第11回］　 研究に関する成果報告および質疑10
［第12回］　 研究に関する成果報告および質疑11
［第13回］　 研究に関する成果報告および質疑12
［第14回］　 まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　自分の研究テーマだけでなく，周辺技術や周囲の研究に
関する文献調査を継続的に行い，視野を広げること。

教科書
　特になし

参考書
　研究テーマに応じて指示する。

成績評価の方法
　研究態度（30％），研究内容（30％），修士論文（40％）によ
り成績を評価し，60点以上を合格とする。

その他
　オフィスアワー：木曜日　11：00 ～13：00（4号館　4105室）

指導テーマ
　高度な加工システムの実現に必要な，加工システムの構
成要素，加工計測，精密加工技術の研究を行う。具体的な
研究テーマを以下に示す。
 1．光学プローブの高性能化に関する研究
 2．直進速度の直接計測に関する研究
 3．レーザスペックルによる加工面性状評価に関する研究
 4．レーザスペックルによる血流計測に関する研究
 5． 直線と曲線の複合軌道に適用可能なシャフトモータの

開発
 6．水を作動流体とする環境負荷の小さい静圧軸受の開発
 7．放電加工によるCFRPの微細形状創成
 8．気中放電加工に関する研究
 9．研削加工の高度化に関する研究
10． 3Dプリンタと切削加工の組合せによる複雑形状部品の

加工精度向上
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 椎葉　太一

授業の概要・到達目標
　自動車などの車両を対象とし，運動性能の解析や制御，
評価に関する研究を行う。人間にとってどのような機械が
望ましい（使いやすい・快適である）のかという問題に対し，
操縦安定性や乗り心地，ヒューマンファクタなどの観点か
ら取り組む。これらのテーマに関して，自力で研究を遂行
できる能力を身につけることを到達目標とする。

授業内容
　毎週の研究会あるいは個別ミーティングを通し，研究指
導を行う。所属する研究室において，指導教員および研究
室メンバーに対して各自の研究テーマに関する進捗状況を
報告し，研究テーマに関するディスカッションを行う。ま
た，研究報告書を作成し，担当教員に提出する。

［第１回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第２回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第３回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第４回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第５回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第６回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第７回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第８回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第９回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第10回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第11回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第12回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第13回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　以下にあげる参考書の内容を理解したうえで，研究に臨
むこと。
　修了時までに学会発表を行うことが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，学部設置科目「機械力学・演習」「コンピュータ機
械工学」について十分に復習しておくこと。

教科書

参考書
　安部正人，自動車の運動と制御，山海堂
　宇野高明，車両運動性能とシャシーメカニズム，グラン
プリ出版

成績評価の方法
　研究内容（40％）発表能力（30％）研究態度（30％）60点以
上を合格とする。

その他

指導テーマ
　具体的な研究テーマの例は以下の通りである。
　車両の運動解析とヒューマンファクタ
―6自由度モーション装置を利用したタイヤ―サスペン
ション系の特性評価
―車両特性の変化に対するドライバの適応操作

―車体剛性を考慮した車両運動特性の評価
―カート走行試験に基づいた車両運動シミュレーションの
妥当性評価ドライビングシミュレータ
―操舵反力模擬装置を用いたステアリングフィールの研究
―RT-Linuxを利用した車両のリアルタイム解析
―地形情報に基づいた乗り心地特性評価
　電気自動車を用いた車両運動制御とモニタリング
―左右輪独立駆動機構を持つ電気自動車の開発
―路面状態のオンボード推定技術
　マルチボディダイナミクス
―サスペンションジオメトリと車両運動性能
―拘束多体系の実時間解析と制御
―パラレルリンクメカニズム
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 椎葉　太一

授業の概要・到達目標
　自動車などの車両を対象とし，運動性能の解析や制御，
評価に関する研究を行う。人間にとってどのような機械が
望ましい（使いやすい・快適である）のかという問題に対し，
操縦安定性や乗り心地，ヒューマンファクタなどの観点か
ら取り組む。これらのテーマに関して，自力で研究を遂行
できる能力を身につけることを到達目標とする。

授業内容
　毎週の研究会あるいは個別ミーティングを通し，研究指
導を行う。所属する研究室において，指導教員および研究
室メンバーに対して各自の研究テーマに関する進捗状況を
報告し，研究テーマに関するディスカッションを行う。ま
た，研究報告書を作成し，担当教員に提出する。

［第１回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第２回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第３回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第４回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第５回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第６回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第７回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第８回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第９回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第10回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第11回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第12回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第13回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　以下にあげる参考書の内容を理解したうえで，研究に臨
むこと。
　修了時までに学会発表を行うことが望ましい

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，学部設置科目「機械力学・演習」「コンピュータ機
械工学」について十分に復習しておくこと。

教科書

参考書
　安部正人，自動車の運動と制御，山海堂
　宇野高明，車両運動性能とシャシーメカニズム，グラン
プリ出版

成績評価の方法
　研究内容（30％）発表能力（30％）研究態度（30％）中間審査
成績（10％）
　60点以上を合格とする。

その他

指導テーマ
　具体的な研究テーマの例は以下の通りである。
　車両の運動解析とヒューマンファクタ
―6自由度モーション装置を利用したタイヤ―サスペン
ション系の特性評価

―車両特性の変化に対するドライバの適応操作
―車体剛性を考慮した車両運動特性の評価
―カート走行試験に基づいた車両運動シミュレーションの
妥当性評価
　ドライビングシミュレータ
―操舵反力模擬装置を用いたステアリングフィールの研究
―RT-Linuxを利用した車両のリアルタイム解析
―地形情報に基づいた乗り心地特性評価
　電気自動車を用いた車両運動制御とモニタリング
―左右輪独立駆動機構を持つ電気自動車の開発
―路面状態のオンボード推定技術
　マルチボディダイナミクス
―サスペンションジオメトリと車両運動性能
―拘束多体系の実時間解析と制御
―パラレルリンクメカニズム
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 椎葉　太一

授業の概要・到達目標
　自動車などの車両を対象とし，運動性能の解析や制御，
評価に関する研究を行う。人間にとってどのような機械が
望ましい（使いやすい・快適である）のかという問題に対し，
操縦安定性や乗り心地，ヒューマンファクタなどの観点か
ら取り組む。これらのテーマに関して，自力で研究を遂行
できる能力を身につけることを到達目標とする。

授業内容
　毎週の研究会あるいは個別ミーティングを通し，研究指
導を行う。所属する研究室において，指導教員および研究
室メンバーに対して各自の研究テーマに関する進捗状況を
報告し，研究テーマに関するディスカッションを行う。ま
た，研究報告書を作成し，担当教員に提出する。

［第１回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第２回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第３回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第４回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第５回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第６回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第７回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第８回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第９回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第10回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第11回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第12回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第13回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　以下にあげる参考書の内容を理解したうえで，研究に臨
むこと。
　修了時までに学会発表を行うことが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，「ビークルダイナミクス特論」「機械力学特論2」
について十分に復習しておくこと。

教科書

参考書
　安部正人，自動車の運動と制御，山海堂
　宇野高明，車両運動性能とシャシーメカニズム，グラン
プリ出版

成績評価の方法
　研究内容（40％）発表能力（30％）研究態度（30％）60点以
上を合格とする。

その他

指導テーマ
　具体的な研究テーマの例は以下の通りである。
　車両の運動解析とヒューマンファクタ
―6自由度モーション装置を利用したタイヤ―サスペン
ション系の特性評価
―車両特性の変化に対するドライバの適応操作

―車体剛性を考慮した車両運動特性の評価
―カート走行試験に基づいた車両運動シミュレーションの
妥当性評価ドライビングシミュレータ
―操舵反力模擬装置を用いたステアリングフィールの研究
―RT-Linuxを利用した車両のリアルタイム解析
―地形情報に基づいた乗り心地特性評価
　電気自動車を用いた車両運動制御とモニタリング
―左右輪独立駆動機構を持つ電気自動車の開発
―路面状態のオンボード推定技術
　マルチボディダイナミクス
―サスペンションジオメトリと車両運動性能
―拘束多体系の実時間解析と制御
―パラレルリンクメカニズム
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 椎葉　太一

授業の概要・到達目標
　自動車などの車両を対象とし，運動性能の解析や制御，
評価に関する研究を行う。人間にとってどのような機械が
望ましい（使いやすい・快適である）のかという問題に対し，
操縦安定性や乗り心地，ヒューマンファクタなどの観点か
ら取り組む。これらのテーマに関して，自力で研究を遂行
できる能力を身につけることを到達目標とする。

授業内容
　毎週の研究会あるいは個別ミーティングを通し，研究指
導を行う。所属する研究室において，指導教員および研究
室メンバーに対して各自の研究テーマに関する進捗状況を
報告し，研究テーマに関するディスカッションを行う。ま
た，研究報告書を作成し，担当教員に提出する。

［第１回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第２回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第３回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第４回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第５回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第６回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第７回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第８回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第９回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第10回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第11回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第12回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第13回］　 研究会 あるいは 個別ミーティング
［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　以下にあげる参考書の内容を理解したうえで，研究に臨
むこと。
　修了時までに学会発表を行うことが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，「ビークルダイナミクス特論」「機械力学特論2」
について十分に復習しておくこと。

教科書

参考書
　安部正人，自動車の運動と制御，山海堂
　宇野高明，車両運動性能とシャシーメカニズム，グラン
プリ出版

成績評価の方法
　研究内容（40％）発表能力（30％）研究態度（30％）60点以
上を合格とする。

その他

指導テーマ
　具体的な研究テーマの例は以下の通りである。
　車両の運動解析とヒューマンファクタ
―6自由度モーション装置を利用したタイヤ―サスペン
ション系の特性評価
―車両特性の変化に対するドライバの適応操作

―車体剛性を考慮した車両運動特性の評価
―カート走行試験に基づいた車両運動シミュレーションの
妥当性評価ドライビングシミュレータ
―操舵反力模擬装置を用いたステアリングフィールの研究
―RT-Linuxを利用した車両のリアルタイム解析
―地形情報に基づいた乗り心地特性評価
　電気自動車を用いた車両運動制御とモニタリング
―左右輪独立駆動機構を持つ電気自動車の開発
―路面状態のオンボード推定技術
　マルチボディダイナミクス
―サスペンションジオメトリと車両運動性能
―拘束多体系の実時間解析と制御
―パラレルリンクメカニズム
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 舘野　寿丈

授業の概要・到達目標
【授業の概要】
　指導教員の研究指導のもとに設計・生産・トライボロジー
に関する分野の研究課題に取り組むことで，科学的に思考
する能力，自ら問題を発見しそれを自らの発想で解決して
いく姿勢とその方法論を身につけることを目的とする。
　研究課題としては，特にデジタル設計・製造に関する研
究を取り上げ，具体的な取り組みを通じて，研究の社会的
な必要性，役割を理解する。また，研究活動を通じて，研
究課題の発見と選択，研究計画の策定と計画的な実施，結
果の適切な解析と評価ができる能力を育成する。

【到達目標】
　自律的に研究を遂行できる能力が修得されることを目標
とする。

授業内容
　各自の研究テーマに関連する研究論文および自身の研究
成果について，内容を発表する。毎回の発表を通じて，論
文の内容を理解し，他者に伝える能力を修得する。

［第１回］　 進捗発表および討論
［第２回］　 進捗発表および討論
［第３回］　 進捗発表および討論
［第４回］　 進捗発表および討論
［第５回］　 進捗発表および討論
［第６回］　 進捗発表および討論
［第７回］　 進捗発表および討論
［第８回］　 進捗発表および討論
［第９回］　 進捗発表および討論
［第10回］　 進捗発表および討論
［第11回］　 進捗発表および討論
［第12回］　 進捗発表および討論
［第13回］　 進捗発表および討論
［第14回］　 研究成果発表

履修上の注意
　設計工学に関連する科目を履修のこと
　機械力学，材料力学，熱力学，流体力学を適用するので，
これらの基礎的な知識を有すること。
　3D-CAD, 3D-Printer, Micro-computer，プログラミング
に関する基本的なスキルを有すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　進捗発表およびプレゼンテーションができるよう準備す
る。

教科書
　特に教科書は指定せず，研究に関係する書籍・論文等を
適宜使用する。

参考書
　I.Gibson, D.Rosen, B.Stucker, Additive Manufacturing 
Technologies, Springer, 2nd ed., 2015.

成績評価の方法
　研究成果の定期的な報告内容と達成度などで評価し，満
点の60％以上を合格とする。

その他
オフィスアワー
　随時，研究室にて質問を受け付ける。

指導テーマ
　アディティブ・マニュファクチャリングを想定した設計
法に関する研究
1． ユニットセル構造に関する研究
2． 複数材料一体化構造に関する研究
3． 繊維強化構造に関する研究
4． 位相最適化設計に関する研究
5． AM部品を想定したCADに関する研究
6． AM部品を想定したCAEに関する研究
7． AMを想定した装具設計に関する研究
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 舘野　寿丈

授業の概要・到達目標
【授業の概要】
　指導教員の研究指導のもとに設計・生産・トライボロジー
に関する分野の研究課題に取り組むことで，科学的に思考
する能力，自ら問題を発見しそれを自らの発想で解決して
いく姿勢とその方法論を身につけることを目的とする。
　研究課題としては，特にデジタル設計・製造に関する研
究を取り上げ，具体的な取り組みを通じて，研究の社会的
な必要性，役割を理解する。また，研究活動を通じて，研
究課題の発見と選択，研究計画の策定と計画的な実施，結
果の適切な解析と評価ができる能力を育成する。

【到達目標】
　自律的に研究を遂行できる能力が修得されることを目標
とする。

授業内容
　各自の研究テーマに関連する研究論文および自身の研究
成果について，内容を発表する。毎回の発表を通じて，論
文の内容を理解し，他者に伝える能力を修得する。

［第１回］　 進捗発表および討論
［第２回］　 進捗発表および討論
［第３回］　 進捗発表および討論
［第４回］　 進捗発表および討論
［第５回］　 進捗発表および討論
［第６回］　 進捗発表および討論
［第７回］　 進捗発表および討論
［第８回］　 進捗発表および討論
［第９回］　 進捗発表および討論
［第10回］　 進捗発表および討論
［第11回］　 進捗発表および討論
［第12回］　 進捗発表および討論
［第13回］　 進捗発表および討論
［第14回］　 研究成果発表

履修上の注意
　設計工学に関連する科目を履修のこと
　機械力学，材料力学，熱力学，流体力学を適用するので，
これらの基礎的な知識を有すること。
　3D-CAD, 3D-Printer, FEM解析，Micro-computer，プロ
グラミングに関する基本的なスキルを有すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　進捗発表およびプレゼンテーションができるよう準備す
る。

教科書
　特に教科書は指定せず，研究に関係する書籍・論文等を
適宜使用する。

参考書
　I.Gibson, D.Rosen, B.Stucker, Additive Manufacturing 
Technologies, Springer, 2nd ed., 2015.

成績評価の方法
　研究成果の定期的な報告内容と達成度などで評価し，満
点の60％以上を合格とする。

その他
オフィスアワー
　随時，研究室にて質問を受け付ける。

指導テーマ
　アディティブ・マニュファクチャリングを想定した設計
法に関する研究
1． ユニットセル構造に関する研究
2． 複数材料一体化構造に関する研究
3． 繊維強化構造に関する研究
4． 位相最適化設計に関する研究
5． AM部品を想定したCADに関する研究
6． AM部品を想定したCAEに関する研究
7． AMを想定した装具設計に関する研究
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 舘野　寿丈

授業の概要・到達目標
【授業の概要】
　指導教員の研究指導のもとに設計・生産・トライボロジー
に関する分野の研究課題に取り組むことで，科学的に思考
する能力，自ら問題を発見しそれを自らの発想で解決して
いく姿勢とその方法論を身につけることを目的とする。
　研究課題としては，特にデジタル設計・製造に関する研
究を取り上げ，具体的な取り組みを通じて，研究の社会的
な必要性，役割を理解する。また，研究活動を通じて，研
究課題の発見と選択，研究計画の策定と計画的な実施，結
果の適切な解析と評価ができる能力を育成する。

【到達目標】
　自律的に研究を遂行できる能力が修得されることを目標
とする。

授業内容
　各自の研究テーマに関連する研究論文および自身の研究
成果について，内容を発表する。毎回の発表を通じて，論
文の内容を理解し，他者に伝える能力を修得する。

［第１回］　 進捗発表および討論
［第２回］　 進捗発表および討論
［第３回］　 進捗発表および討論
［第４回］　 進捗発表および討論
［第５回］　 進捗発表および討論
［第６回］　 進捗発表および討論
［第７回］　 進捗発表および討論
［第８回］　 進捗発表および討論
［第９回］　 進捗発表および討論
［第10回］　 進捗発表および討論
［第11回］　 進捗発表および討論
［第12回］　 進捗発表および討論
［第13回］　 進捗発表および討論
［第14回］　 研究成果発表

履修上の注意
　設計工学に関連する科目を履修のこと
　機械力学，材料力学，熱力学，流体力学を適用するので，
これらの基礎的な知識を有すること。
　3D-CAD, 3D-Printer, FEM解析，Micro-computer，プロ
グラミングに関する基本的なスキルを有すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　進捗発表およびプレゼンテーションができるよう準備す
る。

教科書
　特に教科書は指定せず，研究に関係する書籍・論文等を
適宜使用する。

参考書
　I.Gibson, D.Rosen, B.Stucker, Additive Manufacturing 
Technologies, Springer, 2nd ed., 2015.

成績評価の方法
　研究成果の定期的な報告内容と達成度などで評価し，満
点の60％以上を合格とする。

その他
オフィスアワー
　随時，研究室にて質問を受け付ける。

指導テーマ
　アディティブ・マニュファクチャリングを想定した設計
法に関する研究
1． ユニットセル構造に関する研究
2． 複数材料一体化構造に関する研究
3． 繊維強化構造に関する研究
4． 位相最適化設計に関する研究
5． AM部品を想定したCADに関する研究
6． AM部品を想定したCAEに関する研究
7． AMを想定した装具設計に関する研究
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 舘野　寿丈

授業の概要・到達目標
【授業の概要】
　指導教員の研究指導のもとに設計・生産・トライボロジー
に関する分野の研究課題に取り組むことで，科学的に思考
する能力，自ら問題を発見しそれを自らの発想で解決して
いく姿勢とその方法論を身につけることを目的とする。
　研究課題としては，特にデジタル設計・製造に関する研
究を取り上げ，具体的な取り組みを通じて，研究の社会的
な必要性，役割を理解する。また，研究活動を通じて，研
究課題の発見と選択，研究計画の策定と計画的な実施，結
果の適切な解析と評価ができる能力を育成する。

【到達目標】
　自律的に研究を遂行できる能力が修得されることを目標
とする。

授業内容
　各自の研究テーマに関連する研究論文および自身の研究
成果について，内容を発表する。毎回の発表を通じて，論
文の内容を理解し，他者に伝える能力を修得する。

［第１回］　 進捗発表および討論
［第２回］　 進捗発表および討論
［第３回］　 進捗発表および討論
［第４回］　 進捗発表および討論
［第５回］　 進捗発表および討論
［第６回］　 進捗発表および討論
［第７回］　 進捗発表および討論
［第８回］　 進捗発表および討論
［第９回］　 進捗発表および討論
［第10回］　 進捗発表および討論
［第11回］　 進捗発表および討論
［第12回］　 進捗発表および討論
［第13回］　 進捗発表および討論
［第14回］　 研究成果発表

履修上の注意
　設計工学に関連する科目を履修のこと
　機械力学，材料力学，熱力学，流体力学を適用するので，
これらの基礎的な知識を有すること。
　3D-CAD, 3D-Printer, FEM解析，Micro-computer，プロ
グラミングに関する基本的なスキルを有すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　進捗発表およびプレゼンテーションができるよう準備す
る。

教科書
　特に教科書は指定せず，研究に関係する書籍・論文等を
適宜使用する。

参考書
　I.Gibson, D.Rosen, B.Stucker, Additive Manufacturing 
Technologies, Springer, 2nd ed., 2015.

成績評価の方法
　研究成果の定期的な報告内容と達成度などで評価し，満
点の60％以上を合格とする。

その他
オフィスアワー
　随時，研究室にて質問を受け付ける。

指導テーマ
　アディティブ・マニュファクチャリングを想定した設計
法に関する研究
1． ユニットセル構造に関する研究
2． 複数材料一体化構造に関する研究
3． 繊維強化構造に関する研究
4． 位相最適化設計に関する研究
5． AM部品を想定したCADに関する研究
6． AM部品を想定したCAEに関する研究
7． AMを想定した装具設計に関する研究
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 田中　純夫

授業の概要・到達目標
　本授業の目的は，機械部品（固体）の変形と破壊に関す
る力学的現象を理論的・計算的アプローチ及び実験的アプ
ローチで解明すること，及びその成果を機械・構造物の強
度設計や破壊事故の原因解明に応用することである。

授業内容
第１回： イントロダクションおよび研究計画の報告
第２回： 研究進歩状況の報告と討論
第３回： 研究進歩状況の報告と討論
第４回： 研究進歩状況の報告と討論
第５回： 研究進歩状況の報告と討論
第６回： 研究進歩状況の報告と討論
第７回： 研究進歩状況の報告と討論
第８回： 研究進歩状況の報告と討論
第９回： 研究進歩状況の報告と討論
第10回： 研究進歩状況の報告と討論
第11回： 研究進歩状況の報告と討論
第12回： 研究進歩状況の報告と討論
第13回： 研究進歩状況の報告と討論
第14回： 研究成果報告会

履修上の注意
1． 工業力学，材料力学の基礎をしっかり理解しているこ

とが望ましい。
2． 「材料力学特論」，「弾性力学特論」，「衝撃工学特論」を

履修していることが望ましい。
3． マンツーマンの指導をするので，欠席をしないこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業の前までに，必要な作業，例えば，計算，実験等を
行い，その結果をまとめて考察し，報告書を作成するなど
の十分な準備をすること。また，授業の後には，報告書の
修正などを速やかに行い，提出すること。

教科書
　『新しい微積分〈上〉』長岡良介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部
賢志 著，（講談社）
　『新しい微積分〈下〉』長岡良介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部
賢志 著，（講談社）
　『線形代数講義（改訂版）』対馬龍司 著，（共立出版）
　『基礎解析学コース 複素解析』矢野健太郎，石原繁 著，（裳
華房）
　『基礎解析学コース 応用解析』矢野健太郎，石原繁 著，（裳
華房）
　『絵とき 機械工学のやさしい知識（改訂2版）』小町弘，吉
田裕亮，金野祥久，櫻井美千代 著，（オーム社）
　『工業力学（第3版・新装版）』青木弘，木谷晋 著，（森北出
版）
　『JSMEテキストシリーズ 材料力学』日本機械学会 編，

（日本機械学会）
　『JSMEテキストシリーズ 演習 材料力学』日本機械学会 
編，（日本機械学会）
　『改訂 工業塑性力学』益田森治，室田忠雄 著，（養賢堂）
　『弾性論』チモシェンコ，グーディア 著，金多潔 監訳，（コ
ロナ社）
　『機構学―機械の仕組みと運動』，JSMEテキストシリー
ズ，（日本機械学会）
　『機械力学』青木繁 著，（コロナ社）

　『現代設計工学』石川晴雄，中山良一，井上全人 著，（コ
ロナ社）
　『イントロ製図学（改訂第3版）』小泉忠由・他7名 著，（オ
フィスHANS）
　『機械設計・製図の実際』塚田忠夫 著，（数理工学社）

参考書
　『応用弾性学』大久保肇 著，（朝倉書店）
　『現代弾性力学』平修二 監修，（オーム社）
　『異方性材料の弾性論』中曽根祐司 編著，（コロナ社）
　『基礎から学ぶ機構学』鈴木健司，森田寿郎 著，（オーム社）
　『ロボット機構学』鈴森康一 著，（コロナ社）
　『機械設計工学Ⅰ[要素と設計]』尾田十八，室津義定 著，

（培風館）
　『初心者のための機械製図』藤本元，御牧拓郎 監修，（森
北出版）
　『ロボット工学』白水俊次 著，（オーム社）
　『新しいロボット工学』増田良介，小金澤鋼一，甲斐義弘 
著，（昭晃堂）

成績評価の方法
　成績評価の対象は，毎回の研究進歩状況の報告（研究取
組姿勢），報告書，報告会である。
　「研究取組姿勢（40％）＋報告書の技術文書作成能力

（30％）＋報告会でのプレゼンテーション能力（30％）」によ
り評価する。全体の60％以上を合格とする。

その他
オフィスアワー
相談時間：水曜日　19：00 ～ 20：00
連絡先：4201室（固体力学研究室）
E-mail：tanaka＠meiji.ac.jp

指導テーマ
　研究テーマは，次のようである。
1． くびれ伝ぱを示す材料の真応力―真ひずみ関係
　多くの高分子材料は，引張試験の際にくびれ発生の後，
くびれ伝ぱという現象を起こす。このくびれ伝ぱ現象の影
響で，実験データから真応力―真ひずみ関係を算定するこ
とは簡単ではない。本研究では，このくびれ伝ぱ現象を理
論的（数値計算的）に解析し，実験データを処理する方法を
確立することを目的とする。
2． 各種の面内荷重を受けるオーバロイド孔を有する弾性

無限平板に生じる応力と変位
　面内一軸一様引張り，面内一軸曲げ，面内一様せん断な
どの面内荷重を受けるオーバロイド孔を有する弾性無限平
板に生じる応力と変位を数値計算により求め，応力集中係
数を算出し，強度設計に必要なデータを取得する。
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 田中　純夫

授業の概要・到達目標
　本授業の目的は，機械部品（固体）の変形と破壊に関す
る力学的現象を理論的・計算的アプローチ及び実験的アプ
ローチで解明すること，及びその成果を機械・構造物の強
度設計や破壊事故の原因解明に応用することである。

授業内容
第１回： イントロダクションおよび研究計画（修正）の報告
第２回： 研究進歩状況の報告と討論
第３回： 研究進歩状況の報告と討論
第４回： 研究進歩状況の報告と討論
第５回： 研究進歩状況の報告と討論
第６回： 研究進歩状況の報告と討論
第７回： 研究進歩状況の報告と討論
第８回： 研究進歩状況の報告と討論
第９回： 研究進歩状況の報告と討論
第10回： 中間審査会
第11回： 研究進歩状況の報告と討論
第12回： 研究進歩状況の報告と討論
第13回： 研究進歩状況の報告と討論
第14回： 研究成果報告会

履修上の注意
1． 工業力学，材料力学の基礎をしっかり理解しているこ

とが望ましい。
2． 「材料力学特論」，「弾性力学特論」，「衝撃工学特論」を

習得済みで，「材料強度学特論」を履修していることが
望ましい。

3． マンツーマンの指導をするので，欠席をしないこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業の前までに，必要な作業，例えば，計算，実験等を
行い，その結果をまとめて考察し，報告書を作成するなど
の十分な準備をすること。また，授業の後には，報告書の
修正などを速やかに行い，提出すること。

教科書
　『新しい微積分〈上〉』長岡良介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部
賢志 著，（講談社）
　『新しい微積分〈下〉』長岡良介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部
賢志 著，（講談社）
　『線形代数講義（改訂版）』対馬龍司 著，（共立出版）
　『基礎解析学コース 複素解析』矢野健太郎，石原繁 著，（裳
華房）
　『基礎解析学コース 応用解析』矢野健太郎，石原繁 著，（裳
華房）
　『絵とき 機械工学のやさしい知識（改訂2版）』小町弘，吉
田裕亮，金野祥久，櫻井美千代 著，（オーム社）
　『工業力学（第3版・新装版）』青木弘，木谷晋 著，（森北出
版）
　『JSMEテキストシリーズ 材料力学』日本機械学会 編，

（日本機械学会）
　『JSMEテキストシリーズ 演習 材料力学』日本機械学会 
編，（日本機械学会）
　『改訂 工業塑性力学』益田森治，室田忠雄 著，（養賢堂）
　『弾性論』チモシェンコ，グーディア 著，金多潔 監訳，（コ
ロナ社）
　『機構学―機械の仕組みと運動』，JSMEテキストシリー
ズ，（日本機械学会）

　『機械力学』青木繁 著，（コロナ社）
　『現代設計工学』石川晴雄，中山良一，井上全人 著，（コ
ロナ社）
　『イントロ製図学（改訂第3版）』小泉忠由・他7名 著，（オ
フィスHANS）
　『機械設計・製図の実際』塚田忠夫 著，（数理工学社）

参考書
　『応用弾性学』大久保肇 著，（朝倉書店）
　『現代弾性力学』平修二 監修，（オーム社）
　『異方性材料の弾性論』中曽根祐司 編著，（コロナ社）
　『基礎から学ぶ機構学』鈴木健司，森田寿郎 著，（オーム社）
　『ロボット機構学』鈴森康一 著，（コロナ社）
　『機械設計工学Ⅰ[要素と設計]』尾田十八，室津義定 著，

（培風館）
　『初心者のための機械製図』藤本元，御牧拓郎 監修，（森
北出版）
　『ロボット工学』白水俊次 著，（オーム社）
　『新しいロボット工学』増田良介，小金澤鋼一，甲斐義弘 
著，（昭晃堂）

成績評価の方法
　成績評価の対象は，毎回の研究進歩状況の報告（研究取
組姿勢），中間審査会，報告書，報告会である。
　「研究取組姿勢（30％）＋中間審査会（10％）＋報告書の技
術文書作成能力（30％）＋報告会でのプレゼンテーション能
力（30％）」により評価する。全体の60％以上を合格とする。

その他
オフィスアワー
相談時間：水曜日　19：00 ～ 20：00
連絡先：4201室（固体力学研究室）
E-mail：tanaka＠meiji.ac.jp

指導テーマ
　研究テーマは，次のようである。
1． くびれ伝ぱを示す材料の真応力―真ひずみ関係
　多くの高分子材料は，引張試験の際にくびれ発生の後，
くびれ伝ぱという現象を起こす。このくびれ伝ぱ現象の影
響で，実験データから真応力―真ひずみ関係を算定するこ
とは簡単ではない。本研究では，このくびれ伝ぱ現象を理
論的（数値計算的）に解析し，実験データを処理する方法を
確立することを目的とする。
2． 各種の面内荷重を受けるオーバロイド孔を有する弾性

無限平板に生じる応力と変位
　面内一軸一様引張り，面内一軸曲げ，面内一様せん断な
どの面内荷重を受けるオーバロイド孔を有する弾性無限平
板に生じる応力と変位を数値計算により求め，応力集中係
数を算出し，強度設計に必要なデータを取得する。
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任講師　博士（工学） 田中　純夫

授業の概要・到達目標
　本授業の目的は，機械部品（固体）の変形と破壊に関す
る力学的現象を理論的・計算的アプローチ及び実験的アプ
ローチで解明すること，及びその成果を機械・構造物の強
度設計や破壊事故の原因解明に応用することである。

授業内容
第１回： イントロダクションおよび研究計画（修正）の報告
第２回： 研究進歩状況の報告と討論
第３回： 研究進歩状況の報告と討論
第４回： 研究進歩状況の報告と討論
第５回： 研究進歩状況の報告と討論
第６回： 研究進歩状況の報告と討論
第７回： 研究進歩状況の報告と討論
第８回： 研究進歩状況の報告と討論
第９回： 研究進歩状況の報告と討論
第10回： 研究進歩状況の報告と討論
第11回： 研究進歩状況の報告と討論
第12回： 研究進歩状況の報告と討論
第13回： 研究進歩状況の報告と討論
第14回： 研究成果報告会

履修上の注意
1． 工業力学，材料力学の基礎をしっかり理解しているこ

とが望ましい。
2． 「材料力学特論」，「固体力学特論」，「材料強度学特論」，「破

壊力学特論」，「衝撃工学特論」を修得済みであることが
望ましい。

3． マンツーマンの指導をするので，欠席をしないこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業の前までに，必要な作業，例えば，計算，実験等を
行い，その結果をまとめて考察し，報告書を作成するなど
の十分な準備をすること。また，授業の後には，報告書の
修正などを速やかに行い，提出すること。

教科書
　『新しい微積分〈上〉』長岡良介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部
賢志 著，（講談社）
　『新しい微積分〈下〉』長岡良介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部
賢志 著，（講談社）
　『線形代数講義（改訂版）』対馬龍司 著，（共立出版）
　『基礎解析学コース 複素解析』矢野健太郎，石原繁 著，（裳
華房）
　『基礎解析学コース 応用解析』矢野健太郎，石原繁 著，（裳
華房）
　『絵とき 機械工学のやさしい知識（改訂2版）』小町弘，吉
田裕亮，金野祥久，櫻井美千代 著，（オーム社）
　『工業力学（第3版・新装版）』青木弘，木谷晋 著，（森北出
版）
　『JSMEテキストシリーズ 材料力学』日本機械学会 編，

（日本機械学会）
　『JSMEテキストシリーズ 演習 材料力学』日本機械学会 
編，（日本機械学会）
　『改訂 工業塑性力学』益田森治，室田忠雄 著，（養賢堂）
　『弾性論』チモシェンコ，グーディア 著，金多潔 監訳，（コ
ロナ社）
　『機構学―機械の仕組みと運動』，JSMEテキストシリー
ズ，（日本機械学会）

　『機械力学』青木繁 著，（コロナ社）
　『現代設計工学』石川晴雄，中山良一，井上全人 著，（コ
ロナ社）
　『イントロ製図学（改訂第3版）』小泉忠由・他7名 著，（オ
フィスHANS）
　『機械設計・製図の実際』塚田忠夫 著，（数理工学社）

参考書
　『応用弾性学』大久保肇 著，（朝倉書店）
　『現代弾性力学』平修二 監修，（オーム社）
　『異方性材料の弾性論』中曽根祐司 編著，（コロナ社）
　『基礎から学ぶ機構学』鈴木健司，森田寿郎 著，（オーム社）
　『ロボット機構学』鈴森康一 著，（コロナ社）
　『機械設計工学Ⅰ[要素と設計]』尾田十八，室津義定 著，

（培風館）
　『初心者のための機械製図』藤本元，御牧拓郎 監修，（森
北出版）
　『ロボット工学』白水俊次 著，（オーム社）
　『新しいロボット工学』増田良介，小金澤鋼一，甲斐義弘 
著，（昭晃堂）

成績評価の方法
　成績評価の対象は，毎回の研究進歩状況の報告（研究取
組姿勢），報告書，報告会である。
　「研究取組姿勢（40％）＋報告書の技術文書作成能力

（30％）＋報告会でのプレゼンテーション能力（30％）」によ
り評価する。全体の60％以上を合格とする。

その他
オフィスアワー
相談時間：火曜日　18：00 ～ 19：30
連絡先：4201室（固体力学研究室）
E-mail：tanaka＠meiji.ac.jp

指導テーマ
　研究テーマは，次のようである。
1． くびれ伝ぱを示す材料の真応力―真ひずみ関係
　多くの高分子材料は，引張試験の際にくびれ発生の後，
くびれ伝ぱという現象を起こす。このくびれ伝ぱ現象のた
めに，実験データから真応力―真ひずみ関係を算定するこ
とは簡単ではない。本研究では，このくびれ伝ぱ現象を理
論的（数値計算的に）に解析し，実験データを処理する方法
を確立することを目的とする。
2． 駆動式二足歩行ロボットの機構解析＋構造解析
　 駆動式二足歩行ロボットの機構設計と強度設計に必要
な機構解析と構造解析を行う。
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任講師　博士（工学） 田中　純夫

授業の概要・到達目標
　本授業の目的は，機械部品（固体）の変形と破壊に関す
る力学的現象を理論的・計算的アプローチ及び実験的アプ
ローチで解明すること，及びその成果を機械・構造物の強
度設計や破壊事故の原因解明に応用することである。

授業内容
第１回： イントロダクションおよび研究計画（修正）の報告
第２回： 研究進歩状況の報告と討論
第３回： 研究進歩状況の報告と討論
第４回： 研究進歩状況の報告と討論
第５回： 研究進歩状況の報告と討論
第６回： 研究進歩状況の報告と討論
第７回： 研究進歩状況の報告と討論
第８回： 研究進歩状況の報告と討論
第９回： 研究進歩状況の報告と討論
第10回： 研究進歩状況の報告と討論
第11回： 研究進歩状況の報告と討論
第12回： 研究進歩状況の報告と討論
第13回： 研究進歩状況の報告と討論
第14回： 研究成果報告会
　なお，2月中旬には修士学位請求論文審査会がある。

履修上の注意
1． 工業力学，材料力学の基礎をしっかり理解しているこ

とが望ましい。
2． 「材料力学特論」，「固体力学特論」，「材料強度学特論」，「破

壊力学特論」，「衝撃工学特論」を習得済みであることが
望ましい。

3． マンツーマンの指導をするので，欠席をしないこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業の前までに，必要な作業，例えば，計算，実験等を
行い，その結果をまとめて考察し，報告書を作成するなど
の十分な準備をすること。また，授業の後には，報告書の
修正などを速やかに行い，提出すること。

教科書
　『新しい微積分〈上〉』長岡良介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部
賢志 著，（講談社）
　『新しい微積分〈下〉』長岡良介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部
賢志 著，（講談社）
　『線形代数講義（改訂版）』対馬龍司 著，（共立出版）
　『基礎解析学コース 複素解析』矢野健太郎，石原繁 著，（裳
華房）
　『基礎解析学コース 応用解析』矢野健太郎，石原繁 著，（裳
華房）
　『絵とき 機械工学のやさしい知識（改訂2版）』小町弘，吉
田裕亮，金野祥久，櫻井美千代 著，（オーム社）
　『工業力学（第3版・新装版）』青木弘，木谷晋 著，（森北出
版）
　『JSMEテキストシリーズ 材料力学』日本機械学会 編，

（日本機械学会）
　『JSMEテキストシリーズ 演習 材料力学』日本機械学会 
編，（日本機械学会）
　『改訂 工業塑性力学』益田森治，室田忠雄 著，（養賢堂）
　『弾性論』チモシェンコ，グーディア 著，金多潔 監訳，（コ
ロナ社）
　『機構学―機械の仕組みと運動』，JSMEテキストシリー
ズ，（日本機械学会）

　『機械力学』青木繁 著，（コロナ社）
　『現代設計工学』石川晴雄，中山良一，井上全人 著，（コ
ロナ社）
　『イントロ製図学（改訂第3版）』小泉忠由・他7名 著，（オ
フィスHANS）
　『機械設計・製図の実際』塚田忠夫 著，（数理工学社）

参考書
　『応用弾性学』大久保肇 著，（朝倉書店）
　『現代弾性力学』平修二 監修，（オーム社）
　『異方性材料の弾性論』中曽根祐司 編著，（コロナ社）
　『基礎から学ぶ機構学』鈴木健司，森田寿郎 著，（オーム
社）
　『ロボット機構学』鈴森康一 著，（コロナ社）
　『機械設計工学Ⅰ[要素と設計]』尾田十八，室津義定 著，

（培風館）
　『初心者のための機械製図』藤本元，御牧拓郎 監修，（森
北出版）
　『ロボット工学』白水俊次 著，（オーム社）
　『新しいロボット工学』増田良介，小金澤鋼一，甲斐義弘 
著，（昭晃堂）

成績評価の方法
　成績評価の対象は，毎回の研究進歩状況の報告（研究取
組姿勢），各学期報告書，各学期報告会である。
　「研究取組姿勢（40％）＋報告書の技術文書作成能力

（30％）＋報告会でのプレゼンテーション能力（30％）」によ
り評価する。全体の60％以上を合格とする。

その他
オフィスアワー
相談時間：水曜日　19：00 ～ 20：00
連絡先：4201室（固体力学研究室）
E-mail：tanaka＠meiji.ac.jp

指導テーマ
　研究テーマは，次のようである。
1． くびれ伝ぱを示す材料の真応力―真ひずみ関係
　多くの高分子材料は，引張試験の際にくびれ発生の後，
くびれ伝ぱという現象を起こす。このくびれ伝ぱ現象のた
めに，実験データから真応力―真ひずみ関係を算定するこ
とは簡単ではない。本研究では，このくびれ伝ぱ現象を理
論的（数値計算的に）に解析し，実験データを処理する方法
を確立することを目的とする。
2． 駆動式二足歩行ロボットの機構解析＋構造解析
　 駆動式二足歩行ロボットの機構設計と強度設計に必要
な機構解析と構造解析を行う。
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 中　吉嗣

授業の概要・到達目標
　指導教員の指導の下，流体力学に関連する研究テーマを
設定し，これを実施する。研究テーマの設定に際しては，
背景，問題点，研究成果がもたらす社会的な影響等を各自
が調査し，理解する。研究課題の実施にあたり，自ら計画
し，必要な機械工学および関連する学術分野の知識を習得
しながら積極的かつ主体的に課題に取り組み，問題を自ら
解決する力を養う。また，これらの過程を科学技術論文お
よびプレゼンテーションで他者へ的確に伝える力を身に着
ける。

授業内容
　流体力学に関連する研究テーマを各自が設定し，自主的
に課題を解決しながら研究を進める。毎週のミーティング
では，主に研究進捗状況の発表とそれについての討議を通
じて，研究目的，社会的背景，研究の特色，実験方法，実
験データの解析・考察及び今後の研究計画に関するプレゼ
ンテーション・ディスカッションを行う。

［第１回］　 ガイダンス，指導研究テーマの説明
［第２回］　 研究テーマの決定と研究進行計画の発表
［第３回］　 研究テーマの決定と研究進行計画の発表
［第４回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第５回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第６回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第７回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第８回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第９回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第10回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第11回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第12回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第13回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第14回］　 研究進捗状況の発表と討議

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の研究テーマについて，自ら定めた研究計画に従い，
調査，研究を行う。

教科書

参考書

成績評価の方法
　評点の配分方法は，下記の通りとする。
　1． 研究への取り組み方　40％
　2． 研究内容　30％
　3． 報告書・口頭での発表のわかりやすさ　30％
　以上の合計により，60％以上を合格とする。

その他
　オフィスアワー
　火曜日：13：30-15：10
　研究室：4203

科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 中　吉嗣

授業の概要・到達目標
　指導教員の指導の下，流体力学に関連する研究テーマを
設定し，これを実施する。研究テーマの設定に際しては，
背景，問題点，研究成果がもたらす社会的な影響等を各自
が調査し，理解する。研究課題の実施にあたり，自ら計画
し，必要な機械工学および関連する学術分野の知識を習得
しながら積極的かつ主体的に課題に取り組み，問題を自ら
解決する力を養う。また，これらの過程を科学技術論文お
よびプレゼンテーションで他者へ的確に伝える力を身に着
ける。

授業内容
　流体力学に関連する研究テーマを各自が設定し，自主的
に課題を解決しながら研究を進める。毎週のミーティング
では，主に研究進捗状況の発表とそれについての討議を通
じて，研究目的，社会的背景，研究の特色，実験方法，実
験データの解析・考察及び今後の研究計画に関するプレゼ
ンテーション・ディスカッションを行う。

［第１回］　 研究テーマの確認と研究進行計画の発表
［第２回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第３回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第４回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第５回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第６回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第７回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第８回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第９回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第10回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第11回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第12回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第13回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第14回］　 研究進捗状況の発表と討議

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の研究テーマについて，自ら定めた研究計画に従い，
調査，研究を行う。

教科書

参考書

成績評価の方法
　評点の配分方法は，下記の通りとする。
　1． 研究への取り組み方　40％
　2． 研究内容　30％
　3． 報告書・口頭での発表のわかりやすさ　30％
　以上の合計により，60％以上を合格とする。

その他
　オフィスアワー
　火曜日：13：30-15：10
　研究室：4203
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 中　吉嗣

授業の概要・到達目標
　指導教員の指導の下，流体力学に関連する研究テーマを
設定し，これを実施する。研究テーマの設定に際しては，
背景，問題点，研究成果がもたらす社会的な影響等を各自
が調査し，理解する。研究課題の実施にあたり，自ら計画し，
必要な機械工学および関連する学術分野の知識を習得しな
がら積極的かつ主体的に課題に取り組み，問題を自ら解決
する力を養う。また，これらの過程を科学技術論文および
プレゼンテーションで他者へ的確に伝える力を身に着ける。

授業内容
　流体力学に関連する研究テーマを各自が設定し，自主的
に課題を解決しながら研究を進める。毎週のミーティング
では，主に研究進捗状況の発表とそれについての討議を行
う。7月下旬に，研究の進捗状況をまとめた研究報告書を
提出し，研究室で実施する研究発表会において，研究目
的，社会的背景，研究の特色，実験方法，実験データの解
析・考察及び今後の研究計画に関するプレゼンテーション・
ディスカッションを行う。

［第１回］　 研究テーマの確認と研究進行計画の発表
［第２回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第３回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第４回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第５回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第６回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第７回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第８回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第９回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第10回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第11回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第12回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第13回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第14回］　 研究発表会，研究報告書の提出

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の研究テーマについて，自ら定めた研究計画に従い，
調査，研究を行う。

教科書

参考書

成績評価の方法
　評点の配分方法は，下記の通りとする。
　1． 研究への取り組み方　40％
　2． 研究内容　30％
　3． 報告書・口頭での発表のわかりやすさ　30％
　以上の合計により，60％以上を合格とする。

その他
　オフィスアワー
　火曜日：13：30-15：10
　研究室：4203

科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 中　吉嗣

授業の概要・到達目標
　指導教員の指導の下，流体力学に関連する研究テーマを
設定し，これを実施する。研究テーマの設定に際しては，
背景，問題点，研究成果がもたらす社会的な影響等を各自
が調査し，理解する。研究課題の実施にあたり，自ら計画し，
必要な機械工学および関連する学術分野の知識を習得しな
がら積極的かつ主体的に課題に取り組み，問題を自ら解決
する力を養う。また，これらの過程を科学技術論文および
プレゼンテーションで他者へ的確に伝える力を身に着ける。

授業内容
　流体力学に関連する研究テーマを各自が設定し，自主的
に課題を解決しながら研究を進める。毎週のミーティング
では，主に研究進捗状況の発表とそれについての討議を通
じて，研究目的，社会的背景，研究の特色，実験方法，実
験データの解析・考察及び今後の研究計画に関するプレゼ
ンテーション・ディスカッションを行う。

［第１回］　 研究テーマの確認と研究進行計画の発表
［第２回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第３回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第４回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第５回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第６回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第７回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第８回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第９回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第10回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第11回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第12回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第13回］　 研究進捗状況の発表と討議
［第14回］　 修士論文執筆・審査会準備

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の研究テーマについて，自ら定めた研究計画に従い，
調査，研究を行う。

教科書

参考書

成績評価の方法
　評点の配分方法は，下記の通りとする。
　1． 研究への取り組み方　30％
　2． 研究内容　30％
　3． 報告書・口頭発表のわかりやすさ　20％
　4． 修士論文　20％
　以上の合計により，60％以上を合格とする。

その他
　オフィスアワー
　火曜日：13：30-15：10
　研究室：4203
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 永井　義満

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導のもとに広義の統計学
分野の研究課題に取り組むことで，科学的に思考する能力，
自ら問題を発見しそれを自らの発想で解決していく姿勢と
その方法論を身につけることを目的とする。
　感性工学，サービス工学，マーケティング工学および信
頼性工学などの広義の統計学の学術論文を用いた輪講を通
じて，各自が研究を計画的に実行する。
　本科目の到達目標は，自ら必要な知識・技術を学習し，
問題を発見し解決していく実践力を修得することである。

授業内容
　各自が興味のある学術論文について，内容を発表する。
毎回の発表を通じて，論文の内容を理解し，他者に内容を
わかりやすく伝える能力を鍛える。

［第１回］　 進捗発表および討論
［第２回］　 進捗発表および討論
［第３回］　 進捗発表および討論
［第４回］　 進捗発表および討論
［第５回］　 進捗発表および討論
［第６回］　 進捗発表および討論
［第７回］　 進捗発表および討論
［第８回］　 進捗発表および討論
［第９回］　 進捗発表および討論
［第10回］　 進捗発表および討論
［第11回］　 進捗発表および討論
［第12回］　 進捗発表および討論
［第13回］　 進捗発表および討論
［第14回］　 進捗発表および討論

履修上の注意
　「統計入門」レベルの本の内容を理解しておくこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
予習：論文を読む
復習：論文を読む

教科書
　各自で決定した学術論文

参考書
　特に定めない

成績評価の方法
　毎回の発表（発表内容，報告書の内容，議論の内容）を総
合的に評価し，満点の60％以上を合格とする。

その他
オフィスアワー：授業終了後

科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 永井　義満

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導のもとに広義の統計学
分野の研究課題に取り組むことで，科学的に思考する能力，
自ら問題を発見しそれを自らの発想で解決していく姿勢と
その方法論を身につけることを目的とする。
　機械工学研究1に引き続き，感性工学，サービス工学，マー
ケティング工学および信頼性工学などの広義の統計学の学
術論文を用いた輪講を通じて，各自が研究を計画的に実行
し，研究結果を中間審査で発表する。
　本科目の到達目標は，自ら必要な知識・技術を学習し，
問題を発見し解決していく実践力を修得することである。

授業内容
　各自が興味のある学術論文について，内容を発表する。
毎回の発表を通じて，論文の内容を理解し，他者に内容を
わかりやすく伝える能力を鍛える。

［第１回］　 進捗発表および討論
［第２回］　 進捗発表および討論
［第３回］　 進捗発表および討論
［第４回］　 進捗発表および討論
［第５回］　 進捗発表および討論
［第６回］　 進捗発表および討論
［第７回］　 進捗発表および討論
［第８回］　 進捗発表および討論
［第９回］　 進捗発表および討論
［第10回］　 進捗発表および討論
［第11回］　 進捗発表および討論
［第12回］　 進捗発表および討論
［第13回］　 進捗発表および討論
［第14回］　 進捗発表および討論

履修上の注意
　「統計入門」レベルの本の内容を理解しておくこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
予習：論文を読む
復習：論文を読む

教科書
　各自で決定した学術論文

参考書
　特に定めない

成績評価の方法
　毎回の発表（発表内容，報告書の内容，議論の内容）（90％）
および中間発表（10％）を総合的に評価し，満点の60％以上
を合格とする。

その他
オフィスアワー：授業終了後
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任講師　博士（工学） 永井　義満

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導のもとに広義の統計学
分野の研究課題に取り組むことで，科学的に思考する能力，
自ら問題を発見しそれを自らの発想で解決していく姿勢と
その方法論を身につけることを目的とする。
　機械工学研究2に引き続き，感性工学，サービス工学，マー
ケティング工学および信頼性工学などの広義の統計学の学
術論文を用いた輪講を通じて，各自が研究を計画的に実行
する。
　本科目の到達目標は，自ら必要な知識・技術を学習し，
問題を発見し解決していく実践力を修得することである。

授業内容
　各自が興味のある学術論文について，内容を発表する。
毎回の発表を通じて，論文の内容を理解し，他者に内容を
わかりやすく伝える能力を鍛える。

［第１回］　 進捗発表および討論
［第２回］　 進捗発表および討論
［第３回］　 進捗発表および討論
［第４回］　 進捗発表および討論
［第５回］　 進捗発表および討論
［第６回］　 進捗発表および討論
［第７回］　 進捗発表および討論
［第８回］　 進捗発表および討論
［第９回］　 進捗発表および討論
［第10回］　 進捗発表および討論
［第11回］　 進捗発表および討論
［第12回］　 進捗発表および討論
［第13回］　 進捗発表および討論
［第14回］　 進捗発表および討論

履修上の注意
　「統計入門」レベルの本の内容を理解しておくこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
予習：論文を読む
復習：論文を読む

教科書
　各自で決定した学術論文

参考書
　特に定めない

成績評価の方法
　毎回の発表（発表内容，報告書の内容，議論の内容）を総
合的に評価し，満点の60％以上を合格とする。

その他
オフィスアワー：授業終了後

科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任講師　博士（工学） 永井　義満

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導のもとに広義の統計学
分野の研究課題に取り組むことで，科学的に思考する能力，
自ら問題を発見しそれを自らの発想で解決していく姿勢と
その方法論を身につけることを目的とする。
　機械工学研究3に引き続き，感性工学，サービス工学，マー
ケティング工学および信頼性工学などの広義の統計学の学
術論文を用いた輪講を通じて，各自が研究を計画的に実行
し，研究結果を修士論文審査会で発表する。
　本科目の到達目標は，自ら必要な知識・技術を学習し，
問題を発見し解決していく実践力を修得することである。

授業内容
　各自が興味のある学術論文について，内容を発表する。
毎回の発表を通じて，論文の内容を理解し，他者に内容を
わかりやすく伝える能力を鍛える。

［第１回］　 進捗発表および討論
［第２回］　 進捗発表および討論
［第３回］　 進捗発表および討論
［第４回］　 進捗発表および討論
［第５回］　 進捗発表および討論
［第６回］　 進捗発表および討論
［第７回］　 進捗発表および討論
［第８回］　 進捗発表および討論
［第９回］　 進捗発表および討論
［第10回］　 進捗発表および討論
［第11回］　 進捗発表および討論
［第12回］　 進捗発表および討論
［第13回］　 進捗発表および討論
［第14回］　 進捗発表および討論

履修上の注意
　「統計入門」レベルの本の内容を理解しておくこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
予習：論文を読む
復習：論文を読む

教科書
　各自で決定した学術論文

参考書
　特に定めない

成績評価の方法
　毎回の発表（発表内容，報告書の内容，議論の内容）（60％）
および修士論文（40％）を総合的に評価し，満点の60％以上
を合格とする。

その他
オフィスアワー：授業終了後
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 中別府　修

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導のもとにミクロ熱工学
分野の研究課題に取り組むことで，科学的に思考する能力，
自ら問題を発見しそれを自らの発想で解決していく姿勢と
その方法論を身につけることを目的とする。
　熱流体工学にはミクロ・ナノテクノロジーの応用により
従来の限界を超える技術革新が期待されている。本科目で
は，集積回路やマイクロマシン，MEMS（Micro Electro 
Mechanical Systems）を作る微細加工技術を利用し，従来
不可能であった微小領域の温度計測や微量な物質の熱分
析，微弱な発熱を検知して生命活動を観察する技術，複雑
な熱伝達機構の解明，浮遊粒子状物質を除去する技術等の
研究・開発を行う。
　そのため，ミクロ・ナノテクノロジーと熱流体工学に関
する専門的な知識・技術を学び，ミクロ熱工学分野の課題
を検討し，各自の研究課題を設定する。さらに，その解決
に向けた適切なアプローチ方法を考え，研究を計画的に実
行していく。また，研究室で実施されている他の研究に関
しても，その意義や課題，進捗状況等を理解し，学生同士
で協力しながら研究を進める協調性を身につける。
　本科目の到達目標は，自ら必要な知識・技術を学習し，
問題を発見し解決していく実践力を修得することである。

授業内容
　各自がミクロ熱工学に関連した研究テーマを持ち，実験
的，理論的な研究を実施する。毎週，研究打合せ会を実施し，
進捗状況等の報告と研究ディスカッションを行う。春学期
末には研究発表会を実施する。
第１回： 指導研究テーマとミクロ熱工学分野の説明
第２回： 担当研究テーマの決定と研究進行計画の作成
第３回： 担当研究テーマの決定と研究進行計画の作成
第４回： 研究テーマの背景，必要性，問題点等の明確化
第５回： 研究テーマの背景，必要性，問題点等の明確化
第６回： 研究計画の策定
第７回： 研究計画の策定
第８回： 研究に必要な知識・技術の明確化
第９回： 研究に必要な知識・技術の明確化
第10回： 予備的研究の実施と評価
第11回： 予備的研究の実施と評価
第12回： 予備的研究の実施と評価
第13回： 予備的研究の実施と評価
第14回： 研究発表会

履修上の注意
　熱力学，伝熱工学，流体力学の修得が必要である。十分
に復習し，適宜，新たな知識を獲得するよう自己学習する
こと。
　取り扱う研究テーマは，工学的・科学的に重要な内容を
含んでおり，研究成果は人類共通の財産として発表する必
要がある。機会を逃さず国内・国外の学会で積極的に発表
すること。また，積極的に論文執筆を行うこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究の実施には，対象の調査，分析，仮説の構築，実験
による検証，理論解析，結果の評価など，複合的な作業が
必要であり，相応の時間を要する。研究活動として週15時
間以上が最低でも必要であり，計画的に進める必要がある。

教科書

参考書

成績評価の方法
　評価の配分割合は，下記の通りとする。
1． 修士研究の内容40％
2． 学習・研究態度30％
3． 発表能力，協調能力30％
　以上の合計により，60％以上を合格とする。

その他
・ 毎週所定の時間に研究ミーティングを実施し，進捗状況，
研究計画，結果の報告，ディスカッションを行う。

・ 7月中旬には研究室内研究発表会を実施する。
・ 修士1年生は12月上旬に中間審査会を，修士2年生は2月
下旬に論文審査会を実施する。

・ 関連する国内外の文献を調査し，調査結果を報告会にて
発表し，討論を行う。

・ 研究成果の学会発表は積極的に行うこと。

指導テーマ
　主な研究テーマの概略

（1） MEMSを用いた細胞の代謝モニタリング
　高感度なMEMS熱センサを利用し，微量な代謝熱のモニ
タリングを通して細胞の活動を観察する技術開発を行う。
細胞の活性試験，アレルギー検査，薬効検査等，バイオ工学，
医療に役立つ応用を目指す。

（2） ナノ熱分析法の開発
　MEMS技術を用いて極微量試料を超高速で熱分析する手
法の研究開発を行う。ナノテクで生まれた超微粒子の性質
を調べたり，高分子試料の超高速熱分析により新たな知見
を得ることが期待されている。

（3） 噴霧燃料の液膜形成と蒸発特性に関する研究
　吸気管を通じてエンジンへ燃料を供給する際に，噴霧燃
料が吸気管内で液膜を形成し，エンジンの燃焼特性や排ガ
ス特性に悪影響を与える。本研究は，この現象をMEMSセ
ンサで検出し，現象理解と対策への指針を与えることを目
的とする。

（4） MEMSセンサによるエンジン内壁の熱流束計測
　次世代高効率エンジンの開発には，エンジン壁面からの
熱損失を低減する技術が求められているが，エンジン内壁
面を通した熱移動の把握は困難である。本テーマでは，金
属基板上に薄膜温度・熱流束センサを構成したMEMSセン
サを開発し，エンジン内壁面の高速・高熱流束熱輸送を捉
える研究を行う。

（5)環境発電
　環境にあるエネルギーから発電し，対象物の計測やモニ
タリングを自立・永続的に実施するシステムに関して，必
要電力を効率良く発電する方法を研究する。
　詳細は開講時に説明する。
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 中別府　修

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導のもとにミクロ熱工学
分野の研究課題に取り組むことで，科学的に思考する能力，
自ら問題を発見しそれを自らの発想で解決していく姿勢と
その方法論を身につけることを目的とする。
　熱流体工学にはミクロ・ナノテクノロジーの応用により
従来の限界を超える技術革新が期待されている。本科目で
は，集積回路やマイクロマシン，MEMSを作る微細加工技
術を利用し，従来不可能であったナノメートル領域の温度
計測や微量な物質の熱分析，微弱な発熱を検知して生命活
動を観察する技術，複雑な熱伝達機構の解明，浮遊粒子状
物質を除去する技術等の研究・開発を行う。
　そのため，研究1に引き続き，ミクロ・ナノテクノロジー
と熱流体工学に関する専門的な知識・技術を学び，各自の
研究課題に関する研究計画に従い，研究を実施する。研究
結果は，工学的に正しく評価し，学会や論文により公開す
ることを目指す。また，研究室内でのプレゼンテーション，
ディスカッション等を通じて，研究の意義や課題，進捗状
況等を他者に説明し，学生同士で協力しながら研究を進め
る協調性を身につける。
　本科目の到達目標は，自ら必要な知識・技術を学習し，
問題を発見し解決していく実践力を修得することである。

授業内容
　各自がミクロ熱工学に関連した研究テーマを持ち，実験
的，理論的な研究を実施する。毎週，研究打合せ会を実施し，
進捗状況等の報告と研究ディスカッションを行う。年末に
は専攻の中間審査会と研究室の研究発表会を実施する。
第１回： 春学期のまとめと研究計画の再考
第２回： 春学期のまとめと研究計画の再考
第３回： 研究テーマの絞り込み
第４回： 研究テーマの絞り込み
第５回： 研究装置，解析方法等の準備
第６回： 研究装置，解析方法等の準備
第７回： 研究装置，解析方法等の準備
第８回： 研究装置，解析方法等の準備
第９回： 実験等と結果の整理
第10回： 実験等と結果の整理
第11回： 実験等と結果の整理
第12回： 中間審査会
第13回： 実験等と結果の整理
第14回： 研究発表会

履修上の注意
　熱力学，伝熱工学，流体力学の修得が必要である。十分
に復習し，適宜，新たな知識を獲得するよう自己学習する
こと。
　取り扱う研究テーマは，工学的・科学的に重要な内容を
含んでおり，研究成果は人類共通の財産として発表する必
要がある。機会を逃さず国内・国外の学会で積極的に発表
すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究の実施には，対象の調査，分析，仮説の構築，実験
による検証，理論解析，結果の評価など，複合的な作業が
必要であり，相応の時間を要する。研究活動として週15時
間以上が最低でも必要であり，計画的に進める必要がある。

教科書

参考書

成績評価の方法
　評価の配分割合は，下記の通りとする。
1． 修士研究の内容40％（中間審査の成績の10％を含む）
2． 学習・研究態度30％
3． 発表能力，協調能力30％
　以上の合計により，60％以上を合格とする。

その他
・ 毎週所定の時間に研究ミーティングを実施し，進捗状況，
研究計画，結果の報告，ディスカッションを行う。

・ 12月上旬に機械工学専攻の中間審査会を実施する。
・ 12月中旬には研究室内研究発表会を実施する。
・ 関連する国内外の文献を調査し，調査結果を報告会にて
発表し，討論を行う。

・ 研究成果の学会発表は積極的に行うこと。

指導テーマ
主な研究テーマの概略

（1） MEMSを用いた細胞の代謝モニタリング
　高感度なMEMS熱センサを利用し，微量な代謝熱のモニ
タリングを通して細胞の活動を観察する技術開発を行う。
細胞の活性試験，アレルギー検査，薬効検査等，バイオ工学，
医療に役立つ応用を目指す。

（2） ナノ熱分析法の開発
　MEMS技術を用いて極微量試料を超高速で熱分析する手
法の研究開発を行う。ナノテクで生まれた超微粒子の性質
を調べたり，高分子試料の超高速熱分析により新たな知見
を得ることが期待されている。

（3） 噴霧燃料の液膜形成と蒸発特性に関する研究
　吸気管を通じてエンジンへ燃料を供給する際に，噴霧燃
料が吸気管内で液膜を形成し，エンジンの燃焼特性や排ガ
ス特性に悪影響を与える。本研究は，この現象をMEMSセ
ンサで検出し，現象理解と対策への指針を与えることを目
的とする。

（4） MEMSセンサによるエンジン内壁の熱流束計測
　次世代高効率エンジンの開発には，エンジン壁面からの
熱損失を低減する技術が求められているが，エンジン内壁
面を通した熱移動の把握は困難である。本テーマでは，金
属基板上に薄膜温度・熱流束センサを構成したMEMSセン
サを開発し，エンジン内壁面の高速・高熱流束熱輸送を捉
える研究を行う。

（5)環境発電
　環境にあるエネルギーから発電し，対象物の計測やモニ
タリングを自立・永続的に実施するシステムに関して，必
要電力を効率良く発電する方法を研究する。
詳細は開講時に説明する。
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 中別府　修

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導のもとにミクロ熱工学
分野の研究課題に取り組むことで，科学的に思考する能力，
自ら問題を発見しそれを自らの工学的発想で解決していく
姿勢とその方法論を身につけることを目的とする。
　熱流体工学にはミクロ・ナノテクノロジーの応用により
従来の限界を超える技術革新が期待されている。本科目で
は，集積回路やマイクロマシン，MEMS（Micro Electro 
Mechanical Systems）を作る微細加工技術を利用し，従来
不可能であったナノメートル領域の温度計測や微量な物質
の熱分析，微弱な発熱を検知して生命活動を観察する技術，
複雑な熱伝達機構の解明，浮遊粒子状物質を除去する技術
等の研究・開発を行う。
　そのため，ミクロ・ナノテクノロジーと熱流体工学に関
する専門的な知識・技術を学び，ミクロ熱工学分野の課題
解決，発展に資する研究を実施する。研究3では，前年に
引き続き，各自の研究課題を明確に設定し，その解決に向
けた適切なアプローチ方法により，計画的に研究を実行し
ていく。研究結果は，工学的に正しく評価し，学会や論文
により公開することを目指す。また，研究室で実施されて
いる他の研究に関しても，その意義や課題，進捗状況等を
理解し，学生同士で協力しながら研究を進める協調性を身
につける。
　本科目の到達目標は，自ら必要な知識・技術を学習し，
問題を発見し解決していく実践力を習得することである。

授業内容
　各自がミクロ熱工学に関連した研究テーマを持ち，実験
的，理論的な研究を実施する。毎週，研究打合せ会を実施し，
進捗状況等の報告と研究ディスカッションを行う。学期末
には研究発表会を実施する。
第１回： 担当研究テーマと進行計画の確認
第２回： 担当研究テーマと進行計画の確認
第３回： 研究進行計画の作成
第４回： 研究の実施と結果の評価
第５回： 研究の実施と結果の評価
第６回： 研究の実施と結果の評価
第７回： 研究の実施と結果の評価
第８回： 研究の実施と結果の評価
第９回： 研究の実施と結果の評価
第10回： 研究の実施と結果の評価
第11回： 研究の実施と結果の評価
第12回： 研究の実施と結果の評価
第13回： 研究の実施と結果の評価
第14回： 研究発表会

履修上の注意
　熱力学，伝熱工学，流体力学の修得が必要である。十分
に復習し，適宜，新たな知識を獲得するよう自己学習する
こと。
　取り扱う研究テーマは，工学的・科学的に重要な内容を
含んでおり，研究成果は人類共通の財産として発表する必
要がある。機会を逃さず国内・国外の学会で積極的に発表
すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　博士前期課程の研究では，自発的に課題の設定，解決策
の調査・検討，実験・解析の実施，結果の分析・解析等を実
施する必要がある。これらには，週30時間以上の自己研

究を要する。その他講義科目との学習・研究時間のバラン
スを良く保って研究が進められるように自己管理を行うこ
と。

教科書

参考書

成績評価の方法
　評価の配分割合は，下記の通りとする。
1． 修士研究の内容40％
2． 学習・研究態度30％
3． 発表能力，協調能力30％
　以上の合計により，60％以上を合格とする。

その他
・ 毎週所定の時間に研究ミーティングを実施し，進捗状況，
研究計画，結果の報告，ディスカッションを行う。

・ 7月中旬には研究室内研究発表会を実施する。
・ 関連する国内外の文献を調査し，調査結果を報告会にて
発表し，討論を行う。

・ 研究成果の学会発表は積極的に行うこと。

指導テーマ
主な研究テーマの概略

（1） MEMSを用いた細胞の代謝モニタリング
　高感度なMEMS熱センサを利用し，微量な代謝熱のモニ
タリングを通して細胞の活動を観察する技術開発を行う。
細胞の活性試験，アレルギー検査，薬効検査等，バイオ工学，
医療に役立つ応用を目指す。

（2）  ナノ熱分析法の開発
　MEMS技術を用いて極微量試料を超高速で熱分析する手
法の研究開発を行う。ナノテクで生まれた超微粒子の性質
を調べたり，高分子試料の超高速熱分析により新たな知見
を得ることが期待されている。

（3）  噴霧燃料の液膜形成と蒸発特性に関する研究
　吸気管を通じてエンジンへ燃料を供給する際に，噴霧燃
料が吸気管内で液膜を形成し，エンジンの燃焼特性や排ガ
ス特性に悪影響を与える。本研究は，この現象をMEMSセ
ンサで検出し，現象理解と対策への指針を与えることを目
的とする。

（4） MEMSセンサによるエンジン内壁の熱流束計測
　次世代高効率エンジンの開発には，エンジン壁面からの
熱損失を低減する技術が求められているが，エンジン内壁
面を通した熱移動の把握は困難である。本テーマでは，金
属基板上に薄膜温度・熱流束センサを構成したMEMSセン
サを開発し，エンジン内壁面の高速・高熱流束熱輸送を捉
える研究を行う。

（5） 環境発電
　環境にあるエネルギーから発電し，対象物の計測やモニ
タリングを自立・永続的に実施するシステムに関して，必
要電力を効率良く発電する方法を研究する。
詳細は開講時に説明する。

― 171 ―



科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 中別府　修

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導のもとにミクロ熱工学
分野の研究課題に取り組むことで，科学的に思考する能力，
自ら問題を発見しそれを自らの工学的発想で解決していく
姿勢とその方法論を身につけることを目的とする。
　熱流体工学にはミクロ・ナノテクノロジーの応用により
従来の限界を超える技術革新が期待されている。本科目で
は，集積回路やマイクロマシン，MEMS（Micro Electro 
Mechanical Systems）を作る微細加工技術を利用し，従来
不可能であったナノメートル領域の温度計測や微量な物質
の熱分析，微弱な発熱を検知して生命活動を観察する技術，
複雑な熱伝達機構の解明，浮遊粒子状物質を除去する技術
等の研究・開発を行う。
　そのため，ミクロ・ナノテクノロジーと熱流体工学に関
する専門的な知識・技術を学び，ミクロ熱工学分野の課題
解決，発展に資する研究を実施する。研究4では，研究1
～ 3の成果を踏まえ，明確に設定された研究課題に対し，
適切なアプローチ方法でその解決に向けて計画的に研究を
実行する。研究結果は，工学的に正しく評価し，修士論文
研究として取りまとめる。また，研究成果は学会や論文に
より公開する。
　本科目の到達目標は，自ら必要な知識・技術を学習し，
問題を発見し解決していく実践力，成果をまとめる力を習
得することである。

授業内容
　各自がミクロ熱工学に関連した研究テーマを持ち，実験
的，理論的な研究を実施する。毎週，研究打合せ会を実施し，
進捗状況等の報告と研究ディスカッションを行う。年末に
は研究発表会を実施する。研究成果は修士論文としてまと
める。
第１回： 進捗のまとめと研究計画の再考
第２回： 進捗のまとめと研究計画の再考
第３回： 研究課題の絞り込みと実施計画の修正
第４回： 研究の実施と結果の評価
第５回： 研究の実施と結果の評価
第６回： 研究の実施と結果の評価
第７回： 研究の実施と結果の評価
第８回： 研究成果の整理と論文執筆準備
第９回： 研究の実施と結果の評価
第10回： 研究の実施と結果の評価
第11回： 修士論文の作成
第12回： 修士論文の作成
第13回： 年末研究発表会
第14回： 修士論文の作成

履修上の注意
　熱力学，伝熱工学，流体力学の修得が必要である。
　十分に復習し，適宜，新たな知識を獲得するよう自己学
習すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　博士前期課程の研究では，自発的に課題の設定，解決策
の調査・検討，実験・解析の実施，結果の分析・解析等を実
施する必要がある。これらには，週30時間以上の自己研
究を要する。その他講義科目との学習・研究時間のバラン
スを良く保って研究が進められるように自己管理を行うこ
と。

教科書

参考書

成績評価の方法
　評価の配分割合は，下記の通りとする。
1． 研究の内容30％
2． 学習・研究態度30％
3． 発表能力20％
4． 修士論文20％
　以上の合計により，60％以上を合格とする。

その他
・ 毎週所定の時間に研究ミーティングを実施し，進捗状況，
研究計画，結果の報告，ディスカッションを行う。

・ 12月中旬には研究室内研究発表会を実施する。
・ 関連する国内外の文献を調査し，調査結果を報告会にて
発表し，討論を行う。

・ 研究成果の学会発表は積極的に行うこと。

指導テーマ
主な研究テーマの概略

（1） MEMSを用いた細胞の代謝モニタリング
　高感度なMEMS熱センサを利用し，微量な代謝熱のモニ
タリングを通して細胞の活動を観察する技術開発を行う。
細胞の活性試験，アレルギー検査，薬効検査等，バイオ工学，
医療に役立つ応用を目指す。

（2）  ナノ熱分析法の開発
　MEMS技術を用いて極微量試料を超高速で熱分析する手
法の研究開発を行う。ナノテクで生まれた超微粒子の性質
を調べたり，高分子試料の超高速熱分析により新たな知見
を得ることが期待されている。

（3）  噴霧燃料の液膜形成と蒸発特性に関する研究
　吸気管を通じてエンジンへ燃料を供給する際に，噴霧燃
料が吸気管内で液膜を形成し，エンジンの燃焼特性や排ガ
ス特性に悪影響を与える。本研究は，この現象をMEMSセ
ンサで検出し，現象理解と対策への指針を与えることを目
的とする。

（4） MEMSセンサによるエンジン内壁の熱流束計測
　次世代高効率エンジンの開発には，エンジン壁面からの
熱損失を低減する技術が求められているが，エンジン内壁
面を通した熱移動の把握は困難である。本テーマでは，金
属基板上に薄膜温度・熱流束センサを構成したMEMSセン
サを開発し，エンジン内壁面の高速・高熱流束熱輸送を捉
える研究を行う。

（5） 環境発電
　環境にあるエネルギーから発電し，対象物の計測やモニ
タリングを自立・永続的に実施するシステムに関して，必
要電力を効率良く発電する方法を研究する。
詳細は開講時に説明する。
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 納冨　充雄

授業の概要・到達目標
　材料力学・破壊力学・材料強度学・機械材料学・有限要素解
析に関連する未解決問題の中から研究対象となるテーマを
決定し，独自の考えによって実験・解析を行い，そこから
得られた結果を検討・考察する。さらに，学術的・工学的に
価値のある成果を出し，学会における講演会や学術論文誌
においてその成果を発表することによって，社会に貢献す
る。
　本科目では，これらの研究活動を通じて，未知の課題を
特定し，適切なアプローチ方法を考え，計画的に実行し，
その結果を工学的に正しく評価する能力の育成を目標とし
ている。

授業内容
［第１回］　 先行研究の調査・研究課題の探索
［第２回］　 研究背景の調査・課題の選定
［第３回］　 関連分野の文献検索
［第４回］　 文献検索と検索結果のまとめ
［第５回］　 研究計画の立案
［第６回］　 研究計画の検討と予備実験・解析の実施
［第７回］　 予備実験・数値解析の結果
［第８回］　 予備実験・数値解析の結果の考察と評価
［第９回］　 研究計画の再検討
［第10回］　 研究進捗状況の研究室内発表
［第11回］　 実験・数値解析方法の検討
［第12回］　 実験・数値解析準備
［第13回］　 実験・数値解析の結果
［第14回］　 ここまでの研究結果の考察

履修上の注意
　取り扱う研究テーマは，工学的・科学的に重要な内容を
含んでおり，研究成果は人類共通の財産として発表する必
要がある。機会を逃さず国内・国外の学会で積極的に発表
すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　本科目の遂行に際しては，材料力学・破壊力学・材料強度
学・有限要素解析のいずれか，あるいは，すべてに精通し
ている必要がある。これらの科目を十分に復習し，適宜，
新たな知識を獲得するよう自己学習すること。

教科書
　なし

参考書
　研究に関連する文献

成績評価の方法
　日常の研究態度（10％），研究報告（30％），論文内容

（30％），報告会（30％）によって評価する。報告会における
主なチェックポイントは，努力度，理解度，知見の新規性，
機械工学の総合的知識，プレゼンテーションの良否，また，
論文本体の書式（章立て，式，表，図，謝辞，文献），完成度，
要旨のまとめ方もチェックする。合計点が総合60％を合格
とする。

その他

指導テーマ
　材料力学・破壊力学・材料強度学・機械材料学・有限要素解
析に関連する未解決問題の中から研究対象となるテーマを
決定し，独自の考えによって実験・解析を行い，そこから
得られた結果を検討・考察する。さらに，学術的・工学的に
価値のある成果を出し，学会における講演会や学術論文誌
においてその成果を発表することによって，社会に貢献す
る。また，本研究を遂行する過程において，問題解決に対
する工学的なアプローチ・方法を学ぶ。研究テーマを以下
に示す。
1． Mg系水素吸蔵合金の特性改善
2． 水素吸蔵システムの開発
3． 鉄系形状記憶合金の特性改善
4． 筋骨格シミュレーターAnyBodyを用いた体の動きの解析
5． 半経験的ポテンシャルエネルギによる結晶構造解析
6． フィルムを貼付したガラスの破壊強度
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 納冨　充雄

授業の概要・到達目標
　材料力学・破壊力学・材料強度学・機械材料学・有限要素解
析に関連する未解決問題の中から研究対象となるテーマを
決定し，独自の考えによって実験・解析を行い，そこから
得られた結果を検討・考察する。さらに，学術的・工学的に
価値のある成果を出し，学会における講演会や学術論文誌
においてその成果を発表することによって，社会に貢献す
る。
　本科目では，これらの研究活動を通じて，未知の課題を
特定し，適切なアプローチ方法を考え，計画的に実行し，
その結果を工学的に正しく評価する能力の育成を目標とし
ている。

授業内容
［第１回］　 研究計画の再検討
［第２回］　 関連分野の文献の再検索
［第３回］　 研究計画の修正
［第４回］　 実験・数値解析方法の再検討
［第５回］　 実験・数値解析の準備
［第６回］　 実験・数値解析の結果
［第７回］　 実験・数値解析のデータ整理
［第８回］　 ここまでの研究結果の考察
［第９回］　 研究計画の再検討
［第10回］　 中間審査会の準備
［第11回］　 中間審査会にて発表
［第12回］　 審査会における質問事項の検討
［第13回］　 実験・数値解析の結果
［第14回］　 年間の研究結果の考察

履修上の注意
　取り扱う研究テーマは，工学的・科学的に重要な内容を
含んでおり，研究成果は人類共通の財産として発表する必
要がある。機会を逃さず国内・国外の学会で積極的に発表
すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　本科目の遂行に際しては，材料力学・破壊力学・材料強度
学・有限要素解析のいずれか，あるいは，すべてに精通し
ている必要がある。これらの科目を十分に復習し，適宜，
新たな知識を獲得するよう自己学習すること。

教科書
　なし

参考書
　研究に関連する文献

成績評価の方法
　日常の研究態度（10％），研究報告（30％），論文内容

（30％），報告会（30％）によって評価する。報告会における
主なチェックポイントは，努力度，理解度，知見の新規性，
機械工学の総合的知識，プレゼンテーションの良否，また，
論文本体の書式（章立て，式，表，図，謝辞，文献），完成度，
要旨のまとめ方もチェックする。合計点が総合60％を合格
とする。また，また，12月に中間審査を実施し，研究報告
の30％の中の10％を中間審査結果を当てる。

その他

指導テーマ
　材料力学・破壊力学・材料強度学・機械材料学・有限要素解
析に関連する未解決問題の中から研究対象となるテーマを
決定し，独自の考えによって実験・解析を行い，そこから
得られた結果を検討・考察する。さらに，学術的・工学的に
価値のある成果を出し，学会における講演会や学術論文誌
においてその成果を発表することによって，社会に貢献す
る。また，本研究を遂行する過程において，問題解決に対
する工学的なアプローチ・方法を学ぶ。研究テーマを以下
に示す。
1． Mg系水素吸蔵合金の特性改善
2． 水素吸蔵システムの開発
3． 鉄系形状記憶合金の特性改善
4． 筋骨格シミュレーターAnyBodyを用いた体の動きの解析
5． 半経験的ポテンシャルエネルギによる結晶構造解析
6． フィルムを貼付したガラスの破壊強度
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 納冨　充雄

授業の概要・到達目標
　材料力学・破壊力学・材料強度学・機械材料学・有限要素解
析に関連する未解決問題の中から研究対象となるテーマを
決定し，独自の考えによって実験・解析を行い，そこから
得られた結果を検討・考察する。さらに，学術的・工学的に
価値のある成果を出し，学会における講演会や学術論文誌
においてその成果を発表することによって，社会に貢献す
る。
　本科目では，これらの研究活動を通じて，未知の課題を
特定し，適切なアプローチ方法を考え，計画的に実行し，
その結果を工学的に正しく評価する能力の育成を目標とし
ている。

授業内容
［第１回］　 前年度に実施した研究の再評価・学会発表の計画
［第２回］　 関連分野の文献の再検索
［第３回］　 文献検索と検索結果のまとめ
［第４回］　 研究計画の修正
［第５回］　 実験・数値解析方法の再検討
［第６回］　 実験・数値解析の準備
［第７回］　 実験・数値解析の結果（第 1 回）
［第８回］　 実験・数値解析のデータ整理
［第９回］　 ここまでの研究結果の考察
［第10回］　 研究進捗状況の研究室内発表
［第11回］　 学会発表の準備（第 1 回）
［第12回］　 実験・数値解析の結果（第 2 回）
［第13回］　 学会発表の準備（第 2 回）
［第14回］　 ここまでの研究結果の考察

履修上の注意
　取り扱う研究テーマは，工学的・科学的に重要な内容を
含んでおり，研究成果は人類共通の財産として発表する必
要がある。機会を逃さず国内・国外の学会で積極的に発表
すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　本科目の遂行に際しては，材料力学・破壊力学・材料強度
学・有限要素解析のいずれか，あるいは，すべてに精通し
ている必要がある。これらの科目を十分に復習し，適宜，
新たな知識を獲得するよう自己学習すること。

教科書
　なし

参考書
　研究に関連する文献

成績評価の方法
　日常の研究態度（10％），研究報告（30％），論文内容

（30％），報告会（30％）によって評価する。報告会における
主なチェックポイントは，努力度，理解度，知見の新規性，
機械工学の総合的知識，プレゼンテーションの良否，また，
論文本体の書式（章立て，式，表，図，謝辞，文献），完成度，
要旨のまとめ方もチェックする。合計点が総合60％を合格
とする。

その他

指導テーマ
　材料力学・破壊力学・材料強度学・機械材料学・有限要素解
析に関連する未解決問題の中から研究対象となるテーマを
決定し，独自の考えによって実験・解析を行い，そこから
得られた結果を検討・考察する。さらに，学術的・工学的に
価値のある成果を出し，学会における講演会や学術論文誌
においてその成果を発表することによって，社会に貢献す
る。また，本研究を遂行する過程において，問題解決に対
する工学的なアプローチ・方法を学ぶ。研究テーマを以下
に示す。
1． Mg系水素吸蔵合金の特性改善
2． 水素吸蔵システムの開発
3． 鉄系形状記憶合金の特性改善
4． 筋骨格シミュレーターAnyBodyを用いた体の動きの解析
5． 半経験的ポテンシャルエネルギによる結晶構造解析
6． フィルムを貼付したガラスの破壊強度
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 納冨　充雄

授業の概要・到達目標
　材料力学・破壊力学・材料強度学・機械材料学・有限要素解
析に関連する未解決問題の中から研究対象となるテーマを
決定し，独自の考えによって実験・解析を行い，そこから
得られた結果を検討・考察する。さらに，学術的・工学的に
価値のある成果を出し，学会における講演会や学術論文誌
においてその成果を発表することによって，社会に貢献す
る。
　本科目では，これらの研究活動を通じて，未知の課題を
特定し，適切なアプローチ方法を考え，計画的に実行し，
その結果を工学的に正しく評価する能力の育成を目標とし
ている。

授業内容
［第１回］　 研究計画の再検討
［第２回］　 関連分野の文献の再検索
［第３回］　 実験・数値解析の準備
［第４回］　 実験・数値解析の結果
［第５回］　 実験・数値解析のデータ整理
［第６回］　 ここまでの研究結果の考察
［第７回］　 学会発表準備
［第８回］　 学会発表
［第９回］　 学会における質問事項の検討
［第10回］　 実験・数値解析の結果
［第11回］　 実験・数値解析のデータ整理
［第12回］　 実験・数値解析の結果
［第13回］　 結果の考察
［第14回］　 修士論文審査会

履修上の注意
　取り扱う研究テーマは，工学的・科学的に重要な内容を
含んでおり，研究成果は人類共通の財産として発表する必
要がある。機会を逃さず国内・国外の学会で積極的に発表
すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　本科目の遂行に際しては，材料力学・破壊力学・材料強度
学・有限要素解析のいずれか，あるいは，すべてに精通し
ている必要がある。これらの科目を十分に復習し，適宜，
新たな知識を獲得するよう自己学習すること。

教科書
　なし

参考書
　研究に関連する文献

成績評価の方法
　日常の研究態度（10％），研究報告（30％），論文内容

（30％），報告会（30％）によって評価する。報告会における
主なチェックポイントは，努力度，理解度，知見の新規性，
機械工学の総合的知識，プレゼンテーションの良否，また，
論文本体の書式（章立て，式，表，図，謝辞，文献），完成度，
要旨のまとめ方もチェックする。合計点が総合60％を合格
とする。

その他

指導テーマ
　材料力学・破壊力学・材料強度学・機械材料学・有限要素解
析に関連する未解決問題の中から研究対象となるテーマを
決定し，独自の考えによって実験・解析を行い，そこから
得られた結果を検討・考察する。さらに，学術的・工学的に
価値のある成果を出し，学会における講演会や学術論文誌
においてその成果を発表することによって，社会に貢献す
る。また，本研究を遂行する過程において，問題解決に対
する工学的なアプローチ・方法を学ぶ。研究テーマを以下
に示す。
1． Mg系水素吸蔵合金の特性改善
2． 水素吸蔵システムの開発
3． 鉄系形状記憶合金の特性改善
4． 筋骨格シミュレーターAnyBodyを用いた体の動きの解析
5． 半経験的ポテンシャルエネルギによる結晶構造解析
6． フィルムを貼付したガラスの破壊強度
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 橋本　健二

授業の概要・到達目標
　指導教員の研究指導のもとで，超人・超生物的な認識能
力・運動能力を持つ機械システムに関する研究課題に取り
組むことで，ある目的を達成するものづくりの方法論（工
学的センス）を構築する力を身につけることを目標とする。
知識やノウハウを単に聞いたことのあるものとして記憶し
ておくのではなく，これらを目的に合わせ統合し再構築す
る能力（設計力）や，好ましからざる現象を前にしたときに
それを注意深く観察し理解する能力（問題発見解決能力）を
養う。具体的には，脚型や車輪型の移動ロボットを対象と
し，その移動ロボットの開発や環境認識，環境認識結果に
基づく軌道計画，ロボットの運動生成，センサフィードバッ
クを用いた各種制御器，遠隔操作システムなどの研究課題
に取り組む。学術的に価値のある成果を出し，関連学会で
の講演会や学術論文として公開することを目指す。
　到達目標は，論理的思考能力，問題発見解決能力，プレ
ゼンテーション能力，ディスカッション能力，およびコミュ
ニケーション能力を身につけることである。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション
［第２回］　 研究テーマの策定
［第３回］　 先行研究調査
［第４回］　 先行研究調査と研究計画の立案
［第５回］　 研究進捗状況の報告と議論1
［第６回］　 研究進捗状況の報告と議論2
［第７回］　 研究進捗状況の報告と議論3
［第８回］　 研究進捗状況の報告と議論4
［第９回］　 研究進捗状況の報告と議論5
［第10回］　 研究進捗状況の報告と議論6
［第11回］　 研究進捗状況の報告と議論7
［第12回］　 研究進捗状況の報告と議論8
［第13回］　 研究進捗状況の報告と議論9
［第14回］　 研究発表とまとめ

履修上の注意
　修了時までに学会発表を行うことが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎週の報告会において，進捗状況や課題が明確に分かる
ような資料を準備すること。また，先行研究に対して独創
的な研究を推進するように努めること。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　研究指導の過程で個別に指示する。

成績評価の方法
　評点の配分割合は下記の通りとし，合計点（100点満点）
に対して60点以上を合格とする。
1.　研究内容40％
2.　学習・研究態度30％
3.　発表能力，協調能力30％

その他

指導テーマ
　超人・超生物的な認識能力・運動能力を持つ機械システム
に関する研究を実施する。主に移動ロボット関連（脚型ロ
ボット，車輪型ロボット，またはそのハイブリッド型）の
研究に取り組む。具体的には以下のようなテーマである。
・ 移動ロボットの開発
・ 環境認識（センサ情報処理）
・ 環境認識結果に基づく軌道計画
・ 各種移動ロボットの運動生成
・ センサフィードバックを用いた各種制御器
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 橋本　健二

授業の概要・到達目標
　機械工学研究1に引き続き，指導教員の研究指導のもと
で，超人・超生物的な認識能力・運動能力を持つ機械システ
ムに関する研究課題に取り組むことで，ある目的を達成す
るものづくりの方法論（工学的センス）を構築する力を身に
つけることを目標とする。知識やノウハウを単に聞いたこ
とのあるものとして記憶しておくのではなく，これらを目
的に合わせ統合し再構築する能力（設計力）や，好ましから
ざる現象を前にしたときにそれを注意深く観察し理解する
能力（問題発見解決能力）を養う。具体的には，脚型や車輪
型の移動ロボットを対象とし，その移動ロボットの開発や
環境認識，環境認識結果に基づく軌道計画，ロボットの運
動生成，センサフィードバックを用いた各種制御器，遠隔
操作システムなどの研究課題に取り組む。学術的に価値の
ある成果を出し，関連学会での講演会や学術論文として公
開することを目指す。
　到達目標は，論理的思考能力，問題発見解決能力，プレ
ゼンテーション能力，ディスカッション能力，およびコミュ
ニケーション能力を身につけることである。

授業内容
［第１回］　 研究計画の再検討
［第２回］　 研究進捗状況の報告と議論1
［第３回］　 研究進捗状況の報告と議論2
［第４回］　 研究進捗状況の報告と議論3
［第５回］　 研究進捗状況の報告と議論4
［第６回］　 研究進捗状況の報告と議論5
［第７回］　 研究進捗状況の報告と議論6
［第８回］　 研究進捗状況の報告と議論7
［第９回］　 研究進捗状況の報告と議論8
［第10回］　 研究進捗状況の報告と議論9
［第11回］　 研究進捗状況の報告と議論10
［第12回］　 中間審査会
［第13回］　 中間審査会結果を考慮した研究構想再検討
［第14回］　 研究発表とまとめ

履修上の注意
　修了時までに学会発表を行うことが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎週の報告会において，進捗状況や課題が明確に分かる
ような資料を準備すること。また，先行研究に対して独創
的な研究を推進するように努めること。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　研究指導の過程で個別に指示する。

成績評価の方法
　評点の配分割合は下記の通りとし，合計点（100点満点）
に対して60点以上を合格とする。
1.　研究内容40％
2.　学習・研究態度30％
3.　発表能力，協調能力30％

その他

指導テーマ
　超人・超生物的な認識能力・運動能力を持つ機械システム
に関する研究を実施する。主に移動ロボット関連（脚型ロ
ボット，車輪型ロボット，またはそのハイブリッド型）の
研究に取り組む。具体的には以下のようなテーマである。
・ 移動ロボットの開発
・ 環境認識（センサ情報処理）
・ 環境認識結果に基づく軌道計画
・ 各種移動ロボットの運動生成
・ センサフィードバックを用いた各種制御器
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 橋本　健二

授業の概要・到達目標
　機械工学研究1，2に引き続き，指導教員の研究指導のも
とで，超人・超生物的な認識能力・運動能力を持つ機械シス
テムに関する研究課題に取り組むことで，ある目的を達成
するものづくりの方法論（工学的センス）を構築する力を身
につけることを目標とする。知識やノウハウを単に聞いた
ことのあるものとして記憶しておくのではなく，これらを
目的に合わせ統合し再構築する能力（設計力）や，好ましか
らざる現象を前にしたときにそれを注意深く観察し理解す
る能力（問題発見解決能力）を養う。具体的には，脚型や車
輪型の移動ロボットを対象とし，その移動ロボットの開発
や環境認識，環境認識結果に基づく軌道計画，ロボットの
運動生成，センサフィードバックを用いた各種制御器，遠
隔操作システムなどの研究課題に取り組む。学術的に価値
のある成果を出し，関連学会での講演会や学術論文として
公開することを目指す。
　到達目標は，論理的思考能力，問題発見解決能力，プレ
ゼンテーション能力，ディスカッション能力，およびコミュ
ニケーション能力を身につけることである。

授業内容
［第１回］　 博士前期課程1年で実施した研究内容の確認
［第２回］　 先行研究再調査と研究計画の確認
［第３回］　 研究進捗状況の報告と議論1
［第４回］　 研究進捗状況の報告と議論2
［第５回］　 研究進捗状況の報告と議論3
［第６回］　 研究進捗状況の報告と議論4
［第７回］　 研究進捗状況の報告と議論5
［第８回］　 研究進捗状況の報告と議論6
［第９回］　 研究進捗状況の報告と議論7
［第10回］　 研究進捗状況の報告と議論8
［第11回］　 研究進捗状況の報告と議論9
［第12回］　 研究発表会
［第13回］　 発表会結果を考慮した研究構想再検討
［第14回］　 研究発表とまとめ

履修上の注意
　修了時までに学会発表を行うことが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎週の報告会において，進捗状況や課題が明確に分かる
ような資料を準備すること。また，先行研究に対して独創
的な研究を推進するように努めること。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　研究指導の過程で個別に指示する。

成績評価の方法
　評点の配分割合は下記の通りとし，合計点（100点満点）
に対して60点以上を合格とする。
1.　研究内容40％
2.　学習・研究態度30％
3.　発表能力，協調能力30％

その他

指導テーマ
　超人・超生物的な認識能力・運動能力を持つ機械システム
に関する研究を実施する。主に移動ロボット関連（脚型ロ
ボット，車輪型ロボット，またはそのハイブリッド型）の
研究に取り組む。具体的には以下のようなテーマである。
・ 移動ロボットの開発
・ 環境認識（センサ情報処理）
・ 環境認識結果に基づく軌道計画
・ 各種移動ロボットの運動生成
・ センサフィードバックを用いた各種制御器
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 橋本　健二

授業の概要・到達目標
　機械工学研究1 ～ 3に引き続き，指導教員の研究指導の
もとで，超人・超生物的な認識能力・運動能力を持つ機械シ
ステムに関する研究課題に取り組むことで，ある目的を達
成するものづくりの方法論（工学的センス）を構築する力を
身につけることを目標とする。知識やノウハウを単に聞い
たことのあるものとして記憶しておくのではなく，これら
を目的に合わせ統合し再構築する能力（設計力）や，好まし
からざる現象を前にしたときにそれを注意深く観察し理解
する能力（問題発見解決能力）を養う。具体的には，脚型や
車輪型の移動ロボットを対象とし，その移動ロボットの開
発や環境認識，環境認識結果に基づく軌道計画，ロボット
の運動生成，センサフィードバックを用いた各種制御器，
遠隔操作システムなどの研究課題に取り組む。学術的に価
値のある成果を出し，関連学会での講演会や学術論文とし
て公開することを目指す。
　到達目標は，論理的思考能力，問題発見解決能力，プレ
ゼンテーション能力，ディスカッション能力，およびコミュ
ニケーション能力を身につけることである。

授業内容
［第１回］　 研究計画の再検討
［第２回］　 研究進捗状況の報告と議論1
［第３回］　 研究進捗状況の報告と議論2
［第４回］　 研究進捗状況の報告と議論3
［第５回］　 研究進捗状況の報告と議論4
［第６回］　 研究進捗状況の報告と議論5
［第７回］　 研究進捗状況の報告と議論6
［第８回］　 研究進捗状況の報告と議論7
［第９回］　 研究進捗状況の報告と議論8
［第10回］　 研究進捗状況の報告と議論9
［第11回］　 修士論文予備審査
［第12回］　 修士論文作成
［第13回］　 修士論文作成
［第14回］　 審査会準備

履修上の注意
　修了時までに学会発表を行うことが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎週の報告会において，進捗状況や課題が明確に分かる
ような資料を準備すること。また，先行研究に対して独創
的な研究を推進するように努めること。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　研究指導の過程で個別に指示する。

成績評価の方法
　評点の配分割合は下記の通りとし，合計点（100点満点）
に対して60点以上を合格とする。
1.　研究内容40％
2.　学習・研究態度30％
3.　発表能力，協調能力30％

その他

指導テーマ
　超人・超生物的な認識能力・運動能力を持つ機械システム
に関する研究を実施する。主に移動ロボット関連（脚型ロ
ボット，車輪型ロボット，またはそのハイブリッド型）の
研究に取り組む。具体的には以下のようなテーマである。
・ 移動ロボットの開発
・ 環境認識（センサ情報処理）
・ 環境認識結果に基づく軌道計画
・ 各種移動ロボットの運動生成
・ センサフィードバックを用いた各種制御器
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 松尾　卓摩

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導の下に材料力学・材料
設計・材料加工に関連する研究課題に取り組むことで科学
的に施行する能力，自ら問題を発見しそれを自らの発想で
解決していく姿勢とその方法論を身に着けることを目的と
する。
　我が国のインフラ設備や工業用プラントの多くは高度経
済成長期に建造されており，老朽化の問題が発生している。
これらの設備を安全に使用するためには材料の劣化，損傷
メカニズムを明らかにすること，設備の状態を監視するモ
ニタリング技術の開発が必要不可欠である。本科目では主
に超音波に代表される弾性波や非接触ひずみ計測技術を用
いて，材料の特性評価や検査，モニタリング技術の開発を
行う。
　そのため，材料力学，材料強度学，非破壊検査工学の基
礎的な知識を学び，各研究分野の課題を検討し，各自の研
究課題を設定する。さらにその解決に向けた適切なアプ
ローチ方法を考え，研究を計画的に実行していく。また，
研究室で実施されている他の研究に関しても，その意義や
課題，進捗状況などを理解し，学生同士で協力しながら研
究を進める協調性を身に着ける。
　本研究の到達目標は，自ら必要な知識や技術を学習し，
問題を発見し解決していく実践力を修得することである。

授業内容
　各自の研究テーマに基づいて，研究を行う。毎週の成果
報告会において1週間の研究成果を報告するとともに，指
導教員や他の学生とのディスカッションを通じて研究の問
題点や今後の課題を考える。そして，次週までの課題とし
て研究を遂行する。

［第１回］　 ガイダンス，既往の研究と本研究で遂行する内
容についての調査

［第２回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑1
［第３回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑2
［第４回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑3
［第５回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑4
［第６回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑5
［第７回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑6
［第８回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑7
［第９回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑8
［第10回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑9
［第11回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑10
［第12回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑11
［第13回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑12
［第14回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑13

履修上の注意
　とくになし

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の研究に関する文献，論文を調査し，プレゼンテー
ションに反映させること

教科書
　とくになし

参考書
　研究テーマに応じて指示する。

成績評価の方法
　日常の研究成果，研究態度（50％），プレゼンテーション

（50％）。60点以上を合格とする。

その他
　研究は，安全の手引きに記載の項目に従って遂行する。

指導テーマ
　材料力学や材料強度学を基本とした非破壊検査工学。特
に超音波を用いた材料評価，検査技術の開発及び実構造物
への応用に関する研究を行う。
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 松尾　卓摩

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導の下に材料力学・材料
設計・材料加工に関連する研究課題に取り組むことで科学
的に施行する能力，自ら問題を発見しそれを自らの発想で
解決していく姿勢とその方法論を身に着けることを目的と
する。
　我が国のインフラ設備や工業用プラントの多くは高度経
済成長期に建造されており，老朽化の問題が発生している。
これらの設備を安全に使用するためには材料の劣化，損傷
メカニズムを明らかにすること，設備の状態を監視するモ
ニタリング技術の開発が必要不可欠である。本科目では主
に超音波に代表される弾性波や非接触ひずみ計測技術を用
いて，材料の特性評価や検査，モニタリング技術の開発を
行う。
　そのため，材料力学・材料設計・材料加工研究1に引き続
き，材料力学，材料強度学，非破壊検査工学の知識を学び，
各自の研究課題に関する研究計画に従い，研究を実施する。
また，研究結果は高額的に正しく評価し，学会や専門誌に
論文として公開することを目指す。また，研究室内でのプ
レゼンテーションやディスカッションなどを通じて研究の
意義や課題，進捗状況な等を他者に説明し，学生同士で協
力しながら研究を進める協調性を身に着ける。
　本研究の到達目標は，自ら必要な知識や技術を学習し，
問題を発見し解決していく実践力を修得することである。

授業内容
　各自の研究テーマに基づいて，研究を行う。毎週の成果
報告会において1週間の研究成果を報告するとともに，指
導教員や他の学生とのディスカッションを通じて研究の問
題点や今後の課題を考える。そして，次週までの課題とし
て研究を遂行する。

［第１回］　 ガイダンス，これまでの研究成果と本研究で遂
行する内容についての説明

［第２回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑1
［第３回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑2
［第４回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑3
［第５回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑4
［第６回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑5
［第７回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑6
［第８回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑7
［第９回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑8
［第10回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑9
［第11回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑10
［第12回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑11
［第13回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑12
［第14回］　 まとめと研究3，4に向けた今後の課題に関す

る報告

履修上の注意
　とくになし

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の研究に関する文献，論文を調査し，プレゼンテー
ションに反映させること

教科書
　とくになし

参考書
　研究テーマに応じて指示する。

成績評価の方法
　日常の研究成果，研究態度，プレゼンテーション（90％），
中間審査（10％）。60点以上を合格とする。

その他
　研究は，安全の手引きに記載の項目に従って遂行する。

指導テーマ
　材料力学や材料強度学を基本とした非破壊検査工学。特
に超音波を用いた材料評価，検査技術の開発及び実構造物
への応用に関する研究を行う。
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 松尾　卓摩

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導の下に材料力学・材料
設計・材料加工に関連する研究課題に取り組むことで科学
的に施行する能力，自ら問題を発見しそれを自らの発想で
解決していく姿勢とその方法論を身に着けることを目的と
する。
　我が国のインフラ設備や工業用プラントの多くは高度経
済成長期に建造されており，老朽化の問題が発生している。
これらの設備を安全に使用するためには材料の劣化，損傷
メカニズムを明らかにすること，設備の状態を監視するモ
ニタリング技術の開発が必要不可欠である。本科目では主
に超音波に代表される弾性波や非接触ひずみ計測技術を用
いて，材料の特性評価や検査，モニタリング技術の開発を
行う。
　そのため，材料力学・材料設計・材料加工研究1，2に引き
続き，材料力学，材料強度学，非破壊検査工学の知識を学び，
各自の研究課題に関する研究計画に従い，研究を実施する。
また，研究結果は高額的に正しく評価し，学会や専門誌に
論文として公開することを目指す。また，研究室内でのプ
レゼンテーションやディスカッションなどを通じて研究の
意義や課題，進捗状況な等を他者に説明し，学生同士で協
力しながら研究を進める協調性を身に着ける。
　本研究の到達目標は，自ら必要な知識や技術を学習し，
問題を発見し解決していく実践力を修得することである。

授業内容
　各自の研究テーマに基づいて，研究を行う。毎週の成果
報告会において1週間の研究成果を報告するとともに，指
導教員や他の学生とのディスカッションを通じて研究の問
題点や今後の課題を考える。そして，次週までの課題とし
て研究を遂行する。

［第１回］　 ガイダンス，これまでの研究成果と本研究で遂
行する内容についての説明

［第２回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑1
［第３回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑2
［第４回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑3
［第５回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑4
［第６回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑5
［第７回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑6
［第８回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑7
［第９回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑8
［第10回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑9
［第11回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑10
［第12回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑11
［第13回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑12
［第14回］　 まとめと研究4に向けた今後の課題関する報告

履修上の注意
　とくになし

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の研究に関する文献，論文を調査し，プレゼンテー
ションに反映させること

教科書
　とくになし

参考書
　研究テーマに応じて指示する。

成績評価の方法
　日常の研究成果，研究態度（50％），プレゼンテーション

（50％）。60点以上を合格とする。

その他
　研究は，安全の手引きに記載の項目に従って遂行する。

指導テーマ
　材料力学や材料強度学を基本とした非破壊検査工学。特
に超音波を用いた材料評価，検査技術の開発及び実構造物
への応用に関する研究を行う。
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 松尾　卓摩

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導の下に材料力学・材料
設計・材料加工に関連する研究課題に取り組むことで科学
的に施行する能力，自ら問題を発見しそれを自らの発想で
解決していく姿勢とその方法論を身に着けることを目的と
する。
　我が国のインフラ設備や工業用プラントの多くは高度経
済成長期に建造されており，老朽化の問題が発生している。
これらの設備を安全に使用するためには材料の劣化，損傷
メカニズムを明らかにすること，設備の状態を監視するモ
ニタリング技術の開発が必要不可欠である。本科目では主
に超音波に代表される弾性波や非接触ひずみ計測技術を用
いて，材料の特性評価や検査，モニタリング技術の開発を
行う。
　そのため，材料力学・材料設計・材料加工研究3に引き続
き，材料力学，材料強度学，非破壊検査工学の知識を学び，
各自の研究課題に関する研究計画に従い，研究を実施する。
また，研究結果は高額的に正しく評価し，学会や専門誌に
論文として公開することを目指す。また，研究室内でのプ
レゼンテーションやディスカッションなどを通じて研究の
意義や課題，進捗状況な等を他者に説明し，学生同士で協
力しながら研究を進める協調性を身に着ける。そして，成
果を修士論文として取りまとめる。
　本研究の到達目標は，自ら必要な知識や技術を学習し，
問題を発見し解決していく実践力を修得することである。

授業内容
　各自の研究テーマに基づいて，研究を行う。毎週の成果
報告会において1週間の研究成果を報告するとともに，指
導教員や他の学生とのディスカッションを通じて研究の問
題点や今後の課題を考える。そして，次週までの課題とし
て研究を遂行する。

［第１回］　 ガイダンス，これまでの研究成果と本研究で遂
行する内容についての説明

［第２回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑1
［第３回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑2
［第４回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑3
［第５回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑4
［第６回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑5
［第７回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑6
［第８回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑7
［第９回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑8
［第10回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑9
［第11回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑10
［第12回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑11
［第13回］　 研究に関するプレゼンテーション，質疑12
［第14回］　 修士論文の内容に関するまとめと報告

履修上の注意
　とくになし

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の研究に関する文献，論文を調査し，プレゼンテー
ションに反映させること

教科書
　とくになし

参考書
　研究テーマに応じて指示する。

成績評価の方法
　日常の研究成果，研究態度（30％），プレゼンテーション

（30％），修士論文（40％）。60点以上を合格とする。

その他
　研究は，安全の手引きに記載の項目に従って遂行する。

指導テーマ
　材料力学や材料強度学を基本とした非破壊検査工学。特
に超音波を用いた材料評価，検査技術の開発及び実構造物
への応用に関する研究を行う。
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 松岡　太一

授業の概要・到達目標
　指導教員の研究指導のもと，機械力学，主に振動やダン
ピングに関する研究課題に取り組むことで，科学的に思考
する能力，自ら問題を発見しそれを自らの発想で解決して
いく姿勢とその方法論を身につけることを目的とする。
　地震時に機械や構造物の揺れを防ぐためのダンパや免
震，制振装置を自ら設計し製作する。また，それらの性能
を振動実験やコンピュータ解析によって検証する。その他，
鉄道に関わる振動低減技術を実用化することを目指した研
究や，振動利用や振動発電といった動力学全般の研究テー
マを随時行う。
　そのため，機械力学・計測制御に関する専門的な知識・技
術を学び，当分野の課題を検討し，各自の研究課題を設定
する。さらに，その解決に向けた適切なアプローチ方法を
考え，研究を計画的に実行していく。また，研究室で実施
されている他の研究に関しても，その意義や課題，進捗状
況等を理解し，学生同士で協力しながら研究を進める協調
性を身につける。
　到達目標は，自ら必要な知識・技術を学習し，問題を発
見し解決していく実践力を修得することである。

授業内容
第１回： 研究テーマの策定
第２回： 研究計画の打合せ
第３回： 文献調査，設計
第４回： 文献調査，設計
第５回： 製作・加工
第６回： 製作・加工
第７回： 予備実験
第８回： 製作・加工
第９回： 製作・加工
第10回： 組立，実験準備
第11回： 実験計画
第12回： 実験
第13回： 解析
第14回： 研究結果の考察

履修上の注意
・ 日常的なマナーを心掛けること
・ 試験機，振動台の使用に際しては，事前に実験計画を提
示し，教員の指示を仰ぐこと

・ 実験室内は整理，整頓，清掃を心掛けること
・ 「安全の手引き」を熟読し，遵守すること
・ 積極的に学会，研究会，発表会，学外活動等に参加する
こと

準備学習（予習・復習等）の内容
・ 研究における過程および結果を必ず残すこと
・ 進捗報告会は2週に1回行うので準備すること
・ 研究ノート（日誌）をつけること

教科書

参考書

成績評価の方法
　文献調査，進捗報告会の内容，姿勢，理解度，質疑応答，
要約作成を考慮して採点する。60点以上を合格とする。

その他

指導テーマ
1． 耐震・免震・制振デバイスの開発
2． 鉄道に関する振動の研究
3． 振動発電に関する研究
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 松岡　太一

授業の概要・到達目標
　指導教員の研究指導のもと，機械力学，主に振動やダン
ピングに関する研究課題に取り組むことで，科学的に思考
する能力，自ら問題を発見しそれを自らの発想で解決して
いく姿勢とその方法論を身につけることを目的とする。
　地震時に機械や構造物の揺れを防ぐためのダンパや免
震，制振装置を自ら設計し製作する。また，それらの性能
を振動実験やコンピュータ解析によって検証する。その他，
鉄道に関わる振動低減技術を実用化することを目指した研
究や，振動利用や振動発電といった動力学全般の研究テー
マを随時行う。
　そのため機械工学研究1に引き続き，当分野に関する専
門的な知識・技術を学び，各自の研究課題に関する研究計
画に従い，研究を実施する。研究結果は，工学的に正しく
評価し，学会や論文により公開することを目指す。また，
研究室内でのプレゼンテーション，ディスカッション等を
通じて，研究の意義や課題，進捗状況等を他者に説明し，
学生同士で協力しながら研究を進める協調性を身につけ
る。
　到達目標は，自ら必要な知識・技術を学習し，問題を発
見し解決していく実践力を修得することである。

授業内容
第１回： 研究計画の見直し
第２回： 研究計画の打合せ
第３回： 再設計
第４回： 再設計
第５回： 製作・加工
第６回： 抵抗力測定実験
第７回： 抵抗力測定実験
第８回： 実験結果と解析結果の考察
第９回： 振動実験解析棟で振動台を用いた実験
第10回： 審査会の準備
第11回： 中間審査会
第12回： 解析
第13回： 解析
第14回： 年間の研究結果の考察

履修上の注意
・ 日常的なマナーを心掛けること
・ 試験機，振動台の使用に際しては，事前に実験計画を提
示し，教員の指示を仰ぐこと

・ 実験室内は整理，整頓，清掃を心掛けること
・ 「安全の手引き」を熟読し，遵守すること
・ 積極的に学会，研究会，発表会，学外活動等に参加する
こと

準備学習（予習・復習等）の内容
・ 研究における過程および結果を必ず残すこと
・ 進捗報告会は2週に1回行うので準備すること
・ 研究ノート（日誌）をつけること

教科書

参考書

成績評価の方法
　文献調査，進捗報告会の内容，姿勢，理解度，質疑応答，
要約作成を考慮して採点する。60点以上を合格とする。た
だし中間審査の成績10％を含む。

その他

指導テーマ
1． 耐震・免震・制振デバイスの開発
2． 鉄道に関する振動の研究
3． 振動発電に関する研究
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 松岡　太一

授業の概要・到達目標
　指導教員の研究指導のもと，機械力学，主に振動やダン
ピングに関する研究課題に取り組むことで，科学的に思考
する能力，自ら問題を発見しそれを自らの工学的発想で解
決していく姿勢とその方法論を身につけることを目的とす
る。
　地震時に機械や構造物の揺れを防ぐためのダンパや免
震，制振装置を自ら設計し製作する。また，それらの性能
を振動実験やコンピュータ解析によって検証する。その他，
鉄道に関わる振動低減技術を実用化することを目指した研
究や，振動利用や振動発電といった動力学全般の研究テー
マを随時行う。
　そのため，機械力学・計測制御に関する専門的な知識・技
術を学び，当分野の課題解決，発展に資する研究を実施す
る。研究3では，前年度に引き続き，各自の研究課題を明
確に設定し，その解決に向けた適切なアプローチ方法によ
り，計画的に研究を実行していく。研究結果は，工学的に
正しく評価し，学会や論文により公開することを目指す。
また，研究室で実施されている他の研究に関しても，その
意義や課題，進捗状況等を理解し，学生同士で協力しなが
ら研究を進める協調性を身につける。
　到達目標は，自ら必要な知識・技術を学習し，問題を発
見し解決していく実践力を習得することである。

授業内容
第１回： 前年度研究の評価
第２回： 研究計画の打合せ
第３回： 文献調査，設計
第４回： 文献調査，設計
第５回： 製作・加工
第６回： 製作・加工
第７回： 予備実験
第８回： 製作・加工
第９回： 製作・加工
第10回： 組立，実験準備
第11回： 実験
第12回： 解析
第13回： 解析
第14回： 研究結果の考察

履修上の注意
・ 日常的なマナーを心掛けること
・ 試験機，振動台の使用に際しては，事前に実験計画を提
示し，教員の指示を仰ぐこと

・ 実験室内は整理，整頓，清掃を心掛けること
・ 「安全の手引き」を熟読し，遵守すること
・ 積極的に学会，研究会，発表会，学外活動等に参加する
こと

準備学習（予習・復習等）の内容
・ 研究における過程および結果を必ず残すこと
・ 進捗報告会は2週に1回行うので準備すること
・ 研究ノート（日誌）をつけること

教科書

参考書

成績評価の方法
　文献調査，進捗報告会の内容，姿勢，理解度，質疑応答，
要約作成を考慮して採点する。60点以上を合格とする。

その他

指導テーマ
1． 耐震・免震・制振デバイスの開発
2． 鉄道に関する振動の研究
3． 振動発電に関する研究

― 187 ―



科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 松岡　太一

授業の概要・到達目標
　指導教員の研究指導のもと，機械力学，主に振動やダン
ピングに関する研究課題に取り組むことで，科学的に思考
する能力，自ら問題を発見しそれを自らの工学的発想で解
決していく姿勢とその方法論を身につけることを目的とす
る。
　地震時に機械や構造物の揺れを防ぐためのダンパや免
震，制振装置を自ら設計し製作する。また，それらの性能
を振動実験やコンピュータ解析によって検証する。その他，
鉄道に関わる振動低減技術を実用化することを目指した研
究や，振動利用や振動発電といった動力学全般の研究テー
マを随時行う。
　そのため，機械工学研究3に引き続き，当分野に関する
専門的な知識・技術を学び，各自の課題解決，発展に資す
る研究を実施する。研究4では，研究1 ～ 3の成果を踏まえ，
明確に設定された研究課題に対し，適切なアプローチ方法
でその解決に向けて計画的に研究を実行する。研究結果は，
工学的に正しく評価し，修士論文研究として取りまとめる。
また，研究成果は学会や論文により公開する。
　到達目標は，自ら必要な知識・技術を学習し，問題を発
見し解決していく実践力，成果をまとめる力を習得するこ
とである。

授業内容
第１回： 研究計画の見直し
第２回： 研究計画の打合せ
第３回： 再設計
第４回： 製作・加工
第５回： 抵抗力測定実験
第６回： 抵抗力測定実験
第７回： 実験結果と解析結果の考察
第８回： 振動実験準備
第９回： 振動実験解析棟で振動台を用いた実験
第10回： 実験および解析結果の考察
第11回： 修士論文作成準備
第12回： 修士論文進捗報告
第13回： 審査会準備
第14回： 修士論文審査会

履修上の注意
・ 日常的なマナーを心掛けること
・ 試験機，振動台の使用に際しては，事前に実験計画を提
示し，教員の指示を仰ぐこと

・ 実験室内は整理，整頓，清掃を心掛けること
・ 「安全の手引き」を熟読し，遵守すること
・ 積極的に学会，研究会，発表会，学外活動等に参加する
こと

準備学習（予習・復習等）の内容
・ 研究における過程および結果を必ず残すこと
・ 進捗報告会は2週に1回行うので準備すること
・ 研究ノート（日誌）をつけること

教科書

参考書

成績評価の方法
　文献調査，進捗報告会の内容，姿勢，理解度，質疑応答，
要約作成を考慮して採点する。60点以上を合格とする。

その他

指導テーマ
1． 耐震・免震・制振デバイスの開発
2． 鉄道に関する振動の研究
3． 振動発電に関する研究
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 宮城　善一

授業の概要・到達目標
　計測は機械工学分野をはじめ，工業における基盤的で重
要な役割を持つ。製品の開発・設計から生産管理の過程に
おいても，それぞれの過程の機能を計測し評価することが
要求される。本科目では，具体的な計測対象に対する計測
方法の開発と，計測結果の活用を含めた評価法に関する研
究に取り組み，その過程で科学的な課題発想，工学的な課
題の実施，問題解決能力の向上を図る。
　研究課題としては，主に機能性材料（高分子材料など）の
計測・評価，製品設計に関わる計測の問題，および計測の
信頼性に関する研究課題を取り上げる。具体的な取り組み
を通じて，研究の社会的な必要性，役割りを理解し，さらに，
研究課題の掘り起こしと選択，研究計画の策定と計画的な
実施，結果の適切な解析と評価ができる能力を培うことを
目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究テーマ設定のための課題選択
［第２回］　 研究テーマに関する文献調査研究
［第３回］　 文献調査成果のプレゼンテーションとその内

容に関するディスカッション1
［第４回］　 研究のロードマップの作成
［第５回］　 実験データの解析法の習得1
［第６回］　 実験データの解析法の習得2
［第７回］　 研究成果のプレゼンテーションとその内容に

関するディスカッション2
［第８回］　 実験データの不確かさと信頼性評価法の理解1
［第９回］　 実験データの不確かさと信頼性評価法の理解2
［第10回］　 研究成果のプレゼンテーションとその内容に関

するディスカッション3
［第11回］　 研究成果のプレゼンテーションとその内容に関

するディスカッション4
［第12回］　 研究の問題探索法と課題設定問題の取り組み方

法の理解
［第14回］　 研究のロードマップの見直し，研究成果のまとめ

履修上の注意
　計測，生産・管理工学に関する科目を履修のこと。
　研究計画と解析には実験計画法や品質工学を適用するの
で，基本的な統計量の理解ができること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究に関連する研究論文について熟読して，その内容を
まとめてプレゼンを行うこと。

教科書
　指定無。
　必要に応じて資料を配布。

参考書
・ Quality, Bo Bengman, Studentlitteratur, 2010.
・ Desing for Six Sigma, Kai Yang, McGran Hill, 2009.
　その他研究内容に応じて，適時紹介する。

成績評価の方法
　研究成果の定期的な報告内容と達成度などで評価し，全
体の60％以上の理解を合格の基準とする。

その他

指導テーマ
研究テーマの分野

〔材料・製品設計に関わる計測の問題，計測の信頼性〕
1． 機能性材料（積層材料・接着・粘着などの高分子材料）の

高精度計測・試験法と評価に関する研究
2． 製品設計と生産管理工程における感覚計測に関する研究
3． 品質工学の活用に関する研究
4． 計測の不確かさや計測管理の評価に関する研究
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 宮城　善一

授業の概要・到達目標
　計測は機械工学分野をはじめ，工業における基盤的で重
要な役割を持つ。製品の開発・設計から生産管理の過程に
おいても，それぞれの過程の機能を計測し評価することが
要求される。本科目では，具体的な計測対象に対する計測
方法の開発と，計測結果の活用を含めた評価法に関する研
究に取り組み，その過程で科学的な課題発想，工学的な課
題の実施，問題解決能力の向上を図る。
　研究課題としては，主に機能性材料（高分子材料など）の
計測・評価，製品設計に関わる計測の問題，および計測の
信頼性に関する研究課題を取り上げる。具体的な取り組み
を通じて，研究の社会的な必要性，役割りを理解し，さらに，
研究課題の掘り起こしと選択，研究計画の策定と計画的な
実施，結果の適切な解析と評価ができる能力を培うことを
目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究のロードマップの確認
［第２回］　 研究課題に対する具体的な実験の計画
［第３回］　 研究進捗状況の報告と評価1
［第４回］　 研究進捗状況の報告と評価2
［第５回］　 研究進捗状況の報告と評価3
［第６回］　 研究報告会
［第７回］　 研究進捗状況の報告と評価4
［第８回］　 研究関連文献のプレゼンテーションとその内

容に関するディスカッション1
［第９回］　 研究関連文献のプレゼンテーションとその内

容に関するディスカッション2
［第10回］　 研究進捗状況の報告と評価5
［第11回］　 研究報告会
［第12回］　 研究進捗状況の報告と評価6
［第13回］　 研究進捗状況の報告と評価7
［第14回］　 プレ修論のまとめ

履修上の注意
　計測，生産・管理工学に関する科目を履修のこと。
　研究計画と解析には実験計画法や品質工学を適用するの
で，基本的な統計量の理解ができること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究関連文献のプレゼンテーションとその内容に関する
ディスカッションのための事前調査を行うこと。

教科書
　指定無。
　必要に応じて資料を配布。

参考書
・ Quality, Bo Bengman, Studentlitteratur, 2010.
・ Desing for Six Sigma, Kai Yang, McGran Hill, 2009.
　その他研究内容に応じて，適時紹介する。

成績評価の方法
　博士前期課題1年次に中間審査を実施し，成績評価の
10％とする。その他，研究成果の定期的な報告内容と達成
度などで評価し，全体の60％以上の理解を合格の基準とす
る。

その他

指導テーマ
研究テーマの分野

〔材料・製品設計に関わる計測の問題，計測の信頼性〕
1． 機能性材料（積層材料・接着・粘着などの高分子材料）の

高精度計測・試験法と評価に関する研究
2． 製品設計と生産管理工程における感覚計測に関する研

究
3． 品質工学の活用に関する研究
4． 計測の不確かさや計測管理の評価に関する研究
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　工学博士 宮城　善一

授業の概要・到達目標
　計測は機械工学分野をはじめ，工業における基盤的で重
要な役割を持つ。製品の開発・設計から生産管理の過程に
おいても，それぞれの過程の機能を計測し評価することが
要求される。本科目では，具体的な計測対象に対する計測
方法の開発と，計測結果の活用を含めた評価法に関する研
究に取り組み，その過程で科学的な課題発想，工学的な課
題の実施，問題解決能力の向上を図る。
　研究課題としては，主に機能性材料（高分子材料など）の
計測・評価，製品設計に関わる計測の問題，および計測の
信頼性に関する研究課題を取り上げる。具体的な取り組み
を通じて，研究の社会的な必要性，役割りを理解し，さらに，
研究課題の掘り起こしと選択，研究計画の策定と計画的な
実施，結果の適切な解析と評価ができる能力を培うことを
目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究のロードマップの確認
［第２回］　 研究テーマに関する文献調査研究
［第３回］　 研究関連文献のプレゼンテーションとその内

容に関するディスカッション1
［第４回］　 研究関連文献のプレゼンテーションとその内

容に関するディスカッション2
［第５回］　 研究進捗状況の報告と評価1
［第６回］　 研究報告会
［第７回］　 研究進捗状況の報告と評価2
［第８回］　 研究進捗状況の報告と評価3
［第９回］　 研究進捗状況の報告と評価4
［第10回］　 研究進捗状況の報告と評価5
［第11回］　 研究報告会
［第12回］　 研究進捗状況の報告と評価6
［第14回］　 研究成果のまとめ

履修上の注意
　計測，生産・管理工学に関する科目を履修のこと。
　研究計画と解析には実験計画法や品質工学を適用するの
で，基本的な統計量の理解ができること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究の定期報告の事前準備を行うこと。

教科書
　指定無。
　必要に応じて資料を配布。

参考書
・ Quality, Bo Bengman, Studentlitteratur, 2010.
・ Desing for Six Sigma, Kai Yang, McGran Hill, 2009.
　その他研究内容に応じて，適時紹介する。

成績評価の方法
　研究成果の定期的な報告内容と達成度などで評価し，全
体の60％以上の理解を合格の基準とする。

その他

指導テーマ
研究テーマの分野

〔材料・製品設計に関わる計測の問題，計測の信頼性〕
1． 機能性材料（積層材料・接着・粘着などの高分子材料）の

高精度計測・試験法と評価に関する研究
2． 製品設計と生産管理工程における感覚計測に関する研

究
3． 品質工学の活用に関する研究
4． 計測の不確かさや計測管理の評価に関する研究
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　工学博士 宮城　善一

授業の概要・到達目標
　計測は機械工学分野をはじめ，工業における基盤的で重
要な役割を持つ。製品の開発・設計から生産管理の過程に
おいても，それぞれの過程の機能を計測し評価することが
要求される。本科目では，具体的な計測対象に対する計測
方法の開発と，計測結果の活用を含めた評価法に関する研
究に取り組み，その過程で科学的な課題発想，工学的な課
題の実施，問題解決能力の向上を図る。
　研究課題としては，主に機能性材料（高分子材料など）の
計測・評価，製品設計に関わる計測の問題，および計測の
信頼性に関する研究課題を取り上げる。具体的な取り組み
を通じて，研究の社会的な必要性，役割りを理解し，さらに，
研究課題の掘り起こしと選択，研究計画の策定と計画的な
実施，結果の適切な解析と評価ができる能力を培うことを
目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究のロードマップの確認
［第２回］　 研究課題に対する実験計画
［第３回］　 研究進捗状況の報告と評価7
［第４回］　 研究進捗状況の報告と評価8
［第５回］　 研究進捗状況の報告と評価9
［第６回］　 研究報告会
［第７回］　 研究進捗状況の報告と評価10
［第８回］　 研究関連文献のプレゼンテーションとその内

容に関するディスカッション3
［第９回］　 研究関連文献のプレゼンテーションとその内

容に関するディスカッション4
［第10回］　 研究進捗状況の報告と評価11
［第11回］　 研究報告会
［第12回］　 研究進捗状況の報告と評価12
［第13回］　 研究進捗状況の報告と評価13
［第14回］　 研究成果のまとめ（修士論文の作成）

履修上の注意
　計測，生産・管理工学に関する科目を履修のこと。
　研究計画と解析には実験計画法や品質工学を適用するの
で，基本的な統計量の理解ができること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究関連文献のプレゼンテーションのための事前準備を
行うこと。

教科書
　指定無。
　必要に応じて資料を配布。

参考書
・ Quality, Bo Bengman, Studentlitteratur, 2010.
・ Desing for Six Sigma, Kai Yang, McGran Hill, 2009.
　その他研究内容に応じて，適時紹介する。

成績評価の方法
　研究成果の定期的な報告内容と達成度などで評価し，全
体の60％以上の理解を合格の基準とする。

その他

指導テーマ
研究テーマの分野

〔材料・製品設計に関わる計測の問題，計測の信頼性〕
1． 機能性材料（積層材料・接着・粘着などの高分子材料）の

高精度計測・試験法と評価に関する研究
2． 製品設計と生産管理工程における感覚計測に関する研

究
3． 品質工学の活用に関する研究
4． 計測の不確かさや計測管理の評価に関する研究
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科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 村田　良美

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導のもと，塑性加工分野
の研究課題に取り組むことで，科学的に思考する能力や自
ら課題を発見し，それを自らの能力で解決していく姿勢と
方法論を身に着けることを目的としている。
　塑性加工技術は，ものづくりを支える基幹技術であり，
従来の限界を超える技術革新が期待されている。本科目で
は，塑性加工技術の発展に寄与する先進的な技術の研究，
開発を行う。そのため，塑性加工に関する専門知識と技術
を学び，塑性加工分野における研究課題を設定する。さら
にその解決に向けた適切なアプローチ方法を考え，研究を
計画的に実行していく。
　本科目の到達目標は，自ら必要な知識・技術を習得し，
課題を発見し，解決していく能力を習得することである。

授業内容
［第１回］　 ガイダンスおよび研究計画の報告
［第２回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第３回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第４回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第５回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第６回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第７回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第８回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第９回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第10回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第11回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第12回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第13回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第14回］　 研究成果報告会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究課題の進捗状況について，プレゼンテーション・ディ
スカッションの準備を充分にすること

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度（10％），研究報告（30％），論文内容

（30％），審査会（30％）によって評価する。審査会における
主なチェックポイントは，努力度，理解度，知見の新規性，
機械工学の総合的知識，プレゼンテーションの良否，また，
論文本体の書式（章立て，式，表，図，謝辞，文献），完成度，
要旨のまとめ方もチェックする。合計点が総合60％を合格
とする。なお，博士前期課程1年次には中間審査を実施し，
研究報告の30％の中の10％を中間審査結果を当てる。

その他

科目ナンバー： ST MEC598J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 村田　良美

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導のもと，塑性加工分野
の研究課題に取り組むことで，科学的に思考する能力や自
ら課題を発見し，それを自らの能力で解決していく姿勢と
方法論を身に着けることを目的としている。
　塑性加工技術は，ものづくりを支える基幹技術であり，
従来の限界を超える技術革新が期待されている。本科目で
は，塑性加工技術の発展に寄与する先進的な技術の研究，
開発を行う。そのため，塑性加工に関する専門知識と技術
を学び，塑性加工分野における研究課題を設定する。さら
にその解決に向けた適切なアプローチ方法を考え，研究を
計画的に実行していく。
　本科目の到達目標は，自ら必要な知識・技術を習得し，
課題を発見し，解決していく能力を習得することである。

授業内容
［第１回］　 ガイダンスおよび研究計画（修正）の報告
［第２回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第３回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第４回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第５回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第６回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第７回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第８回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第９回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第10回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第11回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第12回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第13回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第14回］　 研究成果報告会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究課題の進捗状況について，プレゼンテーション・ディ
スカッションの準備を充分にすること

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度（10％），研究報告（30％），論文内容

（30％），審査会（30％）によって評価する。審査会における
主なチェックポイントは，努力度，理解度，知見の新規性，
機械工学の総合的知識，プレゼンテーションの良否，また，
論文本体の書式（章立て，式，表，図，謝辞，文献），完成度，
要旨のまとめ方もチェックする。合計点が総合60％を合格
とする。なお，博士前期課程1年次には中間審査を実施し，
研究報告の30％の中の10％を中間審査結果を当てる。

その他
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科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 村田　良美

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導のもと，塑性加工分野
の研究課題に取り組むことで，科学的に思考する能力や自
ら課題を発見し，それを自らの能力で解決していく姿勢と
方法論を身に着けることを目的としている。
　塑性加工技術は，ものづくりを支える基幹技術であり，
従来の限界を超える技術革新が期待されている。本科目で
は，塑性加工技術の発展に寄与する先進的な技術の研究，
開発を行う。そのため，塑性加工に関する専門知識と技術
を学び，塑性加工分野における研究課題を設定する。さら
にその解決に向けた適切なアプローチ方法を考え，研究を
計画的に実行していく。
　本科目の到達目標は，自ら必要な知識・技術を習得し，
課題を発見し，解決していく能力を習得することである。

授業内容
［第１回］　 ガイダンスおよび研究計画（修正）の報告
［第２回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第３回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第４回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第５回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第６回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第７回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第８回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第９回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第10回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第11回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第12回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第13回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第14回］　 研究成果報告会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究課題の進捗状況について，プレゼンテーション・ディ
スカッションの準備を充分にすること

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度（10％），研究報告（30％），論文内容

（30％），審査会（30％）によって評価する。審査会における
主なチェックポイントは，努力度，理解度，知見の新規性，
機械工学の総合的知識，プレゼンテーションの良否，また，
論文本体の書式（章立て，式，表，図，謝辞，文献），完成度，
要旨のまとめ方もチェックする。合計点が総合60％を合格
とする。なお，博士前期課程1年次には中間審査を実施し，
研究報告の30％の中の10％を中間審査結果を当てる。

その他

科目ナンバー： ST MEC698J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械工学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 村田　良美

授業の概要・到達目標
　本科目では，指導教員の研究指導のもと，塑性加工分野
の研究課題に取り組むことで，科学的に思考する能力や自
ら課題を発見し，それを自らの能力で解決していく姿勢と
方法論を身に着けることを目的としている。
　塑性加工技術は，ものづくりを支える基幹技術であり，
従来の限界を超える技術革新が期待されている。本科目で
は，塑性加工技術の発展に寄与する先進的な技術の研究，
開発を行う。そのため，塑性加工に関する専門知識と技術
を学び，塑性加工分野における研究課題を設定する。さら
にその解決に向けた適切なアプローチ方法を考え，研究を
計画的に実行していく。
　本科目の到達目標は，自ら必要な知識・技術を習得し，
課題を発見し，解決していく能力を習得することである。

授業内容
［第１回］　 ガイダンスおよび研究計画（修正）の報告
［第２回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第３回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第４回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第５回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第６回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第７回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第８回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第９回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第10回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第11回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第12回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第13回］　 研究進歩状況の報告と討論
［第14回］　 研究成果報告会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究課題の進捗状況について，プレゼンテーション・ディ
スカッションの準備を充分にすること

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度（10％），研究報告（30％），論文内容

（30％），審査会（30％）によって評価する。審査会における
主なチェックポイントは，努力度，理解度，知見の新規性，
機械工学の総合的知識，プレゼンテーションの良否，また，
論文本体の書式（章立て，式，表，図，謝辞，文献），完成度，
要旨のまとめ方もチェックする。合計点が総合60％を合格
とする。なお，博士前期課程1年次には中間審査を実施し，
研究報告の30％の中の10％を中間審査結果を当てる。

その他
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科目ナンバー： ST MEC641J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 流体力学特論〔M〕

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 中　吉嗣

授業の概要・到達目標
流体力学特論では，主に乱流モデルと乱流制御手法につい
て講義を行う。まず，乱流の凖秩序構造・スケール，レイ
ノルズ数効果について講述する。次に，乱流モデルの適用
法について述べ，その性質を学ぶ。次に，乱流制御法，乱
流制御に用いるセンサ・アクチュエータについて解説した
後，乱流遷移制御，剥離制御，摩擦抵抗低減，空力音・混
合制御について，具体的な事例を挙げて解説する。

授業内容
［第１回］　 流体運動の支配方程式
［第２回］　 乱流のスケールとレイノルズ数効果
［第３回］　 乱流の凖秩序構造
［第４回］　 乱流モデルの分類と使われ方，乱流の直接数値

計算
［第５回］　 渦粘性モデル1
［第６回］　 渦粘性モデル2
［第７回］　 レイノルズ応力モデル
［第８回］　 ラージ・エディ・シミュレーション
［第９回］　 乱流制御法の基礎・乱流制御用アクチュエータ
［第10回］　 乱流制御用センサ
［第11回］　 乱流遷移制御
［第12回］　 摩擦抵抗低減
［第13回］　 剥離制御
［第14回］　 空力音・混合制御

履修上の注意
流体力学に関する科目を履修していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
講義内容を復習し，よく理解すること。

教科書
指定なし。必要に応じて資料を配布する。

参考書
Mohamed Gad-el-Hak「Flow Control: Passive, Active, 
and Reactive Flow Management」Cambridge University 
Press
P. A. Davidson（著）益田重明（訳）「乱流 第2版」森北出版

成績評価の方法
第3回，第8回，第14回終了後に設定するレポート課題の
内容により評価する。
本講義の内容の60％以上の理解を合格基準とする。

その他
オフィスアワー（中）
火曜日：13：30-15：10
研究室：4203

科目ナンバー： ST MEC641J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 熱流体特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 小林　健一

授業の概要・到達目標
　境界層理論を，この分野の名著である英語原文にて学び，
熱流体解析のパワフルなツールであるSTAR-CCM＋を利
用して，数値実験を行い境界層について理解を深める。

授業内容
［第１回］　 理解度調査
［第２回］　 卒業研究における取り組みの発表
［第３回］　 境界層の基礎
［第４回］　 粘性流体の基礎
［第５回］　 物体のまわりの流れ
［第６回］　 境界層理論
［第７回］　 乱流入門
［第８回］　 乱流境界層
［第９回］　 流体の数値シミュレーション入門
［第10回］　 差分法による熱伝導解析
［第11回］　 STAR-CCM＋の使い方（メッシュの作成）
［第12回］　 STAR-CCM＋の使い方（シミュレーションの実

行と結果の表示）
［第13回］　 STAR-CCM＋の使い方（乱流のシミュレーション）
［第14回］　 シミュレーション結果のプレゼンテーション　

履修上の注意
　伝熱工学および流体力学の基礎方程式を理解しているこ
とが望まれる。
　後半は，情報処理教室を利用して実習を行う。UNIXの
操作に慣れておくこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業で解説したCFDの使い方を修得し，研究に生かせ
るように実際の研究課題に関連のある流れ場について，シ
ミュレーションを行ってみる。

教科書
　H. Schlichting and K. Gersten ``Boundary Layer Theory'' 
8th Revised and Enlarged Edition, Springe

参考書
　H. Tennekes and J. L. Lumley ``A First Course in 
Turbulence'' MIT Press
　J. H. Ferziger and M. Peric ``Computational Methods for 
Fluid Dynamics'' Springer
　空気調和・衛生工学会編，「CFDガイドブック」，オーム
社

成績評価の方法
　授業における発表50％，および，数値シミュレーション
の課題レポート50％の合計が60％以上を単位修得の条件と
する。

その他
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科目ナンバー： ST MEC671J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 メカトロニクス特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 加藤　恵輔

授業の概要・到達目標
　メカトロニクス（mechatronics）の語源となったメカニク
ス，エレクトロニクスについて，さらに制御理論に亘るま
での幅広い知識を獲得し，メカトロニクス技術の素養の修
得を目的とする。メカトロニクスとはどのようなことなの
か，メカトロニクスにより何ができるのか，を学び，受講
者が自らメカトロニクス機器を発案し考察することを目標
とする。
　実際の制御システムを実現するには，制御理論を適用す
るには，センサ，回路，アクチュエータの特性を知り，こ
れらに合わせるための工夫が必要である。本授業では，こ
れらの特性についても扱い，例えば力―トルク制御を題材
として，メカトロニクスの各要素と対比しながらロボット
の制御について学習，議論する。
　また，ロボット動作の中核となるモータに関するモデリ
ングや制御法，対人親和性を上げられるロボット，および
機械装置について受講者からアイディアを出し，プレゼン
テーション，議論を行い，発展的な理解の機会となるよう
な授業構成とする。

授業内容
［第１回］　 ガイダンス，メカトロニクスまたは制御の実例

　本授業で扱う，バイラテラル制御，力ートル
ク制御，制御系を構成するディバイス，メカト
ロニクスとの関連性等について全体像を説明す
る。

［第２回］　 メカトロニクス，ロボットの制御法
　遠隔操作，自動制御，自律制御などにおける
装置と人間の役割について考える。特にロボッ
トを操作する際に必要な遠隔操作，力提示機能
についての授業を行う。特にバイラテラル制御
についてその必要性と概要を論じる。
　バイラテラル制御の分類，新しいバイラテラ
ル制御方式，ハプティックディバイスに必要な
力センサや機構構成法について学ぶ。

［第３回］　 操作器における力覚生成機能とその制御
　柔らかい制御やハプティックディバイスを題
材にその制御システムを学ぶ。
　また，受講者の研究内容等を考慮しながらバ
イラテラル，遠隔操作，ハプティックディバイ
スの構想を議論する。

［第４回］　 力-トルク制御，アクチュエータ（モータ），カ
スケード制御系
　ロボットを扱いやすくする際，力-トルク制
御による外力適応性の向上が有効である。検出
法，制御法，アクチュエータの種類を考慮した
システム構成法を扱い，力制御を用いた装置を
考案する。

［第５回］　 駆動系の力学特性と可逆駆動性
　モータの特性，減速機を含む負荷特性とマッ
チングを扱う。外力に適応できる制御系におけ
る可逆駆動性役割を考える｡
　また，トルクモータについて，そのメカトロ
ニクス的構成法について概要を学ぶ。

［第６回］　 実用化されているサーボ制御機器
　近年普及が著しいACサーボ，ブラシレスモー
タ，制御理論が実装されたサーボパックなどを
学ぶ。
　力ートルク制御を実現するためのアクチュ
エータの中でもモータに着目し，モータの構造
や分類を扱い，その特徴を理解する。

　近年，扱われることの多くなったDCブラシ
レスモータを題材にし，その制御法としてベク
トル制御について学習する。
　実際の製品等で用いられている制御法および
ディバイス構成法についても論じる。
　トルク制御を行うための各要素について考え
るべき仕様および問題点について学習する。
　昨今のマイコン等の性能向上により実現可能
となった技術の実例等について解説する。

［第７回］　 ロボット・メカトロニクスの運動学とベクトル
解析入門
　簡潔な座標系を設定し，制御をより簡便なも
のする方法としてベクトル解析による機構系の
表現法を学ぶ。

［第８回］　 座標空間，移動型ロボット，特異姿勢，パラレ
ルリンク機構
　多自由度メカトロニクス系を利用する際，必
ず考えるべき対象に座標系がある。
　様々な座標系の配置，変換法について学び，
多自由度の装置を制御する際に考慮すべき点を
論じる。

［第９回］　 動力学を考慮した多自由度制御系（1）
　簡潔な制御系から，マイナーループを有した
制御系をはじめ，動力学を考慮した制御系の構
成法について学ぶ。

［第10回］　 動力学を考慮した多自由度制御系（2）
　動力学を扱う際に必要な各力とそれに関する
メカトロニクス要素，制御法について論じどの
ような制御系を構築できるかについて学ぶ。ま
た，最後に本授業で取り扱ってきたことに関す
るまとめを行う。

［第11回］　 動力学を考慮した多自由度制御系（3），センサ
レス制御，外乱オブザーバ制御

　トルク制御を行うための各要素について考える
べき仕様および問題点について学習する。

　昨今のマイコン等の性能向上により実現可能
となった技術の実例等について解説する。
　外乱オブザーバ制御，センサレス制御につい
てもその概要を紹介する。

［第12回］　 特徴を持った機構原理と応用したロボット開発
　ロボットに用いられる特徴的な機構は時とし
て制御を難しくする場合がある。しかしながら，
機構としての特徴が有効である

［第13回］　 センサ，機構，制御の連携と補完，創造的議論（1）
　これまで学んできたことを総合して，考える
べき技術課題をテーマとして取り扱う。
　また，授業で扱った特徴的な技術を利用しな
がら，創造的な装置を発案するための議論法に
ついて紹介する。

［第14回］　 創造的議論（2），プレゼンテーション，まとめ
　13回に続き，創造的な装置を発案すべく議
論を行う。議論を行ったものに対し，更なる技
術的課題を明らかにしていく。

履修上の注意
　適時，演習，レポートを課題として行い，学習したこと
の理解を深めていく。また，授業で扱うテーマをもとに議
論を行い，理解したことを活用していく。
　なお，理工学部に設置されている制御工学，機械力学等
を充分に理解していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　特に予習は必要ないが，講義後は関連の内容について資
料や図書を探して調べてみること。
　準備すべき内容については，授業中に指定する。

（プレゼンテーション課題例）
　力，トルク制御の問題点を挙げ，それを説明し，改善案
を検討せよ。
　バイラテラル制御の特徴を説明し，この特徴を活かした
装置を発案せよ。
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（議論課題例）
　ロボット（機械）が実行する課題を設定し，適切なロボッ
トの形態を発案せよ。
　脚式ロボットの利用が難しいという問題について，制御
の観点から論じよ。
　以上については，授業で行ったことならびに各自の調査
を基に，構想，アイディアを説明できるよう準備を行う。
　また，テーマにより複数週になることもあるので，はじ
めの週の内容を踏まえて発展的な内容にできるよう取り組
むことが望ましい。

教科書
　特に指定しない。
　なお，学習を進めるために必要な論文や資料等は授業時
に別途配布または説明する。

参考書
　各自，理解しやすい文献を参照すること。授業時に必要
な参考文献を適宜紹介する｡

成績評価の方法
　理解度をレポートおよびプレゼンテーションの様子（授
業中の説明や質疑応答）で評価する。60％以上を取得した
者が合格である。

その他

科目ナンバー： ST MEC641J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 熱流体工学特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 相澤　哲哉

授業の概要・到達目標
　エンジン内部における燃焼・熱流体現象のレーザー計測
を応用例としつつ，統計熱力学，分子動力学，分光学など，
近年の最先端熱流体計測技術の基礎となる学問分野で扱わ
れる重要な概念について，わかりやすく講述する。また，
適宜，理解を深めるための演習を行い，学生諸君の自発的
な調査，考察に基くプレゼンテーションの機会を設ける。

授業内容
［第１回］　 総合ガイダンス
［第２回］　 なぜ光計測なのか？
［第３回～８回］　 熱と分子の関係とは？
温度とは？
ボルツマン分布とは？
分配関数とは？

［第９回～ 14回］　 光と分子の関係とは？
分光学とは？
レーザーとは？
光の吸収・散乱とは？
蛍光とは？

履修上の注意
　熱力学，伝熱工学，流体力学を習得していることが望ま
しい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業で配布する資料の予習，復習を行うことが望ましい。

教科書
　講義用プリントを配布する。

参考書
"Statistical Mechanics'', Donald Rapp, Holt, R, & W.（1972）
"Laser Diagnostics for Combustion Temperature and 
Species'', Alan Eckbreth, Gordon & Breach Science Pub.

（1988）

成績評価の方法
　講義中に行う演習（50％），期末に課すレポート及びプレ
ゼンテーション（50％）で評価し，60点以上を合格とする。

その他
研究室名：環境情報研究室（DB02室）
オフィスアワー：月曜日，9：00 ～ 10：40
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科目ナンバー： ST MEC651J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 熱工学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 川南　剛

授業の概要・到達目標
　地球温暖化やエネルギー資源の枯渇問題の解決，さらに
はエネルギーの移動やその有効利用，エネルギーシステム
の設計には，熱輸送の諸現象に関する理解が重要である。
本講義では，エネルギーに関連する熱機器の基礎原理およ
びそれらの研究開発動向について講述する。また，新エネ
ルギーなどに関連した熱流体現象についても扱う。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション
［第２回］　 エネルギーと資源（1）
［第３回］　 エネルギーと資源（2）
［第４回］　 エネルギーと資源（3）
［第５回］　 再生可能エネルギー（1）
［第６回］　 再生可能エネルギー（2）
［第７回］　 自然エネルギーと再生可能エネルギーの有効

利用法
［第８回］　 冷凍機およびヒートポンプ（1）
［第９回］　 冷凍機およびヒートポンプ（2）
［第10回］　 冷凍機およびヒートポンプ（3）
［第11回］　 空気調和とそのシステム（1）
［第12回］　 空気調和とそのシステム（2）
［第13回］　 空気調和とそのシステム（3）
［第14回］　 総合討論および理解度確認課題

履修上の注意
　流体工学，熱工学に関連する科目を理解していることが
望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　準備学習および復習にそれぞれ30分以上費やすことが望
ましい。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　課題レポートおよび理解度確認課題の内容により評価
し，満点100％に対し，合計点60％以上を合格とする。

その他
　オフィスアワー
　・時間：火曜日17：00 ～ 18：00
　・場所：4210室

科目ナンバー： ST MEC651J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 熱流体・エネルギー特論２

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 榊原　潤　他

授業の概要・到達目標
　熱流体・エネルギー工学で重要な問題を取り上げ，その
対処に必要な基礎的事項および実践的な応用方法を講義す
る。本年度は，流体の画像計測，温度分布計測法および推
定法，蒸気サイクルと冷凍・空調，レーザ燃焼計測と燃焼
排出物の生成・排出抑制を題材に講義を行う。本講義では，
熱力学，流体力学，伝熱工学，自動車工学等の知識を総合し，
実用的な問題への対処する能力を身につける。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション（担当：榊原　潤）

【蒸気サイクルと冷凍・空調】（担当：川南剛）
［第２回］　 実在気体と蒸気サイクル

理想気体と実在気体の相違，相平衡，状態式か
ら求まる諸関係とその応用について講述する。

［第３回］　 冷凍サイクルの基礎
逆カルノーサイクル，絞り膨張変化，各種冷凍
サイクルとその応用について講述する。

［第４回］　 冷凍・ヒートポンプ技術の進展
冷凍機・ヒートポンプ技術の課題，最近のトピッ
クスおよび将来の技術動向について講述する。

【流体の画像計測】（担当：榊原潤）
［第５回］　 粒子画像流速測定法（PIV）の基礎

トレーサ粒子の流体に対する追従性や粒子によ
る光散乱，回折限界について解説した上で，画
像における粒子移動量の検出方法について講述
する。

［第６回］　 粒子画像流速測定法（PIV）の応用
速度の多次元計測方法であるステレオPIV, 
Holographic PIV, Tomographic PIVについて講
述する。

［第７回］　 レーザ誘起蛍光法による水の温度・濃度計測
蛍光の性質やBeer-Lambertの法則について解
説した上で，蛍光強度に基づく濃度や温度の測
定方法について講述する。

【レーザ燃焼計測と燃焼排出物の生成・排出抑制】（担当：相
澤哲哉）

［第８回］　 燃焼現象の概要
燃焼現象に関する基礎的事項について概説する。

［第９回］　 最新の燃焼・熱流体計測
レーザ等を用いた最新の流速，密度，化学種濃
度，温度，圧力，粒径計測について概説する。

［第10回］　 燃焼排出物の生成と排出抑制技術
燃焼による窒素酸化物および排気微粒子の生成
とその排出抑制技術について概説する。

【温度分布計測法および推定法】（担当：石原康利）
［第11回］　 熱伝導方程式に対する逆問題解法の基礎

拡散方程式で支配される『場』を逆問題として推
定するための基礎事項を講述する。

［第12回］　 熱伝導方程式に対する逆問題解法における精度
逆問題における解析例を提示し，計測精度につ
いて講述する。

［第13回］　 温度分布計測システムの原理と応用
光ファイバー温度計，赤外線サーモカメラ，お
よび，医用画像診断装置として知られている
種々のシステムを用いた温度分布の計測原理・
応用例を講述する。

［第14回］　 a．まとめ　b．総合期末テスト（担当：榊原　潤）
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履修上の注意
　熱力学，伝熱工学，流体力学を習得していることが前提
である。前記科目の復習をしてから受講すること。随時演
習を実施するため，関数電卓を持参すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　準備学習および復習にそれぞれ30分以上費やすことが望
ましい。

教科書
　川南　剛：講義資料を配布する。
　榊原　潤：講義資料を配布する。
　相澤哲哉：講義資料を配布する。
　石原康利：講義資料を配布する。

参考書
　川南　剛：「JSMEテキストシリーズ 熱力学」日本機械学
会編，丸善
　榊原　潤：「PIVハンドブック（第２版）」可視化情報学会
編，森北出版
　相澤哲哉：「Combustion: Physical and Chemical Funda-
mentals, Modeling and Simulation, Experiments, Pollutant 
Formation」J. Warnatz, U. Mass, R. W. Dibble, Springer
　石原康利：「偏微分方程式」スタンリー・ファーロウ 著，
伊理正夫・伊理由美 訳，朝倉書店

成績評価の方法
　評点の配分は下記の通りとする。
　1．総合期末テスト　85％
　2．課題レポート　　15％
　以上により，合計点が60点以上を合格とする。

その他
（オフィスアワー）
川南　剛
・ 相談時間：火曜日11：00 ～ 12：00，
　連絡先：エネルギーシステム研究室 4210号室
　E-mail：kawanami＠meiji.ac.jp
榊原　潤
・ 相談時間：木曜日10：30-12：00
　連絡先：流体工学研究室 DB07室
　E-mail：sakakiba＠meiji.ac.jp
相澤哲哉
・ 相談時間：9：30 ～ 10：30，
　連絡先：環境情報研究室 DB02号室
　E-mail：taizawa＠meiji.ac.jp
石原康利
・ 相談時間：水曜日13：00 ～ 14：00，
　連絡先：計測工学研究室 5104号室
　E-mail：y_ishr＠meiji.ac.jp

科目ナンバー： ST MEC621J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 加工学特論１

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 澤野　宏

授業の概要・到達目標
　近年の科学技術の進歩は目覚ましく，光学部品，精密機
械部品ならびに電子デバイスといった我々の生活に身近な
製品においても超精密部品が多用されている。このような
部品を実現するためには，従来の加工とは異なる考え方に
基づいた加工システムが必要である。本講義では，近年の
精密加工に関する研究例を取り上げ，精密加工を実現する
ための考え方を学ぶ。

授業内容
［第１回aのみ]　イントロダクション
［第２回］　 ナノテクノロジーと精密加工
［第３回］　 半導体プロセス
［第４回］　 ボトムアップ手法
［第５回］　 超精密研削
［第６回］　 超精密ポリシング
［第７回］　 超精密切削と加工における誤差要因
［第８回］　 超精密加工システムの構成要素
［第９回］　 直線運動要素
［第10回］　 回転要素
［第11回］　 回転工具の微小位置決め
［第12回］　 超精密加工システムの実現例
［第13回］　 工作機械の形状創成理論
［第14回］　 まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　学会誌や新聞等から最新の加工技術や産業の動向の情報
を収集する。

教科書
　必要に応じて資料を配布する。また，国内外の学術論文
や解説記事を使用する。

参考書

成績評価の方法
　演習（60％）と受講態度（40％）により成績を評価し，60％
以上を合格とする。

その他
　オフィスアワー：木曜日　11：00 ～13：00（４号館　4105室）
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科目ナンバー： ST MEC671J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 ハンドリング工学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 小澤　隆太

授業の概要・到達目標
ロボティクスにおいて，物体による操りはもっとも古くか
ら取り扱われてきた課題の一つである。本講義では，この
物体の操りに関する歴史的背景やその基礎技術を様々な観
点から解説していく。

授業内容
第１-３回　 ロボットハンドの歴史，生物の構造からみる

マニピュレーション
第４-６回　接触の力学
第７-10回　ロボットハンドの構造
第11-14回　ロボットハンドの制御

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
力学，ロボット工学，C言語によるプログラミングの基礎
を学部で学んでいることが望ましい。

教科書
授業中に提示する。

参考書
授業中に提示する。

成績評価の方法
授業内で演習等を課す。また，期末テストまたは期末レポー
トを課す。これらの二つの合計を100点満点とし，60点以
上をとする。

その他

科目ナンバー： ST MEC611J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 破壊力学特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 納冨　充雄

授業の概要・到達目標
　線形破壊力学の基礎理論を学び，き裂先端の応力の特性
について理解を深める。き裂を有する材料においては従来
の強度評価法が適用できないことを認識し，応力拡大係数
を基にした破壊靭性評価法の有効性を理解する。さらに，
材料固有の値である破壊靭性値を実験的に求める試験法で
ある破壊靭性試験に関する規格を読解する。これらの知見
をもとに，試験片の寸法条件を考慮した破壊靭性評価方法
を修得し，強度解析のエキスパートを目指す。

授業内容
［第１回］　 破壊力学の概説
［第２回］　 応力拡大係数
［第３回］　 破壊靭性値
［第４回］　 破壊靭性試験法
［第５回］　 板厚条件
［第６回］　 日本の試験規格
［第７回］　 米国の試験規格
［第８回］　 試験計画
［第９回］　 試験片の作製
［第10回］　 予き裂の導入
［第11回］　 破壊靭性試験と応力拡大係数（1）
［第12回］　 破壊靭性試験と応力拡大係数（2）
［第13回］　 破壊靭性試験とき裂先端応力分布
［第14回］　 板厚条件の検討

履修上の注意
　この科目の履修するためには，材料力学および材料強度
学に関する基礎知識を有していることが望ましい。実際に
実験を実施することになるので，服装等に注意する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　破壊靭性試験方法について調べておく。
　

教科書
　必要な資料を受講者に配布する。

参考書
　「線形破壊力学入門」，岡村弘之，培風館
　Elementary Engineering Fracture Mechanics, David 
Broek, Springer

成績評価の方法
　理解度を測るために，演習問題や授業時間中に提示され
た課題をレポートにして提出し，課題を解くためのアプ
ローチの是非，課題を解いて得られた結果の正確さ，課題
に対する考察の深さ，レポートとしての完成度等を評価す
ることによって採点する。さらに，それら全ての採点結果
を集計し，100％に対する60％を合格とする。

その他
　授業には，英語の辞書，電卓又はポケコン，定規を必要
に応じて持参すること。
オフィスアワー
　月曜日　17：10 ～ 18：50　D107室
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科目ナンバー： ST MEC661J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械力学特論１

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 松岡　太一

授業の概要・到達目標
　構造物や配管系の多自由度系，風による自励振動，ブラ
ンコの係数励振，摩擦やゴムなどの非線形振動と，身の回
りには様々は振動現象が存在するが，簡単な振動系または
線形微分方程式で表される場合は少ない。
　本授業科目は，それら複雑な振動現象を取り扱うための
高等な知識，およびその応用力を得ることを目的としてい
る。

授業内容
第１回： エネルギーと運動方程式，ラグランジュ方程式
第２回： 複雑な振動系
第３回： 多自由度系，反復操作法
第４回： モード解析
第５回： 非線形系，摩擦
第６回： 自励振動，スティックスリップ
第７回： 係数励振
第８回： 平均法
第９回： 等価線形化法，摂動法
第10回： 大振幅振り子
第11回： ヒル，ダフィング方程式
第12回： レイリー，ファンデルポール方程式
第13回： マシュー方程式
第14回： 試験

履修上の注意
　学部における機械力学関連科目の基礎知識を習得してい
ることを前提とする。

準備学習（予習・復習等）の内容
　学部における機械力学関連の基礎知識を確認し，講義の
内容を復習して試験に挑むこと。

教科書

参考書
　J. P. Den Hartog, Mechanical Vibrations, McGraw-Hill.
　S. Rao, Mechanical Vibrations, Prentice Hall.
　W. de Silva, Vibration―Fundamentals and Practice, 
CRC Press.
　R. Craig, Fundamentals of Structural Dynamics, Wiley.
　K. Chopra, Dynamics of Structures, Prentice Hall.

成績評価の方法
　試験を100点満点とし，60点以上を合格とする。

その他

科目ナンバー： ST MEC641J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 乱流特論〔M〕

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 榊原　潤

授業の概要・到達目標
　レイノルズ数の高い流れはほとんど乱流であり，層流に
比べると極めて複雑であるが，その工学的応用範囲は広く，
技術者として理解すべきことは多岐にわたる。本講義では，
等方性乱流および単純な剪断乱流を対象として，乱流の理
論および現象論について理解することを目的とする。

授業内容
［第１回］　　　 乱流とは：乱流の特徴，拡散性と工学的問題
［第２回］　　　 乱流の記述：レイノルズ分解，レイノルズ

応力
［第３回］　　　 乱流の記述：乱流エネルギーの式，渦度方

程式
［第４～５回］　 管内乱流：チャネル乱流，円管内乱流，壁

法則，対数速度分布，べき乗則，摩擦抵抗，
粗面の摩擦抵抗

［第６～７回］　 乱流平板境界層：運動量法則，境界層方程
式，速度分布，摩擦抵抗，粗面の摩擦抵抗

［第８回］　　　 自由剪断乱流：噴流の速度分布，運動量保
存則，エントレインメント

［第９～10回］　 統計理論：相関，エネルギースペクトル，
カスケード過程，スペクトル方程式，コ
ルモゴロフスケール，―5/3乗則，局所等
方性

［第11～12回］　 不安定性：オル-ゾンマーフェルト方程式，
層流境界層の不安定性，TS波，乱流遷移，
自由せん断層の不安定性，ケルビン-ヘル
ムホルツ不安定，二次不安定性

［第12～13回］　 組織構造：乱流境界層の組織構造，イジェ
クション・スイープ，バースト，条件付き
平均，ヘアピンパケット，POD，管内流，
一様等方性乱流，二次元混合層，軸対称噴
流

［第14回］　　　 乱流拡散：テイラーの拡散理論，相対拡散

履修上の注意
　流体力学に関連する科目を修得していることが望まし
い。

準備学習（予習・復習等）の内容
　参考書による予習を勧める

教科書
　各回授業冒頭で講義資料を配付する。

参考書
　日野幹雄「流体力学」朝倉書店
　Boundary-Layer Theory: H. Schlichting, K. Gersten, 
McGrow-Hill
　A First Course in Turbulence: H. Tennekes, J. L. 
Lumley, MIT Press

成績評価の方法
　評点の配分は下記の通りとする。
　課題レポート　100％
　以上により，合計点が60％以上を合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST MEC661J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 構造動力学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　Ph.D. 齋藤　彰

授業の概要・到達目標
　機械構造物の動的な変形をともなった動力学，すなわち
構造動力学に関する解析技術の基礎について学ぶ。構造動
力学は，機械に発生する不必要な振動・騒音を抑制したり，
振動デバイスの制御などに必須の知識である。本講義では，
弾性体としての機械構造物の振動現象を適切に記述・解析
し，その解析結果を理解する能力を身に着けることを到達
目標とする。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション，Lagrangeの運動方程式
［第２回］　 一自由度振動系の基礎：平衡点近傍の微小振動
［第３回］　 多自由度系の基礎
［第４回］　 棒の縦振動：厳密解
［第５回］　 棒の縦振動：近似解法（有限要素法）
［第６回］　 変分法の基礎
［第７回］　 弾性力学の基礎：ベクトルとテンソル
［第８回］　 弾性力学の基礎：ひずみと変位，応力とひずみ
［第９回］　 弾性体の運動方程式：Hamiltonの原理
［第10回］　 Hamiltonの原理：梁の曲げ振動への適用
［第11回］　 Lagrangeの方程式：梁の曲げ振動への適用
［第12回］　 スペクトル法の基礎
［第13回］　 重み付き残作法
［第14回］　 Rayleigh Ritz法

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義後に，自分の手を動かして講義内容を復習すること。

教科書
　特になし

参考書
　Fundamentals of Vibrations, L. Meirovitch, McGraw-
Hills
　Fundamentals of Structural Dynamics, R.R. Craig and 
A.J. Kurdila, Wiley
　The Finite Element Method, T.J.R. Hughes, Dover 
Publications
　構造動力学，大熊政明，朝倉書店

成績評価の方法
　期末に課す課題レポート（100％）で評価し，60点以上を
合格とする。

その他

科目ナンバー： ST MEC611J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 材料力学特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 松尾　卓摩

授業の概要・到達目標
　材料力学は機械・構造物の設計に欠かせない学問であり，
その応用範囲は広い。さらに，エンジニアリングがますま
すグローバル化されるに従って，世界中のエンジニアのコ
モンセンスとして本学問の役割が期待されている。そこで，
本講義では現在世界中で利用されている材料力学の教科書
から，最先端のエンジニアに対する応用問題を取り上げ，
演習形式で教授する。

授業内容
第１回： ガイダンス
第２回： 引張，圧縮，せん断に関する演習の解説
第３，４回： 軸方向荷重を受ける材料に関する演習の解説
第５，６回： せん断力及び曲げモーメントに関する演習の

解説
第７，８回： はりの曲げに関する演習の解説
第９，10回： 平面応力状態の材料に関する演習の解説
第11，12回： はりのたわみに関する演習の解説
第13，14回： 座屈に関する演習の解説

履修上の注意
　随時演習を実施するため，関数電卓と英和辞書を持参す
ること。

準備学習（予習・復習等）の内容
本講義は，各回の担当学生が事前に与えられた演習問題の
解法を説明する形式で実施する．
解説を担当する演習課題については履修人数が決定後に連
絡する．
説明する課題については事前に各自で問題を解いた上で，
当日説明できる形式の資料を準備すること．

教科書
JSME テキストシリーズ　材料力学，日本機械学会編

参考書
　『Mechanics of Materials, 7th ed.』R. C. Hibbeler, (Prentice 
Hall)
　『Mechanics of Materials, 8th ed.』J. M. Gere, B. J. 
Goodno, (Cengage Learning)
　『Mechanics of Materials, 4th ed.』F. P. Beer, E. R. 
Johnston, Jr., J. T. DeWolf, (McGraw-Hill)

成績評価の方法
　評点の配分は下記の通りとする。
1． 授業中の質疑応答　20％
2． 課題レポート　80％
　以上により，合計点が60点以上を合格とする。

その他
　相談時間：火曜日　18：00 ～ 19：00
　相談場所：4109室（材料力学研究室）
　E-mail：matsuo＠meiji.ac.jp
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科目ナンバー： ST MEC611J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 衝撃工学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　博士（工学） 宮崎　祐介

授業の概要・到達目標
　機械や構造物や人体は事故などによる様々な衝撃に曝さ
れることが多い。機械・構造物に対してはこれに耐えられ
るような設計が求められ，人体に対してはこれより防護す
る対策を考える必要がある。しかし，衝撃的外力に対する
強度は，静荷重を受ける場合と同じ考え方を適用すること
は出来ない。何故ならば，衝撃を受けると材料の中に発生
する応力が波動となって伝播し，これによって構造が損傷
を受けるという静荷重下とは全く異なる現象となるからで
ある。したがって，まず材料が衝撃を受けたときの動的な
応答を理解しておくことが基本として必要である。
　本講義では，金属のような工業材料からなる棒などの基
本構造部材に衝撃が作用した場合の動的応答を解析するた
めの理論と方法を学ぶとともに，材料に衝撃が作用した場
合の現象すなわち応力が波動として伝播する現象を理解す
ることにより衝撃に曝された材料の強度について考察する
ことを目的とするともに，身近なスポーツ工学や人体の傷
害など実際の問題に対するその応用について紹介する。

授業内容
第１回　イントロダクション（50分）
第２回　動弾性基礎式
第３回　波動方程式
第４回　図式解法による応力波の解析：境界条件の影響
第５回　図式解法による応力波の解析：衝突問題
第６回　波動方程式とラプラス変換
第７回　弾塑性応力波の解析：塑性波の性質
第８回　弾塑性応力波の解析：各種問題への展開
第９回　弾塑性波演習
第10回　3次元基礎方程式と動的有限要素法①
第11回　動的有限要素法②　時間積分
第12回　動的有限要素法　棒の縦衝撃問題
第13回　動的有限要素法　衝突問題
第14回　動的有限要素法実践

履修上の注意
　弾性力学等，材料力学関係科目を履修していることが望
ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　特になし

教科書
・ 衝撃力学，宇治橋貞幸，宮崎祐介，コロナ社
・ 毎回配布される資料を使用する

参考書

成績評価の方法
　毎回の小レポート：60％，達成度確認のための演習：40％

その他
　特になし

科目ナンバー： ST MEC611J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 弾性力学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 田中　純夫

授業の概要・到達目標
　この授業では，均質等方性材料の線形弾性体力学の基礎
を学び，平面問題を応力関数を用いて解く方法を学ぶ。

【到達目標】
　均質等方性材料の線形弾性体力学の基礎方程式を理解
し，各種の平面問題の応力関数を求め，変位成分と応力成
分を導出できることを目標とする。
基本キーワード：静力学，引張・圧縮・せん断応力とひずみ。

授業内容
［第１回］イントロダクションおよび基礎方程式
［第２回］応力関数
［第３回］多項式による解
［第４回］端部効果（サンブナンの原理）および変位の決定
［第５回］先端に荷重を受ける片持ばりの曲げ
［第６回］等分布荷重によるはりの曲げ
［第７回］ その他の連続的荷重を受けるはり
［第８回］ フーリエ級数による2次元問題の解（その1）
［第９回］ フーリエ級数による2次元問題の解（その2）およ

びフーリエ級数の適用例
［第10回］端部効果（固有解）
［第11回］極座標における一般式
［第12回］軸対称の応力分布
［第13回］湾曲した棒の純曲げ
［第14回］極座標におけるひずみ成分

履修上の注意
1． 授業は，ゼミナール形式でおこなう。
2． この科目の履修するためには，次の知識を有している

ことが望ましい。
　工業力学，材料力学，微分積分学，微分方程式，複素関
数

準備学習（予習・復習等）の内容
　予習として，次回の授業内容に関する教科書の当該箇所
の本文をよく読んで理解し，説明できる資料を作成するこ
と。また，復習として，先回の授業内容に関する教科書の
当該箇所に関連する練習問題などを解くこと。

教科書
　『弾性論』チモシェンコ，グーディア 著，金多潔 監訳，（コ
ロナ社）

参考書
　『工業力学（第3版・新装版）』青木弘，木谷晋 著，（森北出
版）
　『機械工学のための力学（JSMEテキストシリーズ）』日本
機械学会 編，（日本機械学会）
　『材料力学（JSMEテキストシリーズ）』日本機械学会 編，

（日本機械学会）
　『演習 材料力学（JSMEテキストシリーズ）』日本機械学会 
編，（日本機械学会）
　『現代材料力学』渋谷寿一，本間寛臣，斎藤憲司 著，（朝
倉書店）
　『現代弾性力学』平修二 監修，（オーム社）
　『異方性材料の弾性論』中曽根祐司 編著，（コロナ社）
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成績評価の方法
　成績評価の対象は，宿題，授業中の演習（ゼミナール形
式における口頭発表の際の説明を含む）及び定期試験であ
る。ただし，定期試験の受験資格者は，講義の総回数の
80％以上を出席し，全ての宿題を遅延なく提出している者
とする。
　成績評価の方法は，宿題と授業中の演習（40％）＋定期試
験（60％）で行い，60点以上を合格とする。

その他
オフィスアワー
相談時間：水曜日　19：30 ～ 20：00
連絡先：4201室（固体力学研究室）
E-mail：tanaka＠meiji.ac.jp

科目ナンバー： ST MEC611J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 塑性力学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 村田　良美

授業の概要・到達目標
　塑性加工技術は，ものづくりを支える基幹技術であり，
従来の限界を超える技術革新が期待されている。本科目で
は，塑性加工技術の発展に寄与する先進的な技術の研究，
開発を行うため，塑性加工の基礎となる塑性力学を学ぶ。
塑性加工分野における研究課題を設定し，さらにその解決
に向けた適切なアプローチ方法を考え，研究を計画的に実
行していくための基礎を学ぶ。
　本科目の到達目標は，自ら必要な知識・技術を習得し，
課題を発見し，解決していく能力を習得することである。

授業内容
［第１回］　 課題の設定
［第２回］　 プレゼンテーションとディスカッション
［第３回］　 プレゼンテーションとディスカッション
［第４回］　 プレゼンテーションとディスカッション
［第５回］　 プレゼンテーションとディスカッション
［第６回］　 プレゼンテーションとディスカッション
［第７回］　 プレゼンテーションとディスカッション
［第８回］　 プレゼンテーションとディスカッション
［第９回］　 プレゼンテーションとディスカッション
［第10回］　 プレゼンテーションとディスカッション
［第11回］　 プレゼンテーションとディスカッション
［第12回］　 プレゼンテーションとディスカッション
［第13回］　 プレゼンテーションとディスカッション
［第14回］　 プレゼンテーションとディスカッション

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に資料を熟読し，プレゼンテーションの準備を充分
にすること

教科書

参考書

成績評価の方法
　主なチェックポイントは，努力度，理解度，知見の新規性，
機械工学の総合的知識，プレゼンテーションの良否，また，
レポートの内容，完成度等である。合計点が総合60％を合
格とする。

その他
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科目ナンバー： ST MEC651J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 熱流体数理特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 亀谷　幸憲

授業の概要・到達目標
本講義では，非圧縮流体による輸送方程式について，数理
モデルの性質に着目して流体の諸現象に関する講義を行
う。
以下の項目について理解することを目標とする。

（１） 流体輸送の支配方程式の性質及びその数値解析と乱流
モデルの意義

（２） 運動量の輸送と熱輸送の相似則
（３） 流れの不安定性及び乱流遷移
（４） 流れの制御と数理モデルとしての流れの最適化

授業内容
［第１回］　 輸送現象の支配方程式
［第２回］　 流体運動方程式の偏微分方程式的特徴
［第３回］　 流れの数値解析
［第４回］　 乱流スケールと乱流モデル（１）ラージ・エ

ディ・シミュレーション
［第５回］　 乱流スケールと乱流モデル（２）RANS
［第６回］　 運動量輸送と熱輸送の相似則
［第７回］　 壁乱流と抵抗・伝熱の関係
［第８回］　 流れの不安定性（１）現象例
［第９回］　 流れの不安定性（２）線形安定性理論
［第10回］　 流れの不安定性（３）乱流遷移
［第11回］　 流れの制御概論
［第12回］　 数理モデルと最適化（１）変分法
［第13回］　 数理モデルと最適化（２）最適化理論と最適制御
［第14回］　 流れ場のトポロジー最適化

履修上の注意
流体力学に関する科目を履修していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
講義内容を復習し理解すること。

教科書
教科書の指定はしない。必要に応じて資料を配布する。

参考書
（編）笠木 伸英「乱流工学ハンドブック」朝倉書店，
Frank M. White「Viscous Fluid Flow」McGraw Hill，
日野 幹雄「乱流の科学: 構造と制御」朝倉書店

成績評価の方法
第偶数講義回
第2回，第5回，第7回，第10回講義後に提示する小レポー
ト（各10点満点），及び期末レポート（60点満点)の内容によ
り評価し，
合計60点以上で合格とする。

その他
オフィスアワー
月曜日：15：20 ～ 17：00
研究室：5101

科目ナンバー： ST MEC611J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械材料学特論１

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 有川　秀一

授業の概要・到達目標
　金属材料を中心にその力学特性や材料機能を得るための
材料設計方法および組織制御方法について，様々な合金の
例を通して学ぶ。また実用合金について目標の強度を得る
ための組織制御方法を調査し，実際に実施するとともに，
調査内容，実施計画および実施結果についての報告を行う。
これらを通して金属材料の組織を適切に制御する方法を理
解する。加えて弾性率の異方性および結晶欠陥の運動につ
いて理解する。

授業内容
［第１回］　 金属材料設計の概説
［第２回］　 金属の結晶構造および弾性変形と塑性変形
［第３回］　 金属の強度および強化方法
［第４回］　 金属の拡散および合金の平衡状態図
［第５回］　 耐熱性と耐酸化性
［第６回］　 「実用合金の組織制御」課題説明
［第７回］　 組織制御の実施計画
［第８回］　 実用合金の組織制御（1）
［第９回］　 実用合金の組織制御（2）
［第10回］　 実用合金の組織制御（3）
［第11回］　 実用合金の組織制御（4）
［第12回］　 組織制御実施内容の報告
［第13回］　 金属における弾性率の異方性と集合組織
［第14回］　 金属における転位の運動と内部摩擦

履修上の注意
　材料学を履修していることが望ましい。また材料力学の
基礎知識を有していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　次回の授業範囲について事前に関連文献等で調べておく
こと。

教科書
　特に指定しない。必要に応じて資料を配布する。

参考書
　「改訂新版 基礎機械材料学」，金子純一，須藤正俊，菅
又信，朝倉書店
　「図でよくわかる機械材料学」，渡辺義美，三浦博己，三
浦誠司，渡辺千尋，コロナ社
　「機械材料学」，荘司郁夫，小山真司，井上雅博，山内啓，
安藤哲也，丸善出版

成績評価の方法
　理解度を確認するための演習課題および実習課題の報告
内容について，講義内容の理解度，報告内容の論理性，妥
当性，考察の深さおよび報告内容の完成度等を評価する。
総合点の60％以上を合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST MEC611J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械材料学特論２

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 有川　秀一

授業の概要・到達目標
　近年，様々な用途に使用される非金属材料について，代
表的なセラミックス材料，高分子材料，複合材料について，
構造や製造方法およびそれらの機械的性質について学ぶ。
またセラミックス材料や複合材料の材料設計に関する最新
の研究を調査し報告することを通して，材料設計の考え方
を理解する。

授業内容
［第１回］　 様々な材料設計方法と事例
［第２回］　 セラミックスの構造と機械的性質
［第３回］　 セラミックス材料の製造方法と高性能化
［第４回］　 セラミックス材料開発に関する調査内容の報

告（1）
［第５回］　 セラミックス材料開発に関する調査内容の報

告（2）
［第６回］　 高分子材料の基本構造と材料特性
［第７回］　 高分子材料の分子構造
［第８回］　 高分子材料の合成および製造方法
［第９回］　 高分子材料の粘弾性特性
［第10回］　 複合材料の構造と製造方法
［第11回］　 複合材料の機械的性質
［第12回］　 複合材料の材料設計に関する調査内容の報告

（1）
［第13回］　 複合材料の材料設計に関する調査内容の報告

（2）
［第14回］　 様々な機能材料

履修上の注意
　機械材料学特論1を履修していることが望ましい。また
材料力学の基礎知識を有していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　次回の授業範囲について事前に関連文献等で調べておく
こと。

教科書
　特に指定しない。必要に応じて資料を配布する。

参考書
　「改訂新版 基礎機械材料学」，金子純一，須藤正俊，菅
又信，朝倉書店
　「図でよくわかる機械材料学」，渡辺義美，三浦博己，三
浦誠司，渡辺千尋，コロナ社
　「機械材料学」，荘司郁夫，小山真司，井上雅博，山内啓，
安藤哲也，丸善出版
　「改訂 金属物理学序論」，幸田成康，コロナ社

成績評価の方法
　調査課題の報告内容について，論理性，妥当性，考察の
深さおよび報告内容の完成度等を評価する。総合点の60％
以上を合格とする。

その他

科目ナンバー： ST MEC661J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 制御工学特論１〔M〕

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 市原　裕之

授業の概要・到達目標
　ロバスト制御は不確かさを含む動的システムを取り扱う
制御工学では必須のトピックである。その理論的な基礎は
1990年代に確立されている。不確かさは，振動システム，
車両システム，ロボティクス，マルチエージェントネット
ワークシステム，生物システム，飽和や量子化を伴うシス
テムの解析や設計に深く関連している。ロバスト制御の諸
問題を解決するため，本講義では半正定値計画に基づく数
値最適化手法を導入する。半正定値計画は線形行列不等式

（LMI）問題として制御分野ではよく知られており，2000年
代からは広く使われるようになっている。本講義では，ロ
バスト制御におけるいくつかの基本的な考え方を解説し，
LMIの使い方を学ぶ。ただし，最新の内容については触れ
ない。
　本講義を通して，受講者はロバスト制御と数値最適化に
基づいて制御器の設計ができるようになる。

授業内容
［第１回］　 ロバスト制御および数値最適化に関する導入

［メディア授業（オンデマンド型＋リアルタイ
ム配信型）］

［第２回］　 信号およびシステムのノルム［メディア授業
（オンデマンド型＋リアルタイム配信型）］

［第３回］　 内部安定性［メディア授業（オンデマンド型＋
リアルタイム配信型）］

［第４回］　 安定化制御器［メディア授業（オンデマンド型
＋リアルタイム配信型）］

［第５回］　 不確かさとロバスト性［メディア授業（オンデ
マンド型＋リアルタイム配信型）］

［第６回］　 設計仕様と一般化制御対象［メディア授業（オ
ンデマンド型＋リアルタイム配信型）］

［第７回］　 LMIによるH2およびH∞ノルムの計算［メディ
ア授業（オンデマンド型＋リアルタイム配信
型）］

［第８回］　 状態および出力フィードバック［メディア授業
（オンデマンド型＋リアルタイム配信型）］

［第９回］　 H2最適制御［メディア授業（オンデマンド型＋
リアルタイム配信型）］

［第10回］　 H∞最適制御［メディア授業（オンデマンド型＋
リアルタイム配信型）］

［第11回］　 パラメータ変動による不確かさ［メディア授業
（オンデマンド型＋リアルタイム配信型）］

［第12回］　 入力飽和を有するシステムの制御系設計［メ
ディア授業（オンデマンド型＋リアルタイム配
信型）］

［第13回］　 パラメータ変動システム［メディア授業（オンデ
マンド型＋リアルタイム配信型）］

［第14回］　 二乗和を用いた制御系設計［メディア授業（オン
デマンド型＋リアルタイム配信型）］

履修上の注意
　受講者には古典制御と現代制御の知識が必要である。ま
た，MATLABの使い方を知っておく必要がある。
　この授業はメディア授業科目である。各回において講義
動画のオンデマンドとリアルタイム配信がある。受講者は
事前に講義動画を視聴して学習する。その後，リアルタイ
ム配信において講義動画の疑問点を明らかにし，追加や補
足，関連する話題の説明を受ける。
　講義動画は原則毎週日曜日に Oh-o!Meiji システムを通じ
て配信し，１週間程度視聴可能とする。講義動画における
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資料は当該期間中閲覧可能である。ただし，メモは１週間
程度閲覧可能とする。また，時間割上の授業当日 10:00 か
ら最大 10:50 までリアルタイム配信を行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　受講者は講義における補題や定理などの命題を数学的に
導出できるように復習しておく必要ある。また，それらの
命題を工学的にどのように適用すれば意味をなすか理解し
復習しておく必要がある。

教科書
　指定しない。

参考書
　『Essentials of Robust Control』K. Zhou, 1999（Prentice-
Hall）
　『Feedback Systems: An Introduction for Scientists and 
Engineers Second Edition』K.J. Astrom and R.M. Murray, 
2021 (Princeton)
　『Linear Matrix Inequalities in Control』C.W. Scherer 
and S. Weiland, Lecture Notes
　『Theory of Robust Control』C. W. Scherer, Lecture 
Notes
　『Linear Matrix Inequalities in System and Control 
Theory』S. Boyd, L.E. Ghaoui ,  E. Feron, and V. 
Balakrishnan, 1994（SIAM）
　『LMIによるシステム制御』蛯原，2012（森北出版）
　『行列不等式アプローチによる制御系設計』小原，2016（コ
ロナ社）
　『線形ロバスト制御』劉，2002（コロナ社）
　『実践ロバスト制御』平田，2017（コロナ社）
　『倒立振子で学ぶ制御工学』川田，東，市原ほか，2016（森
北出版）
　『システム制御のための数学（2）-関数解析編-』太田，
2020（コロナ社）

成績評価の方法
　レポート（100％）で評価し，60％以上を合格とする。

その他
　オフィスアワー：リアルタイム配信時あるいは電子メール

科目ナンバー： ST ELC671J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 制御工学特論２

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　工学博士 阿部　直人

授業の概要・到達目標
　制御工学特論2では，学部での制御工学関連授業の基礎
的な知識の上に，より深く制御工学を理解し応用するため
の論文購読，英文購読，講義，演習などを行う。例題とし
て抽象的な制御理論を扱うことも多い。

【達成目標】制御に関する知識を英文から得る

授業内容
［第１回］　 システム制御工学（機械情報工学科4年春学期

科目・大学院との合併科目）についての口頭試問。
［第２回］　 現在行っている（または行ってきた）制御関係

の研究についての口頭試問。口頭試問は成績に
は反映しない。

［第３回］　 関連する論文または英文教科書の講読および
発 表。（Robust Systems Theory and Applica-
tions）

［第４回］　 システム制御工学の基礎（Introduction, Why 
Feedback?) 

［第５回］　 システム制御工学の基礎（SISO Systems）
［第６回］　 システム制御理論基礎（Stabilization)
［第７回］　 システム制御理論（Loop Shaping)
［第８回］　 システム制御理論（H2 Optimal Control）
［第９回］　 ロバスト制御（H∞ Optimal Control）
［第10回］　 ロバスト制御（Structured Uncertainty)
［第11回］　 不確定系のフィードバック制御
［第12回］　 購読した教科書等から，自らレポートの課題を

作成し，お互いに発表する。
［第13回］　 ロバスト制御の実例
［第14回］　 講読した論文又は英文教科書の総括およびディ

スカッション

履修上の注意
　学部の制御工学関連科目およびシステム制御工学（機械
情報工学科4年春学期科目）またはシステム制御工学特論

（同・大学院合併科目）を履修していること。
　レポートでシミュレーションを行うので，Matlab，
Simulinkの使い方を熟知していること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　関連する論文または英文教科書を読んで，英語の訳では
なく，内容を理解しておくこと。十分に理解できない内容
は，別の参考書や論文を調べてくること。

教科書
　R. S. Sanchez-Pena, M.Sznaier著　Robust Systems 
Theory and Applications, Wiley, 1998
　高額なので，必要部分のコピーを配布する。

参考書
　計測・制御テクノロジーシリーズ　計測自動制御学会編　
コロナ社
　システム制御工学シリーズ　コロナ社

成績評価の方法
　最終レポート（80％）および演習・発表（20％）で評価し，
全体で60％で合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST MEC671M

機械工学専攻 備 考

科 目 名 ロボット工学特論１

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 黒田　洋司

授業の概要・到達目標
　Localization and mapping is a fundamental research 
field of autonomous mobile systems. It is clearly known 
that it is one of the key issues to make robots movable 
in the real world. This lecture focuses on variety of 
algorithms and models in the current research. The 
lecture is mainly done in English, and provides students 
an opportunity to talk about a given theme.

授業内容
［01]　Introduction
［02]　History of the Localization Problem
［03]　Fundamentals of Localization
［04]　Formulation and Structure of the SLAM Problem
［05]　Localization and Mapping Algorithms
［06]　Student Presentations
［07]　Student Presentations
［08]　Groupwork for the Project
［09]　Groupwork for the Project
［10]　Groupwork for the Project
［11]　Student Presentations
［12]　Student Presentations
［13]　Check Out of Final Projects
［14]　Project Demonstration

履修上の注意
　At least you need to know basic statistics.

準備学習（予習・復習等）の内容
　Programming skill with Python is preferred.

教科書

参考書

成績評価の方法
　Report（50％）and Presentation（50％）

その他
　Office hour: 14：40-16：10 on Monday
　Office：D103

科目ナンバー： ST MEC671M

機械工学専攻 備 考

科 目 名 ロボット工学特論２

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 黒田　洋司

授業の概要・到達目標
　Cognitive robotics is a research field of autonomous 
systems possessing artificial reasoning skills. It is clearly 
known that it is one of the key issues to make robots 
movable in the real world. This lecture focuses on variety 
of algorithms and autonomy models in the current 
research works. The lecture is mainly carried out in 
English, and provides students an opportunity to talk 
about a given theme.

授業内容
［01]　Introduction
［02]　History of the Planning Problem
［03]　Fundamentals of Planning
［04]　Formulation and Structure of the Planning Problem
［05]　Localization and Mapping Algorithms
［06]　Student Presentations
［07]　Student Presentations
［08]　Groupwork for the Project
［09]　Groupwork for the Project
［10]　Groupwork for the Project
［11]　Student Presentations
［12]　Student Presentations
［13]　Check Out of Final Projects
［14]　Project Demonstration

履修上の注意
　At least you need to know basic statistics.

準備学習（予習・復習等）の内容
　Programming skill with Python is preferred.

教科書

参考書

成績評価の方法
　Report（50％）and Presentation（50％）

その他
　Office hour: 14：40-16：10 on Monday
　Office：D103
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科目ナンバー： ST MEC671J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 人型ロボット特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 橋本　健二

授業の概要・到達目標
　本講義では，人型ロボットのハードウェアから運動制御
まで幅広く学習する。講義の序盤に人型ロボットの自律移
動システムに求められる機能を大まかにまとめ，本講義で
学習する各項目がどのように利用されているかを学ぶ。そ
の後，関節の駆動機構と関節の構造，剛性の観点から人型
ロボットのメカニクスを学習し，講義の中盤以降は人型ロ
ボットの力学（低次元化）と運動制御（動作計画，安定化制
御，全身の運動制御）について学ぶ。
　到達目標は，人型ロボットの自律歩行に必要な機能を理
解し，各機能について説明できる能力を養うことである。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション（人型ロボット研究の歴

史）
［第２回］　 人型ロボットの自律移動システム（環境認識～

運動制御）
［第３回］　 人型ロボットのメカニクス（アクチュエータ，

システム構成）
［第４回］　 人型ロボットのメカニクス（関節構造：シリア

ルリンク機構，パラレルリンク機構）
［第５回］　 人型ロボットのメカニクス（柔軟な身体：制御，

ハードウェア）
［第６回］　 人型ロボットの力学（基礎）
［第７回］　 人型ロボットの力学（低次元化：重心動力学）
［第８回］　 人型ロボットの力学（低次元化：重心動力学）
［第９回］　 人型ロボットの力学（低次元化：線形倒立振子

モード）
［第10回］　 人型ロボットの力学（Capturability）
［第11回］　 人型ロボットの運動制御（動作計画：予見制御，

モデル予測制御）
［第12回］　 人型ロボットの運動制御（安定化制御）
［第13回］　 人型ロボットの運動制御（全身の運動制御）
［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　微分積分と線形代数の基礎を十分に理解していること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に資料を配布するため，十分に予習したうえで講義
を聞きながら内容の理解に努めること。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　『ヒューマノイドロボット（改訂第2版）』梶田秀司（オーム
社）
　必要に応じて資料等を配布する。

成績評価の方法
　演習・レポート課題と授業への参加の様子・貢献度から評
価し，60点以上を合格とする。

その他

科目ナンバー： ST MEC661J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 熱流体計測特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 石原　康利

授業の概要・到達目標
　工学または工業上において，一つの目的を達成するため
には各種物理量の測定は不可欠であり，かつ，より高精度
の測定が要求され，そのために多くの計測技術が研究・開
発されている。特に近年エレクトロニクスの発展とこれに
関連したコンピュータの普及により各種測定法の形態は電
気信号に基づく計測が主流になりつつある。本講義では各
種測定に関連したセンサー技術，AD変換技術，ディジタ
ル信号処理技術について詳述する。また，不可視情報の可
視化・計測システムの代表例として種々の画像診断システ
ム（X線CT，MRI，超音波診断装置等）や熱・流れに関する
計測システムの原理・構成を紹介する。さらに，これらの
知識に基づいて，定められた仕様を満足するシステムの構
築を試みる。

【到達目標】計測・画像処理システムの基礎及び専門用語を
修得する。また，システムデザインを実際に行うことで，
研究遂行に必要となる企画力・創造力（実践力）の基礎を身
に付ける。

【基本キーワード】計測システム，画像システム，可視化技
術，デザイン能力，プレゼンテーション能力

授業内容
第１回a：イントロダクション
第２回： 計測誤差，センサ・AD変換技術
第３回： ディジタル信号処理技術
第４回： 画像計測システム（主にX線CT）
第５回： 画像計測システム（主にMRI）
第６回： 画像計測システム（主にFunctional MRI）
第７回： 画像計測システム（主に音波診断装置）
第８回： 温度・熱の計測・可視化技術
第９回： 流れの計測・可視化技術
第10回： 画像計測システムの構築（システムの設計）
第11回： 画像計測システムの構築（システムの製作）
第12回： 画像計測システムの構築（システムの製作）
第13回： 画像計測システムの構築（システムの評価）
第14回： レポート作成・発表

履修上の注意
　この科目を受講する学生はあらかじめ『計測工学』の基礎
を理解していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義に先立ちOh-o! Meijiにアップロードされる講義資料
に目を通し，疑問点を明確にしておくこと。
　講義内容を個々が取り組んでいる研究活動に応用・発展
可能かを常に意識すること。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　「計測工学入門」中村邦雄ほか，森北出版
　「生体情報の可視化技術」生体情報の可視化技術編集委員
会 編，コロナ社
　「非破壊試験の理論」前田宣喜ほか，丸善プラネット
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成績評価の方法
　評点の配分は下記の通りとする。
　　1．演習・レポート：30％
　　2．システムデザイン（過程・結果・レポート）：70％
　以上の合計点（100点満点）で総合評価し，60点以上を合
格とする。

その他
　オフィスアワー
　1．相談時間：講義終了後
　2．連絡先：計測工学研究室　部屋番号　5104室
　　　E-mail：y_ishr＠meiji.ac.jp

科目ナンバー： ST ELC671J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 システム制御工学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　工学博士 阿部　直人

授業の概要・到達目標
　この科目は学位授与方針に定められたA（幅広い基礎知
識と応用能力）に関与する。動的システムの状態方程式に
基づいた制御系の設計法を学ぶ。まず，伝達関数の極とシ
ステム行列の固有値の関係，可制御性および可観測性の考
え方，正準系と呼ばれるシステム表現を学ぶ。つぎに，状
態フィードバック制御の具体的な設計手法である極配置
法，最適レギュレータを学ぶ。さらに，状態が観測できな
い場合に状態を推定するオブザーバの考え方とその設計
法，サーボ系の設計法について学ぶ。また，アドバンスト
な制御の話題について知る。

【達成目標】システムの状態方程式と設計仕様に基づいて，
制御系の設計ができるようになること。

【基本キーワード】状態方程式，可制御性，状態フィードバッ
ク，最適レギュレータ，オブザーバ

授業内容
［第１回］　 動的なシステムの状態方程式による記述

運動方程式などで記述される動的なシステムが
状態方程式で表されることを学ぶ。また，シス
テムの伝達関数による表現に対して，状態方程
式の利点を知る。

［第２回］　 状態方程式の解
状態方程式の解について学ぶ。

［第３回］　 システム行列の固有値と伝達関数の極
システム行列の固有値と伝達関数の極の関係に
ついて学ぶ。

［第４回］　 可制御性
可制御性の意味・定義を理解し，可制御である
ための必要十分条件を学ぶ。

［第５回］　 可観測性と双対性
可制御性と可観測性との双対性について学ぶ。
また，座標変換によって，これらの性質が変わ
らないことを学ぶ。

［第６回］　 伝達関数から状態方程式への変換
伝達関数から状態方程式への変換（実現）が一意
でないことを知る。一方で，最小実現では，可
制御・可観測なシステムに対して，変換が一意
になることを学ぶ。

［第７回］　 状態フィードバック
状態フィードバック制御を極配置法で設計する
方法を学ぶ。また，極配置アルゴリズムについ
て知る。

［第８回］　 オブザーバ
状態の一部のみしか観測できず状態フィード
バック制御を構成できない場合のために，状態
を推定するオブザーバの設計法を学ぶ。

［第９回］　 リアプノフの安定判別
リアプノフ関数について学び，漸近安定につい
て理解する。また，リアプノフの安定判別とシ
ステムの固有値との関係を学ぶ。

［第10回］　 最適レギュレータ
状態フィードバック制御を最適レギュレータで
設計する方法を学ぶ。設計に必要なリカッチ代
数方程式の解法について知る。

［第11回］　 最適レギュレータの性質
最適レギュレータの代表的な性質である円条件
について学ぶ。

［第12回］　 カルマンフィルタ
オブザーバの設計法の一つであるカルマンフィ
ルタの意味を学ぶ。
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［第13回］　 サーボ系の設計
サーボ系の設計法について学ぶ。

［第14回］　 まとめとアドバンストな制御の話題
まとめとその他の制御の話題についての概要を
知る。

履修上の注意
　制御工学1及び制御工学2を履修，もしくは古典制御の
知識があることを前提とする。
　MATALBの使い方を学んでおくことが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　次回行うスライドをOh-o! Meijiにおいて配布する。それ
を通読してくることはいうまでもないが，そこに演習問題
も記述されている。講義を受講する前に自分で解いてから，
授業に参加すると良い。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　「動的システムの解析と制御」嘉納，江原，小林，小野，
コロナ社
　「はじめての現代制御」佐藤，下本，熊澤，講談社
　「システム制御の基礎と応用」岡田，数理工学社
　「制御工学」森，コロナ社
　「現代制御論」吉川，井村，昭晃堂
　Linear System Theory and Design, Chen, Oxford 
University Press

成績評価の方法
　学部：レポート40％，期末試験60％の割合で評価し，
60％以上を合格とする。
大学院：レポート50％，期末試験50％の割合で評価し，
60％以上を合格とする。
　レポートはMATLABを使った制御系設計に関するもの
など，大学院生と学部生でレポート課題を分ける。

その他
オフィスアワー：月曜日5限終了後
連絡先：abe＠messe.meiji.ac.jp

科目ナンバー： ST STA641J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 工業統計学特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 永井　義満

授業の概要・到達目標
　実験計画法を講義する。農事試験での応用を目的として
フィッシャーにより開発された実験計画法は，今日では
様々な分野で展開されており，工学においても，研究開発，
技術開発，設計段階，生産技術開発などで展開されている。
　実験計画法は，

（1） 与えられた実験目的に対して，どのような実験をおこ
なうのが最も効果的か（最適化），

（2） 得られた実験データをどのように解析して結論を出す
か，

について，フィッシャーの3原則
（1） 反復
（2） 無作為化
（3） 局所管理
に基づいて問題を解決するものであり，正しい理解と適切
な手法が使えることを目標とする。

授業内容
［第１回］　 1因子実験（完全無作為化法）
［第２回］　 1因子実験（完全無作為化法）
［第３回］　 1因子実験（乱塊法）
［第４回］　 1因子実験（ラテン方格法）
［第５回］　 2因子要因実験
［第６回］　 2因子要因実験
［第７回］　 分割法
［第８回］　 分割法
［第９回］　 直交表（2水準）
［第10回］　 直交表（2水準）
［第11回］　 直交表（3水準）
［第12回］　 直交表（3水準）
［第13回］　 直交表（分割法）
［第14回］　 パラメータ設計

履修上の注意
　「統計入門」レベルの本の内容が理解できていること。

準備学習（予習・復習等）の内容
予習：参考書の中でシラバスに該当する部分を読んでおく。
復習：理解があやふやなところを確認する。

教科書
　特に定めない。

参考書
・ 鷲尾，「実験計画法入門（改訂版）」，日本規格協会，1997。
・ 永田，「入門実験計画法」，日科技連，2000。
・ 奥原，「実践に役立つ実験計画法入門」，日科技連，2013。
・ 山田，「実験計画法―方法編―」，日科技連，2004。
・ 三輪，「実験計画法と分散分析」，朝倉書店，2015。
・ 岩﨑，「統計的データ解析入門　実験計画法」，東京図書，
2006。

成績評価の方法
　演習およびレポートによって評価し，満点の60％以上を
合格とする。
工業統計学と工業統計学特論では，出題数が異なる。

その他
　演習（不定期）の際は，関数電卓を持参することが望ましい。
オフィスアワー：授業終了後
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科目ナンバー： ST MEC631J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 製品開発・設計特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 井上　全人

授業の概要・到達目標
製品開発は，そのスピードとコストだけでなく，近年では
環境調和性が経営戦略上重要となっている。本特論では，
新しい製品開発を行ううえでの設計方法，新しい組織や仕
組みを創り出す高度専門技術者の役割としてのデザイン能
力（エンジニアリングデザインとマネジメント）に焦点を当
てて，技術者としてのマネジメント力の素養を身につける
ことを達成目標とする。グループワークによるディスカッ
ションと，その成果を発表するプレゼンテーションの機会
を設ける。

授業内容
　以下の授業テーマについて概説し，適宜，グループワー
クを通して理解を深めていく。

［第１回］　 イントロダクション
デザインのプロセスを考える場合には，対象と
する問題・課題を達成するための目的と目標を
明確にすることが第 1 である。とくに，ハー
ドウェアやソフトウェアを対象とする場合に
は，顧客の要求する品質を明確にすること，設
計プロセスをどのように管理するかを理解して
おく必要がある。また，問題・課題解決にはプ
ロセスがあることを認識しておかなければなら
ない。そのうえで，技術者の役割とは何かを講
義の中に含めて講究する。

［第２回～第５回］　 ブレインストーミングの基礎・実践
　新しい製品やサービスを開発する場合には，
製品開発初期段階でのブレインストーミングに
よるアイデア出しが有効である。正しいブレイ
ンストーミングの方法を紹介した後，受講者を
グループ編成してテーマを決め，ブレインス
トーミングの演習を行い，発表・討議を行う。

［第６回～第７回］　 ユーザニーズの把握，抽出方法の実践
　ユーザニーズに対応した製品開発を行うため
には，市場のニーズを把握することが必要とな
る。評価グリッド法と呼ばれるユーザの評価構
造を見える化する方法を学び，ユーザニーズを
把握したうえで，対象とする製品・サービスの
ニーズとそれに関連する設計パラメータを抽出
する。

［第８回～第９回］　 市場ニーズからの製品開発のための
管理技術（QFD）

　市場のニーズは，必ずしも技術特性として把
握されるものではなく，要求や願望が言語表現
されることが多い。したがって，ニーズを具体
的に技術特性として定義し，それを実現するプ
ロセスを明確にしていくことが肝要となる。こ
のプロセスには品質展開，技術展開，コスト展
開，信頼性展開及び業務機能展開があり，その
総称が品質機能展開（QFD，Quality Function 
Deployment）である。講義では，その全体像を
紹介し，とくに品質展開に言及して講義する。

［第10回～第13回］　 新しい製品・サービスのプロトタイプ
の製作

　第 9 回までで，各グループで考案した新し
い製品・サービスに対して，ユーザニーズの把
握，関連する設計パラメータ・工学的特性の抽
出を行う。第10回から13回までは，各グルー
プで考案する新しい製品・サービスのプロトタ
イプを製作する。

［第14回］　 a：最終プレゼンテーションおよび相互評価

履修上の注意
　履修するにあたり，受け身にならず，授業に積極的に参加
ることが求められる。

準備学習（予習・復習等）の内容
　次回授業までに前回内容を復習しておくこと。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　必要に応じて資料等を配布する。

成績評価の方法
　プレゼンテーション（50％），授業への参加の様子（40％），期
末レポート（10％）の割合で評価し，その総計が60％を合格と
る。

その他
　オフィスアワー：講義終了後
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科目ナンバー： ST MEC621J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 生産システム工学特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 宮城　善一

授業の概要・到達目標
　工業製品における「ものつくり」は，製品の性能を満足す
るように設計することが全てではない。工業製品を製造す
る企業は，仕様に定められた性能を有する製品を安定して
適正な価格で，しかも納期通りに納め，利益を確保し次の
製品や設備へと投資していくことが必要である。そのため
には，工業製品に対する生産の流れや生産に関わる要素技
術を理解し，これらをコントロールするための生産管理を
知っておく必要がある。本講義では，工業製品の設計製造
に必要なものつくりに必要な技術とその管理技術を示す。
また，生産システムの基本体系を明確化し理解するととも
に，生産の最適化，制御，情報，コストマネジメント，社
会的科学的アプローチについて，講義と演習で理解を深め
る。

生産システムは製品が量産化される製造工程のシステムだ
けではなく，製品の技術開発段階を含めて考えることが重
要である。技術開発・製品設計の最適化手法としてのロバ
ストデザインの考え方を基礎とし，一連の生産過程におけ
る製品の設計方法について考える。その過程は製品の開発
開始時に考えるシステム選択とシステム設計，製品の具体
的な最適設計手法のパラメータ設計と許容差設計に分類さ
れ，本特論では，具体的な事例を通してそれぞれの設計手
法と生産システムの最適化の方法について理解することを
目標とする。

授業内容
［第１回］　 生産システムの基本体系
［第２回］　 生産システムの基本体系　企画・研究開発
［第３回］　 製品設計・生産方針
［第４回］　 企画・開発手法
［第５回］　 生産と設計プロセス
［第６回］　 生産マネジメント　生産準備
［第７回］　 生産マネジメント　設備投資・工場レイアウト
［第８回］　 生産マネジメント　工程能力調査
［第９回］　 生産マネジメント　生産管理　生産計画
［第10回］　 生産マネジメント　生産統制・維持・改善
［第11回］　 生産マネジメント　管理図，設備保全
［第12回］　 生産マネジメント　IE，改善手順
［第13回］　 生産マネジメント　トヨタ生産方式
［第14回］　 生産システムの実例：生産システムの実例

［第１回］　 生産システム概要
　生産システムの構成と機能全体を概略的に考
える。

［第２回］　 品質工学の概要
　技術開発，設計，製品開発において，ロバス
ト性，先行性，汎用性を確保するための考え方
と具体的な方法の概要を説明する。

［第３回］　 損失関数の概要
　品質工学の品質の定義に沿った損失関数の考
え方と実施例を紹介する。

［第４回］　 企業における品質工学の実施例1
　パラメータ設計を中心とした国内の企業にお
ける実施例を紹介する。

［第５回］　 企業における品質工学の実施例2
　パラメータ設計を中心とした海外の企業にお
ける実施例を紹介する。

［第６回］　 パラメータ設計（ロバストデザイン）概要
　品質工学の中心となるパラメータ設計の考え
方と具体的な実験計画と計算方法を説明する。

［第７回］　 海外における品質工学の動向1
　文献を読み海外の品質工学の理解と実績動向
を知る。

［第８回］　 海外における品質工学の動向2
　海外における実施例のデータベースを利用し
て，パラメータ設計の実験事例を理解する。

［第９回］　 パラメータ設計手続き
　品質工学マニュアルを使用して，機能性の考
え方の理解とパラメータ設計の計算手続きを理
解する。

［第10回］　 パラメータ設計手続き，演習2
　品質工学マニュアルを使用して，パラメータ
設計の計算演習を行う。

［第11回］　 海外の事例
　海外の品質工学の事例を調査し，プレゼン
テーションを通じて研究の取り組みを理解す
る。

［第12回］　 生産システムにおけるコンカレントエンジニア
リング
　製品の開発から設計，生産，出荷までの一連
の生産・設計プロセスに適用されるコンカレン
トエンジニアリングの考え方理解する。

［第13回］　 オンラインシステムと許容差設計
　品質工学の方法論のなかから，オンラインシ
ステムと許容差設計の考え方を理解し，京にお
ける生産システムへの適用例を知る。

［第14回］　 品質工学を適用した実験計画のプレゼンテー
ション
　任意の研究テーマを取り上げ，品質工学の方
法でパラメータ設計を実施する場合の計画を考
える。

［第15回］　 講義のまとめ

履修上の注意
　授業中に演習を行うことがある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　シラバスに示されている次回授業範囲について，事前に
参考書等で調べておくこと。

教科書
　必要に応じて講義に内容に関連した資料を配布する。

参考書
　『生産工学-ものづくりマネジメント』本位田光重，皆川健
多郎（コロナ社）
　『生産工学入門』NEDEK研究会（森北出版）
　『入門　生産工学』入倉則夫（日科技連）
　『生産システム工学』人見勝人（共立出版）
　『機械工学便覧　β7編　生産システム工学』（日本機械学
会編）

・ 田口玄一他，品質講座1 ～ 7，日本規格協会
・ 矢野宏，品質工学計算法入門，日本規格協会
・ 立林和夫，入門タグチメソッド，日科技連
・ Dale H他，Total Quality Management, Prentice-Hall. Inc.
・ 矢野宏：おはなし品質工学（改訂版），日本規格協会（2001）
・ 田口玄一：開発・設計段階の品質工学　品質工学講座1，日
本規格協会（1988）

・ 田口玄一：製造段階の品質工学，日本規格協会（1989）
・ 田口玄一，矢野宏ほか：日刊工業新聞社品質工学討論，品
質工学，11-2（2003）

・ 田口玄一　他：品質工学による最適化設計・評価技術成果
報告書，日本規格協会

・ 小野元久　他：基礎から学ぶ品質工学，日本規格協会，
（2013）
・ ハンドブック
　品質工学便覧，品質工学会編，日刊工業新聞
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成績評価の方法
　期末課題レポートにより総合評価し，その60％以上を合
格基準とする。
　提出課題（80％），レポートとそのプレゼンテーション及
び質疑（20％）により総合評価し，その60％以上を合格基準
とする。

その他
　オフィスアワー
　講義終了後　及び　月曜日　13:30-14:30（D106室）

科目ナンバー： ST STA671J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 信頼性工学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 永井　義満

授業の概要・到達目標
　信頼性データの解析について，寿命分布ならびにそのパ
ラメータの推定方法および確率紙の使用方法について学
び，信頼性データの解析をおこなえるようになることを目
標とする。

授業内容
　信頼性工学におけるデータ解析について講義する。受講
年度により進度にずれが生じることがある。

［第１回］　 信頼性の意味（耐久性，保全生）
［第２回］　 信頼性の意味（設計信頼性），信頼性のモデル

（ストレスストレングスモデル）
［第３回］　 信頼性データ（完全標本と打切り標本，加速試験）
［第４回］　 検査
［第５回］　 故障の発生とそのパターン
［第６回］　 寿命分布とその特徴
［第７回］　 寿命分布とその特徴
［第８回］　 寿命分布とその特徴
［第９回］　 確率紙による解析（ワイブル確率紙）
［第10回］　 確率紙による解析（ランダム打切り標本）
［第11回］　 確率紙による解析（累積ハザード紙）
［第12回］　 指数分布のパラメータの推定
［第13回］　 ワイブル分布のパラメータの推定
［第14回］　 指数分布とワイブル分布のパラメータの検定

履修上の注意
　「統計入門」レベルの本の内容が理解できていること。

準備学習（予習・復習等）の内容
予習：参考書の中でシラバスに該当する部分を読んでおく。
復習：疑問点を明らかにし，確認する。

教科書
　特に定めない。

参考書
・ 棟近（監修），関（著），「信頼性データ解析入門」，日科技
連出版，2011。

・ 鈴木（編著），益田，石田，横川，「信頼性データ解析」，
日科技連出版，2009。

・ 鈴木（編著），CARE研究会，「信頼性7つ道具」，日科技連
出版，2008。

・ 福井，「信頼性工学入門」，森北出版，2006。
・ 真壁，鈴木，益田，「品質保証のための信頼性入門」，日
科技連出版，2002。

・ 真壁，宮村，鈴木，「信頼性モデルの統計解析」，共立出版，
1989。

・ 真壁，「信頼性データの解析」，岩波書店，1987。

成績評価の方法
　演習およびレポートによって評価し，満点の60％以上を
合格とする。

その他
　演習（不定期）の際は，関数電卓を持参することが望まし
い。
オフィスアワー：授業終了後
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科目ナンバー： ST MEC631J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 トライボロジー特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　博士（工学） 加納　眞

授業の概要・到達目標
　全ての機械の動く部品の接触界面に生じるトライボロ
ジー現象に対して，地球環境改善に向けたトライボロジー
省燃費化技術が，特に自動車エンジン摺動部品に多く適用
され，今も新たな技術開発が行われている。エンジンにお
いては，摺動部の摩擦を大幅に低減させるために，トライ
ボロジーを構成する3つの技術分野である潤滑油，設計，
材料において開発が行われている。この授業科目では，自
動車エンジン摺動部品の摩擦低減技術において，トライボ
ロジーの基礎的な研究が実際の応用技術にどのように生か
されているかを学ぶことを通じて，企業において必要な実
践的な知識を得ることを目的としている。さらには，今後
のSDGsに沿った自動車等の電動化に対する新たな技術動
向についても紹介する。この実践的な知識を得るための一
助として，また就職に向けた情報収集も兼ねて，機械系企
業もしくは公共機関へ訪問もしくはZOOM会により，技術
者とのディスカッションや企業情報説明を実施していただ
く機会を，授業の一環として，少なくとも1回実施する。

授業内容
　最近の自動車用エンジンの燃費は急速に改善されている
が，それを支える技術の一つとしてトライボロジーは必須
となっている。本授業では，自動車用エンジンにおけるト
ライボロジー課題の変遷から最新の電動化対応のＳＤＧｓ
研究開発までを網羅し，具体的な摩耗および摩擦に関する
実際の研究開発事例を取り上げ，それらの取り組みにおけ
るトライボロジーの知見や考え方を紹介する。これらの事
例紹介後には，自ら考える場を設け，議論を通じてトライ
ボロジーの理解を深めてゆく。各事例に必要なトライボロ
ジーの知見については，適宜，参考書や研究論文を活用し
た講義を行う。

【授業の実施計画】
　2022 年度におけるトライボロジー特論では，自動車エン
ジンのトライボロジー課題として，動弁系等の摺動部品に
おける摩耗，摩擦低減に関する技術を取り上げ，以下の通
り講義を行う。

［第１回］　 自動車エンジン摺動部品の摩耗
（1） 摩耗形態
（2） 実際の摩耗事例
（3） 摩耗要因
［第２回］　自動車エンジン摺動部品の摩耗要因解析と対
策 1

（1） ディーゼルエンジン・カムフォロワの摩耗
（2） 摩耗の調査方法と要因解析
（3） 実際の摩耗対策
［第３回］　自動車エンジン摺動部品の摩耗要因解析と対
策 2

（1） タクシー用 LPG エンジン・カムフォロワの摩耗
（2） 摩耗の調査方法と要因解析
（3） 実際の摩耗対策
［第４回］　 自動車エンジン摺動部品の摩耗評価法
（1） エンジンを用いた試験事例
（2） エンジン部品を用いた評価事例
（3） 単体摩耗評価事例
［第５回］　 自動車エンジン摺動部品の摩擦
（1） カムフォロワ部の摩擦特性
（2） エンジン用潤滑油
（3） 摩擦調整剤の作用
（4） 自動車用無段変速機ベルト CVT 摺動部品の潤滑油に

よる摩擦特性向上の事例

［第６回］　 工場見学
　神奈川近隣の機械系企業もしくは公共機関への工場見学
訪問

［第７回］　 自動車エンジン摺動部品の摩擦低減 1
（1） 環境問題と摩擦低減
（2） 摩擦低減の考え方
（3） 摩擦低減技術の実際の適用事例
［第８回］　 自動車エンジン摺動部品の摩擦低減 2
（1） 摩擦低減技術の変遷
（2） エンジン潤滑油の低粘度化
（3） 摺動表面に形成されるテクスチャー
［第９回］　 自動車エンジン摺動部品の摩擦評価法
（1） 摩擦係数評価法と考え方
（2） 摩擦係数と潤滑状態
（3） 摩擦係数と燃費改善効果
［第10回］　エンジン摺動部品へのDLCコーティング適用
技術1

（1） DLC コーティングとは
（2） 自動車摺動部品への適用事例
（3） DLC コーティングによる摩擦低減特性
（4） DLC 膜種と摩擦特性
［第11回］　エンジン摺動部品へのDLCコーティング適用
技術2

（1） DLC コーティングとエンジン潤滑油
（2） DLC コーティング膜種とエンジン油添加剤
［第12回］　エンジン摺動部品へのDLCコーティング適用
技術3

（1） DLC コーティング潤滑下の超低摩擦特性
（2） 表面分析技術と解析
［第13回］　エンジン摺動部品へのDLCコーティング適用
技術4

（1） DLC コーティング開発技術の動向
（2） 究極のエンジンおよび電動化に対応する SDG ｓ低摩

擦低減技術
（3） 企業における特許出願事例
［第14回］　 総まとめ
（1） 総括
（2） プレゼンテーションもしくはレポート提出
（3） 議論

履修上の注意
　トライボロジーの理論や基礎的な学術よりも，実際の自
動車エンジンにおける開発事例に基づいた実践的な開発の
考え方とトライボロジー技術の使い方に重点化した講義を
行う。途中，学生からの要望に応じて，実開発における体
験談や就活関連情報の提供等，授業内容を適宜変更する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　予習：授業で用いる研究論文（英文含む）の内容把握を行
う。

教科書
　「はじめてのトライボロジー」講談社

参考書
　「摩擦への挑戦」コロナ社

成績評価の方法
　1 ～ 2回のレポート内容および最終回に実施するプレゼ
ンテーションもしくは授業中のディスカッションによって
成績を評価する。

その他

指導テーマ
　「トライボロジーにおける研究開発の実践力を身に着ける」
　キーワードは，トライボロジー，自動車エンジン，摩擦
低減，DLCコーティング
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科目ナンバー： ST MEC631J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 設計工学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 舘野　寿丈

授業の概要・到達目標
【授業の概要】
　製品の設計プロセスにおいては幾つかの段階があり，そ
れぞれの設計段階で重視すべき項目がある。本講義では，
特に機械設計について扱い，機械設計プロセスの事例分析
を通して，各設計段階で重視すべき点と代表的な技法を理
解し，新たな設計課題に対しても要点を押さえた設計をす
るための能力を養う。

【到達目標】新たな設計課題に対しても必要な観点を定めて
設計できる能力が修得されることを目標とする。

授業内容
　対象とする学術資料を受講生で分担し，発表者と司会者
を決めて進行する。発表者は分担された内容を整理してppt
を用いてプレゼンテーションし，司会者は自ら質問すると
ともに質疑を活発にさせる。教員は，発表内容に含まれる
専門的な概念や方法を解説していく形で授業を進める。

［第１回］　 イントロダクション，工学設計のプロセス
［第２回］　 設計プロセスと概念生成1
［第３回］　 設計プロセスと概念生成2
［第４回］　 実装1
［第５回］　 実装2
［第６回］　 機械要素と機構1
［第７回］　 機械要素と機構2
［第８回］　 仕様化と設計ツール1
［第９回］　 仕様化と設計ツール1
［第10回］　 詳細設計1
［第11回］　 詳細設計2
［第12回］　 広域の関係1
［第13回］　 広域の関係2
［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　授業に積極的に参加し，議論すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　担当分を発表できるよう準備する。

教科書
　第1回授業で学術資料を指示する。

参考書
　P. Ostafichuk, The Engineering Design Process, 
Department of Mechanical Engineering University of 
British Columbia, 2019.
　D.G. Ullman, The Mechanical Design Process Case 
Studies, 2017.
　D.G. Ullman, The Mechanical Design Process 4th ed., 
Mc Graw Hill, 2010.
　K.T. Ulrich, S.D. Eppinger, Product Design and 
Development 5th ed., Mc Graw Hill, 2011.

成績評価の方法
　プレゼンテーション50％，
　授業への取り組み姿勢50％，
とし，合計が満点の60％以上を単位取得の条件とする。

その他
オフィスアワー
　授業後に質問を受け付ける。

科目ナンバー： ST MEC651J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 ミクロ熱工学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 中別府　修

授業の概要・到達目標
　ミクロ・ナノテクノロジは広い技術分野に革新をもたら
し，熱工学においても従来の枠を越えた応用が広がりつつ
ある。本講義では，先進技術に触れ，その基礎となる物理
を正しく理解することを目的とし，微小スケールでの物理，
熱・流動現象の基礎，MEMS技術，微小センサやデバイス
の広範囲な応用について講義する。また，微細加工技術を
導入することを想定したオリジナルセンサの考案，力学的，
熱的評価を含む設計を行い，プレゼンテーションを実施す
る。
　本講義の到達目標は，ミクロ・ナノ熱工学の広い応用性
と微細加工プロセスによる先端工学を理解できる能力を身
につけることである。

授業内容
［第１回］　 微小スケールの物理・熱流体現象
［第２回］　 MEMS
［第３回］　 微小熱流体要素技術1
［第４回］　 微小熱流体要素技術2
［第５回］　 走査型熱顕微鏡1
［第６回］　 走査型熱顕微鏡2
［第７回］　 オリジナルセンサの考案1
［第８回］　 マイクロ・ナノ熱分析1
［第９回］　 MEMSセンサによるエンジン内壁の熱流束計測
［第10回］　 オリジナルセンサの考案2
［第11回］　 空気清浄技術
［第12回］　 オリジナルセンサの設計
［第13回］　 バイオセンシング
［第14回］　 オリジナルセンサのプレゼンテーション

履修上の注意
　熱力学，伝熱工学，流体力学を習得していること。
　関数電卓を持参すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　オリジナルセンサの設計では，対象を見つけ，背景，問題，
解決策，実用に必要な設計計算，設計図作成等の作業が必
要となる。これらに，週2時間程度の自己学習時間を予定
すること。

教科書
　講義資料は授業時に配布する。

参考書
　「マイクロ・ナノ熱流体ハンドブック」出版社NTS
　「マイクロマシーニングとマイクロメカトロニクス」江刺
正喜ほか，培風館

成績評価の方法
　講義中に行う演習40％，期末のレポート・プレゼン60％
で評価し，60点以上を合格とする。

その他
　オフィスアワー：木曜日19：00 ～ 20：00，ミクロ熱工学研
究室（4106）
E-mail：onakabep＠meiji.ac.jp
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科目ナンバー： ST MEC631J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械構造設計特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 石田　祥子

授業の概要・到達目標
　構造設計において，その形状は主に力学的な側面から，
安全性，機能性等を考慮して決定される。本講義では，バ
イオミメティクス（生物模倣）や身の周りに現れる現象を数
理的に明らかにすることによって得られる機能的構造につ
いて取り扱う。これらの構造の製品開発事例と，力学的な
特性を利用して防振・遮音へと役立てた研究を紹介する。
　力学的な知見に基づき，既存の枠にとらわれない構造設
計のアイデアを創出し，それを各自の研究へと応用する創
造的思考力を涵養することを目標とする。

授業内容
［第１回］　 aイントロダクション

b構造設計1　Biomimetics（生物模倣）
［第２回］　 構造設計2　Biomimetics（生物模倣）
［第３回］　 構造設計3　Honeycomb Structures
［第４回］　 構造設計4　Honeycomb Structures
［第５回］　 構造設計5　Honeycomb Structures
［第６回］　 機械工学分野への応用1　衝撃吸収性能
［第７回］　 機械工学分野への応用2　衝撃吸収性能
［第８回］　 構造設計6　折紙の数理による構造
［第９回］　 構造設計7　折紙の数理による構造
［第10回］　 機械工学分野への応用3　防振性能
［第11回］　 機械工学分野への応用4　防振性能
［第12回］　 機械工学分野への応用5　遮音性能
［第13回］　 機械工学分野への応用6　遮音性能
［第14回］　 構造設計8　Deployable Structural Assemblies

履修上の注意
　折紙による模型の作成を行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　材料力学，機械力学，機構学の基礎的な事項を復習して
おくこと。

教科書
　指定しない。適宜，資料を配布する。

参考書
　日本応用数理学会監修，野島武敏，萩原一郎編『折紙の
数理とその応用』（共立出版）
　先端材料技術協会監修，野口元編『ハニカム構造の応用
と機能―ハニカム構造材料からナノハニカム構造まで―』

（シーエムシー出版）
　L. J. Gibson, M. F. Ashby『Cellular solids』（Cambridge 
University Press）
　A. Carrella『Passive Vibration Isolators with High-
Static-Low-Dynamic-Stiffness』（VDM Verlag Dr. Muller）
　P. Alabuzhev, A. Gritchin, L. Kim, G. Migirenko, V. 
Chon, P. Stepanov『Vibration Protecting and Measuring 
Systems with Quasi-Zero Stiffness』（Hemisphere 
Publishing Corporation）
　Z. You, Y. Chen『Motion Structures』（Spon Press）

成績評価の方法
　提出課題（100％）を評価し，その60％以上を合格とする。

その他

科目ナンバー： ST MEC621J

機械工学専攻 備 考

科 目 名 機械材料・設計特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 岩堀　豊

授業の概要・到達目標
　機械等の機器設計・製作に際し，最適な材料を選択・加工
し，所定の機能を発現させるために必要な実用機械材料の
応用等について講述し，機械技術者として，機械・構造物
等を設計・製作するのに必要な機械材料の知識を習得させ
るのを目的とする。また，様々な設計事例をもとに，設計・
製造技術とのかかわり，コストとの関わりについても考え
ながら，機械材料及び設計技術に関する知識を身につけ機
械技術者として新たなニーズに応えられる能力を育成する
ことを目標とする。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション（構造設計と材料）
［第２回］　 材料選定と開発設計，生産　1（航空機産業）
［第３回］　 材料選定と開発設計，生産　2（航空機製造・運

航と材料）
［第４回］　 機械材料・設計技術　1　（航空機設計と構造解析

技術）
［第５回］　 機械材料・設計技術　2　（国民性と構造設計）
［第６回］　機械材料・設計技術　3　（構造設計とその進歩1）
［第７回］　 機械材料・設計技術　4　（構造設計とその進歩2）
［第８回］　 機械材料による設計　1
［第９回］　 機械材料による設計　2
［第10回］　 機械材料による設計　3
［第11回］　 機械材料による設計　4
［第12回］　 機械材料による設計　5
［第13回］　 材料選定と開発設計，生産　3　（実証試験）
［第14回］　 材料選定と開発設計，生産　4　（スポーツ競技

具の設計）

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　常日頃から身の回りの機械にどのような材料が用いられ
ているのかに関心を持ち，その要求や機能について考えて
みること。また，企業が製造する製品に適用されている材
料がどのような経緯で選定されているのかを考えておくこ
と。

教科書
　教科書は指定しない。

参考書
JSMEテキストシリーズ 機械材料学（日本機械学会）等
　Introduction to Materials Science for Engineers, 
Sixth Edition（J. F. Shackelford and M. K. Muralidhara, 
PEARSON）
　『機械材料学入門』佐々木雅人著（オーム社）
　『機械材料』打越二彌（東京電機大学出版局）
　『複合材料の力学』末益博志編著，日本複合材料学会（培
風館）

成績評価の方法
　期末課題レポートにより総合評価し，その60％以上を合
格基準とする。

その他
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■建築・都市学専攻（主要科目）

授業科目及び担当者

授業科目 （博士前期）
授業を行う

年次
単位

（演習）

建築学系

建 築 ・ 都 市 計 画 設 計 研 究 １ 1 2

建 築 ・ 都 市 計 画 設 計 研 究 ２ 1 2

建 築 ・ 都 市 計 画 設 計 研 究 ３ 2 4

建 築 ・ 都 市 計 画 設 計 研 究 ４ 2 4

建 築 構 造 ・ 建 築 材 料 研 究 １ 1 2

建 築 構 造 ・ 建 築 材 料 研 究 ２ 1 2

建 築 構 造 ・ 建 築 材 料 研 究 ３ 2 4

建 築 構 造 ・ 建 築 材 料 研 究 ４ 2 4

建 築 環 境 ・ 建 築 設 備 研 究 １ 1 2

建 築 環 境 ・ 建 築 設 備 研 究 ２ 1 2

建 築 環 境 ・ 建 築 設 備 研 究 ３ 2 4

建 築 環 境 ・ 建 築 設 備 研 究 ４ 2 4

国際建築都市デザイン系

Architecture and Urban Design Studies １ 1 2

Architecture and Urban Design Studies ２ 1 2

Architecture and Urban Design Studies ３ 2 2

Architecture and Urban Design Studies ４ 2 6

総合芸術系

総 合 芸 術 研 究 １ 1 2

総 合 芸 術 研 究 ２ 1 2

総 合 芸 術 研 究 ３ 2 4

総 合 芸 術 研 究 ４ 2 4

担当者 博士前期担当 博士後期担当

建築学系

専任教授 博士（工学） 青 井 哲 人 ○ ○

専任教授 博士（工学） 荒 川 利 治 ○ ○

専任教授 博士（工学） 上　野　佳奈子 ○ ○

専任教授 博士（工学） 大 河 内 学 ○ ○

専任教授 博士（工学） 梶 川 久 光 ○ ○

専任准教授 博士（工学） 門 脇 耕 三 ○

専任講師 博士（工学） 川 島 範 久 ○

専任教授 博士（工学） 熊 谷 知 彦 ○ ○

専任教授 博士（工学） 小 林 正 人 ○ ○

専任教授 博士（工学） 小 山 明 男 ○ ○

専任教授 博士（工学） 酒 井 孝 司 ○ ○

専任准教授 博士（工学） 晉 沂 　 雄 ○

専任講師 博士（工学） 富 澤 徹 弥 ○

専任教授 博士（工学） 樋 山 恭 助 ○ ○

専任講師 博士（工学） 光 永 威 彦 １年生のみ

専任教授 博士（学術） 山 本 俊 哉 ○ ○

国際建築都市デザイン系

専任教授 工学博士 小 林 正 美 ○ ○

専任教授 博士(芸術工学) 佐々木　宏　幸 ○ ○

専任教授 博士（建築学） 田 中 友 章 ○ ○

特任准教授 博士（工学） 田 村 順 子 ○

特任教授 タルディッツ,マニュエルC ○

総合芸術系

専任教授 清　岡　智比古 ○

専任教授 倉 石 信 乃 ○

専任准教授 博士（人間・環境学） 鞍 田 　 崇 ○ ○

専任教授 管 啓 次 郎 ○

専任教授 博士（文学） 波戸岡　景　太 ○ ○

専任准教授 博士（文学） 山 本 洋 平 ○
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専
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■建築・都市学専攻（特修科目）

授業科目
授業を行う

年次

単位
備考 担当者

講義 演習

（博士後期課程）

博 士 人 材 の キ ャ リ ア パ ス 1～3 2 2022年度未開講

（博士前期課程）

建築学系

建 築 史 特 論 1 2 2022年度未開講

建 築 構 法 計 画 特 論 1 2 2022年度未開講

近 代 建 築 史 特 論 1 2 兼任講師 工学博士 渡 邉 研 司

建 築 意 匠 特 論 1 2 兼任講師 博士（建築学） 角 野 　 渉

都 市 史 特 論 1 2 2022年度未開講

建 築 計 画 特 論 1 2 専任教授 博士（建築学） 田 中 友 章

都 市 計 画 特 論 1 2 専任教授 博士（学術） 山 本 俊 哉

建 築 マ ネ ジ メ ン ト 特 論 1 2 兼任講師 博士（工学） 田 村 誠 邦

都 市 解 析 特 論 1 2 兼任講師 博士（工学） 薄 井 宏 行

設 計 ス タ ジ オ Ａ 1 4 専任教授 博士（工学） 川島　範久　他

設 計 ス タ ジ オ Ｂ 1 4 専任准教授 博士（工学） 門脇　耕三　他

構 造 性 能 特 論 1 2 兼任講師 博士（工学） 磯 崎 　 浩

木 質 構 造 特 論 1 2 2022年度未開講

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 特 論 1 2 専任准教授 博士（工学） 晉 　 沂 雄

先 端 建 築 特 論 1 2 専任准教授 博士（工学） 門脇　耕三　他

鋼 構 造 特 論 1 2 2022年度未開講

シ ェ ル ・ 空 間 構 造 特 論 1 2 専任教授 博士（工学） 熊 谷 知 彦

耐 震 構 造 特 論 1 2 2022年度未開講

建 築 振 動 特 論 1 2 専任教授 博士（工学） 小 林 正 人

建 築 材 料 特 論 1 2 2022年度未開講

資 源 循 環 特 論 1 2 専任教授 博士（工学） 小 山 明 男

建 築 施 工 特 論 1 2 兼任講師 博士（工学） 道 正 泰 弘

構 造 設 計 演 習 Ａ 1 2 兼任講師 博士（工学） 兼 近 　 稔

構 造 設 計 演 習 Ｂ 1 2 兼任講師 博士（工学） 對比地　健　一

建 築 環 境 工 学 特 論 1 2 専任教授 博士（工学） 酒 井 孝 司

建 築 環 境 解 析 特 論 1 2 2022年度未開講

建 築 環 境 評 価 特 論 1 2 専任教授 博士（工学） 上　野　佳奈子

建 築 水 環 境 特 論 1 2 専任講師 博士（工学） 光 永 威 彦

給 排 水 設 備 特 論 1 2 2022年度未開講

建 築 音 響 特 論 1 2 2022年度未開講

設 備 計 画 特 論 1 2 専任教授 博士（工学） 樋 山 恭 助

空 調 設 備 特 論 1 2 専任教授 博士（工学） 樋 山 恭 助

建 築 設 備 設 計 演 習 1 4 兼任講師 工学博士 須 藤 俊 彦

地 域 デ ザ イ ン 特 論 1 2 専任講師 博士（工学） 川 島 範 久

国際建築都市デザイン系

I n d e p e n d e n t  S t u d y  Ａ 1 2 専任教授 博士(芸術工学) 佐々木　宏　幸

I n d e p e n d e n t  S t u d y  Ｂ 1 2 専任教授 博士(芸術工学) 佐々木　宏　幸

A d v a n c e d  D e s i g n  S t u d i o  Ａ 1 6 専任教授 博士(芸術工学) 佐 木々 宏幸　他

A d v a n c e d  D e s i g n  S t u d i o  Ｂ 1 6 特任教授 タルディッツ,マニュエルC　他

A d v a n c e d  D e s i g n  S t u d i o  Ｃ 2 6 専任教授 博士（建築学） 田中　友章　他

A d v a n c e d  D e s i g n  S t u d i o  Ｄ 1 3 専任教授 博士（建築学） 田中　友章　他

A d v a n c e d  A r c h i t e c t u r a l  D e s i g n 1 2 専任教授 工学博士 小 林 正 美

A d v a n c e d  U r b a n  D e s i g n 1 2 専任教授 博士(芸術工学) 佐々木　宏　幸

Advanced Methodology in Architecture 1 2 専任教授 博士（建築学） 田 中 友 章　

A d v a n c e d  S u s t a i n a b l e  D e s i g n 1 2 特任准教授 博士（工学） 田 村 順 子

A d v a n c e d  P r o j e c t  M a n a g e m e n t 1 2 兼任講師 杉 山 久 哉

総合芸術系

現 代 美 術 特 論 1 2 専任教授 倉 石 信 乃

フ ィ ル ム ・ ア ダ プ テ ー シ ョ ン 特 論 1 2 専任教授 博士（文学） 波戸岡　景　太
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授業科目
授業を行う

年次

単位
備考 担当者

講義 演習

ポ ス ト モ ダ ン 文 化 特 論 1 2 専任教授 博士（文学） 波戸岡　景　太

映 画 史 特 論 1 2 専任教授 管 啓 次 郎

音 楽 コ ン テ ン ツ 特 論 1 2 兼任講師 陣 野 俊 史

写 真 コ ン テ ン ツ 特 論 1 2 兼任講師 北 島 敬 三

空 間 表 象 特 論 1 2 専任准教授 博士（文学） 山 本 洋 平

文 芸 コ ン テ ン ツ 特 論 1 2 兼任講師 博士（学術） 宮 川 絹 代

写 真 史 特 論 1 2 専任教授 倉 石 信 乃

批 評 特 論 1 2 専任教授 管 啓 次 郎

ワ ー ク シ ョ ッ プ ・ デ ザ イ ン 特 論 1 2 専任准教授 博士（文学） 山 本 洋 平

映 画 と 都 市 1 2 専任教授 清　岡　智比古

文 学 と 都 市 1 2 専任教授 清　岡　智比古

環 境 と 人 文 学 1 2 専任准教授 博士（人間・環境学） 鞍 田 　 崇

環 境 と デ ザ イ ン 1 2 専任准教授 博士（人間・環境学） 鞍 田 　 崇

総 合 芸 術 特 論 1 2 専任教授 管　啓次郎　他

（共通総合科目）

科 学 論 文 英 語 特 論 1 2 兼任講師 博士（工学） 野 瀬 裕 之

科 学 論 文 英 語 特 論 1 2 専任准教授 Ph.D. マクタガート・イアン

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ａ 1 2 専任准教授 博士（理学） 宮 部 賢 志

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ｂ 1 2 専任教授 博士（工学） 嶋田 総太郎　他

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ｃ 1 2

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ｄ 1 2

学 際 領 域 特 論 Ａ 1 2 専任教授 工学博士 宮城　善一　他

学 際 領 域 特 論 Ｂ 1 2 専任教授 工学博士 久保田 寿夫　他

学 際 領 域 特 論 Ｃ 1 2 2022年度未開講

学 際 領 域 特 論 Ｄ 1 2

（共通基礎科目）

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ａ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｂ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｃ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｄ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｅ 1 2

建築・都市学専攻　科目振替措置表

2021年度以前入学者用科目名 2022年度以降入学者用科目名

設計スタジオＣ

Advanced Design Studio Ｄ

Urban and Architectural History Advanced Methodology in Architecture

アート造形学 現代美術特論

デザインアート史 フィルム・アダプテーション特論

メディア図書館論 ポストモダン文化特論

映像文化特論 映画史特論

社会表象特論 空間表象特論

アーカイブ・コンテンツ特論 写真史特論

コンテンツ批評特論 批評特論

プレゼンテーション法 ワークショップ・デザイン特論

2020年度以前入学者用科目名 2021年度以降入学者用科目名

インターンシップ（意匠・構造・設備）

まちづくり特論

地域デザイン特論
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科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築・都市計画設計研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 青井　哲人

授業の概要・到達目標
　建築史，都市史，建築論に関する課題を掲げて研究を行
う。

授業内容
［第１回］　 ガイダンス
［第２回～ 13回］　 発表・討議・個別指導
［第14回］　 まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表に必要なレジュメを用意して臨むこと。

教科書
　なし。

参考書
　適宜指示する。

成績評価の方法
　発表内容と議論への貢献50％，中間発表20％，最終発表
30％とし，合計60％以上を合格とする。

その他

指導テーマ
［建築史，都市史，建築論］

科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築・都市計画設計研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 青井　哲人

授業の概要・到達目標
　建築史，都市史，建築論に関する課題を掲げて研究を行
う。

授業内容
［第１回］　 ガイダンス
［第２回～ 13回］　 発表・討議・個別指導
［第14回］　 まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表に必要なレジュメを用意して臨むこと。

教科書
　なし。

参考書
　適宜指示する。

成績評価の方法
　発表内容と議論への貢献50％，中間発表20％，最終発表
30％とし，合計60％以上を合格とする。

その他

指導テーマ
［建築史，都市史，建築論］
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科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築・都市計画設計研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 青井　哲人

授業の概要・到達目標
　建築史，都市史，建築論に関する課題を掲げて研究を行
う。

授業内容
［第１回］　 ガイダンス
［第２回～ 13回］　 発表・討議・個別指導
［第14回］　 まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表に必要なレジュメを用意して臨むこと。

教科書
　なし。

参考書
　適宜指示する。

成績評価の方法
　発表内容と議論への貢献50％，中間発表20％，最終発表
30％とし，合計60％以上を合格とする。

その他

指導テーマ
［建築史，都市史，建築論］

科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築・都市計画設計研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 青井　哲人

授業の概要・到達目標
　建築史，都市史，建築論に関する課題を掲げて研究を行
う。

授業内容
［第１回］　 ガイダンス
［第２回～ 13回］　 発表・討議・個別指導
［第14回］　 まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表に必要なレジュメを用意して臨むこと。

教科書
　なし。

参考書
　適宜指示する。

成績評価の方法
　発表内容と議論への貢献50％，中間発表20％，最終発表
30％とし，合計60％以上を合格とする。

その他

指導テーマ
［建築史，都市史，建築論］

― 222 ―



科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 荒川　利治

授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　自重のみならず，地震，台風などの自然災害に対して，
建物の安全性を確保し，人命を守ることが建築構造の重要
な使命である。建物の構造性能の評価に加えて，自然現象
から生じる外乱の建物への荷重効果を明確にし，建物の応
答性状を精度良く評価することが課題である。構造力学，
振動理論，最新の構造解析理論を用いた建物の応答性状を
評価する方法を指導する。

〈到達目標〉
　研究テーマに関連する既往の研究，参考文献を調査して，
研究計画を立案し，建築構造に関する専門知識，および構
造設計の基礎理論とその応用技術を学ぶことが目標であ
る。研究テーマに関する学内外での発表およびディスカッ
ションを行うことで，研究内容を深く考察することとなる。
また，発表およびディスカッションは，技術者としてのコ
ミュニケーション能力とマネージメント能力を学習する絶
好の機会となる。

授業内容
［第１回］　 研究の進め方，研究テーマの選定
［第２回］　 既往研究の調査
［第３回］　 研究の進め方，研究テーマの選定
［第４回］　 関連文献の調査
［第５回］　 関連文献の調査
［第６回］　 研究計画の立案
［第７回］　 研究計画の立案
［第８回］　 研究進捗状況の報告
［第９回］　 研究進捗状況の報告
［第10回］　 研究進捗状況の報告
［第11回］　 研究進捗状況の報告
［第12回］　 研究発表用資料の作成
［第13回］　 研究発表のプレゼンテーションの準備
［第14回］　 研究発表

履修上の注意
　毎週，研究ミーティングを行う。研究テーマごとに先回
からの進捗状況を報告して，ディスカッションを実施する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，研究指導を受ける箇所を十分な事前準備のもとで
臨み，次回までの進行を確認しながら研究を進めること。

教科書
　特になし。

参考書
　研究内容，研究進度に応じて，適宜，資料，文献を紹介
する。

成績評価の方法
　研究テーマの設定と研究計画に関するレポートを求め
て，その内容と取り組み姿勢を評価する。研究テーマに対
する全般的な取り組み姿勢，研究ディスカッションでの積
極性，および研究室内外の研究発表会などの成果を総合的
に評価する。学会発表および論文投稿などの実績について
も考慮する。

その他

指導テーマ
　建物の地震応答解析・振動実測に基づく耐震性能評価に
関する研究指導を行う。
　建物における振動特性の評価を系統的に検討し，合理的
な耐震設計の理論と技術を研究する。新たな評価方法の開
発，および先端的で適切な理論の応用によって，構造シス
テムごとに耐震設計の研究課題を取り上げて解明する。
　具体的には，次のような研究テーマを対象としている。

（1） 建物のねじれ振動解析：剛性，強度，質量，および減衰
などの平面上の構造特性分布が偏在するフレーム構造
におけるねじれ挙動の耐震性能評価指標を検討する。

（2） 実測に基づく構造物の振動性能評価：高層建物，各種の
塔状構造物における常時，地震時，あるいは強風時の
振動実測を行い，耐震性能を検証する。実測データに
最先端の分析手法を適用して，各次モードの固有振動
数，減衰定数，モード形状を評価する。

（3） 振動測定データに基づく地盤―建物相互作用の評価：中
高層，中低層建物の振動性状に与える地盤との相互作
用の影響を常時微動，地震観測などの動的なデータに
基づいて究明する。

（4） 建物の減衰性能評価：既存建物あるいは設計建物の定量
的および定性的な減衰特性の評価方法を研究する。各
種ダンパーを設置したときの振動抑制効果を実験，お
よび解析的に検討する。

（5） 建物の構造モニタリング：建物の振動測定を定期的に行
い，構造特性の経年変化，損傷・劣化を分析するヘルス
モニタリングを研究対象として，構造モニタリングの
ための振動測定方法・評価指標などを検討する。
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科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 荒川　利治

授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　自重のみならず，地震，台風などの自然災害に対して，
建物の安全性を確保し，人命を守ることが建築構造の重要
な使命である。建物の構造性能の評価に加えて，自然現象
から生じる外乱の建物への荷重効果を明確にし，建物の応
答性状を精度良く評価することが課題である。構造力学，
振動理論，最新の構造解析理論を用いた建物の応答性状を
評価する方法を指導する。

〈到達目標〉
　研究テーマに関連する既往の研究，参考文献を調査して，
研究計画を立案し，建築構造に関する専門知識，および構
造設計の基礎理論とその応用技術を学ぶことが目標であ
る。研究テーマに関する学内外での発表およびディスカッ
ションを行うことで，研究内容を深く考察することとなる。
また，発表およびディスカッションは，技術者としてのコ
ミュニケーション能力とマネージメント能力を学習する絶
好の機会となる。

授業内容
［第１回］　 研究の進捗状況の確認
［第２回］　 研究計画の見直し
［第３回］　 研究計画の再構築
［第４回］　 研究進捗状況の報告
［第５回］　 研究進捗状況の報告
［第６回］　 研究進捗状況の報告
［第７回］　 文献調査
［第８回］　 研究進捗状況の報告
［第９回］　 研究進捗状況の報告
［第10回］　 研究進捗状況の報告
［第11回］　 文献調査
［第12回］　 研究発表用資料の作成
［第13回］　 研究発表のプレゼンテーションの準備
［第14回］　 研究発表

履修上の注意
　毎週，研究ミーティングを行う。研究テーマごとに先回
からの進捗状況を報告して，ディスカッションを実施する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，研究指導を受ける箇所を十分な事前準備のもとで
臨み，次回までの進行を確認しながら研究を進めること。

教科書
　特になし。

参考書
　研究内容，研究進度に応じて，適宜，資料，文献を紹介
する。

成績評価の方法
　建築学専攻「建築構造・建築材料研究」分野合同での発表
会が開催されるが，その内容を含めて総合的に評価する。
研究テーマに対する全般的な取り組み姿勢，研究ディス
カッションでの積極性，および研究室内外の研究発表会な
どの成果を総合的に評価する。学会発表および論文投稿な
どの実績についても考慮する。

その他

指導テーマ
　建物の地震応答解析・振動実測に基づく耐震性能評価に
関する研究指導を行う。
　建物における振動特性の評価を系統的に検討し，合理的
な耐震設計の理論と技術を研究する。新たな評価方法の開
発，および先端的で適切な理論の応用によって，構造シス
テムごとに耐震設計の研究課題を取り上げて解明する。
　具体的には，次のような研究テーマを対象としている。

（1） 建物のねじれ振動解析：剛性，強度，質量，および減衰
などの平面上の構造特性分布が偏在するフレーム構造
におけるねじれ挙動の耐震性能評価指標を検討する。

（2） 実測に基づく構造物の振動性能評価：高層建物，各種の
塔状構造物における常時，地震時，あるいは強風時の
振動実測を行い，耐震性能を検証する。実測データに
最先端の分析手法を適用して，各次モードの固有振動
数，減衰定数，モード形状を評価する。

（3） 振動測定データに基づく地盤―建物相互作用の評価：中
高層，中低層建物の振動性状に与える地盤との相互作
用の影響を常時微動，地震観測などの動的なデータに
基づいて究明する。

（4） 建物の減衰性能評価：既存建物あるいは設計建物の定量
的および定性的な減衰特性の評価方法を研究する。各
種ダンパーを設置したときの振動抑制効果を実験，お
よび解析的に検討する。

（5） 建物の構造モニタリング：建物の振動測定を定期的に行
い，構造特性の経年変化，損傷・劣化を分析するヘルス
モニタリングを研究対象として，構造モニタリングの
ための振動測定方法・評価指標などを検討する。
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科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 荒川　利治

授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　自重のみならず，地震，台風などの自然災害に対して，
建物の安全性を確保し，人命を守ることが建築構造の重要
な使命である。建物の構造性能の評価に加えて，自然現象
から生じる外乱の建物への荷重効果を明確にし，建物の応
答性状を精度良く評価することが課題である。構造力学，
振動理論，最新の構造解析理論を用いた建物の応答性状を
評価する方法を指導する。

〈到達目標〉
　研究テーマに関連する既往の研究，参考文献を調査して，
研究計画を立案し，建築構造に関する専門知識，および構
造設計の基礎理論とその応用技術を学ぶことが目標であ
る。研究テーマに関する学内外での発表およびディスカッ
ションを行うことで，研究内容を深く考察することとなる。
また，発表およびディスカッションは，技術者としてのコ
ミュニケーション能力とマネージメント能力を学習する絶
好の機会となる。

授業内容
［第１回］　 研究の進め方，研究テーマの選定
［第２回］　 研究テーマの選定
［第３回］　 既往研究の調査
［第４回］　 関連文献の調査
［第５回］　 研究計画の立案
［第６回］　 研究計画の立案
［第７回］　 研究進捗状況の報告
［第８回］　 研究進捗状況の報告
［第９回］　 研究進捗状況の報告
［第10回］　 研究進捗状況の報告
［第11回］　 研究進捗状況の報告
［第12回］　 研究発表用資料の作成
［第13回］　 研究発表のプレゼンテーションの準備
［第14回］　 研究発表

履修上の注意
　毎週，研究ミーティングを行う。研究テーマごとに先回
からの進捗状況を報告して，ディスカッションを実施する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，研究指導を受ける箇所を十分な事前準備のもとで
臨み，次回までの進行を確認しながら研究を進めること。

教科書
　特になし。

参考書
　研究内容，研究進度に応じて，適宜，資料，文献を紹介
する。

成績評価の方法
　研究テーマへの論理展開の妥当性，研究成果を評価する。
研究テーマに対する全般的な取り組み姿勢，研究ディス
カッションでの積極性，および研究室内外の研究発表会な
どの成果を総合的に評価する。学会発表および論文投稿な
どの実績についても考慮する。

その他

指導テーマ
　建物の地震応答解析・振動実測に基づく耐震性能評価に
関する研究指導を行う。
　建物における振動特性の評価を系統的に検討し，合理的
な耐震設計の理論と技術を研究する。新たな評価方法の開
発，および先端的で適切な理論の応用によって，構造シス
テムごとに耐震設計の研究課題を取り上げて解明する。
　具体的には，次のような研究テーマを対象としている。

（1） 建物のねじれ振動解析：剛性，強度，質量，および減衰
などの平面上の構造特性分布が偏在するフレーム構造
におけるねじれ挙動の耐震性能評価指標を検討する。

（2） 実測に基づく構造物の振動性能評価：高層建物，各種の
塔状構造物における常時，地震時，あるいは強風時の
振動実測を行い，耐震性能を検証する。実測データに
最先端の分析手法を適用して，各次モードの固有振動
数，減衰定数，モード形状を評価する。

（3） 振動測定データに基づく地盤―建物相互作用の評価：中
高層，中低層建物の振動性状に与える地盤との相互作
用の影響を常時微動，地震観測などの動的なデータに
基づいて究明する。

（4） 建物の減衰性能評価：既存建物あるいは設計建物の定量
的および定性的な減衰特性の評価方法を研究する。各
種ダンパーを設置したときの振動抑制効果を実験，お
よび解析的に検討する。

（5） 建物の構造モニタリング：建物の振動測定を定期的に行
い，構造特性の経年変化，損傷・劣化を分析するヘルス
モニタリングを研究対象として，構造モニタリングの
ための振動測定方法・評価指標などを検討する。
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科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 荒川　利治

授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　自重のみならず，地震，台風などの自然災害に対して，
建物の安全性を確保し，人命を守ることが建築構造の重要
な使命である。建物の構造性能の評価に加えて，自然現象
から生じる外乱の建物への荷重効果を明確にし，建物の応
答性状を精度良く評価することが課題である。構造力学，
振動理論，最新の構造解析理論を用いた建物の応答性状を
評価する方法を指導する。

〈到達目標〉
　研究テーマに関連する既往の研究，参考文献を調査して，
研究計画を立案し，建築構造に関する専門知識，および構
造設計の基礎理論とその応用技術を学ぶことが目標であ
る。研究テーマに関する学内外での発表およびディスカッ
ションを行うことで，研究内容を深く考察することとなる。
また，発表およびディスカッションは，技術者としてのコ
ミュニケーション能力とマネージメント能力を学習する絶
好の機会となる。

授業内容
［第１回］　 研究の進捗状況の確認
［第２回］　 研究計画の見直し
［第３回］　 研究計画の再構築
［第４回］　 研究進捗状況の報告
［第５回］　 研究進捗状況の報告
［第７回］　 修士論文の目次案検討
［第８回］　 修士論文の目次案提示
［第９回］　 研究進捗状況の報告
［第10回］　 研究進捗状況の報告
［第11回］　 研究進捗状況の報告
［第12回］　 修士論文発表用資料の作成
［第13回］　 修士論文発表のプレゼンテーションの準備
［第14回］　 修士論文発表

履修上の注意
　毎週，研究ミーティングを行う。研究テーマごとに先回
からの進捗状況を報告して，ディスカッションを実施する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回，研究指導を受ける箇所を十分な事前準備のもとで
臨み，次回までの進行を確認しながら研究を進めること。

教科書
　特になし。

参考書
　研究内容，研究進度に応じて，適宜，資料，文献を紹介
する。

成績評価の方法
　研究テーマへの論理展開の妥当性，研究成果，修士論文
の内容などを総合的に評価する。研究テーマに対する全般
的な取り組み姿勢，研究ディスカッションでの積極性，お
よび研究室内外の研究発表会などの成果を総合的に評価す
る。学会発表および論文投稿などの実績についても考慮す
る。

その他

指導テーマ
　建物の地震応答解析・振動実測に基づく耐震性能評価に
関する研究指導を行う。
　建物における振動特性の評価を系統的に検討し，合理的
な耐震設計の理論と技術を研究する。新たな評価方法の開
発，および先端的で適切な理論の応用によって，構造シス
テムごとに耐震設計の研究課題を取り上げて解明する。
　具体的には，次のような研究テーマを対象としている。

（1） 建物のねじれ振動解析：剛性，強度，質量，および減衰
などの平面上の構造特性分布が偏在するフレーム構造
におけるねじれ挙動の耐震性能評価指標を検討する。

（2） 実測に基づく構造物の振動性能評価：高層建物，各種の
塔状構造物における常時，地震時，あるいは強風時の
振動実測を行い，耐震性能を検証する。実測データに
最先端の分析手法を適用して，各次モードの固有振動
数，減衰定数，モード形状を評価する。

（3） 振動測定データに基づく地盤―建物相互作用の評価：中
高層，中低層建物の振動性状に与える地盤との相互作
用の影響を常時微動，地震観測などの動的なデータに
基づいて究明する。

（4） 建物の減衰性能評価：既存建物あるいは設計建物の定量
的および定性的な減衰特性の評価方法を研究する。各
種ダンパーを設置したときの振動抑制効果を実験，お
よび解析的に検討する。

（5） 建物の構造モニタリング：建物の振動測定を定期的に行
い，構造特性の経年変化，損傷・劣化を分析するヘルス
モニタリングを研究対象として，構造モニタリングの
ための振動測定方法・評価指標などを検討する。
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科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築環境・建築設備研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 上野　佳奈子

授業の概要・到達目標
　建築音響学・環境心理学に関わるテーマについて，フィー
ルド調査，実験室実験等を通じて研究を行う。人の社会的・
文化的活動を支える建築空間づくりに有用な知見を得るこ
と，人の行為に伴う環境の認知についてより深い理解を得
ることを目指し，音響学，心理学のみならず認知科学等の
関連分野についても見識を深める。

授業内容
　各自の研究テーマに従い，以下のスケジュールで演習形
式の授業を実施する。

［第１回］　 研究の進め方，研究テーマの解説
［第２回］　 既往研究，関連文献の調査
［第３回］　 既往研究，関連文献の調査
［第４回］　 既往研究，関連文献の調査
［第５回］　 研究計画の立案
［第６回］　 研究計画の立案
［第７回］　 研究進捗状況の報告
［第８回］　 研究進捗状況の報告
［第９回］　 研究進捗状況の報告
［第10回］　 研究進捗状況の報告
［第11回］　 研究進捗状況の報告
［第12回］　 研究進捗状況の報告
［第13回］　 研究進捗状況の報告
［第14回］　 研究成果レポートの提出

履修上の注意
　自らの研究テーマだけでなく，研究室で取組んでいる他
のテーマについても理解を深め，研究活動に積極的に参加
することが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の研究テーマに関連する論文・学会発表について継
続的に情報収集を行い，理解を深めること。

教科書
　研究内容に応じて，適宜紹介する。

参考書
　研究内容に応じて，適宜紹介する。

成績評価の方法
　研究進捗状況の報告内容，研究討議における積極性や論
理性，学会への参加・発表，研究に対する全般的な姿勢等
を総合的に評価する。

その他

指導テーマ
〈研究テーマの例〉
1） 各種建築物の音環境評価・音響設計法
2） 各種建築物に対する要求性能の分析・入居後評価
3） パフォーマンス空間に求められる音場特性の解明
4） 音楽演奏行為と室内音響特性との関係
5） 個人特性を考慮した環境評価・分析手法
6） 騒音影響の脳活動計測による評価
7） 身体運動との関係を考慮した聴覚認知メカニズム

科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築環境・建築設備研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 上野　佳奈子

授業の概要・到達目標
　建築音響学・環境心理学に関わるテーマについて，フィー
ルド調査，実験室実験等を通じて研究を行う。人の社会的・
文化的活動を支える建築空間づくりに有用な知見を得るこ
と，人の行為に伴う環境の認知についてより深い理解を得
ることを目指し，音響学，心理学のみならず認知科学等の
関連分野についても見識を深める。

授業内容
　各自の研究テーマに従い，以下のスケジュールで演習形
式の授業を実施する。

［第１回］　 研究計画の再構築
［第２回］　 研究進捗状況の報告
［第３回］　 研究進捗状況の報告
［第４回］　 研究進捗状況の報告
［第５回］　 研究進捗状況の報告
［第６回］　 研究進捗状況の報告
［第７回］　 研究進捗状況の報告
［第８回］　 研究進捗状況の報告
［第９回］　 研究進捗状況の報告
［第10回］　 研究進捗状況の報告
［第11回］　 研究進捗状況の報告
［第12回］　 研究進捗状況の報告
［第13回］　 研究進捗状況の報告
［第14回］　 研究成果レポートの提出

履修上の注意
　自らの研究テーマだけでなく，研究室で取組んでいる他
のテーマについても理解を深め，研究活動に積極的に参加
することが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の研究テーマに関連する論文・学会発表について継
続的に情報収集を行い，理解を深めること。

教科書
　研究内容に応じて，適宜紹介する。

参考書
　研究内容に応じて，適宜紹介する。

成績評価の方法
　研究進捗状況の報告内容，研究討議における積極性や論
理性，学会への参加・発表，研究に対する全般的な姿勢等
を総合的に評価する。

その他

指導テーマ
〈研究テーマの例〉
1） 各種建築物の音環境評価・音響設計法
2） 各種建築物に対する要求性能の分析・入居後評価
3） パフォーマンス空間に求められる音場特性の解明
4） 音楽演奏行為と室内音響特性との関係
5） 個人特性を考慮した環境評価・分析手法
6） 騒音影響の脳活動計測による評価
7） 身体運動との関係を考慮した聴覚認知メカニズム

― 227 ―



科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築環境・建築設備研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 上野　佳奈子

授業の概要・到達目標
　建築音響学・環境心理学に関わるテーマについて，フィー
ルド調査，実験室実験等を通じて研究を行う。人の社会的・
文化的活動を支える建築空間づくりに有用な知見を得るこ
と，人の行為に伴う環境の認知についてより深い理解を得
ることを目指し，音響学，心理学のみならず認知科学等の
関連分野についても見識を深める。

授業内容
　各自の研究テーマに従い，以下のスケジュールで演習形
式の授業を実施する。

［第１回］　 修士論文作成に向けた研究テーマの設定
［第２回］　 研究計画の立案
［第３回］　 研究進捗状況の報告
［第４回］　 研究進捗状況の報告
［第５回］　 研究進捗状況の報告
［第６回］　 研究進捗状況の報告
［第７回］　 研究進捗状況の報告
［第８回］　 研究進捗状況の報告
［第９回］　 研究進捗状況の報告
［第10回］　 研究進捗状況の報告
［第11回］　 研究進捗状況の報告
［第12回］　 研究進捗状況の報告
［第13回］　 研究進捗状況の報告
［第14回］　 研究成果レポートの提出

履修上の注意
　自らの研究テーマだけでなく，研究室で取組んでいる他
のテーマについても理解を深め，研究活動に積極的に参加
することが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の研究テーマに関連する論文・学会発表について継
続的に情報収集を行い，理解を深めること。

教科書
　研究内容に応じて，適宜紹介する。

参考書
　研究内容に応じて，適宜紹介する。

成績評価の方法
　修士論文のテーマ設定，研究の進捗状況，研究成果レポー
ト等を総合的に評価する。

その他

指導テーマ
〈研究テーマの例〉
1） 各種建築物の音環境評価・音響設計法
2） 各種建築物に対する要求性能の分析・入居後評価
3） パフォーマンス空間に求められる音場特性の解明
4） 音楽演奏行為と室内音響特性との関係
5） 個人特性を考慮した環境評価・分析手法
6） 騒音影響の脳活動計測による評価
7） 身体運動との関係を考慮した聴覚認知メカニズム

科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築環境・建築設備研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 上野　佳奈子

授業の概要・到達目標
　建築音響学・環境心理学に関わるテーマについて，フィー
ルド調査，実験室実験等を通じて研究を行う。人の社会的・
文化的活動を支える建築空間づくりに有用な知見を得るこ
と，人の行為に伴う環境の認知についてより深い理解を得
ることを目指し，音響学，心理学のみならず認知科学等の
関連分野についても見識を深める。

授業内容
　各自の研究テーマに従い，以下のスケジュールで演習形
式の授業を実施する。

［第１回］　 研究計画の再構築
［第２回］　 研究進捗状況の報告
［第３回］　 研究進捗状況の報告
［第４回］　 研究進捗状況の報告
［第５回］　 研究進捗状況の報告
［第６回］　 研究進捗状況の報告
［第７回］　 研究進捗状況の報告
［第８回］　 研究進捗状況の報告
［第９回］　 研究進捗状況の報告
［第10回］　 研究進捗状況の報告
［第11回］　 研究進捗状況の報告
［第12回］　 研究進捗状況の報告
［第13回］　 研究進捗状況の報告
［第14回］　 修士論文審査

履修上の注意
　自らの研究テーマだけでなく，研究室で取組んでいる他
のテーマについても理解を深め，研究活動に積極的に参加
することが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の研究テーマに関連する論文・学会発表について継
続的に情報収集を行い，理解を深めること。

教科書
　研究内容に応じて，適宜紹介する。

参考書
　研究内容に応じて，適宜紹介する。

成績評価の方法
　修士論文のテーマ設定，研究成果，論文の内容等を総合
的に評価する。

その他

指導テーマ
〈研究テーマの例〉
1） 各種建築物の音環境評価・音響設計法
2） 各種建築物に対する要求性能の分析・入居後評価
3） パフォーマンス空間に求められる音場特性の解明
4） 音楽演奏行為と室内音響特性との関係
5） 個人特性を考慮した環境評価・分析手法
6） 騒音影響の脳活動計測による評価
7） 身体運動との関係を考慮した聴覚認知メカニズム
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科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築・都市計画設計研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 大河内　学

授業の概要・到達目標
［建築設計論と空間計画］
1． 都市・建築に内在する計画の論理を定量的に分析し，得

られた知見を現実の計画や設計の方法論に還元する手
法の開発を行う。

2．空間計画・計画理論について研究する。
　具体的な研究課題は以下の通り。
　1）都市空間の解析・評価手法に関する研究
　2）都市空間構成に関する形態学的研究
　3）建築空間の構成に関する研究
　4）空間計画の手法，概念に関する研究
　設計手法に関する研究を行う。また建築の意匠論，空間
論を題材にした，講読を行う。

授業内容
　学生がそれぞれの研究テーマについて，資料収集・分析
を行い，ゼミの場で発表と議論を行う。さらに建築のデザ
イン論に関する書籍を題材とした輪講形式の勉強会を並行
して行う。学期末には研究成果の発表会を行う。

［第１回］　 ガイダンス
［第２回］　 発表，討論
［第３回］　 発表，討論
［第４回］　 発表，討論
［第５回］　 発表，討論
［第６回］　 発表，討論
［第７回］　 発表，討論
［第８回］　 中間発表会
［第９回］　 発表，討論
［第10回］　 発表，討論
［第11回］　 発表，討論
［第12回］　 発表，討論
［第13回］　 発表，討論
［第14回］　 研究発表会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に十分な資料収集，分析を行うこと。勉強会につい
ては，事前に所定の書籍や関連書籍に目を通しておくこと。
不明な部分があればゼミナールで質問すること。

教科書
　特に指定しない。適宜プリントを配布する。

参考書
　講義の内容に応じて，参考図書リストを配布する。

成績評価の方法
　評価の配点は，課題への取り組み，討議への積極的な参
加20％，中間発表20％，最終発表60％とし，合計が満点
の60％以上を単位取得の条件とする。

その他

科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築・都市計画設計研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 大河内　学

授業の概要・到達目標
［建築設計論と空間計画］
1． 都市・建築に内在する計画の論理を定量的に分析し，得

られた知見を現実の計画や設計の方法論に還元する手
法の開発を行う。

2．空間計画・計画理論について研究する。
　具体的な研究課題は以下の通り。
　1）都市空間の解析・評価手法に関する研究
　2）都市空間構成に関する形態学的研究
　3）建築空間の構成に関する研究
　4）空間計画の手法，概念に関する研究
　設計手法に関する研究を行う。また建築の意匠論，空間
論を題材にした，講読を行う。

授業内容
　学生がそれぞれの研究テーマについて，資料収集・分析
を行い，ゼミの場で発表と議論を行う。さらに建築のデザ
イン論に関する書籍を題材とした輪講形式の勉強会を並行
して行う。学期末には研究成果の発表会を行う。

［第１回］　 ガイダンス
［第２回］　 発表，討論
［第３回］　 発表，討論
［第４回］　 発表，討論
［第５回］　 発表，討論
［第６回］　 発表，討論
［第７回］　 発表，討論
［第８回］　 中間発表会
［第９回］　 発表，討論
［第10回］　 発表，討論
［第11回］　 発表，討論
［第12回］　 発表，討論
［第13回］　 発表，討論
［第14回］　 研究発表会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に十分な資料収集，分析を行うこと。勉強会につい
ては，事前に所定の書籍や関連書籍に目を通しておくこと。
不明な部分があればゼミナールで質問すること。

教科書
　特に指定しない。適宜プリントを配布する。

参考書
　講義の内容に応じて，参考図書リストを配布する。

成績評価の方法
　評価の配点は，課題への取り組み，討議への積極的な参
加20％，中間発表20％，最終発表60％とし，合計が満点
の60％以上を単位取得の条件とする。

その他
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科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築・都市計画設計研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 大河内　学

授業の概要・到達目標
［建築設計論と空間計画］
1． 都市・建築に内在する計画の論理を定量的に分析し，得

られた知見を現実の計画や設計の方法論に還元する手
法の開発を行う。

2．空間計画・計画理論について研究する。
　具体的な研究課題は以下の通り。
　1）都市空間の解析・評価手法に関する研究
　2）都市空間構成に関する形態学的研究
　3）建築空間の構成に関する研究
　4）空間計画の手法，概念に関する研究
　設計手法に関する研究を行う。また建築の意匠論，空間
論を題材にした，講読を行う。

授業内容
　学生がそれぞれの研究テーマについて，資料収集・分析
を行い，ゼミの場で発表と議論を行う。さらに建築のデザ
イン論に関する書籍を題材とした輪講形式の勉強会を並行
して行う。学期末には研究成果の発表会を行う。

［第１回］　 ガイダンス
［第２回］　 発表，討論
［第３回］　 発表，討論
［第４回］　 発表，討論
［第５回］　 発表，討論
［第６回］　 発表，討論
［第７回］　 発表，討論
［第８回］　 中間発表会
［第９回］　 発表，討論
［第10回］　 発表，討論
［第11回］　 発表，討論
［第12回］　 発表，討論
［第13回］　 発表，討論
［第14回］　 研究発表会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に十分な資料収集，分析を行うこと。勉強会につい
ては，事前に所定の書籍や関連書籍に目を通しておくこと。
不明な部分があればゼミナールで質問すること。

教科書
　特に指定しない。適宜プリントを配布する。

参考書
　講義の内容に応じて，参考図書リストを配布する。

成績評価の方法
　評価の配点は，課題への取り組み，討議への積極的な参
加20％，中間発表20％，最終発表60％とし，合計が満点
の60％以上を単位取得の条件とする。

その他

科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築・都市計画設計研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 大河内　学

授業の概要・到達目標
［建築設計論と空間計画］
1． 都市・建築に内在する計画の論理を定量的に分析し，得

られた知見を現実の計画や設計の方法論に還元する手
法の開発を行う。

2．空間計画・計画理論について研究する。
　具体的な研究課題は以下の通り。
　1）都市空間の解析・評価手法に関する研究
　2）都市空間構成に関する形態学的研究
　3）建築空間の構成に関する研究
　4）空間計画の手法，概念に関する研究
　設計手法に関する研究を行う。また建築の意匠論，空間
論を題材にした，講読を行う。

授業内容
　学生がそれぞれの研究テーマについて，資料収集・分析
を行い，ゼミの場で発表と議論を行う。さらに建築のデザ
イン論に関する書籍を題材とした輪講形式の勉強会を並行
して行う。学期末には研究成果の発表会を行う。

［第１回］　 ガイダンス
［第２回］　 発表，討論
［第３回］　 発表，討論
［第４回］　 発表，討論
［第５回］　 発表，討論
［第６回］　 発表，討論
［第７回］　 発表，討論
［第８回］　 中間発表会
［第９回］　 発表，討論
［第10回］　 発表，討論
［第11回］　 発表，討論
［第12回］　 発表，討論
［第13回］　 発表，討論
［第14回］　 研究発表会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に十分な資料収集，分析を行うこと。勉強会につい
ては，事前に所定の書籍や関連書籍に目を通しておくこと。
不明な部分があればゼミナールで質問すること。

教科書
　特に指定しない。適宜プリントを配布する。

参考書
　講義の内容に応じて，参考図書リストを配布する。

成績評価の方法
　評価の配点は，課題への取り組み，討議への積極的な参
加20％，中間発表20％，最終発表60％とし，合計が満点
の60％以上を単位取得の条件とする。

その他
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科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 梶川　久光

授業の概要・到達目標
　木質構造の広汎な知識を得ることを目標に，自然災害が
構造に与える影響だけでなく，木質構造が建築に与える
様々な事象について検討を行い，実際の建築への道へ通ず
る能力を養う。力学的挙動については実験や計算等を通し，
また建築への影響については実地調査等により，情報分析
や数値解析を行うことによって社会的に有用な形で解明し
工学の分野に貢献することを目標とする。

授業内容
〈授業内容〉
［第１回］　 研究テーマの解説及び決定
［第２回］　 既往研究・関連文献の調査（1）
［第３回］　 既往研究・関連文献の調査（2）
［第４回］　 既往研究・関連文献の調査（3）
［第５回］　 研究目的及び計画の立案
［第６回］　 研究の進捗状況の報告1（1）
［第７回］　 研究の進捗状況の報告1（2）
［第８回］　 研究の進捗状況の報告1（3）
［第９回］　 研究の進捗状況の報告1（4）
［第10回］　 研究の進捗状況の報告1（5）
［第11回］　 研究の進捗状況の報告1（6）
［第12回］　 研究の進捗状況の報告1（7）
［第13回］　 研究の中間成果の作成
［第14回］　 研究の中間成果報告

履修上の注意
　研究課題に関する既往の研究を充分に理解し，主体性を
持って討論及び探究することができること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　提出課題に対して，事前に文献調査や資料作成を行って
くること。

教科書
　日本建築学会出版の構造及び木質構造関係書籍

参考書
　研究の進捗状況によって，資料・文献・論文等を紹介する。

成績評価の方法
　各進捗状況の報告書及び面接により評価する。
　60％以上を合格とする。

その他
　特になし。

指導テーマ
　以下に指導テーマの例を示す。
　（1）木質建物における水平抵抗機構に関する研究
　（2）木質建物の振動性状（制振）に関する研究
　（3）建築防災システムに関する研究
　（4）木質ラーメン構造の接合部の力学的挙動に関する研究
　（5）耐力壁の力学的挙動に関する研究
　（6）釘接合部の力学的挙動に関する研究
　（7）木質構造の設計法に関する研究
　（8）木質材料特性に関する研究
　（9）木質建物における耐震改修に関する研究開発
　（10）小規模建築物の基礎に関する研究

科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 梶川　久光

授業の概要・到達目標
　木質構造の広汎な知識を得ることを目標に，自然災害が
構造に与える影響だけでなく，木質構造が建築に与える
様々な事象について検討を行い，実際の建築への道へ通ず
る能力を養う。力学的挙動については実験や計算等を通し，
また建築への影響については実地調査等により，情報分析
や数値解析を行うことによって社会的に有用な形で解明し
工学の分野に貢献することを目標とする。

授業内容
〈授業内容〉
［第１回］　 研究の進捗状況の確認と研究目的及び計画の

見直し
［第２回］　 研究の進捗状況の報告2（1）
［第３回］　 研究の進捗状況の報告2（2）
［第４回］　 研究の進捗状況の報告2（3）
［第５回］　 研究の進捗状況の報告2（4）
［第６回］　 研究の進捗状況の報告2（5）
［第７回］　 研究の進捗状況の報告2（6）
［第８回］　 研究の進捗状況の報告2（7）
［第９回］　 研究成果の作成（1）
［第10回］　 研究成果の作成（2）
［第11回］　 研究発表用資料の作成（1）
［第12回］　 研究発表用資料の作成（2）
［第13回］　 研究発表の練習
［第14回］　 研究発表

履修上の注意
　研究課題に関する目的を充分に理解し，主体性を持って
討論及び探究することができること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　提出課題に対して，事前に文献調査や資料作成を行って
くること。

教科書
　日本建築学会出版の構造及び木質構造関係書籍

参考書
　研究の進捗状況によって，資料・文献・論文等を紹介する。

成績評価の方法
　各進捗状況の報告書及び面接により評価する。
　60％以上を合格とする。

その他
　特になし。

指導テーマ
　以下に指導テーマの例を示す。
　（1）木質建物における水平抵抗機構に関する研究
　（2）木質建物の振動性状（制振）に関する研究
　（3）建築防災システムに関する研究
　（4）木質ラーメン構造の接合部の力学的挙動に関する研究
　（5）耐力壁の力学的挙動に関する研究
　（6）釘接合部の力学的挙動に関する研究
　（7）木質構造の設計法に関する研究
　（8）木質材料特性に関する研究
　（9）木質建物における耐震改修に関する研究開発
　（10）小規模建築物の基礎に関する研究
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科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 梶川　久光

授業の概要・到達目標
　木質構造の広汎な知識を得ることを目標に，自然災害が
構造に与える影響だけでなく，木質構造が建築に与える
様々な事象について検討を行い，実際の建築への道へ通ず
る能力を養う。力学的挙動については実験や計算等を通し，
また建築への影響については実地調査等により，情報分析
や数値解析を行うことによって社会的に有用な形で解明し
工学の分野に貢献することを目標とする。

授業内容
〈授業内容〉
［第１回］　 研究テーマの解説及び決定
［第２回］　 既往研究・関連文献の調査（1）
［第３回］　 既往研究・関連文献の調査（2）
［第４回］　 既往研究・関連文献の調査（3）
［第５回］　 研究目的及び計画の立案
［第６回］　 研究の進捗状況の報告1（1）
［第７回］　 研究の進捗状況の報告1（2）
［第８回］　 研究の進捗状況の報告1（3）
［第９回］　 研究の進捗状況の報告1（4）
［第10回］　 研究の進捗状況の報告1（5）
［第11回］　 研究の進捗状況の報告1（6）
［第12回］　 研究の進捗状況の報告1（7）
［第13回］　 研究の中間成果の作成
［第14回］　 研究の中間成果報告

履修上の注意
　研究課題に関する既往の研究を充分に理解し，主体性を
持って討論及び探究することができること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　提出課題に対して，事前に文献調査や資料作成を行って
くること。

教科書
　日本建築学会出版の構造及び木質構造関係書籍

参考書
　研究の進捗状況によって，資料・文献・論文等を紹介する。

成績評価の方法
　各進捗状況の報告書及び面接により評価する。
　60％以上を合格とする。

その他
　特になし。

指導テーマ
　以下に指導テーマの例を示す。
　（1）木質建物における水平抵抗機構に関する研究
　（2）木質建物の振動性状（制振）に関する研究
　（3）建築防災システムに関する研究
　（4）木質ラーメン構造の接合部の力学的挙動に関する研究
　（5）耐力壁の力学的挙動に関する研究
　（6）釘接合部の力学的挙動に関する研究
　（7）木質構造の設計法に関する研究
　（8）木質材料特性に関する研究
　（9）木質建物における耐震改修に関する研究開発
　（10）小規模建築物の基礎に関する研究

科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 梶川　久光

授業の概要・到達目標
　木質構造の広汎な知識を得ることを目標に，自然災害が
構造に与える影響だけでなく，木質構造が建築に与える
様々な事象について検討を行い，実際の建築への道へ通ず
る能力を養う。力学的挙動については実験や計算等を通し，
また建築への影響については実地調査等により，情報分析
や数値解析を行うことによって社会的に有用な形で解明し
工学の分野に貢献することを目標とする。

授業内容
〈授業内容〉
［第１回］　 研究の進捗状況の確認と研究目的及び計画の

見直し
［第２回］　 研究の進捗状況の報告2（1）
［第３回］　 研究の進捗状況の報告2（2）
［第４回］　 研究の進捗状況の報告2（3）
［第５回］　 研究の進捗状況の報告2（4）
［第６回］　 研究の進捗状況の報告2（5）
［第７回］　 研究の進捗状況の報告2（6）
［第８回］　 研究の進捗状況の報告2（7）
［第９回］　 研究成果の作成（1）
［第10回］　 研究成果の作成（2）
［第11回］　 研究発表用資料の作成（1）
［第12回］　 研究発表用資料の作成（2）
［第13回］　 研究発表の練習
［第14回］　 研究発表

履修上の注意
　研究課題に関する目的を充分に理解し，主体性を持って
討論及び探究することができること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　提出課題に対して，事前に文献調査や資料作成を行って
くること。

教科書
　日本建築学会出版の構造及び木質構造関係書籍

参考書
　研究の進捗状況によって，資料・文献・論文等を紹介する。

成績評価の方法
　各進捗状況の報告書及び面接により評価する。
　60％以上を合格とする。

その他
　特になし。

指導テーマ
　特になし。
　以下に指導テーマの例を示す。
　（1）木質建物における水平抵抗機構に関する研究
　（2）木質建物の振動性状（制振）に関する研究
　（3）建築防災システムに関する研究
　（4）木質ラーメン構造の接合部の力学的挙動に関する研究
　（5）耐力壁の力学的挙動に関する研究
　（6）釘接合部の力学的挙動に関する研究
　（7）木質構造の設計法に関する研究
　（8）木質材料特性に関する研究
　（9）木質建物における耐震改修に関する研究開発
　（10）小規模建築物の基礎に関する研究
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科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築・都市計画設計研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 門脇　耕三

授業の概要・到達目標
　都市および建築に関する最先端の課題を理解し，この解
決に寄与する建築構法に関するテーマおよび目標を履修者
各自が具体的に設定し，研究する。
　履修者は，自身が設定したテーマの背景についての理解
を深めるとともに，目標を設定する能力および研究計画を
企画・立案する能力を習得することを目標とする。
　研究にあたっては，対象に関する情報収集および学外実
習（フィールドワーク）を行い，専門知識を深める。

授業内容
［第１回］　 研究方法の基礎の習得
［第２回］　 研究方法の基礎の習得
［第３回］　 研究方法の基礎の習得
［第４回］　 研究方法の基礎の習得
［第５回］　 研究方法の基礎の習得
［第６回］　 既往研究の調査とレビュー
［第７回］　 既往研究の調査とレビュー
［第８回］　 既往研究の調査とレビュー
［第９回］　 既往研究の調査とレビュー
［第10回］　 既往研究の調査とレビュー
［第11回］　 研究目標の設定および研究計画の立案
［第12回］　 研究目標の設定および研究計画の立案
［第13回］　 研究目標の設定および研究計画の立案
［第14回］　 研究目標の設定および研究計画の立案

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　自身の研究計画にしたがい，随時レジュメの提出および
発表を求める。また，授業に際しては既往論文や既往文献
の読み込みが必要となるため，毎回の授業時に各自のテー
マにあわせて指導する。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　履修者のテーマに基づき，適宜指示する。

成績評価の方法
　評価の配点は，研究への取り組み40％，最終提出物60％
とし，合計が満点の60％以上を単位取得の条件とする。

その他

指導テーマ
　建築構法，構法計画に関する研究・開発・設計およびその
方法論。

科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築・都市計画設計研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 門脇　耕三

授業の概要・到達目標
　都市および建築に関する最先端の課題を理解し，この解
決に寄与する建築構法に関するテーマおよび目標を履修者
各自が具体的に設定し，研究する。
　履修者は，自身が設定したテーマの背景についての理解
を深めるとともに，設定したおよび立案した研究計画に基
づき，これを遂行する能力を習得することを目標とする。
　研究にあたっては，対象に関する情報収集および学外実
習（フィールドワーク）を行い，専門知識を深める。

授業内容
［第１回］　 自身が立案した研究計画に基づく調査あるい

は実験または理論構築
［第２回］　 自身が立案した研究計画に基づく調査あるい

は実験または理論構築
［第３回］　 自身が立案した研究計画に基づく調査あるい

は実験または理論構築
［第４回］　 自身が立案した研究計画に基づく調査あるい

は実験または理論構築
［第５回］　 自身が立案した研究計画に基づく調査あるい

は実験または理論構築
［第６回］　 分析および検証
［第７回］　 分析および検証
［第８回］　 分析および検証
［第９回］　 分析および検証
［第10回］　 分析および検証
［第11回］　 研究成果のとりまとめ
［第12回］　 研究成果のとりまとめ
［第13回］　 研究成果のとりまとめ
［第14回］　 研究成果のとりまとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　自身の研究計画にしたがい，随時レジュメの提出および
発表を求める。また，授業に際しては既往論文や既往文献
の読み込みが必要となるため，毎回の授業時に各自のテー
マにあわせて指導する。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　履修者のテーマに基づき，適宜指示する。

成績評価の方法
　評価の配点は，研究への取り組み40％，最終提出物60％
とし，合計が満点の60％以上を単位取得の条件とする。

その他

指導テーマ
　建築構法，構法計画に関する研究・開発・設計およびその
方法論。
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科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築・都市計画設計研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 門脇　耕三

授業の概要・到達目標
　都市および建築に関する最先端の課題を理解し，この解
決に寄与する建築構法に関するテーマおよび目標を履修者
各自が具体的に設定し，研究する。
　履修者は，自身が設定した目標および研究計画に基づき，
研究を遂行する能力を培うことを目標とする。
　研究にあたっては，対象に関する情報収集および学外実
習（フィールドワーク）を行い，専門知識を深める。

授業内容
［第１回］　 設定した研究目標と研究計画の妥当性につい

ての検証
［第２回］　 設定した研究目標と研究計画の妥当性につい

ての検証
［第３回］　 設定した研究目標と研究計画の妥当性につい

ての検証
［第４回］　 設定した研究目標と研究計画の妥当性につい

ての検証
［第５回］　 設定した研究目標と研究計画の妥当性につい

ての検証
［第６回］　 調査・実験等によるデータ収集
［第７回］　 調査・実験等によるデータ収集
［第８回］　 調査・実験等によるデータ収集
［第９回］　 調査・実験等によるデータ収集
［第10回］　 調査・実験等によるデータ収集
［第11回］　 調査・実験等によるデータ収集
［第12回］　 調査・実験等によるデータ収集
［第13回］　 調査・実験等によるデータ収集
［第14回］　 調査・実験等によるデータ収集

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　自身の研究計画にしたがい，随時レジュメの提出および
発表を求める。また，授業に際しては既往論文や既往文献
の読み込みが必要となるため，毎回の授業時に各自のテー
マにあわせて指導する。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　履修者のテーマに基づき，適宜指示する。

成績評価の方法
　評価の配点は，研究への取り組み40％，最終提出物60％
とし，合計が満点の60％以上を単位取得の条件とする。

その他

指導テーマ
　建築構法，構法計画に関する研究・開発・設計およびその
方法論。

科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築・都市計画設計研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 門脇　耕三

授業の概要・到達目標
　都市および建築に関する最先端の課題を理解し，この解
決に寄与する建築構法に関するテーマおよび目標を履修者
各自が具体的に設定し，研究する。
　履修者は，自身が設定した目標および研究計画に基づき，
研究を遂行するとともに，これを学術的な成果物としてと
りまとめることを目標とする。
　研究にあたっては，対象に関する情報収集および学外実
習（フィールドワーク）を行い，専門知識を深める。

授業内容
［第１回］　 収集したデータの分析
［第２回］　 収集したデータの分析
［第３回］　 収集したデータの分析
［第４回］　 収集したデータの分析
［第５回］　 収集したデータの分析
［第６回］　 分析結果の検証
［第７回］　 分析結果の検証
［第８回］　 分析結果の検証
［第９回］　 分析結果の検証
［第10回］　 分析結果の検証
［第11回］　 研究成果のとりまとめ
［第12回］　 研究成果のとりまとめ
［第13回］　 研究成果のとりまとめ
［第14回］　 研究成果のとりまとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　自身の研究計画にしたがい，随時レジュメの提出および
発表を求める。また，授業に際しては既往論文や既往文献
の読み込みが必要となるため，毎回の授業時に各自のテー
マにあわせて指導する。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　履修者のテーマに基づき，適宜指示する。

成績評価の方法
　評価の配点は，研究への取り組み40％，最終提出物60％
とし，合計が満点の60％以上を単位取得の条件とする。

その他

指導テーマ
　建築構法，構法計画に関する研究・開発・設計およびその
方法論。
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科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築・都市計画設計研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 川島　範久

授業の概要・到達目標
　地域デザインに関する研究テーマを設定して，具体的な
地域における地域デザインに関する問題・課題を把握し，
研究課題を見つけ，既往の研究成果等を踏まえ，自ら研究
計画を立案し，調査を行い分析し，研究成果をまとめる。
この研究の指導を通して，自分で「考え抜く力」「計画する
力」「まとめる力」「プレゼンテーションする力」の向上をは
かる。
　具体的には，1）既往の文献や資料調査等を通して，各自
の研究課題を明確にする。2）研究課題に係わる地域・地区
を探して，予備的なフィールド調査を行い，研究課題の方
向性を探る。3）関連学会等の文献検索の手法を指導して，
研究手法や方法論を探る。4）具体的なフィールドを探すと
伴に，調査手法や分析手法等を指導し，研究計画を作成す
る。5）研究計画に基づき本調査を実施，調査結果の分析や
解析等を踏まえて研究成果をまとめる。6）論文としてまと
め，研究成果の発表を行う。

授業内容
　都市近郊や農山村地域を主な対象として，地域デザイン
の課題に着目して計画学としての研究を行う。

［第１回］　 研究の進め方と研究テーマの選定
［第２回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第３回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第４回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第５回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第６回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第７回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第８回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第９回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第10回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第11回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第12回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第13回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第14回］　 研究成果の報告と講評

履修上の注意
　事前に各自で研究課題を設定し，4月に年度研究計画を
提出すること。
　週1回の頻度で研究会を実施する。この研究会では，1
週間の成果をレポートにまとめて提出すること。このレ
ポートをもとに発表し，討論を行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各回の発表に対して，事前に資料収集等を行い。当日発
表するレジメをまとめて参加すること。また，問題・課題
の指摘に対しては，次週までに，必ず回答できるようにす
ること。

教科書
　適宜紹介

参考書
　適宜紹介

成績評価の方法
　毎週のレポート40％，発表・討論30％，最終発表30％とし，
合計60％以上を合格とする。

その他

科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築・都市計画設計研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 川島　範久

授業の概要・到達目標
　地域デザインに関する研究テーマを設定して，具体的な
地域における地域デザインにおける問題・課題を把握し，
研究課題を見つけ，既往の研究成果等を踏まえ，自ら研究
計画を立案し，調査を行い分析し，研究成果をまとめる。
この研究の指導を通して，自分で「考え抜く力」「計画する
力」「まとめる力」「プレゼンテーションする力」の向上をは
かる。
　具体的には，1）既往の文献や資料調査等を通して，各自
の研究課題を明確にする。2）研究課題に係わる地域・地区
を探して，予備的なフィールド調査を行い，研究課題の方
向性を探る。3）関連学会等の文献検索の手法を指導して，
研究手法や方法論を探る。4）具体的なフィールドを探すと
伴に，調査手法や分析手法等を指導し，研究計画を作成す
る。5）研究計画に基づき本調査を実施，調査結果の分析や
解析等を踏まえて研究成果をまとめる。6）論文としてまと
め，研究成果の発表を行う。

授業内容
　都市近郊や農山村地域を主な対象として，地域デザイン
の課題に着目して計画学としての研究を行う。

［第１回］　 研究の進め方と研究テーマの選定
［第２回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第３回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第４回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第５回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第６回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第７回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第８回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第９回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第10回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第11回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第12回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第13回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第14回］　 研究成果の報告と講評

履修上の注意
　各自の研究課題について，8月～ 9月に予備的なフィー
ルド調査の実施すること。
　週1回の頻度で研究会を実施する。この研究会では，1
週間の成果をレポートにまとめて提出すること。このレ
ポートをもとに発表し，討論を行う

準備学習（予習・復習等）の内容
　各回の発表に対して，事前に資料収集等を行い。当日発
表するレジメをまとめて参加すること。また，問題・課題
の指摘に対しては，次週までに，必ず回答できるようにす
ること。

教科書
　適宜紹介

参考書
　適宜紹介

成績評価の方法
　毎週のレポート40％，中間発表・討論30％，最終発表
30％とし，合計60％以上を合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築・都市計画設計研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任講師　博士（工学） 川島　範久

授業の概要・到達目標
　地域デザインに関する研究テーマを設定して，具体的な
地域における地域デザインにおける問題・課題を把握し，
研究課題を見つけ，既往の研究成果等を踏まえ，自ら研究
計画を立案し，調査を行い分析し，研究成果をまとめる。
この研究の指導を通して，自分で「考え抜く力」「計画する
力」「まとめる力」「プレゼンテーションする力」の向上をは
かる。
　具体的には，1）既往の文献や資料調査等を通して，各自
の研究課題を明確にする。2）研究課題に係わる地域・地区
を探して，予備的なフィールド調査を行い，研究課題の方
向性を探る。3）関連学会等の文献検索の手法を指導して，
研究手法や方法論を探る。4）具体的なフィールドを探すと
ともに，調査手法や分析手法等を指導し，研究計画を作成
する。5）研究計画に基づき本調査を実施，調査結果の分析
や解析等を踏まえて研究成果をまとめる。6）論文としてま
とめ，研究成果の発表を行う。

授業内容
　都市近郊や農山村地域を主な対象として，地域デザイン
の課題に着目して計画学としての研究を行う。

［第１回］　 研究の進め方と研究テーマの選定
［第２回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第３回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第４回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第５回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第６回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第７回］　 研究進歩状況の発表と評価（中間発表会）
［第８回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第９回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第10回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第11回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第12回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第13回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第14回］　 研究成果の報告と講評（最終発表会）

履修上の注意
　各自の研究課題について，8月～ 9月に予備的なフィー
ルド調査の実施すること。
　週1回の頻度で研究会を実施する。この研究会では，1
週間の成果をレポートにまとめて提出すること。このレ
ポートをもとに発表し，討論を行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各回の発表に対して，事前に資料収集等を行い。当日発
表するレジメをまとめて参加すること。また，問題・課題
の指摘に対しては，次週までに，必ず回答できるようにす
ること。

教科書
　適宜紹介

参考書
　適宜紹介

成績評価の方法
　毎週のレポート40％，中間発表・討論30％，最終発表
30％とし，合計60％以上を合格とする。

その他

科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築・都市計画設計研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任講師　博士（工学） 川島　範久

授業の概要・到達目標
　地域デザインに関する研究テーマを設定して，具体的な
地域における地域デザインにおける問題・課題を把握し，
研究課題を見つけ，既往の研究成果等を踏まえ，自ら研究
計画を立案し，調査を行い分析し，研究成果をまとめる。
この研究の指導を通して，自分で「考え抜く力」「計画する
力」「まとめる力」「プレゼンテーションする力」の向上をは
かる。
　具体的には，1）既往の文献や資料調査等を通して，各自
の研究課題を明確にする。2）研究課題に係わる地域・地区
を探して，予備的なフィールド調査を行い，研究課題の方
向性を探る。3）関連学会等の文献検索の手法を指導して，
研究手法や方法論を探る。4）具体的なフィールドを探すと
ともに，調査手法や分析手法等を指導し，研究計画を作成
する。5）研究計画に基づき本調査を実施，調査結果の分析
や解析等を踏まえて研究成果をまとめる。6）論文としてま
とめ，研究成果の発表を行う。

授業内容
　都市近郊や農山村地域を主な対象として，地域デザイン
の課題に着目して計画学としての研究を行う。

［第１回］　 研究の進め方と研究テーマの選定
［第２回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第３回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第４回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第５回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第６回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第７回］　 研究進歩状況の発表と評価（中間発表会）
［第８回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第９回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第10回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第11回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第12回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第13回］　 研究進歩状況の発表と評価
［第14回］　 研究成果の報告と講評（最終発表会）

履修上の注意
　各自の研究課題について，8月～ 9月に予備的なフィー
ルド調査の実施すること。
　週1回の頻度で研究会を実施する。この研究会では，1
週間の成果をレポートにまとめて提出すること。このレ
ポートをもとに発表し，討論を行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各回の発表に対して，事前に資料収集等を行い。当日発
表するレジメをまとめて参加すること。また，問題・課題
の指摘に対しては，次週までに，必ず回答できるようにす
ること。

教科書
　適宜紹介

参考書
　適宜紹介

成績評価の方法
　毎週のレポート40％，中間発表・討論30％，最終発表
30％とし，合計60％以上を合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 熊谷　知彦

授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　地震，台風，積雪等に対して建築物の構造安全性を確保
するためには，それらの荷重下における建築物の挙動を把
握し，評価することが重要となる。本科目では，シェル・
空間構造を対象として，構造力学，振動理論等に基づき，
崩壊挙動，座屈挙動，制振や免震による振動制御，形態創
生などに関する研究を行う。

〈到達目標〉
　既往研究・関連文献の調査，研究計画の立案，研究の進
捗状況の報告を通じて，建築構造の中でも主にシェル・空
間構造に関する専門知識とそれを研究へ応用する能力を習
得することを目的としている。また，各自の研究内容に関
するプレゼンテーションを行い，指導教員ならびに研究発
表会における複数の教員とのディスカッションを通じてコ
ミュニケーション能力とコーディネート能力を習得する。

授業内容
［第１回］　 研究の進め方，研究テーマの選定
［第２回］　 既往研究・関連文献の調査1
［第３回］　 既往研究・関連文献の調査2
［第４回］　 研究計画の立案1
［第５回］　 研究計画の立案2
［第６回］　 研究進捗状況の報告1
［第７回］　 研究進捗状況の報告2
［第８回］　 研究進捗状況の報告3
［第９回］　 研究進捗状況の報告4
［第10回］　 研究進捗状況の報告5
［第11回］　 研究発表用資料の作成1
［第12回］　 研究発表用資料の作成2
［第13回］　 研究発表のプレゼンテーションの準備・練習
［第14回］　 研究発表

履修上の注意
　週1回の頻度で研究報告書に基づいて個別のミーティン
グを実施する。また，定期的に履修者全員による研究報告
会を開催し，研究テーマ毎に発表し，討論を行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に指定された専門書の該当箇所を読み，次回の報告
内容に関する専門用語について調べておくこと。また，復
習として，指摘された事項について確認すること。

教科書
　適宜研究に必要な専門書を指定する。

参考書
　適宜文献を紹介する。

成績評価の方法
　国内外における研究発表および研究ミーティングにおけ
る研究報告ならびに研究の進捗状況に基づいて成績評価を
行う。

その他

指導テーマ
　研究テーマとして，下記に示すようなものが挙げられる。
1） 制振・免震技術を利用した空間構造物の地震応答制御
2） 空間構造物と地盤の動的相互作用
3） 空間構造物の動的崩壊性状の解明と許容変形評価
4） 空間構造物の静的座屈性状の解明と座屈荷重評価
5） 形状最適化による空間構造物の構造性能の向上化
6） 空間構造物に用いる新形式部材の提案・開発
　など

― 237 ―



科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 熊谷　知彦

授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　地震，台風，積雪等に対して建築物の構造安全性を確保
するためには，それらの荷重下における建築物の挙動を把
握し，評価することが重要となる。本科目では，建築構造・
建築材料研究1に引き続き，シェル・空間構造を対象として，
構造力学，振動理論等に基づき，崩壊挙動，座屈挙動，制
振や免震による振動制御，形態創生などに関する研究を行
う。

〈到達目標〉
　既往研究・関連文献の調査，研究計画の立案，研究の進
捗状況の報告を通じて，建築構造の中でも主にシェル・空
間構造に関する専門知識とそれを研究へ応用する能力を習
得することを目的としている。また，各自の研究内容に関
するプレゼンテーションを行い，指導教員ならびに研究発
表会における複数の教員とのディスカッションを通じてコ
ミュニケーション能力とコーディネート能力を習得する。

授業内容
［第１回］　 研究の進捗状況の確認と研究計画の見直し
［第２回］　 研究計画の再構築
［第３回］　 研究進捗状況の報告1
［第４回］　 研究進捗状況の報告2
［第５回］　 研究進捗状況の報告3
［第６回］　 研究進捗状況の報告4
［第７回］　 研究進捗状況の報告5
［第８回］　 研究進捗状況の報告6
［第９回］　 研究進捗状況の報告7
［第10回］　 研究進捗状況の報告8
［第11回］　 論文・研究発表用資料の作成1
［第12回］　 論文・研究発表用資料の作成2
［第13回］　 研究発表のプレゼンテーションの準備・練習
［第14回］　 研究発表

履修上の注意
　週1回の頻度で研究報告書に基づいて個別のミーティン
グを実施する。また，定期的に履修者全員による研究報告
会を開催し，研究テーマ毎に発表し，討論を行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に指定された専門書の該当箇所を読み，次回の報告
内容に関する専門用語について調べておくこと。また，復
習として，指摘された事項について確認すること。

教科書
　適宜研究に必要な専門書を指定する。

参考書
　適宜文献を紹介する。

成績評価の方法
　国内外における研究発表および研究ミーティングにおけ
る研究報告ならびに研究の進捗状況に基づいて成績評価を
行う。

その他

指導テーマ
　研究テーマとして，下記に示すようなものが挙げられる。
1） 制振・免震技術を利用した空間構造物の地震応答制御
2） 空間構造物と地盤の動的相互作用
3） 空間構造物の動的崩壊性状の解明と許容変形評価
4） 空間構造物の静的座屈性状の解明と座屈荷重評価
5） 形状最適化による空間構造物の構造性能の向上化
6） 空間構造物に用いる新形式部材の提案・開発
　など
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科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 熊谷　知彦

授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　地震，台風，積雪等に対して建築物の構造安全性を確保
するためには，それらの荷重下における建築物の挙動を把
握し，評価することが重要となる。本科目では，建築構造・
建築材料研究2に引き続き，シェル・空間構造を対象として，
構造力学，振動理論等に基づき，振動性状，座屈挙動，制
振や免震による振動制御，形態創生などに関する研究を行
う。

〈到達目標〉
　既往研究・関連文献の調査，研究計画の立案，研究の進
捗状況の報告を通じて，建築構造の中でも主にシェル・空
間構造に関する専門知識とそれを研究へ応用する能力を習
得することを目的としている。また，各自の研究内容に関
するプレゼンテーションを行い，指導教員ならびに研究発
表会における複数の教員とのディスカッションを通じてコ
ミュニケーション能力とコーディネート能力を習得する。

授業内容
［第１回］　 研究の進捗状況の確認と研究計画の見直し
［第２回］　 研究計画の再構築
［第３回］　 研究進捗状況の報告1
［第４回］　 研究進捗状況の報告2
［第５回］　 研究進捗状況の報告3
［第６回］　 研究進捗状況の報告4
［第７回］　 研究進捗状況の報告5
［第８回］　 研究進捗状況の報告6
［第９回］　 研究進捗状況の報告7
［第10回］　 研究進捗状況の報告8
［第11回］　 論文・研究発表用資料の作成1
［第12回］　 論文・研究発表用資料の作成2
［第13回］　 研究発表のプレゼンテーションの準備・練習
［第14回］　 研究発表

履修上の注意
　週1回の頻度で研究報告書に基づいて個別のミーティン
グを実施する。また，定期的に履修者全員による研究報告
会を開催し，研究テーマ毎に発表し，討論を行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に指定された専門書の該当箇所を読み，次回の報告
内容に関する専門用語について調べておくこと。また，復
習として，指摘された事項について確認すること。

教科書
　適宜研究に必要な専門書を指定する。

参考書
　適宜文献を紹介する。

成績評価の方法
　国内外における研究発表および研究ミーティングにおけ
る研究報告ならびに研究の進捗状況に基づいて成績評価を
行う。

その他

指導テーマ
　研究テーマとして，下記に示すようなものが挙げられる。
1） 制振・免震技術を利用した空間構造物の地震応答制御
2） 空間構造物と地盤の動的相互作用
3） 空間構造物の動的崩壊性状の解明と許容変形評価
4） 空間構造物の静的座屈性状の解明と座屈荷重評価
5） 形状最適化による空間構造物の構造性能の向上化
6） 空間構造物に用いる新形式部材の提案・開発
　など
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科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 熊谷　知彦

授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　地震，台風，積雪等に対して建築物の構造安全性を確保
するためには，それらの荷重下における建築物の挙動を把
握し，評価することが重要となる。本科目では，建築構造・
建築材料研究3に引き続き，シェル・空間構造を対象として，
構造力学，振動理論等に基づき，振動性状，座屈挙動，制
振や免震による振動制御，形態創生などに関する研究を行
う。

〈到達目標〉
　既往研究・関連文献の調査，研究計画の立案，研究の進
捗状況の報告を通じて，建築構造の中でも主にシェル・空
間構造に関する専門知識とそれを研究へ応用する能力を習
得することを目的としている。また，各自の研究内容に関
するプレゼンテーションを行い，指導教員ならびに研究発
表会における複数の教員とのディスカッションを通じてコ
ミュニケーション能力とコーディネート能力を習得する。

授業内容
［第１回］　 研究の進捗状況の確認と研究計画の見直し
［第２回］　 研究計画の再構築
［第３回］　 研究進捗状況の報告1
［第４回］　 研究進捗状況の報告2
［第５回］　 研究進捗状況の報告3
［第６回］　 研究進捗状況の報告4
［第７回］　 研究進捗状況の報告5
［第８回］　 研究進捗状況の報告6
［第９回］　 研究進捗状況の報告7
［第10回］　 研究進捗状況の報告8
［第11回］　 論文・研究発表用資料の作成1
［第12回］　 論文・研究発表用資料の作成2
［第13回］　 研究発表のプレゼンテーションの準備・練習
［第14回］　 研究発表

履修上の注意
　週1回の頻度で研究報告書に基づいて個別のミーティン
グを実施する。また，定期的に履修者全員による研究報告
会を開催し，研究テーマ毎に発表し，討論を行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に指定された専門書の該当箇所を読み，次回の報告
内容に関する専門用語について調べておくこと。また，復
習として，指摘された事項について確認すること。

教科書
　適宜研究に必要な専門書を指定する。

参考書
　適宜文献を紹介する。

成績評価の方法
　国内外における研究発表および研究ミーティングにおけ
る研究報告ならびに研究の進捗状況に基づいて成績評価を
行うとともに，修士論文の研究成果および論文の内容等を
総合的に評価する。

その他

指導テーマ
　研究テーマとして，下記に示すようなものが挙げられる。
1） 制振・免震技術を利用した空間構造物の地震応答制御
2） 空間構造物と地盤の動的相互作用
3） 空間構造物の動的崩壊性状の解明と許容変形評価
4） 空間構造物の静的座屈性状の解明と座屈荷重評価
5） 形状最適化による空間構造物の構造性能の向上化
6） 空間構造物に用いる新形式部材の提案・開発
　など
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科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 小林　正人

授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　地震，台風，津波などの自然災害に対して，建物の居住
性や安全性を確保するには，その外乱の荷重効果と建物の
構造性能の評価が重要な課題となる。本科目では，構造力
学，振動・制御理論，構造解析技術を用いた，外乱の荷重
効果の制御（耐震，免震，制振）に関する研究を行う。

〈到達目標〉
　先行研究・関連文献の調査，研究計画の立案，研究の進
捗状況の報告を通じて，建築構造に関する専門知識とそれ
を研究へ応用する能力を修得する。また，各自の研究内容
に関するプレゼンテーションを行い，指導教員とのディス
カッションを通じてコミュニケーション能力とコーディ
ネート能力を修得する。

授業内容
［第１回］　 研究の進め方，研究テーマの選定
［第２回］　 先行研究・関連文献の調査1
［第３回］　 先行研究・関連文献の調査2
［第４回］　 研究計画の立案1
［第５回］　 研究計画の立案2
［第６回］　 研究進捗状況の報告1
［第７回］　 研究進捗状況の報告2
［第８回］　 研究進捗状況の報告3
［第９回］　 研究進捗状況の報告4
［第10回］　 研究進捗状況の報告5
［第11回］　 研究進捗状況の報告6
［第12回］　 研究発表用資料の作成
［第13回］　 研究発表のプレゼンテーションの準備・練習
［第14回］　 研究発表

履修上の注意
　定期的に履修者全員による意見交換会を開催し，研究
テーマごとに発表と討論を行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　履修者各自のテーマ・課題について，次のことを準備学
習として行うこと
授業前：各自のテーマ・課題に関する調査・研究資料をあら
かじめ作成し，授業時に提出・配布すること
授業後：各自のテーマ・課題に関する質疑・指摘事項への回
答，補足資料を作成すること

教科書
　特に定めない。
　研究内容に応じて適宜，資料を紹介する。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　国内外における研究発表および研究ミーティングにおけ
る研究報告ならびに研究の進捗状況に基づいて成績評価を
行う。

その他

指導テーマ
　主な研究テーマ
1） 制振デバイスを用いた建物の耐震性能の向上化に関する

研究
2） 免震建物の振動特性と地震応答性状，構造設計法に関す

る研究
3） 広帯域強震動に対する建物の地震応答評価に関する研究
4） 津波予想浸水地域における構造計画に関する研究
　など
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科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 小林　正人

授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　地震，台風，津波などの自然災害に対して，建物の居住
性や安全性を確保するには，その外乱の荷重効果と建物の
構造性能の評価が重要な課題となる。本科目では，建築構
造・建築材料研究1に引き続き，構造力学，振動・制御理論，
構造解析技術を用いた，外乱の荷重効果の制御（耐震，免震，
制振）に関する研究を行う。

〈到達目標〉
　先行研究・関連文献の調査，研究計画の立案，研究の進
捗状況の報告を通じて，建築構造に関する専門知識とそれ
を研究へ応用する能力を修得する。また，各自の研究内容
に関するプレゼンテーションを行い，指導教員とのディス
カッションを通じてコミュニケーション能力とコーディ
ネート能力を修得する。

授業内容
［第１回］　 研究の進捗状況の確認と研究計画の見直し
［第２回］　 研究計画の再構築
［第３回］　 研究進捗状況の報告1
［第４回］　 研究進捗状況の報告2
［第５回］　 研究進捗状況の報告3
［第６回］　 研究進捗状況の報告4
［第７回］　 研究進捗状況の報告5
［第８回］　 研究進捗状況の報告6
［第９回］　 研究進捗状況の報告7
［第10回］　 研究進捗状況の報告8
［第11回］　 研究進捗状況の報告9
［第12回］　 研究発表用資料の作成
［第13回］　 研究発表のプレゼンテーションの準備・練習
［第14回］　 研究発表

履修上の注意
　定期的に履修者全員による意見交換会を開催し，研究
テーマごとに発表と討論を行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　履修者各自のテーマ・課題について，次のことを準備学
習として行うこと
授業前：各自のテーマ・課題に関する調査・研究資料をあら
かじめ作成し，授業時に提出・配布すること
授業後：各自のテーマ・課題に関する質疑・指摘事項への回
答，補足資料を作成すること

教科書
　特に定めない。
　研究内容に応じて適宜，資料を紹介する。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　国内外における研究発表および研究ミーティングにおけ
る研究報告ならびに研究の進捗状況に基づいて成績評価を
行う。

その他

指導テーマ
　主な研究テーマ
1） 制振デバイスを用いた建物の耐震性能の向上化に関する

研究
2） 免震建物の振動特性と地震応答性状，構造設計法に関す

る研究
3） 広帯域強震動に対する建物の地震応答評価に関する研究
4） 津波予想浸水地域における構造計画に関する研究
　など
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科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 小林　正人

授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　地震，台風，津波などの自然災害に対して，建物の居住
性や安全性を確保するには，その外乱の荷重効果と建物の
構造性能の評価が重要な課題となる。本科目では，建築構
造・建築材料研究2に引き続き，構造力学，振動・制御理論，
構造解析技術を用いた，外乱の荷重効果の制御（耐震，免震，
制振）に関する研究を行う。

〈到達目標〉
　先行研究・関連文献の調査，研究計画の立案，研究の進
捗状況の報告を通じて，建築構造に関する専門知識とそれ
を研究へ応用する能力を修得する。また，各自の研究内容
に関するプレゼンテーションを行い，指導教員とのディス
カッションを通じてコミュニケーション能力とコーディ
ネート能力を修得する。

授業内容
［第１回］　 研究の進捗状況の確認と研究計画の見直し
［第２回］　 研究計画の再構築
［第３回］　 研究進捗状況の報告1
［第４回］　 研究進捗状況の報告2
［第５回］　 研究進捗状況の報告3
［第６回］　 研究進捗状況の報告4
［第７回］　 研究進捗状況の報告5
［第８回］　 研究進捗状況の報告6
［第９回］　 研究進捗状況の報告7
［第10回］　 研究進捗状況の報告8
［第11回］　 研究進捗状況の報告9
［第12回］　 研究発表用資料の作成
［第13回］　 研究発表のプレゼンテーションの準備・練習
［第14回］　 研究発表

履修上の注意
　定期的に履修者全員による意見交換会を開催し，研究
テーマごとに発表と討論を行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　履修者各自のテーマ・課題について，次のことを準備学
習として行うこと
授業前：各自のテーマ・課題に関する調査・研究資料をあら
かじめ作成し，授業時に提出・配布すること
授業後：各自のテーマ・課題に関する質疑・指摘事項への回
答，補足資料を作成すること

教科書
　特に定めない。
　研究内容に応じて適宜，資料を紹介する。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　国内外における研究発表および研究ミーティングにおけ
る研究報告ならびに研究の進捗状況に基づいて成績評価を
行う。

その他

指導テーマ
　主な研究テーマ
1） 制振デバイスを用いた建物の耐震性能の向上化に関する

研究
2） 免震建物の振動特性と地震応答性状，構造設計法に関す

る研究
3） 広帯域強震動に対する建物の地震応答評価に関する研究
4） 津波予想浸水地域における構造計画に関する研究
　など
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科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 小林　正人

授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　地震，台風，津波などの自然災害に対して，建物の居住
性や安全性を確保するには，その外乱の荷重効果と建物の
構造性能の評価が重要な課題となる。本科目では，建築構
造・建築材料研究3に引き続き，構造力学，振動・制御理論，
構造解析技術を用いた，外乱の荷重効果の制御（耐震，免震，
制振）に関する研究を行う。

〈到達目標〉
　先行研究・関連文献の調査，研究計画の立案，研究の進
捗状況の報告を通じて，建築構造に関する専門知識とそれ
を研究へ応用する能力を修得する。また，各自の研究内容
に関するプレゼンテーションを行い，指導教員とのディス
カッションを通じてコミュニケーション能力とコーディ
ネート能力を修得する。

授業内容
［第１回］　 研究の進捗状況の確認と研究計画の見直し
［第２回］　 研究計画の再構築
［第３回］　 研究進捗状況の報告1
［第４回］　 研究進捗状況の報告2
［第５回］　 研究進捗状況の報告3
［第６回］　 研究進捗状況の報告4
［第７回］　 研究進捗状況の報告5
［第８回］　 研究進捗状況の報告6
［第９回］　 研究進捗状況の報告7
［第10回］　 研究進捗状況の報告8
［第11回］　 研究進捗状況の報告9
［第12回］　 研究発表用資料の作成
［第13回］　 研究発表のプレゼンテーションの準備・練習
［第14回］　 研究発表

履修上の注意
　定期的に履修者全員による意見交換会を開催し，研究
テーマごとに発表と討論を行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　履修者各自のテーマ・課題について，次のことを準備学
習として行うこと
授業前：各自のテーマ・課題に関する調査・研究資料をあら
かじめ作成し，授業時に提出・配布すること
授業後：各自のテーマ・課題に関する質疑・指摘事項への回
答，補足資料を作成すること

教科書
　特に定めない。
　研究内容に応じて適宜，資料を紹介する。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　国内外における研究発表および研究ミーティングにおけ
る研究報告ならびに研究の進捗状況に基づいて成績評価を
行う。

その他

指導テーマ
　主な研究テーマ
1） 制振デバイスを用いた建物の耐震性能の向上化に関する

研究
2） 免震建物の振動特性と地震応答性状，構造設計法に関す

る研究
3） 広帯域強震動に対する建物の地震応答評価に関する研究
4） 津波予想浸水地域における構造計画に関する研究
　など
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科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 小山　明男

授業の概要・到達目標
　建築材料に関する知識と研究的アプローチの方法につい
て学ぶことを目的に，建築材料に関する研究を実施する。

授業内容
〔建築材料（建築材料の性能に関する研究）〕
　主に建築材料の要求性能に関する研究指導を行う。

［第１回～２回］　 建築材料に要求される性能と品質（その
1．要求性能とその推移）
　建築物の種類や建築物が受ける環境条
件が異なれば自ずと建築あるいはそれに
用いられる建築材料に要求される性能は
異なる。これに対して建築材料が有する
品質との関係を社会的な背景，技術開発
の推移などを分析しながら建築材料に要
求される性能を認識させる。

［第３回～４回］　 建築材料に要求される性能と品質（その
2．用途からみた要求性能）
　建築材料とは建築を構成するあらゆる
ところに使われる材料をいい，当然，使
用される用途・部位によって要求品質は
異なる。ここでは，構造材料・仕上材料
などの分類あるいは，柱，梁，壁，床，
屋根などの使用部位による分類ごとに建
築材料に要求される性能を整理・認識す
る。

［第５回～７回］　 建築材料の性能（その1．生産性）
　建築材料に要求される生産性は，コス
ト，品質確保などと密接に関わる性能で
あり，材料そのものの特性を生かす上で
も重要な要素となる。ここでは，数多い
工場生産品と異なり，建築現場において
生産される特殊な建築材料であるコンク
リートを中心に最新の技術を紹介し，建
築物に求められる要求品質と生産性確
保・向上のための技術のあり方について
習得する。

［第８回～ 10回］　 建築材料の性能（その2．安全性）
　建築材料のうち，構造材料には主とし
て地震に対する安全性が要求され，一方，
仕上げ材料には健康等に対する安全性が
要求される。ここでは，建築材料の種別・
用途ごとに要求される安全性とそのレベ
ルとを整理するとともに，安全性に関わ
る材料特性について習得する。

［第11回～13回］　 建築材料の性能（その3．耐久性）
　耐久性は，建築物の物理的な寿命を決
定する要素であり，環境に及ぼす影響に
も関連する重要な性能である。ここでは，
コンクリートを中心に耐久性に影響を及
ぼす劣化因子とそのメカニズムについて
学ぶ。また，建築物の寿命と耐久性につ
いて，メンテナンスなども含めて耐久性
確保のために必要な条件を考える。

［第14回］　　　　建築材料が及ぼす環境影響
　省資源・省エネルギー，地球温暖化，
有害物排出，健康など個々の環境影響を
地球環境，地域環境，室内居住環境など
に分類・整理し，これらの環境影響に建
築材料が及ぼす因子について考える。さ
らに，今後の建築材料・建築生産に求め

られる環境配慮要件およびLCA手法に
ついて習得する。

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究テーマに係わる基礎知識について，復習しておくこ
と。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究の進捗状況に応じ，研究計画，実施，考察といった
内容で毎週打合せを行う。計画性，実行力を含めた研究成
果によって評価する。

その他

指導テーマ
　個別の研究テーマとして以下のようなものがあげられ
る。
A． コンクリートの品質評価および材料設計手法に関する

研究
　・多孔質骨材コンクリートの開発ならびに品質評価方法
　・コンクリート用混和材料が品質に及ぼす影響
　・RC建築物の耐用年数予測および補修方法の評価
B．資源循環型建築材料の開発・研究
　・副産物を用いたコンクリートの構造部材への適用
　・廃プラスチックを利用したリサイクル製品の開発
　・解体工事および建設廃棄物処理の適正化に関する研究
C．建築仕上げ材に関する研究
　・非構造帳壁の耐震安全性に関する研究
　・タイル剥落防止方法とその評価方法に関する研究
　・窯業系外装材の長期耐久性に関する研究
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科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 小山　明男

授業の概要・到達目標
　建築材料に関する知識と研究的アプローチの方法につい
て学ぶことを目的に，建築材料に関する研究を実施する。

授業内容
〔建築材料（建築材料の性能に関する研究）〕
　主に建築材料の性能・品質評価に関する研究指導を行う。

［第１回～５回］　 評価の仕組みと基本的な考え方
　第三者評価をはじめとした建築材料
の性能評価に関する社会的な仕組みにつ
いて認識する。また，事例を通じて評価
に対する基本的な考え方を紹介し，個別
の研究成果などに対する一般的な評価に
ついて，評価を受ける側のアプローチの
仕方，考え方および表現の仕方を習得す
る。

［第６回～ 10回］　 建築材料に要求される性能と品質確保の
ための技術の要点について概説し，品質
の保証システムのあり方について考え
る。また，全体的な品質確保の重要性を
認識し，相反する個々の要求性能に関し
て，プライオリティ，バランスを考えな
がら最適な品質確保のための材料設計の
手法について習得する。

［第11回～14回］　 個別研究
　研究的アプローチの仕方として研究目
的・背景の明確化，既往研究・データベー
スの活用，研究計画，結果のまとめ方，
成果の公表方法などについて習得する。

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究テーマに係わる基礎知識について，復習しておくこ
と。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究の進捗状況に応じ，研究計画，実施，考察といった
内容で毎週打合せを行う。計画性，実行力を含めた研究成
果によって評価する。

その他

指導テーマ
　個別の研究テーマとして以下のようなものがあげられ
る。
A． コンクリートの品質評価および材料設計手法に関する

研究
　・多孔質骨材コンクリートの開発ならびに品質評価方法
　・コンクリート用混和材料が品質に及ぼす影響
　・RC建築物の耐用年数予測および補修方法の評価
B．資源循環型建築材料の開発・研究
　・副産物を用いたコンクリートの構造部材への適用
　・廃プラスチックを利用したリサイクル製品の開発
　・解体工事および建設廃棄物処理の適正化に関する研究
C．建築仕上げ材に関する研究
　・非構造帳壁の耐震安全性に関する研究
　・タイル剥落防止方法とその評価方法に関する研究
　・窯業系外装材の長期耐久性に関する研究
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科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 小山　明男

授業の概要・到達目標
　建築材料に関する知識と研究的アプローチの方法につい
て学ぶことを目的に，建築材料に関する研究を実施する。

授業内容
〔建築材料（建築材料の性能に関する研究）〕
　主に建築材料の要求性能に関する研究指導を行う。

［第１回～２回］　 建築材料に要求される性能と品質（その
1．要求性能とその推移）
　建築物の種類や建築物が受ける環境条
件が異なれば自ずと建築あるいはそれに
用いられる建築材料に要求される性能は
異なる。これに対して建築材料が有する
品質との関係を社会的な背景，技術開発
の推移などを分析しながら建築材料に要
求される性能を認識させる。

［第３回～４回］　 建築材料に要求される性能と品質（その
2．用途からみた要求性能）
　建築材料とは建築を構成するあらゆる
ところに使われる材料をいい，当然，使
用される用途・部位によって要求品質は
異なる。ここでは，構造材料・仕上材料
などの分類あるいは，柱，梁，壁，床，
屋根などの使用部位による分類ごとに建
築材料に要求される性能を整理・認識す
る。

［第５回～７回］　 建築材料の性能（その1．生産性）
　建築材料に要求される生産性は，コス
ト，品質確保などと密接に関わる性能で
あり，材料そのものの特性を生かす上で
も重要な要素となる。ここでは，数多い
工場生産品と異なり，建築現場において
生産される特殊な建築材料であるコンク
リートを中心に最新の技術を紹介し，建
築物に求められる要求品質と生産性確
保・向上のための技術のあり方について
習得する。

［第８回～ 10回］　 建築材料の性能（その2．安全性）
　建築材料のうち，構造材料には主とし
て地震に対する安全性が要求され，一方，
仕上げ材料には健康等に対する安全性が
要求される。ここでは，建築材料の種別・
用途ごとに要求される安全性とそのレベ
ルとを整理するとともに，安全性に関わ
る材料特性について習得する。

［第11回～13回］　 建築材料の性能（その3．耐久性）
　耐久性は，建築物の物理的な寿命を決
定する要素であり，環境に及ぼす影響に
も関連する重要な性能である。ここでは，
コンクリートを中心に耐久性に影響を及
ぼす劣化因子とそのメカニズムについて
学ぶ。また，建築物の寿命と耐久性につ
いて，メンテナンスなども含めて耐久性
確保のために必要な条件を考える。

［第14回］　　　　 建築材料が及ぼす環境影響
　省資源・省エネルギー，地球温暖化，
有害物排出，健康など個々の環境影響を
地球環境，地域環境，室内居住環境など
に分類・整理し，これらの環境影響に建
築材料が及ぼす因子について考える。さ
らに，今後の建築材料・建築生産に求め

られる環境配慮要件およびLCA手法に
ついて習得する。

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究テーマに係わる基礎知識について，復習しておくこ
と。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究の進捗状況に応じ，研究計画，実施，考察といった
内容で毎週打合せを行う。修士論文の内容および研究発表
によって評価する。

その他

指導テーマ
　個別の研究テーマとして以下のようなものがあげられ
る。
A． コンクリートの品質評価および材料設計手法に関する

研究
　・多孔質骨材コンクリートの開発ならびに品質評価方法
　・コンクリート用混和材料が品質に及ぼす影響
　・RC建築物の耐用年数予測および補修方法の評価
B．資源循環型建築材料の開発・研究
　・副産物を用いたコンクリートの構造部材への適用
　・廃プラスチックを利用したリサイクル製品の開発
　・解体工事および建設廃棄物処理の適正化に関する研究
C．建築仕上げ材に関する研究
　・非構造帳壁の耐震安全性に関する研究
　・タイル剥落防止方法とその評価方法に関する研究
　・窯業系外装材の長期耐久性に関する研究
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科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 小山　明男

授業の概要・到達目標
　建築材料に関する知識と研究的アプローチの方法につい
て学ぶことを目的に，建築材料に関する研究を実施する。

授業内容
〔建築材料（建築材料の性能に関する研究）〕
　主に建築材料の性能・品質評価に関する研究指導を行う。

［第１回～５回］　 評価の仕組みと基本的な考え方
　第三者評価をはじめとした建築材料
の性能評価に関する社会的な仕組みにつ
いて認識する。また，事例を通じて評価
に対する基本的な考え方を紹介し，個別
の研究成果などに対する一般的な評価に
ついて，評価を受ける側のアプローチの
仕方，考え方および表現の仕方を習得す
る。

［第６回～ 10回］　 建築材料に要求される性能と品質確保の
ための技術の要点について概説し，品
質の保証システムのあり方について考
える。また，全体的な品質確保の重要
性を認識し，相反する個々の要求性能
に関して，プライオリティ，バランス
を考えながら最適な品質確保のための
材料設計の手法について習得する。

［第11回～14回］　 個別研究
　研究的アプローチの仕方として研究目
的・背景の明確化，既往研究・データベー
スの活用，研究計画，結果のまとめ方，
成果の公表方法などについて習得する。

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究テーマに係わる基礎知識について，復習しておくこ
と。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究の進捗状況に応じ，研究計画，実施，考察といった
内容で毎週打合せを行う。修士論文の内容および研究発表
によって評価する。

その他

指導テーマ
　個別の研究テーマとして以下のようなものがあげられ
る。
A． コンクリートの品質評価および材料設計手法に関する

研究
　・多孔質骨材コンクリートの開発ならびに品質評価方法
　・コンクリート用混和材料が品質に及ぼす影響
　・RC建築物の耐用年数予測および補修方法の評価
B．資源循環型建築材料の開発・研究
　・副産物を用いたコンクリートの構造部材への適用
　・廃プラスチックを利用したリサイクル製品の開発
　・解体工事および建設廃棄物処理の適正化に関する研究
C．建築仕上げ材に関する研究
　・非構造帳壁の耐震安全性に関する研究
　・タイル剥落防止方法とその評価方法に関する研究
　・窯業系外装材の長期耐久性に関する研究
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科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築環境・建築設備研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 酒井　孝司

授業の概要・到達目標
　概要：地球環境問題の顕在化に伴い，建物の環境負荷低
減が極めて重要な課題となっている。建物における環境負
荷の大部分は，建築環境・設備分野が担っており，長期的
な対策を講じる必要がある。熱・空気環境分野においては，
自然エネルギーの有効利用やエネルギー消費量の低減手法
に関する研究の推進が急務となっている。環境負荷低減方
法は，建物内の熱移動プロセスの基本的特性と気候特性の
組み合わせにより構築される。従って，建築内外の物理現
象を建築計画原論的なアプローチで個別に評価すること
が，新たな手法構築の基礎になると考えられる。これらを
背景に，実測・数値解析手法を用いた物理現象の基本特性
把握，非定常室内温熱環境数値予測法の確立に関する研究
を行う。個別の研究テーマとして，自然エネルギーの利用
可能性検証，環境共生手法の効果検証，熱・空気移動現象
の解明，熱・湿気移動現象の解明などが挙げられる。
　到達目標：本講義では，ミーティングにおける研究報告，
研究討議における積極性や論理性を講義で実践的に行い，
学会への参加・発表可能な水準に達することを到達目標と
する。

授業内容
［第１回］　 環境・設備研究のテーマ解説
［第２回］　 研究計画の策定
［第３回～ 13回］　 研究進捗状況のレポート
［第14回］　 研究成果レポートの提出

履修上の注意
　建築環境・設備に関する科目を受講していることが望ま
しい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義では，各自研究テーマの進捗状況を毎回確認する。
　時間外に，各自研究テーマに対する学会誌等の文献調査，
予備検討，プレゼン資料作成等を行う。

教科書
　適宜，資料配布。

参考書
　適宜，紹介する。

成績評価の方法
　研究ミーティングにおける研究報内容，研究討議におけ
る積極性や論理性，研究成果レポートの内容，学会への参
加・発表，研究に対する全般的な姿勢等を総合的に評価す
る。環境設備研究者として，理解すべき水準に達している
か否かで判定し，その下限を60％とする。

その他

指導テーマ
①太陽エネルギーの利用可能性検証
　太陽熱の暖房利用を目的とした蓄熱・集熱装置の開発
　都市表層の日射反射率がヒートアイランドに及ぼす影響
の解析
②熱・空気移動現象の解明
　冷暖房室内の温熱環境実測・気流解析
　壁面における熱伝達現象の実測・数値解析
　建物出入り口における外気侵入現象の実測・数値解析
③環境共生手法の効果検証
　通風・夜間換気・地中熱利用の効果検証
　環境共生住宅の温熱環境の実測評価
④人体の快適性評価
　日射・熱放射環境解析手法の構築
　温冷感指標・人体生理反応モデルの構築
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科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築環境・建築設備研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 酒井　孝司

授業の概要・到達目標
　概要：地球環境問題の顕在化に伴い，建物の環境負荷低
減が極めて重要な課題となっている。建物における環境負
荷の大部分は，建築環境・設備分野が担っており，長期的
な対策を講じる必要がある。熱・空気環境分野においては，
自然エネルギーの有効利用やエネルギー消費量の低減手法
に関する研究の推進が急務となっている。環境負荷低減方
法は，建物内の熱移動プロセスの基本的特性と気候特性の
組み合わせにより構築される。従って，建築内外の物理現
象を建築計画原論的なアプローチで個別に評価すること
が，新たな手法構築の基礎になると考えられる。これらを
背景に，建築環境・建築設備研究1に引き続き，実測・数値
解析手法を用いた物理現象の基本特性把握，非定常室内温
熱環境数値予測法の確立に関する研究を行う。個別の研究
テーマとして，自然エネルギーの利用可能性検証，環境共
生手法の効果検証，熱・空気移動現象の解明，熱・湿気移動
現象の解明などが挙げられる。
　到達目標：本講義では，ミーティングにおける研究報告，
研究討議における積極性や論理性を講義で実践的に行い，
学会への参加・発表可能な水準に達することを到達目標と
する。

授業内容
［第１回］　 環境・設備研究テーマの自己点検
［第２回］　 研究計画の再設定
［第３回～ 13回］　 研究進捗状況のレポート
［第14回］　 研究成果レポートの提出

履修上の注意
　建築環境・設備に関する科目を受講していることが望ま
しい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義では，各自研究テーマの進捗状況を毎回確認する。
　時間外に，各自研究テーマに対する学会誌等の文献調査，
予備検討，プレゼン資料作成等を行う。

教科書
　特になし。適宜，資料配布。

参考書
　特になし。適宜，紹介する。

成績評価の方法
　研究ミーティングにおける研究報内容，研究討議におけ
る積極性や論理性，研究成果レポートの内容，学会への参
加・発表，研究に対する全般的な姿勢等を総合的に評価す
る。環境設備研究者として，理解すべき水準に達している
か否かで判定し，その下限を60％とする。

その他

指導テーマ
①太陽エネルギーの利用可能性検証
　太陽熱の暖房利用を目的とした蓄熱・集熱装置の開発
　都市表層の日射反射率がヒートアイランドに及ぼす影響
の解析
②熱・空気移動現象の解明
　冷暖房室内の温熱環境実測・気流解析
　壁面における熱伝達現象の実測・数値解析
　建物出入り口における外気侵入現象の実測・数値解析
③環境共生手法の効果検証
　通風・夜間換気・地中熱利用の効果検証
　環境共生住宅の温熱環境の実測評価
④人体の快適性評価
　日射・熱放射環境解析手法の構築
　温冷感指標・人体生理反応モデルの構築
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科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築環境・建築設備研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 酒井　孝司

授業の概要・到達目標
　概要：地球環境問題の顕在化に伴い，建物の環境負荷低
減が極めて重要な課題となっている。建物における環境負
荷の大部分は，建築環境・設備分野が担っており，長期的
な対策を講じる必要がある。熱・空気環境分野においては，
自然エネルギーの有効利用やエネルギー消費量の低減手法
に関する研究の推進が急務となっている。環境負荷低減方
法は，建物内の熱移動プロセスの基本的特性と気候特性の
組み合わせにより構築される。従って，建築内外の物理現
象を建築計画原論的なアプローチで個別に評価すること
が，新たな手法構築の基礎になると考えられる。これらを
背景に，建築環境・建築設備研究2に引き続き，実測・数値
解析手法を用いた物理現象の基本特性把握，非定常室内温
熱環境数値予測法の確立に関する研究を行う。個別の研究
テーマとして，自然エネルギーの利用可能性検証，環境共
生手法の効果検証，熱・空気移動現象の解明，熱・湿気移動
現象の解明などが挙げられる。
　到達目標：本講義では，ミーティングにおける研究報告，
研究討議における積極性や論理性を講義で実践的に行い，
学会への参加・発表可能な水準に達することを到達目標と
する。

授業内容
［第１回］　 研究計画の再構築
［第２回～ 13回］　 研究進捗状況のレポート
［第14回］　 研究成果レポートの提出

履修上の注意
　建築環境・設備に関する科目を受講していることが望ま
しい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義では，各自研究テーマの進捗状況を毎回確認する。
　時間外に，各自研究テーマに対する学会誌等の文献調査，
予備検討，プレゼン資料作成等を行う。

教科書
　特になし。適宜，資料配布。

参考書
　特になし。適宜，紹介する。

成績評価の方法
　研究ミーティングにおける研究報内容，研究討議におけ
る積極性や論理性，研究成果レポートの内容，学会への参
加・発表，研究に対する全般的な姿勢等を総合的に評価す
る。環境設備研究者として，理解すべき水準に達している
か否かで判定し，その下限を60％とする。

その他

指導テーマ
①太陽エネルギーの利用可能性検証
　太陽熱の暖房利用を目的とした蓄熱・集熱装置の開発
　都市表層の日射反射率がヒートアイランドに及ぼす影響
の解析
②熱・空気移動現象の解明
　冷暖房室内の温熱環境実測・気流解析
　壁面における熱伝達現象の実測・数値解析
　建物出入り口における外気侵入現象の実測・数値解析
③環境共生手法の効果検証
　通風・夜間換気・地中熱利用の効果検証
　環境共生住宅の温熱環境の実測評価
④人体の快適性評価
　日射・熱放射環境解析手法の構築
　温冷感指標・人体生理反応モデルの構築
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科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築環境・建築設備研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 酒井　孝司

授業の概要・到達目標
　概要：地球環境問題の顕在化に伴い，建物の環境負荷低
減が極めて重要な課題となっている。建物における環境負
荷の大部分は，建築環境・設備分野が担っており，長期的
な対策を講じる必要がある。熱・空気環境分野においては，
自然エネルギーの有効利用やエネルギー消費量の低減手法
に関する研究の推進が急務となっている。環境負荷低減方
法は，建物内の熱移動プロセスの基本的特性と気候特性の
組み合わせにより構築される。従って，建築内外の物理現
象を建築計画原論的なアプローチで個別に評価すること
が，新たな手法構築の基礎になると考えられる。これらを
背景に，建築環境・建築設備研究3に引き続き，実測・数値
解析手法を用いた物理現象の基本特性把握，非定常室内温
熱環境数値予測法の確立に関する研究を行う。個別の研究
テーマとして，自然エネルギーの利用可能性検証，環境共
生手法の効果検証，熱・空気移動現象の解明，熱・湿気移動
現象の解明などが挙げられる。
　到達目標：本講義では，ミーティングにおける研究報告，
研究討議における積極性や論理性を講義で実践的に行い，
修士論文を完成させることを到達目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究計画の再確認
［第２回～ 13回］　研究進捗状況および修士論文の進捗状
況レポート

［第14回］　 論文内容の最終確認

履修上の注意
　建築環境・設備に関する科目を受講していることが望ま
しい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義では，各自研究テーマの進捗状況を毎回確認する。
　時間外に，修士論文作成，プレゼン資料作成等を行う。

教科書
　特になし。適宜，資料配布。

参考書
　特になし。適宜，紹介する。

成績評価の方法
　研究ミーティングにおける研究報内容，研究討議におけ
る積極性や論理性，研究成果レポートの内容，学会への参
加・発表，研究に対する全般的な姿勢等を総合的に評価す
る。環境設備研究者として，理解すべき水準に達している
か否かで判定し，その下限を60％とする。

その他

指導テーマ
①太陽エネルギーの利用可能性検証
　太陽熱の暖房利用を目的とした蓄熱・集熱装置の開発
　都市表層の日射反射率がヒートアイランドに及ぼす影響
の解析
②熱・空気移動現象の解明
　冷暖房室内の温熱環境実測・気流解析
　壁面における熱伝達現象の実測・数値解析
　建物出入り口における外気侵入現象の実測・数値解析
③環境共生手法の効果検証
　通風・夜間換気・地中熱利用の効果検証
　環境共生住宅の温熱環境の実測評価
④人体の快適性評価
　日射・熱放射環境解析手法の構築
　温冷感指標・人体生理反応モデルの構築
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科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 晉　沂雄

授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　本講義では日本のみならず世界各地の地震被害を軽減す
べく，コンクリート系建物の耐震性能を検討・評価すると
ともに，その耐震性能を向上させるための研究に取り組む。
より具体的には，代表的な構造形式である鉄筋コンクリー
ト（RC）構造，鋼材に緊張力を与え長スパン化・軽量化した
プレストレストコンクリート（PC）構造，また無補強組積
造（URM）壁を有するRC造建物における耐震安全性を実験
および解析的に検討する。そして各種設計指針や規準等に
盛り込むことを目指し，その成果の実用化に向けた研究を
行う。

〈授業の目標〉
　研究の推進に当たり，既往の研究・関連文献の調査，研
究計画の立案，研究の進捗状況の報告を通じて，建築構造
に関する専門知識とそれを研究へ応用する能力を習得する
ことを目的としている。また，各自の研究内容に関するプ
レゼンテーションを行い，指導教員並びに研究発表会にお
ける複数の教員とのディスカッションを通じてコミュニ
ケーション能力とコーディネート能力を習得することを目
的としている。

授業内容
［第１回］　 研究テーマの解説，研究の進め方
［第２回］　 既往研究・関連文献の調査1
［第３回］　 既往研究・関連文献の調査2
［第４回］　 研究計画の立案1
［第５回］　 研究計画の立案2
［第６回］　 研究進捗状況の報告1
［第７回］　 研究進捗状況の報告2
［第８回］　 研究進捗状況の報告3
［第９回］　 研究進捗状況の報告4
［第10回］　 研究進捗状況の報告5
［第11回］　 研究進捗状況の報告6
［第12回］　 研究発表用資料の作成
［第13回］　 研究発表のプレゼンテーションの準備・練習
［第14回］　 研究発表
〈研究テーマの例〉
1） 鉄筋コンクリート（RC）構造における耐震性能の評価及

び向上化に関する研究
2） プレストレストコンクリート（PC）構造における耐震性

能の評価及び向上化に関する研究
3） 無補強組積造（URM）壁を有するRC構造における耐震性

能の評価及び向上化に関する研究
など。

履修上の注意
　研究テーマは，鉄筋コンクリート構造及び建築構造分野
に関する科目との関連性が深いので，これらの科目を履修
していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究分野の既往の研究を十分に探求することが最も重要
であり，理解した内容を討論することが望まれる。

教科書
　日本建築学会出版の構造関係書籍

参考書
　日本建築学会，日本コンクリート工学会，日本地震工学
会，ACI，FEMA，EERI等の指針及び学術論文誌

成績評価の方法
　研究発表及び研究打ち合わせにおける研究報告並びに研
究の進捗状況に基づいて成績を評価する。

その他
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科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 晉　沂雄

授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　本講義では日本のみならず世界各地の地震被害を軽減す
べく，コンクリート系建物の耐震性能を検討・評価すると
ともに，その耐震性能を向上させるための研究に取り組む。
より具体的には，代表的な構造形式である鉄筋コンクリー
ト（RC）構造，鋼材に緊張力を与え長スパン化・軽量化した
プレストレストコンクリート（PC）構造，また無補強組積
造（URM）壁を有するRC造建物における耐震安全性を実験
および解析的に検討する。そして各種設計指針や規準等に
盛り込むことを目指し，その成果の実用化に向けた研究を
行う。

〈授業の目標〉
　研究の推進に当たり，既往の研究・関連文献の調査，研
究計画の立案，研究の進捗状況の報告を通じて，建築構造
に関する専門知識とそれを研究へ応用する能力を習得する
ことを目的としている。また，各自の研究内容に関するプ
レゼンテーションを行い，指導教員並びに研究発表会にお
ける複数の教員とのディスカッションを通じてコミュニ
ケーション能力とコーディネート能力を習得することを目
的としている。

授業内容
［第１回］　 研究の進捗状況の確認及び研究計画の見直し
［第２回］　 研究計画の再構築
［第３回］　 研究進捗状況の報告1
［第４回］　 研究進捗状況の報告2
［第５回］　 研究進捗状況の報告3
［第６回］　 研究進捗状況の報告4
［第７回］　 研究進捗状況の報告5
［第８回］　 研究進捗状況の報告6
［第９回］　 研究進捗状況の報告7
［第10回］　 研究進捗状況の報告8
［第11回］　 研究進捗状況の報告9
［第12回］　 研究発表用資料の作成
［第13回］　 研究発表のプレゼンテーションの準備・練習
［第14回］　 研究発表
〈研究テーマの例〉
1） 鉄筋コンクリート（RC）構造における耐震性能の評価及

び向上化に関する研究
2） プレストレストコンクリート（PC）構造における耐震性

能の評価及び向上化に関する研究
3） 無補強組積造（URM）壁を有するRC構造における耐震性

能の評価及び向上化に関する研究
など。

履修上の注意
　研究テーマは，鉄筋コンクリート構造及び建築構造分野
に関する科目との関連性が深いので，これらの科目を履修
していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究分野の既往の研究を十分に探求することが最も重要
であり，理解した内容を討論することが望まれる。

教科書
　日本建築学会出版の構造関係書籍

参考書
　日本建築学会，日本コンクリート工学会，日本地震工学
会，ACI，FEMA，EERI等の指針及び学術論文誌

成績評価の方法
　研究発表及び研究打ち合わせにおける研究報告並びに研
究の進捗状況に基づいて成績を評価する。

その他
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科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 晉　沂雄

授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　本講義では日本のみならず世界各地の地震被害を軽減す
べく，コンクリート系建物の耐震性能を検討・評価すると
ともに，その耐震性能を向上させるための研究に取り組む。
より具体的には，代表的な構造形式である鉄筋コンクリー
ト（RC）構造，鋼材に緊張力を与え長スパン化・軽量化した
プレストレストコンクリート（PC）構造，また無補強組積
造（URM）壁を有するRC造建物における耐震安全性を実験
および解析的に検討する。そして各種設計指針や規準等に
盛り込むことを目指し，その成果の実用化に向けた研究を
行う。

〈授業の目標〉
　研究の推進に当たり，既往の研究・関連文献の調査，研
究計画の立案，研究の進捗状況の報告を通じて，建築構造
に関する専門知識とそれを研究へ応用する能力を習得する
ことを目的としている。また，各自の研究内容に関するプ
レゼンテーションを行い，指導教員並びに研究発表会にお
ける複数の教員とのディスカッションを通じてコミュニ
ケーション能力とコーディネート能力を習得することを目
的としている。

授業内容
［第１回］　 研究の進捗状況の確認及び研究計画の見直し
［第２回］　 研究計画の再構築
［第３回］　 研究進捗状況の報告1
［第４回］　 研究進捗状況の報告2
［第５回］　 研究進捗状況の報告3
［第６回］　 研究進捗状況の報告4
［第７回］　 研究進捗状況の報告5
［第８回］　 研究進捗状況の報告6
［第９回］　 研究進捗状況の報告7
［第10回］　 研究進捗状況の報告8
［第11回］　 研究進捗状況の報告9
［第12回］　 研究発表用資料の作成
［第13回］　 研究発表のプレゼンテーションの準備・練習
［第14回］　 研究発表
〈研究テーマの例〉
1） 鉄筋コンクリート（RC）構造における耐震性能の評価及

び向上化に関する研究
2） プレストレストコンクリート（PC）構造における耐震性

能の評価及び向上化に関する研究
3） 無補強組積造（URM）壁を有するRC構造における耐震性

能の評価及び向上化に関する研究
など。

履修上の注意
　研究テーマは，鉄筋コンクリート構造及び建築構造分野
に関する科目との関連性が深いので，これらの科目を履修
していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究分野の既往の研究を十分に探求することが最も重要
であり，理解した内容を討論することが望まれる。

教科書
　日本建築学会出版の構造関係書籍

参考書
　日本建築学会，日本コンクリート工学会，日本地震工学
会，ACI，FEMA，EERI等の指針及び学術論文誌

成績評価の方法
　研究発表及び研究打ち合わせにおける研究報告並びに研
究の進捗状況に基づいて成績を評価する。

その他
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科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 晉　沂雄

授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　本講義では日本のみならず世界各地の地震被害を軽減す
べく，コンクリート系建物の耐震性能を検討・評価すると
ともに，その耐震性能を向上させるための研究に取り組む。
より具体的には，代表的な構造形式である鉄筋コンクリー
ト（RC）構造，鋼材に緊張力を与え長スパン化・軽量化した
プレストレストコンクリート（PC）構造，また無補強組積
造（URM）壁を有するRC造建物における耐震安全性を実験
および解析的に検討する。そして各種設計指針や規準等に
盛り込むことを目指し，その成果の実用化に向けた研究を
行う。

〈授業の目標〉
　研究の推進に当たり，既往の研究・関連文献の調査，研
究計画の立案，研究の進捗状況の報告を通じて，建築構造
に関する専門知識とそれを研究へ応用する能力を習得する
ことを目的としている。また，各自の研究内容に関するプ
レゼンテーションを行い，指導教員並びに研究発表会にお
ける複数の教員とのディスカッションを通じてコミュニ
ケーション能力とコーディネート能力を習得することを目
的としている。

授業内容
［第１回］　 研究の進捗状況の確認及び研究計画の見直し
［第２回］　 研究計画の再構築
［第３回］　 研究進捗状況の報告1
［第４回］　 研究進捗状況の報告2
［第５回］　 研究進捗状況の報告3
［第６回］　 研究進捗状況の報告4
［第７回］　 研究進捗状況の報告5
［第８回］　 研究進捗状況の報告6
［第９回］　 研究進捗状況の報告7
［第10回］　 研究進捗状況の報告8
［第11回］　 研究進捗状況の報告9
［第12回］　 研究発表用資料の作成
［第13回］　 研究発表のプレゼンテーションの準備・練習
［第14回］　 研究発表
〈研究テーマの例〉
1） 鉄筋コンクリート（RC）構造における耐震性能の評価及

び向上化に関する研究
2） プレストレストコンクリート（PC）構造における耐震性

能の評価及び向上化に関する研究
3） 無補強組積造（URM）壁を有するRC構造における耐震性

能の評価及び向上化に関する研究
など。

履修上の注意
　研究テーマは，鉄筋コンクリート構造及び建築構造分野
に関する科目との関連性が深いので，これらの科目を履修
していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究分野の既往の研究を十分に探求することが最も重要
であり，理解した内容を討論することが望まれる。

教科書
　日本建築学会出版の構造関係書籍

参考書
　日本建築学会，日本コンクリート工学会，日本地震工学
会，ACI，FEMA，EERI等の指針及び学術論文誌

成績評価の方法
　研究発表及び研究打ち合わせにおける研究報告並びに研
究の進捗状況に基づいて成績を評価する。

その他
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科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 富澤　徹弥

授業の概要・到達目標
（到達目標）
　構造技術者にとって現状の建築構造に関する問題点の抽
出・提起とその解決法の解明，技術の改良および新技術の
開発は極めて重要な課題であり，構造技術者を目指す者は
これらに対応する能力を養成する必要がある。
　建築構造・建築材料研究1では，耐震設計や構造物の振動
制御などに関する新しい技術を課題とし，その研究を行う
ために必要な既往の研究・関連文献の調査，既往の技術の
問題点の抽出・提起とその解決法の解明などを行い，研究
計画を立案する。これらの研究を通じて，建築構造に関す
る専門知識とそれを研究へ応用する能力を修得することを
目的としている。また，各自の研究内容に関するプレゼン
テーションを行い，指導教員ならびに学外の研究者や実務
者とのディスカッションを通じてコミュニケーション能力
とコーディネート能力を習得することを目的としている。

授業内容
［第１回］　 研究の進め方，研究テーマの解説
［第２回］～［第13回］　 既往研究・関連文献の調査
研究計画の立案
研究進捗状況の報告
研究発表用資料の作成
研究発表のプレゼンテーションの準備・練習

［第14回］　 研究成果の報告と講評
〈研究テーマの例〉
　建築構造・建築材料研究の具体的な課題例を以下に記す。
　1）構造物の振動制御に関する研究
　2）応答制御構造の設計法に関する研究
　3）建築構造に用いる特殊材料・構法に関する研究
　4）大振幅地震動に対する構造物の挙動に関する研究
など

履修上の注意
　建築構造・建築材料研究1で扱う内容は，建築構造に関す
る科目との関連が深いため，建築構造に関する科目を履修
していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　履修者各自のテーマ・課題について，次のことを準備学
習として行うこと
　授業前：各自のテーマ・課題について関連する資料を収集
し，その概要を理解しておくこと。また，その内容を資料
としてまとめ，授業時に提出・配布すること
　授業後：各自のテーマ・課題に対する質疑・指摘事項への
回答，補足資料を作成すること

教科書
　特に指定しない。必要に応じて関連資料を配布する。

参考書
　特に指定しない。必要に応じて関連資料を配布する。

成績評価の方法
　評価の配点は研究への取り組み20％，研究計画の立案
40％・発表40％とし，合計が満点の60％以上を単位修得の
条件とする。

その他

科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 富澤　徹弥

授業の概要・到達目標
（到達目標）
　構造技術者にとって現状の建築構造に関する問題点の抽
出・提起とその解決法の解明，技術の改良および新技術の
開発は極めて重要な課題であり，構造技術者を目指す者は
これらに対応する能力を養成する必要がある。
　建築構造・建築材料研究2では，建築構造・建築材料研究
1で立案した研究計画に基づき，耐震設計や構造物の振動
制御などの新しい技術の研究を行うとともにその成果を論
文としてまとめることにより，建築構造に関する専門知識
とそれを研究へ応用する能力を習得することを目的として
いる。また，各自の研究内容に関するプレゼンテーション
を行い，指導教員ならびに研究発表会における複数の教員
とのディスカッションを通じてコミュニケーション能力と
コーディネート能力を習得することを目的としている。

授業内容
［第１回］　 研究の進捗状況の確認と研究計画の見直し
［第２回］　 研究計画の再構築
［第３回］～［第10回］　 研究進捗状況の報告
［第11回］～［第12回］　 研究発表用資料の作成
［第13回］　 研究発表のプレゼンテーションの準備・練習
［第14回］　 研究発表
〈研究テーマの例〉
　建築構造・建築材料研究の具体的な課題例を以下に記す。
　1）構造物の振動制御に関する研究
　2）応答制御構造の設計法に関する研究
　3）建築構造に用いる特殊材料・構法に関する研究
　4）大振幅地震動に対する構造物の挙動に関する研究
など

履修上の注意
　建築構造・建築材料研究2で扱う内容は，建築構造に関す
る科目との関連が深いため，建築構造に関する科目を履修
していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　履修者各自のテーマ・課題について，次のことを準備学
習として行うこと
　授業前：各自のテーマ・課題について関連する資料を収集
し，その概要を理解しておくこと。また，その内容を資料
としてまとめ，授業時に提出・配布すること
　授業後：各自のテーマ・課題に対する質疑・指摘事項への
回答，補足資料を作成すること

教科書
　特に指定しない。必要に応じて関連資料を配布する。

参考書
　特に指定しない。必要に応じて関連資料を配布する。

成績評価の方法
　評価の配点は研究への取り組み20％，研究計画の立案
40％・発表40％とし，合計が満点の60％以上を単位修得の
条件とする。

その他
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科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任講師　博士（工学） 富澤　徹弥

授業の概要・到達目標
（到達目標）
　構造技術者にとって現状の建築構造に関する問題点の抽
出・提起とその解決法の解明，技術の改良および新技術の
開発は極めて重要な課題であり，構造技術者を目指す者は
これらに対応する能力を養成する必要がある。
　建築構造・建築材料研究3では，耐震設計や構造物の振動
制御などに関する新しい技術を課題とし，その研究を行う
ために必要な既往の研究・関連文献の調査，既往の技術の
問題点の抽出・提起とその解決法の解明などを行い，研究
計画を立案する。これらの研究を通じて，建築構造に関す
る専門知識とそれを研究へ応用する能力を修得することを
目的としている。また，各自の研究内容に関するプレゼン
テーションを行い，指導教員ならびに学外の研究者や実務
者とのディスカッションを通じてコミュニケーション能力
とコーディネート能力を習得することを目的としている。

授業内容
［第１回］　 研究の進め方，研究テーマの確認
［第２回］～［第13回］　 既往研究・関連文献の調査
研究計画の立案
研究進捗状況の報告
研究発表用資料の作成
研究発表のプレゼンテーションの準備・練習

［第14回］　 研究成果の報告と講評
〈研究テーマの例〉
　建築構造・建築材料研究の具体的な課題例を以下に記す。
　1）構造物の振動制御に関する研究
　2）応答制御構造の設計法に関する研究
　3）建築構造に用いる特殊材料・構法に関する研究
　4）大振幅地震動に対する構造物の挙動に関する研究
など

履修上の注意
　建築構造・建築材料研究3で扱う内容は，建築構造に関す
る科目との関連が深いため，建築構造に関する科目を履修
していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　履修者各自のテーマ・課題について，次のことを準備学
習として行うこと
　授業前：各自のテーマ・課題について関連する資料を収集
し，その概要を理解しておくこと。また，その内容を資料
としてまとめ，授業時に提出・配布すること
　授業後：各自のテーマ・課題に対する質疑・指摘事項への
回答，補足資料を作成すること

教科書
　特に指定しない。必要に応じて関連資料を配布する。

参考書
　特に指定しない。必要に応じて関連資料を配布する。

成績評価の方法
　評価の配点は研究への取り組み20％，研究計画の立案
40％・発表40％とし，合計が満点の60％以上を単位修得の
条件とする。

その他

科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築構造・建築材料研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任講師　博士（工学） 富澤　徹弥

授業の概要・到達目標
（到達目標）
　構造技術者にとって現状の建築構造に関する問題点の抽
出・提起とその解決法の解明，技術の改良および新技術の
開発は極めて重要な課題であり，構造技術者を目指す者は
これらに対応する能力を養成する必要がある。
　建築構造・建築材料研究4では，建築構造・建築材料研究
3で立案した研究計画に基づき，耐震設計や構造物の振動
制御などの新しい技術の研究を行うとともにその成果を論
文としてまとめることにより，建築構造に関する専門知識
とそれを研究へ応用する能力を習得することを目的として
いる。また，各自の研究内容に関するプレゼンテーション
を行い，指導教員ならびに研究発表会における複数の教員
とのディスカッションを通じてコミュニケーション能力と
コーディネート能力を習得することを目的としている。

授業内容
［第１回］　 研究の進捗状況の確認と研究計画の見直し
［第２回］　 研究計画の再構築
［第３回］～［第10回］　 研究進捗状況の報告
［第11回］～［第12回］　 研究発表用資料の作成
［第13回］　 研究発表のプレゼンテーションの準備・練習
［第14回］　 研究発表
〈研究テーマの例〉
　建築構造・建築材料研究の具体的な課題例を以下に記す。
　1）構造物の振動制御に関する研究
　2）応答制御構造の設計法に関する研究
　3）建築構造に用いる特殊材料・構法に関する研究
　4）大振幅地震動に対する構造物の挙動に関する研究
など

履修上の注意
　建築構造・建築材料研究4で扱う内容は，建築構造に関す
る科目との関連が深いため，建築構造に関する科目を履修
していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　履修者各自のテーマ・課題について，次のことを準備学
習として行うこと
　授業前：各自のテーマ・課題について関連する資料を収集
し，その概要を理解しておくこと。また，その内容を資料
としてまとめ，授業時に提出・配布すること
　授業後：各自のテーマ・課題に対する質疑・指摘事項への
回答，補足資料を作成すること

教科書
　特に指定しない。必要に応じて関連資料を配布する。

参考書
　特に指定しない。必要に応じて関連資料を配布する。

成績評価の方法
　評価の配点は研究への取り組み20％，研究計画の立案
40％・発表40％とし，合計が満点の60％以上を単位修得の
条件とする。

その他
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科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築環境・建築設備研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 樋山　恭助

授業の概要・到達目標
　建築におけるエネルギー使用に関わるテーマについ
て，コンピューターシミュレーション技術を用いた分析，
フィールド調査及び実験を通じて研究を行う。
　建築を通したエネルギー消費の多寡は，建築の形，外皮
計画や設置される設備等，多くの要素が有機的に組み合わ
さった結果として決まる。この複雑系を理解し，建築使用
者に快適な環境を提供しながらも，周囲環境への負荷を最
低限に抑える建築のデザイン手法について見識を深める。

授業内容
［第１回］　 研究の進め方の解説
［第２回］　 研究テーマの検討
［第３回］　 研究計画の立案
［第４―６回］　 研究背景の調査，既往研究・関連文献の調査
［第７―13回］　 研究進捗の報告と討論
［第14回］　 研究成果レポートの提出

履修上の注意
　特に無し。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究テーマに限らず，関係するテーマに対して興味を持
ち，建築環境設備全般の知識を深めること。

教科書
　指定なし。

参考書
　研究テーマごとに指示する。

成績評価の方法
　研究ミーティングにおける自身の研究テーマに関する研
究報告の内容，及び他の研究テーマに関する討論への参加
から，論理性及び積極性をふまえ総合的に評価する。

その他

指導テーマ
・ 建築物の環境性能評価
・ 建築物における省エネ設備開発
・ 地域におけるエネルギー需給構造の把握と最適化　等

科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築環境・建築設備研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 樋山　恭助

授業の概要・到達目標
　建築におけるエネルギー使用に関わるテーマについ
て，コンピューターシミュレーション技術を用いた分析，
フィールド調査及び実験を通じて研究を行う。
　建築を通したエネルギー消費の多寡は，建築の形，外皮
計画や設置される設備等，多くの要素が有機的に組み合わ
さった結果として決まる。この複雑系を理解し，建築使用
者に快適な環境を提供しながらも，周囲環境への負荷を最
低限に抑える建築のデザイン手法について見識を深める。

授業内容
［第１回］　 研究テーマの再確認
［第２回］　 研究計画の再構築
［第３―13回］　 研究進捗の報告と討論
［第14回］　 研究成果レポートの提出

履修上の注意
　特に無し。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究テーマに限らず，関係するテーマに対して興味を持
ち，建築環境設備全般の知識を深めること。

教科書
　指定なし。

参考書
　研究テーマごとに指示する。

成績評価の方法
　研究ミーティングにおける自身の研究テーマに関する研
究報告の内容，及び他の研究テーマに関する討論への参加
から，論理性及び積極性をふまえ総合的に評価する。

その他

指導テーマ
・ 建築物の環境性能評価
・ 建築物における省エネ設備開発
・ 地域におけるエネルギー需給構造の把握と最適化　等
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科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築環境・建築設備研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 樋山　恭助

授業の概要・到達目標
　建築におけるエネルギー使用に関わるテーマについ
て，コンピューターシミュレーション技術を用いた分析，
フィールド調査及び実験を通じて研究を行う。
　建築を通したエネルギー消費の多寡は，建築の形，外皮
計画や設置される設備等，多くの要素が有機的に組み合わ
さった結果として決まる。この複雑系を理解し，建築使用
者に快適な環境を提供しながらも，周囲環境への負荷を最
低限に抑える建築のデザイン手法について見識を深める。

授業内容
［第１回］　 研究テーマの最終決定
［第２回］　 研究計画の再構築
［第３―13回］　 研究進捗の報告と討論
［第14回］　 研究成果レポートの提出

履修上の注意
　特に無し。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究テーマに限らず，関係するテーマに対して興味を持
ち，建築環境設備全般の知識を深めること。

教科書
　指定なし。

参考書
　研究テーマごとに指示する。

成績評価の方法
　研究ミーティングにおける自身の研究テーマに関する研
究報告の内容，及び他の研究テーマに関する討論への参加
から，論理性及び積極性をふまえ総合的に評価する。

その他

指導テーマ
・ 建築物の環境性能評価
・ 建築物における省エネ設備開発
・ 地域におけるエネルギー需給構造の把握と最適化　等

科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築環境・建築設備研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 樋山　恭助

授業の概要・到達目標
　建築におけるエネルギー使用に関わるテーマについ
て，コンピューターシミュレーション技術を用いた分析，
フィールド調査及び実験を通じて研究を行う。
　建築を通したエネルギー消費の多寡は，建築の形，外皮
計画や設置される設備等，多くの要素が有機的に組み合わ
さった結果として決まる。この複雑系を理解し，建築使用
者に快適な環境を提供しながらも，周囲環境への負荷を最
低限に抑える建築のデザイン手法について見識を深める。

授業内容
［第１回］　 研究計画の再構築
［第２―13回］　 研究進捗の報告と討論
［第14回］　 修士論文審査

履修上の注意
　特に無し。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究テーマに限らず，関係するテーマに対して興味を持
ち，建築環境設備全般の知識を深めること。

教科書
　指定なし。

参考書
　研究テーマごとに指示する。

成績評価の方法
　研究ミーティングにおける自身の研究テーマに関する研
究報告の内容，及び他の研究テーマに関する討論への参加
から，論理性及び積極性をふまえ総合的に評価する。

その他

指導テーマ
・ 建築物の環境性能評価
・ 建築物における省エネ設備開発
・ 地域におけるエネルギー需給構造の把握と最適化　等
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科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築環境・建築設備研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 光永　威彦

授業の概要・到達目標
　給排水衛生設備に関わる研究テーマを個別に設定し，研
究の「文献等調査」「計画の立案」「実行」「まとめ」「プレゼン
テーション」という過程を通して，建築設備の専門知識を
習得すること，および建築技術者に求められる問題解決能
力やコミュニケーション能力を習得することを目標とす
る。

授業内容
［第１回］　 ガイダンス
［第２～５回］　 既往文献等の調査，研究計画の立案
［第６回］　 研究計画の発表
［第７～ 12回］　 研究進捗状況の報告・討論
［第13回］　 研究発表の準備・練習
［第14回］　 研究発表

履修上の注意
　研究テーマは，建築設備，建築環境に関する科目との関
連が深いため，これらの関連科目を履修していることが望
ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　履修者のテーマ・課題について，授業前に各自のテーマ・
課題に関する資料を事前に作成して授業時に提出・配布す
ること。授業後には授業での指摘事項への回答，補足資料
の作成をすること。

教科書
　特に定めない。テーマに応じて関連資料を配布する。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　研究の取り組み方で評価する。建築設備技術者として，
理解すべき水準に達しているか否かで判定し，その下限を
60％とする。

その他
　特になし。

指導テーマ
　給排水衛生設備の最適化
　拡張排水システムの適用と設計法
　建物内の水の見える化　など

進行計画
　授業内容を参照

科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築環境・建築設備研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 光永　威彦

授業の概要・到達目標
　給排水衛生設備に関わる研究テーマを個別に設定し，研
究の「文献等調査」「計画の立案」「実行」「まとめ」「プレゼン
テーション」という過程を通して，建築設備の専門知識を
習得すること，および建築技術者に求められる問題解決能
力やコミュニケーション能力を習得することを目標とす
る。
　建築環境・建築設備研究2では，建築環境・建築設備研究
1の内容を継続し，研究を進める。

授業内容
［第１回］　 ガイダンス
［第２～ 12回］　 研究進捗状況の報告・討論
［第13回］　 研究発表の準備・練習
［第14回］　 研究発表

履修上の注意
　研究テーマは，建築設備，建築環境に関する科目との関
連が深いため，これらの関連科目を履修していることが望
ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　履修者のテーマ・課題について，授業前に各自のテーマ・
課題に関する資料を事前に作成して授業時に提出・配布す
ること。授業後には授業での指摘事項への回答，補足資料
の作成をすること。

教科書
　特に定めない。テーマに応じて関連資料を配布する。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　研究の取り組み方で評価する。建築設備技術者として，
理解すべき水準に達しているか否かで判定し，その下限を
60％とする。

その他
　特になし。

指導テーマ
　給排水衛生設備の最適化
　拡張排水システムの適用と設計法
　建物内の水の見える化　など

進行計画
　授業内容を参照
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科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築・都市計画設計研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（学術） 山本　俊哉

授業の概要・到達目標
　既往の都市計画の枠組みにとらわれず，現実の都市や都
市計画が抱えている問題や課題から研究テーマを設定し，
多角的な視点から先行研究のレビューや事例研究などの
フィジビリティ・スタディを重ね，研究計画を遂行する。

授業内容
［第１回］　 研究の進め方と研究計画の方法
［第２回］　 先行研究のレビュー
［第３回］　 フィジビリティ・スタディ 1
［第４回］　 フィジビリティ・スタディ 2
［第５回］　 フィジビリティ・スタディ 3
［第６回］　 研究計画の立案と修正1
［第７回］　 研究計画の立案と修正2
［第８回］　 研究の進捗状況の報告1
［第９回］　 研究の進捗状況の報告2
［第10回］　 研究の進捗状況の報告3
［第11回］　 研究の進捗状況の報告4
［第12回］　 研究の進捗状況の報告5
［第13回］　 研究の進捗状況の報告6
［第14回］　 中間発表会

履修上の注意
　自ら研究計画を立案して着実に遂行すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回レジュメ・資料を作成して授業に臨むこと。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　特に指定しないが，内容に応じて，参考図書や参考事例
などを紹介する。

成績評価の方法
　評価の配点は，研究への取り組み20％，最終提出物80％
とし，合計が満点の60％以上を単位取得の条件とする。

その他

進行計画
　主な研究ジャンル：都市計画・まちづくりのプロジェクト
に関する事例研究/建築・都市のリノベーションのプロジェ
クトに関する事例研究/エビデンスに基づいた安全・安心

（防災・事故・犯罪予防等）に関する研究/住民参加や地域の
コラボレーションを促進する計画技術に関する研究

科目ナンバー： ST ARC519J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築・都市計画設計研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（学術） 山本　俊哉

授業の概要・到達目標
　既往の都市計画の枠組みにとらわれず，現実の都市や都
市計画が抱えている問題や課題，先行研究の知見等から研
究目的と仮説を設定し，文献スタディやフィールドワーク，
関係者インタビュー，事例研究，データベースの作成等を
重ね，研究計画を遂行する。

授業内容
［第１回］　 研究計画の確認と見直し
［第２回］　 研究の進捗状況の報告1
［第３回］　 研究の進捗状況の報告2
［第４回］　 研究の進捗状況の報告3
［第５回］　 研究の進捗状況の報告4
［第６回］　 研究の進捗状況の報告5
［第７回］　 研究の進捗状況の報告6
［第８回］　 研究の進捗状況の報告7
［第９回］　 研究の進捗状況の報告8
［第10回］　 中間発表会
［第11回］　 研究の進捗状況の報告9
［第12回］　 研究の進捗状況の報告10
［第13回］　 研究成果のとりまとめ
［第14回］　 発表会

履修上の注意
　自ら研究計画を立案して着実に遂行すること。
　発表会では，研究の目的と方法，得られた結論と課題等
をまとめたものを提出すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回レジュメ・資料を作成して授業に臨むこと。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　特に指定しないが，内容に応じて，参考図書や参考事例
などを紹介する。

成績評価の方法
　評価の配点は，研究への取り組み20％，最終提出物80％
とし，合計が満点の60％以上を単位取得の条件とする。

その他

進行計画
　主な研究ジャンル：都市計画・まちづくりのプロジェクト
に関する事例研究/建築・都市のリノベーションのプロジェ
クトに関する事例研究/エビデンスに基づいた安全・安心

（防災・事故・犯罪予防等）に関する研究/住民参加や地域の
コラボレーションを促進する計画技術に関する研究
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科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築・都市計画設計研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（学術） 山本　俊哉

授業の概要・到達目標
　これまでの研究成果を踏まえて，研究課題を絞り込み，
文献スタディやフィールドワーク，関係者インタビュー，
事例研究等の本調査を重ね，研究に係る調査結果の分析・
評価等，研究計画を遂行する。

授業内容
［第１回］　 研究計画の確認と見直し
［第２回］　 研究の進捗状況の報告1
［第３回］　 研究の進捗状況の報告2
［第４回］　 研究の進捗状況の報告3
［第５回］　 研究の進捗状況の報告4
［第６回］　 研究の進捗状況の報告5
［第７回］　 研究の進捗状況の報告6
［第８回］　 研究の進捗状況の報告7
［第９回］　 研究の進捗状況の報告8
［第10回］　 研究成果の中間発表
［第11回］　 研究の進捗状況の報告9
［第12回］　 研究の進捗状況の報告10
［第13回］　 研究成果のとりまとめ
［第14回］　 中間発表会

履修上の注意
　自ら立案した研究計画を着実に遂行すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回レジュメ・資料を作成して授業に臨むこと。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　特に指定しないが，内容に応じて，参考図書や参考事例
などを紹介する。

成績評価の方法
　評価の配点は，研究への取り組み20％，最終提出物80％
とし，合計が満点の60％以上を単位取得の条件とする。

その他

進行計画
　主な研究ジャンル：都市計画・まちづくりのプロジェクト
に関する事例研究/建築・都市のリノベーションのプロジェ
クトに関する事例研究/エビデンスに基づいた安全・安心

（防災・事故・犯罪予防等）に関する研究/住民参加や地域の
コラボレーションを促進する計画技術に関する研究

科目ナンバー： ST ARC619J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築・都市計画設計研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（学術） 山本　俊哉

授業の概要・到達目標
　これまでの研究成果を踏まえて，補足調査を実施し，調
査結果の分析・評価，研究論文の構成検討・執筆，研究成果
の取りまとめ等を進める。

授業内容
［第１回］　 研究計画の確認
［第２回］　 研究の進捗状況の報告1
［第３回］　 研究の進捗状況の報告2
［第４回］　 研究の進捗状況の報告3
［第５回］　 研究の進捗状況の報告4
［第６回］　 研究の進捗状況の報告5
［第７回］　 研究の進捗状況の報告6
［第８回］　 研究成果のとりまとめ1
［第９回］　 研究成果のとりまとめ2
［第10回］　 研究成果のとりまとめ3
［第11回］　 研究成果のとりまとめ4
［第12回］　 研究成果のとりまとめ5
［第13回］　 研究成果のとりまとめ6
［第14回］　 発表会

履修上の注意
　自ら立案した研究計画を着実に遂行すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回レジュメ・資料を作成して授業に臨むこと。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　適宜指示する。

成績評価の方法
　研究成果の発表内容を総合的に評価する。

その他

進行計画
　主な研究ジャンル：都市計画・まちづくりのプロジェクト
に関する事例研究/建築・都市のリノベーションのプロジェ
クトに関する事例研究/エビデンスに基づいた安全・安心

（防災・事故・犯罪予防等）に関する研究/住民参加や地域の
コラボレーションを促進する計画技術に関する研究
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科目ナンバー： ST ARC519E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Architecture and Urban Design Studies １

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 小林　正美

授業の概要・到達目標
<Learning Objectives>
Students explore specific themes set by the instructor 
regarding urban space in Tokyo through literature 
review, fieldwork, and their analysis and gain knowledge 
about urban space in Tokyo.
Specific Objectives
(1)  Acquire social awareness and a broad perspective.
(2)  Acquire ethics and conceptual ability.
(3)  Acquire technical and design expertise.
(4)  Acquire expertise in architecture (general as well as 

specialized knowledge bases.
(5)  Acquire applied ability of technical knowledge.
＜Course Summary＞
・  Each student shall select a study theme through the 
research theme guidance by all instructors.

・  Each student shall implement the research with other 
group members under the supervision of the advisor.

・  Each student shall report and present the ongoing 
research and study that he/she is in charge to the 
advisor regularly and discuss.

・  Each student shall summarize the knowledge acquired 
through the research and study and present it in the 
final review session.

授業内容
1st week: Guidance: each AUDS1 instructor gives a 
presentation about his/her study topic and students select 
a topic that he/she is interested in.
2nd week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
3rd week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
4th week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
5th week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
6th week: Summarize the findings obtained through the 
research and field work implemented so far.
7th week: Mid-term Presentation and Review: all students 
present the summary of their findings.
8th week: Based on the discussion in the mid-term review, 
each student implements supplemental research and 
field work, report the results to the instructor and other 
students, and discuss.
9th week: each student implements supplemental research 
and field work, report the results to the instructor and 
other students, and discuss.
10th week: each student implements supplemental 
research and field work, report the results to the 
instructor and other students, and discuss.
11th week: each student implements supplemental 
research and field work, report the results to the 
instructor and other students, and discuss.
12th week: each student implements supplemental 
research and field work, report the results to the 

instructor and other students, and discuss.
13th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.
14th week: Final Presentation and Review: all students 
present the summary of their study.

履修上の注意
According to the predetermined schedule, students shall 
give presentations regarding ongoing studies every week.
All instructions shall be conducted in English.

準備学習（予習・復習等）の内容
Preparation and Review
　Preparation for the class based on the handouts, and 
Review of the class through the group discussion are 
recommended.

教科書
Nothing in particular

参考書
Nothing in particular

成績評価の方法
The grade is determined by the total evaluation of interim 
presentation (50%) and the final presentation (50%). A 
minimum of 60 % accomplishment is required for earning 
credits.
Criteria for evaluation are:
(1)  Acquis i t ion of  socia l  awareness and a broad 

perspective.
(2)  Acquisition of ethics and conceptual ability.
(3)  Acquisition of technical and design expertise.
(4)  Acquisition of expertise in architecture (general as well 

as specialized knowledge bases.
(5)  Acquisition of applied ability of technical knowledge.
5 criteria above are weighed evenly and the grade is 
determined accordingly. 

その他
＜Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department＞
This is a requisite course and comprehensively covers 
multiple learning objectives as follows:
(H) Social Awareness and a Broad Perspective
(I) Ethics and Conceptual Ability
(J) Technical and Design Expertise
(K)  Expertise in Architecture (general as well as special-

ized knowledge bases)
(L) Applied Ability of Technical Knowledge.

on Wednesdays 12:30 - 13:00
@ Nakano Campus 7th floor instructors' room
email: mkob@gol.com
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科目ナンバー： ST ARC519E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Architecture and Urban Design Studies ２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 小林　正美

授業の概要・到達目標
<Learning Objectives>
Students explore specific themes set by the instructor 
regarding urban space in Tokyo through literature 
review, fieldwork, and their analysis and gain knowledge 
about urban space in Tokyo.
Specific Objectives
(1)  Acquire social awareness and a broad perspective.
(2)  Acquire ethics and conceptual ability.
(3)  Acquire technical and design expertise.
(4)  Acquire expertise in architecture (general as well as 

specialized knowledge bases.
(5)  Acquire applied ability of technical knowledge.
＜Course Summary＞
・ Each student shall continue to work on the study theme 
that he/she worked on Architecture and Urban Design 
Studies 1 in the spring semester.

・ Each student shall implement the research with other 
group members under the supervision of the advisor.

・ Each student shall report and present the ongoing 
research and study that he/she is in charge to the 
advisor regularly and discuss.

・ Each student shall summarize the knowledge acquired 
through the research and study and present it in the 
final review session.

授業内容
Session Topics
1st week: Guidance: instructor gives a guidance on 
continuous research from the last spring semester.
2nd week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
3rd week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
4th week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
5th week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
6th week: Summarize the findings obtained through the 
research and field work implemented so far.
7th week: Mid-term Presentation and Review: all students 
present the summary of their findings.
8th week: Based on the discussion in the mid-term review, 
each student implements supplemental research and 
field work, report the results to the instructor and other 
students, and discuss.
9th week: each student implements supplemental research 
and field work, report the results to the instructor and 
other students, and discuss.
10th week: each student implements supplemental 
research and field work, report the results to the 
instructor and other students, and discuss.
11th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.
12th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.

13th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.
14th week: Final Presentation: all students present the 
summary of their study.

履修上の注意
According to the predetermined schedule, students shall 
give presentations regarding ongoing studies every week.
All instructions shall be conducted in English.

準備学習（予習・復習等）の内容
Preparation and Review
　Preparation for the class based on the handouts, and 
Review of the class through the group discussions are 
recommended.

教科書
Nothing in particular

参考書
Nothing in particular

成績評価の方法
The grade is determined by the total evaluation of interim 
presentation (50%) and the final presentation (50%). A 
minimum of 60 % accomplishment is required for earning 
credits.
Criteria for evaluation are:
(1)  Acquis i t ion of  socia l  awareness and a broad 

perspective.
(2)  Acquisition of ethics and conceptual ability.
(3)  Acquisition of technical and design expertise.
(4)  Acquisition of expertise in architecture (general as well 

as specialized knowledge bases.
(5)  Acquisition of applied ability of technical knowledge.
5 criteria above are weighed evenly and the grade is 
determined accordingly. 

その他
＜Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department＞
This is a requisite course and comprehensively covers 
multiple learning objectives as follows:
(H) Social Awareness and a Broad Perspective
(I) Ethics and Conceptual Ability
(J) Technical and Design Expertise
(K)  Expertise in Architecture (general as well as special-

ized knowledge bases)
(L) Applied Ability of Technical Knowledge.
＜Office Hours＞
on Tuesdays 12:30 - 13:00
@ Nakano Campus 7th floor instructors' room
email: mkob@gol.com
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科目ナンバー： ST ARC619E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Architecture and Urban Design Studies ３

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 小林　正美

授業の概要・到達目標
Based on the knowledge acquired through researches and 
studies, students propose specific physical environment
design and acquire practical strength in architectural and 
urban design through Architecture and Urban Design
Studies 1, 2, 3 and 4.
Specific Objectives
(1) Acquire social awareness and broad perspective.
(2) Acquire ethics and conceptual ability.
(3) Acquire technical and design expertise.
(4)  Acquire expertise in architecture (general as well as 

specialized knowledge bases).
(5) Acquire applied ability of technical knowledge
Course Summary
・ Each student shall continue to work on the study theme 
that he/she worked on Architecture and Urban Design

Studies 1 and 2 in the previous semesters.
・ Each student shall implement the research and study 
under the supervision of the advisor.

・ Each student shall report and present the ongoing 
research and study to the advisor regularly and discuss.

・ Each student shall summarize the knowledge acquired 
through the research and study and present it in the 
final review session.

授業内容
1st week: Guidance: each AUDS1 instructor gives a 
presentation about his/her study topic and students select 
a topic
that he/she is interested in.
2nd week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
3rd week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
4th week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
5th week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
6th week: Summarize the findings obtained through the 
research and field work implemented so far.
7th week: Mid-term Presentation and Review: all students 
present the summary of their findings.
8th week: Based on the discussion in the mid-term review, 
each student implements supplemental research and field
work, report the results to the instructor and other 
students, and discuss.
9th week: each student implements supplemental research 
and field work, report the results to the instructor and 
other students, and discuss.
10th week: each student implements supplemental 
research and field work, report the results to the 
instructor and other students, and discuss.
11th week: each student implements supplemental 
research and field work, report the results to the 
instructor and
other students, and discuss.
12th week: each student implements supplemental 

research and field work, report the results to the 
instructor and other students, and discuss.
13th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.
14th week: Final Presentation and Review: all students 
present the summary of their study.

履修上の注意
According to the predetermined schedule, students shall 
give presentations regarding ongoing studies every week.
All instructions shall be conducted in English.

準備学習（予習・復習等）の内容
Preparation for the class based on the handouts, and 
Review of the class through the group discussion are 
recommended.

教科書
Nothing in particular

参考書
Nothing in particular

成績評価の方法
The grade is determined by the total evaluation of interim 
presentation (50％ ) and final presentation (50％ ). A mini-
mum of 60％ accomplishment is required for earning cred-
its.
Criteria for evaluation are:
(1) Acquisition of social awareness and broad perspective
(2) Acquisition of ethics and conceptual ability.
(3) Acquisition of technical and design expertise.
(4)  Acquisition of expertise in architecture (general as well 

as specialized knowledge bases).
(5) Acquisition of applied ability to technical knowledge.
5 criteria above are weighed evenly and the grade is 
determined accordingly

その他
〈Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department〉
This is requisite course and comprehensively covers 
multiple learning objectives as follows:
(H) Social Awareness and Broad Perspective
(I) Ethics and Conceptual Ability
(J) Technical and Design Expertise
(K)  Expertise in Architecture (general as well as 

specialized knowledge bases)
(L) Applied Ability of Technical Knowledge

〈Office Hours〉
　on Mondays 12：30-13：00
　＠ Nakano Campus 7th floor instructors' room
　e-mail: mkob＠gol.com
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科目ナンバー： ST ARC619E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Architecture and Urban Design Studies ４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演6

担 当 者 専任教授　工学博士 小林　正美

授業の概要・到達目標
Based on the knowledge acquired through researches and 
studies, students propose specific physical environment
design and acquire practical strength in architectural and 
urban design through Architecture and Urban Design
Studies 1, 2, 3 and 4.
Specific Objectives
(1) Acquire social awareness and broad perspective.
(2) Acquire ethics and conceptual ability.
(3) Acquire technical and design expertise.
(4)  Acquire expertise in architecture (general as well as 

specialized knowledge bases).
(5) Acquire applied ability of technical knowledge
Course Summary
・ Each student shall continue to work on the study theme 
that he/she worked on Architecture and Urban Design

Studies 1, 2 and 3 in the previous semesters.
・ Each student shall implement the research with other 
group members under the supervision of the advisor.

・ Each student shall report and present the ongoing 
research and study that he/she is in charge to the 
advisor

regularly and discuss.
・ Each student shall summarize the knowledge acquired 
through the research and study and present it in the 
final

review session.

授業内容
1st week: Guidance: instructor gives a guidance on 
continuous research from the last spring semester.
2nd week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
3rd week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
4th week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
5th week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
6th week: Summarize the findings obtained through the 
research and field work implemented so far.
7th week: Mid-term Presentation and Review: all students 
present the summary of their findings.
8th week: Based on the discussion in the mid-term review, 
each student implements supplemental research and field
work, report the results to the instructor and other 
students, and discuss.
9th week: each student implements supplemental research 
and field work, report the results to the instructor and
other students, and discuss.
10th week: each student implements supplemental 
research and field work, report the results to the 
instructor and
other students, and discuss.
11th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.
12th week: Summarize the findings obtained through all 

the research and field work.
13th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.
14th week: Final Presentation: all students present the 
summary of their study.

履修上の注意
According to the predetermined schedule, students shall 
give presentations regarding ongoing studies every week.
All instructions shall be conducted in English.

準備学習（予習・復習等）の内容
Preparation for the class based on the handouts, and 
Review of the class through the group discussion are 
recommended.

教科書
Nothing in particular

参考書
Nothing in particular

成績評価の方法
The grade is determined by the total evaluation of interim 
presentation (50％ ) and final presentation (50％ ). A
minimum of 60％ accomplishment is required for earning 
credits.
Criteria for evaluation are:
(1) Acquisition of social awareness and broad perspective
(2) Acquisition of ethics and conceptual ability.
(3) Acquisition of technical and design expertise.
(4)  Acquisition of expertise in architecture (general as well 

as specialized knowledge bases).
(5) Acquisition of applied ability to technical knowledge.
5 criteria above are weighed evenly and the grade is 
determined accordingly

その他
〈Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department〉
This is requisite course and comprehensively covers 
multiple learning objectives as follows:
(H) Social Awareness and Broad Perspective
(I) Ethics and Conceptual Ability
(J) Technical and Design Expertise
(K)  Expertise in Architecture (general as well as 

specialized knowledge bases)
(L) Applied Ability of Technical Knowledge

〈Office Hours〉
　on Tuesdays 12：30-13：00
　＠ Nakano Campus 7th floor instructors' room
　e-mail: mkob＠gol.com
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科目ナンバー： ST ARC519E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Architecture and Urban Design Studies １

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（芸術工学） 佐々 木　宏幸

授業の概要・到達目標
<Learning Objectives>
Students explore specific themes set by the instructor 
regarding urban space in Tokyo through literature 
review, fieldwork, and their analysis and gain knowledge 
about urban space in Tokyo.
Specific Objectives
(1)  Acquire social awareness and a broad perspective.
(2)  Acquire ethics and conceptual ability.
(3)  Acquire technical and design expertise.
(4)  Acquire expertise in architecture (general as well as 

specialized knowledge bases.
(5)  Acquire applied ability of technical knowledge.
＜Course Summary＞
・ Each student shall select a study theme through the 
research theme guidance by all instructors.

・ Each student shall implement the research with other 
group members under the supervision of the advisor.

・ Each student shall report and present the ongoing 
research and study that he/she is in charge to the 
advisor regularly and discuss.

・ Each student shall summarize the knowledge acquired 
through the research and study and present it in the 
final review session.

授業内容
<Session Topics>
1st week: Guidance: each AUDS1 instructor gives a 
presentation about his/her study topic and students select 
a topic that he/she is interested in.
2nd week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
3rd week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
4th week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
5th week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
6th week: Summarize the findings obtained through the 
research and field work implemented so far.
7th week: Mid-term Presentation and Review: all students 
present the summary of their findings.
8th week: Based on the discussion in the mid-term review, 
each student implements supplemental research and 
field work, report the results to the instructor and other 
students, and discuss.
9th week: each student implements supplemental research 
and field work, report the results to the instructor and 
other students, and discuss.
10th week: each student implements supplemental 
research and field work, report the results to the 
instructor and other students, and discuss.
11th week: each student implements supplemental 
research and field work, report the results to the 
instructor and other students, and discuss.
12th week: each student implements supplemental 
research and field work, report the results to the 

instructor and other students, and discuss.
13th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.
14th week: Final Presentation and Review: all students 
present the summary of their study.

履修上の注意
Prerequisites and Registration Requirements
　According to the predetermined schedule, students 
shall give presentations regarding ongoing studies every 
week.
　All instructions shall be conducted in English.

準備学習（予習・復習等）の内容
Preparation and Review
　Based on discussions in previous sessions, each student 
shall prepare presentation materials.

教科書
Text Books
　Nothing in particular

参考書
References
　Nothing in particular

成績評価の方法
Evaluation Criteria
　The grade is determined by the total evaluation of in-
terim presentation (50％) and the final presentation (50％). 
A minimum of 60％ accomplishment is required for earn-
ing credits.
　Criteria for evaluation are:
(1) Acquisition of social awareness and a broad perspec-
tive.
(2) Acquisition of ethics and conceptual ability.
(3) Acquisition of technical and design expertise.
(4)  Acquisition of expertise in architecture (general as well 

as specialized knowledge bases).
(5) Acquisition of applied ability of technical knowledge.
　5 criteria above are weighed evenly and the grade is 
determined accordingly.

その他
Others

〈Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department〉
　This is a requisite course and comprehensively covers 
multiple learning objectives as follows:
(H) Social Awareness and a Broad Perspective
(I) Ethics and Conceptual Ability
(J) Technical and Design Expertise
(K)  Expertise in Architecture (general as well as 

specialized knowledge bases)
(L) Applied Ability of Technical Knowledge.

〈Office Hours〉
　on Tuesdays 12：40-13：30
　＠ Nakano Campus 7th floor instructors' room

指導テーマ
　Architecture and Urban Design
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科目ナンバー： ST ARC519E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Architecture and Urban Design Studies ２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（芸術工学） 佐々 木　宏幸

授業の概要・到達目標
Course Summary & Learning Objectives
<Learning Objectives>
Students explore specific themes set by the instructor 
regarding urban space in Tokyo through literature 
review, fieldwork, and their analysis and gain knowledge 
about urban space in Tokyo.
Specific Objectives
(1)  Acquire social awareness and a broad perspective.
(2)  Acquire ethics and conceptual ability.
(3)  Acquire technical and design expertise.
(4)  Acquire expertise in architecture (general as well as 

specialized knowledge bases.
(5)  Acquire applied ability of technical knowledge.
＜Course Summary＞
・ Each student shall continue to work on the study theme 
that he/she worked on Architecture and Urban Design 
Studies 1 in the spring semester.

・ Each student shall implement the research with other 
group members under the supervision of the advisor.

・ Each student shall report and present the ongoing 
research and study that he/she is in charge to the 
advisor regularly and discuss.

・ Each student shall summarize the knowledge acquired 
through the research and study and present it in the 
final review session.

授業内容
Session Topics
1st week: Guidance: instructor gives a guidance on 
continuous research from the last spring semester.
2nd week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
3rd week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
4th week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
5th week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
6th week: Summarize the findings obtained through the 
research and field work implemented so far.
7th week: Mid-term Presentation and Review: all students 
present the summary of their findings.
8th week: Based on the discussion in the mid-term review, 
each student implements supplemental research and 
field work, report the results to the instructor and other 
students, and discuss.
9th week: each student implements supplemental research 
and field work, report the results to the instructor and 
other students, and discuss.
10th week: each student implements supplemental 
research and field work, report the results to the 
instructor and other students, and discuss.
11th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.
12th week: Summarize the findings obtained through all 

the research and field work.
13th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.
14th week: Final Presentation: all students present the 
summary of their study.

履修上の注意
Prerequisites and Registration Requirements
　According to the predetermined schedule, students 
shall give presentations regarding ongoing studies every 
week.
　All instructions shall be conducted in English.

準備学習（予習・復習等）の内容
Preparation and Review
　Based on discussions in previous sessions, each student 
shall prepare presentation materials.

教科書
Text Books
　Nothing in particular

参考書
References
　Nothing in particular

成績評価の方法
Evaluation Criteria
　The grade is determined by the total evaluation of in-
terim presentation (50％) and the final presentation (50％). 
A minimum of 60％ accomplishment is required for earn-
ing credits.
　Criteria for evaluation are:
(1) Acquisit ion of social awareness and a broad 
perspective.
(2) Acquisition of ethics and conceptual ability.
(3) Acquisition of technical and design expertise.
(4)  Acquisition of expertise in architecture (general as well 

as specialized knowledge bases).
(5) Acquisition of applied ability of technical knowledge.
　5 criteria above are weighed evenly and the grade is 
determined accordingly.

その他
Others

〈Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department〉
　This is a requisite course and comprehensively covers 
multiple learning objectives as follows:
(H) Social Awareness and a Broad Perspective
(I) Ethics and Conceptual Ability
(J) Technical and Design Expertise
(K)  Expertise in Architecture (general as well as 

specialized knowledge bases)
(L) Applied Ability of Technical Knowledge.

〈Office Hours〉
　on Tuesdays 12：40-13：30
　＠ Nakano Campus 7th floor instructors' room

指導テーマ
　Architecture and Urban Design
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科目ナンバー： ST ARC619E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Architecture and Urban Design Studies ３

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（芸術工学） 佐々 木　宏幸

授業の概要・到達目標
Course Summary & Learning Objectives
<Learning Objectives>
Students set a specific theme of his/her research on 
architecture and urbanism and explore it through 
literature review, fieldwork, and their analysis and gain 
knowledge about the theme.
Specific Objectives
(1)  Acquire social awareness and a broad perspective.
(2)  Acquire ethics and conceptual ability.
(3)  Acquire technical and design expertise.
(4)  Acquire expertise in architecture (general as well as 

specialized knowledge bases.
(5)  Acquire applied ability of technical knowledge.
＜Course Summary＞
・ Each student shall set a study theme through the 
consultation with his/her instructor.

・ Each student shall implement the research under the 
supervision of the advisor.

・ Each student shall report and present the ongoing 
research to his/her instructor and discuss.

・ Each student shall summarize the knowledge acquired 
through the research and present it in the mid-term and 
final review sessions.

授業内容
Session Topics
1st week: Guidance: each student designates his/her 
primary instructor. Each instructor gives a guidance 
about the process of thesis study.
2nd week: Following instructor’s directions, each student 
implements research and field work, reports the results to 
the instructor and discuss.
3rd week: Following instructor’s directions, each student 
implements research and field work, reports the results to 
the instructor and discuss.
4th week: Following instructor’s directions, each student 
implements research and field work, reports the results to 
the instructor and discuss.
5th week: Following instructor’s directions, each student 
implements research and field work, reports the results to 
the instructor and discuss.
6th week: Summarize the findings obtained through the 
research and field work implemented so far.
7th week: Mid-term Presentation and Review: all students 
present the summary of their findings to all instructors 
and discuss.
8th week: Based on the discussion in the mid-term review, 
each student implements supplemental research and field 
work, reports the results to the instructor, and discuss.
9th week: each student implements supplemental research 
and field work, reports the results to the instructor, and 
discuss.
10th week: each student implements supplemental 
research and field work, reports the results to the 
instructor, and discuss.
11th week: each student implements supplemental 
research and field work, reports the results to the 
instructor, and discuss.
12th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.

13th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.
14th week: Final Presentation and Review: all students 
present the summary of their findings to all instructors 
and get feedbacks from instructors.

履修上の注意
Prerequisites and Registration Requirements
　According to the predetermined schedule, students 
shall give presentations regarding ongoing studies every 
week.
　All instructions shall be conducted in English.

準備学習（予習・復習等）の内容
Preparation and Review
　Based on discussions in previous sessions, each student 
shall prepare presentation materials.

教科書
Text Books
　Nothing in particular

参考書
References
　Nothing in particular

成績評価の方法
Evaluation Criteria
　The grade is determined by the total evaluation of in-
terim presentation (50％) and the final presentation (50％). 
A minimum of 60％ accomplishment is required for earn-
ing credits.
　Criteria for evaluation are:
(1) Acquisit ion of social awareness and a broad 
perspective.
(2) Acquisition of ethics and conceptual ability.
(3) Acquisition of technical and design expertise.
(4)  Acquisition of expertise in architecture (general as well 

as specialized knowledge bases).
(5) Acquisition of applied ability of technical knowledge.
　5 criteria above are weighed evenly and the grade is 
determined accordingly.

その他
Others

〈Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department〉
　This is a requisite course and comprehensively covers 
multiple learning objectives as follows:
(H) Social Awareness and a Broad Perspective
(I) Ethics and Conceptual Ability
(J) Technical and Design Expertise
(K)  Expertise in Architecture (general as well as 

specialized knowledge bases)
(L) Applied Ability of Technical Knowledge.

〈Office Hours〉
　on Tuesdays 12：40-13：30
　＠ Nakano Campus 7th floor instructors' room

指導テーマ
　Architecture and Urban Design
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科目ナンバー： ST ARC619E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Architecture and Urban Design Studies ４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演6

担 当 者 専任教授　博士（芸術工学） 佐々 木　宏幸

授業の概要・到達目標
Course Summary & Learning Objectives
<Learning Objectives>
According to the research theme that each student sets 
for AUDS3, each student proposes specific design while 
applying the findings from the research implemented in 
AUDS3.
Specific Objectives
(1)  Acquire social awareness and a broad perspective.
(2)  Acquire ethics and conceptual ability.
(3)  Acquire technical and design expertise.
(4)  Acquire expertise in architecture (general as well as 

specialized knowledge bases.
(5)  Acquire applied ability of technical knowledge.
＜Course Summary＞
・ Each student shall set a study theme through the 
consultation with his/her instructor.

・ Each student shall implement the research under the 
supervision of the advisor.

・ Each student shall report and present the ongoing 
research to his/her instructor and discuss.

・ Each student shall summarize the knowledge acquired 
through the research and present it in the mid-term and 
final review sessions.

授業内容
Session Topics
1st week: Guidance: each student consults with his/her 
primary instructor and discuss a theme of his/her design 
project based on his/her findings from the research 
implemented in AUDS3..
2nd week: Following instructor’s directions, each student 
implements field work, research, and analysis necessary 
for the design project, reports the results to the instructor 
and discuss.
3rd week: Following instructor’s directions, each student 
implements field work, research, and analysis necessary 
for the design project, reports the results to the instructor 
and discuss.
4th week: Following instructor’s directions, each student 
implements field work, research, and analysis necessary 
for the design project, reports the results to the instructor 
and discuss.
5th week: Following instructor’s directions, each student 
implements field work, research, and analysis necessary 
for the design project, reports the results to the instructor 
and discuss.
6th week: Summarize the definition of his/her design 
project as well as the results of field work, research, and 
analysis implemented so far.
7th week: Mid-term Presentation and Review: all students 
present the definition of their design project as well as the 
results of field work, research, and analysis implemented 
so far to all instructors and discuss.
8th week: Based on the discussion in the mid-term 
review, each student implements field work, research, 
and analysis necessary for the design project, reports the 
results to the instructor and discuss.
9th week: each student implements field work, research, 
and analysis necessary for the design project, reports the 
results to the instructor and discuss.

10th week: each student implements field work, research, 
and analysis necessary for the design project, reports the 
results to the instructor and discuss.
11th week: each student implements field work, research, 
and analysis necessary for the design project, reports the 
results to the instructor and discuss.
12th week: Summarize the design of the project as well 
as the findings obtained through all the research and field 
work.
13th week: Summarize the design of the project as well 
as the findings obtained through all the research and field 
work.
14th week: Final Presentation and Review: all students 
present the summary of their design project to all 
instructors and get feedbacks from instructors.

履修上の注意
Prerequisites and Registration Requirements
　According to the predetermined schedule, students 
shall give presentations regarding ongoing studies every 
week.
　All instructions shall be conducted in English.

準備学習（予習・復習等）の内容
Preparation and Review
　Based on discussions in previous sessions, each student 
shall prepare presentation materials.

教科書
Text Books
　Nothing in particular

参考書
References
　Nothing in particular

成績評価の方法
Evaluation Criteria
　The grade is determined by the total evaluation of in-
terim presentation (50％) and the final presentation (50％). 
A minimum of 60％ accomplishment is required for earn-
ing credits.
　Criteria for evaluation are:
(1) Acquisit ion of social awareness and a broad 
perspective.
(2) Acquisition of ethics and conceptual ability.
(3) Acquisition of technical and design expertise.
(4)  Acquisition of expertise in architecture (general as well 

as specialized knowledge bases).
(5) Acquisition of applied ability of technical knowledge.
　5 criteria above are weighed evenly and the grade is 
determined accordingly.

その他
Others

〈Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department〉
　This is a requisite course and comprehensively covers 
multiple learning objectives as follows:
(H) Social Awareness and a Broad Perspective
(I) Ethics and Conceptual Ability
(J) Technical and Design Expertise
(K)  Expertise in Architecture (general as well as 

specialized knowledge bases)
(L) Applied Ability of Technical Knowledge.

〈Office Hours〉
　on Tuesdays 12：40-13：30
　＠ Nakano Campus 7th floor instructors' room

指導テーマ
　Architecture and Urban Design
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科目ナンバー： ST ARC519E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Architecture and Urban Design Studies １

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 田中　友章

授業の概要・到達目標
Learning Objectives
　Based on the knowledge acquired through researches 
and studies ,  students propose speci f ic physical 
environment design and acquire practical strength in 
architectural and urban design through Architecture and 
Urban Design Studies 1, 2, 3 and 4.
Specific Objectives
(1) Acquire social awareness and broad perspective.
(2) Acquire ethics and conceptual ability.
(3) Acquire technical and design expertise.
(4)  Acquire expertise in architecture (general as well as 

specialized knowledge bases).
(5) Acquire applied ability of technical knowledge
Course Summary
・ Each student shall decide research and study theme 
through the construction with an advisor.

・ Each student shall implement the research and study 
under the supervision of the advisor

・ Each student shall report and present the ongoing 
research and study to the advisor regularly and discuss.

　Each student shall summarize the knowledge acquired 
through the research and study and present it in the final 
review session.

授業内容
1st week: Guidance: each AUDS1 instructor gives a 
presentation about his/her study topic and students select 
a topic that he/she is interested in.
2nd week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
3rd week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
4th week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
5th week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
6th week: Summarize the findings obtained through the 
research and field work implemented so far.
7th week: Mid-term Presentation and Review: all students 
present the summary of their findings.
8th week: Based on the discussion in the mid-term review, 
each student implements supplemental research and 
field work, report the results to the instructor and other 
students, and discuss.
9th week: each student implements supplemental research 
and field work, report the results to the instructor and 
other students, and discuss.
10th week: each student implements supplemental 
research and field work, report the results to the 
instructor and other students, and discuss.
11th week: each student implements supplemental 
research and field work, report the results to the 
instructor and other students, and discuss.
12th week: each student implements supplemental 
research and field work, report the results to the 
instructor and other students, and discuss.

13th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.
14th week: Final Presentation and Review: all students 
present the summary of their study.

履修上の注意
According to the predetermined schedule, students shall 
give presentations regarding ongoing studies every week. 
All instructions shall be conducted in English.

準備学習（予習・復習等）の内容
Preparation for the class based on the handouts, and 
Review of the class through the group discussion are 
recommended.

教科書
Nothing in particular

参考書
Nothing in particular

成績評価の方法
The grade is determined by the total evaluation of interim 
presentation (50％ ) and final presentation (50％ ). A mini-
mum of 60％ accomplishment is required for earning cred-
its.
Criteria for evaluation are:
(1) Acquisition of social awareness and broad perspective
(2) Acquisition of ethics and conceptual ability.
(3) Acquisition of technical and design expertise.
(4)  Acquisition of expertise in architecture (general as well 

as specialized knowledge bases).
(5) Acquisition of applied ability to technical knowledge.
　5 criteria above are weighed evenly and the grade is 
determined accordingly.

その他
〈Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department〉
　This is requisite course and comprehensively covers 
multiple learning objectives as follows:
(H) Social Awareness and Broad Perspective
(I) Ethics and Conceptual Ability
(J) Technical and Design Expertise
(K)  Expertise in Architecture (general as well as 

specialized knowledge bases)
(L) Applied Ability of Technical Knowledge

［Office Hour］
　On Wednesday 12：00-13：00 at Nakano Campus 7th 
floor instructors' room
   email: tomo@meiji.ac.jp
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科目ナンバー： ST ARC519E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Architecture and Urban Design Studies ２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 田中　友章

授業の概要・到達目標
Learning Objectives
　Based on the knowledge acquired through researches 
and studies ,  students propose speci f ic physical 
environment design and acquire practical strength in 
architectural and urban design through Architecture and 
Urban Design Studies 1, 2, 3 and 4.
Specific Objectives
(1) Acquire social awareness and broad perspective.
(2) Acquire ethics and conceptual ability.
(3) Acquire technical and design expertise.
(4)  Acquire expertise in architecture (general as well as 

specialized knowledge bases).
(5) Acquire applied ability of technical knowledge
Course Summary
・ Each student shall continue to work on the study theme 
that he/she worked on Architecture and Urban Design 
Studies 1 in the spring semester.

・ Each student shall implement the research with other 
group members under the supervision of the advisor.

・ Each student shall report and present the ongoing 
research and study that he/she is in charge to the 
advisor regularly and discuss.

・ Each student shall summarize the knowledge acquired 
through the research and study and present it in the 
final review session.

授業内容
Session Topics
1st week: Guidance: instructor gives a guidance on 
continuous research from the last spring semester.
2nd week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
3rd week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
4th week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
5th week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
6th week: Summarize the findings obtained hrough the 
research and field work implemented so far.
7th week: Mid-term Presentation and Review: all students 
present the summary of their findings.
8th week: Based on the discussion in the mid-term review, 
each student implements supplemental research and 
field work, report the results to the instructor and other 
students, and discuss.
9th week: each student implements supplemental research 
and field work, report the results to the instructor and 
other students, and discuss.
10th week: each student implements supplemental 
research and field work, report the results to the 
instructor and other students, and discuss.
11th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.
12th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.

13th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.
14th week: Final Presentation: all students present the 
summary of their study.

履修上の注意
　According to the predetermined schedule, students 
shall give presentations regarding ongoing studies every 
week. All instructions shall be conducted in English.

準備学習（予習・復習等）の内容
　Preparation for the class based on the handouts, and 
Review of the class through the group discussion are 
recommended.

教科書
　Nothing in particular

参考書
References
　Nothing in particular

成績評価の方法
Evaluation Criteria
　The grade is determined by the total evaluation of in-
terim presentation (50％ ) and final presentation (50％ ). A 
minimum of 60％ accomplishment is required for earning 
credits.
Criteria for evaluation are:
(1) Acquisition of social awareness and broad perspective
(2) Acquisition of ethics and conceptual ability.
(3) Acquisition of technical and design expertise.
(4)  Acquisition of expertise in architecture (general as well 

as specialized knowledge bases).
(5) Acquisition of applied ability to technical knowledge.
　5 criteria above are weighed evenly and the grade is 
determined accordingly.

その他
Others

〈Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department〉
　This is requisite course and comprehensively covers 
multiple learning objectives as follows:
(H) Social Awareness and Broad Perspective
(I) Ethics and Conceptual Ability
(J) Technical and Design Expertise
(K)  Expertise in Architecture (general as well as 

specialized knowledge bases)
(L) Applied Ability of Technical Knowledge

［Office Hour］
　On Wednesday 12：30-13：30 at Nakano Campus 7th 
floor instructors' room
   email: tomo@meiji.ac.jp
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科目ナンバー： ST ARC619E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Architecture and Urban Design Studies ３

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 田中　友章

授業の概要・到達目標
<Learning Objectives>
Students set a specific theme of his/her research on 
architecture and urbanism and explore it through 
literature review, fieldwork, and their analysis and gain 
knowledge about the theme.
Specific Objectives
(1)  Acquire social awareness and a broad perspective.
(2)  Acquire ethics and conceptual ability.
(3)  Acquire technical and design expertise.
(4)  Acquire expertise in architecture (general as well as 

specialized knowledge bases.
(5)  Acquire applied ability of technical knowledge.
＜Course Summary＞
・ Each student shall set a study theme through the 
consultation with his/her instructor.

・ Each student shall implement the research under the 
supervision of the advisor.

・ Each student shall report and present the ongoing 
research to his/her instructor and discuss.

・ Each student shall summarize the knowledge acquired 
through the research and present it in the mid-term and 
final review sessions.

授業内容
1st week: Guidance: each student designates his/her 
primary instructor. Each instructor gives a guidance 
about the process of thesis study.
2nd week: Following instructor’s directions, each student 
implements research and field work, reports the results to 
the instructor and discuss.
3rd week: Following instructor’s directions, each student 
implements research and field work, reports the results to 
the instructor and discuss.
4th week: Following instructor’s directions, each student 
implements research and field work, reports the results to 
the instructor and discuss.
5th week: Following instructor’s directions, each student 
implements research and field work, reports the results to 
the instructor and discuss.
6th week: Summarize the findings obtained through the 
research and field work implemented so far.
7th week: Mid-term Presentation and Review: all students 
present the summary of their findings to all instructors 
and discuss.
8th week: Based on the discussion in the mid-term review, 
each student implements supplemental research and field 
work, reports the results to the instructor, and discuss.
9th week: each student implements supplemental research 
and field work, reports the results to the instructor, and 
discuss.
10th week: each student implements supplemental 
research and field work, reports the results to the 
instructor, and discuss.
11th week: each student implements supplemental 
research and field work, reports the results to the 
instructor, and discuss.
12th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.
13th week: Summarize the findings obtained through all 

the research and field work.
14th week: Final Presentation and Review: all students 
present the summary of their findings to all instructors 
and get feedbacks from instructors.

履修上の注意
　According to the predetermined schedule, students 
shall give presentations regarding ongoing studies every 
week. All instructions shall be conducted in English.

準備学習（予習・復習等）の内容
　Preparation for the class based on the handouts, and 
Review of the class through the group discussion are 
recommended.

教科書
　Nothing in particular

参考書
　Nothing in particular

成績評価の方法
　The grade is determined by the total evaluation of in-
terim presentation (50％ ) and final presentation (50％ ). A 
minimum of 60％ accomplishment is required for earning 
credits.
Criteria for evaluation are:
(1) Acquisition of social awareness and broad perspective
(2) Acquisition of ethics and conceptual ability.
(3) Acquisition of technical and design expertise.
(4)  Acquisition of expertise in architecture (general as well 

as specialized knowledge bases).
(5) Acquisition of applied ability to technical knowledge.
　5 criteria above are weighed evenly and the grade is 
determined accordingly.

その他
〈Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department〉
　This is requisite course and comprehensively covers 
multiple learning objectives as follows:
(H) Social Awareness and Broad Perspective
(I) Ethics and Conceptual Ability
(J) Technical and Design Expertise
(K)  Expertise in Architecture (general as well as 

specialized knowledge bases)
(L) Applied Ability of Technical Knowledge
 ＜Office Hours＞
on Wednesdays 12:30 - 13:30 @ Nakano Campus 7th floor 
instructors' room
email: tomo@meiji.ac.jp
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科目ナンバー： ST ARC619E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Architecture and Urban Design Studies ４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演6

担 当 者 専任教授　博士（建築学） 田中　友章

授業の概要・到達目標
<Learning Objectives>
According to the research theme that each student sets 
for AUDS3, each student proposes specific design while 
applying the findings from the research implemented in 
AUDS3.
Specific Objectives
(1)  Acquire social awareness and a broad perspective.
(2)  Acquire ethics and conceptual ability.
(3)  Acquire technical and design expertise.
(4)  Acquire expertise in architecture (general as well as 

specialized knowledge bases.
(5)  Acquire applied ability of technical knowledge.
＜Course Summary＞
・ Each student shall set a study theme through the 
consultation with his/her instructor.

・ Each student shall implement the research under the 
supervision of the advisor.

・ Each student shall report and present the ongoing 
research to his/her instructor and discuss.

・ Each student shall summarize the knowledge acquired 
through the research and present it in the mid-term and 
final review sessions.

授業内容
1st week: Guidance: each student consults with his/her 
primary instructor and discuss a theme of his/her design 
project based on his/her findings from the research 
implemented in AUDS3..
2nd week: Following instructor’s directions, each student 
implements field work, research, and analysis necessary 
for the design project, reports the results to the instructor 
and discuss.
3rd week: Following instructor’s directions, each student 
implements field work, research, and analysis necessary 
for the design project, reports the results to the instructor 
and discuss.
4th week: Following instructor’s directions, each student 
implements field work, research, and analysis necessary 
for the design project, reports the results to the instructor 
and discuss.
5th week: Following instructor’s directions, each student 
implements field work, research, and analysis necessary 
for the design project, reports the results to the instructor 
and discuss.
6th week: Summarize the definition of his/her design 
project as well as the results of field work, research, and 
analysis implemented so far.
7th week: Mid-term Presentation and Review: all students 
present the definition of their design project as well as the 
results of field work, research, and analysis implemented 
so far to all instructors and discuss.
8th week: Based on the discussion in the mid-term 
review, each student implements field work, research, 
and analysis necessary for the design project, reports the 
results to the instructor and discuss.
9th week: each student implements field work, research, 
and analysis necessary for the design project, reports the 
results to the instructor and discuss.
10th week: each student implements field work, research, 
and analysis necessary for the design project, reports the 

results to the instructor and discuss.
11th week: each student implements field work, research, 
and analysis necessary for the design project, reports the 
results to the instructor and discuss.
12th week: Summarize the design of the project as well 
as the findings obtained through all the research and field 
work.
13th week: Summarize the design of the project as well 
as the findings obtained through all the research and field 
work.
14th week: Final Presentation and Review: all students 
present the summary of their design project to all 
instructors and get feedbacks from instructors.

履修上の注意
　According to the predetermined schedule, students 
shall give presentations regarding ongoing studies every 
week. All instructions shall be conducted in English.

準備学習（予習・復習等）の内容
　Preparation for the class based on the handouts, and 
Review of the class through the group discussion are 
recommended.

教科書
　Nothing in particular

参考書
　Nothing in particular

成績評価の方法
　The grade is determined by the total evaluation of in-
terim presentation (50％ ) and final presentation (50％ ). A 
minimum of 60％ accomplishment is required for earning 
credits.
Criteria for evaluation are:
(1) Acquisition of social awareness and broad perspective
(2) Acquisition of ethics and conceptual ability.
(3) Acquisition of technical and design expertise.
(4)  Acquisition of expertise in architecture (general as well 

as specialized knowledge bases).
(5) Acquisition of applied ability to technical knowledge.
　5 criteria above are weighed evenly and the grade is 
determined accordingly

その他
〈Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department〉
　This is requisite course and comprehensively covers 
multiple learning objectives as follows:
(H) Social Awareness and Broad Perspective
(I) Ethics and Conceptual Ability
(J) Technical and Design Expertise
(K)  Expertise in Architecture (general as well as 

specialized knowledge bases)
(L) Applied Ability of Technical Knowledge
 ＜Office Hours＞
on Wednesdays 12:30 - 13:30
@ Nakano Campus 7th floor instructors' room
email: tomo@meiji.ac.jp
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科目ナンバー： ST ARC519E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Architecture and Urban Design Studies １

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 田村　順子

授業の概要・到達目標
<Learning Objectives>
　Students explore specific themes set by the instructor 
regarding urban space in Tokyo through literature 
review, fieldwork, and their analysis and gain knowledge 
about urban space in Tokyo.
Specific Objectives
(1)  Acquire social awareness and a broad perspective.
(2)  Acquire ethics and conceptual ability.
(3)  Acquire technical and design expertise.
(4)  Acquire expertise in architecture (general as well as 

specialized knowledge bases.
(5)  Acquire applied ability of technical knowledge.
＜Course Summary＞
・ Each student shall select a study theme through the 
research theme guidance by all instructors.

・ Each student shall implement the research with other 
group members under the supervision of the advisor.

・ Each student shall report and present the ongoing 
research and study that he/she is in charge to the 
advisor regularly and discuss.

・ Each student shall summarize the knowledge acquired 
through the research and study and present it in the 
final review session.

授業内容
1st week: Guidance: each AUDS1 instructor gives a 
presentation about his/her study topic and students select 
a topic that he/she is interested in.
2nd week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
3rd week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
4th week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
5th week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
6th week: Summarize the findings obtained through the 
research and field work implemented so far.
7th week: Mid-term Presentation and Review: all students 
present the summary of their findings.
8th week: Based on the discussion in the mid-term review, 
each student implements supplemental research and 
field work, report the results to the instructor and other 
students, and discuss.
9th week: each student implements supplemental research 
and field work, report the results to the instructor and 
other students, and discuss.
10th week: each student implements supplemental 
research and field work, report the results to the 
instructor and other students, and discuss.
11th week: each student implements supplemental 
research and field work, report the results to the 
instructor and other students, and discuss.
12th week: each student implements supplemental 
research and field work, report the results to the 
instructor and other students, and discuss.

13th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.
14th week: Final Presentation and Review: all students 
present the summary of their study.

履修上の注意
　According to the predetermined schedule, students 
shall give presentations regarding ongoing studies every 
week.
　All instructions shall be conducted in English.

準備学習（予習・復習等）の内容
　Based on discussions in previous sessions, each student 
shall prepare presentation materials.

教科書
　Nothing in particular

参考書
　Nothing in particular

成績評価の方法
　The grade is determined by the total evaluation of inter-
im presentation (50%) and the final presentation (50%). A 
minimum of 60 % accomplishment is required for earning 
credits.
Criteria for evaluation are:
(1)  Acquisition of social awareness and a broad perspective.
(2)  Acquisition of ethics and conceptual ability.
(3)  Acquisition of technical and design expertise.
(4)  Acquisition of expertise in architecture (general as well 

as specialized knowledge bases.
(5)  Acquisition of applied ability of technical knowledge.
　5 criteria above are weighed evenly and the grade is de-
termined accordingly.

その他
＜Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department＞
　This is a requisite course and comprehensively covers 
multiple learning objectives as follows:
(H) Social Awareness and a Broad Perspective
(I) Ethics and Conceptual Ability
(J) Technical and Design Expertise
(K)  Expertise in Architecture (general as well as 

specialized knowledge bases)
(L) Applied Ability of Technical Knowledge.
＜Office Hours＞
　Consultation by email appointment.
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科目ナンバー： ST ARC519E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Architecture and Urban Design Studies ２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 田村　順子

授業の概要・到達目標
<Learning Objectives>
　Students explore specific themes set by the instructor 
regarding urban space in Tokyo through literature 
review, fieldwork, and their analysis and gain knowledge 
about urban space in Tokyo.
Specific Objectives
(1)  Acquire social awareness and a broad perspective.
(2)  Acquire ethics and conceptual ability.
(3)  Acquire technical and design expertise.
(4)  Acquire expertise in architecture (general as well as 

specialized knowledge bases.
(5)  Acquire applied ability of technical knowledge.
＜Course Summary＞
・ Each student shall continue to work on the study theme 
that he/she worked on Architecture and Urban Design 
Studies 1 in the spring semester.

・ Each student shall implement the research with other 
group members under the supervision of the advisor.

・ Each student shall report and present the ongoing 
research and study that he/she is in charge to the 
advisor regularly and discuss.

・ Each student shall summarize the knowledge acquired 
through the research and study and present it in the 
final review session.

授業内容
1st week: Guidance: instructor gives a guidance on 
continuous research from the last spring semester.
2nd week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
3rd week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
4th week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
5th week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
6th week: Summarize the findings obtained through the 
research and field work implemented so far.
7th week: Mid-term Presentation and Review: all students 
present the summary of their findings.
8th week: Based on the discussion in the mid-term review, 
each student implements supplemental research and 
field work, report the results to the instructor and other 
students, and discuss.
9th week: each student implements supplemental research 
and field work, report the results to the instructor and 
other students, and discuss.
10th week: each student implements supplemental 
research and field work, report the results to the 
instructor and other students, and discuss.
11th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.
12th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.
13th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.

14th week: Final Presentation: all students present the 
summary of their study.

履修上の注意
　According to the predetermined schedule, students 
shall give presentations regarding ongoing studies every 
week.
　All instructions shall be conducted in English.

準備学習（予習・復習等）の内容
　Based on discussions in previous sessions, each student 
shall prepare presentation materials.

教科書
　Nothing in particular

参考書
　Nothing in particular

成績評価の方法
　The grade is determined by the total evaluation of inter-
im presentation (50%) and the final presentation (50%). A 
minimum of 60 % accomplishment is required for earning 
credits.
Criteria for evaluation are:
(1)  Acquisition of social awareness and a broad perspective.
(2)  Acquisition of ethics and conceptual ability.
(3)  Acquisition of technical and design expertise.
(4)  Acquisition of expertise in architecture (general as well 

as specialized knowledge bases.
(5)  Acquisition of applied ability of technical knowledge.
　5 criteria above are weighed evenly and the grade is de-
termined accordingly.

その他
＜Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department＞
　This is a requisite course and comprehensively covers 
multiple learning objectives as follows:
(H) Social Awareness and a Broad Perspective
(I) Ethics and Conceptual Ability
(J) Technical and Design Expertise
(K)  Expertise in Architecture (general as well as 

specialized knowledge bases)
(L) Applied Ability of Technical Knowledge.
＜Office Hours＞
　Consultation by email appointment.
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科目ナンバー： ST ARC619E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Architecture and Urban Design Studies ３

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 田村　順子

授業の概要・到達目標
<Learning Objectives>
　Students set a specific theme of his/her research 
on architecture and urbanism and explore it through 
literature review, fieldwork, and their analysis and gain 
knowledge about the theme.
Specific Objectives
(1)  Acquire social awareness and a broad perspective.
(2)  Acquire ethics and conceptual ability.
(3)  Acquire technical and design expertise.
(4)  Acquire expertise in architecture (general as well as 

specialized knowledge bases.
(5)  Acquire applied ability of technical knowledge.
＜Course Summary＞
・ Each student shall set a study theme through the 
consultation with his/her instructor.

・ Each student shall implement the research under the 
supervision of the advisor.

・ Each student shall report and present the ongoing 
research to his/her instructor and discuss.

・ Each student shall summarize the knowledge acquired 
through the research and present it in the mid-term and 
final review sessions.

授業内容
1st week: Guidance: each student designates his/her 
primary instructor. Each instructor gives a guidance 
about the process of thesis study.
2nd week: Following instructor’s directions, each student 
implements research and field work, reports the results to 
the instructor and discuss.
3rd week: Following instructor’s directions, each student 
implements research and field work, reports the results to 
the instructor and discuss.
4th week: Following instructor’s directions, each student 
implements research and field work, reports the results to 
the instructor and discuss.
5th week: Following instructor’s directions, each student 
implements research and field work, reports the results to 
the instructor and discuss.
6th week: Summarize the findings obtained through the 
research and field work implemented so far.
7th week: Mid-term Presentation and Review: all students 
present the summary of their findings to all instructors 
and discuss.
8th week: Based on the discussion in the mid-term review, 
each student implements supplemental research and field 
work, reports the results to the instructor, and discuss.
9th week: each student implements supplemental research 
and field work, reports the results to the instructor, and 
discuss.
10th week: each student implements supplemental 
research and field work, reports the results to the 
instructor, and discuss.
11th week: each student implements supplemental 
research and field work, reports the results to the 
instructor, and discuss.
12th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.
13th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.

14th week: Final Presentation and Review: all students 
present the summary of their findings to all instructors 
and get feedbacks from instructors.

履修上の注意
　According to the predetermined schedule, students 
shall give presentations regarding ongoing studies every 
week.
　All instructions shall be conducted in English.

準備学習（予習・復習等）の内容
　Based on discussions in previous sessions, each student 
shall prepare presentation materials.

教科書
　Nothing in particular

参考書
　Nothing in particular

成績評価の方法
　The grade is determined by the total evaluation of inter-
im presentation (50%) and the final presentation (50%). A 
minimum of 60 % accomplishment is required for earning 
credits.
Criteria for evaluation are:
(1)  Acquisition of social awareness and a broad perspective.
(2)  Acquisition of ethics and conceptual ability.
(3)  Acquisition of technical and design expertise.
(4)  Acquisition of expertise in architecture (general as well 

as specialized knowledge bases.
(5)  Acquisition of applied ability of technical knowledge.
　5 criteria above are weighed evenly and the grade is 
determined accordingly.

その他
＜Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department＞
　This is a requisite course and comprehensively covers 
multiple learning objectives as follows:
(H) Social Awareness and a Broad Perspective
(I) Ethics and Conceptual Ability
(J) Technical and Design Expertise
(K)  Expertise in Architecture (general as well as 

specialized knowledge bases)
(L) Applied Ability of Technical Knowledge.
＜Office Hours＞
　Consultation by email appointment.
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科目ナンバー： ST ARC619E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Architecture and Urban Design Studies ４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演6

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 田村　順子

授業の概要・到達目標
<Learning Objectives>
　According to the research theme that each student sets 
for AUDS3, each student proposes specific design while 
applying the findings from the research implemented in 
AUDS3.
Specific Objectives
(1)  Acquire social awareness and a broad perspective.
(2)  Acquire ethics and conceptual ability.
(3)  Acquire technical and design expertise.
(4)  Acquire expertise in architecture (general as well as 

specialized knowledge bases.
(5)  Acquire applied ability of technical knowledge.
＜Course Summary＞
・ Each student shall set a study theme through the 
consultation with his/her instructor.

・ Each student shall implement the research under the 
supervision of the advisor.

・ Each student shall report and present the ongoing 
research to his/her instructor and discuss.

・ Each student shall summarize the knowledge acquired 
through the research and present it in the mid-term and 
final review sessions.

授業内容
1st week: Guidance: each student consults with his/her 
primary instructor and discuss a theme of his/her design 
project based on his/her findings from the research 
implemented in AUDS3..
2nd week: Following instructor’s directions, each student 
implements field work, research, and analysis necessary 
for the design project, reports the results to the instructor 
and discuss.
3rd week: Following instructor’s directions, each student 
implements field work, research, and analysis necessary 
for the design project, reports the results to the instructor 
and discuss.
4th week: Following instructor’s directions, each student 
implements field work, research, and analysis necessary 
for the design project, reports the results to the instructor 
and discuss.
5th week: Following instructor’s directions, each student 
implements field work, research, and analysis necessary 
for the design project, reports the results to the instructor 
and discuss.
6th week: Summarize the definition of his/her design 
project as well as the results of field work, research, and 
analysis implemented so far.
7th week: Mid-term Presentation and Review: all students 
present the definition of their design project as well as the 
results of field work, research, and analysis implemented 
so far to all instructors and discuss.
8th week: Based on the discussion in the mid-term 
review, each student implements field work, research, 
and analysis necessary for the design project, reports the 
results to the instructor and discuss.
9th week: each student implements field work, research, 
and analysis necessary for the design project, reports the 
results to the instructor and discuss.
10th week: each student implements field work, research, 
and analysis necessary for the design project, reports the 

results to the instructor and discuss.
11th week: each student implements field work, research, 
and analysis necessary for the design project, reports the 
results to the instructor and discuss.
12th week: Summarize the design of the project as well 
as the findings obtained through all the research and field 
work.
13th week: Summarize the design of the project as well 
as the findings obtained through all the research and field 
work.
14th week: Final Presentation and Review: all students 
present the summary of their design project to all 
instructors and get feedbacks from instructors.

履修上の注意
　According to the predetermined schedule, students 
shall give presentations regarding ongoing studies every 
week.
　All instructions shall be conducted in English.

準備学習（予習・復習等）の内容
　Based on discussions in previous sessions, each student 
shall prepare presentation materials.

教科書
　Nothing in particular

参考書
　Nothing in particular

成績評価の方法
　The grade is determined by the total evaluation of inter-
im presentation (50%) and the final presentation (50%). A 
minimum of 60 % accomplishment is required for earning 
credits.
Criteria for evaluation are:
(1)  Acquisition of social awareness and a broad perspective.
(2)  Acquisition of ethics and conceptual ability.
(3)  Acquisition of technical and design expertise.
(4)  Acquisition of expertise in architecture (general as well 

as specialized knowledge bases.
(5)  Acquisition of applied ability of technical knowledge.
　5 criteria above are weighed evenly and the grade is 
determined accordingly.

その他
＜Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department＞
　This is a requisite course and comprehensively covers 
multiple learning objectives as follows:
(H) Social Awareness and a Broad Perspective
(I) Ethics and Conceptual Ability
(J) Technical and Design Expertise
＜Office Hours＞
　Consultation by email appointment.
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科目ナンバー： ST ARC519E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Architecture and Urban Design Studies １

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 特任教授 タルディッツ，マニュエルC

授業の概要・到達目標
Course Summary & Learning Objectives
<Learning Objectives>
Students explore specific themes set by the instructor 
regarding urban space in Tokyo through literature 
review, fieldwork, and their analysis and gain knowledge 
about urban space in Tokyo.
Specific Objectives
(1)  Acquire social awareness and a broad perspective.
(2)  Acquire ethics and conceptual ability.
(3)  Acquire technical and design expertise.
(4)  Acquire expertise in architecture (general as well as 

specialized knowledge bases.
(5)  Acquire applied ability of technical knowledge.
＜Course Summary＞
・ Each student shall select a study theme through the 
research theme guidance by all instructors.

・ Each student shall implement the research with other 
group members under the supervision of the advisor.

・ Each student shall report and present the ongoing 
research and study that he/she is in charge to the 
advisor regularly and discuss.

・ Each student shall summarize the knowledge acquired 
through the research and study and present it in the 
final review session.

授業内容
<Session Topics>
1st week: Guidance: each AUDS1 instructor gives a 
presentation about his/her study topic and students select 
a topic that he/she is interested in.
2nd week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
3rd week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
4th week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
5th week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
6th week: Summarize the findings obtained through the 
research and field work implemented so far.
7th week: Mid-term Presentation and Review: all students 
present the summary of their findings.
8th week: Based on the discussion in the mid-term review, 
each student implements supplemental research and 
field work, report the results to the instructor and other 
students, and discuss.
9th week: each student implements supplemental research 
and field work, report the results to the instructor and 
other students, and discuss.
10th week: each student implements supplemental 
research and field work, report the results to the 
instructor and other students, and discuss.
11th week: each student implements supplemental 
research and field work, report the results to the 
instructor and other students, and discuss.

12th week: each student implements supplemental 
research and field work, report the results to the 
instructor and other students, and discuss.
13th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.
14th week: Final Presentation and Review: all students 
present the summary of their study.

履修上の注意
Prerequisites and Registration Requirements
　According to the predetermined schedule, students 
shall give presentations regarding ongoing studies every 
week.
　All instructions shall be conducted in English.

準備学習（予習・復習等）の内容
Preparation and Review
　Based on discussions in previous sessions, each student 
shall prepare presentation materials.

教科書
Text Books
　Nothing in particular

参考書
References
　Nothing in particular

成績評価の方法
Evaluation Criteria
　The grade is determined by the total evaluation of in-
terim presentation (50％) and the final presentation (50％). 
A minimum of 60％ accomplishment is required for earn-
ing credits.
　Criteria for evaluation are:
(1) Acquisit ion of social awareness and a broad 
perspective.
(2) Acquisition of ethics and conceptual ability.
(3) Acquisition of technical and design expertise.
(4)  Acquisition of expertise in architecture (general as well 

as specialized knowledge bases).
(5) Acquisition of applied ability of technical knowledge.
　5 criteria above are weighed evenly and the grade is 
determined accordingly.

その他
Others

〈Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department〉
　This is a requisite course and comprehensively covers 
multiple learning objectives as follows:
(H) Social Awareness and a Broad Perspective
(I) Ethics and Conceptual Ability
(J) Technical and Design Expertise
(K)  Expertise in Architecture (general as well as 

specialized knowledge bases)
(L) Applied Ability of Technical Knowledge.

〈Office Hours〉
　on Thursdays 12：10-13：00
　＠ Nakano Campus 7th floor instructors' room
　e-mail: kinkan＠mikan.co.jp
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科目ナンバー： ST ARC519E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Architecture and Urban Design Studies ２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 特任教授 タルディッツ，マニュエルC

授業の概要・到達目標
Course Summary & Learning Objectives
<Learning Objectives>
Students explore specific themes set by the instructor 
regarding urban space in Tokyo through literature 
review, fieldwork, and their analysis and gain knowledge 
about urban space in Tokyo.
Specific Objectives
(1)  Acquire social awareness and a broad perspective.
(2)  Acquire ethics and conceptual ability.
(3)  Acquire technical and design expertise.
(4)  Acquire expertise in architecture (general as well as 

specialized knowledge bases.
(5)  Acquire applied ability of technical knowledge.
＜Course Summary＞
・ Each student shall continue to work on the study theme 
that he/she worked on Architecture and Urban Design 
Studies 1 in the spring semester.

・ Each student shall implement the research with other 
group members under the supervision of the advisor.

・ Each student shall report and present the ongoing 
research and study that he/she is in charge to the 
advisor regularly and discuss.

・ Each student shall summarize the knowledge acquired 
through the research and study and present it in the 
final review session.

授業内容
Session Topics
1st week: Guidance: instructor gives a guidance on 
continuous research from the last spring semester.
2nd week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
3rd week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
4th week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
5th week: Following instructor’s directions, each student 
implement research and field work, report the results to 
the instructor and other students, and discuss.
6th week: Summarize the findings obtained through the 
research and field work implemented so far.
7th week: Mid-term Presentation and Review: all students 
present the summary of their findings.
8th week: Based on the discussion in the mid-term review, 
each student implements supplemental research and 
field work, report the results to the instructor and other 
students, and discuss.
9th week: each student implements supplemental research 
and field work, report the results to the instructor and 
other students, and discuss.
10th week: each student implements supplemental 
research and field work, report the results to the 
instructor and other students, and discuss.
11th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.
12th week: Summarize the findings obtained through all 

the research and field work.
13th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.
14th week: Final Presentation: all students present the 
summary of their study.

履修上の注意
Prerequisites and Registration Requirements
　According to the predetermined schedule, students 
shall give presentations regarding ongoing studies every 
week.
　All instructions shall be conducted in English.

準備学習（予習・復習等）の内容
Preparation and Review
　Based on discussions in previous sessions, each student 
shall prepare presentation materials.

教科書
Text Books
　Nothing in particular

参考書
References
　Nothing in particular

成績評価の方法
Evaluation Criteria
　The grade is determined by the total evaluation of in-
terim presentation (50％) and the final presentation (50％). 
A minimum of 60％ accomplishment is required for earn-
ing credits.
　Criteria for evaluation are:
(1) Acquisition of social awareness and a broad perspec-
tive.
(2) Acquisition of ethics and conceptual ability.
(3) Acquisition of technical and design expertise.
(4)  Acquisition of expertise in architecture (general as well 

as specialized knowledge bases).
(5) Acquisition of applied ability of technical knowledge.
　5 criteria above are weighed evenly and the grade is 
determined accordingly.

その他
Others

〈Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department〉
　This is a requisite course and comprehensively covers 
multiple learning objectives as follows:
(H) Social Awareness and a Broad Perspective
(I) Ethics and Conceptual Ability
(J) Technical and Design Expertise
(K)  Expertise in Architecture (general as well as 

specialized knowledge bases)
(L) Applied Ability of Technical Knowledge.

〈Office Hours〉
　on Thursdays 12：10-13：00
　＠ Nakano Campus 7th floor instructors' room
　e-mail: kinkan＠mikan.co.jp
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科目ナンバー： ST ARC619E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Architecture and Urban Design Studies ３

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 特任教授 タルディッツ，マニュエルC

授業の概要・到達目標
Course Summary & Learning Objectives
<Learning Objectives>
Students set a specific theme of his/her research on 
architecture and urbanism and explore it through 
literature review, fieldwork, and their analysis and gain 
knowledge about the theme.
Specific Objectives
(1)  Acquire social awareness and a broad perspective.
(2)  Acquire ethics and conceptual ability.
(3)  Acquire technical and design expertise.
(4)  Acquire expertise in architecture (general as well as 

specialized knowledge bases.
(5)  Acquire applied ability of technical knowledge.
＜Course Summary＞
・ Each student shall set a study theme through the 
consultation with his/her instructor.

・ Each student shall implement the research under the 
supervision of the advisor.

・ Each student shall report and present the ongoing 
research to his/her instructor and discuss.

・ Each student shall summarize the knowledge acquired 
through the research and present it in the mid-term and 
final review sessions.

授業内容
Session Topics
1st week: Guidance: each student designates his/her 
primary instructor. Each instructor gives a guidance 
about the process of thesis study.
2nd week: Following instructor’s directions, each student 
implements research and field work, reports the results to 
the instructor and discuss.
3rd week: Following instructor’s directions, each student 
implements research and field work, reports the results to 
the instructor and discuss.
4th week: Following instructor’s directions, each student 
implements research and field work, reports the results to 
the instructor and discuss.
5th week: Following instructor’s directions, each student 
implements research and field work, reports the results to 
the instructor and discuss.
6th week: Summarize the findings obtained through the 
research and field work implemented so far.
7th week: Mid-term Presentation and Review: all students 
present the summary of their findings to all instructors 
and discuss.
8th week: Based on the discussion in the mid-term review, 
each student implements supplemental research and field 
work, reports the results to the instructor, and discuss.
9th week: each student implements supplemental research 
and field work, reports the results to the instructor, and 
discuss.
10th week: each student implements supplemental 
research and field work, reports the results to the 
instructor, and discuss.
11th week: each student implements supplemental 
research and field work, reports the results to the 
instructor, and discuss.
12th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.

13th week: Summarize the findings obtained through all 
the research and field work.
14th week: Final Presentation and Review: all students 
present the summary of their findings to all instructors 
and get feedbacks from instructors.

履修上の注意
Prerequisites and Registration Requirements
　According to the predetermined schedule, students 
shall give presentations regarding ongoing studies every 
week.
　All instructions shall be conducted in English.

準備学習（予習・復習等）の内容
Preparation and Review
　Based on discussions in previous sessions, each student 
shall prepare presentation materials.

教科書
Text Books
　Nothing in particular

参考書
References
　Nothing in particular

成績評価の方法
Evaluation Criteria
　The grade is determined by the total evaluation of in-
terim presentation (50％) and the final presentation (50％). 
A minimum of 60％ accomplishment is required for earn-
ing credits.
　Criteria for evaluation are:
(1)  Acquisition of social awareness and a broad perspec-

tive.
(2) Acquisition of ethics and conceptual ability.
(3) Acquisition of technical and design expertise.
(4)  Acquisition of expertise in architecture (general as well 

as specialized knowledge bases).
(5) Acquisition of applied ability of technical knowledge.
　5 criteria above are weighed evenly and the grade is 
determined accordingly.

その他
Others

〈Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department〉
　This is a requisite course and comprehensively covers 
multiple learning objectives as follows:
(H) Social Awareness and a Broad Perspective
(I) Ethics and Conceptual Ability
(J) Technical and Design Expertise
(K)  Expertise in Architecture (general as well as 

specialized knowledge bases)
(L) Applied Ability of Technical Knowledge.

〈Office Hours〉
　on Thursdays 12：10-13：00
　＠ Nakano Campus 7th floor instructors' room
　e-mail: kinkan＠mikan.co.jp
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科目ナンバー： ST ARC619E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Architecture and Urban Design Studies ４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演6

担 当 者 特任教授 タルディッツ，マニュエルC

授業の概要・到達目標
Course Summary & Learning Objectives
<Learning Objectives>
According to the research theme that each student sets 
for AUDS3, each student proposes specific design while 
applying the findings from the research implemented in 
AUDS3.
Specific Objectives
(1)  Acquire social awareness and a broad perspective.
(2)  Acquire ethics and conceptual ability.
(3)  Acquire technical and design expertise.
(4)  Acquire expertise in architecture (general as well as 

specialized knowledge bases.
(5)  Acquire applied ability of technical knowledge.
＜Course Summary＞
・ Each student shall set a study theme through the 
consultation with his/her instructor.

・ Each student shall implement the research under the 
supervision of the advisor.

・ Each student shall report and present the ongoing 
research to his/her instructor and discuss.

・ Each student shall summarize the knowledge acquired 
through the research and present it in the mid-term and 
final review sessions.

授業内容
Session Topics
1st week: Guidance: each student consults with his/her 
primary instructor and discuss a theme of his/her design 
project based on his/her findings from the research 
implemented in AUDS3..
2nd week: Following instructor’s directions, each student 
implements field work, research, and analysis necessary 
for the design project, reports the results to the instructor 
and discuss.
3rd week: Following instructor’s directions, each student 
implements field work, research, and analysis necessary 
for the design project, reports the results to the instructor 
and discuss.
4th week: Following instructor’s directions, each student 
implements field work, research, and analysis necessary 
for the design project, reports the results to the instructor 
and discuss.
5th week: Following instructor’s directions, each student 
implements field work, research, and analysis necessary 
for the design project, reports the results to the instructor 
and discuss.
6th week: Summarize the definition of his/her design 
project as well as the results of field work, research, and 
analysis implemented so far.
7th week: Mid-term Presentation and Review: all students 
present the definition of their design project as well as the 
results of field work, research, and analysis implemented 
so far to all instructors and discuss.
8th week: Based on the discussion in the mid-term 
review, each student implements field work, research, 
and analysis necessary for the design project, reports the 
results to the instructor and discuss.
9th week: each student implements field work, research, 
and analysis necessary for the design project, reports the 
results to the instructor and discuss.

10th week: each student implements field work, research, 
and analysis necessary for the design project, reports the 
results to the instructor and discuss.
11th week: each student implements field work, research, 
and analysis necessary for the design project, reports the 
results to the instructor and discuss.
12th week: Summarize the design of the project as well 
as the findings obtained through all the research and field 
work.
13th week: Summarize the design of the project as well 
as the findings obtained through all the research and field 
work.
14th week: Final Presentation and Review: all students 
present the summary of their design project to all 
instructors and get feedbacks from instructors.

履修上の注意
Prerequisites and Registration Requirements
　According to the predetermined schedule, students 
shall give presentations regarding ongoing studies every 
week.
　All instructions shall be conducted in English.

準備学習（予習・復習等）の内容
Preparation and Review
　Based on discussions in previous sessions, each student 
shall prepare presentation materials.

教科書
Text Books
　Nothing in particular

参考書
References
　Nothing in particular

成績評価の方法
Evaluation Criteria
　The grade is determined by the total evaluation of in-
terim presentation (50％) and the final presentation (50％). 
A minimum of 60％ accomplishment is required for earn-
ing credits.
　Criteria for evaluation are:
(1) Acquisition of social awareness and a broad perspec-
tive.
(2) Acquisition of ethics and conceptual ability.
(3) Acquisition of technical and design expertise.
(4)  Acquisition of expertise in architecture (general as well 

as specialized knowledge bases).
(5) Acquisition of applied ability of technical knowledge.
　5 criteria above are weighed evenly and the grade is 
determined accordingly.

その他
Others

〈Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department〉
　This is a requisite course and comprehensively covers 
multiple learning objectives as follows:
(H) Social Awareness and a Broad Perspective
(I) Ethics and Conceptual Ability
(J) Technical and Design Expertise
(K)  Expertise in Architecture (general as well as 

specialized knowledge bases)
(L) Applied Ability of Technical Knowledge.

〈Office Hours〉
　on Thursdays 12：10-13：00
　＠ Nakano Campus 7th floor instructors' room
　e-mail: kinkan＠mikan.co.jp
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科目ナンバー： ST ART519J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 総合芸術研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　 清岡　智比古

授業の概要・到達目標
　修士論文作成に向けて，テーマの選定から文献リストの
作成，その読解まで，準備を進めてゆく。

授業内容
第１回　 イントロダクション
第２回　 研究テーマ相談
第３回　 研究計画作成
第４回　 先行研究論文調査
第５回　 文献リスト作成・指導
第６回　 文献の確認・指導
第７回　 基本資料講読および討論（1）前半
第８回　 基本資料講読および討論（1）後半
第９回　 論文構想の確認
第10回　 基本資料講読および討論（2）前半
第11回　 基本資料講読および討論（2）後半
第12回　 研究作業の課題の確認
第13回　 論文のテーマの修正案の提示
第14回　 今後の研究方針の検討

履修上の注意
　具体的に作品検討を行う場合もある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　検討対象となる文献，および作品について，あらかじめ
調べておくことが必要となる。

教科書
　なし。

参考書

成績評価の方法
・ 授業参加の姿勢と発言・発表の内容（50％）
・ 修士研究/制作の各段階における発表（50％）
　以上の配分に基づき，総合評価100点満点で60点以上を
合格とする。

その他

科目ナンバー： ST ART519J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 総合芸術研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　 清岡　智比古

授業の概要・到達目標
　修士論文作成に向けて，テーマの選定から文献リストの
作成，その読解まで，準備を進めてゆく。

授業内容
第１回　 イントロダクション
第２回　 研究テーマ確認
第３回　 研究計画進行状況確認
第４回　 先行研究論文要旨発表・1
第５回　 先行研究論文要旨発表・2
第６回　 先行研究論文要旨発表・3
第７回　 論文構想の確認
第８回　 先行研究論文要旨発表・4
第９回　 先行研究論文要旨発表・5
第10回　 文章チェック・1
第11回　 文章チェック・2
第12回　 研究計画の確認
第13回　 論文のテーマの修正の検討
第14回　 今後の研究方針の検討

履修上の注意
　具体的に作品検討を行う場合もある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　検討対象となる文献，および作品について，あらかじめ
調べておくことが必要となる。

教科書
　なし

参考書

成績評価の方法
・ 授業参加の姿勢と発言・発表の内容（50％）
・ 修士研究/制作の各段階における発表（50％）
　以上の配分に基づき，総合評価100点満点で60点以上を
合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST ART619J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 総合芸術研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　 清岡　智比古

授業の概要・到達目標
　修士研究指導。各自がそれぞれの主題について発表し，
それについてグループで討議してゆく。まずはテーマの設
定そのものの適否から出発し，テーマを絞り込んだ上で，
それを各自の研究にフィードバックすることで，より精密
な論文の執筆を目指す。また，それと同時に，幅広い視野
を養うべく，さまざまなテーマについての討議も行う。

授業内容
第１回：イントロダクション
第２回～第７回：課題の設定，討議
第８回～第13回：論文の具体的な書き直し
第14回：まとめ

履修上の注意
　修士論文作成のための授業であるので，そのための準備
を怠らないこと。
　また，随時発表することが求められる。

準備学習（予習・復習等）の内容
　討議の材料となる資料の読み込み

教科書
　なし

参考書

成績評価の方法
・ 授業参加の姿勢と発言・発表の内容（50％）
・ 修士研究/制作の各段階における発表（50％）
　以上の配分に基づき，総合評価100点満点で60点以上を
合格とする。

その他

科目ナンバー： ST ART619J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 総合芸術研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　 清岡　智比古

授業の概要・到達目標
　「研究3」にひきつづき，各自の研究対象を広く深く分析し
てゆく修士研究指導。各自がそれぞれの主題について発表
し，それについてグループで討議してゆく。まずはテーマ
の設定そのものの適否から出発し，テーマを絞り込んだ上
で，それを各自の研究にフィードバックすることで，より
精密な論文の執筆を目指す。また，それと同時に，幅広い
視野を養うべく，さまざまなテーマについての討議も行う。

授業内容
第１回　 イントロダクション
第２～７回　 章立て，序論と結論のまとめ方
第８～ 13回　 論文の具体的な書き直し
第14回　 まとめ

履修上の注意
　修士論文作成のための授業であるので，そのための準備
を怠らないこと。
　また，随時発表することが求められる。

準備学習（予習・復習等）の内容
　討議の材料となる文献の読み込み

教科書
　なし

参考書

成績評価の方法
・ 授業参加の姿勢と発言・発表の内容（50％）
・ 修士研究/制作の各段階における発表（50％）
　以上の配分に基づき，総合評価100点満点で60点以上を
合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST ART519J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 総合芸術研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　 倉石　信乃

授業の概要・到達目標
　本科目では，美術，写真，映画など主に視覚芸術の各分
野を貫く通有性を持ち，今日の芸術を理解するための基礎
となるべき作品・資料・文献を精選し，読解を行なう。その
際，今日の芸術が，独立した閉域に存立するのではなく，
自然や社会とより密接な関係を結ぶものとして不可避に再
編されていることに留意する。また，各自が修士論文の作
成はもとより，修士研究の一環として作品制作を手がける
場合にも，クラスにおいて構想力と表現力を高めるための
発表および討議を行なう。

授業内容
第１回　 イントロダクション
第２回　 研究課題の設定，調査，発表，討議。展覧会・ワー

クショップ等の立案・準備または実施。
第３回　 研究課題の設定，調査，発表，討議。展覧会・ワー

クショップ等の立案・準備または実施。
第４回　 研究課題の設定，調査，発表，討議。展覧会・ワー

クショップ等の立案・準備または実施。
第５回　 研究課題の設定，調査，発表，討議。展覧会・ワー

クショップ等の立案・準備または実施。
第６回　 研究課題の設定，調査，発表，討議。展覧会・ワー

クショップ等の立案・準備または実施。
第７回　 研究課題の設定，調査，発表，討議。展覧会・ワー

クショップ等の立案・準備または実施。
第８回　 研究課題の設定，調査，発表，討議。展覧会・ワー

クショップ等の立案・準備または実施。
第９回　 研究課題の設定，調査，発表，討議。展覧会・ワー

クショップ等の立案・準備または実施。
第10回　 研究課題の設定，調査，発表，討議。展覧会・ワー

クショップ等の立案・準備または実施。
第11回　 研究課題の設定，調査，発表，討議。展覧会・ワー

クショップ等の立案・準備または実施。
第12回　 研究課題の設定，調査，発表，討議。展覧会・ワー

クショップ等の立案・準備または実施。
第13回　 研究課題の設定，調査，発表，討議。展覧会・ワー

クショップ等の立案・準備または実施。
第14回　 まとめ。

履修上の注意
　修士研究に関連する事項については，自らの足で現場に
出かけることを厭わない態度が求められる。国内外のさま
ざまな土地の人びと・事物・風景との邂逅や，そこで開催さ
れる展覧会などのイベントに進んで参加することは，研究
のための必須条件である。なお本授業は，必要に応じて他
の教員との連携を十分に保った授業とする。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回の授業で扱う資料・文献等は事前に指定されるので，
目を通しておく必要がある。また授業で扱った内容につい
ては，各人の関心にしたがって，復習しなければならない。

教科書
　指定しない。

参考書
　本授業の参加者が共通して講読する課題図書について，
学期の初めに指定する。また，各人の研究対象にふさわし
い個別的な課題図書も別途，学期の初めに指定する。

成績評価の方法
・ 授業参加の姿勢と発言・発表の内容（50％）
・ 修士研究/制作の各段階における発表（50％）
　以上の配分に基づき，総合評価100点満点で60点以上を
合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST ART519J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 総合芸術研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　 倉石　信乃

授業の概要・到達目標
　本科目では，総合芸術研究1を踏まえ，各分野における重
要な作品・資料・文献について継続して読解を進めるととも
に，特に今日の芸術を考察する上でよりアクチュアルな問
題意識を醸成するためのトピックについても認識を深める。
　各自の研究については，12月に予定されている修士論文
中間発表会を目途に，修士研究の概要を整備するため，こ
のクラスにおいて発表と討議を反復する。また各自の計画
に基づいて，研究のための資料調査，フィールドワークを
実施する。

授業内容
第１回　 イントロダクション
第２回　 研究課題の設定，調査，発表，討議。展覧会・ワー

クショップ等の立案・準備または実施。
第３回　 研究課題の設定，調査，発表，討議。展覧会・ワー

クショップ等の立案・準備または実施。
第４回　 研究課題の設定，調査，発表，討議。展覧会・ワー

クショップ等の立案・準備または実施。
第５回　 研究課題の設定，調査，発表，討議。展覧会・ワー

クショップ等の立案・準備または実施。
第６回　 研究課題の設定，調査，発表，討議。展覧会・ワー

クショップ等の立案・準備または実施。
第７回　 研究課題の設定，調査，発表，討議。展覧会・ワー

クショップ等の立案・準備または実施。
第８回　 研究課題の設定，調査，発表，討議。展覧会・ワー

クショップ等の立案・準備または実施。
第９回　 研究課題の設定，調査，発表，討議。展覧会・ワー

クショップ等の立案・準備または実施。
第10回　 研究課題の設定，調査，発表，討議。展覧会・ワー

クショップ等の立案・準備または実施。
第11回　 研究課題の設定，調査，発表，討議。展覧会・ワー

クショップ等の立案・準備または実施。
第12回　 研究課題の設定，調査，発表，討議。展覧会・ワー

クショップ等の立案・準備または実施。
第13回　 研究課題の設定，調査，発表，討議。展覧会・ワー

クショップ等の立案・準備または実施。
第14回　 まとめ

履修上の注意
　修士研究に関連する事項については，自らの足で現場に
出かけることを厭わない態度が求められる。国内外のさま
ざまな土地の人びと・事物・風景との邂逅や，そこで開催さ
れる展覧会などのイベントに進んで参加することは，研究
のための必須条件である。なお本授業は，必要に応じて他
の教員との連携を十分に保った授業とする。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回の授業で扱う資料・文献等は事前に指定されるので，
目を通しておく必要がある。また授業で扱った内容につい
ては，各人の関心にしたがって，復習しなければならない。

教科書
　特に用いない。

参考書
　本授業の参加者が共通して講読する課題図書について，
学期の初めに指定する。また，各人の研究対象にふさわし
い個別的な課題図書も別途，学期の初めに指定する。

成績評価の方法
・ 授業参加の姿勢と発言・発表の内容（50％）
・ 修士研究/制作の各段階における発表（50％）
　以上の配分に基づき，総合評価100点満点で60点以上を
合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST ART619J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 総合芸術研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　 倉石　信乃

授業の概要・到達目標
　本科目では，総合芸術研究1・2で行なってきた資料読解
や，芸術を取り巻く課題への考察を受けて，各自の研究分
野の歴史的展開と現在の状況に対する見取り図を描出し，
修士研究に必要となる背景や文脈の獲得に努める。
　修士研究においては，それぞれのテーマに関わる先行研
究を遺漏なく批判的に分析して，ディジタルコンテンツ研
究の更新に資するための諸条件を見定めながら，論文や作
品制作へとつなげていく。また，資料調査とフィールドワー
クを継続する。

授業内容
第１回：ガイダンス
第２回：課題の設定，調査，発表，討議
第３回：課題の設定，調査，発表，討議
第４回：課題の設定，調査，発表，討議
第５回：課題の設定，調査，発表，討議
第６回：課題の設定，調査，発表，討議
第７回：課題の設定，調査，発表，討議
第８回：課題の設定，調査，発表，討議
第９回：課題の設定，調査，発表，討議
第10回：課題の設定，調査，発表，討議
第11回：課題の設定，調査，発表，討議
第12回：課題の設定，調査，発表，討議
第13回：課題の設定，調査，発表，討議
第14回：まとめ

履修上の注意
　日頃から修士研究または修士制作に関連する事項につい
ては，インターネットなどを通じて座して得られる情報の
みに頼るのではなく，自らの足で現場に出かけることを厭
わない態度が求められる。国内外のさまざまな土地の人び
と・事物・風景との邂逅や，そこで開催される展覧会，講演
会などのイベントに進んで参加することは，研究のための
必須条件である。その際に，実際に得た知見をメモやノー
トをとるなど，整理しておくこと。なお本授業は，他の専
任教員との連携を十分に保った授業とする。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回の授業で扱う資料・文献等は事前に指定されるので，
目を通しておく必要がある。また授業で扱った内容につい
ては，各人の関心にしたがって，復習しなければならない。

教科書
　特に用いない。

参考書
　本授業の参加者が共通して講読する課題図書について，
学期の初めに指定する。また，各人の研究対象にふさわし
い個別的な課題図書も別途，学期の初めに指定する。

成績評価の方法
・ 授業参加の姿勢と発言・発表の内容（50％）
・ 修士研究/制作の各段階における発表（50％）
　以上の配分に基づき，総合評価100点満点で60点以上を
合格とする。

その他

科目ナンバー： ST ART619J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 総合芸術研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　 倉石　信乃

授業の概要・到達目標
　本科目では総合芸術研究3までの成果を踏まえ，特定の
分野・対象についての十分な認識と，近接する分野や人文諸
学の今日的な研究水準の理解とを統合し，最終的に修士研
究にまとめる。まとめるための諸段階において，授業内で
発表を行う。修士論文については，論文の内容のみならず，
構成から具体的な表記にいたる「形式」についての配慮ある
執筆を心がける。修士研究の一環として作品制作を行う場
合には，周到な準備を経て修了制作展などを開催し，その
成果について広く学内外からの評価を得るものとする。

授業内容
第１回：イントロダクション
第２回：課題の設定，調査，発表，討議
第３回：課題の設定，調査，発表，討議
第４回：課題の設定，調査，発表，討議
第５回：課題の設定，調査，発表，討議
第６回：課題の設定，調査，発表，討議
第７回：課題の設定，調査，発表，討議
第８回：課題の設定，調査，発表，討議
第９回：課題の設定，調査，発表，討議
第10回：課題の設定，調査，発表，討議
第11回：課題の設定，調査，発表，討議
第12回：課題の設定，調査，発表，討議
第13回：課題の設定，調査，発表，討議
第14回：まとめ

履修上の注意
　日頃から修士研究または修士制作に関連する事項につい
ては，インターネットなどを通じて座して得られる情報の
みに頼るのではなく，自らの足で現場に出かけることを厭
わない態度が求められる。国内外のさまざまな土地の人び
と・事物・風景との邂逅や，そこで開催される展覧会，講演
会などのイベントに進んで参加することは，研究のための
必須条件である。なお，本授業は，他の専任教員との連携
を十分に保った授業とする。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回の授業で扱う資料・文献等は事前に指定されるので，
目を通しておく必要がある。また授業で扱った内容につい
ては，各人の関心にしたがって，復習しなければならない。

教科書
　特に用いない。

参考書
　本授業の参加者が共通して講読する課題図書について，
学期の初めに指定する。また，各人の研究対象にふさわし
い個別的な課題図書も別途，学期の初めに指定する。

成績評価の方法
・ 授業参加の姿勢と発言・発表の内容（50％）
・ 修士研究/制作の各段階における発表（50％）
　以上の配分に基づき，総合評価100点満点で60点以上を
合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST ART519J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 総合芸術研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（人間・環境学） 鞍田　崇

授業の概要・到達目標
　現代社会における芸術の役割について考える上での基本
理論の理解と思考力を培うことをめざします。具体的的に
は，哲学的な思索力とデザイン的な表現力を獲得すること
が目標。それらを培う基礎固めを行うのがこの授業の目的
です。内容は基本文献の講読と，受講生の研究発表を中心
として，的確な現状分析から説得力のあるコンセプトやビ
ジョンを導出するための健全な批判精神の実際を学びます

（基本文献は，マルティン・ハイデガーの関連著作です）。

授業内容
〔vol. 1〕はじめに―いま社会にとって芸術とは？
〔vol. 2-14〕テキスト（教科書・参考書）を手がかりにしたディ
スカッションをメインとします

履修上の注意
　特に予備知識は必要ありませんが，各回とも講義後半で
ショートディスカッションをしますので，そこでの積極的
な参加を期待します。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各回担当を決めて発表してもらい，それについてディス
カッションするので，担当者はもちろん，参加者各自，テ
キスト等しっかり読み込んでくること。

教科書
　マルティン・ハイデガー /著『芸術作品の根源』（関口浩訳，
平凡社ライブラリー）
　マルティン・ハイデガー /著『存在と時間（下）』（細谷貞雄
訳，ちくま学芸文庫）

参考書
　鞍田崇/著『民藝のインティマシー「いとおしさ」をデザ
インする』（明治大学出版会，2015年）

成績評価の方法
　期末レポート 60％，講義内レポート 20％，平常点（ディ
スカッションへの参加等）20％

その他

科目ナンバー： ST ART519J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 総合芸術研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（人間・環境学） 鞍田　崇

授業の概要・到達目標
　現代社会における芸術の役割について考える上での基本
理論の理解と思考力を培うことをめざします。具体的的に
は，哲学的な思索力とデザイン的な表現力を獲得すること
が目標。それらを培う基礎固めを行うのがこの授業の目的
です。内容は基本文献の講読と，受講生の研究発表を中心
として，的確な現状分析から説得力のあるコンセプトやビ
ジョンを導出するための健全な批判精神の実際を学びます

（基本文献は，マルティン・ハイデガーの関連著作です）。

授業内容
〔vol. 1〕はじめに―いま社会にとって芸術とは？
〔vol. 2-14〕テキスト（教科書・参考書）を手がかりにしたディ
スカッションをメインとします

履修上の注意
　特に予備知識は必要ありませんが，各回とも講義後半で
ショートディスカッションをしますので，そこでの積極的
な参加を期待します。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各回担当を決めて発表してもらい，それについてディス
カッションするので，担当者はもちろん，参加者各自，テ
キスト等しっかり読み込んでくること。

教科書
　マルティン・ハイデガー /著『技術への問い』（関口浩訳，
平凡社ライブラリー）
　マルティン・ハイデガー /著『存在と時間（下）』（細谷貞雄
訳，ちくま学芸文庫）

参考書
　鞍田崇/著『民藝のインティマシー「いとおしさ」をデザ
インする』（明治大学出版会，2015年）

成績評価の方法
　期末レポート 60％，講義内レポート 20％，平常点（ディ
スカッションへの参加等）20％

その他
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科目ナンバー： ST ART619J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 総合芸術研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（人間・環境学） 鞍田　崇

授業の概要・到達目標
　現代社会における芸術について考える上での基本理論の
理解と思考力を培うことをめざします。具体的的には，哲
学的な思索力とデザイン的な表現力を獲得することが目
標。それらを培う基礎固めを行うのがこの授業の目的です。
内容は基本文献の講読と，受講生の研究発表を中心として，
的確な現状分析から説得力のあるコンセプトやビジョンを
導出するための健全な批判精神の実際を学びます（基本文
献は，マルティン・ハイデガーの関連著作です）。

授業内容
〔vol. 1〕はじめに
〔vol. 2-13〕各自の発表を手がかりにしたディスカッション
をメインとします

〔vol. 14〕おわりに

履修上の注意
　特に予備知識は必要ありませんが，各回とも講義後半で
ショートディスカッションをしますので，そこでの積極的
な参加を期待します。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各回担当を決めて発表してもらい，それについてディス
カッションするので，担当者はもちろん，参加者各自，テ
キスト等しっかり読み込んでくること。

教科書
　授業内で指示します。

参考書
　鞍田崇/著『民藝のインティマシー「いとおしさ」をデザ
インする』（明治大学出版会，2015年）
　マルティン・ハイデガー /著『存在と時間』（上・下2巻，細
谷貞雄訳，ちくま学芸文庫）

成績評価の方法
　期末レポート 60％，講義内レポート 20％，平常点（ディ
スカッションへの参加等）20％

その他

科目ナンバー： ST ART619J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 総合芸術研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（人間・環境学） 鞍田　崇

授業の概要・到達目標
　現代社会における芸術について考える上での基本理論の
理解と思考力を培うことをめざします。具体的的には，哲
学的な思索力とデザイン的な表現力を獲得することが目
標。それらを培う基礎固めを行うのがこの授業の目的です。
内容は基本文献の講読と，受講生の研究発表を中心として，
的確な現状分析から説得力のあるコンセプトやビジョンを
導出するための健全な批判精神の実際を学びます（基本文
献は，マルティン・ハイデガーの関連著作です）。

授業内容
〔vol. 1〕はじめに
〔vol. 2-13〕各自の発表を手がかりにしたディスカッション
をメインとします

〔vol. 14〕おわりに

履修上の注意
　特に予備知識は必要ありません。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各回担当を決めて発表してもらい，それについてディス
カッションするので，担当者はもちろん，参加者各自，テ
キスト等しっかり読み込んでくること。

教科書
　授業内で指示します。

参考書
　鞍田崇/著『民藝のインティマシー「いとおしさ」をデザ
インする』（明治大学出版会，2015年）

成績評価の方法
　期末レポート 60％，講義内レポート 40％

その他
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科目ナンバー： ST ART519J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 総合芸術研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　 管　啓次郎

授業の概要・到達目標
　修士研究指導。1年次，2年次ともグループによるセミナー
と個別指導を並行して行う。各自の主題に沿ったリサーチ
能力と，その成果を明快な散文で書き残す力を養うことを
めざす。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション
［第２回～第13回］　 リーディングと議論
［第14回］　 発表とまとめの討論

履修上の注意
　出席は絶対。議論に積極的に参加すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　修士研究のための個別のリーディング・リストを作成し
定期的な報告を求める。このリストが研究のコアな内容と
なる。

教科書
　毎回，読むべき素材を指示する。

参考書
　「教科書」におなじ。

成績評価の方法
　個別に進度を判断する。学期末の段階でフォーマルな
ペーパー 1編（日本語の場合，原稿用紙20枚程度，英文の
場合はそれに準ずる長さ）を提出すること。

その他
　自分が独自の新領域を切り開くという気概をもって臨ん
でほしい。

指導テーマ
　批評の理論と実践。

科目ナンバー： ST ART519J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 総合芸術研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　 管　啓次郎

授業の概要・到達目標
　修士研究指導。1年次，2年次ともグループによるセミナー
と個別指導を並行して行う。各自の主題に沿ったリサーチ
能力と，その成果を明快な散文で書き残す力を養うことを
めざす。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション
［第２回～第13回］　 リーディングと議論
［第14回］　 発表とまとめの討論

履修上の注意
　出席は絶対。議論に積極的に参加すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　修士研究のための個別のリーディング・リストを作成し
定期的な報告を求める。このリストが研究のコアな内容と
なる。

教科書
　毎回，読むべき素材を指示する。

参考書
　「教科書」におなじ。

成績評価の方法
　個別に進度を判断する。学期末の段階でフォーマルな
ペーパー 1編（日本語の場合，原稿用紙20枚程度，英文の
場合はそれに準ずる長さ）を提出すること。

その他
　自分が独自の新領域を切り開くという気概をもって臨ん
でほしい。

指導テーマ
　批評の理論と実践。
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科目ナンバー： ST ART619J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 総合芸術研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　 管　啓次郎

授業の概要・到達目標
　修士研究指導。1年次，2年次ともグループによるセミナー
と個別指導を並行して行う。各自の主題に沿ったリサーチ
能力と，その成果を明快な散文で書き残す力を養うことを
めざす。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション
［第２回～第13回］　 リーディングと議論
［第14回］　 発表とまとめの討論

履修上の注意
　出席は絶対。議論に積極的に参加すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　修士研究のための個別のリーディング・リストを作成し
定期的な報告を求める。このリストが研究のコアな内容と
なる。

教科書
　毎回，読むべき素材を指示する。

参考書
　「教科書」におなじ。

成績評価の方法
　個別に進度を判断する。学期末の段階でフォーマルな
ペーパー 1編（日本語の場合，原稿用紙20枚程度，英文の
場合はそれに準ずる長さ）を提出すること。

その他
　自分が独自の新領域を切り開くという気概をもって臨ん
でほしい。

指導テーマ
　批評の理論と実践。

科目ナンバー： ST ART619J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 総合芸術研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　 管　啓次郎

授業の概要・到達目標
　修士研究指導。1年次，2年次ともグループによるセミナー
と個別指導を並行して行う。各自の主題に沿ったリサーチ
能力と，その成果を明快な散文で書き残す力を養うことを
めざす。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション
［第２回～第13回］　 リーディングと議論
［第14回］　 発表とまとめの討論

履修上の注意
　出席は絶対。議論に積極的に参加すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　修士研究のための個別のリーディング・リストを作成し
定期的な報告を求める。このリストが研究のコアな内容と
なる。

教科書
　毎回，読むべき素材を指示する。

参考書
　「教科書」におなじ。

成績評価の方法
　個別に進度を判断する。学期末の段階でフォーマルな
ペーパー 1編（日本語の場合，原稿用紙20枚程度，英文の
場合はそれに準ずる長さ）を提出すること。

その他
　自分が独自の新領域を切り開くという気概をもって臨ん
でほしい。

その他
　批評の理論と実践。
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科目ナンバー： ST ART519J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 総合芸術研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（文学） 波戸岡　景太

授業の概要・到達目標
　修士論文に必要なことは，論文作成上のテクニックに限
定されない。むしろ，研究対象をどれだけ客観的，相対的，
多角的に分析しえたかが問われる。本講義では，各自の研
究対象を広く深く分析するために，専門にとらわれない文
献・コンテンツを網羅しながら，論文の細部を彫琢する。

授業内容
第１回　 イントロダクション
第２～７回　 章立てと議論の深め方について
第８～ 13回　 論文の具体的な書き直し
第14回　 まとめ

履修上の注意
　常に論文の形式に注意を払って文章を書き，積極的に質
問すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自，自分の研究対象作品に関連する二次文献リストを
作成し，授業に臨むこと。

教科書
　特に定めない。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　論文レポートの提出50％，授業中の発言および演習
50％。合計100％のうち，60％以上を合格とする。

その他

科目ナンバー： ST ART519J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 総合芸術研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（文学） 波戸岡　景太

授業の概要・到達目標
　修士論文に必要なことは，論文作成上のテクニックに限
定されない。むしろ，研究対象をどれだけ客観的，相対的，
多角的に分析しえたかが問われる。本講義では，「研究1」
にひきつづき，各自の研究対象を広く深く分析するために，
専門にとらわれない文献・コンテンツを網羅しながら，論
文の細部を彫琢する。

授業内容
第１回　 イントロダクション
第２～７回　 序論と結論のまとめ方
第８～ 13回　 論文の具体的な書き直し
第14回　 まとめ

履修上の注意
　常に論文の形式に注意を払って文章を書き，積極的に質
問すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自，自分の研究対象作品に関連する二次文献リストを
作成し，授業に臨むこと。

教科書
　特に定めない。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　論文レポートの提出50％，授業中の発言および演習
50％。合計100％のうち，60％以上を合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST ART619J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 総合芸術研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（文学） 波戸岡　景太

授業の概要・到達目標
　修士論文に必要なことは，論文作成上のテクニックに限
定されない。むしろ，研究対象をどれだけ客観的，相対的，
多角的に分析しえたかが問われる。本講義では，各自の研
究対象を広く深く分析するために，専門にとらわれない文
献・コンテンツを網羅しながら，論文の細部を彫琢する。

授業内容
第１回　 イントロダクション
第２～７回　 章立てと議論の深め方について
第８～ 13回　 論文の具体的な書き直し
第14回　 まとめ

履修上の注意
　常に論文の形式に注意を払い，他の研究者の文章からも
学ぶこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自，自分の研究対象作品に関連する二次文献リストを
作成し，授業に臨むこと。

教科書
　特に定めない。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　論文レポートの提出50％，授業中の発言および演習
50％。合計100％のうち，60％以上を合格とする。

その他

科目ナンバー： ST ART619J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 総合芸術研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（文学） 波戸岡　景太

授業の概要・到達目標
　修士論文に必要なことは，論文作成上のテクニックに限
定されない。むしろ，研究対象をどれだけ客観的，相対的，
多角的に分析しえたかが問われる。本講義では，「研究3」
にひきつづき，各自の研究対象を広く深く分析するために，
専門にとらわれない文献・コンテンツを網羅しながら，論
文の細部を彫琢する。

授業内容
第１回　 イントロダクション
第２～７回　 序論と結論のまとめ方
第８～ 13回　 論文の具体的な書き直し
第14回　 まとめ

履修上の注意
　常に論文の形式に注意を払い，他の研究者の文章からも
学ぶこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自，自分の研究対象作品に関連する二次文献リストを
作成し，授業に臨むこと。

教科書
　特に定めない。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　論文レポートの提出50％，授業中の発言および演習
50％。合計100％のうち，60％以上を合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST ART519J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 総合芸術研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（文学） 山本　洋平

授業の概要・到達目標
修士課程における学術的な素養を磨く。具体的な方法論を
身につけるのも大切だが，むしろ，あらたな研究領域を開
拓するくらいの気持ちで，まずは隣接分野も含めた領域に
対して関心を広くもつことが期待される。そうした広い好
奇心に基づいて文献リストを作成し，資料を読み込む。そ
の過程で，おのずからテーマが絞られてゆくのが望ましい。

授業内容
受講生の関心に基づいて，研究書を選定し，輪読をおこな
う。随時，研究の経過報告が求められる。

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
毎回，積極的な発言が期待される。

教科書

参考書

成績評価の方法
・ 毎回の発表とコメント（50%）
・ 最終レポート（50%）

その他

科目ナンバー： ST ART519J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 総合芸術研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（文学） 山本　洋平

授業の概要・到達目標
修士論文へ向けて，テーマを掘り下げる活動と，論文とし
てまとめる作業とを並行して進める。学術的な精確さを大
前提としつつ，既成の学術分野を揺さぶるような，ユニー
クかつダイナミックな視点を兼ね備えた論考を用意する。

授業内容
受講生の関心に基づいて，研究書を選定し，輪読をおこな
う。随時，研究の経過報告が求められる。

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
毎回，積極的な発言が期待される。

教科書

参考書

成績評価の方法
・ 毎回の発表とコメント（50%）
・ 最終レポート（50%）

その他
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科目ナンバー： ST ART619J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 総合芸術研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（文学） 山本　洋平

授業の概要・到達目標
修士課程における学術的な素養を磨く。具体的な方法論を
身につけるのも大切だが，むしろ，あらたな研究領域を開
拓するくらいの気持ちで，まずは隣接分野も含めた領域に
対して関心を広くもつことが期待される。そうした広い好
奇心に基づいて文献リストを作成し，資料を読み込む。そ
の過程で，おのずからテーマが絞られてゆくのが望ましい。

授業内容
受講生の関心に基づいて，研究書を選定し，輪読をおこな
う。随時，研究の経過報告が求められる。

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
毎回，積極的な発言が期待される。

教科書

参考書

成績評価の方法
・ 毎回の発表とコメント（50%）
・ 最終レポート（50%）

その他

科目ナンバー： ST ART619J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 総合芸術研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（文学） 山本　洋平

授業の概要・到達目標
修士論文へ向けて，テーマを掘り下げる活動と，論文とし
てまとめる作業とを並行して進める。学術的な精確さを大
前提としつつ，既成の学術分野を揺さぶるような，ユニー
クかつダイナミックな視点を兼ね備えた論考を用意する。

授業内容
受講生の関心に基づいて，研究書を選定し，輪読をおこな
う。随時，研究の経過報告が求められる。

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
毎回，積極的な発言が期待される。

教科書

参考書

成績評価の方法
・ 毎回の発表とコメント（50%）
・ 最終レポート（50%）

その他
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科目ナンバー： ST ARC531J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 近代建築史特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　工学博士 渡邉　研司

授業の概要・到達目標
近代建築史特論の授業では，近代の始まりを19世紀半ばと
捉え，以降21世紀までおよそ200年間に起こった三つのパ
ラダイムシフト（重要な価値観の変化）に着目し，建築家（職
能教育），技術，生命という側面から，それぞれの側面に
近代建築史上どのようなパラダイムシフトが起こったのか
を検証しながら，これらかの建築並びに都市を考える上で
の歴史的な視点を養うことを目的とする。
合わせて，講義の中で，指定された建築や事象を自ら調べ
るとともに，建築の外観や内部空間，ディテール，街並み，
平面図，断面図，ダイアグラムなどを手を動かしながらス
ケッチすることで，ヴィジュアルイメージの記憶と表現の
強化を図る。
セッションのまとめとして，セッションテーマに関する課
題に対してグループあるいは個人で取り組み，パワーポイ
ントを使って発表を行う。

授業内容
［第１回］ イントロダクション
　なぜ建築家は歴史を学ぶのか？

［第２回］ Session 1 建築家（職能・教育）のパラダイムシフト1
　イギリス19世紀建築家の職能と教育

［第３回］  Session1 建築家のパラダイムシフト2 
　20世紀建築家像としてのル・コルビュジエ

［第４回］  Session1 建築家のパラダイムシフト3
　21世紀建築家像としてのレム・コールハースとAAスクー
ル

［第５回］ Session1 まとめ
　プレゼンテーションとディスカッション

［第６回］ Session2 技術のパラダイムシフト 1
　鉄と近代建築（二つのクリスタルパレス）

［第７回］ Session2 技術のパラダイムシフト 2
　RCと近代建築（リュベトキンとアラップ）

［第８回］ Session3 技術のパラダイムシフト 3
　大空間の可能性（ウッツォンと丹下）

［第９回］ Session 2 まとめ
　プレゼンテーションとディスカッション

［第10回］ Session 3 生命のパラダイムシフト 1
　生命進化論から文化（建築）進化論へ

［第11回］ Session 3 生命のパラダイムシフト 2
 有機主義建築とフランク・ロイド・ライト

［第12回］　 Session 3 生命のパラダイムシフト3 
　人新世時代の建築とは　メタボリズム的保存

［第13回］　 Session 3 生命のパラダイムシフト まとめ
　プレゼンテーションとディスカッション

［第14回］　 全体まとめ
　補講　総合課題レポート提出

履修上の注意
　近代建築および建築史に関する知識と政治・経済・文化な
ど時代背景に関する基本的な知識があることが望ましい。
授業で指示する文献や配布資料を読み，理解を深めること。
なお，スケジュールや各回のテーマは履修人数に応じて変
更される場合がある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　特に指定しない。各回の授業で資料を配布する。参考文
献についても授業で指示する。

教科書
　渡邉研司，スケッチで学ぶ建築文化史，理工図書，2022

参考書
　特に指定しない。各回の授業で資料を配布する。参考文
献についても授業で指示する。

成績評価の方法
　履修者全員が必ず発表することとし，総合の課題レポー
トとして学期末に提出してもらう。授業への参加状況（出
席，質問への回答，議論への参加）も考慮に入れる。配点
は授業への参加30点，発表30点，最終レポート40点とし，
合計60点以上を合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST ARC531J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築意匠特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　博士（建築学） 角野　渉

授業の概要・到達目標
［建築の先端デザインをリサーチする］
　建築意匠特論では，最先端の建築デザイン理論について
考える。今日の建築デザインはますます高度化，複雑化し
ているため，複眼的な視点に基づき，あらゆる方向から理
解し，検討を加える必要がある。ここでは建築デザインの
今日的な問題を，便宜上，大きく以下の5つのテーマ（カテ
ゴリー）に分けて考える。本講では，こうしたいくつかの
トピックに精通することにとどまらず，それらのコンセプ
トが相互に関連づけられて，いかにしてひとつの建築が構
築されているか，それぞれの受講者が理解し，概念の見取
り図を構築することを目的とする。
1．【空間理論】
　・造形手法，スタディ手法
　・空間構成の方法，新しいプランニングの開発
　・意味形成のメカニズムについての理論
2．【環境計画，サスティナブルデザイン】
　・環境負荷低減型建築
　・CASBEE建築物総合環境性能評価システム
3．【設備エンジニアリング】
　・設備デザインの現在
4．【構造デザイン】
　・アルミ等の新素材
　・構造新解析手法
5．【新素材】
　・リサイクル材
　・高意匠/多機能ガラス
　・遮熱塗料

授業内容
進行計画
　この講義では，学生による研究発表形式を前提とする。
はじめに履修者を少人数のグループに分け，各グループが
分担して分析を行う。発表に際しては，作品の資料（図面
など）だけではなく，その計画の理論的背景，言説につい
ても収集し，作品と理論の関係を横断的に捉えることをね
らいとする。こうした発表と分析の流れを通じて，全体と
しての体系的な整理を行う。学期末には，履修者全員が協
力して成果をドキュメントとしてまとめる。

［第１回］　ガイダンス
［第２回］　空間理論①
［第３回］　空間理論②
［第４回］　空間理論③，建築見学会
［第５回］　環境計画，サスティナブルデザイン①
［第６回］　環境計画，サスティナブルデザイン②
［第７回］　設備デザイン①
［第８回］　建築家のスライドレクチャー
［第９回］　設備デザイン②
［第10回］　構造デザイン①　構造家のスライドレクチャー
［第11回］　構造デザイン②
［第12回］　新素材①
［第13回］　新素材②
［第14回］　ドキュメントの作成

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に十分な資料収集，分析を行うこと。事前に所定の

書籍や関連書籍に目を通しておくこと。不明な部分があれ
ば講義で質問すること。

教科書
　特に指定しない。適宜プリントを配布する。

参考書
　講義の内容に応じて，参考図書リストを配布する。

成績評価の方法
　毎回出欠をとる。学期末に課すレポートにより評価する。
　単位取得の条件は，レポートの得点が満点の60％以上と
する。

その他
　プリントを配布。パワーポイントにより発表。
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科目ナンバー： ST ARC541J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築計画特論

開 講 期 春学期集中 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（建築学） 田中　友章

授業の概要・到達目標
〈授業の目的・到達目標〉
　建築計画とは，時代や社会の要請や個別の与条件に応じ
て，人間の行動や心理に適した建築を生み出すために，建
築のあるべき姿を求める方法を理論的かつ技術的に体系化
したものである。計画の実践においては，各部および単位
空間の寸法や計画上の要点を前提として，その使われ方に
相応しいように，動線，ゾーニング，機能空間などを構成
することで，各部分を有機的に一つの建築へと統合するこ
とが可能となる。これらのことから，従来は主要な建築タ
イプ別に建築計画学が体系化されてきた。しかし，社会が
複雑化し，技術が進歩するに伴って，建築のあり方は多様
化しており，従来の方法では十分に対応しきれない側面も
明らかになっている。
　本授業では，上述の状況を前提として，いくつかの建築
タイプを取り上げて建築計画の最前線の知見や実践例を学
び，現代社会で求められる多様な建築を計画するための課
題や論点について学ぶ。また，対象とする建築タイプに精
通した研究者・実務者から知見を学び，先導的な事例を見
学してディスカッションすることで，理論と技術の両面か
ら建築計画・建築設計に関する実践力を養う。

〈授業の概要〉
　各回授業は，ゲスト講師による講義や事例見学等を交え
て行う。
・ テーマに取り上げた建築タイプの建築計画理論や計画技
術に関する講義

・ 建築計画に関する今日的な論点，課題の解説
・ 提出された論点，課題に関する討議
・ 講義で取り上げた先導的事例などの見学
・ 総括

授業内容
［第１回］　 イントロダクション
授業のテーマ・概要および進め方の説明を行なう。建築計画に
関して，基礎的理論の確認と今日的課題の説明を行なう。

［第２回］　 ワークプレイス（1）
仕事をするための場所の計画について，計画理論や計画技
術に関して説明する。

［第３回］　 ワークプレイス（2）
仕事をするための場所の計画について，今日的な論点，課
題を解説し，討議を行う。

［第４回］　 ワークプレイス（3）
仕事をするための場所の計画について，講義で取り上げた
先導的事例などを見学し，総括を行う。

［第５回］　 学校建築（1）
学校建築の計画について，計画理論や計画技術に関して説
明する。

［第６回］　 学校建築（2）
学校建築の計画について，今日的な論点，課題を解説し，
討議を行う。

［第７回］　 学校建築（3）
学校建築の計画について，講義で取り上げた先導的事例な
どを見学し，総括を行う。

［第８回］　 福祉建築（1）
福祉建築の計画について，計画理論や計画技術に関して説
明する。

［第９回］　 福祉建築（2）
福祉建築の計画について，今日的な論点，課題を解説し，
討議を行う。

［第10回］　 福祉建築（3）
福祉建築の計画について，講義で取り上げた先導的事例な

どを見学し，総括を行う。
［第11回］　 図書館建築（1）
図書館建築の計画について，計画理論や計画技術に関して
説明する。

［第12回］　 図書館建築（2）
図書館建築の計画について，今日的な論点，課題を解説し，
討議を行う。

［第13回］　 図書館建築（3）
図書館建築の計画について，講義で取り上げた先導的事例
などを見学し，総括を行う。

［第14回］　 まとめ
見学等の成果についての報告発表と議論・講評を行なうと
ともに，授業全体のまとめと補足を行なう。
　講義の内容は，都合により入替えになる可能性がある。

履修上の注意
　建築計画に関する専門知識を学びたいものは受講するこ
と。
　授業は原則として月曜日3限に実施するが，第1クール：
第2回～第4回，第2クール：第5回～第7回，第3クール：
第8回～第10回，第4クール：第11回～第13回は，ゲスト
講師や見学会の都合を加味して集約して実施する。実施日
は月曜日を基本とするが，詳細はスケジュールを確認する
こと。
　初回イントロダクションの授業では，ガイダンスを含め
て行なうので，必ず出席すること。初回授業日時はOh-o! 
Meiji等で告知する。
　「建築計画」（学部3年前期）を事前に履修していることが
望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各クールで取り上げる建築タイプの建築計画等に関する
書籍について予習すること。
　また，授業実施後は各クールでの講義内容や見学事例に
ついて振り返り学習を行なうこと。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　毎回の講義時にリストを作成し，配布する。

成績評価の方法
　1）レポートの内容
　2） 授業への参加度・貢献度，ディスカッションへの参加

状況など
　上記について，レポート50％，授業への参加度・貢献度・
ディスカッションへの参加状況50％とし，総合的に成績を
評価する。総合点で満点の60％以上を単位取得条件とする。
なお，授業への参加度・貢献度は各回の授業で提出する回
答表などにより確認する。また，単位取得には，一定以上
の参加度・貢献度があることを前提とする。

その他
〈オフィスアワー〉
日時：月曜日12：00 ～ 13：00
場所：4号館4313室（建築計画設計研究室），問い合わせ先：
tomo＠meiji.ac.jp

― 299 ―



科目ナンバー： ST ARC541J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 都市計画特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（学術） 山本　俊哉

授業の概要・到達目標
　木造密集市街地の問題は，古くから都市計画の重要課題
として認識され，常にその対応に追われてきた。この特論
ではその歴史を振り返りつつ，その住環境整備と防災都市
計画の両面からの都市計画論の系譜を追う。また，都内の
木造密集市街地において住環境整備と防災都市計画を具体
化してきた現場の視察と関係者の談話を通して理解と認識
を深め，これからの木造密集市街地における都市計画のあ
り方を問う。

授業内容
［第１回］　 ガイダンス
　近代の都市計画論の系譜を追い，この授業の問題意識と
位置づけを明確にする。

［第２回］　 木造密集市街地の住環境整備の問題
　明治期のスラムクリアランスから今日に至る木造密集市
街地の住環境整備の歴史を振り返り，その意義と今日的な
課題について議論する。

［第３回］　 東京の防災都市計画論の系譜（1）
　江戸の都市防火対策から昭和戦前の防空都市計画，江東
防災都市再開発，東京都の防災生活圏構想，不燃化特区に
ついて解説し，地震大火に対する都市防災計画の系譜を学
ぶ。

［第４回］　 江戸から東京の都市計画の変遷（1）
　東京都復興記念館を訪問し，関東大震災の被害状況と復
興事業について理解を深める。

［第５回］　 江戸から東京の都市計画の変遷（2）
　東京都江戸東京博物館のガイドツアーを通して江戸から
東京の都市計画の変遷の理解を深める。

［第６回］　 東京の防災都市計画論の系譜（2）
　墨田区白鬚東防災団地と明治通り沿道の街並みを現地視
察して江東防災都市再開発事業と不燃化促進事業の実際に
触れ，その成果と課題の認識を深める。

［第７回］　 東京の都市防災計画論の系譜（3）
　墨田区一寺言問地区における東京都防災生活圏事業と住
民主体の防災まちづくりの実際に触れ，その成果と課題の
認識を深める。

［第８回］　 木造密集市街地の住環境整備の事例スタディ（1）
　墨田区京島地区の住環境整備事業の実際に触れ，その成
果と課題の認識を深める。

［第９回］　 木造密集市街地の住環境整備の事例スタディ（2）
　墨田区京島地区の長屋のリノベーションの実際に触れ，
その成果と課題の認識を深める。

［第10回］　 木造密集市街地の住環境整備の事例スタディ（3）
　UR都市機構による密集事業の実際に触れ，その成果と
課題の認識を深める。

［第11回］　 木造密集市街地の住環境整備の事例スタディ（4）
　世田谷区太子堂地区の密集事業の実際に触れ，その成果
と課題の認識を深める。

［第12回］　 木造密集市街地の住環境整備の事例スタディ（5）
　NPOによる東京文化資源の保存活用の実際に触れ，その
成果と課題の認識を深める。

［第13回］　 木造密集市街地の住環境整備の事例スタディ（6）
　台東区谷中地区の都市計画見直しの実際に触れ，その成
果と課題の認識を深める。

［第14回］　 まとめ
　学生レポートに基づき，これからの木造密集市街地にお
ける都市計画のあり方について議論する。

履修上の注意
　第2回から第13回までは，隔週2回連続で開催する「建築
マネジメント特論」（春学期）とは調整済みである）。このう
ち第4回から13回は学外において連続開催し，8：40現地集
合，12：10現地解散とする。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回の授業で使う資料は事前にアップロードするので，
それを読んだ上で授業に臨むこと。

教科書
　指定なし。適宜プリントして配付する。

参考書
　毎回の授業において参考文献を提示する。

成績評価の方法
　成績は，第2回～第13回のコメントペーパーと最終レポー
トにより評価する。コメントペーパーと最終レポートの配
点は，それぞれ60％，40％とする。最終レポートは，この
授業を振り返り，これからの木造密集市街地の都市計画の
あり方について論じる。

その他
　受講等に関する問い合わせ等：山本俊哉（A1108）
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科目ナンバー： ST ARC571J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築マネジメント特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　博士（工学） 田村　誠邦

授業の概要・到達目標
　建物を建てる，あるいは再生するという「行為」とその「実
施プロセス」のことを「建築プロジェクト」と呼ぶとすれば，
建築プロジェクトは，一連の「経済行為」として捉えること
ができる。
　本授業においては，こうした建築に係る一連の経済行為
について，実際の建築プロジェクトを想定して，グループ
ワークにより疑似体験することにより，建築プロジェクト
に係る金融，税制，不動産，法制度等のしくみや，マーケティ
ング，事業の成立性等について理解を深めることとする。
具体的には，郊外における未利用地の土地活用（賃貸事業）
及び分譲事業と，都心部における既存ビルの再生事業を想
定している。
　本授業の到達目標は，建築プロジェクトの実施プロセス
に係る一連の経済行為やその主体・組織や仕組みについて
の基本的な知識を身につけるとともに，都市や建築が，社
会や経済の様々な活動と相互に影響を及ぼしあう中で存立
していることを理解し，これからのストック時代における
都市や建築の新たな方向性について，受講生一人一人が考
察し，自らの視座を獲得することである。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション

　本授業の目的や全体の構成についてその概要
を説明するとともに，建築と経済活動の関係に
ついて，いくつかの事例をもとに考察する。

［第２回］　 社会経済変化と建築活動
　昨今の社会経済環境の変化と，そうした変化
による建築活動への影響について，統計データ
から解説するとともに，建築プロジェクトの起
こり方に生じた変化や，現在の建築活動が直面
する課題やこれからの方向性について考察す
る。

［第３回～ ４回］　 建築プロジェクトの組み立て方
　建築プロジェクトにおける企画の意義や市場
調査の方法を学び，計画地の具体的な活用方法
について，マーケティングの視点から考察する。
また，建築プロジェクトの資金調達や事業採算
性についての基礎を学ぶ。

［第５回 ～  ８回］　土地活用プロジェクトについてのグ
ループワーク
　これまでに学んだ基礎知識をもとに，グルー
プワークを通して，計画地の土地活用について
の企画提案をグループごとに作成する。8回目
に，各グループで作成した計画地の土地活用の
企画提案について発表を行い，グループ間の
ディスカッションを行う。

［第９回］　 再生プロジェクトの組み立て方
　建築再生プロジェクトにおける，事業の組み
立て方，法規的な留意点，事業採算性等につい
ての基礎知識を学ぶ。

［第10回］　 内外の再生プロジェクトの事例に学ぶ
　日本国内及び海外における建築再生プロジェ
クトの事例を通して，建築再生プロジェクトの
組立て方について学ぶ

［第11回～  14回］　建築再生プロジェクトについてのグルー
プワーク
　これまでに学んだ基礎知識をもとに，グルー
プワークを通して，既存ビルの再生事業につい
ての企画提案をグループごとに作成する。14
回目（最終回）に，各グループで作成した再生事

業の企画提案について発表を行い，グループ間
のディスカッションを行う。受講者全員参加に
よるディスカッションを通して，建築プロジェ
クト・再生プロジェクトのこれからの方向性や，
それらを実現させていくために個々の建築技術
者・設計者などのプレイヤーに必要とされる知
識や能力などについて，考察を深める。

履修上の注意
　都市や建築が，社会や経済の様々な活動と相互に影響を
及ぼしあう中で存立しているという視点から，建築プロ
ジェクトの実現のために必要な知識を体系的に身に付ける
ことを目標としている。また，建築に関連する諸産業の実
態についても解説するので，大学院修了後の就職やキャリ
ア構築に興味のある受講生も歓迎したい。なお，「都市計
画特論」，「先端建築特論」を並行して履修することをお勧
めする。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業で用いる資料は，あらかじめOh-o! Meiji上で公開す
るので，授業実施前に予習として目を通しておくこと。ま
た，授業中に授業内容に関連する事項や書物等を紹介する
ので，授業の理解を深めるために，これらの内容を参照す
るなど復習することにより，理解を深めることが望ましい。

教科書
　教科書は特に指定しない
　講義は，パワーポイントによる説明を中心とし，適宜資
料を配付する。

参考書
・ 「建築生産［第二版］」，松村秀一編著，市ヶ谷出版社
・ 「建築再生の進め方」，松村秀一編著，市ヶ谷出版社

成績評価の方法
　授業への取り組み姿勢（受講姿勢，発言等，授業への参
加度・貢献度）50％，レポート点50％（3回のグループワー
クのアウトプット）により評価を行う。合計が満点の60％
以上を単位修得の条件とする。

その他
　田村誠邦　E-mail: tamura＠abrain.co.jp
　ホームページ：http://www.abrain.co.jp/
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科目ナンバー： ST ARC541J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 都市解析特論

開 講 期 春学期集中 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　博士（工学） 薄井　宏行

授業の概要・到達目標
　都市計画は，1）理解したり人に教えることが困難な多く
の部分と，2）客観的に理解し説明できる少しの部分から成
り立っている。都市解析は後者の基礎をなし，計量地理
学，建築計画学，数理工学などを基礎とする学問分野で
ある。近年，地理情報システム（Geographical Information 
Systems（GIS））とGISデータの普及により，理論に基づく
実証研究も活発に行われている。
　都市解析は，都市デザインにおいて『都市を読む』ための
道具としても重要である。とくに，理論に基づくデータ分
析とGISを使用した分析結果の可視化によって，都市デザ
インを客観的に理解し説明できる可能性を秘めている。
　都市解析特論では，講義中の演習および演習課題により，
GISの技術と概念の両方を学習し，都市空間を分析する技
術の習得を目的とする。到達目標は，1）GISへの造詣を深
めること，2）QGIS（GIS専用アプリケーション）の操作法
の習得すること，3）GISデータを自ら取得して空間参照系
等を設定できること，4）GISを応用した都市空間の分析技
術の習得することとする。とくに，2）と3）を重視する。

授業内容
1日目

［第１回］　 イントロダクション（QGISのインストール）
［第２回］　 イントロダクション（GISとは？）
［第３回］　 イントロダクション（QGISの基本的な操作法）

（デモ）課題1出題，最終課題出題
2日目

［第４回］　 GISデータの取得方法（デモ）
［第５回］　 GISデータの可視化（デモ）
［第６回］　 GISを使用した空間分析（デモ）課題2出題
3日目

［第７回］　 目視による建蔽率の推定
［第８回］　 GISを使用した建蔽率の計測（デモ）
［第９回］　 簡便な地区建蔽率の推定方法　課題3出題
4日目

［第10回］　 最終課題（GISデータの取得）
［第11回］　 最終課題（GISを使用した空間分析）
［第12回］　 最終課題（同上）
5日目

［第13回］　 最終課題プレゼンテーション（1）
［第14回］　 最終課題プレゼンテーション（2）
※（　）内「デモ」とあるのはQGISを実際に操作しながらの
演習型講義。

履修上の注意
　本講義は，GISの操作法を学ぶ演習形式の講義である。
フリーのオープンソースのソフトウェアである「Quantum 
GIS（QGIS）」を使用する。受講者は事前に各自のlaptop 
PCにQGISをインストールすることが望ましい。PCの
OS（windows，mac）および環境を十分に確認し，下記の
URLにアクセスのうえ，インストールすること。（https://
www.qgis.org/ja/site/）。※Long term releaseのほうをイ
ンストールすることを推奨する。
　演習課題および最終課題の提出は単位取得のための必須
条件となる。演習形式の講義で代替がきかないので，必ず
毎回出席すること。

※注意※対面授業の場合においても，Web会議サービス
（zoom）の画面共有機能を使用して，操作法をデモンスト
レーションする予定です。完全オンライン形式を経験し，

画面共有機能を使用するほうが，教室でプロジェクター＆
スクリーンを使用するよりも，QGISの操作画面の視認性
はよいことがわかったためです．

準備学習（予習・復習等）の内容
　履修上の注意として記載したように，事前に各自の
laptop PCにQGISをインストールすることが望ましい。

教科書

参考書
　『QGIS入門 第2版』，今木洋大，岡安利治，（古今書院）。
資料や関連する論文等を配付する。

成績評価の方法
　演習課題（3回）40％，最終課題30％，平常点30％
　合計が満点の60％以上かつ全課題の提出（期限外提出を
含む）を単位修得の条件とする。

その他
　【レポートおよび課題内容（予定）】
　課題1の概要：調査・解析してみたい地区（以降，「対象地
区」と記す。）を選定し，1）対象地区の空間的な特徴，2）対
象地区の空間的な課題を定性的に述べる。
　課題2の概要：対象地区の空間的な特徴や課題を定量的に
考察するために，1）必要なGISデータ，2）必要な空間分析
手法を述べる。必要なGISデータのうち，オープンデータ
としての入手可否について検討すること。
　課題3の概要：対象地区の建蔽率について，1）目視による
推定結果，2）GISを使用した計測結果，3）簡便な推定結果
をそれぞれ比較し，違いが生じる理由を考察する。
　最終課題の概要：GISおよびその他のソフトを併用して対
象地区を調査・解析する。また，修士研究等への応用可能
性を検討する。
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科目ナンバー： ST ARC522J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 設計スタジオＡ

開 講 期 春学期 単 位 演4

担 当 者 専任講師　博士（工学） 川島　範久　他

授業の概要・到達目標
〈科目種別〉：学内インターンシップ
・ 単体建物の設計に必要な基本的な計画・表現技術などを習
得するため，戸建住宅，集合住宅，業務施設，教育施設
などの基本的なプログラムの建物についての設計演習を
行う。

・ 設計の実務に必要な建築基準法の情報を習得し，基本計
画，基本設計，実施設計レベルの図面表現を習得する。
外部からの実務者による講評を実施し，社会性，安全性，
意匠性の高い設計演習を行う。

・ 表層的な建築デザインや抽象的なデザインコンセプトに
満足することなく，構造デザインや環境・設備計画的な視
点を導入し，高度な建築として統合するための実践的な
演習を行う。これを達成するため，指導スタッフには意
匠設計の他，構造，環境の専門家が加わる。

・ 演習の指導を担当する専任教員，及び兼任教員は，設計
実務に精通した有資格者（一級建築士など）とする。

授業内容
［第１回］　 ガイダンス
（1） ガイダンス，課題の説明
（2） 類似事例の紹介
［第２回］　 エスキース（1）
（1） 敷地見学，敷地の読み取り
（2） 類似事例の調査分析，履修者による発表会
（3） 法的条件の確認，解説
［第３回］　 エスキース（2）
（1） 建築プログラム，ボリュームスタディ，空間構成
（2） 法的条件と形態の関係
［第４回］　 エスキース（3）
（1） 基本プラン
（2） 構造計画・環境計画
［第５回］　 エスキース（4）
（1） 平・立・断面図
（2） 構造計画・環境計画
［第６回］　 エスキース（5）
（1） 平・立・断面図
（2） 構造計画・環境計画
［第７回］　 中間発表会
※外部の専門家による講評

（1） 進捗状況の確認，今後の進め方の確認，修正点のフィー
ドバック

（2） 基本的な平，立，断のほか構造模型を提出
（3） プレゼンテーション技術の獲得，図面表現/オーラル
［第８回］　 エスキース（6）
（1） 平面詳細図，断面詳細図
（2） 構造計画・環境計画　構造形式，環境計画とそれに伴う

設備
（3） 法規に対する適合性
［第９回］　 エスキース（7）
（1） 平面詳細図，断面詳細図
（2） 構造計画・環境計画　構造形式，環境計画とそれに伴う

設備
［第10回］　 エスキース（8）
（1） 詳細の設計
［第11回］　 エスキース（9）
（1） 詳細の設計
［第12回］　 エスキース（10）
（1） 詳細の設計
［第13回］　 課題提出・プレ講評会
（1） 講評会（プレゼンテーション技術の獲得，図面表現/オー

ラル）
［第14回］　 最終講評会・学内展示会
（1） 講評会（プレゼンテーション技術の獲得，図面表現/オー

ラル）
（2） 外部の専門家による講評
（3） 優秀作品数点を学内に展示する。

履修上の注意
　「計画・設計スタジオ3」（学部4年春学期），及び卒業設計
を履修していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　前回のエスキースや講評で受けたアドバイスや指摘事項
を振り返り，適切に案の修正や改善を行うこと。また，次
回のエスキースに向けてスケッチ，図面，模型を作成しな
がらスタディを進めること。不明な部分があれば，エスキー
スの際に質問し，指導教員とのやり取りの中で設計を発展
させること。

教科書
　課題内容（設計条件）はプリントを配布し説明する。

参考書
　適宜，参考資料を配付する。

成績評価の方法
　各週のエスキース内容，中間発表の評価，最終提出の作
品で評価する。指定された期限に作品を提出することが原
則であり，期限に遅れた作品は減点対象となる。単位取得
の条件は一級建築士が，建築設計について理解すべき水準
に達しているか否かで判定し，その下限を60％とする。

その他
・ 授業のうち実習の実時間（ガイダンス，展示を除く）は13
回×200分＝43.3時間。

・ 学生は上記の時間以外に履修期間を通じて合計77時間以
上の設計作業を行う。

・ 履修期間を通じた実習時間は43＋77＝120時間以上とす
る。

・ 設計作業の内容は，設計案の検討，図面の作図，模型の
作製等とする。

・ 作業の内容は所定の用紙に各自記録を付けること。教員
は授業ごとに記録の内容を確認する。
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科目ナンバー： ST ARC522J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 設計スタジオＢ

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 門脇　耕三　他

授業の概要・到達目標
・ 既成市街地や集落などの特定地域をフィールドとした具
体的で実践的な演習科目である。

・ 今日の地域社会が抱える諸問題やニーズを把握・分析・表
現するスキル，問題解決だけでなく来るべき社会＝空間
像を描く構想力，関連する法制度や事業計画の立案に関
する一定の知識，これらを結合して具体的な地区や公共
空間・建築物の計画および設計を行う能力の習得をめざ
す。

・ 今日の建築設計において前提となる，あるいは要請され
る構造・設備あるいは構工法・材料などの技術的水準，収
支計画を含む事業計画の立案についても，当該年度の課
題設定に組み込んで履修生にその基礎的な知識を習得さ
せる。

・ 演習の指導を担当する教員は設計実務に精通した有資格
者（一級建築士）とする。

授業内容
［第１回］　 ガイダンス（計画・設計の課題と計画地の関連

情報の説明）
［第２回］　 ミニ課題：市場調査（調査方法の説明と演習・発

表）
［第３回］　 フィールドワーク（計画地及びその周辺地域の

調査）
［第４回］　 事例スタディ（類似事例の現地調査・関係者ヒ

アリング）
［第５回］　 グループディスカッション（現地関係者との意

見交換）
［第６回］　 ミニ課題（収支計画等の検討方法の説明と演

習・発表）
［第７回］　 エスキース（事業計画の提案仮説，コンセプト

等）
［第８回］　 中間発表会（計画のコンセプト＋事業スキー

ム）
［第９回］　 エスキース（計画のコンセプト＋事業スキー

ム）
［第10回］　 中間発表会（建築計画・設計案）
［第11回］　 エスキース（建築計画・設計案）
［第12回］　 エスキース（建築計画・設計案）
［第13回］　 課題提出・プレ講評会
［第14回］　 最終講評会（外部からの有識者等による講評）

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
・ 授業内で得られた指摘事項やアドバイスを振り返り，適
切に案の修正や改善を行うこと。

・ グループを編成して演習を実施するため，グループ単位
で予習・復習等の作業を行うこと。

教科書
　特に指定せず，参考資料を適宜配布する。

参考書
　特に指定せず，参考資料を適宜配布する。

成績評価の方法

　作業状況20％，最終講評会の提出物・発表を80％とする。
単位取得の条件は，一級建築士が建築設計について理解す
べき水準に達しているか否かで判定し，その下限を当該水
準の60％とする。

その他
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科目ナンバー： ST ARC561J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 構造性能特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　博士（工学） 磯崎　浩

授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　建築構造では，構造材の弾塑性特性に基づく骨組の弾塑
性解析が極めて重要であり，授業ではこれらの構造特性及
びこの特性を考慮した構造設計について学習する。
　講義は，輪講会形式（第2回～第11回）で行う。理論式の
理解またその式の展開など自ら行わせ，自分で考える習慣
を身につけさせる。また，各自が発表することにより，聞
き手にわかりやすい説明できるためのプレゼンテーション
能力の向上も図る。なお，今回の授業では，構造材として
鋼構造を採用する。

〈到達目標〉
　建築構造を構成する材料，部材の弾塑性特性の仕組みを
理解し，これらの弾塑性特性を用いた構造骨組の崩壊解析
ならびにそれに基づく構造設計の基本を学習する。
具体的な到達目標：

（1） 構造材の弾塑性特性を理解する。
（2） 各種断面，部材及び骨組の弾塑性性状を理解する。
（3） 実際の建物の構造設計にどのように適用するかを理解

する。

授業内容
［第１回］　 構造性能特論の授業の主旨説明
　担当講師の自己紹介（研究歴並びに設計歴を含む）に引き
続き，本授業の構造性能特論の主旨説明と受講者の自己紹
介（研究テーマを含む）を行い，次回以降の輪講会の役割分
担等を決定する。

［第２回］　 構造材の弾塑性特性（その1）
　構造材の応力-ひずみ関係と降伏条件等の弾塑性特性の
基本的特徴を理解する。
　塑性力学の基本を理解し，部材断面の降伏モーメント，
全塑性モーメントを理解する。
学習目標：上記内容を理解すること。

［第３回］　 構造材の弾塑性特性（その2）
　軸力が部材断面の全塑性モーメントに及ぼす影響につい
ての考え方を理解する。
　軸力と2軸曲げを受ける断面の全塑性モーメントの算定
法を理解する
学習目標：上記内容を理解すること。

［第４回］　 構造材の弾塑性特性（その3）
　せん断力が部材断面の全塑性モーメントに及ぼす影響に
ついての考え方を理解する。
　柱・梁接合部パネルの作用応力とせん断耐力について理
解する。
学習目標：上記内容を理解すること。

［第５回］　 骨組の塑性崩壊解析（その1）
　曲げ材の塑性崩壊解析について理解する。
　門型ラーメンの崩壊解析について理解する。
学習目標：上記内容を理解すること。

［第６回］　 骨組の塑性崩壊解析（その2）
　骨組の降伏局面，部材断面の降伏局面について理解する。
　単純塑性ヒンジと一般化塑性ヒンジ，単純累加強度と一
般化累加強度について理解する。
学習目標：上記内容を理解すること。

［第７回］　 骨組の塑性崩壊解析（その3）
　塑性崩壊荷重の計算方法を理解する。
　柱・梁接合部パネルを考慮した塑性解析法を理解する。
学習目標：上記内容を理解すること。

［第８回］　 骨組の塑性崩壊解析（その4）
　フロアモーメント分配法について理解する。
　不整形骨組の崩壊機構と崩壊荷重について理解する。

学習目標：上記内容を理解すること。
［第９回］　 骨組の塑性崩壊解析（その5）
　耐震・制震部材を有する骨組の崩壊機構と崩壊荷重につ
いて理解する。
　基礎の引き抜きによる骨組の崩壊機構と崩壊荷重につい
て理解する。
学習目標：上記内容を理解すること。

［第10回］　 骨組の塑性崩壊解析（その6）
　立体骨組の崩壊機構と崩壊荷重について理解する。
　繰り返し荷重に対する崩壊やPΔ効果による崩壊につい
て理解する。
学習目標：上記内容を理解すること。

［第11回］　 骨組の塑性設計
　塑性設計された骨組の崩壊荷重算定法を理解する。
　塑性設計された骨組の弾塑性地震応答解析法について理
解する。
学習目標：上記内容を理解すること。

［第12回］　 超高層建物の設計と技術開発
　講師から実際に設計された超高層建物の設計例を用い
て，弾塑性解析の使われ方の説明を行う。
　また，設計に際して新たな技術開発の必要性について説
明を行う。
学習目標：前回までに学んだ内容が実際の設計にどのよう
に生かされているかを学ぶことと技術開発の重要性を理解
し，常にその意識を持つ必要性を認識すること。

［第13回］　 現場見学
　実際の現場に行き，設計された物がどのように作られて
いくかを見学する。
学習目標：設計された物がどのようにして実際に作られて
いくかを学ぶこと。

［第14回］　 レポート作成

履修上の注意
　内容を理解するために必要な力学に関する予備知識は骨
組の弾性力学である。特に不静定骨組の解法であるたわみ
角法までを理解しておくことが望ましい。数学的予備知識
としては，微積分学，線形微分方程式，線形代数，ベクト
ル解析，級数展開の基礎的なレベルが必要である。

準備学習（予習・復習等）の内容
　輪講会にて発表する担当部分に関しては，事前に発表す
べき内容の配布資料の準備をすること。また，担当部分の
文中理論式においては，理論式の理解と共に，その式が自
らが導けるよう式の展開を試みること。

教科書
　「鋼構造の理論と設計」，井上一朗他，鹿島出版

参考書
　「鋼構造塑性設計指針」，日本建築学会
　「建築耐震設計における保有耐力と変形性能」，日本建築
学会
　「構造物の崩壊解析　基礎編」，日本建築学会　応用力学
シリーズ4

成績評価の方法
　輪講会での発表およびレポートによる。
　評価の配点は発表50％，レポート50％とし，合計が満点
の60％以上を単位修得の条件とする。

その他
　輪講会の進捗状況よっては，宿題を出すことがあります。
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科目ナンバー： ST ARC561J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 鉄筋コンクリート構造特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 晉　沂雄

授業の概要・到達目標
〈科目種別〉：インターンシップ関連科目（講義）
〈授業の概要〉
　鉄筋コンクリート（RC）構造の力学特性及び地震時挙動，
現行の耐震設計基準及び耐震性能評価法，また既存建築物
の耐震診断基準及び震災建築物の被災度区分判定基準につ
いて実例題を含め講義する。設計・監理業務におけるイン
ターンシップに関連して必要不可欠な講義である。

〈到達目標〉
　現行の耐震設計基準に基づく鉄筋コンクリート造建物の
構造計算及び耐震性能評価法について理解し，既存建築物
の耐震診断及び震災建築物の被災度区分判定を通じて，耐
震構造設計のあり方について理解することを目的とする。

授業内容
［第１回］　 鉄筋コンクリート構造の力学特性：鉄筋及びコ

ンクリートの材料特性，鉄筋コンクリート構造
の要求性能について説明する。

［第２回］　 鉄筋コンクリート部材の曲げ及びせん断挙動：
鉄筋コンクリート部材の曲げ及びせん断挙動・
耐力計算法について説明する。

［第３回］　 地震被害及び構造設計の歴史：過去の地震にお
ける鉄筋コンクリート造建物の被害と耐震設
計基準の変遷について説明する。

［第４回］　 現行の耐震設計基準（1）：建築基準法施行令に
おける現行の耐震設計基準について説明する。

［第５回］　 現行の耐震設計基準（2）：現行の耐震設計基準
に基づき，鉄筋コンクリート造建物の構造計算

（許容応力度設計・終局強度設計）を行う。
［第６回］　 既存建築物の耐震診断（1）：耐震診断の必要性，

耐震診断基準の概要について説明する。
［第７回］　 既存建築物の耐震診断（2）：耐震診断基準に基

づき，鉄筋コンクリート造建物の耐震診断を行
う。

［第８回］　 震災建築物の被災度区分判定（1）：被災度判定
の必要性，震災建築物の被災度区分判定基準の
概要について説明する。

［第９回］　 震災建築物の被災度区分判定（2）：被災度区分
判定基準に基づき，震災した鉄筋コンクリート
造建物の耐震性能残存率を算定し被災度の判
定を行う。

［第10回］　 靱性保証型の耐震設計法：鉄筋コンクリート造
建物における各種限界状態及び靱性保証型の
耐震設計法について説明する。

［第11回］　 耐震性能評価（1）：鉄筋コンクリート造建物の
耐震性能評価指針の概要及び耐震性能評価の
手順について説明する。

［第12回］　 耐震性能評価（2）：限界耐力計算に基づき，鉄
筋コンクリート造建物の耐震性能評価を行う。

［第13回］　 柱梁接合部の設計：柱梁接合部に発生するせん
断破壊及び曲げ降伏破壊機構について説明し，
柱梁接合部の設計法について説明する。

［第14回］　 プレストレストコンクリート構造：プレストレ
ストコンクリート構造の力学特性，施工技術，
耐力及び変形の評価法について説明する。

履修上の注意
　本講義は，鉄筋コンクリート構造及び建築構造分野に関
する科目との関連性が深いので，これらの科目を履修して
いることが望まれる。

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義内容を踏まえ，配布資料について復習・予習を行う
こと。

教科書
　特に定めない。授業の内容に応じて適宜関連資料を配布
する。

参考書
　「鉄筋コンクリート構造」，市之瀬敏勝，共立出版
　「鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」，日本建築学
会
　「既存鉄筋コンクリート建築物の耐震診断基準」，日本建
築防災協会
　「震災建築物の被災度区分判定基準および復旧技術指
針」，日本建築防災協会
　「鉄筋コンクリート造建物の靱性保証型耐震設計指針・同
解説」，日本建築学会
　「鉄筋コンクリート造建物の耐震性能評価指針（案）・同解
説」，日本建築学会

成績評価の方法
　演習及びレポート課題によって評価する。満点の60％以
上を単位修得の条件とする。

その他
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科目ナンバー： ST ARC511J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 先端建築特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 門脇　耕三　他

授業の概要・到達目標
〈科目種別〉：インターンシップ関連科目（講義）
・ 建築計画，建築設計，建築環境，建築設備，建築材料，
建築構造に関する最新の技術動向等について，各界実務
者が講義を行う。

・ 21世紀に入って建築や都市空間に対する要求条件は大き
く変化してきた。それは価値観の多様化や地域立脚志向
の強化あるいは地球環境問題への対応などである。しか
し，一方で建築や都市を支える建築技術や計画技術など
の進化や変化が著しい。本科目では建築に関する社会経
済情勢，情報技術等の実務に直結する動向を理解し，建
築の実践に繋がる知識を習得することを目的とする。

・ 建築実務の設計・監理業務におけるインターンシップに関
連して必要不可欠な講義である。

授業内容
［第１回］ 建築・都市づくりの新パラダイム：門脇耕三准教授

―世界の人口動向，地球環境問題，IT技術の
進展等のマクロな動向
―建築・都市と密接に関係する社会・経済動向
―21世紀型のパラダイムへ

［第２回］　 建築プロジェクトと構法デザイン：門脇耕三准
教授
―建築プロジェクト形成の仕組と構法デザイン
の最先端の動向にについて学ぶ

［第３回］　 アーバンデザインとまちづくり：小林正美教授
―都市や建築の成り立ちとその文脈を読み取
り，修復型の再生建築・都市デザイン分野を行
う方法を探る。また，公共空間のありかたや人
間の生活について考察し，持続可能な環境の保
全を考える

［第４回］　 都市再生プロジェクトの背景と基本戦略：山本
俊哉教授
―都市再生プロジェクトの背景と基本戦略を理
解するとともに，先行事例を通してその可能性
と課題を認識する

［第５回］　 木質構造の可能性とエンジニアリング業務：梶
川久光准教授
―木質構造の損傷制御，戸建住宅の免・制震構
造の開発について学び，そうしたエンジニアリ
ング業務が建物づくりプロセスのどの段階で発
生し，どのような解決法を採ったかについて学
ぶ

［第６回］　 VR・AR・パーソナルファブリケーション等の
ITと建築のクロス：宮下芳明教授
―ITと建築の境界で立ち上がるプロジェクト
についての知識を習得し，そのデザイン上・エ
ンジニアリング上の課題と可能性について学ぶ

［第７回］　 CFDによる温熱環境解析：酒井孝司教授
―近年，設計への適用が急速に進んでいるCFD
解析について，解析手法や適用範囲について解
説し，温熱環境予測の可能性と限界について学
ぶ

［第８回］　 シェル・空間構造の設計法の現状と今後の展
開：熊谷知彦准教授
―一般的なラーメン構造とは異なるシェル・空
間構造の特徴について俯瞰した上で，本構造に
関する設計法の現状および課題について概説す
る。

［第９回］　 免震技術の現状と来るべき大地震への備え：小
林正人教授

―近年一般化しつつある免震技術の原理とその
仕組みを解説し，免震技術がもたらす建築デザ
インの可能性について講義する。

［第10回］　 建築音響のシミュレーション：上野佳奈子教授
―設計段階で用いられる室内音響シミュレー
ションの活用事例を通じて，建築デザインと環
境性能の両立における課題と解決のプロセスを
学ぶ。

［第11回］　 建築デザインの最先端の動向：大河内学教授
―現在社会における新たな課題を踏まえた上
で，現代の建築デザインの動向について解説し，
それが何を目指そうとしているかについて学ぶ

［第12回］　 エンジニアリング，デザイン，BIM：小山明男
教授
―デザイン，Eng.ツール，資材調達ツール，
CM，現場管理ツールなど建築生産活動の支援
ツールとしてIT（情報技術）が不可欠となって
いる。ここでは建築・都市づくり現場でのそれ
について学ぶ

［第13回］　 不動産分野におけるプロジェクト評価の方法：
山村能郎教授
―時代の先端に位置する代表的なプロジェクト
をとりあげ，それぞれに内包されているプロ
ジェクト評価の基本的手法を紹介するととも
に，プロジェクトが周辺空間に及ぼす影響（社
会的便益）の計測手法を解説し，評価システム
を活用する都市環境整備について学ぶ

［第14回］　 授業の総括：門脇耕三准教授

履修上の注意
　建築・都市デザイン，プロジェクト＆マネージメント，
建築構造・材料，環境・設備等の各分野を横断的に捉えた授
業である。したがって，受講者は自身の専門分野にかかわ
ることなく履修すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回授業時に配布された資料を復習すること。講義に関
連した書籍等を読み込み，講義内容の理解が深まるように
準備すること。

教科書
　授業内容は，毎回プリントしたものを配布する。

参考書
　必要に応じて，授業において提示する。

成績評価の方法
　毎回，コメントシートを提出し，14回分を総合して評価
する。単位取得の条件は，一級建築士が建築設計の実務に
おいて理解すべき水準に達しているか否かで判定し，その
下限は60％とする。

その他
〈オフィスアワー〉
　授業の内容に関する質問等がある場合の対応は，メール

【kkad＠meiji.ac.jp】によるアポイントメント制とする。質
問に対する回答は，原則として授業時間中に履修者全員と
共有する。
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科目ナンバー： ST ARC561J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 シェル・空間構造特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 熊谷　知彦

授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　シェル・空間構造とは，大きな空間を柱無しで覆うこと
のできる構造形式の総称である。身近な建物としては，体
育館，展示場等が挙げられる。本講義では，この構造形式
について，発展の歴史，構造的特徴，構造形式の種類，理
論などの観点から講義する。また，実構造物を例に挙げて，
その構造設計の考え方についても講義する。

〈到達目標〉
　シェル・空間構造の構造形式，理論などを理解し，通常
のラーメン構造との違いを理解することを目標とする。具
体的な到達目標：（1）各構造形式の特徴を理解する，（2）シェ
ル理論を理解する。（3）実構造物の構造設計の考え方を理
解する。

授業内容
［第１回］　 シェル・空間構造の構造形式と歴史

　シェル・空間構造には様々な構造形式が存在
する。それらの構造形式の概要を説明した上で，
発展の歴史について概観する。学習目標：構造
形式の種類と特徴について把握し，その背景に
ある発展の歴史を理解すること。

［第２回］　 シェル・空間構造における力の流れと支え方の
デザイン
　シェル構造とサスペンション構造を例にと
り，それらの関係を論じることで相互の位置づ
けを試みる。その中で力の流れ方と支え方に
ついて解説する。学習目標：シェル構造とサス
ペンション構造の曲面内での力の釣り合いのメ
カニズムと境界での支え方について理解するこ
と。

［第３回］　 シェル・空間構造の構造形式1：アーチ構造
　シェル・空間構造の最も基本的な構造形式で
あるアーチ構造についてその原理と力学的特徴

（座屈荷重の計算法）について解説する。また，
この構造形式を利用した実構造物等について紹
介する。学習目標：アーチ構造の力学的特徴に
ついて理解すること。

［第４回］　 シェル・空間構造の構造形式2：シェル構造
　連続体により構成されるシェル構造について
その概要（定義，分類）と力学的特徴（座屈荷重
の計算法）について解説する。また，設計事例
や近年建設されている自由曲面シェルについて
も紹介する。学習目標：シェル構造の力学的特
徴について理解すること。

［第５回］　 シェル・空間構造の構造形式3：折板構造，膜構造
　互いに傾斜した平面同士を接合した構造であ
る折板構造と膜を屋根材兼構造材として利用し
た膜構造について，それらに用いる材料や力学
的特徴について解説する。学習目標：折板構造
と膜構造の力学的特徴について理解すること。

［第６回］　 シェル・空間構造の構造形式4：テンション構造
　引張にのみ抵抗するケーブルやロッドをテン
ション材として利用した構造であるテンション
構造の中でもケーブル材料を取り上げ，ケーブ
ルの種類や力学的性質について解説する。また，
簡単な形状解析についても取り扱う。学習目標：
テンション構造の力学的特徴およびケーブル形
状，応力，反力の算出法について理解すること。

［第７回］　 シェル・空間構造の構造形式5：トラス構造
　三角形により構成されるトラス構造について

その発展の歴史，組み方，接合部について概説
する。また，ラチスドームの応力と座屈荷重の
概略計算法についても解説する。学習目標：ト
ラス構造の力学的特徴および応力，座屈荷重の
概略計算法について理解すること。

［第８回］　 シェル・空間構造の実例紹介：国立代々木競技
場（半剛性吊構造）
　シェル・空間構造の実例として国立代々木競
技場を取り上げ，映像により理解する。学習目
標：映像から実際のシェル・空間構造の構造的特
徴を理解すること。

［第９回］　 幾何剛性を利用した構造デザイン
　外力に対する変形やひずみが大きい構造で
は，構造物の形状変化により剛性が変化する。
このことを幾何学的非線形と呼ぶ。シェル・空
間構造では幾何学的非線形性が強く現れること
が多く，適切に把握しておく必要がある。ここ
では，幾何剛性を利用した構造デザインや幾何
剛性マトリクスの導出について解説する。学習
目標：幾何学的非線形性について理解すること。

［第10回］　 構造デザインにおけるスケールの概念
　実際の構造設計ではスケールの概念を考慮し
ながら進める必要がある。特にシェル・空間構
造はスケールの大きな構造体となることが多
く，スケールの概念が重要となる。ここでは，
スケールの概念の意味，それに関わる歴史上の
出来事，概念の一般化について説明する。学習
目標：スケールの概念の重要性を理解すること。

［第11回］　 シェル・空間構造の事例紹介1
　シェル・空間構造の実物件を数例取り上げ，
第10回までに理解した内容を基にその構造設
計の考え方について発表し，履修者全員で議論
する。学習目標：実構造物の構造設計の考え方
について理解すること。

［第12回］　 シェル・空間構造の事例紹介2
　シェル・空間構造の実物件を数例取り上げ，
第10回までに理解した内容を基にその構造設
計の考え方について発表し，履修者全員で議論
する。学習目標：実構造物の構造設計の考え方
について理解すること。

［第13回］　 シェル理論：曲げを伴わないシェル1
　シェル面内に発生するの力の釣合いを微小な
要素内の力の釣合いから誘導する方法（シェル
理論）について解説する。学習目標：シェル理論
を理解すること。

［第14回］　 シェル理論：曲げを伴わないシェル2
　第13回に引き続き，シェル理論について解
説する。ここでは，シェル内部の応力が一定で
ある定強度シェルのシェル厚，形状の計算を例
に解説する。学習目標：シェル理論を理解する
こと。

履修上の注意
　特になし

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に参考書の該当箇所を読み，次回の授業内容に関す
る専門用語について調べておくこと。また，復習として，
ノート及び参考書の該当箇所を読むこと。

教科書
　特になし

参考書
　「力学・素材・構造デザイン」，坪井善昭，他8名，建築技術
　「建築学構造シリーズ　建築空間構造」，皆川洋一　編著，
オーム社
　「建築構造のしくみ 第二版」，川口　衞，他3名，彰国社
　「板とシェルの理論〈上〉，〈下〉」，チモシェンコ，ヴォア
ノフスキークリーガー，ブレイン図書出版
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成績評価の方法
　発表の資料（50％）および課題のレポート（50％）により成
績評価を行う。満点の60％以上を単位修得の条件とする。

その他

科目ナンバー： ST ARC561J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築振動特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 小林　正人

授業の概要・到達目標
〈授業の概要〉
　建築物の合理的な耐震設計は，地震に対する建築構造物
の動的挙動の正しい理解に基づく必要がある。この講義で
は構造物の動力学の基礎ならびに地震応答解析に関する基
本的な事柄を取り上げ，今日の耐震設計の実務にどのよう
に取り入れられているのかを講義する。

〈到達目標〉
　構造物のモデル化，固有値解析・振動解析および地震荷
重の算定を行うことができ，それぞれの関係性を把握でき
ることを到達目標とする。

授業内容
　地震応答を解析するには，その解析の目的に応じて，建
物骨組を適切な振動モデルに置き換える必要がある。解析
目的に応じた建物のモデル化とその特徴について解説す
る。学習目標：建物のモデル化とその特徴の理解

［第１回］　 建物のモデル化1（構造設計と構造解析モデル）
［第２回］　 建物のモデル化2（振動モデルへの置換）

　地震動の性質と耐震設計用の地震動について
解説する。また，地震動特性の分析に有効な各
種スペクトルについて講義する。学習目標：地
震動のスペクトル解析の理解

［第３回］　 地震動とスペクトル解析1（地震応答スペクト
ル）

［第４回］　 地震動とスペクトル解析2（フーリエスペクト
ル）

［第５回］　 地震動とスペクトル解析3（フーリエスペクト
ルの応用）
　多自由度系の弾性振動とその解析手法につい
て講義する。また，耐震工学上きわめて有用な
モーダルアナリシスについて解説する。学習目
標：モーダルアナリシスの理解

［第６回］　 多自由度系の弾性振動とモーダルアナリシス1
（多自由度系の運動方程式）

［第７回］　 多自由度系の弾性振動とモーダルアナリシス2
（運動方程式の解法）

［第８回］　 多自由度系の弾性振動とモーダルアナリシス3
（モーダルアナリシス）
　フーリエ解析を用いた周波数応答解析につい
て解説する。また，これを応用したシステム同
定手法についても解説する。学習目標：周波数
応答解析の理解

［第９回］　 周波数応答解析とシステム同定
　建築物の塑性化または非線形性を有する振動
系に対する応答解析手法について解説する。学
習目標：数値積分法による弾塑性応答解析の理
解

［第10回］　 数値積分法と弾塑性応答解析
　免震構造の仕組みとその設計法について講義
する。学習目標：免震構造の理解

［第11回］　 免震部材
［第12回］　 免震構造の設計
［第13回］　 免震構造の解析
［第14回］　 免震構造の地震時挙動

履修上の注意
　この授業は，建築構造系科目および構造力学系科目との
関連が深いため，これらの科目を履修していることが重要
である。
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準備学習（予習・復習等）の内容
　授業配布資料の内容について，次のことを準備学習とし
て行うこと
　授業前：授業内容に関連する4年次までの応用力学，構造
力学の学習内容の振り返り
　授業後：参考書などを参照しながら，振動理論および関
係式の導出過程を復習し，レポート課題に取り組むこと

教科書
　特に定めない。
　授業の内容に応じて適宜資料を配布する。

参考書
　『最新耐震構造解析』，柴田明徳　著，（森北出版）
　『新・地震動のスペクトル解析入門』，大崎順彦　著，（鹿
島出版会）
　『DYNAMICS OF STRUCTURES』, ANIL K. CHOPRA, 
(Pearson Prentice Hall)
　『免震構造設計指針』，（日本建築学会）

成績評価の方法
　レポート課題によって評価する。満点の60％以上を単位
修得の条件とする。

その他

科目ナンバー： ST ARC571J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 資源循環特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 小山　明男

授業の概要・到達目標
　本授業では，「環境負荷の少ない循環を基調とした経済
社会の構築」に向けて，「人口」「食料」「環境」「資源」「エネル
ギー」の5大問題を把握すると共に，我が国における自然災
害の発生・被害状況と防災対策の現状を認識し，21世紀に
おいても持続可能な発展が可能な資源循環の方策について
学習する。
　国内外の建築資材（コンクリート，木，ガラス等）の再資
源化に関わる技術を中心に紹介し，建築材料の資源循環性
とそれが及ぼす環境影響について習得させる。リサイクル
製品の品質確保のための諸条件について，材料特性や社会
的な背景など様々な面から検討することで，今後の建築材
料，建築生産のあり方について習得させる。

授業内容
［第１回］　 持続的発展に関する世界の5大問題の位置づけ

について解説する。
［第２回］　 資源循環および環境汚染の歴史的経緯につい

て講義する。
［第３回］　 過去におけるリサイクルの実践例について講

義する。
［第４回］　 建築のライフサイクルと資源循環等について

講義する。
［第５回］　 世界および日本を襲った過去の大災害の記録

（地震，津波，台風，洪水，火山等）をリストアッ
プし，その被害例を分析し，我が国の自然災害
の特異性を明らかにするとともに防災対策の
現状を講義する。

［第６回］　 我が国における建築資材のマテリアルフロー
を示し，建設産業における膨大な資源消費・ス
トックなどについて認識させ，資源循環性を中
心とした建設資材が環境に及ぼす影響につい
て講義する。

［第７回］　 循環型社会構築のための国や企業の取り組み
など現在の動向と今後将来のあり方について
概説する。

［第８回］　 建設資材再資源化のための技術開発として，コ
ンクリートの再資源化技術を解説する。

［第９回］　 建設資材再資源化のための技術開発として，木
材の再資源化技術を解説する。

［第10回］　 建設資材再資源化のための技術開発として，ガ
ラスの再資源化技術を解説する。

［第11回］　 建設資材再資源化のための技術開発として，プ
ラスチック等の仕上げ材の再資源化技術を解
説する。

［第12回］　 リサイクル製品の開発のために必要な建築物の
解体から再資源化原料製造までの諸条件，リサ
イクルを阻害する要因について学び，リサイク
ル促進のための取り組み方について解説する。

［第13回］　 環境影響を考慮した建築材料の評価システムと
して環境物品の認証等に使用されているもの
について概説し，環境共生型建設資材の製造，
建設，供用，解体・廃棄，再資源化といったラ
イフサイクルを通じての評価方法・材料選定方
法を習得する。

［第14回］　 21世紀の持続的発展に係わる諸問題について，
復習・総括する。

履修上の注意
　リサイクル施設や廃棄物処理施設などの見学会を企画す
る。
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準備学習（予習・復習等）の内容
　次回授業の内容に係わる建築材料の特性について復習し
ておくこと。また，授業で説明したトピックについて自ら
調べること。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　特に指定しない。資料はその都度配布する。

成績評価の方法
　レポートによって評価する。合計が満点の60％以上を単
位修得の条件とする。

その他

科目ナンバー： ST ARC571J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築施工特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　博士（工学） 道正　泰弘

授業の概要・到達目標
〈科目種別〉：インターンシップ関連科目（講義）
　建築生産における施工について，工事監理・施工管理あ
るいは部位・材料の品質管理と，設計および工事監理の考
え方を習得する。施行管理・品質管理業務および設計・工事
監理業務におけるインターンシップに関連して必要不可欠
な講義である。

授業内容
　建築生産における施工について，建築のライフサイクル
を通じて理解を深める。施工管理および品質管理と，設計
および工事監理の現状，今後の動向を理解させるとともに，
倫理観についても建築技術者として必要な考え方を示す。
　具体的な授業計画は以下のとおりである。

［第１回］　 建築施工・概説
　講義内容の概略，本講義の根幹をなしている建築生産の
中での施工の位置付けについて概説する。さらに，施工管
理および品質管理と，設計および工事監理の基本的な考え
方を説く。

［第２回］　 施工管理
　建設業および建築工事について，QCDS（Quality，
Cost，Delivery，Safety）& E（Environment）の側面から
概説し，建築におけるリスクの考え方，施工管理の要点お
よび建築技術者に求められる能力や倫理について学ぶ。

［第３回］　 土工事，山留め工事，杭・地業および基礎工事
　土工事，山留め工事，杭・地業および基礎工事に用いる
材料，各種工法などについて概説し，施工管理および品質
管理と，設計および工事監理の要点などについて学ぶ。

［第４回］　 鉄筋コンクリート工事（その1）
　鉄筋コンクリート工事の流れを概説し，品質管理・検査
方法やその要点を学ぶことで工事監理者として必要な知識
の習得を図る。

［第５回］　 鉄筋コンクリート工事（その2）
　鉄筋コンクリート工事の流れについて，その詳細を解説
し，コンクリート品質の確保に必要な工事監理・施工管理
方法の要点を学ぶ。なお，プレキャストコンクリート工法
の種類や特徴についても概説する。

［第６回］　 建築施工と倫理（その1）
　建築における最近の課題や問題点に関する具体的事例を
取り上げ，コンプライアンスと品質管理のあり方などにつ
いて討議（ディスカッション）を行う。

［第７回］　 鉄骨工事（その1）
　鉄骨工事の流れ，鉄骨の種類と特徴などについて概説す
る。また，鉄骨の製作方法を解説し，鋼材材質の検査，溶
接接合・高力ボルト接合および製品検査の要点を習得する。

［第８回］　 鉄骨工事（その2）
　大空間建築物などを事例として，実際の鉄骨工事の要点
について解説する。また，不具合事例等を参考に品質管理
のあり方を学ぶ。

［第９回］　 建築物の保全と長寿命化（その1）
　建築物の保全に必要な点検・診断，維持管理技術の要点
などについて解説する。

［第10回］　 建築物の保全と長寿命化（その2）
　建築物の耐久性を考慮した設計・施工ならびに延命化の
ための補修・補強技術の要点などについて解説する。

［第11回］　 建築施工と環境（その1）
　建築工事と建設副産物対策について概説する。さらに，
事例を交えて解説し，法令に則した環境対策のあり方を習
得する。

［第12回］　 建築施工と環境（その2）
　コンクリート塊のリサイクルを題材として，再生資源特
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有の設計や品質管理方法などについて解説する。
［第13回］　 建築施工と倫理（その2）
　建築における最近の課題や問題点に関する具体的事例を
取り上げ，建築施工に携わる技術者に必要な能力と倫理に
ついて討議（ディスカッション）を行う。

［第14回］　 総まとめ
　講義の総まとめを行い，一級建築士として必要な監理能
力や倫理観の習得を図る。

履修上の注意
　本講義のほかに「建築材料特論」を履修すると理解が深ま
る。

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義では，前回の内容を復習するため，前回の資料につ
いて内容を整理し，疑問点等を纏めておくとよい。

教科書
　特になし。必要に応じて講義内容にふさわしい資料（文
献，プリント等），スライド（PPT等）を用意する。

参考書
　建築工事標準仕様書・同解説（JASS 3　土工事および山留
め工事，JASS 4　杭・地業および基礎工事），日本建築学会，
2009
　建築工事標準仕様書・同解説（JASS 5　鉄筋コンクリート
工事），日本建築学会，2018
　建築工事標準仕様書・同解説（JASS 6　鉄骨工事），日本
建築学会，2018
　建築物・部材・材料の耐久設計手法・同解説，日本建築学
会，2003
　鉄筋コンクリート造建築物の環境配慮施工指針（案）・同
解説，日本建築学会，2008
　その他，必要に応じて適宜紹介する。

成績評価の方法
　レポートによって評価する。一級建築士として必要な監
理能力や倫理観に関するレポート（課題は講義時に提示す
る）で60％以上の知識の習得によって単位を与える。

その他
　特になし。

科目ナンバー： ST ARC562J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 構造設計演習Ａ

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 兼任講師　博士（工学） 兼近　稔

授業の概要・到達目標
〈科目種別〉：インターンシップ関連科目（演習）
〈授業の概要〉
　鉄筋コンクリート構造を主な対象とし，構造設計実務に
即した課題を用いて構造設計の演習を行う。
　この演習は，構造設計の実務に精通した一級建築士が担
当する。

〈到達目標〉
　設計・監理業務におけるインターンシップに関連して必
要不可欠な事項を演習により身につける

授業内容
［第１回］　 構造設計業務の概要
（1） 構造設計者の仕事
（2） 構造設計図面の説明
［第２回］　 自重による荷重の計算
（1） 自重時に考慮する各種荷重の算定
（2） 剛性計算，C，Mo，Qoの算定
［第３回］　 自重時の応力計算
（1） 自重時の応力算定演習
（2） 鉛直荷重時柱軸力の算定演習
［第４回］　 地震による荷重の計算
（1） 地震時に考慮する各種荷重
（2） 地震時荷重の算定演習
［第５回］　 地震時の応力計算
（1） 地震時応力の算定演習
（2） 地震時柱軸力算定演習
（3） 自重と地震による応力の組合せ
［第６回］　 鉄筋コンクリート梁の設計
（1） 梁の設計法
（2） 梁の設計演習
［第７回］　 鉄筋コンクリート床スラブの設計
（1） 床スラブの設計法
（2） 床スラブの設計演習
［第８回］　 鉄筋コンクリート柱の設計
（1） 柱の設計法
（2） 柱の設計演習
［第９回］　 鉄筋コンクリート造保有水平耐力の計算
（1） 保有水平耐力の計算法
（2） 必要保有水平耐力の計算演習
（3） 保有水平耐力の計算演習
［第10回］　 建設会社研究所視察-1
（1） 展示施設関連施設視察
（2） 構造実験関連施設視察
［第11回］　 建設会社研究所視察-2
（1） 荷重実験関連施設視察
（2） 地震観測関連施設視察
［第12回］　 鉄筋コンクリート造構造設計事例演習-1
（1） 課題説明
（2） 課題に対する荷重および応力算定演習
［第13回］　 鉄筋コンクリート造構造設計事例演習-2
（1） 課題に対する梁構造設計演習
（2） 課題に対する柱構造設計算定演習
［第14回］　 鉄筋コンクリート造構造設計事例演習-3
（1） 課題に対する保有水平耐力算定演習

履修上の注意
　この授業は，建築構造系科目および構造力学系科目との
関連が深いため，これらの科目を履修していることが重要
である。
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準備学習（予習・復習等）の内容
　授業内容を踏まえて，配布資料について復習を行うこと。
不明な部分があれば授業で質問すること。

教科書
　特に定めない。
　授業の内容に応じて適宜資料を配布する。

参考書
・ 鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説―許容応力度設計
法―，日本建築学会

・ 建築工事標準仕様書JASS 5鉄筋コンクリート工事，日本
建築学会

・ 2015年度版建築物の構造関係技術基準解説書，全国官報
販売協同組合

成績評価の方法
　成績は，構造設計演習結果で評価する。単位取得の条件
は一級建築士が構造設計について理解すべき水準に達して
いるか否かで判定しその下限を60％とする。

その他
　特になし

科目ナンバー： ST ARC562J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 構造設計演習Ｂ

開 講 期 秋学期 単 位 演2

担 当 者 兼任講師　博士（工学） 對比地　健一

授業の概要・到達目標
〈科目種別〉：インターンシップ関連科目（演習）
〈授業の概要〉
　構造設計実務に即した課題を用いて，鉄骨造の構造設計
の演習を行う。
　この演習は，構造設計の実務に精通した一級建築士が担
当する。

〈到達目標〉
　設計・監理業務におけるインターンシップに関連して必
要不可欠な事項を演習により身につける。

授業内容
［第１回］　 設計者の役割と構造設計
　（1）設計者の役割
　（2）構造計画および構造計算
　（3）設計目標，設計方針の設定
　（4）構造設計図書の構成

［第２回］　 設計用荷重と使用材料
　（1）設計用荷重
　（2）使用材料と許容応力度，材料強度

［第３回］　 応力計算および保有水平耐力
　（1）解析モデルと応力解析
　（2）層間変形角，剛性率，偏心率
　（3）必要保有水平耐力，保有水平耐力

［第４回］　 引張材・圧縮材の設計
　（1）引張材の設計
　（2）圧縮材の設計

［第５回］　 曲げ材の設計
　（1）小梁の設計
　（2）大梁の設計と保有耐力横補剛

［第６回］　 曲げと軸力を受ける部材の設計
　（1）柱の設計

［第７回～８回］　 接合部の設計
　（1）高力ボルト接合，溶接接合
　（2）保有耐力接合および接合部の設計

［第９回］　 その他の設計
　（1）鉛直振動に対する検討
　（2）その他の設計

［第10回］　 積算，耐震診断
　（1）仕様書，仕様図と構造図
　（2）数量計算および積算
　（3）耐震診断および耐震補強

［第11回］　 工事監理
　（1）工事監理業務
　（2）製品検査，溶接部検査

［第12回］　 設計者の責任と技術者倫理
　（1）設計者の責任
　（2）技術者倫理

［第13回］　 実施設計例
　（1）設計目標，設計方針の具体例
　（2）構造図および構造計算書の具体例
　（3）構造的特徴と設計における留意点

［第14回］　 まとめ
　（1）実例の考察
　（2）まとめ

履修上の注意
　この授業は，建築構造系科目および構造力学系科目との
関連が深いため，これらの科目を履修していることが重要
である。
　関数電卓を使用する。
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準備学習（予習・復習等）の内容
　授業内容を踏まえて，配布資料について復習を行うこと。
不明な部分があれば授業で質問すること。

教科書
　特に定めない。
　授業の内容に応じて適宜資料を配布する。

参考書
　『2020年版建築物の構造関係技術基準解説書』，全国官報
販売協同組合
　『鋼構造許容応力度設計規準』，日本建築学会
　『鋼構造塑性設計指針』，日本建築学会
　『鋼構造限界状態設計指針・同解説』，日本建築学会
　『建築工事標準仕様書JASS 6鉄骨工事』，日本建築学会

成績評価の方法
　レポートで評価し，単位取得の条件は，一級建築士が理
解すべき水準に達しているか否かで判断し，その下限を
60％とする。

その他
　特になし

科目ナンバー： ST ARC551J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築環境工学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 酒井　孝司

授業の概要・到達目標
　概要：地球環境に配慮し，健康かつ安全で快適な建築・都
市環境を実現するための諸技術を対象に，環境設計手法の
コンセプト，長所・短所，評価手法について講義する。また，
環境性能評価手法について解説し，環境性能に優れたプロ
ジェクトについて，考察する。
　到達目標：本講義では，建築物の環境設計手法の理解，
環境性能評価手法の理解，日射遮蔽手法，外気導入手法の
把握を到達目標とする。

授業内容
［第１回］　 地球環境問題と建築環境工学の役割

　建築が地球温暖化に及ぼす影響と，建築が果
たすべき役割について学ぶ。
目標：地球温暖化問題，建築のエネルギー消費
構造の理解。

［第２回］　 ヒートアイランド問題
　人工被覆物が大気に及ぼす影響について学ぶ。
目標：建築物が周辺環境に及ぼす影響と対処法
の理解緑化

［第３回］　 建築と消費エネルギー
　建築のエネルギー消費構造について学ぶ。
目標：エネルギー消費原単位の理解。

［第４回］　 建物の環境性能評価1
　環境に配慮した建築の評価手法について学ぶ。
目標：CASBEE評価，省エネルギー法の理解。

［第５回］　 建物の環境性能評価2：環境性能
　CASBEE評価の環境性能を構成する要素の
性能と役割について学ぶ。
目標：CASBEE評価における環境性能の理解。

［第６回］　 建物の環境性能評価3：環境負荷
　環境負荷を構成する要素の性能と役割につい
て学ぶ。
目標：CASBEE評価における環境負荷の理解。

［第７回］　 環境品質：室内の温熱的快適性
　居住者の快適性に関わる物理現象と環境制御
の必要性について学ぶ。
目標：人体熱収支に影響を及ぼす要因に関する
理解。

［第８回］　 環境共生手法1：日射遮蔽
　CASBEE事例を通して，夏期における日射
遮蔽手法の原理と適用例について学ぶ。
目標：日射遮蔽手法の原理，適用方法の理解

［第９回］　 環境共生手法2：通風・自然換気
　CASBEE事例を通して，通風・自然換気の原
理と利用可能性について学ぶ。
目標：風力換気，自然換気の原理，適用方法の
理解。

［第10回］　 環境共生手法3：日射熱取得手法
　CASBEE事例を通して，冬季における日射
取得手法の原理と具体例について学ぶ。
目標：日射取得手法の原理，適用方法の理解

［第11回］　 環境共生技術1：太陽エネルギー利用
　太陽エネルギー利用建築を通して，太陽熱利
用，太陽光発電の具体例について学ぶ。
目標：太陽エネルギー利用可能性の理解。

［第12回］　 環境共生技術2：熱源設備と蓄熱利用技術
　ヒートポンプ，燃料電池の原理と，CASBEE
事例を通して蓄熱利用技術について学ぶ。
目標：ヒートポンプの理解。CO2排出原単位の
理解。
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［第13回］　 環境共生技術2：断熱・気密性能の確保と施工法
　断熱性能の評価手法について学ぶ。
目標：断熱性能，気密性能と施工法の理解。

［第14回］　 環境建築の将来
　環境建築について総括し，将来の方向性を考
える。

履修上の注意
　建築環境・設備に関する科目を受講していることが望ま
しい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　翌週の講義内容に関連する予習を求める（60分程度）。
　環境共生手法の設計・計算法に関する課題（日射遮蔽，通
風，断熱性能，日射利用），環境共生建築の事例調査に関
する課題を課す（各週当たり60分程度）。

教科書
　毎回，資料配布

参考書
　自然エネルギー利用のためのパッシブ建築設計手法事
典，彰国社，2800円
　環境建築ハンドブック：建築ジャーナル，2200円
　実例に学ぶCASBEE，日経BP社

成績評価の方法
　環境共生手法の設計・計算法に関する課題（日射遮蔽，通
風，断熱性能，日射利用），環境共生建築の事例調査に関
する課題で評価する。単位取得の条件は，一級建築士が環
境共生手法の設計・計算法について理解すべき水準に達し
ているか否かで判定し，その下限を60％とする。

その他
〈科目種別〉：インターンシップ関連科目（講義）
・ 講義を通して，インターンシップを行う上で，建築設備
設計者として必要な環境設計における考え方等の必要な
知識を身につけさせる。

・ 設計・監理業務におけるインターンシップに関連して必要
不可欠な講義である。

科目ナンバー： ST ARC551J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築環境評価特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 上野　佳奈子

授業の概要・到達目標
〈到達目標〉
　住居・建築・都市などの環境評価における主要な調査分析
手法を習得することを目標とする。

〈授業の概要〉
　当該研究分野における調査分析法・基礎理論を概観した
後，調査分析手法の講義とその手法を用いた演習により学
習を行う。

授業内容
［第１回］　 建築環境心理分野における調査分析手法概観

環境に対する人の要求や評価・課題を知るため
の調査・分析手法について概観する。

［第２回～４回］　 人間と環境のモデル
環境が人に与える影響を記述するための基礎理
論，心理モデルについて学ぶ。

［第５回～７回］　 評価構造の調査
評価グリッド法などの探索的調査手法について
学び，実施とまとめを体験する。

［第８回～９回］　 アンケートによる調査
アンケートの作成・実施に関わる基本事項を学
び，事例から有用性を考察する。

［第10回～ 11回］　 心理評価実験
心理評価実験を行う際の基本事項，実験計画法
について学び，事例から有用性を考察する。

［第12回～ 13回］　 データ分析の方法
調査・実験により得られた量的データを解釈す
るための統計的手法を理解し，分析を体験する。

［第14回］　 まとめ
本講義で学んだ手法を各自の研究に活用する可
能性を考察する。

履修上の注意
　パソコンを用いた分析演習を行うので，ノートPC等を
適宜，用意すること。授業時間内に終了しない演習課題に
ついては各自で取組むこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業資料を再読して復習し，授業内容の理解の定着に努
めること。

教科書
　とくに指定しない。

参考書
　「よりよい環境創造のための環境心理調査手法入門」，日
本建築学会編，技報堂
　「住まいと街をつくるための調査のデザイン―インタ
ビュー /アンケート/心理実験の手引き」，日本建築学会編，
オーム社

成績評価の方法
　毎回の講義・演習への取組みと，レポートによるものと
で総合的に行う。評価の重みは，それぞれを50％とする。

その他
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科目ナンバー： ST ARC551J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築水環境特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 光永　威彦

授業の概要・到達目標
地球，地域・都市，建築の水環境および給排水設備につい
て概観し，給排水設備の位置づけと将来を考察する。また，
水の物理・化学的特性についての基礎知識と応用技術を習
得する。

授業内容
［第１・２回］　 水の不思議（物理・化学的特性）を概説する。
［第３～５回］　 地球と水を概説する。
［第６・７回］　 地域・都市と水を概説する。
［第８・９回］　 建築と水を概説する。
［第10・11回］　 生活と水を概説する。
［第12・13回］　 給排水衛生設備を概説する。
［第14a回]　総括

履修上の注意
　とくになし。

準備学習（予習・復習等）の内容
　教科書・参考書を予め学習する。

教科書
　北野康：新版水の科学，NHKブックス729
　坂上恭助：トラップ　排水システムの歴史と役割，彰国社

参考書
日本地下水学会，井田徹治：見えない巨大水脈 地下水の科
学－使えばすぐには戻らない「意外な希少資源」，講談社
ダヴィド・ブランシュン：地図とデータで見る水の世界ハン
ドブック，原書房
菅沼栄一郎，菊池明敏：水道が危ない，朝日新聞出版

成績評価の方法
　毎回の講義・演習への取り組み（50％）と演習課題の成果
発表（50％）で評価する。単位取得の条件は，専門用語の理
解度，水環境について，理解すべき水準に達しているか否
かで判断し，その下限を60％とする。

その他
　とくになし。

科目ナンバー： ST ARC551J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 設備計画特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 樋山　恭助

授業の概要・到達目標
　本講義では，建築設備計画に必要となる法規制やガイド
ラインを理解し，現代の社会的要求に適した設備計画を可
能とする知識を習得することを目標とする。
　講義では，国内外の省エネや建築環境品質に関する法規
制やガイドラインの解説と，対応した設備計画法の講義を
行う。
　2020年度以前の入学生においては，設計・監理業務にお
けるインターンシップに関連して必要不可欠な講義であ
る。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション（設備計画とは）
［第２～５回］　 省エネと国内の法規制/ガイドライン

　・省エネ法（エネルギーの使用の合理化等に関
する法律）等，建築が関わるエネルギー使用に
関する法規制を理解する。
　・省エネ設計のガイドライン等を理解し，建
築に関わるエネルギー使用の合理化に関する国
内の動向を把握する。
　・国内の建築のエネルギー使用に関する法規
制やガイドラインに適応した設備計画法を解説
する。

［第６～８回］　 環境品質と国内の法規制/ガイドライン
　・ビル管法（建築物における衛生的環境の確保
に関する法律）等，建築の環境品質に関する法
規制を理解する。
　・国内の建築関連学会が発効するガイドライ
ン等を理解し，建築の環境品質の適正管理に関
する国内の動向を把握する。
　・国内の建築の環境品質に関する法規制やガ
イドラインに適応した設備計画法を解説する。

［第９～ 11回］　 省エネと海外の法規制/ガイドライン
　・建築が関わるエネルギー使用に関する海外
の法規制を調査，訳出し理解する。
　・海外の省エネ設計のガイドライン等を調査，
訳出，理解し，建築に関わるエネルギー使用の
合理化に関する国際動向を把握する。

［第12 ～ 13回］　 環境品質と海外の法規制/ガイドライン
　・建築の環境品質に関する海外の法規制を調
査，訳出し理解する。
　・海外の建築関連学会が発効するガイドライ
ン等を調査，訳出，理解し，建築の環境品質の
適正管理に関する海外の動向を把握する。

［第14回a]　まとめ

履修上の注意
　空調設備特論を習得していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業中に配布するプリントを用い講義内容をふりかえ
り，授業で示された演習問題を的確に解答できるよう復習
をすること。また，不明な部分があれば次の授業で質問す
ること。

教科書
　指定なし。適宜プリントを配布する。
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参考書
　「空気調和・衛生工学会便覧」など，適宜指示する。

成績評価の方法
　毎回の講義・演習への取組み（50％）と，演習課題の成果
発表内容（50％）で評価する。単位取得の条件は，一級建築
士，専門用語の理解度，電気設備のシステム，大空間競技
施設やオフィスビルなどの設備計画などについて，理解す
べき水準に達しているか否かで判定し，その下限を60％と
する。

その他

科目ナンバー： ST ARC551J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 空調設備特論

開 講 期 春学期集中 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 樋山　恭助

授業の概要・到達目標
　適切な室内環境を提供しつつ省エネルギーに配慮した空
気調和設備を効率的に設計するための技術を習得する。省
エネルギーの実現に関しては，エネルギーシミュレーショ
ンを対象に，その活用方法と共に背景技術を学ぶことで，
建築形態と採用設備が建築のエネルギー性能に及ぼす影響
を理解する。建築設備設計の効率化に関しては，空調設備
設計用のBuilding Information Modeling（BIM）を対象に，
その活用方法と共にシステムを学ぶことで，実践的な建築
設備設計技術への理解を深める。
　2020年度以前の入学生においては，設計・監理業務にお
けるインターンシップに関連して必要不可欠な講義であ
る。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション（空調設備とは）
［第２回］　 建築設備設計におけるBIM及びシミュレー

ション技術
［第３，４回］　 エネルギーシミュレーションの原理と利用

方法の習得
［第５，６回］　 エネルギーシミュレーションによる建築形

態の最適化
［第７，８回］　 エネルギーシミュレーションによる設備シ

ステムの評価
［第９，10回］　 空調設備設計用BIMのシステムと利用方

法の習得
［第11，12回］　 空調設備設計用BIMを用いた建築設備設計

の実践
［第13回］　 課題発表
［第14回a]　まとめ

履修上の注意
　パソコンを用いたシミュレーション演習を実施するの
で，ノートPC等を適宜用意すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業中に配布するプリントを用い講義内容をふりかえ
り，授業で示された演習問題を的確に解答できるよう復習
をすること。また，不明な部分があれば次の授業で質問す
ること。

教科書
　指定なし。適宜プリントを配布する。

参考書
　「空気調和・衛生工学便覧」など，適宜指示する。

成績評価の方法
　毎回の講義・演習への取組み（50％）と，演習課題の成果
発表内容（50％）で評価する。単位取得の条件は，一級建築
士が空気調和設備の計画・設計方法について理解すべき水
準に達しているか否かで判定し，その下限を60％とする。

その他
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科目ナンバー： ST ARC552J

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 建築設備設計演習

開 講 期 秋学期 単 位 演4

担 当 者 兼任講師　工学博士 須藤　俊彦

授業の概要・到達目標
〈科目種別〉：インターンシップ関連科目（演習）
　非住宅用途，延べ面積2.000m2以上の建築物を対象とし
て，給排水衛生設備の設計計画，給排水機器の容量計算，
仕様の決定，配管設計等を行う。また，空気調和・換気設
備については，熱負荷計算，必要換気量計算，空調・換気
計画，空調機器容量や配管・ダクト設計等を行い，手書き
による給排水衛生設備設計図，空調換気設備設計図を作成
する。
・ 建築設備設計における現地調査，官庁打合せ，意匠・構造
他の関係部署との設計コンセプトの醸成などから始まる
一連の設計フローを理解する。

・ 手書きによる設備設計技術を習得することにより，基本
設計段階における企画力を体得する。

　また，省エネルギー，地球環境保全，空気汚染，温熱環
境評価について建築設備技術者として実践的に捉えること
のできる能力を養う。および，関連法規（建築基準法，消
防法，建築物省エネ法など）に適合した設計を学習する。
・ インターンシップにおいて設計図書の作成業務を行う際
に，最低限必要となる知識と技能を身に付ける。

・ 設計・監理業務におけるインターンシップに関連して必要
不可欠な演習である。

・ 授業担当者の資格：演習を担当する兼任教員は，設備設計
実務に精通した有資格者（一級建築士，設備設計一級建築
士または建築設備士）とする。

授業内容
［第１回］　 序論

　建築設備全般について，その大きな設計フ
ローについて理解する。
　設計課題，その他の資料について解説・説明
する。

［第２回］　 設備基本計画
　設計課題の建築物を理解し，設備基本計画を
立案する。

［第３回］　 設備基本設計
　設備基本計画に基づき，設備基本設計書を作
成する。

［第４回］　 給水設備
　給水設備における設計の要点とフローを理解
し，系統図を作成，構成する機器の仕様を決定
し，容量算定を行う。

［第５回］　 排水・通気設備
　排水・通気設備の設計の要点とフローを理解
し，系統図を作成，容量算定を行う。

［第６回］　 消火設備
　消火設備の設計の要点とフローを理解し，系
統図を作成，容量算定を行う。関連法規の規定
による設備計画とする。

［第７回］　 給排水衛生設備全般
　関連法規の適合性判定を行うとともに，各設
備のトータルバランスを見直し，設計図として
まとめる。

［第８回］　 空調熱負荷計算
　建物の使用状況を予測し，熱負荷特性を理解
して，空調ゾーニングを行い，熱負荷計算を行
う。

［第９回］　 空調熱源設備，空調機器設備①
　基本設計書に基づき，熱源設計，空調設計を
行い，配管系統図，ダクト系統図を作成する。

［第10回］　 空調熱源設備，空調機器設備②

　空調熱負荷計算の結果から空調機，熱源機な
らびに関連機器の容量算定及び仕様を決定す
る。

［第11回］　 換気設備，排煙設備
　空調・換気設備の関連性を理解し，排煙設備
を含めた構成機器の容量算定及び仕様を決定す
る。

［第12回］　 空調，換気，排煙設備全般
　関連法規の適合性判定を行うとともに，各設
備のトータルバランスを見直し，設計図として
まとめる。

［第13回］　 関連法規適合性判定
　作成した設計図を基に，建築物省エネ法に適
合した必要仕様を確認する。

［第14回］　 設備設計全般
　関連法規の適合性判定を行うとともに，各設
備のトータルバランスを見直し，基本設計書を
含め設計図書としてまとめる。

履修上の注意
　建築熱環境及び建築空気環境，建築設備概論，設備設計・
演習及び給排水衛生設備を受講していることが望ましい。
また，冷暖房設備，空調換気設備，建築光環境及び建築音
環境を履修していることが望ましい。
　設計計算はパソコンを利用するので，授業参加時に各自
持参すること。設計計算書は授業開始前にWeb配布する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　設計演習の時間不足で未完の設計図書の作成は教室外で
行える。

教科書
　指定なし。

参考書
1． 『建築設備計画基準』，国土交通省大臣官房官庁営繕部

設備・環境課監修，（公共建築協会）
2． 『建築設備設計基準』，国土交通省大臣官房官庁営繕部

設備・環境課監修，公共建築協会
3． 『建築設備設計計算書作成の手引き』，国土交通省大臣

官房官庁営繕部設備・環境課監修，（公共建築協会）
4． 『空気調和・衛生工学便覧Ⅰ～Ⅳ』，空気調和・衛生工学

会編，（丸善）
5． 『建築環境工学用教材環境編・設備編』，日本建築学会編，

（丸善）
6． 『建築設備学教科書』，建築設備学教科書研究会編，（彰

国社）

成績評価の方法
　成績は各設備の計画書，諸計算書，設計図；80％，授業
への参加度；20％とし，単位取得の条件は，一級建築士が
設備設計及び設備計算について理解すべき水準に達してい
るか否かで判定し，その下限を60％とする。

その他
　授業についての質問，連絡先；建築学科　建築環境デザ
イン研究室
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科目ナンバー： ST ARC648M

建築・都市学専攻（建築学系） 備 考

科 目 名 地域デザイン特論

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 川島　範久

授業の概要・到達目標
環境ポテンシャルをいかすエコロジカルな地域・建築デザ
インに向けたリサーチと実践
これまで人間は地球を改変してきており，人間の生存条件
である地球環境が不安定化してきている。このような時代
における新たな地域のあり方を考えるヒントは，都心部よ
りも辺境である中山間地域や離島，地方中小都市や大都市
近郊といった地域にあると考えている。そしてその地域の
環境は，気候，地理・地形・地質，植生，生物・人間活動な
どの多角的な要素によって形成されている。本講義では，
その環境ポテンシャルをいかすエコロジカルな地域・建築
デザインのリサーチと実践（演習）を通して，地球環境危機
の時代における新たな地域と建築の在り方を追求する。
・ 既成市街地や集落などの特定地域をフィールドとしたリ
サーチと実践（演習）を行う科目である。

・ その地域が抱える問題やニーズ，およびその地域の環境
ポテンシャルを把握・分析・表現するスキル，この地球環
境危機の時代に求められる環境配慮型技術を用いた地域
～建築の新しい在り方・暮らしの在り方を提案するための
知識，これらを統合して具体的な地域におけるエリアや
建築物の計画および設計を行う能力の習得を目指す。

授業内容
［第１回］　 ガイダンス（対象フィールドと課題の説明）
［第２回］　 基礎情報のリサーチ（地形・気象データ分析・環

境シミュレーション等）
［第３回］　 リサーチ手法の習得（デジタル機器を用いた実

測手法）
［第４回］　 現地フィールド・サーベイ
［第５回］　 現地フィールド・サーベイ
［第６回］　 グループディスカッション（現地関係者との意

見交換）
［第７回］　 中間発表（リサーチまとめ，提案コンセプト）
［第８回］　 ドローイングエスキス
［第９回］　 ドローイングエスキス（ゲスト有）
［第10回］　 ドローイングエスキス（ゲスト有）
［第11回］　 ドローイングエスキス
［第12回］　 プレゼンテーションエスキス
［第13回］　 課題提出
［第14回］　 最終講評会（外部からの有識者等による講評）

履修上の注意
特になし

準備学習（予習・復習等）の内容
・ 授業内で得られた指摘事項やアドバイスを振り返り，適
切に案の修正や改善を行うこと。

教科書
特に指定せず，参考資料を適宜配布する。

参考書
特に指定せず，参考資料を適宜配布する。

成績評価の方法
作業状況20％，最終講評会の提出物・発表を80％とする。
この点数が満点の60%以上であることを単位取得の条件と
する。

その他
特になし
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科目ナンバー： ST ARC591E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Independent Study A

開 講 期 春学期集中 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（芸術工学） 佐々 木　宏幸

授業の概要・到達目標
〈Course Summary & Learning Objectives〉
　To acquire practical ability in architectural and urban 
design.
　Specific Objectives
(1) Acquire communication and coordination abilities.
(2) Acquire international ability.

〈Course Summary〉
・ Studies and practical trainings in architectural and urban 
design that students implement independently.

・ Studies and practical trainings involve international 
workshops in general.

・ Students who will register for this course are required 
to state the subject of study or training in advance and 
obtain instructor's approval.

・ This course consists of independent study or training 
and a written report and presentation.

授業内容
Class Subjects
1.　Guidance
　The instructor explains the details of registration and 
course procedure.
2.　Application for registration
　Each student who will register for this course states 
the subject of study or training and obtain instructor's ap-
proval.
3.　Implementation of Study or Training
　Each student implements study or training inde-
pendently according to the submitted application.
4.　Report Submission and Presentation
　Each student submits a proposal or a written report by 
a specified date and gives a presentation regarding the 
study or training.

履修上の注意
Note to Registrants
・ Students who register for this course are required to 
attend the guidance.

・ Each student who practices extramural practice is 
required to submit an application for extramural practice 
in advance and buy insurance.

・ International workshops shall be conducted in English.

準備学習（予習・復習等）の内容
Preparation for Course
　Nothing in particular

教科書
Text Books
　Nothing in particular

参考書
References
　Nothing in particular

成績評価の方法
Grade Evaluation

　The grade is determined by the total evaluation of 
proposal or written report and the presentation. A 
minimum of 60％ accomplishment is required for earning 
credits.
Criteria for evaluation are:
(1)  The acquisition of communication and coordination 

abilities.
(2) The acquisition of international ability.
　2 criteria above are weighed evenly and the grade is 
determined accordingly.

その他
Others

〈Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department〉
　This is an elective course and covers learning objectives 
as follows:
(M) Communication and Coordination Abilities
(N) International Ability.

〈Office Hours〉
　on Tuesdays 12：40-13：30
　＠ Nakano Campus 7th floor instructors' room
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科目ナンバー： ST ARC591E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Independent Study B

開 講 期 秋学期集中 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（芸術工学） 佐々 木　宏幸

授業の概要・到達目標
〈Course Summary & Learning Objectives〉
　To acquire practical ability in architectural and urban 
design.
　Specific Objectives
(1) Acquire communication and coordination abilities.
(2) Acquire international ability.

〈Course Summary〉
・ Studies and practical trainings in architectural and urban 
design that students implement independently.

・ Studies and practical trainings involve international 
workshops in general.

・ Students who will register for this course are required 
to state the subject of study or training in advance and 
obtain instructor's approval.

・ This course consists of independent study or training 
and a written report and presentation.

授業内容
Class Subjects
1.　Guidance
　The instructor explains the details of registration and 
course procedure.
2.　Application for registration
　Each student who will register for this course states 
the subject of study or training and obtain instructor's 
approval.
3.　Implementation of Study or Training
　Each s tudent  imp lements  s tudy or  t ra in ing 
independently according to the submitted application.
4.　Report Submission and Presentation
　Each student submits a proposal or a written report by 
a specified date and gives a presentation regarding the 
study or training.

履修上の注意
Note to Registrants
・ Students who register for this course are required to 
attend the guidance.

・ Each student who practices extramural practice is 
required to submit an application for extramural practice 
in advance and buy insurance.

・ International workshops shall be conducted in English.

準備学習（予習・復習等）の内容
Preparation for Course
　Nothing in particular

教科書
Text Books
　Nothing in particular

参考書
References
　Nothing in particular

成績評価の方法
Grade Evaluation

　The grade is determined by the total evaluation of 
proposal or written report and the presentation. A 
minimum of 60％ accomplishment is required for earning 
credits.
　Criteria for evaluation are:
(1)  The acquisition of communication and coordination 

abilities.
(2) The acquisition of international ability.
　2 criteria above are weighed evenly and the grade is 
determined accordingly.

その他
Others

〈Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department〉
　This is an elective course and covers learning objectives 
as follows:
(M) Communication and Coordination Abilities
(N) International Ability.

〈Office Hours〉
　on Tuesdays 12：40-13：30
　＠ Nakano Campus 7th floor instructors' room
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科目ナンバー： ST ARC522E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Advanced Design Studio A

開 講 期 春学期 単 位 演6

担 当 者 専任教授　博士（芸術工学） 佐々 木　宏幸　他

授業の概要・到達目標
〈Course Category〉: Internship in the University
〈Learning Objectives〉
・ Acquire advanced skills of planning and expression 
necessary for building design through specific building 
design practices of residential, office, institutional, 
commercial and other facilities.

・ Acquire advanced skills of district design through design 
practices of district consisting of multiple buildings and 
public spaces.

・ Through specific building design practices learn 
provisions of the Building Standard Law necessary for 
building design practice.

・ Through specific building design practices acquire 
drawing skills at the levels of basic design, schematic 
design, and detailed design

・ Implement practical training in structural design and 
equipment planning in addition to building design and 
planning.

Specific Objectives
(1)  Acquire social awareness and a broad perspective as 

an architect or urban designer
(2)  Acquire ethics and conceptual ability as an architect or 

urban designer.
(3)  Acquire technical and design expertise on architectural 

and urban design.
(4)  Acquire expertise in architecture and urban design.
(5)  Acquire applied ability of technical knowledge on 

architecture and urban design
(6)  Acquire communication and coordination abilities 

necessary for architects and urban designers.
(7)  Acquire international ability for architects and urban 

designers.
〈Course Summary〉
・ Experts on structural design and environmental design 
in addition to experts on building design instruct the 
studio.

・ Invite extramural practitioners to review sessions 
to introduce social, safety and design aspects of high 
quality.

・ All instructors in charge are qualified architects and 
practitioners.

授業内容
Session Topics

［1st Session］Guidance
　(1)  Guidance, Briefing regarding Course Assignment 

and Focused Area
　(2) Grouping

［2nd Session］Field Work
　(1) Field Work/Field Survey
　(2) Understand characteristics of focused area

［3rd Session］Information Gathering regarding Focused 
Area
　(1)  Research on history, topography, demographics, 

existing development etc.
　(2) Research on related regulations

［4th & 5th Sessions］Desk-Crit: Existing Condition 
Analysis
　(1) Focused Area Characteristics
　(2) Issues & Opportunities

［6th Session］Review (1): Existing Condition Analysis
　(1) Focused Area Characteristics
　(2) Issues & Opportunities

［7th, 8th & 9th Sessions］Desk-Crit
　(1) Vision
　(2) Development Concept

［10th Session］Review (2): Vision & Development Concept
　(1) Vision
　(2) Development Concept

［11th, 12th, 13th & 14th Sessions］Desk-Crit
　(1) Envisioned Future

［15th Session］Mid-term Review: Vision, Development 
Concept & Envisioned Future
　※review by extramural experts
　(1) Vision
　(2) Development Concept
　(3) Envisioned Future

［16th Session］Desk-Crit
　(1) Architectural Program
　(2) Volume Study/Spatial Framework
　(3) Regulatory Conditions and Forms

［17th Session］Case Study
　(1) Research Reference Project

［18th Session］Review (3) Case Study
　(1) Reference Project

［19th & 20th Sessions］Desk-Crit
　(1) Basic Design
　(2) Structural Planning/Environmental Planning

［21st & 22nd Sessions］Desk-Crit
　(1) Plans, Elevations, Sections
　(2) Structural Planning/Environmental Planning

［23rd Session］Review (4) Architectural Design
　(1) Plans, Elevations, Sections
　(2) Structural Planning/Environmental Planning

［24th Sessions］Desk-Crit
　(1) Detailed Plans, Detailed Sections
　(2) Structural Planning, Environmental Planning, 
Equipment Planning
　(3) Regulatory Compatibility

［25th Session］Final Review: Architectural Design
　※review by extramural experts
　(1) Concept
　(2) Basic Design
　(3) Detailed Design
　(4) Oral Presentation

［26th Session］Refine Products
　(1) Existing Condition
　(2) Vision, Development Concept & Envisioned Future
　(3) Architectural Design

［27th Session］Final Submission
［28th Session］Summary

履修上の注意
Note to Registrants
　Comp le t i on  o f  P l ann ing  & Des i gn  S tud i o  3 
(Undergraduate 4th year, Spring semester) and Thesis 
Design 1 & 2 (Undergraduate 4th year, Spring & Fall 
semesters) is desirable.
　All instructions shall be conducted in English.

準備学習（予習・復習等）の内容
　Each student shall develop design studies for each 
session based on discussions in previous sessions.

教科書
Text Books
　Assignments are explained by distributing hand-outs.

参考書
References
　References are distributed as needed.
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成績評価の方法
Grading Criteria
　Grade based on mid-term presentation (40％ ), final pres-
entation (40％ ), and final products (20％ ). Submittal delay 
causes deduction of points. A minimum of 60 ％ accom-
plishment is required for earning credits. The accomplish-
ment is evaluated based on the understanding of architec-
tural design required for registered architects of the first 
class.
(1)  The acquisition of social awareness and a broad 

perspective
(2) The acquisition of ethics and conceptual ability
(3) The acquisition of technical and design expertise
(4)  The acquisition of expertise in architecture (general as 

well as specialized knowledge bases)
(5)  The acquisition of applied abil ity of technical 

knowledge
(6)  The acquisition of communication and coordination 

abilities
(7) The acquisition of international ability
　7 criteria above are weighed evenly and the grade is 
determined accordingly.

その他
Others
・ Sessions are 13times× 200minutes＋ 12times×
100minutes＝ 63.3hours (excluding guidance,  final 
submission, and summary)

・ Students spend more than 117hours on design practice 
through the semester. Each student records his or her 
study hours in the designated format and instructors 
review the records.

・ Actual study hours through the semester is more than 
180hours (63＋117hours)

・ Design work includes studies of design schemes, 
preparation of drawings, making models and so forth.

〈Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department〉
　This is a requisite course and comprehensively covers 
multiple learning objectives as follows:
(H) Social Awareness and a Broad Perspective
(I) Ethics and Conceptual Ability
(J) Technical and Design Expertise
(K)  Expertise in Architecture (general as well as 

specialized knowledge bases)
(L) Applied Ability of Technical Knowledge
(M) Communication and Coordination Abilities
(N) International Ability

〈Office Hours〉
　Consultation with instructors by email appointment.

科目ナンバー： ST ARC522E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Advanced Design Studio B

開 講 期 秋学期 単 位 演6

担 当 者 特任教授　タルディッツ，マニュエルC　他

授業の概要・到達目標
Course Summary & Learning Objectives

〈Learning Objectives〉
・ Acquire advanced skills of planning and expression 
necessary for building design through design practices 
of residential, office, institutional, commercial and other 
facilities.

・ Acquire advanced skills of district design through design 
practices of district consisting of multiple buildings and 
public spaces.

・ Learn provisions of the Building Standard Law necessary 
for building design practice.

・ Acquire drawing skills at the levels of basic design, 
schematic design, and detailed design

・ Implement practical training in structural design and 
equipment planning in addition to building design and 
planning.

Specific Objectives
(1)  Acquire social awareness and a broad perspective as 

an architect or urban designer
(2)  Acquire ethics and conceptual ability as an architect or 

urban designer.
(3)  Acquire technical and design expertise on architectural 

and urban design.
(4)  Acquire expertise in architecture and urban design.
(5)  Acquire applied ability of technical knowledge on 

architecture and urban design
(6)  Acquire communication and coordination abilities 

necessary for architects and urban designers.
(7)  Acquire international ability for architects and urban 

designers.
〈Course Summary〉
・ Experts on structural design and environmental design 
in addition to experts on building design instruct the 
studio.

・ Invite extramural practitioners to review sessions 
to introduce social, safety and design aspects of high 
quality.

・ All instructors in charge are qualified architects and 
practitioners.

授業内容
Session Topics

［International Workshop ＃1］*the schedule of workshop 
will be determined through the coordination with partner 
university.

［1st Session］Guidance & Field Work
　(1)  Guidance, Briefing regarding Course Assignment 

and Focused Area
　(2) Grouping
　(3) Field Work

［2nd Sessions］Group Work & Desk-crit
　(1) Understand characteristics of focused area

［3rd Session］Mid-term Review
　(1) Issues & Opportunities, Vision

［4th Sessions］Group Work & Desk-crit
　(1) Development Concept & Design Development

［5th Sessions］Final Review
　※review by extramural experts
　(1) Vision
　(2) Development Concept
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　(3) Envisioned Future
［International Workshop ＃2］* the schedule of workshop 
will be determined through the coordination with partner 
university.

［1st Session］Guidance & Field Work
　(1)  Guidance, Briefing regarding Course Assignment 

and Focused Area
　(2) Grouping
　(3) Field Work

［2nd Sessions］Group Work & Desk-crit
　(1) Understand characteristics of focused area

［3rd Session］Mid-term Review
　(1) Issues & Opportunities, Vision

［4th Sessions］Group Work & Desk-crit
　(1) Development Concept & Design Development

［5th Sessions］Final Review
　※review by extramural experts
　(1) Vision
　(2) Development Concept
　(3) Envisioned Future

［Normal Design Studio］
［1st Session］Volume Study
　(1) Architectural Program
　(2) Volume Study/Spatial Framework
　(3) Regulatory Conditions and Forms

［2nd Session］Case Study
　(1) Research Reference Project

［3rd Session］Review (1) Case Study
　(1) Reference Project

［4th & 5th Sessions］Desk-Crit
　(1) Basic Design
　(2) Structural Planning/Environmental Planning

［6th, 7th & 8th Sessions］Desk-Crit
　(1) Plans, Elevations, Sections
　(2) Structural Planning/Environmental Planning

［9th Session］Review (2) Architectural Design
　(1) Plans, Elevations, Sections
　(2) Structural Planning/Environmental Planning

［10th, 11th & 12th Sessions］Desk-Crit
　(1) Detailed Plans, Detailed Sections
　(2)  Structural Planning, Environmental Planning, 

Equipment Planning
　(3) Regulatory Compatibility

［13th Session］Mid-term Review
　(1) Detailed Design

［14th Sessions］Desk-Crit
　(1) Detailed Design

［15th Session］Final Review: Architectural Design
　※review by extramural experts
　(1) Concept
　(2) Basic Design
　(3) Detailed Design
　(4) Oral Presentation

［16th & 17th Sessions］Refine Products
　(1) Existing Condition
　(2) Vision, Development Concept & Envisioned Future
　(3) Architectural Design

［18th Session］Final Submission

履修上の注意
Note to Registrants
　Completion of Planning & Design Studio 3 (Undergrad-
uate 4th year, Spring semester) and Thesis Design 1 & 2 
(Undergraduate 4th year, Spring & Fall semesters) is de-
sirable.

準備学習（予習・復習等）の内容
　Based on discussions in previous sessions, students 
should prepare improved schemes.

教科書
Text Books
　Assignments are explained by distributing hand-outs.

参考書
References
　References are distributed as needed.

成績評価の方法
Grading Criteria
　Grade based on final presentation of international 
workshops (15％ each), mid-term presentation (30％ ), final 
presentation (40 ％ ). Submittal delay causes deduction of 
points. A minimum of 60％ accomplishment is required for 
earning credits. The accomplishment is evaluated based 
on the understanding of architectural design required for 
registered architects of the first class.
(1)  The acquisition of social awareness and a broad 

perspective
(2) The acquisition of ethics and conceptual ability
(3) The acquisition of technical and design expertise
(4)  The acquisition of expertise in architecture (general as 

well as specialized knowledge bases)
(5)  The acquisition of applied abil ity of technical 

knowledge
(6)  The acquisition of communication and coordination 

abilities
(7) The acquisition of international ability
　7 criteria above are weighed evenly and the grade is 
determined accordingly.

その他
Others
・ Sessions are 15times× 3hours＋ 15times× 1.5hours＝
67.5hours

・ Actual study hours in sessions (exclude guidance and 
exhibition) is 61.5 (67.5-6) hours.

・ Students spend more than 118.5hours on design practice 
through the semester. Each student records his or her 
study hours in the designated format and instructors 
review the records.

・ Actual study hours through the semester is more than 
180hours (61.5＋118.5hours)

・ Design work includes studies of design schemes, 
preparation of drawings, making models and so forth.

〈Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department〉
　This is a requisite course and comprehensively covers 
multiple learning objectives as follows:
(H) Social Awareness and a Broad Perspective
(I) Ethics and Conceptual Ability
(J) Technical and Design Expertise
(K)  Expertise in Architecture (general as well as 

specialized knowledge bases)
(L) Applied Ability of Technical Knowledge
(M) Communication and Coordination Abilities
(N) International Ability

〈Office Hours〉
　Consultation with instructors by email appointment.
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科目ナンバー： ST ARC522E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Advanced Design Studio C

開 講 期 春学期集中 単 位 演6

担 当 者 専任教授　博士（建築学） 田中　友章　他

授業の概要・到達目標
Course Summary & Learning Objectives

〈Learning Objectives〉
・ Acquire advanced skills of planning and expression 
necessary for building design through design practices 
of residential, office, institutional, commercial and other 
facilities.

・ Acquire advanced skills of district design through design 
practices of district consisting of multiple buildings and 
public spaces.

・ Learn provisions of the Building Standard Law necessary 
for building design practice.

・ Acquire drawing skills at the levels of basic design, 
schematic design, and detailed design

・ Implement practical training in structural design and 
equipment planning in addition to building design and 
planning.

Specific Objectives
(1)  Acquire social awareness and a broad perspective as 

an architect or urban designer
(2)  Acquire ethics and conceptual ability as an architect or 

urban designer.
(3)  Acquire technical and design expertise on architectural 

and urban design.
(4)  Acquire expertise in architecture and urban design.
(5)  Acquire applied ability of technical knowledge on 

architecture and urban design
(6)  Acquire communication and coordination abilities 

necessary for architects and urban designers.
(7)  Acquire international ability for architects and urban 

designers.
〈Course Summary〉
・ Experts on structural design and environmental design 
in addition to experts on building design instruct the 
studio.

・ Invite extramural practitioners to review sessions 
to introduce social, safety and design aspects of high 
quality.

・ All instructors in charge are qualified architects and 
practitioners.

授業内容
Session Topics

［1st Session]　Guidance
　(1) Guidance, Briefing regarding Course Assignment 
and Focused Area
　(2) Grouping

［2nd - 5th Session]　Intensive Workshop by Instructor A
　 ※The workshop will include following item.  Details 
will be announced in the Guidance.
　(1) Field Work/Field Survey
　(2)  Understand characteristics of specific methodology 

for research and/or analysis
　(3)  Examination of Issues & Opportunities based upon 

the research and/or analysis
　(4)  Exploration and Development Concept based upon 

the outcomes
［6th- 9th Session]　Intensive Workshop by Instructor B
　 ※The workshop will include following item.  Details 
will be announced in the Guidance.
　(1) Field Work/Field Survey

　(2)  Understand characteristics of specific methodology 
for research and/or analysis

　(3)  Examination of Issues & Opportunities based upon 
the research and/or analysis

　(4)  Exploration and Development Concept based upon 
the outcomes

［10th- 13th Session]　Intensive Workshop by Instructor C
　 ※The workshop will include following item.  Details 
will be announced in the Guidance.
　(1) Field Work/Field Survey
　(2)  Understand characteristics of specific methodology 

for research and/or analysis
　(3)  Examination of Issues & Opportunities based upon 

the research and/or analysis
　(4)  Exploration and Development Concept based upon 

the outcomes
［14th Session] Mid-term Review: Presentation of outcomes 
from three workshops, Comparative developments of 
theories and methodologies
　※review by extramural experts

［15th & 16th Session]　Desk-Crit
　(1) Architectural Program
　(2) Conceptial Study/Volume Study/Spatial Framework
　(3) Given Conditions and Forms

［17th Session]　Review (2):
　(1) Architectural Program and Compositon

［18th, 19th, 20th Sessions]　Desk-Crit
　(1) Architectural Design Concept
　(2) Architectural Design

［21st Session]　Review (3):
　(1) Design Strategy
　(2) Architectural Design Concept

［22nd, 23rd, 24th, & 25th Sessions]　Desk-Crit
　(1) Architectural Design Concept
　(2) Architectural Design

［26th Session]　Final Review: Architectural Design
　※review by extramural experts
　(1) Concept
　(2) Basic Design
　(3) Detailed Design
　(4) Oral Presentation

［27th & 28th Session]　Refine Products
　(1) Existing Condition
　(2) Vision, Development Concept & Envisioned Future
　(3) Architectural Design

履修上の注意
Note to Registrants
　Comp le t i on  o f  P l ann ing  & Des i gn  S tud i o  3 
(Undergraduate 4th year, Spring semester) and Thesis 
Design 1 & 2 (Undergraduate 4th year, Spring & Fall 
semesters) is desirable.

準備学習（予習・復習等）の内容
　Each student shall develop design studies with sketches, 
drawings, and physical models for each session based on 
discussions in previous sessions.

教科書
　Assignments are explained by distributing hand-outs.

参考書
　References are distributed as needed.

成績評価の方法
Grading Criteria
　Grade based on mid―term presentation (40％ ) and final 
presentation (60 ％ ). Submittal delay causes deduction of 
points. A minimum of 60％ accomplishment is required for 
earning credits. The accomplishment is evaluated based 
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on the understanding of architectural design required for 
registered architects of the first class.
(1)  The acquisition of social awareness and a broad 

perspective
(2) The acquisition of ethics and conceptual ability
(3) The acquisition of technical and design expertise
(4)  The acquisition of expertise in architecture (general as 

well as specialized knowledge bases)
(5)  The acquisition of applied abil ity of technical 

knowledge
(6)  The acquisition of communication and coordination 

abilities
(7) The acquisition of international ability
　7 criteria above are weighed evenly and the grade is 
determined accordingly.

その他
Others
・ In order to achieve the objectives, this studio is 
composed of two different portions.  In the first half, 
three intensive workshops will be conducted with 
specific orientations by three instructors.  After the 
comparative developments of theories and methodologies 
that are explored in the workshops, six weeks long 
studio with pin-ups and desk-critics in regular weekly 
basis will be conducted in the second half.   

※Details will be announced in the Guidance.
・ Sessions are 14times× 200minutes＋ 14times×
100minutes＝4200minutes＝70hours

・ Actual study hours in sessions (exclude guidance and 
exhibition) is 64 (70-6) hours.

・ Students spend more than 116hours on design practice 
through the semester. Each student records his or her 
study hours in the designated format and instructors 
review the records.

・ Actual study hours through the semester is more than 
180hours (64＋116hours)

・ Design work includes studies of design schemes, 
preparation of drawings, making models and so forth.

〈Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department〉
　This is a requisite course and comprehensively covers 
multiple learning objectives as follows:
(H) Social Awareness and a Broad Perspective
(I) Ethics and Conceptual Ability
(J) Technical and Design Expertise
(K)  Expertise in Architecture (general as well as 

specialized knowledge bases)
(L) Applied Ability of Technical Knowledge
(M) Communication and Coordination Abilities
(N) International Ability

〈Office Hours〉
　Consultation with instructors by e-mail appointment.

科目ナンバー： ST ARC625E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Advanced Design Studio D

開 講 期 春学期集中 単 位 実3

担 当 者 専任教授　博士（建築学） 田中　友章　他

授業の概要・到達目標
〈Course Summary〉
・ In this studio, a short-term international workshop with 
other overseas universities will be conducted during 
the summer.  Design exercise with a actual site and 
specific design conditions will require practical skills 
and   knowledge.  This makes it possible to apply the 
knowledge and experience learned in the field practically 
and to acquire them in reliable manner.

・ Experts on building design instruct the studio in 
association with experts on structural design and 
environmental design who join to teach as guest 
instructors.

・ Invite extramural practitioners to review sessions 
to introduce social, safety and design aspects of high 
quality.

・ All instructors in charge are qualified architects and 
practitioners.

〈Learning Objectives〉
・ Acquire advanced skills of planning and expression 
necessary for building design through design practices 
of residential, office, institutional, commercial and other 
facilities.

・ Acquire advanced skills of district design through design 
practices of district consisting of multiple buildings and 
public spaces.

・ Learn provisions of the Building Standard Law necessary 
for building design practice.

・ Acquire drawing skills at the levels of basic design, 
schematic design, and detailed design

・ Implement practical training in structural design and 
equipment planning in addition to building design and 
planning.

Specific Objectives
(1)  Acquire social awareness and a broad perspective as 

an architect or urban designer
(2)  Acquire ethics and conceptual ability as an architect or 

urban designer.
(3)  Acquire technical and design expertise on architectural 

and urban design.
(4) Acquire expertise in architecture and urban design.
(5)  Acquire applied ability of technical knowledge on 

architecture and urban design
(6)  Acquire communication and coordination abilities 

necessary for architects and urban designers.
(7)  Acquire international ability for architects and urban 

designers.

授業内容
Intensive exercises (approximately one week long) will be 
conducted based on the following contents in a oversea
 city. 
Session Topics

［1st Session]　Guidance
　(1) Guidance, Briefing regarding Course Assignment 
and Focused Area
　(2) Grouping

［2nd Session]　Field Work
　(1) Field Work/Field Survey
　(2) Understand characteristics of focused area

［3rd Session]　Information Gathering regarding Focused 
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Area
　(1) Research on history, topography, demographics, 
existing development etc.
　(2) Research on related regulations

［4thh Sessions]　Desk-Crit: Existing Condition Analysis
　(1) Focused Area Characteristics
　(2) Issues & Opportunities

［5th Sessions]　Desk-Crit
　(1) Vision
　(2) Development Concept

［6th Session]　Mid-term Review: Vision, Development 
Concept & Envisioned Future
　※review by extramural experts
　(1) Vision
　(2) Development Concept
　(3) Envisioned Future

［7th Session]　Desk-Crit
　(1) Architectural Program
　(2) Volume Study/Spatial Framework
　(3) Regulatory Conditions and Forms

［8th Session]　Review (2):
　(1) Architectural Program

［9th & 10th Sessions]　Desk-Crit
　(1) Architectural Design Concept
　(2) Architectural Design

［11th Session]　Review (3):
　(1) Design Strategy
　(2) Architectural Design Concept

［12th, & 13th Sessions]　Desk-Crit
　(1) Architectural Design Concept
　(2) Architectural Design

［14th Session]　Final Review: Architectural Design
　※review by extramural experts
　(1) Concept
　(2) Basic Design
　(3) Detailed Design
　(4) Oral Presentation

履修上の注意
　Completion of Planning & Design Studio 2  (Undergrad-
uate 3rd year, Fall semester) and/or 3 (Undergraduate 
4th year, Spring semester)  is desirable.
　Prior to class implementation, guidance and/or vari-
ous briefing sessions will be held in the beginning of the 
spring semester.  Participants of this studio are expected 
to obtain the information necessary for taking classes in 
those sessions.
　This studio is open to I-AUD students in Nakano Cam-
pus and Architecture Major students in Ikuta Campus.  In 
this studio, participating students will be selected to meet 
the maximum capacity for the international workshop.  
Details will be announced in the guidance at the begin-
ning of the academic year.

準備学習（予習・復習等）の内容
　Prior to intensive summer workshop abroad, prior 
study session will be conducted from June to July. All the 
participants are requested to join the prior study session.  
It is requested to prepare materials before the each 
portion of the study session and present the outcomes in 
the session.  In addition, reflections from the each session 
are expected in order to improve the outcomes.  During 
the period of intensive workshop, students are expected 
to learn autonomously from the various experiences.

　Please note that extra prior study session will be 
applicable to the students who will take this studio 
as "Design Studio C"  that was previously set before 
"Advanced Design Studio D" in order to meet the 
requirement for the credits given to the applicable course.

教科書
　Assignments are explained by distributing hand-outs.

参考書
　References are distributed as needed.

成績評価の方法
Grading Criteria
　Grade based on outcomes of prior study session (15％ ), 
mid―term presentation (25％) and final presentation (60％). 
Submittal delay causes deduction of points. A minimum of 
60％ accomplishment is required for earning credits. 
(1)  The acquisition of social awareness and a broad 

perspective
(2) The acquisition of ethics and conceptual ability
(3) The acquisition of technical and design expertise
(4)  The acquisition of expertise in architecture (general as 

well as specialized knowledge bases)
(5)  The acquisition of applied abil ity of technical 

knowledge
(6)  The acquisition of communication and coordination 

abilities
(7) The acquisition of international ability
　7 criteria above are weighed evenly and the grade is 
determined accordingly.

その他
〈Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department〉
　This is a requisite course and comprehensively covers 
multiple learning objectives as follows:
(H) Social Awareness and Broad Perspective
(I) Ethics and Conceptual Ability
(J) Technical and Design Expertise
(K)  Expertise in Architecture (general as well as 

specialized knowledge bases)
(L) Applied Ability of Technical Knowledge

［Office Hour］
　On Wednesday 12：00-13：00 at Nakano Campus 7th 
floor instructors' room
   email: tomo@meiji.ac.jp
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科目ナンバー： ST ARC531E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Advanced Architectural Design

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　工学博士 小林　正美

授業の概要・到達目標
Course Summary & Learning Objectives

〈Course Category〉: Internship related (lecture)
〈Learning Objectives〉
　Acquire structured theory concerning the realization 
of architectural design in urban settings, through lectures 
on history of cities, legal frameworks, design theories of 
architectural and urban design.

〈Specific Objectives〉
(1)  Acquire ethical values and conceptual ability as an 

architect or urban designer.
(2)  Acquire advanced technical ability on architectural and 

urban design.
(3)  Acquire practical architectural and urban design 

ability.
(4)  Acquire advanced and practical communication and 

coordination skills.
(5) Acquire ability that has international currency.

〈Course Summary〉
・ This lecture course is designated to understand the 
theoretical framework relating to architectural and 
urban design through the diverse level of studies, and 
apply the acquired understanding to real architectural 
design practices.

・ The contents of this lecture course is relating to the 
internship in the field of architectural design and 
supervision practices.

・ All instructors in charge are qualified architects and 
practitioners.

授業内容
Class Subjects

［1st Lecture］   Guidance, City transformation from Edo to 
Tokyo　

［2nd Lecture］  Mega-structure & Metabolism   
［3rd Lecture］  Collective form 　
［4th Lecture］  Program and Space   　  
［5th Lecture］   Circulation and Space network, Tree and 

Semi-Lattice          　          　
［6th Lecture］  Minimalism vs Pluralism
［7th Lecture］  Presentation of Mid-term assignment                  
［8th Lecture］  Presentation of Mid-term assignment 
［9th Lecture］  Architecture in Asia 
［10th Lecture］ Conflicts and Consensus making
［11th Lecture］ Presentation of Reading assignment 1
［12th Lecture］ Presentation of Reading assignment 2　　　　
［13th Lecture］ Presentation of Reading assignment 3
［14th Lecture］Wrap up session

履修上の注意
Note to Registrants
　All instructions shall be conducted in English.

準備学習（予習・復習等）の内容
　Preparation for the class based on the handouts, and 
Review of the class through the group discussion are 
recommended.

教科書
Textbooks
　Power Point presentations are used for lectures.

参考書
〈Reading Materials〉
　The Mathematics of the Ideal Villa and Other Essays-
Colin Row
　Collective Form-Fumihiko Maki
　On Modernism-Fumihiko Maki
　Pattern Language-Chirstopher Alexander
　I love beginnings-Lois Kahn
　Delirious New York-Rem Koolhaus
　Las Vegas-Robert Venturi
　Hidden Order-Yoshinobu Ashihara
　etc.

成績評価の方法
〈Grading Criteria〉
　The mid-term assignment, the reading assignment and 
the final examination are evaluated by instructors. The 
mid-term assignment is weighed 30％ , the reports of the 
English Lectures 30％ , and the research assignment 40％ , 
and the grade is determined according to the sum of the 
evaluations. A minimum of 60％ accomplishment is required 
for earning credits. The accomplishment is evaluated based 
on the understanding of architectural and urban design 
theory required for registered architect for the first class.
(1)   The acquisition of ethical values and conceptual ability 

as an architect or urban designer.
(2)   The acquisition of technical and design ability on 

architectural and urban design.
(3)   The  acqu i s i t i on  o f  advanced  and  prac t i ca l 

communication and coordination skills.
(4)   The acquisition of ability that has international 

currency.
　4 criteria above are weighed evenly and the grade is 
determined accordingly.

その他
〈Others〉
　Sessions are 14times×100minutes＝23.3hours.

〈Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department〉
　This is a requisite elective course necessary for 
the achievement of (I) Ethics and Conceptual Ability, 
(J )  Technica l  Strength and Design Abi l i ty ,  (M) 
Communication and Coordination Abilities, and (N) 
International Ability.

〈Office Hours〉
　Consultation with instructors by email appointment.
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科目ナンバー： ST ARC541E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Advanced Urban Design

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（芸術工学） 佐々 木　宏幸

授業の概要・到達目標
Course Summary & Goals

〈Learning Objectives〉
　To understand the physical environment of cities 
and the elements that compose city spaces, and acquire 
practical knowledge regarding the theory, method and 
process of urban planning and design.
Specific Objectives
(1)  Understand the importance of physical environment 

of cities as a whole that support social and economic 
activities.

(2)  Understand the physical environment of cities and the 
elements that compose city spaces.

(3)  Understand the theories regarding urbanism.
(4)  Acquire practical knowledge regarding the method 

and the process of urban planning and design.
(5)  Acquire practical knowledge regarding how to 

visualize urban planning and design ideas.
〈Course Summary〉
　The aggravation of global environmental, social and 
economic issues requires us to change the way to design 
cities and buildings. Cities need to be designed more 
diverse, compact and well-connected with street networks 
and public transit systems. Districts and buildings need to 
be designed to accommodate a variety of human activities 
and more responsive to the local environment, context 
and culture.
　This course focuses on the physical environment 
of cities, city elements, and the relationship between 
buildings and public spaces, and students will deepen 
their understanding of these topics through lectures 
and researches. The course also focuses on the practical 
method and the process of urban planning and design, and 
students will acquire the practical ability through lectures 
and assignments.

授業内容
Session Topics

［1st Session］ Course Introduction, What is Urban Design
［2nd Session］ Site Analysis
［3rd Session］ City What is a City?
［4th Session］ City What is a City?
［5th Session］ City Block
［6th Session］ City Street
［7th Session］ Urban Space in Japan 1
［8th Session］ Urban Space in Japan 2
［9th Session］ Open Space
［10th Session］ Coding 1
［11th Session］ Coding 2
［12nd Session］ Legal Framework
［13rd Session］ District & Neighborhood
［14th Session (a only)］Summary

履修上の注意
Note to Registrants
　All instruction and assignment shall be conducted in 
English.
　All the lectures shall be conducted from April to July, 
though some lectures shall be rescheduled for the period 
of the workshop in a foreign country.

　In addition to 3 assignments, reading assignments will 
be given to students accordingly.

準備学習（予習・復習等）の内容
　Each student shall prepare presentation materials for 
each assignment.

教科書
Text Books
　Power Point presentations are used for lectures.

参考書
References
　Nothing particular.

成績評価の方法
Evaluation Criteria
　There will be three assignments. Each student's grade 
is based upon the evaluation of the three assignments and 
the associated presentation weighed evenly (1/3 each), and 
the grade is determined by the sum of the evaluations. A 
minimum of 60％ accomplishment is required for earning 
credits.
　The acquisition of expertise in urban design are 
weighed evenly for each evaluation.

その他
Others

〈Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department〉
　This is a requisite elective course and covers learning 
objectives as follows:
(K)   Expertise in Architecture (general as well as 

specialized knowledge bases).
〈Office Hours〉
　on Tuesdays 12：40-13：30
　＠ Nakano Campus 7th floor instructors' room
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科目ナンバー： ST ARC531E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Advanced Methodology in Architecture

開 講 期 秋学期集中 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（建築学） 田中　友章

授業の概要・到達目標
Course Summary & Learning Objectives
Learning Objectives:
The objectives of this course is to understand the 
knowledge and skills necessary for exploring further 
developments of architecture in modern society, and 
acquire comprehensive knowledge concerning adequate 
methodologies for them.  The course is composed of four 
sections.  In each section, a specific theme is set with a 
specific field.  If necessary, some sections are conducted in 
intensive course format that incorporates lectures, visits 
and/or field works.
※Details will be announced in the Orientation session.
Specific Objectives:
(1)  To acquire knowledge about architectural planning and 

architectural design that responds to new needs and 
programs in the modern Japanese society where the 
birthrate is declining and the population is aging.

(2)  Understand the characteristics of Tokyo's urban space, 
which has changed land use and ownership in the 
process of modernization, based on the organization of 
urban structure from the Edo period.

(3)  To acquire knowledge about techniques and 
methodologies for measuring, grasping, and analyzing 
the physical context of districts that layered in time.

(4)  To acquire knowledge about theories and methodolo-
gies for exploring new concepts for housing in urban 
space with specific characteristics.

授業内容
Session Topics

［1st Lecture]
　Orientation, Introduction to advanced methodologies in 
architecture

［2nd, 3rd and 4th Lecture]
　Methodology #1:

［5th, 6th and 7th Lecture］
　Methodology #2:

［8th, 9th and 10th Lecture］
　Methodology #3:

［11th, 12th and 13th Lecture］
　Methodology #3:

［14th Lecture］
　Presentation of students’ outcomes. Wrap up session

履修上の注意
Note to Registrants
　All instructions shall be conducted in English.

準備学習（予習・復習等）の内容
Preparation for the class based on the handouts, and 
review and/or reflection of the class through the group 
discussion are recommended.

教科書
　PowerPoint presentations and handouts are used for 
lectures.

参考書
　References are distributed as needed.

成績評価の方法
Grading Criteria
　Reports will be assigned at the end of each session.  
These reports will be evaluated together with students’ 
presentation in the 14th lecture in a wholistic manner.   A 
minimum of 60％ accomplishment is required for earning 
credits. The accomplishment is evaluated based on the 
acquisition of expertise in advanced methodology in 
architecture.

その他
Others

〈Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department〉
　This is a requisite elective course and covers learning 
objectives as follows:
(K) Expertise in Architecture (general as well as 
specialized knowledge bases).

［Office Hour］
　On Wednesday 12：30-13：30 at Nakano Campus 7th 
floor instructors' room
   email: tomo@meiji.ac.jp
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科目ナンバー： ST ARC541E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Advanced Sustainable Design

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 田村　順子

授業の概要・到達目標
<Learning Objectives>
　This module is to familiarize students with current 
and emerging discourses and practices pertaining to 
sustainable cities/urban sustainability. It is composed of 
both lectures and seminars. 
　The search for sustainable cities is essentially an 
inquiry into more balanced relationships between 
urbanism, nature and context that includes history and 
culture. Therefore, this module also draws on theories 
from outside the design and planning disciplines to 
provide conceptual frameworks for better understanding 
the relationship between people and the environment.
Specific Objectives
(1)  Provide foundational knowledge on key contemporary 

topics, theoretical concepts and praxis related to urban 
design, urban planning and architecture;

(2)  Equip students with appropriate skills for studying 
urban conditions and conducting urban analysis, 
including approaches, processes, methods and 
techniques for observing, documenting, mapping, 
analysing; 

(3)  Develop and enhance students’ abilities in designing 
urban environments in a holistic, critical and integrated 
manner.

＜Course Summary＞
・ This module is composed of both lectures and seminars.
・ Lectures will explore selected topics related to design 
and planning.

・ Seminar aims to relate and apply concepts into fundamental 
tools and principles for urban analysis and narrative 
making̶̶urban gallery̶̶practice.

・ Urban analysis consists of a series of mapping and 
analysis exercises.

・ Urban gallery exercise builds upon data gathered in 
urban analysis, followed by narrating the results and 
identifying issues and conditions, developing scenarios 
and proposing interventions to solve the issues.

授業内容
Week 1:  Lecture 1 ‒ Introduction to the course, schedule 

and abstract of lectures
Week 2:  Lecture 2 ‒ Ecological Sustainability
Week 3:  Lecture 3 ‒ Ecological Footprint
Week 4:  Lecture 4 ‒ Shrinking City and City Size
Week 5:  Lecture 5 ‒ Social System
Week 6:  Lecture 6 ‒Sustainable Management
Week 7:  Mid-term Presentation and Review: all students 

present the urban analysis exercise.
Week 8:  Lecture 7 ‒Introduction to Urban Gallery
Week 9:  Lecture 8 ‒ Spatial Economy
Week 10:  Seminar presentation.
Week 11:  Lecture 9 ‒Japanese TOD as sustainable urban 

development model
Week 12:  Lecture 10 ‒ Ise Shrine as ultimate sustainable 

model
Week 13:  Seminar presentation.
Week 14:  Final examination.

履修上の注意
　All instruction and assignment shall be conducted in 
English. 
　All the lectures will be conducted from September to 
December.
　The mid-term assignment shall be conducted in groups. 
　Final examination shall be conducted individually.

準備学習（予習・復習等）の内容
　Preparation for the class based on the handouts, and 
review of the class through the group discussion are 
recommended.

教科書
　Nothing in particular

参考書
　References are distributed as needed.

成績評価の方法
　The grade is determined by the total evaluation of in-
terim presentation (50%) and the final presentation (50%). 
A minimum of 60 % accomplishment is required for earn-
ing credits.
Criteria for evaluation are:
(1)  Acquisition of social awareness and a broad perspective.
(2)  Acquisition of ethics and conceptual ability.
(3)  Acquisition of technical and design expertise.
(4)  Acquisition of expertise in architecture (general as well 

as specialized knowledge bases.
(5)  Acquisition of applied ability of technical knowledge.
　5 criteria above are weighed evenly and the grade is 
determined accordingly.

その他
＜Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department＞
　This is a requisite course and comprehensively covers 
multiple learning objectives as follows:
(H) Social Awareness and a Broad Perspective
(I) Ethics and Conceptual Ability
(J) Technical and Design Expertise
(K)  Expertise in Architecture (general as well as 

specialized knowledge bases)
(L) Applied Ability of Technical Knowledge.
＜Office Hours＞
　Consultation by email appointment.
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科目ナンバー： ST ARC571E

建築・都市学専攻（国際建築都市デザイン系） 備 考

科 目 名 Advanced Project Management

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 兼任講師 杉山　久哉

授業の概要・到達目標
　To understand the importance of and acquire the 
practical knowledge of management in architecture, 
namely, that of organizations, of projects, and of architects 
themselves in the context of the globally expanding 
architectural markets.
1)  Understand the business of architecture in the 

competitive context of global economy.
2)  Acquire practical knowledge about the management of 

architectural practice.
3)  Acqu ire  pract i ca l  knowledge on the  pro ject 

management of urban development and architectural 
projects.

　The project management is essential in all aspects of 
architectural and urban improvement endeavors. Planning, 
design, and construction can lead to a great piece of 
architecture or urban improvement only through sensible 
project management. The needs of management in fact 
start with the architect's own practice, his/her firm, as 
well as relationship building with the clients.
　As a part of the Professional Course, this course 
emphasizes, not the design talent and technical and legal 
expertise in planning and designing of a built environment, 
which are what architects sell, but how to market, 
package, and deliver them in a sustainable business 
context, with a hope that the student will be equipped 
with the basic knowledge of the real life rigor of business 
of architecture, once he/she leaves the academia, with 
an emphasis on the global market. Class discussions will 
touch on how to run a practice, the importance of design 
proposal, understanding of client's values and perspectives, 
human aspects of project delivery, protection of your 
business, as well as the contribution architects could make 
by proper management of positions they take towards 
betterment of a community in the context of a large scale 
urban redevelopment project. Students are expected to 
contribute, in class discussions, their experience of and 
insight about projects they are familiar with.
　Students will be evaluated through the mid-term and 
final examinations, and two take-home assignments.

授業内容
［1］ Course Introduction＋Architecture in the Context 

of Global Economy The course calendar, topics and 
requirements of assignments, and evaluation criteria 
shall be introduced. Architecture as a business 
enterprise shall be looked at in the context of building 
markets, domestic and international.

［2］ Let's Start a Practice/Studio Management If you 
cannot design a viable design firm, how could you 
design a viable building? This session covers basic 
elements of starting an architectural design firm, 
such as licensing, clientele, financial backing, team 
structure, enthusiasm, values and sense of mission in 
architecture, as well as aspects of studio management 
to keep your business sustainable.

［3］ Why Your Firm? To give your firm a competitive 
edge, you must think through what are your strength 
and marketability. Class discusses some ideas 
about self-promotion, and examine a sample RFP to 
understand how potential clients evaluate your firm.

［Assignment ＃1 - Introductory Brochure Design］
［4］ Economics: Time is Money Given a design brief, 

schedule, and the budget, the project manager sets 
out to manage a project. The PM must, therefore, 
have a profound understanding of how the economics 
works in the business of architecture. The basic 
accounting of creativity business shall be looked at.

［5］ Economics: Time is Money - Exercises In order to get 
a firm grip on the financial aspects of the business 
of architecture, the class will have an in-depth 
investigation of how numbers work together, and 
be given a chance to go through some fee proposal 
exercises to ensure good understanding.

［6］ Mid-Term Examination The exam covers the topics 
covered in the previous sessions. This is an open-
book exam, where you are welcome to bring in and 
refer to your notes, reference books, dictionaries, etc. 
You are encouraged to bring a calculator. However, 
all communication devices including smartphones, 
keitai phones, and computers must be turned off and 
securely placed in a bag during the exam.

［7］ Review of Mid-Term Exam The mid-term exam 
problems are revisited to ensure good understanding 
of the economic issues of the architectural practice.

［8］ Values on the Other Side: What's on the Minds of 
Your Clients As an architect, your responsibility is 
to propose and make possible a piece of beautiful, 
functional, legal and strong Architecture. Your 
client, however, is worried about one more thing; 
the financials of building and operating your work of 
Art. Depending on the building type, the architect 
must address different kinds of concerns the client 
may have. Class will discuss initial cost, operational 
efficiency, buildability, expandability, and cash flow 
projection.

［9］ New Business Development: How Do You Find a 
Project?
When someone needs an architect, why should 
they call you? How are architects selected? What 
qualifications do people look for? What are the most 
effective ways to present your talent, expertise, 
and your (lovely, passionate, cool, masterly, friendly, 
professorial, or all of the above) self? This sessions 
looks at what to do to secure a project.

［10］Management of People and Documents Because we 
are operating in a society of litigation, we need to 
control what goes out of our office. Starting from the 
proposal to contract, specifications and drawings, a 
viable business must pay attention to the integrity of 
documents to be issued. In addition, since architecture 
is necessarily a process of collaborative production, 
relationships play a large part in the experience 
of delivery and the quality of end-results. The 
discussions will touch on chemistry of people involved 
in a project delivery.

[Assignment ＃2 - Proposal Writing]

【授業内容は「指導テーマ」・「進行計画」につづく】

履修上の注意
Note to Registrants
　All instructions and assignments shall be conducted in 
English. Some graphic production work will be required 
for a take-home assignment. You are free to, though not 
required to, use computers in class time, but not during 
exams, for taking notes and other in-class work. The 
sessions presented above may have to be reorganized 
due to possible scheduling conflicts with the overseas 
workshops which some of the students may undertake.
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準備学習（予習・復習等）の内容
　In this class, many unfamiliar concepts are introduced 
in class, and extensive writing is required in the mid-term 
and final exams. Students are expected to have adequate 
aptitude in listening comprehension as well as logical 
writing in the English language. No preparation for each 
session is required; however, a comprehensive review 
after each session is strongly recommended to gain 
meaningful level of knowledge and experience through 
the semester.

教科書
　Textbooks: none

参考書
　References: references shall be prepared by instructor 
as needed.

成績評価の方法
Grading Criteria
　Grading is based on the sum of the evaluation of the 
following assignments weighed as indicated: two take-
home assignments at 15％ each, mid-term examination at 
35％ and the final examination at 35％ . The examinations 
shall be given on the scheduled date and time only and no 
additional testing will be given.
　Credits are given through assessment of the student's 
understanding of issues addressed in this course, 
evaluated to be at minimum 60％ of the level required for 
the first class architect.

その他
〈Correspondence to Study/Education Goals of the 
Department〉
　This is a requisite elective course necessary for 
the achievement of (H) Social Awareness and a Broad 
Perspective; and (K) Expertise in Architecture (general as 
well as specialized knowledge bases).

〈Office Hours〉
　Consultation with instructor by appointment.

指導テーマ
【授業内容つづき①】

［11］ Global Arena for Architects: Inbound vs. Outbound 
Japanese Architecture has a special place in the 
minds of fellow architects, scholars, as well as 
developers around the world. Yet, it is rather 
unreachable because only a few Japanese architects 
(and Japan-trained architects) provide services 
outside the country. There are many career 
possibilities as long as the architect is prepared to 
work in such a context. We will discuss the need for 
a language of business, the familiarity with the legal 
system related to our business, peculiarities of the 
architectural and construction industries as well as 
the general cultural idiosyncrasies.

［12］ Case Study - International Market ＃ 1: Working 
for Foreign Architects Mr. Sugiyama will share his 
experience in working for KPF and RTKL. Students 
are invited to prepare questions before the session.

［13］ Case Study - International Market ＃ 2: Working 
on Overseas Projects Mr. Sugiyama will share his 
experience in working as chief designer for projects 
in Qingdao, China, Dhaka, Bangladesh, Phnom Penh, 
Cambodia and Jakarta, Indonesia. Students are 
invited to prepare questions before the session.

進行計画
【授業内容つづき②】

[14］ Urban Redevelopment - Processes and Architects' 
Roles A large scale urban redevelopment takes 
persistent efforts and a strong leadership. Architects 
are in a unique position to help such projects with 
insight and expertise. But to be effective, we must 
understand the values, criteria, and mentality of 
development. This session will identify and examine 
relevant issues and steps, and the driving forces 
acting on the developer and other stake holders. 
We will also look at the enormous impact a large 
project would impose on its neighborhood. The 
programming, planning, design, leasing and operation 
all influence the quality of life in and around the 
project. Architects have roles in many of these 
aspects and understanding how all the pieces come 
together is essential in fulfilling an advisory role to 
the developer, as well as providing pertinent discrete 
services. We will look at the issues surrounding 
mega-projects of Tokyo as examples.

[15］ Final Examination The exam covers the topics 
covered throughout the semester. This is an open-
book exam, where you are welcome to bring in and 
refer to your notes, reference books, dictionaries, etc. 
You are encouraged to bring a calculator. However, 
all communication devices including smartphones, 
keitai phones, and computers must be turned off and 
securely placed in a bag during the exam.
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科目ナンバー： ST ART512J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 現代美術特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　 倉石　信乃

授業の概要・到達目標
　この授業では，首都圏の主要美術館で開催されている現
代美術に係わる企画展等を調査することを通じて，現代の
美術表現の課題を，「造形性」「政治性」「歴史性」など，多様
な批評基準を念頭に置きながら浮彫にする。ただしこの授
業で扱う時代区分には，狭義の現代美術(21世紀の美術)だ
けでなく，20世紀美術などモダニズムのそれも含むものと
する。
　展覧会調査と発表・討議を通じて，今日の美術にかいま
見られる現代性もしくは同時代性の一端を，受講生それぞ
れが設定している研究課題に引きつけて理解することを到
達目標とする。

授業内容
　事前に指定した展覧会を調査し，展示作品の中から1点
を選び，毎回，本文800字程度で展覧会についての解説を
執筆し，授業内で発表・提出する。また，発表した展覧会
の解説についてクラス全体で討議する。
　下記のとおり，原則として偶数回の週は美術館等で展覧
会調査を実施し，奇数回の週は教室に集合し発表と討議を
行うこととする。

第１回：a：イントロダクション
b：現代美術の条件

第２回：首都圏主要美術館での展覧会調査（1）
第３回：上記についての発表および討議
第４回：首都圏主要美術館での展覧会調査（2）
第５回：上記についての発表および討議
第６回：首都圏主要美術館での展覧会調査（3）
第７回：上記についての発表および討議
第８回：首都圏主要美術館での展覧会調査（4）
第９回：上記についての発表および討議
第10回：首都圏主要美術館での展覧会調査（5）
第11回：上記についての発表および討議
第12回：首都圏主要美術館での展覧会調査（6）
第13回：上記についての発表および討議
第14回：最終討議

履修上の注意
　現代美術の多様な表現について，主体的かつアクチュア
ルな関心と問題意識をもつことを履修の条件とする。

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表と討議の前には，展覧会と出品作家・作品に関する
必要な情報を得ておくことが必要となる。

教科書
　指定しない。

参考書
　各展覧会で発行されるカタログや，作品解説を参考書と
して用いる。

成績評価の方法
・ 授業参加の姿勢と発言・発表の内容（70％）
・ 期末レポート（30％）
　以上の配分に基づき，総合評価100点満点で60点以上を
合格とする。

その他

科目ナンバー： ST ART551J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 フィルム・アダプテーション特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（文学） 波戸岡　景太

授業の概要・到達目標
フィルム・アダプテーションとは, 小説や漫画を原作とする
映画のことであり, そのプロセスのことである。本講義では, 
メディア間のコンテンツの移動ということにまつわる基本
的な理論を学びつつ, 現在進行形で進化・拡大をつづけてい
る新興メディアについて議論を行う。具体的には, Netflix
やAmazon Primeのようなストリーミングサービスが, ア
ダプテーションの現場にいかなる影響を与えているかを調
査・分析することで, 今世紀のフィルム・アダプテーション
の未来を考える。

授業内容
第１回： イントロダクション『ネットフリックスvs.ディズ

ニー』を読む
第２回：ローカライズ戦略
第３回：旧メディアとの対立
第４回：ディズニーの転換
第５回：ストリーミングファースト
第６回：メディアコングロマリット
第７回：GAFA
第８回：コロナ禍のメディア
第９回：ローカルテレビ
第10回：スポーツストリーミング
第11回：アジアにおけるストリーミングサービス
第12回：フィルム・アダプテーションの歴史（１）
第13回：フィルム・アダプテーションの歴史（２）
第14回：フィルム・アダプテーションの歴史（３）

履修上の注意
　履修者は，事前に授業内容を予習し，建設的な議論が展
開できるようつとめること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表と討議の前には，教科書で言及される作品等に関す
る十分な情報を得ておくことが必要となる。

教科書
　『ネットフリックス vs. ディズニー ストリーミングで
変わるメディア勢力図』大原通郎著　日本経済新聞出版　
ISBN-13 : 978-4532323837

参考書
　『映画原作派のためのアダプテーション入門』　波戸岡景
太著　彩流社　ISBN-13 : 978-4779170997

成績評価の方法
・ 授業参加の姿勢と発言・発表の内容（60％）
・ 期末レポート（40％）
　以上の配分に基づき，総合評価100点満点で60点以上を
合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST PHL591J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 ポストモダン文化特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（文学） 波戸岡　景太

授業の概要・到達目標
概してポストモダン文化は, 近代的思考の根幹をなす二項
対立を嘲笑うような「不真面目」なスタイルとともに表現さ
れ, 時代の本質をあぶりだす「真面目」な美学的テーマと認
識されることで市民権を得てきた。しかしながら, テクノ
ロジーの発達によって訪れたポスト・トゥルースやディー
プ・フェイクの時代にあって, まっさきに機能不全に陥った
のは, この「真面目」と「不真面目」という, ポストモダン文化
ならではの二項対立であった。本講義では, すでにして最
先端を意味しなくなったポストモダン文化の内実を21世紀
の視点から明らかにすると同時に, そこでなされた「デタラ
メ」な思考実験が, いかに現代の「日常」に溶け込んでいるか
を議論するものである。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション：『デタラメ：データ社会の

嘘を見抜く』を読む
［第２回］　 「嘘はついていない」という言い方
［第３回］　 メディアとメッセージ
［第４回］　 徹底的に意味を成さない情報
［第５回］　 因果関係の罠
［第６回］　 データは嘘をつく
［第７回］　 選択バイアス
［第８回］　 視覚化されるデータ
［第９回］　 ビックデータ
［第10回］　 査読というシステム
［第11回］　 フェイクは「見破る」ものなのか
［第12回］　 フェイクを「正す」ことはできるのか
［第13回］　 個人プレゼンテーション（１）
［第14回］　 個人プレゼンテーション（２）

履修上の注意
　履修者は，事前に授業内容を予習し，建設的な議論が展
開できるようつとめること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表と討議の前には，作家・作品に関する十分な情報を
得ておくことが必要となる。

教科書
　『デタラメ：データ社会の嘘を見抜く』カール・Ｔ・バーグ
ストローム,　ジェヴィン・Ｄ・ウエスト著　日本経済新聞出
版　978-4532177089

参考書
　『ディープフェイク：ニセ情報の拡散者たち』　ニー
ナ・シック著　日経ナショナルジオグラフィック　978-
4863135130

成績評価の方法
・ 授業参加の姿勢と発言・発表の内容（60％）
・ 期末レポート（40％）
　以上の配分に基づき，総合評価100点満点で60点以上を
合格とする。

その他

科目ナンバー： ST ART511J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 映画史特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　 管　啓次郎

授業の概要・到達目標
　現代映画論。20世紀後半以後の世界映画のいくつかの作
品を見て，特にそこに描かれる文化衝突に焦点をあて，分
析し，議論する。記号論的・物語論的・歴史的・人類学的な
思考態度への導入を兼ねる。視聴のためにNetflixを使用す
る予定。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション
［第２回～ 13回］　 毎週1本の作品をとりあげ議論する。

作品選定は議論の流れにより変えてゆ
く。

［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　授業時間外に視聴時間を確保すること。とりあげる作品
は，基本的には各自が入手しやすいものを中心に組み立て
てゆく。全員による視聴時間を指定する場合もある。必ず
初回に出席し，時間の打ち合わせに参加すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　映像作品についての語り方を身につけるため，ヒッチ
コックの代表的作品を最低3本くりかえし見て，その物語
の展開と技法を語れるようにしておきたい。

教科書
　特になし。

参考書
　授業中に指示する。

成績評価の方法
　出席し，ディスカッションに参加することは絶対に必要。
欠席が3回を超えた場合，タームペーパーの提出資格を与
えない。評価自体はタームペーパーによる。400字詰め原
稿用紙換算で10枚程度の長さを標準とする。

その他
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科目ナンバー： ST ART511J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 音楽コンテンツ特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 兼任講師 陣野　俊史

授業の概要・到達目標
　前半で主にポピュラー音楽の歴史を概観し，次に音楽の
聴取環境の変化と，変化をもたらした様々な要因について
考察する。なぜそうした検討が必要なのかといえば，音楽
をめぐる様々な議論は，音楽を聴く環境の変化に即応して
変遷しているから。いま問うべき音楽の諸問題のありかを
示したい。

授業内容
［第１回］　 聴取環境の変化と私たちの音楽
［第２回］　 ポピュラー音楽の歴史（1）プログレ
［第３回］　 ポピュラー音楽の歴史（2）60年代ロック
［第４回］　 テクノとブラック・ミュージック
［第５回］　 パンクとニューウェイブ
［第６回］　 リミックスと作者性　著作権の問題から
［第７回］　 日本の著作権の「厳しさ」について
［第８回］　 ラップ・ヒップホップ・映画
［第９回］　 70年代と80年代のアンダーグラウンド・ミュー

ジックシーン
［第10回］　 Jポップと経済学（Jポップは本当に聴かれてい

るのか，など，音楽を日本で聴くことの現在性
に迫りたい）

［第11回］　 野外ロックフェスの現在（閉鎖的な音楽環境の
対照的な存在である大規模野外ロックフェス
の意義と問題を）

［第12回］　 配信される音楽とノイズキャンセリング・ヘッ
ドホン（さまざまな形で配信される音楽の形式
と，その発展によって大きくなったヘッドホン
市場について）

［第13回］　 学生によるプレゼン（1）
［第14回］　 学生によるプレゼン（2）

履修上の注意
　授業は，大まかな話を講義担当者がしたあと，学生諸君
に調べてきてもらったことを発表してもらい，そのうえで
更に議論を積み重ねる形にしたい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　特に必要としないが，毎回，新しい音楽との出会いがあ
るはずなので，そのあたりを復習してもらいたい。

教科書
　『その音楽の〈作者〉とは誰か』増田聡，みすず書房，
　『ウォークマンの修辞学』，細川周平，朝日出版社，
　『ポピュラー音楽と資本主義』，毛利嘉孝，せりか書房，
　長谷川町蔵＋大和田俊之『文科系のためのヒップホップ
入門』，
　雑誌（季刊）「アルテス」
　竹田賢一『地表に蠢く音楽ども』やトリーシャ・ローズ『ブ
ラック・ノイズ』，
　佐々木敦『ニッポンの音楽』（講談社現代新書）
　デレク・ベイリー本など，
　近年翻訳された，必読図書に関しては，学生によるレポー
トという形で，講義で取り上げたることにしたい。

参考書
　特になし。

成績評価の方法
　学期末にレポートを書いてもらう（60パーセント）。その
ほか，平常点（講義での発表，出席など）（40パーセント）。

その他
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科目ナンバー： ST ART511J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 写真コンテンツ特論

開 講 期 秋学期集中 単 位 講2

担 当 者 兼任講師 北島　敬三

授業の概要・到達目標
　日本の戦後の写真の特徴を検証し，現代写真作品のより
深い理解をめざす。特に，オーソドックスな写真史ではあ
まり考察されてこなかった写真装置（カメラ，フィルム，
印画紙，薬品など）と実際の写真作品との関連性を具体的
に検証していくことが中心となる。そこでは，作家論や作
品論からは見えにくい，その写真作品がもつ社会性，歴史
性，政治性が浮き彫りにされ，より広い視野からの「写真
イメージ」の理解が目指されている。

授業内容
［第１回］　 戦後写真史概論
［第２回］　 木村伊兵衛の「35ミリカメラ（ライカ）」と写真

作品
［第３回］　 土門拳の「4×5判」と写真作品
［第４回］　 東松照明の「6×6判カメラ」と写真作品
［第５回］　 中平卓馬の「一眼レフカメラ」と写真作品
［第６回］　 森山大道の「ハーフ・カメラ」と写真作品
［第７回］　 荒木経惟の写真装置と写真作品
［第８回］　 増山たづ子の「ストロボ内蔵カメラ」と写真作品
［第９回］　 ガーリーフォトと「コンパクトカメラ」
［第10回］　 北島敬三のスナップ写真
［第11回］　 北島敬三の風景写真
［第12回］　 北島敬三の肖像写真
［第13回］　 現代写真（デジタル）の可能性
［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　この授業は戦後写真史の講義の他，19世紀前半のさまざ
まな視覚装置を学生が実際に制作し，機械と人間身体の関
係を体験することもおこなわれる。

準備学習（予習・復習等）の内容
　この授業は戦後写真史の講義の他，19世紀前半のさまざ
まな視覚装置を学生が実際に制作し，機械と人間身体の関
係を体験することもおこなわれる。

教科書
　特に用いない。

参考書
　適宜指示する。

成績評価の方法
・ 授業参加の姿勢と発言・発表の内容（40％）・レポート
（60％）
　以上の配分に基づき，総合評価100点満点で60点以上を
合格とする。

その他

科目ナンバー： ST LIT521J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 空間表象特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（文学） 山本　洋平

授業の概要・到達目標
建築，都市，芸術。私たちが関心を寄せるこれらの分野に
共通するのは「空間」（space）でしょう。本授業は，「空間」
概念（トポス）を人文学的な方法で議論するための理論的基
盤を提供します。この基盤を利用して，受講生の多岐にわ
たる関心を相互に深め合う場を創造し，各自の研究に応用
可能な形で深く理解することが，最終目標となります。
本年度は，人文地理学の大家であるイーフー・トゥアンの

『空間の経験―身体から都市へ 』を導き手として，場所論
にアプローチします。空間を理論的に語るボキャブラリを
身につけ，空間／場所概念がいかに間主観性に依存し，文
化的・歴史的に構築されたものであるかを学んだ上で，〈人
新世〉の時代と言われる現代へ向けてトゥアンの理論を
アップデートすること，新たなる場所論を再起動させるこ
とを目指します。講義の後半では，文学や映画に描かれた
建築，都市，自然環境の分析に応用し，実践します。

授業内容
1　空間／場所論の現在
2-4 「空間」と「場所」を語る
5-7 建築的な空間を考える
8-10 場所の親密さ（トポフィリア）を創りだす条件とは
11-14 建築，都市，芸術論へ応用する

履修上の注意
さまざまな関心をもつ受講生を歓迎します。

準備学習（予習・復習等）の内容
資料（数十ページ）を読み，授業内で発言できるようにして
くる。学期に数回，レジュメ作成の担当となる。

教科書
イーフー・トゥアン『空間の経験―身体から都市へ 』（ちく
ま学芸文庫）

参考書
エドワード・レルフ『場所の現象学』（筑摩書房）
イーフー・トゥアン『トポフィリア ─ 人間と環境』（ちくま
学芸文庫／せりか書房）

成績評価の方法
授業内での発表50%，中間・最終レポート50%

その他
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科目ナンバー： ST LIT551J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 文芸コンテンツ特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　博士（学術） 宮川　絹代

授業の概要・到達目標
　私たちの生活空間は物語に溢れている。街や建物は物語
を生み出し，物語の中にも街や建物のイメージが生まれる。
この授業では，いわゆる「欧米」の文化や芸術とは一線を画
するロシアを中心とした地域の街や建物，そこでの暮らし
を文芸コンテンツから探っていく。ロシア文学の古典から，
映画やアニメまで，さまざまな作品ともに，関わりのある
街や建物，庭園，デザインなどを紹介し，文芸コンテンツ
の中の独創的イメージに目を向ける。
　この授業を通して，街や建築などの生活空間と文芸コン
テンツの相互の創造的関係を知る。ロシアを中心に取り上
げることで，ヨーロッパとアジアの間で生み出されてきた
芸術文化の独自性を知る。

授業内容
［第１回］　 ヨーロッパでもアジアでもないロシア
［第２回］　 ヨーロッパ的ロシア：サンクト・ペテルブルク

の誕生 
［第３回］　 宮殿と貴族の生活
［第４回］　 宮殿，庭園，装飾の演劇性
［第５回］　 非ヨーロッパのロシア的都市としてのモスクワ
［第６回］　 絵画，建築，音楽のネオ・ロシア様式
［第７回］　 経済都市モスクワ 
［第８回］　 アブラムツェヴォの芸術村
［第９回］　 チェーホフのモスクワ
［第10回］　 ソ連の首都モスクワ
［第11回］　 集合住宅と別荘（ダーチャ）
［第12回］　 聖なるロシア：東方正教会
［第13回］　 コーカサス
［第14回］　 宇宙へ

履修上の注意
　詳細は履修者が決定した段階で決めるが，関連したテー
マでの発表も取り入れる予定。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に配布する資料に目を通し，その中で触れられてい
る文芸コンテンツを把握し，できる限り参照しておくこと。

教科書
　主に以下の参考書より該当箇所を配布する。

参考書
　『ナターシャの踊り 上』オーランド・ファイジズ　白水社　
ISBN: 978-4-560-09839-4
　『ロシア文化55のキーワード』ミネルヴァ書房　ISBN978-
4-623-09225-3

成績評価の方法
・授業参加の姿勢と発言・発表の内容（60％）
・期末レポート（40％）
　以上の配分に基づき，総合評価100点満点で60点以上を
合格とする。

その他

科目ナンバー： ST ART511J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 写真史特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授 倉石　信乃

授業の概要・到達目標
　今年度の授業では，いわゆる「日本写真史」におけるいく
つかの局面を切り出して，草創期から1970年代までをたど
る予定。とはいえ日本写真史のリアリティを決しているの
は，従来からの「日本写真史」で語られてきた固有名の連鎖
による通史的な整合性などではない。むしろ「日本写真」と
いう「閉域」を解体・否定しようとする反意というべきもの
でさえある。
　ここでは，美術史的に，あるいは技術史的に語られてき
た，単線的な「日本写真史」という擬制的な物語に抗するた
めの手掛かりとなり得るような，複数の「結節点」に着目し
ている。しかる後に，かかる結節点に措定されるべき資格
をもった写真家が招喚されるのであり，しばしばそうした
写真家という主体は，自らによって否定されたり解体が企
てられるのである。したがって本授業のひとつのテーマは，
写真家という主体の帰趨といってよい。
　そしてまた本授業の到達目標は，「近代日本」という特定
の場において，イメージの制度的な抑圧に少なからず負の
役割を果たしてきた写真というミディアムの性質と，その
作用と力に抵抗しまた挫折してきた「写真家」およびその仕
事に対する，基礎的な理解を得ることにある。

授業内容
第１回　 a: イントロダクション／ b: 幕末・明治の写真1
第２回　 幕末・明治の写真2
第３回　 日本写真と帝国主義
第４回　 「北海道写真史」の前提1
第５回　 「北海道写真史」の前提2
第６回　 「沖縄写真史」の前提１
第７回　 「沖縄写真史」の前提2
第８回　 写真批評の可能性と限界̶̶戦時下の瀧口修造
第９回　 報道と教育̶̶戦時下の木村伊兵衛
第10回　 リアリズムの意味̶̶戦後の土門拳
第11回　 基地という主題̶̶東松照明1
第12回　 家という主題̶̶東松照明2
第13回　 風景̶̶中平卓馬1
第14回　 a: 事物̶̶中平卓馬2 ／ b: まとめ

履修上の注意
　講義を中心とするが，場合によっては発言を求め，また
クラス全体で討議を行うこともありうる。
　写真史研究には複製図版̶̶写真の写真̶̶の参照が不
可欠であり，この授業でも，写真，ビデオなど複製イメー
ジの手助けを得るつもりである。しかし美術館やアーカイ
ヴに足を運んで，関連する作品・資料を実見する経験も必
要であることを認識してほしい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の関心に即して，授業で指示する文献の当該箇所を
予習・復習すること。

教科書
特に用いない。

参考書
　必要に応じて，授業の前後でpdfファイル等で送付する
予定。
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成績評価の方法
・ 授業参加の姿勢と発言・発表の内容（50％）
・ 期末レポート（50％）
　以上の配分に基づき，総合評価100点満点で60点以上を
合格とする。

その他

科目ナンバー： ST LIT551J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 批評特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授 管　啓次郎

授業の概要・到達目標
批評とは何か。作品をどう捉え，考え，どんな文章表現に
つなげることができるのか。作品を歴史的に位置づけ，今
後の創造への契機を探ることが目的。各自が興味をもつ
ジャンルをとりあげるが，同時に，自分が思ってもみなかっ
た分野のおもしろさを発見できる機会としたい。毎回2，3
名が交互にプレゼンテーションを行ない，それに続くディ
スカッションによって進めてゆく予定。毎回必ず全員に発
言を求める。また各ジャンルの最大公約的ジャンルとして
映画を重視し，具体的映画作品についての議論を必ず入れ
る。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション
［第２回］　 プレゼンテーションとディスカッション
［第３回］　 プレゼンテーションとディスカッション
［第４回］　 プレゼンテーションとディスカッション
［第５回］　 プレゼンテーションとディスカッション
［第６回］　 プレゼンテーションとディスカッション
［第７回］　 プレゼンテーションとディスカッション
［第８回］　 プレゼンテーションとディスカッション
［第９回］　 プレゼンテーションとディスカッション
［第10回］　 プレゼンテーションとディスカッション
［第11回］　 プレゼンテーションとディスカッション
［第12回］　 プレゼンテーションとディスカッション
［第13回］　 プレゼンテーションとディスカッション
［第14回］　 最終発表とまとめの討論

履修上の注意
各自の興味を最大限に生かすようにしたいが，自分が選ん
だ分野についての歴史的見通しを持てるよう，とにかく数
多くの作品にふれる機会を各自で工夫すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　特になし。

教科書
　特になし。

参考書
　授業中に指示する。

成績評価の方法
　毎回のディスカッションへの積極的な参加と短いレポー
ト数回は必須。学期末のタームペーパー（400字詰め原稿
用紙換算10枚程度）。

その他
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科目ナンバー： ST IND512J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 ワークショップ・デザイン特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（文学） 山本　洋平

授業の概要・到達目標
　テーマは「ワークショップ・デザイン論」。ワークショッ
プという言葉は企業の研修や学会などでもよく聞く用語に
なってきましたが，元々は「工房」を意味するもので，もの
作りのための環境を指します。とは言っても，教室内で何
かモノを作るわけではなく，創造的なコミュニケーション
や新しい発想を生み出すための仕掛けを考えだす，いわば
プロジェクト・デザイナーを養成するゼミです。コミュニ
ケーション・ワークショップはモノを〈つくる〉〈かたる〉〈振
り返る〉のサイクルを基本としますが，具体的には次の２
つの到達目標へと向かっていきます。（１）チームの雰囲気
やコミュニケーションを生産的なものにしてアイデアを生
み出すために，ワークショップを企画し，運営できること。

（２）企画・運営・評価のサイクルを回しながら，学術的にも
役に立つインプットとアウトプットの学習パターンを意識
化し，具現化し，習慣化すること。

授業内容
［第１回］　 アイスブレイク「自己紹介ワークショップ」
［第２回］　 ワークショップ論１：理論篇
［第３回］　 ワークショップ論２：実践篇
［第４回］　 ワークショップ論３：ふりかえり
［第５回］　 プロジェクト①：ミニ・ワークショップを企画

する
［第６回］　 ブレインストーミング
［第７回］　 ワークショップ企画１
［第８回］　 ワークショップ企画２
［第９回］　 プロジェクト②：ワークショップ・デザイン
［第10回］　 ワークショップデザイン論１
［第11回］　 ワークショップデザイン論２
［第12回］　 ワークショップデザイン論３
［第13回］　 ワークショップを通じて，思考に形を与える１
［第14回］　 ワークショップを通じて，思考に形を与える２

履修上の注意
　グループディスカッションやプレゼンテーションなど，
毎回全員参加型の授業を行う。したがって，協調性はもち
ろんのこと，授業外の活動を厭わず，積極的に楽しく参画
してくれるゼミ生を募ります。

準備学習（予習・復習等）の内容
　グループでのプロジェクトを行うので，授業外で集まっ
て作業してもらうことがあります。

教科書
　「ワークショップデザイン論：創ることで学ぶ」（第２版）
山内祐平，森玲奈，安斎勇樹，慶應義塾大学出版会

参考書
「協創の場のデザイン：ワークショップで企業と地域が変わ
る」安斎勇樹，藝術学舎

成績評価の方法
　授業内課題50％，プレゼンテーション50％　合計が満点
の60％以上を単位修得の条件とする。

その他
　授業期間中にプレゼンテーションを課し，その発表原稿
をレポートとして提出してもらう。
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科目ナンバー： ST LIT531J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 映画と都市

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授 清岡　智比古

授業の概要・到達目標
　都市を舞台とする映画の中には，その都市の固有の空間
性と深い交感を果たしている作品がある。そうした作品の
読解するには，まずは評者が，映画論と都市論が交差する
地帯に立つ必要がある。本講義は，特にパリを舞台とした
映画を素材とした，その訓練の場である。最終的には，各
自がそうした作品を見出し，上述のような分析が展開でき
るようになることを目指す。

授業内容
第１回　 イントロダクション
第２回　 ｢セーヌ河岸」分析
第３回　 ｢16区を遠く離れて」，「ショワジー門」分析
第４回　 『最強のふたり』分析・1
第５回　 『最強のふたり』分析・2
第６回　 『サンバ』分析・1
第７回　 『サンバ』分析・2
第８回　 『黒いスーツを着た男』分析・1
第９回　 『黒いスーツを着た男』分析・2
第10回　 『女はみんな生きている』分析・1
第11回　 『女はみんな生きている』分析・2
第12回　 『憎しみ』分析・1
第13回　 『憎しみ』分析・2
第14回　 a・まとめ講義　　b・発表

履修上の注意
　授業で扱う映画以外にも，各自鑑賞してくる作品を指定
される場合がある。
　また，レポートは随時課される。ブック・レポートもある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　作品の背景となる時代，空間について，あらかじめ調べ
ておくことが必要である。
　それが，作品分析の前提となる。

教科書
　『エキゾチック・パリ案内』清岡智比古（白水社）
　『となりのイスラム』内藤正典（ミシマ社）
　『パリのすてきなおじさん』金井真紀（柏書房）
　『グローバリズム以後』エマニュエル・トッド（朝日新書）

参考書
　『パリ移民映画』清岡智比古（白水社）

成績評価の方法
　レポートが80％，授業参加が20％。全体で60％以上で，
合格とする。
　欠席は減点になる。

その他

科目ナンバー： ST LIT531J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 文学と都市

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授 清岡　智比古

授業の概要・到達目標
　文学作品の中には，そのモチーフを，舞台となった土地
の固有性に負っている作品がある。それは換言すれば，作
品の構造，あるいは情緒的核心が，語られる「物語」のトポ
スのそれと呼応し合っていることに他ならない。本講義で
は，1900年以降の東京を舞台とした詩作品を，時系列に沿っ
て読むことで，東京と詩の関係を辿りなおしてゆく。最終
的には，各自が発見した詩作品を，空間との関係で分析で
きるようになることが目標である。

授業内容
第１回　 イントロダクション
第２回　 東京詩の出現・1（石川啄木・三木露風）
第３回　 東京詩の出現・2（北原白秋・室生犀星）
第４回　 東京詩の出現・3（萩原朔太郎）
第５回　 震災から大戦まで・1（金子光春）
第６回　 震災から大戦まで・2（富永太郎）
第７回　 震災から大戦まで・3（中原中也）
第８回　 震災から大戦まで・4（耕治人）
第９回　 戦後・1（鮎川信夫）
第10回　 戦後・2（吉本隆明）
第11回　 21世紀へ・1（松任谷由実）
第12回　 21世紀へ・2（清水哲男）
第13回　 21世紀へ・3（宇多田ヒカル）
第14回　 a・まとめ講義　　b・発表

履修上の注意
　取り上げた作品に登場するモニュメントなどについて，
随時発表することが求められる。
　また，J-POPなどを含め，東京に関わる作品についての
発表が求められる。

準備学習（予習・復習等）の内容
　作品の背景となる時代，空間について，あらかじめ調べ
ておくことが必要である。
　それが，作品分析の前提となる。

教科書
　『東京詩』清岡智比古（左右社）

参考書
　『都市空間のなかの文学』前田愛（筑摩書房）

成績評価の方法
　レポートが50％，授業参加・発表が50％。全体で60％以
上で，合格とする。
　欠席は減点になる。

その他
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科目ナンバー： ST ENV591J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 環境と人文学

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（人間・環境学） 鞍田　崇

授業の概要・到達目標
　環境人文学の基本を学びます。巨大災害，原発，グロー
バリゼーション，地球環境問題の深刻化，それらに連動し
たライフスタイルへの関心の高まり。こうした時代状況に
留意しつつ，これからの社会の「安全」を考えていくのが本
講座のねらいです。
　ポイントなるのは，分析的な思考だけでなく，実践的な
思考をいかに培うか。つまり，社会安全とはなにかと考え
るだけでなく，そもそも社会に関与するとはどういうこと
か，どうすればコミットメントを喚起できるか。講義をと
おして，この点について受講者のみなさんと深めていきた
いと思います。
　でも，なぜか。社会が大きく変わりつつある，いや大き
く変えなきゃいけない時代だからです。この講義を機に，
特にみなさんにぜひ考えていただきたいことが2点ありま
す。
　1）人口減少
　日本の人口は10年前にピークを越え，すでに人口減少期
に入っています。20世紀の100年で，4千万人から1.2億人
まで一気に3倍に増加した人口は，これから急速に減少し
ていきます。推計では，100年後の人口は多くても現在の
半分の6千万人，少ないシュミレーションでは3分の1，つ
まり100年前の規模にまで縮小するといわれています。人
口増加期の発想とは異なる，新しい社会像，生き方が求め
られています。それはどういうものでしょうか。
　2）つくることからの撤退
　20世紀後半の高度経済成長の後，日本の製造業の多くは
生産拠点を海外へ移転してきました。日本社会はすでに工
業化のステージは終え，ポスト工業化社会にあります。工
業化に代わって経済活動の主たる要素となったのは，消費
です。つくることよりも，買うことを軸にした社会にいま
日本はあります。しかし，果たしてほんとうにこのままで
よいのでしょうか。
　この2点は，決してひとごとじゃありません。みなさん
自身がいやおうなく直面せざるをえない問題です。どう解
決するのか。それを考える能力を培うこと，本講義の目標
はそこにあります。

授業内容
［第１回］　 プロローグ
［第２回］　 いま社会安全学とは？：社会学とデザインの宿題
［第３回］　 あらためて「いま」とは？：エコロジーと社会の

20年周期説
［第４回］　 エコロジー第 3 世代の幕開け①：ソーシャル

（社会意識）の高まり
［第５回］　 エコロジー第 3 世代の幕開け②：ライススタイ

ル（生活意識）のブーム化
［第６回］　 エコロジー第 3 世代の幕開け③：投票放棄と個

人志向
［第６回］　 エコロジー第 3 世代の幕開け④：もはやゼロ年

代ではない
［第７回］　 日常①：表層文化と基層文化
［第８回］　 日常②：「つくること」からの撤退：ポスト工業

化社会の次
［第９回］　 感性①：これも自分と認めざるをえない「自分」

とは？
［第10回］　 感性②：「わたしたち」からの撤退
［第11回］　 風土①：縮退から濃縮へ
［第12回］　 風土②：人口減少期の可能性と成長
［第13回］　 平凡①：ひろがりから深まりへ
［第14回］　 平凡②：素であること，まとめ

履修上の注意
　学部生向け授業ですが，本講義の内容とおおいに関係す
るものとして，学部間共通総合講座「環境人文学Ⅰ：ローカ
ル・スタンダードをデザインする」（春学期・駿河台），「環境
人文学Ⅱ：インティマシーをデザインする」（秋学期・駿河
台）があります。都合のつく人はとあわせて履修すること
が望ましいです。

準備学習（予習・復習等）の内容
　特に予備知識は必要ありませんが，各回とも講義後半で
ショートディスカッションをしますので，そこでの積極的
な参加を期待します。

教科書
　鞍田崇/著『民藝のインティマシー「いとおしさ」をデザ
インする』（明治大学出版会，2015年）

参考書
　鞍田　崇／編『〈民藝〉のレッスン　つたなさの技法』

（フィルムアート社，2012年）
　大西暢夫／著『ホハレ峠　ダムに沈んだ徳山村　百年の
軌跡』（彩流社，2020年）
　井上岳一／著『日本列島回復論―この国で生き続けるた
めに―』（新潮社，2019年）
　三谷龍／／編『「生活工芸」の時代』（新潮社，2014年）

成績評価の方法
　学期中2回，学期末に1回，計3回レポート課題を出します。
　成績評価上の割合は，学期内レポート1：20％，学期内レ
ポート2：20％，学期末レポート：40％，平常点（ディスカッ
ションへの参加等）20％。

その他
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科目ナンバー： ST ENV591J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 環境とデザイン

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（人間・環境学） 鞍田　崇

授業の概要・到達目標
春学期の「環境と人文学」の続編です。

ファッションをモチーフとして，人文的（とくに哲学的・思
想的）な切り口で論究するすべを探っていきます。テキス
トは『ファッションと哲学―16人の思想家から学ぶファッ
ション論入門』（フィルムアート社　2018）。全16章。マル
クス，フロイト，ジンメル，ベンヤミン，バフチン，メル
ロ＝ポンティ，バルト，ゴフマン，ドゥルーズ，フーコー，
ルーマン，ボードリヤール，ブルデュー，デリダ，ラトゥー
ル，バトラー。現代思想を代表するこれら16人の哲学者が，
1章ごとに取り上げられ，それぞれの思想のエッセンスの
解説と，それを駆使したファッション批評が試みられてい
ます。

授業形式は，受講生による発表を軸にします。各回担当を
決めて，選んだ1章について発表してもらい，それをもと
にみんなで議論します。もちろん議論はファッションに限
定せず，建築，デザインに拡げていくことをのぞんでいま
す。

授業内容
［第１回］　 プロローグ：20世紀以降の思想状況
［第２回］　 カール・マルクス：ファッションと資本主義
［第３回］　 ジークムント・フロイト：フェティシズムでは

終わらない
［第４回］　 ヴァルター・ベンヤミン：ファッション，モダニ

ティ，街路
［第５回］　 ミハイル・バフチン：グロテスクな身体の形成
［第６回］　 モーリス・メルロ＝ポンティ：ファッションの

身体的経験
［第６回］　 ロラン・バルト：記号学とファッションの修辞

的コード
［第７回］　 ジル・ドゥルーズ：ファッションの襞に包まれ

た器官なき身体
［第８回］　 ミシェル・フーコー：身体政治の形成
［第９回］　 ジャン・ボードリヤール：意味の終焉としての

ポストモダンファッション
［第10回］　 ピエール・ブルデュー：ファッションの場
［第11回］　 ジャック・デリダ：抹消記号下のファッション
［第12回］　 ブリュノ・ラトゥール：アクターネットワークセ

オリーとファッション
［第13回］　 ジュディス・バトラー：ファッションとパフォー

マティヴィティ
［第14回］　 エピローグ：身体へ

履修上の注意

学部生向け授業ですが，本講義の内容とおおいに関係する
ものとして，全学共通総合講座「環境人文学Ⅰ：ローカル・
スタンダードをデザインする」（春学期），「環境人文学Ⅱ：
インティマシーをデザインする」（秋学期）があります。都
合のつく人はとあわせて履修することが望ましいです。

準備学習（予習・復習等）の内容
自分の担当以外でも，毎回扱う範囲のテキストは読み込ん
で，感想や疑問点を共有できるようにしてください。

講義後半ではディスカッションをしますので，そこでの積
極的な参加を期待します。

教科書
『ファッションと哲学―16人の思想家から学ぶファッショ
ン論入門』
編著者：アニェス・ロカモラ＆アネケ・スメリク，監訳者：蘆
田裕史，フィルムアート社　2018年刊

参考書
　鞍田崇/著『民藝のインティマシー「いとおしさ」をデザ
インする』（明治大学出版会，2015年）

成績評価の方法
受講者数におよりますが，学期中，かならず1回は発表す
ること。

成績評価上の割合は，学期内発表１：30％，学期内発表2：
30％，学期末レポート：30％，平常点（ディスカッションへ
の参加等）10％。

その他
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科目ナンバー： ST ART591J

建築・都市学専攻（総合芸術系） 備 考

科 目 名 総合芸術特論

開 講 期 春学期集中 単 位 講2

担 当 者 専任教授 管　啓次郎　他

授業の概要・到達目標
　総合芸術系の６名の専任教員によるオムニバス授業。
　今日の芸術は，地球環境の未来に対する洞察と，人類の
歩んできた歴史に対する批判的視座を兼ね備えて制作さ
れ，また享受されるものでなければならない。本授業では，
こうした社会的要請を踏まえ，文学・美術・映像・写真・工芸・
デザイン・アニメーションなどの幅広い分野における具体
的な作品・資料の実際を学ぶ。その際には，社会・経済・歴史・
地理などの問題領域，さらには都市学や地域研究，比較文
化論との関連に留意し，かつ芸術に携わる様々な立場（制
作者，批評家，ジャーナリスト，キュレーター，編集者など）
の実践についても，併せて基礎的な理解に到達することを
目標とする。

授業内容
［第１回］　 アダプテーションの理論（波戸岡景太）

文学と映画の違い，あるいは，文字と映像表現
の違いについて，「アダプテーション」という概
念をもとに考える。また，講義の後半では，実
際にビデオカメラを用いての撮影を行い，基礎
的な理論を実践に応用する。

［第２回］　 災厄の記憶（倉石信乃）
過去の戦争・自然災害などの記憶の風化に抗し
て，これをいかに語り継いでいくかは今日，大
きな課題である。ここでは視覚メディアによる
災厄の記録と表現，およびそのアーカイヴ化の
現況を考える。

［第３回］　 批評，理論，実践（管啓次郎）
作品とは何か，批評とは何か。理論とは何か，
実践とは何か。言語およびイメージの対象テク
ストを具体的に考えつつ，その場で生じる差異
の経験をいかに言語化するかを試みる。

［第４回］　 パレスチナ問題再考（清岡智比古）
映画作品を題材に，パレスチナ問題を再考する。
それはそのまま，未来世界の形，自由というも
のの意味，文化の可能性，を考えることでもあ
る。

［第５回］　 トランスディシプリナリティ（超学際）のゆく
え（鞍田崇）
地球環境問題の解決をめざして具体的な社会変
革が模索されるなかで，従来の学際（インター
ディシプリナリティ）を超えた，社会と学問と
の連携のあり方が問われている。その動向と可
能性を考える。

［第６回］　 複数視点の解釈学（山本洋平）
芸術に触れることは，他者のperspectivismを
生きることである。この命題を念頭におきつつ，
詩の一節，一幅の絵画，映画の一場面を素材と
して，事象を多角的に捉えるヒントを提供する。

履修上の注意
　講義に関連する展覧会・上映会・講演会など，外部で開催
されるイベントにも積極的に参加すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各回の講義およびその前後で指示される文献・作品・資料
については，必ず目を通しておくこと。

教科書
　特に定めない。

参考書
　必要に応じて講義内容に関わるプリントを配布すること
がある。また各回の講義において適宜紹介し，説明を行う。

成績評価の方法
　各回の講義に関する「感想レポート」（全6回分）によって
評価する。各回のレポートの評点を16点満点として，60
点以上の評点を得た者を合格とする。（100点満点だが便宜
上，零点はなく最低でも4点となる。）

その他
　各回の講義に対し，レポートを提出する。レポートの書
式・締め切りは以下の通りとする。
1． 書式
　A4版1枚の片面に印刷できるもの。字数は1,200字程度
とすること。必ずPDFファイルにする。
2．締め切り（厳守）
　各回の翌週，金曜日正午。
3．提出方法
　Oh-o! Meijiを使って提出すること。
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用
化
学
専
攻

■応用化学専攻（主要科目）

授業科目及び担当者

授業科目 （博士前期）
授業を行う

年次
単位
（演習）

応 用 化 学 研 究 １ 1 2

応 用 化 学 研 究 ２ 1 2

応 用 化 学 研 究 ３ 2 4

応 用 化 学 研 究 ４ 2 4

担当者 博士前期担当 博士後期担当

専任教授 博士（工学） 相 澤 　 守 ○ ○

専任教授 工学博士 石 川 謙 二 ○ ○

専任准教授 博士（理学） 岩 瀬 顕 秀 ○ ○

専任准教授 Ph.D. 大 竹 芳 信 2022年度未開講

専任准教授 博士（工学） 小 川 熟 人 ○ ○

専任准教授 博士（工学） 金 子 弘 昌 ○ ○

専任准教授 博士（工学） 小 池 裕 也 ○

専任教授 博士（理学） 田 原 一 邦 ○ ○

専任教授 博士（工学） 土 本 晃 久 ○ ○

専任教授 博士（工学） 永 井 一 清 ○ ○

専任教授 博士（理学） 長 尾 憲 治 2022年度未開講

専任教授 博士（工学） 深 澤 倫 子 ○ ○

専任准教授 博士（工学） 本 多 貴 之 ○ ○

専任教授 博士（理学） 本　田　みちよ ○ ○

専任講師 博士（工学） 我 田 　 元 ○

専任教授 博士（工学） 渡 邉 友 亮 ○ ○
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■応用化学専攻（特修科目）

授業科目
授業を行う

年次
単位

（講義）
備考 担当者

（博士後期課程）

プ ロ ジ ェ ク ト マ ネ ジ メ ン ト 1～3 2 専任准教授 博士（工学） 三浦　登　他

（博士前期課程）

有 機 構 造 化 学 特 論 1 2 専任准教授 博士（工学） 本 多 貴 之

反 応 有 機 化 学 特 論 1 2 専任教授 博士（工学） 土 本 晃 久

有 機 合 成 化 学 特 論 1 2 専任准教授 博士（工学） 小 川 熟 人

高 分 子 化 学 特 論 1 2 専任教授 博士（工学） 永 井 一 清

物 理 有 機 化 学 特 論 1 2 専任教授 博士（理学） 田 原 一 邦

無 機 化 学 特 論 １ 1 2 兼任講師 工学博士 井 奥 洪 二

無 機 化 学 特 論 ２ 1 2 専任教授 博士（理学） 長 尾 憲 治

無 機 化 学 特 論 ３ 1 2 兼任講師 工学博士 石 谷 　 治

無 機 結 晶 化 学 特 論 1 2 専任講師 博士（工学） 我 田 　 元

無 機 工 業 化 学 特 論 1 2 兼任講師 博士（工学） 熊 田 伸 弘

分 離 工 学 特 論 1 2 兼任講師 博士（工学） 栗 原 清 文

デ ー タ 化 学 工 学 特 論 1 2 専任准教授 博士（工学） 金 子 弘 昌

材 料 工 学 特 論 1 2 2022年度未開講

触 媒 化 学 特 論 1 2 専任准教授 博士（理学） 岩 瀬 顕 秀

表 面 ・ 局 所 分 析 特 論 1 2 兼任講師 博士（工学） 齊 藤 　 敬

機 能 性 材 料 分 析 特 論 1 2 専任教授 博士（工学） 相 澤 　 守

分 離 分 析 化 学 特 論 1 2 専任准教授 博士（工学） 小 池 裕 也

物 理 化 学 特 論 1 2 専任教授 博士（工学） 深 澤 倫 子

有 機 金 属 化 学 特 論 1 2 兼任講師 工学博士 小 林 雄 一

生 物 化 学 特 論 1 2 専任教授 博士（理学） 本　田　みちよ

環 境 科 学 特 論 1 2 兼任講師 博士（工学） 亀 屋 隆 志

無 機 材 料 科 学 特 論 1 2 専任教授 工学博士 石 川 謙 二

高 分 子 新 素 材 特 論 1 2 2022年度未開講

（共通総合科目）

科 学 論 文 英 語 特 論 1 2 兼任講師 博士（工学） 野 瀬 裕 之

科 学 論 文 英 語 特 論 1 2 専任准教授 Ph.D. マクタガート・イアン

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ａ 1 2 専任准教授 博士（理学） 宮 部 賢 志

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ｂ 1 2 専任教授 博士（工学） 嶋田 総太郎　他

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ｃ 1 2

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ｄ 1 2

学 際 領 域 特 論 Ａ 1 2 専任教授 工学博士 宮城　善一　他

学 際 領 域 特 論 Ｂ 1 2 専任教授 工学博士 久保田 寿夫　他

学 際 領 域 特 論 Ｃ 1 2 2022年度未開講

学 際 領 域 特 論 Ｄ 1 2

（共通基礎科目）

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ａ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｂ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｃ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｄ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｅ 1 2
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科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 相澤　守

授業の概要・到達目標
〔高度医療を支える新規なバイオマテリアルの創製とその
生物学的評価に関する研究〕
　「高度医療・福祉を実現するためのハイパフォーマンス
バイオマテリアルの創製とその生物学的評価」を包括的な
テーマとして研究指導を行なう。
　対象としている素材はアパタイトなどのリン酸カルシウ
ムであり，これらの素材をもとに新規な材料を合成し，種々
の分析・解析技術により得られた材料のキャラクタリゼー
ションを行なう。さらに，培養細胞や実験動物を用いて生
物学的評価を行ない，材料特性と細胞・生体組織との関連
性を明らかにして，その知見をもとに医療用デバイスとし
ての応用を指向する。
　当該授業の到達目標は，研究成果を関連学会ならびに国
際会議で発表し，当該研究に関して外部評価を必ず受ける
こととする。また，できるかぎり関連する英文雑誌などに
研究成果を投稿することが望ましい。
　今年度，実施する具体的な研究テーマは以下の通りである。
 1） アパタイト関連化合物の合成・形態制御と機能材料とし

ての応用
 2） 生体骨と力学的に調和した無機/有機ハイブリッドの開

発
 3） アパタイトファイバースキャフォルドによる骨および軟

骨再生
 4） アパタイトファイバースキャフォルドによる肝再生オル

ガノイドの構築
 5） アパタイトファイバースキャフォルドによる血管を導入

した三次元的組織の再生
 6） 高度癌治療を指向したバイオセラミックスの創製とその

生物学的評価
 7） 多機能性キレート硬化型骨修復セメントの開発
 8） アパタイトの化学組成および配向構造制御による未分

化間葉系幹細胞の分化誘導
 9） 高分解能透過型電子顕微鏡によるバイオセラミックス

の超微細構造の観察
10） 抗菌性を備えた整形外科インプラントの開発
11） 免疫系に働きかけるイムノセラミックスの創製および

その評価
12） バイオセラミックスの表面解析およびその細胞との相

互作用

授業内容
1） 応用化学研究1

［第１回］　 指導研究テーマの説明およびバイオマテリア
ル分野での位置づけ

［第２回］　 応用化学研究1におけるマイルストーンの設定
［第３回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（1）出発原料の選択
［第４回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（2）材料合成
［第５回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（3）バルクにおける物性の理解
［第６回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（4）表面物性の理解
［第７回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（5）化学組成の決定
［第８回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（6）結晶構造の理解
［第９回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（7）生体模倣環境下での材料
特性

［第10回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得ら
れた結果の解析（8）細胞培養法による細胞毒性

［第11回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得ら
れた結果の解析（9）細胞の分化と生命機能

［第12回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得ら
れた結果の解析（10）生体内反応の調査

［第13回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得ら
れた結果の解析（11）材料の組織学的所見

［第14回］　 総括

履修上の注意
　特になし。

準備学習（予習・復習等）の内容
　第1回目に指示する。

教科書
　特になし。

参考書
　特になし。

成績評価の方法
　研究への取り組みと成果により評価する。

その他
　特になし。
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科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 相澤　守

授業の概要・到達目標
〔高度医療を支える新規なバイオマテリアルの創製とその
生物学的評価に関する研究〕
　「高度医療・福祉を実現するためのハイパフォーマンス
バイオマテリアルの創製とその生物学的評価」を包括的な
テーマとして研究指導を行なう。
　対象としている素材はアパタイトなどのリン酸カルシウ
ムであり，これらの素材をもとに新規な材料を合成し，種々
の分析・解析技術により得られた材料のキャラクタリゼー
ションを行なう。さらに，培養細胞や実験動物を用いて生
物学的評価を行ない，材料特性と細胞・生体組織との関連
性を明らかにして，その知見をもとに医療用デバイスとし
ての応用を指向する。
　当該授業の到達目標は，研究成果を関連学会ならびに国
際会議で発表し，当該研究に関して外部評価を必ず受ける
こととする。また，できるかぎり関連する英文雑誌などに
研究成果を投稿することが望ましい。
　今年度，実施する具体的な研究テーマは以下の通りである。
 1） アパタイト関連化合物の合成・形態制御と機能材料とし

ての応用
 2） 生体骨と力学的に調和した無機/有機ハイブリッドの開

発
 3） アパタイトファイバースキャフォルドによる骨および軟

骨再生
 4） アパタイトファイバースキャフォルドによる肝再生オル

ガノイドの構築
 5） アパタイトファイバースキャフォルドによる血管を導入

した三次元的組織の再生
 6） 高度癌治療を指向したバイオセラミックスの創製とその

生物学的評価
 7） 多機能性キレート硬化型骨修復セメントの開発
 8） アパタイトの化学組成および配向構造制御による未分

化間葉系幹細胞の分化誘導
 9） 高分解能透過型電子顕微鏡によるバイオセラミックス

の超微細構造の観察
10） 抗菌性を備えた整形外科インプラントの開発
11） 免疫系に働きかけるイムノセラミックスの創製および

その評価
12） バイオセラミックスの表面解析およびその細胞との相

互作用

授業内容
1） 応用化学研究2

［第１回］　 指導研究テーマの説明およびバイオマテリア
ル分野での位置づけ

［第２回］　 応用化学研究2におけるマイルストーンの設定
［第３回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（1）出発原料の選択
［第４回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（2）材料合成
［第５回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（3）バルクにおける物性の理解
［第６回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（4）表面物性の理解
［第７回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（5）化学組成の決定
［第８回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（6）結晶構造の理解
［第９回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（7）生体模倣環境下での材料
特性

［第10回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得ら
れた結果の解析（8）細胞培養法による細胞毒性

［第11回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得ら
れた結果の解析（9）細胞の分化と生命機能

［第12回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得ら
れた結果の解析（10）生体内反応の調査

［第13回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得ら
れた結果の解析（11）材料の組織学的所見

［第14回］　 総括

履修上の注意
　特になし。

準備学習（予習・復習等）の内容
　第1回目で指示する。

教科書
　特になし。

参考書
　特になし。

成績評価の方法
　研究への取り組みと成果により評価する。

その他
　特になし。
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科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 相澤　守

授業の概要・到達目標
〔高度医療を支える新規なバイオマテリアルの創製とその
生物学的評価に関する研究〕
　「高度医療・福祉を実現するためのハイパフォーマンス
バイオマテリアルの創製とその生物学的評価」を包括的な
テーマとして研究指導を行なう。
　対象としている素材はアパタイトなどのリン酸カルシウ
ムであり，これらの素材をもとに新規な材料を合成し，種々
の分析・解析技術により得られた材料のキャラクタリゼー
ションを行なう。さらに，培養細胞や実験動物を用いて生
物学的評価を行ない，材料特性と細胞・生体組織との関連
性を明らかにして，その知見をもとに医療用デバイスとし
ての応用を指向する。
　今年度，実施する具体的な研究テーマは以下の通りであ
る。
 1） アパタイト関連化合物の合成・形態制御と機能材料とし

ての応用
 2） 生体骨と力学的に調和した無機/有機ハイブリッドの開

発
 3） アパタイトファイバースキャフォルドによる骨および軟

骨再生
 4） アパタイトファイバースキャフォルドによる肝再生オル

ガノイドの構築
 5） アパタイトファイバースキャフォルドによる血管を導入

した三次元的組織の再生
 6） 高度癌治療を指向したバイオセラミックスの創製とその

生物学的評価
 7） 多機能性キレート硬化型骨修復セメントの開発
 8） アパタイトの化学組成および配向構造制御による未分

化間葉系幹細胞の分化誘導
 9） 高分解能透過型電子顕微鏡によるバイオセラミックスの

超微細構造の観察
10） 抗菌性を備えた整形外科インプラントの開発
11） 免疫系に働きかけるイムノセラミックスの創製および

その評価
12） バイオセラミックスの表面解析およびその細胞との相

互作用

授業内容
3） 応用化学研究3

［第１回］　 指導研究テーマの説明およびバイオマテリア
ル分野での位置づけ

［第２回］　 分析化学研究3におけるマイルストーンの設定
［第３回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（1）
［第４回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（2）
［第５回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（3）
［第６回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（4）
［第７回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（5）
［第８回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（6）
［第９回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（7）
［第10回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得ら

れた結果の解析（8）
［第11回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得ら

れた結果の解析（9）

［第12回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得ら
れた結果の解析（10）

［第13回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得ら
れた結果の解析（11）

［第14回］　 総括

履修上の注意
　特になし。

準備学習（予習・復習等）の内容
　第1回目に指示する

教科書
　特になし。

参考書
　特になし。

成績評価の方法
　研究への取り組みと成果により評価する。成績評価につ
いては，研究成果を関連学会ならびに国際会議で発表し，
当該研究に関して外部評価を受けることを義務づける。ま
た，できるかぎり関連する英文雑誌などに研究成果を投稿
することが望ましい。

その他
　特になし。
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科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 相澤　守

授業の概要・到達目標
〔高度医療を支える新規なバイオマテリアルの創製とその
生物学的評価に関する研究〕
　「高度医療・福祉を実現するためのハイパフォーマンス
バイオマテリアルの創製とその生物学的評価」を包括的な
テーマとして研究指導を行なう。
　対象としている素材はアパタイトなどのリン酸カルシウ
ムであり，これらの素材をもとに新規な材料を合成し，種々
の分析・解析技術により得られた材料のキャラクタリゼー
ションを行なう。さらに，培養細胞や実験動物を用いて生
物学的評価を行ない，材料特性と細胞・生体組織との関連
性を明らかにして，その知見をもとに医療用デバイスとし
ての応用を指向する。
　今年度，実施する具体的な研究テーマは以下の通りであ
る。
 1） アパタイト関連化合物の合成・形態制御と機能材料とし

ての応用
 2） 生体骨と力学的に調和した無機/有機ハイブリッドの開

発
 3） アパタイトファイバースキャフォルドによる骨および軟

骨再生
 4） アパタイトファイバースキャフォルドによる肝再生オル

ガノイドの構築
 5） アパタイトファイバースキャフォルドによる血管を導入

した三次元的組織の再生
 6） 高度癌治療を指向したバイオセラミックスの創製とその

生物学的評価
 7） 多機能性キレート硬化型骨修復セメントの開発
 8） アパタイトの化学組成および配向構造制御による未分

化間葉系幹細胞の分化誘導
 9） 高分解能透過型電子顕微鏡によるバイオセラミックス

の超微細構造の観察
10） 抗菌性を備えた整形外科インプラントの開発
11） 免疫系に働きかけるイムノセラミックスの創製および

その評価
12） バイオセラミックスの表面解析およびその細胞との相

互作用

授業内容
4） 分析化学研究4

［第１回］　 指導研究テーマの説明およびバイオマテリア
ル分野での位置づけ

［第２回］　 分析化学研究4におけるマイルストーンの設定
［第３回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（1）
［第４回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（2）
［第５回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（3）
［第６回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（4）
［第７回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（5）
［第８回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（6）
［第９回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得

られた結果の解析（7）
［第10回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得ら

れた結果の解析（8）
［第11回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得ら

れた結果の解析（9）

［第12回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得ら
れた結果の解析（10）

［第13回］　 マイルストーンに立脚した実験実施および得ら
れた結果の解析（11）

［第14回］　 総括

履修上の注意
　特になし。

準備学習（予習・復習等）の内容
　第1回目に指示する

教科書
　特になし。

参考書
　特になし。

成績評価の方法
　研究への取り組みと成果により評価する。成績評価につ
いては，研究成果を関連学会ならびに国際会議で発表し，
当該研究に関して外部評価を受けることを義務づける。ま
た，できるかぎり関連する英文雑誌などに研究成果を投稿
することが望ましい。

その他
　特になし。

― 350 ―



科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 石川　謙二

授業の概要・到達目標
　電子酸化物イオン混合電導体Nd2NiO4+δ，Pr2NiO4+δ類似
化合物，Ce2NiO4+δ類似化合物を合成し，その相図を作成
する。
　 高 温X線 回 折 およびTG-DTAによる熱 分 析により，
Nd2NiO4+δ，Pr2NiO4+δ類似化合物，Ce2NiO4+δ類似化合物の
高温での相転移を調べる。
　金イオン伝導体AuSeを水熱法により合成し，その構造
をX線回折法により調べる。
　Nd2NiO4+δ，Pr2NiO4+δ，AuSeのバンド構造を第一原理
計算でしらべる。

授業内容
［第１回］　 Nd2NiO4+δの合成
［第２回］　 Pr2NiO4+δ類似化合物およびCe2NiO4+δ類似化合

物の合成
［第３回］　 AuSeの水熱合成条件の検討
［第４回］　 AuSeの水熱合成
［第５回］　 Nd2NiO4+δの化学組成分析
［第６回］　 Pr2NiO4+δ類似化合物およびCe2NiO4+δ類似化合

物の化学組成分析
［第７回］　 Nd2NiO4+δの相図作成方法の検討
［第８回］　 Nd2NiO4+δの相図作成
［第９回］　 AuSeの構造解析の準備
［第10回］　 AuSeの構造解析
［第11回］　 Nd2NiO4+δの電気的性質測定
［第12回］　 Pr2NiO4+δ類似化合物およびCe2NiO4+δ類似化合

物の電気的性質測定
［第13回］　 Nd2NiO4+δとPr2NiO4+δのバンド計算
［第14回］　 AuSeイオン伝導性無機化合物のバンド計算

履修上の注意
　特別な理由のない遅刻・欠席は認めない。

準備学習（予習・復習等）の内容
　次回の授業範囲について事前に教科書等で調べておくこ
と。

教科書
　特に定めない。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　研究の進行状況を70％，学会・論文等での発表を30％の
割合で評価する。合計が満点の60％以上が単位修得の条件
である。

その他

指導テーマ
（１）Nd2NiO4+δの相図
（２）Pr2NiO4+δ類似化合物の相図
（３）Ce2NiO4+δ類似化合物の相図
（４）Nd2NiO4+δの高温相転移
（５）Pr2NiO4+δ類似化合物の高温相転移
（６）Ce2NiO4+δ類似化合物の高温相転移
（７）AuSeの水熱合成
（８）AuSeの構造解析
（９）Nd2NiO4+δのバンド計算
（10）Pr2NiO4+δのバンド計算
（11）AuSeのバンド計算

科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 石川　謙二

授業の概要・到達目標
　電子酸化物イオン混合電導体Nd2NiO4+δ，Pr2NiO4+δ類似
化合物，Ce2NiO4+δ類似化合物を合成し，その相図を作成
する。
　 高 温X線 回 折 およびTG-DTAによる熱 分 析により，
Nd2NiO4+δ，Pr2NiO4+δ類似化合物，Ce2NiO4+δ類似化合物の
高温での相転移を調べる。
　金イオン伝導体AuSeを水熱法により合成し，その構造
をX線回折法により調べる。
　Nd2NiO4+δ，Pr2NiO4+δ，AuSeのバンド構造を第一原理
計算でしらべる。

授業内容
［第１回］　 Nd2NiO4+δの合成
［第２回］　 Pr2NiO4+δ類似化合物およびCe2NiO4+δ類似化合

物の合成
［第３回］　 AuSeの水熱合成条件の検討
［第４回］　 AuSeの水熱合成
［第５回］　 Nd2NiO4+δの化学組成分析
［第６回］　 Pr2NiO4+δ類似化合物およびCe2NiO4+δ類似化合

物の化学組成分析
［第７回］　 Nd2NiO4+δの相図作成方法の検討
［第８回］　 Nd2NiO4+δの相図作成
［第９回］　 AuSeの構造解析の準備
［第10回］　 AuSeの構造解析
［第11回］　 Nd2NiO4+δの電気的性質測定
［第12回］　 Pr2NiO4+δ類似化合物およびCe2NiO4+δ類似化合

物の電気的性質測定
［第13回］　 Nd2NiO4+δとPr2NiO4+δのバンド計算
［第14回］　 AuSeイオン伝導性無機化合物のバンド計算

履修上の注意
　特別な理由のない遅刻・欠席は認めない。

準備学習（予習・復習等）の内容
　次回の授業範囲について事前に教科書等で調べておくこ
と。

教科書
　特に定めない。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　研究の進行状況を70％，学会・論文等での発表を30％の
割合で評価する。合計が満点の60％以上が単位修得の条件
である。

その他

指導テーマ
（１）Nd2NiO4+δの相図
（２）Pr2NiO4+δ類似化合物の相図
（３）Ce2NiO4+δ類似化合物の相図
（４）Nd2NiO4+δの高温相転移
（５）Pr2NiO4+δ類似化合物の高温相転移
（６）Ce2NiO4+δ類似化合物の高温相転移
（７）AuSeの水熱合成
（８）AuSeの構造解析
（９）Nd2NiO4+δのバンド計算
（10）Pr2NiO4+δのバンド計算
（11）AuSeのバンド計算
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科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　工学博士 石川　謙二

授業の概要・到達目標
　種々のイオン伝導性無機固体物質の合成条件・化学組成・
相図・構造・性質を調査し，イオン伝導現象が発現する理由
を解明する。

授業内容
［第１回］　 イオン伝導性無機化合物の合成（1）
［第２回］　 イオン伝導性無機化合物の合成（2）
［第３回］　 イオン伝導性無機化合物の水熱合成（1）
［第４回］　 イオン伝導性無機化合物の水熱合成（2）
［第５回］　 イオン伝導性無機化合物の化学組成分析（1）
［第６回］　 イオン伝導性無機化合物の化学組成分析（2）
［第７回］　 イオン伝導性無機化合物の相図（1）
［第８回］　 イオン伝導性無機化合物の相図（2）
［第９回］　 イオン伝導性無機化合物の構造解析（1）
［第10回］　 イオン伝導性無機化合物の構造解析（2）
［第11回］　 イオン伝導性無機化合物の電気的性質の測定

（1）
［第12回］　 イオン伝導性無機化合物の電気的性質の測定

（2）
［第13回］　 イオン伝導性無機化合物のバンド計算（1）
［第14回］　 イオン伝導性無機化合物のバンド計算（2）

履修上の注意
　特別な理由のない遅刻・欠席は認めない。

準備学習（予習・復習等）の内容
　次回の授業範囲について事前に教科書等で調べておくこ
と。

教科書
　特に定めない。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　研究の進行状況を70％，学会・論文等での発表を30％の
割合で評価する。合計が満点の60％以上が単位修得の条件
である。

その他

指導テーマ
（１）Nd2NiO4+δの相図
（２）Pr2NiO4+δ類似化合物の相図
（３）Ce2NiO4+δ類似化合物の相図
（４）Nd2NiO4+δの高温相転移
（５）Pr2NiO4+δ類似化合物の高温相転移
（６）Ce2NiO4+δ類似化合物の高温相転移
（７）AuSeの水熱合成
（８）AuSeの構造解析
（９）Nd2NiO4+δのバンド計算
（10）Pr2NiO4+δのバンド計算
（11）AuSeのバンド計算

科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　工学博士 石川　謙二

授業の概要・到達目標
　種々のイオン伝導性無機固体物質の合成条件・化学組成・
相図・構造・性質を調査し，イオン伝導現象が発現する理由
を解明する。

授業内容
［第１回］　 イオン伝導性無機化合物の合成（1）
［第２回］　 イオン伝導性無機化合物の合成（2）
［第３回］　 イオン伝導性無機化合物の水熱合成（1）
［第４回］　 イオン伝導性無機化合物の水熱合成（2）
［第５回］　 イオン伝導性無機化合物の化学組成分析（1）
［第６回］　 イオン伝導性無機化合物の化学組成分析（2）
［第７回］　 イオン伝導性無機化合物の相図（1）
［第８回］　 イオン伝導性無機化合物の相図（2）
［第９回］　 イオン伝導性無機化合物の構造解析（1）
［第10回］　 イオン伝導性無機化合物の構造解析（2）
［第11回］　 イオン伝導性無機化合物の電気的性質の測定

（1）
［第12回］　 イオン伝導性無機化合物の電気的性質の測定

（2）
［第13回］　 イオン伝導性無機化合物のバンド計算（1）
［第14回］　 イオン伝導性無機化合物のバンド計算（2）

履修上の注意
　特別な理由のない遅刻・欠席は認めない。

準備学習（予習・復習等）の内容
　次回の授業範囲について事前に教科書等で調べておくこ
と。

教科書
　特に定めない。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　研究の進行状況を70％，学会・論文等での発表を30％の
割合で評価する。合計が満点の60％以上が単位修得の条件
である。

その他

指導テーマ
（１）Nd2NiO4+δの相図
（２）Pr2NiO4+δ類似化合物の相図
（３）Ce2NiO4+δ類似化合物の相図
（４）Nd2NiO4+δの高温相転移
（５）Pr2NiO4+δ類似化合物の高温相転移
（６）Ce2NiO4+δ類似化合物の高温相転移
（７）AuSeの水熱合成
（８）AuSeの構造解析
（９）Nd2NiO4+δのバンド計算
（10）Pr2NiO4+δのバンド計算
（11）AuSeのバンド計算
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科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 岩瀬　顕秀

授業の概要・到達目標
　人工光合成とは，光エネルギーなどの再生可能エネル
ギーを利用し，より高エネルギーの物質を生成する化学反
応である。本研究室では，特に水分解による水素製造や二
酸化炭素還元による資源化に関する研究を行う。応用化学
研究1では，ひとりあたり2つ以上の個別のテーマを担当し，
材料合成，物性評価，性能評価を一人で同時進行で行える
ようになることを目的とする。

授業内容
［第１回］　 研究テーマの設定：研究背景の調査
［第２回］　 研究テーマの設定：研究目的の設定
［第３回］　 研究計画の作成
［第４回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タ解析）
［第５回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タ解析）
［第６回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タの妥当性の検証）
［第７回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タの妥当性の検証）
［第８回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タを基にした仮説の設定）
［第９回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（仮説

の検証）
［第10回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（仮説

の検証）
［第11回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（考察）
［第12回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（考察）
［第13回］　 研究発表会に向けた準備
［第14回］　 研究発表会

履修上の注意
　研究室のルールを遵守すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　関連文献（特に国際誌）を検索し精読する。

教科書
　指定なし。

参考書
　「夢の新エネルギー「人工光合成」とは何か」，光化学協
会編集，講談社
　「エネルギー変換型光触媒」，日本化学会編集，共立出版

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究ディスカッション，研究発表内容
を総合して評価する。

その他

科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 岩瀬　顕秀

授業の概要・到達目標
　人工光合成とは，光エネルギーなどの再生可能エネル
ギーを利用し，より高エネルギーの物質を生成する化学反
応である。本研究室では，特に水分解による水素製造や二
酸化炭素還元による資源化に関する研究を行う。応用化学
研究2では，応用化学研究1に引き続き，ひとりあたり2つ
以上の個別のテーマを担当し，材料合成，物性評価，性能
評価を一人で同時進行で行えるようになることを目的とす
る。

授業内容
［第１回］　 研究テーマの設定：研究テーマの見直し
［第２回］　 研究計画の作成
［第３回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タ解析）
［第４回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タ解析）
［第５回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タ解析）
［第６回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タの妥当性の検証）
［第７回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タの妥当性の検証）
［第８回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タを基にした仮説の設定）
［第９回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（仮説

の検証）
［第10回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（仮説

の検証）
［第11回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（考察）
［第12回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（考察）
［第13回］　 研究発表会に向けた準備
［第14回］　 研究発表会

履修上の注意
　研究室のルールを遵守すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　関連文献（特に国際誌）を検索し精読する。

教科書
　指定なし。

参考書
　「夢の新エネルギー「人工光合成」とは何か」，光化学協
会編集，講談社
　「エネルギー変換型光触媒」，日本化学会編集，共立出版

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究ディスカッション，研究発表内容
を総合して評価する。

その他
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科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 岩瀬　顕秀

授業の概要・到達目標
　人工光合成とは，光エネルギーなどの再生可能エネル
ギーを利用し，より高エネルギーの物質を生成する化学反
応である。本研究室では，特に水分解による水素製造や二
酸化炭素還元による資源化に関する研究を行う。応用化学
研究3では，応用化学研究3に引き続き，ひとりあたり2つ
以上の個別のテーマを担当し，材料合成，物性評価，性能
評価を一人で同時進行で行う。さら得られた結果を正確に
解釈し，自分の研究方針に反映することができるようにな
ることを目的とする。

授業内容
［第１回］　 研究テーマの設定：研究テーマの見直し
［第２回］　 研究計画の作成
［第３回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タ解析）
［第４回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タ解析）
［第５回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タ解析）
［第６回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タの妥当性の検証）
［第７回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タの妥当性の検証）
［第８回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タを基にした仮説の設定）
［第９回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（仮説

の検証）
［第10回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（仮説

の検証）
［第11回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（考察）
［第12回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（考察）
［第13回］　 研究発表会に向けた準備
［第14回］　 研究発表会

履修上の注意
　研究室のルールを遵守すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　関連文献（特に国際誌）を検索し精読する。

教科書
　指定なし。

参考書
　「夢の新エネルギー「人工光合成」とは何か」，光化学協
会編集，講談社
　「エネルギー変換型光触媒」，日本化学会編集，共立出版

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究ディスカッション，研究発表内容
を総合して評価する。

その他

科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 岩瀬　顕秀

授業の概要・到達目標
　人工光合成とは，光エネルギーなどの再生可能エネル
ギーを利用し，より高エネルギーの物質を生成する化学反
応である。本研究室では，特に水分解による水素製造や二
酸化炭素還元による資源化に関する研究を行う。応用化学
研究4では，応用化学研究3に引き続き，ひとりあたり2つ
以上の個別のテーマを担当し，材料合成，物性評価，性能
評価を一人で同時進行で行う。得られた結果を適切に解釈
し，事象に対する理由付けや考察を行い，まとめあげるこ
とができるようになることを目的とする。

授業内容
［第１回］　 研究テーマの設定：研究テーマの見直し
［第２回］　 研究計画の作成
［第３回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タ解析）
［第４回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タ解析）
［第５回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タ解析）
［第６回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タの妥当性の検証）
［第７回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タの妥当性の検証）
［第８回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タを基にした仮説の設定）
［第９回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（仮説

の検証）
［第10回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（仮説

の検証）
［第11回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（考察）
［第12回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（考察）
［第13回］　 研究発表会に向けた準備
［第14回］　 研究発表会

履修上の注意
　研究室のルールを遵守すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　関連文献（特に国際誌）を検索し精読する。

教科書
　指定なし。

参考書
　「夢の新エネルギー「人工光合成」とは何か」，光化学協
会編集，講談社
　「エネルギー変換型光触媒」，日本化学会編集，共立出版

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究ディスカッション，研究発表内容
を総合して評価する。

その他
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科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 小川　熟人

授業の概要・到達目標
　応用化学研究では有機化学を基盤として，（1）生理活性
化合物の立体選択的合成，（2）新規有機反応の開発，（3）医
農薬品の創製研究，そして（4）香料のデザイン・合成・香気
評価に関する研究を行う。（1）では，多様な生理活性を示
す天然有機化合物をターゲットとし，効率的かつ立体選択
的合成を行う。（2）では，生理活性化合物を効率的に合成
するための新規合成手法の開発を行う。（3）および（4）では，
医薬品や農薬品，香料をターゲットとして，自ら分子をデ
ザイン・合成・評価を行い，目的とする機能を持つ人工分子
を創製することを目指す。
　実験結果の整理と今後の研究計画や内容の理解のため，
全員参加の研究報告会を2週間に1回行う。研究を通して，
研究遂行能力や問題解決能力など，研究を行う上で必要な
能力を身につけることを目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究の進め方，安全教育
［第２回］　 研究テーマの設定
［第３回］　 研究計画の議論
［第４回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および

合成法立案に関する議論（アルカロイド化合物）
［第５回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および

合成法立案に関する議論（マクロライド化合物）
［第６回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および

合成法立案に関する議論（ペプチド化合物）
［第７回］　 中間発表
［第８回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および

合成法立案に関する議論（ポリフェノール化合
物）

［第９回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および
合成法立案に関する議論（テルペン化合物）

［第10回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および
合成法立案に関する議論（脂質化合物）

［第11回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および
合成法立案に関する議論（糖鎖化合物）

［第12回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および
合成法立案に関する議論（多環式化合物）

［第13回］　 研究発表のまとめ方
［第14回］　 研究発表

履修上の注意
　応用化学研究は有機化学の知識が必要不可欠である。こ
れまで学んだ有機化学の知識は身につけていること。また，
最先端の研究にはどこにも答えは書いていません。そのた
め，これらの知識を利用して，自分の頭でよく「考える」こ
とをしてほしい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　有機化学の基本的な知識は身につけていること。また，
最先端の有機化学に関する論文を読むこと。

教科書

参考書
　

成績評価の方法
　研究に対する姿勢（60％）と研究報告，研究討議，研究発
表（40％）を総合して評価する。

その他
　研究室では危険な作業や試薬を扱うことがある。安全に
研究するために，研究室のルールは厳守すること。

指導テーマ
　代表的なテーマを示す。

（1）生理活性化合物の全合成
（2）新規不斉配位子の創製と不斉反応への応用
（3）医農薬品を目指した分子の設計と合成，生物学的研究
（4）新規香料の設計，合成，香気評価に関する研究
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科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 小川　熟人

授業の概要・到達目標
　応用化学研究では有機化学を基盤として，（1）生理活性
化合物の立体選択的合成，（2）新規有機反応の開発，（3）医
農薬品の創製研究，そして（4）香料のデザイン・合成・香気
評価に関する研究を行う。（1）では，多様な生理活性を示
す天然有機化合物をターゲットとし，効率的かつ立体選択
的合成を行う。（2）では，生理活性化合物を効率的に合成
するための新規合成手法の開発を行う。（3）および（4）では，
医薬品や農薬品，香料をターゲットとして，自ら分子をデ
ザイン・合成・評価を行い，目的とする機能を持つ人工分子
を創製することを目指す。
　実験結果の整理と今後の研究計画や内容の理解のため，
全員参加の研究報告会を2週間に1回行う。研究を通して，
研究遂行能力や問題解決能力など，研究を行う上で必要な
能力を身につけることを目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究の進め方，安全教育
［第２回］　 研究計画の議論
［第３回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および

合成法立案に関する議論（複素環化合物）
［第４回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および

合成法立案に関する議論（アルカロイド化合物）
［第５回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および

合成法立案に関する議論（マクロライド化合物）
［第６回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および

合成法立案に関する議論（ペプチド化合物）
［第７回］　 中間発表
［第８回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および

合成法立案に関する議論（ポリフェノール化合
物）

［第９回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および
合成法立案に関する議論（テルペン化合物）

［第10回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および
合成法立案に関する議論（脂質化合物）

［第11回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および
合成法立案に関する議論（糖鎖化合物）

［第12回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および
合成法立案に関する議論（多環式化合物）

［第13回］　 研究発表のまとめ方
［第14回］　 研究発表

履修上の注意
　応用化学研究は有機化学の知識が必要不可欠である。こ
れまで学んだ有機化学の知識は身につけていること。また，
最先端の研究にはどこにも答えは書いていません。そのた
め，これらの知識を利用して，自分の頭でよく「考える」こ
とをしてほしい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　有機化学の基本的な知識は身につけていること。また，
最先端の有機化学に関する論文を読むこと。

教科書

参考書
　

成績評価の方法
　研究に対する姿勢（60％）と研究報告，研究討議，研究発
表（40％）を総合して評価する。

その他
　研究室では危険な作業や試薬を扱うことがある。安全に
研究するために，研究室のルールは厳守すること。

指導テーマ
　代表的なテーマを示す。

（1）生理活性化合物の全合成
（2）新規不斉配位子の創製と不斉反応への応用
（3）医農薬品を目指した分子の設計と合成，生物学的研究
（4）新規香料の設計，合成，香気評価に関する研究
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科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 小川　熟人

授業の概要・到達目標
　応用化学研究では有機化学を基盤として，（1）生理活性
化合物の立体選択的合成，（2）新規有機反応の開発，（3）医
農薬品の創製研究，そして（4）香料のデザイン・合成・香気
評価に関する研究を行う。（1）では，多様な生理活性を示
す天然有機化合物をターゲットとし，効率的かつ立体選択
的合成を行う。（2）では，生理活性化合物を効率的に合成
するための新規合成手法の開発を行う。（3）および（4）では，
医薬品や農薬品，香料をターゲットとして，自ら分子をデ
ザイン・合成・評価を行い，目的とする機能を持つ人工分子
を創製することを目指す。
　実験結果の整理と今後の研究計画や内容の理解のため，
全員参加の研究報告会を2週間に1回行う。研究を通して，
研究遂行能力や問題解決能力など，研究を行う上で必要な
能力を身につけることを目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究の進め方，安全教育
［第２回］　 研究テーマの設定
［第３回］　 研究計画の議論
［第４回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および

合成法立案に関する議論（アルカロイド化合物）
［第５回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および

合成法立案に関する議論（マクロライド化合物）
［第６回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および

合成法立案に関する議論（ペプチド化合物）
［第７回］　 中間発表
［第８回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および

合成法立案に関する議論（ポリフェノール化合
物）

［第９回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および
合成法立案に関する議論（テルペン化合物）

［第10回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および
合成法立案に関する議論（脂質化合物）

［第11回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および
合成法立案に関する議論（糖鎖化合物）

［第12回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および
合成法立案に関する議論（高歪み化合物）

［第13回］　 研究発表のまとめ方
［第14回］　 研究発表

履修上の注意
　応用化学研究は有機化学の知識が必要不可欠である。こ
れまで学んだ有機化学の知識は身につけていること。また，
最先端の研究にはどこにも答えは書いていません。そのた
め，これらの知識を利用して，自分の頭でよく「考える」こ
とをしてほしい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　有機化学の基本的な知識は身につけていること。また，
最先端の有機化学に関する論文を読むこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に対する姿勢（60％）と研究報告，研究討議，研究発
表（40％）を総合して評価する。

その他
　研究室では危険な作業や試薬を扱うことがある。安全に
研究するために，研究室のルールは厳守すること。

指導テーマ
　代表的なテーマを示す。

（1）生理活性化合物の全合成
（2）新規不斉配位子の創製と不斉反応への応用
（3）医農薬品を目指した分子の設計と合成，生物学的研究
（4）新規香料の設計，合成，香気評価に関する研究
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科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 小川　熟人

授業の概要・到達目標
　応用化学研究では有機化学を基盤として，（1）生理活性
化合物の立体選択的合成，（2）新規有機反応の開発，（3）医
農薬品の創製研究，そして（4）香料のデザイン・合成・香気
評価に関する研究を行う。（1）では，多様な生理活性を示
す天然有機化合物をターゲットとし，効率的かつ立体選択
的合成を行う。（2）では，生理活性化合物を効率的に合成
するための新規合成手法の開発を行う。（3）および（4）では，
医薬品や農薬品，香料をターゲットとして，自ら分子をデ
ザイン・合成・評価を行い，目的とする機能を持つ人工分子
を創製することを目指す。
　実験結果の整理と今後の研究計画や内容の理解のため，
全員参加の研究報告会を2週間に1回行う。研究を通して，
研究遂行能力や問題解決能力など，研究を行う上で必要な
能力を身につけることを目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究の進め方，安全教育
［第２回］　 研究テーマの設定
［第３回］　 研究計画の議論
［第４回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および

合成法立案に関する議論（アルカロイド化合物）
［第５回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および

合成法立案に関する議論（マクロライド化合物）
［第６回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および

合成法立案に関する議論（ペプチド化合物）
［第７回］　 中間発表
［第８回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および

合成法立案に関する議論（ポリフェノール化合
物）

［第９回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および
合成法立案に関する議論（テルペン化合物）

［第10回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および
合成法立案に関する議論（脂質化合物）

［第11回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および
合成法立案に関する議論（糖鎖化合物）

［第12回］　 研究テーマに関する結果の報告と議論，および
合成法立案に関する議論（高歪み化合物）

［第13回］　 研究発表のまとめ方
［第14回］　 研究発表

履修上の注意
　応用化学研究は有機化学の知識が必要不可欠である。こ
れまで学んだ有機化学の知識は身につけていること。また，
最先端の研究にはどこにも答えは書いていません。そのた
め，これらの知識を利用して，自分の頭でよく「考える」こ
とをしてほしい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　有機化学の基本的な知識は身につけていること。また，
最先端の有機化学に関する論文を読むこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に対する姿勢（60％）と研究報告，研究討議，研究発
表（40％）を総合して評価する。

その他
　研究室では危険な作業や試薬を扱うことがある。安全に
研究するために，研究室のルールは厳守すること。

指導テーマ
　代表的なテーマを示す。

（1）生理活性化合物の全合成
（2）新規不斉配位子の創製と不斉反応への応用
（3）医農薬品を目指した分子の設計と合成，生物学的研究
（4）新規香料の設計，合成，香気評価に関する研究
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科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 金子　弘昌

授業の概要・到達目標
　私たちの身の回りには，化学実験の結果，新しい材料・
新製品をつくるのに成功・失敗した結果，化学工場で種々
の製品を製造するときのデータなど多くの化学データに溢
れている。本研究室では，化学に関する問題を解決するた
め，データを最大限に活用することで化学工学・データサ
イエンスに関する研究テーマを進める。研究テーマの例は，
・化学データの可視化
・化合物の物性・機能性と化学構造との間の関係の解明
・新規化学構造の設計
・適応的な実験計画法の開発
・化学プラントの推定制御
・統計的プロセス管理
である。
　研究の遂行および研究発表を通して，調査力・検索力・研
究力・アイデア力・応用力・表現力・課題発見力を身につける
ことを到達目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究テーマに関する調査
［第２回］　 研究テーマの設定
［第３回］　 研究計画の作成
［第４回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タの扱い）
［第５回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タ解析手法）
［第６回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（プロ

グラミング）
［第７回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タの前処理）
［第８回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タの前処理）
［第９回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（モデ

リング）
［第10回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（モデ

リング）
［第11回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（モデ

ルの解析）
［第12回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（モデ

ルの解析）
［第13回］　 研究発表会に向けた準備
［第14回］　 研究発表会

履修上の注意
　パソコンを使用して研究を進める。パソコンに詳しい必
要はないが，基本的な操作は行えるようにしておくこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　身近にある化学に関連する問題を考える。

教科書
　特に定めない。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究ディスカッション，中間発表，修
士研究報告を総合して評価する。

その他

指導テーマ
　化学データの扱い方，構造物性・活性相関，化学構造設計，
化学プラントの管理
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科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 金子　弘昌

授業の概要・到達目標
　私たちの身の回りには，化学実験の結果，新しい材料・
新製品をつくるのに成功・失敗した結果，化学工場で種々
の製品を製造するときのデータなど多くの化学データに溢
れている。本研究室では，化学に関する問題を解決するた
め，データを最大限に活用することで化学工学・データサ
イエンスに関する研究テーマを進める。研究テーマの例は，
・化学データの可視化
・化合物の物性・機能性と化学構造との間の関係の解明
・新規化学構造の設計
・適応的な実験計画法の開発
・化学プラントの推定制御
・統計的プロセス管理
である。
　研究の遂行および研究発表を通して，調査力・検索力・研
究力・アイデア力・応用力・表現力・課題発見力を身につける
ことを到達目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究テーマの見直し
［第２回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（モデ

ルの性能向上）
［第３回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（モデ

ルの性能向上）
［第４回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（モデ

ルの解析）
［第５回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（モデ

ルの解析）
［第６回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（モデ

ルの解釈）
［第７回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（モデ

ルの解釈）
［第８回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（モデ

ルのチューニング）
［第９回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（モデ

ルを用いた設計）
［第10回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（モデ

ルを用いた設計）
［第11回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（モデ

ルの改良および設計）
［第12回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（モデ

ルの改良および設計）
［第13回］　 研究発表会に向けた準備
［第14回］　 研究発表会

履修上の注意
　パソコンを使用して研究を進める。パソコンに詳しい必
要はないが，基本的な操作は行えるようにしておくこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　身近にある化学に関連する問題を考える。

教科書
　特に定めない。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究ディスカッション，中間発表，修
士研究報告を総合して評価する。

その他

指導テーマ
　化学データの扱い方，構造物性・活性相関，化学構造設計，
化学プラントの管理
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科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 金子　弘昌

授業の概要・到達目標
　私たちの身の回りには，化学実験の結果，新しい材料・
新製品をつくるのに成功・失敗した結果，化学工場で種々
の製品を製造するときのデータなど多くの化学データに溢
れている。本研究室では，化学に関する問題を解決するた
め，データを最大限に活用することで化学工学・データサ
イエンスに関する研究テーマを進める。研究テーマの例は，
・化学データの可視化
・化合物の物性・機能性と化学構造との間の関係の解明
・新規化学構造の設計
・適応的な実験計画法の開発
・化学プラントの推定制御
・統計的プロセス管理
である。
　研究の遂行および研究発表を通して，調査力・検索力・研
究力・アイデア力・応用力・表現力・課題発見力を身につける
ことを到達目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究テーマの見直し
［第２回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タベース）
［第３回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（デー

タベース）
［第４回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（モデ

ルの検証）
［第５回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（モデ

ルの検証）
［第６回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（モデ

ルの評価）
［第７回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（モデ

ルの評価）
［第８回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（モデ

ルの選択）
［第９回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（モデ

ルの選択）
［第10回］　 論文執筆1
［第11回］　 論文執筆2
［第12回］　 論文執筆3
［第13回］　 研究発表会に向けた準備
［第14回］　 研究発表会

履修上の注意
　パソコンを使用して研究を進める。パソコンに詳しい必
要はないが，基本的な操作は行えるようにしておくこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　身近にある化学に関連する問題を考える。

教科書
　特に定めない。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究ディスカッション，中間発表，修
士研究報告を総合して評価する。

その他
　

指導テーマ
　化学データの扱い方，構造物性・活性相関，化学構造設計，
化学プラントの管理
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科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 金子　弘昌

授業の概要・到達目標
　私たちの身の回りには，化学実験の結果，新しい材料・
新製品をつくるのに成功・失敗した結果，化学工場で種々
の製品を製造するときのデータなど多くの化学データに溢
れている。本研究室では，化学に関する問題を解決するた
め，データを最大限に活用することで化学工学・データサ
イエンスに関する研究テーマを進める。研究テーマの例は，
・化学データの可視化
・化合物の物性・機能性と化学構造との間の関係の解明
・新規化学構造の設計
・適応的な実験計画法の開発
・化学プラントの推定制御
・統計的プロセス管理
である。
　研究の遂行および研究発表を通して，調査力・検索力・研
究力・アイデア力・応用力・表現力・課題発見力を身につける
ことを到達目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究テーマの見直し
［第２回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（モデ

ルの再構築）
［第３回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（モデ

ルの再構築）
［第４回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（分子

設計）
［第５回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（分子

設計）
［第６回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（材料

設計）
［第７回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（材料

設計）
［第８回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（プロ

セス設計）
［第９回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（プロ

セス設計）
［第10回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（制御

設計）
［第11回］　 研究の進捗報告およびディスカッション（制御

設計）
［第12回］　 修士論文の執筆
［第13回］　 修士論文の執筆
［第14回］　 修士論文発表会

履修上の注意
　パソコンを使用して研究を進める。パソコンに詳しい必
要はないが，基本的な操作は行えるようにしておくこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　身近にある化学に関連する問題を考える。

教科書
　特に定めない。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究ディスカッション，中間発表，修
士研究報告を総合して評価する。

その他
　

指導テーマ
　化学データの扱い方，構造物性・活性相関，化学構造設計，
化学プラントの管理
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科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 小池　裕也

授業の概要・到達目標
　放射性同位体を化学的に分析する研究を行う。固相抽出
や溶媒抽出，共沈分離といった化学的前処理手法を放射線
計測に組み合わせ，より簡便・迅速で高感度な放射性同位
体の分析手法を開発することが目標である。博士前期課程
の研究では，放射線測定器に対する適切な校正方法の提案，
都市ごみ焼却飛灰の安全管理，環境中の天然及び人工の放
射性核種の分離・濃縮法の開発をテーマとする。
　大学院博士前期課程の学生として，課題テーマに対して
自分で問題を提起し，実験を計画・実施する力を養う。さ
らに，自分の研究をプレゼンテーションにより適切に表現
できるようになることも目標である。

授業内容
　各自のテーマに対して行った実験結果，調査結果を週一
回の報告会にて報告し，質疑応答を行う。また，文献実習・
ミーティングにより議論を行う。研究を進めていく過程で
①～③を実施し，さらに個別研究相談により研究を進める。
①週間報告会（週1回）
②研究ミーティング（月2回）
③大学院ゼミナール（週1回）
　以下のスケジュールで「応用化学研究」を実施する。
第１回a： 研究テーマの解説と研究計画の立案・研究室安全

教育
第２回： 応用化学研究1における放射化学の位置づけ
第３回： 研究進捗状況の報告と議論（1）地球科学と放射化学
第４回： 研究進捗状況の報告と議論（2）壊変系列と放射平衡
第５回： 研究進捗状況の報告と議論（3）環境分析学
第６回： 研究進捗状況の報告と議論（4）分析試料の選択
第７回： 研究進捗状況の報告と議論（5）環境試料の採取法と

保存法
第８回： 研究進捗状況の報告と議論（6）放射性鉱物とは
第９回： 研究進捗状況の報告と議論（7）標準物質の取り扱い
第10回： 研究進捗状況の報告と議論（8）蛍光X線分析による

元素分析
第11回： 研究進捗状況の報告と議論（9）X線回折分析による

結晶相分析
第12回： 研究進捗状況の報告と議論（10）ICP-AESによる溶

液分析
第13回： 研究進捗状況の報告と議論（11）放射線計測の最適

化
第14回： 中間報告会（成果報告と評価）
　その他，オープンキャンパスまたはポスター発表会でポ
スターを作成し研究の進捗を確認する。

履修上の注意
　放射性同位体を使用するテーマがある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　以下のように卒業研究の指導テーマの分野に応じて班分
けを行うため，ミーティングの資料準備を行う。
１） 【焼却飛灰班】都市ごみ焼却飛灰中有害元素の溶出抑制
２） 【多摩川班】多摩川集水域における河川水中放射性セシウ

ムの動態解析
３） 【多摩川班】多摩川集水域周辺の環境放射能調査
４） 【結晶分析班】X線分析による化粧品中結晶相の高精度分

析
５） 【放射化学班】LSLG検出器の開発及びスピントロにクス

材料の合成

６） 【環境分析班】原子スペクトル分析・原子質量分析による
材料中極微量～主成分分析法の開発と標準化，金属元
素の循環利用

７） 【環境分析班】環境分析化学研究

教科書
　特に定めない。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　実験の進捗，週間報告・ミーティング，院ゼミ，学会発
表を通し，発表回数及び議論の活発さと研究テーマに対す
る達成度を80％，中間発表の成果を20％で評価する。

その他
　生田キャンパス課及び応用化学科/応用化学専攻で実施
する「安全教育講習会」に必ず出席すること。　

指導テーマ
　以下が大学院の主な研究テーマ例である。

【大学院テーマ】
（１） 都市ごみ焼却飛灰中非晶質の鉱物学的特性の調査
（２） 新規撥水剤を用いた都市ごみ焼却飛灰に対する撥水処

理法の検討
（３） 多摩川集水域における河川水および底質中放射性セシ

ウムの動態解析
（４） Quantitative analysis of sediments at Nogawa in Japan
（５） 都市ごみ焼却飛灰中有害物質のハイブリッド溶出抑制

法の開発
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科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 小池　裕也

授業の概要・到達目標
　放射性同位体を化学的に分析する研究を行う。固相抽出
や溶媒抽出，共沈分離といった化学的前処理手法を放射線
計測に組み合わせ，より簡便・迅速で高感度な放射性同位
体の分析手法を開発することが目標である。博士前期課程
の研究では，放射線測定器に対する適切な校正方法の提案，
都市ごみ焼却飛灰の安全管理，環境中の天然及び人工の放
射性核種の分離・濃縮法の開発をテーマとする。
　大学院博士前期課程の学生として，課題テーマに対して
自分で問題を提起し，実験を計画・実施する力を養う。さ
らに，自分の研究をプレゼンテーションにより適切に表現
できるようになることも目標である。

授業内容
　各自のテーマに対して行った実験結果，調査結果を週一
回の報告会にて報告し，質疑応答を行う。また，文献実習・
ミーティングにより議論を行う。研究を進めていく過程で
①～③を実施し，さらに個別研究相談により研究を進める。
①週間報告会（週1回）
②研究ミーティング（月2回）
③大学院ゼミナール（週1回）
　以下のスケジュールで「応用化学研究」を実施する。
第１回a： 研究テーマの解説と研究計画の立案・研究室安全

教育
第２回： 応用化学研究1から応用化学研究2への展開
第３回： 研究進捗状況の報告と議論（1）固体試料の溶液化
第４回： 研究進捗状況の報告と議論（2）環境・食品の放射能

分析用標準物質
第５回： 研究進捗状況の報告と議論（3）標準線源の検討
第６回： 研究進捗状況の報告と議論（4）標準線源の調製
第７回： 研究進捗状況の報告と議論（5）分離・濃縮技術の選

択
第８回： 研究進捗状況の報告と議論（6）固相抽出剤について
第９回： 研究進捗状況の報告と議論（7）固相抽出法の条件検

討
第10回： 研究進捗状況の報告と議論（8）逐次抽出による化学

形態分析
第11回： 研究進捗状況の報告と議論（9）大気中放射性核種分

析
第12回： 研究進捗状況の報告と議論（10）河川水及び土壌中

放射性核種分析
第13回： 研究進捗状況の報告と議論（11）放射性核種の環境

動態
第14回： 中間報告会（成果報告と評価）
　その他，オープンキャンパスまたはポスター発表会でポ
スターを作成し研究の進捗を確認する。

履修上の注意
　放射性同位体を使用するテーマがある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　以下のように卒業研究の指導テーマの分野に応じて班分
けを行うため，ミーティングの資料準備を行う。
１） 【焼却飛灰班】都市ごみ焼却飛灰中有害元素の溶出抑制
２） 【多摩川班】多摩川集水域における河川水中放射性セシウ

ムの動態解析
３） 【多摩川班】多摩川集水域周辺の環境放射能調査
４） 【結晶分析班】X線分析による化粧品中結晶相の高精度分

析

５） 【放射化学班】LSLG検出器の開発及びスピントロにクス
材料の合成

６） 【環境分析班】原子スペクトル分析・原子質量分析による
材料中極微量～主成分分析法の開発と標準化，金属元
素の循環利用

７） 【環境分析班】環境分析化学研究

教科書
　特に定めない。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　実験の進捗，週間報告・ミーティング，院ゼミ，学会発
表を通し，発表回数及び議論の活発さと研究テーマに対す
る達成度を80％，中間発表の成果を20％で評価する。

その他
　生田キャンパス課及び応用化学科/応用化学専攻で実施
する「安全教育講習会」に必ず出席すること。

指導テーマ
　以下が大学院の主な研究テーマ例である。

【大学院テーマ】
（１） 都市ごみ焼却飛灰中非晶質の鉱物学的特性の調査
（２） 新規撥水剤を用いた都市ごみ焼却飛灰に対する撥水処

理法の検討
（３） 多摩川集水域における河川水および底質中放射性セシ

ウムの動態解析
（４） Quantitative analysis of sediments at Nogawa in Japan
（５） 都市ごみ焼却飛灰中有害物質のハイブリッド溶出抑制

法の開発
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科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 小池　裕也

授業の概要・到達目標
　放射性同位体を化学的に分析する研究を行う。固相抽出
や溶媒抽出，共沈分離といった化学的前処理手法を放射線
計測に組み合わせ，より簡便・迅速で高感度な放射性同位
体の分析手法を開発することが目標である。博士前期課程
の研究では，放射線測定器に対する適切な校正方法の提案，
都市ごみ焼却飛灰の安全管理，環境中の天然及び人工の放
射性核種の分離・濃縮法の開発をテーマとする。
　大学院博士前期課程の学生として，課題テーマに対して
自分で問題を提起し，実験を計画・実施する力を養う。さ
らに，自分の研究をプレゼンテーションにより適切に表現
できるようになることも目標である。

授業内容
　各自のテーマに対して行った実験結果，調査結果を週一
回の報告会にて報告し，質疑応答を行う。また，文献実習・
ミーティングにより議論を行う。研究を進めていく過程で
①～③を実施し，さらに個別研究相談により研究を進める。
①週間報告会（週1回）
②研究ミーティング（月2回）
③大学院ゼミナール（週1回）
　以下のスケジュールで「応用化学研究」を実施する。
第１回a： 研究テーマの方針確認と研究計画の立案・研究室

安全教育
第２回： 最新研究と応用化学研究3における放射化学の展

望調査
第３回： 研究進捗状況の報告と議論（1）放射線物理学
第４回： 研究進捗状況の報告と議論（2）放射化学と放射線計

測の組み合わせ
第５回： 研究進捗状況の報告と議論（3）ガンマ線計測機器の

組み立てと遮へいの効果
第６回： 研究進捗状況の報告と議論（4）ガンマ線スペクトロ

メトリの規格化
第７回： 研究進捗状況の報告と議論（5）アルファ線スペクト

ロメトリへの基礎
第８回： 研究進捗状況の報告と議論（6）分離技術のアルファ

線スペクトロメトリへの応用
第９回： 研究進捗状況の報告と議論（7）固相抽出膜のベータ

線測定技術
第10回： 研究進捗状況の報告と議論（8）新規希薄磁性半導体

の合成
第11回： 研究進捗状況の報告と議論（9）放射性医薬品合成の

放射化学的収率測定
第12回： 研究進捗状況の報告と議論（10）英語論文の執筆に

向けて
第13回： 研究進捗状況の報告と議論（11）英語による研究プ

レゼントにさいて
第14回： 中間報告会（成果報告と評価）
　その他，オープンキャンパスまたはポスター発表会でポ
スターを作成し研究の進捗を確認する。また，休業期間中
に修士論文執筆に向けたディスカッション及び進捗報告を
行う。

履修上の注意
　放射性同位体を使用するテーマがある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　以下のように卒業研究の指導テーマの分野に応じて班分
けを行うため，ミーティングの資料準備を行う。

１） 【焼却飛灰班】都市ごみ焼却飛灰中有害元素の溶出抑制
２） 【多摩川班】多摩川集水域における河川水中放射性セシウ

ムの動態解析
３） 【多摩川班】多摩川集水域周辺の環境放射能調査
４） 【結晶分析班】X線分析による化粧品中結晶相の高精度分

析
５） 【放射化学班】LSLG検出器の開発及びスピントロにクス

材料の合成
６） 【環境分析班】原子スペクトル分析・原子質量分析による

材料中極微量～主成分分析法の開発と標準化，金属元
素の循環利用

７） 【環境分析班】環境分析化学研究
　修士論文の執筆に向けて，より多くの文献資料を読んで
おくこと。

教科書
　特に定めない。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　実験の進捗，週間報告・ミーティング，院ゼミ，学会発
表を通し，発表回数及び議論の活発さと研究テーマに対す
る達成度を80％，中間発表の成果を20％で評価する。

その他
　生田キャンパス課及び応用化学科/応用化学専攻で実施
する「安全教育講習会」に必ず出席すること。

指導テーマ
　以下が大学院の主な研究テーマ例である。

【大学院テーマ】
（１） 都市ごみ焼却飛灰中非晶質の鉱物学的特性の調査
（２） 新規撥水剤を用いた都市ごみ焼却飛灰に対する撥水処

理法の検討
（３） 多摩川集水域における河川水および底質中放射性セシ

ウムの動態解析
（４） Quantitative analysis of sediments at Nogawa in Japan
（５） 都市ごみ焼却飛灰中有害物質のハイブリッド溶出抑制

法の開発
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科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 小池　裕也

授業の概要・到達目標
　放射性同位体を化学的に分析する研究を行う。固相抽出
や溶媒抽出，共沈分離といった化学的前処理手法を放射線
計測に組み合わせ，より簡便・迅速で高感度な放射性同位
体の分析手法を開発することが目標である。博士前期課程
の研究では，放射線測定器に対する適切な校正方法の提案，
都市ごみ焼却飛灰の安全管理，環境中の天然及び人工の放
射性核種の分離・濃縮法の開発をテーマとする。
　大学院博士前期課程の学生として，課題テーマに対して
自分で問題を提起し，実験を計画・実施する力を養う。さ
らに，自分の研究をプレゼンテーションにより適切に表現
できるようになることも目標である。

授業内容
　各自のテーマに対して行った実験結果，調査結果を週一
回の報告会にて報告し，質疑応答を行う。また，文献実習・
ミーティングにより議論を行う。研究を進めていく過程で
①～③を実施し，さらに個別研究相談により研究を進める。
①週間報告会（週1回）
②研究ミーティング（月2回）
③大学院ゼミナール（週1回）
　以下のスケジュールで「応用化学研究」を実施する。
第１回a： 研究テーマの解説と研究計画の立案・研究室安全

教育
第２回： 応用化学研究1から3のまとめ修士論文の骨子作成
第３回： 修士論文の作成にむけた研究方針の最終調整
第４回： 研究進捗状況の報告と議論（1）放射線生物学
第５回： 研究進捗状況の報告と議論（2）放射線安全管理と放

射線教育
第６回： 研究進捗状況の報告と議論（3）エックス線装置の安

全取扱
第７回： 研究進捗状況の報告と議論（4）放射化学における加

速器の利用
第８回： 研究進捗状況の報告と議論（5）環境試料のキャラク

タリゼーションとは
第９回： 研究進捗状況の報告と議論（6）原子力防災
第10回： 研究進捗状況の報告と議論（7）データと統計
第11回： 研究進捗状況の報告と議論（8）分析値の統計的取り

扱い
第12回： 修士論文執筆方針の決定及び目次（仮）の作成（研究

論文の書き方）
第13回： 論文要旨（Abstract）の作成と修士論文の精査・内容

に関する議論
第14回： 中間報告会（成果報告と評価）
　その他，オープンキャンパスまたはポスター発表会でポ
スターを作成し研究の進捗を確認する。また，休業期間中
に修士論文執筆に向けたディスカッション及び進捗報告を
行う。

履修上の注意
　放射性同位体を使用するテーマがある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　以下のように卒業研究の指導テーマの分野に応じて班分
けを行うため，ミーティングの資料準備を行う。
１） 【焼却飛灰班】都市ごみ焼却飛灰中有害元素の溶出抑制
２） 【多摩川班】多摩川集水域における河川水中放射性セシウ

ムの動態解析
３） 【多摩川班】多摩川集水域周辺の環境放射能調査

４） 【結晶分析班】X線分析による化粧品中結晶相の高精度分
析

５） 【放射化学班】LSLG検出器の開発及びスピントロにクス
材料の合成

６） 【環境分析班】原子スペクトル分析・原子質量分析による
材料中極微量～主成分分析法の開発と標準化，金属元
素の循環利用

７） 【環境分析班】環境分析化学研究
　修士論文の執筆に向けて，より多くの文献資料を読んで
おくこと。

教科書
　特に定めない。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　実験の進捗，週間報告・ミーティング，院ゼミ，学会発
表を通し，発表回数及び議論の活発さと研究テーマに対す
る達成度を80％，中間発表の成果を20％で評価する。

その他
　生田キャンパス課及び応用化学科/応用化学専攻で実施
する「安全教育講習会」に必ず出席すること。

指導テーマ
　以下が大学院の主な研究テーマ例である。

【大学院テーマ】
（１） 都市ごみ焼却飛灰中非晶質の鉱物学的特性の調査
（２） 新規撥水剤を用いた都市ごみ焼却飛灰に対する撥水処

理法の検討
（３） 多摩川集水域における河川水および底質中放射性セシ

ウムの動態解析
（４） Quantitative analysis of sediments at Nogawa in Japan
（５） 都市ごみ焼却飛灰中有害物質のハイブリッド溶出抑制

法の開発
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科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 田原　一邦

授業の概要・到達目標
　ベンゼンに代表される芳香族分子は共役したパイ電子系
に起因して特徴的な光・電子的性質を示す。そのため，塗料，
有機太陽電池素子や発光材料，有機半導体や液晶材料など
に応用され，それらを使った製品は身の回りに数多くある。
応用化学研究1では，有機合成化学を駆使してp電子の振
る舞いを制御し，特異な光・電子物性を持つ未知の分子や
物質を創出し，機能性材料開発を目指した最先端の研究を
行う。

授業内容
第１回a： 研究テーマの設定
第２回： 研究テーマの目標設定と実施計画の策定
第３回： 研究テーマに関連する学術論文の検索方法の指導
第４回： 論文検索と論文の選定
第５回： 選定した論文内容の発表と討論
第６回： 実験データの取りまとめと解釈，発表指導
第７回： 研究の進捗状況に関する中間報告
第８回： 研究進捗状況を踏まえ，研究実施計画の再策定
第９回： 研究テーマに関連する最新の学術論文の検索と選

定
第10回： 自身で選択した最新の論文内容の発表
第11回： 発表された論文内容に関する討論
第12回： 実験または計測結果の論理的解釈と議論
第13回： 研究報告会に向けた発表資料の作成
第14回： 研究報告会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　応用化学研究1では，個々の研究テーマを進めて，自立
した研究者や技術者への素養を育むことを目的としていま
す。それぞれの項目で重要なポイントを解説しますが，一
つ一つの作業にどのような意味があるのか自身でも深く考
えて解釈することが目的達成への となります。

教科書
　授業中に指示する。

参考書
　授業中に指示する。

成績評価の方法
　研究に対する日常の姿勢（30％），研究内容や紹介論文の
内容の理解度（30％），研究中間報告（40％）を総合して評価
する。

その他
　当研究室は10：00から研究開始とします。また，安全に
卒業研究に取り組むことを最優先します。そのため，実験
室では保護具の常時着用など，いくつか遵守してもらう事
項があります。それらについては初回に説明します。

指導テーマ
　大別して以下のテーマを行います。

（1） 新奇有機半導体（p共役化合物）の創成
（2） p共役分子の自己集合を利用した固体表面におけるナノ

構造の構築
（3）グラフェンやグラファイトの化学修飾
　応用化学研究1では上記の研究テーマを進め，その過程
で有機化学や材料科学に関する専門知識を深め，論理的に
かつ自主的に研究を進め，自立した研究者や技術者として
の素養を磨くことを目的とします。
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科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 田原　一邦

授業の概要・到達目標
　ベンゼンに代表される芳香族分子は共役したパイ電子系
に起因して特徴的な光・電子的性質を示します。そのため，
塗料，有機太陽電池素子や発光材料，有機半導体や液晶材
料などに応用され，それらを使った製品は身の回りに数多
くある。応用化学研究2では，有機合成化学を駆使してp
電子の振る舞いを制御し，特異な光・電子物性を持つ未知
の分子や物質を創出し，機能性材料開発を目指した最先端
の研究を行う。

授業内容
第１回a： 研究テーマの再設定
第２回： 研究テーマの目標と実施計画の策定
第３回： 研究テーマに関連する最新の学術論文の検索
第４回： 検索結果をもとに選択した論文の内容について発

表と討論
第５回： 実験データの取りまとめと解釈（正しい実験データ

の取り扱い）
第６回： 実験データの取りまとめと解釈（論理的な解釈）
第７回： 研究の進捗状況に関する中間報告
第８回： 研究進捗状況を踏まえ，研究実施計画の再策定
第９回： 実験報告書の作成指導（全体の構成）
第10回： 実験報告書の作成指導（序章）
第11回： 実験報告書の作成指導（本論）
第12回： 実験報告書の作成指導（本論と結論）
第13回： 実験報告書の作成指導（実験項）
第14回： 研究報告会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　応用化学研究2では，応用化学研究1に続きテーマを進め
て，自立した研究者や技術者への素養を育むことを目的と
しています。それぞれの項目で重要なポイントを解説しま
すが，一つ一つの作業にどのような意味があるのか自身で
も深く考えて解釈することが目的達成への となります。

教科書
　授業中に指示する。

参考書
　授業中に指示する。

成績評価の方法
　研究に対する日常の姿勢（30％），研究内容や紹介論文の
内容の理解度（30％），研究中間報告（40％）を総合して評価
する。

その他
　当研究室は10：00から研究開始とします。

指導テーマ
　大別して以下のテーマを行います。

（1） 新奇有機半導体（p共役化合物）の創成
（2） p共役分子の自己集合を利用した固体表面におけるナノ

構造の構築
（3） グラフェンやグラファイトの化学修飾
　応用化学研究2では応用化学研究1に引き続き上記の研
究テーマを進め，その過程で有機化学や材料科学に関する
専門知識を深め，論理的にかつ自主的に研究を進め，自立
した研究者や技術者としての素養を磨くことを目的としま
す。
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科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（理学） 田原　一邦

授業の概要・到達目標
　ベンゼンに代表される芳香族分子は共役したパイ電子系
に起因して特徴的な光・電子的性質を示します。そのため，
塗料，有機太陽電池素子や発光材料，有機半導体や液晶材
料などに応用され，それらを使った製品は身の回りに数多
くある。応用化学研究3では，有機合成化学を駆使してp
電子の振る舞いを制御し，特異な光・電子物性を持つ未知
の分子や物質を創出し，機能性材料開発を目指した最先端
の研究を行う。

授業内容
第１回a： 研究テーマの再設定
第２回： 研究テーマの目標と実施計画の再策定
第３回： 研究テーマに関連する最新の学術論文の調査
第４回： 調査結果をもとに選択した論文の内容について発

表と討論
第５回： 実験データの取りまとめと解釈（議論）
第６回： 実験データの取りまとめと解釈（チーム討論）
第７回： 研究の進捗状況に関する中間報告
第８回： 研究進捗状況を踏まえ，研究実施計画の再策定
第９回： 実験報告書の作成指導（全体の構成）
第10回： 実験報告書の作成指導（序章）
第11回： 実験報告書の作成指導（本論）
第12回： 実験報告書の作成指導（本論と結論）
第13回： 実験報告書の作成指導（実験項）
第14回： 研究報告会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　応用化学研究3では，応用化学研究2に続きテーマを進め
て，自立した研究者や技術者への素養を育むことを目的と
しています。それぞれの項目で重要なポイントを解説しま
すが，一つ一つの作業にどのような意味があるのか自身で
も深く考えて解釈することが目的達成への となります。

教科書
　授業中に指示する。

参考書
　授業中に指示する。

成績評価の方法
　研究に対する日常の姿勢（30％），研究内容や紹介論文の
内容の理解度（30％），研究中間報告（40％）を総合して評価
する。

その他
　当研究室は10：00から研究開始とします。

指導テーマ
　大別して以下のテーマを行います。

（1） 新奇有機半導体（p共役化合物）の創成
（2） p共役分子の自己集合を利用した固体表面におけるナノ

構造の構築
（3） グラフェンやグラファイトの化学修飾
　応用化学研究3では応用化学研究2に引き続き上記の研
究テーマを進め，その過程で有機化学や材料科学に関する
専門知識を深め，論理的にかつ自主的に研究を進め，自立
した研究者や技術者としての素養を磨くことを目的としま
す。
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科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（理学） 田原　一邦

授業の概要・到達目標
　ベンゼンに代表される芳香族分子は共役したパイ電子系
に起因して特徴的な光・電子的性質を示します。そのため，
塗料，有機太陽電池素子や発光材料，有機半導体や液晶材
料などに応用され，それらを使った製品は身の回りに数多
くある。応用化学研究4では，有機合成化学を駆使してp
電子の振る舞いを合成化学的に制御し，特異な光・電子物
性を持つ未知の分子や物質を創出し，機能性材料開発を目
指した最先端の研究を行う。

授業内容
第１回a： 研究テーマの再設定
第２回： 研究テーマの最終目標の確認と実施計画の策定
第３回： 研究テーマに関連する最新の学術論文の検索
第４回： 検索結果をもとに選択した論文の内容について発

表と討論
第５回： 実験データの取りまとめと解釈（討論）
第６回： 実験データの取りまとめと解釈（グループ討論）
第７回： 研究の進捗状況に関する中間報告
第８回： 研究進捗状況を踏まえ，研究の最終実施計画の策定
第９回： 修士論文の作成指導（全体の構成）
第10回： 修士論文の作成指導（序章）
第11回： 修士論文の作成指導（本論）
第12回： 修士論文の作成指導（本論と結論）
第13回： 修士論文の作成指導（実験項）
第14回： 修士論文発表会準備

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　応用化学研究4では，応用化学研究3に続きテーマを進め
て，自立した研究者や技術者への素養を育むことを目的と
しています。それぞれの項目で重要なポイントを解説しま
すが，一つ一つの作業にどのような意味があるのか自身で
も深く考えて解釈することが目的達成への となります。

教科書
　授業中に指示する。

参考書
　授業中に指示する。

成績評価の方法
　研究に対する日常の姿勢（30％），研究内容や紹介論文の
内容の理解度（30％），研究中間報告（40％）を総合して評価
する。

その他
　当研究室は10：00から研究開始とします。

指導テーマ
　大別して以下のテーマを行います。

（1） 新奇有機半導体（p共役化合物）の創成
（2） p共役分子の自己集合を利用した固体表面におけるナノ

構造の構築
（3） グラフェンやグラファイトの化学修飾
　応用化学研究4では応用化学研究3に引き続き上記の研
究テーマを進め，その過程で有機化学や材料科学に関する
専門知識を深め，論理的にかつ自主的に研究を進め，自立
した研究者や技術者としての素養を磨くことを目的としま
す。
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科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 土本　晃久

授業の概要・到達目標
［新規ルイス酸触媒反応の開発と新しい機能性材料開発へ
の応用］
　市場に出回っている医薬品や化粧品あるいは電子デバイ
ス材料などの多くが，既存の有機合成反応を駆使して作ら
れているが，これらの有機反応は効率面や環境調和の点で
改善すべき点も多い。そこで本研究室では，高効率で且つ，
環境にも優しい新規触媒的炭素―炭素結合形成反応の開発
を中心に研究を展開する。具体的には，ルイス酸（例えば
M（OSO2CF3）n等に代表される金属スルホナート）を触
媒として主に利用することで炭化水素官能基（炭素―炭素
三重結合，炭素―炭素二重結合，炭素―炭素単結合，炭素
―水素結合）を活性化し，生じた炭素求電子種に対して様々
な炭素求核剤を反応させることによる新規反応の開発を目
指す。新規反応からは新規化合物が得られることが特徴で
あり，骨格によってはその光学特性を評価し，例えば，新
規有機EL材料の開発といった境界領域研究への積極的な
展開も図る。以下の1）―5）が代表的な研究内容であり，
これらを中心とする研究テーマを実施する。
1） 芳香族化合物および芳香族複素環化合物を炭素求核剤に

用いる環境調和型新規付加反応の開発
2） 縮合多環式芳香族化合物の新規合成法の開発と生成物の

光電子材料開発への応用
3） 炭素―水素結合の活性化を利用する新規酸化的カップリ

ング反応の開発
4） 炭素―炭素単結合の切断を利用する新規触媒反応の開発
5） 二種類の金属触媒の共同作用を利用する新規炭素―炭素

結合形成反応の開発
　当研究室では，有機化学的見地における実験遂行能力・実
験結果の解析能力・問題解決能力・研究成果の取りまとめ能力
が身に付くよう誠心誠意指導します。最終的には，社会に
出て，第一線で活躍できる実験研究者の育成を目指します。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション

実験をおこなう上での注意事項について解説
し，事故の発生を未然に防ぐための心構えにつ
いて十分に理解する。

［第２回］　 新規触媒反応の開発：文献検索（1）―触媒につ
いて
自身が実現・開発したい反応について，研究の
バックグラウンドを詳細に調べ，自身の研究の
位置付けを明らかにする。

［第３回］　 新規触媒反応の開発：文献検索（2）―求核剤に
ついて
自身が実現・開発したい反応について，研究の
バックグラウンドを詳細に調べ，自身の研究の
位置付けを明らかにする。

［第４回］　 新規触媒反応の開発：文献検索（3）―求電子剤
について
自身が実現・開発したい反応について，研究の
バックグラウンドを詳細に調べ，自身の研究の
位置付けを明らかにする。

［第５回］　 新規触媒反応の開発：反応条件の設定（1）
自身が実現・開発したい反応について，好まし
い反応溶媒の設定を実現する。

［第６回］　 新規触媒反応の開発：反応条件の設定（2）
上記に引き続き，自身が実現・開発したい反応
について，好ましい反応溶媒の設定を実現す
る。ここでは，主に触媒と相性の良い溶媒を調
べる。

［第７回］　 新規触媒反応の開発：反応条件の設定（3）
上記に引き続き，自身が実現・開発したい反応
について，好ましい反応溶媒の設定を実現す
る。ここでは，主に求核剤と相性の良い溶媒を
調べる。

［第８回］　 新規触媒反応の開発：反応条件の設定（4）
上記に引き続き，自身が実現・開発したい反応
について，好ましい反応溶媒の設定を実現す
る。ここでは，主に求電子剤と相性の良い溶媒
を調べる。

［第９回］　 新規触媒反応の開発：反応条件の設定（5）
上記に引き続き，自身が実現・開発したい反応
について，混合溶媒系の可能性についても探索
する。

［第10回］　 新規触媒反応の開発：反応条件の設定（6）
上記に引き続き，自身が実現・開発したい反応
について，好ましい触媒の設定を実現する。こ
こでは，主に反応の進行に適した中心金属の探
索を行う。

［第11回］　 新規触媒反応の開発：反応条件の設定（7）
上記に引き続き，自身が実現・開発したい反応
について，好ましい触媒の設定を実現する。こ
こでは，主に反応の進行に適した配位子の探索
を行う。

［第12回］　 新規触媒反応の開発：反応条件の設定（8）
上記に引き続き，自身が実現・開発したい反応
について，好ましい触媒の設定を実現する。こ
こでは，主に触媒の回収・再利用の可能性も含
めて適した触媒を調べる。

［第13回］　 新規触媒反応の開発：反応条件の設定（9）
上記に引き続き，自身が実現・開発したい反応
について，混合触媒系の可能性についても探索
する。

［第14回］　 これまでの実験内容を振り返り，研究成果の中
間的な取りまとめをおこない，中間発表をおこ
なう。

履修上の注意
　本研究室は，有機合成化学の研究室であり，有機化学に
関する知識を必要とします。有機工業化学研究1 ～ 4を履
修する人は，学部講義の有機立体化学・有機合成化学は最
低限履修しておくこと。他大出身者に関してはこの限りで
はありませんが，マクマリーレベルの有機化学の知識を有
していること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　自身の研究テーマに関連する学術論文においては，積極
的に文献検索し，日常的に目を通しておく努力が必要であ
る。

教科書
　特に指定はしない。

参考書
　適宜指示する。

成績評価の方法
　研究に対する姿勢（30％）・研究の進展状況（30％）・研究
討議における積極性（20％）・勉強会での姿勢（20％）を総合
して評価する。

その他
　研究活動をする上で厳守してもらいたい点を以下に明記
します。
1） 研究室へは，朝9時30分までに来室し直ちに実験を開始

する。
2） 一人では決して実験をしない。
3） 実験室では，常時実験用の眼鏡をかけて目を保護するこ

と。
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4） 未経験の反応を行なう際には，スタッフか経験者の意見
を良く聞いてから作業に取りかかること。

5） 溶媒の蒸留を行なっている最中は，研究室を無人にしな
いこと。

6） 担当教員が不在の時は，新しい実験反応は開始しない。

指導テーマ
　相互に相談の上，決定する。ただし研究室内のテーマバ
ランスや状況によっては，指導テーマを教員側で決定する
こともある。

科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 土本　晃久

授業の概要・到達目標
［新規ルイス酸触媒反応の開発と新しい機能性材料開発へ
の応用］
　市場に出回っている医薬品や化粧品あるいは電子デバイ
ス材料などの多くが，既存の有機合成反応を駆使して作ら
れているが，これらの有機反応は効率面や環境調和の点で
改善すべき点も多い。そこで本研究室では，高効率で且つ，
環境にも優しい新規触媒的炭素―炭素結合形成反応の開発
を中心に研究を展開する。具体的には，ルイス酸（例えば
M（OSO2CF3）n等に代表される金属スルホナート）を触
媒として主に利用することで炭化水素官能基（炭素―炭素
三重結合，炭素―炭素二重結合，炭素―炭素単結合，炭素
―水素結合）を活性化し，生じた炭素求電子種に対して様々
な炭素求核剤を反応させることによる新規反応の開発を目
指す。新規反応からは新規化合物が得られることが特徴で
あり，骨格によってはその光学特性を評価し，例えば，新
規有機EL材料の開発といった境界領域研究への積極的な
展開も図る。以下の1）―5）が代表的な研究内容であり，
これらを中心とする研究テーマを実施する。
1） 芳香族化合物および芳香族複素環化合物を炭素求核剤に

用いる環境調和型新規付加反応の開発
2） 縮合多環式芳香族化合物の新規合成法の開発と生成物の

光電子材料開発への応用
3） 炭素―水素結合の活性化を利用する新規酸化的カップリ

ング反応の開発
4） 炭素―炭素単結合の切断を利用する新規触媒反応の開発
5） 二種類の金属触媒の共同作用を利用する新規炭素―炭素

結合形成反応の開発
　当研究室では，有機化学的見地における実験遂行能力・実
験結果の解析能力・問題解決能力・研究成果の取りまとめ能力
が身に付くよう誠心誠意指導します。最終的には，社会に
出て，第一線で活躍できる実験研究者の育成を目指します。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション

実験をおこなう上での注意事項について解説
し，事故の発生を未然に防ぐための心構えにつ
いて改めて十分に理解する。

［第２回］　 新規触媒反応の開発：反応条件の設定（10）
自身が実現・開発したい反応についてこれまで
に検討してきた反応溶媒・触媒が十分でなけれ
ば，ここで改めて再検討し，微調整をおこなう。
特に，中心金属の形式酸化数が最適であるかを
調べる。

［第３回］　 新規触媒反応の開発：反応条件の設定（11）
自身が実現・開発したい反応についてこれまで
に検討してきた反応溶媒・触媒が十分でなけれ
ば，ここで改めて再検討し，微調整をおこなう。
特に，中心金属の電子状態をチューニングする。

［第４回］　 新規触媒反応の開発：反応条件の設定（12）
自身が実現・開発したい反応についてこれまで
に検討してきた反応溶媒・触媒が十分でなけれ
ば，ここで改めて再検討し，微調整をおこなう。
特に，反応の様々な選択性を制御する上で必要
な環境を整える。

［第５回］　 新規触媒反応の開発：反応条件の設定（13）
自身が実現・開発したい反応について，収率・選
択性を向上させるために好ましい添加剤があ
れば，その添加剤の効果を種々検討する。反応
系内で生成する副生成物が反応に悪影響を及
ぼしている可能性がある場合は，その効果を抑
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制できる添加剤を探索する。
［第６回］　 新規触媒反応の開発：反応条件の設定（14）

自身が実現・開発したい反応について，収率・選
択性を向上させるために好ましい添加剤があ
れば，その添加剤の効果を種々検討する。主に，
副反応を抑制できる効果のある添加剤を探索
する。

［第７回］　 新規触媒反応の開発：反応条件の設定（15）
自身が実現・開発したい反応について，収率・選
択性を向上させるために好ましい添加剤があ
れば，その添加剤の効果を種々検討する。主に，
触媒活性を高めることができる添加剤を探索
する。

［第８回］　 新規触媒反応の開発：反応条件の設定（16）
自身が実現・開発したい反応について，収率・選
択性を向上させるために好ましい添加剤があ
れば，その添加剤の効果を種々検討する。主に，
触媒回転数を高めることができる添加剤を探
索する。

［第９回］　 新規触媒反応の開発：反応条件の設定（17）
自身が実現・開発したい反応について，収率・選
択性を向上させるために好ましい添加剤があ
れば，その添加剤の効果を種々検討する。主に，
活性化エネルギーを低下させることができる
添加剤を探索する。

［第10回］　 新規触媒反応の開発：反応条件の設定（18）―反
応速度の観点から
自身が実現・開発したい反応について，適切な
反応温度を設定する。

［第11回］　 新規触媒反応の開発：反応条件の設定（19）―反
応効率の観点から
自身が実現・開発したい反応について，適切な
反応温度を設定する。

［第12回］　 新規触媒反応の開発：反応条件の設定（20）―生
成物の収率の観点から
自身が実現・開発したい反応について，適切な
反応時間を設定する。

［第13回］　 新規触媒反応の開発：反応条件の設定（21）―
様々な選択性の観点から
自身が実現・開発したい反応について，適切な
反応時間を設定する。

［第14回］　 これまでの実験内容を振り返り，研究成果の中
間的な取りまとめをおこない，研究内容の中間
発表をおこなう。

履修上の注意
　本研究室は，有機合成化学の研究室であり，有機化学に
関する知識を必要とします。有機工業化学研究1 ～ 4を履
修する人は，学部講義の有機立体化学・有機合成化学は最
低限履修しておくこと。他大出身者に関してはこの限りで
はありませんが，マクマリーレベルの有機化学の知識を有
していること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　自身の研究テーマに関連する学術論文においては，積極
的に文献検索し，日常的に目を通しておく努力が必要であ
る。

教科書
　特に指定はしない。

参考書
　適宜指示する。

成績評価の方法
　研究に対する姿勢（30％）・研究の進展状況（30％）・研究
討議における積極性（20％）・勉強会での姿勢（20％）を総合
して評価する。

その他
　研究活動をする上で厳守してもらいたい点を以下に明記
します。
1） 研究室へは，朝9時30分までに来室し直ちに実験を開始

する。
2） 一人では決して実験をしない。
3） 実験室では，常時実験用の眼鏡をかけて目を保護するこ

と。
4） 未経験の反応を行なう際には，スタッフか経験者の意見

を良く聞いてから作業に取りかかること。
5） 溶媒の蒸留を行なっている最中は，研究室を無人にしな

いこと。
6） 担当教員が不在の時は，新しい実験反応は開始しない。

指導テーマ
　相互に相談の上，決定する。ただし研究室内のテーマバ
ランスや状況によっては，指導テーマを教員側で決定する
こともある。
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科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 土本　晃久

授業の概要・到達目標
［新規ルイス酸触媒反応の開発と新しい機能性材料開発へ
の応用］
　市場に出回っている医薬品や化粧品あるいは電子デバイ
ス材料などの多くが，既存の有機合成反応を駆使して作ら
れているが，これらの有機反応は効率面や環境調和の点で
改善すべき点も多い。そこで本研究室では，高効率で且つ，
環境にも優しい新規触媒的炭素―炭素結合形成反応の開発
を中心に研究を展開する。具体的には，ルイス酸（例えば
M（OSO2CF3）n等に代表される金属スルホナート）を触
媒として主に利用することで炭化水素官能基（炭素―炭素
三重結合，炭素―炭素二重結合，炭素―炭素単結合，炭素
―水素結合）を活性化し，生じた炭素求電子種に対して様々
な炭素求核剤を反応させることによる新規反応の開発を目
指す。新規反応からは新規化合物が得られることが特徴で
あり，骨格によってはその光学特性を評価し，例えば，新
規有機EL材料の開発といった境界領域研究への積極的な
展開も図る。以下の1）―5）が代表的な研究内容であり，
これらを中心とする研究テーマを実施する。
1） 芳香族化合物および芳香族複素環化合物を炭素求核剤に

用いる環境調和型新規付加反応の開発
2） 縮合多環式芳香族化合物の新規合成法の開発と生成物の

光電子材料開発への応用
3） 炭素―水素結合の活性化を利用する新規酸化的カップリ

ング反応の開発
4） 炭素―炭素単結合の切断を利用する新規触媒反応の開発
5） 二種類の金属触媒の共同作用を利用する新規炭素―炭素

結合形成反応の開発
　当研究室では，有機化学的見地における実験遂行能力・
実験結果の解析能力・問題解決能力・研究成果の取りまとめ
能力が身に付くよう誠心誠意指導します。最終的には，社
会に出て，第一線で活躍できる実験研究者の育成を目指し
ます。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション

実験をおこなう上での注意事項について解説
し，事故の発生を未然に防ぐための心構えにつ
いて改めて十分に理解する。

［第２回］　 新規触媒反応の開発：反応条件の設定（22）―生
成物の立体選択性の観点から
自身が実現・開発したい反応についてこれまで
に検討してきた反応溶媒・触媒・添加剤・反応温
度・反応時間が十分に設定できていなければ，
ここで改めて再検討し，微調整をおこなう。

［第３回］　 新規触媒反応の開発：反応条件の設定（23）―生
成物の位置選択性の観点から
自身が実現・開発したい反応についてこれまで
に検討してきた反応溶媒・触媒・添加剤・反応温
度・反応時間が十分に設定できていなければ，
ここで改めて再検討し，微調整をおこなう。

［第４回］　 新規触媒反応の開発：反応条件の設定（24）―最
終調整
自身が実現・開発したい反応についてこれまで
に検討してきた反応溶媒・触媒・添加剤・反応温
度・反応時間が十分に設定できていなければ，
ここで改めて再検討し，微調整をおこなう。

［第５回］　 新規触媒反応の開発：適用可能な基質の検討（1）
―求核剤の炭素鎖長の効果について
自身が実現・開発したい反応について，設定し
た反応条件を基に，適用可能な基質について検

討する。
［第６回］　 新規触媒反応の開発：適用可能な基質の検討（2）

―求核剤の炭素鎖構造の効果について
自身が実現・開発したい反応について，設定し
た反応条件を基に，適用可能な基質について検
討する。

［第７回］　 新規触媒反応の開発：適用可能な基質の検討（3）
―求核剤における官能茎許容性について
自身が実現・開発したい反応について，設定し
た反応条件を基に，適用可能な基質について検
討する。

［第８回］　 新規触媒反応の開発：適用可能な基質の検討（4）
―求核剤における電子供与茎の効果について
自身が実現・開発したい反応について，設定し
た反応条件を基に，適用可能な基質について検
討する。

［第９回］　 新規触媒反応の開発：適用可能な基質の検討（5）
―求核剤における電子求引茎の効果について
自身が実現・開発したい反応について，設定し
た反応条件を基に，適用可能な基質について検
討する。

［第10回］　 新規触媒反応の開発：適用可能な基質の検討（6）
―求核剤における立体効果について
自身が実現・開発したい反応について，設定し
た反応条件を基に，適用可能な基質について検
討する。

［第11回］　 新規触媒反応の開発：適用可能な基質の検討（7）
―求電子剤の炭素鎖長の効果について
自身が実現・開発したい反応について，設定し
た反応条件を基に，適用可能な基質について検
討する。

［第12回］　 新規触媒反応の開発：適用可能な基質の検討（8）
―求電子剤の炭素鎖構造の効果について
自身が実現・開発したい反応について，設定し
た反応条件を基に，適用可能な基質について検
討する。

［第13回］　 新規触媒反応の開発：適用可能な基質の検討（9）
―求電子剤における官能茎許容性について
自身が実現・開発したい反応について，設定し
た反応条件を基に，適用可能な基質について検
討する。

［第14回］　 これまでの実験内容を振り返り，研究成果の中
間的な取りまとめをおこない，研究内容の中間
発表をおこなう。

履修上の注意
　本研究室は，有機合成化学の研究室であり，有機化学に
関する知識を必要とします。有機工業化学研究1 ～ 4を履
修する人は，学部講義の有機立体化学・有機合成化学は最
低限履修しておくこと。他大出身者に関してはこの限りで
はありませんが，マクマリーレベルの有機化学の知識を有
していること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　自身の研究テーマに関連する学術論文においては，積極
的に文献検索し，日常的に目を通しておく努力が必要であ
る。

教科書
　特に指定はしない。

参考書
　必要があれば，適宜指示する。

成績評価の方法
　研究に対する姿勢（30％）・研究の進展状況（30％）・研究
討議における積極性（20％）・勉強会での姿勢（20％）を総合
して評価する。
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その他
　研究活動をする上で厳守してもらいたい点を以下に明記
します。
1） 研究室へは，朝9時30分までに来室し直ちに実験を開始

する。
2） 一人では決して実験をしない。
3） 実験室では，常時実験用の眼鏡をかけて目を保護するこ

と。
4） 未経験の反応を行なう際には，スタッフか経験者の意見

を良く聞いてから作業に取りかかること。
5） 溶媒の蒸留を行なっている最中は，研究室を無人にしな

いこと。
6） 担当教員が不在の時は，新しい実験反応は開始しない。

指導テーマ
　相互に相談の上，決定する。ただし研究室内のテーマバ
ランスや状況によっては，指導テーマを教員側で決定する
こともある。

科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 土本　晃久

授業の概要・到達目標
［新規ルイス酸触媒反応の開発と新しい機能性材料開発へ
の応用］
　市場に出回っている医薬品や化粧品あるいは電子デバイ
ス材料などの多くが，既存の有機合成反応を駆使して作ら
れているが，これらの有機反応は効率面や環境調和の点で
改善すべき点も多い。そこで本研究室では，高効率で且つ，
環境にも優しい新規触媒的炭素―炭素結合形成反応の開発
を中心に研究を展開する。具体的には，ルイス酸（例えば
M（OSO2CF3）n等に代表される金属スルホナート）を触
媒として主に利用することで炭化水素官能基（炭素―炭素
三重結合，炭素―炭素二重結合，炭素―炭素単結合，炭素
―水素結合）を活性化し，生じた炭素求電子種に対して様々
な炭素求核剤を反応させることによる新規反応の開発を目
指す。新規反応からは新規化合物が得られることが特徴で
あり，骨格によってはその光学特性を評価し，例えば，新
規有機EL材料の開発といった境界領域研究への積極的な
展開も図る。以下の1）―5）が代表的な研究内容であり，
これらを中心とする研究テーマを実施する。
1） 芳香族化合物および芳香族複素環化合物を炭素求核剤に

用いる環境調和型新規付加反応の開発
2） 縮合多環式芳香族化合物の新規合成法の開発と生成物の

光電子材料開発への応用
3） 炭素―水素結合の活性化を利用する新規酸化的カップリ

ング反応の開発
4） 炭素―炭素単結合の切断を利用する新規触媒反応の開発
5） 二種類の金属触媒の共同作用を利用する新規炭素―炭素

結合形成反応の開発
　当研究室では，有機化学的見地における実験遂行能力・
実験結果の解析能力・問題解決能力・研究成果の取りまとめ
能力が身に付くよう誠心誠意指導します。最終的には，社
会に出て，第一線で活躍できる実験研究者の育成を目指し
ます。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション

実験をおこなう上での注意事項について解説
し，事故の発生を未然に防ぐための心構えにつ
いて改めて十分に理解する。

［第２回］　 新規触媒反応の開発：適用可能な基質の検討（10）
―求電子剤における電子供与茎の効果について
自身が実現・開発したい反応について，設定し
た反応条件を基に，適用可能な基質について検
討する。

［第３回］　 新規触媒反応の開発：適用可能な基質の検討（11）
―求電子剤における電子求引茎の効果について
自身が実現・開発したい反応について，設定し
た反応条件を基に，適用可能な基質について検
討する。

［第４回］　 新規触媒反応の開発：適用可能な基質の検討（12）
―求電子剤における立体効果について
自身が実現・開発したい反応について，設定し
た反応条件を基に，適用可能な基質について検
討する。

［第５回］　 新規触媒反応の開発：生成物の合成化学的な利
用・応用（1）
自身で開発した反応を，生理活性分子合成へと
応用する。

［第６回］　 新規触媒反応の開発：生成物の合成化学的な利
用・応用（2）
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自身で開発した反応を，天然物合成へと応用す
る。

［第７回］　 新規触媒反応の開発：生成物の合成化学的な利
用・応用（3）
自身で開発した反応を，農薬合成へと応用する。

［第８回］　 新規触媒反応の開発：生成物の合成化学的な利
用・応用（4）
自身で開発した反応を，機能性分子合成へと応
用する。

［第９回］　 新規触媒反応の開発：生成物の合成化学的な利
用・応用（5）
自身で開発した反応を，電子材料合成へと応用
する。

［第10回］　 新規触媒反応の開発：反応機構に対する考察（1）
―触媒の関与について
自身で開発した反応の反応機構を調べるため
の実験をおこない，妥当な反応機構を実験科学
的に立証する。

［第11回］　 新規触媒反応の開発：反応機構に対する考察（2）
―律速段階の特定について
自身で開発した反応の反応機構を調べるため
の実験をおこない，妥当な反応機構を実験科学
的に立証する。

［第12回］　 新規触媒反応の開発：修士論文の作成（1）―研
究の背景について
自身で開発した反応を，研究の背景・反応条件
の設定・基質の適用範囲を調べた実験結果・生
成物の合成化学的な利用・反応機構・結論の各
章にわけて修士論文を作成する。

［第13回］　 新規触媒反応の開発：修士論文の作成（2）―実
験結果について
自身で開発した反応を，研究の背景・反応条件
の設定・基質の適用範囲を調べた実験結果・生
成物の合成化学的な利用・反応機構・結論の各
章にわけて修士論文を作成する。

［第14回］　 新規触媒反応の開発：修士論文の作成（3）―考
察について
自身で開発した反応を，研究の背景・反応条件
の設定・基質の適用範囲を調べた実験結果・生
成物の合成化学的な利用・反応機構・結論の各
章にわけて修士論文を作成する。

履修上の注意
　本研究室は，有機合成化学の研究室であり，有機化学に
関する知識を必要とします。有機工業化学研究1 ～ 4を履
修する人は，学部講義の有機立体化学・有機合成化学は最
低限履修しておくこと。他大出身者に関してはこの限りで
はありませんが，マクマリーレベルの有機化学の知識を有
していること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　自身の研究テーマに関連する学術論文においては，積極
的に文献検索し，日常的に目を通しておく努力が必要であ
る。

教科書
　特に指定はしない。

参考書
　必要があれば，適宜指示する。

成績評価の方法
　研究に対する姿勢（30％）・研究の進展状況（30％）・研究
討議における積極性（20％）・勉強会での姿勢（20％）を総合
して評価する。

その他
　研究活動をする上で厳守してもらいたい点を以下に明記
します。

1） 研究室へは，朝9時30分までに来室し直ちに実験を開始
する。

2） 一人では決して実験をしない。
3） 実験室では，常時実験用の眼鏡をかけて目を保護するこ

と。
4） 未経験の反応を行なう際には，スタッフか経験者の意見

を良く聞いてから作業に取りかかること。
5） 溶媒の蒸留を行なっている最中は，研究室を無人にしな

いこと。
6） 担当教員が不在の時は，新しい実験反応は開始しない。

指導テーマ
　相互に相談の上，決定する。ただし研究室内のテーマバ
ランスや状況によっては，指導テーマを教員側で決定する
こともある。

― 376 ―



科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 永井　一清

授業の概要・到達目標
　先端機能材料に関連する未解決問題の中から研究対象と
なるテーマを決定し，独自の考えによって実験・解析を行
い，そこから得られた結果を検討・考察する。さらに学術的・
工学的に価値のある成果を出し，学会における講演会や学
術論文誌においてその成果を発表することによって，社会
に貢献する。本科目では，これらの研究活動を通じて未知
の課題を特定し，適切なアプローチ方法を考え，計画的に
実行し，その結果を工学的に正しく評価する能力の育成を
目標としている。

授業内容
　各自の研究テーマに従って研究を遂行する際には，担当
教員の指導を受ける必要がある。以下のスケジュールに
従って演習形式の授業を実絡する。

（第１回）　 イントロダクション，研究計画の検討
（第２回）　 研究進捗状況の発表と評価1（材料の設計）
（第３回）　 研究進捗状況の発表と評価2（原料の精製）
（第４回）　 研究進捗状況の発表と評価3（素材の合成）
（第５回）　 研究進捗状況の発表と評価4（生成物の精製）
（第６回）　 研究進捗状況の発表と評価5（生成物の構造解

析）
（第７回）　 研究進捗状況の発表と評価6（生成物の化学構

造の決定）
（第８回）　 研究進捗状況の発表と評価7（生成物を用いた

成形加工）
（第９回）　 研究進捗状況の発表と評価8（成形加工品の精

製）
（第10回）　 研究進捗状況の発表と評価9（成形加工品の構

造解析）
（第11回）　 研究進捗状況の発表と評価10（成形加工品の構

造の決定）
（第12回）　 研究進捗状況の発表と評価11（成形加工品の物

性評価）
（第13回）　 研究進捗状況の発表と評価12（成形加工品の機

能性評価）
（第14回）　研究成果の報告と講評

履修上の注意
　本科目の遂行に際しては，高分子化学に精通している必
要がある。これらの科目を十分に復習し，新たな知識を獲
得するよう自己学習すること。取り扱う研究テーマは工学
的・科学的に重要な内容を含んでおり，研究成果は人類共
通の財産として発表する必要がある。機会を逃さず国内外
の学会で積極的に発表すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎時間予習及び復習内容を説明する。

教科書
　特になし

参考書
　特になし

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討議における積極性や
論理性，研究発表等を総合的に評価する。
　評点の配分割合は，次の通りとする。
1．研究内容40％
2．研究能力30％
3．発表能力30％
　以上の合計により，60％以上を合格とする。

その他
　

指導テーマ
（新しい機能材料の提案とその創製）
　人々の生活を豊かにするような新しい材料を創製するこ
とを目指す。本年度に予定している指導テーマの主題（仮
題）は次の通りである。
・植物由来のバイオプラスチックの研究
・生分解性プラスチックの研究
・温室効果ガスを分離除去するガス分離膜の研究
・食品ロス（フードロス）削減のバリア膜の研究
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科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 永井　一清

授業の概要・到達目標
　先端機能材料に関連する未解決問題の中から研究対象と
なるテーマを決定し，独自の考えによって実験・解析を行
い，そこから得られた結果を検討・考察する。さらに学術的・
工学的に価値のある成果を出し，学会における講演会や学
術論文誌においてその成果を発表することによって，社会
に貢献する。本科目では，これらの研究活動を通じて未知
の課題を特定し，適切なアプローチ方法を考え，計画的に
実行し，その結果を工学的に正しく評価する能力の育成を
目標としている。

授業内容
　各自の研究テーマに従って研究を遂行する際には，担当
教員の指導を受ける必要がある。以下のスケジュールに
従って演習形式の授業を実絡する。

（第１回）　 イントロダクション，研究計画の検討
（第２回）　 研究進捗状況の発表と評価1（材料の設計）
（第３回）　 研究進捗状況の発表と評価2（原料の精製）
（第４回）　 研究進捗状況の発表と評価3（素材の合成）
（第５回）　 研究進捗状況の発表と評価4（生成物の精製）
（第６回）　 研究進捗状況の発表と評価5（生成物の構造解

析）
（第７回）　 研究進捗状況の発表と評価6（生成物の化学構

造の決定）
（第８回）　 研究進捗状況の発表と評価7（生成物を用いた

成形加工）
（第９回）　 研究進捗状況の発表と評価8（成形加工品の精

製）
（第10回）　 研究進捗状況の発表と評価9（成形加工品の構

造解析）
（第11回）　 研究進捗状況の発表と評価10（成形加工品の構

造の決定）
（第12回）　 研究進捗状況の発表と評価11（成形加工品の物

性評価）
（第13回）　 研究進捗状況の発表と評価12（成形加工品の機

能性評価）
（第14回）　 研究成果の報告と講評

履修上の注意
　本科目の遂行に際しては，高分子化学に精通している必
要がある。これらの科目を十分に復習し，新たな知識を獲
得するよう自己学習すること。取り扱う研究テーマは工学
的・科学的に重要な内容を含んでおり，研究成果は人類共
通の財産として発表する必要がある。機会を逃さず国内外
の学会で積極的に発表すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎時間予習及び復習内容を説明する。

教科書
　特になし

参考書
　特になし

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討議における積極性や
論理性，研究発表等を総合的に評価する。
　評点の配分割合は，次の通りとする。
1．研究内容40％
2．研究能力30％
3．発表能力30％
　以上の合計により，60％以上を合格とする。

その他
　

指導テーマ
（新しい機能材料の提案とその創製）
　人々の生活を豊かにするような新しい材料を創製するこ
とを目指す。本年度に予定している指導テーマの主題（仮
題）は次の通りである。
・植物由来のバイオプラスチックの研究
・生分解性プラスチックの研究
・温室効果ガスを分離除去するガス分離膜の研究
・食品ロス（フードロス）削減のバリア膜の研究
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科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 永井　一清

授業の概要・到達目標
　先端機能材料に関連する未解決問題の中から研究対象と
なるテーマを決定し，独自の考えによって実験・解析を行
い，そこから得られた結果を検討・考察する。さらに学術的・
工学的に価値のある成果を出し，学会における講演会や学
術論文誌においてその成果を発表することによって，社会
に貢献する。本科目では，これらの研究活動を通じて未知
の課題を特定し，適切なアプローチ方法を考え，計画的に
実行し，その結果を工学的に正しく評価する能力の育成を
目標としている。

授業内容
　各自の研究テーマに従って研究を遂行する際には，担当
教員の指導を受ける必要がある。以下のスケジュールに
従って演習形式の授業を実絡する。

（第１回）　 イントロダクション，研究計画の検討
（第２回）　 研究進捗状況の発表と評価1（材料の設計）
（第３回）　 研究進捗状況の発表と評価2（原料の精製）
（第４回）　 研究進捗状況の発表と評価3（素材の合成）
（第５回）　 研究進捗状況の発表と評価4（生成物の精製）
（第６回）　 研究進捗状況の発表と評価5（生成物の構造解

析）
（第７回）　 研究進捗状況の発表と評価6（生成物の化学構

造の決定）
（第８回）　 研究進捗状況の発表と評価7（生成物を用いた

成形加工）
（第９回）　 研究進捗状況の発表と評価8（成形加工品の精

製）
（第10回）　 研究進捗状況の発表と評価9（成形加工品の構

造解析）
（第11回）　 研究進捗状況の発表と評価10（成形加工品の構

造の決定）
（第12回）　 研究進捗状況の発表と評価11（成形加工品の物

性評価）
（第13回）　 研究進捗状況の発表と評価12（成形加工品の機

能性評価）
（第14回）　 研究成果の報告と講評

履修上の注意
　本科目の遂行に際しては，高分子化学に精通している必
要がある。これらの科目を十分に復習し，新たな知識を獲
得するよう自己学習すること。取り扱う研究テーマは工学
的・科学的に重要な内容を含んでおり，研究成果は人類共
通の財産として発表する必要がある。機会を逃さず国内外
の学会で積極的に発表すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎時間予習及び復習内容を説明する。

教科書
　特になし

参考書
　特になし

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討議における積極性や
論理性，研究発表等を総合的に評価する。
　評点の配分割合は，次の通りとする。
1．研究内容40％
2．研究能力30％
3．発表能力30％
　以上の合計により，60％以上を合格とする。

その他
　

指導テーマ
（新しい機能材料の提案とその創製）
　人々の生活を豊かにするような新しい材料を創製するこ
とを目指す。本年度に予定している指導テーマの主題（仮
題）は次の通りである。
・植物由来のバイオプラスチックの研究
・生分解性プラスチックの研究
・温室効果ガスを分離除去するガス分離膜の研究
・食品ロス（フードロス）削減のバリア膜の研究
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科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 永井　一清

授業の概要・到達目標
　先端機能材料に関連する未解決問題の中から研究対象と
なるテーマを決定し，独自の考えによって実験・解析を行
い，そこから得られた結果を検討・考察する。さらに学術的・
工学的に価値のある成果を出し，学会における講演会や学
術論文誌においてその成果を発表することによって，社会
に貢献する。本科目では，これらの研究活動を通じて未知
の課題を特定し，適切なアプローチ方法を考え，計画的に
実行し，その結果を工学的に正しく評価する能力の育成を
目標としている。

授業内容
　各自の研究テーマに従って研究を遂行する際には，担当
教員の指導を受ける必要がある。以下のスケジュールに
従って演習形式の授業を実絡する。

（第１回）　 イントロダクション，研究計画の検討
（第２回）　 研究進捗状況の発表と評価1（材料の設計）
（第３回）　 研究進捗状況の発表と評価2（原料の精製）
（第４回）　 研究進捗状況の発表と評価3（素材の合成）
（第５回）　 研究進捗状況の発表と評価4（生成物の精製）
（第６回）　 研究進捗状況の発表と評価5（生成物の構造解

析）
（第７回）　 研究進捗状況の発表と評価6（生成物の化学構

造の決定）
（第８回）　 研究進捗状況の発表と評価7（生成物を用いた

成形加工）
（第９回）　 研究進捗状況の発表と評価8（成形加工品の精

製）
（第10回）　 研究進捗状況の発表と評価9（成形加工品の構

造解析）
（第11回）　 研究進捗状況の発表と評価10（成形加工品の構

造の決定）
（第12回）　 研究進捗状況の発表と評価11（成形加工品の物

性評価）
（第13回）　 研究進捗状況の発表と評価12（成形加工品の機

能性評価）
（第14回）　 研究成果の報告と講評

履修上の注意
　本科目の遂行に際しては，高分子化学に精通している必
要がある。これらの科目を十分に復習し，新たな知識を獲
得するよう自己学習すること。取り扱う研究テーマは工学
的・科学的に重要な内容を含んでおり，研究成果は人類共
通の財産として発表する必要がある。機会を逃さず国内外
の学会で積極的に発表すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎時間予習及び復習内容を説明する。

教科書
　特になし

参考書
　特になし

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討議における積極性や
論理性，研究発表等を総合的に評価する。
　評点の配分割合は，次の通りとする。
1．研究内容40％
2．研究能力30％
3．発表能力30％
　以上の合計により，60％以上を合格とする。

その他
　

指導テーマ
（新しい機能材料の提案とその創製）
　人々の生活を豊かにするような新しい材料を創製するこ
とを目指す。本年度に予定している指導テーマの主題（仮
題）は次の通りである。
・植物由来のバイオプラスチックの研究
・生分解性プラスチックの研究
・温室効果ガスを分離除去するガス分離膜の研究
・食品ロス（フードロス）削減のバリア膜の研究
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科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 深澤　倫子

授業の概要・到達目標
　「水の構造と機能」をキーワードに，水分子が関連する
様々な物質の物理化学的性質を原子・分子レベルのミクロ
な視点から研究する。水分子は，地球上や宇宙空間，生体
内等に大量に存在し，自然現象や生体機能を支配する重要
なファクターとなる。本研究室では特に，惑星科学・エネ
ルギー工学の分野で注目されるガスハイドレート，環境科
学の分野で重要な氷，医用材料等として応用性の高いハイ
ドロゲルを中心に研究を展開している。

授業内容
［第１回］　 研究のテーマ解説
［第２回］　 研究進捗状況の発表と評価（研究対象とする物質

の構造）
［第３回］　 研究進捗状況の発表と評価（研究対象とする物質

の物性）
［第４回］　 研究進捗状況の発表と評価（従来の研究に関する

分析）
［第５回］　 研究進捗状況の発表と評価（実験手法）
［第６回］　 研究進捗状況の発表と評価（試料生成法）
［第７回］　 研究進捗状況の発表と評価（結果の解析法）
［第８回］　 研究進捗状況の発表と評価（結果のまとめ方）
［第９回］　 研究進捗状況の発表と評価（過去の研究結果との

比較）
［第10回］　 研究進捗状況の発表と評価（結果の考察）
［第11回］　 研究進捗状況の発表と評価（議論）
［第12回］　 研究進捗状況の発表と評価（論文執筆法）
［第13回］　 研究進捗状況の発表と評価（プレゼンテーション

法）
［第14回］　 研究成果の報告と講評

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　計画的に研究を進め，討論に必要な資料等は事前に準備
しておくこと。

教科書
　講義の中で指定する。

参考書
　講義の中で指定する。

成績評価の方法
　研究への取り組みと成果により評価する。

その他

科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 深澤　倫子

授業の概要・到達目標
　「水の構造と機能」をキーワードに，水分子が関連する
様々な物質の物理化学的性質を原子・分子レベルのミクロ
な視点から研究する。水分子は，地球上や宇宙空間，生体
内等に大量に存在し，自然現象や生体機能を支配する重要
なファクターとなる。本研究室では特に，惑星科学・エネ
ルギー工学の分野で注目されるガスハイドレート，環境科
学の分野で重要な氷，医用材料等として応用性の高いハイ
ドロゲルを中心に研究を展開している。

授業内容
［第１回］　 研究のテーマ解説
［第２回］　 研究進捗状況の発表と評価（研究対象とする物質

の構造）
［第３回］　 研究進捗状況の発表と評価（研究対象とする物質

の物性）
［第４回］　 研究進捗状況の発表と評価（従来の研究に関する

分析）
［第５回］　 研究進捗状況の発表と評価（実験手法）
［第６回］　 研究進捗状況の発表と評価（試料生成法）
［第７回］　 研究進捗状況の発表と評価（結果の解析法）
［第８回］　 研究進捗状況の発表と評価（結果のまとめ方）
［第９回］　 研究進捗状況の発表と評価（過去の研究結果との

比較）
［第10回］　 研究進捗状況の発表と評価（結果の考察）
［第11回］　 研究進捗状況の発表と評価（議論）
［第12回］　 研究進捗状況の発表と評価（論文執筆法）
［第13回］　 研究進捗状況の発表と評価（プレゼンテーション

法）
［第14回］　 研究成果の報告と講評

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　計画的に研究を進め，討論に必要な資料等は事前に準備
しておくこと。

教科書
　講義の中で指定する。

参考書
　講義の中で指定する。

成績評価の方法
　研究への取り組みと成果により評価する。

その他
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科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 深澤　倫子

授業の概要・到達目標
　「水の構造と機能」をキーワードに，水分子が関連する
様々な物質の物理化学的性質を原子・分子レベルのミクロ
な視点から研究する。水分子は，地球上や宇宙空間，生体
内等に大量に存在し，自然現象や生体機能を支配する重要
なファクターとなる。本研究室では特に，惑星科学・エネ
ルギー工学の分野で注目されるガスハイドレート，環境科
学の分野で重要な氷，医用材料等として応用性の高いハイ
ドロゲルを中心に研究を展開している。

授業内容
［第１回］　 研究のテーマ解説
［第２回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第３回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第４回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第５回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第６回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第７回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第８回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第９回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第10回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第11回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第12回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第13回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第14回］　 研究成果の報告と講評

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　計画的に研究を進め，討論に必要な資料等は事前に準備
しておくこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究への取り組みと成果により評価する。

その他

科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 深澤　倫子

授業の概要・到達目標
　「水の構造と機能」をキーワードに，水分子が関連する
様々な物質の物理化学的性質を原子・分子レベルのミクロ
な視点から研究する。水分子は，地球上や宇宙空間，生体
内等に大量に存在し，自然現象や生体機能を支配する重要
なファクターとなる。本研究室では特に，惑星科学・エネ
ルギー工学の分野で注目されるガスハイドレート，環境科
学の分野で重要な氷，医用材料等として応用性の高いハイ
ドロゲルを中心に研究を展開している。

授業内容
［第１回］　 研究のテーマ解説
［第２回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第３回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第４回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第５回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第６回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第７回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第８回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第９回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第10回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第11回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第12回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第13回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第14回］　 研究成果の報告と講評

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　計画的に研究を進め，討論に必要な資料等は事前に準備
しておくこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究への取り組みと成果により評価する。

その他
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科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 本多　貴之

授業の概要・到達目標
　今現在，広く利用されている有機工業材料は化石燃料由
来のものが主となっている。しかしながら，化石燃料はそ
の資源量に限りがある事から，代替可能な部分については
他の資源への転換が重要である。本研究では，この他の資
源としてさまざまな天然物を利用することを目的とした研
究を行う。
　また，現状行われている天然物の利用について化学的な
解釈を加えることで，より有用な利用方法の開発を可能と
することを目的としている。
　国内外での学会（年1 ～ 2回）において発表できる内容に
仕上げることを目標とする。

授業内容
　概要に沿った論文の輪読，新手法の活用についての議論
を行い，研究をどのように進めるかを決定する。（全14回）

（第１回）　 ガイダンス・研究計画の検討
（第２回）　 対象とする天然物の選択
（第３回）　 実験・分析手法の選定
（第４回）　 中間発表〈1回目〉：研究のテーマ及び目的の発表
（第５回）　 測定結果の評価
（第６回）　 測定条件の検討
（第７回）　 測定結果の再現性評価
（第８回）　 測定結果の数学的手法による解析
（第９回）　 中間発表〈2回目〉：初期の測定結果についての発

表
（第10回）　 学会発表に向けたデータの整理
（第11回）　 他手法への応用展開の検討
（第12回）　 複数手法における評価
（第13回）　 複数手法間での結果の統合
（第14回）　 中間発表〈3回目〉：応用化学研究1の総括

履修上の注意
　研究の立案・進め方に関しては討論の上決めることも多
いので，討論に必要な知識は積極的に学習し研究を行うこ
と。

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表に必要な論文の内容をよく調べ，発表に臨むこと。

教科書
　特に指定しない

参考書
　有機合成および化学分析に関わる図書及び辞書

成績評価の方法
　研究への積極的な関わり，自主的な進行計画の立案を評
価する

その他
　

指導テーマ
　今現在，広く利用されている有機工業材料は化石燃料由
来のものが主となっている。しかしながら，化石燃料はそ
の資源量に限りがある事から，代替可能な部分については
他の資源への転換が重要な要素である。本研究では，この
他の資源としてさまざまな天然物を利用することを目的と
した研究を行う。
　また，現状行われている天然物の利用について化学的な
解釈を加えることで，より有用な利用方法の開発を可能と
することを目的としている。
　本研究では主として以下のテーマを取り扱う。
1） 天然油脂を原材料とする高分子材料の開発
2） 天然塗料の重合反応および劣化反応の解析
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科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 本多　貴之

授業の概要・到達目標
　今現在，広く利用されている有機工業材料は化石燃料由
来のものが主となっている。しかしながら，化石燃料はそ
の資源量に限りがある事から，代替可能な部分については
他の資源への転換が重要な要素である。本研究では，この
他の資源としてさまざまな天然物を利用することを目的と
した研究を行う。
　また，現状行われている天然物の利用について化学的な
解釈を加えることで，より有用な利用方法の開発を可能と
することを目的としている。
　国内外での学会（年1 ～ 2回）において発表できる内容に
仕上げることを目標とする。

授業内容
　概要に沿った論文の輪読，新手法の活用についての議論
を行い，研究をどのように進めるかを決定する。（全14回）

（第１回）　 応用化学研究1での問題点，改善点の検討
（第２・３回）　 実験・分析手法の試行・研究
（第４回）　 中間発表〈4回目〉：改善がなされたか否か
（第５～８回）　 実験内容の再検討・他物質への応用
（第９回）　 中間発表〈5回目〉：研究の進捗状況，今後の展

望について
（第10 ～ 13回）　 学会発表もしくは論文投稿に向けたデー

タの整理
（第14回）　 中間発表〈6回目〉：応用化学研究2の総括

履修上の注意
　研究の立案・進め方に関しては討論の上決めることも多
いので，討論に必要な知識は積極的に学習し研究を行うこ
と。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各個のテーマに必要な予備知識，最新の動向について調
べる事。

教科書
　特に指定しない

参考書
　有機合成および化学分析に関わる図書及び辞書

成績評価の方法
　研究への積極的な関わり，自主的な進行計画の立案を評
価する

その他
　

指導テーマ
　今現在，広く利用されている有機工業材料は化石燃料由
来のものが主となっている。しかしながら，化石燃料はそ
の資源量に限りがある事から，代替可能な部分については
他の資源への転換が重要な要素である。本研究では，この
他の資源としてさまざまな天然物を利用することを目的と
した研究を行う。
　また，現状行われている天然物の利用について化学的な
解釈を加えることで，より有用な利用方法の開発を可能と
することを目的としている。
　本研究では主として以下のテーマを取り扱う。
1） 天然油脂を原材料とする高分子材料の開発
2） 天然塗料の重合反応および劣化反応の解析
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科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 本多　貴之

授業の概要・到達目標
　今現在，広く利用されている有機工業材料は化石燃料由
来のものが主となっている。しかしながら，化石燃料はそ
の資源量に限りがある事から，代替可能な部分については
他の資源への転換が重要である。本研究では，この他の資
源としてさまざまな天然物を利用することを目的とした研
究を行う。
　また，現状行われている天然物の利用について化学的な
解釈を加えることで，より有用な利用方法の開発を可能と
することを目的としている。
　国内外での学会（年1 ～ 2回）において発表できる内容に
仕上げることを目標とする。

授業内容
　概要に沿った論文の輪読，新手法の活用についての議論
を行い，研究をどのように進めるかを決定する。（全14回）

（第１回）　 論文投稿への準備（内容として妥当か，データ
は十分か）

（第２・３回）　 論文投稿もしくは学会発表
（第４回）　 中間発表〈7回目〉：研究の進捗状況，今後の展望

について
（第５～８回）　 修士論文に向けた現状の確認と全体の流

れの確認
（第９回）　 中間発表〈8回目〉：研究の進捗状況，今後の展望

について
（第10 ～ 13回）　 修士論文に向けたデータの整理・不足点の

確認
（第14回）　 中間発表〈9回目〉：応用化学研究3の総括

履修上の注意
　研究の立案・進め方に関しては討論の上決めることも多
いので，討論に必要な知識は積極的に学習し研究を行うこ
と。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各個のテーマに必要な予備知識，最新の動向について調
べる事。

教科書
　特に指定しない

参考書
　有機合成および化学分析に関わる図書及び辞書

成績評価の方法
　研究への積極的な関わり，自主的な進行計画の立案を評
価する

その他
　

指導テーマ
　今現在，広く利用されている有機工業材料は化石燃料由
来のものが主となっている。しかしながら，化石燃料はそ
の資源量に限りがある事から，代替可能な部分については
他の資源への転換が重要な要素である。本研究では，この
他の資源としてさまざまな天然物を利用することを目的と
した研究を行う。
　また，現状行われている天然物の利用について化学的な
解釈を加えることで，より有用な利用方法の開発を可能と
することを目的としている。
　本研究では主として以下のテーマを取り扱う。
1） 天然油脂を原材料とする高分子材料の開発
2） 天然塗料の重合反応および劣化反応の解析
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科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 本多　貴之

授業の概要・到達目標
　今現在，広く利用されている有機工業材料は化石燃料由
来のものが主となっている。しかしながら，化石燃料はそ
の資源量に限りがある事から，代替可能な部分については
他の資源への転換が重要な要素である。本研究では，この
他の資源としてさまざまな天然物を利用することを目的と
した研究を行う。
　また，現状行われている天然物の利用について化学的な
解釈を加えることで，より有用な利用方法の開発を可能と
することを目的としている。
　国内外での学会（年1 ～ 2回）において発表できる内容に
仕上げることを目標とする。

授業内容
　概要に沿った論文の輪読，新手法の活用についての議論
を行い，研究をどのように進めるかを決定する。（全14回）

（第１回）　 研究全体の総括と今後のまとめに向けての方
向決定

（第２・３回）　 修士論文にまとめる際の参考文献等の整理，
確認

（第４回）　 中間発表〈10回目〉：研究の進捗状況，今後の展
望について

（第５～８回）　 修士論文草稿の作成と不備の確認
（第９回）　 中間発表〈11回目〉：修士論文の進捗状況
（第10 ～ 13回）　 修士論文の作成と内容の推敲
（第14回）　 修士論文発表

履修上の注意
　研究の立案・進め方に関しては討論の上決めることも多
いので，討論に必要な知識は積極的に学習し研究を行うこ
と。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各個のテーマに必要な予備知識，最新の動向について調
べる事。

教科書
　特に指定しない

参考書
　有機合成および化学分析に関わる図書及び辞書

成績評価の方法
　研究への積極的な関わり，自主的な進行計画の立案を評
価する

その他
　

指導テーマ
　今現在，広く利用されている有機工業材料は化石燃料由
来のものが主となっている。しかしながら，化石燃料はそ
の資源量に限りがある事から，代替可能な部分については
他の資源への転換が重要な要素である。本研究では，この
他の資源としてさまざまな天然物を利用することを目的と
した研究を行う。
　また，現状行われている天然物の利用について化学的な
解釈を加えることで，より有用な利用方法の開発を可能と
することを目的としている。
　本研究では主として以下のテーマを取り扱う。
1） 天然油脂を原材料とする高分子材料の開発
2） 天然塗料の重合反応および劣化反応の解析
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科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 本田　みちよ

授業の概要・到達目標
　生体は，細胞―細胞間の相互作用を巧みに利用し，組織
を形成する。立体的な組織の再生や，異常を誘引させて病
態モデルを作製する場合には，細胞とそれを取り巻く環境
を十分に理解し，構成する細胞同士の関係を読み解く必要
がある。細胞や生体構成物質との関係を解明するために，
応用化学研究1では，細胞生物学，分子生物学的手法に加え，
イメージング法を利用して，細胞内，生体内で起こる現象
を理解する。
　「生物化学」の手法を基盤にし，材料工学，歯学医学の分
野と共に研究を推進し，医療分野へ応用できる様々な技術
を構築することを目標とする。

授業内容
［第１回］　 全体構想および研究テーマの説明
［第２回］　 応用化学研究1における研究計画の立案と目標

設定
［第３回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（遺伝子発現解析）
［第４回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（遺伝子組み換え技術）
［第５回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（細胞培養）
［第６回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（組織培養）
［第７回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（培養細胞への遺伝子導入）
［第８回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（細胞内シグナル伝達の解析）
［第９回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（細菌の培養）
［第10回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（タンパク質の分離と検出）
［第11回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（タンパク質の局在観察）
［第12回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（形態観察）
［第13回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（in vivoイメージング）
［第14回］　 研究成果発表

履修上の注意
　研究を行う上で，細胞生物学に関する基礎的な知識を修
得する必要があるため，自己学習を行なうこと。
　得られた研究成果は，関連する学会等において積極的に
発表すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，研究対象論文およびその周辺研究に関する内容
や技術について文献等で調査し，綿密な研究計画を立案し
た上で研究を行うこと。
　研究報告や学習内容の発表等に際しては，自身のこれま
での研究成果や先行研究との比較を行なう等予め十分調査
する必要がある。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　研究成果（40％），学会発表および報告会における発表能
力（30％），研究へ取り組む姿勢（30％）により評価する。

その他
　研究進捗に関しては，毎月，報告書を提出し，フィード
バック面談を受ける。

指導テーマ
　本研究では，医療分野へ応用できる様々な技術を構築す
るために，以下のようなテーマを実施する。
　1）各種組織における細胞分化のメカニズムの解明
　2）血管形成と組織再生との関係
　3）組織再生技術の構築
　4）抗菌性タンパク質による抗菌発現メカニズムの解明
　5）標的指向性を有する薬剤送達システムの構築
　6）動物実験代替モデルの開発
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科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 本田　みちよ

授業の概要・到達目標
　生体は，細胞―細胞間の相互作用を巧みに利用し，組織
を形成する。立体的な組織の再生や，異常を誘引させて病
態モデルを作製する場合には，細胞とそれを取り巻く環境
を十分に理解し，構成する細胞同士の関係を読み解く必要
がある。細胞や生体構成物質との関係を解明するために，
応用化学研究2では，細胞生物学，分子生物学的手法に加え，
イメージング法を利用して，細胞内，生体内で起こる現象
を理解する。

「生物化学」の手法を基盤にし，材料工学，歯学・医学の分
野と共に研究を推進し，医療分野へ応用できる様々な技術
を構築することを目標とする。

授業内容
［第１回］　 応用化学研究2における研究計画の立案と目標

設定
［第２回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（タンパク質の構造解析）
［第３回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（タンパク質相互作用）
［第４回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（タンパク質の可視化）
［第５回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（抗菌薬の作用機序の解析（グラム
陽性菌））

［第６回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス
カッション（抗菌薬の作用機序の解析（グラム
陰性菌））

［第７回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス
カッション（細菌の形態観察）

［第８回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス
カッション（細菌の電位測定）

［第９回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス
カッション（薬剤処理による細胞応答性評価

（細胞毒性））
［第10回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（薬剤処理による細胞応答性評価
（活性測定））

［第11回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス
カッション（細胞周期の解析）

［第12回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス
カッション（三次元培養技術）

［第13回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス
カッション（立体組織の構築）

［第14回］　 総括

履修上の注意
　研究を行う上で，細胞生物学に関する基礎的な知識を修
得する必要があるため，自己学習を行なうこと。
　得られた研究成果は，関連する学会等において積極的に
発表すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，研究対象論文およびその周辺研究に関する内容
や技術について文献等で調査し，綿密な研究計画を立案し
た上で研究を行うこと。
　研究報告や学習内容の発表等に際しては，自身のこれま
での研究成果や先行研究との比較を行なう等予め十分調査
する必要がある。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　研究成果（40％），学会発表および報告会における発表能
力（30％），研究へ取り組む姿勢（30％）により評価する。

その他
　研究進捗に関しては，毎月，報告書を提出し，フィード
バック面談を受ける。

指導テーマ
　本研究では，医療分野へ応用できる様々な技術を構築す
るために，以下のようなテーマを実施する。
　1）各種組織における細胞分化のメカニズムの解明
　2）血管形成と組織再生との関係
　3）組織再生技術の構築
　4）抗菌性タンパク質による抗菌発現メカニズムの解明
　5）標的指向性を有する薬剤送達システムの構築
　6）動物実験代替モデルの開発
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科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（理学） 本田　みちよ

授業の概要・到達目標
　生体は，細胞―細胞間の相互作用を巧みに利用し，組織
を形成する。立体的な組織の再生や，異常を誘引させて病
態モデルを作製する場合には，細胞とそれを取り巻く環境
を十分に理解し，構成する細胞同士の関係を読み解く必要
がある。細胞や生体構成物質との関係を解明するために，
応用化学研究3では，細胞生物学，分子生物学的手法に加え，
イメージング法を利用して，細胞内，生体内で起こる現象
を理解する。
　「生物化学」の手法を基盤にし，材料工学，歯学・医学の
分野と共に研究を推進し，医療分野へ応用できる様々な技
術を構築することを目標とする。

授業内容
［第１回］　 全体構想および研究テーマの説明
［第２回］　 応用化学研究3における研究計画の立案と目標

設定
［第３回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（pH変化に対する細胞応答）
［第４回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（ペプチド）
［第５回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（タンパク質データバンク）
［第６回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（タンパク質の結合様式）
［第７回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（酵素の作用機序）
［第８回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（酵素反応機構）
［第９回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（疾病に関連する酵素反応機構）
［第10回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（糖タンパク質）
［第11回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（シグナル分子としての脂質）
［第12回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（生体膜構造）
［第13回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（チャネルタンパク質）
［第14回］　 研究成果発表

履修上の注意
　研究を行う上で，細胞生物学に関する基礎的な知識を修
得する必要があるため，自己学習を行なうこと。
　得られた研究成果は，関連する学会等において積極的に
発表すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，研究対象論文およびその周辺研究に関する内容
や技術について文献等で調査し，綿密な研究計画を立案し
た上で研究を行うこと。
　研究報告や学習内容の発表等に際しては，自身のこれま
での研究成果や先行研究との比較を行なう等予め十分調査
する必要がある。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　研究成果（40％），学会発表および報告会における発表能
力（30％），研究へ取り組む姿勢（30％）により評価する。

その他
　研究進捗に関しては，毎月，報告書を提出し，フィード
バック面談を受ける。

指導テーマ
　本研究では，医療分野へ応用できる様々な技術を構築す
るために，以下のようなテーマを実施する。
　1）各種組織における細胞分化のメカニズムの解明
　2）血管形成と組織再生との関係
　3）組織再生技術の構築
　4）抗菌性タンパク質による抗菌発現メカニズムの解明
　5）標的指向性を有する薬剤送達システムの構築
　6）動物実験代替モデルの開発
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科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（理学） 本田　みちよ

授業の概要・到達目標
　生体は，細胞―細胞間の相互作用を巧みに利用し，組織
を形成する。立体的な組織の再生や，異常を誘引させて病
態モデルを作製する場合には，細胞とそれを取り巻く環境
を十分に理解し，構成する細胞同士の関係を読み解く必要
がある。細胞や生体構成物質との関係を解明するために，
応用化学研究3では，細胞生物学，分子生物学的手法に加え，
イメージング法を利用して，細胞内，生体内で起こる現象
を理解する。
　「生物化学」の手法を基盤にし，材料工学，歯学・医学の
分野と共に研究を推進し，医療分野へ応用できる様々な技
術を構築することを目標とする。

授業内容
［第１回］　 応用化学研究4における研究計画の立案と目標

設定
［第２回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（生体エネルギーと化学反応）
［第３回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（光エネルギー）
［第４回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（植物細胞における糖質の生合成）
［第５回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（リン酸化）
［第６回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（発光と蛍光）
［第７回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（代謝制御解析）
［第８回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（ホルモン）
［第９回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（免疫機構）
［第11回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（新興感染症）
［第12回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（ワクチン）
［第13回］　 研究進捗状況の確認および研究方針のディス

カッション（プロテオーム解析）
［第14回］　 総括

履修上の注意
　研究を行う上で，細胞生物学に関する基礎的な知識を修
得する必要があるため，自己学習を行なうこと。
　得られた研究成果は，関連する学会等において積極的に
発表すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，研究対象論文およびその周辺研究に関する内容
や技術について文献等で調査し，綿密な研究計画を立案し
た上で研究を行うこと。
　研究報告や学習内容の発表等に際しては，自身のこれま
での研究成果や先行研究との比較を行なう等予め十分調査
する必要がある。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　研究成果（40％），学会発表および報告会における発表能
力（30％），研究へ取り組む姿勢（30％）により評価する。

その他
　研究進捗に関しては，毎月，報告書を提出し，フィード
バック面談を受ける。

指導テーマ
　本研究では，医療分野へ応用できる様々な技術を構築す
るために，以下のようなテーマを実施する。
　1）各種組織における細胞分化のメカニズムの解明
　2）血管形成と組織再生との関係
　3）組織再生技術の構築
　4）抗菌性タンパク質による抗菌発現メカニズムの解明
　5）標的指向性を有する薬剤送達システムの構築
　6）動物実験代替モデルの開発

― 390 ―



科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 我田　元

授業の概要・到達目標
　本研究室の研究領域：「新規機能性無機結晶，薄膜の探索・
作製とその作製プロセス開発，および物性に関する基礎的
知見の獲得」
　結晶とは原子や分子が規則正しく並んだ物質であり，
様々な先端機能性材料に応用されている。これら結晶を利
用し，新材料開発，性能向上，新機能付与を行うためには，
結晶育成手法の改善・開発や成長メカニズムの解明，基礎
物性の詳細な解析が必要となる。
　本研究室では新規機能性無機結晶・薄膜材料の探索・作製
や，その作製プロセス開発，および基礎物性の評価を通じ
て，未来材料の開発に貢献することを目的とする。また，
各研究テーマを通じて，無機結晶育成メカニズムの学理構
築や特性発現機構の解明を行うことを目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究分野と各指導研究テーマについての説明
［第２回］　 研究テーマの決定と研究計画の策定
［第３回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（結晶成長場と核生成）
［第４回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（均一核生成）
［第５回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（不均一核生成）
［第６回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（結晶成長と過飽和）
［第７回］　 中間発表会
［第８回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（ステップと沿面成長）
［第９回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（二次核生成による成長）
［第10回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（スパイラル成長）
［第11回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（平衡形とウルフの定理）
［第12回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（晶相変化，晶癖変化）
［第13回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（結晶形の観察手法）
［第14回a］　総括

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　各研究テーマごとに実験を実施し，適宜結果を解析し，
考察する。結果および考察内容をもとに，指導教員と議論
し，各テーマの到達目標に達するように研究を進展させる。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　成績は平常点，研究態度，中間発表などを総合して評価
する。

その他
　

指導テーマ
　具体的な指導研究テーマは以下の通り。
1） 溶液法による新規無機薄膜材料の作製とその物性解析
2） 無機薄膜材料の光応答機能化
3） 無機単結晶育成のための新規プロセス開発とその物性解

析
4） 無機結晶の溶液育成における成長様式の解明と学理構築
5） 無機結晶材料のアニオン制御による新機能発現
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科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 我田　元

授業の概要・到達目標
　本研究室の研究領域：「新規機能性無機結晶，薄膜の探索・
作製とその作製プロセス開発，および物性に関する基礎的
知見の獲得」
　結晶とは原子や分子が規則正しく並んだ物質であり，
様々な先端機能性材料に応用されている。これら結晶を利
用し，新材料開発，性能向上，新機能付与を行うためには，
結晶育成手法の改善・開発や成長メカニズムの解明，基礎
物性の詳細な解析が必要となる。
　本研究室では新規機能性無機結晶・薄膜材料の探索・作製
や，その作製プロセス開発，および基礎物性の評価を通じ
て，未来材料の開発に貢献することを目的とする。また，
各研究テーマを通じて，無機結晶育成メカニズムの学理構
築や特性発現機構の解明を行うことを目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究分野と各指導研究テーマについての説明
［第２回］　 研究テーマの決定と研究計画の策定
［第３回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（溶液場と結晶成長）
［第４回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（物質移動と律速過程）
［第５回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（不均一核生成と表面エネルギー）
［第６回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（オストワルド熟成）
［第７回］　 中間発表会
［第８回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（結晶成長への外場の影響）
［第９回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（結晶成長の実際：融液成長）
［第10回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（結晶成長の実際：気相法）
［第11回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（結晶成長の実際：フラックス法）
［第12回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（結晶成長の実際：ゾル―ゲル法）
［第13回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（結晶成長の実際：水溶液法・水熱法）
［第14回a］　総括

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　各研究テーマごとに実験を実施し，適宜結果を解析し，
考察する。結果および考察内容をもとに，指導教員と議論
し，各テーマの到達目標に達するように研究を進展させる。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　成績は平常点，研究態度，中間発表などを総合して評価
する。

その他
　

指導テーマ
　具体的な指導研究テーマは以下の通り。
1） 溶液法による新規無機薄膜材料の作製とその物性解析
2） 無機薄膜材料の光応答機能化
3） 無機単結晶育成のための新規プロセス開発とその物性解

析
4） 無機結晶の溶液育成における成長様式の解明と学理構築
5） 無機結晶材料のアニオン制御による新機能発現
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科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任講師　博士（工学） 我田　元

授業の概要・到達目標
　本研究室の研究領域：「新規機能性無機結晶，薄膜の探索・
作製とその作製プロセス開発，および物性に関する基礎的
知見の獲得」
　結晶とは原子や分子が規則正しく並んだ物質であり，
様々な先端機能性材料に応用されている。これら結晶を利
用し，新材料開発，性能向上，新機能付与を行うためには，
結晶育成手法の改善・開発や成長メカニズムの解明，基礎
物性の詳細な解析が必要となる。
　本研究室では新規機能性無機結晶・薄膜材料の探索・作製
や，その作製プロセス開発，および基礎物性の評価を通じ
て，未来材料の開発に貢献することを目的とする。また，
各研究テーマを通じて，無機結晶育成メカニズムの学理構
築や特性発現機構の解明を行うことを目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究分野と各指導研究テーマについての説明
［第２回］　 研究テーマの決定と研究計画の策定
［第３回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（結晶格子，結晶系，結晶構造）
［第４回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（結晶の結合エネルギー，格子振動）
［第５回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（統計熱力学の基礎）
［第６回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（ボルツマン分布）
［第７回］　 中間発表会
［第８回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（固体の比熱と熱膨張）
［第９回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（量子力学の基礎）
［第10回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（シュレディンガーの波動方程式）
［第11回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（自由電子論と金属）
［第12回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（周期ポテンシャルとエネルギーバンド）
［第13回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（バンド理論と物質）
［第14回a］　総括

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　各研究テーマごとに実験を実施し，適宜結果を解析し，
考察する。結果および考察内容をもとに，指導教員と議論
し，各テーマの到達目標に達するように研究を進展させる。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　成績は平常点，研究態度，中間発表などを総合して評価
する。

その他
　

指導テーマ
　具体的な指導研究テーマは以下の通り。
1） 溶液法による新規無機薄膜材料の作製とその物性解析
2） 無機薄膜材料の光応答機能化
3） 無機単結晶育成のための新規プロセス開発とその物性解

析
4） 無機結晶の溶液育成における成長様式の解明と学理構築
5） 無機結晶材料のアニオン制御による新機能発現
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科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任講師　博士（工学） 我田　元

授業の概要・到達目標
　本研究室の研究領域：「新規機能性無機結晶，薄膜の探索・
作製とその作製プロセス開発，および物性に関する基礎的
知見の獲得」
　結晶とは原子や分子が規則正しく並んだ物質であり，
様々な先端機能性材料に応用されている。これら結晶を利
用し，新材料開発，性能向上，新機能付与を行うためには，
結晶育成手法の改善・開発や成長メカニズムの解明，基礎
物性の詳細な解析が必要となる。
　本研究室では新規機能性無機結晶・薄膜材料の探索・作製
や，その作製プロセス開発，および基礎物性の評価を通じ
て，未来材料の開発に貢献することを目的とする。また，
各研究テーマを通じて，無機結晶育成メカニズムの学理構
築や特性発現機構の解明を行うことを目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究分野と各指導研究テーマについての説明
［第２回］　 研究テーマの決定と研究計画の策定
［第３回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（物質と電気伝導）
［第４回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（透明導電膜の応用）
［第５回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（透明導電膜の基礎物性）
［第６回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（透明導電材料の実際と研究開発）
［第７回］　 中間発表会
［第８回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（透明導電材料の作製方法・評価方法）
［第９回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（均一系・不均一系光触媒）
［第10回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（光触媒の応用）
［第11回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（光触媒の基礎物性）
［第12回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（光触媒材料の実際と研究開発）
［第13回］　 研究テーマに関する実験の実施と結果の解析

（光触媒材料の作製方法・評価方法）
［第14回a］　総括

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　各研究テーマごとに実験を実施し，適宜結果を解析し，
考察する。結果および考察内容をもとに，指導教員と議論
し，各テーマの到達目標に達するように研究を進展させる。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　成績は平常点，研究態度，中間発表などを総合して評価
する。

その他
　

指導テーマ
　具体的な指導研究テーマは以下の通り。
1） 溶液法による新規無機薄膜材料の作製とその物性解析
2） 無機薄膜材料の光応答機能化
3） 無機単結晶育成のための新規プロセス開発とその物性解

析
4） 無機結晶の溶液育成における成長様式の解明と学理構築
5） 無機結晶材料のアニオン制御による新機能発現
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科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 渡邉　友亮

授業の概要・到達目標
　研究領域：「先端機能無機材料探索とその自然環境にやさ
しい合成プロセスの開発」
　研究概要：現在我々の享受している生活環境は高度に発
達した物質・材料なく語ることはできない。同時に多量の
物質・材料を生産・消費したために地球上のあらゆる場面で
自然環境が破壊されているのも周知の事実である。本研究
室では次のような研究領域を通して未来の地球環境保全に
貢献したいと考える。
① 先端機能物質合成：高効率の次世代ナノフォトニック材

料（高効率の次世代照明への応用により長寿命化やエネ
ルギー消費量の削減），可視光応答型水分解光触媒（太
陽エネルギーから直接水素を生成，真のクリーンエネル
ギーへの挑戦），その他

② 低環境負荷材料作製プロセス：素晴らしい環境機能を
持った物質でも実際の製品化の際に多大なエネルギーを
消費するようでは環境にやさしいとはいえない。そこで
溶液プロセスなどの液相プロセスを積極的に応用し，環
境負荷の小さな先端機能材料作製プロセスを開発する。

授業内容
　本研究室では個人が選択した研究課題を通じて，自立し
た化学系研究者育成を念頭に置いた教育・研究を行う。実
際の研究遂行には問題提起能力，問題解決能力，実験技術，
データ整理能力，報告書作成能力，成果発表能力，語学力，
研究者同士のコミュニケーション能力など多彩な力を身に
つけることが肝要である。この中でも特に問題提起能力は
重要であるが通常の授業では習得し難いものである。本研
究室では各自の課題進行に従って発生するであろう数々の
問題点を積極的にピックアップ，整理し，討論を通じて問
題解決方法の模索をするといった手法で研究を遂行してゆ
く。

【第１回】研究テーマを説明する
【第２回】研究テーマの決定
【第３回】研究テーマに関する文献調査結果の発表と評価
【第４回】研究方法に関する発表と評価
【第５回】無機材料
【第６回】水熱法
【第７回】ソルボサーマル法
【第８回】アモノサーマル法
【第９回】固相反応法
【第10回】気相法
【第11回】スピンコート法
【第12回】電着法
【第13回】ロールプレス法
【第14回】研究成果の報告と講評

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　疑問に感じたことは事前に調査してくる。

教科書
　特になし

参考書
　特になし

成績評価の方法
　日常の研究活動，研究ディスカッション，中間発表，学
会発表の内容を総合して評価する。

その他
　

指導テーマ
　光触媒の合成
　希土類ドープ酸化物ナノ粒子の水熱合成とその発光物性
　新規複合酸窒化物材料の探索
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科目ナンバー： ST ACH592J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 渡邉　友亮

授業の概要・到達目標
　研究領域：「先端機能無機材料探索とその自然環境にやさ
しい合成プロセスの開発」
　研究概要：現在我々の享受している生活環境は高度に発
達した物質・材料なく語ることはできない。同時に多量の
物質・材料を生産・消費したために地球上のあらゆる場面で
自然環境が破壊されているのも周知の事実である。本研究
室では次のような研究領域を通して未来の地球環境保全に
貢献したいと考える。
① 先端機能物質合成：高効率の次世代ナノフォトニック材

料（高効率の次世代照明への応用により長寿命化やエネ
ルギー消費量の削減），可視光応答型水分解光触媒（太
陽エネルギーから直接水素を生成，真のクリーンエネル
ギーへの挑戦），その他

② 低環境負荷材料作製プロセス：素晴らしい環境機能を
持った物質でも実際の製品化の際に多大なエネルギーを
消費するようでは環境にやさしいとはいえない。そこで
溶液プロセスなどの液相プロセスを積極的に応用し，環
境負荷の小さな先端機能材料作製プロセスを開発する。

授業内容
　本研究室では個人が選択した研究課題を通じて，自立し
た化学系研究者育成を念頭に置いた教育・研究を行う。実
際の研究遂行には問題提起能力，問題解決能力，実験技術，
データ整理能力，報告書作成能力，成果発表能力，語学力，
研究者同士のコミュニケーション能力など多彩な力を身に
つけることが肝要である。この中でも特に問題提起能力は
重要であるが通常の授業では習得し難いものである。本研
究室では各自の課題進行に従って発生するであろう数々の
問題点を積極的にピックアップ，整理し，討論を通じて問
題解決方法の模索をするといった手法で研究を遂行してゆ
く。

【第１回】光触媒
【第２回】酸化物光触媒
【第３回】窒化物光触媒
【第４回】粉末触媒
【第５回】光電極型触媒
【第６回】中間報告会
【第７回】電気化学測定
【第８回】インピーダンス測定
【第９回】比表面積測定
【第10回】ラマン分光
【第11回】熱分析
【第12回】蛍光発光
【第13回】蛍光寿命
【第14回】研究成果の報告と講評

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　疑問に感じたことは事前に調査してくる。

教科書
　特になし

参考書
　特になし

成績評価の方法
　日常の研究活動，研究ディスカッション，中間発表，学
会発表の内容を総合して評価する。

その他
　

指導テーマ
　ペロブスカイト型複合窒化物のアンモノサーマル合成
　磁性金属内包カーボンナノカプセルの液相合成
　窒化物蛍光体の合成
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科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 渡邉　友亮

授業の概要・到達目標
　研究領域：「先端機能無機材料探索とその自然環境にやさ
しい合成プロセスの開発」
　研究概要：現在我々の享受している生活環境は高度に発
達した物質・材料なく語ることはできない。同時に多量の
物質・材料を生産・消費したために地球上のあらゆる場面で
自然環境が破壊されているのも周知の事実である。本研究
室では次のような研究領域を通して未来の地球環境保全に
貢献したいと考える。
① 先端機能物質合成：高効率の次世代ナノフォトニック材

料（高効率の次世代照明への応用により長寿命化やエネ
ルギー消費量の削減），可視光応答型水分解光触媒（太
陽エネルギーから直接水素を生成，真のクリーンエネル
ギーへの挑戦），その他

② 低環境負荷材料作製プロセス：素晴らしい環境機能を
持った物質でも実際の製品化の際に多大なエネルギーを
消費するようでは環境にやさしいとはいえない。そこで
溶液プロセスなどの液相プロセスを積極的に応用し，環
境負荷の小さな先端機能材料作製プロセスを開発する。

授業内容
　無機工業化学研究3・4の内容を示す。
指導テーマ

［第１回～４回］　 光触媒の合成
［第５回～８回］　 希土類ドープ酸化物ナノ粒子のソルボ

サーマル合成とそのUPCバイオイメー
ジングへの応用

［第９回～ 12回］　 希土類ドープ酸化物ナノ粒子の水熱合
成とその発光物性

［第13回～ 16回］　 新規複合酸窒化物材料の探索
［第17回～ 20回］　 ペロブスカイト型複合窒化物のアンモ

ノサーマル合成
［第21回～ 24回］　 磁性金属内包カーボンナノカプセルの

液相合成
［第25回～ 28回］　 窒化物蛍光体の合成
進行計画
　本研究室では個人が選択した研究課題を通じて，自立し
た化学系研究者育成を念頭に置いた教育・研究を行う。実
際の研究遂行には問題提起能力，問題解決能力，実験技術，
データ整理能力，報告書作成能力，成果発表能力，語学力，
研究者同士のコミュニケーション能力など多彩な力を身に
つけることが肝要である。この中でも特に問題提起能力は
重要であるが通常の授業では習得し難いものである。本研
究室では各自の課題進行に従って発生するであろう数々の
問題点を積極的にピックアップ，整理し，討論を通じて問
題解決方法の模索をするといった手法で研究を遂行してゆ
く。

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　疑問に感じたことは事前に調査してくる。

教科書
　特になし

参考書
　特になし

成績評価の方法
　日常の研究活動，研究ディスカッション，中間発表，学
会発表の内容を総合して評価する。

その他
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科目ナンバー： ST ACH692J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 応用化学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 渡邉　友亮

授業の概要・到達目標
　研究領域：「先端機能無機材料探索とその自然環境にやさ
しい合成プロセスの開発」
　研究概要：現在我々の享受している生活環境は高度に発
達した物質・材料なく語ることはできない。同時に多量の
物質・材料を生産・消費したために地球上のあらゆる場面で
自然環境が破壊されているのも周知の事実である。本研究
室では次のような研究領域を通して未来の地球環境保全に
貢献したいと考える。
① 先端機能物質合成：高効率の次世代ナノフォトニック材

料（高効率の次世代照明への応用により長寿命化やエネ
ルギー消費量の削減），可視光応答型水分解光触媒（太
陽エネルギーから直接水素を生成，真のクリーンエネル
ギーへの挑戦），その他

② 低環境負荷材料作製プロセス：素晴らしい環境機能を
持った物質でも実際の製品化の際に多大なエネルギーを
消費するようでは環境にやさしいとはいえない。そこで
溶液プロセスなどの液相プロセスを積極的に応用し，環
境負荷の小さな先端機能材料作製プロセスを開発する。

授業内容
　無機工業化学研究3・4の内容を示す。
指導テーマ

［第１回～４回］　 光触媒の合成
［第５回～８回］　 希土類ドープ酸化物ナノ粒子のソルボ

サーマル合成とそのUPCバイオイメー
ジングへの応用

［第９回～ 12回］　 希土類ドープ酸化物ナノ粒子の水熱合
成とその発光物性

［第13回～ 16回］　 新規複合酸窒化物材料の探索
［第17回～ 20回］　 ペロブスカイト型複合窒化物のアンモ

ノサーマル合成
［第21回～ 24回］　 磁性金属内包カーボンナノカプセルの

液相合成
［第25回～ 28回］　 窒化物蛍光体の合成
進行計画
　本研究室では個人が選択した研究課題を通じて，自立し
た化学系研究者育成を念頭に置いた教育・研究を行う。実
際の研究遂行には問題提起能力，問題解決能力，実験技術，
データ整理能力，報告書作成能力，成果発表能力，語学力，
研究者同士のコミュニケーション能力など多彩な力を身に
つけることが肝要である。この中でも特に問題提起能力は
重要であるが通常の授業では習得し難いものである。本研
究室では各自の課題進行に従って発生するであろう数々の
問題点を積極的にピックアップ，整理し，討論を通じて問
題解決方法の模索をするといった手法で研究を遂行してゆ
く。

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　疑問に感じたことは事前に調査してくる。

教科書
　特になし

参考書
　特になし

成績評価の方法
　日常の研究活動，研究ディスカッション，中間発表，修
士論文発表会，修士論文の内容を総合して評価する。

その他
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科目ナンバー： ST ACH621J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 有機構造化学特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 本多　貴之

授業の概要・到達目標
　有機構造化学は，化学合成により種々の有機物を合成す
るための考え方を修得する事を目標とする。具体的には，
目的化合物を合成するためのルートを考える方法を学び，
どのようなルートが合成に適しているかを考える力を養う。
　合成対象は星の数ほどあるが，この講義では「酸素」を
キーワードに酸素を含む結合をもつ物質をパターン毎に学
んだ上で，複雑な物質の合成例について論文を参考にしな
がら学習する。

授業内容
［第１回］　 有機化学反応と有機構造化学
［第２回］　 シントンの考え方
［第３回］　 逆合成解析（1）～切断箇所が単純な系～
［第４回］　 逆合成解析（2）～官能基変換～
［第５回］　 逆合成解析（3）～切断箇所が複数ある系～
［第６回］　 逆合成解析（4）～全合成に関わる戦略～
［第７回］　 選択性（1）～官能基選択性と保護基～
［第８回］　 選択性（2）～位置選択性（1）～
［第９回］　 選択性（3）～位置選択性（2）～
［第10回］　 選択性（4）～立体選択性～
［第11回］　 有機構造解析（1）～質量分析～
［第12回］　 有機構造解析（2）～赤外分光分析＆一次元NMR

～
［第13回］　 有機構造解析（3）～二次元NMR ～
［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　この科目を受講する学生はあらかじめ有機反応化学1，
有機反応化学2，有機立体化学および有機合成化学を受講
しておくことが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　有機化学におけるレトロ合成の考え方を酸素の関わる反
応を例として授業を行う。学部時代に苦手な部分のあった
学生は，それらの内容を補填してから授業に臨むこと。

教科書
　『有機合成の戦略』，C. L.ウィリス，M.ウィルス，富岡　
清 訳（化学同人）

参考書
　『マクマリー　有機化学（上）』，JOHN McMURRY（東
京化学同人）
　『マクマリー　有機化学（中）』，JOHN McMURRY（東
京化学同人）

成績評価の方法
　毎回出欠を取り，授業期間中に演習や宿題を課し，総合
的に評価して得点の60％以上を合格とする。
　ただし欠席や遅刻が多い場合は成績評価の対象にしな
い。

その他
　オフィスアワーは特に定めていないが，質問等は教室あ
るいは研究室で受け付ける。研究室は天然物化学研究室（D
館5階D516室）です。

科目ナンバー： ST ACH621J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 反応有機化学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 土本　晃久

授業の概要・到達目標
　我々の身の回りには化学製品や医薬品などに代表される
有機化合物が溢れている。これらは生活する上で必要不可
欠なものであり，通常，酸素・窒素・リン・硫黄・ハロゲンな
どのヘテロ原子を含むことが多い。しかし，根幹を支えて
いるのは炭素―炭素結合からなる炭素骨格である。従っ
て，炭素と炭素の間に結合をつくる反応は有機合成化学に
おいては極めて重要な反応に位置付けることができる。こ
れまでに様々な炭素―炭素結合形成反応が報告されている
が，有機立体化学特論では，一般に良く知られている，有
機化学者として知っておくべき反応を取りあげ，反応が開
発された経緯に始まり，反応の利点や特徴に加えて改善さ
れるべき点について履修学生と共に考えながら講義を進め
る。履修者には，自分が取り上げたい反応をテキストの中
から選択し，その内容について詳細に調べて授業で発表す
る。私を含めた発表者以外の学生がその発表に対して疑問
に思ったことを質問し，参加者全員で議論を展開する。
　本講義では，有機人名反応の学習を通して有機反応の基
礎知識を養うことに加えて，各反応の利点や問題点・改善
点についても深く考察し，理解することを目的としていま
す。最終的には，自身で調べた人名反応を発表することで，
プレゼンテーションスキルの向上も図る。

授業内容
［第１回］：イントロダクション

有機人名反応とはどういったものかについて解
説します。また，履修者がどの人名反応を発表
対象にするかをこの時に決定します。
以降の第 2 回から第 8 回の講義において，
Mizoroki-Heck反応について解説します。これ
を通して，Mizoroki-Heck反応について理解を
深めてもらうと同時に，発表資料の作成の仕方
を学んでもらいます。

［第２回］：Mizoroki-Heck反応（1）
Mizoroki-Heck反応の一般式に始まり，Mizoroki-
Heck反応が発見された経緯や秘話を解説します。

［第３回］：Mizoroki-Heck反応（2）
Mizoroki-Heck反応において提唱されている触
媒サイクルのほか，一般に利用されている触媒
前駆体について理解する。

［第４回］：Mizoroki-Heck反応（3）
Mizoroki-Heck反応において提唱されている一
般的な触媒サイクルは，酸化的付加・アルケン
の挿入・β―水素脱離・還元的脱離の四つの素反
応から成り立っています。第 4 回目の講義では，
各素反応についての詳細を理解する。

［第５回］：Mizoroki-Heck反応（4）
Mizoroki-Heck反応の利点・問題点を理解する。

［第６回］：Mizoroki-Heck反応の応用例（1）
Mizoroki-Heck反応の触媒的不斉合成反応への
応用例について解説します。

［第７回］：Mizoroki-Heck反応の応用例（2）
Mizoroki-Heck反応の生理活性化合物合成への
応用例について解説します。

［第８回］：Mizoroki-Heck反応の応用例（3）
Mizoroki-Heck反応の機能性分子合成（有機EL
材料）への応用例について解説します。

［第９回］：人名反応に関する発表（1）
学生さんが取り上げた人名反応について，反応
が開発された経緯に始まり，反応の利点や特徴
に加えて改善されるべき点について発表しても
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らいます。なお，発表した人名反応がどのよう
な分野で活躍しているかの応用例についても紹
介してもらいます。

［第10回］：人名反応に関する発表（2）
学生さんが取り上げた人名反応について，反応
が開発された経緯に始まり，反応の利点や特徴
に加えて改善されるべき点について発表しても
らいます。なお，発表した人名反応がどのよう
な分野で活躍しているかの応用例についても紹
介してもらいます。

［第11回］：人名反応に関する発表（3）
学生さんが取り上げた人名反応について，反応
が開発された経緯に始まり，反応の利点や特徴
に加えて改善されるべき点について発表しても
らいます。なお，発表した人名反応がどのよう
な分野で活躍しているかの応用例についても紹
介してもらいます。

［第12回］：人名反応に関する発表（4）
学生さんが取り上げた人名反応について，反応
が開発された経緯に始まり，反応の利点や特徴
に加えて改善されるべき点について発表しても
らいます。なお，発表した人名反応がどのよう
な分野で活躍しているかの応用例についても紹
介してもらいます。

［第13回］：人名反応に関する発表（5）
学生さんが取り上げた人名反応について，反応
が開発された経緯に始まり，反応の利点や特徴
に加えて改善されるべき点について発表しても
らいます。なお，発表した人名反応がどのよう
な分野で活躍しているかの応用例についても紹
介してもらいます。

［第14回］：人名反応に関する発表（6）
学生さんが取り上げた人名反応について，反応
が開発された経緯に始まり，反応の利点や特徴
に加えて改善されるべき点について発表しても
らいます。なお，発表した人名反応がどのよう
な分野で活躍しているかの応用例についても紹
介してもらいます。

　なお，最後にこれまでの授業を総括します。

履修上の注意
　本講義は，通常の受け身の講義とは異なり，参加者全員
で考え，理解し，発表するといった能動的な講義スタイル
で進めて行きます。有機化学の基礎知識は，既に身に付い
ていることが前提となりますが，参加者全員が十分に理解
できるように，講義自体はゆっくりと，十分な時間をかけ
て進めます。

準備学習（予習・復習等）の内容
　有機化学の基本的知識は身についていることを前提とし
ていますので，不足している部分は，自らの事前学習で補
うこと。

教科書
1） 著者：東郷秀雄・有機人名反応　そのしくみとポイント・

講談社サイエンティフィク・ISBN：4-06-154329-6
2） 著者：Laszlo・Kurti & Barbara Czako監訳：富岡　清・人名

反応に学ぶ有機合成戦略・化学同人・ISBN：4-7598-1068-4

参考書
　必要があれば，適宜指示する。

成績評価の方法
　発表資料の出来具合（50％），質疑応答内容（50％）により
評価する。なお，特別な理由がない限り毎回の授業に出席
することが前提となります。

その他

科目ナンバー： ST ACH621J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 有機合成化学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 小川　熟人

授業の概要・到達目標
　医薬品や農薬品，機能性材料，天然有機材料など，身の
回りの製品は多くの有機化合物から成り立っている。我々
がこれらを人工的に得るためには，目的の化合物を立体選
択的に，かつ効率よく得るための新しい官能基変換法，新
しい反応試薬および新しい炭素―炭素結合形成法などを理
解することが必要であり，それらの知識は合成計画を立て
る上に重要な知識となる。本講義では，標的化合物を合成
するための合成計画や各種反応，立体選択性など，実際の
合成報告を題材としてこれらを学ぶ。
　最終的に，標的とする有機化合物の合成計画を立案し，
独自の合成方法を提案できることを目標とする。

授業内容
［第１回］　 ガイダンス
［第２回］　 有機合成反応における選択性
［第３回］　 多段階合成における合成計画
［第４回］　 選択性の発現を支配する要因
［第５回］　 溶媒効果と隣接基による反応制御
［第６回］　 鎖状分子と環状分子の立体制御
［第７回］　 プロスタグランジン類の合成―コーリーラク

トンを経由する合成―
［第８回］　 プロスタグランジン類の合成―三成分連結法

による合成―
［第９回］　 高歪み化合物の合成
［第10回］　 キュバンの合成
［第11回］　 ペリプラノンBの合成
［第12回］　 アセトゲニン類の合成
［第13回］　 標的化合物に対する合成計画の演習と考え方
［第14回］　 まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　有機化学の基本的な知識が必要であるため，学部におけ
る有機化学を復習しておくこと。

教科書
　プリントを配布する。

参考書

成績評価の方法
　平常点（40％），課題に対するレポート（30％），課題の発
表と討議（30％）により評価します。

その他
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科目ナンバー： ST ACH631J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 高分子化学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 永井　一清

授業の概要・到達目標
　プラスチックやゴムなど，高分子材料は私たちの生活に
無くてはならないものになっています。宇宙ステーション・
ロケット・自動車・鉄道・航空機・船舶の部品，電気電子製品，
建築・土木材料等に用いられる構造材料製品，化粧品，食品，
フィルム・シート，ペットボトル・包装材料，塗料，接着剤，
印刷，繊維，生分解性製品等に用いられる生活製品，ディ
スプレイ，燃料電池，光ファイバー部品等に用いられるエ
レクトロニクス製品，コンタクトレンズ，人工臓器，ドラッ
グデリバリーシステム等に使用されるバイオマテリアル製
品等があります。
　また，2016年1月1日に発効した国際連合の“持続可能な
開発のための2030アジェンダ”に掲げられた“持続可能な開
発目標Sustainable Development Goals（SDGs）”に基づき，
低炭素社会，自然共生社会など持続可能な社会づくりが進
められています。
　高分子化学特論では，大学で学んだ高分子の合成・物性・
機能・材料の基礎を基に，大学院レベルのより高度な内容
を産業界で高分子が利用されている分野で例示しながら解
説していきます。そしてSDGsに基づく社会づくりを意識
し，バックキャスティング型の考え方を導入し，高分子の
合成・物性・機能・材料の非連続的イノベーションを実現す
るためのグループワーク課題を実施し，履修者全員で議論
していきます。

授業内容
［第１回］： 高分子化学特論の概要
［第２回］： SDGsと高分子産業
［第３回］： プラスチックと海洋ごみ問題
［第４回］： 環境技術を支える高分子膜
［第５回］： 二酸化炭素の分離・回収
［第６回］： 第 2 回～第 5 回の講義を踏まえたグループワー

クA1
［第７回］： 第 2 回～第 5 回の講義を踏まえたグループワー

クA2
［第８回］： 水処理技術
［第９回］： バイオエタノールの濃縮
［第10回］： 水素ガス精製
［第11回］： 揮発性有機化合物（VOC）の分離・回収
［第12回］： 第 8 回～第11回の講義を踏まえたグループワー

クB1
［第13回］： 第 8 回～第11回の講義を踏まえたグループワー

クB2
［第14回］： 高分子化学特論のまとめ

履修上の注意
　毎時間出席をとります。講義中に討論の時間ももうける
ので，積極的に発言するように努力すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎時間予習及び復習内容を説明します。なお，第1回目
の講義は「概論」を行うため予習は不要です。

教科書
1． 最先端材料システムOne Point第6巻「高分子膜を用いた

環境技術」高分子学会編，共立出版（2012）ISBN 978-4-
320-04430-2

2． 適時講義に関連する資料を配布します。

参考書
1． バリア技術，永井一清編著，共立出版（2014）ISBN 978-

4-320-0447-0
2． 基礎高分子科学，高分子学会編，東京化学同人（2006）

ISBN 4-8079-0635-6
3． 高分子と水，高分子学会編，共立出版（1995）ISBN 4-320-

04339-1

成績評価の方法
　出席日数を満たしている者に対して，100点満点で成績
評価を行う。この100点の振り分けは，一般課題計40点，
グループワーク課題60点である。

その他
　オフィスアワーは，第1回目の講義の中で，受講者の他
の履修科目と重複しないことを確認して決定する。連絡先：
nagai＠meiji.ac.jp，研究室：先端機能材料研究室（理工学部
応用化学科）D418室
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科目ナンバー： ST ACH621J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 物理有機化学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 田原　一邦

授業の概要・到達目標
　低分子量有機化合物を用いた機能性材料の開発が近年盛
んになされている。具体的には，色素，有機発光体，有機
太陽電池，有機半導体，有機蓄電池，分子デバイス，液
晶，自己組織化膜，センサなどが例として挙げられる。こ
れら有機機能性材料の開発には，分子構造の設計をもとに
その電子状態と分子間相互作用を制御することが重要であ
る。この講義では，分子構造の設計指針となる物理有機化
学の基礎について，分子の電子構造，共役p電子系，分子
構造と分子集合体の相関に焦点をあてて解説する。加えて，
講義内では関連する物理有機化学の研究（英語論文）につい
て，担当学生による発表と全員での討論の形式により取り
扱い，当該分野における最先端研究について解説する。

授業内容
第１回a： イントロダクション
第２回： 電子構造（化学結合と分子軌道，分子の電子的性質）
第３回： 電子構造（共役化合物と芳香族化合物）
第４回： 電子構造（分子間・分子内相互作用と軌道相互作用）
第５回： 共役pi電子系（芳香族性）
第６回： 共役pi電子系（様々な共役p電子系）
第７回： 共役pi電子系（カルボカチオンとカルボアニオン）
第８回： 分子構造（立体異性とキラリティー）
第９回： 分子構造（ひずみと分子のかたち）
第10回： 分子集合体
第11回： 超分子
第12回： 物理有機化学研究の発表と討論（1）
第13回： 物理有機化学研究の発表と討論（2）
第14回： 物理有機化学研究の発表と討論（3）

履修上の注意
　本講義では，大学院レベルの物理有機分野の内容を扱い
ます。そのため，学部レベルの有機化学の知識が必須とな
ります。毎回の授業に関連する項目について必ず復習して
から受講してください。後半の研究紹介では，幾つかの学
術論文を指示するので，その中から学生が紹介する論文を
選び，発表してもらい，全員で討論する形式で行う予定です。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各回の内容について，教科書を中心として各自で復習す
ることを推奨します。

教科書
　「大学院講義 有機化学Ⅰ分子構造と反応・有機金属化
学」，野依良治編，東京化学同人
　「構造有機化学」，戸部義人，豊田真司著，朝倉書店

参考書
　最新の学術論文については，講義後半で指示する。

成績評価の方法
　発表と討論（80％）と講義途中での質疑応答（20％）などの
平常点の総合点を基準として成績を評価し，総合点が60点
に達していれば単位取得可とします。

その他

科目ナンバー： ST BCH531J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 無機化学特論１

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　工学博士 井奥　洪二

授業の概要・到達目標
　無機化学は多様な元素，単体，無機化合物を研究の対象
とする学問である。まず，物質はいつどのようにして誕生
したのか，物質を自然科学史的に概観する。合わせて，物
質・材料に関わる科学技術史に見るベネフィットとリスク
について考える。次に，無機化合物の中でも材料として重
要なセラミックスに焦点を当てる。セラミックスは構造材
料，電子材料，光学材料，医療材料，環境・エネルギー材
料などとして広く用いられており，現代から未来に向けて
欠かすことはできない。この授業では，元素，物質，材料，
およびセラミックスの基礎科学，製造方法，各種機能，産
業について解説する。本講義の到達目標は，科学技術のベ
ネフィットとリスクを意識した上で，無機材料を設計する
ための基盤となる知識を整理し身に着けることである。

授業内容
[第１回］　 イントロダクション
[第２回］　 宇宙のはじまりと物質の誕生
[第３回］　 物質の科学技術史に見るベネフィットとリスク
[第４回］　 物質の及ぼす生命・環境への影響
[第５回］　 物質から材料へ
[第６回］　 無機材料の分類と一般的な特徴
[第７回］　 セラミック粉体の合成，性質と評価
[第８回］　 セラミック粉体の成形と焼結
[第９回］　 セラミック構造材料
[第10回］　 セラミック電子材料
[第11回］　 セラミック環境・エネルギー材料
[第12回］　 セラミック医療材料
[第13回］　 複合材料
[第14回］　 総括

履修上の注意
　科学技術に広く関心を持ち，メディアから得られる情報
にも積極的に耳を傾けること。ただし，情報を鵜呑みにす
るのではなく，多様な観点から情報を吟味し，自らの頭で
ベネフィットとリスクを考えることが大切である。日常生
活が本授業と直結しているという意識を持って積極的に受
講して欲しい。
　なお，新型コロナウイルスの感染状況により，授業内容，
授業方法，授業回数，などに変更が生じる可能性がある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義中に指示したことについて予備調査をしてくるこ
と。授業中に配布するレジュメを振り返り，不明な部分が
あれば授業で質問すること。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　レポート50％，平常点50％
　なお，新型コロナウイルスの感染状況により，成績評価
の方法をレポート100％に変更する可能性がある。

その他
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科目ナンバー： ST BCH531J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 無機化学特論２

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 長尾　憲治

授業の概要・到達目標
　無機化学の一分野としてAlfred Wernerの配位説から始
まった錯体化学（配位化学）は，今では有機金属化学や無機
生物化学などを含みさらに様々な分野に向けて発展を続け
ています。現在の化学においては，有機物か無機物かに関
わらず物質化学を理解する上で必要不可欠な概念が錯体化
学です。そこで，本講義では広範囲に広がる錯体化学の基
礎から始めて錯体化学の目でみた生命現象（無機生物化学）
までを扱います。教科書には「大学院　錯体化学」，講談社
サイエンティフィクを使う。

授業内容
［第１回］　 錯体化学概観
［第２回］　 錯体の反応―溶液内平衡反応
［第３回］　 錯体の反応―安定度定数と錯体の構造の関連
［第４回］　 錯体の反応―電子移動反応
［第５回］　 錯体の反応―分子内電子移動反応
［第６回］　 錯体の反応―配位子の反応
［第７回］　 錯体の反応―光化学反応
［第８回］　 錯体の構造と物性―単結晶構造解析1（概要）
［第９回］　 錯体の構造と物性―単化粧構造解析2（測定法）
［第10回］　 錯錯体の構造と物性―X線分光法，光電子分光

法
［第11回］　 錯体の構造と物性―赤外・ラマン分光法
［第12回］　 錯体の構造と物性―可視紫外吸収スペクトルと

CDスペクトル
［第13回］　 錯体の構造と物性―電気化学測定法
［第14回］　 錯体の構造と物性―質量分析法，まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業の中で指示するキーワードやトピックについて，学
部の無機化学2，無機錯体化学1，2の講義内容（教科書，
講義ノート）とそれ以外の参考書などで，調べて自分なり
のイメージを持って授業に臨むこと。

教科書
　「大学院　錯体化学」講談社サイエンティフィク

参考書
　コットン，ウィルキンソン，ガウス「基礎無機化学（原書
第3版）」培風館
　ヒューイ「無機化学（上）（下）」東京化学同人
　シュライバー「無機化学（上）（下）」東京化学同人

成績評価の方法
　平常点（60％，原則的に全ての授業への出席が条件），提
出課題（40％，数回の小テスト，全授業の講義ノート）。

その他

科目ナンバー： ST MCH661J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 無機化学特論３

開 講 期 春学期集中 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　工学博士 石谷　治

授業の概要・到達目標
　20世紀は電気の時代，21世紀は光の時代と言われる。化
学者，化学技術者にとって光化学の知識は必須となってい
る。本講義では，光化学の基礎から応用まで幅広い知識を
習得し，光化学の研究を行うための基盤を構築することを
目指す。
　まず，光反応を学ぶために必要な知識（電磁波の分類，
光化学の基本法則，実験手法等）を習得する。その後，有
機化合物に絞って，その励起状態を分類し，各励起状態に
特有な反応およびその応用例について学ぶ。さらに，金属
錯体，有機金属および半導体の励起状態を学び，それらの
代表的な光反応である光電子移動について基礎から応用ま
で学ぶ。光を吸収することで生成する有機化合物，金属錯
体や有機金属，無機半導体の励起状態がどのような反応性
を示すかを学ぶ。そのような光反応が進行する理由を，分
子や材料の励起状態における電子分布から系統的に理解す
る。個々の励起状態に特有の光反応や光物理過程が，どの
ように応用されているかも合わせて学ぶ。

授業内容
［第１回］　 光とは，光化学の基本法則

　光化学に関する基礎知識の習得
［第２回］　 分子の励起状態，量子収率，光化学における実

験手法
　励起状態に関する基礎知識の習得

［第３回］　 有機化合物の励起状態の分類
　有機化合物の励起状態に関する基礎知識の
習得

［第４回］　 発光現象と測定
　発光に関する基礎知識の習得

［第５回］　 無機化合物の励起状態の分類
　無機化合物の励起状態に関する基礎知識の
習得

［第６回］　 光による結合の開裂，CVD，フォトレジスト
　σ-σ*励起状態の反応性に関する知識の習得

［第７回］　 光による分子の異性化，視覚，フォトクロミズ
ム，PHB
　p-p*励起状態の反応性に関する知識の習得

［第８回］　 エネルギー移動
　エネルギー移動に関する知識の習得

［第９回］　 励起分子による水素の引き抜き反応
　n-p*励起状態の反応性に関する知識の習得

［第10回］　 有機分子以外の励起状態：有機金属錯体
　金属錯体や有機金属の励起状態に関する知
識の習得

［第11回］　 金属錯体の光化学
　金属錯体や有機金属の光反応に関する知識
の習得

［第12回］　 光合成，光エネルギー変換
　光合成および光エネルギー変換に関する知
識の習得

［第13回］　 半導体の光化学
　半導体の励起状態と光反応に関する知識の
習得

［第14回］　 光触媒，EL，太陽電池
　無機化合物の光機能に関する知識の習得

履修上の注意
　化学の基礎知識があれば理解できると思います。
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準備学習（予習・復習等）の内容
　予習は特に要求しないが，授業終了後復習を行うこと。
特に用語の確認と，新たにでてきた概念に関しては記憶す
るように。

教科書
　配付資料

参考書
　井上晴夫ら：光化学Ⅰ（基礎化学シリーズ），丸善
　佐々木陽一，石谷　治：金属錯体の光化学，三共出版
　大谷文章：光触媒のしくみがわかる本，技術評論社
　徳丸克己：有機光化学反応論，東京化学同人（絶版）

成績評価の方法
　レポート

その他

科目ナンバー： ST BCH541J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 無機結晶化学特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 我田　元

授業の概要・到達目標
　この講義の目的は固体の電子的構造と性質を理解するこ
とにある。現在，有機材料，無機材料，および金属材料の
種類を問わず，固体材料に関する研究は活発に行われてい
る。これらの研究を行うためには，固体の電子的性質と，
その結晶構造や化学的性質との関係を知ることが必要であ
る。本講義では，固体物理学における概念を軌道や結合の
考え方で説明し，実際の固体材料との関連について化学的
観点から解説する。最終的には，初歩的なバンド理論を理
解し，固体材料の電子的性質と物性の関連について理解す
ることを目標とする。

授業内容
第１回a　ガイダンス
第２回　固体の化学的分類・固体中の電子
第３回　固体のエネルギー準位と化学結合1
第４回　固体のエネルギー準位と化学結合2
第５回　バンド理論1
第６回　バンド理論2
第７回　バンド理論3
第８回　電子反発の効果1
第９回　電子反発の効果2
第10回　格子ひずみ1
第11回　格子ひずみ2
第12回　欠陥・不純物・表面1
第13回　欠陥・不純物・表面2
第14回　まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，講義内容に関する参考書等について目を通して
おくこと。また，講義ノートや配布資料を利用して復習す
ること。

教科書
　特に指定しない

参考書
　「固体の電子構造と化学」（P.A.コックス著，技報堂出版），

「キッテル 固体物理学入門（上）（下）」（C.キッテル著，丸善）
など，固体化学・固体物理学関連の教科書

成績評価の方法
　提出課題（60点満点）および授業中の演習（40点満点）

その他
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科目ナンバー： ST MCH631J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 無機工業化学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　博士（工学） 熊田　伸弘

授業の概要・到達目標
　無機固体材料であるセラミックスは，化学的，電気的，
磁気的および機械的に優れた性質を備えたものがあり，多
くの用途に用いられている。セラミックスとして用いられ
る無機化合物の結晶構造と性質との関連性をキーワード
に，結晶構造の決定法から諸性質の発現機構まで代表的な
結晶型を持つ化合物を例として上げながら講義する。無
機材料特に酸化物結晶材料に関する結晶科学的知識を習得
し，無機結晶材料に対する理解を深める。

授業内容
［第１回］　 a：イントロダクション

b：無機固体材料の概要
無機固体材料であるセラミックスの材料への
応用例をあげながら，化学的，電気的，磁気的
および機械的性質について概説する。

［第２回］　 結晶構造と機能
代表的な無機固体材料の結晶構造を紹介し，そ
の結晶構造と性質の関連性を理解する。

［第３回］　 原子の最密充填構造
金属結晶の立方最密充填および六方最密充填
について理解し，その派生構造となる無機酸化
物の結晶構造を理解する。

［第４回］　 無機化合物の結晶構造
代表的な無機化合物の結晶構造を分類し，その
詳細な結晶構造と性質を理解する。

［第５回］　 イオン結晶の構造特性
イオン結晶の構造特性を理解するために，マー
デルング定数およびポーリング則を習得する。

［第６回］　 結晶構造の表示法（1）
結晶の定義，単位胞，格子定数およびブラベー
格子について理解する。

［第７回］　 結晶構造の表示法（2）
ミラー指数，格子面間隔，逆格子，ブラッグの
式について理解し，X線回折法の基礎知識を習
得する。

［第８回］　 結晶構造の描画（1）
対称要素および空間群を理解し，代表的な結晶
構造の描画法を習得する。

［第９回］　 結晶構造の描画（2）
結晶構造を描画できるコンピュータソフトウエ
アの操作方法を理解するとともに結晶構造デー
タベースを基に結晶構造の描画法を習得する。

［第10回］　 結晶構造の決定法（1）
粉末X線回折図形を用いた無機材料の結晶相の
同定法を習得する。

［第11回］　 結晶構造の決定法（2）
X線回折法を用いた結晶構造解析の原理を理解
する。

［第12回］　 結晶構造の決定法（3）
無機材料の結晶構造の精密化に使われるRietveld
法を習得する。

［第13回］　 無機材料の性質とキャラクタリゼーション（1）
主な無機固体材料の化学的，電気的，磁気的お
よび機械的性質を紹介し，その結晶構造と性質
の関連性を理解する。

［第14回］　 総まとめ

履修上の注意
　特になし

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回配布するプリント，演習問題を復習すること。
　配布するデータベースおよびソフトウエアを習熟するこ
と。

教科書
　プリントを配布

参考書
　「基礎から理解する化学②　結晶化学」，掛川一幸，熊田
伸弘，伊熊泰郎，山村　博，田中　功，みみずく舎

成績評価の方法
　小テストを3 ～ 4回，レポートは3 ～ 4回課す。
　成績の配点は小テストの合計50％，レポートの合計50％
とする。合計が満点の60％以上を単位修得の条件とする。
　就職活動（インターンシップ），研究室行事，学会発表等
で欠席する場合には事前に申告し，指定のレポートを提出
することで小テストの振替とすることができる。ただし，
3回までとする。

その他
　質問がある場合にはメール（kumada＠yamanashi.ac.jp）
で連絡すること。
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科目ナンバー： ST PCE611J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 分離工学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　博士（工学） 栗原　清文

授業の概要・到達目標
　化学プロセスはその80％以上が成分分離操作で占められ
ている。本講では各種分離操作の中でも広く利用されてい
る相変化や異相間の分配による分離操作（蒸留，液液抽出，
晶析）について，その基礎となる相平衡の熱力学的なとら
え方（相平衡の条件，状態図の特徴，相平衡の計算法など）
を解説する。合わせて相平衡に関係する基本的な計算法を
理解するために，相平衡計算を行うためのワークシート

（Excel）の作成を課題とする。具体的な到達目標は次のよ
うである。
1．気液平衡の状態図と平衡計算法を理解する（50％）。
2．固液平衡の状態図と平衡計算法を理解する（30％）。
3．液液平衡の状態図と平衡計算法を理解する（20％）。

授業内容
［第１回］　 化学プロセスにおける分離技術の重要性，分離

技術の分類を概説する。学習目標：分離技術の
重要性の理解。

［第２回］　 分離技術の基礎としての相平衡を学ぶ上で必
要となる混合物の熱力学的な基礎事項である
成分と組成，混合量を解説し，最後に部分モル
量の定義を説明する。学習目標：熱力学の基礎
事項の復習。

［第３回］　 前回に引き続き熱力学の基礎として，部分モル
量の解説から始めて，Gibbs-Duhem式の説明
と，純物質のフガシティーとフガシティー係数
を説明するための導入を行う。学習目標：熱力
学の基礎事項の復習。

［第４回］　 前回に引き続き熱力学の基礎として，純物質の
フガシティーとフガシティー係数を解説し，続
いて混合物と混合物中の成分iのフガシティー
とフガシティー係数について解説するととも
に，活量係数についても説明する。学習目標：
熱力学の基礎事項の復習。

［第５回］　 前回に引き続き熱力学の基礎として，理想溶液
および過剰量について解説する。特に過剰量
の中でも過剰Gibbsエネルギーについて詳解す
る。学習目標：熱力学の基礎事項の復習。

［第６回］　 熱力学の基礎の最後として，一般化Gibbs-Duhem
式の導出と，フガシティーを用いた相平衡の条
件を解説する。学習目標：熱力学の基礎事項の復
習。

［第７回］　 気液二相平衡の状態図の特徴と計算法の解説
と，気液二相平衡を計算するためのExcelワー
クシートの作成，その1。学習目標：気液二相
平衡関連事項の理解と，2成分系を対象に実測
データからの活量係数の計算法とその作図法
の習得。

［第８回］　 気液二相平衡を計算するためのExcelワーク
シートの作成，その2。学習目標：活量係数式中
の2成分パラメータの決定法の習得。

［第９回］　 気液二相平衡を計算するためのExcelワーク
シートの作成，その3。学習目標：決定した2成
分パラメータを用いた2成分系の沸点計算法と
その作図法の習得。

［第10回］　 固液二相平衡の状態図の特徴と計算法の解説
と，固液二相平衡を計算するためのExcelワー
クシートの作成と作図，その1。学習目標：固
液二相平衡関連事項の理解と，固液平衡の中で
多数を占める共晶系（2成分系）を対象に，活量
係数式を用いた共晶点の決定法の習得。

［第11回］　 固液二相平衡を計算するためのExcelワーク
シートの作成と作図，その2。学習目標：活量
係数式を用いた共晶系（2成分系）の液相線（第 1
成分リッチ側）の計算法の習得。250Kにおける
計算結果で計算値の正しさを判定。

［第12回］　 固液二相平衡を計算するためのExcelワーク
シートの作成と作図，その3。学習目標：活量
係数式を用いた共晶系（2成分系）の液相線（第 2
成分リッチ側）の計算法の習得。250Kにおける
計算結果で計算値の正しさを判定。

［第13回］　 液液二相平衡の状態図の特徴と計算法の解説
と，液液二相平衡を計算するためのExcelワー
クシートの作成，その1。学習目標：液液二相
平衡関連事項の理解と，活量係数式を用いた2
成分系液液平衡の計算法の習得。

［第14回］　 液液二相平衡を計算するためのExcelワーク
シートの作成，その2と，課題の提出。学習目標：
活量係数式を用いた2成分系液液二相平衡の計
算法の習得に加え，その作図法の習得。

履修上の注意
　この科目の履修する学生は応用化学科設置の「基礎物理
化学」，「化学工学基礎」および「分離化学工学」を受講して
いることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
【予習】
　毎回，シラバスで毎回の「授業計画」の内容を確認して授
業に臨んでください。また，この科目は相平衡計算を行う
ためのExcelのワークシートを作成することを課題とする
ため，Excelを用いた図の作成方法およびSolverの使い方
を予習してください。

【復習】
　授業後は，その日のうちに授業中に指摘した重要事項に
ついて十分に復習し，理解を深めてください。

教科書
　化学技術者のための熱力学改訂版，小島和夫，培風館

参考書
　必要に応じて，参照すべき相平衡に関連する学術雑誌を
講義中に伝達する。

成績評価の方法
　気液平衡，固液平衡および液液平衡を計算するワーク
シート（Excelファイル）の作成を課題として出題し，提出
されたワークシートを気液平衡50％，固液平衡30％，液液
平衡20％で総合評価する。

その他
　日本大学理工学部物質応用化学科化学工学研究室
　Tel：03-3259-0822
　E-mail：kurihara.kiyofumi＠nihon-u.ac.jp
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科目ナンバー： ST PCE661J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 データ化学工学特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 金子　弘昌

授業の概要・到達目標
　プログラミング言語Pythonを利用して，実験結果・化学
データを対象にしたデータ解析を行う。データ解析の理論
を学習するだけでなく，ハンズオン（体験学習）により，学
習した内容を自分の手でプログラミングして実行すること
で，深い理解および実践力の向上を目指す。プログラミン
グの基礎から学び，さらにサンプルプログラムを事前に準備
しておくため，プログラミングについて心配する必要はない。
　実験結果・化学データを解析し，その解析結果を解釈す
ることで，データから有用な知見を自分の力で得られるよ
うになることを到達目標とする。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション（データ解析・プログラミング）
［第２回］　 Jupyter Notebookの使い方・Pythonプログラミング
［第３回］　 アルゴリズム
［第４回］　 化学データの扱い・読み込み・確認・保存
［第５回］　 基礎統計・検定
［第６回］　 分散分析
［第７回］　 相関分析
［第８回］　 線形の回帰分析
［第９回］　 非線形の回帰分析
［第10回］　 線形のクラス分類
［第11回］　 非線形のクラス分類
［第12回］　 回帰モデル・クラス分類モデルの評価・解釈
［第13回］　 モデルの逆解析
［第14回］　 総括・さらに深みを目指すために

履修上の注意
　数式を使用することがあるが，数学について特別な準備は必要
ない。不安な人はhttps://datachemeng.com/basicmathematics/
を見ておくこと。
　第2回以降，毎回ノートパソコンを使用する。Python 3.6以上の
Anaconda（https://www.anaconda.com/products/individual）
をインストールし，必ず持参すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に配布した資料をよく読んでくること。授業内容を
振り返り，不明な部分があれば授業で質問すること。授業
で紹介した事柄・問題について文献・web等で調べること。

教科書
　特に定めない。

参考書
　全般：『Pythonで気軽に化学・化学工学』 金子弘昌 著（丸
善出版）2021年
　Python・アルゴリズム：『実践力を身につけるPythonの教
科書』クジラ飛行机 著（マイナビ出版）2009年
　Jupyter Notebook : https://goo.gl/FRWrax
　分散分析・相関分析：『エンジニアのための実践データ解
析』藤井宏之 著（東京化学同人）2009年
　回帰分析・クラス分類 ： http://datachemeng.com/
summarydataanalysis/

成績評価の方法
　平常点50％，レポート50％

その他

科目ナンバー： ST PCE631J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 触媒化学特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 岩瀬　顕秀

授業の概要・到達目標
　「触媒」という言葉は，小学校から高校までの理科におい
てたびたび耳にする言葉である。また，大学の授業におい
てもしばしば登場する。ただし，たいていの場合，「”しょ
くばい”があれば反応が効率良く進む」程度の認識でしか扱
われていないのが現状であろう。触媒化学特論では，触媒
についてより詳細に理解することを目的としている。具体
的には，反応が起こる触媒上での活性部位，メカニズム，
活性発現の原因などについて学ぶ。また，現状様々な分野
で用いられている触媒の具体例について学ぶ。

授業内容
［第１回］　 触媒の基礎
［第２回］　 触媒の調製法
［第３回］　 触媒反応の速度論
［第４回］　 触媒の構造および物性
［第５回］　 固体触媒の機能制御
［第６回］　 固体触媒の種類
［第７回］　 工業触媒
［第８回］　 環境触媒
［第９回］　 エネルギー関連触媒
［第10回］　 固体物理（1）
［第11回］　 固体物理（2）
［第12回］　 固体物理（3）
［第13回］　 光触媒
［第14回］　 試験，まとめ

履修上の注意
　板書またはスライドを基本とした授業を行う。スマホな
どによる板書の撮影を禁止する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　復習をしっかりすること。

教科書
　指定しない。

参考書

成績評価の方法
　平常点（小テストやレポートなど）50％，期末試験50％
とする。全体の60％以上の点数で単位取得とする。

その他
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科目ナンバー： ST ACH641J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 表面・局所分析特論

開 講 期 春学期集中 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 齊藤　敬

授業の概要・到達目標
　物質と電磁波の相互作用に基づく機器分析法には数多く
のものがある。物質や材料を取り扱う際には，様々な機器
分析法を測定ツールとして使用する。大学院生として表面・
局所分析を理解し，これらの機器・分析方法を適切に使用
できるようになることが到達目標である。
　本講義では，化学状態分析と表面分析の概要について学
習する。内容は二つの部分に大別され，前半は表面分析装
置を概観し，さらに表面分析の中でも様々な分野で使用さ
れているX線分析法を中心に実例を示しながら解説する。
後半は，表面分析法で得られたデータの取り扱いについて，
実際の薄膜試料や磁性材料，電気デバイス，環境試料の分
析事例を交えて理解を深める。

授業内容
【一日目】
第１回：イントロダクション・表面・局所分析の実際
第２回：物質とイオン・電子・電磁波との相互作用
第３回：光電子分光法（XPS），Auger電子分光法（AES）
第４回： 二次イオン質量分析法（SIMS），イオン励起X線分

光法（PIXE）
【二日目】
第５回：電子顕微鏡・X線について
第６回：X線回折法の原理と特長（1）
第７回：X線回折法の原理と特長（2）（分析の実例）
第８回：蛍光X線分析法の原理と特長（1）

【三日目】
第９回：蛍光X線分析法の原理と特長（2）（分析の実例）
第10回：電子顕微鏡を用いた分析（1）（分析の実例）
第11回：電子顕微鏡を用いた分析（2）（分析の実例）

【四日目】
第12回：データの取り扱い（1）
第13回：データの取り扱い（2）
第14回：aのみ：最新のX線分析の動向・まとめ

履修上の注意
　春学期集中講義として4日間で授業を行う。授業は講義
形式で行い，授業終了時にレポートを課す。

準備学習（予習・復習等）の内容
　大学院では，研究テーマとしてあらゆる素材を取り扱っ
ていると考えている。各自の研究で使用している機器分析
装置についてあらかじめ調査し，不明な点があれば授業で
質問すること。授業内で取り扱った表面分析装置について
授業を振り返り，より最適なデータの取り扱いを考えるこ
と。

教科書
　特に定めない。授業の際に適時資料を配布する。

参考書
　「X線分析最前線」アグネ技術センター発行，「粉末X線解
析の実際」朝倉書店
　「蛍光X線分析の実際」朝倉書店，「EPMA電子プローブ・
マイクロアナライザー」技術書院

成績評価の方法
　成績は講義内での課題・小テスト等を30％，期末レポー
トを70％で評価する。
　レポート課題：自身の研究と表面・局所分析技術に関連さ
せたレポートの作成を予定している。

その他
　集中講義であり，4時限×2日＋3時限×2日での授業を
予定している。
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科目ナンバー： ST MCH651J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 機能性材料分析特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 相澤　守

授業の概要・到達目標
　機能性材料は，ITやナノテクノロジー・環境・健康医療な
どの様々な分野で我々の生活を支えている。本講義では，
そのような「機能性材料」を取り上げ，材料を横糸に，その
分析・解析手法を縦糸として授業を構成する。
　今年度は，材料として高度医療・福祉を実現するのに不
可欠な「生体材料（バイオマテリアル）」を取り上げる。生体
材料の全体像を概説するとともに，その材料のキャラクタ
リゼーションを行なう手段として，電子顕微鏡法などの
種々の分析法を説明する。また，生体材料の機能に着目し
て，材料の生体適合性の評価についても言及する。

授業内容
［第１回］　 授業スケジュールと内容の概略説明，成績評価

について
［第２回］　 生体材料概論

　（定義，社会的ニーズ，素材による分類と応用）
［第３回］　 バイオセラミックス＃1およびセラミックスプ

ロセシング＃1
　（定義，セラミックスの中での位置付け，セ
ラミックス原料の合成）

［第４回］　 セラミックスのキャラクタリゼーション
　（粒子形態の観察；電子顕微鏡の利用，観察例
の紹介）

［第５回，６回］　 セラミックスプロセシング＃2
　（セラミックスを作る；焼結プロセス：初期・
中期・後期過程）

［第７回］　 バイオセラミックス＃2
　（バイオセラミックスの性質による分類とそ
の応用）

［第８回］　 アパタイトの構造と機能
　（代表的なバイオセラミックスのアパタイトに
ついて紹介する）

［第９回］　 バイオセラミックスの生物学的評価（in vitro/
vivo系）
　（バイオセラミックスと細胞・生体との相互作
用について概説する）

［第10回～ 11回］　 プレゼンテーション；「理想的なバイオ
マテリアルを創る」

［第12回］　 トピックス講演
　（外部の有識者をお呼びしてバイオマテリア
ルに関するトピックス講演をお願いする）

［第13回］　 ティッシュエンジニアリング（最近のトピック
の紹介）

［第14回］　 総括

履修上の注意
　特になし。

準備学習（予習・復習等）の内容
　第1回目に指示する

教科書
　特になし，必要に応じてプリントを配布する。

参考書
　講義中に紹介する。

成績評価の方法
・ 第10-11回の「理想的なバイオマテリアルを創る」という課
題で単独あるいは2名のペアでプレゼンテーションを実施
する。独自のアイデアにより設計したバイオマテリアル
について15分程度（2名で行う場合は20分程度）のプレゼ
ンテーション（PPT使用）を披露してもらう。

・ 内容はプレゼンターに一任するが，以下の項目を含める
こと：1）現状の問題点，2）その問題点をブレークスルーす
る新しい取り組み，3）2の結果として創製される理想的
なバイオマテリアルのイメージ，4）そのバイオマテリアルの
適用部位など

・ それを参加者全員が5段階（A（5点），B（4），C（3），D
（2），E（1））で評価する。最も獲得した点数の高いグルー
プを100点とし，加算する。ペアで発表するものは私まで
申し出ること。

・ 出席は毎回とり，一回の出席点は2点とする。
・ 上記2項目の点数を加算して，60点以上を合格とする。

その他
　特になし。

― 409 ―



科目ナンバー： ST ACH641J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 分離分析化学特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 小池　裕也

授業の概要・到達目標
　分析化学の役割は，物質の特性，存在量（組成），存在状
態を明らかにすることである。対象とする物質の種類は，
従来から続いている新規化合物の合成・開発に加えて，近
年では生物系の物質が増加する傾向にある。一方，分析
機器の進歩・発展には著しいものがあり，かつては困難を
きわめたナノグラムあるいはピコグラムという超微量の検
出・測定ができる装置が登場している。しかし，これらの
驚異的な数値はあくまでも理想的な条件，すなわち何らか
の妨害を与える物質がまったく共存しなくて，装置の性能
を限界まで発揮させることができる場合にのみ得られるも
のであることが多い。通常の試料は単一成分であることは
まれであって，ほとんどの場合は複数成分の混合物である。
したがって，共存成分が目的成分の測定を妨害する場合が
多く，精確な分析値を得るにはそれら妨害成分を分離除去
することが不可欠である。
　本講義では，無機成分の定量の際に妨害除去法として用
いられる代表的な分離法について，原理と工業材料分析ま
たは環境分析への応用例を解説する。具体的には，溶媒抽
出法，固相抽出法，イオン交換法，共沈法を取りあげる。
また，それらの分離法を組み入れた放射化学分析について
も紹介する。これらの手法はいずれも溶液を対象とするた
め，先ず固体試料の溶液化（分解）を説明する。
　到達目標は，試料を与えられた場合に，どのようにして
試料を溶液にし，どの分離法を採用したら妨害成分が除去
でき，目的成分を所有する分析装置で精確に測定できるよ
うになるか，を立案する要領を習得することである。別の
言い方をすれば，どんな試料でも分析できる，という自信
を少しでも持てるようになることである。

授業内容
第１回a： イントロダクション・分離分析とは

b： 分離分析化学の基礎
第２回： 化学分析の精確さと分離の必要性（1）
第３回： 化学分析の精確さと分離の必要性（2）
第４回： 化学実験に必要な安全管理
第５回： 固体試料の溶液化（1）
第６回： 固体試料の溶液化（2）
第７回： 共沈法の原理と応用例
第８回： 溶媒抽出法の原理と応用例，イオン交換法の理論

とイオン交換体の種類・応用例
第９回： 固相抽出法種類と原理・応用例（1）
第10回： 固相抽出法種類と原理・応用例（2）
第11回： 分離・濃縮技術と放射化学（1）
第12回： 分離・濃縮技術と放射化学（2）
第13回： 分離・濃縮技術に関連するトピックス
第14回a： 環境問題と分析化学の役割・まとめ

履修上の注意
　分離分析技術はあらゆる化学の分野で利用される技術で
あり，興味を持って是非学んでほしい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業中の配布するスライド資料を振り返り，不明な点は
翌週の授業までに調査しておくこと。毎授業時間の演習レ
ポートの提出を原則とし，必要あれば演習レポート中に質
問を記載すること。

教科書
　特に定めない。

参考書
　日本分析化学会編：環境分析ガイドブック，丸善（2011）

成績評価の方法
　演習レポートを提出することとし，そのレポート点数の
総計を60％とする。授業中に課す分離分析技術にかかわる
レポート課題を40％として，レポート点数をあわせて評価
する。

その他
　授業期間中に宿題を課すことがある。
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科目ナンバー： ST ACH611J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 物理化学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 深澤　倫子

授業の概要・到達目標
　物質の構造や状態の変化は，平衡状態に向けて進行する。
この現象を正しく捉えるためには，熱力学で記述される巨
視的かつ静的な平衡状態のみではなく，分子運動に基づく
動的な平衡状態の理解が重要となる。本講義では，まず，
原子間相互作用と分子運動について説明した後，身近な物
質である水を例に，物質を原子・分子レベルのミクロな視
点から捉えることによって見えてくる動的な平衡状態につ
いて解説する。

授業内容
［第１回］　 授業スケジュールと内容の概略説明
［第２回］　 対称操作
［第３回］　 点群
［第４回］　 空間群＃1
［第５回］　 空間群＃2
［第６回］　 分子運動
［第７回］　 回転運動の対称性
［第８回］　 指標表
［第９回］　 振動運動の対称性＃1
［第10回］　 振動運動の対称性＃2
［第11回］　 基準振動の帰属
［第12回］　 存在状態の変化に応じた振動状態の変化
［第13回］　 まとめ
［第14回］　 期末試験

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義で学習した内容を復習しておくこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　演習問題 30％，期末試験 70％で成績評価を行う。

その他

科目ナンバー： ST ACH691J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 有機金属化学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　工学博士 小林　雄一

授業の概要・到達目標
　有機金属化合物は炭素―金属結合を持つ化合物であり，
これらの化合物の反応性や性質について研究する学問が有
機金属化学である。この講義の前半では，リチウム，マグ
ネシウム，ホウ素などの典型元素から成る有機金属化合物
の合成，性質，反応について概説する。後半では，遷移元
素を含む有機金属化合物を取り上げる。有機金属化合物を
触媒として用いる反応の基本と有機合成への応用について
も解説する。金属の関与する生化学反応も取り上げる。

授業内容
第１回　 有機金属化学の概要，典型金属化合物と遷移金属

化合物の違い
第２回　 代表的な典型有機金属化合物の性質と反応Li，

Mg，B化合物
第３回　 有機銅化合物（エノンへの1,4-付加反応，アリル

化反応，アルキル化反応）
第４回　 話題の反応（クリック反応と生化学，NHK反応）
第５回　 生理活性化合物（特にプロスタグランジンとレゾ

ルビン）の有機合成に使われた有機金属化合物
第６回　 不斉エポキシ化反応と有機合成への応用，不斉反

応を評価する基準の移り変わり
第７回　 これまでのまとめ
第８回　 遷移金属錯体の基礎（その1）カルボニル錯体，カ

ルベン錯体，メタロセン
第９回　 遷移金属錯体の基礎（その2）カルボニル錯体，カ

ルベン錯体，メタロセン
第10回　 Pd触 媒 反 応（Tsuji-Trost反 応，Wacker反 応，

Heck反応）
第11回　 名前で呼ばれるカップリング反応（鈴木・宮浦，薗

頭，熊田・玉尾，Stille反応）
第12回　 不斉水素化反応，不斉ジヒドロキシ化反応
第13回　 話題の反応（カルベン錯体を用いるアルケンやア

ルキンのメタセシス反応）
第14回　 これまでのまとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　これまでに学んだ有機化学と無機化学について復習して
おくことが好ましい。

教科書
　事前に自作教材を配布する。必要に応じてプリントも配
布する。

参考書
　大学院講義有機化学（初版または第2版），Ⅰ「分子構造と
反応・有機金属化学」，東京化学同人

成績評価の方法
　平常点（40％）と課題（60％）により評価する。

その他
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科目ナンバー： ST BIO621J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 生物化学特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 本田　みちよ

授業の概要・到達目標
　生命現象を担う生体構成物質は多くの有機化合物から構
成されているが，その生命現象を理解するためには様々な
観点から生体物質の構造や特徴を学ぶことが重要である。
一方，近年，種々の生物活性物質の高度な機能を利用して，
医薬品や医療品の開発にむけ先進的な研究がなされてお
り，医療分野での応用も期待されている。
　本講義では，生体構成物質や生物活性物質に注目し，生
物化学的応用を中心に，創薬などの医療分野における応用
の可能性について概説する。生命現象を担う生体構成物質
が化学反応（生化学反応）で果たす役割について理解するこ
とを目的とする。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション
［第２回］　 生体膜の構造と機能
［第３回］　 アミノ酸，ペプチド，タンパク質
［第４回］　 核酸
［第５回］　 酵素の機能，生体中の金属イオンの役割
［第６回］　 薬物代謝
［第７回］　 発がんと制がん，抗がん剤
［第８回］　 免疫，抗体医薬品
［第９回］　 感染症
［第10回］　 遺伝子改変技術とその応用
［第11回］　 細胞のシグナル伝達
［第12回］　 プレゼンテーション1
［第13回］　 プレゼンテーション2
［第14回］　 総括

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　復習として，授業で紹介された専門用語や課題について
文献等で調べること。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　必要な参考書は授業中に紹介する。

成績評価の方法
　授業成績の60％は提出課題，40％をプレゼンテーション
で評価する。

その他
　講義は，板書・パワーポイントを用い，印刷物を配布する。

科目ナンバー： ST ENV621J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 環境科学特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　博士（工学） 亀屋　隆志

授業の概要・到達目標
　わが国の環境問題は，水俣病など健康災害を伴う公害と
いった形で顕在化し，その後の国際社会の厳しい要求の中
で多様化してきている。この講義では，まず，過去に起こっ
た災害や事故の事例と教訓について学び，その原因と採ら
れた対策を検証する。その後，未だ被害は顕在化していな
いものの将来的な懸念とされている環境問題をとり上げて
リスク管理の概念や評価手法について学ぶ。この講義を通
じて，持続的社会の創成に向けた環境と技術と社会システ
ムとの調和のあり方についての知識と素養を身に付けた研
究者や技術者の育成に努める。

授業内容
［第１回］　 環境問題の顕在化の事例と教訓（1）

水俣病をはじめとする水環境に関する問題を
振り返り，その原因と対策を検証する。

［第２回］　 環境問題の顕在化の事例と教訓（2）
ばい煙や，酸性雨，オゾン層破壊などの大気環
境に関する問題を振り返り，その原因と対策を
検証する。

［第３回］　 近年の環境問題と未来への懸念
DXNsやPM2.5などの比較的新しい環境問題
や，国際的な調和の下で進められている今後の
対応についての理解を深める。

［第４回］　 資源や製品，廃棄物の流れと環境負荷
環境負荷の要因がモノ・お金・情報の流れに
密接に関係していることについて理解を深め
る。

［第５回］　 環境管理の仕組み（1）
社会における環境管理の仕組みとその考え方
に理解を深める。

［第６回］　 環境管理の仕組み（2）
企業における環境マネジメントシステムにつ
いて理解を深める。

［第７回］　 まとめと総合演習（1）
本講義の中間まとめを行い，また，演習を通じ
て，理解度を高める。

［第８回］　 化学物質管理の制度と取り組み
産業や環境における化学物質管理の必要性や，
法規制および世界的な取り組みについての基
礎知識を学ぶ。

［第９回］　 化学物質の危険有害性
化学物質の危険有害性に関する法規制や分類
および毒性指標についての基礎知識を学ぶ。

［第10回］　 化学物質のばく露と環境内運命
使用済みとなった化学物質の環境内での動態
やヒトや環境への曝露に関する基礎知識を学
ぶ。

［第11回］　 化学物質の環境モニタリングと仮想環境のモデ
ル計算
大気や水，土壌等へ排出された化学物質の環境
中でのモニタリングとモデル計算に関する基
礎知識を学ぶ。

［第12回］　 化学物質の環境リスクの評価と管理
環境リスクの解析手法や評価手法の考え方や
留意事項および評価事例に関する基礎知識を
学ぶ。

［第13回］　 環境リスクコミュニケーション
環境リスク管理に関する異なる立場の意見の
重要性やリスクコミュニケーションの手法や
事例についての理解を深める。
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［第14回］　 まとめと総合演習（2）
本講義の総まとめを行い，また，演習を通じて，
理解度を高める。

履修上の注意
　毎回の授業を大切にし，過去の経緯や利害の絡む仕組み，
異なる立場の意見などをより深く理解するため，授業時間
内や時間外メール等による質問や討論を歓迎する。

準備学習（予習・復習等）の内容
1） 過去から現在に至る環境白書について本講義に該当する

部分のフォローを推奨する。
2） 科学技術振興機構JSTの「技術者Web学習」の本講義に該

当する部分のフォローを推奨する。

教科書
　授業に必要な資料を配布する。

参考書
　環境白書，エネルギー白書。

成績評価の方法
　おおむね，授業中に行う小演習や宿題等を50％，まとめ
と総合演習を50％として，合計が満点の60％以上を単位修
得の条件とする。

その他
　連絡先：kameya-takashi-px^@^ynu.ac.jp（^@^は@のみ。）

科目ナンバー： ST ACH631J

応用化学専攻 備 考

科 目 名 無機材料科学特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　工学博士 石川　謙二

授業の概要・到達目標
　無機材料の性質は，その材料を構成する無機物質の化学
組成，相の種類，構造によってほぼ決定される。無機物質
の相の種類と化学組成の関係は相図を用い完全に記述する
ことができ，また無機物質の構造は点群や空間群を用い簡
潔に表現できる。現在では分子軌道計算やバンド計算など
の計算手法の進歩により無機物質の性質は構造さえ分かれ
ばある程度予測することができる。材料科学を志すものに
とっては相図や点群・空間群の知識の習得は必須である。
本講義では1成分系から3成分系の相図の読み方と点群・空
間群の意味・利用方法について詳しく解説する。

授業内容
［第１回］　 相図の読み方（1）
［第２回］　 相図の読み方（2）
［第３回］　 相図の読み方（3）
［第４回］　 相図の読み方（4）
［第５回］　 結晶構造とHermann-mauguinの記号（1）
［第６回］　 結晶構造とHermann-mauguinの記号（2）
［第７回］　 結晶構造とHermann-mauguinの記号（3）
［第８回］　 結晶構造とHermann-mauguinの記号（4）
［第９回］　 結晶構造とHermann-mauguinの記号（5）
［第10回］　 分子構造とSchoenfliesの記号（1）
［第11回］　 分子構造とSchoenfliesの記号（2）
［第12回］　 分子構造とSchoenfliesの記号（3）
［第13回］　 分子構造とSchoenfliesの記号（4）
［第14回］　 分子構造とSchoenfliesの記号（5）

履修上の注意
　欠席・遅刻すると授業の内容が分からなくなるので，欠
席・遅刻しないこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　次回の授業範囲について事前に教科書等で調べておくこ
と。

教科書
　特に定めない。授業中にプリントを配布する。

参考書
　授業中に配布するプリントに記してある。

成績評価の方法
　授業時間内に実施する演習を70％，課題のレポートを
30％の割合で評価する。合計が満点の60％以上が単位修得
の条件である。

その他
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■情報科学専攻（主要科目）

授業科目及び担当者

授業科目 （博士前期）
授業を行う

年次
単位
（演習）

情 報 基 礎 研 究 １ 1 2

情 報 基 礎 研 究 ２ 1 2

情 報 基 礎 研 究 ３ 2 4

情 報 基 礎 研 究 ４ 2 4

情 報 ハ ー ド ウ ェ ア 研 究 １ 1 2

情 報 ハ ー ド ウ ェ ア 研 究 ２ 1 2

情 報 ハ ー ド ウ ェ ア 研 究 ３ 2 4

情 報 ハ ー ド ウ ェ ア 研 究 ４ 2 4

情 報 ソ フ ト ウ ェ ア 研 究 １ 1 2

情 報 ソ フ ト ウ ェ ア 研 究 ２ 1 2

情 報 ソ フ ト ウ ェ ア 研 究 ３ 2 4

情 報 ソ フ ト ウ ェ ア 研 究 ４ 2 4

広 域 情 報 科 学 研 究 １ 1 2

広 域 情 報 科 学 研 究 ２ 1 2

広 域 情 報 科 学 研 究 ３ 2 4

広 域 情 報 科 学 研 究 ４ 2 4

担当者 博士前期担当 博士後期担当

専任教授 博士（理学） 飯 塚 秀 明 ○ ○

専任教授 工学博士 井 口 幸 洋 ○ ○

専任教授 工学博士 岩 崎 英 哉 2022年度未開講

専任准教授 博士（情報学） 小 林 浩 二 2022年度未開講

専任教授 博士（工学） 齋 藤 孝 道 ○ ○

専任教授 工学博士 髙 木 友 博 ○ ○

専任教授 博士（工学） 堤 利 　 幸 ○ ○

専任講師 博士（工学） 早 川 智 一 ○

専任教授 工学博士 林 　 陽 一 ○ ○

専任准教授 博士（情報学） 宮 本 龍 介 ○

専任講師 博士（学術） 向 井 秀 夫 ○

専任准教授 博士（科学） 横 山 大 作 ○
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■情報科学専攻（特修科目）

授業科目
授業を行う

年次
単位

（講義）
備考 担当者

（博士後期課程）

プ ロ ジ ェ ク ト マ ネ ジ メ ン ト 1～3 2 専任准教授 博士（工学） 三浦　登　他

（博士前期課程）

組 み 合 わ せ 最 適 化 特 論 1 2 兼任講師 博士（情報理工学） 宮 本 裕一郎

ア ル ゴ リ ズ ム 特 論 1 2 2022年度未開講

画 像 処 理 特 論 1 2 2022年度未開講

生 体 情 報 処 理 特 論 1 2 専任講師 博士（学術） 向 井 秀 夫

計 算 の 理 論 1 2 専任准教授 博士（情報学） 小 林 浩 二

情 報 論 理 数 学 特 論 1 2 2022年度未開講

非 線 形 関 数 解 析 学 特 論 1 2 2022年度未開講

計 算 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 特 論 1 2 兼任講師 博士（工学） 並 木 武 文

設 計 自 動 化 特 論 1 2 兼任講師 博士（工学） 三 浦 幸 也

コ ン ピ ュ ー タ 設 計 特 論 1 2 専任教授 工学博士 井 口 幸 洋

ディペンダブルコンピューティング特論 1 2 兼任講師 博士（工学） 三 浦 幸 也

コ ン ピ ュ ー タ ア ー キ テ ク チ ャ 特 論 1 2 専任教授 博士（工学） 堤 利  幸

Ｌ Ｓ Ｉ 設 計 特 論 1 2 2022年度未開講

ソ フ ト ウ ェ ア 基 礎 特 論 1 2 2022年度未開講

ソ フ ト ウ ェ ア 科 学 特 論 1 2 専任准教授 博士（科学） 横 山 大 作

ソ フ ト ウ ェ ア 工 学 特 論 1 2 専任講師 博士（工学） 早 川 智 一

シ ス テ ム 設 計 特 論 1 2 2022年度未開講

シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム 特 論 1 2 専任教授 理学博士 岩 崎 英 哉

プ ロ グ ラ ム 言 語 特 論 1 2 2022年度未開講

連 続 最 適 化 特 論 1 2 専任教授 博士（理学） 飯 塚 秀 明

情 報 シ ス テ ム 特 論 1 2 専任教授 工学博士 髙 木 友 博

知 能 ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 特 論 1 2 専任講師 博士（環境学） 松 田 匠 未

先 端 ロ ボ テ ィ ク ス 特 論 1 2 2022年度未開講

計 算 知 能 特 論 1 2 専任教授 工学博士 林  陽 一

ビ ッ グ デ ー タ 工 学 特 論 1 2 2022年度未開講

人 工 知 能 特 論 1 2 兼任講師 宮 崎 和 光

ネ ッ ト ワ ー ク 特 論 1 2 2022年度未開講

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 特 論 1 2 兼任講師 博士（情報科学） 伊 藤 正 彦

情 報 セ キ ュ リ テ ィ 特 論 1 2 2022年度未開講

分 散 シ ス テ ム 特 論 1 2 専任教授 博士（工学） 齋 藤 孝 道

情 報 科 学 特 論 1 2 2022年度未開講

機 械 学 習 特 論 1 2 専任准教授 博士（情報学） 宮 本 龍 介

組 込 み シ ス テ ム 特 論 1 2 2022年度未開講

脳 型 情 報 処 理 特 論 1 2 2022年度未開講

情 報 科 学 特 別 講 義 Ａ 1 2 専任教授 理学博士 岩 崎 英 哉

情 報 科 学 特 別 講 義 Ｂ 1 2 兼任講師 博士（情報学） 梅 本 和 俊

情 報 科 学 特 別 講 義 Ｃ 1 2 兼任講師 工学博士 大 森 隆 司

情 報 科 学 特 別 講 義 Ｄ 1 2 2022年度未開講

（共通総合科目）

科 学 論 文 英 語 特 論 1 2 兼任講師 博士（工学） 野 瀬 裕 之

科 学 論 文 英 語 特 論 1 2 専任准教授 Ph.D. マクタガート・イアン

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ａ 1 2 専任准教授 博士（理学） 宮 部 賢 志
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授業科目
授業を行う

年次
単位

（講義）
備考 担当者

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ｂ 1 2 専任教授 博士（工学） 嶋田 総太郎　他

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ｃ 1 2

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ｄ 1 2

学 際 領 域 特 論 Ａ 1 2 専任教授 工学博士 宮城　善一　他

学 際 領 域 特 論 Ｂ 1 2 専任教授 工学博士 久保田 寿夫　他

学 際 領 域 特 論 Ｃ 1 2 2022年度未開講

学 際 領 域 特 論 Ｄ 1 2

（共通基礎科目）

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ａ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｂ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｃ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｄ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｅ 1 2

情報科学専攻　科目振替措置表

2021年度以前入学者用科目名 2022年度以降入学者用科目名

意識システム特論 先端ロボティクス特論

2019年度以前入学者用科目名 2020年度以降入学者用科目名

プロジェクトマネジメント

2020年度以前入学者用科目名 2021年度以降入学者用科目名

理工学研究科総合講義Ｃ

理工学研究科総合講義D

学際領域特論Ｄ
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科目ナンバー： ST INF512J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報基礎研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 飯塚　秀明

授業の概要・到達目標
　研究テーマ解決のための方法とその理論的解析及び応用
例を得ることを目標とする。各自がもつ最適化理論の研究
テーマの解決方法について，プレゼンテーションを行い，
修正点や今後の課題を授業内での議論を通して明確にす
る。

授業内容
第１回：  制約無し最適化の研究調査（1）
第２回： 制約無し最適化の研究調査（2）
第３回： 制約無し最適化の研究調査（3）
第４回： 制約無し最適化の研究調査（4）
第５回： 制約無し最適化の研究調査（5）
第６回： 制約付き最適化の研究調査（1）
第７回： 制約付き最適化の研究調査（2）
第８回： 制約付き最適化の研究調査（3）
第９回： 制約付き最適化の研究調査（4）
第10回： 制約付き最適化の研究調査（5）
第11回： 不動点近似等の研究調査（1）
第12回： 不動点近似等の研究調査（2）
第13回： 不動点近似等の研究調査（3）
第14回： 不動点近似等の研究調査（4）・まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　これまでに習得した最適化アルゴリズムについて各自，
復習をしておくこと。

教科書
　なし。

参考書
　工学基礎　最適化とその応用　矢部博著　数理工学社
　非線形・凸解析学入門　高橋渉著　横浜図書
　凸解析学と不動点近似　高橋渉著　横浜図書

成績評価の方法
　発表内容とプレゼンテーション（40％），質疑応答の適切
な対処（20％），積極的な議論の参加（20％），授業の取り組
み姿勢（20％）により，評価する。

その他
　学会への参加を行う予定がある。

科目ナンバー： ST INF512J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報基礎研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 飯塚　秀明

授業の概要・到達目標
　最新の最適化理論の調査を行い，研究テーマを見つける
ことを目標とする。各自が調査した最適化理論等の最新の
研究動向を発表し，それに関する改善すべき点を授業内で
の議論を通して明確にする。

授業内容
第１回： 制約無し最適化の研究調査及びその問題点（1）
第２回： 制約無し最適化の研究調査及びその問題点（2）
第３回： 制約無し最適化の研究調査及びその問題点（3）
第４回： 制約無し最適化の研究調査及びその問題点（4）
第５回： 制約無し最適化の研究調査及びその問題点（5）
第６回： 制約付き最適化の研究調査及びその問題点（1）
第７回： 制約付き最適化の研究調査及びその問題点（2）
第８回： 制約付き最適化の研究調査及びその問題点（3）
第９回： 制約付き最適化の研究調査及びその問題点（4）
第10回： 制約付き最適化の研究調査及びその問題点（5）
第11回： 不動点近似等の研究調査及びその問題点（1）
第12回： 不動点近似等の研究調査及びその問題点（2）
第13回： 不動点近似等の研究調査及びその問題点（3）
第14回： 不動点近似等の研究調査及びその問題点（4）・まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　これまでに習得した最適化アルゴリズムについて各自，
復習をしておくこと。

教科書
　なし。

参考書
　工学基礎　最適化とその応用　矢部博著　数理工学社
　非線形・凸解析学入門　高橋渉著　横浜図書
　凸解析学と不動点近似　高橋渉著　横浜図書

成績評価の方法
　発表内容とプレゼンテーション（40％），質疑応答の適切
な対処（20％），積極的な議論の参加（20％），授業の取り組
み姿勢（20％）により，評価する。

その他
　学会への参加を行う予定がある。
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科目ナンバー： ST INF612J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報基礎研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（理学） 飯塚　秀明

授業の概要・到達目標
　研究テーマ解決のための方法とその理論的解析及び応用
例を得ることを目標とする。各自がもつ最適化理論の研究
テーマの解決方法について，プレゼンテーションを行い，
修正点や今後の課題を授業内での議論を通して明確にす
る。

授業内容
第１回： 制約無し最適化の研究調査（1）
第２回： 制約無し最適化の研究調査（2）
第３回： 制約無し最適化の研究調査（3）
第４回： 制約無し最適化の研究調査（4）
第５回： 制約無し最適化の研究調査（5）
第６回： 制約付き最適化の研究調査（1）
第７回： 制約付き最適化の研究調査（2）
第８回： 制約付き最適化の研究調査（3）
第９回： 制約付き最適化の研究調査（4）
第10回： 制約付き最適化の研究調査（5）
第11回： 不動点近似等の研究調査（1）
第12回： 不動点近似等の研究調査（2）
第13回： 不動点近似等の研究調査（3）
第14回： 不動点近似等の研究調査（4）・まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　これまでに習得した最適化アルゴリズムについて各自，
復習をしておくこと。

教科書
　なし。

参考書
　工学基礎　最適化とその応用　矢部博著　数理工学社
　非線形・凸解析学入門　高橋渉著　横浜図書
　凸解析学と不動点近似　高橋渉著　横浜図書

成績評価の方法
　発表内容とプレゼンテーション（40％），質疑応答の適切
な対処（20％），積極的な議論の参加（20％），授業の取り組
み姿勢（20％）により，評価する。

その他
　学会への参加を行う予定がある。

科目ナンバー： ST INF612J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報基礎研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（理学） 飯塚　秀明

授業の概要・到達目標
　最新の最適化理論の調査を行い，研究テーマを見つける
ことを目標とする。各自が調査した最適化理論等の最新の
研究動向を発表し，それに関する改善すべき点を授業内で
の議論を通して明確にする。

授業内容
第１回： 制約無し最適化の研究調査及びその問題点（1）
第２回： 制約無し最適化の研究調査及びその問題点（2）
第３回： 制約無し最適化の研究調査及びその問題点（3）
第４回： 制約無し最適化の研究調査及びその問題点（4）
第５回： 制約無し最適化の研究調査及びその問題点（5）
第６回： 制約付き最適化の研究調査及びその問題点（1）
第７回： 制約付き最適化の研究調査及びその問題点（2）
第８回： 制約付き最適化の研究調査及びその問題点（3）
第９回： 制約付き最適化の研究調査及びその問題点（4）
第10回： 制約付き最適化の研究調査及びその問題点（5）
第11回： 不動点近似等の研究調査及びその問題点（1）
第12回： 不動点近似等の研究調査及びその問題点（2）
第13回： 不動点近似等の研究調査及びその問題点（3）
第14回： 不動点近似等の研究調査及びその問題点（4）・まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　これまでに習得した最適化アルゴリズムについて各自，
復習をしておくこと。

教科書
　なし。

参考書
　工学基礎　最適化とその応用　矢部博著　数理工学社
　非線形・凸解析学入門　高橋渉著　横浜図書
　凸解析学と不動点近似　高橋渉著　横浜図書

成績評価の方法
　発表内容とプレゼンテーション（40％），質疑応答の適切
な対処（20％），積極的な議論の参加（20％），授業の取り組
み姿勢（20％）により，評価する。

その他
　学会への参加を行う予定がある。
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科目ナンバー： ST INF522J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報ハードウェア研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 井口　幸洋

授業の概要・到達目標
　答えが簡単にないものにトライし，答えを見つけられる
問題解決能力をつけるのが大目標。
　小さい問題を見つけることで改良を行う経験は重要。
　上記のことを目指し，各自選択したテーマを日々学び改
良することで，その能力を高める。

授業内容
　2年間の博士前期課程（修士）の研究テーマを選択し，そ
れについての調査研究を行い，どこに問題があるか，それ
をどのように解決するかを学ぶ。
　問題発見能力と問題解決能力を磨くことを目的とする。
　実際にソフトウェア・ハードウェアシステムを構築しな
がら，体と頭の両方を使う。
　発表技術の習得も重要な目的のひとつである。

【授業内容】
　現在の学生は次のようなテーマで研究を行っている
1）再構成可能アーキテクチャについて
2）メモリのテストシステムの構築
3）高速・高信頼PLCのアーキテクチャと実現
4）論理関数の表現方法
5）画像処理専用ハードウェア
6）画像認識とその応用

【指導テーマ】
〔コンピュータ・専用ハードウェアの設計，論理関数の表現〕
【進行計画】
　各テーマ別に各自が進行計画をたてる。教員はそれに対
してコメントするので，計画を改訂し，実施する。
　すべての人が同じ日程で到達できるとは限らないが例え
ば，以下のようなステップで行う：
第１回： 本研究の進め方や目標を考え議論する
第２回： テーマの概要説明と各自のテーマ選択
第３回― ５回：従来研究の調査とその発表を履修者全員が

皆にスライドで説明し，聴衆は質問，コメントを
行う。

第６回― 第11回：各テーマごとに進捗状況を発表する。各
自の今行っていることを他の人にわかりやすく説
明しつつ，何を得られたのか，何が達成できてい
ないかを説明し，聴衆は，それに対しとにかくコ
メントをたくさん出してよりよい解決を目指す

第13回： 成果発表
第14回： 発表資料の作成に基づき担当教員と面談を行い。

資料のよりよい改良を目指す。

履修上の注意
　大学に来て，研究室でグループワークを行なう。研究成
果が外部に発表できるレベルまで仕上がった場合は，学会
に参加し成果発表を行う場合がある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　1週間に少なくとも3-4日は，大学の実験室で実験や作業
を行うこと。

教科書
　特になし

参考書
　必要に応じて指示する

成績評価の方法
　月ごとに研究の経過報告を書面で提出してもらう。次へ
の目標をたて，それに対する達成度を評価する。学会発表
や展示会発表なども評価にいれる。

その他
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科目ナンバー： ST INF522J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報ハードウェア研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 井口　幸洋

授業の概要・到達目標
　答えが簡単にないものにトライし，答えを見つけられる
問題解決能力をつけるのが大目標。
　情報ハードウェア研究1では，従来研究を中心に学び。
それのどこが問題なのかを見つけられた。この研究では，
では，その問題をどう解決したらよいかを各自のアイディ
アを提案し，それを実現することが目標である。

授業内容
　2年間の博士前期課程（修士）の研究テーマを選択し，そ
れについての調査研究を行い，どこに問題があるか，それ
をどのように解決するかを学ぶ。
　問題発見能力と問題解決能力を磨くことを目的とする。
　実際にソフトウェア・ハードウェアシステムを構築しな
がら，体と頭の両方を使う。
　発表技術の習得も重要な目的のひとつである。

【授業内容】
　現在の学生は次のようなテーマで研究を行っている
1）再構成可能アーキテクチャについて
2）メモリのテストシステムの構築
3）高速・高信頼PLCのアーキテクチャと実現
4）論理関数の表現方法
5）画像処理専用ハードウェア
6）画像認識とその応用

【指導テーマ】
〔コンピュータ・専用ハードウェアの設計，論理関数の表現〕
【進行計画】
　各テーマ別に各自が進行計画をたてる。教員はそれに対
してコメントするので，計画を改訂し，実施する。
　研究テーマを選んだので，およそ以下のようなステップ
で実施を行う
第１回： テーマの選択について
第２回― 第３回：全履修者が選択したテーマとその概要，

問題点を発表してもらい，全員で議論する。
第４回― 第11回：1週間ごとに進展した内容を全員に発表

し，それを議論する。
第12回― 第13回：成果発表を行う。
第14回： 成果をまとめた資料について指導教員と学生とで

面談をし，さらに改良点などを指摘する。

履修上の注意
　大学に来て，研究室でグループワークを行なう。研究成
果が外部に発表できるレベルまで仕上がった場合は，学会
に参加し成果発表を行う場合がある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　すくなくとも週に3-4日は大学で研究を行う。それ以外
の日も，自宅で研究をすすめることが必要となる。

教科書
　特になし

参考書
　必要に応じて指示する

成績評価の方法
　月ごとに研究の経過報告を行う。次への目標をたて，そ
れに対する達成度を評価する。学会発表や展示会発表など
も評価にいれる。

その他
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科目ナンバー： ST INF622J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報ハードウェア研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　工学博士 井口　幸洋

授業の概要・到達目標
　答えが簡単にないものにトライし，答えを見つけられる
問題解決能力をつけるのが大目標
　情報ハードウェア研究2までで大学院で研究すべきテー
マがきまってある程度の問題のあらいだしが終わってい
る。本科目では，それをどのように解決するかを外部の研
究会などに発表できるくらいの品質まで高めることを目標
とする。

授業内容
　2年間の博士前期課程（修士）の研究テーマを選択し，そ
れについての調査研究を行い，どこに問題があるか，それ
をどのように解決するかを学ぶ。
　問題発見能力と問題解決能力を磨くことを目的とする。
　実際にソフトウェア・ハードウェアシステムを構築しな
がら，体と頭の両方を使う。
　発表技術の習得も重要な目的のひとつである。

【授業内容】
　現在の学生は次のようなテーマで研究を行っている
1）再構成可能アーキテクチャについて
2）メモリのテストシステムの構築
3）高速・高信頼PLCのアーキテクチャと実現
4）論理関数の表現方法
5）画像処理専用ハードウェア
6）画像認識とその応用

【指導テーマ】
〔コンピュータ・専用ハードウェアの設計，論理関数の表現〕
【進行計画】
　各テーマ別に各自が進行計画をたてる。教員はそれに対
してコメントするので，計画を改訂し，実施する。
　およそ以下のような進展となる
第１回： 本研究の目標と進め方の確認
第２回― 第４回：ハードウェア研究2までで達成できたこ

とを全員が発表し，議論を行う。また，どの部分
を解決すべきかを説明する。

第５回― 第11回：各自が毎週行った研究を発表し，何をど
のような方法で解決できて，その性能はどのくら
い向上したかを説明する。また，改良できないで
困っているものについても発表を行うことで，他
の人はそれに対する解決策をなるべく多くコメン
トすることを行う。

第12回― 第13回：成果発表
第14回： まとめの資料を作成し，指導教員と面談をしなが

ら，その改良点について考え作業を行う。

履修上の注意
　大学に来て，研究室でグループワークを行なう。研究成
果が外部に発表できるレベルまで仕上がった場合は，学会
に参加し成果発表を行う場合がある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　少なくとも週に3-4回，できれば5回は大学に来て研究を
行うこと。

教科書
　特になし

参考書
　必要に応じて指示する

成績評価の方法
　月ごとに研究の経過報告を行う。次への目標をたて，そ
れに対する達成度を評価する。学会発表や展示会発表など
も評価にいれる。

その他
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科目ナンバー： ST INF622J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報ハードウェア研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　工学博士 井口　幸洋

授業の概要・到達目標
　答えが簡単にないものにトライし，答えを見つけられる
問題解決能力をつけるのが大目標。
　情報ハードウェア研究3までで，各自の研究テーマの改
良がほぼ一応行われた。これを大学外に発表できるクオリ
ティにまでたかめることをここで行うことを目標とする。
最後に論文として，ドキュメントを残すことも大事な目標
である。

授業内容
　2年間の博士前期課程（修士）の研究テーマを選択し，そ
れについての調査研究を行い，どこに問題があるか，それ
をどのように解決するかを学ぶ。
　問題発見能力と問題解決能力を磨くことを目的とする。
　実際にソフトウェア・ハードウェアシステムを構築しな
がら，体と頭の両方を使う。
　発表技術の習得も重要な目的のひとつである。

【授業内容】
　現在の学生は次のようなテーマで研究を行っている
1）再構成可能アーキテクチャについて
2）メモリのテストシステムの構築
3）高速・高信頼PLCのアーキテクチャと実現
4）論理関数の表現方法
5）画像処理専用ハードウェア
6）画像認識とその応用

【指導テーマ】
〔コンピュータ・専用ハードウェアの設計，論理関数の表現〕
【進行計画】
　各テーマ別に各自が進行計画をたてる。教員はそれに対
してコメントするので，計画を改訂し，実施する。
第１回： 研究の進め方と論文の書き方の説明
第２回― 第３回：各研究テーマの今後の進め方の発表を行

い。全員でコメントする。
第４回― 第８回：各研究テーマごとに進捗状況を報告し，

全員で議論する。
第９回： 中間発表を行う
第10回： 修士としてのまとめの論文（ドキュメント）作成に

ついての概要説明
第11回― 第12回：各自の論文について指導教員が添削した

り，面談を行い，修正や追加を指示するので，そ
れに対応してもらう。

第13回： 発表の予稿演習を行いながらスライドの不備や発
表の不備を指摘し，よりよい発表を目指す。

第14回： 成果発表をスライドを用いて全員が発表し，議論
を行う。

履修上の注意
　大学に来て，研究室でグループワークを行なう。研究成
果が外部に発表できるレベルまで仕上がった場合は，学会
に参加し成果発表を行う場合がある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　少なくとも週に4-5日は大学で研究や作業をおこなうこ
とを勧める。

教科書
　特になし

参考書
　必要に応じて指示する

成績評価の方法
　月ごとに研究の経過報告を行う。次への目標をたて，そ
れに対する達成度を評価する。学会発表や展示会発表など
も評価にいれる。

その他
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科目ナンバー： ST INF592J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 広域情報科学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 齋藤　孝道

授業の概要・到達目標
　情報セキュリティの研究，分散システムに関する研究を
行う。

授業内容
［第１回]　 導入：意義などの解説
［第２回]　 基礎調査（1）
［第３回]　 基礎調査（2）
［第４回]　 基礎調査（3）
［第５回]　 基礎調査（4）
［第６回]　 ディスカッション（1）
［第７回]　 技術準備（1）
［第８回]　 技術準備（2）
［第９回]　 技術準備（3）
［第10回]　 技術準備（4）
［第11回]　 ディスカッション（2）
［第12回]　 研究（1）
［第13回]　 研究（2）
［第14回]　 研究（3）

履修上の注意
　初回の講義の際に説明する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　関連する文献の内容について事前に調べておくこと。

教科書
　初回の講義の際に説明する。

参考書
　初回の講義の際に説明する。

成績評価の方法
　自分に割り当てられた課題を担当し，質問に答えられる
かを評価基準にする。また，講義中の議論への参加も併せ
て評価の対象とする。（100％）

その他
　初回の講義の際に説明する。

科目ナンバー： ST INF592J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 広域情報科学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 齋藤　孝道

授業の概要・到達目標
　情報セキュリティの研究，分散システムに関する研究を
行う。

授業内容
［第１回]　 導入：意義などの解説
［第２回]　 調査（1）
［第３回]　 調査（2）
［第４回]　 調査（3）
［第５回]　 調査（4）
［第６回]　 ディスカッション（1）
［第７回]　 技術準備（1）
［第８回]　 技術準備（2）
［第９回]　 技術準備（3）
［第10回]　 技術準備（4）
［第11回]　 ディスカッション（2）
［第12回]　 研究（1）
［第13回]　 研究（2）
［第14回]　 研究（3）

履修上の注意
　初回の講義の際に説明する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　関連する文献の内容について事前に調べておくこと。

教科書
　初回の講義の際に説明する。

参考書
　初回の講義の際に説明する。

成績評価の方法
　自分に割り当てられた課題を担当し，質問に答えられる
かを評価基準にする。また，講義中の議論への参加も併せ
て評価の対象とする。（100％）

その他
　初回の講義の際に説明する。
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科目ナンバー： ST INF692J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 広域情報科学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 齋藤　孝道

授業の概要・到達目標
　情報セキュリティの研究，分散システムに関する研究を
行う。

授業内容
［第１回]　 導入：意義などの解説
［第２回]　 基礎調査（1）
［第３回]　 基礎調査（2）
［第４回]　 基礎調査（3）
［第５回]　 基礎調査（4）
［第６回]　 ディスカッション（1）
［第７回]　 技術準備（1）
［第８回]　 技術準備（2）
［第９回]　 技術準備（3）
［第10回]　 技術準備（4）
［第11回]　 ディスカッション（2）
［第12回]　 研究（1）
［第13回]　 研究（2）
［第14回]　 研究（3）

履修上の注意
　初回の講義の際に説明する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　関連する文献の内容について事前に調べておくこと。

教科書
　初回の講義の際に説明する。

参考書
　初回の講義の際に説明する。

成績評価の方法
　自分に割り当てられた課題を担当し，質問に答えられる
かを評価基準にする。また，講義中の議論への参加も併せ
て評価の対象とする。（100％）

その他
　初回の講義の際に説明する。

科目ナンバー： ST INF692J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 広域情報科学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 齋藤　孝道

授業の概要・到達目標
　情報セキュリティの研究，分散システムに関する研究を
行う。

授業内容
［第１回]　 導入：意義などの解説
［第２回]　 基礎調査（1）
［第３回]　 基礎調査（2）
［第４回]　 基礎調査（3）
［第５回]　 基礎調査（4）
［第６回]　 ディスカッション（1）
［第７回]　 技術準備（1）
［第８回]　 技術準備（2）
［第９回]　 技術準備（3）
［第10回]　 技術準備（4）
［第11回]　 ディスカッション（2）
［第12回]　 研究（1）
［第13回]　 研究（2）
［第14回]　 研究（3）

履修上の注意
　初回の講義の際に説明する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　関連する文献の内容について事前に調べておくこと。

教科書
　初回の講義の際に説明する。

参考書
　初回の講義の際に説明する。

成績評価の方法
　自分に割り当てられた課題を担当し，質問に答えられる
かを評価基準にする。また，講義中の議論への参加も併せ
て評価の対象とする。（100％）

その他
　初回の講義の際に説明する。
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科目ナンバー： ST INF592J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 広域情報科学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 高木　友博

授業の概要・到達目標
「授業の概要」
　デジタルマーケティングを実現するための，最新技術や
最新の研究動向を把握し，研究テーマの設定，アプローチ
の検討，実現のためのアルゴリズム検討を行う。

「到達目標」
　研究テーマ設定のための調査検討を終え，ゴールやそれ
に至るアプローチなどを決定する。

授業内容
　ウェブサイエンス及びデータサイエンスのマーケティン
グへの応用に関する研究を行う。

［第１回]　 調査
［第２回]　 調査
［第３回]　 調査
［第４回]　 調査
［第５回]　 課題検討
［第６回]　 課題検討
［第７回]　 課題設定
［第８回]　 アプローチ検討
［第９回]　 アプローチ検討
［第10回]　 アプローチ決定
［第11回]　 アルゴリズム検討
［第12回]　 アルゴリズム検討
［第13回]　 アルゴリズム検討
［第14回]　 実装・簡易実験

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　テーマ設定の段階では関連領域の技術動向や既存研究の
調査をおこなう。アプローチやアルゴリズム決定の段階で
は授業の間にシステム構築の実践を行う。

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究ディスカッション，中間発表，最
終成果報告を総合して評価する。

その他

科目ナンバー： ST INF592J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 広域情報科学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 高木　友博

授業の概要・到達目標
「授業の概要」
　独自のデジタルマーケティング技術を実現するため，実
験を通じて，事前に仮定したアプローチやアルゴリズムを
検証し，改善を行い，精度改善などの高度化を行い，研究
を完成させる。

「到達目標」
　実験を通した検証と改善のサイクルを通して，研究を完
成させると同時に，研究の進め方を会得する。

授業内容
［第１回]　 実験設定
［第２回]　 実験
［第３回]　 実験
［第４回]　 実験
［第５回]　 アルゴリズム検討
［第６回]　 アルゴリズム改良
［第７回]　 再実験
［第８回]　 再実験
［第９回]　 アルゴリズム検討
［第10回]　 アルゴリズム改良
［第11回]　 再再実験
［第12回]　 再再実験
［第13回]　 アルゴリズム検討
［第14回]　 アルゴリズム改良・まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業の間に，システムの課題発見・改良・実験・評価を行
う。

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究ディスカッション，中間発表，最
終成果報告を総合して評価する。

その他
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科目ナンバー： ST INF692J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 広域情報科学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　工学博士 高木　友博

授業の概要・到達目標
「授業の概要」
　デジタルマーケティングを実現するための，最新技術や
最新の研究動向を把握し，研究テーマの設定，アプローチ
の検討，実現のためのアルゴリズム検討を行う。

「到達目標」
　研究テーマ設定のための調査検討を終え，ゴールやそれ
に至るアプローチなどを決定する。

授業内容
　ウェブサイエンス及びデータサイエンスのマーケティン
グへの応用に関する研究を行う。

［第１回]　 調査
［第２回]　 調査
［第３回]　 調査
［第４回]　 調査
［第５回]　 課題検討
［第６回]　 課題検討
［第７回]　 課題設定
［第８回]　 アプローチ検討
［第９回]　 アプローチ検討
［第10回]　 アプローチ決定
［第11回]　 アルゴリズム検討
［第12回]　 アルゴリズム検討
［第13回]　 アルゴリズム検討
［第14回]　 実装・簡易実験

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　テーマ設定の段階では関連領域の技術動向や既存研究の
調査をおこなう。アプローチやアルゴリズム決定の段階で
は授業の間にシステム構築の実践を行う。

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究ディスカッション，中間発表，最
終成果報告を総合して評価する。

その他

科目ナンバー： ST INF692J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 広域情報科学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　工学博士 高木　友博

授業の概要・到達目標
「授業の概要」
　独自のデジタルマーケティング技術を実現するため，実
験を通じて，事前に仮定したアプローチやアルゴリズムを
検証し，改善を行い，精度改善などの高度化を行い，研究
を完成させる。

「到達目標」
　実験を通した検証と改善のサイクルを通して，研究を完
成させると同時に，研究の進め方を会得する。

授業内容
［第１回]　 実験設定
［第２回]　 実験
［第３回]　 実験
［第４回]　 実験
［第５回]　 アルゴリズム検討
［第６回]　 アルゴリズム改良
［第７回]　 再実験
［第８回]　 再実験
［第９回]　 アルゴリズム検討
［第10回]　 アルゴリズム改良
［第11回]　 再再実験
［第12回]　 再再実験
［第13回]　 アルゴリズム検討
［第14回]　 アルゴリズム改良・まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業の間に，システムの課題発見・改良・実験・評価を行
う。

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究ディスカッション，中間発表，最
終成果報告を総合して評価する。

その他
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科目ナンバー： ST INF522J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報ハードウェア研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 堤　利幸

授業の概要・到達目標
　デバイスレベルからシステムレベルに及シームレスな
アーキテクチャ技術および設計技術の研究を行い，エレク
トロニクスと情報科学の融合をはかり新しい技術の開拓を
目指す。
　B4学生は，1年間の卒業研究の研究テーマを決定し，そ
れについての調査研究を行い，問題発見能力と問題解決能
力を身につけることを目的とする。
　M1学生は，2年間の博士前期課程（修士）の研究テーマを
決定し，それについての調査研究を行い，問題発見能力と
問題解決能力を身につけることを目的とする。
　M2学生は，研究テーマを継続し，さらに深化した調査
研究を行い，問題発見能力と問題解決能力を磨くことを目
的とする。

授業内容
　毎週，研究打ち合せを行い修士研究を進めていく。

［第１回]　 研究の進め方，研究テーマの解説・選定，安全
教育

［第２回]　 既往研究・関連文献の調査（1）
［第３回]　 既往研究・関連文献の調査（2）
［第４回]　 研究計画の立案（1）
［第５回]　 研究計画の立案（2）
［第６回]　 研究進捗状況のレポートと報告（1）
［第７回]　 研究進捗状況のレポートと報告（2）
［第８回]　 研究進捗状況のレポートと報告（3）
［第９回]　 研究進捗状況のレポートと報告（4）
［第10回]　 研究進捗状況のレポートと報告（5）
［第11回]　 研究発表用資料の作成（1）
［第12回]　 研究発表用資料の作成（2）
［第13回]　 研究発表のプレゼンテーションの準備・練習
［第14回]　 学期末研究発表，研究成果報告書の提出

履修上の注意
　受動的学習能力の習得から能動的学習能力の獲得に力点
を移して指導する。
　卒業研究では，問題点を理解し解決するための実践力を
身につけることを重要視して指導する。
　修士研究では，自ら問題点を発見する実践力と問題を深
く理解し解決していくための方法論を探索し最適な方法で
解決するための実践力を，自らの力で獲得できるようにす
ることを重要視して指導する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，次回の研究打ち合わせまでの研究目標を立てて
実行計画を立案し卒業研究を自分なりに推進しておくこ
と。特に，専門用語について辞典等で調べておくことは大
変有意義なことである。復習として，研究打ち合わせで学
習した内容を整理し，次回の研究打ち合わせまでの研究推
進を正しい方向に修正すること。また，研究打ち合わせで
紹介した課題について文献等で調査すること。

教科書
　授業中に指示する。

参考書
　必要に応じて適当な文献を適宜紹介する。

成績評価の方法
　研究の進め方，研究の達成度の品質を基に，日常の研究
に対する姿勢と議論の積極性,学期末研究会でのプレゼン
テーション能力，研究成果報告書の品質，学会発表を加味
して総合的に評価する。特に，学会発表がある場合は高く
評価する。
　研究打ち合わせ回数の2/3以上，研究打合せに出席しな
ければ不合格とするので注意すること。

その他
　特にありません。

指導テーマ
　電子デバイスアーキテクチャ，システムLSI設計技術，
コンピュータアーキテクチャ等の研究分野において，デバ
イスからコンピュータに至るアーキテクチャに関するシー
ムレスなエレクトロインフォマティックス研究を行う。
　具体的には次のようなテーマで研究指導を行う。

［01]　 マイクロプロセッサアーキテクチャ設計ツール
MEIMATの研究開発

［02]　LSIデバイスのばらつきに関する研究
［03]　SiCパワーデバイスに関する研究
［04]　AI（機械学習，ベイズ推論）に関する研究
［05]　経済情報学（金融工学，ファイナンス）に関する研究
［06]　太陽電池に関する研究
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科目ナンバー： ST INF522J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報ハードウェア研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 堤　利幸

授業の概要・到達目標
　デバイスレベルからシステムレベルに及シームレスな
アーキテクチャ技術および設計技術の研究を行い，エレク
トロニクスと情報科学の融合をはかり新しい技術の開拓を
目指す。
　B4学生は，1年間の卒業研究の研究テーマを決定し，そ
れについての調査研究を行い，問題発見能力と問題解決能
力を身につけることを目的とする。
　M1学生は，2年間の博士前期課程（修士）の研究テーマを
決定し，それについての調査研究を行い，問題発見能力と
問題解決能力を身につけることを目的とする。
　M2学生は，研究テーマを継続し，さらに深化した調査
研究を行い，問題発見能力と問題解決能力を磨くことを目
的とする。

授業内容
　毎週，研究打ち合せを行い修士研究を進めていく。

［第１回]　 研究の進め方，研究テーマの解説・選定，安全
教育

［第２回]　 既往研究・関連文献の調査（1）
［第３回]　 既往研究・関連文献の調査（2）
［第４回]　 研究計画の立案（1）
［第５回]　 研究計画の立案（2）
［第６回]　 研究進捗状況のレポートと報告（1）
［第７回]　 研究進捗状況のレポートと報告（2）
［第８回]　 研究進捗状況のレポートと報告（3）
［第９回]　 研究進捗状況のレポートと報告（4）
［第10回]　 研究進捗状況のレポートと報告（5）
［第11回]　 研究発表用資料の作成（1）
［第12回]　 研究発表用資料の作成（2）
［第13回]　 研究発表のプレゼンテーションの準備・練習
［第14回]　 学期末研究発表，研究成果報告書の提出

履修上の注意
　受動的学習能力の習得から能動的学習能力の獲得に力点
を移して指導する。
　卒業研究では，問題点を理解し解決するための実践力を
身につけることを重要視して指導する。
　修士研究では，自ら問題点を発見する実践力と問題を深
く理解し解決していくための方法論を探索し最適な方法で
解決するための実践力を，自らの力で獲得できるようにす
ることを重要視して指導する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，次回の研究打ち合わせまでの研究目標を立てて
実行計画を立案し卒業研究を自分なりに推進しておくこ
と。特に，専門用語について辞典等で調べておくことは大
変有意義なことである。復習として，研究打ち合わせで学
習した内容を整理し，次回の研究打ち合わせまでの研究推
進を正しい方向に修正すること。また，研究打ち合わせで
紹介した課題について文献等で調査すること。

教科書
　授業中に指示する。

参考書
　必要に応じて適当な文献を適宜紹介する。

成績評価の方法
　研究の進め方，研究の達成度の品質を基に，日常の研究
に対する姿勢と議論の積極性，学期末研究会でのプレゼン
テーション能力，研究成果報告書の品質，学会発表を加味
して総合的に評価する。特に，学会発表がある場合は高く
評価する。
　研究打ち合わせ回数の2/3以上，研究打合せに出席しな
ければ不合格とするので注意すること。

その他
　特にありません。

指導テーマ
　電子デバイスアーキテクチャ，システムLSI設計技術，
コンピュータアーキテクチャ等の研究分野において，デバ
イスからコンピュータに至るアーキテクチャに関するシー
ムレスなエレクトロインフォマティックス研究を行う。
　具体的には次のようなテーマで研究指導を行う。

［01]　 マイクロプロセッサアーキテクチャ設計ツール
MEIMATの研究開発

［02]　LSIデバイスのばらつきに関する研究
［03]　SiCパワーデバイスに関する研究
［04]　AI（機械学習，ベイズ推論）に関する研究
［05]　経済情報学（金融工学，ファイナンス）に関する研究
［06]　太陽電池に関する研究
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科目ナンバー： ST INF622J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報ハードウェア研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 堤　利幸

授業の概要・到達目標
　デバイスレベルからシステムレベルに及シームレスな
アーキテクチャ技術および設計技術の研究を行い，エレク
トロニクスと情報科学の融合をはかり新しい技術の開拓を
目指す。
　B4学生は，1年間の卒業研究の研究テーマを決定し，そ
れについての調査研究を行い，問題発見能力と問題解決能
力を身につけることを目的とする。
　M1学生は，2年間の博士前期課程（修士）の研究テーマを
決定し，それについての調査研究を行い，問題発見能力と
問題解決能力を身につけることを目的とする。
　M2学生は，研究テーマを継続し，さらに深化した調査
研究を行い，問題発見能力と問題解決能力を磨くことを目
的とする。

授業内容
　毎週，研究打ち合せを行い修士研究を進めていく。

［第１回]　 研究の進め方，研究テーマの解説・選定，安全
教育

［第２回]　 既往研究・関連文献の調査（1）
［第３回]　 既往研究・関連文献の調査（2）
［第４回]　 研究計画の立案（1）
［第５回]　 研究計画の立案（2）
［第６回]　 研究進捗状況のレポートと報告（1）
［第７回]　 研究進捗状況のレポートと報告（2）
［第８回]　 研究進捗状況のレポートと報告（3）
［第９回]　 研究進捗状況のレポートと報告（4）
［第10回]　 研究進捗状況のレポートと報告（5）
［第11回]　 研究発表用資料の作成（1）
［第12回]　 研究発表用資料の作成（2）
［第13回]　 研究発表のプレゼンテーションの準備・練習
［第14回]　 学期末研究発表，研究成果報告書の提出

履修上の注意
　受動的学習能力の習得から能動的学習能力の獲得に力点
を移して指導する。
　卒業研究では，問題点を理解し解決するための実践力を
身につけることを重要視して指導する。
　修士研究では，自ら問題点を発見する実践力と問題を深
く理解し解決していくための方法論を探索し最適な方法で
解決するための実践力を，自らの力で獲得できるようにす
ることを重要視して指導する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，次回の研究打ち合わせまでの研究目標を立てて
実行計画を立案し卒業研究を自分なりに推進しておくこ
と。特に，専門用語について辞典等で調べておくことは大
変有意義なことである。復習として，研究打ち合わせで学
習した内容を整理し，次回の研究打ち合わせまでの研究推
進を正しい方向に修正すること。また，研究打ち合わせで
紹介した課題について文献等で調査すること

教科書
　授業中に指示する。

参考書
　必要に応じて適当な文献を適宜紹介する。

成績評価の方法
　研究の進め方，研究の達成度の品質を基に，日常の研究
に対する姿勢と議論の積極性，学期末研究会でのプレゼン
テーション能力，研究成果報告書の品質，学会発表を加味
して総合的に評価する。特に，学会発表がある場合は高く
評価する。
　研究打ち合わせ回数の2/3以上，研究打合せに出席しな
ければ不合格とするので注意すること。

その他
　特にありません。

指導テーマ
　電子デバイスアーキテクチャ，システムLSI設計技術，
コンピュータアーキテクチャ等の研究分野において，デバ
イスからコンピュータに至るアーキテクチャに関するシー
ムレスなエレクトロインフォマティックス研究を行う。
　具体的には次のようなテーマで研究指導を行う。

［01]　 マイクロプロセッサアーキテクチャ設計ツール
MEIMATの研究開発

［02]　LSIデバイスのばらつきに関する研究
［03]　SiCパワーデバイスに関する研究
［04]　AI（機械学習，ベイズ推論）に関する研究
［05]　経済情報学（金融工学，ファイナンス）に関する研究
［06]　太陽電池に関する研究

― 429 ―



科目ナンバー： ST INF622J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報ハードウェア研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（工学） 堤　利幸

授業の概要・到達目標
　デバイスレベルからシステムレベルに及シームレスな
アーキテクチャ技術および設計技術の研究を行い，エレク
トロニクスと情報科学の融合をはかり新しい技術の開拓を
目指す。
　B4学生は，1年間の卒業研究の研究テーマを決定し，そ
れについての調査研究を行い，問題発見能力と問題解決能
力を身につけることを目的とする。
　M1学生は，2年間の博士前期課程（修士）の研究テーマを
決定し，それについての調査研究を行い，問題発見能力と
問題解決能力を身につけることを目的とする。
　M2学生は，研究テーマを継続し，さらに深化した調査
研究を行い，問題発見能力と問題解決能力を磨くことを目
的とする。

授業内容
　毎週，研究打ち合せを行い修士研究を進めていく。

［第１回]　 研究の進め方，研究テーマの解説・選定，安全
教育

［第２回]　 既往研究・関連文献の調査（1）
［第３回]　 既往研究・関連文献の調査（2）
［第４回]　 研究計画の立案（1）
［第５回]　 研究計画の立案（2）
［第６回]　 研究進捗状況のレポートと報告（1）
［第７回]　 研究進捗状況のレポートと報告（2）
［第８回]　 研究進捗状況のレポートと報告（3）
［第９回]　 研究進捗状況のレポートと報告（4）
［第10回]　 研究進捗状況のレポートと報告（5）
［第11回]　 研究発表用資料の作成（1）
［第12回]　 研究発表用資料の作成（2）
［第13回]　 研究発表のプレゼンテーションの準備・練習
［第14回]　 学期末研究発表，研究成果報告書の提出

履修上の注意
　受動的学習能力の習得から能動的学習能力の獲得に力点
を移して指導する。
　卒業研究では，問題点を理解し解決するための実践力を
身につけることを重要視して指導する。
　修士研究では，自ら問題点を発見する実践力と問題を深
く理解し解決していくための方法論を探索し最適な方法で
解決するための実践力を，自らの力で獲得できるようにす
ることを重要視して指導する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，次回の研究打ち合わせまでの研究目標を立てて
実行計画を立案し卒業研究を自分なりに推進しておくこ
と。特に，専門用語について辞典等で調べておくことは大
変有意義なことである。復習として，研究打ち合わせで学
習した内容を整理し，次回の研究打ち合わせまでの研究推
進を正しい方向に修正すること。また，研究打ち合わせで
紹介した課題について文献等で調査すること。

教科書
　授業中に指示する。

参考書
　必要に応じて適当な文献を適宜紹介する。

成績評価の方法
　研究の進め方，研究の達成度の品質を基に，日常の研究
に対する姿勢と議論の積極性，学期末研究会でのプレゼン
テーション能力，研究成果報告書の品質，学会発表を加味
して総合的に評価する。特に，学会発表がある場合は高く
評価する。
　研究打ち合わせ回数の2/3以上，研究打合せに出席しな
ければ不合格とするので注意すること。

その他
　特にありません。

指導テーマ
　電子デバイスアーキテクチャ，システムLSI設計技術，
コンピュータアーキテクチャ等の研究分野において，デバ
イスからコンピュータに至るアーキテクチャに関するシー
ムレスなエレクトロインフォマティックス研究を行う。
　具体的には次のようなテーマで研究指導を行う。

［01]　 マイクロプロセッサアーキテクチャ設計ツール
MEIMATの研究開発

［02]　LSIデバイスのばらつきに関する研究
［03]　SiCパワーデバイスに関する研究
［04]　AI（機械学習，ベイズ推論）に関する研究
［05]　経済情報学（金融工学，ファイナンス）に関する研究
［06]　太陽電池に関する研究
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科目ナンバー： ST INF522J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報ソフトウェア研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 早川　智一

授業の概要・到達目標
　ソフトウェア工学関連の研究テーマを設定し，研究計画
から研究成果の評価までの一連のプロセスの経験を通じ
て，自ら考え，自ら行動する力を養う。
　具体的には，ソフトウェア生産技術分野に関する最新技
術の習得に加えて，問題発見能力，問題解決能力，プレゼ
ンテーション能力，技術報告書作成能力の習得を目標とす
る。

授業内容
　高度情報化社会のキーテクノロジーとしてのソフトウェ
アの設計・開発技法を研究する。コンピュータとネットワー
クの普及を背景に情報のグローバル化と情報のパーソナ
ル化が同時進行する社会に対応する新しいソフトウェア
設計・開発技法（ソフトウェアパラダイム）を確立すること
を目指し，従来の大規模高信頼ソフトウェアの設計・開発
技術に加えて，インターネット上でのエンドユーザコン
ピューティングや分散コンピューティングのためのシステ
ム設計・構築技法を研究する。その具体的な実現技術と支
援環境の研究開発にオブジェクト指向技術を適用し，プロ
トタイププログラムの設計・開発を通してその評価改良を
行う。
[第１回]　 全体の進め方の説明と各自の研究テーマの現状

の確認
[第２回]　 研究テーマ関連の既存技術の調査と考察
[第３回]　 既存の研究の調査と考察
[第４回]　 既存の研究の調査と考察
[第５回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第６回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第７回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第８回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第９回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第10回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第11回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第12回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第13回]　 研究成果のまとめ（中間報告，学会発表を含む）
[第14回]　 全体のまとめ

履修上の注意
・ソフトウェアに関する研究は，実際にその有用性と実現
可能性を示すことが重要なので，プロトタイププログラム
を開発しながら進めていくこと。研究状況報告に際しては，
実施内容や技術課題や考察に関して，説得力のある根拠を
示すこと。
・｢オブジェクト指向」「ウェブプログラミング」「ソフトウェ
ア工学」「ソフトウェア工学演習」を履修済みであることを
強く推奨する。
・授業への出席回数が2/3を下回ると，成績の如何に関わら
ず単位を取得することはできない。

準備学習（予習・復習等）の内容
　継続的インテグレーション（CI：Continuous Integra-
tion），継続的デリバリー（CD：Continuous Delivery），
DevOps/ChatOpsなどについて事前に学習し，実際のソフ
トウェア研究に活用できるようにしておくこと。

教科書
　特に定めない。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　日常の研究態度30％，毎週の研究状況報告と討議内容
30％，中間報告と中間発表30％，学会発表の有無と内容
10％。
　なお，日常の研究態度には，研究室への在室状況の多寡
や他の人の研究状況報告に関する議論への積極的な参加等
を含む。

その他
・履修者の研究の進捗状況等を総合的に勘案して，学会へ
の参加を行う場合がある。
・履修者の人数や理解度などに応じて，授業の内容や進度
などを変更・調整する場合がある。

指導テーマ
　システムエンジニアリング（情報システム構築技法）の分
野のWebアプリケーション設計・構築技法やWebサービス
連携技法を中心テーマとし，ソフトウェア開発環境（ソフ
トウェアアーキテクチャ，モデリング），ソフトウェア設
計技法（オブジェクト指向設計技法，フレームワーク），プ
ログラミング技法（オブジェクト指向プログラミング，コ
ンポーネント）などの個別テーマも扱う。
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科目ナンバー： ST INF522J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報ソフトウェア研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 早川　智一

授業の概要・到達目標
　ソフトウェア工学関連の研究テーマを設定し，研究計画
から研究成果の評価までの一連のプロセスの経験を通じ
て，自ら考え，自ら行動する力を養う。
　具体的には，ソフトウェア生産技術分野に関する最新技
術の習得に加えて，問題発見能力，問題解決能力，プレゼ
ンテーション能力，技術報告書作成能力の習得を目標とす
る。

授業内容
　高度情報化社会のキーテクノロジーとしてのソフトウェ
アの設計・開発技法を研究する。コンピュータとネットワー
クの普及を背景に情報のグローバル化と情報のパーソナ
ル化が同時進行する社会に対応する新しいソフトウェア
設計・開発技法（ソフトウェアパラダイム）を確立すること
を目指し，従来の大規模高信頼ソフトウェアの設計・開発
技術に加えて，インターネット上でのエンドユーザコン
ピューティングや分散コンピューティングのためのシステ
ム設計・構築技法を研究する。その具体的な実現技術と支
援環境の研究開発にオブジェクト指向技術を適用し，プロ
トタイププログラムの設計・開発を通してその評価改良を
行う。
[第１回]　 全体の進め方の説明と各自の研究テーマの現状

の確認
[第２回]　 研究テーマ関連の既存技術の調査と考察
[第３回]　 既存の研究の調査と考察
[第４回]　 既存の研究の調査と考察
[第５回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第６回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第７回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第８回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第９回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第10回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第11回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第12回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第13回]　 研究成果のまとめ（中間報告，学会発表を含む）
[第14回]　 全体のまとめ

履修上の注意
・ソフトウェアに関する研究は，実際にその有用性と実現
可能性を示すことが重要なので，プロトタイププログラム
を開発しながら進めていくこと。研究状況報告に際しては，
実施内容や技術課題や考察に関して，説得力のある根拠を
示すこと。
・｢オブジェクト指向」「ウェブプログラミング」「ソフトウェ
ア工学」「ソフトウェア工学演習」を履修済みであることを
強く推奨する。
・授業への出席回数が2/3を下回ると，成績の如何に関わら
ず単位を取得することはできない。

準備学習（予習・復習等）の内容
　継続的インテグレーション（CI：Continuous Integra-
tion），継続的デリバリー（CD：Continuous Delivery），De-
vOps/ChatOpsなどについて事前に学習し，実際のソフト
ウェア研究に活用できるようにしておくこと。

教科書
　特に定めない。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　日常の研究態度30％，毎週の研究状況報告と討議内
容30％，修士論文中間報告30％，学会発表の有無と内容
10％。
　なお，日常の研究態度には，研究室への在室状況の多寡
や他の人の研究状況報告に関する議論への積極的な参加等
を含む。

その他
・履修者の研究の進捗状況等を総合的に勘案して，学会へ
の参加を行う場合がある。
・履修者の人数や理解度などに応じて，授業の内容や進度
などを変更・調整する場合がある。

指導テーマ
　システムエンジニアリング（情報システム構築技法）の分
野のWebアプリケーション設計・構築技法やWebサービス
連携技法を中心テーマとし，ソフトウェア開発環境（ソフ
トウェアアーキテクチャ，モデリング），ソフトウェア設
計技法（オブジェクト指向設計技法，フレームワーク），プ
ログラミング技法（オブジェクト指向プログラミング，コ
ンポーネント）などの個別テーマも扱う。
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科目ナンバー： ST INF622J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報ソフトウェア研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任講師　博士（工学） 早川　智一

授業の概要・到達目標
　ソフトウェア工学関連の研究テーマを設定し，研究計画
から研究成果の評価までの一連のプロセスの経験を通じ
て，自ら考え，自ら行動する力を養う。
　具体的には，ソフトウェア生産技術分野に関する最新技
術の習得に加えて，問題発見能力，問題解決能力，プレゼ
ンテーション能力，技術報告書作成能力の習得を目標とす
る。

授業内容
　高度情報化社会のキーテクノロジーとしてのソフトウェ
アの設計・開発技法を研究する。コンピュータとネットワー
クの普及を背景に情報のグローバル化と情報のパーソナ
ル化が同時進行する社会に対応する新しいソフトウェア
設計・開発技法（ソフトウェアパラダイム）を確立すること
を目指し，従来の大規模高信頼ソフトウェアの設計・開発
技術に加えて，インターネット上でのエンドユーザコン
ピューティングや分散コンピューティングのためのシステ
ム設計・構築技法を研究する。その具体的な実現技術と支
援環境の研究開発にオブジェクト指向技術を適用し，プロ
トタイププログラムの設計・開発を通してその評価改良を
行う。
[第１回]　 全体の進め方の説明と各自の研究テーマの現状

の確認
[第２回]　 研究テーマ関連の既存技術の調査と考察
[第３回]　 既存の研究の調査と考察
[第４回]　 既存の研究の調査と考察
[第５回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第６回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第７回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第８回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第９回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第10回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第11回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第12回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第13回]　 研究成果のまとめ（中間報告，学会発表を含む）
[第14回]　 全体のまとめ

履修上の注意
・ソフトウェアに関する研究は，実際にその有用性と実現
可能性を示すことが重要なので，プロトタイププログラム
を開発しながら進めていくこと。研究状況報告に際しては，
実施内容や技術課題や考察に関して，説得力のある根拠を
示すこと。
・｢オブジェクト指向」「ウェブプログラミング」「ソフトウェ
ア工学」「ソフトウェア工学演習」を履修済みであることを
強く推奨する。
・授業への出席回数が2/3を下回ると，成績の如何に関わら
ず単位を取得することはできない。

準備学習（予習・復習等）の内容
　継続的インテグレーション（CI：Continuous Integra-
tion），継続的デリバリー（CD：Continuous Delivery），De-
vOps/ChatOpsなどについて事前に学習し，実際のソフト
ウェア研究に活用できるようにしておくこと。

教科書
　特に定めない。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　日常の研究態度30％，毎週の研究状況報告と討議内容
30％，中間報告と中間発表30％，学会発表の有無と内容
10％。
　なお，日常の研究態度には，研究室への在室状況の多寡
や他の人の研究状況報告に関する議論への積極的な参加等
を含む。

その他
・履修者の研究の進捗状況等を総合的に勘案して，学会へ
の参加を行う場合がある。
・履修者の人数や理解度などに応じて，授業の内容や進度
などを変更・調整する場合がある。

指導テーマ
　システムエンジニアリング（情報システム構築技法）の分
野のWebアプリケーション設計・構築技法やWebサービス
連携技法を中心テーマとし，ソフトウェア開発環境（ソフ
トウェアアーキテクチャ，モデリング），ソフトウェア設
計技法（オブジェクト指向設計技法，フレームワーク），プ
ログラミング技法（オブジェクト指向プログラミング，コ
ンポーネント）などの個別テーマも扱う。
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科目ナンバー： ST INF622J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報ソフトウェア研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任講師　博士（工学） 早川　智一

授業の概要・到達目標
　ソフトウェア工学関連の研究テーマを設定し，研究計画
から研究成果の評価までの一連のプロセスの経験を通じ
て，自ら考え，自ら行動する力を養う。
　具体的には，ソフトウェア生産技術分野に関する最新技
術の習得に加えて，問題発見能力，問題解決能力，プレゼ
ンテーション能力，技術報告書作成能力の習得を目標とす
る。

授業内容
　高度情報化社会のキーテクノロジーとしてのソフトウェ
アの設計・開発技法を研究する。コンピュータとネットワー
クの普及を背景に情報のグローバル化と情報のパーソナ
ル化が同時進行する社会に対応する新しいソフトウェア
設計・開発技法（ソフトウェアパラダイム）を確立すること
を目指し，従来の大規模高信頼ソフトウェアの設計・開発
技術に加えて，インターネット上でのエンドユーザコン
ピューティングや分散コンピューティングのためのシステ
ム設計・構築技法を研究する。その具体的な実現技術と支
援環境の研究開発にオブジェクト指向技術を適用し，プロ
トタイププログラムの設計・開発を通してその評価改良を
行う。
[第１回]　 全体の進め方の説明と各自の研究テーマの現状

の確認
[第２回]　 研究テーマ関連の既存技術の調査と考察
[第３回]　 既存の研究の調査と考察
[第４回]　 既存の研究の調査と考察
[第５回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第６回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第７回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第８回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第９回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第10回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第11回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第12回]　 主たる技術課題に関する解決方法の検討や実験

（プログラミング）による検証および評価
[第13回]　 研究成果のまとめ（最終報告，学会発表を含む）
[第14回]　 全体のまとめ

履修上の注意
・ ソフトウェアに関する研究は，実際にその有用性と実現
可能性を示すことが重要なので，プロトタイププログラ
ムを開発しながら進めていくこと。研究状況報告に際し
ては，実施内容や技術課題や考察に関して，説得力のあ
る根拠を示すこと。

・ ｢オブジェクト指向」「ウェブプログラミング」「ソフトウェ
ア工学」「ソフトウェア工学演習」を履修済みであることを
強く推奨する。

・ 授業への出席回数が2/3を下回ると，成績の如何に関わら
ず単位を取得することはできない。

準備学習（予習・復習等）の内容
　継続的インテグレーション（CI：Continuous Integra-
tion），継続的デリバリー（CD：Continuous Delivery），De-
vOps/ChatOpsなどについて事前に学習し，実際のソフト
ウェア研究に活用できるようにしておくこと。

教科書
　特に定めない。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　日常の研究態度30％，毎週の研究状況報告と討議内
容30％，修士論文最終報告30％，学会発表の有無と内容
10％。
　なお，日常の研究態度には，研究室への在室状況の多寡
や他の人の研究状況報告に関する議論への積極的な参加等
を含む。

その他
・履修者の研究の進捗状況等を総合的に勘案して，学会へ
の参加を行う場合がある。
・履修者の人数や理解度などに応じて，授業の内容や進度
などを変更・調整する場合がある。

指導テーマ
　システムエンジニアリング（情報システム構築技法）の分
野のWebアプリケーション設計・構築技法やWebサービス
連携技法を中心テーマとし，ソフトウェア開発環境（ソフ
トウェアアーキテクチャ，モデリング），ソフトウェア設
計技法（オブジェクト指向設計技法，フレームワーク），プ
ログラミング技法（オブジェクト指向プログラミング，コ
ンポーネント）などの個別テーマも扱う。
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科目ナンバー： ST INF592J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 広域情報科学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 林　陽一

授業の概要・到達目標
　計算知能（Computational Intelligence）の主要なパラダイ
ムであるニューラルネットワーク，ファジィシステム，進
化的計算を様々な形でハイブリッドに組み合わせる事によ
り，ビッグデータから超高精度ルール抽出を実現するシス
テムのフェーズ1・2について，修士論文の研究指導を行う。

授業内容
［第１回～ 14回］
　はじめに-1
　計算知能（Computational Intelligence）の主要なパラダイ
ムであるニューラルネットワーク，ファジィシステム，進
化的計算を様々な形でハイブリッドに組み合わせる事によ
り，ビッグデータから超高精度ルール抽出を実現するシス
テムのフェーズ1について，修士論文の研究指導を行う。
　はじめに-2
　計算知能（Computational Intelligence）の主要なパラダイ
ムであるニューラルネットワーク，ファジィシステム，進
化的計算を様々な形でハイブリッドに組み合わせる事によ
り，ビッグデータから超高精度ルール抽出を実現するシス
テムのフェーズ2について，修士論文の研究指導を行う。

履修上の注意
　講義回数の3分の2未満の出席の者には単位を与えない。
　学会への参加を行う予定があります。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に講義内容に付いてのPPT・PDFをOh-o! Meiji上に
アップロードする場合があるので目を通しておくこと。

教科書
　無し。随時指示する。

参考書
　無し。随時指示する。

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討議における積極性や
論理性，研究発表などを総合的に評価する。修士論文のテー
マ設定，研究成果，論文の内容等を総合定期に評価する。
学会発表および論文投稿の実績も加味する。

その他
　既往の研究に関する文献調査を行い，研究テーマを絞り
込むとともに具体的な研究計画を策定する。調査・研究に
おいてはゼミや研究報告会にて指導教員と議論しながら研
究成果を蓄積していく。学位論文の提出に向けて得られた
研究成果の学術的意義や独創性を検討し，内容の整合性，
論理展開の妥当性に留意しながら論文を作成していく。
　指導テーマは最初は教員からは与えない。適切なテーマ
が見当たらなかった場合教員が指導するべき論文を指定す
る。毎年9月と12月に修士論文の進捗状況をチェックする。

科目ナンバー： ST INF592J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 広域情報科学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　工学博士 林　陽一

授業の概要・到達目標
　計算知能（Computational Intelligence）の主要なパラダイ
ムであるニューラルネットワーク，ファジィシステム，進
化的計算を様々な形でハイブリッドに組み合わせる事によ
り，ビッグデータから超高精度ルール抽出を実現するシス
テムのフェーズ3・4について，修士論文の研究指導を行う。

授業内容
［第１回～ 14回］
　はじめに-1
　計算知能（Computational Intelligence）の主要なパラダイ
ムであるニューラルネットワーク，ファジィシステム，進
化的計算を様々な形でハイブリッドに組み合わせる事によ
り，ビッグデータから超高精度ルール抽出を実現するシス
テムのフェーズ3について，修士論文の研究指導を行う。
　はじめに-2
　計算知能（Computational Intelligence）の主要なパラダイ
ムであるニューラルネットワーク，ファジィシステム，進
化的計算を様々な形でハイブリッドに組み合わせる事によ
り，ビッグデータから超高精度ルール抽出を実現するシス
テムのフェーズ4について，修士論文の研究指導を行う。

履修上の注意
　講義回数の3分の2未満の出席の者には単位を与えない。
　学会への参加を行う予定があります。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に講義内容に付いてのPPT・PDFをOh-o! Meiji上に
アップロードする場合があるので目を通しておくこと。

教科書
　無し。随時指示する。

参考書
　無し。随時指示する。

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討議における積極性や
論理性，研究発表などを総合的に評価する。修士論文のテー
マ設定，研究成果，論文の内容等を総合定期に評価する。
学会発表および論文投稿の実績も加味する。

その他
　既往の研究に関する文献調査を行い，研究テーマを絞り
込むとともに具体的な研究計画を策定する。調査・研究に
おいてはゼミや研究報告会にて指導教員と議論しながら研
究成果を蓄積していく。学位論文の提出に向けて得られた
研究成果の学術的意義や独創性を検討し，内容の整合性，
論理展開の妥当性に留意しながら論文を作成していく。
　指導テーマは最初は教員からは与えない。適切なテーマ
が見当たらなかった場合教員が指導するべき論文を指定す
る。毎年9月と12月に修士論文の進捗状況をチェックする。
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科目ナンバー： ST INF692J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 広域情報科学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　工学博士 林　陽一

授業の概要・到達目標
　計算知能（Computational Intelligence）の主要なパラダイ
ムであるニューラルネットワーク，ファジィシステム，進
化的計算を様々な形でハイブリッドに組み合わせる事によ
り，ビッグデータから超高精度ルール抽出を実現するシス
テムのフェーズ5・6について，修士論文の研究指導を行う。

授業内容
［第１回～ 14回］
　はじめに-1
　計算知能（Computational Intelligence）の主要なパラダイ
ムであるニューラルネットワーク，ファジィシステム，進
化的計算を様々な形でハイブリッドに組み合わせる事によ
り，ビッグデータから超高精度ルール抽出を実現するシス
テムのフェーズ5について，修士論文の研究指導を行う。
　はじめに-2
　計算知能（Computational Intelligence）の主要なパラダイ
ムであるニューラルネットワーク，ファジィシステム，進
化的計算を様々な形でハイブリッドに組み合わせる事によ
り，ビッグデータから超高精度ルール抽出を実現するシス
テムのフェーズ6について，修士論文の研究指導を行う。

履修上の注意
　講義回数の3分の2未満の出席の者には単位を与えない。
　学会への参加を行う予定があります。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に講義内容に付いてのPPT・PDFをOh-o! Meiji上に
アップロードする場合があるので目を通しておくこと。

教科書
　無し。随時指示する。

参考書
　無し。随時指示する。

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討議における積極性や
論理性，研究発表などを総合的に評価する。修士論文のテー
マ設定，研究成果，論文の内容等を総合定期に評価する。
学会発表および論文投稿の実績も加味する。

その他
　既往の研究に関する文献調査を行い，研究テーマを絞り
込むとともに具体的な研究計画を策定する。調査・研究に
おいてはゼミや研究報告会にて指導教員と議論しながら研
究成果を蓄積していく。学位論文の提出に向けて得られた
研究成果の学術的意義や独創性を検討し，内容の整合性，
論理展開の妥当性に留意しながら論文を作成していく。
　指導テーマは最初は教員からは与えない。適切なテーマ
が見当たらなかった場合教員が指導するべき論文を指定す
る。毎年9月と12月に修士論文の進捗状況をチェックする。

指導テーマ
　ディープニューラルネットワークからの高精度ルール抽
出アルゴリズムの開発

科目ナンバー： ST INF692J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 広域情報科学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　工学博士 林　陽一

授業の概要・到達目標
　計算知能（Computational Intelligence）の主要なパラダイ
ムであるニューラルネットワーク，ファジィシステム，進
化的計算を様々な形でハイブリッドに組み合わせる事によ
り，ビッグデータから超高精度ルール抽出を実現するシス
テムのフェーズ7・8について，修士論文の研究指導を行う。

授業内容
［第１回～ 14回］
　はじめに-1
　計算知能（Computational Intelligence）の主要なパラダイ
ムであるニューラルネットワーク，ファジィシステム，進
化的計算を様々な形でハイブリッドに組み合わせる事によ
り，ビッグデータから超高精度ルール抽出を実現するシス
テムのフェーズ7について，修士論文の研究指導を行う。
　はじめに-2
　計算知能（Computational Intelligence）の主要なパラダイ
ムであるニューラルネットワーク，ファジィシステム，進
化的計算を様々な形でハイブリッドに組み合わせる事によ
り，ビッグデータから超高精度ルール抽出を実現するシス
テムのフェーズ8について，修士論文の研究指導を行う。

履修上の注意
　講義回数の3分の2未満の出席の者には単位を与えない。
　学会への参加を行う予定があります。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に講義内容に付いてのPPT・PDFをOh-o! Meiji上に
アップロードする場合があるので目を通しておくこと。

教科書
　無し。随時指示する。

参考書
　無し。随時指示する。

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討議における積極性や
論理性，研究発表などを総合的に評価する。修士論文のテー
マ設定，研究成果，論文の内容等を総合定期に評価する。
学会発表および論文投稿の実績も加味する。

その他
　既往の研究に関する文献調査を行い，研究テーマを絞り
込むとともに具体的な研究計画を策定する。調査・研究に
おいてはゼミや研究報告会にて指導教員と議論しながら研
究成果を蓄積していく。学位論文の提出に向けて得られた
研究成果の学術的意義や独創性を検討し，内容の整合性，
論理展開の妥当性に留意しながら論文を作成していく。
　指導テーマは最初は教員からは与えない。適切なテーマ
が見当たらなかった場合教員が指導するべき論文を指定す
る。毎年9月と12月に修士論文の進捗状況をチェックする。

指導テーマ
　ディープニューラルネットワークからの高精度ルール抽
出アルゴリズムの開発
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科目ナンバー： ST INF512J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報基礎研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（情報学） 宮本　龍介

授業の概要・到達目標
　画像処理や機械学習の応用からテーマを設定し，設定さ
れた課題の解決方法を考え，それを実際にプログラムに
よって実装し，評価することにより提案手法の評価を行う。
　文献調査の仕方，高度なプログラミング，先端的な課題
の解決に向けた論理的思考力を修得することが目標であ
る。

授業内容
［第１回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究1
［第２回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究2
［第３回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究3
［第４回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究4
［第５回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究5
［第６回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究6
［第７回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究7
［第８回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究8
［第９回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究9
［第10回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究10
［第11回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究11
［第12回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究12
［第13回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究13
［第14回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究14

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　与えられたテーマに関連する調査を行うこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度，ディスカッションを総合して評価する。

その他
　物体検出・認識，物体追跡，システム実装，VR，AR，
環境理解等を中心に画像処理，機械学習に関連した課題に
取り組む。

科目ナンバー： ST INF512J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報基礎研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（情報学） 宮本　龍介

授業の概要・到達目標
　画像処理や機械学習の応用からテーマを設定し，設定さ
れた課題の解決方法を考え，それを実際にプログラムに
よって実装し，評価することにより提案手法の評価を行う。
　文献調査の仕方，高度なプログラミング，先端的な課題
の解決に向けた論理的思考力を修得することが目標であ
る。

授業内容
［第１回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究1
［第２回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究2
［第３回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究3
［第４回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究4
［第５回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究5
［第６回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究6
［第７回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究7
［第８回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究8
［第９回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究9
［第10回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究10
［第11回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究11
［第12回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究12
［第13回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究13
［第14回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究14

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　与えられたテーマに関連する調査を行うこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度，ディスカッションを総合して評価する。

その他
　物体検出・認識，物体追跡，システム実装，VR，AR，
環境理解等を中心に画像処理，機械学習に関連した課題に
取り組む。
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科目ナンバー： ST INF612J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報基礎研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（情報学） 宮本　龍介

授業の概要・到達目標
　画像処理や機械学習の応用からテーマを設定し，設定さ
れた課題の解決方法を考え，それを実際にプログラムに
よって実装し，評価することにより提案手法の評価を行う。
　文献調査の仕方，高度なプログラミング，先端的な課題
の解決に向けた論理的思考力を修得することが目標であ
る。

授業内容
［第１回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究1
［第２回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究2
［第３回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究3
［第４回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究4
［第５回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究5
［第６回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究6
［第７回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究7
［第８回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究8
［第９回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究9
［第10回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究10
［第11回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究11
［第12回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究12
［第13回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究13
［第14回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究14

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　与えられたテーマに関連する調査を行うこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度，ディスカッションを総合して評価する。

その他
　物体検出・認識，物体追跡，システム実装，VR，AR，
環境理解等を中心に画像処理，機械学習に関連した課題に
取り組む。

科目ナンバー： ST INF612J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報基礎研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（情報学） 宮本　龍介

授業の概要・到達目標
　画像処理や機械学習の応用からテーマを設定し，設定さ
れた課題の解決方法を考え，それを実際にプログラムに
よって実装し，評価することにより提案手法の評価を行う。
　文献調査の仕方，高度なプログラミング，先端的な課題
の解決に向けた論理的思考力を修得することが目標であ
る。

授業内容
［第１回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究1
［第２回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究2
［第３回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究3
［第４回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究4
［第５回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究5
［第６回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究6
［第７回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究7
［第８回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究8
［第９回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究9
［第10回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究10
［第11回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究11
［第12回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究12
［第13回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究13
［第14回]　 画像処理，信号処理，機械学習に関する研究14

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　与えられたテーマに関連する調査を行うこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度，ディスカッション，修士論文を総合し
て評価する。

その他
　物体検出・認識，物体追跡，システム実装，VR，AR，
環境理解等を中心に画像処理，機械学習に関連した課題に
取り組む。
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科目ナンバー： ST INF592J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 広域情報科学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（学術） 向井　秀夫

授業の概要・到達目標
　英語文献を含む専門書や学術論文の調査に重点的に取り
組み，修士論文のテーマ設定を行う。研究の進捗や必要に
応じ学会等への参加・発表を行う予定がある。

授業内容
［第１回]　 全体の方向づけ
［第２回]　 修士論文のテーマ設定と事前調査1
［第３回]　 修士論文のテーマ設定と事前調査2
［第４回]　 修士論文のテーマ設定と事前調査3
［第５回]　 修士論文のテーマ設定と事前調査4
［第６回]　 修士論文のテーマ設定と事前調査5
［第７回]　 修士論文のテーマ設定と事前調査6
［第８回]　 中間発表
［第９回]　 修士論文のテーマに関する研究調査1
［第10回]　 修士論文のテーマに関する研究調査2
［第11回]　 修士論文のテーマに関する研究調査3
［第12回]　 修士論文のテーマに関する研究調査4
［第13回]　 修士論文のテーマに関する研究調査5
［第14回]　 まとめ

履修上の注意
　各人・グループに対する研究指導と全体のミーティング
を通じて研究を進める。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の研究に必要な数学・統計学・自然科学（特に物理学）
について十分復習しておくこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究に関する議論，中間発表，研究進
捗報告を総合して評価する。

その他

科目ナンバー： ST INF592J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 広域情報科学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（学術） 向井　秀夫

授業の概要・到達目標
　修士論文のテーマに関する研究を行う。英語文献を含む
専門書や学術論文の調査を並行して行う。中間発表に備え
てまとめを行う。研究の進捗や必要に応じ学会等への参加・
発表を行う予定がある。

授業内容
［第１回]　 全体の方向づけの確認
［第２回]　 修士論文のテーマに関する研究調査1
［第３回]　 修士論文のテーマに関する研究調査2
［第４回]　 修士論文のテーマに関する研究調査3
［第５回]　 修士論文のテーマに関する研究調査4
［第６回]　 修士論文のテーマに関する研究調査5
［第７回]　 修士論文のテーマに関する研究調査6
［第８回]　 中間発表会準備1
［第９回]　 中間発表会準備2
［第10回]　 中間発表会準備3
［第11回]　 修士論文のテーマに関する研究調査7
［第12回]　 修士論文のテーマに関する研究調査8
［第13回]　 修士論文のテーマに関する研究調査9
［第14回]　 まとめ

履修上の注意
　各人・グループに対する研究指導と全体のミーティング
を通じて研究を進める。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の研究に必要な数学・統計学・自然科学（特に物理学）
について十分復習しておくこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究に関する議論，中間発表，研究進
捗報告を総合して評価する。

その他
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科目ナンバー： ST INF692J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 広域情報科学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任講師　博士（学術） 向井　秀夫

授業の概要・到達目標
　修士論文のテーマに関する研究を行う。英語文献を含む
専門書や学術論文の調査を並行して行う。修士論文の作成
準備を行う。研究の進捗や必要に応じ学会等への参加・発
表を行う予定がある。

授業内容
［第１回]　 全体の方向づけの確認
［第２回]　 修士論文のテーマに関する研究調査1
［第３回]　 修士論文のテーマに関する研究調査2
［第４回]　 修士論文のテーマに関する研究調査3
［第５回]　 修士論文のテーマに関する研究調査4
［第６回]　 修士論文のテーマに関する研究調査5
［第７回]　 修士論文のテーマに関する研究調査6
［第８回]　 修士論文のテーマに関する研究調査7
［第９回]　 修士論文のテーマに関する研究調査8
［第10回]　 中間発表
［第11回]　 修士論文のテーマに関する研究調査と論文作成

準備1
［第12回]　 修士論文のテーマに関する研究調査と論文作成

準備2
［第13回]　 修士論文のテーマに関する研究調査と論文作成

準備3
［第14回]　 まとめ

履修上の注意
　各人・グループに対する研究指導と全体のミーティング
を通じて研究を進める。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の研究に必要な数学・統計学・自然科学（特に物理学）
について十分復習しておくこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究に関する議論，中間発表，研究進
捗報告を総合して評価する。

その他

科目ナンバー： ST INF692J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 広域情報科学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任講師　博士（学術） 向井　秀夫

授業の概要・到達目標
　修士論文のテーマに関する研究を引き続き行う。英語文
献を含む専門書や学術論文の調査を並行して行う。研究を
まとめ，修士論文の作成と研究の発表を行う。研究の進捗
や必要に応じ学会等への参加・発表を行う予定がある。

授業内容
［第１回]　 全体の方向づけの確認
［第２回]　 修士論文のテーマに関する研究調査と論文作成

準備1
［第３回]　 修士論文のテーマに関する研究調査と論文作成

準備2
［第４回]　 修士論文のテーマに関する研究調査と論文作成

準備3
［第５回]　 修士論文のテーマに関する研究調査と論文作成

1
［第６回]　 修士論文のテーマに関する研究調査と論文作成

2
［第７回]　 修士論文のテーマに関する研究調査と論文作成

3
［第８回]　 中間確認
［第９回]　 修士論文のテーマに関する研究調査と論文作成

4
［第10回]　 修士論文のテーマに関する研究調査と論文作成

5
［第11回]　 修士論文の発表準備1
［第12回]　 修士論文の発表準備2
［第13回]　 修士論文の発表準備3
［第14回]　 修士論文の研究発表およびまとめ

履修上の注意
　各人・グループに対する研究指導と全体のミーティング
を通じて研究を進める。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の研究に必要な数学・統計学・自然科学（特に物理学）
について十分復習しておくこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究に関する議論，中間発表，研究進
捗報告を総合して評価する。

その他
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科目ナンバー： ST INF522J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報ソフトウェア研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（科学） 横山　大作

授業の概要・到達目標
　知的情報処理システムに関する新たな知見を得ることを
目指し，研究を行う。研究テーマを定め，現在の解決状況
を調査し，課題解決と評価方法を検討し，研究計画を立案
して実行していく，という学術研究のプロセスを実行でき
る能力の獲得を目指す。

授業内容
［第１回]　 輪講と討論（1）
［第２回]　 輪講と討論（2）
［第３回]　 輪講と討論（3）
［第４回]　 輪講と討論（4）
［第５回]　 輪講と討論（5）
［第６回]　 輪講と討論（6）
［第７回]　 輪講と討論（7）
［第８回]　 輪講と討論（8）
［第９回]　 輪講と討論（9）
［第10回]　 輪講と討論（10）
［第11回]　 輪講と討論（11）
［第12回]　 輪講と討論（12）
［第13回]　 輪講と討論（13）
［第14回]　 輪講と討論（14）

履修上の注意
　現在の学術研究・技術開発過程に参加できる能力を身に
着けるため，学外での研究発表なども行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　長いスパンでの研究であり，その時点その時点で調査，
実証，改善など異なる目標に取り組んでいくことになる。
そのために必要となる基礎知識，基礎技術も様々に変化し
ていく。教員と相談しつつ，自分にとって足りない能力を
獲得していくことが必要である。

教科書

参考書

成績評価の方法
　ゼミでの文献調査発表，議論を通して，上記の研究能力
の獲得状況を総合的に評価する。

その他

指導テーマ
　知的情報処理という，「賢く見える処理」に必要な技術分
野を広く扱う。
・高性能探索処理に関わる分野
　（効率の良い探索アルゴリズム，人間にとって望ましい
探索結果の獲得方法　等）
・大規模計算システムに関わる分野
　（スケーラブルな計算プラットフォーム，柔軟な探索用
フレームワーク　等）などについてが主な技術テーマであ
る。適用を考える実問題の一例としては
・ゲーム情報学が扱う問題
　（ボードゲーム，完全/不完全情報ゲーム，多人数ゲーム，
リアルタイムストラテジー，コンテンツ自動生成　等）
・交通サービスに関わる問題
　（人流把握，交通計画，交通最適化　等）が考えられる。

科目ナンバー： ST INF522J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報ソフトウェア研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（科学） 横山　大作

授業の概要・到達目標
　知的情報処理システムに関する新たな知見を得ることを
目指し，研究を行う。研究テーマを定め，現在の解決状況
を調査し，課題解決と評価方法を検討し，研究計画を立案
して実行していく，という学術研究のプロセスを実行でき
る能力の獲得を目指す。

授業内容
［第１回]　 輪講と討論（1）
［第２回]　 輪講と討論（2）
［第３回]　 輪講と討論（3）
［第４回]　 輪講と討論（4）
［第５回]　 輪講と討論（5）
［第６回]　 輪講と討論（6）
［第７回]　 輪講と討論（7）
［第８回]　 輪講と討論（8）
［第９回]　 輪講と討論（9）
［第10回]　 輪講と討論（10）
［第11回]　 輪講と討論（11）
［第12回]　 輪講と討論（12）
［第13回]　 輪講と討論（13）
［第14回]　 輪講と討論（14）

履修上の注意
　現在の学術研究・技術開発過程に参加できる能力を身に
着けるため，学外での研究発表なども行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　長いスパンでの研究であり，その時点その時点で調査，
実証，改善など異なる目標に取り組んでいくことになる。
そのために必要となる基礎知識，基礎技術も様々に変化し
ていく。教員と相談しつつ，自分にとって足りない能力を
獲得していくことが必要である。

教科書

参考書

成績評価の方法
　ゼミでの文献調査発表，議論を通して，上記の研究能力
の獲得状況を総合的に評価する。

その他

指導テーマ
　知的情報処理という，「賢く見える処理」に必要な技術分
野を広く扱う。
・高性能探索処理に関わる分野
　（効率の良い探索アルゴリズム，人間にとって望ましい
探索結果の獲得方法　等）
・大規模計算システムに関わる分野
　（スケーラブルな計算プラットフォーム，柔軟な探索用
フレームワーク　等）などについてが主な技術テーマであ
る。適用を考える実問題の一例としては
・ゲーム情報学が扱う問題
　（ボードゲーム，完全/不完全情報ゲーム，多人数ゲーム，
リアルタイムストラテジー，コンテンツ自動生成　等）
・交通サービスに関わる問題
　（人流把握，交通計画，交通最適化　等）が考えられる。
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科目ナンバー： ST INF622J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報ソフトウェア研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（科学） 横山　大作

授業の概要・到達目標
　知的情報処理システムに関する新たな知見を得ることを
目指し，研究を行う。
　研究テーマを定め，現在の解決状況を調査し，課題解決と
評価方法を検討し，研究計画を立案して実行していく，とい
う学術研究のプロセスを実行できる能力の獲得を目指す。

授業内容
［第１回]　 輪講と討論（1）
［第２回]　 輪講と討論（2）
［第３回]　 輪講と討論（3）
［第４回]　 輪講と討論（4）
［第５回]　 輪講と討論（5）
［第６回]　 輪講と討論（6）
［第７回]　 輪講と討論（7）
［第８回]　 輪講と討論（8）
［第９回]　 輪講と討論（9）
［第10回]　 輪講と討論（10）
［第11回]　 輪講と討論（11）
［第12回]　 輪講と討論（12）
［第13回]　 輪講と討論（13）
［第14回]　 輪講と討論（14）

履修上の注意
　現在の学術研究・技術開発過程に参加できる能力を身に
着けるため，学外での研究発表なども行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　長いスパンでの研究であり，その時点その時点で調査，
実証，改善など異なる目標に取り組んでいくことになる。
　そのために必要となる基礎知識，基礎技術も様々に変化
していく。
　教員と相談しつつ，自分にとって足りない能力を獲得し
ていくことが必要である。

教科書

参考書

成績評価の方法
　ゼミでの文献調査発表，議論を通して，上記の研究能力
の獲得状況を総合的に評価する。

その他

指導テーマ
　知的情報処理という，「賢く見える処理」に必要な技術分
野を広く扱う。
・高性能探索処理に関わる分野
　（効率の良い探索アルゴリズム，人間にとって望ましい
探索結果の獲得方法　等）
・大規模計算システムに関わる分野
　（スケーラブルな計算プラットフォーム，柔軟な探索用
フレームワーク　等）などについてが主な技術テーマであ
る。適用を考える実問題の一例としては
・ゲーム情報学が扱う問題
　（ボードゲーム，完全/不完全情報ゲーム，多人数ゲーム，
リアルタイムストラテジー，コンテンツ自動生成　等）
・交通サービスに関わる問題
　（人流把握，交通計画，交通最適化　等）が考えられる。

科目ナンバー： ST INF622J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報ソフトウェア研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（科学） 横山　大作

授業の概要・到達目標
　知的情報処理システムに関する新たな知見を得ることを目指
し，研究を行う。
　研究テーマを定め，現在の解決状況を調査し，課題解決と
評価方法を検討し，研究計画を立案して実行していく，とい
う学術研究のプロセスを実行できる能力の獲得を目指す。

授業内容
［第１回]　 輪講と討論（1）
［第２回]　 輪講と討論（2）
［第３回]　 輪講と討論（3）
［第４回]　 輪講と討論（4）
［第５回]　 輪講と討論（5）
［第６回]　 輪講と討論（6）
［第７回]　 輪講と討論（7）
［第８回]　 輪講と討論（8）
［第９回]　 輪講と討論（9）
［第10回]　 輪講と討論（10）
［第11回]　 輪講と討論（11）
［第12回]　 輪講と討論（12）
［第13回]　 輪講と討論（13）
［第14回]　 輪講と討論（14）

履修上の注意
　現在の学術研究・技術開発過程に参加できる能力を身に
着けるため，学外での研究発表なども行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　長いスパンでの研究であり，その時点その時点で調査，
実証，改善など異なる目標に取り組んでいくことになる。
　そのために必要となる基礎知識，基礎技術も様々に変化
していく。
　教員と相談しつつ，自分にとって足りない能力を獲得し
ていくことが必要である。

教科書

参考書

成績評価の方法
　ゼミでの文献調査発表，議論を通して，上記の研究能力
の獲得状況を総合的に評価する。

その他

指導テーマ
　知的情報処理という，「賢く見える処理」に必要な技術分
野を広く扱う。
・高性能探索処理に関わる分野
　（効率の良い探索アルゴリズム，人間にとって望ましい
探索結果の獲得方法　等）
・大規模計算システムに関わる分野
　（スケーラブルな計算プラットフォーム，柔軟な探索用
フレームワーク　等）などについてが主な技術テーマであ
る。適用を考える実問題の一例としては
・ゲーム情報学が扱う問題
　（ボードゲーム，完全/不完全情報ゲーム，多人数ゲーム，
リアルタイムストラテジー，コンテンツ自動生成　等）
・交通サービスに関わる問題
　（人流把握，交通計画，交通最適化　等）が考えられる。
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科目ナンバー： ST INF611J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 組み合わせ最適化特論

開 講 期 春学期集中 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　博士（情報理工学） 宮本　裕一郎

授業の概要・到達目標
　組合せ最適化問題は，工学や経営をはじめ広範な分野に
おいて現存する技術的条件のもとで組織化や計画の改善に
よって問題を解決するための重要な考え方や手段を与えて
います。特に近年では最適化アルゴリズムの進歩が計算機
の性能向上と相まって，以前では計算不可能であった大規
模な現実問題が扱えるようになりました。本講義では，組
合せ最適化問題，線形最適化問題，整数最適化問題の基本
的な枠組みを習得することで，様々な分野において組合せ
最適化問題を活用するための基礎を身に付けることを目的
とします。

授業内容
［第１回]　 組合せ最適化とは？ソルバーの紹介
［第２回]　 線形最適化問題と単体法
［第３回]　 線形最適化問題と双対
［第４回]　 整数最適化問題
［第５回]　 整数最適化問題の困難性
［第６回]　 分枝限定法
［第７回]　 完全ユニモジュラー行列と最小費用流問題
［第８回]　 最大流と最小カット
［第９回]　 貪欲解法とマトロイド
［第10回]　 発見的解法
［第11回]　 近似解法
［第12回]　 二次錐最適化とロバスト最適化
［第13回]　 Support Vector Machine
［第14回]　 ブラックボックス最適化

履修上の注意
　線形代数および離散数学（特にグラフ理論）を学習済みで
あることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　この講義では初めて学ぶ事柄も多いので予習は必要とし
ない。講義中に演習問題などを提示するので，その演習問
題を解きながら講義内容を確認するなどの復習を課する。

教科書
　なし

参考書
1．久保幹雄，組合せ最適化とアルゴリズム，共立出版，
2000
2．B.コルテ，J.フィーゲン（著），浅野孝夫，浅野泰仁，小
野孝男，平田富夫（訳），組合せ最適化（理論とアルゴリズ
ム），丸善出版，2012

成績評価の方法
　毎回与えるレポート課題の達成度によって成績を評価す
る。

その他

科目ナンバー： ST INF638J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 生体情報処理特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任講師　博士（学術） 向井　秀夫

授業の概要・到達目標
　情報処理における数理・実験モデルを基礎となる物理現
象等と共に理解する。枠組みとしては広く適用可能な一般
的なものを考える。さらに脳を含む生体への応用を考えな
がら情報科学との関わりを学ぶ。基礎的な事項の理解に重
点を置きつつ，先端的な知識を獲得し活用できるようにな
ることを目標とする。

授業内容
［第１回]　 ガイダンス
［第２回]　 生体の情報処理（1）感覚一般
［第３回]　 生体の情報処理（2）視覚1
［第４回]　 生体の情報処理（3）視覚2
［第５回]　 生体の情報処理（4）聴覚
［第６回]　 生体の情報処理（5）その他の知覚情報処理
［第７回]　 記憶・情動の情報処理
［第８回]　 ネットワークと非線形性（1）
［第９回]　 ネットワークと非線形性（2）
［第10回]　 再帰性（1）
［第11回]　 再帰性（2）
［第12回]　 生体システムとその応用の話題（1）（強化学習を

含む）
［第13回]　 生体システムとその応用の話題（2）
［第14回]　 まとめ

履修上の注意
　学術文献（英語を含む）の受講者による輪講形式で行う。
　PythonやJuliaを使用する課題を出すことがある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業の中で出てきた際に適宜補うが，大学学部1・2年程
度の数学（線形代数・微積分（偏微分，ヤコビアンなど）・微
分方程式の初歩）・統計学（正規分布・共分散など）などにつ
いて理解していることが望ましい。

教科書
　授業中に適宜指定する。

参考書
　Theoretical Neuroscience, Dayan and Abbott
　Principles of Neural Science, Kandel, E.　ほか

成績評価の方法
　各自の発表内容，授業での議論への参加による。これら
の合計が満点の60％以上であることを単位取得条件とす
る。

その他

― 443 ―



科目ナンバー： ST INF611J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 計算の理論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（情報学） 小林　浩二

授業の概要・到達目標
　計算の理論（計算論）は，主に計算可能性と計算の複雑さ
の理論から構成される。計算可能性とは，計算機を用いて
解くことが出来る（出来ない）問題の性質に関する議論であ
り，計算の複雑さとは，計算機で問題を解く際に必要とな
る時間の量に関する議論である。
　本講義では，計算可能性と計算の複雑さについて議論す
るために必要となる計算機を数学的に抽象化したモデルで
あるチューリング機械について学ぶと共に，基本的な計算
可能性と計算の複雑さに関する内容（決定不能問題，クラ
スP，クラスNP，多項式時間帰着，NP完全性）について理
解することを目的とする。

授業内容
［第１回]　 イントロダクション
［第２回]　 チューリング機械（１）
［第３回]　 チューリング機械（２）
［第４回]　 チューリング機械（３）
［第５回]　 決定不能問題（１）
［第６回]　 決定不能問題（２）
［第７回]　 クラスP
［第８回]　 クラスNP
［第９回]　 多項式時間帰着とNP完全性（１）
［第10回]　 多項式時間帰着とNP完全性（２）
［第11回]　 頂点被覆問題のNP完全性
［第12回]　 ハミルトン路問題のNP完全性
［第13回]　 部分和問題のNP完全性
［第14回]　 総まとめ

履修上の注意
　必須ではないが，離散数学の知識があること，また「オー
トマトンと言語理論」の授業を受講していることが望まし
い。

準備学習（予習・復習等）の内容
　次の回の授業までに前回までの授業内容を適度に理解し
ておくこと。

教科書
　なし

参考書
　『オートマトン言語理論 計算論II』J. ホップクロフト，R. 
モトワニ，J. ウルマン（サイエンス社）
　『計算理論の基礎 2　計算可能性の理論』M. Sipser（共
立出版）
　『計算理論の基礎 3　複雑さの理論』M. Sipser（共立出版）

成績評価の方法
　平常課題とレポート課題100％とし，満点の60％以上を
単位修得の条件とする。

その他

科目ナンバー： ST INF621J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 計算エレクトロニクス特論

開 講 期 春学期集中 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　博士（工学） 並木　武文

授業の概要・到達目標
　今日の自然科学におけるコンピュータシミュレーション
は，理論，実験と並ぶ3つ目の柱としてますます重要になっ
てきている。その背景にはコンピュータの飛躍的な性能向
上があるが，ソフトウェアの基盤となるアルゴリズムの著
しい発展も大きく寄与している。本授業では，理工学分野
のコンピュータシミュレーションに必要な基礎知識と，基
本的かつ実用的なアルゴリズムについて講義し，さらにい
くつかの応用事例を説明する。授業で説明したアルゴリズ
ムとその理論的背景を理解することを目標とする。

授業内容
［第１回]　 イントロダクション
　本科目のガイダンスを行う。講義の概要，成績評価の方
法，授業運営上の留意事項などについて説明する。

［第２回]　 数の表現と誤差
　2進数や浮動小数点数などのコンピュータにおける数の
表現と，丸め誤差や打ち切り誤差などの誤差について講義
する。

［第３回]　 非線形方程式（前編）
　2分法やニュートン法などを用いて非線形方程式の解を
求めるアルゴリズムについて講義する。

［第４回]　 非線形方程式（後編）
　非線形方程式の解を求める各アルゴリズムの特徴や長短
について講義する。

［第５回]　 連立一次方程式（前編）
　直接法を用いて連立一次方程式の解を求めるアルゴリズ
ムについて講義する。

［第６回]　 連立一次方程式（後編）
　反復法を用いて連立一次方程式の解を求めるアルゴリズ
ムについて講義する。

［第７回]　 関数近似（前編）
　最小二乗法を用いて関数をn次多項式で近似するアルゴ
リズムについて講義する。

［第８回]　 関数近似（後編）
　補間法を用いて関数をn次多項式で近似するアルゴリズ
ムについて講義する

［第９回]　 数値積分（前編）
　台形公式やシンプソン公式などを用いて関数を数値積分
するアルゴリズムについて講義する。

［第10回]　 数値積分（後編）
　関数を数値積分する各アルゴリズムの特徴や長短につい
て講義する。

［第11回]　 微分方程式（前編）
　常微分方程式を解くためのアルゴリズムについて講義す
る。

［第12回]　 微分方程式（後編）
　偏微分方程式を解くためのアルゴリズムについて講義す
る。

［第13回]　 差分法（前編）
　差分法を用いて偏微分方程式を解くアルゴリズムについ
て講義する。

［第14回]　 差分法（後編）
　差分法を用いて偏微分方程式を解く具体的な事例につい
て講義する。

履修上の注意
　授業の内容や順序は若干変更することがある。
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準備学習（予習・復習等）の内容
　これまでに学習した数学のうち，級数，行列，微分，積
分について，基礎的な内容を復習しておくことが望ましい。

教科書
　授業は，配布する資料に基づいて行う。

参考書
　栗原正仁「わかりやすい数値計算入門」ムイスリ出版
　平瀬創也「C＃で学ぶ偏微分方程式の数値解法」東京電機
大学出版局

成績評価の方法
　出欠を含めた授業への取組姿勢（50％）とレポートの結果

（50％）を合わせて評価し，60点以上を合格とする。

その他

科目ナンバー： ST INF621J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 設計自動化特論

開 講 期 春学期集中 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　博士（工学） 三浦　幸也

授業の概要・到達目標
　現代社会は様々な電子機器や情報システムに支えられて
おり，これらの機器やシステムを実現している基幹部品が
集積回路である。高集積化・高機能化した集積回路の生産
性を向上させるために，集積回路の設計ではCADツールと
呼ばれるツールによる設計の自動化が進んでいる。
　本講義では，集積回路の設計・製造方法，設計技術，最
新技術について学習する。本講義を修得することで，集積
回路の，設計に関する諸技術，微細化に関する諸問題とそ
の対策，について理解することができる。

授業内容
［第１回]　 本講義の概要（設計自動化）と目的（イントロダ

クション）
［第２回]　 LSIシステムの設計
［第３回]　 LSI設計フロー
［第４回]　 高機能LSIの設計事例の調査とそのレポート作

成
［第５回]　 論理合成
［第６回]　 レイアウト設計
［第７回]　 タイミング設計
［第８回]　 最新のCAD技術に関する調査とそのレポート

作成
［第９回]　 テスト設計
［第10回]　 フィジカル設計
［第11回]　 微細化LSIの設計対策の調査とレポート作成
［第12回]　 FPGAによる設計（設計事例1）
［第13回]　 低消費電力設計（設計事例2）
［第14回]　 高集積化LSIの設計事例の調査とそのレポート

作成

履修上の注意
　第1回目の講義までにシラバスを読んで，本講義の概要・
目的を把握すること。ディジタル回路（論理回路）の基礎知
識があることが望ましいが，その限りではない。講義中に
講義内容に関連したレポート課題・演習課題を課す場合が
ある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義中に配布（予定）する資料の該当箇所を読み，不明な
点や専門用語は各自で調べること。復習として関連書籍や
論文で理解を深めること。

教科書
　なし。講義資料を配布の予定。

参考書
　例えば，
　「システムLSI設計入門」，鈴木五郎，コロナ社
　「LSIとはなんだろうか」，寺井秀一，福井正博，森北出
版
　「LSI工学：システムLSIの設計と製造」，小谷教彦，西村正，
森北出版
　「半導体LSI技術」牧野博之，益子洋治，山本秀和，共立
出版
などがある。
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成績評価の方法
　レポート70％，講義への貢献度30％の合計が満点の
60％以上を単位修得の条件とする。第1回目の講義でレポー
ト及び成績評価について説明する。

その他
　本講義は夏季休暇中の集中講義で行う予定である。質問
等のオフィスアワーは休憩時間に行う。

科目ナンバー： ST INF621J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 コンピュータ設計特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　工学博士 井口　幸洋

授業の概要・到達目標
　コンピュータの動作を完全に理解するために，パイプラ
イン・プロセッサを設計する。実際にFPGAボードに実装
し，動作の評価も行う。

授業内容
　全体を受講生で分担し，分担分をパワーポイントを使用
して発表を行う。ただし，教科書の内容をそのまま発表す
るのでは，合格点は出せない。その内容を，ソフトウェア
でシミュレーションを行うか，ハードウェアで実現するな
どして実際に手と頭を使って検討を加えてその結果を載せ
てもらう。こうすることにより，より深い理解と実力をえ
ることができる。
　またFPGAボードに実装し，動作させ，報告することが
必要となる。最終課題の自由課題として，命令の追加を行
い個性的な命令を持つプロセッサを作成することが必要と
なる。

履修上の注意
　学会出張などの場合は，事前に相談すること。欠席と遅
刻は減点する。かなり，授業時間以外の作業を必要とする。
やる気のある人のみ受講されたい。単に教科書どおりのパ
ワーポイントを作成しただけの発表では単位取得は難し
い。

準備学習（予習・復習等）の内容
　Verilog HDLやFPGAについては，学習済であることが
必要である。毎週課題作成の為の資料作成とFPGA開発
ツールを作った製作などを必要とする。

教科書
　作りながら学ぶコンピュータアーキテクチャ改訂版
　天野英晴，西村克信著　培風館

参考書
　特に無し

成績評価の方法
　発表資料と発表技術により採点を行う。また，最後に課
題を一つ出すのでその課題の到達度によりそれも加味して
採点を行う。

その他
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科目ナンバー： ST INF621J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 ディペンダブルコンピューティング特論

開 講 期 春学期集中 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　博士（工学） 三浦　幸也

授業の概要・到達目標
　銀行のオンラインシステム，交通システム，情報通信シ
ステムなどに代表されるコンピュータシステムは，今日の
日常生活では必須のシステムである。このようなシステム
に予期しない停止（システムダウン）や故障が生じると大混
乱が生じ，社会に多大な経済的損失や人命にかかわるよう
な重大事故を招く。従って，情報化社会におけるコンピュー
タシステムの高信頼化は極めて重要な課題である。本講義
では，ディペンダブル（頼りになる）コンピュータシステム
の構成技術である「耐故障（フォールトトレラント）技術」と
システムの主要な構成部品である「LSIの設計とテスト」に
ついて学習する。
　本科目「ディペンダブルコンピューティング特論」を修得
することで，「安心で安全なコンピュータシステムを実現
するための諸技術」を理解することができる。また最新の
技術動向の知識についても習得できる。

授業内容
［第１回]　 本講義の概要（高信頼化システム）と目的（イン

トロダクション）
［第２回]　 ディペンダブル/フォールトトレラントコン

ピューティングの必要性
［第３回]　 高信頼化システムの基本概念
［第４回]　 情報通信システムの障害事例調査とそのレポー

トの作成
［第５回]　 ディペンダブルコンピュータシステムの誤りの

検出方法と故障のマスク
［第６回]　 ディペンダブルコンピュータシステムの構成法
［第７回]　 ディペンダブルコンピュータシステムに関する

調査とそのレポートの作成
［第８回]　 LSI（論理回路）の設計方法
［第９回]　 LSIの設計に関する最近の技術動向
［第10回]　 LSIのテスト技術の基本
［第11回]　 LSIの設計とテストに関する課題とレポートの

作成
［第12回]　 LSIのテスト方法と高信頼化技術
［第13回]　 LSIのテストを容易にするテスト容易化設計法
［第14回]　 微細化LSIの最近のテスト技術動向，およびLSI

の高信頼化技術に関する課題とそのレポートの
作成

履修上の注意
　第1回目の授業までにシラバスを読んで，本授業の概要・
目的を把握すること。ディジタル回路（論理回路）の基礎知
識があることが望ましいが，その限りではない。授業中に
授業内容に関連したレポート課題・演習課題を課す場合が
ある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業中に配布（予定）する資料の該当箇所を読み，不明な
点や専門用語は各自で調べること。復習として関連書籍や
論文で理解を深めること。

教科書
　なし。　授業で資料を配布の予定。

参考書
　例えば，
　「フォールトトレラントコンピュータ」南谷崇，オーム社
　「ディペンダブルシステム―高信頼システム実現のため
の耐故障・検証・テスト技術」米田友洋，土屋達弘，梶原誠司，
共立出版
　などがあるが，各自で書籍，論文などを検索・調査する
ことも必要である。

成績評価の方法
　レポート70％，授業への貢献度30％の合計が満点の
60％以上を単位修得の条件とする。

その他
　本授業は夏季休暇中の集中講義で行う予定である。質問
等のオフィスアワーは休憩時間に行う。なお本授業の一部
は㈱半導体理工学研究センターの教育支援（協力講座）によ
る内容である。
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科目ナンバー： ST INF621J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 コンピュータアーキテクチャ特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 堤　利幸

授業の概要・到達目標
　本講義は，STARC（半導体理工学研究センター）の「SoC
設計技術」教育協力講座の位置づけとして，STARCから支
援を頂き，STARC作成のテキストを利用させて頂いてい
る授業である
　コンピュータアーキテクチャはハードウェアレベル，ソ
フトウェアレベルより1つ抽象度高いレベルでシステム的
な設計思想を学ぶ学問である。本授業では，コンピュータ
アーキテクチャ特に，実際に産業界で使われている先端的
なSoC（System on a Chip，システムLSI）のアーキテクチャ
及び組込みシステム設計技術を理解することを目的として
いる。

授業内容
[第１回]　 ガイダンス
　本科目のガイダンスを行う。成績評価方法を説明しを行
い学習する内容について概説する。また授業運営上の安全
について教育指導する。
[第２回]　 組込システムと開発概要（1）
　IT社会における組み込みシステムの位置づけについて学
習する
[第３回]　 組込システムと開発概要（2）
　SoC設計の特徴，設計フローと課題について学習する。
[第４回]　 システムアーキテクチャ設計技術（1）
　SoCのシステムアーキテクチャ設計方法論について学習
する。
[第５回]　 システムアーキテクチャ設計技術（2）
　システムアーキテクチャの仕様，高位設計手法について
学習する。
[第６回]　 システムアーキテクチャ設計技術（3）
　コデザインと性能評価見積りについて学習する。
[第７回]　 システムアーキテクチャ設計技術（4）
　再利用による設計とインタフェース合成について学習す
る。
[第８回]　 組込ソフトウェアの基礎（1）
　組込みシステムの特徴とハードウェアの基礎知識につい
て学習する。
[第９回]　 組込ソフトウェアの基礎（2）
　組込みソフトウェアの特徴とOSの基礎知識，ミドルウェ
アについて学習する。
[第10回]　 リアルタイムシステム（1）
　リアルタイムシステムの概念について学習する。
[第11回]　 リアルタイムシステム（2）
　リアルタイムシステムにおけるRTOSとマルチタスク機
構について学習する。
[第12回]　 リアルタイムシステム（3）
　リアルタイムシステムにおけるデバイスドライバについ
て学習する。
[第13回]　 マルチコア上のソフトウェア（1）
　マルチコア向けのソフトウェアの実際について学習す
る。
[第14回]　 組込みソフトウェアの開発
　組込みソフトウェアのアプリケーションの開発について
学習する。

履修上の注意
　特にありません。

準備学習（予習・復習等）の内容
　次回の授業範囲について事前に，配布したテキストを読
み，調べておくこと。特に，次回の授業内容に関する専門
用語について辞典等で調べておくことは大変有意義なこと
である。復習として，学習した内容を整理すること。また，
授業で紹介した問題について文献等で調査すること。

教科書
　STARC社が作成されたテキスト（電子ファイル）を配布
する。

参考書
　必要に応じて適当な文献を適宜紹介する。

成績評価の方法
　授業中の積極的な質疑応答やコメントなどによる授業へ
の貢献度（60％）と課題に対して提出されたレポートの内容

（40％）を総合的に評価する。定期試験は実施しません。

その他
　本講義は，STARCの「SoC設計技術」教育協力講座の位置
づけとして，STARCから支援を頂いて，STARC作成のテ
キストを利用させて頂いております。ここにSTARC関係
各位様に深く感謝致します。
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科目ナンバー： ST INF621J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 ソフトウェア科学特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（科学） 横山　大作

授業の概要・到達目標
　大量データの蓄積と利用，多人数が同時に利用するアプ
リケーションの構築など，大規模な計算を実現したい場面
は多い。この講義では，このような大規模計算をどのよう
にシステムとして実現するのか，そのソフトウェア的な構
築方法について理解することを目的とする。具体的には，
並列・分散計算の必要性と様々な実現方法，スケーラブル
なシステムを構築するために求められる機能，構造などを
学ぶ。また，代表的な応用問題領域におけるプログラミン
グフレームワークについて学ぶ。

授業内容
[第１回]　 並列処理と分散処理の基礎，性能指標
[第２回]　 名前空間
[第３回]　 スケジューラ，タスクグラフ
[第４回]　 分散計算環境とその基礎技術
[第５回]　 クラウド，VM
[第６回]　 コンテナ
[第７回]　 スケーラブルなプログラミングモデル
[第８回]　 並列プログラミングフレームワーク
[第９回]　 データ処理用プログラミングフレームワーク
[第10回]　 ドメイン特化言語
[第11回]　 メモ化，DP
[第12回]　 ロックフリーアルゴリズム
[第13回]　 スケーラビリティへの様々なアプローチ手法
[第14回]　 最新の研究動向

履修上の注意
　学習内容には，PC等の小規模計算機環境で動作確認で
きるものも含まれる。自分の環境で実際にプログラムを動
作させるなど，実践を伴った復習を行うと理解が深まる。

準備学習（予習・復習等）の内容
　学習内容には，PC等の小規模計算機環境で動作確認で
きるものも含まれる。自分の環境で実際にプログラムを動
作させるなど，実践を伴った復習を行うと理解が深まる。

教科書
　特に指定しない。参考資料を配布する。

参考書

成績評価の方法
　学期末にレポート課題を課し，その内容で評価する。

その他

科目ナンバー： ST INF621J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 ソフトウェア工学特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任講師　博士（工学） 早川　智一

授業の概要・到達目標
　情報化社会の進展とともに情報技術（IT：Information 
Technology）を利用したビジネスが急激に拡大しており，
その実現手段としてのアプリケーションソフトウェアの設
計・開発技術がますます重要になってきている。その一方
で，システム化の対象の拡大に伴い，その設計・開発技術
が多様化してきている。
　本授業では，高度情報化社会のキーテクノロジーとして
のソフトウェアの設計・構築技法について学ぶ。

授業内容
ソフトウェアの設計・構築技法として，オブジェクト指向
分析・設計技法を基本に，ユーザインタフェース設計・構築
やモデリングを支援するためのアプリケーションフレーム
ワークやプラットフォームなどのミドルウェアにも注目す
る。授業は，基本的な内容を講義したあと，英語の文献（専
門書や論文）の輪講を実施することが多い。後半にはレポー
ト課題を与える。受講生数にもよるが，おおむね以下のよ
うに進める。
[第１回]　 全体の進め方の説明とソフトウェア設計技法の

講義
[第２回]　 ソフトウェア設計技法の講義
[第３回]　 ソフトウェア設計技法の講義
[第４回]　 文献調査と考察の発表
[第５回]　 文献調査と考察の発表
[第６回]　 文献調査と考察の発表
[第７回]　 文献調査と考察の発表
[第８回]　 文献調査と考察の発表
[第９回]　 テーマ別レポートの発表と議論
[第10回]　 テーマ別レポートの発表と議論
[第11回]　 テーマ別レポートの発表と議論
[第12回]　 テーマ別レポートの発表と議論
[第13回]　 テーマ別レポートの発表と議論
[第14回]　 まとめ

履修上の注意
　学部の授業「オブジェクト指向」「ソフトウェア工学」「ソ
フトウェア工学演習」を復習しておくことを強く推奨する。
また，文献調査では，文献の内容紹介に加えて，関連技術
項目の独自調査と考察を含むこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　予習として，教科書や参考書の該当箇所を事前に読み，
次回の授業内容について不明点を洗い出しておくこと。復
習として，教科書や参考書の該当箇所を読み直して，事前
に洗い出した不明点を解消しておくこと。

教科書
　特になし。
　輪講テキストについては，学会誌掲載のソフトウェア関
連の論文やシステム設計に関する専門書などを提示する。
受講生は，それらの中から興味深いものを選択して内容紹
介等を担当する。
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参考書
　『ソフトウェア工学（第3版）』中所武司（朝倉書店）
　『Head First Object-Oriented Analysis and Design』
Brett McLaughlin, Gary Pollice, David West（O'Reilly 
Media）
　『Head First Design Patterns』Eric Freeman, Elisabeth 
Robson, Bert Bates, Kathy Sierra（O'Reilly Media）

成績評価の方法
　受講態度（20％）や輪講担当時の報告と討議内容（40％）お
よび後半のテーマ別レポートとその内容（40％）を合計して
評価する。これらの合計が満点の60％以上であることを単
位修得の条件とする。なお，受講態度には，授業への出席
状況や他の人の発表内容に関する議論への積極的な参加を
含む。

その他
　受講生の人数や理解度などに応じて，授業の内容や進度
などを変更・調整する場合がある。

科目ナンバー： ST INF621J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 システムプログラム特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　理学博士 岩崎　英哉

授業の概要・到達目標
　システムプログラムは，計算機システムを動かすための
中核となるソフトウェア一般を指す言葉であり，広い意味
ではプログラミング言語の処理系も含まれる。本講義では，
プログラミング言語の中でも，関数を組み合わせてプログ
ラムを記述する関数型言語に注目する。関数型言語のひと
つとして捉えることのできる Scheme のインタプリタ処理
系を取り上げ，その構成法技法を中心に述べる。

授業内容
［第１回］　関数型言語と手続き型言語
［第２回］　式の評価と環境
［第３回］　リスト処理
［第４回］　再帰と末尾再帰
［第５回］　継続
［第６回］　JavaによるScheme処理系の概略
［第７回］　Scheme処理系（１）　基本データ型
［第８回］　Scheme処理系（２）　ペアとリスト
［第９回］　Scheme処理系（３）　環境の構成と評価
［第10回］　Scheme処理系（４）　関数適用式とリフレク
ションの利用

［第11回］　Scheme処理系（５）　組込関数とユーザ定義関
数

［第12回］　Scheme処理系（６）　特殊形式
［第13回］　Scheme処理系（７）　入出力
［第14回］　Scheme処理系（８）　継続

履修上の注意
　実際のScheme処理系のソースコードを詳細に解説する。
具体的なプログラムに即して，技法やデータ構造の概略か
ら細かな実現上の工夫まで，詳しく読み解いていく。

準備学習（予習・復習等）の内容
　予習は要求しないが，ソースコードはJavaで記述されて
いるので，Javaプログラムをある程度読むことができるこ
とが望ましい。講義の内容を復習することが望ましい。

教科書
　毎回プリントを配布する。

参考書

成績評価の方法
　中間と最終の2回のレポートの内容によって成績を評価
する。

その他
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科目ナンバー： ST INF611J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 連続最適化特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 飯塚　秀明

授業の概要・到達目標
　連続の変数をもつ目的関数をある制約条件のもとで最小
化する問題（連続最適化問題）を解くための様々な最適化手
法について学習する。具体的には，制約なし非凸最適化
問題（制約がなく目的関数が必ずしも凸ではない最小化問
題），制約付き凸最適化問題（幾つかの制約条件のもとで凸
目的関数を最小化する問題）について，焦点を合わせ，こ
のような問題を解くための最適化手法を紹介する。また，
それらの問題の解への収束保証性や高速収束性について講
義を行う。連続最適化問題と深い関係のある不動点問題や
変分不等式などについても紹介する。

授業内容
［第１回]　 凸集合と凸関数
［第２回]　 制約なし非凸最適化問題と直線探索法
［第３回]　 制約なし非凸最適化問題を解くための手法（最

急降下法）
［第４回]　 制約なし非凸最適化問題を解くための手法（共

役勾配法）
［第５回]　 制約なし非凸最適化問題を解くための手法（共

役勾配法）（続き）
［第６回]　 制約なし非凸最適化問題を解くための手法

（Newton法）
［第７回]　 制約なし非凸最適化問題を解くための手法（準

Newton法）
［第８回]　 不動点問題とその応用例
［第９回]　 不動点問題を解くための手法（Mannの手法）
［第10回]　 不動点問題を解くための手法（Halpernの手法）
［第11回]　 制約付き凸最適化問題とその応用例
［第12回]　 制約付き凸最適化問題を解くための手法（射影

法）
［第13回]　 制約付き凸最適化問題を解くための手法（射影

法）（続き）
［第14回]　 近年注目されている最適化手法とその応用例

履修上の注意
　微分積分学，線形代数学，集合位相の知識と最適化理論
の基礎知識があることが望ましいが，必要な数学知識は講
義中にできるだけ復習する予定でいる。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業内で紹介した問題は次回までに解答を作成するこ
と。

教科書
　なし。

参考書
　非線形・凸解析学入門　高橋渉著　横浜図書
　凸解析と不動点近似　高橋渉著　横浜図書
　工学基礎 最適化とその応用　矢部博著　数理工学社

成績評価の方法
　出席，レポート（100％）で評価する。全体の60％を単位
修得の条件とする。

その他

科目ナンバー： ST INF641J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報システム特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　工学博士 高木　友博

授業の概要・到達目標
「授業の概要」
　Web intelligenceに関する要素技術について，最新の研
究論文を輪講する。

「到達目標」
　Web intelligenceに関する，人工知能，自然言語処理，デー
タベースでの，最新研究を知る。

授業内容
［第１回]　 情報検索
［第２回]　 機械学習
［第３回]　 推薦・マッチング
［第４回]　 敵対的生成
［第５回]　 情報可視化
［第６回]　 SNS解析
［第７回]　 時系列データ解析
［第８回]　 Webデータ解析
［第９回]　 プロファイリング
［第10回]　 デジタルマーケティング
［第11回]　 自然言語処理
［第12回]　 IoT
［第13回]　 サイバーセキュリティ，異常検知
［第14回]　 マルチメディア処理

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に出された課題について調査しまとめる。

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究発表の内容を評価する。

その他
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科目ナンバー： ST INF638J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 知能ロボットシステム特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任講師　博士（環境学） 松田　匠未

授業の概要・到達目標
　知能ロボットは人々の生活圏をはじめ，海や宇宙まで
様々な場所で活躍している。知能ロボットにおいて自律
行動プログラムは重要になるが，プログラミングにおい
てROS(Robot Operating System)が広く使用されている。
ROSはOpen Source Robotics Foundationによって開発され
ている，フリーのロボット・フレームワークで，知能ロボッ
トのプログラミングには欠かせない存在となっている。本
講義ではROSの基本的な使用方法から実装までプログラミ
ング実習という形式で進める。実際にROSを実装したロ
ボットの動作を体験することで知能ロボットの実践につい
ても理解を深める。

授業内容
［第１回]　 イントロダクション
［第２回]　 動作環境インストール
［第３回]　 ROSの基本動作
［第４回]　 ROSの基本動作２
［第５回]　 TopicとService
［第６回]　 独自型のTopicとService
［第７回]　 ROSのGUI（rqt）
［第８回]　 ジョイスティックによるロボットの操作
［第９回]　 C++での実装
［第10回]　 分散機能
［第11回]　 画像処理
［第12回]　 座標変換（tｆ）
［第13回]　 ロボットの動作体験
［第14回]　 ロボットの動作体験２，まとめ

履修上の注意
　授業はプログラミング実習とロボット動作体験の形式で
行う。授業への出席回数が2/3を下回ると単位を取得する
ことはできない。

準備学習（予習・復習等）の内容
　実習課題を復習し，不明な部分があれば授業で質問する
こと。終わらなかった課題については次回の講義までに実
装を進める。

教科書
　「ROSではじめるロボットプログラミング」 小倉 崇, 工学社

参考書

成績評価の方法
　授業中に実施する実習課題を提出してもらい，提出物で
評価する。60％以上の理解を合格基準とする。

その他

科目ナンバー： ST INF631J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 計算知能特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　工学博士 林　陽一

授業の概要・到達目標
　計算知能（computational intelligence）がどの様な要素技
術を用いているかを念頭に置いて，人工知能の新しいパラ
ダイムである，（1）人間のように学習する「ニューラルネッ
トワーク」，（2）人間の主観的な“あいまいさ”を科学的に扱
う「ファジィシステム」，（3）生物の進化・遺伝的プロセスの
アイデアに基づく「進化的計算」を用いた人工知能技術の全
体像を掴む。
　本講義は近年，大きな話題になっている計算知能を用い
た人工知能・ビッグデータ解析について大学院レベルの魅
力的で実用的な講義を展開する。
　人工知能ブームは避けて通ることが出来ない全世界的現
象であり，計算知能を基盤とした人工知能技術を用いて自
動車の自動運転の実現，生活習慣に係わる複雑な疾病の早
期発見，クレジットカード・住宅ーンなどの審査を迅速に
行うための金融工学への応用，大量なデータに基づく全く
新しいマーケティングなど，解決すべき問題は多く，実用
化が期待されている。
　到達目標としては情報科学科専攻の大学院生が持つべき
計算知能を基盤としたビッグデータ解析などの人工知能技
術を身につける事である。これは大手IT企業・総合電機メー
カーだけはなく，広くビッグデータ解析を日常的に行う大
企業にとって必須技術である。
　本講義は近年の計算知能を基盤とした人工知能が社会で
どの様に活用されているかについて最先端技術を講義する。

　『本講義には情報科学科の学部の3年専門科目である人工
知能と知識処理1および2の内容の知識を十分もっている
ことを前提』する。即ち，人工知能と知識処理3・4の位置づ
けとして英文の最新学術論文を題材として解説講義される
場合もありますので留意して下さい。

　担当教員は人工知能，ビッグデータ解析，AIファイナン
ス(AI金融)，ソーシャルレンディングE-コマースおよび医
学と情報学の境界領域である医画像解析・健康科学の分野
で世界有数の研究者であり230編以上の学術論文を発表し
ている。また，70誌以上の英文学術誌の編集長，編集委員
および欧州研究会議執行機関(European Research Council 
Executive Agency),スイス自然科学研究財団およびカナダ
自然科学工学財団の研究計画調書の審査委員などを務めて
おり，最新の人工知能，AIファイナンス，ソーシャルレン
ディング，医用画像に関する情報を日本語の媒体になるよ
り遥かに速く講義に取り上げるので人工知能および応用の
フレッシュで高いレベルの講義を展開する。ビジュアルな
PDF・図・写真をOh-o! Meijiのクラスウェブにアップして用
いて分かり易い講義を行う。
　

授業内容
［第１回]　 ガイダンス：講義の目的・概要，到達目標，成績

評価と講義進行の方針
［第２回]　 人工知能時代における計算知能の役割
［第３回]　 計算知能概説1
［第４- ５回]　 ファジィ理論1・2
［第６回]　 ニューラルネットの理論
［第７- ８回]　 ディープニューラーニングの理論1・2
［第９-10回]　 進化的計算1・2
［第11回]　 進化的計算による最適化
［第12回]　 融合型ルール抽出器1
［第13回]　 融合型ルール抽出器2
［第14回]　 まとめ
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履修上の注意
　講義は基本的にPPT（パワーポイント）を使って行う。
講義で使うPDFは基本的にクラスウェブに事前にアップ
ロードする。
本学授業運用レベルが0である場合は対面である。

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義で使うPDFはクラスウェブに事前にアップロードす
るので一通り見て予習が必要です。PDFは復習・レポート
提出にも活用して欲しい。

教科書
　なし。随時指示する。

参考書
　なし。随時指示する。

成績評価の方法
　講義中に4回のレポート提出をOh-o! Meijiシステム上で
求める。一回の満点は25点とする。レポートは提出期限（講
義後7-10日程度）が厳格に決められる。Oh-o! Meijiシステ
ムを用いて提出する。Oh-o! Meijiシステムは提出時刻を過
ぎるとレポートの提出を自動的に受け付けない。
　レポートは担当教員が全て細かく読む。レポートの最低
文字数は講義の内容によって変動する（1500文字～ 2000文
字）。担当教員がアップロードしたPDFのコピー＆ペース
トあるいは単なる要約であるレポートの評価は低い。
　優れた内容のレポート必要には200-300文字程度のコメ
ントを返す。優れたレポートは講義中に紹介しフィード
バックをかける。
　（春学期）定期試験は行わない。
　出欠については必要に応じて出欠状況を把握するために
講義の要約・感想300字程度提出を求める。
　理工学部便覧に記載されている様に講義回数の三分の二
以上の出席が単位取得には必要である（レポート点の点数
に拘わらず）。
　出席は単位取得のための評価点には反映されない（出席
点はない）。
　上記の講義回数の分母はガイダンスおよび履修登録に要
する2回は引かれる。
　情報科学科の学部の『人工知能と知識処理1および2程度
の内容の知識は十分もっている』前提として人工知能と知
識処理3としての位置づけの高度な大学院レベル講義とな
る。

その他
オフィスアワー（講義に関係する質問など）人工知能研究
室（6号館5階6513室）
　月曜日：12：40-13：15；17：00以降
　水曜日：12：40-13：15；19：00以降
　林自身の研究活動状況・研究全体での活動・OB・OGの就
活状況・外部との共同研究等についてはGoogle等で“明治大
学人工知能研究室”のキーワードで検索すると上位にヒッ
トします。林が書いた最新の英文論文も自由にダウンロー
ドできる（日本語での概要付き）ので，それらの内容に付い
ての質問も歓迎です。
　また，大学院進学・就職活動・研究室見学についての質問・
相談も受け付けています。（オフィスアワー以外の時間帯
の場合は事前にメールでアポイントを取って下さい。林の
メールアドレスはhayashiy＠cs.meiji.ac.jpです）

科目ナンバー： ST INF631J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 人工知能特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 兼任講師 宮崎　和光

授業の概要・到達目標
　本講義では，人工知能の歴史を概観した後，人工知能の
一分野である機械学習手法についての解説を行う。特に，
パターン認識および強化学習の基礎理論，ならびに，各手
法を修得することを目標に，以下の内容を論じる。

［第１回～第７回]　 機械学習およびパターン認識に関する
講義

［第８回]　 課題演習
［第９回～第13回]　 強化学習の基礎，応用および深層強化

学習などの最近の話題に関する講義
［第14回]　 課題演習
　なお，数学的基礎を重視した講義を行うが，可能な限り
具体的な実装方法についても触れる。

授業内容
[第 1 回]　 人工知能と機械学習（講義全体のガイダンス）
[第２回]　 統計学の基礎，帰納的学習とテキストマイニン

グ
[第３回]　 教示学習（決定木の学習）
[第４回]　 パターン認識の概要，最尤推定，k最近傍法など
[第５回]　 サポートベクターマシン
[第６回]　 部分空間法，性能評価法など
[第７回]　 クラスタリング，深層学習の基礎
[第８回]　 課題演習
[第９回]　 動的計画法（DP）および強化学習の基本的な考え方
[第10回]　 Q-learningなどのDPベース強化学習
[第11回]　 Profit Sharingなどの経験強化型学習
[第12回]　 マルチエージェント強化学習，強化学習の応用例
[第13回]　 深層強化学習などの強化学習に関連する最近の

話題
[第14回]　 課題演習

履修上の注意
　成績評価のための「レポート課題」を課すとともに，随時，
理解度を確認するための「小テスト」を行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　「レポート課題」ではプログラミングを要求するので，何
らかのプログラミング言語を修得していることが望ましい。

教科書
　適宜，資料をOh-o! Meiji上にアップロードするので，各
自，ダウンロードし確認すること。なお，印刷物の配布は
行わない。

参考書
　これからの強化学習，牧野，澁谷，白川（編著），浅田，麻生，
荒井，飯間，伊藤，大倉，黒江，杉本，坪井，銅谷，前田，
松井，南，宮崎，目黒，森村，森本，保田，吉本（著），森
北出版

成績評価の方法
　「レポート課題」の他，適宜行う「小テスト」および，第8
回および第14回に行う「課題演習」の評価による。
なお，それぞれの割合は，50％，30％，20％である。

その他
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科目ナンバー： ST INF641J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 コミュニケーション特論

開 講 期 春学期集中 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　博士（情報科学） 伊藤　正彦

授業の概要・到達目標
　高度情報化社会においては，データを読み解く力，人と
人がデータを介して相互理解する力，データとデータを相
補的に用いる能力が求められる。本講義では情報を視覚的
に表現し，分析・理解し，理解した内容を人に伝える技術
である「情報可視化」技術を学ぶ。情報可視化の技術を通し
て「データと人，人と人，データとデータとをつなぐ」コミュ
ニケーション技術を身に着けることを目的とする。

授業内容
［第１回]　 イントロダクション，情報可視化とは
［第２回]　 視覚表現，多変量データ
［第３回]　 時間
［第４回]　 地図
［第５回]　 ネットワーク
［第６回]　 階層構造
［第７回]　 インタラクション手法
［第８回]　 テキスト
［第９回]　 ストーリーテリング，設計と評価
［第10回]　 情報可視化最新の研究動向（BigData）
［第11回]　 情報可視化最新の研究動向（SpaceTime）
［第12回]　 情報可視化最新の研究動向（Immersive）
［第13回]　 情報可視化最新の研究動向（AI）
［第14回]　 まとめ，情報可視化と周辺領域

履修上の注意
　学習内容には，PCを用いたチュートリアル，簡単な演習，
および課題が含まれる。

準備学習（予習・復習等）の内容
　学習内容には，PCを用いたチュートリアル，簡単な演習，
および課題が含まれる。
　自分の環境で実際にプログラムを動作させるなど，実践
を伴った復習を行うと理解が深まる。

教科書
　特に指定しない。参考資料を配布する。

参考書
　授業中に適宜指示する。

成績評価の方法
　演習：20％，中間課題（レポート，プレゼンテーション）：
60％，最終レポート：20％

その他
　なし

科目ナンバー： ST INF621J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 分散システム特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 齋藤　孝道

授業の概要・到達目標
　複数のネットワークシステムが協調して一つの機能・目
的を実現する分散システムを扱う。

授業内容
　この講義では，複数のネットワークシステムが協調して
一つの機能・目的を実現する分散システムを取り上げる。
特に，ネットワーク技術を基礎とし，分散オブジェクト技
術，ネットワーク負荷分散技術やセキュリティシステムに
ついてを扱う。
　主な講義項目
　・TCP/IP
　・分散システム
　・分散オブジェクト技術
　・負荷分散
　・ネットワークプログラミング
　・その他関連技術を用いたプログラミング

履修上の注意
　講義の初回時に説明する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　マスタリングTCP/IP　入門編

教科書
　講義の初回時に説明する。

参考書
　講義の初回時に説明する。

成績評価の方法
　自分に割り当てられた課題を担当し，質問に答えられる
かを評価基準にする。また，講義中の議論への参加も併せ
て評価の対象とする。（100％）

その他
　講義の初回時に説明する。
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科目ナンバー： ST INF631J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 機械学習特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（情報学） 宮本　龍介

授業の概要・到達目標
　最先端の機械学習技術について教科書を中心として参考
文献の紹介も含めながら輪講形式で学ぶ。
　実用的な機械学習手法を理解することが目標である。

授業内容
[第１回]　 機械学習に関する輪講1
[第２回]　 機械学習に関する輪講2
[第３回]　 機械学習に関する輪講3
[第４回]　 機械学習に関する輪講4
[第５回]　 機械学習に関する輪講5
[第６回]　 機械学習に関する輪講6
[第７回]　 機械学習に関する輪講7
[第８回]　 機械学習に関する輪講8
[第９回]　 機械学習に関する輪講9
[第10回]　 機械学習に関する輪講10
[第11回]　 機械学習に関する輪講11
[第12回]　 機械学習に関する輪講12
[第13回]　 機械学習に関する輪講13
[第14回]　 機械学習に関する輪講14

履修上の注意
　確率，統計，線形代数，解析，最適化数理等の復習をし
ておくこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表資料の作成を適切に行うこと。

教科書
　初回に指定。

参考書
　特になし。

成績評価の方法
　プレゼンテーションおよび質疑応答の内容で評価を行う。

その他

科目ナンバー： ST INF621J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報科学特別講義Ａ

開 講 期 秋学期集中 単 位 講2

担 当 者 専任教授　理学博士 岩崎　英哉

授業の概要・到達目標
　計算機システムは，オペレーティングシステムを始めと
する様々なシステムソフトウェアの協調により構成されて
いる。本講義では，ネットワークを利用するシステムソフ
トウェアを中心にしていくつかの側面を概観し，システム
ソフトウェアの構成法およびセキュリティについて学ぶ予
定である。

授業内容
［第１回]　 はじめに
　システムソフトウェアの役割について説明する。

［第２回]　 ネットワークプログラミングの基礎1
　ソケットを用いたネットワークプログラミングについて
理解する。

［第３回]　 ネットワークプログラミングの基礎2
　第２回の続き

［第４回]　 ネットワークプログラミングの基礎3
　第３回の続き

［第５回]　 ネットワークプログラミングの基礎4
　第４回の続き

［第６回]　 ネットワークアプリケーションの構成
　クライアントとサーバによるアプリケーションの構成に
ついて理解する。

［第７回]　 アプリケーション層プロトコル1
　クライアントとサーバ間の通信で用いられるアプリケー
ション層プロトコルについて理解する。

［第８回]　 アプリケーション層プロトコル2
　第７回の続き

［第９回]　 セキュリティ 1
　ネットワークアプリケーションにおけるセキュリティ上
の脅威をとりあげる。

［第10回]　 セキュリティ 2
　第９回の続き

［第11回]　 セキュリティ 3
　第10回の続き

［第12回]　 セキュリティ 4
　第11回の続き

［第13回]　 仮想化と仮想マシン
　ひとつの計算機上に複数の仮想的な計算機を作り出す仮
想化技術をとりあげる。

［第14回]　 まとめ
　本講義全体をまとめる。

履修上の注意
　この科目を履修する学生は，あらかじめC言語の知識を
持っていること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義中には，実際にプログラムを作成してもらう予定な
ので，Cコンパイラ，ソケットライブラリがインストール
されているノートPC等を事前に準備し，講義に持参する
こと。

教科書
　講義中にプリントを配布するので，教科書は特に指定し
ない。

参考書
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成績評価の方法
・講義途中に課す小レポート（配点割合50％）
・講義終了後に課すレポート（配点割合50％）

その他
　質問等はE-mailで行うこと。
　アドレスはiwasaki＠cs.uec.ac.jpである。

科目ナンバー： ST INF641J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報科学特別講義Ｂ

開 講 期 春学期集中 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　博士（情報学） 梅本　和俊

授業の概要・到達目標
　情報過多の現代において，ユーザの興味を推定し，適切
な情報を適切な時点・配置で提示する情報システムの役割
はますます重要になっている。その中でも，ユーザの行動
履歴等をもとに能動的に情報を提示する推薦システムは，
ユーザからの要求に応じて受動的に情報を提示する検索シ
ステムと並んで，実社会に広く普及している。
　本講義では，情報推薦の基礎的な事柄から最近の研究動
向までを概観することで，当該分野の全体像を体系立てて
学ぶことを目標とする。当該分野の様々なタスクやアプ
ローチとその評価方法等を説明するとともに，データセッ
トの前処理から推薦モデルの学習・評価までのパイプライ
ン処理を理解するためのプログラミング演習を実施する。

授業内容
［第１回］　はじめに
［第２回］　協調フィルタリング：ユーザベース
［第３回］　協調フィルタリング：アイテムベース
［第４回］　協調フィルタリング：モデルベース
［第５回］　推薦システムの評価
［第６回］　内容ベース推薦
［第７回］　知識ベース推薦
［第８回］　ハイブリッド推薦
［第９回］　系列推薦
［第10回］　バイアス除去
［第11回］　公平性
［第12回］　推薦結果の説明
［第13回］　会話型推薦
［第14回］　まとめと展望

履修上の注意
　紹介する推薦手法の中には，線型代数や微分積分，確率・
統計，機械学習に基づいているものがある。分野の概観を
標榜する本講義では必須とはしないが，これらに関する基
本的な（学部レベルの）知識があると細部の理解や実装に役
立つと思われる。

準備学習（予習・復習等）の内容
　演習ではPythonとGoogle Colaboratoryを用いる予定で
ある。演習初回に簡単な説明を行うが，事前に試用して慣
れておくとなお良い。
　学習に時間がかかる推薦手法の場合等，演習では事前に
実行した結果を確認するだけにとどまる可能性がある。そ
の場合，講義後に各自で演習プログラムを実行して，動作
内容を検証すること。

教科書
　なし。

参考書
・情報推薦システム入門―理論と実践―
https://www.kyoritsu-pub.co.jp/bookdetail/9784320122963
・Recommender Systems: The Textbook
https://link.springer.com/book/10.1007/978-3-319-29659-3
　論文等，その他の関連文献があれば講義中に伝える。

成績評価の方法
　演習課題（例：推薦モデルの学習・評価・分析）かサーベイ

― 456 ―



課題（例：情報推薦に関する最新論文の要約）のいずれかに
取り組み，期末レポートとして報告してもらう。その内容
をもとに成績評価を行う。課題の詳細は講義中に説明する。

その他

科目ナンバー： ST INF631J

情報科学専攻 備 考

科 目 名 情報科学特別講義Ｃ

開 講 期 春学期集中 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　工学博士 大森　隆司

授業の概要・到達目標
　IT技術の発展と共に我々の生活は情報の面では大変便利
になってきた。しかしより賢い，より高度な知能を持つシ
ステムへのニーズは高く，いまも研究開発は進んでいる。
特にDeep Learningに代表されるここ数年のニューラル
ネットブームは，新しい知能システムの発展の可能性の高
いものとして，注目されてきた。しかし研究が進むにつれ
て，均質構造によるニューロンネットワークに基づく知的
機能には限界があることも見えてきた。
　本授業は，現在の人工知能を超えた存在しての人間の知
能に注目し，それを解明・実現する方法としての工学的脳
研究の姿に触れてもらい，ミクロとマクロの中間にあるメ
ゾスコビックなスケールの知能研究のあるべき姿について
議論することを目標とする。

授業内容
　人間の脳における高次情報処理のメカニズムの理解は，
次世代の知的情報処理装置とその利用方式のデザインをし
ていく上での必須の過程である。人間のメカニズムを理解
することで，逆に人間の行動を理解・サポートしてくれる
情報処理装置の構築が可能となる。特に，限界が見えてき
ている現在の人工知能の次の発展の として人間の心の理
解は不可欠である。
　本講義は，脳における心の情報処理のいくつかの側面，
例えば学習と認識および記憶と思考について，その行動的
な側面，その背景にある神経系の動作，その工学的な意味
でのメカニズム・原理について解説する。また，広く知ら
れたニューラルネットの学習則について，演習を交えて解
説する。

【授業内容・進行計画】
　1．脳における情報処理と生理現象
　2．神経細胞のメカニズムとモデル
　3．神経モデル単体の学習
　4．階層ネットワークの学習と一般化
　5．脳のモデル論
　6．最近の研究の紹介

履修上の注意
　4 ～ 5回に渡り，金土の適当な時間で，4週間程度の時間
をかけて半集中講義とする。主に土曜日の1-3限に講義し
て，金曜の4－5限に１回講義する．スケジュールに注意
すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　機械学習の基礎に関する課題を毎回出すため，特に計算
機プログラミング環境を用意しておくこと。また，プログ
ラムをかけるように学んでおくこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　出席，レポート，課題によって評価する

その他
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■数学専攻（主要科目）

授業科目及び担当者

授業科目 （博士前期）
授業を行う

年次
単位
（演習）

代 数 学 研 究 １ 1 2

代 数 学 研 究 ２ 1 2

代 数 学 研 究 ３ 2 4

代 数 学 研 究 ４ 2 4

幾 何 学 研 究 １ 1 2

幾 何 学 研 究 ２ 1 2

幾 何 学 研 究 ３ 2 4

幾 何 学 研 究 ４ 2 4

数 理 解 析 研 究 １ 1 2

数 理 解 析 研 究 ２ 1 2

数 理 解 析 研 究 ３ 2 4

数 理 解 析 研 究 ４ 2 4

担当者 博士前期担当 博士後期担当

専任准教授 博士（理学） 鴨 井 祐 二 2022年度未開講

専任教授 理学博士 藏 野 和 彦 ○ ○

専任教授 博士（理学） 今 野 　 宏 ○ ○

専任講師 博士（理学） 坂 元 孝 志 1年生のみ

専任教授 理学博士 対 馬 龍 司 2022年度未開講

専任教授 博士（理学） 長 友 康 行 1年生のみ ○

専任教授 博士（理学） 中 村 幸 男 ○ ○

専任教授 博士（理学） 名 和 範 人 1年生のみ ○

専任准教授 博士（数理学） 野 原 雄 一 ○

専任准教授 博士（理学） 廣 瀬 宗 光 1年生のみ

専任准教授 博士（理学） 松 岡 直 之 ○

専任准教授 博士（理学） 宮 部 賢 志 ○

専任教授 博士（数理科学） 矢 崎 成 俊 ○ ○

専任講師 博士（数理科学） 吉 田 尚 彦 1年生のみ

― 458 ―



数
学
専
攻

■数学専攻（特修科目）

授業科目
授業を行う

年次

単位
備考 担当者

講義 演習

（博士後期課程）

現 代 数 学 概 論 1～３ 2 専任教授 博士（理学） 中村　幸男　他

（博士前期課程）

先 端 数 理 科 学 課 題 研 究 １
先 端 数 理 科 学 課 題 研 究 ２
M T S 数 理 科 学 課 題 研 究
プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 課 題 研 究

1 2

2022年度未開講 専任准教授 博士（理学） 鴨 井 祐 二

専任教授 理学博士 藏 野 和 彦

専任教授 博士（理学） 今 野 　 宏

専任講師 博士（理学） 坂 元 孝 志
2022年度

MTSのみ開講 専任教授 理学博士 対 馬 龍 司

専任教授 博士（理学） 長 友 康 行

専任教授 博士（理学） 中 村 幸 男

専任教授 博士（理学） 名 和 範 人

専任准教授 博士（数理学） 野 原 雄 一

専任准教授 博士（理学） 廣 瀬 宗 光

専任准教授 博士（理学） 松 岡 直 之

専任准教授 博士（理学） 宮 部 賢 志

専任教授 博士（数理科学） 矢 崎 成 俊

専任講師 博士（数理科学） 吉 田 尚 彦

代 数 学 特 論 Ａ 1 2 専任教授 理学博士 対馬　龍司　他

代 数 学 特 論 Ｂ 1 2 兼任講師 理学博士 川 崎 　 健

代 数 学 特 論 Ｃ 1 2 専任教授 博士（理学） 中 村 幸 男

代 数 学 特 論 Ｄ 1 2 専任教授 理学博士 藏 野 和 彦

代 数 学 特 論 Ｅ 1 2 専任准教授 博士（理学） 鴨 井 祐 二

幾 何 学 特 論 Ａ 1 2 専任講師 博士（数理科学） 吉 田 尚 彦

幾 何 学 特 論 Ｂ 1 2 専任教授 博士（理学） 長 友 康 行

幾 何 学 特 論 Ｃ 1 2 専任准教授 博士（数理学） 野 原 雄 一

幾 何 学 特 論 Ｄ 1 2 専任講師 博士（数理科学） 吉 田 尚 彦

幾 何 学 特 論 Ｅ 2 2 専任教授 博士（理学） 今 野 　 宏

数 理 解 析 特 論 Ａ 1 2 専任教授 博士（理学） 名 和 範 人

数 理 解 析 特 論 Ｂ 1 2 2022年度未開講

現 象 数 理 特 論 Ａ 1 2 兼任講師 博士（工学） 桑 名 一 徳

現 象 数 理 特 論 Ｂ 1 2 専任教授 博士（理学） 名 和 範 人

現 象 数 理 特 論 Ｃ 1 2 専任准教授 博士（理学） 廣瀬　宗光　他

現 象 数 理 特 論 Ｄ 1 2 専任教授 理学博士 坂 元 孝 志

関 数 解 析 特 論 Ａ 1 2 2022年度未開講

関 数 解 析 特 論 Ｂ 1 2 2022年度未開講

偏 微 分 方 程 式 特 論 Ａ 1 2 専任教授 博士（理学） 名 和 範 人

偏 微 分 方 程 式 特 論 Ｂ 1 2 専任准教授 博士（理学） 廣 瀬 宗 光

代 数 学 特 別 講 義 Ａ 1 2 専任教授 理学博士 対 馬 龍 司

代 数 学 特 別 講 義 Ｂ 1 2 兼任講師 理学博士 宮 崎 充 弘

幾 何 学 特 別 講 義 Ａ 1 2 専任教授 博士（理学） 今 野 　 宏

幾 何 学 特 別 講 義 Ｂ 1 2 専任教授 博士（理学） 長 友 康 行

数 理 科 学 特 別 講 義 1 2 2022年度未開講

（数学物理学連携科目）

科 学 史 特 論 1 2 兼任講師 博士（理学） 小 島 智恵子

数 理 物 理 学 特 論 1 2 2022年度未開講
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授業科目
授業を行う

年次

単位
備考 担当者

講義 演習

数 理 解 析 特 論 Ｃ 1 2 2022年度未開講

数 理 解 析 特 論 Ｄ 1 2 専任准教授 博士（理学） 廣 瀬 宗 光

数 理 解 析 特 論 Ｅ 1 2 2022年度未開講

（共通総合科目）

科 学 論 文 英 語 特 論 1 2 兼任講師 博士（工学） 野 瀬 裕 之

科 学 論 文 英 語 特 論 1 2 専任准教授 Ph.D. マクタガート・イアン

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ａ 1 2 専任准教授 博士（理学） 宮 部 賢 志

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ｂ 1 2 専任教授 博士（工学） 嶋田 総太郎　他

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ｃ 1 2

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ｄ 1 2

学 際 領 域 特 論 Ａ 1 2 専任教授 工学博士 宮城　善一　他

学 際 領 域 特 論 Ｂ 1 2 専任教授 工学博士 久保田 寿夫　他

学 際 領 域 特 論 Ｃ 1 2 2022年度未開講

学 際 領 域 特 論 Ｄ 1 2

（共通基礎科目）

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ａ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｂ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｃ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｄ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｅ 1 2

数学専攻　科目振替措置表

2020年度以前入学者用科目名 2021年度以降入学者用科目名

物理学特別講義Ｃ 数理物理学特論

理工学研究科総合講義Ｃ

理工学研究科総合講義D

学際領域特論Ｄ

2019年度以前入学者用科目名 2020年度以降入学者用科目名

現代数学概論
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科目ナンバー： ST MAT612J

数学専攻 備 考

科 目 名 代数学研究１（１年）

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　理学博士 藏野　和彦

授業の概要・到達目標
　洋書の輪読によって英語に慣れ，さらにセミナー発表に
よって可換環論を深く理解するとともに，プレゼンテー
ション能力や論理的思考能力の向上を目指す。
　英語のテキストを輪読する。学生は順番に，下調べなど
の準備の上，黒板の前で該当箇所の説明・応用などの紹介
を行う。

授業内容
第１回： イントロダクション
第２回： テキストの輪読（Rings and ring homomorphism）
第３回： テキストの輪読（Ideals, Quotient rings）
第４回： テキストの輪読（Zero-divisors, Nilppotent ideals, 

Units）
第５回： テキストの輪読（Prime ideals and maximal ide-

als）
第６回： テキストの輪読（Nilradical and Jacobson radical）
第７回： テキストの輪読（Operations on ideals）
第８回： テキストの輪読（Extension and contractoin）
第９回： テキストの輪読（Modules and module homomor-

phisms）
第10回： テキストの輪読（Submodules and quotient mod-

ules）
第11回： テキストの輪読（Operations on submodules）
第12回： テキストの輪読（Direct sum and product）
第13回： テキストの輪読（Finitely generated modules）
第14回： テキストの輪読（Exact sequences）

履修上の注意
　必ず予習してくること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　必ず予習してくること。

教科書
　Atiyah-MacDonald, Introduction to Commutative 
Algebra, (Addison-Wesley Series in Mathematics) 1969
　可換環論のかんどころ 後藤四郎著

参考書
　特になし

成績評価の方法
　発表70％，レポート30％で，60％以上を単位修得の条件
とする。

その他

科目ナンバー： ST MAT612J

数学専攻 備 考

科 目 名 代数学研究２（１年）

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　理学博士 藏野　和彦

授業の概要・到達目標
　洋書の輪読によって英語に慣れ，さらにセミナー発表に
よって可換環論を深く理解するとともに，プレゼンテー
ション能力や論理的思考能力の向上を目指す。修論の中間
発表の準備を行う。
　英語のテキストを輪読する。学生は順番に，下調べなど
の準備の上，黒板の前で該当箇所の説明・応用などの紹介
を行う。修論の中間発表の準備を行う。

授業内容
第１回： イントロダクション
第２回： テキストの輪読（Tensor product of modules）
第３回： テ キ ス ト の 輪 読（Restriction and extension of 

scalars）
第４回： テキストの輪読（Exactness properties of tensor 

product）
第５回： テキストの輪読（Algebras）
第６回： テキストの輪読（Tensor product of algebras）
第７回： テキストの輪読（Local properties）
第８回： テキストの輪読（Extended and contracted ideals 

in ring of fractions）
第９回： テキストの輪読（Primary decomposition）
第10回： 修士論文中間発表の準備（テーマの選択）
第11回： 修士論文中間発表の準備（そのテーマでの研究発

表の準備）
第12回： 修士論文中間発表の準備（コンピューター環境の

整理）
第13回： 修士論文中間発表の準備（資料作成）
第14回： 修士論文中間発表の準備（プレゼンテーションの

練習）

履修上の注意
　必ず予習してくること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　必ず予習してくること。

教科書
　Atiyah-MacDonald, Introduction to Commutative 
Algebra, (Addison-Wesley Series in Mathematics) 1969
　可換環論のかんどころ 後藤四郎著

参考書
　特になし

成績評価の方法
　発表70％，レポート30％で，60％以上を単位修得の条件
とする。

その他
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科目ナンバー： ST MAT612J

数学専攻 備 考

科 目 名 代数学研究３（２年）

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　理学博士 藏野　和彦

授業の概要・到達目標
　洋書の輪読によって英語に慣れ，さらにセミナー発表に
よって可換環論を深く理解するとともに，プレゼンテー
ション能力や論理的思考能力の向上を目指す。
　英語のテキストを輪読する。学生は順番に，下調べなど
の準備の上，黒板の前で該当箇所の説明・応用などの紹介
を行う。

授業内容
第１回： イントロダクション
第２回： テキストの輪読と研究（Integral dependence）
第３回： テキストの輪読と研究（The going-up theorem）
第４回： テキストの輪読と研究（Integrally closed integral 

domains. The going-down theorem）
第５回： テキストの輪読と研究（Valuation rings）
第６回： テキストの輪読と研究（Chain conditions）
第７回： テキストの輪読と研究（Primary decomposition in 

Noetherian rings）
第８回： テキストの輪読と研究（Artin rings）
第９回： テキストの輪読と研究（Discrete valuation rings）
第10回： テキストの輪読と研究（Dedekind domains）
第11回： テキストの輪読と研究（Fractional ideals）
第12回： テキストの輪読と研究（Topologies and completions）
第13回： テキストの輪読と研究（Filtrations）
第14回： テキストの輪読と研究（Gradedd rings and modules）

履修上の注意
　必ず予習してくること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　必ず予習してくること。

教科書
　Atiyah-MacDonald, Introduction to Commutative 
Algebra, (Addison-Wesley Series in Mathematics) 1969
　可換環論のかんどころ 後藤四郎著

参考書
　特になし

成績評価の方法
　発表70％，レポート30％で，60％以上を単位修得の条件
とする。

その他

科目ナンバー： ST MAT612J

数学専攻 備 考

科 目 名 代数学研究４（２年）

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　理学博士 藏野　和彦

授業の概要・到達目標
　洋書の輪読によって英語に慣れ，さらにセミナー発表に
よって可換環論を深く理解するとともに，プレゼンテー
ション能力や論理的思考能力の向上を目指す。研究テーマ
を見つけて，修士論文を作成する。
　英語のテキストを輪読する。学生は順番に，下調べなど
の準備の上，黒板の前で該当箇所の説明・応用などの紹介
を行う。修論の中間発表の準備を行う。研究テーマを見つ
けて，修士論文を作成する。

授業内容
第１回： イントロダクション
第２回： テキストの輪読と研究（The associated graded ring）
第３回： テキストの輪読と研究（Hilbert functions）
第４回： テキストの輪読と研究（Regular local rings）
第５回： テキストの輪読と研究（Transcendental dimension）
第６回： 修士論文作成（テーマの選択）
第７回： 修士論文作成（テーマの決定）
第８回： 修士論文作成（修論作成の準備）
第９回： 修士論文作成（コンピューター環境の整理）
第10回： 修士論文作成
第11回： 修士論文作成（最終チェック）
第12回： 学会発表の準備
第13回： 修士論文発表会の準備（コンピューター環境の整理）
第14回： 修士論文発表会の準備（プレゼンテーション練習）

履修上の注意
　必ず予習してくること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　必ず予習してくること。

教科書
　Atiyah-MacDonald, Introduction to Commutative 
Algebra, (Addison-Wesley Series in Mathematics) 1969
　可換環論のかんどころ 後藤四郎著

参考書
　特になし

成績評価の方法
　発表70％，レポート30％で，60％以上を単位修得の条件
とする。

その他
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科目ナンバー： ST MAT622J

数学専攻 備 考

科 目 名 幾何学研究１（１年）

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 今野　宏

授業の概要・到達目標
　この授業では，幾何に関連した話題について研究を行う。
毎回，学生は調べたことや考えたことを発表する。テキス
トのテーマについては，例えば多様体やリー群など，学生
の興味に応じて決める。　
  学生は，幾何学の基礎を修得し，さらに幾何学の中でど
の分野に進むかを選択することが目標である。さらに，他
者と論理的にコミュニケーションをする力を磨くことも大
切な目標である。

授業内容
　以下はひとつの例である。

［第１回］　 多様体の定義
［第２回］　 ユークリッド空間の中の多様体
［第３回］　 接ベクトル
［第４回］　 接空間
［第５回］　 写像の微分
［第６回］　 部分多様体
［第７回］　 リー群の定義
［第８回］　 リー群の例
［第９回］　 ベクトル場
［第10回］　 ベクトル場の括弧積
［第11回］　 1パラメータ変換群
［第12回］　 リー群とリー環
［第13回］　 リー環の例
［第14回］　 まとめと展望

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　適宜課題を与える。

教科書
　多様体論やリー群に関連するテキストを，学生との相談
により決定する。

参考書

成績評価の方法
　理解度，発表の完成度，議論への参加態度などを総合的
に評価する。

その他

科目ナンバー： ST MAT622J

数学専攻 備 考

科 目 名 幾何学研究２（１年）

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 今野　宏

授業の概要・到達目標
　この授業では，幾何に関連した話題について研究を行う。
毎回，学生は調べたことや考えたことを発表する。テキス
トのテーマは，幾何学研究１よりも進んだ話題で，微分幾
何あるいはシンプレクティック幾何の基礎の中から選ぶ。
  学生は，幾何学の中のひとつの分野の基礎を修得し，さ
らにその中で具体的な研究テーマを選択することが大きな
目標である。さらに，他者と論理的にコミュニケーション
をする力を磨くことも大切な目標である。

授業内容
　以下はひとつの例である。

［第１回］　 多様体の定義の復習
［第２回］　 接空間，写像の微分の復習
［第３回］　 余接空間と1次微分形式
［第４回］　 テンソル積と外積代数
［第５回］　 テンソル場とk次微分形式
［第６回］　 外微分作用素
［第７回］　 ストークスの定理
［第８回］　 ストークスの定理の証明
［第９回］　 シンプレクティック多様体
［第10回］　 リー群の作用
［第11回］　 モーメント写像
［第12回］　 シンプレクティック商
［第13回］　 さまざまな例
［第14回］　 まとめと展望

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　適宜課題を与える。

教科書
　微分幾何学，シンプレクティック幾何学に関連するテキ
ストを，学生との相談により決定する。

参考書

成績評価の方法
　理解度，発表の完成度，議論への参加態度などを総合的
に評価する。

その他
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科目ナンバー： ST MAT622J

数学専攻 備 考

科 目 名 幾何学研究３（２年）

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（理学） 今野　宏

授業の概要・到達目標
　この授業では，幾何に関連した話題について研究を行う。
毎回，学生は調べたことや考えたことを発表する。テーマ
は，幾何学研究１，２よりも進んだ話題で，微分幾何ある
いはシンプレクティック幾何の中から選ぶ。
　研究課題を定式化すること，さらに課題を解決するため
に必要な手段を修得することを目標とする。さらに，他者
と論理的にコミュニケーションをする力を磨くことも大切
な目標である。

授業内容
　以下はひとつの例である。

［第１回］　 多様体の復習
［第２回］　 多様体の向き
［第３回］　 モース関数
［第４回］　 安定多様体と非安定多様体
［第５回］　 モース関数と鎖複体
［第６回］　 鎖複体のホモロジー
［第７回］　 ストークスの定理
［第８回］　 ド・ラームコホモロジー
［第９回］　 モース関数とド・ラームコホモロジー１
［第10回］　 モース関数とド・ラームコホモロジー２
［第11回］　 トーリック多様体のコホモロジー
［第12回］　 シンプレクティック商のコホモロジー１
［第13回］　 シンプレクティック商のコホモロジー２
［第14回］　 まとめと展望

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　適宜課題を与える。

教科書
　学生と相談して決める。

参考書
　研究の進捗状況に応じて指導する。

成績評価の方法
　理解度，発表の完成度，研究課題に取り組む態度などを
総合的に評価する。

その他

科目ナンバー： ST MAT622J

数学専攻 備 考

科 目 名 幾何学研究４（２年）

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（理学） 今野　宏

授業の概要・到達目標
　この授業では，幾何に関連した話題について研究を行う。
幾何学研究4では，幾何学研究1，2，3を通して興味を見
出した具体的な課題の解決をめざす。
　微分幾何学，シンプレクティック幾何学における具体的
な研究課題を解決して，研究成果をまとめることが目標で
ある。

授業内容
［第１回］　 研究経過に関する報告1
［第２回］　 研究経過に関する報告2
［第３回］　 研究経過に関する報告3
［第４回］　 研究経過に関する報告4
［第５回］　 研究経過に関する報告5
［第６回］　 研究経過に関する報告6
［第７回］　 研究経過に関する報告7
［第８回］　 研究経過に関する報告8
［第９回］　 研究経過に関する報告9
［第10回］　 研究経過に関する報告10
［第11回］　 研究成果のまとめ1
［第12回］　 研究成果のまとめ2
［第13回］　 研究成果のまとめ3
［第14回］　 研究成果のまとめ4

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　適宜課題を与える。

教科書
　学生と相談して決める。

参考書
　研究の進捗状況に応じて指導する。

成績評価の方法
　研究に取り組む態度およびその完成度により評価する。

その他
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科目ナンバー： ST MAT642J

数学専攻 備 考

科 目 名 数理解析研究１（１年）

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（理学） 坂元　孝志

授業の概要・到達目標
　力学系理論，微分方程式，偏微分方程式，数値計算，お
よび応用数学関連分野
　各自研究テーマに応じて書籍，論文を講読し，必要な基
礎事項の習得および問題解決能力の向上を目指す。

授業内容
　履修者が各自適切なテーマに沿って研究を行なう。
　例えば，力学系の分岐理論をテーマに選んだ場合には，
概ね以下のように研究を進める
第１回： 微分方程式の基礎事項の確認
第２回： 微分方程式の軌道と平衡点
第３回： 線形方程式と非線型方程式
第４回： 線形化方程式と平衡点の安定性
第５回： 力学系の位相同値と分岐定理
第６回： 1パラメータ分岐（サドルノード分岐）
第７回： 1パラメータ分岐（サドルノード分岐の標準形）
第８回： ジェネリックなサドルノード分岐
第９回： ホップ分岐の基本
第10回： ホップ分岐の標準形
第11回： 具体例
第12回： n次元の力学系
第13回： 中心多様体定期
第14回： n次元におけるホップ分岐とその計算

履修上の注意
　ゼミ形式で行う

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自自ら選んだテキストを精読し，発表の準備を行うこ
と。

教科書
　研究課題に応じて指定する

参考書
　研究課題に応じて指定する

成績評価の方法
　研究への取り組み方と研究の進捗状況を判定し評価す
る。
　評価の配分割合は，研究への取り組み方20％，研究内容
の理解度30％，研究の進捗状況50％とする。
　以上の合計により，60％以上を単位認定の条件とする。

その他

指導テーマ
　力学系理論，微分方程式，偏微分方程式，数値計算，お
よび応用数学関連分野

科目ナンバー： ST MAT642J

数学専攻 備 考

科 目 名 数理解析研究２（１年）

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（理学） 坂元　孝志

授業の概要・到達目標
　先端数理科学課題研究2と並行して，各自研究課題の基
礎となる書籍，論文などを講読する。

授業内容
　履修者が各自適切なテーマに沿って研究を行なう。
　例えば，力学系の分岐理論をテーマに選んだ場合には，
概ね以下のように研究を進める
第１回： n次元の力学系と中心多様体定理
第２回： ホモクリニック軌道とヘテロクリニック軌道
第３回： ホモクリニック分岐とシルニコフの定理
第４回： n次元におけるホモクリニック軌道
第５回： メルニコフの方法
第６回： ホモクリニック中心多様体
第７回： ジェネリックなホモクリニック分岐
第８回： 離散力学系再訪
第９回： 2倍写像とカオス
第10回： ロジスティック写像とカオス
第11回： 記号力学系とシフト写像
第12回： 馬蹄写像
第13回： 馬蹄力学系と同値な記号力学系とシフト写像
第14回： シルニコフの定理とポアンカレマップ

履修上の注意
　ゼミ形式で行う

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自自ら選んだテキストや論文を精読し，発表の準備を
行うこと

教科書
　研究課題に応じて指定する

参考書
　研究課題に応じて指定する

成績評価の方法
　研究への取り組み方と研究の進捗状況を判定し評価す
る。
　評価の配分割合は，研究への取り組み方20％，研究内容
の理解度30％，研究の進捗状況50％とする。
　以上の合計により，60％以上を単位認定の条件とする。

その他

指導テーマ
　力学系理論，微分方程式，偏微分方程式，数値計算，お
よび応用数学関連分野
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科目ナンバー： ST MAT622J

数学専攻 備 考

科 目 名 幾何学研究１（１年）

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 長友　康行

授業の概要・到達目標
　概要：最近の物理学と幾何学との交流を念頭におき，そ
の方面の研究において興味深いと思われるテーマの幾何学
およびその周辺の数学を研究する。
　たとえば，トポロジー，ゲージ理論，指数定理などがそ
の候補として挙げられる。
　より具体的にはベクトル束と部分多様体，またはベクト
ル束と調和写像との関連を研究する。
　もちろん，そのほかにも希望者の意向に沿った研究テー
マの設定も可能である。
　幾何学を舞台として，代数的，解析的な手段を駆使して
研究を行う。
　到達目標：幾何学を展開する場である多様体上で問題を
定式化するにあたり，必要な概念を定義し，理解すること
が目標である。
　したがって，接ベクトル空間，ベクトル場，余接ベクト
ル空間，微分形式等がテーマとなる。

授業内容
　学生の素養に応じて，授業内容は変化するであろう。
　多様体上の幾何構造を学ぶ者もいるであろうし，それを
修得済みの者は，幾何学の諸問題が非線形偏微分方程式を
用いて表されることを学ぶであろう。
第１回： 多様体の定義
第２回： 多様体の接ベクトル空間
第３回： 多様体の接ベクトルと局所座標表示
第４回： ベクトル場の定義
第５回： ベクトル場の局所座標を用いた局所表示
第６回： ベクトル場の動標構による局所表示
第７回： 多様体間の写像とその微分の定義
第８回： 多様体間の写像とその微分の局所表示
第９回： 多様体間の写像とベクトル場との関係
第10回： 余接ベクトル空間の定義
第11回： 余接ベクトル空間の局所表示
第12回： 微分形式の定義
第13回： 微分形式の局所表示
第14回： 微分形式と多様体上の積分

履修上の注意
　ゼミ形式で行う。
　テキストの内容を難しいと感じた時に，自分にとってわ
からない部分を明確にする作業を大事にし，予習すること
が重要である。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前にテキストを熟読し，理解しておく，または，わか
らない部分を明確にすること。
　さらに発表者は発表するための準備も必要とされる。
　また，セミナーの後に，自分の理解の程度や理論の流れ
を確認することが復習となる。

教科書
　学生の意向に沿った教科書を選定する。

参考書
　学生の修得状況を把握した上で，指示する。
　J.W. Milnor「Topology from the Differentiable 
Viewpoint」，Princeton, 1997

　F.W. Warner「Foundations of Differentiable Manifolds 
and Lie Groups」，Springer, 1983
　松本幸夫「多様体の基礎」，東京大学出版会
　落合卓四郎「微分幾何入門」，東京大学出版会
　J.Roe「Elliptic operators, topology, and asymptotic 
methods（SECOND EDITION）」，LONGMAN, 1998
　ミルナー「モース理論」志賀浩二訳，吉岡書店
　ボット・トゥー「微分形式と代数トポロジー」三村護訳，
シュプリンガーフェアラーク東京

成績評価の方法
　テキストの輪読を通して，発表への取り組み方，テキス
トの内容の理解度を判定し評価する。
　また，得られた研究成果も評価の対象となる。
　評点の配分割合は以下のとおりとする。
1．研究内容の理解度　30％
2．発表能力　30％
3．授業への貢献度　20％
4．研究成果　20％
　以上の合計が満点の60％以上を単位取得の条件とする。

その他

指導テーマ
　幾何学の基礎となる事柄を前提として，学生の学力に応
じた指導をする。
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科目ナンバー： ST MAT622J

数学専攻 備 考

科 目 名 幾何学研究２（１年）

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 長友　康行

授業の概要・到達目標
　概要：最近の物理学と幾何学との交流を念頭におき，そ
の方面の研究において興味深いと思われるテーマの幾何学
およびその周辺の数学を研究する。
　たとえば，トポロジー，ゲージ理論，指数定理などがそ
の候補として挙げられる。
　より具体的にはベクトル束と部分多様体，またはベクト
ル束と調和写像との関連を研究する。
　もちろん，そのほかにも希望者の意向に沿った研究テー
マの設定も可能である。
　幾何学を舞台として，代数的，解析的な手段を駆使して
研究を行う。
　到達目標：多様体の基本構造を把握した上で，幾何学の
問題を定式化するのに必要なベクトル束，主束を定義し，
理解することが目標となる。
　偏微分方程式を書き下すために必要な接続の概念を学
ぶ。

授業内容
　学生の素養に応じて，授業内容は変化するであろう。
　多様体上の幾何構造を学ぶ者もいるであろうし，それを
修得済みの者は，幾何学の諸問題が非線形偏微分方程式を
用いて表されることを学ぶであろう。
第１回： ベクトル束の定義
第２回： ベクトル束の例
第３回： ベクトル束の局所表示
第４回： 主束の定義
第５回： ベクトル束と主束の関係
第６回： ベクトル束上の共変微分作用素の定義
第７回： ベクトル束上の共変微分作用素の例
第８回： リーマン接続
第９回： 主束上の接続形式の定義
第10回： 主束上の接続の幾何学的な定義
第11回： 主束上の接続形式と接続の関係
第12回： 主束上の接続とベクトル束上の共変微分作用素と

の関係
第13回： 主束上の接続の例
第14回： 接続から定義される曲率の定義

履修上の注意
　ゼミ形式で行う。
　テキストの内容を難しいと感じた時に，自分にとってわ
からない部分を明確にする作業を大事にし，予習すること
が重要である。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前にテキストを熟読し，理解しておく，または，わか
らない部分を明確にすること。
　さらに発表者は発表するための準備も必要とされる。
　また，セミナーの後に，自分の理解の程度や理論の流れ
を確認することが復習となる。

教科書
　学生の意向に沿った教科書を選定する。
　J.W. Milnor「Topology from the Differentiable 
Viewpoint」，Princeton, 1997
　F.W. Warner「Foundations of Differentiable Manifolds 
and Lie Groups」，Springer, 1983
　松本幸夫「多様体の基礎」，東京大学出版会

　落合卓四郎「微分幾何入門」，東京大学出版会
　J.Roe「Elliptic operators, topology, and asymptotic 
methods（SECOND EDITION）」，LONGMAN, 1998
　ミルナー「モース理論」志賀浩二訳，吉岡書店
　ボット・トゥー「微分形式と代数トポロジー」三村護訳，
シュプリンガーフェアラーク東京

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　テキストの輪読を通して，発表への取り組み方，テキス
トの内容の理解度を判定し評価する。
　また，得られた研究成果も評価の対象となる。
　評点の配分割合は以下のとおりとする。
1．研究内容の理解度　30％
2．発表能力　30％
3．授業への貢献度　20％
4．研究成果　20％
　以上の合計が満点の60％以上を単位取得の条件とする。

その他

指導テーマ
　幾何学の基礎となる事柄を前提として，学生の学力に応
じた指導をする。
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科目ナンバー： ST MAT612J

数学専攻 備 考

科 目 名 代数学研究１（１年）

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 中村　幸男

授業の概要・到達目標
　可換環論の基礎理論を修得

授業内容
第１回： ネーター環
第２回： アルティン環
第３回： Hilbertの基底定理
第４回： 準素イデアル
第５回： 素因子
第６回： 準素分解
第７回： 次数環
第８回： パラメータ系
第９回： 次元論
第10回： 整拡大
第11回： 整閉整域
第12回： going upとgoing down
第13回： 付値環
第14回： 離散付値環

履修上の注意
　群論・一意分解整域あたりまでの環論・ガロア理論を理解
しておくこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　ゼミで指摘された事項を踏まえ，ゼミノート完成版を作
成すること。

教科書

参考書
　代数学1　群論入門　雪江明彦　著
　代数学2　環と体とガロア理論　雪江明彦　著
　代数学3　代数学のひろがり　雪江明彦　著
　可換環論　松村英之　著
　可換環論　後藤四朗・渡辺敬一　著
　Introduction to Commutative Algebra, Atiyah-
MacDonald著

成績評価の方法
　研究内容70％，発表内容30％で評価する。

その他

指導テーマ
　可換環における重要な概念の理解と主要な不変量の計算
方法を習得する。

科目ナンバー： ST MAT612J

数学専攻 備 考

科 目 名 代数学研究２（１年）

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 中村　幸男

授業の概要・到達目標
　圏論の基礎理論を修得

授業内容
第１回： 圏
第２回： 関手
第３回： 加法圏
第４回： アーベル圏
第５回： 三角圏
第６回： コホモロジー関手
第７回： 写像垂
第８回： 局所化
第９回： 導来圏
第10回： 導来関手
第11回： ExtとTor
第12回： 局所コホモロジー
第13回： 双対複体
第14回： 局所双対定理

履修上の注意
　代数学研究1の内容を理解していること

準備学習（予習・復習等）の内容
　ゼミで指摘された事項を踏まえ，ゼミノート完成版を作
成すること。

教科書

参考書
　代数学1　群論入門　雪江明彦　著
　代数学2　環と体とガロア理論　雪江明彦　著
　代数学3　代数学のひろがり　雪江明彦　著
　圏論の技法　中岡宏之　著

成績評価の方法
　研究内容70％，発表内容30％で評価する。

その他

指導テーマ
　可換環における重要な概念の理解と主要な不変量の計算
方法を習得する。
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科目ナンバー： ST MAT612J

数学専攻 備 考

科 目 名 代数学研究３（２年）

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（理学） 中村　幸男

授業の概要・到達目標
　可換環論の発展理論を修得

授業内容
第１回： 次数付き環
第２回： Hilbert関数
第３回： Koszul複体
第４回： 重複度
第５回： Cohen-Macaulay環
第６回： 有限局所コホモロジー加群
第７回： week列
第８回： d列
第９回： Buchsbaum環
第10回： I-不変量
第11回： 全射判定法
第12回： 随伴次数環
第13回： Rees環
第14回： Rees環のCohenMacaulay性

履修上の注意
　代数学研究1，2の内容を理解していること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　ゼミで指摘された事項を踏まえ，ゼミノート完成版を作
成すること。

教科書
　可換環論　後藤四朗・渡辺敬一　著
　Buchsbaum rings and applications Stuckrad-Vogel著

参考書
　代数学1　群論入門　雪江明彦　著
　代数学2　環と体とガロア理論　雪江明彦　著
　代数学3　代数学のひろがり　雪江明彦　著

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討議における積極性や
論理性，研究発表等を総合的に評価する。

その他

指導テーマ
　可換環における重要な概念の理解と主要な不変量の計算
方法を習得する。

科目ナンバー： ST MAT612J

数学専攻 備 考

科 目 名 代数学研究４（２年）

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（理学） 中村　幸男

授業の概要・到達目標
　特異点論を中心とした可換環論の発展理論を修得

授業内容
第１回： 正則局所環
第２回： 特異点解消
第３回： 有理特異点
第４回： 2次元正則局所環
第５回： Quadratic Transform
第６回： Quadratic Sequence
第７回： Zariskiの定理（2次元正則局所環のケース）
第８回： Zariskiの定理（2次元有理特異点のケース）
第９回： 単純整閉イデアル
第10回： Zariskiの分解定理
第11回： Hoskin-Deligneの公式
第12回： Rees付値
第13回： イデアルのAdjoint
第14回： 2次元正則局所環上のAdjoint

履修上の注意
　代数学研究1，2，3の内容を理解していること

準備学習（予習・復習等）の内容
　ゼミで指摘された事項を踏まえ，ゼミノート完成版を作
成すること。

教科書
　Integral Closure of Ideal, Rings, and Modules
　I. Swanson and C. Huneke著

参考書

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討議における積極性や
論理性，研究発表等を総合的に評価する。

その他

指導テーマ
　可換環における重要な概念の理解と主要な不変量の計算
方法を習得する。
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科目ナンバー： ST MAT642J

数学専攻 備 考

科 目 名 数理解析研究１（１年）

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 名和　範人

授業の概要・到達目標
　偏微分方程式や数値解析に関連した基本的なテキストや
文献を精読するなどして研究テーマを決め，数理科学に現
れる非線形問題の解析手法を習得できるよう指導する。
　非線形シュレーディンガー方程式や乱流などの数理科学
に関連したテーマを扱い，修士論文作成に向けて準備を進
めて行く。

授業内容
　基本的な文献やテキストで数学的な技術を磨き，比較的
新しい文献や重要な文献を精査し，研究テーマを決めて数
理科学に現れる非線形問題などに取り組む。
　非線形シュレーディンガー方程式に関係したテーマを選
んだ場合のモデルケースとしては，次のように進める。
　関数解析や実解析の基礎知識を復習しつつ，方程式を扱
う上で必要な手法の習得を目指す。
第１回： 数理モデルとしての非線形シュレーディンガー方

程式（1）様々な数理モデル
第２回： 数理モデルとしての非線形シュレーディンガー方

程式（2）数学的な位置づけ
第３回： 関数解析や超関数論に基づいた解析手法（1）超関

数とその性質
第４回： 関数解析や超関数論に基づいた解析手法（2）超関

数とフーリエ変換
第５回： 関数解析や超関数論に基づいた解析手法（3）様々

な関数空間
第６回： 関数解析や超関数論に基づいた解析手法（4）ポ

アッソン方程式
第７回： 実解析学と関数空間論（1）ハーディー＝リトル

ウッド＝ソボレフの不等式
第８回： 実解析学と関数空間論（2）ソボレフの不等式と補

間不等式
第９回： 実解析学と関数空間論（3）ソボレフ空間とその性

質
第10回： 実解析学と関数空間論（4）ベゾフ空間やその他の

関数空間
第11回： 非線形シュレーディンガー方程式の初期値問題

（1）デュアメルの原理
第12回： 非線形シュレーディンガー方程式の初期値問題

（2）解の存在と一意性
第13回： 非線形シュレーディンガー方程式の初期値問題

（3）大域解の存在とその性質
第14回： 非線形シュレーディンガー方程式の初期値問題

（4）爆発解の存在とその性質

履修上の注意
　課題に対して真 に取り組むこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表に当たっては，自ら文献を探すなどして念入りに準
備をし，発表技術の向上にも努めること。

教科書
　必要があれば指定するが，テーマに沿った文献に自ら当
たることが重要である。

参考書
　適宜，指定する。また，テーマに則って自ら文献を探す
こと。

成績評価の方法
　テキストや論文の輪読を通して，発表への取り組み方，
テキストや論文の内容の理解度を判定し評価する。

その他
　上記の「授業内容」は一つの例であって，選んだテーマに
よって異なったものとなる。
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科目ナンバー： ST MAT642J

数学専攻 備 考

科 目 名 数理解析研究２（１年）

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 名和　範人

授業の概要・到達目標
　偏微分方程式や確率論に関連した基本的なテキストや文
献を精読するなどして研究テーマを決め，数理科学に現れ
る非線形問題の解析手法を習得できるよう指導する。
　非線形シュレーディンガー方程式や乱流などの数理科学
に関連したテーマを扱い，修士論文作成に向けて準備を進
めて行く。

授業内容
　基本的な文献やテキストで数学的な技術を磨き，比較的
新しい文献や重要な文献を精査し，研究テーマを決めて数
理科学に現れる非線形問題などに取り組む。
　非線形シュレーディンガー方程式に関係したテーマを選
んだ場合のモデルケースとしては，次のように進める。
　非線形問題へのアプローチの一つの例として，方程式の
解の性質を解析する数学的方法論を学びつつ，その性質と
実際の現象と関係を論じる。
第１回： 非線形シュレーディンガー方程式の様々な解と数

理モデル
第２回： 定在波解とその安定性/不安定性（1）変分法による

数学的定式化
第３回： 定在波解とその安定性/不安定性（2）解析のアイデ

アと予備的考察
第４回： 定在波解とその安定性/不安定性（3）力学系的な定

式化
第５回： 定在波解とその安定性/不安定性（4）爆発不安定

（凝縮）と漸近自由不安定（ボースノバ）
第６回： 時間大域解の類別と散乱問題（1）大域解の存在：ソ

リトン的な解と漸近的自由解
第７回： 時間大域解の類別と散乱問題（2）変分法的な解の

類別
第８回： 時間大域解の類別と散乱問題（3）解の漸近挙動解

析の数学
第９回： 時間大域解の類別と散乱問題（4）散乱問題への

様々な数学的アプローチ
第10回： 爆発解の存在と漸近挙動（1）爆発解および非有界

な解の存在
第11回： 爆発解の存在と漸近挙動（2）爆発解の生成する特

異点
第12回： 爆発解の存在と漸近挙動（3）特異点と爆発スピー

ドの関係
第13回： 爆発解の存在と漸近挙動（4）数学的課題とその証

明のアイデア
第14回： 爆発解の存在と漸近挙動（5）変分法や確率解析を

用いた解析

履修上の注意
　課題に対して真 に取り組むこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表に当たっては，自ら文献を探すなどして念入りに準
備をし，発表技術の向上にも努めること。

教科書
　必要があれば指定するが，テーマに沿った文献に自ら当
たることが重要である。

参考書
　適宜，指定する。また，テーマに則って自ら文献を探す
こと。

成績評価の方法
　テキストや論文の輪読を通して，発表への取り組み方，
テキストや論文の内容の理解度を判定し評価する。

その他
　上記の「授業内容」は一つの例であって，選んだテーマに
よって異なったものとなる。
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科目ナンバー： ST MAT622J

数学専攻 備 考

科 目 名 幾何学研究１（１年）

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（数理学） 野原　雄一

授業の概要・到達目標
　多様体や微分形式などの幾何学の基本的な概念をゼミ形
式で学ぶ。なお，受講者の習熟度や研究テーマによっては
内容が変わることがある。
　幾何学の基本的な概念を理解し，それを自由に使いこな
せるようになることを目標とする。

授業内容
　幾何学の文献を輪講する。内容は学生により変わるため，
以下はあくまで一例である。

［第１回］　 導入
［第２回］　 多様体
［第３回］　 多様体の例
［第４回］　 1の分割
［第５回］　 接ベクトル
［第６回］　 ベクトル場
［第７回］　 多様体の間の写像
［第８回］　 写像の微分
［第９回］　 微分形式
［第10回］　 微分形式の演算
［第11回］　 微分形式の積分
［第12回］　 Stokesの定理
［第13回］　 Stokesの定理の証明
［第14回］　 まとめと展望

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表者はテキストをよく読み，発表のための準備を念入
りにしておくこと。

教科書
　学生との相談のうえ決める。例として以下を挙げておく。
　『多様体の基礎』，松本幸夫（東京大学出版会）
　『幾何学①多様体入門』，坪井俊（東京大学出版会）

参考書

成績評価の方法
　文献の理解度，発表，議論への参加態度などを総合して
評価する。

その他

科目ナンバー： ST MAT622J

数学専攻 備 考

科 目 名 幾何学研究２（１年）

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（数理学） 野原　雄一

授業の概要・到達目標
　多様体上で幾何学を展開するために必要な事柄を学ぶ。
内容は受講者との相談のうえ決めるが，例えばホモロジー
とコホモロジー，ベクトル束とその曲率などが考えられる。
　多様体上の幾何学の基礎を理解し，修士論文に向けて研
究していく分野を決定することを目標とする。

授業内容
　各学生が選んだテーマの文献を輪講する。以下は一例で
ある。

［第１回］　 ホモロジー群
［第２回］　 コホモロジー群
［第３回］　 de Rhamの定理
［第４回］　 de Rhamの定理の証明
［第５回］　 Riemann多様体
［第６回］　 Hodgeの定理
［第７回］　 ベクトル束
［第８回］　 接束
［第９回］　 接続
［第10回］　 ベクトル束の曲率
［第11回］　 曲率と特性類（1）
［第12回］　 曲率と特性類（2）
［第13回］　 特性類とその応用
［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　幾何学研究1で学んだ内容を理解していることを仮定す
る。

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表者はテキストをよく読み，発表のための準備を念入
りにしておくこと。

教科書
　学生との相談のうえ決める。例として以下を挙げておく。
　『微分形式の幾何学』，森田茂之（岩波書店）
　『幾何学③微分形式』，坪井俊（東京大学出版会）

参考書

成績評価の方法
　文献の理解度，発表，議論への参加態度などを総合して
評価する。

その他
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科目ナンバー： ST MAT622J

数学専攻 備 考

科 目 名 幾何学研究３（２年）

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（数理学） 野原　雄一

授業の概要・到達目標
　各学生が選んだ分野・研究テーマの基礎的な概念を学ぶ。
内容は例えば，シンプレクティック幾何や微分幾何，ゲー
ジ理論などが考えられる。
　学生自身が選んだ分野の基本的な概念や手法を理解し，
研究課題を設定できるようになることを目標とする。

授業内容
　各学生が選んだ分野の文献を輪講する。以下は一例であ
る。

［第１回］　 Lie群
［第２回］　 Lie群の作用
［第３回］　 シンプレクティック多様体
［第４回］　 Lagrange部分多様体
［第５回］　 Hamiltonベクトル場
［第６回］　 Hamilton作用
［第７回］　 運動量写像
［第８回］　 シンプレクティック商
［第９回］　 シンプレクティック商の例
［第10回］　 完全可積分系
［第11回］　 トーリック多様体
［第12回］　 代数多様体としてのトーリック多様体
［第13回］　 トーリック多様体のトポロジー
［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　幾何学研究1，2で学んだ内容を理解していることを仮定
する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表者はテキストをよく読みし，発表のための準備を念
入りにしておくこと。

教科書
　学生との相談のうえ決める。例として以下を挙げておく。
　『Torus Actions on Symplectic Manifolds』，Michele 
Audin（Birkhauser）
　『接続の微分幾何とゲージ理論』，小林昭七（裳華房）
　『Riemannian Geometry and Geometric Analysis』，
Jurgen Jost（Springer）

参考書

成績評価の方法
　文献の理解度，発表，議論への参加態度などを総合して
評価する。

その他

科目ナンバー： ST MAT622J

数学専攻 備 考

科 目 名 幾何学研究４（２年）

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（数理学） 野原　雄一

授業の概要・到達目標
　各学生が選んだテーマについて考察し，課題の解決を目
指す。また，必要に応じて研究に関わる理論を文献で学ぶ。
　研究の結果やそれまでに学んだことを修士論文にまとめ
ることが最終的な目標である。

授業内容
［第１回］　 文献の輪講，研究課題の考察，議論
［第２回］　 文献の輪講，研究課題の考察，議論
［第３回］　 文献の輪講，研究課題の考察，議論
［第４回］　 文献の輪講，研究課題の考察，議論
［第５回］　 文献の輪講，研究課題の考察，議論
［第６回］　 文献の輪講，研究課題の考察，議論
［第７回］　 研究課題の考察，議論
［第８回］　 研究課題の考察，議論
［第９回］　 研究課題の考察，議論
［第10回］　 研究課題の考察，議論
［第11回］　 研究成果のまとめ
［第12回］　 研究成果のまとめ
［第13回］　 研究成果のまとめ
［第14回］　 研究発表の準備

履修上の注意
　幾何学研究1，2，3で学んだ内容を理解していることを
仮定する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表のための準備を念入りにしておくこと。

教科書
　学生との相談のうえ決める。

参考書

成績評価の方法
　文献の理解度，発表，議論への参加態度などを総合して
評価する。

その他

― 473 ―



科目ナンバー： ST MAT642J

数学専攻 備 考

科 目 名 数理解析研究１（１年）

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 廣瀬　宗光

授業の概要・到達目標
「授業の概要」
　数理科学課題研究1と並行して偏微分方程式に関連した
テキストを輪読する。波動方程式・熱方程式・ラプラス方程
式といった基本的な偏微分方程式について基礎知識の再確
認と習熟を目指す。

「到達目標」
　偏微分方程式に関連したテキストを輪読し，基礎事項の
習得および問題解決能力の向上を目指す。

授業内容
第１回： 波動方程式の導出
第２回： 無限区間における波動方程式
第３回： 半無限区間における波動方程式
第４回： 有限区間における波動方程式
第５回： フーリエの方法と定常振動
第６回： エネルギー不等式と定常振動
第７回： 熱方程式の導出
第８回： 熱方程式と基本解
第９回： 熱方程式の初期値問題
第10回： 有限区間における熱方程式とフーリエの方法
第11回： 熱方程式の最大値原理，解の比較，解の一意性
第12回： ラプラス方程式の境界値問題
第13回： 調和関数と平均値の性質
第14回： ラプラス方程式の最大値原理，比較定理，固有値

問題

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表担当者は念入りに準備をし，発表技術の向上に努め
ること。

教科書
　『偏微分方程式入門』神保秀一（共立出版）

参考書

成績評価の方法
　テキストや論文の輪読を通して，発表への取り組み方，
テキストや論文の内容の理解度，発表能力を判定し評価す
る。
　評点の配分割合は，発表への取り組み方20％，内容の理
解度60％，発表能力20％とする。
　以上の合計により，60％以上を合格とする。

その他

指導テーマ
　非線形偏微分方程式

進行計画
　博士前期課程１年次は，偏微分方程式に関連したテキス
トを輪読する。

科目ナンバー： ST MAT642J

数学専攻 備 考

科 目 名 数理解析研究２（１年）

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 廣瀬　宗光

授業の概要・到達目標
「授業の概要」
　先端数理科学課題研究2と並行して偏微分方程式に関連
したテキストを輪読する。特に関数解析の基礎事項を習得
し，楕円型方程式への応用を目指す。

「到達目標」
　偏微分方程式に関連したテキストを輪読し，基礎事項の
習得および問題解決能力の向上を目指す。

授業内容
第１回： ヒルベルト空間入門
第２回： 有界線形作用素
第３回： 有界線形汎関数
第４回： リースの表現定理
第５回： 共役作用素，コンパクト作用素
第６回： ヒルベルト・シュミットの定理
第７回： ミニマックス法
第８回： 弱収束
第９回： 関数の弱微分
第10回： ソボレフ空間の性質，高階のソボレフ空間
第11回： 2階楕円型方程式の弱解
第12回： グリーン作用素
第13回： 固有関数の滑らかさ
第14回： 楕円型作用素の固有値の特徴付け

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表担当者は念入りに準備をし，発表技術の向上に努め
ること。

教科書
　『偏微分方程式入門』神保秀一（共立出版）

参考書

成績評価の方法
　テキストや論文の輪読を通して，発表への取り組み方，
テキストや論文の内容の理解度，発表能力を判定し評価す
る。
　評点の配分割合は，発表への取り組み方20％，内容の理
解度60％，発表能力20％とする。
　以上の合計により，60％以上を合格とする。

その他

指導テーマ
　非線形偏微分方程式

進行計画
　博士前期課程１年次は，偏微分方程式に関連したテキス
トを輪読する。
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科目ナンバー： ST MAT612J

数学専攻 備 考

科 目 名 代数学研究１（１年）

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 松岡　直之

授業の概要・到達目標
「授業の概要」
　学部で学んだことを基礎としながら，テキストや学術論
文を用いた輪講を行う。

「到達目標」
　可換環論研究上必須となるホモロジー代数的な研究手法
を学ぶ。

授業内容
　以下はあくまでも一例である。履修者の学習の進捗状況
に合わせて変更する。

［第１回］　 射影加群と射影分解
［第２回］　 Ext函手
［第３回］　 Extの長完全列
［第４回］　 Tor函手
［第５回］　 入射加群
［第６回］　 入射分解と入射次元
［第７回］　 正則局所環
［第８回］　 正則列と加群の深さ
［第９回］　 Cohen-Macaulay環とCohen-Macaulay加群
［第10回］　 非混合定理
［第11回］　 Gorenstein環
［第12回］　 係数拡大と環論的性質
［第13回］　 Matlis双対
［第14回］　 まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表者に限らず，テキストの内容を自力で読み解き，自
分なりの言葉でまとめ直した上でセミナーに臨むことが必
要である。不明な点はセミナー中に質問・議論を行い，そ
の場で解決するよう心掛けること。

教科書
　以下は一例である。
　可換環論の勘どころ　後藤四郎　著（共立出版）
　可換環論　後藤四郎・渡辺敬一　著（日本評論社）
　Introduction to Commutative Algebra, M. F. Atiyah-I. G. 
MacDonald著（Addison-Wesley Series in Mathematics）
　Homological Methods in Commutative Algebra, Shiro 
Goto著（Graduate Lecture Series, Institute of Mathematics, 
Vietnam Academy of Science and Technology）

参考書
　代数学1　群論入門　雪江明彦　著
　代数学2　環と体とガロア理論　雪江明彦　著
　代数学3　代数学のひろがり　雪江明彦　著
　Cohen-Macaulay Rings, W. Bruns-J. Herzog著

成績評価の方法
　輪読の発表の様子と研究の進捗状況により評価する。

その他

科目ナンバー： ST MAT612J

数学専攻 備 考

科 目 名 代数学研究２（１年）

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 松岡　直之

授業の概要・到達目標
「授業の概要」
　テキストや学術論文を用いた輪講により，ホモロジー代
数的な手法を学習する。

「到達目標」
　可換環論における重要な概念や，不変量の計算方法を学
ぶことが目標である。

授業内容
　以下はあくまでも一例である。履修者の学習の進捗状況
に合わせて変更する。

［第１回］　 Koszul複体
［第２回］　 局所コホモロジー
［第３回］　 局所コホモロジーによる環と加群の不変量の

特徴づけ
［第４回］　 正準加群
［第５回］　 正準加群を用いたGorenstein環の特徴づけ
［第６回］　 局所双対性
［第７回］　 Serreの条件
［第８回］　 Rees代数と随伴次数環
［第９回］　 Hilbert-Burchの定理
［第10回］　 具体例の解析
［第11回］　 Euler標数と重複度
［第12回］　 重複度の結合法則
［第13回］　 巴系イデアルに付随する重複度とCohen-

Macaulay性
［第14回］　 まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表者に限らず，テキストの内容を自力で読み解き，自
分なりの言葉でまとめ直した上でセミナーに臨むことが必
要である。不明な点はセミナー中に質問・議論を行い，そ
の場で解決するよう心掛けること。

教科書
　以下は一例である。
　可換環論の勘どころ　後藤四郎　著（共立出版）
　可換環論　後藤四郎・渡辺敬一　著（日本評論社）
　Introduction to Commutative Algebra, M. F. Atiyah-I. G. 
MacDonald著（Addison-Wesley Series in Mathematics）
　Homological Methods in Commutative Algebra, Shiro 
Goto著（Graduate Lecture Series, Institute of Mathematics, 
Vietnam Academy of Science and Technology）

参考書
　代数学1　群論入門　雪江明彦　著
　代数学2　環と体とガロア理論　雪江明彦　著
　代数学3　代数学のひろがり　雪江明彦　著
　Cohen-Macaulay Rings, W. Bruns-J. Herzog著

成績評価の方法
　輪読の発表の様子と研究の進捗状況により評価する。

その他
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科目ナンバー： ST MAT612J

数学専攻 備 考

科 目 名 代数学研究３（２年）

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 松岡　直之

授業の概要・到達目標
「授業の概要」
　1年次に得た知識を基礎として，可換環論研究に従事す
る。

「到達目標」
　自分自身の問いを発見し，その解決の道筋を自ら導き出
すプロセスを経験することが目標である。

授業内容
［第１回］　 研究テーマの選定
［第２回］　 研究テーマに関する動向の確認
［第３回］　 研究テーマに関する考察（1）
［第４回］　 研究テーマに関する考察（2）
［第５回］　 研究テーマに関する考察（3）
［第６回］　 研究テーマに関する考察（4）
［第７回］　 研究テーマに関する考察（5）
［第８回］　 研究テーマに関する考察（6）
［第９回］　 得られた成果のまとめ
［第10回］　 成果の精査と発展（1）
［第11回］　 成果の精査と発展（2）
［第12回］　 未解決問題の確認
［第13回］　 今後の研究方針の確認
［第14回］　 まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　日常的な研究の推進およびそれを他者へ説明する用意が
必須である。不明な点はセミナー中に質問・議論を行い，
その場で解決するよう心掛けること。

教科書

参考書
　可換環論　後藤四郎・渡辺敬一　著
　代数学1　群論入門　雪江明彦　著
　代数学2　環と体とガロア理論　雪江明彦　著
　代数学3　代数学のひろがり　雪江明彦　著
　Introduction to Commutative Algebra, M. F. Atiyah-I. G. 
MacDonald著
　Homological Methods in Commutative Algebra, Shiro 
Goto著
　Cohen-Macaulay Rings, W. Bruns-J. Herzog著
　Local Cohomology, M. P. Brodmann-R. Y. Sharp著
　Integral closure of ideals, rings, and modules, I. 
Swanson-C. Huneke著

成績評価の方法
　研究への取り組みと進捗状況により評価する。

その他

科目ナンバー： ST MAT612J

数学専攻 備 考

科 目 名 代数学研究４（２年）

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 松岡　直之

授業の概要・到達目標
「授業の概要」
　代数学研究3で実施した研究を継続して行い，さらなる
発展を目指す。

「到達目標」
　自ら選んだ研究テーマに関して，自ら得た成果を発表す
る経験を持つことが目標である。

授業内容
［第１回］　 研究テーマに関する考察（1）
［第２回］　 研究テーマに関する考察（2）
［第３回］　 研究テーマに関する考察（3）
［第４回］　 研究テーマに関する考察（4）
［第５回］　 研究テーマに関する考察（5）
［第６回］　 研究テーマに関する考察（6）
［第７回］　 得られた成果のまとめ
［第８回］　 成果の精査
［第９回］　 論文執筆の準備・指導
［第10回］　 論文執筆の進捗状況確認
［第11回］　 未解決問題の確認
［第12回］　 今後の研究方針の確認
［第13回］　 論文構想の確認
［第14回］　 論文の完成と最終確認

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　日常的な研究の推進およびそれを他者へ説明する用意が
必須である。不明な点はセミナー中に質問・議論を行い，
その場で解決するよう心掛けること。

教科書

参考書
　可換環論　後藤四郎・渡辺敬一　著
　代数学1　群論入門　雪江明彦　著
　代数学2　環と体とガロア理論　雪江明彦　著
　代数学3　代数学のひろがり　雪江明彦　著
　Introduction to Commutative Algebra, M. F. Atiyah-I. G. 
MacDonald著
　Homological Methods in Commutative Algebra, Shiro 
Goto著
　Cohen-Macaulay Rings, W. Bruns-J. Herzog著
　Local Cohomology, M. P. Brodmann-R. Y. Sharp著
　Integral closure of ideals, rings, and modules, I. 
Swanson-C. Huneke著

成績評価の方法
　研究への取り組みと修士論文の出来栄えにより評価す
る。

その他
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科目ナンバー： ST MAT642J

数学専攻 備 考

科 目 名 数理解析研究１（１年）

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 宮部　賢志

授業の概要・到達目標
　計算可能性理論を学ぶ。特にTuring次数の構造について
学ぶ。
　計算不可能性の階層を理解することが目標である。

授業内容
［第１回］　 Turing machines and Unsolvable Problems
［第２回］　 Computable Enumerable Sets
［第３回］　 Elementary Lachlan Games
［第４回］　 Relative Computability
［第５回］　 Oracle Graphs of Turing Functional
［第６回］　 Turing Degrees and the Jump Operator
［第７回］　 Limit Computable Sets and Domination
［第８回］　 The Limit Lemma
［第９回］　 Trees and the Low Basis Theorem
［第10回］　 The Arithmetical Hierarchy
［第11回］　 Post's Theorem
［第12回］　 Sigma_n-Complete Sets
［第13回］　 Degrees of Computably Enumerable Sets
［第14回］　 Simple Sets and the Permitting Method

履修上の注意
　授業は輪講形式で行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の教科書の担当部分を読んで理解すること。分から
ない部分があれば，他の文献で調べたり，先輩に質問した
り，事前に教員に聞いたりして，理解する努力をすること。
板書ノートを作り，分かりやすく説明できるようにしてお
くこと。担当部分でない部分は，不明点を明らかにしてお
くこと。

教科書
　Turing Computability, Theory and Applications, Robert 
I. Soare, Springer

参考書

成績評価の方法
　平常における発表・討論への参加度100％で評価する。
　合計が満点の60％以上を単位修得の条件とする。

その他

科目ナンバー： ST MAT642J

数学専攻 備 考

科 目 名 数理解析研究２（１年）

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 宮部　賢志

授業の概要・到達目標
　実数上の関数の計算可能性について学ぶ．本理論では実
数を無限文字列として表現することで，実関数の計算可能
性は文字列上の関数の計算可能性から自然に導入される．
零点の計算や微分・積分などの計算可能性や計算不可能性
を理解する。
　解析学の計算可能性について理解し，厳密計算の概念を
理解することが目標である。

授業内容
［第１回］　 計算可能解析学の概要
［第２回］　 タイプ2機械
［第３回］　 計算可能関数の連続性
［第４回］　 集合の計算可能性
［第５回］　 表現とは
［第６回］　 実数の様々な表現
［第７回］　 計算可能な実数
［第８回］　 計算可能な実関数
［第９回］　 実数上の集合の計算可能性
［第10回］　 連続関数の計算可能性
［第11回］　 零点の計算可能性
［第12回］　 微分の計算可能性
［第13回］　 積分の計算可能性
［第14回］　 解析関数の計算可能性

履修上の注意
　「数理解析研究1」をあらかじめ履修しておくこと。
　授業は輪講形式で行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　計算の理論について習熟しておくこと。各自の教科書の
担当部分を読んで理解すること。分からない部分があれば，
他の文献で調べたり，先輩に質問したり，事前に教員に聞
いたりして，理解する努力をすること。板書ノートを作り，
分かりやすく説明できるようにしておくこと。担当部分で
ない部分は，不明点を明らかにしておくこと。

教科書
　「Computable Analysis: An Introduction」，Weihrauch, 
Springer

参考書
　「Computability in Analysis and Physics」，Pour-El, 
Richards, Springer

成績評価の方法
　平常における発表・討論への参加度100％で評価する。
　合計が満点の60％以上を単位修得の条件とする。

その他
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科目ナンバー： ST MAT642J

数学専攻 備 考

科 目 名 数理解析研究３（２年）

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 宮部　賢志

授業の概要・到達目標
　計算可能性の理論と確率論を基礎として，文字列の複雑
さを数学的に定式化したコルモゴロフ複雑性について学
ぶ。
　有限文字列の複雑性と計算可能性の関係について理解す
ることが目標である。

授業内容
［第１回］　 コルモゴロフ複雑性の理論の概要
［第２回］　 確率論の基礎
［第３回］　 計算可能性理論の基礎
［第４回］　 情報理論の基礎
［第５回］　 複雑性C：不変定理
［第６回］　 複雑性C：圧縮不可能性
［第７回］　 複雑性C：発散速度と計算不可能性
［第８回］　 複雑性C：ランダムな有限文字列
［第９回］　 複雑性C：有限列の統計的性質
［第10回］　 複雑性K：不変定理
［第11回］　 複雑性K：KC定理
［第12回］　 複雑性K：符号定理と計数定理
［第13回］　 複雑性K：結合文字列の複雑性
［第14回］　 複雑性K：複雑性の計算可能性

履修上の注意
　「数理解析研究1」をあらかじめ履修しておくこと。
　授業は輪講形式で行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　計算の理論について習熟しておくこと。各自の教科書の
担当部分を読んで理解すること。分からない部分があれば，
他の文献で調べたり，先輩に質問したり，事前に教員に聞
いたりして，理解する努力をすること。板書ノートを作り，
分かりやすく説明できるようにしておくこと。担当部分で
ない部分は，不明点を明らかにしておくこと。

教科書
　「An Introduction to Kolmogorov Complexity and Its 
Applications」，Li, Vitanyi, Springer

参考書
　「Computability and Randomness」，Nies, Oxford 
University Press

成績評価の方法
　平常における発表・討論への参加姿勢100％で評価する。
　合計が満点の60％以上を単位修得の条件とする。

その他

科目ナンバー： ST MAT642J

数学専攻 備 考

科 目 名 数理解析研究４（２年）

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 宮部　賢志

授業の概要・到達目標
　本講義では2進無限文字列のランダム性の理論を学ぶ．
ランダム性は計算可能性の理論とコルモゴロフ複雑性を基
礎として定義される．その上で，いくつかの同値な特徴付
けや，ランダム性の基本的な性質，計算可能性との関連を
見る。
　2進無限文字列のランダム性と計算可能性の関係につい
て理解することが目標である。

授業内容
［第１回］　 ランダムネスの理論の概要
［第２回］　 計算可能性理論の基礎
［第３回］　 カントール空間上の測度と計算可能性
［第４回］　 コルモゴロフ複雑性による有限文字列のラン

ダム性
［第５回］　 マーティンレフのランダム性
［第６回］　 万能検定
［第７回］　 レビン・シュノールの定理
［第８回］　 ランダム列の統計的性質
［第９回］　 チャイティンの停止確率
［第10回］　 ソロベイ還元性
［第11回］　 独立性定理
［第12回］　 マルチンゲール
［第13回］　 マルチンゲールによるランダム性の特徴付け
［第14回］　 シュノールのランダム性，計算可能ランダム性

履修上の注意
　「数理解析研究1」「数理解析研究3」をあらかじめ履修して
おくこと。
　授業は輪講形式で行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　計算の理論およびコルモゴロフ複雑性の理論について習
熟しておくこと。各自の教科書の担当部分を読んで理解す
ること。分からない部分があれば，他の文献で調べたり，
先輩に質問したり，事前に教員に聞いたりして，理解する
努力をすること。板書ノートを作り，分かりやすく説明で
きるようにしておくこと。担当部分でない部分は，不明点
を明らかにしておくこと。

教科書
　「Computability and Randomness」，Nies, Oxford 
University Press

参考書
　「Algorithmic Randomness and Complexity」，Downey, 
Hirschfeldt, Springer

成績評価の方法
　平常における発表・討論への参加姿勢100％で評価する。
　合計が満点の60％以上を単位修得の条件とする。

その他
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科目ナンバー： ST MAT642J

数学専攻 備 考

科 目 名 数理解析研究１（１年）

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（数理科学） 矢崎　成俊

授業の概要・到達目標
　受講者とテーマを吟味し，必要に応じてテキストや論文
を輪読
　修士論文準備レベルに到達することが目標

授業内容
［第１回］　 非線型現象の研究1
［第２回］　 非線型現象の研究2
［第３回］　 非線型現象の研究3
［第４回］　 非線型現象の研究4
［第５回］　 非線型現象の研究5
［第６回］　 非線型現象の研究6
［第７回］　 非線型現象の研究7
［第８回］　 非線型解析の研究1
［第９回］　 非線型解析の研究2
［第10回］　 非線型解析の研究3
［第11回］　 非線型解析の研究4
［第12回］　 非線型解析の研究5
［第13回］　 非線型解析の研究6
［第14回］　 非線型解析の研究7

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　真 な学習

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究姿勢を総合的に評価

その他
　内容は変更の可能性がある。

科目ナンバー： ST MAT642J

数学専攻 備 考

科 目 名 数理解析研究２（１年）

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（数理科学） 矢崎　成俊

授業の概要・到達目標
　受講者とテーマを吟味し，必要に応じてテキストや論文
を輪読。
　修士論文準備レベルの研究達成が目標。

授業内容
［第１回］　 非線型現象の研究1
［第２回］　 非線型現象の研究2
［第３回］　 非線型現象の研究3
［第４回］　 非線型現象の研究4
［第５回］　 非線型現象の研究5
［第６回］　 非線型現象の研究6
［第７回］　 非線型現象の研究7
［第８回］　 非線型解析の研究1
［第９回］　 非線型解析の研究2
［第10回］　 非線型解析の研究3
［第11回］　 非線型解析の研究4
［第12回］　 非線型解析の研究5
［第13回］　 非線型解析の研究6
［第14回］　 非線型解析の研究7

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　真 な学習

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究姿勢を総合的に評価

その他
　内容は変更の可能性がある。

― 479 ―



科目ナンバー： ST MAT642J

数学専攻 備 考

科 目 名 数理解析研究３（２年）

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（数理科学） 矢崎　成俊

授業の概要・到達目標
　受講者とテーマを吟味し，必要に応じてテキストや論文
を輪読。
　修士論文の完成レベルが到達目標である。

授業内容
［第１回］　 非線型現象の研究1
［第２回］　 非線型現象の研究2
［第３回］　 非線型現象の研究3
［第４回］　 非線型現象の研究4
［第５回］　 非線型現象の研究5
［第６回］　 非線型現象の研究6
［第７回］　 非線型現象の研究7
［第８回］　 非線型解析の研究1
［第９回］　 非線型解析の研究2
［第10回］　 非線型解析の研究3
［第11回］　 非線型解析の研究4
［第12回］　 非線型解析の研究5
［第13回］　 非線型解析の研究6
［第14回］　 非線型解析の研究7

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　真 な学習

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究姿勢を総合的に評価する。

その他
　講義内容は変更する可能性がある。

科目ナンバー： ST MAT642J

数学専攻 備 考

科 目 名 数理解析研究４（２年）

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（数理科学） 矢崎　成俊

授業の概要・到達目標
　受講者とテーマを吟味し，必要に応じてテキストや論文
を輪読する。
　修士論文の完成レベルが到達目標である。

授業内容
第１回： 非線型現象の研究1
第２回： 非線型現象の研究2
第３回： 非線型現象の研究3
第４回： 非線型現象の研究4
第５回： 非線型現象の研究5
第６回： 非線型現象の研究6
第７回： 非線型現象の研究7
第８回： 非線型解析の研究1
第９回： 非線型解析の研究2
第10回： 非線型解析の研究3
第11回： 非線型解析の研究4
第12回： 非線型解析の研究5
第13回： 非線型解析の研究6
第14回： 非線型解析の研究7

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　真 な学習

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究姿勢を総合的に評価する。

その他
　講義内容は変更する可能性がある。

指導テーマ
　受講者と相談しながら決める。
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科目ナンバー： ST MAT622J

数学専攻 備 考

科 目 名 幾何学研究１（１年）

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（数理科学） 吉田　尚彦

授業の概要・到達目標
　幾何学研究1では，Lie群とLie環に関連したテキストを
輪講する。基礎事項の習得を目指し，Hamilton群作用を研
究するための準備とする。
　幾何学の基本的かつ重要な研究対象であるLie群とLie環
の基本事項を習得することを目標とする。

授業内容
第１回： 位相群
第２回： 位相群の部分空間と商空間
第３回： 位相群の同型と準同型
第４回： 位相群の連結成分
第５回： 位相群の等質空間，局所コンパクト群
第６回： Lie群とLie環
第７回： Lie群上の不変微分形式
第８回： 1パラメータ部分群と指数写像
第９回： Lie群の例
第10回： 複素Lie群と複素Lie環
第11回： Lie群のLie部分群
第12回： 線型Lie群
第13回： Lie群の商空間および商群
第14回： Lie群の同型と準同型，Lie群の表現

履修上の注意
　輪講形式で行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表者はもちろんのこと，それ以外の履修者も事前に教
科書を読み，内容を把握すること。
　定理の証明などで講義で説明しきれなかった箇所があっ
た場合は，各自で細部を詰める努力をすること。

教科書
　テキストの例をあげる。
　「多様体入門」松島与三著，裳華房

参考書

成績評価の方法
　テキストの輪読を通して，発表への取り組み，文献の内
容の理解度などを総合的に評価する。

その他

科目ナンバー： ST MAT622J

数学専攻 備 考

科 目 名 幾何学研究２（１年）

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（数理科学） 吉田　尚彦

授業の概要・到達目標
　幾何学研究2では，ベクトル束，ファイバー束と特性類
に関連したテキストを輪講する。Hamilton群作用を研究す
るための準備とする。
　幾何学の基本的かつ重要な研究対象であるファイバー
束，ベクトル束と特性類の基本事項を習得することを目標
とする。

授業内容
第１回： ベクトル束
第２回： 測地線
第３回： 共変微分
第４回： 接ベクトルの平行移動と曲率
第５回： ベクトル束の接続
第６回： ベクトル束の曲率
第７回： 接続形式と曲率形式
第８回： Pontrijagin類
第９回： Chern類
第10回： Euler類
第11回： ファイバー束と主束
第12回： S^1束とEuler類
第13回： 接続，曲率
第14回： Chern-Weil理論

履修上の注意
　輪講形式で行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表者はもちろんのこと，それ以外の履修者も事前に教
科書を読み，内容を把握すること。
　定理の証明などで講義で説明しきれなかった箇所があっ
た場合は，各自で細部を詰める努力をすること。

教科書
　テキストの例をあげる：
　「微分形式の幾何学」，森田茂之，岩波書店

参考書

成績評価の方法
　テキストの輪読を通して，発表への取り組み，文献の内
容の理解度などを総合的に評価する。

その他
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 先端数理科学課題研究１

開 講 期 春学期 単 位 演2

担 当 者 専任教授　理学博士 藏野　和彦

授業の概要・到達目標
　代数学研究1の内容を補うために，別の種類の教科書を
輪読する。可換環論・代数幾何学の深い理解を目指す。
　教科書を輪読する。可換環論・代数幾何学の深い理解を
目指す。学生は，研究内容を黒板の前で発表する。

授業内容
第１回： イントロダクション
第２回： テキストの輪読と研究の準備（局所化とスペクトル）
第３回： テキストの輪読と研究の準備（Hilbert零点定理と次

元論初歩）
第４回： テキストの輪読と研究の準備（素因子と準素分解）
第５回： テキストの輪読と研究の準備（平坦性）
第６回： テキストの輪読と研究の準備（完備化とArtin-

Reesの定理）
第７回： テキストの輪読と研究の準備（整拡大）
第８回： テキストの輪読と研究の準備（一般付値）
第９回： テキストの輪読と研究の準備（DVR，Dedekind環）
第10回： テキストの輪読と研究の準備（Krull環）
第11回： テキストの輪読と研究の準備（次数環，Hilbert関数，

Samuel関数）
第12回： テキストの輪読と研究の準備（巴系と重複度）
第13回： テキストの輪読と研究の準備（拡大環の次元）
第14回： テキストの輪読と研究の準備（正則列とKoszul複体）

履修上の注意
　必ず予習してくること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　必ず予習してくること。

教科書
　松村英之，可換環論，共立出版

参考書
　特になし

成績評価の方法
　発表70％，レポート30％で，60％以上を単位修得の条件
とする。

その他

科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 先端数理科学課題研究２

開 講 期 秋学期 単 位 演2

担 当 者 専任教授　理学博士 藏野　和彦

授業の概要・到達目標
　代数学研究2の内容を補うために，別の種類の教科書を
輪読する。可換環論・代数幾何学の深い理解を目指す。
　教科書を輪読する。可換環論・代数幾何学の深い理解を
目指す。学生は，研究内容を黒板の前で発表する。

授業内容
第１回： イントロダクション
第２回： テキストの輪読と研究の準備（Cohen-Macaulay

環）
第３回： テキストの輪読と研究の準備（Gorenstein環）
第４回： テキストの輪読と研究の準備（正則環）
第５回： テキストの輪読と研究の準備（UFD）
第６回： テキストの輪読と研究の準備（完交環）
第７回： テキストの輪読と研究の準備（局所判定法）
第８回： テキストの輪読と研究の準備（ファイバーと平坦

性）
第９回： テキストの輪読と研究の準備（一般自由性，軌跡

の開集合性）
第10回： 修士論文中間発表の準備（導分と微分）
第11回： 修士論文中間発表の準備（分離性）
第12回： 修士論文中間発表の準備（高階導分）
第13回： 修士論文中間発表の準備（I-順滑性）
第14回： 修士論文中間発表の準備（完備局所環の構造定理）

履修上の注意
　必ず予習してくること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　必ず予習してくること。

教科書
　松村英之，可換環論，共立出版

参考書
　特になし

成績評価の方法
　発表70％，レポート30％で，60％以上を単位修得の条件
とする。

その他
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 ＭＴＳ数理科学課題研究

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　理学博士 藏野　和彦

授業の概要・到達目標
　ルービック・キューブは，群論を理解するためには非常
に良い例である。この講義では，プリントの輪読によって
ルービック・キューブの群構造を学び，様々なゲームで有
限群論が登場することを学ぶ。
　プリントを輪読しながら，ルービック・キューブの群構
造を学ぶ。

授業内容
第１回： イントロダクション
第２回： プリントの輪読（群論の復習）
第３回： プリントの輪読（群の直積，交換子群）
第４回： プリントの輪読（分裂する短完全列）
第５回： プリントの輪読（反直積）
第６回： プリントの輪読（ルービック・キューブ群の定義）
第７回： プリントの輪読（演算の定義）
第８回： プリントの輪読（2面体，3面体の部分群）
第９回： プリントの輪読（反直積としてのルービック・

キューブ群）
第10回： プリントの輪読（ルービック・キューブ群の構造）
第11回： プリントの輪読（ルービック・キューブ群の構造解

析）
第12回： プリントの輪読（実際の手法）
第13回： プリントの輪読（ルービック・キューブ群の位数）
第14回： プリントの輪読（出てくる模様と出てこない模様

の区別）

履修上の注意
　必ず予習してくること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　必ず予習してくること。

教科書
　プリントを使用する

参考書
　特になし

成績評価の方法
　発表70％，レポート30％で，60％以上を単位修得の条件
とする。

その他

科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 プレゼンテーション課題研究

開 講 期 秋学期 単 位 演2

担 当 者 専任教授　理学博士 藏野　和彦

授業の概要・到達目標
　学生達の希望を聞きながら，複数の教員と複数の学生か
らなるいくつかのクラスタを構成することから始める。そ
の後，学生達は教員による大まかな指導の下に自分達で
テーマを決め，自分達で調査・研究活動を行い，自分達で
発表会を企画・宣伝して自らプレゼンターとなる。それに
よって，マネジメント能力・プレゼンテーション能力の向
上をはかる。実際に発表した後には，成果・反省点などを
まとめてレポートを作成する。
　11月の生明際における発表会などで発表できるレベルが
到達目標で，一般の研究集会や学会において発表できた場
合は到達目標を十分に達成したレベルとなる。

授業内容
第１回： クラスタの構成
第２回： 研究テーマの選定
第３回～７回： 調査・研究活動
第８回～９回： 宣伝用ポスターの作成，発表会の準備
第10回： 研究発表会
第11回～ 12回： 発表会の成果および反省点の検証
第13回～ 14回： 発表会報告書（レポート）の作成と総括

履修上の注意
　学生間で役割分担を明確にし，発表会の準備をすすめる
こと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　課題について真 に研究すること。

教科書
　テーマを決めた後，自分たちで文献を探す。

参考書
　テーマを決めた後，自分たちで文献を探す。

成績評価の方法
　プレゼンテーションとレポートの内容によって評価す
る。

その他
　授業内容は変更する可能性がある。
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 先端数理科学課題研究１

開 講 期 春学期 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 今野　宏

授業の概要・到達目標
　この授業では，学生はあらかじめ教科書を読み，発表す
るという形式で行う。テキストのテーマについては，位相
幾何，微分幾何，シンプレクティック幾何に関連する話題
から，学生の興味に応じて決める。
　幾何学についての知識を広げることが大きな目標とな
る。さらに，他者と論理的にコミュニケーションをする力
を磨くことも大切な目標である。

授業内容
　テキストを決め，輪講形式で行う。以下はひとつの例で
ある。

［第１回］　 単体複体
［第２回］　 単体複体のホモロジー群
［第３回］　 ホモロジー代数からの準備
［第４回］　 特異ホモロジー群
［第５回］　 関手性
［第６回］　 ホモトピー不変性
［第７回］　 切除定理
［第８回］　 写像度と回転数
［第９回］　 不動点定理
［第10回］　 ベクトル場の指数
［第11回］　 胞体分割
［第12回］　 胞体複体のホモロジー群
［第13回］　 コホモロジー群
［第14回］　 射影空間のコホモロジー群

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　適宜課題を与える。

教科書
　位相幾何，微分幾何，シンプレクティック幾何に関連し
た基礎的なテキストを，学生との話し合いにより決める。

参考書
　学習の進捗状況に応じて指導する。

成績評価の方法
　テキストの理解度，発表の完成度，議論への参加態度な
どにより総合的に評価する。

その他

科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 先端数理科学課題研究２

開 講 期 秋学期 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 今野　宏

授業の概要・到達目標
　この授業では，先端数理科学課題研究１に引き続き，学
生はあらかじめ教科書を読み，発表するという形式で行う。
テキストのテーマについては，先端数理科学課題研究１よ
り発展的な話題を選ぶ。
　幾何学についての知識を広げることが大きな目標とな
る。さらに，他者と論理的にコミュニケーションをする力
を磨くことも大切な目標である。

授業内容
　テキストを決め，輪講形式で行う。以下はひとつの例で
ある。

［第１回］　 ド・ラームコホモロジー
［第２回］　 単体複体のコホモロジー
［第３回］　 ド・ラームの定理
［第４回］　 ポアンカレの補題
［第５回］　 チェックコホモロジー
［第６回］　 ド・ラームの定理の証明
［第７回］　 ド・ラームコホモロジーの性質
［第８回］　 マイヤー・ビートリス完全列
［第９回］　 ド・ラームコホモロジーの計算
［第10回］　 ベクトル束
［第11回］　 トム類とオイラー類
［第12回］　 ポアンカレ双対性
［第13回］　 複素ベクトル束のチャーン類
［第14回］　 実ベクトル束のポントリャーギン類

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　適宜課題を与える。

教科書
　位相幾何，微分幾何，シンプレクティック幾何に関連し
た，より発展的な内容のテキストを，学生との話し合いに
より決める。

参考書
　研究の進捗状況に応じて指導する。

成績評価の方法
　テキストの理解度，発表の完成度，議論への参加態度な
どにより総合的に評価する。

その他
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 ＭＴＳ数理科学課題研究

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 今野　宏

授業の概要・到達目標
　この授業では，学生はあらかじめ教科書を読み，順番に
発表するという形式で行う。テキストのテーマについては，
幾何に関連する話題から，学生の興味に応じて決める。
　受講者は，幾何を専門とする者でもよいし，他分野を専
門とする者でもよい。幾何学とさまざまな他分野との関わ
り学ぶことが目標である。

授業内容
　以下はひとつの例である。

［第１回］　 ベクトル場と積分曲線
［第２回］　 1次元空間上の運動
［第３回］　 2次元空間上の運動
［第４回］　 変分原理
［第５回］　 ベクトル場の座標変換
［第６回］　 微分形式
［第７回］　 微分形式の積分とストークスの定理
［第８回］　 1パラメータ変換群
［第９回］　 正準変換
［第10回］　 ハミルトン系の対称性とネーターの定理
［第11回］　 完全積分可能系
［第12回］　 曲面上の測池線
［第13回］　 コマの運動
［第14回］　 まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　適宜課題を与える。

教科書
　学生との話し合いにより決めるが，参考のため，以下の
本をあげる。
　『解析力学と微分形式』深谷賢治（岩波書店）
　『電磁場とベクトル解析』深谷賢治（岩波書店）
　『双曲幾何』深谷賢治（岩波書店）
　『動く曲面を追いかけて』儀我美一・陳蘊剛（日本評論社）

参考書

成績評価の方法
　発表の完成度，討論への参加態度などにより総合的に評
価する。

その他

科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 プレゼンテーション課題研究

開 講 期 秋学期 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 今野　宏

授業の概要・到達目標
　学生達の希望を聞きながら，複数の教員と複数の学生か
らなるいくつかのクラスタを構成することから始める。そ
の後，学生達は教員による大まかな指導の下に自分達で
テーマを決め，自分達で調査・研究活動を行い，自分達で
発表会を企画・宣伝して自らプレゼンターとなる。それに
よって，マネジメント能力・プレゼンテーション能力の向
上をはかる。実際に発表した後には，成果・反省点などを
まとめてレポートを作成する。
　11月の生明祭における発表会などで発表できるレベルが
到達目標で，一般の研究集会や学会において発表できた場
合は到達目標を十分に達成したレベルとなる。

授業内容
第１回： クラスタの構成
第２回： 研究テーマの選定
第３回～７回： 調査・研究活動
第８回～９回： 宣伝用ポスターの作成，発表会の準備
第10回： 研究発表会
第11回～ 12回： 発表会の成果および反省点の検証
第13回～ 14回： 発表会報告書（レポート）の作成と総括

履修上の注意
　学生間で役割分担を明確にし，発表会の準備をすすめる
こと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　課題について真 に研究すること。

教科書
　テーマを決めた後，自分たちで文献を探す。

参考書
　テーマを決めた後，自分たちで文献を探す。

成績評価の方法
　プレゼンテーションとレポートの内容によって評価す
る。

その他
　授業内容は変更する可能性がある。
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 先端数理科学課題研究１

開 講 期 春学期 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（理学） 坂元　孝志

授業の概要・到達目標
　数理解析研究1を進める中で，必要となる内容について
文献（教科書，論文）を講読する。

授業内容
授業計画
　履修者が各自適切なテーマに沿って研究調査を行なう。
　例えば，ルベーグ積分をテーマに選んだ場合には，新井
仁之著「ルベーグ積分講義」（日本評論社）をテキストに用
い，概ね以下のように調査研究を進める
第１回： ジョルダンによる面積の定義
第２回： ジョルダンの意味で面積が測定できない図形
第３回： ルベーグの意味の面積：有界と無限
第４回： ルベーグによる面積の定義
第５回： ルベーグ測度と完全加法性
第６回： ルベーグ可測な図形
第７回： 閉集合と開集合のルベーグ測度
第８回： 面積を測定できる図形の位相数学的特徴付
第９回： ルベーグ可測集合族の代数と等測包
第10回： ルベーグ測度の平行移動と回転不変性
第11回： ルベーグ可測関数の定義
第12回： 単関数
第13回： 単関数のルベーグ積分
第14回： 非負値可測関数に対するルベーグ積分

履修上の注意
　ゼミ形式で行う

準備学習（予習・復習等）の内容
　選んだテキストを精読し，毎回の発表に向けて準備する
こと

教科書
　研究課題に応じて適宜指示する

参考書
　研究課題に応じて適宜指示する

成績評価の方法
　発表内容，発表への取り組み方，内容の理解度を合わせ
て評価する。
　評価の配分割合は，発表への取り組み方30％，発表内容
30％，内容の理解度40％とする。
　以上の合計により，60％以上を単位認定の条件とする。

その他

科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 先端数理科学課題研究２

開 講 期 秋学期 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（理学） 坂元　孝志

授業の概要・到達目標
　数理解析研究2を進める中で，必要となる内容について
文献（教科書，論文）を講読する。

授業内容
　履修者が各自適切なテーマに沿って研究調査を行なう。
　例えば，フーリエ級数をテーマに選んだ場合には，新井
仁之著「フーリエ解析と関数解析」（培風館）をテキストに用
い，概ね以下のように研究調査を進める
第１回： ルベーグ積分の内容から（1）：ルベーグの収束定理
第２回： ルベーグ積分の内容から（2）：L^p空間
第３回： ルベーグ積分の内容から（3）：L^p空間とバナッハ

空間
第４回： ルベーグ積分の内容から（4）：フビニの定理
第５回： ルベーグ積分の内容から（5）：フビニの定理の応用

と実例
第６回： フーリエ級数の例
第７回： 複素フーリエ級数と余弦フーリエ級数
第８回： フーリエ級数展開できる関数
第９回： 絶対収束するフーリエ級数
第10回： フーリエ級数の項別微分
第11回： フーリエ級数のL^pノルム収束
第12回： 熱方程式のフーリエ級数による解法
第13回： 電気回路の方程式とフーリエ級数
第14回： 線形作用素と微分方程式

履修上の注意
　ゼミ形式で行う

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自選んだテキストを精読し，毎回の発表の準備を行う
こと

教科書
　適宜指示する。

参考書
　適宜指示する。

成績評価の方法
　発表内容，発表への取り組み方，内容の理解度を合わせ
て評価する。
　評価の配分割合は，発表への取り組み方30％，発表内容
30％，内容の理解度40％とする。
　以上の合計により，60％以上を単位認定の条件とする。

その他
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 ＭＴＳ数理科学課題研究

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任講師　博士（理学） 坂元　孝志

授業の概要・到達目標
　力学系に関連する内容について，書籍，論文などを講読
する。

授業内容
　例えば下記の教科書の候補のうち，``1.「Nonlinear 
Oscillations, Dynamical Systems, and Bifurcations of 
Vector Fields」，J. Guckenheimer and P. Holmes''を使用す
る場合，各回の内容は以下のようにする予定である。
第１回： Differential Equations and Dynamical systems

（Linear system, Flows）
第２回： Differential Equations and Dynamical systems

（Nonlinear systems）
第３回： Differential Equations and Dynamical systems

（Two dimensional flows）
第４回： An introduction to Chaos（Van der Pol 's 

equation）
第５回： An introduction to Chaos（Lorenz Equations）
第６回： Local bifurcations（Bifurcation problems）
第７回： Local bifurcations（Center manifolds）
第８回： Local bifurcations（Normal Forms）
第９回： Local bifurcations（Codimension One Bifurcation 

of equilibria）
第10回： Local bifurcations（Codimension One Bifurcation 

of Maps and Periodic Orbits）
第11回： Averaging and Perturbation from a Geometric 

Viewpoint（Poincare' maps）
第12回： Averaging and Perturbation from a Geometric 

Viewpoint（Examples）
第13回： Averaging and Perturbation from a Geometric 

Viewpoint（Hamiltonian systems）
第14回： Averaging and Perturbation from a Geometric 

Viewpoint（Melnikov's Method）

履修上の注意
　ゼミ形式で行う

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自選んだテキストを精読し，毎回の発表の準備を行う
こと。

教科書
　履修者と相談して決めるが，力学系関連のテキストとし
ての候補をいくつか挙げる
1.　 「Nonlinear Oscillations, Dynamical Systems, and 

Bifurcations of Vector Fields」J. Guckenheimer, P. 
Holmes, Springer

2.　 「Elements of Applied Bifurcation Theory」Y. A. 
Kuznetsov, Springer

3.　 「力学系入門（原著第2版）―微分方程式からカオスま
で―」M.W. Hirsch, S. Smale, R. L. Devaney著，桐木紳，
三波篤郎，谷川清隆，辻井正人 訳，共立出版（あるい
は「Differential Equations, Dynamical Systems, and an 
Introduction to Chaos, Third Edition」M.W. Hirsch, S. 
Smale, R. L. Devaney, Academic Press.）

4.　 「Geometrical Methods in the Theory of Ordinary 
Differential Equations」V. I. Arnold, Springer

5.　 「Applications of Center Manifold Theory」J. Carr, 
Springer

参考書
　適宜指示する。

成績評価の方法
　発表内容，発表への取り組み方，内容の理解度を合わせ
て評価する。
　評価の配分割合は，発表への取り組み方30％，発表内容
30％，内容の理解度40％とする。以上の合計により，60％
以上を単位認定の条件とする。

その他
　ゼミ形式で行う。
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 プレゼンテーション課題研究

開 講 期 秋学期 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（理学） 坂元　孝志

授業の概要・到達目標
　学生達の希望を聞きながら，複数の教員と複数の学生か
らなるいくつかのクラスタを構成することから始める。そ
の後，学生達は教員による大まかな指導の下に自分達で
テーマを決め，自分達で調査・研究活動を行い，自分達で
発表会を企画・宣伝して自らプレゼンターとなる。それに
よって，マネジメント能力・プレゼンテーション能力の向
上をはかる。実際に発表した後には，成果・反省点などを
まとめてレポートを作成する。
　11月の生明際における発表会などで発表できるレベルが
到達目標で，一般の研究集会や学会において発表できた場
合は到達目標を十分に達成したレベルとなる。

授業内容
第１回： クラスタの構成
第２回： 研究テーマの選定
第３回～７回： 調査・研究活動
第８回～９回： 宣伝用ポスターの作成，発表会の準備
第10回： 研究発表会
第11回～ 12回： 発表会の成果および反省点の検証
第13回～ 14回： 発表会報告書（レポート）の作成と総括

履修上の注意
　学生間で役割分担を明確にし，発表会の準備を進めるこ
と。

準備学習（予習・復習等）の内容
　課題について真 に研究すること。

教科書
　テーマを決めた後，自分たちで文献を探す。

参考書
　テーマを決めた後，自分たちで文献を探す。

成績評価の方法
　プレゼンテーションとレポートの内容によって評価す
る。

その他
　授業内容は変更する可能性がある。

科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 ＭＴＳ数理科学課題研究

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　理学博士 対馬　龍司

授業の概要・到達目標
　整数論の入門として，現在では代数的整数論・解析的整
数論あるいは類体論の一部として扱われている話題を，そ
の源流であるディリクレ級数および2元2次形式について
理解し，整数論の入門とする。
　リーマンのゼータ関数およびその一般化であるディリク
レ級数の性質・負の整数点における値，および類数公式へ
の応用・2元2次形式の分類理論である種の理論および簡約
理論について学ぶ。テキストを輪講する。
　代数学と解析学が交錯する分野について理解を深める。

授業内容
［第１回］　 ディリクレ級数：解析的理論
［第２回］　 ディリクレ級数：形式的性質
［第３回］　 ガンマ関数
［第４回］　 リーマンのゼータ関数
［第５回］　 指標
［第６回］　 L関数
［第７回］　 負の整数点におけるディリクレ級数の，とくに

L級数の値
［第８回］　 2元2次形式
［第９回］　 L（1，x）の計算と類数公式
［第10回］　 2次形式と2次体
［第11回］　 2次体のゼータ関数
［第12回］　 種の理論
［第13回］　 簡約理論
［第14回］　 s＝0におけるゼータ関数の値，連分数および

類数

履修上の注意
　学生間で役割分担を明確にし，発表会の準備を進めるこ
と。

準備学習（予習・復習等）の内容
　テキストの該当箇所を振り返り，不明な部分があれば授
業で質問すること。また，次の回の該当箇所に目をとおし
ておくこと。

教科書
　D. B.ザギヤー：『数論入門』，岩波書店

参考書
　特になし。

成績評価の方法
　プレゼンテーションとレポートの内容によって評価す
る。

その他
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 先端数理科学課題研究１

開 講 期 春学期 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 長友　康行

授業の概要・到達目標
　概要：最近の物理学と幾何学との交流を念頭におき，そ
の方面の研究において興味深いと思われるテーマの幾何学
およびその周辺の数学を研究する。
　たとえば，トポロジー，ゲージ理論，指数定理などがそ
の候補として挙げられる。
　より具体的には特性類や局所化定理を研究する。
　もちろん，そのほかにも希望者の意向に沿った研究テー
マの設定も可能である。
　幾何学を舞台として，代数的，解析的な手段を駆使して
研究を行う。
　到達目標：多様体のベクトル束に関する特性類を定義し，
理解することが目標となる。
　その上で局所化定理を紹介する。
　Chern-Weil理論がテーマとなる。

授業内容
　学生の素養に応じて，授業内容は変化するであろう。
　まずはChern-Weil理論を学ぶことから始めるが，ここま
でに至らない場合には多様体の基本事項を学ぶことになろ
う。
第１回： 主束上の接続形式の定義（の復習）
第２回： リー代数上の不変多項式の理論の紹介
第３回： 主束上の曲率形式の定義（の復習）
第４回： 主束上の曲率形式と不変多項式
第５回： 曲率形式と不変多項式を用いた特性論の一般論の

初歩
第６回： 不変多項式とChern-Weil理論の紹介
第７回： 多様体のホモロジー群
第８回： 多様体のコホモロジー群
第９回： de Rham理論の紹介
第10回： Chern-Weil理論における接続の取り換えとde 

Rham理論
第11回： 微分形式とそのサイクル上の積分
第12回： 複素ベクトル束の定義とChern類の定義
第13回： Chern類の例
第14回： Pontrjagin類の定義とその例

履修上の注意
　ゼミ形式で行う。
　テキストの内容を難しいと感じた時に，自分にとってわ
からない部分を明確にする作業を大事にし，予習すること
が重要である。
　また，多様体に関する基本的事項の修得を前提としてい
る。
　とはいえ，微分積分学，線形代数，位相に関する知識を
持っていればあとは意欲次第である。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前にテキストを熟読し，理解しておく，または，わか
らない部分を明確にすること。
　さらに発表者は発表するための準備も必要とされる。
　発表担当者は念入りに準備をし，発表技術の向上に努め
ること。
　また，セミナーの後に，自分の理解の程度や理論の流れ
を確認することが復習となる。

教科書
　学生の意向に沿った教科書を選定する。
　J.W. Milnor「Topology from the Differentiable 
Viewpoint」，Princeton, 1997
　F.W. Warner「Foundations of Differentiable Manifolds 
and Lie Groups」，Springer, 1983
　松本幸夫「多様体の基礎」，東京大学出版会
　落合卓四郎「微分幾何入門」，東京大学出版会
　J.Roe「Elliptic operators, topology, and asymptotic 
methods（SECOND EDITION）」，LONGMAN, 1998
　ミルナー「モース理論」志賀浩二訳，吉岡書店
　ボット・トゥー「微分形式と代数トポロジー」三村護訳，
シュプリンガーフェアラーク東京

参考書
　S. Kobayashi and K. Nomizu: ` `Foundations of 
Differential Geometry'', Interscience, New York（1963）
　今野宏「微分幾何学」東京大学出版会

成績評価の方法
　テキストの輪読を通して，発表への取り組み方，テキス
トの内容の理解度を判定し評価する。
　評点の配分割合は以下のとおりとする。
1．研究内容の理解度　50％
2．発表能力　30％
3．授業への貢献度　20％
　以上の合計が満点の60％以上を単位取得の条件とする。

その他

指導テーマ
　特性類，局所化定理など幾何学の基礎となる事柄を前提
として，学生の学力に応じた指導をする。
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 先端数理科学課題研究２

開 講 期 秋学期 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 長友　康行

授業の概要・到達目標
　概要：最近の物理学と幾何学との交流を念頭におき，そ
の方面の研究において興味深いと思われるテーマの幾何学
およびその周辺の数学を研究する。
　たとえば，トポロジー，ゲージ理論，指数定理などがそ
の候補として挙げられる。
　もちろん，そのほかにも希望者の意向に沿った研究テー
マの設定も可能である。
　幾何学を舞台として，代数的，解析的な手段を駆使して
研究を行う。
　到達目標：多様体の特性類のChern-Weil理論の理解を前
提として，特性類の局所化定理を理解し，使用することが
できるようになるのが目標である。多様体へのリー群の作
用と特性類との関係がテーマである。

授業内容
　テキストをよく理解し，学んだ事柄を発表する輪講を行
う。
　学生の素養に応じて，授業内容は変化するであろう。
　まずは局所化定理の応用を学ぶことから始めるが，ここ
までに至らない場合には局所化定理そのものを学ぶことに
なろう。
第１回： 多様体への群作用の定義
第２回： 群作用から決まるリー代数からベクトル場への準

同型写像の理解
第３回： 群作用のベクトル束への持ち上げの理解
第４回： ベクトル束への群作用と共変微分作用素の関係
第５回： 不変接続とその曲率との関係
第６回： 不変接続から定義されるHiggs場の定義
第７回： Higgs場と曲率が満たす方程式の紹介
第８回： 群作用の固定点集合におけるHiggs場の接ベクト

ル空間への作用の理解
第９回： 外微分作用素と内部積を用いた微分作用素の定義

とその性質
第10回： 微分作用素を用いた孤立特異点のみを持つ作用に

対する局所化定理の証明（Berline-Vergne版）
第11回： 局所化定理のBottによる証明
第12回： Berline-Vergneによる一般の局所化定理の証明
第13回： 局所化定理のBottの留数定理への応用
第14回： 局所化定理のPoincare-Hopfの定理，Gauss-Bonnet

の定理とChernによる一般化への応用

履修上の注意
　ゼミ形式で行う。
　テキストの内容を難しいと感じた時に，自分にとってわ
からない部分を明確にする作業を大事にし，予習すること
が重要である。
　また，多様体に関する基本的事項の修得を前提としてい
る。
　とはいえ，微分積分学，線形代数，位相に関する知識を
持っていればあとは意欲次第である。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前にテキストを熟読し，理解しておく，または，わか
らない部分を明確にすること。
　さらに発表者は発表するための準備も必要とされる。
　発表担当者は念入りに準備をし，発表技術の向上に努め
ること。
　また，セミナーの後に，自分の理解の程度や理論の流れ
を確認することが復習となる。

教科書
　学生の意向に沿った教科書を選定する。
　J.W. Milnor「Topology from the Differentiable 
Viewpoint」，Princeton, 1997
　F.W. Warner「Foundations of Differentiable Manifolds 
and Lie Groups」，Springer, 1983
　松本幸夫「多様体の基礎」，東京大学出版会
　落合卓四郎「微分幾何入門」，東京大学出版会
　J.Roe「Elliptic operators, topology, and asymptotic 
methods（SECOND EDITION）」，LONGMAN, 1998
　ミルナー「モース理論」志賀浩二訳，吉岡書店
　ボット・トゥー「微分形式と代数トポロジー」三村護訳，
シュプリンガーフェアラーク東京

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　テキストの輪読を通して，発表への取り組み方，テキス
トの内容の理解度を判定し評価する。
　評点の配分割合は以下のとおりとする。
1．研究内容の理解度　50％
2．発表能力　30％
3．授業への貢献度　20％
　以上の合計が満点の60％以上を単位取得の条件とする。

その他

指導テーマ
　局所化定理のような幾何学の基礎となる事柄を前提とし
て，学生の学力に応じた指導をする。
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 ＭＴＳ数理科学課題研究

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 長友　康行

授業の概要・到達目標
　概要：数学においていたるところに現れ，対称性を記述
するリー群，リー代数に関する基本的な事項を学ぶ。
　特にリー代数の構造や表現に重きを置く。
　具体例を多用する予定である。
　到達目標：リー代数に関する基本的事項を理解し，使用
することができるようになることが目標となる。
　そのため，代数的準備から始めて，リー代数の表現の幾
何学的意味を理解することがテーマである。

授業内容
　リー代数を定義し，代数的な準備の後に，半単純リー代
数を勉強していく。
第１回： リー代数の定義
第２回： リー代数の例
第３回： リー代数の部分代数
第４回： リー代数のイデアル
第５回： リー代数の準同型写像
第６回： 可換リー代数
第７回： 冪零リー代数
第８回： エンゲルの定理
第９回： リーの定理
第10回： リー代数の複素化
第11回： リー代数の複素化の応用，構造定理
第12回： 半単純リー代数の定義
第13回： 半単純リー代数の例
第14回： 半単純リー代数の極大可換代数

履修上の注意
　ゼミ形式で行う。
　テキストの内容を難しいと感じた時に，自分にとってわ
からない部分を明確にする作業を大事にし，予習すること
が重要である。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前にテキストを熟読し，理解しておく，または，わか
らない部分を明確にすること。
　さらに発表者は発表するための準備も必要とされる。
　また，セミナーの後に，自分の理解の程度や理論の流れ
を確認することが復習となる。

教科書
　J. E. Humphreys,「Introduction to Lie Algebras and 
Representation Theory」，Springer

参考書
　特に指定しない。

成績評価の方法
　テキストの輪読を通して，発表への取り組み方，テキス
トの内容の理解度を判定し評価する。
　評点の配分割合は以下のとおりとする。
1．研究内容の理解度　50％
2．発表能力　30％
3．授業への貢献度　20％
　以上の合計が満点の60％以上を単位取得の条件とする。

その他
　数学において対称性を記述する重要な概念であるリー代
数の初歩を指導する。

科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 プレゼンテーション課題研究

開 講 期 秋学期 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 長友　康行

授業の概要・到達目標
　学生達の希望を聞きながら，複数の教員と複数の学生か
らなるいくつかのクラスタを構成することから始める。
　その後，学生達は教員による大まかな指導の下に自分達
でテーマを決め，自分達で調査・研究活動を行い，自分達
で発表会を企画・宣伝して自らプレゼンターとなる。
　それによって，マネジメント能力・プレゼンテーション
能力の向上をはかる。
　実際に発表した後には，成果・反省点などをまとめてレ
ポートを作成する。
　11月の生明際における発表会などで発表できるレベルが
到達目標で，一般の研究集会や学会において発表できた場
合は到達目標を十分に達成したレベルとなる。

授業内容
第１回： クラスタの構成
第２回： 研究テーマの選定
第３回～７回： 調査・研究活動
第８回～９回： 宣伝用ポスターの作成，発表会の準備
第10回： 研究発表会
第11回～ 12回： 発表会の成果および反省点の検証
第13回～ 14回： 発表会報告書（レポート）の作成と総括

履修上の注意
　学生間で役割分担を明確にし，発表会の準備をすすめる
こと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　課題について真 に研究すること。

教科書
　テーマを決めた後，自分たちで文献を探す。

参考書
　テーマを決めた後，自分たちで文献を探す。

成績評価の方法
　プレゼンテーションとレポートの内容によって評価す
る。

その他
　授業内容は変更される可能性がある。
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 先端数理科学課題研究１

開 講 期 春学期 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 中村　幸男

授業の概要・到達目標
　離散数学の基礎を修得し可換環論との関連を理解する

授業内容
第１回： パスと閉路
第２回： 次数
第３回： 一筆書き問題
第４回： 2部グラフ
第５回： マッチング
第６回： 木と森
第７回： 根付き木
第８回： 集合システム
第９回： 隣接行列
第10回： 接続行列
第11回： 隣接行列と接続行列
第12回： グラフの縮約
第13回： グラフの連結性
第14回： 耳分解

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　ゼミで指摘された事項を踏まえ，ゼミノート完成版を作
成すること。

教科書
　離散数学　浅野孝夫　著　サイエンス社
　組み合わせ最適化（第2版)　コルテ/フィーゲン著　
Springer

参考書

成績評価の方法
　研究内容70％，発表内容30％で評価する。

その他

指導テーマ
　離散数学の基礎を学び可換環論との関連を修得する

科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 先端数理科学課題研究２

開 講 期 秋学期 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 中村　幸男

授業の概要・到達目標
　離散数学の基礎を修得し可換環論との関連を理解する

授業内容
第１回： 単体的複体
第２回： グラフに付随する単体的複体
第３回： Stanley-Reisner環
第４回： 辺イデアル
第５回： 多面体
第６回： 局所コホモロジー
第７回： Hocsterの公式
第８回： Reisnerの定理
第９回： Gorenstein環
第10回： アレクサンダー双対性
第11回： 標準加群
第12回： マトロイド
第13回： 離散マトロイド
第14回： ポリマトロイド

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　ゼミで指摘された事項を踏まえ，ゼミノート完成版を作
成すること。

教科書
　離散数学　浅野孝夫　著　サイエンス社
　組み合わせ最適化（第2版)　コルテ/フィーゲン著　
Springer

参考書

成績評価の方法
　研究内容70％，発表内容30％で評価する。

その他

指導テーマ
　離散数学の基礎を学び可換環論との関連を修得する
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 ＭＴＳ数理科学課題研究

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 中村　幸男

授業の概要・到達目標
　圏論は極端に抽象化された数学であり，文字と矢印を道
具として理論が進んでいく不思議な学問である。一見何の
役に立つのか疑問に思えるが，いろいろな数学的現象を忠
実に抽象化しており，代数・幾何・解析といった数学の分野
を超えて理論の根幹をなしている。また，その抽象性ゆえ
応用範囲も広く，数学のみならず物理学・計算機械学・生物
学の場でも応用があると言われている。
　本講義では，加群の基本的な性質から始めて，導来圏の
定義と簡単な性質を導くところまでを目標とする。

授業内容
第１回： カテゴリーと関手
第２回： 自然変換
第３回： 単射と全射
第４回： 直和と直積
第５回： 加法圏
第６回： アーベル圏
第７回： 複体のなす圏
第８回： ホモトピー圏
第９回： コホモロジーと擬同型
第10回： 圏の局所化
第11回： 三角圏
第12回： 三角構造
第13回： 導来圏
第14回： 導来関手

履修上の注意
　ゼミ形式で行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　群論，環論，加群の理論についての基本的知識は身に着
けておくこと

教科書

参考書
梶浦宏成著　数物系のための圏論　サイエンス社
中岡宏行著　圏論の技法　日本評論社

成績評価の方法
　研究内容70％，発表内容30％で評価する。

その他

指導テーマ
　圏論を通じて，数学の各分野での融合を体験する。

科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 プレゼンテーション課題研究

開 講 期 秋学期 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 中村　幸男

授業の概要・到達目標
　学生達の希望を聞きながら，複数の教員と複数の学生か
らなるいくつかのクラスタを構成することから始める。そ
の後，学生達は教員による大まかな指導の下に自分達で
テーマを決め，自分達で調査・研究活動を行い，自分達で
発表会を企画・宣伝して自らプレゼンターとなる。それに
よって，マネジメント能力・プレゼンテーション能力の向
上をはかる。実際に発表した後には，成果・反省点などを
まとめてレポートを作成する。
　11月の生明際における発表会などで発表できるレベルが
到達目標で，一般の研究集会や学会において発表できた場
合は到達目標を十分に達成したレベルとなる。

授業内容
第１回： クラスタの構成
第２回： 研究テーマの選定
第３回～７回： 調査・研究活動
第８回～９回： 宣伝用ポスターの作成，発表会の準備
第10回： 研究発表会
第11回～ 12回： 発表会の成果および反省点の検証
第13回～ 14回： 発表会報告書（レポート）の作成と総括

履修上の注意
　学生間で役割分担を明確にし，発表会の準備を進めるこ
と。

準備学習（予習・復習等）の内容
　課題について真 に研究すること。

教科書
　テーマを決めた後，自分たちで文献を探す。

参考書
　テーマを決めた後，自分たちで文献を探す。

成績評価の方法
　プレゼンテーションとレポートの内容によって評価す
る。

その他
　授業内容は変更する可能性がある。
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 先端数理科学課題研究１

開 講 期 春学期 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 名和　範人

授業の概要・到達目標
　将来的に非線形分散型波動方程式の解の性質や解空間の
構造を研究する際の準備として，実解析的，関数解析な技
術の習得を目指す。また，方程式をモデルとする現象や方
程式の導出の理解にも努める。
　数理科学に関する原典資料にあたり，その読解を行い，
広い視野としっかりとした技術的な基盤を身につけること
を目的とする。

授業内容
　非線形分散型波動方程式は様々あるが，それらは数理科
学の各分野で，その現象を記述するモデル方程式として提
唱されてきたものである。それ故に，その解の振る舞いは
多種多様である。数値計算によるシミュレーションに頼る
ことなく，その解の構造や性質を数学的に解き明かすこと
は数学として重要な課題であるだけでなく，モデルの正当
性を検証する意味においても意義深い。
　このような研究の遂行には，超関数論，実解析，関数解
析のような数学的な技術が必須である。さらには，確率解
析や微分幾何，表現論などの知識もあったほうが良い。こ
こでは，このうち超関数や実解析的な技術の習得に重きを
おいて，参考書に記載したようなテキストを選んで輪講形
式で進める。例えば，非線形シュレーディンガー方程式を
将来の研究テーマにしようとする場合は以下のように進め
る：
第１回： 数理モデルとしての非線形シュレーディンガー方

程式
第２回： フーリエ変換と超関数論（1）超関数の定義と例
第３回： フーリエ変換と超関数論（2）超関数の性質とその

応用
第４回： ポアッソン方程式とハーディー＝リトルウッドの

不等式（1）定式化と証明のアイデア
第５回： ポアッソン方程式とハーディー＝リトルウッドの

不等式（2）証明の完成
第６回： ソボレフの不等式とガリアルド＝ニーレンバーグ

補間不等式（1）証明に向けてのアイデア
第７回： ソボレフの不等式とガリアルド＝ニーレンバーグ

補間不等式（2）証明の完成
第８回： リース＝ソリンの捕間不等式
第９回： 線形シュレーディンガー方程式の基本解とその評

価（1）基本解の構成と評価のアイデア
第10回： 線形シュレーディンガー方程式の基本解とその評

価（2）評価の完成とその発展
第11回： デュアメルの原理と時空間評価（1）微分方程式と

積分方程式，時空評価の準備
第12回： デュアメルの原理と時空間評価（2）時空評価の完

成
第13回： 非線形シュレーディンガー方程式の初期値問題と

解の性質（1）解の存在と一意性
第14回： 非線形シュレーディンガー方程式の初期値問題と

解の性質（2）様々な解

履修上の注意
　課題に対して真 に取り組むこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表に当たっては，自ら文献を探すなどして念入りに準
備をし，発表技術の向上にも努めること。

教科書
　特に指定しない。必要があれば指定するが，テーマに沿っ
た文献に自ら当たることが重要である。

参考書
　儀我美一・儀我美保 著「非線形偏微分方程式～解の漸近
挙動と自己相似解～」共立出版
　堤誉志雄 著「偏微分方程式論～基礎から発展へ～」培風
館
　T. Cazenave著「Semilinear Schrodinger equations」
AMS

成績評価の方法
　テキストの輪読を通して，発表への取り組み方，テキス
トの内容の理解度を判定し評価する。

その他
　上記の「授業内容」は一つの例であって，選んだテーマに
よって異なったものとなる。
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 先端数理科学課題研究２

開 講 期 秋学期 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 名和　範人

授業の概要・到達目標
　非線形分散型波動方程式，非分散性の非線形波動方程式，
乱流を記述すると考えられる流体の方程式などの解の性質
や解空間の構造を研究する。比較的新しい論文や，当該分
野で重要度が高い文献を読み，その結果の数学的内容と位
置づけを理解し十分に解説できるようになることを目標と
する。その理解のために必要なテキストを選んで，それを
輪講することもありうる。
　偏微分方程式論や確率論に関連したテキストを輪読しな
がら修士論文の完成に必要な知識や技術の習得を目標とし
て指導する。

授業内容
　非線形偏微分方程式の比較的新しい文献や，重要度の高
い文献を精読し発表する。これらの文献を理解するのに必
要なテキストを選んで輪講形式で進めることもありうる。
例えば，確率論の知識を深めるために参考文献に記載した
Lawlerの著作を輪講した場合は次のように進める：
第１回： イントロダクション
第２回： ランダムウォーク（1）実際の現象とその数理モデ

ル
第３回： ランダムウォーク（2）数学的定式化
第４回： 離散化された熱方程式（1）ランダムウォークから

の導入
第５回： 離散化された熱方程式（2）ランダムウォークと熱

方程式の関係性
第６回： 離散化された熱方程式（3）ブラウン運動へ向けて
第７回： ブラウン運動（1）実際の現象とその数理モデル
第８回： ブラウン運動（2）確率過程としての定式化
第９回： ブラウン運動と熱方程式（1）熱方程式の基本解と

確率過程
第10回： ブラウン運動と熱方程式（2）マルコフ過程として

のブラウン運動
第11回： 条件付き確率とマルチンゲール
第12回： マルチンゲール収束定理（1）定式化と証明の準備
第13回： マルチンゲール収束定理（2）証明の完成
第14回： フラクタル次元とブラウン運動

履修上の注意
　課題に対して真 に取り組むこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表に当たっては，自ら文献を探すなどして念入りに準
備をし，発表技術の向上にも努めること。

教科書
　特に指定しない。必要があれば指定するが，テーマに沿っ
た文献に自ら当たることが重要である。

参考書
　G. F. Lawler著「Random Walk and the Heat Equation」
　E. M. Stein and G. Weiss著「Introduction to Fourier 
Analysis on Euclid Spaces」Princeton Univ. Press
など適宜，指定する。また，テーマに則って自ら文献を探
すこと。

成績評価の方法
　テキストの輪読を通して，発表への取り組み方，テキス
トの内容の理解度を判定し評価する。

その他
　上記の「授業内容」は一つの例であって，選んだテーマに
よって異なったものとなる。
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 ＭＴＳ数理科学課題研究

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 名和　範人

授業の概要・到達目標
　量子力学または相対性理論を題材に取り，そこで微分方
程式などの現代的理論がどのように息づいているかを概観
する。
　修士論文を書こうとしている専門分野とは異なるテーマ
を学び，広い視野を身につけるとともに，数学の様々な分
野に共通する考え方に習熟することを目的とする。

授業内容
　例えば量子力学を題材として選んだ場合，参考書欄に記
載したテキストなどを用いて輪講を行う。ヒルベルト空間
の自己共役作用素の性質などを量子力学を通して学んでい
く。
第１回： 量子力学入門（1）物理現象の理解
第２回： 量子力学入門（2）数理科学としての量子力学
第３回： 量子力学とヒルベルト空間（1）状態の空間である

ヒルベルト空間とその性質
第４回： 量子力学とヒルベルト空間（2）ヒルベルト空間上

の作用素
第５回： 量子力学とヒルベルト空間（3）固有値問題として

の量子力学
第６回： 観測可能量と自己共役作用素（1）観測可能量とは

何か
第７回： 観測可能量と自己共役作用素（2）自己共役作用素

の性質
第８回： 観測可能量と自己共役作用素（3）自己共役作用素

のスペクトルと物理状態
第９回： 簡単な系のシュレーディンガー方程式を解く（1）

定常問題
第10回： 簡単な系のシュレーディンガー方程式を解く（2）

時間発展する系
第11回： シュレーディンガー方程式と自己共役作用素（1）

基礎方程式の数学的な意味づけ
第12回： シュレーディンガー方程式と自己共役作用素（2）

ストーンの定理
第13回： シュレーディンガー方程式と自己共役作用素（3）

方程式の解の性質と物理的な意味
第14回： 数学と量子力学

履修上の注意
　課題に対して真 に取り組むこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表に当たっては，自ら文献を探すなどして念入りに準
備をし，発表技術の向上にも努めること。

教科書
　未定。

参考書
　新井朝雄 著「ヒルベルト空間と量子力学」共立出版
　中村　周 著「量子力学のスペクトル理論」共立出版
　新井朝雄 著「量子力学の数学的構造Ⅰ」朝倉書店
　黒田成俊 著「量子物理の数理」岩波書店
　S. J. Gustafson and I. M. Sigal著「Mathematical Concepts 
in Quantum Mechanics」Springer

成績評価の方法
　テキストの輪読を通して，発表への取り組み方，テキス
トの内容の理解度を判定し評価する。

その他
　上記の「授業内容」は一つの例であって，選んだテーマに
よって異なったものとなる。
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 プレゼンテーション課題研究

開 講 期 秋学期 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 名和　範人

授業の概要・到達目標
　学生達の希望を聞きながら，複数の教員と複数の学生か
らなるいくつかのクラスタを構成することから始める。そ
の後，学生達は教員による大まかな指導の下に自分達で
テーマを決め，自分達で調査・研究活動を行い，自分達で
発表会を企画・宣伝して自らプレゼンターとなる。それに
よって，マネジメント能力・プレゼンテーション能力の向
上をはかる。実際に発表した後には，成果・反省点などを
まとめてレポートを作成する。
　11月の生明際における発表会などで発表できるレベルが
到達目標で，一般の研究集会や学会において発表できた場
合は到達目標を十分に達成したレベルとなる。

授業内容
第１回： クラスタの構成
第２回： 研究テーマの選定
第３回～７回： 調査・研究活動
第８回～９回： 宣伝用ポスターの作成，発表会の準備
第10回： 研究発表会
第11回～ 12回： 発表会の成果および反省点の検証
第13回～ 14回： 発表会報告書（レポート）の作成と総括

履修上の注意
　学生間で役割分担を明確にし，発表会の準備をすすめる
こと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　課題について真 に研究すること。

教科書
　テーマを決めた後，自分たちで文献を探す。

参考書
　テーマを決めた後，自分たちで文献を探す。

成績評価の方法
　プレゼンテーションとレポートの内容によって評価す
る。

その他
　授業内容は変更する可能性がある

科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 先端数理科学課題研究１

開 講 期 春学期 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（数理学） 野原　雄一

授業の概要・到達目標
　幾何学研究1の内容を補うため，もしくは視野を広げる
ため，適当なテーマやテキストを選び，輪講を行う。テキ
ストは学生との相談のうえ決定する。
　選んだテーマに関する基本的な概念を習得し，各自の研
究分野との関係を理解することを目標とする。

授業内容
　幾何学の文献を輪講する。内容は学生により変わるため，
以下はあくまで一例である。

［第１回］　 導入
［第２回］　 直交群
［第３回］　 直交群のリー環
［第４回］　 ユニタリ群
［第５回］　 ユニタリ群のリー環
［第６回］　 ワイル群
［第７回］　 ルート系
［第８回］　 ディンキン図形
［第９回］　 ルート系の分類
［第10回］　 コンパクトリー群
［第11回］　 SO（3）の幾何学
［第12回］　 SU（2）の表現
［第13回］　 旗多様体
［第14回］　 まとめと展望

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表者はテキストをよく読み，発表のための準備を念入
りにしておくこと。

教科書
　学生との相談のうえ決める。例として以下を挙げておく。
　『リー群入門』，松木敏彦（日本評論社）
　『Riemann Surfaces』，Simon Donaldson（Oxford Univ 
Pr）

参考書

成績評価の方法
　文献の理解度，発表，議論への参加態度などを総合して
評価する。

その他
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 先端数理科学課題研究２

開 講 期 秋学期 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（数理学） 野原　雄一

授業の概要・到達目標
　幾何学研究2の内容を補うため，もしくは視野を広げる
ため，適当なテーマやテキストを選び，輪講を行う。テキ
ストは学生との相談のうえ決定する。
　選んだテーマに関する基本的な概念を習得し，各自の研
究分野との関係を理解することを目標とする。

授業内容
　幾何学の文献を輪講する。内容は学生により変わるため，
以下はあくまで一例である。

［第１回］　 導入
［第２回］　 曲面上の関数
［第３回］　 Morseの補題
［第４回］　 曲面上のMorse関数
［第５回］　 曲面のハンドル分解
［第６回］　 多様体
［第７回］　 Morse関数
［第８回］　 勾配ベクトル場
［第９回］　 ハンドル体
［第10回］　 ハンドル体の変形
［第11回］　 ホモロジー群
［第12回］　 Morseの不等式
［第13回］　 ホモロジー群の計算
［第14回］　 まとめと展望

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表者はテキストをよく読み，発表のための準備を念入
りにしておくこと。

教科書
　学生との相談のうえ決める。例として以下を挙げておく。
　『Morse理論の基礎』，松本幸夫（岩波書店）
　『Spinning Tops』，M. Audin（Cambridge University 
Press）

参考書

成績評価の方法
　文献の理解度，発表，議論への参加態度などを総合して
評価する。

その他

科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 ＭＴＳ数理科学課題研究

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（数理学） 野原　雄一

授業の概要・到達目標
　履修者の希望に応じでテキストを決め，輪講を行う。テー
マとしては，例えばリーマン面の幾何学が考えられる。リー
マン面は微分幾何，位相幾何，代数幾何，関数論など様々
な分野が交わり，非常に豊かな数学が展開される空間であ
る。
　選んだテーマの基本的な概念を理解し，各自の研究分野
との関係を知ることを目標とする。

授業内容
　学生が選んだテーマに関する文献を輪読する。以下は
リーマン面をテーマに選んだ場合の進め方の一例である。

［第１回］　 導入
［第２回］　 正則関数
［第３回］　 曲面のトポロジー
［第４回］　 リーマン面
［第５回］　 代数曲線
［第６回］　 リーマン面の構成
［第７回］　 正則写像
［第８回］　 被覆空間
［第９回］　 微分形式
［第10回］　 コホモロジー群
［第11回］　 リーマン面上の関数論
［第12回］　 楕円関数
［第13回］　 応用
［第14回］　 まとめと展望

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表者はテキストをよく読み，発表のための準備を念入
りにしておくこと。

教科書
　受講者と相談のうえ決める。例として以下の本を挙げて
おく。
　『Riemann Surfaces』，Simon Donaldson（Oxford Univ. 
Pr.）
　『Mostly Surfaces』，Richard Evan Schwartz（Amer. 
Mathematical Society）
　『数物系のためのシンプレクティック幾何学入門』，植田
一石（サイエンス社）

参考書

成績評価の方法
　テキストの内容の理解度，発表，討論への参加態度など
により総合的に評価する。

その他
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 プレゼンテーション課題研究

開 講 期 秋学期 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（数理学） 野原　雄一

授業の概要・到達目標
　学生達の希望を聞きながら，複数の教員と複数の学生か
らなるいくつかのクラスタを構成することから始める。そ
の後，学生達は教員による大まかな指導の下に自分達で
テーマを決め，自分達で調査・研究活動を行い，自分達で
発表会を企画・宣伝して自らプレゼンターとなる。それに
よって，マネジメント能力・プレゼンテーション能力の向
上をはかる。実際に発表した後には，成果・反省点などを
まとめてレポートを作成する。
　11月の生明際における発表会などで発表できるレベルが
到達目標で，一般の研究集会や学会において発表できた場
合は到達目標を十分に達成したレベルとなる。

授業内容
［第１回］　 クラスタの構成
［第２回］　 研究テーマの選定
［第３回］　 調査・研究活動
［第４回］　 調査・研究活動
［第５回］　 調査・研究活動
［第６回］　 調査・研究活動
［第７回］　 調査・研究活動
［第８回］　 宣伝用ポスターの作成，発表会の準備
［第９回］　 宣伝用ポスターの作成，発表会の準備
［第10回］　 研究発表会
［第11回］　 発表会の成果および反省点の検証
［第12回］　 発表会の成果および反省点の検証
［第13回］　 発表会報告書（レポート）の作成
［第14回］　 発表会報告書（レポート）の作成

履修上の注意
　学生間で役割分担を明確にし，発表会の準備をすすめる
こと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　課題について真 に研究すること。

教科書
　テーマを決めた後，自分たちで文献を探す。

参考書
　テーマを決めた後，自分たちで文献を探す。

成績評価の方法
　プレゼンテーションとレポートの内容によって評価す
る。

その他
　状況によっては内容等を変更する場合がある。その場合
はメール，Oh-o! Meiji等で周知する。

科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 先端数理科学課題研究１

開 講 期 春学期 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 廣瀬　宗光

授業の概要・到達目標
「授業の概要」
　先端数理解析研究1と並行して偏微分方程式に関連した
テキストを輪読する。波動方程式・熱方程式・ラプラス方程
式といった基本的な偏微分方程式について基礎知識の再確
認と習熟を目指す。

「到達目標」
　偏微分方程式に関連したテキストを輪読し，基礎事項の
習得および問題解決能力の向上を目指す。

授業内容
第１回： 波動方程式の導出
第２回： 無限区間における波動方程式
第３回： 半無限区間における波動方程式
第４回： 有限区間における波動方程式
第５回： フーリエの方法と定常振動
第６回： エネルギー不等式と定常振動
第７回： 熱方程式の導出
第８回： 熱方程式と基本解
第９回： 熱方程式の初期値問題
第10回： 有限区間における熱方程式とフーリエの方法
第11回： 熱方程式の最大値原理，解の比較，解の一意性
第12回： ラプラス方程式の境界値問題
第13回： 調和関数と平均値の性質
第14回： ラプラス方程式の最大値原理，比較定理，固有値

問題

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表担当者は念入りに準備をし，発表技術の向上に努め
ること。

教科書
　『偏微分方程式入門』神保秀一（共立出版）

参考書

成績評価の方法
　テキストや論文の輪読を通して，発表への取り組み方，
テキストや論文の内容の理解度，発表能力を判定し評価す
る。
　評点の配分割合は，発表への取り組み方20％，内容の理
解度60％，発表能力20％とする。
　以上の合計により，60％以上を合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 先端数理科学課題研究２

開 講 期 秋学期 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 廣瀬　宗光

授業の概要・到達目標
「授業の概要」
　数理解析研究2と並行して偏微分方程式に関連したテキ
ストを輪読する。特に関数解析の基礎事項を習得し，楕円
型方程式への応用を目指す。

「到達目標」
　偏微分方程式に関連したテキストを輪読し，基礎事項の
習得および問題解決能力の向上を目指す。

授業内容
第１回： ヒルベルト空間入門
第２回： 有界線形作用素
第３回： 有界線形汎関数
第４回： リースの表現定理
第５回： 共役作用素，コンパクト作用素
第６回： ヒルベルト・シュミットの定理
第７回： ミニマックス法
第８回： 弱収束
第９回： 関数の弱微分
第10回： ソボレフ空間の性質，高階のソボレフ空間
第11回： 2階楕円型方程式の弱解
第12回： グリーン作用素
第13回： 固有関数の滑らかさ
第14回： 楕円型作用素の固有値の特徴付け

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表担当者は念入りに準備をし，発表技術の向上に努め
ること。

教科書
　『偏微分方程式入門』神保秀一（共立出版）

参考書

成績評価の方法
　テキストや論文の輪読を通して，発表への取り組み方，
テキストや論文の内容の理解度，発表能力を判定し評価す
る。
　評点の配分割合は，発表への取り組み方20％，内容の理
解度60％，発表能力20％とする。
　以上の合計により，60％以上を合格とする。

その他

科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 ＭＴＳ数理科学課題研究

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 廣瀬　宗光

授業の概要・到達目標
「授業の概要」
　ノルム空間，バナッハ空間を順次定義していく。理解を
深めるために，できるだけ多くの具体例についても学ぶ。
また偏微分方程式を学ぶ際に必要となるソボレフ空間につ
いても扱うことにする。

「到達目標」
　関数解析を学ぶ上で基礎となる知識の習得を目指す。バ
ナッハ空間を理解することが中核的な目標となるが，具体
例を扱う際に，学部時代に学んだ解析学の基本的な定理を
自由自在に使えるようになることも重要な目標のひとつで
ある。

授業内容
第１回： 線形空間
第２回： 距離空間
第３回： 実数空間と完備性
第４回： ノルム空間の定義
第５回： ノルム空間の例
第６回： 内積
第７回： バナッハ空間の定義
第８回： バナッハ空間の例（R^nとl^p空間）
第９回： バナッハ空間の例（連続関数の空間）
第10回： バナッハ空間の例（L^p空間）
第11回： 超関数の意味での導関数
第12回： ソボレフ空間
第13回： ポアンカレの不等式
第14回： ノルム空間の完備化

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表担当者は念入りに準備をし，発表技術の向上に努め
ること。

教科書
　『関数解析学の基礎・基本』　樋口禎一・芹沢久光・神保敏
弥（牧野書店）

参考書

成績評価の方法
　テキストや論文の輪読を通して，発表への取り組み方，
テキストや論文の内容の理解度，発表能力を判定し評価す
る。
　評点の配分割合は，発表への取り組み方20％，内容の理
解度60％，発表能力20％とする。
　以上の合計により，60％以上を合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 プレゼンテーション課題研究

開 講 期 秋学期 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 廣瀬　宗光

授業の概要・到達目標
　学生達の希望を聞きながら，複数の教員と複数の学生か
らなるいくつかのクラスタを構成することから始める。そ
の後，学生達は教員による大まかな指導の下に自分達で
テーマを決め，自分達で調査・研究活動を行い，自分達で
発表会を企画・宣伝して自らプレゼンターとなる。それに
よって，マネジメント能力・プレゼンテーション能力の向
上をはかる。実際に発表した後には，成果・反省点などを
まとめてレポートを作成する。
　11月の生明際における発表会などで発表できるレベルが
到達目標で，一般の研究集会や学会において発表できた場
合は到達目標を十分に達成したレベルとなる。

授業内容
第１回： クラスタの構成
第２回： 研究テーマの選定
第３回～７回： 調査・研究活動
第８回～９回： 宣伝用ポスターの作成，発表会の準備
第10回： 研究発表会
第11回～ 12回： 発表会の成果および反省点の検証
第13回～ 14回： 発表会報告書（レポート）の作成と総括

履修上の注意
　学生間で役割分担を明確にし，発表会の準備をすすめる
こと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　課題について真 に研究すること。

教科書
　テーマを決めた後，自分たちで文献を探す。

参考書
　テーマを決めた後，自分たちで文献を探す。

成績評価の方法
　プレゼンテーションとレポートの内容によって評価す
る。

その他
　授業内容は変更する可能性がある。

科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 先端数理科学課題研究１

開 講 期 春学期 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 松岡　直之

授業の概要・到達目標
「授業の概要」
　テキストや学術論文を用いた輪講により，可換環の具体
例を構築する方法を学ぶ。

「到達目標」
　次数付き環や加群の様々な性質の判定法を修得すること
が目標である。

授業内容
　以下はあくまでも一例である。履修者の学習の進捗状況
に合わせて変更する。

［第１回］　 次数付き環と次数付き加群
［第２回］　 次数付き正準加群
［第３回］　 a-不変量
［第４回］　 Poincare級数
［第５回］　 1次元の具体例としての数値半群環
［第６回］　 数値半群の不変量の環論的な意味
［第７回］　 数値半群の対称性と数値半群環のGorenstein性
［第８回］　 1次元から高次元へ
［第９回］　 単体的複体とStanley-Reisner環
［第10回］　 Stanley-Reisner環の具体例解析
［第11回］　 Stanley-Reisner環の不変量
［第12回］　 単体的複体のreduced homology
［第13回］　 Stanley-Reisner環のCohen-Macaulay性
［第14回］　 まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表者に限らず，テキストの内容を自力で読み解き，自
分なりの言葉でまとめ直した上でセミナーに臨むことが必
要である。不明な点はセミナー中に質問・議論を行い，そ
の場で解決するよう心掛けること。

教科書
　以下は一例である。
　グレブナー道場，JST CREST日比チーム編集
　Combinatorial Commutative Algebra, E. Miller-B. 
Strumfels著
　Monomial Ideals, J. Herzog-T. Hibi著
　Cohen-Macaulay Rings, W. Bruns-J. Herzog著

参考書

成績評価の方法
　輪読の発表の様子と研究の進捗状況により評価する。

その他
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 先端数理科学課題研究２

開 講 期 秋学期 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 松岡　直之

授業の概要・到達目標
「授業の概要」
　先端数理科学課題研究1に引き続き，次数環の理論を輪
講により学ぶ。イデアルに付随する次数環の構造解析は可
換環論の主要な研究テーマのひとつであり，その理論構築
は重要である。

「到達目標」
　イデアルから定まる次数環に関する知識を習得し，Rees
代数の環構造研究に必要な準備を整えることを目標とす
る。

授業内容
［第１回］　 凸多面体
［第２回］　 凸多面体の正規性
［第３回］　 凸多面体が定める半群環
［第４回］　 半群環の環論的性質
［第５回］　 イデアルに付随する様々な次数環
［第６回］　 随伴次数環のCohen-Macaulay性
［第７回］　 随伴次数環のGorenstein性
［第８回］　 Rees代数のCohen-Macaulay性
［第９回］　 Rees代数のGorenstein性
［第10回］　 イデアルのHilbert係数
［第11回］　 Sally加群
［第12回］　 Sally加群による随伴次数環の構造解析
［第13回］　 イデアルに付随する次数環に関する今後の課題
［第14回］　 まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表者に限らず，テキストの内容を自力で読み解き，自
分なりの言葉でまとめ直した上でセミナーに臨むことが必
要である。不明な点はセミナー中に質問・議論を行い，そ
の場で解決するよう心掛けること。

教科書
　以下は一例である。
　可換環論　後藤四郎・渡辺敬一　著
　Cohen-Macaulay Rings, W. Bruns-J. Herzog著

参考書

成績評価の方法
　輪読の発表の様子と研究の進捗状況により評価する。

その他

科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 ＭＴＳ数理科学課題研究

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 松岡　直之

授業の概要・到達目標
「授業の概要」
　可換環論分野における計算ソフトウェアの活用と，その
基礎となる数学の再確認を行う。教科書を用いた輪講と，
コンピュータを用いた実習により授業を進める。

「到達目標」
　コンピュータによる具体例解析の実行と，その理論的な
背景を理解することが目標である。さらに，それを研究へ
の還元することができればなおよい。

授業内容
　以下は一例である。内容は受講者と相談の上決定する。

［第１回］　 多項式環と多項式環上の加群
［第２回］　 環の定義イデアルと自由分解
［第３回］　 定義イデアルと自由分解の計算
［第４回］　 Hilbert-Burchの定理
［第５回］　 対称的な自由分解
［第６回］　 数値半群の定義イデアル～ 3変数の場合
［第７回］　 数値半群の定義イデアル～ 4変数の場合の知ら

れている結果
［第８回］　 数値半群の定義イデアル～ 4変数の場合の未解

決問題
［第９回］　 イデアルのRees代数
［第10回］　 Rees代数の定義イデアル
［第11回］　 Rees代数の自由分解
［第12回］　 具体例の計算機による解析（1）
［第13回］　 具体例の計算機による解析（2）
［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　原則として欠席，遅刻は認めない。欠席するときは，事
前に連絡すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表者に限らず，テキストの内容を自力で読み解き，自
分なりの言葉でまとめ直した上でセミナーに臨むことが必
要である。不明な点はセミナー中に質問・議論を行い，そ
の場で解決するよう心掛けること。

教科書
　テーマにより選定する。

参考書

成績評価の方法
　学術文献の読解力・発表資料，ゼミナールでの発表討議
を総合して評価する。

その他
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 プレゼンテーション課題研究

開 講 期 秋学期 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 松岡　直之

授業の概要・到達目標
　学生達の希望を聞きながら，複数の教員と複数の学生か
らなるいくつかのクラスタを構成することから始める。そ
の後，学生達は教員による大まかな指導の下に自分達で
テーマを決め，自分達で調査・研究活動を行い，自分達で
発表会を企画・宣伝して自らプレゼンターとなる。それに
よって，マネジメント能力・プレゼンテーション能力の向
上をはかる。実際に発表した後には，成果・反省点などを
まとめてレポートを作成する。
　11月の生明際における発表会などで発表できるレベルが
到達目標で，一般の研究集会や学会において発表できた場
合は到達目標を十分に達成したレベルとなる。

授業内容
第１回： クラスタの構成
第２回： 研究テーマの選定
第３回～７回： 調査・研究活動
第８回～９回： 宣伝用ポスターの作成，発表会の準備
第10回： 研究発表会
第11回～ 12回： 発表会の成果および反省点の検証
第13回～ 14回： 発表会報告書（レポート）の作成と総括

履修上の注意
　学生間で役割分担を明確にし，発表会の準備をすすめる
こと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　課題について真 に研究すること。

教科書
　テーマを決めた後，自分たちで文献を探す。

参考書
　テーマを決めた後，自分たちで文献を探す。

成績評価の方法
　プレゼンテーションとレポートの内容によって評価す
る。

その他
　授業内容は変更する可能性がある。

科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 先端数理科学課題研究１

開 講 期 春学期 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 宮部　賢志

授業の概要・到達目標
　本講義ではソロモノフの万能推論の理論を紹介する．前
提となるのは計算可能性理論とランダムネスの理論であ
る。
　計算可能性，ランダム性，予測可能性などの概念の関係
を理解することが目標である。

授業内容
［第１回］　 ソロモノフの万能推論の理論の概要
［第２回］　 オッカムの剃刀とエピクロスの多説明原理
［第３回］　 コルモゴロフ複雑性
［第４回］　 測度と半測度およびその計算可能性
［第５回］　 計算可能な測度に対するランダム性
［第６回］　 万能推論の定義とその基本的性質
［第７回］　 測度空間上の距離
［第８回］　 計算可能な列に対する収束速度
［第９回］　 統計的な収束性
［第10回］　 ランダム列に対する収束性
［第11回］　 万能推論とベイズ推定
［第12回］　 誤差限界
［第13回］　 損失限界
［第14回］　 ノーフリーランチ定理との関係

履修上の注意
　「数理解析研究1」や「数理解析研究3」と共に履修すること
が望ましい。
　授業は輪講形式で行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　コルモゴロフ複雑性の理論について習熟しておくこと。
各自の教科書の担当部分を読んで理解すること。分からな
い部分があれば，他の文献で調べたり，先輩に質問したり，
事前に教員に聞いたりして，理解する努力をすること。板
書ノートを作り，分かりやすく説明できるようにしておく
こと。担当部分でない部分は，不明点を明らかにしておく
こと。

教科書
　「Universal Artificial Intelligence」，Hutter, Springer.

参考書

成績評価の方法
　平常における発表・討論への参加姿勢100％で評価する。
　合計が満点の60％以上を単位修得の条件とする。

その他
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 先端数理科学課題研究２

開 講 期 秋学期 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 宮部　賢志

授業の概要・到達目標
　測度論的確率論とは異なる確率論の枠組みとして，ゲー
ム論的確率論を紹介する。統計や乱数との関連性を考察す
る。
　ゲームにおける規約からランダム性を証明し，確率を計
算できるようになることが目標である。

授業内容
［第１回］　 ゲーム論的確率論の概要
［第２回］　 古典的確率論の再考察
［第３回］　 測度論的確率論とその解釈
［第４回］　 フォンミーゼスによるコレクティーフ
［第５回］　 公正なコイン投げにおける大数の法則
［第６回］　 Forecasterの導入
［第７回］　 有界な予測ゲームにおける大数の法則
［第８回］　 非有界予測ゲームにおける大数の法則（Skeptic

の戦略）
［第９回］　 非有界予測ゲームにおける大数の法則（Reality

の戦略）
［第10回］　 ベルヌーイの定理
［第11回］　 ドモワブルの定理
［第12回］　 片側中心極限定理
［第13回］　 ヴィーユの定理
［第14回］　 上確率と下確率

履修上の注意
　「確率論1」「確率論2」をあらかじめ履修していることが望
ましい。
　また「数理解析研究2」や「数理解析研究4」と共に履修する
ことが望ましい。
　授業は輪講形式で行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　確率論およびランダムネスの理論について復習しておく
こと。各自の教科書の担当部分を読んで理解すること。分
からない部分があれば，他の文献で調べたり，先輩に質問
したり，事前に教員に聞いたりして，理解する努力をする
こと。板書ノートを作り，分かりやすく説明できるように
しておくこと。担当部分でない部分は，不明点を明らかに
しておくこと。

教科書
　「ゲームとしての確率とファイナンス」，Shafer，Vovk著

（日本語訳），岩波書店

参考書

成績評価の方法
　平常における発表・討論への参加姿勢100％で評価する。
　合計が満点の60％以上を単位修得の条件とする。

その他

科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 ＭＴＳ数理科学課題研究

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 宮部　賢志

授業の概要・到達目標
　確率論におけるマルチンゲールの理論を学ぶ。公理的確
率論の枠組みで基本的な極限定理を学んだ後に学ぶ確率論
における重要な手法である。
　マルチンゲールを使って様々な具体的問題の確率を求め
ることができるようになることが目標である。

授業内容
[第１回］　 測度空間
[第２回］　 ボレル・カンテリの第 1 補題
[第３回］　 確率変数の定義とその性質
[第４回］　 独立性とボレル・カンテリの第 2 補題
[第５回］　 積分の基本的性質
[第６回］　 平均の基本的性質
[第７回］　 条件付き期待値
[第８回］　 マルチンゲール
[第９回］　 停止時間とドゥーブの任意抽出定理
[第10回］　 マルチンゲールの収束性
[第11回］　 L^2有界なマルチンゲール
[第12回］　 三級数定理
[第13回］　 大数の強法則
[第14回］　 ドゥーブ分解

履修上の注意
　「確率論1」「確率論2」を履修していることが望ましい。
　授業は輪講形式で行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　各自の教科書の担当部分を読んで理解すること。分から
ない部分があれば，他の文献で調べたり，先輩に質問した
り，事前に教員に聞いたりして，理解する努力をすること。
板書ノートを作り，分かりやすく説明できるようにしてお
くこと。担当部分でない部分は，不明点を明らかにしてお
くこと。

教科書
　「マルチンゲールによる確率論」，ウィリアムズ著（日本
語訳），培風館

参考書
　「確率論」，舟木直久，朝倉書店

成績評価の方法
　平常における発表・討論への参加姿勢100％で評価する。
　合計が満点の60％以上を単位修得の条件とする。

その他
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 プレゼンテーション課題研究

開 講 期 秋学期 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 宮部　賢志

授業の概要・到達目標
　学生達の希望を聞きながら，複数の教員と複数の学生か
らなるいくつかのクラスタを構成することから始める。そ
の後，学生達は教員による大まかな指導の下に自分達で
テーマを決め，自分達で調査・研究活動を行い，自分達で
発表会を企画・宣伝して自らプレゼンターとなる。それに
よって，マネジメント能力・プレゼンテーション能力の向
上をはかる。実際に発表した後には，成果・反省点などを
まとめてレポートを作成する。
　11月の生明際における発表会などで発表できるレベルが
到達目標で，一般の研究集会や学会において発表できた場
合は到達目標を十分に達成したレベルとなる。

授業内容
第１回： クラスタの構成
第２回： 研究テーマの選定
第３回～７回： 調査・研究活動
第８回～９回： 宣伝用ポスターの作成，発表会の準備
第10回： 研究発表会
第11回～ 12回： 発表会の成果および反省点の検証
第13回～ 14回： 発表会報告書（レポート）の作成と総括

履修上の注意
　学生間で役割分担を明確にし，発表会の準備を進めるこ
と。

準備学習（予習・復習等）の内容
　課題について真 に研究すること。

教科書
　テーマを決めた後，自分たちで文献を探す。

参考書
　テーマを決めた後，自分たちで文献を探す。

成績評価の方法
　プレゼンテーションとレポートの内容によって評価す
る。

その他
　授業内容は変更する可能性がある。

科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 先端数理科学課題研究１

開 講 期 春学期 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（数理科学） 矢崎　成俊

授業の概要・到達目標
　移動境界問題に関するテキストを輪読する。
　基礎事項の習得，次年度の修士論文作成準備に耐えるレ
ベルが到達目標である。

授業内容
第１回： Preliminaries1
第２回： Preliminaries2
第３回： Differential calculus on hypersurfaces1
第４回： Differential calculus on hypersurfaces2
第５回： Signed distance function1
第６回： Signed distance function2
第７回： Curvilinear coordinates1
第８回： Curvilinear coordinates2
第９回： Moving hypersurfaces1
第10回： Moving hypersurfaces2
第11回： Variational formulas1
第12回： Variational formulas2
第13回： Gradient structure and moving boundary 

problems1
第14回： Gradient structure and moving boundary 

problems2

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　真 な学習。

教科書

参考書
　『界面現象と曲線の微積分』，矢崎成俊，（共立出版）
　Masato Kimura, ``Geometry of hypersurfaces and 
moving hypersurfaces in R^m for the study of moving 
boundary problems' ' ,  J indrich Necas Center for 
Mathematical Modeling Lecture notes, Volume 4, Part 2, 
Topics in mathematical modeling, Volume edited by M. 
Benes and E. Feireisl（2008).

成績評価の方法
　学習意欲と態度を評価し，判定する。

その他
　講義内容は変更する可能性がある。
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 先端数理科学課題研究２

開 講 期 秋学期 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（数理科学） 矢崎　成俊

授業の概要・到達目標
　偏微分方程式や数値解析に関連したテキストを輪読す
る。
　基礎事項の習得と次年度の修士論文作成準備ができるレ
ベルに達すること。

授業内容
第１～３回： 一般論
第４～７回： 放物型偏微分方程式の数値計算
第８～ 11回： 楕円型偏微分方程式の数値計算
第12 ～ 14回： 双曲型偏微分方程式の数値計算

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　真 に研究に望むこと。

教科書

参考書
　『界面現象と曲線の微積分』，矢崎成俊，（共立出版）
　『偏微分方程式の数値解析』，田端正久，（岩波書店）

成績評価の方法
　学習意欲と態度を評価し判定する。

その他
　講義内容は変更する可能性がある。

科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 ＭＴＳ数理科学課題研究

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（数理科学） 矢崎　成俊

授業の概要・到達目標
　数値解析の学習
　数値解析の基礎知識の習得

授業内容
第１～３回： 数値計算の基礎
第４～７回： ニュートン法
第８～ 11回： 常微分方程式の数値解法
第12 ～ 14回： 偏微分方程式の数値解法

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　真 な学習

教科書

参考書
　『界面現象と曲線の微積分』，矢崎成俊，（共立出版）
　『数値計算の常識』伊理正夫，藤野和建著，（共立出版）

成績評価の方法
　学習意欲と態度を評価し判定する。

その他
　講義内容は変更の可能性がある。
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 プレゼンテーション課題研究

開 講 期 秋学期 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（数理科学） 矢崎　成俊

授業の概要・到達目標
　学生達の希望を聞きながら，複数の教員と複数の学生か
らなるいくつかのクラスタを構成することから始める。そ
の後，学生達は教員による大まかな指導の下に自分達で
テーマを決め，自分達で調査・研究活動を行い，自分達で
発表会を企画・宣伝して自らプレゼンターとなる。それに
よって，マネジメント能力・プレゼンテーション能力の向
上をはかる。実際に発表した後には，成果・反省点などを
まとめてレポートを作成する。
　11月の生明際における発表会などで発表できるレベルが
到達目標で，一般の研究集会や学会において発表できた場
合は到達目標を十分に達成したレベルとなる。

授業内容
第１回： クラスタの構成
第２回： 研究テーマの選定
第３回～７回： 調査・研究活動
第８回～９回： 宣伝用ポスターの作成，発表会の準備
第10回： 研究発表会
第11回～ 12回： 発表会の成果および反省点の検証
第13回～ 14回： 発表会報告書（レポート）の作成と総括

履修上の注意
　学生間で役割分担を明確にし，発表会の準備をすすめる
こと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　課題について真 に研究すること。

教科書
　テーマを決めた後，自分たちで文献を探す。

参考書
　テーマを決めた後，自分たちで文献を探す。

成績評価の方法
　プレゼンテーションとレポートの内容によって評価す
る。

その他
　授業内容は変更する可能性がある。

科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 先端数理科学課題研究１

開 講 期 春学期 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（数理科学） 吉田　尚彦

授業の概要・到達目標
　微分形式とde Rham理論に関連したテキストを輪講す
る。多様体の幾何構造を研究するための準備とする。
　多様体のde Rham理論を習得することを目標とする。

授業内容
第１回： R^n上の微分形式
第２回： 多様体上の微分形式
第３回： 外積
第４回： 外微分
第５回： 写像による引き戻し
第６回： 内部積とLie微分
第７回： Frobeniusの定理
第８回： de Rhamコホモロジー
第９回： 微分形式の積分
第10回： Stokesの定理
第11回： Poincareの補題
第12回： Cechコホモロジー
第13回： Cech-de Rhamの定理
第14回： 積構造

履修上の注意
　輪講形式で行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表者はもちろんのこと，それ以外の履修者も事前に教
科書を読み，内容を把握すること。

教科書
　テキストの例をあげる：
　「微分形式の幾何学」，森田茂之，岩波書店
　「Differential forms in Algebraic Topology」，R. Bott, L. 
Tu, Springer

参考書

成績評価の方法
　テキストの輪読を通して，発表への取り組み，文献の内
容の理解度などを総合的に評価する。

その他
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 先端数理科学課題研究２

開 講 期 秋学期 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（数理科学） 吉田　尚彦

授業の概要・到達目標
　Hodge理論に関連したテキストを輪講する。多様体の幾
何構造を研究するための準備とする。
　多様体のHodge理論を習得することを目標とする。

授業内容
第１回： Riemann計量
第２回： Riemann計量と微分形式
第３回： Hodgeの＊作用素
第４回： Laplacianと調和形式
第５回： Hodgeの定理
第６回： Sobolev空間
第７回： 微分作用素
第８回： 擬微分作用素
第９回： 主表象
第10回： 楕円型微分作用素
第11回： 楕円型微分作用素のパラメトリックス
第12回： 楕円型複体
第13回： Poincareの双対定理
第14回： 多様体とEuler標数

履修上の注意
　輪講形式で行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表者はもちろんのこと，それ以外の履修者も事前に教
科書を読み，内容を把握すること。

教科書
　テキストの例をあげる：
　「微分形式の幾何学」，森田茂之，岩波書店
　「Differential Analysis on Complex Manifolds」，R. O. 
Wells, Springer

参考書

成績評価の方法
　テキストの輪読を通して，発表への取り組み，文献の内
容の理解度などを総合的に評価する。

その他

科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 ＭＴＳ数理科学課題研究

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任講師　博士（数理科学） 吉田　尚彦

授業の概要・到達目標
　幾何学的量子化に関する書籍を輪講する。
　幾何学と物理学との関わり，特に，解析力学，量子力学
とシンプレクティック幾何学との関係について理解するこ
とを目標とする。

授業内容
第１回： ニュートンの運動方程式
第２回： ラグランジュ形式
第３回： ハミルトン形式
第４回： シンプレクティック多様体
第５回： ハミルトンベクトル場
第６回： ポアソン括弧
第７回： 解析力学
第８回： 量子力学の数学的定式化
第９回： 正準量子化
第10回： 前量子化束
第11回： 実編極
第12回： Kahler編極
第13回： Spin-c量子化
第14回： まとめ

履修上の注意
　輪講形式で行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表者はもちろんのこと，それ以外の履修者も事前に教
科書を読み，内容を把握すること。

教科書
　「Quantumu Theory for Mathematicians」，B. Hall, 
Springer
　「Geometric Quantization」，Woodhouse, Cambridge 
University Press

参考書

成績評価の方法
　テキストの輪読を通して，発表への取り組み方，テキス
トの内容の理解度などを総合的に評価する。

その他
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科目ナンバー： ST MAT692J

数学専攻 備 考

科 目 名 プレゼンテーション課題研究

開 講 期 秋学期 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（数理科学） 吉田　尚彦

授業の概要・到達目標
　学生達の希望を聞きながら，複数の教員と複数の学生か
らなるいくつかのクラスタを構成することから始める。そ
の後，学生達は教員による大まかな指導の下に自分達で
テーマを決め，自分達で調査・研究活動を行い，自分達で
発表会を企画・宣伝して自らプレゼンターとなる。それに
よって，マネジメント能力・プレゼンテーション能力の向
上をはかる。実際に発表した後には，成果・反省点などを
まとめてレポートを作成する。
　11月の生明際における発表会などで発表できるレベルが
到達目標で，一般の研究集会や学会において発表できた場
合は到達目標を十分に達成したレベルとなる。

授業内容
第１回： オリエンテーション（クラスタの構成）
第２回： 研究テーマの選定
第３回～７回： 調査・研究活動
第８回～９回： 宣伝用ポスターの作成，発表会の準備
第10回： 研究発表会
第11回～ 12回： 発表会の成果および反省点の検証
第13回～ 14回： 発表会報告書（レポート）の作成と総括

履修上の注意
　学生間で役割分担を明確にし，発表会の準備をすすめる
こと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　課題について真 に研究すること。

教科書
　テーマを決めた後，自分たちで文献を探す。

参考書
　テーマを決めた後，自分たちで文献を探す。

成績評価の方法
　プレゼンテーションとレポートの内容によって評価す
る。

その他
　授業内容は変更する可能性がある。

科目ナンバー： ST MAT611J

数学専攻 備 考

科 目 名 代数学特論Ａ

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　理学博士 対馬　龍司　他

授業の概要・到達目標
　この授業では4人の担当者による分担で，学部の講義で
は一般には扱われない，代数学における話題を取り上げた
オムニバス形式の講義をおこなう。扱うテーマは以下の4
つである。
　1．多項式環と代数幾何学
　2．数値半群環の極大イデアルの生成系
　3．代数体のイデアルの素イデアル分解
　4．単項イデアル整域の表現論
　それぞれのテーマについて，予備知識なしでも理解でき
るように導入部分から解説をして，最終的にひとつの理論
を完成させてゆく。到達目標として，そのテーマに関する
未解決問題にまで踏み込み，（特殊な場合に限定したもの
でもよいから）その解決を図る。

授業内容
[第１回］　 ヒルベルトの基底定理
[第２回］　 イデアルの準素分解
[第３回］　 代数的集合・ザリスキー位相
[第４回］　 ヒルベルトの零点定理
[第５回］　 可換環上の加群
[第６回］　 可換環の整拡大
[第７回］　 数値半群環の極大イデアルの生成系
[第８回］　 体の代数拡大
[第９回］　 代数体およびその整数環
[第10回］　 整数環のイデアル，素イデアル
[第11回］　 素イデアル分解
[第12回］　 単項イデアル整域上の有限生成加群
[第13回］　 ジョルダン標準形
[第14回］　 補足と応用

履修上の注意
　線形代数学，および，代数学1，2で学んだ知識は身につ
けているものとする。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業中に配布するレジュメの該当箇所を振り返り，不明
な部分があれば授業で質問すること。また，次の回のレジュ
メに目をとおしておくこと。

教科書
　使用しない。レジュメを配布する。

参考書
　使用しない。

成績評価の方法
　各担当者が1問ずつ出題して試験を行う。100点満点で
評価をし，60点以上の者を合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST MAT611J

数学専攻 備 考

科 目 名 代数学特論Ｂ

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　理学博士 川崎　健

授業の概要・到達目標
　代数幾何学の入門的講義を行う。
　環・加群の層について学んだ後，スキームとその間の射
を定義する。
　そしてスキームの様々な性質を調べる。

授業内容
第１回： 前層・層の定義
第２回： 層の射，層化
第３回： 層の核・余核・完全列
第４回： 可換環のSpec
第５回： アフィンスキーム
第６回： 一般のスキーム，射影スキーム
第７回： スキームの性質
第８回： Noetherスキーム
第９回： ファイバー積
第10回： 分離射
第11回： 固有射
第12回： 連接層
第13回： 導来関手
第14回： 層のコホモロジー

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回の講義内容を電子化すること。

教科書
　指定しない。

参考書
　ロビン・ハーツホーン，代数幾何学，丸善出版
　広中平祐，代数幾何学，京都大学学術出版会
　デヴィッド・マンフォード，代数幾何学講義，丸善出版
　宮西正宜，代数幾何学，裳華房
　桂利行，代数幾何学入門，共立出版

成績評価の方法
　レポート（100点）を課し，60点以上を合格とする。

その他

科目ナンバー： ST MAT611J

数学専攻 備 考

科 目 名 代数学特論Ｃ

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 中村　幸男

授業の概要・到達目標
　可換環論におけるホモロジー代数的手法を学ぶ。ホモロ
ジー代数は1950年代にJ.-P. Serreによって導入されて以来，
可換環論の主要な方法の一つであり，可換環のみならず，
整数論・代数幾何学でも必須の手法である。
　本講義では，ホモロジー代数の基礎から始めて，スペク
トル系列の理論及びその応用について述べていく。その後，
三角圏の初歩を学んでいく。

授業内容
［第１回］　 圏と関手
［第２回］　 ホモロジー群
［第３回］　 射影加群と入射加群
［第４回］　 射影分解と入射分解
［第５回］　 snake lemmaと長完全列
［第６回］　 導来加群
［第７回］　 導来関手の特徴づけ
［第８回］　 完全対
［第９回］　 2重複体
［第10回］　 スペクトル系列
［第11回］　 写像錐
［第12回］　 ホモトピー圏
［第13回］　 完全三角形
［第14回］　 三角圏

履修上の注意
　前回の講義の復習をしてから，講義に臨むこと。
　どの様に簡単なことでよいので，分からないことは，そ
の場（講義前，講義中）で質問してほしい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回の講義の前には，

（1）前回までの授業内容を確認しておくこと。
（2）次回の授業範囲の内容をあらかじめ読んでおくこと。

教科書
　プリントを配布する。

参考書
　雪江明彦著，「代数学3」，日本評論社
　後藤四郎・渡辺敬一著，「可換環論」日本評論社
　松村英之著「可換環論」共立講座・現代の数学4，共立出版
社
　安藤哲哉著「コホモロジー」日本評論社
　河田敬義著「ホモロジー代数」岩波基礎数学選書，岩波書
店
　圏論の技法　中岡宏之　著　日本評論社

成績評価の方法
　課題のレポートで評価する。

その他
　連絡先・オフィスアワーは，講義のときに知らせる。

― 510 ―



科目ナンバー： ST MAT611J

数学専攻 備 考

科 目 名 代数学特論Ｄ

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　理学博士 藏野　和彦

授業の概要・到達目標
　有限群が作用する多項式環は，群論，環論の両方の理解
を助ける非常にシンプルで分かりやすい題材である。さら
に，商特異点という先端的な数学につながっている。
　この講義では，商特異点の環論への入門を目指す。群の
多項式環への作用，不変式環について講義する。また，コー
エン・マコーレー環，ゴーレンシュタイン環，標準加群な
ども取り扱う。

授業内容
第１回： 導入
第２回： 不変部分環の有限生成性
第３回： 次数環とポアンカレ級数
第４回： Molienの定理
第５回： 様々な例（対称式の基本定理）
第６回： Shephard-Todd-Serreの定理の導入
第７回： Shephard-Todd-Serreの定理の証明
第８回： Shephard-Todd-Serreの定理の応用
第９回： 局所コホモロジー
第10回： コーエン・マコーレー環
第11回： 標準加群とゴーレンシュタイン環
第12回： 渡辺の定理
第13回： クルル環・因子類群の一般論
第14回： 不変式環の因子類群

履修上の注意
　群論・環論・体論・ホモロジー代数の基本的な知識は仮定
する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　しっかり復習すること。

教科書
　なし

参考書
　「Polynomial invariants of finite groups」D. J. Benson

（Cambridge）
　「Cohen-Macau lay r ings」W. Bruns -J .  Herzog

（Cambridge）

成績評価の方法
　レポートを数回課し，その内容で評価する。
　総合得点の60％以上を合格とする。

その他
　連絡先・オフィス・アワーは，講義のときに知らせる。

科目ナンバー： ST MAT611J

数学専攻 備 考

科 目 名 代数学特論Ｅ

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 鴨井　祐二

授業の概要・到達目標
　多面体に付随する可換環の話題を中心に，トーリック環
についての講義をする。トーリック環に於いては，様々な
代数的，幾何学的性質がそれに付随する多面峰に忠実に遺
伝し多面体の幾何学と可換環論との顕著な接点と成ってい
る。
　 こ の 講 義 で は，Gelfand等 のsecondary polytopeや
matoridといった題材を取り上げて，トーリック環のChow
群に現れるトーリック環について見ていく。

授業内容
第１回： 基礎概念の復習：本講義で使われる基本的な概念

と記法を確認する。
第２回： 多項式環とそのイデアル：多項式環と其の剰余環

のホモロジー代数的な性質について理解する。
第３回： イデアルのグレブナー基底：グレブナー基底と其

の応用について学ぶ。
第４回： グレブナー基底を使った様々な計算：数式処理シ

ステムCoCoAを用いて，グレブナー基底による具
体的な計算を行う。

第５回： 次数環の諸々：多項式環の剰余環に対する，次数
付けの優位性を理解する。

第６回： 正規半群とトーリック環：半群に付随する代数の
様々な情報が，元の半群から得られる事を知る

第７回： Stanley-Reisner環：単項式イデアルで定義される
環のホモロジカルな性質を記述する

第８回： トーリック環の定義と構造：トーリック環の因子
群を記述する

第９回： トーリック環のChow群：トーリック環のChow群
を記述する

第10回： 分配束に付随するトーリック環：Hibi環の基本定
理

第11回： 分配束のカテゴリーと素イデアル：分配束のカテ
ゴリーと素イデアルの対応を与える

第12回： 分配束に付随するトーリック環のChow群：Hibi環
のChow群を与える

第13回： 正則三角形分割とChow群：トーリック環のChow
環のThomasの記述を与える

第14回： ソフトウェアの活用：CoCoAの活用例

履修上の注意
　講義は，極力セルフコンテインドに行うが，可換環論の
基礎を知っている事が望ましい。また，計算機に慣れてい
れば，ベターである。

準備学習（予習・復習等）の内容
　可換環論の基本的な事柄（アティヤーマクドナルドの教
科書に書いてある内容と同等レベル）は，必須であるので，
各自事前に復習しておく事。また，各回の講義において，
多項式環のイデアルに対する，計算問題を出すので，各自
Macaulay2やCoCoAといったコンピューターソフトウェア
を用いて，具体例の計算をして復習する事。

教科書
　教科書は使用しない。
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参考書
　『Commutative Algebra with a View Toward Algebraic 
Geometry』，David Eisenbud, Graduate Texts in 
Mathematics 150（Spriger）1995

成績評価の方法
　講義に取り組む姿勢，課題レポート等を基準に総合的に
判断する。

その他

科目ナンバー： ST MAT621J

数学専攻 備 考

科 目 名 幾何学特論Ａ

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任講師　博士（数理科学） 吉田　尚彦

授業の概要・到達目標
［授業の概要］
　位相空間の基本群はその空間に附随する代数的な量であ
り，この量によって空間の形のある種の複雑さが表現され
る。被覆空間とは，与えられた位相空間に附随して現れる
別の空間で，基本群に密接に関係している。基本群，被覆
空間をまとめて考えることで，元の与えられた空間の形を
深く理解することができる。この講義では，はじめに位相
空間についての基本事項を扱い，その後，位相空間の基本
群，被覆空間について解説する。

［到達目標］
　位相空間と被覆空間の基本事項について理解することを
目標とする。

授業内容
［第１回］　 群作用
［第２回］　 距離空間
［第３回］　 位相空間
［第４回］　 基本群
［第５回］　 基本群の性質
［第６回］　 基本群の性質（続き）
［第７回］　 円周の基本群
［第８回］　 円周の基本群（続き）
［第９回］　 自由積
［第10回］　 融合積
［第11回］　 ファンカンペンの定理
［第12回］　 真性不連続な群作用
［第13回］　 被覆空間
［第14回］　 被覆空間と基本群

履修上の注意
　幾何入門1・2，幾何学1・2の履修を前提とする。

準備学習（予習・復習等）の内容
　配付する資料に目を通すこと。授業後に配付資料にある
演習問題に取り組み，講義内容の理解と定着に勤めること。

教科書
　特に指定しない。資料を配付する。

参考書
　「トポロジー入門」クゼ・コスニオフスキ，東京大学出版
会
　「トポロジー入門」松本幸夫，岩波書店
　「幾何概論」村上信吾，裳華房

成績評価の方法
　レポート70％，演習・課題30％で評価する。合計が満点
の60％以上を単位取得の条件とする。

その他
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科目ナンバー： ST MAT621J

数学専攻 備 考

科 目 名 幾何学特論Ｂ

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 長友　康行

授業の概要・到達目標
　概要：これまで学んできた曲面論やベクトル解析を下に，
多様体論の準備のために，ユークリッド空間における幾何
学を講義する。
　到達目標：多様体とは我々の住む空間の概念を一般化し
たいわゆる曲がった空間である。
　たとえば地球の表面をモデル化した2次元球面は多様体
である。
　多様体上で幾何学を展開するには代数学，解析学など
様々な手段を駆使して概念を用意する必要がある。
　そこで，これらの概念を理解するために，まずユークリッ
ド空間上でこれらの概念を定式化し
　今まで学んできた数学とのつながりを意識して，それら
を使えるようになることを目標とする。
　講義では電磁気学を含む実例の説明を多くするなどして
幾何学的なイメージが得られるように配慮するつもりであ
る。
　適宜，問題演習を行う。
　また，大学院生に対しては，球面，射影空間，グラスマ
ン多様体上で幾何学を展開できるようになることを目標と
する。

授業内容
第１回： 双対空間
第２回： テンソル空間
第３回： 交代テンソルの定義
第４回： 外積代数
第５回： 内積空間
第６回： 線形空間の向き
第７回： Hodgeのスター作用素
第８回： テンソル場
第９回： 微分形式の外微分
第10回： 微分形式の積分
第11回： 微分形式に対する積分公式
第12回： ストークスの定理
第13回： 電磁気学への応用
第14回： まとめと展望

履修上の注意
　1，2年次の必修科目をよく理解した上で，2年次の幾何
入門1，2の履修を前提として講義を行う。
　3年次の幾何学1，2を履修していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，1，2，3年次に学んだ微分積分学，線形代数学
および幾何学の理解度を確かめ，深めておくこと。
　復習として，講義内容をノートを見ることなく再現でき
るまで理解すること。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　M.R. Sepanski「Compact Lie Groups」，Springer
　松本幸夫「多様体の基礎」東京大学出版会
　松島与三「多様体入門」裳華房
　村上信吾「多様体」共立出版
　F.W. Warner「Foundations of Differentiable Manifolds 
and Lie Groups」，Springer

成績評価の方法
　レポート90％，授業への貢献度10％で評価する。
　合計が満点の60％以上を単位取得の条件とする。
　ただし，学部学生と大学院生ではその到達目標に応じて
レポートの課題は異なる。

その他
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科目ナンバー： ST MAT621J

数学専攻 備 考

科 目 名 幾何学特論Ｃ

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（数理学） 野原　雄一

授業の概要・到達目標
　微分形式は多様体上で微積分を行うための基本的な道具
である。さらに，微分形式を用いて定義されるde Rhamコ
ホモロジーは多様体の位相不変量を与える。この講義では，
多様体上の微分形式の幾何学について解説する。
　微分形式の基本的な取り扱い方を身に付け，その幾何学
的な意味を理解することを目標とする。

授業内容
［第１回］　 ベクトル空間と双対空間
［第２回］　 ユークリッド空間上の微分形式
［第３回］　 微分形式の演算
［第４回］　 Stokesの定理
［第５回］　 多様体
［第６回］　 接空間
［第７回］　 多様体上の微分形式
［第８回］　 多様体上の微分形式の演算
［第９回］　 微分形式の引き戻し
［第10回］　 Frobeniusの定理
［第11回］　 Poincareの補題
［第12回］　 de Rhamコホモロジー
［第13回］　 de Rhamコホモロジーの性質
［第14回］　 多様体上のStokesの定理

履修上の注意
　多変数の微積分と線形代数の基本的な事柄を理解してい
ることを前提として講義を行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　必ず講義の内容を復習し，授業中に与えた演習問題を解
いておくこと。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　『微分形式の幾何学』，森田茂之（岩波書店）
　『Differential forms in Algebraic Topology』，R. Bott, L. 
Tu（Springer）
　『幾何学Ⅲ　微分形式』，坪井俊（東京大学出版）

成績評価の方法
　レポートによる。満点の60％以上を単位修得の条件とす
る。

その他
　受講者の理解の状況等によっては講義内容を一部変更す
る場合がある。内容を変更する場合は授業の際に知らせる。
　感染症等の状況によっては授業の進め方などを変更する
場合がある。その場合はOh-o! Meiji等で周知する。

科目ナンバー： ST MAT621J

数学専攻 備 考

科 目 名 幾何学特論Ｄ

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任講師　博士（数理科学） 吉田　尚彦

授業の概要・到達目標
　Riemann幾何学の入門講義である。多様体にRiemann計
量を定めることにより，多様体上に距離や曲率などの概念
が定義され，ユークリッド空間内の曲面と同様な幾何が展
開できることを，さまざまな例とともに解説する。授業内
容は受講学生に応じて変わる場合がある。
　Riemann計量，接続，曲率などの多様体の微分幾何学の
基本的概念を修得することを到達目標とする。

授業内容
[第１回］　 曲面の曲がり具合-グラフの場合
[第２回］　 曲面の曲がり具合-一般の曲面の場合
[第３回］　 Gauss曲率
[第４回］　 多様体
[第５回］　 接空間
[第６回］　 ベクトル場，写像の微分
[第７回］　 Riemann計量
[第８回］　 測地線-曲面の場合
[第９回］　 曲線に沿って平行なベクトル場，共変微分-曲面

の場合
[第10回］　 共変微分，測地線-Riemann多様体の場合
[第11回］　 完備Riemann多様体
[第12回］　 完備Riemann多様体（続き）
[第13回］　 曲率，Euclid空間の超曲面
[第14回］　 定曲率空間

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業中に適宜課題を与える。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　『曲面の幾何』砂田利一（岩波書店）
　『微分幾何学』今野宏（東京大学出版会）
　『幾何学的変分問題』西川青季（岩波書店）

成績評価の方法
　レポート70％，演習・課題30％で評価する。満点の60％
以上を単位取得の条件とする。

その他
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科目ナンバー： ST MAT621J

数学専攻 備 考

科 目 名 幾何学特論Ｅ

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 今野　宏

授業の概要・到達目標
　シンプレクティック幾何についての入門講義である。多
様体に関する復習からはじめて，シンプレクティック多様
体の基礎事項を解説する。さらに，シンプレクティック幾
何における商空間についての解説をする。講義の具体的な
内容は，学生の興味に応じて変わる場合がある。
  トーリック多様体などの具体例を通して，シンプレク
ティック幾何の基本的な考え方を修得することを到達目標
とする。

授業内容
［第１回］　 多様体
［第２回］　 接空間とベクトル場
［第３回］　 微分形式
［第４回］　 リー微分
［第５回］　 シンプレクティックベクトル空間
［第６回］　 シンプレクティック多様体
［第７回］　 ダルブーの定理
［第８回］　 リー群とその作用
［第９回］　 モーメント写像
［第10回］　 シンプレクティック商
［第11回］　 シンプレクティックトーリック多様体
［第12回］　 複素多様体としてのトーリック多様体
［第13回］　 トーリック多様体の例
［第14回］　 まとめと展望

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業中に適宜課題を与える。

教科書

参考書
　『微分幾何学』今野宏（東京大学出版会）
  『Lectures on Symplectic Geometry』 da Silva (Springer)

成績評価の方法
　授業中の態度やレポートによる。

その他

科目ナンバー： ST MAT641J

数学専攻 備 考

科 目 名 数理解析特論Ａ

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 名和　範人

授業の概要・到達目標
　情報理論は，現代の科学技術を支える学問のひとつであ
る。特にエントロピー概念は，数学を専攻する学生にとっ
ても重要なものである。この講義では，まず，Shannonに
より導入されたエントロピー概念を中心に据えて，確率変
数として情報を記述するための基礎事項を学ぶ。その後，
前半の目標として，Zip方式によるデータの圧縮には限界
があることを数学的に証明する。後半では，エントロピー
概念の統計力学や数学の他の分野への応用について概観す
る。
　力学系に関わる数学分野や数理モデルの構築において
は，統計力学や熱力学の概念が用いられることが多い。通
常の物理で行われる統計力学の講義では，（熱力学など）物
理的な知見に基づいた議論を中心に多くの概念が導入さ
れ，その点がしばしば統計力学を学ぶ初学者へのハードル
となることもあるが，この講義では比較的優しい数学的な
道具だけで統計力学の「モデル」を構成し，エントロピー概
念を中心に据えることで，統一的に平衡系統計力学の各種
集合理論（ensemble theory）を俯瞰する。
　到達目標：現代数学のひとつの概念としてエントロピー
を理解し，現代科学技術の基礎概念として，その意味を説
明できるようになる。

授業内容
講義の予定：
第１回　 Shannonの情報理論の考え方（1）
第２回　 Shannonの情報理論の考え方（2）
第３回　 確率論の基礎事項（1）
第４回　 確率論の基礎事項（2）
第５回　 大数の法則と漸近等分割性（Shannon-McMillanの

定理）（1）
第６回　 大数の法則と漸近等分割性（Shannon-McMillanの

定理）（2）
第７回　 データ圧縮（1）
第８回　 データ圧縮（2）
第９回　 Shannon-McMillanの定理から平衡系統計力学へ：

トイモデル
第10回　 正準集合の理論とMaxwell-Boltzmann分布と理想

気体の状態方程式
第11回　 等温等圧下の統計力学と気体の状態方程式（T-p

集合の理論と理想気体の方程式）
第12回　 エントロピー力としてのゴム弾性（統計力学のひ

とつの応用）
第13回　 数理モデルと統計力学：乱流モデル（1）
第14回　 数理モデルと統計力学：乱流モデル（2）
　以上の項目の順序で講義を進める。
　ただし，これは予定であり変更することもあり得る。

履修上の注意
　学部における基本的な数学の素養は仮定する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義の復習をしっかりとすること。

教科書
　特に指定しない。
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参考書
　韓太舜，小林欣吾 共著「情報と符号化の数理」岩波
　村田昇 著「情報理論の基礎」サイエンス社
　Michel Zinsmester著``Thermodynamic Formalism and 
Holomorphic Dynamical Systems'' AMS
　荒木不二洋 著「統計物理の数理」岩波
　植松友彦 著「情報理論の考え方」講談社
　その他，適宜，講義時に指定する

成績評価の方法
　レポート100％により評価する。

その他
　講義は（授業内容）の項目の順序で進める予定であるが，
変更することもあり得る。

科目ナンバー： ST MSM641J

数学専攻 備 考

科 目 名 現象数理特論Ａ

開 講 期 春学期集中 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　博士（工学） 桑名　一徳

授業の概要・到達目標
［授業の概要］
　ろうそくはゆっくりと燃焼するのに，ガス爆発事故では
一瞬で燃焼が終了するのはなぜだろうか？　ろうそくの炎
はオレンジ色なのにガスコンロの炎は青色なのは何が違う
のだろうか？　タバコの白い煙とタンカー火災の黒い煙の
色の違いはどこからくるのだろうか？　いろいろな燃焼現
象のメカニズムについて数理モデルを含めて学習する。

［到達目標］
　以下のことについて理解することを目標とする。
・ 物質の燃焼のしかた
・ 燃焼反応の速度
・ 気体の拡散燃焼と火炎形状
・ 気体の予混合燃焼と燃焼速度
・ 予混合火炎の不安定性
・ 液体の燃焼メカニズム（液滴燃焼，プール燃焼，燃え拡が
り現象など）

・ 固体の燃焼メカニズム（表面燃焼，燻焼など）

授業内容
［第１回］いろいろな燃焼，燃焼の温度
［第２回］反応速度と活性化エネルギー
［第３回］燃焼現象の基礎式
［第４回］気体の拡散燃焼と火炎形状
［第５回］火災旋風
［第６回］気体の予混合燃焼と燃焼速度
［第７回］熱損失と消炎
［第８回］火炎伸長率
［第９回］予混合火炎の不安定性
［第10回］Kuramoto-Sivashinsky方程式
［第11回］ガス爆発
［第12回］液体の燃焼
［第13回］固体の燃焼
［第14回］燃焼科学の未解決問題

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義の復習をすること。演習問題を出すことがあるので
積極的に取り組むこと。

教科書

参考書
　J.D. Buckmaster, G.S.S. Ludford, Lectures on Mathematical 
Combustion, SIAM, 1983

成績評価の方法
　レポート100％で評価する。得点が満点の60％以上であ
ることを単位修得の条件とする。

その他
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科目ナンバー： ST MSM641J

数学専攻 備 考

科 目 名 現象数理特論Ｂ

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 名和　範人

授業の概要・到達目標
　乱流を数学的に理解するための一つの物の見方を解説す
る。この講義におけるアプローチは通常の見方とは異なり，
最初は流体を記述する方程式の存在を仮定しない。しかし
ながら，乱流と言えども時間に依存したベクトル場の族で
あることには変わりなく，その族の上のある確率測度を乱
流と考える立場は通常の理論と同じである。もしそのよう
な確率が存在すれば，Kolmogorovの統計法則が成り立つ
として推論を進めると，エネルギー散逸率に関する問題
点や乱流のサンプルが満足すべき条件が浮かび上がってく
る。Euler方程式の散逸的弱解のあるクラスが乱流の候補
と考えられるが，その可否について議論をする。
　数理物理，または数理モデルの構成法という視点から見
て，乱流を理解する一つの数学的な見方・理解の仕方を提
示する。講義を進める中で，偏微分方程式を扱う上で必要
な，確率解析，実解析，関数解析などの方法論を学ぶこと
もできる。
1．はじめに（一様・定常・等方乱流）
2． 乱流の数学的な記述
　　　2-1． 確率測度としての乱流
　　　2-2． Kolmogorovの統計法則と確率過程
　　　2-3． Onsager予想の位置づけ
　　　2-4． Kolmogorovの統計法則とOnsager予想
3． エネルギー散逸率
　　　3-1． Kolmogorovの基本仮定と問題点
　　　3-2． Karman-Howarth-Moninの式
4． 乱流の新しい数学モデルへ向けてⅠ
　　　4-1． 公理としてのK-H-Mの式
　　　4-2． Duchon-Robertの4/3法則
　　　4-3． Eyinkの4/5法則
　　　4-4． 従来の理論との関係
5． 乱流の新しい数学モデルへ向けてⅡ
　　　5-1． 乱流のサンプル：Euler方程式の散逸的弱解
　　　5-2． 現代のOnsager予想：Constantin-E-Titiの結果の

周辺
　　　5-3． 現代のOnsager予想：De Lellis-Szekelyhidi, Isett

らの結果の周辺
　　　5-4． Navier-Stokes方 程 式 とEuler方 程 式：

Kolmogorovの基本仮定再び
6． 乱流の新しい数学モデルへ向けてⅢ
　　　6-1． 統計力学的な理解は可能か？
　　　6-2． 統計力学と情報理論
　　　6-3． ひとつの“Gibbs測度”の候補

授業内容
第１回： はじめに
第２回： 確率測度としての乱流
第３回： KolmogorovとOnsager
第４回： ベクトル場のエネルギー散逸率
第５回： Karman-Howarth-Moninの式
第６回： 公理としてのK-H-Mの式
第７回： Duchon-Robertの4/3法則とEyinkの4/5法則
第８回： KolmogorovとOnsager：再び
第９回： 乱流のサンプルとEuler方程式の散逸的弱解
第10回： 現代のOnsager予想
第11回： Navier-Stokes方程式とEuler方程式
第12回： 乱流の統計力学的理解へ向けて
第13回： 情報理論と統計力学
第14回： “Gibbs測度”の構成へ向けて

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義の復習をしっかりすること。また，提出された課題
には積極的に取り組んでほしい。

教科書
　指定しない。

参考書
　適宜指示する。

成績評価の方法
　レポート100パーセントにより評価する。

その他
　講義は授業内容の項目の順序で進める予定であるが，変
更することもあり得る。
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科目ナンバー： ST MSM641J

数学専攻 備 考

科 目 名 現象数理特論Ｃ

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 廣瀬　宗光　他

授業の概要・到達目標
　坂元，名和，廣瀬，宮部による現代解析学の話題を厳選
したオムニバス形式の講義である．一口に解析学と言って
も，その守備範囲は広範で，解析の対象も数学的視点もさ
まざまである．一人の教員が３，４回ずつ連続して話題を
提供することにより，現代解析学の先端研究に繋がる多様
な側面を講述する。
　いろいろな解析手法を習得し，自分も解析してみたいと
思える話題を見つけられたら目標に到達したといえる。

授業内容
［第１回］　 力学系入門1：数理モデルからの導入（坂元）
［第２回］　 力学系入門2：定義と例（坂元）
［第３回］　 力学系入門3：記号力学系（坂元）
［第４回］　 ポアンカレ・コンパクト化と力学系（坂元）
［第５回］　 乱流の数理モデル1：乱流とは何か（名和）
［第６回］　 乱流の数理モデル2：KolomogorovとOnsagerか

ら現代解析学へ（名和）
［第７回］　 乱流の数理モデル3：Euler方程式の散逸的弱解

と乱流（名和）
［第８回］　 反応拡散方程式の解の爆発1：基礎事項の確認

（廣瀬）
［第９回］　 反応拡散方程式の解の爆発2：熱方程式と反応

拡散方程式（廣瀬）
［第10回］　 反応拡散方程式の解の爆発3：爆発の臨界指数

（廣瀬）
［第11回］　 反応拡散方程式の解の爆発4：藤田指数の導出

方法（廣瀬）
［第12回］　 フラクタル1：反復関数系（宮部）
［第13回］　 フラクタル2：相似次元とBox-counting次元（宮

部）
［第14回］　フラクタル3：ハウスドルフ次元（宮部）

履修上の注意
　真 に学習することを望む

準備学習（予習・復習等）の内容
　解析系の科目を修得しておくこと

教科書
　適宜指示する

参考書
　適宜指示する

成績評価の方法
　最終的な成績評価は，各教員から出題される４つのレ
ポートの解答状況により判定する。

　Ｓ　＝　３つのレポート課題について合格
　Ａ　＝　２つのレポート課題について合格
　ＢまたはC　＝　１つのレポート課題について合格

とする。（「BまたはC」は，答案の出来栄えによって判断す
る。）

その他
　本科目は学部科目「解析学展望1」との合併科目である。

担当者によっては，授業ごとに課題を出題する場合もある。
答案を提出する際には，担当教員名，授業実施日を明記す
ること。
提出期限日：出題時に設定する
提出場所：出題時に設定する
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科目ナンバー： ST MSM641J

数学専攻 備 考

科 目 名 現象数理特論Ｄ

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任講師　理学博士 坂元　孝志

授業の概要・到達目標
　前半では「反応拡散系」への入門的講義を行う。化学反応
の時間変化を記述する常微分方程式について，平衡点，安
定性，分岐を論じ，さらに濃度のむらに起因する拡散効果
を考慮した偏微分方程式である反応拡散方程式について，
平衡点の安定性を解析する方法を中心に講義を行う。後半
では，力学系における分岐理論の詳細について講義を行う。

授業内容
前半：化学反応と反応拡散方程式
第１回： 化学反応と微分方程式
第２回： ブリュセレーター
第３回： 常微分方程式と解の安定性
第４回： 分岐理論の概要
第５回： チューリング理論1：常微分方程式モデル
第６回： チューリング理論2：偏微分方程式モデル
第７回： チューリング理論3：パターン形成と分岐
後半： 分岐理論
第８回： 安定性交替分岐
第９回： fold 分岐
第10回： ピッチフォーク分岐
第11回： 時間周期解とホップ分岐
第12回： ホップ分岐の標準系
第13回： 中心多様体定理１：常微分方程式
第14回： 中心多様体定理：偏微分方程式への応用

履修上の注意
　シラバスの内容は予定であり，変更する場合がある。変
更が生じた場合は講義中に知らせる。

準備学習（予習・復習等）の内容
　特に予習は必要ないが，授業中に提示する演習課題など
を利用して復習すること。

教科書
　「パターン形成と分岐理論」桑村雅隆（共立出版）

参考書
　授業中に紹介する。

成績評価の方法
レポート（１００％）で評価する。

その他

科目ナンバー： ST MAT641J

数学専攻 備 考

科 目 名 偏微分方程式特論Ａ

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 名和　範人

授業の概要・到達目標
　2階楕円型偏微分方程式の境界値問題の解の存在・非存在
や一意性を，変分法，関数解析や実解析の基礎知識を用い
て学び，現代的理論を学ぶための必須事項を身につけるこ
とを目標とする。
　変分的方法を用いて，2階楕円型偏微分方程式の境界値
問題の解の存在・非存在や一意性を論じる。関数解析や実
解析の基礎知識を確認しながら，峠の補題やブートスト
ラップ論法などについて解説し，より現代的なバブル型の
定理についても触れる予定である。

授業内容
第１回： 楕円型偏微分方程式：定義と数理モデル
第２回： 弱解とソボレフ空間
第３回： 弱解と変分法
第４回： ヒルベルト空間における変分問題：ラックス＝ミ

ルグラムの定理とその拡張
第５回： 2階線形楕円型偏微分方程式の境界値問題とその

弱解（弱解の境界値）
第６回： ソボレフ空間とその双対空間
第７回： 2階線形楕円型偏微分方程式の境界値問題とその

弱解（ディリクレ問題）
第８回： 2階線形楕円型偏微分方程式の境界値問題とその

弱解（ノイマン問題）
第９回： 2階線形楕円型偏微分方程式の境界値問題とその

弱解（ロバン問題）
第10回： 弱解の正則性とソボレフの埋め込み定理
第11回： 2階半線形楕円型偏微分方程式の弱解の存在と変

分法
第12回： 2階半線形楕円型偏微分方程式の最小作用解の存

在
第13回： 2階半線形楕円型偏微分方程式の最小作用解の一

意性と正則性
第14回： その他の話題（多重解の存在など）

履修上の注意
　関数解析やルベーグ積分の知識を持っている方が望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義の復習をしっかりとすること。

教科書
　指定しない。

参考書
　鈴木　貴・上岡友紀 著「偏微分方程式講義～非線形楕円
型方程式入門～」培風館
　ハイム・ブレジス 著「関数解析～その理論と応用に向け
て」産業図書
　増田久弥 著「非線型数学」朝倉書店
　その他，適宜，講義時に指定する。

成績評価の方法
　レポート100％により評価する。

その他
　講義は授業内容の項目の順序で進める予定であるが，変
更することもあり得る。
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科目ナンバー： ST MAT641J

数学専攻 備 考

科 目 名 偏微分方程式特論Ｂ

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 廣瀬　宗光

授業の概要・到達目標
「授業の概要」
　微分方程式は解析学の最も重要なテーマであるが，幾何
学とも関係が深く，また数学以外の他の諸科学にも広範な
応用を持つ。この講義は，偏微分方程式論への入門を目的
とする。偏微分方程式の代表的な三つの型（双曲型，放物型，
楕円型）から，それぞれ代表的なケースを取り上げ，解の
求め方や解の性質について解説する。

「到達目標」
　基本的な偏微分方程式の初期値問題や混合問題の解法を
身に着け，解の性質について理解することを到達目標とす
る。また，この講義の内容を各自の研究テーマにどのよう
に応用するのか，という点を常に考えながら講義に臨むこ
とも求められる。

授業内容
［第１回］　 偏微分方程式の基礎知識
偏微分方程式の基礎知識・用語を確認する。

［第２回］　 双曲型偏微分方程式（1）
双曲型方程式の代表例である波動方程式を扱う。1次元の
波動方程式は，弦の振動現象を記述した方程式である。ま
ず，1次元波動方程式の一般解を求める。さらに無限長の
弦に対する波動方程式の初期値問題（コーシー問題）を解く
ことにする。

［第３回］　 双曲型偏微分方程式（2）
引き続き，無限長の弦について考える。この回では，非斉
次の1次元波動方程式の初期値問題の解法について調べる
ことにする。

［第４回］　 双曲型偏微分方程式（3）
半直線状の弦を考え，1次元波動方程式の初期値境界値問
題（混合問題）の解法について考察する。

［第５回］　 双曲型偏微分方程式（4）
有限な長さの弦を考え，1次元波動方程式の初期値境界値
問題を2つの方法で解いてみる。この回は，一般解をもと
に解を構成する方法について解説する。

［第６回］　 双曲型偏微分方程式（5）
引き続き，有限な長さの弦を考え，1次元波動方程式の初
期値境界値問題を解くことにする。この回では，フーリエ
の方法（変数分離法）について紹介する。

［第７回］　 放物型偏微分方程式（1）
放物型方程式の代表例である熱方程式を扱う。1次元の熱
方程式は，針金のような細い棒に対する熱の伝導現象を記
述した方程式である。この回では1次元熱方程式の初期値
境界値問題の解の一意性を示すために「最大値の原理」を証
明する。

［第８回］　 放物型偏微分方程式（2）
1次元熱方程式の初期値境界値問題に対して，解の一意性
が成り立つことを示す。さらに，フーリエの方法による解
法を紹介する。

［第９回］　 放物型偏微分方程式（3）
1次元熱方程式の初期値境界値問題において，フーリエの
方法で求めた形式解が熱方程式を満たすことを証明する。

［第10回］　 楕円型偏微分方程式（1）
楕円型方程式の代表例であるラプラス方程式（ポテンシャ
ル方程式）は，波動方程式や熱方程式の解の定常状態を示
す方程式と考えられる。また，ラプラス方程式を満たす2
回連続微分可能な関数を調和関数という。

［第11回］　 楕円型偏微分方程式（2）
算術平均の性質など，調和関数の性質を調べることにする。

［第12回］　 楕円型偏微分方程式（3）
円の内部で定義されたラプラス方程式の境界値問題の解法

を説明する。
［第13回］　 楕円型偏微分方程式（4）
一般の領域に対するラプラス方程式の境界値問題について
考察する。

［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　学部3年次の数学科設置科目である「常微分方程式1」「常
微分方程式2」「フーリエ解析」を履修していることが望まし
い。

準備学習（予習・復習等）の内容
　予習よりも復習に力を入れて欲しい。複雑な計算を要す
る箇所も多いため，授業中に説明したことを改めて復習す
ることにより，理解を深めることが必要となる。

教科書
　使用しない。

参考書
　『偏微分方程式（新訂版）』加藤義夫（サイエンス社）
　『偏微分方程式入門』神保秀一（共立出版）
　『偏微分方程式論入門』井川満（裳華房）
　『キーポイント　偏微分方程式』川村哲也（岩波書店）
　『フーリエ解析とその応用』洲之内源一郎（サイエンス社）

成績評価の方法
　レポート100％で評価する。こちらで用意する課題に加
えて，各自の研究テーマと関連する課題を自ら見付け解決
することも求める予定である。得点が満点の60％以上であ
ることを単位修得の条件とする。

その他
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科目ナンバー： ST MAT611J

数学専攻 備 考

科 目 名 代数学特別講義Ａ

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　理学博士 対馬　龍司

授業の概要・到達目標
　代数曲線論を代数幾何学的手法で解説するのは準備が大
変であるが，代数関数論として解説するのは準備も少なく
て簡単である。この授業では代数関数論について講義し，
更に有限体上の代数関数体のゼータ関数の関数等式及び
リーマン予想の類似を証明する。

授業内容
［第１回］　 代数関数体
［第２回］　 離散付値
［第３回］　 絶対値と距離と完備化
［第４回］　 付値の拡張
［第５回］　 代数関数体の素点―基本事項
［第６回］　 因子
［第７回］　 アデールとRiemann-Rochの定理―暫定形
［第８回］　 微分と標準因子類―Riemann-Roch最終形
［第９回］　 例
［第10回］　 合同ゼータ関数
［第11回］　 母関数としてのゼータ関数
［第12回］　 関数等式
［第13回］　 Riemann仮説（零点の絶対値）
［第14回］　 Bombieriの勘定定理の証明

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　テキストの該当箇所を振り返り，不明な部分があれば授
業で質問すること。また，次の回の該当箇所に目をとおし
ておくこと。

教科書
　堀田良之：『可換環と体，第2部3・4章』（岩波書店，現代
数学の基礎）

参考書
　岩澤健吉：『代数函数論』（岩波書店）

成績評価の方法
　課題のレポートによる。

その他

科目ナンバー： ST MAT611J

数学専攻 備 考

科 目 名 代数学特別講義Ｂ

開 講 期 春学期集中 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　理学博士 宮崎　充弘

授業の概要・到達目標
　Hochsterは，多項式環にreductiveな群が線型に作用する
ときの不変式環が，Cohen-Macaualyであるとの予想（現在
では，Hochster-Robertsの定理）に関する研究の中で，様々
な場合について部分的な結果を発表した。その中で，トー
ラス群の作用に関する不変式環がCohen-Macaulayである
との結果を発表した論文には，単項式で生成された体上の
多項式環の部分環の正規性の特徴づけと，正規であれば
Cohen-Macaulayであるという，非常に重要な結果が含ま
れている。
　この結果は，単項式で生成された体上の多項式環の部分
環を通じて，可換環論における様々な性質と，組み合わせ
論とをつなぐ重要な定理となり，これを通じて可換環論の
研究と組み合わせ論の研究が結びつき，現在も発展し続け
ている。
　本講義では，この結びつきの一端を紹介し，興味を持っ
た学生が研究テーマとして採用しうるよう解説する。

授業内容
［第１回］  単項式と格子点の対応，単項式で生成された体

上の多項式環の部分代数とモノイド（単位元を持
つ半群）。

［第２回］  凸多角錘体とその面，ファセット，双対錐体。
［第３回］  単項式で生成された体上の多項式環の部分環の

変数の取り換え。
［第４回］  モノイドの正規性と単項式で生成された体上の

多項式環の部分環の正規性。Pre-Hodge algebra
構造，グレブナー基底。

［第５回］  単項式で生成された体上の多項式環の正規部分
環のCohen-Macaulay性。

［第６回］  単項式で生成された体上の多項式環の正規部分
環のcanonical module。

［第７回］  凸多面体とそのEhrhart環。
［第８回］  順序集合と凸多面体，order polytope， chain poly-

tope。
［第９回］  Order polytope，chain polytopeのEhrhart環と

Hibi環。
［第10回］  Order polytope，chain polytopeのEhrhart環の

canonical moduleの生成系。
［第11回］  Order polytope，chain polytopeのEhrhart環の

Gorenstein性，level性。
［第12回］  Canonical moduleのtrace，order polytope, 

chain polytopeのEhrhart環のnearly Gorenstein
性，non-Gorenstein loci。

［第13回］  単純グラフのstable set polytopeと，perfect，
t-perfect，h-perfectグラフ。

［第14回］  Chain polytopeのEhrhart環に関するいくつかの
結果のh-perfectグラフのstable set polytopeの
Ehrhart環への一般化。

履修上の注意
　復習をしっかりして，翌日の授業に備えること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　可換環論の基礎的な事柄を勉強しておくこと。

教科書
　なし

― 521 ―



参考書
　石田 正典（著）トーリック多様体入門―扇の代数幾何（す
うがくの風景）朝倉書店（2000）第1章
　Bruns and Herzog（著）Cohen-Macaulay Rings（Cambridge 
Studies in Advanced Mathematics, Series Number 39）
Cambridge University Press; 第2版（2008）
　渡辺敬一，後藤四郎（著）可換環論　日本評論社（2011）

成績評価の方法
　授業中に出題する課題（100%）

その他
　特記事項なし

科目ナンバー： ST MAT621J

数学専攻 備 考

科 目 名 幾何学特別講義Ａ

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 今野　宏

授業の概要・到達目標
　直交行列の全体は群であると同時に多様体でもある。こ
のような群構造をもつ多様体をリー群という。この講義で
は，多様体論の復習から始めて，その応用としてリー群の
初歩について解説する。講義の内容は，学生の興味に応じ
て変わる場合がある。
　リー群という具体的な例を扱うことを通して，多様体の
基本的な性質や例を理解することを到達目標とする。

授業内容
［第１回］　 多様体の定義
［第２回］　 接ベクトルと接空間
［第３回］　 写像の微分
［第４回］　 部分多様体
［第５回］　 リー群の定義
［第６回］　 リー群の例
［第７回］　 ベクトル場
［第８回］　 1パラメータ変換群
［第９回］　 ベクトル場の括弧積
［第10回］　 リー群とリー環
［第11回］　 リー環の例
［第12回］　 リー群の作用
［第13回］　 商空間
［第14回］　 まとめと展望

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業中に適宜課題を与える。

教科書
　

参考書
　『トゥー多様体』Loring Tu（裳華房）
　『微分幾何学』今野宏（東京大学出版会）

成績評価の方法
　授業中の態度やレポートによる。

その他
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科目ナンバー： ST MAT621J

数学専攻 備 考

科 目 名 幾何学特別講義Ｂ

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 長友　康行

授業の概要・到達目標
　概要：コンパクトリー群の構造とその表現論を学ぶ。
　まずは，最も次元の小さい非可換なコンパクトリー群で
ある2次の特殊ユニタリー群を範にとって，その構造を理
解し，表現を具体的に構成する。
　その後，その構成法を利用して，表現論で問題となる概
念を抽出し，定義していく。
　到達目標：コンパクトリー群の構造とその表現論とを理
解し，幾何学へ応用できるようになることが到達目標であ
る。
　そのために具体的な計算から始め，抽象論を構築するこ
とがテーマとなる。

授業内容
第１回： 特殊ユニタリー群の定義とその表現の定義
第２回： 特殊ユニタリー群のリー代数と指数写像
第３回： 正規化された不変測度
第４回： Schurの補題
第５回： 特殊ユニタリー群の標準表現と関連する表現
第６回： ユニタリー表現の定義と不変測度
第７回： 直和表現と可約性
第８回： 表現の指標
第９回： 表現に現れる関数の直交性
第10回： 1次元ユニタリー群の定義とその表現論
第11回： 特殊ユニタリー群の既約表現の決定
第12回： Clebsch-Gordanの定理
第13回： リー群の一般論とその例
第14回： リー群とリー代数の関係

履修上の注意
　学部1，2年次の必修科目をよく理解した上で，学部2年
次の幾何入門1，2の履修を前提として講義を行う。
　学部3年次の幾何学1，2，学部4年次の幾何学3，4を履
修していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に，学部時代に学んだ微分積分学，線形代数学およ
び幾何学の理解度を確かめ，深めておくこと。
　復習として，講義内容をノートを見ることなく再現でき
るまで理解すること。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　M.R. Sepanski ``Compact Lie Groups'', Springer

成績評価の方法
　レポート90％，授業への貢献度10％で評価する。
　講義への積極的な取り組みを主に評価する。
　期末試験は実施しない。
　合計が満点の60％以上を単位取得の条件とする。

その他

科目ナンバー： ST MAT641J

数学専攻 備 考

科 目 名 数理解析特論Ｄ

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 廣瀬　宗光

授業の概要・到達目標
「授業の概要」　
　変分的方法を用いて，楕円型方程式の境界値問題に対す
る解の存在や一意性を論じることを目標とし，関数解析の
基礎知識を確認しながら，峠の補題やブートストラップ論
法などについて解説する。

「到達目標」
　変分的方法により，与えられた楕円型方程式の解の存在
を示すことができるようになることを目標とする。

授業内容
［第１回］イントロダクション
［第２回］関数空間
［第３回］古典解と弱解
［第４回］フレッシェ微分
［第５回］極値の存在
［第６回］反射的バナッハ空間
［第７回］最小化点が存在するための十分条件
［第８回］楕円型方程式の境界値問題に対する弱解の存在
（第７回の応用）
［第９回］パレー・スメイル条件
［第10回］峠の補題
［第11回］楕円型方程式の境界値問題に対する弱解の存在
（第９回，第10回の応用）
［第12回］ブートストラップ論法
［第13回］楕円型方程式の境界値問題に対する古典解の存在
［第14回］まとめ

履修上の注意
　学部3年次の「関数解析」と学部4年次の「偏微分方程式」
を履修していることが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　関数解析の基本的な知識が必要になるため，必要に応じ
て自宅学習で補うこと。また，複雑な計算を要する箇所も
あるため，授業中に説明したことを改めて再現し，理解を
深めることが必要になる。よって，ある程度の予習も必要
だが，自宅学習においては復習に重点を置いて欲しいと考
えている。

教科書
　指定しない。

参考書
　『非線型数学』増田久弥（朝倉書店）

成績評価の方法
　レポート100％により評価する。得点が満点の60％以上
であることを単位修得の条件とする。

その他

― 523 ―



■物理学専攻（主要科目）

授業科目及び担当者

授業科目 （博士前期）
授業を行う

年次
単位
（演習）

理 論 物 理 学 研 究 １ 1 2

理 論 物 理 学 研 究 ２ 1 2

理 論 物 理 学 研 究 ３ 2 4

理 論 物 理 学 研 究 ４ 2 4

生 物 物 理 学 研 究 １ 1 2

生 物 物 理 学 研 究 ２ 1 2

生 物 物 理 学 研 究 ３ 2 4

生 物 物 理 学 研 究 ４ 2 4

実 験 量 子 物 理 学 研 究 １ 1 2

実 験 量 子 物 理 学 研 究 ２ 1 2

実 験 量 子 物 理 学 研 究 ３ 2 4

実 験 量 子 物 理 学 研 究 ４ 2 4

応 用 物 理 学 研 究 １ 1 2

応 用 物 理 学 研 究 ２ 1 2

応 用 物 理 学 研 究 ３ 2 4

応 用 物 理 学 研 究 ４ 2 4

担当者 博士前期担当 博士後期担当

専任教授 理学博士 小田島　仁　司 ○ ○

専任教授 博士（理学） 金 本 理 奈 ○ ○

専任教授 博士（理学） 菊 地 　 淳 ○ ○

専任教授 博士（理学） 楠 瀬 博 明 ○ ○

専任准教授 博士（理学） 新 名 良 介 ○

専任准教授 博士（理学） 鈴 木 隆 行 ○ ○

専任准教授 博士（理学） 鈴 木 秀 彦 ○ ○

専任教授 理学博士 立 川 真 樹 ○ ○

専任教授 博士（地球環境科学） 長 島 和 茂 ○ ○

専任教授 獣医学博士 平　岡　和佳子 ○ ○

専任准教授 博士（工学） 平 野 太 一 1年生のみ

専任准教授 博士（理学） 光　武　亜代理 ○ ○

専任教授 博士（理学） 安 井 幸 夫 ○ ○

専任講師 博士（理学） 横 山 大 輔 ○

専任教授 理学博士 吉 村 英 恭 ○ ○
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■物理学専攻（特修科目）

授業科目
授業を行う

年次

単位
備考 担当者

講義 演習

（博士後期課程）

分 野 横 断 型 研 究 1～３ 2 専任准教授 博士（理学） 光武 亜代理　他

（博士前期課程）

量 子 物 理 学 特 論 1 2 2022年度未開講

統 計 物 理 学 特 論 1 2 専任教授 博士（理学） 金 本 理 奈

固 体 物 理 学 特 論 Ａ 1 2 2022年度未開講

固 体 物 理 学 特 論 Ｂ 1 2 2022年度未開講

固 体 物 理 学 特 論 Ｃ 1 2 専任教授 博士（理学） 菊 地 　 淳

固 体 物 理 学 特 論 Ｄ 1 2 専任教授 博士（理学） 安 井 幸 夫

素 粒 子 物 理 学 特 論 Ａ 1 2 2022年度未開講

素 粒 子 物 理 学 特 論 Ｂ 1 2 専任講師 博士（理学） 横 山 大 輔

素 粒 子 物 理 学 特 論 Ｃ 1 2 兼任講師 博士（学術） 野 海 俊 文

生 物 物 理 学 特 論 Ａ 1 2 専任教授 理学博士 吉 村 英 恭

生 物 物 理 学 特 論 Ｂ 1 2 専任准教授 博士（理学） 光　武　亜代理

生 物 物 理 学 特 論 Ｃ 1 2 専任教授 獣医学博士 平　岡　和佳子

分 子 生 理 学 特 論 1 2 2022年度未開講

生 体 物 性 特 論 1 2
兼任講師 理学博士 藤 原 祥 子

兼任講師 博士（理学） 佐 藤 典 裕

流 体 物 性 物 理 学 特 論 1 2 専任准教授 博士（工学） 平 野 太 一

量 子 光 学 特 論 1 2 兼任講師 理学博士 梶 田 雅 稔

光 物 性 特 論 1 2 専任准教授 博士（理学） 鈴 木 隆 行

原 子 分 子 物 理 学 特 論 1 2 専任教授 理学博士 小田島　仁　司

応 用 物 理 学 特 論 1 2 兼任講師 博士（工学） 松 本 益 明

結 晶 成 長 学 特 論 1 2 専任教授 博士（地球環境科学） 長 島 和 茂

地 球 惑 星 大 気 物 理 学 特 論 1 2 専任准教授 博士（理学） 鈴 木 秀 彦

物 理 学 特 別 講 義 Ａ 1 2 兼任講師 博士（理学） 田 島 裕 之

物 理 学 特 別 講 義 Ｂ 1 2 2022年度未開講

応 用 物 理 学 特 別 講 義 1 2 兼任講師 博士（理学） 前 橋 英 明

地 球 内 部 物 理 学 特 論 1 2 専任准教授 博士（理学） 新 名 良 介

（数学物理学連携科目）

科 学 史 特 論 1 2 兼任講師 博士（理学） 小　島　智恵子

数 理 物 理 学 特 論 1 2 2022年度未開講

数 理 解 析 特 論 Ｃ 1 2 2022年度未開講

数 理 解 析 特 論 Ｄ 1 2 専任准教授 博士（理学） 廣 瀬 宗 光

数 理 解 析 特 論 Ｅ 1 2 2022年度未開講

（共通総合科目）

科 学 論 文 英 語 特 論 1 2 兼任講師 博士（工学） 野 瀬 裕 之

科 学 論 文 英 語 特 論 1 2 専任准教授 Ph.D. マクタガート・イアン

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ａ 1 2 専任准教授 博士（理学） 宮 部 賢 志

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ｂ 1 2 専任教授 博士（工学） 嶋田 総太郎　他

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ｃ 1 2

理 工 学 研 究 科 総 合 講 義 Ｄ 1 2

学 際 領 域 特 論 Ａ 1 2 専任教授 工学博士 宮城　善一　他

学 際 領 域 特 論 Ｂ 1 2 専任教授 工学博士 久保田 寿夫　他

学 際 領 域 特 論 Ｃ 1 2 2022年度未開講

学 際 領 域 特 論 Ｄ 1 2
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授業科目
授業を行う

年次

単位
備考 担当者

講義 演習

（共通基礎科目）

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ａ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｂ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｃ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｄ 1 2

理 工 学 研 究 科 基 礎 特 論 Ｅ 1 2

物理学専攻　科目振替措置表

2020年度以前入学者用科目名 2021年度以降入学者用科目名

量子物理学特論Ａ 量子物理学特論

量子物理学特論B

非線形物理学特論

物理学特別講義Ｃ 数理物理学特論

理工学研究科総合講義Ｃ

理工学研究科総合講義Ｄ

学際領域特論Ｄ

2021年度以前入学者用科目名 2022年度以降入学者用科目名

固体物理学特論Ｃ

固体物理学特論Ｄ

物性物理学特論Ａ

物性物理学特論Ｂ

超音波物理学特論 流体物性物理学特論

2019年度以前入学者用科目名 2020年度以降入学者用科目名

格子欠陥特論 振替科目なし

地球内部物理学特論

分野横断型研究
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 実験量子物理学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　理学博士 小田島　仁司

授業の概要・到達目標
　テラヘルツ領域において，分子の高精度・高分解能分光
を行う。この領域には，分子内運動や分子間相互作用に起
因する複雑な分子スペクトルが現れる。実験で得られたス
ペクトルを理論計算と比較し，測定した分子に関する知見
を得ることを目標とする。
　テラヘルツの周波数を持つ電磁波は，電波と光の境界領
域に位置する電磁波で，エレクトロニクス技術もレーザー
技術も適用するのが難しく，発生・制御が難しい電磁波で
ある。そのため，周波数可変でコヒーレントな光源を得る
ことが難しく，高精度・高分解能な分光研究が遅れている。
優れた分光用テラヘルツ光源，および，分光法を開発し，
それを用いて分子分光を行う。

授業内容
第１回： 研究テーマに関するディスカッション
第２回： 研究テーマに関するディスカッション
第３回： 実験結果報告会
第４回： 実験結果報告会
第５回： 実験結果報告会
第６回： 実験結果報告会
第７回： 実験結果報告会
第８回： 研究結果報告会
第９回： 実験結果報告会
第10回： 実験結果報告会
第11回： 実験結果報告会
第12回： 実験結果報告会
第13回： 実験結果報告会
第14回： 研究結果報告会

履修上の注意
　主体的に研究に取り組むこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　実験計画を立てて実験をすること。実験結果の議論がで
きるように，実験データを速やかに解析すること。

教科書
　指定しない。

参考書
　「レーザー物理入門」霜田光一，岩波書店
　「Introduction to Molecular Spectroscopy」G. M. 
Barrow, McGraw-Hill
　「Molecular Spectroscopy」J. M. Brown, Oxford Science

成績評価の方法
　日常の研究・実験態度，実験結果発表，研究成果発表な
どを総合して評価する。

その他

指導テーマ
　具体的な研究テーマの例を下記に示すが，研究の進捗状
況や学生の興味に合わせて新たな研究テーマを加えること
もある。

（1） テラヘルツ分光計の開発：近赤外半導体レーザーの差
周波としてテラヘルツ波を発生させ，それを利用して
分子スペクトルを高精度に測定できるような装置を開
発する。

（2） テラヘルツ領域の分子分光：
　（a） テラヘルツ時間領域分光計を用いて分子スペクトル

の測定を行なう。この分光計では，フェムト秒fsレー
ザーを用いてテラヘルツ波のパルスを発生させ，そ
のパルスに対する試料の時間応答をフーリエ変換す
ることで分子スペクトルを得る。

　（b） 密度汎関数法によるテラヘルツスペクトルの理論計
算を行い，測定したスペクトルと比較することによ
り，測定した分子の分子構造に関する知見を得る。

（3） より正確にテラヘルツスペクトルを測定することを目
的として，レーザー光により作り出した勾配力を利用
し，微粒子状の試料を空間に捕捉する光トラップ技術
に関する研究を行う。
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 実験量子物理学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　理学博士 小田島　仁司

授業の概要・到達目標
　テラヘルツ領域において，分子の高精度・高分解能分光
を行う。この領域には，分子内運動や分子間相互作用に起
因する複雑な分子スペクトルが現れる。実験で得られたス
ペクトルを理論計算と比較し，測定した分子に関する知見
を得ることを目標とする。
　テラヘルツの周波数を持つ電磁波は，電波と光の境界領
域に位置する電磁波で，エレクトロニクス技術もレーザー
技術も適用するのが難しく，発生・制御が難しい電磁波で
ある。そのため，周波数可変でコヒーレントな光源を得る
ことが難しく，高精度・高分解能な分光研究が遅れている。
優れた分光用テラヘルツ光源，および，分光法を開発し，
それを用いて分子分光を行う。

授業内容
第１回： 実験量子物理学研究1の研究結果を検討する
第２回： 検討結果を踏まえて実験方針を決定する
第３回： 実験結果報告会
第４回： 実験結果報告会
第５回： 実験結果報告会
第６回： 実験結果報告会
第７回： 実験結果報告会
第８回： 研究結果報告会
第９回： 実験結果報告会
第10回： 実験結果報告会
第11回： 実験結果報告会
第12回： 実験結果報告会
第13回： 実験結果報告会
第14回： 研究結果報告会

履修上の注意
　主体的に研究に取り組むこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　実験計画を立てて実験をすること。実験結果の議論がで
きるように，実験データを速やかに解析すること。

教科書
　指定しない。

参考書
　「レーザー物理入門」霜田光一，岩波書店
　「Introduction to Molecular Spectroscopy」G. M. 
Barrow, McGraw-Hill
　「Molecular Spectroscopy」J. M. Brown, Oxford Science

成績評価の方法
　日常の研究・実験態度，実験結果発表，研究成果発表な
どを総合して評価する。

その他

指導テーマ
　具体的な研究テーマの例を下記に示すが，研究の進捗状
況や学生の興味に合わせて新たな研究テーマを加えること
もある。

（1） テラヘルツ分光計の開発：近赤外半導体レーザーの差
周波としてテラヘルツ波を発生させ，それを利用して
分子スペクトルを高精度に測定できるような装置を開
発する。

（2） テラヘルツ領域の分子分光：
　（a） テラヘルツ時間領域分光計を用いて分子スペクトル

の測定を行なう。この分光計では，フェムト秒レー
ザーを用いてテラヘルツ波のパルスを発生させ，そ
のパルスに対する試料の時間応答をフーリエ変換す
ることで分子スペクトルを得る。

　（b） 密度汎関数法によるテラヘルツスペクトルの理論計
算を行い，測定したスペクトルと比較することによ
り，測定した分子の分子構造に関する知見を得る。

（3） より正確にテラヘルツスペクトルを測定することを目
的として，レーザー光により作り出した勾配力を利用
し，微粒子状の試料を空間に捕捉する光トラップ技術
に関する研究を行う。
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 実験量子物理学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　理学博士 小田島　仁司

授業の概要・到達目標
　テラヘルツ領域において，分子の高精度・高分解能分光
を行う。この領域には，分子内運動や分子間相互作用に起
因する複雑な分子スペクトルが現れる。実験で得られたス
ペクトルを理論計算と比較し，測定した分子に関する知見
を得ることを目標とする。
　テラヘルツの周波数を持つ電磁波は，電波と光の境界領
域に位置する電磁波で，エレクトロニクス技術もレーザー
技術も適用するのが難しく，発生・制御が難しい電磁波で
ある。そのため，周波数可変でコヒーレントな光源を得る
ことが難しく，高精度・高分解能な分光研究が遅れている。
優れた分光用テラヘルツ光源，および，分光法を開発し，
それを用いて分子分光を行う。

授業内容
第１回： 実験量子物理学研究1，2の研究結果を検討する
第２回： 検討結果を踏まえて実験方針を決定する
第３回： 実験結果報告会
第４回： 実験結果報告会
第５回： 実験結果報告会
第６回： 実験結果報告会
第７回： 実験結果報告会
第８回： 研究結果報告会
第９回： 実験結果報告会
第10回： 実験結果報告会
第11回： 実験結果報告会
第12回： 実験結果報告会
第13回： 実験結果報告会
第14回： 研究結果報告会

履修上の注意
　主体的に研究に取り組むこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　実験計画を立てて実験をすること。実験結果の議論がで
きるように，実験データを速やかに解析すること。

教科書
　指定しない。

参考書
　「レーザー物理入門」霜田光一，岩波書店
　「Introduction to Molecular Spectroscopy」G. M. 
Barrow, McGraw-Hill
　「Molecular Spectroscopy」J. M. Brown, Oxford Science

成績評価の方法
　日常の研究・実験態度，実験結果発表，研究成果発表な
どを総合して評価する。

その他

指導テーマ
　具体的な研究テーマの例を下記に示すが，研究の進捗状
況や学生の興味に合わせて新たな研究テーマを加えること
もある。

（1） テラヘルツ分光計の開発：近赤外半導体レーザーの差
周波としてテラヘルツ波を発生させ，それを利用して
分子スペクトルを高精度に測定できるような装置を開
発する。

（2） テラヘルツ領域の分子分光：
　（a） テラヘルツ時間領域分光計を用いて分子スペクトル

の測定を行なう。この分光計では，フェムト秒（fs＝
10－15s）レーザーを用いてテラヘルツ波のパルス
を発生させ，そのパルスに対する試料の時間応答を
フーリエ変換することで分子スペクトルを得る。

　（b） 密度汎関数法によるテラヘルツスペクトルの理論計
算を行い，測定したスペクトルと比較することによ
り，測定した分子の分子構造に関する知見を得る。

（3） より正確にテラヘルツスペクトルを測定することを目
的として，レーザー光により作り出した勾配力を利用
し，微粒子状の試料を空間に捕捉する光トラップ技術
に関する研究を行う。
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 実験量子物理学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　理学博士 小田島　仁司

授業の概要・到達目標
　テラヘルツ領域において，分子の高精度・高分解能分光
を行う。この領域には，分子内運動や分子間相互作用に起
因する複雑な分子スペクトルが現れる。実験で得られたス
ペクトルを理論計算と比較し，測定した分子に関する知見
を得ることを目標とする。
　テラヘルツの周波数を持つ電磁波は，電波と光の境界領
域に位置する電磁波で，エレクトロニクス技術もレーザー
技術も適用するのが難しく，発生・制御が難しい電磁波で
ある。そのため，周波数可変でコヒーレントな光源を得る
ことが難しく，高精度・高分解能な分光研究が遅れている。
優れた分光用テラヘルツ光源，および，分光法を開発し，
それを用いて分子分光を行う。

授業内容
第１回： 実験量子物理学研究3の研究結果を検討する
第２回： 検討結果を踏まえて実験方針を決定する
第３回： 実験結果報告会
第４回： 実験結果報告会
第５回： 実験結果報告会
第６回： 実験結果報告会
第７回： 実験結果報告会
第８回： 研究結果報告会
第９回： 実験結果報告会
第10回： 実験結果報告会
第11回： 実験結果報告会
第12回： 実験結果報告会
第13回： 実験結果報告会
第14回： 研究結果報告会

履修上の注意
　主体的に研究に取り組むこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　実験計画を立てて実験をすること。実験結果の議論がで
きるように，実験データを速やかに解析すること。

教科書
　指定しない。

参考書
　「レーザー物理入門」霜田光一，岩波書店
　「Introduction to Molecular Spectroscopy」G. M. 
Barrow, McGraw-Hill
　「Molecular Spectroscopy」J. M. Brown, Oxford Science

成績評価の方法
　日常の研究・実験態度，実験結果発表，研究成果発表な
どを総合して評価する。

その他

指導テーマ
　具体的な研究テーマの例を下記に示すが，研究の進捗状
況や学生の興味に合わせて新たな研究テーマを加えること
もある。

（1） テラヘルツ分光計の開発：近赤外半導体レーザーの差
周波としてテラヘルツ波を発生させ，それを利用して
分子スペクトルを高精度に測定できるような装置を開
発する。

（2） テラヘルツ領域の分子分光：
　（a） テラヘルツ時間領域分光計を用いて分子スペクトル

の測定を行なう。この分光計では，フェムト秒レー
ザーを用いてテラヘルツ波のパルスを発生させ，そ
のパルスに対する試料の時間応答をフーリエ変換す
ることで分子スペクトルを得る。

　（b） 密度汎関数法によるテラヘルツスペクトルの理論計
算を行い，測定したスペクトルと比較することによ
り，測定した分子の分子構造に関する知見を得る。

（3） より正確にテラヘルツスペクトルを測定することを目
的として，レーザー光により作り出した勾配力を利用
し，微粒子状の試料を空間に捕捉する光トラップ技術
に関する研究を行う。
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 理論物理学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 金本　理奈

授業の概要・到達目標
　量子統計物理の基礎論，量子光学，原子光学，量子情報
科学，極低温物性論を中心とした理論的研究を行う。解析
的手法および数値的手法を用い，議論を通して新たな実験
提唱にも取り組んでいく。次の中で関連するテーマに力点
を置き，独創性のある問題に取り組む。

（1） 量子機械振動子の動力学：光の放射圧と物質のフォノ
ンの相互作用に起因する量子ダイナミクスを計算し，
さらに振動子の位置測定とコントロールの精度向上法
について解析する。

（2） 共振器量子電気力学：光と原子の相互作用を利用して，
誤り耐性のある計算機を実装するための量子技術理論
の開発をする。

（3） 冷却原子気体の極低温物性：精度よく制御された多原
子系における低温物性現象，超流動，超伝導現象をミ
クロな多体理論で解析する。

（4） 非平衡量子・統計物理の基礎論：上記の系を解析するた
めの理論的手法を構築する。

授業内容
　毎週大学院生ゼミナールを設け，研究テーマに関連した
資料論文の報告，進捗状況報告を実施する。
第１回： 資料論文報告会（1）調和振動子・電磁場の量子状態
第２回： 資料論文報告会（2）光の放射圧と振動子の相互作

用
第３回： 資料論文報告会（3）振動子の冷却と増幅
第４回： 資料論文報告会（4）状態転送
第５回： 第１回研究成果報告会
第６回： 資料論文報告会（5）量子ランジュバン方程式とマ

スター方程式
第７回： 資料論文報告会（6）振動子の位置測定・ノイズスペ

クトル
第８回： 資料論文報告会（7）量子状態の位相空間表示
第９回： 資料論文報告会（8）不確定性関係と標準量子限界
第10回： 第 2 回研究成果報告会
第11回： 資料論文報告会（9）BECと超流動
第12回： 資料論文報告会（10）レーザー冷却
第13回： 資料論文報告会（11）平均場理論・Bogoliubov理論・

相関効果
第14回： 第 3 回研究成果報告会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
予習：
・内容，計算手法，結果をまとめた資料を用意すること。
・他者の発表内容についての事前討論にも積極的に参加す
ること。
復習：
・各週で出た質問や問題は，できる限り翌週までに解消す
ること。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討議における積極性や
論理性，研究発表などを総合的に評価する。

その他
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 理論物理学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 金本　理奈

授業の概要・到達目標
　量子統計物理の基礎論，量子光学，原子光学，量子情報
科学，極低温物性論を中心とした理論的研究を行う。解析
的手法および数値的手法を用い，議論を通して新たな実験
提唱にも取り組んでいく。次の中で関連するテーマに力点
を置き，独創性のある問題に取り組む。

（1） 量子機械振動子の動力学：光の放射圧と物質のフォノ
ンの相互作用に起因する量子ダイナミクスを計算し，
さらに振動子の位置測定とコントロールの精度向上法
について解析する。

（2） 共振器量子電気力学：光と原子の相互作用を利用して，
誤り耐性のある計算機を実装するための量子技術理論
の開発をする。

（3） 冷却原子気体の極低温物性：精度よく制御された多原
子系における低温物性現象，超流動，超伝導現象をミ
クロな多体理論で解析する。

（4） 非平衡量子・統計物理の基礎論：上記の系を解析するた
めの理論的手法を構築する。

授業内容
　毎週大学院生ゼミナールを設け，研究テーマに関連した
資料論文の報告，進捗状況報告を実施する。
第１回： 資料論文報告会（1）調和振動子・電磁場の量子状態
第２回： 資料論文報告会（2）光の放射圧と振動子の相互作

用
第３回： 資料論文報告会（3）振動子の冷却と増幅
第４回： 資料論文報告会（4）状態転送
第５回： 第１回研究成果報告会
第６回： 資料論文報告会（5）量子ランジュバン方程式とマ

スター方程式
第７回： 資料論文報告会（6）振動子の位置測定・ノイズスペ

クトル
第８回： 資料論文報告会（7）量子状態の位相空間表示
第９回： 資料論文報告会（8）不確定性関係と標準量子限界
第10回： 第 2 回研究成果報告会
第11回： 資料論文報告会（9）BECと超流動
第12回： 資料論文報告会（10）レーザー冷却
第13回： 資料論文報告会（11）平均場理論・Bogoliubov理論・

相関効果
第14回： 第 3 回研究成果報告会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
予習：
・内容，計算手法，結果をまとめた資料を用意すること。
・他者の発表内容についての事前討論にも積極的に参加す
ること。
復習：
・各週で出た質問や問題は，できる限り翌週までに解消す
ること。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討議における積極性や
論理性，研究発表などを総合的に評価する。1年次の中間
発表についても評価に含める。

その他
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 理論物理学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（理学） 金本　理奈

授業の概要・到達目標
　量子統計物理の基礎論，量子光学，原子光学，量子情報
科学，極低温物性論を中心とした理論的研究を行う。解析
的手法および数値的手法を用い，議論を通して新たな実験
提唱にも取り組んでいく。次の中で関連するテーマに力点
を置き，独創性のある問題に取り組む。

（1） 量子機械振動子の動力学：光の放射圧と物質のフォノ
ンの相互作用に起因する量子ダイナミクスを計算し，
さらに振動子の位置測定とコントロールの精度向上法
について解析する。

（2） 共振器量子電気力学：光と原子の相互作用を利用して，
誤り耐性のある計算機を実装するための量子技術理論
の開発をする。

（3） 冷却原子気体の極低温物性：精度よく制御された多原
子系における低温物性現象，超流動，超伝導現象をミ
クロな多体理論で解析する。

（4） 非平衡量子・統計物理の基礎論：上記の系を解析するた
めの理論的手法を構築する。

授業内容
　毎週大学院生ゼミナールを設け，研究テーマに関連した
資料論文の報告，進捗状況報告を実施する。
第１回： 資料論文報告会（1）調和振動子・電磁場の量子状態
第２回： 資料論文報告会（2）光の放射圧と振動子の相互作

用
第３回： 資料論文報告会（3）振動子の冷却と増幅
第４回： 資料論文報告会（4）状態転送
第５回： 第１回研究成果報告会
第６回： 資料論文報告会（5）量子ランジュバン方程式とマ

スター方程式
第７回： 資料論文報告会（6）振動子の位置測定・ノイズスペ

クトル
第８回： 資料論文報告会（7）量子状態の位相空間表示
第９回： 資料論文報告会（8）不確定性関係と標準量子限界
第10回： 第 2 回研究成果報告会
第11回： 資料論文報告会（9）BECと超流動
第12回： 資料論文報告会（10）レーザー冷却
第13回： 資料論文報告会（11）平均場理論・Bogoliubov理論・

相関効果
第14回： 第 3 回研究成果報告会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
予習：
・内容，計算手法，結果をまとめた資料を用意すること。
・他者の発表内容についての事前討論にも積極的に参加す
ること。
復習：
・各週で出た質問や問題は，できる限り翌週までに解消す
ること。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討議における積極性や
論理性，研究発表などを総合的に評価する。

その他
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 理論物理学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（理学） 金本　理奈

授業の概要・到達目標
　量子統計物理の基礎論，量子光学，原子光学，量子情報
科学，極低温物性論を中心とした理論的研究を行う。解析
的手法および数値的手法を用い，議論を通して新たな実験
提唱にも取り組んでいく。次の中で関連するテーマに力点
を置き，独創性のある問題に取り組む。

（1） 量子機械振動子の動力学：光の放射圧と物質のフォノ
ンの相互作用に起因する量子ダイナミクスを計算し，
さらに振動子の位置測定とコントロールの精度向上法
について解析する。

（2） 共振器量子電気力学：光と原子の相互作用を利用して，
誤り耐性のある計算機を実装するための量子技術理論
の開発をする。

（3） 冷却原子気体の極低温物性：精度よく制御された多原
子系における低温物性現象，超流動，超伝導現象をミ
クロな多体理論で解析する。

（4） 非平衡量子・統計物理の基礎論：上記の系を解析するた
めの理論的手法を構築する。

授業内容
　毎週大学院生ゼミナールを設け，研究テーマに関連した
資料論文の報告，進捗状況報告を実施する。
第１回： 資料論文報告会（1）調和振動子・電磁場の量子状態
第２回： 資料論文報告会（2）光の放射圧と振動子の相互作

用
第３回： 資料論文報告会（3）振動子の冷却と増幅
第４回： 資料論文報告会（4）状態転送
第５回： 第１回研究成果報告会
第６回： 資料論文報告会（5）量子ランジュバン方程式とマ

スター方程式
第７回： 資料論文報告会（6）振動子の位置測定・ノイズスペ

クトル
第８回： 資料論文報告会（7）量子状態の位相空間表示
第９回： 資料論文報告会（8）不確定性関係と標準量子限界
第10回： 第 2 回研究成果報告会
第11回： 資料論文報告会（9）BECと超流動
第12回： 資料論文報告会（10）レーザー冷却
第13回： 資料論文報告会（11）平均場理論・Bogoliubov理論・

相関効果
第14回： 第 3 回研究成果報告会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
予習：
・内容，計算手法，結果をまとめた資料を用意すること。
・他者の発表内容についての事前討論にも積極的に参加す
ること。
復習：
・各週で出た質問や問題は，できる限り翌週までに解消す
ること。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討議における積極性や
論理性，研究発表などを総合的に評価する。

その他
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 実験量子物理学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 菊地　淳

授業の概要・到達目標
　固体物理学の実験研究を通じて，物理学の知識の体系的
利用方法，論理的思考力，分析総合能力，問題解決能力を
養う。

授業内容
第１回： 研究成果報告会
第２回： 研究成果報告会
第３回： 研究成果報告会
第４回： 研究成果報告会
第５回： 研究成果報告会
第６回： 研究成果報告会
第７回： 研究成果報告会
第８回： 研究成果報告会
第９回： 研究成果報告会
第10回： 研究成果報告会
第11回： 研究成果報告会
第12回： 研究成果報告会
第13回： 研究成果報告会
第14回： 研究成果報告会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　文献調査，データ解析，プレゼンテーション書類作成

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究ディスカッション，研究中間発表
などを総合して評価する。

その他

指導テーマ
　核磁気共鳴（NMR）法を主要な実験手段として，固体の
示す様々な巨視的性質（電気伝導性，磁性，熱的性質）の発
現機構について研究を行う。主要な研究テーマは以下のと
おり。

（1） 鎖状・層状構造を持つ磁性体の特異な相転移とスピン
動力学

（2） 格子と結合した量子スピン鎖における構造相転移と磁
気異常

（3） 鉄族・希土類化合物におけるスピン・軌道自由度の複合
秩序

科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 実験量子物理学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 菊地　淳

授業の概要・到達目標
　固体物理学の実験研究を通じて，物理学の知識の体系的
利用方法，論理的思考力，分析総合能力，問題解決能力を
養う。

授業内容
第１回： 研究成果報告会
第２回： 研究成果報告会
第３回： 研究成果報告会
第４回： 研究成果報告会
第５回： 研究成果報告会
第６回： 研究成果報告会
第７回： 研究成果報告会
第８回： 研究成果報告会
第９回： 研究成果報告会
第10回： 研究成果報告会
第11回： 研究成果報告会
第12回： 研究成果報告会
第13回： 研究成果報告会
第14回： 研究成果報告会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　文献調査，データ解析，プレゼンテーション書類作成

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究ディスカッション，研究中間発表
などを総合して評価する。

その他

指導テーマ
　核磁気共鳴（NMR）法を主要な実験手段として，固体の
示す様々な巨視的性質（電気伝導性，磁性，熱的性質）の発
現機構について研究を行う。主要な研究テーマは以下のと
おり。

（1） 鎖状・層状構造を持つ磁性体の特異な相転移とスピン
動力学

（2） 格子と結合した量子スピン鎖における構造相転移と磁
気異常

（3） 鉄族・希土類化合物におけるスピン・軌道自由度の複合
秩序
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 実験量子物理学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（理学） 菊地　淳

授業の概要・到達目標
　固体物理学の実験研究を通じて，物理学の知識の体系的
利用方法，論理的思考力，分析総合能力，問題解決能力を
養う。

授業内容
第１回： 研究成果報告会
第２回： 研究成果報告会
第３回： 研究成果報告会
第４回： 研究成果報告会
第５回： 研究成果報告会
第６回： 研究成果報告会
第７回： 研究成果報告会
第８回： 研究成果報告会
第９回： 研究成果報告会
第10回： 研究成果報告会
第11回： 研究成果報告会
第12回： 研究成果報告会
第13回： 研究成果報告会
第14回： 研究成果報告会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　文献調査，データ解析，プレゼンテーション書類作成

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究ディスカッション，研究中間発表
などを総合して評価する。

その他

指導テーマ
　核磁気共鳴（NMR）法を主要な実験手段として，固体の
示す様々な巨視的性質（電気伝導性，磁性，熱的性質）の発
現機構について研究を行う。主要な研究テーマは以下のと
おり。

（1） 鎖状・層状構造を持つ磁性体の特異な相転移とスピン
動力学

（2） 格子と結合した量子スピン鎖における構造相転移と磁
気異常

（3） 鉄族・希土類化合物におけるスピン・軌道自由度の複合
秩序

科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 実験量子物理学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（理学） 菊地　淳

授業の概要・到達目標
　固体物理学の実験研究を通じて，物理学の知識の体系的
利用方法，論理的思考力，分析総合能力，問題解決能力を
養う。

授業内容
第１回： 研究成果報告会
第２回： 研究成果報告会
第３回： 研究成果報告会
第４回： 研究成果報告会
第５回： 研究成果報告会
第６回： 研究成果報告会
第７回： 研究成果報告会
第８回： 研究成果報告会
第９回： 研究成果報告会
第10回： 研究成果報告会
第11回： 研究成果報告会
第12回： 研究成果報告会
第13回： 研究成果報告会
第14回： 研究成果報告会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　文献調査，データ解析，プレゼンテーション書類作成

教科書

参考書

成績評価の方法
　日常の研究態度，研究ディスカッション，研究中間発表
などを総合して評価する。

その他

指導テーマ
　核磁気共鳴（NMR）法を主要な実験手段として，固体の
示す様々な巨視的性質（電気伝導性，磁性，熱的性質）の発
現機構について研究を行う。主要な研究テーマは以下のと
おり。

（1） 鎖状・層状構造を持つ磁性体の特異な相転移とスピン
動力学

（2） 格子と結合した量子スピン鎖における構造相転移と磁
気異常

（3） 鉄族・希土類化合物におけるスピン・軌道自由度の複合
秩序
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 理論物理学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 楠瀬　博明

授業の概要・到達目標
　凝縮電子系の理論的研究を行う。解析計算と数値計算を
適切に用いて以下のテーマの基礎理論を提唱するととも
に，その検証に向けた実験の提唱や関連する実験の解析に
も取り組む。

（1） 軌道自由度がある系の秩序と揺らぎによる電気磁気相
関効果

（2） 量子多体系の実用的な数値計算フレームワークの開発
（3） 強磁性と超伝導の連携ダイナミクス
　広義の磁性体と超伝導体の理論研究を行い，凝縮電子系
の基礎理論を構築することを目標にする。

授業内容
　研究テーマに関連した資料論文の報告，進捗状況報告を
実施する。

［第１回]　 資料論文報告会（1）自由電子
［第２回]　 資料論文報告会（2）ブロッホ電子
［第３回]　 資料論文報告会（3）電気伝導
［第４回]　 資料論文報告会（4）輸送現象
［第５回]　 第１回研究成果報告会
［第６回]　 資料論文報告会（5）第 2 量子化
［第７回]　 資料論文報告会（6）相互作用
［第８回]　 資料論文報告会（7）多体摂動論
［第９回]　 資料論文報告会（8）ファインマンダイアグラム
［第10回]　 第 2 回研究成果報告会
［第11回]　 資料論文報告会（9）平均場近似と揺らぎ
［第12回]　 資料論文報告会（10）量子モンテカルロ法
［第13回]　 資料論文報告会（11）数値対角化法
［第14回]　 第 3 回研究成果報告会

履修上の注意
　統計力学や量子統計および物性物理学を履修しているこ
と。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に報告会用のレジュメを作成すること。

教科書
　なし

参考書
　なし

成績評価の方法
　研究に取り組む姿勢，研究討議における積極性や論理性，
研究発表等を総合的に評価する。

その他
　なし

科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 理論物理学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 楠瀬　博明

授業の概要・到達目標
　凝縮電子系の理論的研究を行う。解析計算と数値計算を
適切に用いて以下のテーマの基礎理論を提唱するととも
に，その検証に向けた実験の提唱や関連する実験の解析に
も取り組む。

（1） 軌道自由度がある系の秩序と揺らぎによる電気磁気相
関効果

（2） 量子多体系の実用的な数値計算フレームワークの開発
（3） 強磁性と超伝導の連携ダイナミクス
　広義の磁性体と超伝導体の理論研究を行い，凝縮電子系
の基礎理論を構築することを目標にする。

授業内容
　研究テーマに関連した資料論文の報告，進捗状況報告を
実施する。

［第１回]　 資料論文報告会（1）自由電子
［第２回]　 資料論文報告会（2）ブロッホ電子
［第３回]　 資料論文報告会（3）電気伝導
［第４回]　 資料論文報告会（4）輸送現象
［第５回]　 第１回研究成果報告会
［第６回]　 資料論文報告会（5）第 2 量子化
［第７回]　 資料論文報告会（6）相互作用
［第８回]　 資料論文報告会（7）多体摂動論
［第９回]　 資料論文報告会（8）ファインマンダイアグラム
［第10回]　 第 2 回研究成果報告会
［第11回]　 資料論文報告会（9）平均場近似と揺らぎ
［第12回]　 資料論文報告会（10）量子モンテカルロ法
［第13回]　 資料論文報告会（11）数値対角化法
［第14回]　 第 3 回研究成果報告会

履修上の注意
　統計力学や量子統計および物性物理学を履修しているこ
と。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に報告会用のレジュメを作成すること。

教科書
　なし

参考書
　なし

成績評価の方法
　研究に取り組む姿勢，研究討議における積極性や論理性，
研究発表等を総合的に評価する。

その他
　なし
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 理論物理学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（理学） 楠瀬　博明

授業の概要・到達目標
　凝縮電子系の理論的研究を行う。解析計算と数値計算を
適切に用いて以下のテーマの基礎理論を提唱するととも
に，その検証に向けた実験の提唱や関連する実験の解析に
も取り組む。

（1） 軌道自由度がある系の秩序と揺らぎによる電気磁気相
関効果

（2） 量子多体系の実用的な数値計算フレームワークの開発
（3） 強磁性と超伝導の連携ダイナミクス
　広義の磁性体と超伝導体の理論研究を行い，凝縮電子系
の基礎理論を構築することを目標にする。

授業内容
　研究テーマに関連した資料論文の報告，進捗状況報告を
実施する。

［第１回］　 資料論文報告会（1）自由電子
［第２回］　 資料論文報告会（2）ブロッホ電子
［第３回］　 資料論文報告会（3）電気伝導
［第４回］　 資料論文報告会（4）輸送現象
［第５回］　 第１回研究成果報告会
［第６回］　 資料論文報告会（5）第 2 量子化
［第７回］　 資料論文報告会（6）相互作用
［第８回］　 資料論文報告会（7）多体摂動論
［第９回］　 資料論文報告会（8）ファインマンダイアグラム
［第10回］　 第 2 回研究成果報告会
［第11回］　 資料論文報告会（9）平均場近似と揺らぎ
［第12回］　 資料論文報告会（10）量子モンテカルロ法
［第13回］　 資料論文報告会（11）数値対角化法
［第14回］　 第 3 回研究成果報告会

履修上の注意
　統計力学や量子統計および物性物理学を履修しているこ
と。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に報告会用のレジュメを作成すること。

教科書
　なし

参考書
　なし

成績評価の方法
　研究に取り組む姿勢，研究討議における積極性や論理性，
研究発表等を総合的に評価する。

その他
　なし

科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 理論物理学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（理学） 楠瀬　博明

授業の概要・到達目標
　凝縮電子系の理論的研究を行う。解析計算と数値計算を
適切に用いて以下のテーマの基礎理論を提唱するととも
に，その検証に向けた実験の提唱や関連する実験の解析に
も取り組む。

（1） 軌道自由度がある系の秩序と揺らぎによる電気磁気相
関効果

（2） 量子多体系の実用的な数値計算フレームワークの開発
（3） 強磁性と超伝導の連携ダイナミクス
　広義の磁性体と超伝導体の理論研究を行い，凝縮電子系
の基礎理論を構築することを目標にする。

授業内容
　研究テーマに関連した資料論文の報告，進捗状況報告を
実施する。

［第１回］　 資料論文報告会（1）自由電子
［第２回］　 資料論文報告会（2）ブロッホ電子
［第３回］　 資料論文報告会（3）電気伝導
［第４回］　 資料論文報告会（4）輸送現象
［第５回］　 第１回研究成果報告会
［第６回］　 資料論文報告会（5）第 2 量子化
［第７回］　 資料論文報告会（6）相互作用
［第８回］　 資料論文報告会（7）多体摂動論
［第９回］　 資料論文報告会（8）ファインマンダイアグラム
［第10回］　 第 2 回研究成果報告会
［第11回］　 資料論文報告会（9）平均場近似と揺らぎ
［第12回］　 資料論文報告会（10）量子モンテカルロ法
［第13回］　 資料論文報告会（11）数値対角化法
［第14回］　 第 3 回研究成果報告会

履修上の注意
　統計力学や量子統計および物性物理学を履修しているこ
と。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に報告会用のレジュメを作成すること。

教科書
　なし

参考書
　なし

成績評価の方法
　研究に取り組む姿勢，研究討議における積極性や論理性，
研究発表等を総合的に評価する。

その他
　なし
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 応用物理学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 新名　良介

授業の概要・到達目標
　地球内部物理学に関連した研究を行う。高温高圧実験や
天然試料の分析を通し，地球を構成する物質の物理・化学
的性質を明らかにすることを目標とする。複雑系である地
球の研究を通し，複雑に込み入った問題を整理する力と，
問題解決法を探る力の養成を目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究テーマの選定
［第２回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第３回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第４回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第５回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第６回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第７回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第８回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第９回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第10回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第11回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第12回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第13回］　 各自のテーマに関する研究結果の報告
［第14回］　 各自のテーマに関する研究結果の報告

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　先行研究や背景に関してよく理解しておくこと。計画を
立てて研究を進めること。得られた実験結果について，よ
く検証・議論をすること。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に対する姿勢や背景の理解度，議論の質と量を総合
して評価する。

その他

科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 応用物理学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 新名　良介

授業の概要・到達目標
　地球内部物理学に関連した研究を行う。高温高圧実験や
天然試料の分析を通し，地球を構成する物質の物理・化学
的性質を明らかにすることを目標とする。複雑系である地
球の研究を通し，複雑に込み入った問題を整理する力と，
問題解決法を探る力の養成を目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究テーマの選定
［第２回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第３回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第４回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第５回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第６回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第７回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第８回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第９回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第10回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第11回］　 各自のテーマに関する研究結果の報告
［第12回］　 各自のテーマに関する研究結果の報告
［第13回］　 各自のテーマに関する研究結果の報告
［第14回］　 各自のテーマに関する研究結果の報告

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　先行研究や背景に関してよく理解しておくこと。計画を
立てて研究を進めること。得られた実験結果について，よ
く検証・議論をすること。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に対する姿勢や背景の理解度，議論の質と量を総合
して評価する。

その他
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 応用物理学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 新名　良介

授業の概要・到達目標
　地球内部物理学に関連した研究を行う。高温高圧実験や
天然試料の分析を通し，地球を構成する物質の物理・化学
的性質を明らかにすることを目標とする。複雑系である地
球の研究を通し，複雑に込み入った問題を整理する力と，
問題解決法を探る力の養成を目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究テーマの選定
［第２回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第３回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第４回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第５回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第６回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第７回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第８回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第９回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第10回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第11回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第12回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第13回］　 各自のテーマに関する研究結果の報告
［第14回］　 各自のテーマに関する研究結果の報告

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　先行研究や背景に関してよく理解しておくこと。計画を
立てて研究を進めること。得られた実験結果について，よ
く検証・議論をすること。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に対する姿勢や背景の理解度，議論の質と量を総合
して評価する。

その他

科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 応用物理学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 新名　良介

授業の概要・到達目標
　地球内部物理学に関連した研究を行う。高温高圧実験や
天然試料の分析を通し，地球を構成する物質の物理・化学
的性質を明らかにすることを目標とする。複雑系である地
球の研究を通し，複雑に込み入った問題を整理する力と，
問題解決法を探る力の養成を目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究テーマの選定
［第２回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第３回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第４回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第５回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第６回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第７回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第８回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第９回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第10回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第11回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第12回］　 各自のテーマに関する研究の報告
［第13回］　 各自のテーマに関する研究結果の報告
［第14回］　 各自のテーマに関する研究結果の報告

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　先行研究や背景に関してよく理解しておくこと。計画を
立てて研究を進めること。得られた実験結果について，よ
く検証・議論をすること。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に対する姿勢や背景の理解度，議論の質と量を総合
して評価する。

その他
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 実験量子物理学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 鈴木　隆行

授業の概要・到達目標
　身の回りの物質を構成する基本単位である分子は，電子
励起状態以外にも回転や振動といった内部自由度がある。
分子の自由度を詳細に制御できれば，従来扱いえなかった
ような機能を発現させたり，化学反応性を制御したりでき
る可能性がある。本科目では，孤立分子の持つ各自由度の
典型的な時間スケールであるナノ秒からフェムト秒に至る
時間領域のダイナミクスを中心として，同時間スケールの
継続時間を持つ光パルスによる分子制御を議論する。

授業内容
授業計画
第１回： 研究分野の概観・テーマ設定
第２回： 研究テーマ発表
第３回： 研究論文報告
第４回： 研究論文報告
第５回： 研究論文報告
第６回： 研究論文報告
第７回： 研究論文報告
第８回： 研究・実験結果の中間報告
第９回： 研究論文報告
第10回： 研究論文報告
第11回： 研究論文報告
第12回： 研究論文報告
第13回： 研究論文報告
第14回： 研究・実験結果の報告

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　本科目では，物理化学の知識が不可欠である。このため
には量子力学および物理数学は十分に予習しておく必要が
ある。また，電磁気学および光学の知識も必要となるため，
適宜予習し，より上位の知識を自ら習熟するように努める
こと。

教科書
　「Physical chemistry」Peter Atkins, Oxford University 
Press
　「Physical chemistry」D. A. McQuarrie and J. D. Simon, 
University Science Book
　「Introduction to Modern Optics」G. R. Fowles, Dover 
publications

参考書
　「Laser Spectroscopy」W. Demtroder, Springer
　「Ultrashort Laser Pulse Phenomena」J. -C. Diels and W. 
Rudolph, Academic press
　「Mathematical Methods for Physicists」G. B. Arfken 
and H. J. Weber, Academic press

成績評価の方法
　研究・実験の主体的な態度およびディスカッションへの
参加状況を加味して評価する。論文発表や研究発表をした
者のみを評価の対象とする。

その他

指導テーマ
　物理化学，光物性，レーザー物理などをキーワードとし，
各自が好みに合うテーマを打ち立ててよい。教員と相談し
ながら研究の方向付けを行う。また，既定のテーマとして
以下の中から選択することもできる。

（1） ハロゲン化エーテル（吸入麻酔薬）の同定・検出とその
生体内挙動の観察

（2） 有機物の燐光発現物質の量子制御
（3） 分子制御のためのフェムト秒パルス波形整形システム

の開発
（4） 繰り返し周波数可変の超短パルス光源技術の開発
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 実験量子物理学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 鈴木　隆行

授業の概要・到達目標
　身の回りの物質を構成する基本単位である分子は，電子
励起状態以外にも回転や振動といった内部自由度がある。
分子の自由度を詳細に制御できれば，従来扱えなかったよ
うな機能を発現させたり，化学反応性を制御したりできる
可能性がある。本科目では，孤立分子の持つ各自由度の典
型的な時間スケールであるナノ秒からフェムト秒に至る時
間領域のダイナミクスを中心として，同時間スケールの継
続時間を持つ光パルスによる分子制御を議論する。

授業内容
授業計画
第１回： 研究・実験結果の報告
第２回： 研究・実験結果の報告
第３回： 研究論文報告
第４回： 研究・実験結果の報告
第５回： 研究・実験結果の報告
第６回： 研究論文報告
第７回： 研究・実験結果の報告
第８回： 研究・実験結果の報告
第９回： 研究論文報告
第10回： 研究・実験結果の報告
第11回： 研究・実験結果の報告
第12回： 研究論文報告
第13回： 研究・実験結果の報告
第14回： 研究・実験のまとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　本科目では，物理化学の知識が不可欠である。このため
には量子力学および物理数学は十分に予習しておく必要が
ある。また，電磁気学および光学の知識も必要となるため，
適宜予習し，より上位の知識を自ら習熟するように努める
こと。

教科書
　「Physical chemistry」Peter Atkins, Oxford University 
Press
　「Physical chemistry」D. A. McQuarrie and J. D. Simon, 
University Science Book
　「Introduction to Modern Optics」G. R. Fowles, Dover 
publications

参考書
　「Laser Spectroscopy」W. Demtroder, Springer
　「Ultrashort Laser Pulse Phenomena」J. -C. Diels and W. 
Rudolph, Academic press
　「Mathematical Methods for Physicists」G. B. Arfken 
and H. J. Weber, Academic press

成績評価の方法
　研究・実験の主体的な態度およびディスカッションへの
参加状況を加味して評価する。論文発表や研究発表をした
者のみを評価の対象とする。

その他

指導テーマ
　物理化学，光物性，レーザー物理などをキーワードとし，
各自が好みに合うテーマを打ち立ててよい。教員と相談し
ながら研究の方向付けを行う。また，既定のテーマとして
以下の中から選択することもできる。

（1） ハロゲン化エーテル（吸入麻酔薬）の同定・検出とその
生体内挙動の観察

（2） 有機物の燐光発現物質の量子制御
（3） 分子制御のためのフェムト秒パルス波形整形システム

の開発
（4） 繰り返し周波数可変の超短パルス光源技術の開発
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 実験量子物理学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 鈴木　隆行

授業の概要・到達目標
　本科目では，孤立分子の持つ各自由度の典型的な時間ス
ケールであるナノ秒からフェムト秒に至る時間領域のダイ
ナミクスを中心として，同時間スケールの継続時間を持つ
光パルスによる分子制御を議論する。
　光による分子の制御という研究テーマを通し，光科学の
実験技術全般の習熟を図るとともに，研究内容の対外的な
発表技術や，他者との議論など，研究活動に必要な基礎的
な技術の養成も行う。

授業内容
授業計画
第１回： 研究テーマに関する事前調査
第２回： 研究テーマに関する事前発表
第３回： 研究論文報告
第４回： 研究論文報告
第５回： 研究論文報告
第６回： 研究論文報告
第７回： 研究論文報告
第８回： 研究・実験結果の中間報告
第９回： 研究論文報告
第10回： 研究論文報告
第11回： 研究論文報告
第12回： 研究論文報告
第13回： 研究論文報告
第14回： 研究・実験結果の報告

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　本科目では，物理化学の知識が不可欠である。このため
には量子力学および物理数学は十分に予習しておく必要が
ある。また，電磁気学および光学の知識も必要となるため，
適宜予習し，より上位の知識を自ら習熟するように努める
こと。

教科書
　「Physical chemistry」Peter Atkins, Oxford University 
Press
　「Physical chemistry」D. A. McQuarrie and J. D. Simon, 
University Science Book
　「Introduction to Modern Optics」G. R. Fowles, Dover 
publications

参考書
　「Laser Spectroscopy」W. Demtroder, Springer
　「Ultrashort Laser Pulse Phenomena」J. -C. Diels and W. 
Rudolph, Academic press
　「Mathematical Methods for Physicists」G. B. Arfken 
and H. J. Weber, Academic press

成績評価の方法
　研究・実験の主体的な態度およびディスカッションへの
参加状況を加味して評価する。また，また日々の議論を通
し，論理的に次の手段を選択できているかを重要視して評
価する。

その他

指導テーマ
　これまでの研究を踏襲し，各自が好みに合うテーマを打
ち立ててよい。教員と相談しながら研究の方向付けを行う。
また，既定のテーマとして以下の中から選択することもで
きる。

（1） ハロゲン化エーテル（吸入麻酔薬）の同定・検出とその
生体内挙動の観察

（2） 有機物の燐光発現物質の量子制御
（3） 分子制御のためのフェムト秒パルス波形整形システム

の開発
（4） 繰り返し周波数可変の超短パルス光源技術の開発
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 実験量子物理学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 鈴木　隆行

授業の概要・到達目標
　本科目では，孤立分子の持つ各自由度の典型的な時間ス
ケールであるナノ秒からフェムト秒に至る時間領域のダイ
ナミクスを中心として，同時間スケールの継続時間を持つ
光パルスによる分子制御を議論する。
　光による分子の制御という研究テーマを通し，光科学の
実験技術全般の習熟を図るとともに，研究内容の対外的な
発表技術や，他者との議論など，研究活動に必要な基礎的
な技術の養成も行う。

授業内容
授業計画
第１回： 研究・実験結果の報告
第２回： 研究・実験結果の報告
第３回： 研究論文報告
第４回： 研究・実験結果の報告
第５回： 研究・実験結果の報告
第６回： 研究論文報告
第７回： 研究・実験結果の報告
第８回： 研究・実験結果の報告
第９回： 研究論文報告
第10回： 研究・実験結果の報告
第11回： 研究・実験結果の報告
第12回： 研究論文報告
第13回： 研究・実験結果の報告
第14回： 研究・実験のまとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　本科目では，物理化学の知識が不可欠である。このため
には量子力学および物理数学は十分に予習しておく必要が
ある。また，電磁気学および光学の知識も必要となるため，
適宜予習し，より上位の知識を自ら習熟するように努める
こと。

教科書
　「Physical chemistry」Peter Atkins, Oxford University 
Press
　「Physical chemistry」D. A. McQuarrie and J. D. Simon, 
University Science Book
　「Introduction to Modern Optics」G. R. Fowles, Dover 
publications

参考書
　「Laser Spectroscopy」W. Demtroder, Springer
　「Ultrashort Laser Pulse Phenomena」J. -C. Diels and W. 
Rudolph, Academic press
　「Mathematical Methods for Physicists」G. B. Arfken 
and H. J. Weber, Academic press

成績評価の方法
　研究・実験の主体的な態度およびディスカッションへの
参加状況を加味して評価する。また，研究の成果自体では
なく，その研究の意義や手段の正当性，得られた結果の解
釈を如何に他者に伝え，説明できるかを評価項目とする。

その他

指導テーマ
　これまでの研究を踏襲し，各自が好みに合うテーマを打
ち立ててよい。教員と相談しながら研究の方向付けを行う。
また，既定のテーマとして以下の中から選択することもで
きる。

（1） ハロゲン化エーテル（吸入麻酔薬）の同定・検出とその
生体内挙動の観察

（2） 有機物の燐光発現物質の量子制御
（3） 分子制御のためのフェムト秒パルス波形整形システム

の開発
（4） 繰り返し周波数可変の超短パルス光源技術の開発
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 応用物理学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 鈴木　秀彦

授業の概要・到達目標
　気象学を基礎とする地球や惑星大気物理学研究の最先端
を理解しつつ，未解明問題に対して，光学的手法を用いた
観測的アプローチで挑む。教員が提案した課題に対して，
大気の物理量を精密に測定するための装置設計から観測計
画の立案と実施，解析までの全研究プロセスを実際に行い，
地球物理データを正しく扱い，解釈できる能力を育成する
ことを最終目標とする。本科目では，各人の研究テーマに
かかわる最新の論文を読みこなし，自身の観測対象，研究
目標の意義，背景などを正しく理解することを第一の目標
とする。

授業内容
［第１回］　 資料論文報告会（1）
［第２回］　 資料論文報告会（2）
［第３回］　 資料論文報告会（3）
［第４回］　 資料論文報告会（4）
［第５回］　 資料論文報告会（5）
［第６回］　 資料論文報告会（6）
［第７回］　 研究計画報告会（1）
［第８回］　 研究計画報告会（2）
［第９回］　 資料論文報告会（7）および研究進捗報告会（1）
［第10回］　 資料論文報告会（8）および研究進捗報告会（2）
［第11回］　 資料論文報告会（9）および研究進捗報告会（3）
［第12回］　 資料論文報告会（10）および研究進捗報告会（4）
［第13回］　 資料論文報告会（11）および研究進捗報告会（5）
［第14回］　 中間発表会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　本科目の遂行に際しては，気象学およびプラズマ物理学
の基礎知識が要求される。これらは熱力学・統計力学・量子
力学・電磁気学・流体力学に基づいているので。これらの科
目を復習・予習しておくこと。実験・観測に必要な技術的な
手法に関する知識は，資料論文報告会などで適切な資料を
指定する。

教科書

参考書

成績評価の方法
　「授業への貢献度」すなわち，日常の研究，実験，観測，ディ
スカッションへの取り組む姿勢を総合して評価する。

その他
1． 研究テーマによっては，フィールドでの学外実習，学

外実験，学外観測を行う場合がある。
2． 研究テーマによっては，当該研究テーマの最先端研究

を調査するために学会等に参加する場合がある。

指導テーマ
　学生の興味と適正に応じて，テーマを設定する。自らテー
マを提案することも歓迎する。教員から提案可能なテーマ
の例は以下のとおりである。
1．地球大気研究
・特殊な雲，「極成層圏雲」「極中間圏雲（夜光雲）」に関する
研究
・対流圏～中間圏までに存在する雲をトレーサーとした大
気状態推定法に関する研究
・オーロラの光学的特性に関する研究
・身近な大気現象に関する研究
2．惑星大気研究
・天文現象の「色」に関する研究
・太陽系の惑星で起こる気象現象に関する研究
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 応用物理学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 鈴木　秀彦

授業の概要・到達目標
　気象学を基礎とする地球や惑星大気物理学研究の最先端
を理解しつつ，未解明問題に対して，光学的手法を用いた
観測的アプローチで挑む。教員が提案した課題に対して，
大気の物理量を精密に測定するための装置設計から観測計
画の立案と実施，解析までの全研究プロセスを実際に行い，
地球物理データを正しく扱い，解釈できる能力を習得する
ことを最終目標とする。本科目では，設定した研究課題の
遂行に必要なデータを得るための観測実験を行い，観測機
器とデータを正しく扱う技法を身につけることが主な目的
となる。

授業内容
［第１回］　 研究進捗報告会（1）および資料論文報告会（1）
［第２回］　 研究進捗報告会（2）および資料論文報告会（2）
［第３回］　 研究進捗報告会（3）および資料論文報告会（3）
［第４回］　 研究進捗報告会（4）および資料論文報告会（4）
［第５回］　 研究進捗報告会（5）および資料論文報告会（5）
［第６回］　 研究進捗報告会（6）および資料論文報告会（6）
［第７回］　 研究進捗報告会（7）および資料論文報告会（7）
［第８回］　 研究進捗報告会（1）
［第９回］　 研究進捗報告会（2）
［第10回］　 研究進捗報告会（3）
［第11回］　 研究進捗報告会（4）
［第12回］　 研究進捗報告会（5）
［第13回］　 研究進捗報告会（6）
［第14回］　 中間発表会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　本科目の遂行に際しては，気象学およびプラズマ物理学
の基礎知識が要求される。これらは熱力学・統計力学・量子
力学・電磁気学・流体力学に基づいているので。これらの科
目を復習・予習しておくこと。実験・観測に必要な技術的な
手法に関する知識は，資料論文報告会などで適切な資料を
指定する。

教科書
　テーマに応じて適宜資料論文を使用する。

参考書
　「一般気象学」小倉義光　東京大学出版会
　「Middle Atmosphere Dynamics」D. G. Andrews, J. R. 
Holton, C. B Leovy, ACADEMIC PRESS
　「The Earth's Ionosphere」M. C. Kelly, Elsevier

成績評価の方法
　「授業の参加度」すなわち日常の研究，実験，観測，ディ
スカッションへの取り組む姿勢を総合して評価する。

その他
1． 研究テーマによっては，フィールドでの学外実習，学

外実験，学外観測を行う場合がある。
2． 研究テーマによっては，当該研究テーマの最先端研究

を調査するために学会等に参加する場合がある。

指導テーマ
　学生の興味と適正に応じて，テーマを設定する。自らテー
マを提案することも歓迎する。教員から提案可能なテーマ
の例については，シラバスの応用物理学研究1（鈴木秀彦 
担当）を参照すること。
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 応用物理学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 鈴木　秀彦

授業の概要・到達目標
　気象学を基礎とする地球や惑星大気物理学研究の最先端
を理解しつつ，未解明問題に対して，光学的手法を用いた
観測的アプローチで挑む。教員が提案した課題に対して，
大気の物理量を精密に測定するための装置設計から観測計
画の立案と実施，解析までの全研究プロセスを実際に行い，
地球物理データを正しく扱い，解釈できる能力を習得する
ことを最終目標とする。本科目では，観測・実験によって
得られたデータを解析・考察し，大気物理学分野における
新たな知見を導き出すことを目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究進捗報告会（1）
［第２回］　 研究進捗報告会（2）
［第３回］　 研究進捗報告会（3）
［第４回］　 研究進捗報告会（4）
［第５回］　 研究進捗報告会（5）
［第６回］　 研究進捗報告会（6）
［第７回］　 研究進捗報告会（7）
［第８回］　 研究進捗報告会（8）
［第９回］　 研究進捗報告会（9）
［第10回］　 研究進捗報告会（10）
［第11回］　 研究進捗報告会（11）
［第12回］　 研究進捗報告会（12）
［第13回］　 研究進捗報告会（13）
［第14回］　 中間発表会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　本科目の遂行に際しては，気象学およびプラズマ物理学
の基礎知識が要求される。これらは熱力学・統計力学・量子
力学・電磁気学・流体力学に基づいているので。これらの科
目を復習・予習しておくこと。実験・観測に必要な技術的な
手法に関する知識は，資料論文報告会などで適切な資料を
指定する。

教科書

参考書
　「一般気象学」小倉義光　東京大学出版会
　「Middle Atmosphere Dynamics」D. G. Andrews, J. R. 
Holton, C. B Leovy, ACADEMIC PRESS
　「The Earth's Ionosphere」M. C. Kelly, Elsevier

成績評価の方法
　「授業の参加度」すなわち日常の研究，実験，観測，ディ
スカッションへの取り組む姿勢を総合して評価する。

その他
1． 研究テーマによっては，フィールドでの学外実習，学

外実験，学外観測を行う場合がある。
2． 研究テーマによっては，当該研究テーマの最先端研究

を調査するために学会等に参加する場合がある。

指導テーマ
　学生の興味と適正に応じて，テーマを設定する。自らテー
マを提案することも歓迎する。教員から提案可能なテーマ
の例については，シラバスの応用物理学研究1（鈴木秀彦 
担当）を参照すること。
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 応用物理学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 鈴木　秀彦

授業の概要・到達目標
　気象学を基礎とする地球や惑星大気物理学研究の最先端
を理解しつつ，未解明問題に対して，光学的手法を用いた
観測的アプローチで挑む。教員が提案した課題に対して，
大気の物理量を精密に測定するための装置設計から観測計
画の立案と実施，解析までの全研究プロセスを実際に行い，
地球物理データを正しく扱い，解釈できる能力を習得する
ことを最終目標とする。本科目では，これまでの成果を科
学論文形式としてまとめ，国内外における学会等での発表
に耐えうる内容に仕上げることを目標とする。

授業内容
［第１回］　 研究進捗報告会（1）
［第２回］　 研究進捗報告会（2）
［第３回］　 研究進捗報告会（3）
［第４回］　 研究進捗報告会（4）
［第５回］　 研究進捗報告会（5）
［第６回］　 研究進捗報告会（6）
［第７回］　 研究進捗報告会（7）
［第８回］　 研究進捗報告会（8）
［第９回］　 研究進捗報告会（9）
［第10回］　 研究進捗報告会（10）
［第11回］　 研究のまとめ報告会（1）
［第12回］　 研究のまとめ報告会（2）
［第13回］　 研究のまとめ報告会（3）
［第14回］　 研究のまとめ報告会（4）

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　本科目の遂行に際しては，気象学およびプラズマ物理学
の基礎知識が要求される。これらは熱力学・統計力学・量子
力学・電磁気学・流体力学に基づいているので。これらの科
目を復習・予習しておくこと。実験・観測に必要な技術的な
手法に関する知識は，資料論文報告会などで適切な資料を
指定する。

教科書

参考書
　「一般気象学」小倉義光　東京大学出版会
　「Middle Atmosphere Dynamics」D. G. Andrews, J. R. 
Holton, C. B Leovy, ACADEMIC PRESS
　「The Earth's Ionosphere」M. C. Kelly, Elsevier

成績評価の方法
　「授業への貢献度」すなわち，日常の研究，実験，観測，ディ
スカッションへの取り組む姿勢を総合して評価する。

その他
1． 研究テーマによっては，フィールドでの学外実習，学

外実験，学外観測を行う場合がある。
2． 研究テーマによっては，当該研究テーマの最先端研究

を調査するために学会等に参加する場合がある。

指導テーマ
　学生の興味と適正に応じて，テーマを設定する。自らテー
マを提案することも歓迎する。教員から提案可能なテーマ
の例については，シラバスの応用物理学研究1（鈴木秀彦 
担当）を参照すること。
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 実験量子物理学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　理学博士 立川　真樹

授業の概要・到達目標
　量子光学の実験研究を通して，自ら積極的に問題に取り
組む姿勢，論理的に分析し判断する能力を養うことを目的
とする。
　レーザー光が物体に及ぼす力を利用して，原子・分子や
微粒子の運動状態を精密に制御し，原子の波動性や物質と
光の相互作用の基礎問題など，量子力学的な諸現象の解明
に応用する。具体的な研究テーマを以下に記す。
①原子のレーザー冷却：レーザー冷却によって極低温原子
集団を生成し，物質の波動性や電磁波の力学効果を検証す
る実験を行う。
②微粒子の光トラッピングと分光計測：電磁場によってミ
クロン程度の微粒子を空中に浮遊させ，分光計測によって
単一微粒子やそれを構成する原子・分子の物性を明らかに
する。
③その他，光の力学効果の基礎実験やレーザー分光実験など

授業内容
　研究テーマを選択し，背景理論の理解，実験の立案，装
置の開発，現象の観測と理論解析，研究成果のまとめと公
表等，一連の研究活動を実践していく。今学期は，背景理
論の理解と実験の立案が中心となる。
第１回： ガイダンス
第２回： 研究活動
第３回： 研究活動
第４回： 研究活動
第５回： 研究活動
第６回： 研究活動
第７回： 研究活動
第８回： 研究活動
第９回： 研究活動
第10回： 研究活動
第11回： 研究活動
第12回： 研究活動
第13回： 研究活動
第14回： 研究成果報告

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　自らのテーマについて常に考え，積極的に探求すること。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に対する意欲，論理的な思考力を総合的に判断して
評価する。

その他

科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 実験量子物理学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　理学博士 立川　真樹

授業の概要・到達目標
　量子光学の実験研究を通して，自ら積極的に問題に取り
組む姿勢，論理的に分析し判断する能力を養うことを目的
とする。
　レーザー光が物体に及ぼす力を利用して，原子・分子や
微粒子の運動状態を精密に制御し，原子の波動性や物質と
光の相互作用の基礎問題など，量子力学的な諸現象の解明
に応用する。具体的な研究テーマを以下に記す。
①原子のレーザー冷却：レーザー冷却によって極低温原子
集団を生成し，物質の波動性や電磁波の力学効果を検証す
る実験を行う。
②微粒子の光トラッピングと分光計測：電磁場によってミ
クロン程度の微粒子を空中に浮遊させ，分光計測によって
単一微粒子やそれを構成する原子・分子の物性を明らかに
する。
③その他，光の力学効果の基礎実験やレーザー分光実験など

授業内容
　研究テーマを選択し，背景理論の理解，実験の立案，装
置の開発，現象の観測と理論解析，研究成果のまとめと公
表等，一連の研究活動を実践していく。今学期は，実験系
の構築を行いデータの取得を目指す。
第１回： 研究打ち合わせ
第２回： 研究活動
第３回： 研究活動
第４回： 研究活動
第５回： 研究活動
第６回： 研究活動
第７回： 研究活動
第８回： 研究活動
第９回： 研究活動
第10回： 研究活動
第11回： 研究活動
第12回： 研究活動
第13回： 研究活動
第14回： 研究成果報告

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　自らのテーマについて常に考え，積極的に探求すること。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に対する意欲，論理的な思考力を総合的に判断して
評価する。

その他
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 実験量子物理学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　理学博士 立川　真樹

授業の概要・到達目標
　量子光学の実験研究を通して，自ら積極的に問題に取り
組む姿勢，論理的に分析し判断する能力を養うことを目的
とする。
　レーザー光が物体に及ぼす力を利用して，原子・分子や
微粒子の運動状態を精密に制御し，原子の波動性や物質と
光の相互作用の基礎問題など，量子力学的な諸現象の解明
に応用する。具体的な研究テーマを以下に記す。
①原子のレーザー冷却：レーザー冷却によって極低温原子
集団を生成し，物質の波動性や電磁波の力学効果を検証す
る実験を行う。
②微粒子の光トラッピングと分光計測：電磁場によってミ
クロン程度の微粒子を空中に浮遊させ，分光計測によって
単一微粒子やそれを構成する原子・分子の物性を明らかに
する。
③その他，光の力学効果の基礎実験やレーザー分光実験など

授業内容
　研究テーマを選択し，背景理論の理解，実験の立案，装
置の開発，現象の観測と理論解析，研究成果のまとめと公
表等，一連の研究活動を実践していく。今学期は，1年次
に引き続き実験データの取得と解析を行う。
第１回： 研究打ち合わせ
第２回： 研究活動
第３回： 研究活動
第４回： 研究活動
第５回： 研究活動
第６回： 研究活動
第７回： 研究活動
第８回： 研究活動
第９回： 研究活動
第10回： 研究活動
第11回： 研究活動
第12回： 研究活動
第13回： 研究活動
第14回： 研究成果報告

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　自らのテーマについて常に考え，積極的に探求すること。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に対する意欲，論理的な思考力を総合的に判断して
評価する。

その他

科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 実験量子物理学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　理学博士 立川　真樹

授業の概要・到達目標
　量子光学の実験研究を通して，自ら積極的に問題に取り
組む姿勢，論理的に分析し判断する能力を養うことを目的
とする。
　レーザー光が物体に及ぼす力を利用して，原子・分子や
微粒子の運動状態を精密に制御し，原子の波動性や物質と
光の相互作用の基礎問題など，量子力学的な諸現象の解明
に応用する。具体的な研究テーマを以下に記す。
①原子のレーザー冷却：レーザー冷却によって極低温原子
集団を生成し，物質の波動性や電磁波の力学効果を検証す
る実験を行う。
②微粒子の光トラッピングと分光計測：電磁場によってミ
クロン程度の微粒子を空中に浮遊させ，分光計測によって
単一微粒子やそれを構成する原子・分子の物性を明らかに
する。
③その他，光の力学効果の基礎実験やレーザー分光実験など

授業内容
　研究テーマを選択し，背景理論の理解，実験の立案，装
置の開発，現象の観測と理論解析，研究成果のまとめと公
表等，一連の研究活動を実践していく。今学期は，実験デー
タの解析を行い，研究を総括する。
第１回： 研究打ち合わせ
第２回： 研究活動
第３回： 研究活動
第４回： 研究活動
第５回： 研究活動
第６回： 研究活動
第７回： 研究活動
第８回： 研究活動
第９回： 研究活動
第10回： 研究活動
第11回： 研究活動
第12回： 研究活動
第13回： 研究活動
第14回： 研究成果報告

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　自らのテーマについて常に考え，積極的に探求すること。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に対する意欲，論理的な思考力を総合的に判断して
評価する。

その他
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 応用物理学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（地球環境科学） 長島　和茂

授業の概要・到達目標
　水に関連する結晶である氷やクラスレートハイドレー
ト，さらには，結晶の形をキーワードにストームグラス（カ
ンファー結晶）の成長や融解・溶解に関する実験的研究を行
い，温度条件やサンプル組成と成長速度や成長形との関係
を解析することで，結晶の形成機構を明らかにすることを
目的とする。特に，結晶の形の形成機構の理解を深めるこ
とで，自然界で起こりうる結晶成長過程の詳細な理解や，
機能性結晶材料の新奇な生成法を探求することを目的とす
る。
　具体的な研究の流れは，（i）結晶成長装置の開発や改良，

（ii）温度やサンプル濃度などを変数とした結晶成長実験の
その場観察，（iii）結晶成長過程の連続画像の解析，（iv）解
析結果を理論モデルに基づき考察し，成長機構や形の形成
機構の詳細を明らかにすることである。このときに，連続
画像の撮影のみならず，光干渉法を用いた結晶近傍の物質
拡散場測定や，溶液の物性である屈折率や密度の測定も必
要に応じて行うことで，より深い考察を行う。ここでは，
研究テーマの学術的背景，研究方法を学び，結晶成長装置
の開発と改良，さらには，分析装置を用いた基礎物性の測
定が中心である。

授業内容
第１回： 研究に関するガイダンス
第２回： 実験経過報告会
第３回： 実験経過報告会
第４回： 研究論文報告会
第５回： 実験経過報告会
第６回： 実験経過報告会
第７回： 研究論文報告会
第８回： 実験経過報告会
第９回： 実験経過報告会
第10回： 研究論文報告会
第11回： 実験経過報告会
第12回： 実験経過報告会
第13回： 研究論文報告会
第14回： 実験成果発表会

履修上の注意
　雪氷物理学研究室のホームページ，特に，ガイダンス資
料のページを事前に読んでおくこと。また，定期的に何回
か読み直すこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究は実験室において行うのみならず，実験室外におい
ても研究テーマに関する様々な疑問点を調査・解消する時
間をかけるとともに，実験上の困難を克服するための工夫，
実験結果の解釈である考察に対するより良いアイデアを得
るための試行錯誤を必要とする。

教科書
　『Statistical Physics of Crystal Growth』Yukio Saito

（World Scientific）
　『Handbook of Crystal Growth 1b, Fundamentals: 
Transport and Stability』Editor: D. T. J. Hurle（Elsevier）

参考書
　『結晶は生きている』黒田登志雄著（サイエンス社）
　『結晶成長』斎藤幸夫著（裳華房）

成績評価の方法
　日常の研究・実験態度，研究ディスカッション，研究論
文発表，実験成果発表，修士中間発表会などを総合して評
価する。

その他

指導テーマ
　研究テーマの例を以下に記すが，学生の興味に合わせて
新たな研究テーマを加えることもあり得る。

（1） 多孔質媒体中でのTHFクラスレートハイドレートの形
態形成機構の解明

　海底メタンハイドレートは海底堆積物中に多様な形状で
析出している。このメカニズムの解明に向けて，ガラスビー
ズ中でのTHFハイドレートの成長実験をモデル実験として
行う。ハイドレートの成長に関連する多様なパラメータを
変えながら実験を行うことで，ハイドレートの形状やサイ
ズスケールと実験条件との関係性を明らかにする。そして，
氷の霜柱の形成モデルや結晶成長の形態形成モデルをもと
に考察して，多様な形態形成のメカニズムを探求する。

（2） 一方向凝固法により塩水中で成長する氷結晶の形態形
成機構の解明

　一方向凝固法により成長する結晶は，セル状や樹枝状の
形状で成長する。これらのパターン形成やサイズスケール
の理解には，物質の拡散場の理解が重要であり，光干渉法
による塩分濃度場測定を併せて行う。そして，成長条件を
変数とした実験を行い，形態形成理論をもとにして，パター
ン形成の詳細な理解を目指す。

（3） 温度変動下におけるストームグラス中でのカンファ結
晶挙動の探索と温度変動を利用した結晶パターンの制
御法の探求

　ストームグラスは19世紀のヨーロッパで天気の予報に使
われていた器具である。現在において実用的な価値は無く，
また，結晶成長学的な探求を目的とするため，天気との関
連性は扱わない。ストームグラスは密閉したガラス管中に
カンファー・エタノール・水と微量成分が混入したものであ
り，温度変化により結晶の見た目の高さや形状が変化する。
一般に，温度変動下の結晶の形態形成の理解は十分でない
ため，周期的な温度変動下における結晶の成長や溶解にと
もなう，見た目の結晶の高さの変化や形状の変化のメカニ
ズムを探求することは意義深いと考える。この成果を応用
することで，自在なパターンを形成するための新奇な制御
法の開発も探求する。

― 551 ―



科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 応用物理学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（地球環境科学） 長島　和茂

授業の概要・到達目標
　水に関連する結晶である氷やクラスレートハイドレー
ト，さらには，結晶の形をキーワードにストームグラス（カ
ンファー結晶）の成長や融解・溶解に関する実験的研究を行
い，温度条件やサンプル組成と成長速度や成長形との関係
を解析することで，結晶の形成機構を明らかにすることを
目的とする。特に，結晶の形の形成機構の理解を深めるこ
とで，自然界で起こりうる結晶成長過程の詳細な理解や，
機能性結晶材料の新奇な生成法を探求することを目的とす
る。
　具体的な研究の流れは，（i）結晶成長装置の開発や改良，

（ii）温度やサンプル濃度などを変数とした結晶成長実験の
その場観察，（iii）結晶成長過程の連続画像の解析，（iv）解
析結果を理論モデルに基づき考察し，成長機構や形の形成
機構の詳細を明らかにすることである。このときに，連続
画像の撮影のみならず，光干渉法を用いた結晶近傍の物質
拡散場測定や，溶液の物性である屈折率や密度の測定も必
要に応じて行うことで，より深い考察を行う。ここでは，
さまざまな条件での結晶成長実験と解析を行い，その結果
やその他の物性測定の結果を基にして，理論モデルとの比
較による考察が中心であり，一連の研究を総括する。

授業内容
第１回： 研究に関するガイダンス
第２回： 実験経過報告会
第３回： 実験経過報告会
第４回： 研究論文報告会
第５回： 実験経過報告会
第６回： 実験経過報告会
第７回： 研究論文報告会
第８回： 実験経過報告会
第９回： 実験経過報告会
第10回： 研究論文報告会
第11回： 実験経過報告会
第12回： 実験経過報告会
第13回： 研究論文報告会
第14回： 実験成果発表会

履修上の注意
　雪氷物理学研究室のホームページ，特に，ガイダンス資
料のページを事前に読んでおくこと。また，定期的に何回
か読み直すこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究は実験室において行うのみならず，実験室外におい
ても研究テーマに関する様々な疑問点を調査・解消する時
間をかけるとともに，実験上の困難を克服するための工夫，
実験結果の解釈である考察に対するより良いアイデアを得
るための試行錯誤を必要とする。

教科書
　『Statistical Physics of Crystal Growth』Yukio Saito

（World Scientific）
　『Handbook of Crystal Growth 1b, Fundamentals: 
Transport and Stability』Editor: D. T. J. Hurle（Elsevier）

参考書
　『結晶は生きている』黒田登志雄著（サイエンス社）
　『結晶成長』斎藤幸夫著（裳華房）

成績評価の方法
　日常の研究・実験態度，研究ディスカッション，研究論
文発表，実験成果発表，修士論文発表などを総合して評価
する。

その他

指導テーマ
　研究テーマの例を以下に記すが，学生の興味に合わて新
たな研究テーマを加えることもあり得る。

（1） 多孔質媒体中でのTHFクラスレートハイドレートの形
態形成機構の解明

　海底メタンハイドレートは海底堆積物中に多様な形状で
析出している。このメカニズムの解明に向けて，ガラスビー
ズ中でのTHFハイドレートの成長実験をモデル実験として
行う。ハイドレートの成長に関連する多様なパラメータを
変えながら実験を行うことで，ハイドレートの形状やサイ
ズスケールと実験条件との関係性を明らかにする。そして，
氷の霜柱の形成モデルや結晶成長の形態形成モデルをもと
に考察して，多様な形態形成のメカニズムを探求する。

（2） 一方向凝固法により塩水中で成長する氷結晶の形態形
成機構の解明

　一方向凝固法により成長する結晶は，セル状や樹枝状の
形状で成長する。これらのパターン形成やサイズスケール
の理解には，物質の拡散場の理解が重要であり，光干渉法
による塩分濃度場測定を併せて行う。そして，成長条件を
変数とした実験を行い，形態形成理論をもとにして，パター
ン形成の詳細な理解を目指す。

（3） 温度変動下におけるストームグラス中でのカンファ結
晶挙動の探索と温度変動を利用した結晶パターンの制
御法の探求

　ストームグラスは19世紀のヨーロッパで天気の予報に使
われていた器具である。現在において実用的な価値は無く，
また，結晶成長学的な探求を目的とするため，天気との関
連性は扱わない。ストームグラスは密閉したガラス管中に
カンファー・エタノール・水と微量成分が混入したものであ
り，温度変化により結晶の見た目の高さや形状が変化する。
一般に，温度変動下の結晶の形態形成の理解は十分でない
ため，周期的な温度変動下における結晶の成長や溶解にと
もなう，見た目の結晶の高さの変化や形状の変化のメカニ
ズムを探求することは意義深いと考える。この成果を応用
することで，自在なパターンを形成するための新奇な制御
法の開発も探求する。
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 応用物理学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（地球環境科学） 長島　和茂

授業の概要・到達目標
　水に関連する結晶である氷やクラスレートハイドレー
ト，さらには，結晶の形をキーワードにストームグラス（カ
ンファー結晶）の成長や融解・溶解に関する実験的研究を行
い，温度条件やサンプル組成と成長速度や成長形との関係
を解析することで，結晶の形成機構を明らかにすることを
目的とする。特に，結晶の形の形成機構の理解を深めるこ
とで，自然界で起こりうる結晶成長過程の詳細な理解や，
機能性結晶材料の新奇な生成法を探求することを目的とす
る。
　具体的な研究の流れは，（i）結晶成長装置の開発や改良，

（ii）温度やサンプル濃度などを変数とした結晶成長実験の
その場観察，（iii）結晶成長過程の連続画像の解析，（iv）解
析結果を理論モデルに基づき考察し，成長機構や形の形成
機構の詳細を明らかにすることである。このときに，連続
画像の撮影のみならず，光干渉法を用いた結晶近傍の物質
拡散場測定や，溶液の物性である屈折率や密度の測定も必
要に応じて行うことで，より深い考察を行う。ここでは，
研究テーマの学術的背景，研究方法を学び，結晶成長装置
の開発と改良，さらには，分析装置を用いた基礎物性の測
定が中心である。

授業内容
第１回： 研究に関するガイダンス
第２回： 実験経過報告会
第３回： 実験経過報告会
第４回： 研究論文報告会
第５回： 実験経過報告会
第６回： 実験経過報告会
第７回： 研究論文報告会
第８回： 実験経過報告会
第９回： 実験経過報告会
第10回： 研究論文報告会
第11回： 実験経過報告会
第12回： 実験経過報告会
第13回： 研究論文報告会
第14回： 実験成果発表会

履修上の注意
　雪氷物理学研究室のホームページ，特に，ガイダンス資
料のページを事前に読んでおくこと。また，定期的に何回
か読み直すこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究は実験室において行うのみならず，実験室外におい
ても研究テーマに関する様々な疑問点を調査・解消する時
間をかけるとともに，実験上の困難を克服するための工夫，
実験結果の解釈である考察に対するより良いアイデアを得
るための試行錯誤を必要とする。

教科書
　『Statistical Physics of Crystal Growth』Yukio Saito

（World Scientific）
　『Handbook of Crystal Growth 1b, Fundamentals: 
Transport and Stability』Editor: D. T. J. Hurle（Elsevier）

参考書
　『結晶は生きている』黒田登志雄著（サイエンス社）
　『結晶成長』斎藤幸夫著（裳華房）

成績評価の方法
　日常の研究・実験態度，研究ディスカッション，研究論
文発表，実験成果発表，修士論文発表などを総合して評価
する。

その他

指導テーマ
　研究テーマの例を以下に記すが，学生の興味に合わせて
新たな研究テーマを加えることもあり得る。

（1） 多孔質媒体中でのTHFクラスレートハイドレートの形
態形成機構の解明

　海底メタンハイドレートは海底堆積物中に多様な形状で
析出している。このメカニズムの解明に向けて，ガラスビー
ズ中でのTHFハイドレートの成長実験をモデル実験として
行う。ハイドレートの成長に関連する多様なパラメータを
変えながら実験を行うことで，ハイドレートの形状やサイ
ズスケールと実験条件との関係性を明らかにする。そして，
氷の霜柱の形成モデルや結晶成長の形態形成モデルをもと
に考察して，多様な形態形成のメカニズムを探求する。

（2） 一方向凝固法により塩水中で成長する氷結晶の形態形
成機構の解明

　一方向凝固法により成長する結晶は，セル状や樹枝状の
形状で成長する。これらのパターン形成やサイズスケール
の理解には，物質の拡散場の理解が重要であり，光干渉法
による塩分濃度場測定を併せて行う。そして，成長条件を
変数とした実験を行い，形態形成理論をもとにして，パター
ン形成の詳細な理解を目指す。

（3） 温度変動下におけるストームグラス中でのカンファ結
晶挙動の探索と温度変動を利用した結晶パターンの制
御法の探求

　ストームグラスは19世紀のヨーロッパで天気の予報に使
われていた器具である。現在において実用的な価値は無く，
また，結晶成長学的な探求を目的とするため，天気との関
連性は扱わない。ストームグラスは密閉したガラス管中に
カンファー・エタノール・水と微量成分が混入したものであ
り，温度変化により結晶の見た目の高さや形状が変化する。
一般に，温度変動下の結晶の形態形成の理解は十分でない
ため，周期的な温度変動下における結晶の成長や溶解にと
もなう，見た目の結晶の高さの変化や形状の変化のメカニ
ズムを探求することは意義深いと考える。この成果を応用
することで，自在なパターンを形成するための新奇な制御
法の開発も探求する。
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 応用物理学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（地球環境科学） 長島　和茂

授業の概要・到達目標
　水に関連する結晶である氷やクラスレートハイドレー
ト，さらには，結晶の形をキーワードにストームグラス（カ
ンファー結晶）の成長や融解・溶解に関する実験的研究を行
い，温度条件やサンプル組成と成長速度や成長形との関係
を解析することで，結晶の形成機構を明らかにすることを
目的とする。特に，結晶の形の形成機構の理解を深めるこ
とで，自然界で起こりうる結晶成長過程の詳細な理解や，
機能性結晶材料の新奇な生成法を探求することを目的とす
る。
　具体的な研究の流れは，（i）結晶成長装置の開発や改良，

（ii）温度やサンプル濃度などを変数とした結晶成長実験の
その場観察，（iii）結晶成長過程の連続画像の解析，（iv）解
析結果を理論モデルに基づき考察し，成長機構や形の形成
機構の詳細を明らかにすることである。このときに，連続
画像の撮影のみならず，光干渉法を用いた結晶近傍の物質
拡散場測定や，溶液の物性である屈折率や密度の測定も必
要に応じて行うことで，より深い考察を行う。ここでは，
研究テーマの学術的背景，研究方法を学び，結晶成長装置
の開発と改良，さらには，分析装置を用いた基礎物性の測
定が中心である。

授業内容
第１回： 研究に関するガイダンス
第２回： 実験経過報告会
第３回： 実験経過報告会
第４回： 研究論文報告会
第５回： 実験経過報告会
第６回： 実験経過報告会
第７回： 研究論文報告会
第８回： 実験経過報告会
第９回： 実験経過報告会
第10回： 研究論文報告会
第11回： 実験経過報告会
第12回： 実験経過報告会
第13回： 研究論文報告会
第14回： 実験成果発表会

履修上の注意
　雪氷物理学研究室のホームページ，特に，ガイダンス資
料のページを事前に読んでおくこと。また，定期的に何回
か読み直すこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究は実験室において行うのみならず，実験室外におい
ても研究テーマに関する様々な疑問点を調査・解消する時
間をかけるとともに，実験上の困難を克服するための工夫，
実験結果の解釈である考察に対するより良いアイデアを得
るための試行錯誤を必要とする。

教科書
　『Statistical Physics of Crystal Growth』Yukio Saito

（World Scientific）
　『Handbook of Crystal Growth 1b, Fundamentals: 
Transport and Stability』Editor: D. T. J. Hurle（Elsevier）

参考書
　『結晶は生きている』黒田登志雄著（サイエンス社）
　『結晶成長』斎藤幸夫著（裳華房）

成績評価の方法
　日常の研究・実験態度，研究ディスカッション，研究論
文発表，実験成果発表，修士論文発表などを総合して評価
する。

その他

指導テーマ
　研究テーマの例を以下に記すが，学生の興味に合わせて
新たな研究テーマを加えることもあり得る。

（1） 多孔質媒体中でのTHFクラスレートハイドレートの形
態形成機構の解明

　海底メタンハイドレートは海底堆積物中に多様な形状で
析出している。このメカニズムの解明に向けて，ガラスビー
ズ中でのTHFハイドレートの成長実験をモデル実験として
行う。ハイドレートの成長に関連する多様なパラメータを
変えながら実験を行うことで，ハイドレートの形状やサイ
ズスケールと実験条件との関係性を明らかにする。そして，
氷の霜柱の形成モデルや結晶成長の形態形成モデルをもと
に考察して，多様な形態形成のメカニズムを探求する。

（2） 一方向凝固法により塩水中で成長する氷結晶の形態形
成機構の解明

　一方向凝固法により成長する結晶は，セル状や樹枝状の
形状で成長する。これらのパターン形成やサイズスケール
の理解には，物質の拡散場の理解が重要であり，光干渉法
による塩分濃度場測定を併せて行う。そして，成長条件を
変数とした実験を行い，形態形成理論をもとにして，パター
ン形成の詳細な理解を目指す。

（3） 温度変動下におけるストームグラス中でのカンファ結
晶挙動の探索と温度変動を利用した結晶パターンの制
御法の探求

　ストームグラスは19世紀のヨーロッパで天気の予報に使
われていた器具である。現在において実用的な価値は無く，
また，結晶成長学的な探求を目的とするため，天気との関
連性は扱わない。ストームグラスは密閉したガラス管中に
カンファー・エタノール・水と微量成分が混入したものであ
り，温度変化により結晶の見た目の高さや形状が変化する。
一般に，温度変動下の結晶の形態形成の理解は十分でない
ため，周期的な温度変動下における結晶の成長や溶解にと
もなう，見た目の結晶の高さの変化や形状の変化のメカニ
ズムを探求することは意義深いと考える。この成果を応用
することで，自在なパターンを形成するための新奇な制御
法の開発も探求する。
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科目ナンバー： ST PHY642J

物理学専攻 備 考

科 目 名 生物物理学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　獣医学博士 平岡　和佳子

授業の概要・到達目標
〔生体内における情報伝達機能〕
　活性酸素やフリーラジカルと，生体との関与・および情
報伝達機能について研究を行う。実際には，原子間力顕微
鏡やレーザー走査顕微鏡・電子スピン共鳴装置などを用い
て，神経細胞の分化や，白血球が関与する免疫機能などに
おける活性酸素の働きについて研究を進める予定である。
　1年生の本研究では，前期は主として，各自の研究テー
マの学術的必要性・研究の背景・研究方法についてゼミナー
ルを通して学習し，研究計画の作成を行い，それに基づき
研究を開始する。後期では，中間発表に向けて，ゼミナー
ルの他に，研究報告会を併せて実施し，研究の進行につい
てディカッションを行う。2年生では，1年次に引き続き，
各自の研究テーマの学術的必要性・研究の背景・研究方法に
ついてゼミナールを通して学習し，さらに修士論文作成に
向けて，ゼミナールに加えて，毎週報告会を実施し，研究
の進行について全員でディカッションを行う。

授業内容
　毎週一コマ，大学院生ゼミナールを設け，研究テーマに
関連した資料論文の報告会ゼミナール・研究報告会を実施
する。

［第１回］　 資料論文報告会
［第２回］　 資料論文報告会
［第３回］　 資料論文報告会
［第４回］　 資料論文報告会
［第５回］　 第一回研究成果報告会
［第６回］　 資料論文報告会
［第７回］　 資料論文報告会
［第８回］　 資料論文報告会
［第９回］　 資料論文報告会
［第10回］　 第二回研究成果報告会
［第11回］　 資料論文報告会
［第12回］　 資料論文報告会
［第13回］　 資料論文報告会
［第14回］　 第三回研究成果報告会

履修上の注意
　時間割に記載されている実施曜日は仮置きとなっていま
す。実際の曜日・時間については，担当教員と相談のうえ，
四月になってから決定するので注意してください。

準備学習（予習・復習等）の内容
　本研究では，毎回の研究実施後，方法・実施日時・資料・
結果等について，研究ノートに記載し，次回の研究実施時
に教員のチェックを受けるようにしてください。

教科書
　特に指定しない。

参考書

成績評価の方法
　評価は，ゼミナールの内容と，研究実施内容，中間発表
の結果（1年），によって判定する。

その他

科目ナンバー： ST PHY642J

物理学専攻 備 考

科 目 名 生物物理学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　獣医学博士 平岡　和佳子

授業の概要・到達目標
〔生体内における情報伝達機能〕
　活性酸素やフリーラジカルと，生体との関与・および情
報伝達機能について研究を行う。実際には，原子間力顕微
鏡やレーザー走査顕微鏡・電子スピン共鳴装置などを用い
て，神経細胞の分化や，白血球が関与する免疫機能などに
おける活性酸素の働きについて研究を進める予定である。
　1年生の本研究では，前期は主として，各自の研究テー
マの学術的必要性・研究の背景・研究方法についてゼミナー
ルを通して学習し，研究計画の作成を行い，それに基づき
研究を開始する。後期では，中間発表に向けて，ゼミナー
ルの他に，研究報告会を併せて実施し，研究の進行につい
てディカッションを行う。2年生では，1年次に引き続き，
各自の研究テーマの学術的必要性・研究の背景・研究方法に
ついてゼミナールを通して学習し，さらに修士論文作成に
向けて，ゼミナールに加えて，毎週報告会を実施し，研究
の進行について全員でディカッションを行う。

授業内容
　毎週一コマ，大学院生ゼミナールを設け，研究テーマに
関連した資料論文の報告会ゼミナール・研究報告会を実施
する。

［第１回］　 資料論文報告会
［第２回］　 資料論文報告会
［第３回］　 資料論文報告会
［第４回］　 資料論文報告会
［第５回］　 第一回研究成果報告会
［第６回］　 資料論文報告会
［第７回］　 資料論文報告会
［第８回］　 資料論文報告会
［第９回］　 資料論文報告会
［第10回］　 第二回研究成果報告会
［第11回］　 資料論文報告会
［第12回］　 資料論文報告会
［第13回］　 資料論文報告会
［第14回］　 第三回研究成果報告会

履修上の注意
　時間割に記載されている実施曜日は仮置きとなっていま
す。実際の曜日・時間については，担当教員と相談のうえ，
四月になってから決定するので注意してください。

準備学習（予習・復習等）の内容
　本研究では，毎回の研究実施後，方法・実施日時・資料・
結果等について，研究ノートに記載し，次回の研究実施時
に教員のチェックを受けるようにしてください。

教科書
　特に指定しない。

参考書

成績評価の方法
　評価は，ゼミナールの内容と，研究実施内容，中間発表
の結果（1年），によって判定する。

その他
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科目ナンバー： ST PHY642J

物理学専攻 備 考

科 目 名 生物物理学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　獣医学博士 平岡　和佳子

授業の概要・到達目標
〔生体内における情報伝達機能〕
　活性酸素やフリーラジカルと，生体との関与・および情
報伝達機能について研究を行う。実際には，原子間力顕微
鏡やレーザー走査顕微鏡・電子スピン共鳴装置などを用い
て，神経細胞の分化や，白血球が関与する免疫機能などに
おける活性酸素の働きについて研究を進める予定である。
　本研究では，春学期は主として，各自の研究テーマの学
術的必要性・研究の背景・研究方法についてゼミナールを通
して学習し，研究計画の作成を行い，それに基づき研究を
開始する。秋学期では，中間発表に向けて，ゼミナールの
他に，研究報告会を併せて実施し，研究の進行についてディ
カッションを行う予定である。本研究では，1年次に引き
続き，各自の研究テーマの学術的必要性・研究の背景・研究
方法についてゼミナールを通して学習し，さらに修士論文
作成に向けて，ゼミナールに加えて，毎週報告会を実施し，
研究の進行について全員でディカッションを行う。

授業内容
　毎週一コマ，大学院生ゼミナールを設け，研究テーマに
関連した資料論文の報告会ゼミナール・研究報告会を実施
する。

［第１回］　 資料論文報告会
［第２回］　 資料論文報告会
［第３回］　 資料論文報告会
［第４回］　 資料論文報告会
［第５回］　 第一回研究成果報告会
［第６回］　 資料論文報告会
［第７回］　 資料論文報告会
［第８回］　 資料論文報告会
［第９回］　 資料論文報告会
［第10回］　 第二回研究成果報告会
［第11回］　 資料論文報告会
［第12回］　 資料論文報告会
［第13回］　 資料論文報告会
［第14回］　 第三回研究成果報告会

履修上の注意
　時間割に記載されている実施曜日は仮置きとなっていま
す。実際の曜日・時間については，担当教員と相談のうえ，
四月になってから決定するので注意してください。

準備学習（予習・復習等）の内容
　本研究では，毎回の研究実施後，方法・実施日時・資料・
結果等について，研究ノートに記載し，次回の研究実施時
に教員のチェックを受けるようにしてください。

教科書
　特に指定しない。

参考書

成績評価の方法
　評価は，ゼミナールの内容と，研究実施状況，研究成果
報告会の結果によって判定する。

その他

科目ナンバー： ST PHY642J

物理学専攻 備 考

科 目 名 生物物理学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　獣医学博士 平岡　和佳子

授業の概要・到達目標
〔生体内における情報伝達機能〕
　活性酸素やフリーラジカルと，生体との関与・および情
報伝達機能について研究を行う。実際には，原子間力顕微
鏡やレーザー走査顕微鏡・電子スピン共鳴装置などを用い
て，神経細胞の分化や，白血球が関与する免疫機能などに
おける活性酸素の働きについて研究を進める予定である。
　春学期は主として，各自の研究テーマの学術的必要性・
研究の背景・研究方法についてゼミナールを通して学習し，
研究計画の作成を行い，それに基づき研究実施を予定した。
これらを受け，秋学期の本研究では，ゼミナールの他に，
研究報告会を併せて実施し，研究の進行についてディカッ
ションを行う。本研究では，1年次に引き続き，各自の研
究テーマの学術的必要性・研究の背景・研究方法についてゼ
ミナールを通して学習し，さらに修士論文作成に向けて，
ゼミナールに加えて，毎週報告会を実施し，研究の進行に
ついて全員でディカッションを行う。

授業内容
　毎週一コマ，大学院生ゼミナールを設け，研究テーマに
関連した資料論文の報告会ゼミナール・研究報告会を実施
する。

［第１回］　 資料論文報告会
［第２回］　 資料論文報告会
［第３回］　 資料論文報告会
［第４回］　 資料論文報告会
［第５回］　 第一回研究成果報告会
［第６回］　 資料論文報告会
［第７回］　 資料論文報告会
［第８回］　 資料論文報告会
［第９回］　 資料論文報告会
［第10回］　 第二回研究成果報告会
［第11回］　 資料論文報告会
［第12回］　 資料論文報告会
［第13回］　 資料論文報告会
［第14回］　 第三回研究成果報告会

履修上の注意
　時間割に記載されている実施曜日は仮置きとなっていま
す。実際の曜日・時間については，担当教員と相談のうえ，
四月になってから決定するので注意してください。

準備学習（予習・復習等）の内容
　本研究では，毎回の研究実施後，方法・実施日時・資料・
結果等について，研究ノートに記載し，次回の研究実施時
に教員のチェックを受けるようにしてください。

教科書
　特に指定しない。

参考書

成績評価の方法
　評価は，ゼミナールの内容と，研究実施状況，研究成果
報告会によって判定する。

その他
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 応用物理学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 平野　太一

授業の概要・到達目標
　流体の力学特性を決める物性値について最先端の研究論
文を読みこなし，研究背景や問題点を把握した上で，問題
点を解決するための実験的研究を自ら行うことにより，計
画・実施・発表・改善というプロセスを経験する。この経験
から，新しい課題を常に探し続ける姿勢を身につけること
を目的とする。

授業内容
［第１回］　 研究論文報告会（1）
［第２回］　 研究論文報告会（2）
［第３回］　 研究論文報告会（3）
［第４回］　 研究論文報告会（4）
［第５回］　 研究計画報告・検討会
［第６回］　 研究計画報告・検討会
［第７回］　 研究論文報告会（5）
［第８回］　 研究論文報告会（6）
［第９回］　 研究論文報告会（7）
［第10回］　 研究論文報告会（8）
［第11回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第12回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第13回］　 研究進捗状況の発表と評価
［第14回］　 研究進捗状況の発表と評価

履修上の注意
　研究成果の社会還元や研究意欲向上のため，学会発表や
他研究機関との共同研究などにも積極的に取り組んで欲し
いと考えている。

準備学習（予習・復習等）の内容
　本科目では，特に力学，振動波動論など物理学の基礎科
目に精通している必要がある。講義ノートを見返す，参考
書を学習するなどして苦手分野を克服しておくことが望ま
しい。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究を進める積極性，内容の理解度，成果，プレゼンテー
ション，議論への貢献度合いを総合的に評価する。

その他

指導テーマ
　学生の興味と適正に応じて，テーマを設定する。自らテー
マを提案することも歓迎する。

科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 応用物理学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 平野　太一

授業の概要・到達目標
　設定した研究テーマについて，計画に沿った実験を進め
ながら関連論文を自ら探し，数編の論文から根拠となる理
論を確かめたり，今後の実験に活かせそうな情報を取り出
す能力を養う。また，春学期に引き続き研究の計画・実施・
発表・改善というプロセスを経験することで，新しい課題
に対応できる能力を身につけることを目的とする。

授業内容
［第１回］　 研究論文報告会（1）
［第２回］　 研究進捗報告会（1）
［第３回］　 研究論文報告会（2）
［第４回］　 研究進捗報告会（2）
［第５回］　 研究計画検討会
［第６回］　 研究論文報告会（3）
［第７回］　 研究進捗報告会（3）
［第８回］　 研究論文報告会（4）
［第９回］　 研究進捗報告会（4）
［第10回］　 研究計画検討会
［第11回］　 研究論文報告会（5）
［第12回］　 研究進捗報告会（5）
［第13回］　 成果報告会
［第14回］　 成果報告会

履修上の注意
　研究成果の社会還元や研究意欲向上のため，学会発表や
他研究機関との共同研究などにも積極的に取り組んで欲し
いと考えている。

準備学習（予習・復習等）の内容
　本科目では，特に力学，振動波動論など物理学の基礎科
目に精通している必要がある。講義ノートを見返す，参考
書を学習するなどして苦手分野を克服しておくことが望ま
しい。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究を進める積極性，内容の理解度，成果，プレゼンテー
ション，議論への貢献度合いを総合的に評価する。

その他
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科目ナンバー： ST PHY642J

物理学専攻 備 考

科 目 名 生物物理学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 光武　亜代理

授業の概要・到達目標
　各自の研究テーマに沿って，本や論文を読み，研究の進
行に関しての報告を行う。

授業内容
［第１回］　 研究計画作成1
［第２回］　 研究計画作成2
［第３回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第４回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第５回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第６回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第７回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第８回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第９回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第10回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第11回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第12回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第13回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第14回］　 研究に関する資料の発表，研究報告

履修上の注意
　実施曜日は，仮置きであり，実際の曜日，時間については，
担当教員と相談のうえ，決定します。

準備学習（予習・復習等）の内容
　資料の作成等

教科書

参考書

成績評価の方法
　ゼミナールの内容と，研究実施内容，中間発表によって
判定します。

その他

科目ナンバー： ST PHY642J

物理学専攻 備 考

科 目 名 生物物理学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 光武　亜代理

授業の概要・到達目標
　各自の研究テーマに沿って，本や論文を読み，研究の進
行に関しての報告を行う。

授業内容
［第１回］　 研究計画作成1
［第２回］　 研究計画作成2
［第３回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第４回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第５回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第６回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第７回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第８回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第９回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第10回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第11回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第12回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第13回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第14回］　 研究に関する資料の発表，研究報告

履修上の注意
　実施曜日は，仮置きであり，実際の曜日，時間については，
担当教員と相談のうえ，決定します。

準備学習（予習・復習等）の内容
　資料の作成等

教科書

参考書

成績評価の方法
　ゼミナールの内容と，研究実施内容，中間発表によって
判定します。

その他
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科目ナンバー： ST PHY642J

物理学専攻 備 考

科 目 名 生物物理学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 光武　亜代理

授業の概要・到達目標
　各自の研究テーマに沿って，本や論文を読み，研究の進
行に関しての報告を行う。

授業内容
［第１回］　 研究計画作成1
［第２回］　 研究計画作成2
［第３回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第４回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第５回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第６回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第７回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第８回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第９回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第10回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第11回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第12回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第13回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第14回］　 研究に関する資料の発表，研究報告

履修上の注意
　実施曜日は，仮置きであり，実際の曜日，時間については，
担当教員と相談のうえ，決定します。

準備学習（予習・復習等）の内容
　資料の作成等

教科書

参考書

成績評価の方法
　ゼミナールの内容と，研究実施内容，中間発表によって
判定します。

その他

科目ナンバー： ST PHY642J

物理学専攻 備 考

科 目 名 生物物理学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 光武　亜代理

授業の概要・到達目標
　各自の研究テーマに沿って，本や論文を読み，研究の進
行に関しての報告を行う。

授業内容
［第１回］　 研究計画作成1
［第２回］　 研究計画作成2
［第３回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第４回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第５回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第６回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第７回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第８回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第９回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第10回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第11回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第12回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第13回］　 研究に関する資料の発表，研究報告
［第14回］　 研究に関する資料の発表，研究報告

履修上の注意
　実施曜日は，仮置きであり，実際の曜日，時間については，
担当教員と相談のうえ，決定します。

準備学習（予習・復習等）の内容
　資料の作成等

教科書

参考書

成績評価の方法
　ゼミナールの内容と，研究実施内容，中間発表によって
判定します。

その他
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 実験量子物理学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 安井　幸夫

授業の概要・到達目標
　これまでに物性報告がなく，物性が未知の遷移金属酸化
物（銅，コバルト，ニッケル等の遷移金属元素を含む酸化
物でセラミックの一種）を合成して物性測定を行い，異常
物性や新しい物性現象を実験的に探索する。
　ここでは特に，量子スピンが生み出す新奇な量子磁気状
態の探索や，特異な磁気状態が電気伝導や誘電性など他の
物性に異常を誘起させる新しい現象の探索することを目的
とする。本科目ではこれらの研究を通じて，未知の課題に
取り組み，適切な実験方法を考えて計画的に実験を実行し，
得た実験結果を物理的に正しく解釈する能力の育成をも目
標とする。

授業内容
　具体的な実験としては，（i）試薬を混ぜて電気炉で加熱し
て遷移金属酸化物の多結晶試料や単結晶を合成，（ii）磁化
率・比熱・誘電率・電気抵抗などの基礎的な物理量を測定し
て，異常物性や新しい物性現象を探索，（iii）面白い物性を
示す物質を発見した際には，他大学の研究室や海外の研究
所に出掛けて，中性子散乱実験や極低温・強磁場での物性
実験などを行い，その物性をもっと詳しく調べる，の順で
物性研究を追求する。研究テーマの例を下記に示すが，学
生の興味に合わせて新たな研究テーマを加えることもあり
得る。

（１） 室温以上で磁気転移と強誘電転移を同時に起こす磁性
体のメカニズムの解明

（２） Ru5+イオンの二量体が三角格子を構成した磁性体の
特異な磁性現象の解明

（３） 量子スピンが１次元的に配列した銅酸化物での新奇な
量子磁気状態の探索

　ここでは，研究テーマの学術的背景，研究方法を学ぶこ
とが中心である。

授業計画
第１回： 研究論文報告会1
第２回： 研究論文報告会2
第３回： 実験成果報告会1
第４回： 研究論文報告会3
第５回： 研究論文報告会4
第６回： 実験成果報告会2
第７回： 研究の進展状況報告会
第８回： 研究論文報告会5
第９回： 実験成果報告会3
第10回： 研究論文報告会6
第11回： 研究論文報告会7
第12回： 実験成果報告会4
第13回： 研究論文報告会8
第14回： 研究成果を整理し発表

履修上の注意
　本科目の遂行に際して，統計力学・量子力学・固体物性物
理学に精通していることが必要である。これらの科目を十
分に復習し，適宜，新たな知識を獲得するよう自己学習す
ること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究に関連する科学論文と固体物性物理学の教科書を読
み理解しておくこと。実験後には，実験した内容や考察，
得られた実験結果を実験ノートにきちんと整理して記載し
ておくこと。

教科書
　「固体物理学入門」Charles Kittel　丸善株式会社
　「X線構造解析」早稲田嘉夫　松原英一郎　内田老鶴圃
　「磁性入門」志賀正幸　内田老鶴圃

参考書
　「X線回折要論」B.D.カリティ，アグネ承風社
　「強相関物質の基礎―原子，分子から固体へ」藤森淳，内
田老鶴圃
　「磁性」，金森順次郎，培風館

成績評価の方法
　日常の実験研究の遂行力，研究ディスカッション，研究
論文発表，実験成果発表などを総合して評価する。

その他

指導テーマ
　具体的な実験としては，（i）試薬を混ぜて電気炉で加熱し
て金属酸化物の多結晶試料や単結晶を合成，（ii）磁化率・比
熱・誘電率・電気抵抗などの基礎的な物理量を測定して，異
常物性や新しい物性現象を探索，（iii）面白い物性を示す物
質を発見した際には他大学の研究室や海外の研究所に出掛
けて中性子散乱実験や極低温・強磁場での物性実験などを
行いもっと詳しく物性を調べる，の3つを有機的に組み合
わせて研究を行う。研究テーマの例を下記に示すが，学生
の興味に合わせて新たな研究テーマを加えることもあり得
る。

（１） 室温以上で磁気転移と強誘電転移を同時に起こす磁性
体のメカニズムの解明

（２） Ru5+イオンの二量体が三角格子を構成した磁性体の
特異な磁性現象の解明

（３） 量子スピンが１次元的に配列した銅酸化物での新奇な
量子磁気状態の探索

　ここでは，研究テーマの学術的背景，研究方法を学ぶこ
とが中心である。

進行計画
4月： 研究テーマのガイダンスと今後の研究計画の説明を

受ける
5月： 研究テーマを自分なりに整理して，研究計画を皆の

前で発表
7月： 研究成果報告会
9月： 日本物理学会で最新の研究進展状況を学ぶ
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 実験量子物理学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 安井　幸夫

授業の概要・到達目標
　これまでに物性報告がなく，物性が未知の遷移金属酸化
物（銅，コバルト，ニッケル等の遷移金属元素を含む酸化
物でセラミックの一種）を合成して物性測定を行い，異常
物性や新しい物性現象を実験的に探索する。
　ここでは特に，量子スピンが生み出す新奇な量子磁気状
態の探索や，特異な磁気状態が電気伝導や誘電性など他の
物性に異常を誘起させる新しい現象の探索することを目的
とする。本科目ではこれらの研究を通じて，未知の課題に
取り組み，適切な実験方法を考えて計画的に実験を実行し，
得た実験結果を物理的に正しく解釈する能力の育成をも目
標とする。

授業内容
　具体的な実験としては，（i）試薬を混ぜて電気炉で加熱し
て遷移金属酸化物の多結晶試料や単結晶を合成，（ii）磁化
率・比熱・誘電率・電気抵抗などの基礎的な物理量を測定し
て，異常物性や新しい物性現象を探索，（iii）面白い物性を
示す物質を発見した際には他大学の研究室や海外の研究所
に出掛けて中性子散乱実験や極低温・強磁場での物性実験
などを行いもっと詳しく物性を調べる，の3つを有機的に
組み合わせて研究を行う。研究テーマの例を下記に示すが，
学生の興味に合わせて新たな研究テーマを加えることもあ
り得る。

（１） 室温以上で磁気転移と強誘電転移を同時に起こす磁性
体のメカニズムの解明

（２） Ru5+イオンの二量体が三角格子を構成した磁性体の
特異な磁性現象の解明

（３） 量子スピンが１次元的に配列した銅酸化物での新奇な
量子磁気状態の探索

ここでは，多結晶試料や単結晶の作成と基礎的な物理量の
測定が中心である。

授業計画
第１回： 研究論文報告会1
第２回： 研究論文報告会2
第３回： 実験成果報告会1
第４回： 研究論文報告会3
第５回： 研究論文報告会4
第６回： 実験成果報告会2
第７回： 研究の進展状況報告会
第８回： 研究論文報告会5
第９回： 実験成果報告会3
第10回： 研究論文報告会6
第11回： 研究論文報告会7
第12回： 実験成果報告会4
第13回： 研究論文報告会8
第14回： 研究成果を整理し発表

履修上の注意
　本科目の遂行に際して，統計力学・量子力学・固体物性物
理学に精通していることが必要である。これらの科目を十
分に復習し，適宜，新たな知識を獲得するよう自己学習す
ること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究に関連する科学論文と固体物性物理学の教科書を読
み理解しておくこと。実験後には，実験した内容や考察，
得られた実験結果を実験ノートにきちんと整理して記載し
ておくこと。

教科書
　「固体物理学入門」Charles Kittel　丸善株式会社
　「X線構造解析」早稲田嘉夫　松原英一郎　内田老鶴圃
　「磁性入門」志賀正幸　内田老鶴圃

参考書
　「X線回折要論」B.D.カリティ，アグネ承風社
　「強相関物質の基礎―原子，分子から固体へ」藤森淳，内
田老鶴圃
　「磁性」，金森順次郎，培風館

成績評価の方法
　日常の実験研究の遂行力，研究ディスカッション，研究
論文発表，実験成果発表などを総合して評価する。

その他

指導テーマ
　具体的な実験としては，（i）試薬を混ぜて電気炉で加熱し
て遷移金属酸化物の多結晶試料や単結晶を合成，（ii）磁化
率・比熱・誘電率・電気抵抗などの基礎的な物理量を測定し
て，異常物性や新しい物性現象を探索，（iii）面白い物性を
示す物質を発見した際には他大学の研究室や海外の研究所
に出掛けて中性子散乱実験や極低温・強磁場での物性実験
などを行いもっと詳しく物性を調べる，の3つを有機的に
組み合わせて研究を行う。研究テーマの例を下記に示すが，
学生の興味に合わせて新たな研究テーマを加えることもあ
り得る。

（１） 室温以上で磁気転移と強誘電転移を同時に起こす磁性
体のメカニズムの解明

（２） Ru5+イオンの二量体が三角格子を構成した磁性体の
特異な磁性現象の解明

（３） 量子スピンが１次元的に配列した銅酸化物での新奇な
量子磁気状態の探索

　ここでは，多結晶試料や単結晶の作成と基礎的な物理量
の測定が中心である。

進行計画
10月： これまでの研究成果を整理した上で，今後の研究計

画を皆の前で発表
12月： M1中間発表会
1月： 研究成果を整理し発表
3月： 日本物理学会で発表
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 実験量子物理学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（理学） 安井　幸夫

授業の概要・到達目標
　これまでに物性報告がなく，物性が未知の遷移金属酸化
物（銅，コバルト，ニッケル等の遷移金属元素を含む酸化
物でセラミックの一種）を合成して物性測定を行い，異常
物性や新しい物性現象を実験的に探索する。
　ここでは特に，量子スピンが生み出す新奇な量子磁気状
態の探索や，特異な磁気状態が電気伝導や誘電性など他の
物性に異常を誘起させる新しい現象の探索することを目的
とする。本科目ではこれらの研究を通じて，未知の課題に
取り組み，適切な実験方法を考えて計画的に実験を実行し，
得た実験結果を物理的に正しく解釈する能力の育成をも目
標とする。

授業内容
　具体的な実験としては，（i）試薬を混ぜて電気炉で加熱し
て遷移金属酸化物の多結晶試料や単結晶を合成，（ii）磁化
率・比熱・誘電率・電気抵抗などの基礎的な物理量を測定し
て，異常物性や新しい物性現象を探索，（iii）面白い物性を
示す物質を発見した際には他大学の研究室や海外の研究所
に出掛けて中性子散乱実験や極低温・強磁場での物性実験
などを行いもっと詳しく物性を調べる，の3つを有機的に
組み合わせて研究を行う。研究テーマの例を下記に示すが，
学生の興味に合わせて新たな研究テーマを加えることもあ
り得る。

（１） 室温以上で磁気転移と強誘電転移を同時に起こす磁性
体のメカニズムの解明

（２） Ru5+イオンの二量体が三角格子を構成した磁性体の
特異な磁性現象の解明

（３） 量子スピンが１次元的に配列した銅酸化物での新奇な
量子磁気状態の探索

　ここでは，基礎的な物理量の測定やX線回折・中性子回折
実験により物性研究を行うことが中心である。

授業計画
第１回： 研究論文報告会1
第２回： 研究論文報告会2
第３回： 実験成果報告会1
第４回： 研究論文報告会3
第５回： 研究論文報告会4
第６回： 実験成果報告会2
第７回： 研究の進展状況報告会
第８回： 研究論文報告会5
第９回： 実験成果報告会3
第10回： 研究論文報告会6
第11回： 研究論文報告会7
第12回： 実験成果報告会4
第13回： 研究論文報告会8
第14回： 研究成果を整理し発表

履修上の注意
　本科目の遂行に際して，統計力学・量子力学・固体物性物
理学に精通していることが必要である。これらの科目を十
分に復習し，適宜，新たな知識を獲得するよう自己学習す
ること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究に関連する科学論文と固体物性物理学の教科書を読
み理解しておくこと。実験後には，実験した内容や考察，
得られた実験結果を実験ノートにきちんと整理して記載し
ておくこと。

教科書
　「固体物理学入門」Charles Kittel　丸善株式会社
　「X線構造解析」早稲田嘉夫　松原英一郎　内田老鶴圃
　「磁性入門」志賀正幸　内田老鶴圃

参考書
　「X線回折要論」B.D.カリティ，アグネ承風社
　「強相関物質の基礎―原子，分子から固体へ」藤森淳，内
田老鶴圃
　「磁性」，金森順次郎，培風館

成績評価の方法
　日常の実験研究の遂行力，研究ディスカッション，研究
論文発表，実験成果発表などを総合して評価する。

その他

指導テーマ
　具体的な実験としては，（i）試薬を混ぜて電気炉で加熱し
て遷移金属酸化物の多結晶試料や単結晶を合成，（ii）磁化
率・比熱・誘電率・電気抵抗などの基礎的な物理量を測定し
て，異常物性や新しい物性現象を探索，（iii）面白い物性を
示す物質を発見した際には他大学の研究室や海外の研究所
に出掛けて中性子散乱実験や極低温・強磁場での物性実験
などを行いもっと詳しく物性を調べる，の3つを有機的に
組み合わせて研究を行う。研究テーマの例を下記に示すが，
学生の興味に合わせて新たな研究テーマを加えることもあ
り得る。

（１） 室温以上で磁気転移と強誘電転移を同時に起こす磁性
体のメカニズムの解明

（２） Ru5+イオンの二量体が三角格子を構成した磁性体の
特異な磁性現象の解明

（３） 量子スピンが１次元的に配列した銅酸化物での新奇な
量子磁気状態の探索

　ここでは，基礎的な物理量の測定やX線回折・中性子回折
実験により物性研究を行うことが中心である。

進行計画
5月： M1までの実験成果を踏まえた上で研究テーマの展開

方向を検討し研究計画を練る
6月： 今後の研究計画を皆の前で発表
7月： 研究の進展状況報告会
9月： 日本物理学会で最新の研究進展状況を学ぶ
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 実験量子物理学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　博士（理学） 安井　幸夫

授業の概要・到達目標
　これまでに物性報告がなく，物性が未知の遷移金属酸化
物（銅，コバルト，ニッケル等の遷移金属元素を含む酸化
物でセラミックの一種）を合成して物性測定を行い，異常
物性や新しい物性現象を実験的に探索する。
　ここでは特に，量子スピンが生み出す新奇な量子磁気状
態の探索や，特異な磁気状態が電気伝導や誘電性など他の
物性に異常を誘起させる新しい現象の探索することを目的
とする。本科目ではこれらの研究を通じて，未知の課題に
取り組み，適切な実験方法を考えて計画的に実験を実行し，
得た実験結果を物理的に正しく解釈する能力の育成をも目
標とする。

授業内容
　具体的な実験としては，（i）試薬を混ぜて電気炉で加熱し
て遷移金属酸化物の多結晶試料や単結晶を合成，（ii）磁化
率・比熱・誘電率・電気抵抗などの基礎的な物理量を測定し
て，異常物性や新しい物性現象を探索，（iii）面白い物性を
示す物質を発見した際には他大学の研究室や海外の研究所
に出掛けて中性子散乱実験や極低温・強磁場での物性実験
などを行いもっと詳しく物性を調べる，の3つを有機的に
組み合わせて研究を行う。研究テーマの例を下記に示すが，
学生の興味に合わせて新たな研究テーマを加えることもあ
り得る。

（１） 室温以上で磁気転移と強誘電転移を同時に起こす磁性
体のメカニズムの解明

（２） Ru5+イオンの二量体が三角格子を構成した磁性体の
特異な磁性現象の解明

（３） 量子スピンが１次元的に配列した銅酸化物での新奇な
量子磁気状態の探索

　ここではこれまでに得られた実験データを解析・考察し
て実験結果をまとめるとともに，足りない実験を行うこと
が中心である。

授業計画
第１回： 研究論文報告会1
第２回： 研究論文報告会2
第３回： 実験成果報告会1
第４回： 研究論文報告会3
第５回： 研究論文報告会4
第６回： 実験成果報告会2
第７回： 研究の進展状況報告会
第８回： 研究論文報告会5
第９回： 実験成果報告会3
第10回： 研究論文報告会6
第11回： 研究論文報告会7
第12回： 実験成果報告会4
第13回： 研究論文報告会8
第14回： 研究成果を整理し発表

履修上の注意
　本科目の遂行に際して，統計力学・量子力学・固体物性物
理学に精通していることが必要である。これらの科目を十
分に復習し，適宜，新たな知識を獲得するよう自己学習す
ること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　研究に関連する科学論文と固体物性物理学の教科書を読
み理解しておくこと。実験後には，実験した内容や考察，
得られた実験結果を実験ノートにきちんと整理して記載し
ておくこと。

教科書
　「固体物理学入門」Charles Kittel　丸善株式会社
　「X線構造解析」早稲田嘉夫　松原英一郎　内田老鶴圃
　「磁性入門」志賀正幸　内田老鶴圃

参考書
　「X線回折要論」B.D.カリティ，アグネ承風社
　「強相関物質の基礎―原子，分子から固体へ」藤森淳，内
田老鶴圃
　「磁性」，金森順次郎，培風館

成績評価の方法
　日常の実験研究の遂行力，研究ディスカッション，研究
論文発表，実験成果発表などを総合して評価する。

その他

指導テーマ
　具体的な実験としては，（i）試薬を混ぜて電気炉で加熱し
て金属酸化物の多結晶試料や単結晶を合成，（ii）磁化率・比
熱・誘電率・電気抵抗などの基礎的な物理量を測定して，異
常物性や新しい物性現象を探索，（iii）面白い物性を示す物
質を発見した際には他大学の研究室や海外の研究所に出掛
けて中性子散乱実験や極低温・強磁場での物性実験などを
行いもっと詳しく物性を調べる，の3つを有機的に組み合
わせて研究を行う。研究テーマの例を下記に示すが，学生
の興味に合わせて新たな研究テーマを加えることもあり得
る。

（１） 室温以上で磁気転移と強誘電転移を同時に起こす磁性
体のメカニズムの解明

（２） Ru5+イオンの二量体が三角格子を構成した磁性体の
特異な磁性現象の解明

（３） 量子スピンが１次元的に配列した銅酸化物での新奇な
量子磁気状態の探索

　ここではこれまでに得られた実験データを解析・考察し
て実験結果をまとめるとともに，足りない実験を行うこと
が中心である。

進行計画
10月： これまでの研究成果を整理した上で，今後の研究計

画を皆の前で発表
12月： 研究成果報告会
2月： 修士論文発表会と修士論文提出
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 理論物理学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（理学） 横山　大輔

授業の概要・到達目標
　素粒子理論に関する理論的研究を行う。以下にあげる
テーマを通して具体的な素粒子理論の解析，素粒子理論同
士の関係性の解明，また，超弦理論を用いた素粒子理論の
より良い理解を目指す。

（1） 新たな厳密分配関数の発見と，厳密分配関数による素
粒子理論の解析

（2） ゲージ・重力対応の解明
（3） 超弦理論による超対称ゲージ理論の分類

授業内容
　研究テーマに沿った文献紹介・研究報告を行う。

［第１回］　 資料論文報告会（1）経路積分法によるゲージ場
の量子化

［第２回］　 資料論文報告会（2）繰り込み群
［第３回］　 資料論文報告会（3）超対称ゲージ理論
［第４回］　 資料論文報告会（4）局所化法
［第５回］　 第１回研究成果報告会
［第６回］　 資料論文報告会（5）閉弦の量子化
［第７回］　 資料論文報告会（6）開弦の量子化
［第８回］　 資料論文報告会（7）D-ブレーン
［第９回］　 資料論文報告会（8）S，T-双対性
［第10回］　 第 2 回研究成果報告会
［第11回］　 資料論文報告会（9）ブレーン上のゲージ理論
［第12回］　 資料論文報告会（10）ゲージ・重力対応
［第13回］　 資料論文報告会（11）ブレーンタイリング
［第14回］　 第 3 回研究成果報告会

履修上の注意
　学部の理論物理学科目（力学・解析力学・電磁気学・物理数
学・相対性理論・量子力学・統計力学）は習得しておくこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　文献発表・研究報告を行う際には必ず1）発表内容の吟味，
2）内容の要点のまとめ，3）不明な点の明確化を行うこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に取り組む姿勢，議論における積極性・論理性，お
よび，研究発表・修士論文における工夫などを総合的に評
価する。

その他

科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 理論物理学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任講師　博士（理学） 横山　大輔

授業の概要・到達目標
　素粒子理論に関する理論的研究を行う。以下にあげる
テーマを通して具体的な素粒子理論の解析，素粒子理論同
士の関係性の解明，また，超弦理論を用いた素粒子理論の
より良い理解を目指す。

（1） 新たな厳密分配関数の発見と，厳密分配関数による素
粒子理論の解析

（2） ゲージ・重力対応の解明
（3） 超弦理論による超対称ゲージ理論の分類

授業内容
　研究テーマに沿った文献紹介・研究報告を行う。

［第１回］　 資料論文報告会（1）経路積分法によるゲージ場
の量子化

［第２回］　 資料論文報告会（2）繰り込み群
［第３回］　 資料論文報告会（3）超対称ゲージ理論
［第４回］　 資料論文報告会（4）局所化法
［第５回］　 第１回研究成果報告会
［第６回］　 資料論文報告会（5）閉弦の量子化
［第７回］　 資料論文報告会（6）開弦の量子化
［第８回］　 資料論文報告会（7）D-ブレーン
［第９回］　 資料論文報告会（8）S，T-双対性
［第10回］　 第 2 回研究成果報告会
［第11回］　 資料論文報告会（9）ブレーン上のゲージ理論
［第12回］　 資料論文報告会（10）ゲージ・重力対応
［第13回］　 資料論文報告会（11）ブレーンタイリング
［第14回］　 第 3 回研究成果報告会

履修上の注意
　学部の理論物理学科目（力学・解析力学・電磁気学・物理数
学・相対性理論・量子力学・統計力学）は習得しておくこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　文献発表・研究報告を行う際には必ず1）発表内容の吟味，
2）内容の要点のまとめ，3）不明な点の明確化を行うこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に取り組む姿勢，議論における積極性・論理性，お
よび，研究発表・修士論文における工夫などを総合的に評
価する。

その他
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科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 理論物理学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任講師　博士（理学） 横山　大輔

授業の概要・到達目標
　素粒子理論に関する理論的研究を行う。以下にあげる
テーマを通して具体的な素粒子理論の解析，素粒子理論同
士の関係性の解明，また，超弦理論を用いた素粒子理論の
より良い理解を目指す。

（1） 新たな厳密分配関数の発見と，厳密分配関数による素
粒子理論の解析

（2） ゲージ・重力対応の解明
（3） 超弦理論による超対称ゲージ理論の分類

授業内容
　研究テーマに沿った文献紹介・研究報告を行う。

［第１回］　 資料論文報告会（1）経路積分法によるゲージ場
の量子化

［第２回］　 資料論文報告会（2）繰り込み群
［第３回］　 資料論文報告会（3）超対称ゲージ理論
［第４回］　 資料論文報告会（4）局所化法
［第５回］　 第１回研究成果報告会
［第６回］　 資料論文報告会（5）閉弦の量子化
［第７回］　 資料論文報告会（6）開弦の量子化
［第８回］　 資料論文報告会（7）D-ブレーン
［第９回］　 資料論文報告会（8）S，T-双対性
［第10回］　 第 2 回研究成果報告会
［第11回］　 資料論文報告会（9）ブレーン上のゲージ理論
［第12回］　 資料論文報告会（10）ゲージ・重力対応
［第13回］　 資料論文報告会（11）ブレーンタイリング
［第14回］　 第 3 回研究成果報告会

履修上の注意
　学部の理論物理学科目（力学・解析力学・電磁気学・物理数
学・相対性理論・量子力学・統計力学）は習得しておくこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　文献発表・研究報告を行う際には必ず1）発表内容の吟味，
2）内容の要点のまとめ，3）不明な点の明確化を行うこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に取り組む姿勢，議論における積極性・論理性，お
よび，研究発表・修士論文における工夫などを総合的に評
価する。

その他

科目ナンバー： ST PHY692J

物理学専攻 備 考

科 目 名 理論物理学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任講師　博士（理学） 横山　大輔

授業の概要・到達目標
　素粒子理論に関する理論的研究を行う。以下にあげる
テーマを通して具体的な素粒子理論の解析，素粒子理論同
士の関係性の解明，また，超弦理論を用いた素粒子理論の
より良い理解を目指す。

（1） 新たな厳密分配関数の発見と，厳密分配関数による素
粒子理論の解析

（2） ゲージ・重力対応の解明
（3） 超弦理論による超対称ゲージ理論の分類

授業内容
　研究テーマに沿った文献紹介・研究報告を行う。

［第１回］　 資料論文報告会（1）経路積分法によるゲージ場
の量子化

［第２回］　 資料論文報告会（2）繰り込み群
［第３回］　 資料論文報告会（3）超対称ゲージ理論
［第４回］　 資料論文報告会（4）局所化法
［第５回］　 第１回研究成果報告会
［第６回］　 資料論文報告会（5）閉弦の量子化
［第７回］　 資料論文報告会（6）開弦の量子化
［第８回］　 資料論文報告会（7）D-ブレーン
［第９回］　 資料論文報告会（8）S，T-双対性
［第10回］　 第 2 回研究成果報告会
［第11回］　 資料論文報告会（9）ブレーン上のゲージ理論
［第12回］　 資料論文報告会（10）ゲージ・重力対応
［第13回］　 資料論文報告会（11）ブレーンタイリング
［第14回］　 第 3 回研究成果報告会

履修上の注意
　学部の理論物理学科目（力学・解析力学・電磁気学・物理数
学・相対性理論・量子力学・統計力学）は習得しておくこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　文献発表・研究報告を行う際には必ず1）発表内容の吟味，
2）内容の要点のまとめ，3）不明な点の明確化を行うこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に取り組む姿勢，議論における積極性・論理性，お
よび，研究発表・修士論文における工夫などを総合的に評
価する。

その他
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科目ナンバー： ST PHY642J

物理学専攻 備 考

科 目 名 生物物理学研究１

開 講 期 春学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　理学博士 吉村　英恭

授業の概要・到達目標
〔生体機能と構造の解明〕
　生物は地球上に誕生してから数十億年かけてDNAとタ
ンパク質を使った効率的なシステムを作り上げてきた。そ
の特徴は均一で制御された高分子の生成と自己組織化にあ
り，数ナノメートルの分子の世界から数メートルの多細胞
生物の個体まで実に巧みに組み立てられている。この幅広
い制御システムを，現在使われている物理的，化学的手法
と併用すれば，今まで不可能であった素材の生成や加工，
組み立てができると考えられる。ここでは生物または生体
物質の構造を研究することにより，新しい分野を創成する
ことをめざす。

授業内容
　生体高分子の構造，機能を調べる目的で次のような演習，
研究を行う。
　1）電子線結晶構造解析
　2）蛋白質の機能を利用した新素材の開発
　3）生物用デジタルX線顕微鏡の開発
　4）バクテリアべん毛モーターの力学的解析
　5）深海生物細胞の圧力に対する生理的応答の研究
第１回： 研究論文報告会
第２回： 研究論文報告会
第３回： 実験成果報告会
第４回： 研究論文報告会
第５回： 研究論文報告会
第６回： 実験成果報告会
第７回： 研究論文報告会
第８回： 研究論文報告会
第９回： 実験成果報告会
第10回： 研究論文報告会
第11回： 研究論文報告会
第12回： 実験成果報告会
第13回： 研究論文報告会
第14回： 実験成果報告会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に関係論文を読み，次回の実験に関する事を理解し
ておくこと。実験の内容をまとめノートに記録すること。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討論における積極性や
論理性，研究発表などを総合的に評価する。2年次におい
ては修士論文のテーマ設定，研究成果，論文内容，学会発表，
投稿論文などについて総合的に評価する。

その他

指導テーマ
　1）電子線結晶構造解析
　2）蛋白質の機能を利用した新素材の開発
　3）生物用デジタルX線顕微鏡の開発
　4）バクテリアべん毛モーターの力学的解析
　5）深海生物細胞の圧力に対する生理的応答の研究
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科目ナンバー： ST PHY642J

物理学専攻 備 考

科 目 名 生物物理学研究２

開 講 期 秋学期集中 単 位 演2

担 当 者 専任教授　理学博士 吉村　英恭

授業の概要・到達目標
〔生体機能と構造の解明〕
　生物は地球上に誕生してから数十億年かけてDNAとタ
ンパク質を使った効率的なシステムを作り上げてきた。そ
の特徴は均一で制御された高分子の生成と自己組織化にあ
り，数ナノメートルの分子の世界から数メートルの多細胞
生物の個体まで実に巧みに組み立てられている。この幅広
い制御システムを，現在使われている物理的，化学的手法
と併用すれば，今まで不可能であった素材の生成や加工，
組み立てができると考えられる。ここでは生物または生体
物質の構造を研究することにより，新しい分野を創成する
ことをめざす。

授業内容
　生体高分子の構造，機能を調べる目的で次のような演習，
研究を行う。
　1）電子線結晶構造解析
　2）蛋白質の機能を利用した新素材の開発
　3）生物用デジタルX線顕微鏡の開発
　4）バクテリアべん毛モーターの力学的解析
　5）深海生物細胞の圧力に対する生理的応答の研究
第１回： 研究論文報告会
第２回： 研究論文報告会
第３回： 実験成果報告会
第４回： 研究論文報告会
第５回： 研究論文報告会
第６回： 実験成果報告会
第７回： 研究論文報告会
第８回： 研究論文報告会
第９回： 実験成果報告会
第10回： 研究論文報告会
第11回： 研究論文報告会
第12回： 実験成果報告会
第13回： 研究論文報告会
第14回： 実験成果報告会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に関係論文を読み，次回の実験に関する事を理解し
ておくこと。実験の内容をまとめノートに記録すること。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討論における積極性や
論理性，研究発表などを総合的に評価する。2年次におい
ては修士論文のテーマ設定，研究成果，論文内容，学会発表，
投稿論文などについて総合的に評価する。

その他

指導テーマ
　1）電子線結晶構造解析
　2）蛋白質の機能を利用した新素材の開発
　3）生物用デジタルX線顕微鏡の開発
　4）バクテリアべん毛モーターの力学的解析
　5）深海生物細胞の圧力に対する生理的応答の研究
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科目ナンバー： ST PHY642J

物理学専攻 備 考

科 目 名 生物物理学研究３

開 講 期 春学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　理学博士 吉村　英恭

授業の概要・到達目標
〔生体機能と構造の解明〕
　生物は地球上に誕生してから数十億年かけてDNAとタ
ンパク質を使った効率的なシステムを作り上げてきた。そ
の特徴は均一で制御された高分子の生成と自己組織化にあ
り，数ナノメートルの分子の世界から数メートルの多細胞
生物の個体まで実に巧みに組み立てられている。この幅広
い制御システムを，現在使われている物理的，化学的手法
と併用すれば，今まで不可能であった素材の生成や加工，
組み立てができると考えられる。ここでは生物または生体
物質の構造を研究することにより，新しい分野を創成する
ことをめざす。

授業内容
　生体高分子の構造，機能を調べる目的で次のような演習，
研究を行う。
　1）電子線結晶構造解析
　2）蛋白質の機能を利用した新素材の開発
　3）生物用デジタルX線顕微鏡の開発
　4）バクテリアべん毛モーターの力学的解析
　5）深海生物細胞の圧力に対する生理的応答の研究
第１回： 研究論文報告会
第２回： 研究論文報告会
第３回： 実験成果報告会
第４回： 研究論文報告会
第５回： 研究論文報告会
第６回： 実験成果報告会
第７回： 研究論文報告会
第８回： 研究論文報告会
第９回： 実験成果報告会
第10回： 研究論文報告会
第11回： 研究論文報告会
第12回： 実験成果報告会
第13回： 研究論文報告会
第14回： 実験成果報告会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に関係論文を読み，次回の実験に関する事を理解し
ておくこと。実験の内容をまとめノートに記録すること。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討論における積極性や
論理性，研究発表などを総合的に評価する。2年次におい
ては修士論文のテーマ設定，研究成果，論文内容，学会発表，
投稿論文などについて総合的に評価する。

その他

指導テーマ
　1）電子線結晶構造解析
　2）蛋白質の機能を利用した新素材の開発
　3）生物用デジタルX線顕微鏡の開発
　4）バクテリアべん毛モーターの力学的解析
　5）深海生物細胞の圧力に対する生理的応答の研究
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科目ナンバー： ST PHY642J

物理学専攻 備 考

科 目 名 生物物理学研究４

開 講 期 秋学期集中 単 位 演4

担 当 者 専任教授　理学博士 吉村　英恭

授業の概要・到達目標
〔生体機能と構造の解明〕
　生物は地球上に誕生してから数十億年かけてDNAとタ
ンパク質を使った効率的なシステムを作り上げてきた。そ
の特徴は均一で制御された高分子の生成と自己組織化にあ
り，数ナノメートルの分子の世界から数メートルの多細胞
生物の個体まで実に巧みに組み立てられている。この幅広
い制御システムを，現在使われている物理的，化学的手法
と併用すれば，今まで不可能であった素材の生成や加工，
組み立てができると考えられる。ここでは生物または生体
物質の構造を研究することにより，新しい分野を創成する
ことをめざす。

授業内容
　生体高分子の構造，機能を調べる目的で次のような演習，
研究を行う。
　1）電子線結晶構造解析
　2）蛋白質の機能を利用した新素材の開発
　3）生物用デジタルX線顕微鏡の開発
　4）バクテリアべん毛モーターの力学的解析
　5）深海生物細胞の圧力に対する生理的応答の研究
第１回： 研究論文報告会
第２回： 研究論文報告会
第３回： 実験成果報告会
第４回： 研究論文報告会
第５回： 研究論文報告会
第６回： 実験成果報告会
第７回： 研究論文報告会
第８回： 研究論文報告会
第９回： 実験成果報告会
第10回： 研究論文報告会
第11回： 研究論文報告会
第12回： 実験成果報告会
第13回： 研究論文報告会
第14回： 実験成果報告会

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に関係論文を読み，次回の実験に関する事を理解し
ておくこと。実験の内容をまとめノートに記録すること。

教科書

参考書

成績評価の方法
　研究に対する全般的な姿勢，研究討論における積極性や
論理性，研究発表などを総合的に評価する。2年次におい
ては修士論文のテーマ設定，研究成果，論文内容，学会発表，
投稿論文などについて総合的に評価する。

その他

指導テーマ
　1）電子線結晶構造解析
　2）蛋白質の機能を利用した新素材の開発
　3）生物用デジタルX線顕微鏡の開発
　4）バクテリアべん毛モーターの力学的解析
　5）深海生物細胞の圧力に対する生理的応答の研究
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科目ナンバー： ST PHY631J

物理学専攻 備 考

科 目 名 統計物理学特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 金本　理奈

授業の概要・到達目標
　本授業の目標は，非平衡系の統計物理学をテーマとして，

（1）散逸や雑音下での運動を記述する基本方程式の起源，
（2）これらの基本方程式の解法，および（3）非平衡系と平衡
系との相違について理解を深めることである。
　多数の構成要素からなる系の記述には確率・統計論を駆
使した統計力学的手法が用いられる。学部で習得した平衡
系の統計力学を基礎として，本授業では時間に依存した過
程とその記述法を概観する。非平衡ダイナミクスは，生物
学・物性・化学など普遍的にみられるが，本授業では特に量
子光学分野での実験を紹介しながら，授業を進めていく。
また非平衡「量子」統計論との対応関係も適宜明らかにす
る。

授業内容
第１回： 授業の位置付け
第２回： 位相空間の分布関数
第３回： 密度行列
第４回： 量子力学における時間発展の描像
第５回： 揺らぎと散逸の関係
第６回： 線形応答理論
第７回： 複素感受率
第８回： 雑音，自己相関関数，スペクトル
第９回： ブラウン運動
第10回： 確率的手法1：量子ランジュバン方程式，入出力理論
第11回： 確率的手法2：マスター方程式
第12回： 確率的手法3：Fokker-Planck方程式
第13回： 確率的手法4：確率的微分方程式
第14回： 力学系の非平衡量子統計物理

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
予習：量子力学1・2の内容を履修済であることを前提とす
る。
復習：授業中に配布する資料を振り返り，参考書などと併
せて内容の理解を深めておくこと。

教科書
　特に指定しない

参考書
　戸田盛和，斎藤信彦，久保亮吾，橋爪夏樹「統計物理学」（岩
波書店）
　C.W. Gardiner and P. Zoller ``Quantum Noise''
　H. Risken ``The Fokker-Planck equation''
など。適宜，参考書や参考文献を紹介する

成績評価の方法
　毎回提示する問いに関する解答の合計点（75％）
　最終回の論文紹介（25％）
　合計が満点の60％以上を単位取得の条件とする。

その他

科目ナンバー： ST PHY621J

物理学専攻 備 考

科 目 名 固体物理学特論Ｃ

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 菊地　淳

授業の概要・到達目標
　固体の示す磁気的性質（磁性）についてミクロな立場から
解説する。物質中の磁性原子の統計集団としての振る舞い
が，物質のマクロな磁性の決定要因であることを理解する。

授業内容
第１回： 磁気の古典論
第２回： 原子の示す磁性　―水素様原子の磁性―
第３回： 原子の示す磁性　―多電子原子の磁性―
第４回： 原子の集団の示す磁性　―自由原子の常磁性―
第５回： 原子の集団の示す磁性　―結晶中の原子の磁性―
第６回： 原子間相互作用を持つ系の磁性　―強磁性体と分

子磁場―
第７回： 原子間相互作用を持つ系の磁性　―反強磁性・

フェリ磁性―
第８回： 原子間相互作用を持つ系の磁性　―スピン配列の

一般論―
第９回： 交換相互作用の微視的起源　―反対称性と交換相

互作用―
第10回： 交換相互作用の微視的起源　―直接交換と運動交

換―
第11回： 金属の磁性　―パウリ常磁性―
第12回： 金属の磁性　―電子間相互作用の効果―
第13回： 磁性の実験手段　―核磁気共鳴と核四重極共鳴―
第14回： 磁性の実験手段　―核磁気共鳴による磁性研究―

履修上の注意
　教科書・参考書を目で追うだけではなく，式の導出等を
自ら行うことで必要な背景知識を確認する。量子力学・統
計力学の知識は必須である。

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義で課すレポートを期日までに提出する。

教科書
　プリントを配布

参考書
　金森順次郎「磁性」，培風館
　永宮建夫「磁性の理論」，吉岡書店
　近角聰信「強磁性体の物理（上）」，裳華房
　久保健・田中秀数「磁性Ⅰ」，朝倉書店
　望月和子「固体の電子状態と磁性」，大学教育出版

成績評価の方法
　講義の理解を深めるための練習問題・文献調査をレポー
トとして課す。レポート点の合計が満点の60％以上に達し
たものを合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST PHY621J

物理学専攻 備 考

科 目 名 固体物理学特論D

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 安井　幸夫

授業の概要・到達目標
　固体が示す様々な物性現象を理解するには，原子がどの
ように周期的に配列しているのか（どのような結晶構造を
とるのか），またその結晶格子内で電子がどのように振る
舞うのかを把握することが重要である。この講義の前半で
は，結晶構造についての基礎知識を学ぶとともに，結晶構
造を決定するための強力な実験方法であるエックス線回折
実験・中性子回折実験の基礎を学ぶ。
　後半は固体の代表的な性質である磁気的性質について，
量子力学と統計力学で学んだ知識を応用し，スピン角運動
量や軌道角運動量，電子やその波動関数の特徴などを捉え
た上でミクロな立場から固体の磁性の基本的物理を学び修
得する。

授業内容
［第１回］　 電磁波を用いた物性研究
［第２回］　 結晶の幾何学
［第３回］　 原子および結晶による回折
［第４回］　 粉末試料からの回折
［第５回］　 エックス線結晶構造解析
［第６回］　 中性子線をもちいた結晶構造解析と磁気構造解析
［第７回］　 原子の磁気モーメント
［第８回］　 イオン性結晶の常磁性―キュリーの法則と結晶場―
［第９回］　 イオン性結晶の常磁性―特殊な磁気的基底状態―
［第10回］　 局在モーメントモデルでの磁気モーメント間の

相互作用
［第11回］　 反強磁性とフェリ磁性
［第12回］　 ランダウ展開と磁気相転移
［第13回］　 金属の磁性
［第14回］　 いろいろな磁性体

履修上の注意
　学部の標準的な量子力学と統計力学の内容を履修してい
ることを前提にしている。学力に不安がある者は3年次に
学習した量子力学演習と統計力学演習を復習しておくこ
と。

準備学習（予習・復習等）の内容
　次回の授業範囲について，事前に教科書・参考書を調べ
ておくこと。復習として授業で配布したレジメや教科書・
参考書の該当箇所を読み返しておくこと。

教科書
　「X線構造解析」早稲田嘉夫　松原英一郎　内田老鶴圃
　「磁性入門」志賀正幸　内田老鶴圃

参考書
　「固体物理学」花村榮一　裳華房
　「固体物理学入門」Charles Kittel　丸善株式会社

成績評価の方法
　講義期間中に2回レポートの問題を出す。成績は提出さ
れたレポートを70％，平常点を30％として評価する。

その他

科目ナンバー： ST PHY611J

物理学専攻 備 考

科 目 名 素粒子物理学特論Ｂ

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任講師　博士（理学） 横山　大輔

授業の概要・到達目標
　この講義では究極の素粒子理論と目されている超弦理論
についての基礎的な講義を行う。弦理論は相対論的な弦の
振動を量子化することで得られるが，そのシンプルな出発
点にも関わらず豊富な帰結が得られることを理解してもら
いたい。特に，現在の素粒子理論である標準模型がどのよ
うにして弦理論から現れるのかを理解することを目指す。

授業内容
［第１回］　 なぜ超"弦"理論なのか？
［第２回］　 相対論的粒子について
［第３回］　 相対論的弦の作用と運動方程式
［第４回］　 弦のゲージ固定について
［第５回］　 運動方程式の解と質量公式
［第６回］　 開弦の量子化
［第７回］　 超弦理論
［第８回］　 D-brane
［第９回］　 素粒子物理学と超弦理論
［第10回］　 超弦理論におけるチャージ
［第11回］　 閉弦のT双対性
［第12回］　 開弦のT双対性
［第13回］　 ブラックホールエントロピー
［第14回］　 AdS/CFT対応

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義で出てきた計算は各自ができるようになること。ま
た，講義の内容を自分なりの言葉でまとめることによって
理解を深めること。

教科書
　Barton Zwieback「A First Course in String Theory」

（Cambridge University Press）

参考書
Joseph Polchinski「String Theory, Vol. 1,2」（Cambridge 
University Press）
  Michael B. Green, John H. Schwarz, Edward Witten

「Superstring Theory, Vol.1,2」（Cambridge University 
Press）
  Katrin Becker, Melanie Becker, John H. Schwarz「String 
Theory and M-Theory」（Cambridge University Press）

成績評価の方法
　レポートにより評価する。

その他
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科目ナンバー： ST PHY611J

物理学専攻 備 考

科 目 名 素粒子物理学特論Ｃ

開 講 期 春学期集中 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　博士（学術） 野海　俊文

授業の概要・到達目標
　本講義では「量子重力と素粒子論・宇宙論」をテーマに，
関連分野の基礎から最新の話題までを扱う。より具体的に
は，「量子重力と整合的な素粒子論・宇宙論模型が満たすべ
き一般的性質は何か？」という問いを中心に，量子重力の
現象論的側面に関する近年の進展を紹介する。また，その
過程で，ブラックホールの熱力学などの関連する基礎的内
容も順次取り扱

授業内容
［第１回］イントロダクション
［第２回］ブラックホールと量子重力（１）
［第３回］ブラックホールと量子重力（２）
［第４回］量子重力と対称性（１）
［第５回］量子重力と対称性（２）
［第６回］ランドスケープとスワンプランド （１）
［第７回］ランドスケープとスワンプランド （２）
［第８回］弱い重力予想（１）
［第９回］弱い重力予想（２）
［第10回］散乱行列理論とスワンプランド（１）
［第11回］散乱行列理論とスワンプランド（２）
［第12回］加速膨張宇宙と量子重力（１）
［第13回］加速膨張宇宙と量子重力（２）
［第14回］まとめと展望
受講者の興味や理解度に応じて扱う内容や時間配分を変更
することがあります。

履修上の注意
　場の量子論や一般相対性理論の基礎を事前に学んでいる
ことが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義内容を復習し，授業中に積極的に質問することで，
次回の講義に備えること。

教科書
　特に定めない。

参考書
　特に定めない。

成績評価の方法
　講義中に出題するレポートにより評価する。

その他

科目ナンバー： ST PHY641J

物理学専攻 備 考

科 目 名 生物物理学特論Ａ

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　理学博士 吉村　英恭

授業の概要・到達目標
　フーリエ変換は光（電磁波）や電子線の回折を理解する上
で重要な概念であり，また画像解析や立体構造再構成を行
う上で基本的な道具である。
　ここではフーリエ変換を理解し，様々な測定法の原理を
理解する。また，実際に道具として使えるようになること
を目標とする。

授業内容
［第１回］　 波動光学
　波動を複素関数で表現する基本を学ぶ

［第２回］　 フーリエ級数展開と複素フーリエ変換
　フーリエ変換の復習を行い，複素数への拡張を学ぶ

［第３回］　 フーリエ変換の特徴，実例
　フーリエ変換を実例を交えて理解を深める

［第４回］　 回折
　回折現象とフーリエ変換の関係を理解する

［第５回］　 フラウンホーファ回折とフレネル回折
　様々な遮蔽板による回折による結果を数式で表現する

［第６回］　 光学変換，顕微鏡の分解能，FTIR
　フーリエ変換が関係している事項について学ぶ

［第７回］　 離散的フーリエ変換（DFT）
　コンピュータを用いたフーリエ変換について学ぶ

［第８回］　 高速フーリエ変換（FFT）とサンプリング定理
　FFTのアルゴリズムと使用に際しての注意を理解する

［第９回］　 X線結晶構造解析
　X線を使った結晶構造解析について学ぶ

［第10回］　 逆格子空間と結晶系
　結晶とその回折図形について理解する

［第11回］　 電子線結晶構造解析，NMR
　電子線，NMRによる構造解析について学ぶ

［第12回］　 X線トモグラフィー
　投影像から立体像を再構成する手法を学ぶ

［第13回］　 磁気共鳴イメージング（MRI）
　NMRを用いたCTについて学ぶ

［第14回］　 まとめ
　フーリエ変換とその応用についての再確認をする

履修上の注意
　学部の時に習ったフーリエ級数展開や電磁気学について
復習しておく

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に講義内容に関する基礎的情報を調べ，次回の授業
内容に関する準備をしておくこと。復習として，講義の板
書やプリントを確認しておくこと。

教科書
　特に指定しない
　適宜プリントを配布する

参考書
　『応用光学』鶴田匡夫著（倍風館）
　『光学の原理Ⅰ，Ⅱ』ボルン，ヴォルフ著（訳本）（東海大
出版会）
　『光とフーリエ変換』矢田貝豊彦（朝倉書店）
　『やさしいフーリエ変換』久保田一（オーム社）

成績評価の方法
　授業中に宿題または演習問題を出し，その評価による。

その他
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科目ナンバー： ST PHY641J

物理学専攻 備 考

科 目 名 生物物理学特論Ｂ

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 光武　亜代理

授業の概要・到達目標
　本授業では，生物物理学で必要な統計力学の理論に関し
て学ぶ。特に，統計力学の確率過程について概説する。生
物物理とありますが，教科書のブラウン運動の章を詳しく
説明する授業内容で，統計力学寄りの内容です。

授業内容
第１回： ブラウン運動，確率変数
第２回： 中心極限定理とブラウン運動
第３回： 特性関数
第４回： ランジュバン方程式
第５回： 調和解析
第６回： ガウス過程
第７回： ガウス過程としてのブラウン運動
第８回： 揺動散逸定理①
第９回： 揺動散逸定理②
第10回： ランダムな周波数変調
第11回： 確率的リュービル方程式
第12回： マルコフ過程
第13回： フォッカープランク方程式①
第14回： フォッカープランク方程式②

履修上の注意
　熱力学，統計力学を受講していることが望ましい。内容
は変更する可能性がある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　統計力学の基礎を理解しておくこと。授業内容を復習し，
不明な点があれば授業で質問すること。

教科書
　現代物理学の基礎5「統計物理学」，戸田盛和，久保亮五
編集，岩波書店

参考書

成績評価の方法
　レポート課題，授業に対する姿勢。

その他

科目ナンバー： ST PHY641J

物理学専攻 備 考

科 目 名 生物物理学特論Ｃ

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　獣医学博士 平岡　和佳子

授業の概要・到達目標
　生物物理学の中でも学部の授業では取り上げる機会の少
ない放射線生物学について講義を行う予定です。
　放射線が人体にどのような影響を及ぼすのかを理解する
ために，放射線による初期過程である，物理的・化学的過
程から，生物での諸過程までを学習します。また，学問的
な側面ばかりではなく，放射線にまつわる法律や規制・指
針，国際状況などについてもとりあげ，公衆の安全評価法・
エネルギー問題なども学んでいきます。

授業内容
［第１回］　 放射線影響の時系列
［第２回］　 X線・γ線と物質との相互作用
［第３回］　 荷電粒子と物質との相互作用
［第４回］　 中性子線と物質との相互作用
［第５回］　 放射線化学
［第６回］　 放射線生物作用機構
［第７回］　 生物分子の放射線作用
［第８回］　 細胞・染色体の放射線作用
［第９回］　 放射線感受性と身体的障害
［第10回］　 遺伝的影響
［第11回］　 医学への応用
［第13回］　 放射線管理と防護
［第14回］　 核エネルギー・核兵器開発の歴史と現状

履修上の注意
　大学院先取り履修科目となります

準備学習（予習・復習等）の内容
　この授業では，教科書は使用しないので，毎回主に黒板
への記載事項と配布プリントの内容を良く確認し，次回の
授業までに前回の授業内容について理解を深めておくよう
にしてください。

教科書
　特に指定はありません。毎回，レジュメプリントを配布
します。

参考書
　講義の中で，適宜紹介する予定です。

成績評価の方法
　成績：授業内で行う演習により評価します。
　出席：6割に満たない場合は，不可とします。

その他
　講義の中では，適宜DVD映像などを用いる予定です。
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科目ナンバー： ST PHY641J

物理学専攻 備 考

科 目 名 生体物性特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　理学博士 藤原　祥子
兼任講師　博士（理学） 佐藤　典裕

授業の概要・到達目標
　生物の基本単位である細胞は，生体膜によって区画化さ
れた反応場である。その反応場では，さまざまな酵素反応
が繰り広げられ，さまざまな物質を合成したり分解したり
する。その結果，細胞あるいは生体は自己複製に至る。細
胞を覆い，細胞の内部を区画化しているのは生体膜であり，
主に脂質とタンパク質からなる。生体膜で区切られた水界
部分でも酵素や細胞骨格などのタンパク質が機能する。タ
ンパク質はアミノ酸のペプチド結合により構成されている
が，そのアミノ酸の配列はDNAの塩基配列によって決まっ
ている。即ち，細胞という場と，区画化に関与する生体膜，
機能分子としてのタンパク質とその情報源であるDNAを
理解することが生命の理解に重要である。本講義では，生
命科学の基本を概観し，生命活動を担うさまざまな生体物
質の種類，特性について理解を深めることを目的とする。
まず生命工学の中でも重要な遺伝子工学の理解として遺伝
情報とその伝達のしくみを学び，次いで，微生物工学など
生物学領域全体を学ぶ。さらに，生理学的側面からは環境
問題の解決の可能性を含めて光合成を取り上げ，生物によ
る光エネルギーから有機化合物生産とそれに関わる生体シ
ステムを学ぶ。この授業科目により，物理・化学を中心に
学んできた理工系学生が，生物学領域の基礎知識を身につ
け，境界領域の発展に貢献するための基礎力をつけること
を期待する。

授業内容
〈前半〉（講師：藤原祥子）
［第１回］　遺伝情報の伝達と発現Ⅰ：複製
　遺伝子の本体DNAの複製の分子機構について，主に原
核生物の場合を理解する。

［第２回］　遺伝情報の伝達と発現Ⅱ：転写
　遺伝子が発現するステップのうち，DNAからmRNAが
できる段階（転写）の分子機構について，主に原核生物の場
合を理解する。

［第３回］　遺伝情報の伝達と発現Ⅲ：翻訳
　遺伝子が発現するステップのうち，mRNAからタンパク
質ができる段階（翻訳）の分子機構について，主に原核生物
の場合を理解する。

［第４回］　細菌における遺伝子の伝達
　細菌における遺伝子の導入方法である形質転換，接合，
形質導入の機構について理解する。

［第５回］　プラスミドとトランスポゾン
　細菌における遺伝子の伝達に関与するプラスミド，トラ
ンスポゾンの構造，伝達の機構について理解する。

［第６回］　遺伝子工学
　遺伝子組み換え技術，塩基配列決定法，PCR等について
解説する。

［第７回］　遺伝子工学の応用，バイオテクノロジー
　微生物を用いた有用物質生産，遺伝子組換え植物（青い
バラ，遺伝子組換え食品）等について解説する。

〈後半〉（講師：佐藤典裕）
［第８回］　細胞の構造と機能
　原核生物と真核生物，さらに真核生物である動物と植物
の各々について，その細胞の構造・機能の特徴を理解する。

［第９回］　脂質とは何か
　脂質について，その化学構造や生体膜の構築等，生体内
での役割を理解する。

［第10回］　脂質の代謝
　脂質の合成や分解について，動物と植物，各々の特徴を

理解する。
［第11回］　タンパク質とは何か
　タンパク質について，その化学構造や生体膜の機能発現
等，生体内での役割を理解する。

［第12回］　タンパク質の代謝
　タンパク質の合成や分解について，動物と植物，各々の
特徴を理解する。

［第13回］　光合成
　光合成による光を利用した有機化合物の合成過程を理解
する。

［第14回］　光合成の分子機構と産業利用
　光合成を支えるタンパク質・脂質やその関連遺伝子につ
いて，また光合成の環境問題解決への応用の可能性につい
て理解する。

履修上の注意
　出欠は毎回とります。欠席したときはその回の出席点が
0となります。欠席しないようにしてください。

準備学習（予習・復習等）の内容
　毎回講義の最後にその時間を振り返り，まとめ，感想，
質問等その講義で理解したこと，疑問に思ったことを自由
に記入していただきます。また，開講期の前半と後半の終
わりに課題レポートを提出していただきます。

教科書
　指定はありません。プリントあるいはPowerPointによる
スライドを利用します。

参考書
　生命科学一般及び微生物を広く学ぶための参考書とし
て，下の3点をあげておきます。
1． 「生命科学がわかる」工藤佳久，都筑幹夫（技術評論社）
2． 「現代生命科学の基礎」都筑幹夫編（教育出版社）
3． 「微生物学」基礎生物学テキストシリーズ4　青木健次編

著（化学同人）

成績評価の方法
　レポート点（70％）に平常点（30％）を加味します。課題レ
ポートは開講期の前半で1部，後半で1部，合計2部を提出
していただきます。

その他
　ありません。
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科目ナンバー： ST APH661J

物理学専攻 備 考

科 目 名 流体物性物理学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 平野　太一

授業の概要・到達目標
　表面・界面張力および粘性・弾性は流体の挙動を支配する
力学物性値であり，これらの値を正確に知っておくことは
流体を扱うあらゆる分野で必須といえる。また，これらの
値が挙動のスピードに応じて変化を示す様子を調べること
で，流体内部のミクロな分子運動や分子同士の相互作用の
大きさが変化する様子を捉えることができる。本講義では，
これらの流体物性に関する基礎から応用までを概観する。

授業内容
［第１回］　 インクジェットの物理と流体物性
［第２回］　 粘性流体とナビエストークス方程式
［第３回］　 各種粘性計測手法の原理と特長
［第４回］　 レオロジーの概念と非ニュートン流体
［第５回］　 粘弾性測定と粘弾性モデル
［第６回］　 高分子網目系のレオロジー
［第７回］　 高分子液体のレオロジー
［第８回］　 高分子固体のレオロジー
［第９回］　 分散系のレオロジー１
［第10回］　 分散系のレオロジー２
［第11回］　 表面エネルギーと表面張力
［第12回］　 塗れと接触角
［第13回］　 界面活性剤と動的挙動
［第14回］　 表面張力波と重力波

履修上の注意
　学部の時に習った微積分，線形代数の知識について復習
しておくこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に講義内容に関する基礎的情報を調べ，次回の授業
内容に関する準備をしておくこと。復習として，講義の板
書やプリントを確認しておくこと。

教科書
　特に指定しない
　適宜プリントを配布する

参考書
『Fluid Mechanics: Volume 6 (Course of Theoretical 
Physics) 』Landau and Lifshitz 著（Butterworth-
Heinemann）

『流体力学１．２』ランダウ/リフシッツ著（訳本）（東京書
籍）

『レオロジーの世界』尾崎邦宏著（森北出版）
『新講座・レオロジー』日本レオロジー学会編
『分子間力と表面力』イスラエルアチヴィリ著（訳本）（朝
倉書店）

『水と空気の物理』マークＷデニー著（訳本）（ＮＴＳ出版）

成績評価の方法
　授業中に宿題または演習問題を出し，その評価による。

その他

科目ナンバー： ST PHY631J

物理学専攻 備 考

科 目 名 量子光学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　理学博士 梶田　雅稔

授業の概要・到達目標
　この授業ではレーザー光の特性，発振原理に始まる。レー
ザー光は位相，周波数，伝搬方向が均一の光である。つまり，
パラメータが単一の理想的な光だと言える。
　レーザー光は干渉を起しやすくて光速度一定の検証や重
力波の検出を可能にした。更に原子・分子の遷移周波数の
精密計測を可能にして時間・周波数の標準を18桁で確立す
ることを可能にした。周波数精密計測は微少な効果を検
出に可能にするので，粒子・反粒子の対称性についての検
証など標準モデルを超える新たな物理学の開発を可能にす
る。

授業内容
［第１回］　 レーザーとは（光の吸収，誘導放出，自然放出

について）？
［第２回］　 誘導放出を起すポンピング，共振器を用いた

レーザー発振
［第３回］　 気体原子分子のエネルギー構造と気体レーザー
［第４回］　 固体エネルギー構造と固体レーザー
［第５回］　 レーザー光の周波数変換＋レーザー発振の安

定・不安定性
［第６回］　 レーザー光の干渉（光速度一定の検証，重力波

検出）
［第７回］　 レーザーによる分子分光
［第８回］　 レーザー冷却と極低温原子の物理
［第９回］　 レーザー光の周波数測定
［第10回］　 原子時計について（レーザー出現前）
［第11回］　 原子時計について（レーザー出現後）
［第12回］　 周波数精密計測が物理学にもたらしたもの（相

対論検証，粒子・半粒子の関係）
［第13回］　 極低温原子で得られるボーズ凝縮
［第14回］　 レーザー光を遠距離に伝送する光ファイバ―

履修上の注意
　メール等による質問はいつでも歓迎する

準備学習（予習・復習等）の内容
　量子力学の基本的な部分，特に気体状の原子分子が飛び
飛びのエネルギーしか取れない事を理解しておいて欲しい

教科書
　特に指定しない
　資料を配付する

参考書
　Measurement, Uncertainty and Lasers Masatoshi Kajita

（IOP Expanding Physics）
　Cold Atoms and Molecules Masatoshi Kajita（IOP 
Expanding Physics）
　いずれも物理学資料室にある

成績評価の方法
　レポートで評価する

その他
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科目ナンバー： ST PHY631J

物理学専攻 備 考

科 目 名 光物性特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 鈴木　隆行

授業の概要・到達目標
　前半は原子の量子力学の基礎的事項について講義する。
量子力学で習得した水素原子の波動関数を踏み台にして，
多電子系の波動関数を扱う。さらに計算機物理学で波動関
数を解く際に常用される種々の近似も扱う。また，分光学
上の記法についても言及し，当該分野の文献を読み解く一
助になるようにする。
　後半は量子化学を中心とした講義を行う。扱う対象を分
子に拡張し，分子の回転振動の自由度について，さらには
その分光学的な観測手法も紹介する。

授業内容
第１回： 原子単位
第２回： 同種粒子からなる系
第３回： Hartree近似
第４回： Hartree-Fock近似
第５回： 自由電子近似
第６回： Thomas-Fermi近似，Xα法
第７回： 原子のエネルギー準位，HeからNeまで
第８回： 角運動量の合成
第９回： スピン軌道相互作用
第10回： 原子と電磁場の相互作用
第11回： 分子の回転
第12回： パラ水素とオルソ水素
第13回： 分子の振動
第14回： 分子分光学

履修上の注意
　量子力学Ⅰ，Ⅱを十分に理解していることを前提にする。

準備学習（予習・復習等）の内容
　量子力学の知識を前提に講義を進めるので，量子力学Ⅰ，
Ⅱを十分に予習しておくこと。
　また，適宜課題を出すのでそれをレポートとしてまとめ，
提出すること。

教科書
　特になし

参考書
　「原子分子物理学」高柳和夫，朝倉書店
　「物理化学」アトキンス，東京化学同人
　「物理化学」マッカーリ・サイモン，東京化学同人
　「量子物理化学」大野公一，東京大学出版会

成績評価の方法
　期間中複数回レポート課題を出す。期限までに提出され
たものについて評価を行う。

その他

科目ナンバー： ST PHY631J

物理学専攻 備 考

科 目 名 原子分子物理学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　理学博士 小田島　仁司

授業の概要・到達目標
　原子・分子の分光学に関する基礎と応用について講義す
る。レーザー光やマイクロ波などの電磁波を用いて原子・
分子のスペクトルを測定し，それを解析することにより原
子・分子の性質を知るための基礎を学習する。電磁気学と
量子力学に基づいて，原子・分子と電磁波の相互作用を取
り扱い，原子・分子の諸性質が，そのスペクトルにどのよ
うに反映するかを理解する。さらに，分光学的手法により
得られた原子・分子のデータが，天文学，環境科学，生物
学等，他の分野でどのように利用されているかを概観する。
　分光学の基礎について理解することを目標とする。

授業内容
［第１回］　 Maxwell方程式をもとに電磁波の基本的性質を

理解する。
［第２回］　 自由空間のモード密度と黒体放射について理

解する。
［第３回］　 量子論の端緒となったプランクの放射公式に

ついて学ぶ。
［第４回］　 電磁波と物質の相互作用をアインシュタイン

の理論に基づき理解する。
［第５回］　 アインシュタインのB係数を摂動論により求め

る。
［第６回］　 二準位系と電磁波のコヒーレント相互作用を

シュレディンガー方程式により理解する。
［第７回］　 原子・分子の吸収スペクトルにおける線幅，飽

和効果について理解する。
［第８回］　 水素原子のエネルギー準位を，ボーアの理論，

シュレディンガーの理論に基づき理解する。
［第９回］　 多電子原子のエネルギー準位，微細構造，超微

細構造について学ぶ。
［第10回］　 磁場中の原子のエネルギー準位について学ぶ。
［第11回］　 二原子分子のエネルギー準位について学ぶ。
［第12回］　 水素分子を例に，原子価結合法と分子軌道法に

ついて学ぶ。
［第13回］　 天文学，環境科学，生物学等への分光学の具体

的な応用について学ぶ。
［第14回］　 分光学の最近の話題として，テラヘルツ領域の

分光について学習する。

履修上の注意
　学部で開講される電磁気学と量子力学を履修しているこ
とが望まれる。

準備学習（予習・復習等）の内容
　講義内容を復習し，疑問点は質問すること。

教科書
　指定しない。

参考書
　講義において，随時，紹介する。

成績評価の方法
　授業への参加状況20％，レポート80％により総合的に評
価する。

その他

― 576 ―



科目ナンバー： ST PHY621J

物理学専攻 備 考

科 目 名 応用物理学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　博士（工学） 松本　益明

授業の概要・到達目標
　振動および波動に関係する現象について講義・演習をお
こなう。振動・波動の現象は多くの物理現象の中に見出さ
れ，その理解は理学・工学の分野を問わず極めて重要であ
る。
　本講義では振動・波動現象の基本的な概念とその応用を
理解することを目的とする。まず，最も基本的な，単一振
動子の振動（自由度1の単振動）について復習後，自由度の
数を2個，多数と増やしたとき（連成振動）に振動がどのよ
うに記述できるかについて学修し，連続体の場合の波動方
程式へと拡張する。その際に基準振動（モード）と振動の合
成（重ね合わせ）という重要な概念について理解する。次に
その拡張として振動のフーリエ解析（周波数解析）の基礎的
な項目について学修する。その後，単一自由度へ戻り，現
実的な減衰振動，強制振動を表す微分方程式を導き，それ
をラプラス変換を導入して解く。振動の解の一つとしての
共振現象とそれの現れる様々な状況について学修する。振
動が空間を伝わる波について，進行波の波動方程式，波の
分散と群速度，位相速度，反射と定在波，屈折，回折およ
び干渉について学修し，それを3次元に拡張する。最後に
振動・波動の応用として，水の波，音波，電磁波，固体中
のフォノン，電子状態，ド・ブロイ波等についても学ぶ。
　以上の振動・波動に関する項目の基本的な概念を習得す
ることを到達目標とする。

授業内容
［第１回］　 イントロダクション，単振動，様々な振動
［第２回］　 自由度2の連成振動とモード，うなり
［第３回］　 多自由度の連成振動とモード
［第４回］　 連続体の振動，弦の波動方程式
［第５回］　 フーリエ解析
［第６回］　 フーリエ変換と変調
［第７回］　 減衰振動
［第８回］　 ラプラス変換の入門
［第９回］　 強制振動と共振
［第10回］　 1次元の波，進行波と波動方程式
［第11回］　 波の分散，群速度と位相速度
［第12回］　 波の反射と定在波，屈折，回折
［第13回］　 3次元の波，様々な波動現象
［第14回］　 まとめ

履修上の注意
　講義および演習。講義とそれに関する演習をおこなう。
　いくつかの単元について，まとめと発表を行ってもらう。

準備学習（予習・復習等）の内容
　三角関数，指数関数および微分・積分の基本的な事項に
ついて既習であること。

教科書
　特に指定しない。場合によっては講義中にプリント等を
配布する。下の参考書も併用する。

参考書
　Vibrations and Waves in Physics Third Edition by Iain G. 
Main Cambridge University Press
　「振動・波動」長谷川修司　講談社
　「波動」　バークレー物理学コース　高橋秀俊　監訳　丸
善出版

　「振動・波動入門」鹿児島誠一　サイエンス社
　「振動と波動」吉岡大二郎　東京大学出版会
　「振動・波動」小形正男　裳華房

成績評価の方法
　レポート，演習，発表及び出席状況に基づき総合的に評
価する。
　配点は期末レポート40％，演習提出・出席等40％，演習
に関する解説の発表20％（概数）。
　総合得点の60％以上を合格の基準とする。

その他
　E-mail: masuaki＠u-gakugei.ac.jp
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科目ナンバー： ST APH621J

物理学専攻 備 考

科 目 名 結晶成長学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（地球環境科学） 長島　和茂

授業の概要・到達目標
　本講義では気相成長・溶液成長・融液成長を通じて結晶成
長の考察にとり基礎となる考え方を述べる。具体的には相
平衡，結晶の核形成理論，完全結晶と準完全結晶の成長機
構，界面の荒さと結晶成長，平衡形と成長形等について理
解を深める。現象の理解を促すため，演習やデモ実験，ビ
デオ紹介を行う。

授業内容
［第１回］　 結晶成長のアウトライン：身近な結晶，結晶構

造
［第２回］　 結晶成長のアウトライン：結晶表面の原子配列

と結晶格子，ミラー指数
［第３回］　 結晶成長のアウトライン：単結晶，多結晶，ア

モルファス，結晶成長の駆動力
［第４回］　 結晶成長のアウトライン：小さな液滴や結晶の

相平衡蒸気圧（ギブス・トムソンの式）
［第５回］　 結晶の核形成：均一核形成の自由エネルギー
［第６回］　 結晶の核形成：均一核形成頻度
［第７回］　 結晶の核形成：オストワルドの段階則，不均一

核形成
［第８回］　 結晶成長機構：ヘルツクヌーセンの式，ウィル

ソンフレンケルの式
［第９回］　 結晶成長機構：平均滞在時間と表面拡散距離
［第10回］　 結晶成長機構：らせん転位によるスパイラル成

長
［第11回］　 結晶成長機構：二次元核成長
［第12回］　 結晶成長機構：ウルフの定理
［第13回］　 結晶の成長形：晶相変化，晶壁変化，成長界面

の形態不安定
［第14回a］　全体の総括
［第14回b］　期末試験

履修上の注意
　熱力学，統計力学1を履修済み，もしくは同等の知識を
有することを前提とする。

準備学習（予習・復習等）の内容
　使用するテキストは優しめのものを用いているので，各
自次回の内容に目を通しておくて良いでしょう。自力での
理解は可能です。ところが，詳細な理論の導出過程は省か
れているため，講義で示された理論計算の演習を講義後に
行っておくとよいでしょう。

教科書
　『結晶は生きている～その成長と形の変化のしくみ～』黒
田登志雄著（サイエンス社）

参考書
　『結晶成長』斎藤幸夫著（裳華房）

成績評価の方法
　定期試験（70％）と課題（30％）をあわせて評価する。

その他

科目ナンバー： ST PHY691J

物理学専攻 備 考

科 目 名 地球惑星大気物理学特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 鈴木　秀彦

授業の概要・到達目標
　地球や惑星の大気で起こっている物理現象を理解するた
めに，流体力学と熱力学に基礎をおいた大気力学を基礎か
ら解説する。地球や惑星の大気システムでは，その非線形
性から多種多様な現象が起こりえる。地球物理学では個々
の現象の本質を物理学で記述するために，現象の時間的，
空間的スケールに適合した解析法を用いる必要がある。本
科目の目標は，そのような考え方を身につけ，地球や惑星
で起こっている大気諸現象のメカニズムの本質を理解し，
地球惑星大気研究に必要な最低限の知識を身につけること
である。

授業内容
［第１回］：太陽系惑星大気の概観
［第２回］：地球大気の鉛直構造
［第３回］：温位，log p座標系
［第４回］：放射と熱収支1 ～太陽放射と放射平衡
［第５回］：放射と熱収支2 ～温室効果と熱収支
［第６回］：大気を記述する方程式系1
［第７回］：大気を記述する方程式系2
［第８回］：地衝風と温度風
［第９回］：惑星スケールの大気運動
［第10回］：総観スケールの大気運動
［第11回］：高層大気の大規模な運動
［第12回］：大気における波動1　大気重力波と音波
［第13回］：大気における波動2　ロスビー波と潮汐波
［第14回］：大気科学の諸問題

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　熱力学，統計力学，量子力学の基礎的な概念を理解して
いること，物理数学（ベクトル解析，微分方程式など）を十
分に復習しておくことが望ましい。講義の理解度について
は適宜，教員から講義出席者に対し質問を投げかける形式
で確認を行うため，講義の内容を都度理解し整理しておく
こと。

教科書

参考書
　「大気科学講座3　中間圏と成層圏の大気」松野太郎・島崎
達郎　東京大学出版会
　「Middle Atmosphere Dynamics」D. G. Andrews, J. R. 
Holton, C. B Leovy, ACADEMIC PRESS

成績評価の方法
　出席状況（講義の参加度）30％およびレポート70％によ
り評価する。

その他
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科目ナンバー： ST PHY691J

物理学専攻 備 考

科 目 名 物理学特別講義Ａ

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　博士（理学） 田島　裕之

授業の概要・到達目標
　超伝導/超流動現象は，物性物理学のみならず原子核/素
粒子物理学をはじめとした様々な分野に波及した重要な研
究対象である。本授業では，電子や原子などのミクロな粒
子が多数集まることで発現するこうした巨視的量子多体現
象の性質を，平均場理論に基づいて理解することを目標
とする。Bose気体の超流動の平均場理論，超伝導ないし
はFermi気体超流動の平均場理論であるBCS理論，Bose/
Fermi超流動の統一描像を与えるBCS-BECクロスオー
バー，Bose気体とFermi気体の混合系について学んだ後，
発展的な話題としてアナログ量子シミュレータとしての冷
却原子気体研究の話題を紹介する。

授業内容
［第１回］　超伝導/超流動現象の概観
［第２回］　量子力学の復習
［第３回］　理想Fermi気体/理想Bose気体
［第４回］　自発的対称性の破れ
［第５回］　平均場理論
［第６回］　Bose気体超流動の平均場理論
［第７回］　Bogoliubov理論
［第８回］　多成分Bose気体
［第９回］　Cooper問題，BCS理論
［第10回］　BCS理論
［第11回］　BCS-BECクロスオーバー
［第12回］　Bose-Fermi混合気体
［第13回］　アナログ量子シミュレータ
［第14回］　まとめ

履修上の注意
　熱統計力学，量子力学の基礎的な事柄を理解しているこ
とが望ましい。

準備学習（予習・復習等）の内容
　予習は必要ないが，参考書を参照しつつ，講義内容を復
習してもらいたい。また授業中に出すレポート課題を提出
してもらう。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　「Quantum Theory of Many-Particle Systems」, A. L. 
Fetter, J. D. Walecka （Dover）
　「Bose-Einstein Condensation in Dilute Gases」, C. J. 
Pethick, H. Smith （Cambridge University Press）
　「超伝導の基礎」丹羽雅昭（東京電機大学出版）

成績評価の方法
　授業への参加度30％，レポート課題70％により評価する。

その他

科目ナンバー： ST PHY621J

物理学専攻 備 考

科 目 名 応用物理学特別講義

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　博士（理学） 前橋　英明

授業の概要・到達目標
　携帯電話やコンピューター，また，それらをつなぐ通信
ネットワークなど，現代情報社会をささえるエレクトロニ
クスシステムの大部分は，半導体を基礎材料として形成さ
れている。本科目では，そのような半導体の物性，特にそ
の非平衡物性を理解し，半導体デバイスに関する基礎知識
を身につけることを到達目標とする。そのために，量子力
学と統計力学の復習からはじめて，（均一な）半導体の熱平
衡状態やキャリアの輸送現象について学ぶ。それから，不
均一な半導体を考察し，ダイオードやトランジスタなど基
本的な半導体素子の動作原理を学ぶ。

授業内容
第１回： イントロダクション（半導体の物理）
第２回： 自由電子模型
第３回： 半導体のバンド構造と有効質量近似
第４回： 真性半導体
第５回： 真性キャリア密度
第６回： 不純物半導体
第７回： 質量作用の法則
第８回： 不均一な半導体
第９回： 空乏層
第10回： ポアソン方程式と連続の方程式
第11回： ダイオードの整流作用
第12回： トランジスタ
第13回： ボルツマン方程式とその応用
第14回： まとめ

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業内容を復習し，不明な部分があれば授業で質問する
こと。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　『半導体デバイスの基礎 上，中，下』B. L.アンダーソン，
R. L.アンダーソン 著　樺沢宇紀 訳（丸善）
　『半導体の物理』御子柴宣夫 著（培風館）
　『半導体デバイスー基礎理論とプロセス技術』S. M.ジィー 
著　南日康夫，川辺光央，長谷川文夫 訳（産業図書）

成績評価の方法
　レポートにより評価する。

その他
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科目ナンバー： ST PHY691J

物理学専攻 備 考

科 目 名 地球内部物理学特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 新名　良介

授業の概要・到達目標
　地球内部物質に関する研究の理解を深める。毎回講義の
前半で，受講者数名に論文や教科書の一部を紹介してもら
い，後半で教員が必要に応じ解説や周辺研究に関する説明
をする。論文・教科書は初回に推薦文献リストを配布する
が，それ以外の文献を紹介してもよい。

授業内容
［第１回］　 イントロダクションと文献リストの紹介
［第２回］　 地球物理的観測1　地震学的観測
［第３回］　 地球物理的観測2　電磁気学的観測
［第４回］　 地質学的観測
［第５回］　 地球化学的観測
［第６回］　 地球深部物質の物性1　熱弾性特性
［第７回］　 地球深部物質の物性2　輸送特性
［第８回］　 地球深部における安定相関係1　マントル物質
［第９回］　 地球深部における安定相関係2　核物質
［第10回］　 核・マントル相互作用
［第11回］　 非平衡過程とレオロジー
［第12回］　 揮発性元素の役割
［第13回］　 地球内部のダイナミクス1　沈み込み帯とマン

トル対流
［第14回］　 地球内部のダイナミクス2　地球形成モデル

履修上の注意

準備学習（予習・復習等）の内容
　発表担当者は配布資料やパワーポイント等の作成と発表
準備をしておくこと。

教科書

参考書

成績評価の方法
　発表・議論や，研究背景に対する理解度を総合して評価
する。

その他

科目ナンバー： ST STS651J

物理学専攻 備 考

科 目 名 科学史特論

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　博士（理学） 小島　智恵子

授業の概要・到達目標
　この授業の内容は，古代ギリシャから17世紀までの原子
論の発展の歴史である。物理学の発展に大きく寄与した原
子論の考え方が，ギリシャ時代に生まれてから歴史に埋も
れ，17世紀に復活した過程と理由を多角的な観点で分析す
る。
　授業の到達目標は，現代科学の基礎となっている原子論
的思想について理解を深めること，また原子論の歴史を学
ぶ中で，物理学における実験の役割と重要性について認識
を高めることである。この授業が，現代の科学のあり方を
歴史的視点で主体的に考えていく動機づけになるよう努め
たい。

授業内容
［第１回］　 ガイダンスとして，科学史研究の二つの方法

（内的科学史・外的科学史），科学史研究の目的
と意義について述べる。次に具体的な授業内容
に入り，ギリシャ時代の原子論を学ぶために必
要なギリシャの自然哲学の概要を説明する。

［第２回］　 ギリシャの原子論のうち，デモクリトスについ
て扱い，なぜアリストテレスが原子論を批判し
たのかについて学ぶ。その際，アリストテレス
の四元素説との比較を行う。

［第３回］　 アリストテレスと原子論者の自然哲学の比較
を，宇宙論や運動論にまで拡張して行い，その
違いを明らかにする。

［第４回］　 ギリシャの原子論のうち，エピキュロスについ
て取り上げ，原書の一部を解読しながらその無
神論的解釈について調べる。

［第５回］　 ヘレニズム時代の哲学者としてのエピキュロ
スの思想を歴史的に分析し，19世紀の経済学
者に与えた影響について考察する。

［第６回］　 ローマ時代の原子論支持者としてルクレティ
ウスを題材にし，原子論の詩について理解を深
める。またルクレティウス支持者として知られ
る日本の物理学者寺田寅彦について取り上げ
寺田物理学の特徴を学ぶ。

［第７回］　 ルクレティウスが詩の中で，原子論についてど
のように解釈しているのかを理解し，現代の科
学との関連性について議論する。

［第８回］　 17世紀における原子論の復活について，ガッ
サンディを事例とし，なぜ17世紀まで原子論
が批判されてきたのかを理解する。またガッサ
ンディの中世折衷的な理論について歴史的に
評価する。

［第９回］　 ガッサンディと同世代のデカルトの科学的思
考について学ぶ。そして両者を比較することに
より，近代自然学における機械論的世界観形成
の意義について理解する。

［第10回］　 17世紀に真空実験が可能になった背景について
パスカルの事例等を調べ，真空実験により原子
論が受け入れられる基礎ができたことを学ぶ。

［第11回］　 17世紀に実験器具が発展し，科学における実
験の重要性が増していったことが，原子論復活
の背景にあったことを学ぶ。また17世紀の実
験概念と現在の実験概念をガリレオの実験を
事例として比較検討する。

［第12回］　 17世紀イギリスの粒子論の事例として，ボイ
ルの原書の一部を取り上げ，その粒子論的世界
観を解読する。
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［第13回］　 ニュートンの原書の一部を取り上げ，ボイルと
の違いを比較検討する。また科学史上最も有名
な著作の一つであるニュートンのプリンキピ
アの中で，原子論がどう扱われているのかを分
析する。

［第14回］　 原子論の歴史を総括し，原子論の受容と宗教的
対立について再考する。またボイルやニュート
ンの研究における神学的要素について検討す
る。そして，18世紀から19世紀にかけて原子
論がどう変化していったのかを概観する。

履修上の注意
　この科目を履修するために事前に受講しておくべき科目
の指定はない。自分の専門分野だけでなく，幅広い領域に
興味をもつような姿勢が望ましい.

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業中に小テスト（ノート持込可）を行う場合があるの
で，その準備として毎回の授業ノートの整理を十分に行い，
授業中には積極的に質問して頂きたい。また，授業中に自
分が興味をもった内容に関して短いプレゼンを1回行うの
で，その準備をして頂く。また授業中の質問や他の学生の
プレゼンに対する質問については，平常点として考慮する。

教科書
　指定しない。プリント資料を毎回配布する。なお授業中
に行うプレゼンに関しては，授業配布資料を題材とするの
で，保管して予習・復習に役立てるようにする。

参考書
　授業中に適宜指摘する。

成績評価の方法
　小テスト・平常点・授業中プレゼン60％，レポート40％，
合計が満点の60％以上を単位修得の条件とする。

その他
　授業内容の補足として，授業内の一部で科学史に関連し
た動画を見る場合もある。また必要に応じてグループディ
スカッションを行う。

科目ナンバー： ST LAN511M

共通総合科目 備 考

科 目 名 科学論文英語特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 兼任講師　博士（工学） 野瀬　裕之

授業の概要・到達目標
　本科目は理工系の大学院生を対象としている。これから
のグローバル社会に必須である英語を用いて研究論文，研
究報告書，研究提案書を論理的に文章で表現できることを
目的とする。授業は演習を基本として，14講義で完了する
ことを予定している。科学技術英語の知識の修得は，日々
の絶え間ない努力が必須である。その努力の必要性を，国
際学会での論文発表，グローバル企業との交渉等の経験を
通して生きた英語について講義する。

授業内容
　講義の内容は，国際学会発表，論文投稿規定，海外特許
出願規定等から取り上げた英文の読解と英文報告書作成等
を含めた演習を毎回行う。受講者は，毎回予習書を必ず提
出することをもとめる。受講者全員が英文の小論文を作成
して，それをブラッシュアップしていくことを目標とする。
　講義の進行方法は，教師が講義をして受講者がそれを聴
くという受動的な授業ではなく，受講者が積極的に演習が
できるように，受講者間，教員との直接の議論を通して進
める。
第１回目　ガイダンス
第２回目　The design
第３回目　The market - Reader-centered approach
第４回目　The concept
第５回目　Embodiment（1）
第６回目　Embodiment（2）
第７回目　Embodiment（3）
第８回目　Embodiment（4）
第９回目　Grammar
第10回目　Spelling
第11回目　Punctuation
第12回目　Style（1）
第13回目　Style（1）
第14回目　Exercise

履修上の注意
　各講義前の予習は必須。毎回講義で演習を行う。

準備学習（予習・復習等）の内容
　事前に配布テキストの関係している箇所をよみ専門用語
については辞書，専門書でしらべること。復習として，配
布テキストの関係するところを読むこと。

教科書
プリントにて配布する。

参考書
　講義の初回，および適宜提示する。

成績評価の方法
　英語小論文50％，講義での討議内容25％，宿題25％

その他
　教員との連絡方法については，講義初回時連絡する。

共
通
総
合
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科目ナンバー： ST LAN511M

共通総合科目 備 考

科 目 名 科学論文英語特論

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　Ph.D　マクタガート，イアン

授業の概要・到達目標
［概要］Course Outline 　
This course will help you learn how to write and present 
science information in English. You will learn important 
grammar to be able to write formal sentences and 
paragraphs, and to write shorter statements more suitable 
for posters and presentation slides. In addition, you will 
learn how to talk about your research with other people, 
and what to say when you are showing a poster or giving 
a presentation. During the course, you will be expected to 
practice various aspects of report writing and presenting, 
both during the class and as homework. 
このコースは科学的な情報を英語で書き，発表する方法を
学びます。学位論文や雑誌論文などを書くために必要な，
正式な文や段落を英語でどう書くか，またポスター発表や
口頭発表のスライド作成で必要な，箇条書きのような短い
文の書き方の両方を学びます。合わせて，自分の研究を他
の人たちに伝える話し方，ポスター発表や口頭発表の時に，
どのように話すと効果的かなども学びます。

［到達目標］Course Objectives
・ To improve students' ability to write reports, posters 

and presentations slides in English. 
・ To practice talking about your own research in easy-to-

understand English and effective presentation speaking 
skills. 　

・ 英語でのレポートの書き方，またポスターや口頭発表の
スライドの実践的な書き方を学ぶ。

・ わかりやすい英語での説明の仕方，また効果的な口頭発
表の仕方を学ぶ。

授業内容
［第１回］　 ガイダンス＋Practice introducing yourself and 

your research subject in English.
［第２回］　 Sentences & paragraphs 1. Linking words - 

help to show relationships between points and 
control sentence length.

［第３回］　 Sentences & paragraphs 2. Differences 
between grammar and meaning of `general' & 
`specific' sentences.

［第４回］　 Posters 1. Write easy-to-understand English 
explanations in limited space.

［第５回］　 Posters 2. Group Work: Write a poster based 
on information in a scientific paper.

［第６回］　 Report Abstracts 1. How to write a research 
summary in 150-200 words.

［第７回］　 Report Abstracts 2. Group Practice.
［第８回］　 Report Introductions 1. Structure, Grammar & 

Useful phrases.
［第９回］　 Report Introductions 2. Student Practice - 

write an Introduction about your research 
area.

［第10回］　 Results. How to describe your results (data 
patterns, comparisons, relationships etc.).

［第11回］　 Presentations 1. Writing concise presentation 
slides in English.

［第12回］　 Presentations 2. Making a clear and confident 
speech in English.

［第13回］　 Group Work: prepare a short presentation 
for next class (presentation slides + speaking 
notes).

［第14回］　 Student Group Presentations.

履修上の注意
　The reading materials will be in English.資料は全て英
語です。

準備学習（予習・復習等）の内容
　Each week 1 or 2 students will explain about their 
research field to other students in the class (about 5 
minutes each). The date for each student explanation will 
be decided in the first class.

教科書
　There is no specific course textbook. Reading materials 
will be given out in each class.
　特に定めない。資料は配布します。

参考書
Books for General Science Writing and Presentations:
　Science Research Writing - For Non-Native Speakers 
of English (Hilary Glasman-Deal), Imperial College Press, 
2010.
　Writing and Presenting in English - The Rosetta Stone 
of Science (Petey Young) Elsevier, 2006.
　Books showing how to use English words and phrases 
correctly:
　Basic English Usage (Michael Swan), Oxford University 
Press, 1984.
　Practical English Usage, 4th Edition (Michael Swan), 
Oxford University Press, 2016.

成績評価の方法
　Group Poster 25％ , Abstract about your own research 
topic 25 ％ , Group PowerPoint presentation 25 ％ , Class 
Participation 25％
　(ポスター 25％，要旨 25％，パワーポイント発表 25％，
平常点 25％ )

その他
　Iain McTaggart：農学部，第一校舎5号館　205号室
　Email: imctagg＠meiji.ac.jp

指導テーマ
　環境農業：Agri-environmental management
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科目ナンバー： ST MAT651J

共通総合科目 備 考

科 目 名 理工学研究科総合講義Ａ

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 宮部　賢志

授業の概要・到達目標
　本講義では確率という概念の歴史と解釈について講義す
る。

授業内容
［第１回］　 パスカルとフェルマーの書簡
［第２回］　 コルモゴロフによる確率の公理
［第３回］　 フォン・ミーゼスの相対頻度解釈
［第４回］　 ランダムネス
［第５回］　 ヴィレの反論
［第６回］　 傾向説による解釈
［第７回］　 傾向説による解釈の問題点
［第８回］　 主観的確率におけるダッチブック論証
［第９回］　 デュエム・クワイン問題
［第10回］　 主観的確率と客観的確率の組み合わせ
［第11回］　 無差別の原理
［第12回］　 ケインズの論理的解釈
［第13回］　 カルナップの帰納的論理
［第14回］　 最大エントロピー原理

履修上の注意
　授業に積極的に参加すること。

準備学習（予習・復習等）の内容
　復習をきちんとすること。

教科書
　『確率と哲学』チルダーズ，九夏社

参考書

成績評価の方法
　期末レポート70％，授業への貢献度30％で評価する。
　合計が満点の60％以上を単位修得の条件とする。

その他

科目ナンバー： ST CBI621J

共通総合科目 備 考

科 目 名 理工学研究科総合講義Ｂ

開 講 期 春学期集中 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（工学） 嶋田　総太郎　他

授業の概要・到達目標
　脳神経科学，心理学，数物理学，工学などの様々な研究
分野の集合体である認知科学について学ぶ。各研究分野の
専門家が講義する，その基礎知識から最新トピックスまで
を理解し，受講者自らが各問題点を考えられることが到達
目標である。

授業内容
第１回： イントロダクション（川崎　真弘）
第２回： 記憶と感情の認知脳科学（川崎　真弘）
第３回： 人間の脳の何が特別か？（赤石　れい）
第４回： 人間の知性の何が特別か？（赤石　れい）
第５回： ヒトの脳活動ダイナミクスと脳情報処理（1）（北城　

圭一）
第６回： 脳のリバースエンジニアリング（1）知性と芸術（高橋　

宏知）
第７回： 脳のリバースエンジニアリング（2）意識と宗教（高橋　

宏知）
第８回： ヒトの脳活動ダイナミクスと脳情報処理（2）（北城　

圭一）
第９回： 低次視覚野における情報処理：その神経基盤と計

算論（林　　隆介）
第10回： 高次視覚野における情報処理：その神経基盤と計

算論（林　　隆介）
第11回： コミュニケーションする脳（川崎　真弘）
第12回： 意思決定の計算モデルと神経機構（1）（福田　玄明）
第13回： 意思決定の計算モデルと神経機構（2）（福田　玄明）
第14回a：まとめ（川崎　真弘）

履修上の注意
（1） オムニバス形式の講義である。
（2） 講義は，1日目4コマ，2-3日目3コマ，4日目3.5コマと

して，夏休み中の4日間で生田キャンパスまたはオン
ラインにて実施する。

（3） 講義の内容等については，講師の都合により変更する
ことがある。

準備学習（予習・復習等）の内容
　授業中に学んだことで興味を持ったこと，分からなかっ
たことについては，専門書等で復習しておくこと。

教科書
　特になし。

参考書
　高橋宏知：「メカ屋のための脳科学入門―脳をリバースエ
ンジニアリングする」，日刊工業新聞社，東京，2016（ISBN 
978-4-526-07536―0）。

成績評価の方法
　出席とレポート提出により，評価を行う。

その他
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科目ナンバー： ST MAN691J

共通総合科目 備 考

科 目 名 学際領域特論Ａ

開 講 期 秋学期 単 位 講2

担 当 者 専任教授　工学博士 宮城　善一　他

授業の概要・到達目標
　日本の科学技術力は極めて高く，その水準は世界的にも
トップに位置するが，技術マネジメントの水準の低さが指
摘されている。我が国の産業競争力の強化を図るためには，
技術の成果を事業につなげ，経済的付加価値に転換するマ
ネジメントが重要であり，産業界においてはその知識を有
する人材の早急な育成が期待されている。技術経営（MOT: 
Management of Technology）に関連する分野は多岐にわた
るので，本講では特徴的な話題を取り上げ，MOTで必要
とされる知識の概要を理解することを目的とする。

授業内容
［第１回］　 講座の導入

担当教員：理工学研究科
　技術分野における技術マネジメント能力が要
求されている背景やその必要性について，国内
外の状況を概論する。本講座の開始にあたり，
技術マネジメントの概要と講座の主旨を説明す
る。

［第２回］　 企業評価と格付けモデル1
担当教員：商学研究科
　本講義は文系・理系の学問の融合として生み
出され，発達し，欧米のMBAコースにおける
教育を通じて，事実上のグローバル・スタンダー
ドとなったファイナンス理論について，「企業
評価」「事業評価」「格付け」をキーワードとして
展望する。

［第３回］　 企業評価と格付けモデル2
担当教員：商学研究科

［第４回］　 技術開発・設計の方法論（コンカレントエンジ
ニアリング，品質工学など）
担当教員：理工学研究科
　技術開発戦略として，技術の切り替えの迅速
化と効率化および信頼性確保は重要で，それを
実現する方法論の一つとして品質工学とコンカ
レントエンジニアリングを取り上げ，技術の開
発段階から製品が量産化される製造工程のシス
テム化にいたるまでの最適化設計の考え方と方
法論を国内外の事例を用いて概説する。

［第５回］　 製品開発における標準と標準化戦略
担当教員：外部講師
　グローバルな製品化における標準化戦略につ
いて考える。

［第６回］　 海外におけるものづくりの動向（自動車の生産
活動にみるアメリカにおけるものづくりのグ
ローバル化）
担当教員：外部講師

［第７回］　 Quality Technology and Management
担当教員：外部講師

［第８回］　 Robust Design Methodology for Reliability
担当教員：外部講師

［第９回］　 グローバル・マーケティングとブランド
担当教員：経営学研究科
　本講義では，グローバル・マーケティングの
重要性とブランドの重要性を論じる。優れた製
品の開発やサービスの開発は企業にとっての生
命線であるが，グローバルな世界ではそれだけ
では競争優位性を獲得することはできない。そ
のことを検証する。

［第10回］　 知財・特許戦略
担当教員：外部講師

　研究機関における研究成果の評価とその取り
扱い方法や，企業における製品の市場展開のた
めの知財戦略について解説する。

［第11回］　 海外事業戦略と動向（情報･通信分野の海外事業
マネジメント）
担当教員：外部講師

［第12回］　 技術戦略論
担当教員：経営学研究科

［第13回］　 起業における研究マネジメント
担当教員：理工学研究科
　企業における技術マジメントに関わる人材育
成の考え方と取り組みを解説する。

［第14回］　 まとめ　統合課題（演習）

履修上の注意
　技術開発，ものづくりに関る経営の問題や製品に対する
社会的ニーズなどに広く興味を持ち，課題を考えながら聴
講すること。
　講義は理工学研究科，経営学研究科，商学研究科の担当
教員と外部講師によって行う予定で，それぞれ担当時間終
了時に小課題を課すことがある。講義内容，順番および担
当教員は講義開始時のガイダンスで改めて配付する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　最終回に総合演習として論述課題を課すので，各回の講
義内容の講義ノートの作成，話題に関連した文献や新聞記
事などを調査して整理しておくことと良い。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　講義毎に適時紹介する。

成績評価の方法
　演習・提出課題により総合評価し，その60％以上を合格
基準とする。

その他
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科目ナンバー： ST LAW691J

共通総合科目 備 考

科 目 名 学際領域特論Ｂ

開 講 期 春学期 単 位 講2

担 当 者 専任教 授　工学 博士 　久保田　寿夫　他

授業の概要・到達目標
　21世紀のわが国が目標に掲げているのは，「知的財産立
国」である。その取り組みの一つが大学の知的財産の有効
活用を考えた産官学連携であり，現在最も重要視されてい
る。ここでは実務家の弁理士の方を中心に知財についての
次のような最低限の必要事項について，解説し，講義する。
　特許の権利および制度を理解し，その権利取得，特許に
係る法律さらに知的財産の運用についてその基礎を身につ
ける。

授業内容
第１回　 知的財産とは（担当：久保田）
　知的財産についてイントロダクションを行う。
第２回，第３回　 特許・実用新案制度，実用新案の権利取

得（担当：伊丹）
　基礎研究，基本特許出願・権利化，商業化研究および販
売段階の各ステップ毎に，研究者および事業担当が携わる
知的財産業務とそれに必要な法的知識を，実例および判例
をも交えて具体的に解説する。発明等の発想の仕方，特許
請求範囲の書き方，出願手続き上の留意点，どんなものが
特許になるか，他社特許の権利範囲は，回避策等について
具体例をもって説明する。
第４回　 意匠・商標制度（担当：木下）
　近年その市場価値が大幅にアップしているデザインを保
護する意匠ならびに企業が最も重視している商標につい
て，その機能，権利取得，権利維持および権利活用の基礎
知識を，実例および判例を交えて解説する。
第５回　 著作権，コンピュータプログラム，有体物の取扱

について（担当：木下）
　著作権法の概要を説明し，コンピュータプログラム，デー
タベースについて著作権による保護と特許法による保護を
比較検討して理解を深める。海外の大学，企業における研
究成果有体物の保護およびわが国における管理強化の状況
を説明し，取扱の留意点を説明する。
第６回，第７回　 外国特許制度と知的財産権制度の今後

の動向（1）および（2）（担当：伊丹）
　外国特許取得の必要性，外国特許取得手続きの概要を解
説する。米国特許法に特有なポイントと対応策を概説する。
知的財産権の保護を念頭においた研究ノートのつけ方につ
いて口述する。ビジネス特許，数学アルゴリズム特許，医
療法特許ほか知的財産権における新分野およびトピックに
ついて最近の動向を紹介し，知的財産制度の今後について
解説する。
第８回　 特許情報と特許マップ，パテントプール（担当：木下）
　特許（公開）公報に含まれている情報及び特許情報検索
データベース（IPDL）について解説する。また，特許明細
書の読み方，特許調査の纏め方として，「技術の流れ」の把
握の手法，「権利のマップ」の把握方法について紹介する。
知的財産取引の効率的な手段として注目されているパテン
トプールに焦点をあて，その形成によるメリット，デメリッ
トを説明する。
第９回　 不正競争防止法，独占禁止法（担当：木下）
　これらの法律が，大学および企業における研究および事
業にどのような場面において係わっているかを，これらの
法律の概要を交えて解説する。なお，さきに講義された有
体物の取扱，パテントプール等との関連についても述べる。
第10回，第11回　 特許出願演習（1）および（2）（担当：伊丹）
　学術論文または実験生データを素材に，発明を発掘し特
許請求の範囲に纏める演習を行う。発明の発掘法および強
い特許を取得するポイントについて解説する。公知文献に
基づいて審査官から拒絶理由通知が来たと想定して，特許

性があるか否か検討し，特許性がある場合，特許請求の範
囲修正の要否，要の場合，どのように修正したらよいか等
について演習する。また，特許性の主張のポイントおよび
審査に強い特許明細書の書き方を解説する。
第12回　 知的財産の運用並びに契約（担当：木下）
　知的財産の運用を図る手段である，権利の移転，実施権
の設定等について解説する。また，契約とは何か，契約書
の特有な文言の意味をはじめとする契約の基礎知識のほ
か，共同研究，受委託研究契約，実施許諾契約及び秘密保
持契約の基本構成について説明する。
第13回　 知的財産の侵害並びに係争（担当：木下）
　権利者として第三者の侵害を摘発し排除しようとする
場合，逆に第三者から知的財産権侵害の警告を受けた場合
には，どのような対応，手続きを行ったらよいか，また係
争における主な争点について判例を交えて概説する。
第14回　 大学・企業における研究と知的財産（担当：久保田）
　知的財産を生む日本と世界の環境状況（教育・研究・技術
力），日本における大学及び企業における研究開発の実態，
キャッチアップ時代からフロントランナーになるべき創造
性と独創性を育むものはなんであるか，現状と将来につい
て述べる。

履修上の注意
　知財に対する日頃の関心を高め，授業への積極的な参加
と質問を行うこと。

準備学習（予習・復習等）の内容
　知財に関する新聞記事など読み，自らの考えを理論的に
まとめる訓練を行うこと。

教科書
　必要に応じてプリントを配布する。

参考書
　「知的財産―基礎と応用―」佐伯とも子他著　朝倉書店
　「知的財産マネジメント」朝日監査法人東洋経済新報社
　「知的財産法入門」小泉直樹著　岩波書店

成績評価の方法
　毎回レポート提出を行う。これを評価し，その評価点が
60％以上を合格とする。

その他
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科目ナンバー： ST IND711J
電気工学専攻・機械工学専攻
応用化学専攻・情報科学専攻 備 考

科 目 名 プロジェクトマネジメント

開 講 期 秋学期集中 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（工学） 三浦　登　他

授業の概要・到達目標
　日本の科学技術力は極めて高く，その水準は世界的にも
トップに位置するが，技術マネージメントの水準の低さが
指摘されている。また，産業界においてはイノベーション
を創出し得る高度な研究者・研究リーダーの育成が期待さ
れている。本講義では，イノベーティブな研究成果や産業
を生み出す上で必要な思考やスキルを教育し，国際的な広
い視野や産業界などの実社会のニーズを踏まえた発想に
よって研究を展開することができる人材を育成することを
目的とする。
　本講義において，国際的な幅広い視野や複雑・学際的に
なる研究の状況を踏まえた上で研究を展開できることがで
きるようになることを目標とする。

授業内容
第１回　 イントロダクション
第２回　 企業研究に必要なMOT（Management of Tech-

nology）の基礎知識
第３回　 研究マネージメント1
第４回　 研究マネージメント2
第５回　 研究マネージメント3
第６回　 商品開発者に必要な倫理と基礎知識1
第７回　 研究企画・技術戦略1
第８回　 研究企画・技術戦略2
第９回　 知的財産とその戦略
第10回　 コンプライアンス，安全管理
第11回　 事業化のための研究開発マネージメント1
第12回　 事業化のための研究開発マネージメント2
第13回　 グローバルマーケティングとブランド
第14回　 講義のまとめ

履修上の注意
　講義は，複数の教員によって行う予定である。講義の開
講日・開講時限・場所については，講義の開始時に予定を配
布する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　本講義は，学部・大学院博士前期課程の講義や講習会・講
演会とは異なる。高度な研究者や研究リーダーに求められ
る判断・スキルを理解し，これまでに得た学識・自身の研究
経験をいかに発展させていくかが話題である。自身の研究
の背景とその成果がもたらす社会的波及効果，今後の研究
計画や将来への展望について十分考えた上で講義に望むよ
うにすること。

教科書
　指定しない。

参考書
　適宜，講義中に紹介する。

成績評価の方法
　レポート・講義中の議論によって総合的に判断する。

その他

科目ナンバー： ST MAT791J

数学専攻 備 考

科 目 名 現代数学概論

開 講 期 春学期集中 単 位 講2

担 当 者 専任教授　博士（理学） 中村　幸男　他

授業の概要・到達目標
　数学は形式的には代数学，幾何学，解析学の3つに分類
されるが，その境界は明確ではなく，異なる分野と関わる
理論も多くある。近年は複数の分野にまたがる理論がます
ます増える傾向にあり，研究を行うためには主専攻分野以
外の理論の体系的な知識も重要となる。
　本授業では，数学および関連する分野の様々な研究者が
講師となり，当該分野の研究の動向や研究手法を講義する。
専門以外の分野の最新の話題や研究手法を理解し，それぞ
れの研究をより深いものとすることを目標とする。

授業内容
第１回　 代数学の研究手法1
第２回　 代数学の研究手法2
第３回　 代数学の最近の話題1
第４回　 代数学の最近の話題2
第５回　 代数学の最近の話題3
第６回　 幾何学の研究手法1
第７回　 幾何学の研究手法2
第８回　 幾何学の最近の話題1
第９回　 幾何学の最近の話題2
第10回　 解析学の研究手法1
第11回　 解析学の研究手法2
第12回　 解析学の最近の話題1
第13回　 解析学の最近の話題2
第14回　 解析学の最近の話題3

履修上の注意
　授業は複数教員が担当する。開講日・開講時限・教室につ
いては，初回に予定を配布する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　興味を持った内容については，文献に当たるなどし，よ
り深い理解を目指すこと。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　授業において適宜紹介する。

成績評価の方法
　代数学（30％），幾何学（30％），解析学（30％）の各分野で
の議論の参加状況と，レポート（10％）により評価する。合
計が満点の60％以上を単位修得の条件とする。

その他
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科目ナンバー： ST PHY652J

物理学専攻 備 考

科 目 名 分野横断型研究

開 講 期 秋学期集中 単 位 講2

担 当 者 専任准教授　博士（理学） 光武　亜代理　他

授業の概要・到達目標
　博士後期課程では，修了後のキャリア形成を鑑みて，専
門的な研究を推進するだけではなく，多様な研究分野にお
いて広く柔軟に活躍できる能力を身に付ける必要がある。
本科目では，物理学および関連する広範な研究分野におけ
る先端的な研究を推進する人々との議論を通じて，背景知
識の異なる聴衆へ専門的内容を伝える能力，および専門外
の分野を深く理解する能力を磨き，これらを通じて学際的
研究を推進できるようになることを目的とする。授業の前
半では，物理学専攻内にある理論物理学，生物物理学，実
験量子物理学，応用物理学といった多様な研究分野との議
論を通じて，各分野の理解を深めるとともに，履修者の
専門分野との関連性と分野横断的な展開の可能性を議論す
る。後半では，広く学内外で活躍する研究者を講師として
迎え，より広範囲の研究分野に関する研究内容と近年の研
究動向を理解するとともに，専門性を活かした異分野間交
流を展開することを目標とする。

授業内容
第１回　 イントロダクション
第２回　 生物物理学研究分野の研究内容と近年の動向
第３回　 生物物理学研究分野との分野横断的ディスカッショ

ン１
第４回　 生物物理学研究分野との分野横断的ディスカッショ

ン２
第５回　 実験量子物理学研究分野の研究内容と近年の動向 
第６回　 実験量子物理学研究分野との分野横断的ディスカッ

ション１
第７回　 実験量子物理学研究分野との分野横断的ディスカッ

ション２
第８回　 応用物理学研究分野の研究内容と近年の動向
第９回　 応用物理学研究分野との分野横断的ディスカッショ

ン
第10回　 理論物理学研究分野との分野横断的ディスカッショ

ン
第11回　 物理学および関連する諸分野の研究動向１
第12回　 物理学および関連する諸分野の研究動向２
第13回　 分野横断的ディスカッション
第14回　 総括

履修上の注意
　授業は複数教員が担当する。開講日・開講時限・教室につ
いては，初回に予定を配布する。

準備学習（予習・復習等）の内容
　専門的な研究内容を背景知識の異なる人々に伝えるとい
う視点に立ち，議論の準備をしておく。常日頃から，専門
分野にとらわれない広い視野をもち，多様な研究分野の知
識を吸収することに努める。

教科書
　特に指定しない。

参考書
　授業において適宜紹介する。

成績評価の方法
　理論物理学（15％），生物物理学（15％），実験量子物理学

（15％），応用物理学（15％）の各分野での議論の参加状況に
加え，物理学および関連分野の講師との分野横断的な議論

（20％）とレポート（20％）により総合的に判断する。

その他
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